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まえ が き 
ト 
人 所内 送 と し て の 本 物 人 的 な 鉄道 は 、 1825 年 に イギリス 北東 部 の スト ッ ク トン 、 上 請 
ント ン 間 で の 共 気 機関 車 列車 に よる 営業 が 世界 で 初め て で あり 、 今年 は 190 征 目 と な り 
ます 。 
日 本 の 鉄道 は 、1872 年 に 新橋 ・ 横 浜 間 で イギリス 人 の エ ドモ ンド ・ モ レル 技師 の 指導 
受け 、 井 上 勝 が 鉄道 頭 と な り 、 イ ギリ ス の 蒸気 機関 車 に より 開業 し て か ら 143 年 で す 請 
その 後世 界 各地 で 建設 が 進み 、 19 世紀 か ら 20 世紀 前 半 に か け て は 事実 上 独語 的 
通 機関 と な り 、 各 国 の 経済 社会 鉄道 と と も に 発展 し て まい り ま し た 。 し か し 、 20 全編 同 
入り 自動 車 交通 が 発展 する と 、 鉄道 は 八 々 に その ン ェ ア を 代 わ れ 、 終 陽 産業 と まで 言わ れ 
た 時 期 も あり まし た 。 
こう し た 流れ に 対し 反撃 を 開始 し た の が 、 1964 年 の 日 本 の 東海 道 新幹線 の 開業 で す 
日本 の 成功 に より 、 高 速 鉄道 は その 後 ヨ ー ロ ッ パ と 東 ア ジア の 主要 国 で 相次い で 建設 
れ 、 現在 多く の 国 で 計画 され て いま す 。 ま た 、 ア ジア の 国々 を は じ め と し て 、 主 要 国 で は 経 
済 成長 に 伴い 大 都市 へ の 人 口 集中 が 加速 し 、 都市 鉄道 の 整備 が 盛ん に 行わ れる よ うに な 
り ま し た 。 そ し て 、 CO 排出 に よる 地球 温暖 化 へ の 対応 を 迫 ら れる 中 、 環境 面 か ら も 針 
の 優位 性 が 広く 認識 され る よう に な っ て いま す 。 

現在 、 世 界 の 200 近 い 国 の うち 約 140 カ国 に 鉄道 が あり ます 。 て の 人 界 の 和 を た まく 

』 分 類 し で みる と 、 日 本 や イギリス の よう な 旅客 輸送 中 心 の 鉄道 、 ドイ ツ や フラ ンス の よう 
に 客 貨 それ ぞ れ の 輸送 に 健 関し て いる 鉄道 、 ア メリ カ を 代表 と し て ロシア や オー ニス 
リア な ど 局 物 輸送 中 心 の 鉄道 、 中 国 や イン ド の よう な 鉄道 大 国 、 アフ リカ ・ 中 南米 の 資 

や 生産 物 輸送 の 鉄道 な ど 、 地 域 ど ご と に さま ざま な 発展 形態 た 示 し て いま す 。 請 1 
今回 発刊 する 世界 の 鉄道 』 で は 、 この よう に 多 陣 多 な 生還 の 折半 
だ け で な く 、 ま た その 最新 の 動向 が 理解 で さき る よう に 、 国 ご と に 「 鉄 道 概要 」、「 鉄 道 の 歴 更 呈 

か ら 「 鉄 道 の 特徴 」、 「 将 来 の 開発 計画 」 に 関す る 最新 デー タ と 情報 を も と し てい 吉 
す 。 2 計 
全 た き い それ だ け で な く 、「 鉄 道 の 世界 遺産 」、 鉄道 景勝 ルー ト 」、「 世 界 の 豪華 列車 」、「 世 界 の 高 
。  。 清 車 」 な どの グラ ビア ペー ジ や 、 世界 各地 の 鉄道 に 関す る トピ ックス を 紹介 する コラ ム 
も 設け て いま す 。 さ ら に 世界 136 カ国 の 鉄道 写 真 を 掲載 し 、 国 ご と に 詳細 な 鉄 導線 図 を 
。 つけ る な ど 他 に 類 を 見 な い 内 容 と な っ て いま す 。 2 
鉄道 関係 者 や 鉄道 愛好 家 に ご 利用 いた だ く と と も に 、 Wee れ 89 が 7 
2 RDG ま S さ S う OS 
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利用 の 手引 き / 則 例 


1 本 書 で 取り あげ た 鉄道 
本 書 で は 、 主 に 全国 的 な ネッ トワ ー ク を 持っ て いる 鉄道 を 取り あげ た 。 つま り 、 国 有 鉄 首 ( 国 欠 ) 

か ら 民 営 化 され た 鉄道 、 ア メリ クル や rorCFY 5 し た 。 し た が っ て 、 日 本 や アメ リカ 8 

件 等 は 一 部 を 除い て 、 原 則 と 読了 り 地 げ て いな い 。 ON 1 

また 、 ア フリ カ や 中 南米 に お いて は 、 他 に 主要 な 鉄道 が な い 場合 、 誤 物 資源 や 生産 物 輸送 の た 


を 取り あげ た 。 | 
な お 、 休 中 の 路線 し か な い 国 ( 例 : リ ビア ) に つい て も 、 今 化 の 人 道人 計画 が ある 場合 は 
7 た 。 


2 鉄道 の 歴史 、 特 徴 等 
国 ど と に 分 押し て 病 し おり 、 各 国 未 必 に < > 基き で 者 名 を 抽 し た 各 の 電 ち は 90 


3 運営 組織 
ヨー ロッ パ で は 上 下 分 離 と オー プン アク セス を 基本 政策 と する 鉄道 改革 と 民営 化 、 ア フリ カ や 中 
で 


は 鉄道 運営 権 の 譲渡 (コン セッ ショ ン ) が 進ん で お り 、 複数 の 鉄道 運営 組織 が ある 国 が 多い の で 

織 を 極力 掲載 する よう に し た 。 掲載 に あたっ て は 、 で きる 限り 最新 情報 の 収集 に 努め た が 、 現在 も 

革 や 民営 化 、 運営 権 の 譲渡 な ど が 進行 し て いる 鉄道 が あり 、 それ が 反映 で き て いな い 国 も ある こと 

り し て お く 。 3 
また 、 複数 の 運営 組織 が ある 場合 、 そ の 事業 内 容 が わか りや すい よう に 、 組織 名 に 続け て 、 「 イ ン フ 内 


理事 業 」「 鉄 道 輸送 事業 」 「 旅 客 輸送 事業 」「 貨 物 輸送 事業 」 な どの 別 を 付記 し た 。 
利用 し や すい よう に 運営 組織 の 日 本 語 訳 を 掲載 し た が 、 必 ず し も 定 訳 と な っ て いな い 場 合 も ある 


4 各国 の デー タ 
41 掲載 各国 の 主要 デー タ に つい て は 、 二 宮 書 店 発行 の 『 デ ー タ ブッ ク オブ ・ ザ ・ ワ ー ル ド 2015」 な ど を 


参考 に し た 。 人 口 は 2014 年 、1 人 当たり 国民 総 所 得 (Gross National mcome:GNT) は 2013 年 の デー 

タ で ある 。 
42 換算 レー ト は 2015 年 3 月 31 日 現在 の も の を 掲載 し て いる 。 
4.3 本 書 に お いて は 、 以 下 の 国 家 群 を 「 ロ シア & 周 辺 諸国 」 と し て 掲載 し 、NIS (Newy Imdepemdemt 
Se 諸国 を 中 心 に 取り まとめ た 。 NIS と は 、 旧 ソ ビエ ト 連 邦 か ら の 新 独 立国 の うち ロシア 連邦 記 
スト ニア 、 ラトビア 、 リ ト ア ニア を 除く 10 か 国 。 す な わ ち 、 ウ クラ イナ 、 ベラ ルー シ 、 モル ド バ 大 
内 お ッ ラ ニ スン ウジ キュラ ン 、 ユ ル ギ ス 、 ア ルス ァ ゼ ル バ パイ ジ 
ン を 示す 。 ウ クラ イナ や ジョ ー ジ ア は 、NIS よ り 離 脱 を し て いる が 、 旧 NIS 諸国 と し て まとめ て ゆい 人 
また ウクライナ に 関し て は 、 2014 年 の ウクライナ 内 戦 以 前 の 状態 と し て 掲載 を し て いる 。 そ の た が 
ド ネ ツク 人 民 共 和 国 と し て 独立 し た ド ネ ツク 州 は 、 ウ クラ イナ と し て 掲載 を し て いる 。 > 


5 主要 デー タ e 
5.1 各国 の デー タ 比 較 が で きる よう に 、 原則 と し て 2013 年 現在 の デー タ を 記載 し て いる 。 年 が 4 
場合 に つい て は 当該 年 を 括弧 書き に より 注記 し た 。 
5.2 デー タ の 収集 ・ 掲 載 た あたっ て は 、 運 営 組織 の 年 報 (Annual Report)、 ホー ムペ ー ジ 、 [Janes WO H 
Railways』、『Railway Directory』 な どの 資料 を 参考 と し た 。 参考 と し た 各種 書籍 や 資料 に つい て 3 き 
2 スト (479 人 全 ジ ) に 記 し た 。 な お 、 MS77 TO こと C 


AM 「 
E は 、 現在 の 国土 の 中 で 計 Omareerdd 


業 用 客車 は PC の 項目 、 事 業 用 貨車 は FC の 項目 に 組み 込ん で いる 。 
56 電気 方 式 に 関し て は 、 以 下 の よ うに 表記 し た 。 
DC (Direct Current) は 直流 電気 方 式 、AC (Altermating Current) は 交流 電気 方 式 。 
( 例 ) DC3kV = 直流 3000 ボル ト 、DO600V = 直流 600 ボ ルト 
AC25kV60Hz = 交流 2 万 5000 ボ ルト 60 ヘル ツ 
AC12.5kV60Hz = 交流 1 万 2500 ボ ルト 60 ヘ ルツ 


路線 図 

6.1 地名 ・ 駅 名 表示 は 、 ラテ ン 文 字 (ロー マ 字 ) を 基本 と し た 。 ラ テン 文字 を 使用 し て いる 国 で は 、 その 国 
で 使用 し て いる 文字 や 表記 ( 例 : ポー ラン ド ) を 基本 と し た が 、 一 部 に は 慣用 化し て いる 英語 表記 を 
採用 し た 場合 ( 例 :Copenhagen) も ある 。 な お 、 日 本 は 漢字 の み の 表記 、 韓 国 (大 韓 民 国 )、 北 朝鮮 ( 朝 
鮮 民 主 主義 人 民 共和 国 )、 中 国 (中 華人 民 共和 国 ) 、 台 湾 (中 華 民 国 ) に つい て は 漢字 表記 と ラテ ン 文 
字 を 併記 し た 。 

6.2 各国 の 主要 都市 の 人 口 (出典 :http7/wwwworld-gazetteercom ほ か ) を 万 人 単位 で 図 上 に 付記 し た 。 

6.3 凡例 中 「 軌 間 混 合 区 間 」 と ある の は 、 軌 間 が 違う 線路 が 併存 し て いる 区 間 を 示し 、 単線 並列 や 三線 式 
軌道 、 四 線 式 軌 道 な ど を 総称 し た も の で ある 。 

6.4 路線 に つい て は 、 電 化 ノ 非 電 化 、 複線 ノ 単 線 、 旅 客 線 貨 物 線 の 別 を 示す こと を 原則 と し た が 、 整備 
状況 が 各国 一 様 で な いた め 、 それぞれ の 鉄道 事情 に 即 し た 掲載 基準 を 採用 し た 。 こ の た め 、 運 営 組織 
別に 分 類 し た 国 や 、 一 部 の 民 鉄 路線 を 掲載 し た 国 も ある 。 ま た 、 高 速 鉄道 (営業 中 ・ 建 設 中 ・ 計 画 段 階 ) 
の 路線 は 、 計 画 の 熟 度 に か か わら ず 可 能 な 限り 記載 し た 。 

6.6 路線 図 の 作成 に あたっ て は 、 収 集 し た 資料 を も と に 可能 な 限り 正確 を 期し た が 、 新規 開通 や 延伸 、 廃 
線 な どの 動向 を 完全 に 把握 する こと が 困難 で あっ た こと を お 断り する 。 誤 りや 変更 等 の ご 指摘 に よ 
り 今後 の 改訂 や 改版 時 に 改め る 予定 で ある 。 


組織 名 の 中 称 
本 書 で 頻出 する 組織 名 は 、 下 記 の 略称 (アル ファ ベッ ト 順 ) を 用 いた 。 

ADB (Asian Development Bank: アジ ア 開 発 銀行 )、EBRD (The European Bank for Reconstruction 
and Development : ヨー ロッ パ 復 興 開発 銀行 )、 EIB (European Investment Bank : ヨー ロッ パパ 投資 銀行 )、 
TBRD (The Imternational Bank for Reconstruction and Development : 国際 復興 開発 銀行 (世界 銀行 ))、 
JARTS (Japan Railway Technical Service : 海外 鉄道 技術 協力 協会 ) JBIC (Japan Bank for Imtermational 
Cooperation : 国際 協力 銀行 )、 JICA (Japan International Cooperation Agency : ( 独 ) 国際 協力 機構 ) 上 記 
以外 の 組織 名 な ど に つい て は 、 巻 未 資料 編 の 用 語 解説 (467 ペー ジー) を 参照 され た い 。 


鉄道 写真 

撮影 者 ・ 提 供 者 を (氏名 ・ 団 体 ・ 企 業 名 ) と いう 形 で 明記 し た 。 表 紙 及 び 章 扉 、 各 国 の タイ トル 部 分 ・ コ ラ 
ム 、 囲み 記事 の 写真 の 提供 者 は 、 巻末 に (478 ペ ー ジ ) まとめ て 掲載 し た 。 写 真 の 著作 権 は 撮影 者 お よび 提 
供 者 に 所 属し ます 。 

極力 最近 の も の を 収集 する よう に 努め た が 、 130 以 上 の 国 の 鉄道 写真 すべ て を 最新 の も の に する の は 困 
難 で な か に は 少し 古い 写真 も 含ま れ て いる 。 
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ルフ ラ 線 (櫻井 寛 ) 


引 ア ルプ ラ 線 - ベ ル ニ ナ 株 と 周り 


に 1 


株 (櫻井 寛 ) 
アル フラ 線 - ペ ベルニナ 線 と 周 0 


k イン ド の 山岳 鉄道 群 
2008 年 登録 イン ド の 山岳 鉄道 群 ) 
・ タ ー ミ ナス 駅 (櫻井 寛 ) 


2-10 アメ リカ デュ ラン ゴ & シ ル バ ー ト ン 角 
2-11 カナ ダ VA 鉄道 カナ ディ アン (本 井 和 


2-12 カナ ダ VIA 鉄 道 ハ ド ソ ン ベ イ ( 櫻 井 厚 ) 
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3-5 イギリス ・ フ ラン ス ・ ス イス ・ オ ー ス トリ ア ・ イ タリ ア 
ベニ ス ・ シ ンプ ロン ・ オ リエ ント ・ エ クス プレ ス ( 処 井 寛 ) 
3-6 イギリス ロイ ヤル ・ ス コッ ツマ ン (櫻井 定 ) 
3-/ 南ア フリ カ ロボ スレ イル ( 櫻 井 定 ) 
3-8 南ア フリ カ ブル ー ト レイ ン (櫻井 寛 ) 
南ア フリ カ ブフ ルー トレ イン の 個室 内 (櫻井 寛 ) 
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4-5 台湾 7001 型 新幹線 (櫻井 寛 ) 
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10 イギリス フラ ンス . ベ ルギー ユー ロス タ =0 


4-11 フラ ンス TGV Duplex (橋爪 智之) 
4-12 ドイ ッ ICE Velaro D ( 櫻 井 寛 ) 、 
"13 イタ リア フレ ッ チ ャ ロッ サ 1000 橋 叶 み 
4-14 イタ リア イタ ロ (櫻井 寛 ) 
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Asia & Oceania 


20 日 本 
32 韓国 
36 北朝 鮮 
38 中 国 
46 台 洪 
50 ラク ョ リル 
52 ベト ナム 
56 カン ボ ジ ア 
58 タイ 
62. ニャ セン マニ 
64 ラオ ス 
66 マレ ー シ ア 
7/00 ツ ィ リ ピ シ 
74 イン ド ネ シア 
765/ バ パン グラ デシ ュ 
80 イン ド 
86 スリ ラン カ 
88 ネバ ー ル 
90 バキ スタ ン 
048 アフ ガー スタ ン 
96 イラ ン 
100 イラ ク 
102 トル コ 
106 シリ ア 
108 レバ ノン 
110 ヨル ダン 
112 サウ ジリ アラ ピア 
114 イス ラ エ ル 
118 オー スト ラリ ア 
126 ニュ ー ジ ー ラ ンド 
130 フィ ジー 
93 コラ ム 「 ダ ー ジ リン 山岳 鉄道 」 
116 コラ ム [ ア ジア で 活躍 する 日 本 製 の 再生 車両 」 
132 コラ ム 「 ザ .: ガ ン 号 ] 


Japan 


国 の あら まし 


mmm 

ユー ラン シア 大 陸 の 東部 、 太平 洋 の 北西 に 連なる 、 
北海 道 、 本 州 、 四国 、 九州 の 4 つの 大 き な 島 と 約 
6800 の 島々 か ら な る 。 国土 の 70% が 山地 で ある 。 
太平 洋 に 面 し た 温帯 モン スー ン 気 候 に ある が 、 国 二 
が 南北 に 長く 季節 風 の 影響 を 受け る た め 、 亜 熱帯 か 
ら 亜 守 帯 まで 気候 に は 地域 差 が ある 。 多 く の 地域 は 
温暖 で 四季 の 変化 が は っ きり し て いる 。1185 年 鎌 
] 倉 幕 府 が 成立 し 、1192 年 に は 武家 政治 と な る 。 戦 国 


( 時 代 を 経て 、1603 年 に 成立 し た 江戸 幕府 が 1868 
年 まで 続く 。 近 代 国家 へ と 転換 を 図っ た 明治 新政 府 
| は 富国 強兵 政策 を 行っ た 。 1945 年 太平 洋 戦 争 の 敗 


戦後 、 1951 年 サン フラ ン シ ス コ 対 日 講和 会 議 で キ 
権 を 回 復 し た 。 1972 年 に は 沖縄 が 返還 され る 。 経 
請 産業 面 で は 、 世 界 ト ッ プ クラ ス の 投 術 革新 に よ 
有 、1950 年 代 か ら 1970 年 代 に か け て 「 高 度 成長 」 
と 季 さ れる 飛躍 的 な 発展 を 遂げ た 。 そ し て 1980 年 
備後 半 に 、 後に 「 バ ブル 」 と 呼ば れる 超 好 景気 期 を 
迎え る が 、 その 朋 壊 後 は 景気 低迷 が 長らく 続く 。 
2008 年 秋 以 降 の 世界 的 な 金融 不安 も 景気 を 停滞 さ 
せる 婁 因 と な っ た 。 日 本 は 長期 間 GDP 世界 2 位 を 
誇っ て いた が 、2010 年 、 中 国 に 抜か れれ て いる 。 


日 本 国 
人 口 : 1 億 2644 万 人 (2014 年 ) 
面積 :37.8 万 km 
主要 言語 : 日 本 語 
通貨 : 円 JPY 
国民 総 所 得 : 6 兆 1067 USD 
1 人 当たり 国民 総 所 得 :4 万 7870 USD 


| 


鉄道 の 主要 デー タ (2013 年 ) 
(JR グル ー プ の み ) 


創業 1872 年 
営業 キロ " 2 万 80km 
軌間 別 1 万 7184km (1067mm) 


2896km (1435mm) 
電化 キロ 6375km (DC1.5kV) 
3427km (AC20kV) 
2621km (AC25kV) 
( 
( 


複線 化 キロ 5750km (1067mm) 
2621km (1435mm) 
左側 通行 
年 間 旅客 輸送 量 91 億 4200 万 人 
/2598 億 人 キロ 
年 間 貨 物 輸送 量 2999 万 トン 
/201 億 トン キロ 
EU530 DU338 
EMU/4636 (新幹線 ) 
EMU/1 万 8410 ( 在 来 線 ) 
DMU/2217 PC/283 FO8611 
SU11 
旅客 140kmh (1067mm) 
320kmh (1435mm) 
貨物 130kmh (1067mm) 
"営業 キ 口 は 、JR 貨 物 を 除く 数 値 


車両 数 


列車 最高 速度 


JR 東日本 東京 駅 (R 東 日 本 ) 
で 。 請 吊 _ 9・ 


JR 西日本 大 阪 ス テー ショ ン シ テ ィ (」R 西日本) 


運営 組織 概要 (JR グル ー プ の み ) 


〇 JR 北海 首 


北海 道 旅客 鉄道 株 式 会 社 

Hokkaido Railway Company OR Hokkaido) 
〒060-8644 北海 道 札幌 市 中 央 区 北 11 条 西 15 丁 目 1-1 
URL: http:/Wwwjrhokkaido.coJp 


主要 デー タ (2013 年 度 ) 


創業 1987 年 
営業 キロ 2500km (1067mm) 
電化 キロ 467km (AC20kV) 
複線 化 キ ロ 590km 
年 間 旅客 輸送 量 1 億 3100 万 人 / 
43 億 人 キロ (2012 年 度 ) 
車両 数 EU9 DL42 EMU/395 
DMU/456 PC/76 FC/115 SL2 
列車 最高 速度 130kmh* 
* 海 峡 線 は 140kmh 
社員 数 7116 人 (2013 年 4 月 1 日 ) 
経営 収支 営業 収益 1796 億 円 (連結 ) 
843 億 円 (単体 ) 
営業 費 2033 億 円 (連結 ) 
1153 億 円 (単体 ) 
営業 利益 へ 237 億 円 (連結 ) 
へ 309 億 円 (単体 ) (2012 年 度 ) 
〇 JR 東日本 
東日本 旅客 鉄道 株 式 会 社 


East Japan Railway Company (JR East) 
〒 151-8578 東京 都 渋谷 区 代々 木 2--2 
URL : http:/wwwjreast.COJp 

主要 デー タ (2013 年 度 ) 


創業 
営業 キロ 
軌間 別 


電化 キロ 

複線 化 キロ 

年 間 旅 客 輸送 量 
車両 数 

列車 最高 速度 


社員 数 
経営 収支 


1987 年 

7474km 

6064km (1067mm) 

1410km (1435mm) 

1683km (AC20KV) 

1135km (AC25KV) 

2680km (DC1.5kV) 

1135km (新幹線 ) 2519km ( 在 来 線 ) 
g2 億 4600 万 人 / 1311 億 人 キロ 
EL/47 DU43 EMU/1336 (新幹線 ) 
1 万 926 ( 在 来 線 ) 

DMU/513 PC130 FC343 SL3 
320kmyh (1 435mm) 

130kmh (1067mm) 

5 万 9240 人 (2014 年 4 月 1 日 ) 
営業 収益 2 兆 7029 億 円 (連結 ) 
1 光 9325 倍 円 (単体) 

営業 費 2 兆 296 1 億 円 (連結 ) 

1 兆 6047 億 円 (単体) 

営業 利益 4067 億 円 (連結 ) 
3278 億 円 (単体) 


〇 JR 東海 


東海 旅客 鉄道 株 式 会 社 

Central Japan Railway Company OR Central 

〒 450-6101 覚 知 県 名 古屋 市 中 村 区 名 駅 1-1-4 JR セ 
ント ラル タワ ー ズ 

〒 108-8204 東京 都 港 区 港南 2-1-85 JR 東海 品川 ビル 


A 棟 (東京 本 社 ) 


URL : http:rrcentral.coJjp 
主要 デー タ (2013 年 度 ) 


創業 年 1987 年 
営業 キロ 1971km 
軌間 別 1418km (1067mm) 
553km (1435mm) 
電化 キロ 553km (AC25kV) 
939km (DC1.5kV) 
複線 化 キロ 553km (1435mm) 
534km (1067mm) 
年 間 旅客 輸送 量 5 億 3800 万 人 581 億 人 キロ 
車両 数 EMU/2167 (新幹線 ) 994 ( 在 来 線 ) 
DMU/229 
列車 最高 速度 130kmh(1067mm) 
285kmh (1435mm) 
社員 数 1 万 8223 人 (2014 年 3 月 31 日) 
経営 収支 営業 収益 1 兆 6525 億 円 (連結 ) 
1 兆 2772 億 円 (単体) 
営業 費 1 兆 1579 億 円 (連結 ) 
8163 億 円 (単体) 
営業 利益 4946 億 円 (連結 ) 
4608 億 円 (単体 ) 
〇 JR 西日本 
西日本 旅客 鉄道 株 式 会 社 


West Japan Railway Company (JR West) 

〒 530-8341 大 阪 府 大 阪 市 北 区 芝田 2-4-24 
URL: http:/www.weStirCOJD 

主要 デー タ (2013 年 度 ) 


創業 
営業 キロ 
軌間 別 


電化 キロ 


複線 化 キロ 

年 間 旅 客 輸送 量 
車両 数 

列車 最高 速度 


社員 数 
経営 収支 


1987 年 

5016km 

4363km (1067mm) 

653km (1435mm) 

269km (AC20kV) 

653km (AC25kV) 

2470km (DC1.5kV) 

1559km (1067mm) 

653km (1435mm) 

18 億 5800 万 人 558 億 人 キロ 
EL/17 DU47 EMU/991 (新幹線 ) 
4746 ( 在 来 線 ) DMU/444 PC/62 
FC/199 SL5 

130kmh (1067mm) 

300kmh (1435mm) 

3 万 173 人 (2014 年 4 月 1 日 ) 
営業 収益 1 兆 3310 億 円 (連結 ) 
8736 億 円 (単体 ) 
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営業 費 1 兆 1964 億 円 (連結 ) 
7718 億 円 (単体 ) 

営業 利益 1345 億 円 (連結 ) 
1017 億 円 (単体 ) 

〇 JR 

四国 旅客 鉄道 株 式 会 社 


Shikoku Rallway Company OR Shikoku) 
〒 760-8580 香川 県 高松 市 浜 ノブ 町 8-33 
URL:http:7Wwwjrshikoku.coJjp 

主要 デー タ (2013 年 度 ) 

創業 1987 年 

営業 キロ 855km (1067mm) 
電化 キロ 235km (DC1.5kV) 
複線 化 キロ 51km 

年 間 旅客 輸送 量 4600 万 人 / 14 億 人 キロ 


車両 数 DU2 EMU/162 DMU/257 PC4 FC5 
列車 最高 速度 130kmh 

社員 数 2629 人 (2014 年 4 月 1 日 ) 

経営 収支 営業 収益 488 億 円 (連結 ) 


279 億 円 (単体 ) 

営業 費 594 億 円 (連結 ) 
381 億 円 (単体 ) 
営業 利益 へ 105 億 円 (連結 ) 
へ 101 億 円 (単体) 


〇 JR 九州 
九州 旅客 鉄道 株 式 会 社 

Kyushu Railway Company (JR Kyushu) 

T 812-8566 福岡 県 福岡 市 博多 区 博多 駅 前 3-25-21 
URL: http:/wwwjrkyushu.cojp 

主要 デー タ (2013 年 度 ) 
創業 


1987 年 

営業 キロ 2265km 

軌間 別 1984.1km (1067mm) 
280.4km (1435mm) 

電化 キロ 1008km (AC20kV) 
280.4km (AC25kV) 
51km (DC1.5kV) 

複線 化 キロ 


496.5km (1067mm) 

280.4km (1435mm) 

年 間 旅 客 輸 送 量 3 億 2300 万 人 /91 億 人 キロ 

車両 数 DU9 EMU/142 (新幹線 ) 
1145 ( 在 来 線 ) DMU/318 

PC11 FC42 sl/1 

260kmh (1435mn) 

130kmh (1067mm) 

社員 数 3360 人 (2014 年 4 月 1 日 ) 

経営 収支 営業 収益 3548 億 円 (連結 ) 
1961 億 円 (単体) 

営業 費 3457 億 円 (連結 ) 

1980 億 円 (単体) 

営業 利益 90 億 円 (連結 ) 

人 19 億 円 (単体) 


列車 最高 速度 
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JR 貨物 
日 本 貨物 鉄道 株 式 会 社 
Japan Freight Rallway Company OR Freight) 
〒 151-0051 東京 都 渋谷 区 千駄ヶ谷 5-33-8 
URL: http:/Wwwwjrfreight.cojp 
主要 デー タ (2013 年 度 ) 
創業 1987 年 
営業 キロ 8340.5km* (1067mm) 
年 間 貨 物 輸送 量 2999 万 トン / 

201 億 トン キロ (2012 年 度 ) 


車両 数 EU457 DU195 EMU42 FC7901 
列車 最高 速度 130kmh 
社員 数 6142 人 
経営 収支 1848 億 円 (連結 ) 1499 億 円 ( 単 全 


営業 費 1801 億 円 (連結 ) 
1461 億 円 (単体 ) 
営業 利益 47 億 円 (連結 ) 
37 億 円 (単体) 

"この うち 第 一 種 事 業 免 許 44.8km 


あみ ] 
2 っ 2 2) 
2 2 '4A 沿 
有 ! 


EH800 形 式 電 気 機関 車 (貨物 ) 


鉄道 の 歴史 


ーー 
1872 年 10 月 14 日 新橋 一 横浜 間 29km で 鉄道 開 


通 

1873 年 9 月 15 日 新橋 横浜 間 で 貨物 輸送 を 開始 

1881 年 12 月 日 本 鉄道 株 式 会 社 設立 

1889 年 7 月 1 日 東海 道 線 全 通 (新橋 一 神戸 間 
605.7km) 

1891 年 9 月 1 日 上 野 ~ 青 森 間 東 北 線 全 通 (日 本 鉄 
道 会 社 ) 

1892 年 6 月 21 日 鉄道 敷設 法 公布 。7 月 21 日 鉄道 
庁 、 内 務 省 か ら 運 信 省 に 移管 

1893 年 11 月 10 日 鉄道 庁 を 鉄道 局 と 改称 、 通 信 省 
の 内 局 と な る 

1895 年 2 月 1 日 京都 電気 鉄道 開業 (最初 の 電気 鉄 
道 ) 

1906 年 3 月 31 日 鉄道 国有 法 公布 。 主 要 私 鉄 17 鉄 
道路 線 の 国有 化 一 国営 鉄道 の 路線 建設 相 
炊く 

1908 年 12 月 5 日 内 閣 に 鉄道 院 設置 

1914 年 12 月 20 日 東京 駅 開業 

1920 年 鉄道 省 設置 

1922 年 4 月 11 日 鉄道 敷設 法 公布 

1925 年 7 月 17 日 自動 連結 器 の 一 斉 取 答 

1930 年 自動 空気 ブレ ー キ の 採用 (貨車 )。10 月 1 
日 特急 「 つ ば め 」 の 運行 開始 

1931 年 自動 空気 ブレ ー キ の 採用 (客車 ) 

1934 年 12 月 1 日 丹那 トン ネル 完成 

1942 年 6 月 11 日 関門 トン ネル 開通 

1945 年 8 月 15 日 終戦 

1949 年 6 月 1 日 公共 企業 体 「 日 本 国有 鉄道 」 発足 

1956 年 11 月 19 日 東海 道 本 線 全線 電化 、 寝台 特 
急 「 あ さか せ ぜ 」 運行 開始 

1957 年 4 月 1 日 第 1 次 長期 計画 を 実施 

1958 年 11 月 1 日 東京 ご 神戸 間 で 電車 特急 「 こ だ 
ま 」 の 運転 を 開始 

1959 年 4 月 20 日 東海 道 新幹線 建設 着工 

1960 年 12 月 10 日 上 野 ~ 青 森 間 で ディ ー ゼ ル 特 
急 「 は つか り 」 の 運転 開始 

1961 年 4 月 1 日 第 2 次 長期 計画 を 実施 。5 月 2 日 
新幹線 建設 費 の 一 部 8000 万 ドル (288 億 
円 ) を 世界 銀行 か ら 借 人 

1964 年 10 月 1 日 東海道 新 幹線 (東京 ~ 新 大 阪 間 ) 
開業 、 日 本 鉄道 建設 公団 設立 。 こ の 年 度 か 


ら 国 鉄 赤字 に 転落 

1965 年 4 月 1 日 第 3 次 長期 計画 を 実施 

1967 年 10 月 1 日 新 大 阪 博多 間 で 寝台 特急 電車 
「 月 光 」 の 運転 を 開始 (世界 初 の 寝台 特急 
電車 運転 ) 

1968 年 10 月 1 日 第 3 次 長期 計画 前 半 の 成果 を も 
と に 全国 白紙 ダイ ヤ 改 正 

1969 年 5 月 9 日 国鉄 財政 再建 計画 実施 

1970 年 3 月 14 日 大 阪 で 日 本 万 国 博 覧 会 開催 
5 月 18 日 全国 新幹線 鉄道 整備 法 公布 

1972 年 3 月 15 日 山陽 新幹線 ( 新 大 阪 一 岡山 ) 開 
業 

1975 年 3 月 10 日 山陽 新幹線 (岡山 一 博多 ) 開業 
11 月 26 日 か ら 12 月 3 日 まで 公 労 協 が ス 
ト 権 を 求め て 統一 スト ライ キ を 行う 

1980 年 4 月 1 日 国鉄 経営 改善 計画 。 12 月 27 日 日 
本 国有 鉄道 経営 再建 促進 特別 措置 法 の 公 
布 、 施 行 

1982 年 6 月 23 日 東北 新幹線 (大 宮 一 盛岡 ) 開業 
11 月 15 日 上 越 新幹線 (大 宮 一 新潟 ) 開業 

1985 年 3 月 14 日 東北 新幹線 (上 野 - 大 宮 ) 開業 
7 月 26 日 日 本 国有 鉄道 再建 監理 委員 会 
「 国 鉄 改革 に 関す る 意見 」 を 答申 。10 月 11 
日 政府 「 国 鉄 改 革 の た め の 基 本 方 針 」 閣 
議決 定 

1986 年 11 月 28 日 国鉄 改革 関連 8 法 成立 。 12 月 4 
日 公布 (1987 年 4 月 1 日 施行 ) 

1987 年 4 月 1 日 国鉄 を JR 旅客 会 社 6 社 と JE 貨物 
会 社 、 鉄道 通信 、 鉄 道 情 報 シス テム 、 新 幹 
線 鉄道 保有 機構 、 鉄道 総合 技術 研究 所 に 
分 割 ・ 民 営 化 

1988 年 3 月 13 日 青函 トン ネル 開通 。4 月 10 日 本 
四 連 絡 線 (瀬戸 大 橋 ) 開通 

1997 年 10 月 1 日 長野 新幹線 (東京 長野 ) 開業 

2002 年 12 月 1 日 東北 新幹線 (盛岡 八戸 ) 開業 

2004 年 3 月 13 日 九州 新幹線 ( 新 八 代 一 鹿児島 中 
央 ) 開業 

2010 年 12 月 4 日 東北 新幹線 ひ \ 選 一 新 青 森 ) 開 
業 

2011 年 3 月 12 日 九州 新幹線 (博多 一 新 八代 ) 開 
業 

2013 年 3 月 16 日 5 系 「 は や ぶさ 」 世界 最高 速度 
320kwh 運 転 開始 

2015 年 3 月 14 日 北陸 新幹線 (長野 ~ 金 沢 ) 開業 
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IINGSe の NIS 


zi【@) 


JR 旅客 会 社 路線 図 


(2015 年 3 月 現在 ) 


1435mm (新幹線 ) 
開業 区 間 

在 来 線 改良 (ミニ 新幹線 ) 
see 5 ま 記 中 区 間 (中 央 リニア 新幹線 含む ) 
AO 未 着工 区 間 


1067mm ( 在 来 線 ) 
複線 電化 


| 


| 


( 新 青森 て 新 函 館 北 半 間 は 
2016 年 開業 予定 ) 


稚内 
O 


Japan 


鉄道 の 特徴 と 開発 計画 


〇 JR 北海 道 

JR 北海 道 は 、 日 本 の 総 面積 の 約 5 分 の 1 の 面積 を 
持つ 北海 道 に お いて 、 各 地方 都市 間 を 結ぶ 都市 間 輸 
送 を 行う と と も に 、 190 万 都市 札幌 市 を 中 心 と し た 
都市 圏 輸送 を 行っ て いる 。 また 、 寒冷 積雪 地域 に お 
いて 、 地 域 住民 の 安定 的 な 交通 手段 を 確 介 する と い 
う 重 要 な 役割 を 担っ て いる 。 将来 の 開発 計画 と し て 

『 設 中 の 北海 道 新幹線 ( 新 青森 ・ 札 幌 間 ) に つい て 、 
2015 年 度 未 の 新 青森 一 新 函 館 北 斗 間 開 業 に 向け 、 
準備 を 進め て いる 。 新 幹線 開業 を 契機 に 、 北海 道 と 
本 州 間 の 相互 流動 を 拡大 する た め に 、 商品 設定 、 宣 
伝 * 販 売 展 開 、 観 光 開 発 に 取り 組ん で いる 。 


1994 年 3 月 1 日 札幌 函館 間 に 新 型 振子 特急 
| ペー 人 ーー | 民 半 > 当 5 ドー 

2002 年 12 月 1 日 函館 八戸 間 に 789 系 電車 特 
ei ペニー バ ー 白 恨 2 人 S 二 

2003 年 3 月 6 日 ] R タ ワー オー プン 

2007 年 10 月 1 日 札幌 一 旭川 間 に L 特急 「 ス ー 
パー カム イ 」 デビ ュー 

2008 年 10 月 25 日 1 C カ ー ド 乗車 券 「Kitaca」 が 


サー ビス 開始 

2010 年 10 月 10 日 旭川 駅 周辺 連続 立体 交差 化 事 
業 が 完成 

2012 年 6 月 1 日 学園 都市 線 桑園 北海 道 医療 
大 学 間 電 化 開業 

2012 年 6 月 29 日 北海 道 新幹線 「 札 幌延 伸 」 認可 
決定 

2016 年 3 月 新 青 森 一 新 函館 北斗 間 の 北海 道 新 
幹線 開業 予定 


北海道 H5 系 新幹線 JR 北 海道) 
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〇 JR 東日本 | 
東京 圏 を 含む 本 州 東 半分 を 営業 エリ ア と | 党 
収支 や 促 業 員数 な ど JR グル ー プ の 中 で 最大 
を 有する 。 鉄 道 事業 は 、 東 京 聞 の 通勤 ・ 通 学 輸 和 置 
5 方 面 に 延び る 新幹線 に よる 都市 間 輸送 を 彰 誠 
る 。 また 、 約 70 社 に お よぶ グル ー プ 企業 を 有 上 訂 
活 サ ービス 事業 に も 力 を 入れ て いる 。10 が 請 
「Suica」 の 発行 枚数 も 4000 万 枚 を 超え 、T2 計 
ス も 展開 中 で ある 。 将来 の 開発 計画 と し て 、 箱 た 較 
策定 され た 「 グ ルー プ 経 営 構想 V 」 に 基づき 。 大 
横地 震 な ど 自 然 災害 へ の 対策 、 ホー ム ド ア 束 備 才 
の 安全 対策 を さら に 進め る と と も に 、 多加 業 
便 性 ・ 快 敵性 向上 の た め 、 新 幹線 ネッ トワ ー ク の 
充 お よび 高速 化 を 推進 する 。 社会 イン フラ と し | 
「Suica」 の 利便 性 向上 を 図る と と も に 、 大 規模 2 
ミナ ル 駅 開発 な ど J 東 日 本 グル ー プ の 総力 を 前 
た 、 生 活 サ ービス 事業 の さら な る 成長 を 目指 


1989 年 3 月 11 日 常磐 線 に 「 ス ー パ ー ひ た 引 
ビュ ー、 最 高速 度 130kmh で 運転 
1990 年 10 月 14 日 21 世紀 に 向け た 中 期 経 抽 尼 
「FUTURE21」 を 発表 引 
1991 年 3 月 19 日 成田 空港 駅 開業 、 都 届 と 民 
港 を 結ぶ 新型 特急 「 成 田 エク スプ レ Z!M 
ビュ ー 
月 20 日 東北 ・ 上 越 新 幹線 東京 駅 開示 
1992 年 7 月 1 日 山形 新幹線 「 つ ば さ 」 アビ 3 
1993 年 2 月 2 日 「 ビ ュー・ カ ー ド 」 発行 論 還 
10 月 26 日 株 式 上 場 、R 東 日 本 株 式 25 
万 株 を 売却 
1994 年 6 月 1 日 新津 車両 製作 所 発足 。 識 
1995 年 11 月 10 日 新しい 新幹線 ツク 請 
「COSMOS」 使用 開始 』 


『」 


【e/) 


東日本 ES 系 新幹線 (東日本) 


1996 年 12 月 14 日 東京 圏 輸送 管理 シス テム 
「ATOS」 使用 開始 

1997 年 3 月 22 日 東北 新幹線 275kmh 運 転 開始 。 
秋田 新幹線 「 こ まち 」 デビ ュー 
10 月 1 日 長野 新幹線 「 あ さま 」 デビ ュー 
12 月 20 日 新型 2 階 建て 新幹線 「Max」( ゼ 4 
系 ) デビ ュー 

2000 年 4 月 1 日 「JR 東 日 本 総合 研修 セン ター」 
ホー プ ジ 
11 月 29 日 中 期 経営 構想 「『 ニ ュー フロ ン 
ティ ア 21」 を 発表 

2001 年 11 月 18 日 非 接触 式 I(C カ ー ド シス テム 
「Suica」 サー ビス 開始 
12 月 1 日 湘南 新宿 ライ ン 運 行 開始 

2002 年 2 月 22 日 「 ア トレ 上 野 」 オー プン 。 
6 月 21 日 日 本 鉄道 建設 公団 所 有 の JR 東 
日 本 株 式 50 万 株 の 売却 完全 民営 化 達 成 。 
12 月 1 日 東北 新幹線 盛岡 一 八戸 間 開 業 、 


「 は や て 」 デビ ュー 

2003 年 5 月 6 日 世界 初 の ハイ ブリ ッ ド 鉄道 車両 
「NE トレ イン 」 走行 試験 開始 

2004 年 2 月 29 日 「 ホ テル ドリ ー ム ゲー ト 無 浜 」 
6 ジン 
10 月 26 日 「Suica」 発行 枚数 1000 万 枚 突 
破 

2005 年 1 月 24 日 中 期 経営 構想 「 ニ ュー フロ ン 
ティ ア 2008」 を 発表 

2006 年 1 月 28 日 モバ イル 「Suica] サー ビス 開 


始 
2007 年 7 月 31 日 小海 線 に ディ ー ゼ ル ハ イブ 
リッ ド 車 両 (キハ E200 系 ) を 導入 し 、 世 


界 初 の 営業 運転 を 開始 
2008 年 3 月 31 日 グル ー プ 経営 ど ジ ョ ン 2020 


ー 挑 む - 発表 

2010 年 12 月 4 日 東北 新幹線 (八戸 一 新 青森 ) 
開業 

2011 年 3 月 5 日 東北 新幹線 「 は や ぶさ 」 運転 開 


始 

2012 年 10 月 1 日 東京 駅 丸の内 駅 舎 保存 ・ 復 原 
工事 完了 

2013 年 3 月 16 日 E5 系 「 は や ぶさ 」 最高 速度 
320kmh 運 転 開始 

2015 年 3 月 14 日 北陸 新幹線 (長野 金沢 ) 開業 


〇 JR 東海 
JR 東海 は 、 東京 ・ 名 古屋 ・ 大 阪 と いう 日 本 の 大 者 


市 痴 を 結ぶ 大 動脈 輸送 を 担う 東海 道 新 幹線 と 、 名 古 
屋 ・ 静 岡 を 中 心 と し た 東海 地域 の 在 来 線 綱 を 一 体 的 
に 維持 ・ 発 展 さ せる と いう 社会 的 使命 を 果たし 、 お 
客 様 に 選択 され る 輸送 機関 で あり 続け る た め 、 鉄道 
事業 の 原点 で ある 安全 ・ 安 定 輸送 の 確 保 は も と よ 
り 、 ご 利用 し や すい ダイ ヤ の 設定 や 施設 ・ 設 備 の 履 
良 、 新 型 車両 の 投入 に よる 速達 化 や 快適 性 の 向上 等 
に より 、 輸 送 サー ビス の 改善 に 努め て いる 。 また 、 鉄 
道 事業 と の 相乗 効果 が 期待 で きる 分 野 を 中 心 に 関 
連 事 業 を 展開 し て いる 。 

さら に 、 省 都 圏 ・ 中 京 圏 ・ 近 畿 圏 の 3 大 都市 圏 を 結 
ぶ 高 速 鉄道 の 運営 と いう 使命 を 将来 に わた っ て ~ 
た し 続け る た め に 、 超電導 リニア に よる 中 央 新幹線 
の 早期 実現 に 取り 組ん で いる 。 

鉄道 事業 の 原点 で ある 安全 ・ 安 定 輸送 の 確保 を 最 
優先 に 、 輸送 サー ビス の 充実 、 営業 施策 ・ 技 術 力 の 
強化 、 超電導 リニア に よる 中 央 新幹線 計画 の 推進 、 
関連 事業 の 着実 な 推進 な ど を 実施 する 。 具体 的 に 
は 、 新幹線 車両 に お ける 700 系 か ら N700A へ の 取 
替 、 工事 実施 計画 の 認可 を 受け た 中 央 新幹線 品川 


JR 東海 中 央 リニア 新幹線 (JR 東海 
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Me 


名 古屋 間 の 着実 な 工事 お よび 超電導 リニア 技術 の 
ブラ ッシュ アッ プ と コス ト ダ ウン 、 名 古屋 駅 に お け 
る JR ゲー ト タ ワ ー 計 画 の 推進 、 既存 関連 事業 の 競 
力 強化 と 収益 拡大 に 取り 組む 。 


1988 年 10 月 1 日 ロサ ン ゼ ルス (現在 は ワシ ン 
トン へ 移転 )、 ロ ンド ン 、 シ ドニ ー に 海外 事 
務 所 設置 

1992 年 3 月 14 日 「 の ぞ み (300 系 )」 の 営業 運転 
を 開始 、 営業 運転 時 の 最高 270kmh を 実 
現 

1996 年 7 月 26 日 300X 試 験 車両 が 走行 試験 で 
国内 最高 443kmh を 記録 

1997 年 4 月 3 日 山梨 リニア 実験 線 に お ける 走行 

1999 年 3 月 13 日 700 系 の 営業 運転 を 開始 
12 月 20 日 JR セン トラ ル タ ワ ー ズ (名 


古屋 ) 竣工 
2002 年 7 月 1 日 愛知 県 小牧 市 に 研究 開発 施設 
を 開設 


2003 年 10 月 1 日 東海 道 新幹線 品川 駅 開業 、 全 
列車 の 最高 速度 270kmh 化 、1 時 間 当 た 
り 最大 で 「 の ぞ み 」 7 本 と な る 抜本 的 ダイ 
ヤ 改 正 を 実施 
12 月 2 日 山梨 リニア 実験 線 に お いて 有 
人 走行 で 当時 の 鉄道 の 世界 最高 速度 と な 
る 581kmh を 記録 

2005 年 3 月 1 日 1 時 間 当たり 最大 で 「 の ぞ み 」8 

本 の ダイ ヤ 改 正 

2006 年 3 月 18 日 東海 道 新幹線 に 新 ATC シ ステ ム 
(自動 列車 制御 装置 ) を 導入 

2007 年 7 月 1 日 N700 系 の 営業 運転 を 開始 

2009 年 3 月 14 日 1 時 間 当 た り 最大 で 「 の ぞ み 」 


JR 東海 N700A 新 幹線 (R 東 海 ) 
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9 本 の ダイ ヤ 改 正 
2012 年 3 月 17 日 300 系 引退 
2013 年 2 月 8 日 N700A の 営業 運転 を 開始 
8 月 29 日 新型 車両 LO (エル ・ ゼ や p) 系 
より 山梨 リ ニ 7 実験 線 で の 走行 試験 
開 
2014 年 3 月 15 日 1 時 間 当たり 最大 で [の を 届 
10 本 の ダイ ヤ 改 正 
10 月 17 日 中 央 新幹線 (品川 て 名 証 
間 ) の 工事 実施 計画 認可 
2015 年 3 月 14 日 東海 道 新 幹線 の 営業 最高 
が 285krmh と な る < 
4 月 21 日 LO 系 が 山梨 リニア 実験 線 で 量 
高速 度 603kmh を 記録 。 鉄道 で の 有人 ん 弟 
行 で 世界 最高 速度 を 達成 


〇 JR 西日本 
北陸 か ら 近 畿 ・ 中 国 ・ 九 州 北部 まで 、 日 本 の 人 0 
34%% に あたる 約 4300 万 人 を 抱え る 2 府 16 県 に 
いて 営業 を 行う 。 山 陽 新幹線 、 北陸 新 幹 線 、 人 | 
特急 を 中 心 と する 都市 間 輸 送 、 京 阪神 都市 財 や 名 
区 で の 通勤 ・ 通 学 輸送 を 提供 し て お り 、 1 日 当 | 
の 利用 客数 は 約 500 万 人 で ある 。 さ ら な る 安 多 の 
ル の 向上 を 家電 す る た め の 取 り 組み を 連 9 
も に 、 新 叶 車 両 の 投入 や イン ター ネッ ト 約 
ス の 充実 な ど に より サー ビス の 向上 に り CV 誠 
山陽 新幹線 へ の 新 ATO や 新型 車両 OO0 計 
間 入 に より 安全 性 ・ 信 頼 性 を さら に 高め る 
に 、 北 陸 新 幹線 金沢 開業 を 契機 と CM 半 
な る 請 客 の 取り 組み を 展開 し て いく 。 ま た 
状 線 の 駅 改良 な ど に よる 利便 人 向上 Me 
物 館 の 開業 に より 近畿 エリ ア の 価 人 を _ 


と と も に 、 広 島 都 市 周 で は 新車 を 導 人 し 広 


* ゞ デー 』 
TL ぃ 
還 上 に 
に < の 4 W 
で 7 デ 加 wu 
9 の た 22M ツ サン 
ーー に まっ 
ぎ WWf ェ 


JR 西日本 W7 系 新幹線 (JR 西日本 ) 


の 鬼 点 性 を 向上 させ る な ど 、 グル ー プ 一 体 で 各 エ リ 
ア に 即 し た 事業 を 展開 し 、 地域 の 活性 化 に 貢献 し て 
いく 。 


関空 特急 「 は る か 」 運転 開始 
「500 系 の ぞ み 」 運転 開始 
9 月 11 日 京都 駅 ビル 開業 
1999 年 3 月 13 日 「700 系 の ぞ み 」 運転 開始 
2003 年 11 月 1 日 ICO カー ド 「ICOCA」 サー ビス 
講 始 
2007 年 7 月 1 日 
2011 年 3 月 12 日 


1994 年 9 月 4 日 
1997 年 3 月 22 日 


「N700 系 の ぞ み 」 運転 開始 
山陽 ・ 九 州 新幹線 直通 列車 「 み 


ず ほ 」「 さ くら 」 運転 開始 
特急 「 こ う の と り 」「 き の さき 」 の 新型 車両 
(287 系 ) 運転 開始 


5 月 4 日 大 阪 ス テー ショ ン シ テ ィ 開 業 
10 月 14 日 「 さ くら 」「 み ず ほ 」(N700 系 
7000 番 /8000 番 代 ) が 「 ブ ルネ ル 賞 」 受 
党 

2012 年 9 月 24 日 スペ イン の Renfe、 Adif と の 3 
社 間 連 携 協定 の 覚書 を 締結 

2015 年 3 月 14 日 北陸 新幹線 (長野 金沢) 開 
4 月 2 日 大 阪 駅 に 専門 店 と 百貨 店 を 融合 
し た 商業 施設 「 ル クア イー レ 」 開 業 


〇 JR 四国 

羽 四 国 は 、 人 口 約 400 万 人 の 四国 地方 に お いて 
主要 都市 間 を 結ぶ 鉄道 ネッ トワ ー ク を 形成 する と 
と も に 、 瀬戸 大 橋上 を 走行 する 本 四 備讃 線 に より 海 
を 隔て た 本 州 と 四国 と を 鉄道 で 結ん で お り 、 四国 に 
お ける 基幹 的 公共 輸送 機関 と し て の 役割 を 担っ て 
いる 。 ま た 、「 伊 予 灘 も の が た り 」 や 「 し まん トロ ッ コ ]」 


J 本 日 本 N700 系 7000 番 台 新 幹線 (JR 西日本 ) 


な ど 、 地 域 と 連携 し た 観光 列車 の 運行 に より 、 鉄道 
の 魅力 向上 と 交流 人 口 の 拡大 に 取り 組ん で いる 。 将 
来 の 開発 計画 と し て 、 愛 媛 県 松山 駅 周辺 の 連続 立体 
交差 化 事業 が 進め られ て お り 、 路 面 電車 等 と の 乗り 
継ぎ や バリ アフ リー に 配慮 し た 新 駅 舎 の 建設 、 駅 周 
辺 開発 の 検討 を 行っ て いる 。 また 、 長期 的 な 観点 か 
ら 、 四国 の 鉄道 の 抜本 的 高速 化 の 実現 に 向け て 、 地 
域 と と も に 検討 進め て いる 。 


1988 年 4 月 10 日 本 四 備讃 線 児島 ・ 宇 多 津 間 が 
開業 、 宇 高 連絡 船 78 年 の 歴史 に 幕 

1989 年 3 月 11 日 世界 初 の 制御 付 振子 式 特急 気 
動車 2000 系 の 運行 開始 

1991 年 11 月 21 日 全線 自動 信号 化 (CTC 化 率 
100% 達 成 ) 

2000 年 10 月 14 日 アン パン マン 列車 運行 開始 

2001 年 5 月 13 日 高松 駅 新 駅 舎 開業 

2003 年 10 月 1 日 5000 系 マリ ン ラ イナ ー 運 行 
開始 

2006 年 3 月 1 日 駅 番号 表示 (駅 ナン バリ ング ) 
を 導入 

2008 年 2 月 26 日 高知 駅 周辺 連続 立体 交差 化 事 
業 が 完成 

2012 年 4 月 1 日 外国 人 観光 客 向 け の 四国 広域 
鉄道 パス 「ALL SHIKOKU RAIL PASS」 の 
発売 開始 


〇 JR 九州 

九州 は 人 口 規模 の 大 きい 都市 が バラ ンス よく 配 
皿 さ れ て お り 、 九州 は その 各 都 市 を 中 心 と し た 
都市 圏 輸送 や 個性 あふ れる 特急 列車 に よる 都市 間 
輸送 を 担っ て いる 。 さ ら に 九州 新幹線 開業 に よる 高 
速 化 も 進め た 。 ま た 、 由 布 院 や 霧島 、 ハ ウス テン ボス 


JR 四国 し まん トロ ッ コ (JR 四国 ) 
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な ど 上 魅力 的 な 観光 地 の イ メー ジ と 合わ せ た D&S 
(デザ イン & ス トー リー) 列車 を 運行 し て お り 、 好 評 
を 得 て い る 。 加 えて 、JR グル ー プ 唯一 の 国際 航路 ( 博 
多 っ 金 山 ) を 運航 し 、 日 韓 両国 の 鉄道 を 結ん で いる 。 
2015 年 4 月 16 日 に 大 分 駅 ビル 「JR お お いた シ 
ティ 」 が 開業 し た 。 将来 の 開発 計画 と し て 、 2016 年 
春 に 日 本 郵便 株 式 会 社 と 共同 で 、 博多 駅 中 央 街 南西 
街区 に お いて 共同 ビル 「 新 博多 ビル (仮称 )」 を 開業 
する 予定 で ある 。 


1989 年 12 月 11 日 九州 の 鉄道 開業 100 周 年 

1991 年 3 月 25 日 JR グル ー プ と し て 初め て の 国 
際 航 路 開設 、 ジェ ッ ト フ ォ イ ル 「 ビ ー ト ル 
2 世 」 初め て の (博多 釜山 ) 就航 

1992 年 7 月 15 日 新型 特急 787 系 「 つ ば め 」 デ 
ビュ ー 

1994 年 2 月 1 日 「 駅 長 お すす め の * ゆ "」 発売 開始 
6 月 28 日 「 つ ば め 」 ブル ネル 賞 受賞 

1995 年 4 月 20 日 新型 振子 式 特急 883 系 「 ソ ニッ 
ク 」 デビ ュー 
6 月 1 日 「 ハ ウス テン ボス ジェ イア ー ル 全 

日 空 ホ テル 」 オー プン 

1996 年 7 月 18 日 宮崎 空港 線 開業 
9 月 11 日 883 系 「 ソ ニッ ク 」 ブル ネル 賞 
受賞 

1998 年 4 月 1 日 「JR-KYUSHU RAIL PASS」 発売 
開始 

2000 年 9 月 10 日 10 月 8 日 「 日 蘭 大 陸 横 断 レ ー 
ルク ルー ズ )」 実施 

2001 年 7 月 6 日 885 系 特急 「 白 いか も め 」「815 系 
電車 」 ブル ネル 賞 受賞 


2002 年 5 月 810 日 国際 鉄道 連合 (UIC) 福岡 会 
議 開 催 


JR 九州 「 な な つ 星 jn 九州 (R 九 州 
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2004 年 3 月 13 日 MM Et 
ー 鹿 児島 中 央 ) 

2005 年 9 月 25 日 7 新幹線 800 系 ロー 

2009 年 3 月 1 日 IC カ ー ド 「SUGOCA」 サ =p 区 
始 


4 月 25 日 「SL 人 吉 」 デビュー 

10 月 10 日 特 訪 海 幸 山 幸 」 デビ ュ 、 
2011 年 3 月 3 日 JR 博多 シテ ィ 」 グ ラン ド ホ ポー 

3 月 12 日 九州 新幹線 全線 開業 。 特急 隊 

宿 の た ま て 箱 」 デビ ュー 

6 月 4 日 特急 「 あ そ ぼ ー い !」 デ P 吐 

10 月 8 日 特急 「A 列 車 で 行こ う 必 


ビュ ー 

2013 年 5 月 24 日 タイ 国鉄 と 協力 関係 構築 に 開 
る 覚書 締結 
10 月 15 日 クノ ルー ズ ト レイ ン 「 な な う 量 
mm 九州 」 デビ ュー 

〇 JR 貨物 


JR 貨物 は 日 本 全国 を 網羅 する 鉄道 綱 を 利用 
1 日 500 本 以上 の 貨物 列車 を 運行 し て いる 。 玩 居 
は 、0C0z や NOx の 排出 量 が 少な い 、 環境 に 節 し い 由 
送 手段 と し て 注目 が 高まっ て いる 。 半 米 の 半 
と し て 老朽 化 が 進む 機関 車 人 mk ついて 8 
両 の 投入 を 進め て いく と と も に 、 モー ダル シフ 【 
受け 皿 と し て 、TT 化 の 推進 と と も に 輸送 の 
よび サー ビス の 改善 に 取り 組ん で いる 。 


2004 年 3 月 特 入 コン テ ナ 電 = 
カー ゴ 」 営業 運転 開始 ・ 語 2 
2005 年 8 月 TEFRENS & TRACB シ 72 
稼 働 
2006 年 11 月 部 品 uawmWuO 較 
EXPRESS (ロン グ パ スエ ク へ 。 
営業 開始 . 抽 9 
2010 年 3 月 HD300 形 式 ハ イリ 2『 
機 完 成 


p( 半 

2011 年 3 月 東日本 大 圭 災 が 発 所 ee 1 
部 山 ) に Ni 本 

2013 年 3 月 吹田 貨 物 タ ー ミ ナル 駅 和 江 
メー ミナ ル 駅 リニュ ー ア ル 旧 本 

然 道 作物 答 送 力 増 事業 波 上 、。 

ル エ クス プレ ス 」 の 営 


ーー 


FU 


全国 新幹線 鉄道 綱 図 (001 5 和紀 胃 
路線 合計 6858.8km 
営業 路線 (建設 キロ ) 2615.8km 基本 計画 線 3072km 

東海 道 (東京 て 新 大 阪 ) 515.4km 北海 道 (札幌 へ 旭川) 

山陽 ( 新 大 阪 ご 博多 ) 553.7km 北海 道 南 回 (長万部 て 札幌 
直人 山 - 青 人 

上 越 (大 宮 て 新潟 ) 269.5km 奥羽 (福島 秋田 ) PS 

北陸 (高崎 て 金沢 ) 345.4km 北陸 ・ 中 京 ( 教 賀 て 名 古屋 ) も 。 

九州 (博多 て 鹿児島 中 央 ) 256.8km 山陰 (大 阪 て 下関) の 拓 還 人 

中 国 横断 (岡山 松江 ) g 

整備 計画 路線 1171km 四国 (大 阪 て 大 分 ) す 新 間 

北海 道 新 青森 札幌) "360km 四国 横断 (岡山 高知 ) 0 

北陸 (金沢 て 大阪) 255km 東 九州 福岡 て 鹿児島 ) 

中 央 (東京 大阪) 438km 九州 横断 (大 分 て 熊本 ) 

九州 (新島 栖 長 崎 ) 118km 

長 給 O\ 

熊本 
mA 営業 外線 
0。 を ぇ 2 整備 計画 路線 (着工 区 間 ) 
トト 人 整備 計画 路線 ( 未 着工 区 間 ) 
基本 計画 路線 


O 〇 公益 財 団 法人 鉄道 総合 技術 研究 所 Failway Technical Research Institute : RTRI 
〒185-8540 東京 都 国分 寺 市 光 町 2-8-38 URL:http://www.rt.orjp/index_J.html 


た 実用 的 な 技術 開発 、 そ し て 鉄道 に 関わ る 諸 現 象 解明 の 
た め の 基 礎 研究 、 を 研究 の 三 つ の 柱 と し て 活動 し て いる 。 


鉄道 総合 技術 研究 所 は 、 1986 年 12 月 10 日 に 運輸 大 臣 
( 現 、 国土 交通 大 臣 ) の 許可 を 得 て 設立 され 、 1987 年 4 月 
1 日 に 、JR 各 社 の 発足 と 同時 に 、 日 本 国有 鉄道 が 行っ て い 
た 研究 開発 を 承継 する 法人 と し て 本 格 的 な 事業 活動 を 開 
始 し た 。2011 年 4 月 1 日 に は 公益 財団 法人 へ の 移行 を 
行っ た 。 車 両 、 土 木 、 電 気 、 情 報 、 材 料 、 環 境 、 人 間 科 学 な ど 、 
鉄道 技術 に 関す る 基礎 か ら 応 用 まで の 広範 な 分 野 を 対象 
に 、 鉄 道 の 将 来 に 向け た 研究 開発 、 鉄 道 の ニ ー ズ に 基づい 


独立 行 政法 人 鉄道 建設 運輸 施 設 整備 支援 機構 
Japan Railway Construction, TranSport and Technology Agency JRTT 
〒231-8315 神奈 川 県 横浜 市 中 区 本 町 6-50-1 URL:http:/WWWJrtL8OJp 


独立 行政 法人 鉄道 建設 ・ 運 輸 施 設 整備 支援 機構 は 、 鉄 
道 建設 を 担う 日 本 で 唯一 の 公 的 機関 ・ 総 合 技術 者 集団 で 
あぁ る 日 本 鉄道 建設 公団 と 、 船舶 建造 鉄道 助成 等 を 行う 
運輸 施設 整備 事業 団 が 、 2003 年 に 統合 し 設立 され た 。 機 
構 の 鉄道 半 設 部 門 が 行う 主 な 事業 は 、 新幹線 の 建設 、 者 
市 鉄道 の 建設 、 新 技術 の 開発 、 調査 ・ 受 託 業務 、 海 外 技術 
協力 で あり 、 こ れ ら の 業務 を 総合 的 ・ 効 率 的 に 実施 する こ 
と に より 、 国民 経済 の 健全 な 発展 や 国民 生活 の 向上 に 頁 


献 し て いる 。 


【 
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若 mO へ | NASL の へ IN 上 


Republic of Korea 


(大 韓 民国 ) 


ョ 


国 の あら まし 
朝鮮 半島 南部 を 統治 し 、 北 


朝鮮 (朝鮮 民主 主義 人 民 共 和 
国 ) と は 北緯 38 度 線 付近 の 軍 
事 境界 線 を 挟ん で 対 財 し て い 
る 。 歴史 的 に は 大 半 が 王朝 時 
代 で あり 、 新 維 、 高 羽 、 李 氏 朝 
鮮 を 経て 、 清 か ら の 冊封 体制 
を 脱し た 1897 年 に 大 韓 帝国 
と 改称 、1910 年 に 日 本 に 併合 され た 。 大 韓 民 国 が 成 
立 し た の は 第 2 次 世界 大 戦後 の 1948 年 。 し か し 北 
朝鮮 と は 朝鮮 戦争 を 経て 、 1953 年 に 板門店 (パン 
ムン ジョ ム ) で 休 和 戦 協定 が 結ば れ て 以降 、 今 な お 人 
戦 状態 が 継続 し て いる 。 
朝鮮 戦争 後 も 長らく 国民 総 生産 で は 北朝 鮮 を 下 
回 る 状態 が 続い て いた が 、 1970 年 代 に [漢江 〈 ハ ン 
ガン ) の 奇跡 」 と 呼ば れる 経済 成長 を 遂げ 、1996 年 
に は 経済 開発 協力 機構 (OECD) に 加盟 、 先進 国 の 
仲間 人 人 り を 果たし た 。 サム スン や 現代 自動 車 な ど 世 
界 的 企業 を 擁する 一 方 、 2000 年 代 以 降 は 映画 や 
ラマ 、 音 楽 な と の 大 衆 文化 も アジ ア を 中 心 に 人 気 を 
獲得 し た 。 また 1988 年 の ソウ ル Seouul オ リン ピッ 
ク の 開催 に 続き 、 2018 年 に は 平 昌 (ビョン チャ ン ) 
で の 人 科 季 オリ ン ピ ッ ク の 開催 も 予定 され て いる 。 


人 大韓民国 

人 口 :4951 万 人 (2014 年 ) 面積 :10.0 万 ki 

主要 言語 韓国 語 通貨 : ウ ォ ン KRW (1KRW=0 1 円 ) 
国民 総 所 得 : 1 兆 1338 億 USD 

1 人 当たり 国民 総 所 得 :2 万 2670 USD 
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⑯ ソ ウル 


Seoul 


鉄道 の 主要 デー タ (2009 年 ) 


創業 1899 年 
営業 キロ 3454km (1435mm) ( 
電化 キロ 1428km (AC25kV60H2) 
19km (DC1.5kV) 
列車 運転 線路 左側 通行 
年 間 旅客 輸送 量 10 億 200 万 人 
/ 312 億 9800 万 人 キロ 
年 間 貨物 輸送 量 3900 万 トン 
/ 92 億 7300 万 トン キロ 
車両 数 EC/124 DLU462 EMU/1968 


DMU/602 PC/1510 FC/1 万 2819 
EMU (高速 列車 ) 46 編成 


運営 組織 


韓国 鉄道 施設 公団 (鉄道 イン フラ 管理 事業 ) 
Korea Rail Network Authority (KRNA) 
URL:http:/Www.krnetwork.or.kr 

韓国 鉄道 公社 (鉄道 輸送 事業 ) 

Korea Railroad (KORAIL) 

URL:http:/ 人 www.korall.do.kr 

AREX (空港 鉄道) 

Airport Railroad Co Ltd 
URL:http:/www.arex.orkr 


・ーー タ の ー ン 4 テン 


Si 


在 米 区 間 を 運行 し て 


ES | 


鉄道 の 歴史 


朝鮮 半島 初 の 鉄道 し な っ た の は 、 1899 年 に 開業 
し 、 現在 は 京 仁 ( キ ョ ン イ ン ) 線 の 一 部 と な っ て い 
る 京 仁 鉄 道 の 牙 梁 津 ( ノ リャ ンジ ン )~ 済 物 浦 ( チ ェ 
ムル ポ ) 間 33km で ある 。 1905 年 に は 現在 の 京 釜 線 
(キョ ンプ ) で ある 京 釜 鉄道 が 開通 、 そ の 翌年 に は 日 
本 政府 に よっ て 買収 され 、 以 後 は 国策 と し て 路線 敷 
設 が 進め られ た 。 日 本 統治 時 代 は 朝鮮 総督 府 鉄道 
( 鮮 鉄 ) と 呼ば れ 、 南 満州 鉄道 ( 満 鉄 ) と 連結 し て 日 
本 と アジ ア 大 陸 と を 結ぶ 重要 な 役割 果たし た 。 そ 
し て 第 2 次 世界 大 戦 の 終局 まで に 、 現 在 の 路線 網 の 
骨格 を 築き 上 げ て いる 。 

大 韓 民国 建国 後 、 鉄 道 は 政府 の 交通 部 に 引き 継が 
れ た が 、 朴 正 (パク チョ ン ヒ ) に よる 軍事 クー デ 
ター 後 の 行政 改革 に と も な い 、 1963 年 に 鉄道 店 
(KNR) と し て 新 発 足す る 。 経済 成長 と と も に 鉄道 
の 近代 化 も 進め られ 、 1974 年 に は 清 六 里 (チョ ン 
ニャ ン ニ ) ー ソ ウル 駅 間 に 韓 国 初 の 地下 鉄 で ある 地 
下 鉄 1 号線 が 開通 し た 。 そし て 2004 年 に は 高速 鉄 
道 KTX が 暫定 開業 を 果たし 、 ア ジア で 2 番目 の 高速 
鉄道 保有 国 と な っ て いる 。 な お 暫定 開 業 時 の 高 
線 区 間 は ソウ ルー 東大 刻 (トン テグ ) 間 で あっ た が 、 
2010 年 に 2 期 工 事 が 竣功 、 ソ ウル ー 釜 山 (プサン ) 
間 で フル 規格 の 高速 線 が 全 通 し た 。 

2005 年 に は 鉄道 庁 が 廃止 され て 韓国 鉄道 公社 
(KORAIL) が 発足 し 、 鉄道 庁 の 運営 業務 の み を 引き 
継ぎ 、 韓国 鉄道 施設 公団 (KRNA) が 施設 を 保有 す 
る 上 下 分 離 の 組織 体制 に 生ま れ 変 わっ た 。2007 年 


- 


議 Ss さ iu AaM7VA74Y2 よ 
1 


行 さ れ て いる 初代 KIX。TGV 
の 技術 で 製造 され 、 一 般 席 で 
史 は 集団 見 合い 式 座席 が 採用 
アア され て いる 。 


ョ 』 KTX 山川 
国産 技術 で 製造 され た 2 代 
品目 KTX。 空 気 抵抗 の 少な い 流 
線型 で 、 10 両 の 短編 成 の た 
め 在 来 線 直通 列車 を 中 心 に 
運用 され て いる 。 


SV NG や 用 KTX ー ド arE 
ビジー 2004 年 の KTX 開 業 時 か ら 運 ーー ン 


に は 仁川 (イン チョ ン ) 国際 空港 お よび 人 金浦 (キン 
ポ ) 空港 へ の アク セス 線 で ある 空港 鉄道 ( 現 ・A 
REX) が 開業 し 、 また 各 都 市 に 相次い で 地下 鉄線 が 
開通 する な ど 、 近年 は めざまし い ゆい 発展 を 続け て い 
る 。 


鉄道 の 特徴 


韓国 の 鉄道 は 、 自治 体 や 公社 の 運営 する 地下 鉄 を 
除い て 、 韓国 鉄道 施設 公団 (KRNA) が 鉄道 イン フ 
ラ を 保有 、 韓国 鉄道 公社 (KORAIL) が 鉄道 王 送 事 
業 を 実施 し て いる 。 路 線 網 の 基礎 は 日 本 統治 時 代 に 
築 か れ た た め 、 原 則 と し て 日 本 と 同様 の 左側 通行 で 
ある (道路 は 右側 通行 )。 た だ し 軌間 は 日 本 統治 時 
代 か ら 、1435mm の 標準 軌 が 採用 され て いる 。 

較 韓 国 高速 鉄道 KTX 

2010 年 に ソウ ルー 釜山 間 423.8km の 全線 が 開 
業 し た 京 釜 (キョ ンプ ) 線 と 、2015 年 4 月 に 五 松 ( オ 
ソン ) 光州 松 洒 (クァンジュ ソン ジョ ン ) 間 の 
182.2km が 先行 開業 し た 湖南 ( ホ ナム ) 線 の 2 本 の 
高速 新 線 を 基軸 と する 。 ま た 在 来 線 に も 直通 し 、 光 
州 (クァンジュ ) や 木浦 (モッ ポ )、 記 水 ( ヨ ス ) な ど 
各 方 面 と ソウ ル 首 都 圏 と を 直結 し て いる 。2014 年 
に は 京 義 線 水色 ( ス セ ク ) 駅 と Koreil 空 港 鉄道 と を 
結ぶ 短絡 線 2.2km が 完成 し 、 仁 川 国際 空港 へ の 乗り 
信 れ も 開 始 し た 。 

KTX の 車両 は 開業 時 か ら 運 行 さ れ て いる 「KTX」 
お よび 2010 年 に 投入 され た 「KTX 山 川 (サン チョ 
ン 」 の 2 車種 。「KTX」 は フラ ンス 国鉄 の 高速 鉄道 


転 され る 特急 列車 。 車 両 は 日 
立 製作 所 製 の 200000 系 電 
車 4 両 編成 で 、 内 装 は 日 本 の 
特急 列車 に 似通っ て いる 。 


ITX- 衣 春 
s> 。 京 春 (キョ ンチ ュ ン ) 線 を 走 
』 り 、2 階 建て 車両 を 連結 し た 
商 到 良 68000 系 電車 で 運転 され る 
| 優等 列車 。 首都 較 電 鉄線 内 
| の 列 庫 な が ら 、 座 席 指定 券 が 
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Republic of Korea 


TGV の 技術 を 導入 し て 製造 され 、 最高 速度 は 
300krwh。 動力 車 2 両 を 含め た 20 両 固定 編成 で 、4 
両 が 一 等 車 に あたる 特 室 車 、 残り の 車両 が 一 般 車 で 
ある 。「KTX 山 川 」 は 国産 の 試験 車両 で ある HSR- 
350x の 技術 に 基づき 製造 され 、 動力 車 2 両 を 含め 
た 10 両 固定 編成 と な り 、 う ち 1 両 が 特 室 車 で ある 。 
「 山 川 」 の 愛称 は 、 車体 が 川 魚 の ヤマ メ に 似 た 流 線 
型 で ある こと か ら 名 付け られ て いる 。 

現在 の 運行 系 統 は ソウ ルー 急 山 間 を 結ぶ 京 多 高 
束 線 と 、 龍山 (ヨン サン ) ~ 五 松木 浦 間 の 湖南 高 
可 線 お よび 湖南 線 、 龍 山 - 己 水 エ キス ポ 間 の 全 比 線 
の 3 系 統 が 中 心 と な っ て いる 。 湖南 ・ 全 羅 線 系 統 は 
全 列 車 が 龍山 も し く は 信 (ヘン シン ) 始発 で あり 、 
ソウ ル に は 乗り 入れ な い 。 また 京 金 高速 線 を 走る 
KTX で も 、 一 部 区 間 で 在 来 線 を 経由 する 列車 が あ 
る 。 な お 車両 基地 の ある 京 義 線 の 幸信 へ は 、 一 部 列 
車 が ソウ ル か ら 直 通し 、 ソウ ルー 幸信 間 で も 旅客 党 
業 を 行っ て いる 。 そ の ほか 、 氷 登 浦 (ヨン ドゥ ン ポ ) 
^ 光 明 (タク ァ ン ミ ョ ン ) 間 で は 高速 線 を 走行 する 通 
勤 車両 「 光 明 シ ャ トル 」 の 運行 も 行わ れ て いる 。 
圏 KORAIL 在 来 路 線 

任 来 線 で は KTX か ら の 直通 列車 の ほか 、 特急 に 
あたる 「 セ マウ ル 」 (「 新 し い 村 」 の 意 )、 ほぼ 全 路 線 
で 運転 され る 「 ム グン ファ 」 (韓国 の 国 花 で ある 「 ム 
ク ゲ 」 の 意 ) な ど が 運行 され て いる 。 2009 年 に は ソ 
ウル っ 新 昌 (シン チャ ン ) 間 に 新 型 特急 「 ヌ リロ 」 
(「 世 の 道 」 の 音 ) が 登場 し た 。 また ソウ ル 近 郊 の 一 
部 路線 で は 「 ト ング ン 」 (通勤 」 の 意 ) が 運転 され 
て いる 。 人 な お 2000 年 代 前半 まで 運転 され て いた 、 


準急 ・ 各 駅 停車 に あたる 「 ト ン イ ル 」 (1 統 才 の 自 
や 「 ピ ドゥ ル ギ 」 ( 鳩 」 の 意 ) は 、 すでに 廃止 され て 
いる 。 

KTX 開 業 以前 、 KORAIL の 最上 級 列車 は [bs 講 
ル 」 で あり 、 京 代 線 や 潮 南 線 な どの 幹線 系 多 を 
に 運転 され て いた が 、 現在 は 本 数 を 大 幅 に 減ら し て 
いる 。 また 夜行 列車 も ノウ ル と 多 山 、 木浦 な ど 
数 住 復 が 残る の み で 、 か つて 存 寿し た 複 台車 
廃 され 存在 し な い 。 食堂 車 も すでに 次 を 消し て りあ 
が 、 ビュ ッ フ ェ 形 式 の 供 食 設備 を 持つ カフ ェ 車 両 が 
「 セ マウ ル 」「 ム グン ファ 」 の 多く に 連結 され て いる 

電化 率 の 低い 在 来 線 で は ディ ー ゼ ル 気 動車 計 
は ディ ー ゼ ル 機 関 車 秦 引 に よる 客車 で の 運転 
心 で あり 、 電車 は 「 ヌ リロ 」「 ト ング ン 」 な ど 王 部 に 
と ど ま る 。 また KORAL の 旅客 列車 は 「 ト ソン が 
を 除き 座席 指定 が 原則 だ が 、 満 席 時 に は 立 席 券 が 
売 さ れる ほか 、 平 日 の KTX に は 自由 席 車 両 寺 
に KUN) 

還 首 都 圏 電鉄 ・ 地 下 鉄 

ソウ ル の 地下 鉄 お よび KORAIL の 一 部 路線 で 同 
通 動 型 電車 に よる 長編 成 ・ 高 頻度 運転 が 行わ れ GW 
る 。 異な る 事業 者 間 で 直通 運転 が 行わ れ 、 全 虹 引 
動 改札 機 が 設置 され て いる ほか 、「 交 通 カ ー ド 』 肖 
ば れる 1IC カ ー ド シス テム を も 普及 し て いる 』 ロ 22 
ンー ト の 自由 席 車両 が 基本 だ が 、 龍山 と 京 者 
ンチ ュ ン ) 線 の 春川 (チュ ンチ ョ ン ) と を 結ぶ 上 還 
青春 」 は 、 リ クラ イニング シ ー ト を 装備 する 肛 請 
定 列車 で あり 、2 階 建て 車両 も 連結 され で We 計 
お ソウ ル 以 外 で は 大 田 ( テ ジ ョ ン ) 、 大 施 ⑰2 誤 


も 設け られ て いる 。 < 藤原 浩 > 


作 上 ソウ ル 駅 人 


_[ 住 札 ノウ ル 市 中 区 統一 路 1 
国語 ] +82.42.48.46so 
章 館 


上 虹 (4<9 月 ) 1100 こ 000 ( 周 


2100)、 (⑩~ ぅ 月 ) 11:00。 
貫 末 は 20.00) 


無料 (展示 内 容 に 


琴 
の 訂 条 
\。. 元 山 Wonsan 


0⑩ 


日 本 海 


。 北朝 鮮 人 

(朝鮮 民主 主 内 人 民 共 和 国 ) ヽ 

ー ^、 デ ーー プ 金山 Kmgangsan 
7 d 平 康 PyGnggang 


新選 里 Sintanri 


釜山 Busan 
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宝 城 順 天 EXP 
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日 本 
ーー 折 電 人 高 束 鉄道 (KI2) 
- 複線 =========  // (建設 中 ) 
済州 島 KTX が 直通 する 
在 来 線 


Cheju Do 


KTX の 発着 駅 と な る ソウ ル 駅 (藤原 浩 ) 


州 (クァンジュ )、 釜 山 の 各 都 市 で 地下 鉄 が 運行 され 
て いる 。 

その ほか 、 2007 年 3 月 に 金浦 空港 と 仁川 国際 空 
港 と を 結ぶ 仁川 国際 空港 鉄道 (KORAIL 空港 鉄道 が 
運営 、 通称 は 「AREX (エー レッ クス )」) が 開業 、 
2010 年 12 月 に は ソウ ル 駅 に 乗り 入れ 、 ソウ ルー 仁 
川 国際 空港 間 を ノン スト ッ プ の 43 分 で 結ん で い 
る 。2014 年 か ら は KTX と も 乗り 入れ を 開始 し 、 釜 
山 や 光州 へ の 直通 列車 が 運転 され て いる 。 
圏 貨物 輸送 

国土 の 狭い 韓国 で は 貨物 輸送 の シェ ア の 約 9 割 
を トラ ッ ク が 占め 、 鉄道 の シェ ア は 数 % に 過ぎ な 
い 。 し か し セメント や コン テ ナ 輸 送 に 強み を 持ち 、 
と り わ け 東 アジ ア 最 大 の 貿易 港 で ある 釜山 港 へ の 
コン テ ナ 輸 送 で は 一 定 の シェ ア を 獲得 し て いる 。 そ 
の た め 扱 われ る コン テ ナ も 国際 規格 で ある 20ft ま 
た は 40ft 級 が ほとん ど で あ り 、 ソ ウル と 釜山 港 と を 
結ぶ 京 釜 線 の 列車 本 数 が 非常 に 多い 。 また 2006 年 
に 供用 を 開始 し た 釜山 新港 と 京 釜 線 と を 結ぶ 延長 
38.8km の 連絡 線 も 2009 年 に 開通 し て いる 。 


将来 の 開発 計画 


湘南 高速 線 で は 、 光州 松 洒 か ら 光 州 、 木浦 へ 至る 
二 期 工 事 が 進め られ て お り 、 2017 年 頃 の 完成 を 目 
指し て いる 。 そ の ほか 京 釜 高 速 線 で は 大 田 市 内 で 残 
る 在 来 線 区 間 の 高架 高速 線 建設 や 、 新 慶州 (シン 
キョ ンジ ュ ) か ら 東 海南 部 線 へ と 乗り 入れ る 短絡 線 
の 建設 も 進み 、2014 年 に 完成 し て いる 。 

一 方 、 2018 年 に 平 昌 (ピョン チャ ン ) で 冬季 オリ 
ン ピ ッ ク が 開催 され る の に 合わ せ 、 原 州 (ウォン 
ジュ ) ^ 平 昌一 江陵 (カン ヌン ) を 結ぶ 高速 新 線 が 
2012 年 に 着工 し た 。 2017 年 末 の 完成 が 予定 され 、 
完成 後 は ソウ ルー 江陵 間 が KTX 利 用 で 、 1 時 間 台 で 
結ば れる ほか 、 仁川 国際 空港 か ら も 直通 列車 が 運行 
され る 予定 と な っ て いる 。 

また 2014 年 に は 、 高 速 貨物 列車 「CTX」 の 開発 が 
始ま っ て いる 。 車両 は 「KTX 山 川 」 を ベー ス に 開発 
され 、 最高 300kwh で の 走行 を 目指 し て いる が 、 1 
編成 当たり 最大 166 ト ン も の 貨物 が 積載 可能 に な 
る と の こと 。 半 導体 や 医薬 品 な どの 高 付加 価値 製品 
を 仁川 国際 空港 へ 運ぶ こと を 目標 と し て いる 。 

ぐ 藤 原 浩 > 


(回 呈 旨 ) 男 旭 の lidurpvv 誤 較 


Democratic People's Republic of Korea 


] L 朝 (朝鮮 民主 主義 人 民 共 和 国 ) 
L 


国 の あら まし 


朝鮮 半島 の 北部 を 領有 し 、 北 
を ロシア 、 中 華人 民 共和 国 と 、 南 
を 大 韓 民国 と 接し て いる 。 正式 
名 称 は 「 朝 鮮 民 主 主義 人 民 共 和 
国 」。 朝鮮 半島 は 高度 、 李 氏 朝鮮 
と 長らく 王朝 の 時 代 が 続い た 
が 、1910 一 45 年 の 日 本 統治 を 
経て 、 第 2 次 世界 大 戦後 に 北緯 
38 度 線 を 境 と し て 北 を ソ連 、 南 
を アメ リカ が 占領 する 。 米 ソ 間 の 決 人 に より 、 1948 
年 8 月 に 北朝 鮮 、 大 韓 民 国 が 相次い で 建国 され た 。 
1950 年 に は 両国 間 に 朝 鮮 戦争 が 勃発 する が 分 断 状 


ピョン ヤン 
平壌 


態 は 変わ ら ず 、 1953 年 の 休戦 協定 以降 現在 に 至る 


まで 、 両国 は 軍事 境界 線 を 挟ん で 停戦 状態 の まま 推 


移し て いる 。 建国 以来 、 朝鮮 労働 党 に よる 一 党 支 配 
が 続く 社会 主義 国家 で あり 、 実質 的 に は 金 日 成 か ら 
金正 日 、 そ し て 現在 の 金正 恩 ・ 国 防 委員 会 第 一 委員 


長 へ と 世襲 され る 独裁 国家 で ある 。100 万 を 超え る 
陸軍 部 隊 を 擁する 軍事 大 国 だ が 、 一 方 で 経済 は 疲 弥 
し 、 慢 作 的 な 食糧 難 、 燃 料 ・ 電 力 不足 に 陥っ て いる と 
され る 。 な お 日 本 や アメ リカ な ど 、 北 朝鮮 を 国家 と 


し て 承認 し て いな い 国 も 多い 。 


朝鮮 民主 主義 人 民 共和 国 

人 口 :2503 万 人 (2014 年 ) 

面積 : 12.1 万 km 

主要 言語 : 朝 鮮 語 通貨 : ウ ォ ン KPW(1KPW=0.89 円 ) 
国民 総 所 得 : 144 億 USD 

1 人 当たり 国民 総 所 得 :583 USD 


鉄道 の 主要 デー タ 


創業 1906 年 
営業 キロ 5235km 
軌間 別 4578km (1435mm) 
523km (760mm) 
134km (1520mm) 
※ー 部 1435mm と 1520mm の 路 
式 軌 道 区 間 あ り 
電化 キロ 4132km (DC3kV) 
年 間 旅客 輸送 量 3500 万 人 /34 億 人 キロ 
年 間 貨物 輸送 量 3850 万 トン /91 億 トン キロ 


車両 数 EL/ 不 詳 DL/ 不 詳 PC1601 
FC/1 万 8226 
運営 組織 
朝鮮 民主 主義 人 民 共 和 国 鉄道 省 
Joseon Minjujui Inmingonghwaguk Cheo Idose009 
っ っ っ 2⑮NFlvKv ミ ミュ ュー 
鉄道 の 歴史 


大 韓 民国 の 鉄道 と 同じ く 、 ル 赤 の 旬 
代 に 建設 され た 路線 網 を 骨格 と し て 受け 線 
る 。 最も 古い 路線 は ソウ ル 、 日 本 時 代 の 京 ⑰ 
ジョ ウ ) 一 新義 州 ( シ ニ ジュ ) 間 を 結ぶ 因 
ン イ ) 線 で 、 1906 年 に 開通 し た 。 北朝 鮮 ぽ 3 
(ピョン ヤン ) 以 北 を 平 義 (ビョン ウイ ) 欠 時 
平 釜 (ピョン プ ) 線 と 呼ば れ て いる 。 914 捕 議 
ウル ー 元 山 (ウォ ン サ ン ) 間 を 結ぶ 京 元 (キョ 


赤旗 1 号 型 5328 電気 機関 車 (三輪 和 司 ) 


ン ) 線 が 開通 し た が 、 現在 の 北朝 鮮 で は 江原 (カン 

ウォ ン ) 線 と 呼ば れる 。 こ の よう に 、 原 則 と し て 日 本 

時 代 の 名 称 を 踏 朋 し た 韓国 に 対し 、 北朝 鮮 で は 路線 

の 名 称 や 区 間 も 変 更 され て いる 。 

建国 後 は 朝鮮 戦争 に より 鉄道 も 荒廃 し た が 、 ソ ビ 

エト 連邦 お よび 中 国 の 支援 に より 復興 、 整備 され 
た 。 主要 路 線 は 平 義 線 224.8km、 平 釜 線 199.3km の 
ほか 、 平壌 と 苺 津 (ナジ ン ) を 結ぶ 平 羅 (ビョン ナ ) 
線 785.6km、 順 川 (スン チョ ン ) ^ 満 浦 (マン ポ ) 間 
を 結ぶ 満 浦 線 299.9km な ど が ある 。 ま た 、 平 境 で は 
路面 電車 や 地下 鉄 も 運行 し て いる 。 


鉄道 の 特徴 


空港 や 港湾 、 道路 の 整備 が 進ま ず 、 自 家用 車 も 普 
及 し て いな い 北 朝鮮 で は 、 鉄 道 が 最大 の 交通 機関 で 
ある 。 国内 の 旅客 輸送 の 6 割 以上 、 貨物 輸送 に い 
た っ て は 約 9 割 を 鉄道 が 占め て いる と され 、 鉄道 の 
果たし て いる 役割 は 大 きい 。 ま た 電化 率 も 高く 80% 
を 超え て いる も の の 、 電力 事情 の 悪化 に よっ て 予定 
どおり に 運転 され て いな いと も いわ れる 。 


、 新義 州 Sinuiju (( 
塩 州 Yomju 
定 州 Chongju デ 


新 安 州 Sinanju『 
粛 川 SukchOn9 


黄海 pyongyai > 

南浦 Namp'o ひ 、 
で ve 

Changyd の 者 NN 


砕 Ongino ぐ * SG か 


Pup9 


仁川 Inchon 朝 2 時 = 0 ーー トーーーーーーーーーーーーー 


II 


国内 輸送 の みな ら ず 、 国際 旅客 ・ 貨 物 輸送 に お い 
て も 鉄道 の 役割 は 小さ く な い 。 中 朝間 で は 、 日 本 統 
治 時 代 か ら 満州 へ の メイ ン ゲ ー ト だ っ た 新義 州 が 、 
和 緑 江 の 対 岸 の 町 で ある 丹 東 (タン ドン ) と 結ば れ 、 
平壌 北京 (ペキン ) 間 や 平 境 こ モス クワ Moscow 
間 の 国際 列車 も 走っ て いる 。 ま た 満 浦 一 集 安 (チー 
アン )、 南陽 (ナミ ャ ン ) ^ 図 何 (トゥー メン ) で も 
中 国 の 鉄道 と 連結 され て いる 。 

他方 、 北 東部 の 国境 の 町 ・ 豆 漢江 (トゥ マン ガン ) 
は ロシア の ハサン Hasan と 結ば れ て いる が 、 こ の ロ 
朝間 の ルー ト は 雑 津 港 を コン テ ナ タ ー ミ ナル か つ 
石炭 輸出 港 と し て 整備 する こと で 、 新 た な 国際 物流 
ルー ト と な る 可能 性 を 秘め て いる 。2011 年 に は 、 羅 
津 ー ハ サン 間 が ロシア の 鉄道 車両 が 直通 可能 な 

1520mm と の 混合 軌 ( 四 線 式 軌道 ) と する 工事 が 完 

了 、 年 間 1700 万 トン も の 輸送 が 可能 な 路線 に 改修 

され た 。 一 方 で 、2000 年 の 南北 首脳 会 談 に より 合意 

され た 、 西海 岸 の 平 釜 線 お よび 東海 岸 の 金剛 山 青年 

(クム ガン サン チョ ン ニ ョ ン ) 線 の 南北 間 連 結 は 、 

2007 年 に 運行 が 開始 され た も の の 、1 年 足ら ず の うぅ 

ち に 東西 と も に 休止 され て いる 。 < 藤原 浩 > 


2W】 Tumers っ 南陽 Namyang 
ロシア 


会 寧 Hoeryong 
遊 仙 YusonX 


OrWHasan 
豆 満 江 

Q Tumangang 
輸 城 津 Najin 
9 ど 清 Ch'Gnglin 


了 Nanam 


、Nkilu 


い 鋼 川 TanchOn 
半 青 PukchOng 


ga Hungnam 
司 異 Hamhung 


高原 KOwon 


o 元 山 Wonsan 


日 本 海 
1435mm 
ヘー 複線 電化 
D 金 凡 山 
7 So00 b KimgangSan 時 
ント MS PP ミ 計 下線 
SH 抽 四 線 式 軌道 (1435/1520mm) 


数 字 は 主 な 都市 人 口 (万 人 ) 


100 200km 


( 男 半 準 穫 と 浦 肝 H 天 加 遂 ) 層 明 語 〇 へ TAL 
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中 国 (中 華人 民 共 和 国 ) 割 


鉄道 の 主要 デー タ (2013 年 ) 
創業 1876 年 
営業 キロ 10 万 3145km (1435mm) 
電化 キロ 5 万 5811km (AC25kV50Hz) 


複線 化 キロ 4 万 8287km / 左 側 通行 
年 間 旅客 輸送 量 21 億 597 万 人 

1 兆 596 億 人 キロ 
年 間 貨物 輸送 量 39 億 6697 万 トン 

グ 2 兆 9173 億 トン キロ 


車両 数 EL・DL/2 万 835 PC/5 万 8820 
EMU (高速 車両 ) 1 万 3600 
FC/72 万 1850 
国 の あら まし 「 
アジ ア 大 陸 の 中 ( 軍 肖 織 
央 部 か ら 東 部 に か 中 国鉄 路 総 公司 
け て 広がる 世界 最 ( 4 China Railway Corporation (CR) 
大 の 人 口 を 有する 店 V URL:http7Www.china-railwaycom.m 
国家 で ある 。 国 土 が 
広い た め 、 熱 得 気候 ba: 
や 温帯 気候 、 准 帯 気 / 
候 、 砂漠 気候 な ど 、 
さま ざま な 気候 事 を 有 し て いる 。 黄 河 、 時 導 T、 長 中 国鉄 道 組織 図 
江 、 珠 江 の 四 大 水系 が ある 。 古 代 、 夏 、 股 、 周 か ら 始 
まる 4000 年 の 歴史 を 持ち 、 漠 民族 と 異 民族 と に よ 
る 圭 朝 の 交替 が 繰り 返さ れ て きた 。 19 世 紀 半 ば 以 16 区 名 上 和 理 局 | 上海 生 


降 、 列 強 諸国 に よる 王 渉 が 進ん だ 。 1911 年 に 六 革 
命 が 忠 こり 、1912 年 中 華 民 国 が 成立 し た 。1946 年 
国民 党 と 共産 党 が 全面 衝突 し 、1949 年 、 共 産 常に よ 陣 op- 称 
る 中 華人 民 共 和 国 が 成立 。 近 年 世界 の 本 場 」 RE 「 
ら に は 「 世 界 の 市 場 」 と し て 飛躍 的 に 経済 発展 を 送 人 を 

げ て いる 。2010 年 に は GDP が 世界 第 2 位 と な っ た 。 
さら に 、!「 小 康 社会 」 と 呼ば れる 社会 の 実現 を 目指 す 

が 、 こ れ は 2020 年 まで に 、 一 人 当たり GDP を 2010 

年 の 2 倍 に する と いう も の で ある 。 


人 中 華人 民 共 和 国 

人 口 : 13 億 9378 万 人 (2014 年 ) 面積 :959.7 万 km 
主要 言語 : 中 国語 

通貨 : 人 民 元 CNY (1CNY=19.51 円 ) 
国民 総 所 得 :7 兆 7313 億 USD 

1 人 当たり 国民 総 所 得 :5720 USD 


| ge 
ロシア や 北朝 鮮 方 面 の 国際 列車 が 発着 する 北京 駅 (三浦 


38 


鉄道 の 歴史 


圏 中 華 民 国 成立 まで の 鉄道 建設 

中 国 最初 の 鉄道 は 、1876 年 、 上 海 一 呉 兆 間 
14.5km (軌間 762mm) が イギリス の 商人 に より 営 
業 さ れ た の が 始ま り で ある が 、 清 国政 府 の 承認 を 得 
て いな いと いう こと で 、1 年 半 で 廃止 され 、 機 関 車 は 
揚子江 に 沈め られ た と 言わ れ て いる 。1881 年 に は 、 
イギリス の 所 有する 開平 炭鉱 の 石炭 輸送 を 目的 と 
し た 唐山 一 人 胃 各 荘 間 10km が 標準 軌 に より 開業 し 
た 。 こ の 区 間 は 、 その 後 、 1888 年 に 天津 まで 、 1912 
年 に は 藩 陽 まで 延長 され 、 現在 の 京 沙 線 と な っ て い 
る 。 

1894 年 の 日 清 戦争 敗北 以降 は 、 清国 政府 の 弱 
体 化 に より 鉄道 は 列強 の 権益 の 場 と 化し 、 ロ シア 、 
日 本 イギリス 、 フラ ンス 、 ドイ ツ 、 ベル ギー な ど 
が 競っ て 鉄道 建設 の 利権 争奪 を 行い 鉄道 の 建設 を 
行っ た 。 特 に ロシア は 、 東北 3 省 と 南 満 ( 東 清 鉄道 ) 
の 鉄道 敷設 権 を 獲得 し た 。 日 本 は 、 奉天 、 長春 、 吉 林 
な どの 東北 部 で 鉄道 の 建設 を 行っ た 。 

さら に 、 日 本 は 、 1905 年 の 日 露 戦 争 勝利 に より こ 
の 東 清 鉄道 の 南 満州 支線 (長春 一 大 連 ) の 権益 を ロ 
シア か ら 委 譲 を 受け 、 南 満州 鉄道 株 式 会 社 を 設立 
し て 鉄道 経営 と 沿線 開発 を 行っ た 。 こ の 南 満州 支線 
は 、 その 後 吟 爾 濱 、 丹 東 まで 延長 し 、 南 満州 鉄道 社 
線 と し て 、 日 本 の 工場 で 製造 し た パシ ナ 型 SL「 あ じ 
あ 号 」 が 最高 速度 130kmh で 満州 の 荒野 を 疾走 し 
た (軌間 は 、 ロ シア 時 代 の 広軌 か ら 標 準 軌 に 改 軌 )。 
この あじ あ 号 は 、 大 連 一 長春 間 (701.4km) を 8 時 
間 半 で 走行 し た 。 


の どの グ 0 1 


| 隊 692 em) my 
還 志 | [ 


この 時 代 に は 、 列強 だ け で は な く 、 中 国 の 技師 長 
逢 天 佑 に より 1909 年 に 北京 北 駅 一 八 達 領 (万 濡 の 
長城 ) 張家口 間 277km の 建設 が 行わ れ た 。 特に 


) 八 達 鶴 ト ン ネ ル は 、33% の 急 勾配 で 途中 に スイ ッ チ 


』 バッ ク 施 設 を 設け 、 重 連 機関 車 の 採用 に より 、 計画 
延長 6000m を 1000m に 短縮 し 、 技術 水準 、 工期 


に - い 


工費 面 で 世界 的 な 評価 を 得 た 。 訪 天 佑 は 「 中 国鉄 首 


の 父 」 と し て 現在 で も 多く の 国民 か ら 尊 区 を 集め て 
いる 。 こ の 北京 て 張家口 間 は 、 中 国 が 自力 で 建設 
行っ た 最初 の 鉄道 路線 と な り 、 現在 で も 営業 され て 
いる 。 

1912 年 の 辛 女 革命 に より 清朝 が 倒れ 中 華 民 国 が 
成立 し た が 、 鉄道 の 権益 は その まま 列強 の 手 に 温存 
され た 。 それ に 対し 、 将 介 石 は 、 1927 年 に 中 国鉄 首 
部 を 新設 し 鉄道 整備 に より 国力 回 復 を 目指 し た 。 

日 本 は 、1927 年 の 満州 事変 、 そ の 後 の 日 中 戦争 終 
結 の 1945 年 まで に 北 は 東北 地方 か ら 南 は 広州 、 海 
南島 まで 中 国 全 土 で 鉄道 建設 を 行っ た 。 そ の 一 部 は 
現在 で も 中 国 の 基幹 鉄道 と な っ て いる 。 

1876 年 の 鉄道 創設 か ら 1949 年 の 新 中 国 (中 華 
人 民 共 和 国 ) 成立 まで の 73 年 間 で 2 万 6200km 
の 鉄道 建設 が 行わ れ た が 、 戦争 に よる 破壊 その 他 
の 理由 に より 廃止 され 、 中 華人 民 共 和 国 成立 時 の 
1949 年 末 に お ける 中 国鉄 道 部 の 営業 キロ は 、 2 万 
1800km で あっ た 。 

圏 第 1 次 一 第 12 次 五 力 年 計画 に よる 鉄道 建設 

1949 年 か ら 1952 年 まで の 戦後 復興 期 を 経て 、 
1953 年 か ら 国民 経済 発展 第 1 次 五 カ 年 計画 (1953 
1958 年 ) の 策定 時 か ら 鉄 道 建設 が 積極 的 に 行わ 
れ 、 2000 年 の 第 9 次 五 力 年 計画 終了 時 の 鉄道 営業 
キロ は 、5 万 8655km で あっ た 。 

その 後 第 10 次 五 カ 年 計画 (2001 一 2005 年 ) で 
は 、 鉄道 を 中 国交 通 体系 の 中 心 と し て 位置 付け 、 中 
国鉄 道 の 主要 幹線 を 重点 的 に 高 規格 、 高 品質 、 大 能 
力 の 鉄道 を 整備 する こと と し て 、 4 線 の 縦断 鉄道 、 4 
線 の 横断 鉄道 (いわ ゆる 縦 4、 横 4) を 建設 する こと 

を 決定 し 、 高 速 鉄道 の 建設 が 開始 され た 。 
第 12 次 五 カ 年 計画 (2011 一 2015 年 ) に お ける 
2014 年 時 点 で の 営業 距離 は 11 万 2000km で ある 。 


日 本 の 工場 で 製造 し た パシ ナ 型 茹 所 機関 車 (日 中 鉄道 友好 推進 協 議会 
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People's Republic of China 
党 男 組 織 改革 等 


1953 年 の 第 1 次 五 カ年 計画 (1953 年 -) 時 点 ( 泊 
業 キ ロ 5 万 2000 km) か ら 第 12 次 カ カ年 計画 の 
2014 年 時 点 (営業 キロ 11 万 2000km) まで の 9 
年 間 で 6 万 km の 建設 が 行わ れ 、 年 平均 1000km の 
ペー ス で 新 線 の 建設 が 行わ れ た こと と な る 。 
較 在 来 鉄道 の 高速 化 

中 国鉄 道 部 は 、 在 来 線 の 高速 化 と し て 、 第 1 次 
(1997 年 )、 第 2 次 (1998 年 )、 第 3 次 (2000 年 )、 第 
4 次 (2001 年 ) に わた り ス ピー ドア ッ プ を 行っ た 。 
第 5 次 (2004 年 ) で は 、 最 高速 度 160kwh 化 を 進め 、 
高速 化 の 区 間 を これ まで の 1100km か ら 7700km 
に 拡大 し た 。 さ ら に 2007 年 4 月 に は 第 6 次 ス ピー 
ドア ッ プ が 行わ れ 、 旅客 の 輸送 能力 18% 増 、 貨物 
輸送 能力 12% 増 を 実施 し た 。 高速 化 は 、 最高 速度 
250kmh の 区 間 :800km、200kmh の 以上 の 区 間 : 
6000km、160kmh 以 上 の 区 間 :1 万 4000km で 行 
われ た 。 

この 第 6 次 の 在 来 線 ス ピー ドア ッ プ に お いて 、 車 
両 (200krWh の 中 速 車両 ) は 、 中国 独自 開発 の 失敗 
に より 、 ドイ ツ ( シ ニ メ ンス アラ ンス (アル スト 
ム )、 カ ナダ (ボン バル ディ ア )、 日 本 (日 本 連合 ) の 
外国 技術 を 導入 し た 。 この 各国 の 車両 技術 の 導入 
が 、 その 後 の 中 国 に お ける 最高 速度 300kmh 以 上 
の 高速 化 の エポック メー キン グ と な っ た 。 


上 海 駅 (三浦 一 幹 ) 


南京 駅 (三浦 一 幹 
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中 国鉄 道 部 は 2013 年 に 解体 され 、 行政 部 加計 
通運 輸 部 (日 本 の 国 上 交通 省 ) の 国家 鉄路 局 ( 伯 
局 ) と な り 、 鉄道 運 営 部 門 は 中 国鉄 中 総司 (回 
と な っ た 。 

また 、 2015 年 に は 中 国鉄 道 部 の 企業 で あっ た 
車 股 傍 有 限 公司 (CNR) と 南 車 股 委 有限 公司 (GS 
が 合併 し 中 国 中 車 股 侵 有 限 公司 (中 国 中 車 :CRCO) 
と な り 、 世 界 最大 の 車両 製造 企業 と な っ た 。 

( 注 ) 股 位 有限 公司 は 株 式 会 社 の こと 。 


鉄道 の 特徴 と 開発 計画 


田 鉄 道 の 特徴 
中 国 の 鉄道 は 、 普通 鉄道 (高速 鉄道 含む と 2 

他 鉄 道 が ある 。 

人 @ 普 通 鉄 導 

・ 国 家 鉄 路 ( 旧 鉄 首部 所 管 の 鉄道 、 現 中 国 多 了 4 
司 : 日 本 の 旧 国 鉄線 路 ) 

・ 合 資 鉄路 ( 総 公司 、 地方 政府 、 民間 も 含め た 哨 
に よる 鉄道 で 旅客 専用 線 な ど を 包含) 

・ 地 方 鉄路 ( 省 、 市 等 の 地方 政府 の 出資 に まる 鮭 


で 軽便 鉄道 、 鉱 山 支線 な ど ) 
普通 鉄道 の 営業 キロ は 、2014 年 現在 で 上 


2000km で アメ リカ に 次 いで 第 2 位 で ある 。 この 
うち 、 高 速 鉄道 (最高 速度 200kWh 以 上 ) は 、 1 万 
6000km で 世界 第 1 位 で ある 。 

旅客 輸送 と 貨物 輸送 の 割合 は 、 国家 鉄路 の 収 人 で 
見 る と 全体 の 収入 (5000 倍 元 ) の 約 50% が 貨物 収 
入 で 40% が 旅客 収入 、 その 他 が 10% で 貨物 収入 が 
主体 と な っ て いる が 、 高速 鉄道 の 進捗 に より 旅客 輸 
送 の 比率 が 拡大 し て き て いる 。 

倫 そ の 他 の 鉄道 

地下 鉄 、 モ ノレ ー ル 、LRT、 常 伝導 リニア な ど が あ 
る 。 

圏 組織 体系 と 鉄道 部 廃止 

中 国 の 鉄道 は 、 日 本 の 体系 で 言う と 、 第 1 種 鉄 首 
(施設 保有 、 運営 管理 実施 ) に 相当 する 国家 鉄路 (中 
国鉄 路 総 公司 : 日 本 の 旧 国 鉄 )、 地方 鉄路 (地方 政 
府 )、 第 3 種 鉄道 に 相当 する 合資 鉄路 (施設 保有 、 運 
営 管理 : 総 公司 に 委託 ) に 区 分 され る 。 

中 国鉄 道 部 は 、2013 年 3 月 に 解体 され 、 行 政 部 門 
(技術 基準 、 安全 ・ 輸 送 サ ービス ・ 鉄 道 工事 の 品質 に 
関す る 監督 管理 : 日 本 の 国土 交通 省 鉄 道 局 に 相当 ) 
は 、 交通 運輸 部 の 国家 鉄路 局 と な り 傘下 の 地区 鉄路 
監督 管理 局 (日 本 の 地方 運輸 局 に 相当 ) 7 カ所 に よ 
り 総 公司 の 地方 鉄路 局 (I 旧 国鉄 の 鉄道 管理 局 ) の 監 
叔 、 管 理 を 行う 。 

旧 鉄 道 部 は 、 その 組織 を その まま の 形 で 承継 し た 
100% 政 府 出資 の 「 中 国鉄 路 総 公司 」 ( 総 公 司 : 現在 
の 総 経理 は 旧 鉄 道 部 長 ) と な り 、 国家 鉄路 の 管理 、 
運営 を 行っ て いる 。 中 国鉄 道 の 組織 体系 は 、P38 の 
運営 組織 の と お り で ある 。 中 国鉄 路 総 公 司 は 、 旧 鉄 
道 部 の 建物 を その まま 使用 し 、 職員 も 待遇 を 改善 さ 
れ 全 員 継 続 し て 雇用 され て いる 。 

圏 中 国 中 車 の 設立 

2015 年 6 月 1 日 に 中 国 の 車両 製造 企業 で ある 北 
車 股 傍 有 限 公司 (売上 高 970 億 元 ) と 南 車 股 傍 有 限 
公司 (売上 高 980 億 元 ) が 合併 し 、 中 国 中 車 股 倍 有 


中 国 中 車 の 主たる 車両 工場 ( 
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中 国鉄 路 絶 公司 (| 旧 中 国鉄 道 部 ) の 本 社 (日 中 鉄道 友好 推進 協議 会) 


限 公司 (中 国 中 車 株 式 会 社 :CRCC) が 設立 され た 。 
中 国 中 車 は 総 売 上 高 1950 億 元 、 総 資産 3000 億 元 、 
従業 員 18 万 人 の 大 型 車両 製造 企業 で あり 、 売上 高 
で は 、 いわ ゆる ビッ グ 3 の 総 売 上 げ の 1.5 倍 の 規模 
と な る 。 

圏 営業 キロ (2013 年 ) 

中 国 の 鉄道 の 営業 キロ は 、 10 万 3100km (2014 
年 は 11 万 2000km) で 、 国家 鉄路 6 万 6600km ( 総 
延長 の 64.6%)、 合資 鉄路 3 万 2100km ( 総 延長 の 
31.1%)、 地方 鉄路 4400km ( 総 延長 の 4.3%) で 
ある 。 新 線 建設 は 、2005 年 か ら は 年 1000km 一 
1500km の ペー ス で 行わ れ て きた が 、 後 述 の 2008 
年 の 中 長期 鉄道 計画 網 計画 見 直し を 経て 、2009 年 
は 前 年 比 5800km の 増加 と な っ た 。2013 年 は 前 年 
と 比較 し て 5000km の 増加 、2014 年 に は 前 年 比 
8000km の 大 幅 な 増加 と な り 縦 4、 横 4 の 主要 幹線 
整備 の うち 、 縦 4 区 間 は ほぼ 完成 し 営業 開始 し て お 
り 、 今 後 は 残る 横 4 区 間 の 整備 が 行わ れる 。 

計画 で は 、 高速 鉄道 新 線 は 、 1 万 1000km (2014 
年 :1 万 6000km) が 営業 され て いる が 、 2020 年 ま 
で に 2 万 km と する 建設 計画 が 進行 し て いる 。 

圏 輸送 量 (2013 年 ) 
信 旅 客 輸送 量 


( 画 習 注 弄 と 枝 是 ) 回 HG へ INRSL の NIS ーー 


People's Republic of China 


上 海 虹 橋 空港 駅 を 出発 する 高速 列車 CRH380( 三 浦 一 幹 ) 


南京 付近 を 走る 高速 列車 CRH3( 三 浦 一 幹 ) 


鉄道 の 旅客 輸送 量 は 、21.1 億 人 (前 年 比 11.2% 
増 ) で 全 旅 客 輸送 量 (212 億 人 ) に 占め る 鉄道 の 分 
| 担 率 は 、9.9% (高速 鉄道 の 拡大 に より 前 年 比 4.9 ポ 
| イン ト 増 ) で ある 。 道 路 は 87.3%、 水 運 は 1.1%、 航 
空 は 1.7% で ある 。 前 年 比 で は 、 道路 は 6.2 ポ イン 

ト 減 (93.5% つ 87.3%) と な っ て いる 。 また 鉄道 の 
旅客 輸送 人 キロ は 、 1 兆 500 代 人 キロ で 分 担 率 は 
38.4% (前 年 比 き 8 ポイ ント の 伸び ) で あっ た 。 な お 、 
道路 の 分 担 率 は 41% (前 年 55.3% で 14.3 ポ イン ト 
の 減 ) で ある 。 
人 @ 貞 物 輸送 量 

中 国鉄 道 の 貨物 輸送 量 は 39.6 億 トン で 全 貨 物 輸 
送 量 (409.8 億 トン ) に 対す る 鉄道 の 分 担 率 は 9.6% 
で ある 。 貨物 の 輸送 トン キロ は 、2 光 9100 億 トン 
キロ で あり 、 輸送 全体 に 対す る 分 担 率 は 17.4% で 
ある 。 鉄道 の 貨物 輸送 は 、 主要 鉄道 幹線 の 貨物 輸送 
力 を 増強 する た め に 現在 進め て いる 旅客 専用 線 の 
建設 、 貨物 の 大 量 輸送 可能 な 大 型 電気 機関 車 (出力 
9600kW) の 導入 に より 、 例え ば 石炭 輸送 の 拡大 を 
図る た め に 大 秦 線 (大 同一 秦 息 島 ) で は 、2 万 トン 
引 (先頭 重 連 、 中 間 重 連 、 後 方 単機 の 5 重 連 ) が 行わ 
れる な ど 重 積載 化 、 高速 化 (120 lawh) が 図ら れ て 
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香港 付近 を 走る 2 階 建 て 客車 編成 の 近郊 列車 (三浦 一 幹 ) 


いる 。 

貨物 の トン キロ ベー ス の 輸送 分 野 分 担 率 は 、 鋭 
17%、 道 路 33%、 水運 (河川 、 海 運 含む ) 47%⑳ 
る 。 ちな み に 日 本 の 分 担 率 は 鉄道 5%、 道 中 5MW 
海運 43% で ある 。 
田 持 営 状況 

国家 鉄路 の 運輸 総 収入 は 5382 億 元 で EN 
旅客 収入 2086 億 元 (収入 割合 39%)、 
2661 億 元 (収入 着 合 49%)、 そ の 他 上 MA63 
( 収 人 割合 12 %) で ある 。 収 人 割合 は 、 こと 10 
同様 な 比率 で 推移 し 、 相 変 po の 人 900 
と な っ て いる が 、 貨物 収入 の 伸び は 、 虹 上 MM 
慮 し た 石炭 輸送 の 大 幅 な 縮小 に より 濾し 時 
旅客 収入 の 伸び は 、 jr 多 道 披 人 より 
びと な り 、 高速 が 中 国 国民 の 足 と し 区 
つ あ る 。 経 営 状 況 と し て は 、 還 の 
涼 欠 道 等 の 鉄 投資 に よる 所 の 衝 志 
慮 する と 日 本 の 国鉄 末期 と 上 同様 に 非常 に 0 
況 と な っ て お り 、 債務 を 軽減 する た め に 7 
資金 (基金 の 創設 等 ) の 投信 が 図ら れ て 
一 高速 鉄道 6 際 
中 国政 府 は 、2006 年 に 第 11 ym が 振 較 


申 長 期 鉄道 綱 計 画 を 策定 し 、 2008? 年 の 見 直し を 経 
て 、 高速 鉄道 網 の 建設 を ! は じ め と する 鉄道 整備 を 加 
速 さ せ て いる 。 

高速 鉄道 | (最高 速度 200kmh 以 上 ) と し て 0 は 、 旅 
客 専用 線 (輸送 力 が ひっ 迫 し て いる 主要 幹線 の 輸送 
力 増強 の た め の 旅客 専用 の 高速 鉄 道 新 線 ) と 城 際 鉄 
道 (比較 的 短 距 離 の 主 要 都 市 間 に 建 設 する 高速 鉄 
道 新 線 ) を 2020 年 まで に 2 万 km 建設 する こ と が 
計画 され て いる 。 

現在 営業 し て いる 設計 最高 速度 350kmh 以 上 の 
旅客 専用 線 の 主たる 区 間 は 、 以下 の と お り で ある 。 
・ 北 京 上 海 間 (1318km 
・ 北 京 ー 広 州 間 (2298kr 
・ 導 州 西安 問 (455km) 
・ 吟 礁 潰 一 大 連 間 (904km) 
・ 杭 州 昆 明 間 (1353km: 部 分 開業 ) 

な お 、 こ れ ら の 区 間 で は 、 安 全 性 な ども 考慮 し て 、 
実 走行 最高 速度 は 約 310kmh に 低減 し て 運行 さ 
れ て いる 。 さ ら に 、 営 業 し て いる 設計 最高 速度 350 


kmh 以 上 の 城 際 鉄道 (都市 間 高 速 鉄道 ) の 主たる 
区 間 は 、 以 下 の と お り で ある 。 


鉄道 の 世界 最高 地点 が ある 青 基 鉄 道 を 走る 貨物 列車 


・ 北 京 天 津 間 (115km) 
・ 上 海 一 杭州 間 (158km 
・ 上 海南 京 問 (296kmV 
較 建 設 投資 額 

鉄道 へ の 固定 資産 投資 と し て は 、 基本 建設 投資 
( 新 線 建設 、 在 来 線 投資 ) と 更新 投資 と 車両 投資 が 
ある 。2013 年 の 投資 額 と し て は 、 以 下 の と お り 。 


内 23 あま びす OS PT 


・ 新 線 建設 : 4314 億 元 
・ 在 来 線 改造 : 1023 億 元 
・ 更 新 改 造 : 358 億 元 
・ 車 両 投資 : 1206 億 元 

合計 6901 億 元 


較 日 本 の 車両 部 品 等 の 対 中 輸出 逢 合 

2014 年 の 日 本 の 車両 部 品 等 の 対 中 輸出 総額 
(FOB : 本 船 甲板 渡し ) は 、 約 9 億 USD で 日 本 の 車両 
部 品 等 の 輸出 総額 16.5 億 USD の 約 55% を 占め て 
いる 。 今 後 の 動 向 と し て は 、 高速 鉄道 車両 の 新造 が 
継続 する 間 (2017 年 想定 ) は 維持 され る 可能 性 が 
ある 。 さ ちら に 、 既設 車両 の 更新 に よる 部 品 供給 が 継 
続 し て 行わ れる 。 
ご 日 中 鉄道 友好 推進 協議 会 事務 局 


南京 南 駅 に 停車 中 の 高速 列車 CRH380A( 三 浦 一 幹 ) 


( 注 ) % は 、 投 資 比 率 。 


投資 額 (2013 年 まで ) 


896.4km 


北 氷上 海 間 5 
凌 設 キロ 2166.5 借 元 1737.7 億 (4# 代 S999 人 
1371km (66%) (34%) 
上 海 杭 州 間 1 
つ = 136.3 億 元 137.8 億 元 
人 人 0 42 人 W (49.7%) (503%) 
本 ー ーー 
人 M 980.3 億 元 952.2 億 元 859.0 億 93.2 億 元 
- (90.2%) (9.8%) 
] 
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本 | (中 華 民 国 ) 


国 の あら まし 


台湾 本 島 と 福建 省 沿岸 の 馬 


列 島 と 金門 島 な どの 金馬 地 2 制 


区 な ど 、 近隣 の 島々 か ら な る 。 
亜熱帯 モン スー ン 地 域 に 必 
し 、 大 部 分 が 温暖 湿潤 気候 で 
ある が 、 南部 の 一 部 は 熱帯 気 
候 。 国土 の 中 央 に 中 央 山脈 が 
走っ て いる た め 、 耕作 可能 


鉄道 の 主要 デー タ (2010 年) 


創業 1891 年 
営業 キロ 1438km 
軌間 別 1093km (1067mm) 


345km (1435mm) 
この ほか に 762mm の 鉄道 ( 同 題 | 
森林 鉄道 な ど ) が ある 
電化 キロ 1202km (AC25kV60Hz) 
列車 運転 線路 左側 通行 
年 間 旅客 輸送 量 2 億 1550 万 人 
/ 162 億 1200 万 人 キロ 
年 間 貨 物 輸送 量 1000 万 トン 
7 億 7000 万 トン キロ 
車両 数 EU153 DU150 EMU7751 
DMU/227 PC/1000 FCZ2005 
EMU (高速 車両 ) /30 編 成 


運営 組織 


台湾 鉄路 管理 局 ( 台 鉄 ) 
Taiwan Railways Administration (TRA) 
URL: http:/wwwrailway.govtw 


台湾 高速 鉄路 股 人 有限 公司 


積 は 少な い 。 か つて は マレ ー 

系 の 住民 の 地域 で あっ た が 、 

17 世紀 に スペ イン と オラ ンダ 

が 上 古人 し 、 次 いで 中 国 清朝 が 支配 。 日 清 戦争 後に は 
日 本 に 割 調 され る が 、 第 2 次 世界 大 戦後 中 国 国民 党 
政権 の 支配 下 に 。1949 年 、 共産 党 と の 内 戦 に 敗れ た 
中 国 国民 党 が 南京 か ら 台北 に 移っ た 。 ー 時 政権 が 他 
の 党 に 交代 し た こと も あっ た が 、 国民 党 政権 の 下 、 
中 国 と の 関係 改善 が 進ん で いる 。 ま た 2014 年 現在 、 
台湾 と 外交 関係 を 持つ 国 は 22 カ 国 と な っ て いる 。 
民族 独立 、 民権 伸張 、 民生 安定 と いう 三 民主 義 を 掲 
げた 民主 共和 制 を 導入 し て いる 。 電 気 ・ 電 子 、 鉄鋼 、 
金属 、 繊 維 、 精 密 機械 な ど が 主要 産業 で ある 。 


Taiwan High Speed Rail Corporation (THSRC) 
URL: http:/wwwlhsrc.com.tw 


秋山 


台湾 (中 華 民 国 ) 

人 口 :2335 万 人 (2014 年 ) 

面積 :3.6 万 km 

主要 言語 : 中 国語 、 台 湾 語 

通貨 : 新 台湾 ドル TWD (1TWD=3.83 円 ) 
国民 総 所 得 :4127 億 USD 

1 人 当たり 国民 総 所 得 :2 万 1042 USD 
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鉄道 の 歴史 


1887 年 (清朝 の 光緒 13 年 )、 台湾 最初 の 鉄道 で 
ある 台北 (タイ ペイ ) 一 基隆 (キー ルン ) 間 (延長 


トン ) まで 延伸 され た 。 宜蘭 (イー ラン ) 線 は 1924 
年 に 多 親 (スー オウ ) まで 開通 し た 。 

第 2 次 世界 大 戦 終了 後 、 台湾 鉄路 管理 局 ( 台 鉄 ) 
が 中 華 民 国 台 湾 省 の 新た な 機関 と し て 発足 し 、 戦争 


28.6km) の 起工 式 が 台北 の 大 稲 坦 (ター タオ ツェ で 甚大 な 被害 を 受け た 鉄道 施設 の 復旧 を 行っ た 。 西 
ン ) で 行わ れ た 。 こ の と き 鉄 道 建設 の 指揮 を と っ た 部 幹線 の 複線 化 は 継続 され 、1970 年 に 「 山 線 」 と 「 海 
の が 福建 省 か ら の 台湾 巡撫 の 劉 銘 伝 (リュ ウ ミン 線 」 の 単線 並行 区 間 を 除き 完了 し た 。 また 、 西部 幹 
チュ ワン ) で あっ た 。 こ の 台北 基隆 間 は 1891 年 線 の 交流 電化 (AC25kV60Hz) が 1979 年 に 完成 し 
に 開業 し 、 さ ら に 台北 一 新竹 (シン チュ ウ ) 間 (延長 た 。 北 環 (ペイ ホ エ ) 線 の 鱗 演 新 駅 一 花蓮 間 (延長 
78.1km) が 1894 年 に 開通 し た 。 79.2km) は 1980 年 に 完成 し 、 花 東 線 の 花蓮 一 台東 

台湾 は 1895 年 に 日 本 の 統治 下 に な り 、1896 年 に (タイ トン ) 間 は 、 当初 軌間 762mm の ナロー ゲー ジ 
は 台湾 総督 府 鉄道 部 が で き 、 そ れ 以 来 台 湾 の 鉄道 は で 建設 され た が 、 1067mm に 改 斬 さ れ 、 1982 年 か 
基本 的 に 日 本 の 基準 ・ 規 格 で 建設 され て いっ た 。 ら 台 北 一 台東 間 の 直通 運転 が 可能 に な っ た 。 

最 重 要 路 線 で ある 西部 幹線 は 1908 年 に 南部 の 高 この よう に 清 の 時 代 か ら 始ま っ た 台湾 の 鉄道 建 
雄 (カオ シュ ン ) まで 開業 し た 。 東 部 の 花 東 ( ホ ア ト 設 は 、 台湾 の 人 口 の 大 半 お よび 経済 ・ 産 業 活動 が 集 
ン ) 線 は 、 ま ず 花 蓮 (ホワ リ ェ ン ) 玉里 (ユウ リー) 中 する 西部 回 廊 か ら 開 始 され 、 南北 に 走る 山脈 が 島 
間 が 1917 年 に 開業 し 、 さ ら に 1926 年 に 台東 (タイ の 中 央 に ある た め 、 次 に 東側 へ と 段階 的 に 島 の 周囲 

回 南港 Nangan 
ae 5 基隆 
1067m ーー 
複線 電化 
複線 
単線 電化 
単線 
貨物 専用 表 剛 llan 
1435mm 
高速 鉄道 D 
======= 高速 鉄道 だ 
(建設 中 ) SH 
ーー 空港 連絡 鉄道 
(建設 中 ) 
762 
単線 Changhua 
了 和 あれ em valn 
斗 南 Tounan 風 * ジル Touliu 復 Kuangfu 
豆 義 Chiayid 6 Chigyi - 包 
新 営 Hsinyind 9 
1 
台南 Tainan 
岡山 Gangshan 
楠 梓 NanzI2 
高雄 Kaohsum ペイ 
Fengshan 
林 辺 Linbian* 
( 柄 山 Fangshan 
数 字 は 主 な 都市 人 口 (万 人 ) 
ーー ] 
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( 圏 呆 雷 耳 ) 諸 叶 で 


Republic of China 


NR ーー 
人 に 当 和 れ た 高 上 選 。 下 拉 六 
' を 回 る よう に 進め られ て きた 。 そ し て 南 廻 (ナン ホ 

エエ ) 線 の 卑 南 (ペイ ナン ) て 配 穴 (ファ ン リャ オ ) 間 
の 98.2km が 1991 年 12 月 に 開通 し 、 待望 の 台 沿 一 
周 鉄道 ( 環 島 鉄路 ) が 完成 し た 。 
台湾 の 人 口 の 大 半 は 、 北 に ある 政治 経済 の 中 心 1 
台北 と 南 の 工業 都市 ・ 高 雄 を 結ぶ 西部 回 廊 に 集中 し 
て いる 。 狭軌 で ある 在 来 線 の 西部 縦 員 線 が 過 向 状 態 
に あっ た こと か ら 、 輸送 力 増強 の た め に 標準 軌 
(1435mm) の 高速 新 線 が 計画 され た 。 建設 の 際 に 
高速 鉄道 と し て は 世界 で 初め て BOT 方 式 を 採用 し 
た 。 こ れ は 、 英 語 の "Build-Operate-Transfer' (「 建 設 ・ 
運営 ・ 移 管 」 の 意 ) の 略称 で 、 事業 権限 を 得 た 民間 企 
業 が 自ら 資金 調達 を 行い 、 施設 を 建設 、 一 定期 間 の 
操業 ・ 運 営 の の ち 、 その 収益 で 投下 資本 を 回 収 し 、 
最終 的 に は その 施設 を 依頼 主 (お も に 公 的 組織 ) に 
引き 渡す イン フラ 整備 方 式 で ある 。 台 湾 の 高速 鉄道 
は 、 高速 鉄道 先進 国 で ある 日 本 と フラ ンス ・ ド イツ 
の 3 カ国 に よる 誠 争 が あり 、 当初 は フラ ンス と ドイ 


ッ の ヨー ロッ パ 連 な が 受注 し か か っ た が 、 最 終了 
は 電車 (動力 分 英 ) 方 式 を 推し た 日 本 連合 が 、 全 計 
対策 を は じ め と する 技術 面 な ど で の 優位 性 か g 計 
転 勝ち し 、| | 本 初 の 海外 輸出 新幹線 に な つた 。 こり 
ドウ な 経緯 が あっ た の ち 、2007 年 3 月 に 台 浴 
鉄道 (THSR) は 、 台北 高雄 間 (延長 345km 区 


線 開 業 し た 。 


ーー レーーーーーー ビ ニー で ココ 半 
鉄道 の 特徴 

ム 滴 の 鉄道 は 、 台 北 と 高 肉 の 都市 鉄 (WO) 
除い て 、① 中 共 民 国交 通 部 の 監督 下 に ある 各 炎 
TiSR、 ③ 中 芋 民 国 行政 了 農 業 員 会 李 届 半 
管理 名 林 鉄 中 ( 時 山森 本 鉄道) ⑨ 全 敵 
会 社 が 運営 す る 路線 に 分 けら れる が 、 輸送 規模 か 5 
いっ て 台 鉄 と THSR が その 中 心 に な っ て いる 。 

台 鉄 で は 、 2007 年 3 月 に THSR が 全線 開業 し た 
た め 、 西部 幹線 に お いて 200kun 以 下 の 都市 
才 市 近 元 輸送 を 中 心 に 営業 施 染 を 展開 し て 【 夫 
と た THISR の 駅 と 台 鉄線 の 連絡 線 と し て 高 上 
の 新竹 駅 と 台南 駅 まで の 路線 が 201! 年 に 開業 し 
た 。 一 方 、 人 ム 北 と 花 鞍 を 結ぶ 東海 岸 へ の 路線 8 
深 政 府 の 観光 拡大 政策 も あり 台 鉄 の ドル 灯 放 紅 
ょ っ て いる 。 こ の た め 台 鐘 は 人 北 - 較 休 
196km) の 高速 化 に 力 を 人 れ 、 は 
を 実施 し 、 振 子 式 特急 の 「 太 角 閣 (タロ っ )」 の 
運転 を 2007 年 か ら 開始 し た 。 さ ら に 花蓮 と 上 
結ぶ 代 東 線 の 複線 電化 後 の 列車 要 を 区 1 
車体 人 人 機構 を 持つ 「 普 悠 抽 ( プ ュ マ )] が 2 ド 


同時 森 要 外 
標高 30m の 』 、 
光 の に 4 5 林 高 前 H 用 に 電設 され た が 、 現 在 で は る 
時 家 光 が 行 され 
762mm)。 人 章 間 て いる 。 こ の 銚 道 は イン ド の ダー ジ 
TOO6 と 東証 た こし の きま 
へ ー の 登 横 高 度 を 誇 
fa 人 0MMHE+ り le 則っ Tr も 
| 4 PR 年 の 神木 N ー プ 株 、 塞 齢 000 
TP 2 条 2 プ リ の 0 と ト PO 
「 語 no きか. る 還 L か Sa 
| し て 使用 し 枯 の ( 可 3 
「 し で 介し 直行 で は 限界 に 近 ” 台 情 sm 952m) が 望め る 。 関 
| い 登 坂 に 用 いた 。 も と も と は 木材 の 1 Yitp7wwralwaygovtwW/ ーー 
Ishan を 参照 。 く 秋 山 芳 弘 > Me KN 二 | 
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か ら 運 行 を 開始 し た 。 台 鉄 で は 貨物 輸送 も 実施 し て 
お り 、 その 8 割 は バル ク 貨 物 で ある が 、 減少 を 続け 
て いる 。 

台 鉄 も 他 の 国 の 鉄道 と 同様 に 、 か つて は 独占 的 な 
地位 を 占め 、 黒字 経営 を 続け て いた が 、 道路 網 の 整 
備 に よる 自動 車 交通 量 の 増加 や 国内 航空 網 の 発展 
に より 大 き な 影 響 を 受け 、 1978 年 以降 は 赤字 に 転 
落し 、 国 の 財政 支援 を 受け て いる 。 


将来 の 開発 計画 


台湾 全島 の 鉄道 強化 改良 計画 の 一 環 と し て 、 花 東 
線 (延長 162km) の 電化 ・ 一 部 複線 化工 事 が 2014 
年 6 月 に 完成 し た 。 

また 主要 都市 部 の 改良 工事 と し て 、 台北 地区 の 板 
橋 (パン チャ オ ) 一 南港 (ナン カン ) 間 の 地下 化 は 
1990 年代 か ら 人 徐々 に 完成 ・ 開 通し て お り 、 現 在 は 松 
山 (スン シャ ン ) 駅 以 東 の 地下 化 ・ 高 架 化 が 実施 さ 
れ て いる 。 さら に 高雄 地区 の 地下 化 と 台中 (タイ 
チ ォ ン ) 地区 の 高架 化工 事 も 進め られ て いる 。 こ れ 
ら 以外 に 台北 市 内 一 桃園 国際 空港 間 (延長 51.2km 
の 空港 連絡 鉄道 が 工事 中 で ある 。 

THSR で は 、 苗 栗 (ミャオ リー)、 彰化 (チャ ン ホ 
ア )、 雲 林 (ユン リン ) の 3 駅 追加 工事 と 台北 一 南港 
間 の 延伸 工事 (延長 5.7km) を 行っ て いる 。 完成 は 
2016 年 の 予定 で ある 。 ぐ 秋 山 芳 弘 > 


〇 南部 の サト ウキ ビ 鉄 首 


サト ウキ ビ 輸 送 の た め の 鉄道 (軌間 762mm) は 南 
部 の 豆 義 周辺 に あり 、1957 年 に は 41 路 線 、 合 計 
675km で あっ た 。1909 年 に 開始 され た 旅客 営業 は 
1982 年 に 廃止 され た が 、2001 年 に 鳥 樹林 (ウー シュ ー 
リン ) 駅 付近 の 線路 が 復旧 され 、 観光 列車 が 運行 され 
て いる 。 軌 間 が 標準 軌 の 半分 し か な い の で 、「 五 分 仔 車 
( ゴ フ ン ア チャ )」 の 愛称 が ある 。 ぐ 秋 山 芳 弘 > 


ジン 


韓国 製 の 近郊 電車 ・ 区 間 車 (秋山 芳 弘 ) 


ロー カル 線 で 運行 し て いる 日 本 製 の 気動車 (秋山 芳 弘 ) 


〇 台 鉄 の 駅 


1891 年 に 開業 し た 台湾 の 鉄道 は 、 120 年 以上 の 歴 
史 を 有 し て いる が 、 その 約 半分 に 当たる 51 年間 は 日 
本 の 鉄道 ] と し て 建設 ・ 運 営 され た 経 緯 が あり 、 現在 
で も その 影響 を 色濃く 残し て いる 。 西 部 幹線 の 主要 駅 
(新竹 ・ 台 中 ・ 嘉 義 ・ 台 南 な ど ) に は 当時 の 立派 な 駅 舎 
が 現在 も 残っ て お り 、 鉄 道 文 化 財 に な っ て いる 。 

く 秋 山 芳 弘 > 
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「 0 也 和 


SIGI 


( 較 呆 培 是 ) 商 


基 


国 の あら まし 


ご トー ラル ジグ カ / 
大 陸 の 東部 、 ロ 
シア と 中 華人 
民 共和 国 に 挟 
まれ た 内 陸 国 
家 。 標高 3000 て 4000 メ ー トル 級 の 山々 に 囲ま れ 、 
国士 の 大 半 を 山地 か 草原 、 あ る い は 砂漠 が 占め て い 
る 。 古来 よ り 遊 牧 民 に よっ て 成り 立っ た 国家 で あ 
)。 12 條 紀 に は チン ギ ス ・ ハ ン に よる モン ゴル 帝国 
が 成立 、 フ ビラ イ の 時 代 に は 元 を 建国 し て ユー ラッ 
7 犬 陸 の 大 部 分 を 支配 する 最大 了 図 を 築き 上 げた 。 
尋 の 減 後 は 中 国 の 支 相 下 に 置か れ て いた が 、18 
旧記 以降 は 次 第 に ロシア の 影響 も 強まっ て いく 
1924 年 に は ゴビ 砂 油 以 北 の 外 モ ン ゴル が モン ゴル 
人 民 共 和 国 と し て 独立 、 ソ ビ ェ ト 連邦 を 中 心 と し た 
社会 斑 義 陣営 の 一 員 と な っ た 。 し か し 1980 年 代 和 
ギ 以 際 は 、 ソ連 の ペレス トロ イカ 政策 や 東欧 の 民 + 
化 の 影響 を 強く 受け 、 1992 年 に は 国名 を モン ゴル 
国 と 改称 、 新 大法 を 制定 し て 民主 国家 と し て の 再 員 
発 を 末 た し て いる 。 伝統 的 に 牧畜 と 鉱業 が 主 産業 た 
が 、 外国 か ら の 資本 や 技術 の 導入 に より 、 近 年 は 
済 発展 が 著しい 。 


⑯ ウ ラン バー トル 


Ulaanbaatar 


モン ゴル 国 

人 口 :288 万 人 (2014 年 ) 面積 :156.4 万 km 
主要 言語 : モン ゴル 語 

通貨 : ト グロ グ MNT (1MNT=0.06 円 ) 

国民 総 所 得 :88 億 USD 

二 り 国民 総 所 得 :3160 USD 


50 


鉄道 の 主要 デー タ (2009 年 ) 
創業 1938 年 
営業 キロ 1810km (1520mm) 
電化 キロ 非 電化 
列車 運転 線路 単線 の み 
年 間 旅客 輸送 量 300 万 人 
ノ 10 億 900 万 人 キロ 
年 間 貨物 輸送 量 1400 万 トン 
/ 78 億 5200 万 トン キロ 
車両 数 DU147 PC/315 FC/4500 


運営 組織 


ウラ ン バ ー ト ル 鉄 道 (旅客 輸送 事業 ) 
Ulanbaatar Railways (UBTZ) 
URL:http7Wwwubtz.mn 


モン ゴル 鉄道 (貨物 輸送 事業 ) 
Mongolian Railway (MTZ) 
URL:http7Wwwmt.mn 


ーー 
鉄道 の 歴史 


モン ゴル 初 の 鉄道 路線 は 1938 年 に 開業 し た! 
部 ウラ ン バ ー ト ル Ulaanbaatar と 炭 質 の 町 72 
Nalayh 間 を 結ぶ 、 約 43kum の 路線 ( 間 750m 
に 1520mm に 改 吉 ) で あっ た 。 翌 1939 邊 に 
エレ ン ツ ェ ブ Ereentssy ン バ ヤ ント 
Bajantuman 間 (延長 268km) が 加 間 15 
通 、 中 国東 北部 地方 を 結ぶ 東 清 鉄道 に 間 生 
る 。 そ し て 第 2 次 世界 大 戦後 は モン ゴル 


1 
ー. セル 機関 
新 線 運行 の た め に 中 国 か ら 調 遅し た 新型 デイ ー ゼ 


北 に 縦 貢 する 幹線 の 建設 が 始ま り 、 1949 年 に ロ シ 
ア 側 の 国境 駅 ナウ シキ Naushky か ら ス フ バ ー ト ル 
Suhbaatar を 経て ウラ ン バ ー ト ル に 至る 400km の 
鉄道 が 開通 し た 。1956 年 に は 、 ウ ラン バー トル と 中 
国 と の 国境 駅 ザ が ミン ウー ド Dzamin-Uud と を 結ぶ 
710km も 開通 、 首都 を 介し て 中 国 ・ ロ シア 国境 を 結 
ぶ 1110km の 路線 が 全 通 し て いる 。 そ の 後 も 鉱山 な 
ど を 結ぶ 数 本 の 支線 が 開通 、 現 在 は 総 延長 約 
1810km の 路線 綱 を 有 し て いる 。 


交 道 の 特徴 


長き に わた り 社 会 主義 陣営 に 属し て いた こと か 
ら 、 ロシア と 同じ 1520mm の 軌間 を 採用 、 ロ シア 鉄 
道 と は 旅客 、 貨物 列車 と も 相互 に 乗り 入れ を 行っ て 
いる 。 モン ゴル 鉄道 の 組織 自体 が 、 草創 期 よ た り ソ連 
と モン ゴル 政府 の 合弁 で あり 、 現在 も 幹線 を 運営 す 
る ! ウ ラン バー トル 鉄道 」 (UBTZ) の 株 式 の 50% を 、 
ロシア 鉄道 (RZD) が 保有 する 。 一 方 、 中 国 の 鉄道 と 


に は 日 本 の 協力 の も と 、 モン ゴル 側 の 国境 駅 で ある 


に 稼働 し て いる 。 


は 軌間 が 異な る た め 、 それ ぞ れ の 国境 駅 で の 台車 交 
換 あ る い は 貨物 の 積み 替え が 必要 と な る 。1995 年 


ザ ミ ン ウ ー ド に 貨物 積み 替え 設備 が 建設 され 、 順調 


現在 、 モ ン ゴ ル 鉄 道 は 全線 が 非 電化 で 、 複線 区 間 
も わずか で ある 。 し か し な が ら 鉄 道 が 果たす 役割 は 


大 きく 、 貨物 輸送 の 約 90% を 鉄道 が 占め て いる 。 一 
方 で 旅客 列車 は 本 数 も 少な く 、 国内 の 旅客 輸送 全体 
の わずか 数 % を 占め て いる に 過ぎ な い 。 

車両 も 老朽 化 が 進ん で いる が 、 1994~ 2000 年 
に は 日 本 か ら の 借款 に よっ て 客車 30 両 を 購入 する 
な ど 、 サー ビス の 改善 も な され て いる 。 また モン ゴ 
ル 鉄道 を 経由 する 、 北京 ー モ スク ワ 間 の 国際 列車 も 
運行 され て いる 。 

2008 年 、 モン ゴル 政府 の 出資 に よる 貨物 の 運営 
会 社 「 モ ン ゴル 鉄道 」 (MTZ) が 設立 され 、 石炭 輸送 
の た め モ ン ゴ ル の 東西 を 結ぶ 新 線 の プロ ジェ クト 
が 動き 出し た 。 

2013 年 に は 日 本 の コン サル タン ト 会 社 が モン ゴ 
ル 中 南部 の タバ ント ル ゴ イ "avan Tolgoi 炭 田 と 北 
東部 の 路線 と を 結ぶ 約 1600km の 基本 設計 ・ 入 札 図 
書 作成 業務 を 受注 し 、 現 在 入札 手続 の 準備 が 進め ら 
れ て いる 。 藤原 浩 > 


nH IRISL の SI へ 


BNSii[【) 


Socialist Republic of Vietnam 


S 字 形 を し て いる 。 温帯 性 ・ 熱 
帯 性 気候 に あり 、 北 の 紅 河 デ 
ル タ に ハノイ 、 南 の メコン デ 
|』 ル タ に ホー チミ ン ( 旧 サ イ ゴ 
ン ) と 、2 つ の 中 心 都市 を 持つ 。 
ベト ナム 人 は 「 越 の 南 」 の 地 で 、 
中 国 の 支配 の 下 で 王国 を 保持 」 

し て いた 。 19 世 紀 に フラ ンス 領 イ ン ド シ ナ 連邦 に 
編入 され る 。 第 2 次 世界 大 戦 の 終結 と と も に 、 ベト 
ナム 独立 連盟 が ハノイ を 右 質 し へ トナ ム 民 主 共和 
国 の 独立 を 宣言 。 一 方 、 南 ベト ナム が フラ ンス 連合 
内 の 独立 国 と な り 、 南北 に 分 断 さ れ た 。 その 後 アメ 
リカ の 介入 に より ベト ナム 戦争 が 本 格 化す る 。 
1973 年 、 南 べ トナ ム が 敗北 する 形 で べ トナ ム 戦 争 
が 終結 し 、1976 年 に 南北 が 統一 さ れ た 。 近 年 は 経済 
発展 が 著しい 。 農業 と 石油 関連 が 主 な 産業 で あぁ る 、 


国 の あら まし 
イン ド シ ナ 半島 の 東部 、 南 
ン ナ 導 と アン ナン 山脈 に は さ 王 請 還 和 
まれ た 地域 に 位置 する 。 国土 和 レイ 
は 南北 に 約 2000km の 細長 い ュ ミ 


ベト ナム 社会 主義 共和 国 

人 口 : 9259 万 人 (2014 年 ) 

面積 :33.1 万 km 

主要 言語 : ペ トナ ム 語 

通貨 : ド ン VND (1VND=0.01 円 ) 
国民 総 所 得 : 1375 億 USD 

1 人 当たり 国民 総 所 得 : 1550 USD 
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鉄道 の 主要 デー タ (2013 征 ) 


創業 1881 年 
営業 キロ 2631km 
軌間 別 2237km (1000mm) 


229km (100071435mm) 
165km (1435mm) 


電化 キロ 非 電化 
列車 運転 線路 単線 の み 
年 間 旅客 輸送 量 1221.8 万 人 
グ 45 億 5900 万 人 キロ 
年 間 貨 物 輸送 量 686.8 万 トン 
/ 39 億 5900 万 トン キロ 
車両 数 DU298 PC/1040 FC/4613 


ベト ナム 鉄道 局 
Vietnam Railway Administration (VNRA) 
URL: http:www.mt.govn 


ベト ナム 鉄道 公社 

Duong Sat Viet Nam (DSVN) 

Vietnam Railway Corporation (VNR) 
URL:http:wwwvrcom vn 
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 


次 道 の 歴 史 
ーーーーーーWW る ーー 


ベト ナム の 鉄道 の 歴史 は 1881 年 に さか の 人 
この 年 に 、 ベ トナ ム で 最初 と な る 狂 道 路線 が 4 
ン Saigon て ミー トー My Tho 間 に 建 設 され 博 
の 1885 年 7 月 20 日 に 、 最 初 の 列車 が 還 さ 4 

1882 年 か ら 1936 年 の 間 に 、 ハ ノイ HanQi2 
の その 他 の 主要 地域 を 結ぶ 路線 お よび 四国 2 
する 路線 が 、 フラ ンス の 技術 を 用 いて 建 計 。 ' 

ハノイ ー ド ンダ ン Dong Dang 線 は 0 
1896 年 の 間 に 書 設 され 、1902 年 に 営業 
た 。 ハノイ ンー ハ イフ ォ ン Hai Phong 線 は は 
建設 が 開始 され 、1902 年 に 営業 を 開始 し た < 
年 に は 、 中国 の 昆明 (クン ミン ) に 至る 
オカ イ LaoCai 線 の 最初 の 区 間 で ある ハ ノ 
エッ トチ ー Viet Ti 間 の 建設 が 開始 ぎ 枚 
業 が 1906 年 2 月 に 始ま っ た 。 路線 抽 の ま 
ベト ナム 南北 線 (通称 : 統一 鉄道 ) は 
1936 年 の 間 に 建 設 さ れ た 。 


た 
し 】 


し か し 、1945 年 の 第 2 次 世界 大 戦 終結 後 も 、 旧 宗 
E 国 フラ ンス と の イン ド シ ナ 戦争 を 経て 、 1975 年 
の ベト ナム 戦争 終結 と 翌 1976 年 の 南北 統一 に いた 
る まで 、30 年 を 越え る 戦乱 の た め に ベト ナム の 鉄 
道 は 壊滅 的 な 打撃 を 受け た 。 

1976 年 の バト ナム 再 統一 の 後 、 南北 線 を 中 心 に 
復旧 が 進ん だ が 、 橋 染 を 中 心 に ベト ナム 戦争 に よる 
破 害 が 大 きく 、 その 復旧 に は 多大 な 費用 を 必要 と し 
た 。 そ の た め 、1995 年 に イン フラ 部 分 を 政府 保有 と 
する 上 下 分 離 方 式 を 採用 し 、 そ れ ま で 上 下 ー 休 で 運 
営 を 行っ て きた ベト ナム 国鉄 は 運行 に 専念 する こ 
と と な っ た 。 国 鉄 は 2003 年 に 公社 化 さ れ 、 現 在 、 運 
行 は ベト ナム 鉄道 公社 が 行っ て いる 。 


次 道 の 特徴 


ベト ナム に は 約 2600km の 鉄道 ネッ トワ ー ク が 
存在 する が 、 現在 、 者 市 鉄道 は 存在 せ ず 、 すべて 都 
市 間 鉄 道 で あり 、 全線 単線 非 電 1 L で ある 。 主 な 路線 
は 以下 の と お り で ある 。 

@ 南 北 線 (延長 1726km) 

ハノイ ー サイ ゴン (ホー チミ ン Ho Chi Minh) 
% フ オカ イ 線 (延長 296km) 

ハノイ ー ラ オカ イ 
% ドン ダン 線 (延長 163km) 

ハノイ ー ド ンダ ン 


ッ リ NN V 


(も 


フエ 駅 に 


れ 換え 作業 中 の 


Wo し Eh か そこ N、 


上 型 デ ィ ー セ ル 機 関 車 枕 ) 


て 入 


$ カイ ラン CaiLan 線 (延長 106km) 
ケッ プ Kep ~ ハ ロン Ha Long 
@$ クワ ンチ ュ ウ 線 (延長 75km) 
ハノイ ー ク ワン チュ ウ Quan Trieu 
@$ ハイ フォ オン 線 (延長 102km) 
ハノイ ーー ハイフォン 
@ ケッ プ ・ ル ー サ Luu Xa 線 (延長 57km) 
ケッ プー ルー サ 
南北 線 と 一 部 の 支線 を 除く と 、 ほ と ん どの 路線 は 
ハノイ 周辺 に 存在 する 。 大 部 分 の 線 区 が 、 メー ター 
ゲー ジ (1000mm) で ある が 、 ハノイ 近郊 の 一 部 区 
間 は 1435mm、 また は 1000mm と 1435mm の 三線 
式 軌道 が 採用 され て お り 、 中 国 か ら の 国際 列車 も 標 
準 軌 で ドン タン ー ハ ノイ 近郊 (ザラ ー ム ) まで 運行 
され て いる 。 機 関 車 約 300 両 、 客 車 約 1000 両 、 貨 車 
約 4600 両 が 在籍 し て お り 、 機 関 車 の 一 部 に 対し て 
は 中 国 な ど 諸 外 国 が 援助 を 行っ て いる 。 
ベト ナム の 主要 幹線 で ある 南北 線 は 、 1993 年 以 
降 、 円 借款 に より 、 橋 染 の 復旧 工事 が 実施 され 、 所 
要 時 間 は 、 従 来 より も 大 幅 に 短縮 され た も の の 、 現 
任 も 最速 達 列車 で ハノイ ー サ イ ゴ ン 間 に 約 30 時 間 
を 要 し て お り 、 表 定 速度 は 60kmh 程 度 に 留まる 。 
財務 面 で は 、 上 下 分 離 を 実施 し た こと で 、 ベト ナ 
ム 鉄 道 公社 は 黒字 を 計上 し て いる 。 し か し 、 同社 が 
文 払う 線路 使用 料 は 、 実 際 に イン フラ の 維持 ・ 整備 


に か か っ た 費用 に か か わら ず 、 営業 収入 の 10% と 
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socialist Republic of Vietnam 


一 定 で あり 、 残 り の 収 入 で 運行 に 必要 な 経 質 を 周 え 
ば よい 。 その た め 、 イン フラ を 保有 する 国 の 負担 は 
大 きい と み ら れ る 。 

その 一 方 で 、 経 済 成長 に 伴う 移動 需要 の 高まり を 
受け 、 速 鉄道 や 都市 鉄道 の 建設 計画 が 進め られ て 
いる が 、 高 額 な 建設 買 や 着 し い 都 市 化 な どの 理由 に 
より 。 初 計画 の 変更 を 余儀 な く され る こと も あ 


る 。 


将来 の 開発 計画 


@ 高 速 鉄道 計画 

ハノイ ンー ホー チミ ン 間 (延長 約 1600km) に 最高 
速度 300kWh の 高速 鉄道 新 線 を 建設 し 、 同 区 間 の 
所 要 時 間 を 約 5 時 間 半 に 短縮 する 計画 が 、2007 年 
に 発表 され た 。 一 時 、 日 本 の 新幹線 方 式 の 導入 も 検 
討 さ れ た が 、 日 本 円 で 約 5 兆 円 と も いわ れる 高額 な 
建設 費 な ど が ネッ ク と な り 、 2010 年 の 国会 に お い 
て 、 同 計画 が 否決 され た 。 

その 後 、2013 年 3 月 に 既存 線 の 改善 に より 、 最高 
速度 200kmh の 準 高速 鉄道 方 式 で 建設 を 進め る て 
と が 公表 され て お り 、 事態 は 流動 的 な 状況 に ある 。 
南北 線 の 橋梁 改良 事業 

円 借款 で 2003 年 度 か ら 実施 され て お り 、 現在 も 
第 3 期 の 計画 が 継続 され て いる 。 す で に 第 1 期 17 橋 
当 第 2 期 44 橋 染 の 改修 ・ 保 け 替 え が 行わ れ た こと 
で 、 徐 行 を 余儀 な くさ れ て いた 区 間 の 速度 向上 が 実 
現し 、 改 良 以 前 は 70 時 間 以 上 か か っ て いた ハ ノ イ 
サイゴン 間 の 所 要 時 間 は 大 幅 に 短縮 され た 。 


か つて の 北 ベ トナ ム の 首都 ハノイ 


@⑱ ハ ノイ と ホー チミ ン に お ける 都市 鉄道 の 

現在 、 ベ トナ ム に は 導 市 鉄道 は 存在 し な い が 
束 な 経済 成長 や 人 口 増加 に と も な う 移動 ch 
応 す る た め 、 ハ ノ イ に 8 路線 、 ホー チミ ン に 6 中 
の 都市 鉄道 が 建設 され る 計画 で ある 。 こ れ 5 の 委 
計画 は 、 日 本 を 含め た 諸 外 国 の 資金 ・ 技 術 協 力 に * 
り 進 め ら れ て いる 。 

ハノイ で は この ほか 、 既存 線 を 活用 し 、 ノ イ パ % 
国際 空港 と 市 中 心 部 を 結ぶ 空港 連絡 鉄道 も 計画 
れ て お り 、 こ の 計画 に 日 本 が 協力 し て いる 。 ま た 
ノレ ー ル や BRT 専 用 レー ン 、 環状 道路 の 整備 人 
め ら れ て お り 、 都 市 部 の 交通 事情 の 改善 が 期待 
て いる 。 ぐ 渡 邊 亮 > 


日 本 の 円 借款 に より 復旧 し た 南北 線 の 橋 染 (秋山 区 


ム ノ 人 と 
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北 ベト ナ ィ 断 され 、 戦 簡 に さら さ ラプ が 
、 と 南 ペ トナ ム の 首 拓 サイ ゴン ( 更 。 た 。 そ れ だ け に 、 本 mo 
、 ホーチミン 市 ) と を 結ぶ 全長 1726Km 由 に 走行 する 、 ま さ に 平和 の 象徴 が 
、 の 株 は 、 ベ トナ ム き っ て の 電線 鉄 | 耕 鉄 道 ] と いう わけ だ 。 
道 で 文字 どおり 南北 に 走る こと か ら で は 、 ハノイ 始発 の [統一 鉄道 SE 
、「 南 北 線 ] が 正式 な 路線 名 だ が 、 ベ ト 1 列車 ] に 乗車 し よう 。 目 指す は ホー 
、 ナム の 人 々 か ら は 親しみ を 込め て チミ ン 市 の サイ ゴン 駅 者 市 名 は 
[誠道 (トン ニャ ッ ト ・ ド ン サ ッ 匠 0 は 生 の ま る ある 
ト )」 と 呼ば れ て いる 。 列車 は 美 し い 水田 地 帯 を 軽やか に 直 
RA 0 り 抜 け て 行く 。SE 1 列車 は 1 日 5 往 
ム は 北 紳 17 度 杯 を 電 界 に 南北 に 分 人 復 あ る 統一 鉄道 の 急行 列車 の 中 で 一 


南寧 Nanning 


し 1」 
GA HA NGQI 


ベト ナム 北海 


| Belhal rm 
Ha Long 5 1 
Hai Phong m 放す la EE 


夜 の ハノイ 駅 。GA( 駅 ) は フラ ンス 語 GARE が 転じ た も の (櫻井 寛 ) 


1000mm 
単線 
ーーーー 休止 線 
Poemsse 計画 線 
1435mm 
1 miiinmmi 高速 鉄道 計画 
単線 


軌間 混合 区 間 
(1435/1000mm) 


Phnom Penh 


619 
Can Thoo MTho 

数 字 は な 都市 人 (万 人 ) ンジ ング ーー" デン 

0 200 400km 中 国 製 の ディ ー ゼ ル 機 関 車 [ドイ モイ | (櫻井 寛 ) 


て いる 包 審 向け の 宮 華 列車 
[ WW ※ 位 攻 才 R Ni の だり 内 括 ※ 
日 1 往復 、 上 下 と も 夜行 便 で 設定 さ 

れ て いる 。 は ュ っ 
、 運賃 は 39USD て で あり 、 同 じ 列車 
に 併結 され て いる 普通 客車 の 運賃 3 
_ 段 枯 合 20U5D) と 比較 する と 、 高 
_ 価 で ある 。 最高 級 の 列車 (VCTORA 
、 EXPRESS) の 価格 は 282USD、 1 両 当 た 


7 【W 


、 


Kingdom of Cambodia 
カン ボ ジ ア 愉 
ーー 


国 の あら まし 


国土 の 大 部 分 が メ コ 
ン デ ル タ と 丘陵 地 で 構 
成 さ れ て お り 、 北 部 は タ 
イ と 国境 を 接し て いる 。 
熱帯 サバ ン ナ 気候 に 属 
する 。 ク メー ル 人 が 85% 
を 占め る 干 国 で 、 9 世紀 初頭 に 興 っ た クメール ( ア 
ンコ ー ル ) 王朝 は 大 帝国 を 築い た が 、 近隣 か ら の 侵 
略 が 相次い た だ 。 19 世紀 に フラ ンス 領 と な る が 、1945 
年 に カン ボ ジ ア 王国 の 独立 を 宣言 し 、 1953 年 に 完 
全 独 を 獲得 し た 。 し か し 、1970 年 以降 は 内 戦 や べ 
トナ ム 軍 の 侵攻 な ど 続 き 国内 が 混乱 し た 。1991 年 、 
パリ に お いて 和平 協定 が 調印 され 、 これ に より 、 ベ べ 
トナ ム 軍 の 侵攻 以来 の 内 戦 が 13 年 ぶり に 終結 し 
た 。 1993 年 国連 の 監視 の 下 で 選挙 が 行わ れ 安定 を 
見 て いる 。 

農業 、 締 製 業 、 建 設 業 、 観 光 業 が 国 の 4 大 産業 と し 
て 中 心 的 な 柱 と な っ て いる 。 主要 な 産物 は 米 、 ゴム 、 
タ ビオ カ な ど で あ る 。4 大 産業 の 一 つ で ある 観光 業 
の 中 で 最も 有名 な の が 、12 世 紀 の イ ン ド 文 化 の 影 
響 を 受け た アン コー ル ワ ッ ト な どの 遺跡 で ある 。 


⑮ フ ノン ペン 


Phnom Penh 


カンボジア 王国 

人 口 : 1541 万 人 (2014 年 ) 

面積 : 18.1 万 km 

主要 言語 : カン ボ ジ ア 語 

通貨 : リエ ル KHR (1KHR=0.03 円 ) 
国民 総 所 得 : 130 億 USD 

1 人 当たり 国民 総 所 得 :880 USD 
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鉄道 の 主要 デー タ (2007 年) 


創業 1931 年 

264km (000mm : 北 線 は 

非 電化 MO 
列車 運転 線路 単線 の み 

年 間 旅客 輸送 量 50 万 人 

年 間 貨物 輸送 量 10 万 トン 

車両 数 DU16 PC/23 FC/185 


運営 組織 


カン ボ ジ ア 国鉄 
Royal Railways of Cambodia (RRC) 
PO Box 65 Phnom-Penh 


トー ル ・ カ ン ボ ジア 
Toll Royal Rallways 
URL:http:/Wvww.tollroyalrailway.com 


ーーmwmwmw ツ | 


鉄道 の 歴史 


19 世紀 後半 の ベト ナム と ラ ォ ス 、 ヵ ン #Z70 
カ国 は 、 フ ラン ス の 植民 地下 に 置か れ イン 2 
呼ば れ た 。 当 時 フラ ンス か ら 派遣 され た ドウ 2 
総督 は 、 中 国 国境 か ら ベ トナ ム を 南下 か 
ア を 通り タイ に 至る イン ド シ ナ 終 上 人 の 
推進 し 、 そ の 一 環 と し て カン ボ ジ ア の 上 72 ト 
ン Phmom Penh か ら タイ 国 塊 の ポイ ベト 
で の 北 線 ( 邊 長 386km) が 1931 年 か 519 
か け て 完成 し た 。 8 

一 方 、 メコン 川 に よる 舟 還 は べ 時 
た め 安 定 し た 自国 内 の 輸送 ルー ト を 瞳 間 
性 か ら 、 カ ン ボ ジ ア の 海 の 女 則 で め 97 
ル Sihanoukle と プノンペン を 結 る 4 
264kam) が 計画 され 、1960 年 に 着 エ し 
線 開業 し た 。 


ま 4lkW 
こう し て 北 線 と 南 線 の 2 時 


道 網 が 形成 され た が 、 Io7O 和 人 器 革 
よ り 北 株 と 南 株 の 村 染 や カル パー 0 
に より 破壊 され 、 応 旬 償 旧 し た まま 。 


# 
AG 


間 行 し て いた 。 また 北 販 の シ リフ キィ 
ポイ ベト 間 (延長 48km) は レー/ 


人 


搬 去 され 、 長期 間 に わ た りこ の 区 間 で は 運行 不能 に 
な っ て いる 。 

その 後 カ ン ボ ジア 国鉄 (Royal Railways of Cambodig: 
RRC) の 財務 状況 の 悪化 と と も に 保守 費 が 不足 し 、 
線路 ・ 車 両 と も に 劣悪 な 状態 に あり 、 列車 の 運行 束 
度 は 20kmh 程 度 で あっ た た め 、 2006 年 に アジ ア 
開発 銀行 (Asian Development Bank: ADB) の 調査 
が 実施 され 、 修 復 工事 が 行わ れ て いる 。 

2009 年 6 月 に は トー ル ・ カ ン ボ ジア (オー スト ラ 
リア の トー ル グ ル ー プ 55%、 カ ン ボ ジア の ロイ ヤル 
グル ー プ 45%) が 30 年間 に わた る カン ボ ジ ア 鉄道 
の 運営 権 を 獲得 し た 。 


次 道 の 特徴 と 開発 計画 


カン ボ ジ ア に お ける 交通 体系 の 中 で 鉄道 の 役割 
(特に セメント な どの 重量 貨物 輸送 と 石油 輸送 ) を 
強化 する た め 、 また 隣国 タイ と の 直通 輸送 を 再開 す 
る た め に 北 線 と 南 線 の 修復 が 求め られ 、 アジ ア 開 発 
紀 行 が 鉄道 修復 の た め の 技 術 調査 を 実施 し た 。 こ の 
調査 に 基づき 、 全 列車 の 運行 を 停止 し て 2008 年 か 
ら 修復 工事 が 行わ れ て いる 。 

南 線 に つい て は 、 プ ノン ペン トゥ ク メ ア ス "ouk 
Meas 間 で 2010 年 10 月 か ら 貨物 列車 の 運行 を 再開 
し 、2012 年 12 月 に は シ ハ ヌー クビ ル ま で の 修復 が 
5 レレ た 。 


南 線 の 修復 工事 が 完成 し 、 運 行 を 再開 し た 貨物 列車 (日 本 工 営 ) 


fi ミ 
1 / 7 
クッ e 調 


人 6 株 の 住民 が 車間 合い に 運行 する [バン プー トレ イン | (秋山 芳 弘 ) 


Poipet 


0.oSisophon 
54 
トン レ サッ プ 湖 カン ポジ ア 


数 字 は 都市 人 口 (万 人 ) 


だ が 、 北 線 は 現在 も 休止 中 で 、 カン ボ ジ ア 政府 の 
資金 に より 修復 工事 が 2015 年 に 開始 され た 。 

一 方 、 国 連 ア ジア 太平 洋 経済 社会 委員 会 
(UNESCAP) が アジ ア 連絡 鉄道 (Trans Asian 
RailWay :TAR) の 整備 計画 を 推進 し 、 そ の うち シン 
ガ ポ ー ル か ら マ レー シア ・ タ イ ・ カ ン ボ ジア ・ ベ トナ 
ム を 経由 し て 中 国 に 至る 路線 は カン ボ ジ ア を 通過 
する た め 、 カン ボ ジ ア 国内 の 2 カ所 の 欠 線 区 間 (H 
線 の シソ フォ ンー ポイ ペ ト 間 と プノンペン ンー ホー 
チミ ン 市 H6 Chi Minh City 間 ) の 再建 と 新 線 建設 が 
計画 され て いる 。 く 秋山 芳 弘 > 


フ プノンペン Phnom Penh 駅 (秋山 芳 弘 ) 


人 
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中 は は の IN 


SN% 詩 ぺ 〇 


Ed 1 


Kingdom of Thailand 


鉄道 の 主要 デー タ (2011 征 


創業 1896 年 

営業 キロ 4071km 

軌間 別 4042km (1000mm) 
29km (1435mm) 

電化 キロ 29km (AC25KV50Hz) 


列車 運転 線路 左側 通行 

年 間 旅 客 輸送 量 4580 万 人 
/ 80 億 3200 万 人 キロ 

年 間 貨 物 輸送 量 1110 カ トン / 
25 億 6300 万 トン キロ 

車両 数 DL254 EMU/27 DMU/230 
PC/1244 FC/5549 5L5 


国 の あら まし 
ノ ぺ ノ へ ヘ へ べべ ii 

イン ド シ ナ 半島 の 中 央 部 に 位 運営 組織 
還 ほ ミャンマー、 ラ オス 、 カ ン ーーーーーーーーーーーーーーーー 
ボ ジ ア 、 マレ ー シ ア と 国境 を 接 タイ 国鉄 
し て いる 。 気候 は 熱帯 雨林 、 熱 State Railway of Thailand (SRT) 
帯 サバ ン ナ 、 熱 帯 モン スー ン 地 間 あ コク URL: http:/wwwrrailway.co. 人 h 
域 に 分 けら れる 。 タイ 族 は か つ Banokok 隊 本 7 
て 中 国 、 雲南 地方 に いた が 、 漢 
族 に 押し 出さ れる 形 で 移住 し た 


と いわ れ 、 国内 に は モン 族 、 ク 
メー ル 族 等 の 少数 民族 も 多い 。 
13 世 紀 に スコ ー タ イ 王 朝 、 14 世紀 に アユ タ ヤ 王朝 、 
18 世 紀 に トン ブリ ー 王 朝 が 成立 、 そ の 後 現在 の チャ 
クリ ー 王 朝 と な っ た 。19 世 紀 に は 列強 各国 が 進出 
を 試み た が 、 東南 アジ ア で 唯一 他国 の 植民 地 支 配 を 
受け ず 、 独 立 を 保っ た 。 長 く バ ー リ 語 の 「 褐 色 」 を 意 
味 す る 「 シ ャ ム 」 を 国名 と し た が 、 20 世 紀 半 ば か ら 
「 自 由 」 を 意味 する タイ と な っ た 。 

就業 者 の 4 割 強 を 農業 が 占め 、 米 や 天然 ゴム な ど 
が 主要 な 産品 と な っ て いる 一 方 で 、 自動 車 、 コ ン 
ピュ ー タ 関連 な ど 、 工業 の 発展 が 近年 著しい 。 ま た 、 
観光 業 も 貴重 な 収入 源 と な っ て いる 。 


タイ 王国 

人 口 :6722 万 人 (2014 年 ) 

面積 :51.3 万 km 

主要 言語 : タ イ 語 

通貨 : パーツ THB (1THB=3.67 円 ) 
国民 総 所 得 : 3478 億 USD 

1 人 当たり 国民 総 所 得 :5210 USD 
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鉄道 の 歴史 
ーー 一 
タイ に お ける 鉄道 の 導入 は 、 ア ジア 諸国 の 中 で は 


比較 的 遅く 、 1890 年 、 4 和 
立 鉄 道 (Royal State Railways of Siam : RSR) が 放 
立 され た 。 1891 年 に バン コク Bangkok ナコ ン ラ 
チャ シー マ Nakhon Ratchasima 間 の 建設 が 開始 さ 
れ 、1896 年 3 月 に バン コク ー ア ユタ ヤ Ayutthaya 旧 
(延長 71km) の 営業 が 開始 され た の を 起源 と する 。 

開業 当初 の 路線 は 標準 軌 (1435mm) で 整備 され 

て いた が 、 1919 年 か ら 1930 年 の 間 に 、 これ ら の 路 
線 は 全て 狭軌 (メー ター ゲー ジ 、1000mm) に 改 軌 
され た 。 

建設 は 、 主 に イギリス や ドイ ツ の 企業 が 受注 し て 


進め られ 、 順次 主要 幹線 綱 が 完成 し て 第 2 次 世界 大 
戦時 で 延長 約 3000km に 達し て いた 。 

1951 年 に タイ 国有 鉄道 公社 法 が 制定 され 、 鉄道 
省 管 轄 下 か ら 現 在 の 公共 企業 体 と な っ た 。 か つて 
は 、 パク ナム 鉄道 、 メ クロ ン 鉄 道 と いっ た 民営 鉄道 
も 存在 し た が 、 付与 され た 免許 期間 の 満了 と と も に 
政府 に 移管 され 、 現 在 タ イ 国内 で 長 距離 鉄道 輸送 事 
業 を 行っ て いる の は タイ 国鉄 (GRT) の み で ある 。 

SRT は 、 2010 年 に タイ 財務 省 お よび 運輸 省 の 協 
力 の 下 で 組織 改革 に 着手 し た 。 この 組織 改革 に よ 
り 、 交 通 部 門 、 不 動産 部 門 、 車 両 保守 部 門 の 3 つの 部 
門 が 立ち 上 が っ た 。 これ ら の 部 門 は 政府 保有 で ある 
が 、 持 来 は 民間 セク ター の 関与 も 計画 され て いる 。 


O 素 細 鉄 道 (ナム トク 綿 ) 4 2 
第 2 次 世界 大 戦中 に 日 本 軍 が 補給 路 確保 の ミャンマー pchiangRaa ラオ ス と 
た め 、 タ イー ビル マ ( 現 ミャンマー) 間 に 突貫 ( K ) 
工事 で 建設 し た 全長 415km の 軍用 鉄 が 夫 細 chengMa SC 

| 鉄道 で ある 。 当 時 日 本 で は タイ を 「 秦 ]、 ビ ル マ Sv ( 

| を 幼 休 | と 表記 し て いた の で この 名 が 付け 5 | MOOD Ye こい WS 
れ た の だ が 、 残 念 な が ら 現 在 は ミャンマー まで Ban Dara ct6 に ーー 
通じ て いな い 。 バ ンコ ク か ら 210km 西 に ある 。 |、 SeWackot 二 際 涯 や 
ナム トク まで で 、 泰 幼 鉄 道 と し て は 127km が 。 | Wh グ ゲ 9Mdanan 
じ っ て いる の み で ある 。 だ が 、 映画 [戦場 に か Pe 2 
ける 橋 で 一 虫 有名 ( 信 な i つ / [ ク ワ 00 有 | il Nakhon Sawan * 0 の Cee 


は 、 こ の 残存 区 間 内 に 今 も 残さ れ て いる の だ 。 
介 / 詩 50 分 、 バ ンコ ク 。 トン ブリ 駅 を ナム ト 
ク 行 行き 各駅 停車 は 発車 し た 。 や が て 10 時 35 
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ANO へ IINGSL ら SINS | 計 


Kingdom of Thailand 


鉄道 の 特徴 


っ 

路線 網 は バン コク か ら チ ェ ン マイ Chiang Mai ま 
で の 北本 線 、 マ レー シア と の 国境 ペダ ン ベ サ ー ル 
Padang Besar お よび スン ガイ コロ ク Sungai Kolok 
に 全 る 南 本 線 、 ノー ンカ ー イ Nong Khai お よび ウ ボ 
ン ラ ー チ ャ ター ニー Ubon Ratchathani に 至る 東北 
本 線 、 ア ラン ヤ プ ラ テー ト Aranyaprathat お よび 
サッ タ ヒ ー プ Sattahip に 至る 東 本 線 の 基幹 4 路線 
と 、 独立 線 区 で ある メ ク ロ ン 線 お よび エア ポー ト ・ 
レー ル ・ リ ンク に 分 類 さ れる 。 営業 キロ 4071km は 
東南 アジ ア 最 大 規模 で ある 。 

電化 標準 軌 の エア ポー ト ・ レ ー ル ・ リ ンク を 除き 、 
軌間 は 狭軌 (メー ター ゲー ジ ) を 採用 し て お り 、 か 
つ 非 電化 で ある 。 

第 1 次 オイ ル シ ョ ッ ク の 影響 を 受け た 1974 年 以 
降 、 自 動車 の 普及 や 道路 ・ 航空 網 の 整備 も あり 、SRT 
は 連続 し て 赤字 経営 が 続 V `\ て いる 。 国 の 政策 に より 
低 運賃 が 設定 され て お り 、 その 引き 上 げ は 難し い 。 
この た め 、 1998 年 か ら 国策 と し て や お を 得 ず 発 生 
する 赤字 に 対し て 、 必要 経費 を 国 が 支出 する Ps 
(Public Service Obiigation) 制度 が 導入 され て い 2 ぐ o 

タイ 政府 は 、 複 線 1 じ 計 画 を 含む 鉄道 路線 の 近代 ( 内 
日 国 の 鉄道 産業 を 発展 の 長期 計画 に お ける 重 天 
事項 と 考え て いる 。 タイ 国鉄 の 単線 区 間 は 全体 の 
94% を 占め て お り 、 また 、 旅客 輸送 が 優先 され て い 
る た め に 、 貨物 鉄道 の 輸送 能力 お よび 効率 性 が 著 し 
く 低下 し て いる 。 その 結果 、 2006 年 に お いて は 、 タ 
イ 国 内 の 貨物 列車 の 平均 速度 は 26kmh で あっ た 。 
伯 化 了 線 の 不足 お よび それ に 伴う 効 率 な 輸 
は 、 頁 物 鉄道 を 利用 する 運ぶ ※ じ ジネス に 影響 を 与 


王族 が 使用 し て いた 待合 室 が ホ 
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ー ム に 残る ホアヒン Hua Hin 駅 


えて いる 。2009 年 5 月 の デー タ で は 、 人馬 
886 が 道路 栓 送 に よる も の で あり 、 鉄 道 に よ ze 
は わずか 2.8% で あっ た 。 タイ 政府 は 、 9 年 以内 に 
較 送 量 の 15% を 鉄道 輸送 が 担 え 
を し て いる 。 

この た め 、 貞和 欄 送 量 増 色 の た め の 中 線 の 擬 
が 喫 忠 の 課題 と な っ て いる 。SRT は 鉄道 線 の 泊 
化 プ ロジ ェクト の ひと つと し て 、 ラ こ トク ラ パ 
Lat Krabang の 国際 コ ン テ ナ デポ お よび レム チ 衣 
ン Leam Ohabang 港 へ の コ ン テ ナ 貨物 輸送 の 商 
の た め 、 東 本 線 の 複線 化 に 着手 し た 。 

この プロ ジェ クト は 2 期 に 分 か れ て お り 、 第 
区 間 で ある チャ チェ ー ン サオ Chachoengsao て 剛 
チャ バン 間 (延長 70km。 事業 総額 58 億 THB) 陸 
2011 年 に 複線 化工 事 が 完了 し 、 2012 年 6 月 に 区 
を 開始 し た 。 

また 、 第 2 期 区 間 で ある チャ チェ ー ン サオ 
ケー ンコ イ Kaeng Khoi 間 (延長 106km) は 、20!2 
年 4 月 ま で に 環境 影響 評価 報告 書 が 提出 さ れ 中 
機関 の 承認 を 得 て い る 。 第 2 期 区 間 の 事業 費 ほ 上 
億 5000 万 THB で ある 。 

また 、2011 年 5 月 に タイ 政府 は SRT に 対し 
画 の 購入 や 改造 の た め の 資 金 提供 を 行う こと 灯 
認 し た 。 承 認 され た 資金 計画 に より 、 デ ィ ー 誠 
所 機関 車 50 両 の 購入 に 66 億 THB、 貨車 14 弄 
購 人 に 50 億 TH 、 既存 の ディ ー ゼ ル 電 気 間 購 
36 両 の 改造 に 35 億 THB を 投資 する 。 
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フラ ンス の アル スト ム 社 製 DL 素 引 の 旅客 列車 (秋山 芳 弘 ) 


将来 の 開発 計画 


在 来 線 の 新 線 建設 は 、 4 路線 が 計画 され て いる 。 
北本 線 の デン チャ イ Den Chai て チェ ン ラ イ Chiang 
Rai 間 (延長 245km)、 南 本 線 の スラ タニ ー Surat 
Tham 一 パン ガー Phangnga 間 (163km)、 東 本 線 の 
マー プター プッ ト Mab Ta Phut ー ラ ヨー ン Rayong 
間 (24km)、 東北 本 線 の ブ ワ ヤ イ Bua Yai て ナコ ー 
ン パ ノム Nakhon Phanom 間 (368km) の 総 延長 
900km で ある 。 既存 路線 の 複線 化 を 優先 させ る と 
いう タイ 政府 の 方 針 転換 の た め 、 これ ら の 路線 の 建 
設 は スタ ー ト し て いな い が 、 デ ンチ ャ イー チェ ン ラ 
イ 間 お よび ブ ワ ヤ イ ーー ナコ ー ン パノム 間 の 実現 可 
能 性 調査 は 終了 し て いる 。 

また 、 タイ 政府 は 東海 岩 都 市 の ソソ ンク ラー Song 
Kila と 西海 岸 都市 の サト ゥ ー ン 8atoon を 結ぶ 
140km の 路線 の 新規 建設 に つい て 検討 し て いる 。 
に の マレ ー 半 鳥 を 横断 する 鉄道 の 整備 に より 、 日 本 
と 中 東 を 結ぶ 海上 ルー ト が 1000km 以 上 短縮 され 、 
の つ 、 マラ ッ カ 海峡 の 航行 を 避け る こと が で き 、 
し ロ の 痛 大 か ら 旬 れる こと が で きる よう に な 

国際 連合 アジ ア 大 平 洋 経済 社会 委員 会 (BSCAP) 
が 主導 し て いる ア ジア 横断 鉄道 (TYans-ASla 
Tailway) の 一 部 区 間 で ある シン ガ ポ ー ル ー 昆 明 間 


1 すり 邊 | 


(延長 8000km。 総 事業 費 150 億 USD) プロ ジェ ク 
ト に は 28 カ 国 が 参加 し て お り 、2006 年 11 月 に 参 
加 国 の 政府 間 で 承認 され た 。2011 年 4 月 に 鉄道 建 
設 が スタ ー ト し て お り 、 2020 年 に 完成 予定 で ある 。 
隣国 の カン ボ ジ ア や ラオ ス ・ ミ ャ ンマ ー・ ベ トナ ム 
の 鉄道 と 複線 軌道 で 接続 する た め 、 タイ 政府 は これ 
ら の 国々 と 連携 を 取っ て お り 、 タイ ーー ミャンマー 間 
の 鉄道 路線 (延長 263km) の 実現 可能 性 調査 を 韓 
国 国際 協力 団 (KOICA) の 協力 を 得 て 2007 年 2 月 
に 終え た 。 く 左近 導 正 > 


〇 高速 鉄道 計画 


2013 年 3 月 に タイ 政府 が 閣議 決定 し た 総額 676 億 
USD の イン フラ 投資 計画 の 中 心 の ひと つ に 高速 鉄道 
計画 が ある 。 こ の 計画 は 、 バ ンコ ク Bangkok か ら 放射 
状 に 広がる 最高 速度 250km、 旅客 専用 の 標準 軌 高 
速 新 線 4 路 線 を 2 段階 で 建設 する も の で ある 。 まず 、 
ピサ ヌ ロ ー ク Phitsanulok と パタ ヤ Pattaya、 ホアヒン 
HUa Hin、 ナ コン ・ ラ チャ シー マ Nakhon Ratchasima ま 
で 開業 し 、 そ の 後 、 北 部 の 都市 チュ ンマ イ 、 バ ンコ ク 南 
東 の 港湾 都市 ラ ヨ ー ン 、 マ レー シア と ラオ ス の 国境 ま 

る 。 
Py バン ユタ 2* 友 ェ ンマ イ 間 の 員 線 に っ 
いて 、 日 本 ・ タ イ 両 政府 は 日 本 の 新幹線 方 式 の 導入 に 
向け た 実現 可能 性 調査 を 共同 で 実施 する と の 覚書 を 
2014 年 5 月 に 締結 し た 。 く 左近 副 止 っ 
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SIIINRSL の SI 較 


へ 


on of Myanmar 


Republic of the Uni 


国 の あら まし 


イン ド シ ナ 半島 と イン ド 亜 大 陸 
の 中 間 に 位置 し 、 中 国 、 ラ オス 、 タ 
イ 、 イ ンド と 国境 を 接し て いる 。 ま 
た アン ダマ ン 海 と バン ガル 溶 に も 
接し て いる 。 熱帯 モン スー ン 気 人 還 議 
と 熱帯 サバ ン ナ 気候 に 属し 、 国土 
の 多く は 山岳 地帯 で 森林 に 覆 わ SN 
れ 、 中 央 部 に イラ ワ ジ 川 が 形成 す | 
る 低地 が ある 。 チ ベッ ト ・ ビ ル マ 語 
系 諾 民族 の 群雄 割 鬼 時 代 で あっ 
た 9 世紀 を 経て 、11 世 紀 か ら 勃 興 ・ 
滅亡 を 繰り 返し た 王国 は 19 世紀 に イ ギ リ ス 領 に 編 
人 入 さ れ た が 、1948 年 に ビル マ 連 邦 と し て 独立 し た 。 
その 人 後 軍 に よる クー デ タ ー を 経て 、 ビル マ 語 で 「 強 
い 人 」 を 意味 する 「 ミ ャ ンマ ー 」 に 国名 を 変更 し ミ ャ 
ンマ ー 連 邦 共和 国 と な る 。 この 時 首都 を ラン グー ン 
か ら ヤ ンコ ゴン に 改称 し た 。2006 年 ネ ピ ドー に 居 都 。 
その 後 、 民主 化 に 能 を 取る 。 国 民 の 70% は ビル マ 人 
で ある か が 、 中 国人 、 イ ンド 人 、 で の ほか の 少数 民族 が 
いる 。 農業 が 主 な 産業 で あり 、 豆 類 な と を 輸出 する 
ほか 、 天 然 ガ ス 、 チ ー ク 材 等 も 輸出 し て いる 。 


人 ミャンマー 連邦 共和 国 

人 口 :5372 万 人 (2014 年 ) 

面積 :67.7 万 km 

主要 言語 ミャンマー 語 、 シ ャ ン 語 

通貨 : チャ ッ ト MMK (1MMK=0.11 円 ) 
民 総 所 得 : 594 億 USD 

1 人 当たり 国民 総 所 得 :1126 USD 
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鉄道 の 主要 デー タ (2013 年 ) 


創業 1877 年 
営業 キロ 5990km (1000mm) 
電化 キロ ー 部 専用 線 電化 
列車 運転 線路 右側 通行 
年 間 旅客 輸送 量 5319 万 人 
/ 22 億 2600 万 人 キロ 
年 間 貨物 輸送 量 247 万 トン 
/ 8 億 2596 万 トン キロ 
車両 数 DLU405 DMU/236 PC/1319 


FC/3374 SL35 


ミャンマー 鉄道 
Myanma Railways (MR) 
URL: http:/Www.myanmarailways1877.com 


鉄道 の 歴史 


ニニ ーーー 

ミャンマー に お ける 最初 の 鉄道 は 、 ミ ャ ツ で 昌 
部 地域 (当時 は ビル マ 南 部 ) が イギリス 領 で あ 26 
と き 、1877 年 5 月 1 日 に ラン グー ン Rangoon( 琴 
ン ゴ ン Yangon) て ビ イ Pyay 間 (延長 262kmW 介 
業 し た 。1884 年 に は シッ タウ ン 川 に 沿っ で 22 
ン か ら バ ゴー Bago を 経由 し て タウ ング ー Ja 
まで の 中 線 (延長 267km) が 完成 し た 1885 抽 


ミャンマー 国鉄 の 拠点 ・ ヤ ン ゴ ン 中 央 駅 (秋山 孝弘 


第 3 次 イギリス ・ ビ ル マ 戦 争 後 、 現在 の ミャンマー 
由 央 部 お よび 北部 地域 が イギリス に 併合 され て か 
ら 、 タ ウン グ 一 線 は 1889 年 に マン ダレ ー Mandalay 
まで 延伸 され た 。 ま た 、 サ ガイ ン Sagaing ミ ッ チ ー 
ナ Myitkyina まで の 路線 が 1898 年 に 開業 し た 。 

地域 ど と に あっ た 鉄道 を 1896 年 に 合併 し 、 国有 
の ビル マ 鉄 道 と な っ た 。 1928 年 に ビル マ 鉄 道 は イ 
ンド 鉄道 の 傘下 に 置か れ た が 、 1937 年 に イン ド か 
ら 独 立 し イギリス 連邦 内 の 自治 領 と な り 、 鉄道 は 自 
治 領 の ビル マ 鉄 道 と な っ た 。 

第 2 次 世界 大 戦後 の 1948 年 1 月 に イギリス か ら 
独立 し 、 鉄 道 綱 は 再建 され た 。 1951 年 に は ビル マ 連 
邦 鉄道 設立 され 、 現在 の ヤン ゴン 中 央 駅 が 1953 
年 に 完成 し た 。 その後 1972 年 に ビル マ 連 邦 鉄道 は 
再編 され ビル マ 鉄 道 会 社 に な っ た 。1988 年 に 軍事 
政権 と な っ て 以降 、 1989 年 4 月 に ミ ャ ンマ ー 鉄 道 
(Myammar Railways:MR) と 改名 する と と も に 少数 


し 
。 カ 


に | 


民族 対策 を 主 な 理由 と し て 鉄道 建設 が 進め られ た 。 
近年 の 民主 化 に より 、 日 本 政府 の 経済 協力 に よる 
文 援 が 再開 され 、 鉄道 施設 の 近代 化 プ ロジ ェクト が 
実施 され て いる 。 


鉄道 の 特徴 と 開発 計画 


es 

最初 の 鉄道 が 建設 され た と き 、 当時 の イギリス 領 
イン ド は 鉄道 の 軌間 を 広軌 (軌間 1676mm) に 改良 
する 計画 が あり 、 イ ンド に お いて 不要 に な っ た 多 軌 
用 の 資材 を 用 いて 建設 し た た め ミ ャ ンマ ー の 軌間 
は 1000mm と な っ た 。 国土 は イラ ワ ジ 川 に より 東 
西 に 分 断 さ れ 、 国 の 経済 ・ 文 化 の 中 心 は 川 の 東側 に 
あり 、 鉄道 も 東側 が 発達 し て いる 。 ヤ ン ゴ ンー ピ イ 
間 と ヤン ゴン マンダ レー 間 の ほとん ど は 複線 だ 
が 、 他 の 路線 は 単線 で ある 。 第 2 次 世界 大 戦 に より 
鉄道 施設 が 荒廃 し 、 そ の 後 も 十分 な 鉄道 投資 が 行わ 
れず 、 近 代 化 が 遅れ て いる 。 

MR は 、2013 年 時 点 で 、 1 日 に 398 本 の 旅客 列車 
を 主 に ヤン ゴン マン ダレ ー 間 、 マ ンダ レー ラー 
ショ ー Lashio 間 、 マン ダレ ーー ミッ チー ナ 間 、 ヤン 
ゴン イェー Ye 間 で 運行 し て いる 。 長 距離 区 間 で 
は 夜行 列車 も 運行 し て いる 。 

首都 ヤン ゴン に は 、 1960 年 11 月 に 開業 し た 延長 
47.5km (38 駅 ) の 環状 線 が あり 、 1 日 に 200 本 の 列 
車 が 運行 し 、 約 9 万 人 が 利用 し て いる 。 現 在 、 こ の ヤ 
ン ゴ ン 環 状 線 を 都市 鉄道 と し て 近代 化す る 調査 が 
日 本 政府 に より 行わ れ て いる 。 

貨物 列車 は 、 2013 年 時 点 で 1 日 に 29 本 運行 し て 
いる 。 主要 貨物 は 、 木材 と 米 ・ サ トウ キビ ・ 砂 利 ( 骨 
材 ) で ある 。MR は 旅客 輸送 が 中 心 に な っ て いて 、 貨 
物 輸送 ひ の シ ェ ア は 小さ い 。 その 最 重 要 路 線 は 、 首都 
ヤン ゴン と マン ダレ ー を 結ぶ 路線 (延長 619km) で 
ある 。 現在 、 日 本 政府 の 資金 に より この 路線 の ス 
ピー ドア ッ プ と 近代 化 プ ロジ ェクト が 実施 され て 
いる 。 な お 、 近 隣 諸国 と の 国際 連絡 線 は な い 。 

ミャンマー の 鉄道 は 非 電 化 だ が 、 一 部 だ け 電 化 区 
間 が ある 。 イ ラ ワ ジ 川西 岸 の チャ ン ギ ン Kyangm に 
1975 年 に 完成 し た セメント 工場 が あり 、 工場 の 再 
用 線 ( 約 20km) に より 石灰 石 の 輸送 と セメント の 
積み 出し を 行っ て いる 。 付近 の 天然 か ス に よる 火力 
発電 所 の 余剰 電力 を 活用 し た 専用 線 の 電化 計画 が 
持ち 上 が り 、AC25kV に よる 電化 が 約 30 代 円 の 円 
借款 に より 1986 年 に 完成 し た 。 く 秋 山 芳 弘 > 
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東南 アジ ア 、 イ ンド シ 

ナ 半 島 で 唯一 の 内 陸 国 。 

19 世 紀 に フラ ンス の 占 計 議 
領 を 受け た 後 、 独立 を 果 
た し た も の の 内 戦 が 続 
き 、1975 年 に 王制 が 廃止 
され 人 民 民 主 共和 国 が 樹 
立 され た 。 社会 主義 国家 
の 建設 が 進め られ た も の 
の 経済 は 長く 低迷 し 、 1990 年 代 以降 よう や く 市 坦 
経 消化 を 実施 し て 安定 ・ 成 長 へ と 転換 、 諸 外国 の 援 
助 、 投 資 も 増大 し て 、 経 済 成長 を 続け て いる 。1997 
年 に ASEAN (東南 アジ ア 諸 国連 合 )、 2012 年 に は 
WTO (世界 質 易 機関 ) に 加盟 し た 。 近 年 は 特に 中 国 
の 官民 挙げ て の 支援 ・ 援 助 が 顕著 で あり 、 日 本 は ダ 
ム 建 設 、 道路 交通 整備 な どの プロ ジェ クト で 実績 を 
あげ て いる 。 日 系 企業 の 進出 が 急増 し て お り 、 2014 
年 に JETRO 事 務 所 が ビエ ンチ ャ ン Vientane に 開 
設 され た 。 1 年 を 通じ て 熱帯 モン スー ン 気 候 帯 に あ 
り 、 国土 は 日 本 の 本 州 と ほぼ 同 じ 広 さ で ある が 、 じ 
エン チャ ン 以 南 の メコン 川沿 い の 平野 部 を 除き 、 
土 の 80% が アン ナン 山脈 に 続く 山岳 地帯 と な っ て 
いる 。 農林 業 、 水力 発電 、 観光 が 主要 な 産業 で ある 
が 、 未開 発 の 鉱物 資源 の 埋蔵 量 が 多い と され 注目 を 
浴び て いる 。 国民 は 60% を 占め る タイ 系 の ラ ォ 族 
と 100 余 り の 少数 山岳 民族 に 分 けら れる 。 ラ オス と 
は 古 タイ 語 で 人 を 指す 「 ラ オ 」 に よる 。 


還 ⑯ ビ エン チャ ン 
Uent 才 論 
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じ リヤ て て n リ レ エレ CC スバ ii ニニ ペ ズ 


全 ラ オス 人 民 民 主 共和 国 

人 口 : 689 万 人 (2014 年 ) 

面積 :23.7 万 km 

主要 言語 : ラ オス 語 

通貨 : キー プ LAK (1LAK=0.01 円 ) 
国民 総 所 得 :84 億 USD 

1 人 当たり 国民 総 所 得 : 1270 USD 


鉄道 の 主要 デー タ (2012 年) 


人 


創業 2009 年 

営業 キロ 3.5km (1000mm) 
電化 キロ 非 電 化 

列車 運転 線路 単線 の み 


年 間 旅客 輸送 量 4 万 人 


運営 組織 


公共 事業 運輸 省 
Ministry of Public Works and Transport 
Lane Xang Ave、PO Box2156 VTE Lao PDR 


ラオ ス 国 鉄 

Lao Rallways 

Thanaleng Railway station、Thadeus Road 
Hataxayfong District VTE Lao PDR 


人 ペ 
鉄道 の 歴史 特徴 ン 
19 世紀 末期 、 フ ラン ス の 統 公 に より 南昌 
川 流域 の コー ン 島 Khone Island に 、 メ コバ 誕 
物資 輸送 を 中 継 する た め フ ラン ス が 建設 衣 し 人 P 2 
の 鉄道 が 存在 し た が 、1941 年 に 廃止 と な か Wi 
オス で は 鉄道 の 建設 が 長く 行わ れ な か 2 の 
た 中 で 、 海 の な い ラオ ス は 浴 潜 と の 輸 和 人 の 
ク を 構築 する た め 、 タイ 国境 の メコン 
イ ・ ラオ ス 友好 橋 を 活用 し て ノン カイ N9 攻 | 
ビエ ンチ ャ ン 間 に 鉄 半 設 を 計画 し だ: 4 
1994 年 に ラオ ス 、 タイ 両国 間 で 鉄道 
が な され る と と も に 、 同 年 オー スト フク 0 
得 て 鉄 道 ・ 着 路 人 用 構造 の 第 | 友和 が 
ず 道 交通 の 円 清 化 が 図ら れ 守 WW 
公共 事業 運輸 省 内 に 職員 10 名 に よる 
設 され 、 資 金 の 調達 に 着手 し た 。 199 
Shatya グル ー プ と 合 訂 事 業 の 陣 が 


が 、 これ は アジ ア 経 済 危 機 の 影響 を 受け 1999 年 に 
破棄 され た 。 

その 後 、20022003 年 に か け て 1 億 9700 万 
バー ツ (有償 を 含む ぜ ) の タイ 政府 開発 援助 を 得 て 建 
設 に 着手 し 、 第 1 友好 橋 中 央 の 国境 部 か ら タ ナレ ー 
ン Tha Na Leng に 至る 3.5km の 鉄道 施設 が 2008 
年 に 完成 、 試運転 の 後 2009 年 3 月 5 日 に 開通 式 が 
行わ れ 、 ラオ ス 初 の 鉄道 に よる 旅客 輸送 を 開始 し 
た 。 

タイ 国内 ノン カイ ー タ ナレ ー ン 間 の 延長 は 
5.2km で 、 旅 客 列車 の み 1 日 2 往復 (所要 時 間 15 分 ) 
を 運行 し て いる 。 車 両 お よび 運転 業務 は タイ 国鉄 が 
行っ て お り 、 タナ レー ン 駅 の 営業 業務 は ラオ ス 国 鉄 
の 職員 が 従事 する 。 


将来 の 開発 計画 


タナ レー ン か ら 首 都 ビ エン チャ ン へ の 延伸 に つ 
いて は 、 2013 年 に タイ の NEDA (近隣 諸国 経済 開 
発 協力 機構 ) と 16 億 5000 万 バー ツ の ソフ トロ ー 
ン 、 無 償 援 助 契約 を 締結 し 、 まず す タ ナレ ー ン 駅 北方 
に コン テ ナ ヤ ー ド お よび 2 km の 接続 路線 建設 に 着 
手 し て お り 、50 カ カ月 後 の 完成 を ん めざし て 工事 が 進 
め ら れ て いる 。 本 工事 の 完成 後 は 貨物 輸送 も 開始 さ 
れる も の と 思わ れ 、 現在 は きわ め て 輸送 規模 の 小さ 
い フ オス 鉄道 も 、 タイ 、 ラオ ス 間 の 物流 発展 に 大 き 
な 役割 担う こと が 期待 され る 。 

な お 、 こ の 建設 工事 と と も に ビエ ンチ ャ ン 近 郊 に 
設け られ る 新 駅 まで 9 km の 新 線 建設 が 計画 され て 
お り 、 設 計 は すでに 終わ っ て いる よう だ が 工事 は 着 
才 さ れ て いな い 。 ま た 、 道路 上 に 併用 で 軌道 が 設け 
られ て いる 第 1 友好 橋 は 、 将 来 の 輸送 力 確 保 の た め 


第 1 友好 橋 を 渡る タイ 国鉄 の 日 本 製 デ ィ ー ゼ ルカ ー( 今 津 直久 ) 


並行 し て 鉄道 専用 橋 の 新設 計画 も 浮上 し て いる 。 

鉄道 網 の 基本 プラ ン で は 、 中国 雲南 省 昆 明か ら シ 
ン ガ ポー ル を 結ぶ 東南 アジ ア 縦 員 鉄 道 の 一 翼 を 揚 
う も の と し て 、 以 前 より 中 国 と ラオ ス 間 で 協議 が 進 
め ら れ て いた ビエ ンチ ャ ン か ら 中 国 国境 の ボー デ 
ン Boten を 結ぶ 421km の 高 規格 鉄道 の 建設 計画 が 
注目 され る 。 近年 隣国 タイ に お ける 高 規格 鉄道 の 建 
設計 画 が に わか に 現実 味 を 帯び て お り 、 これ に 接続 
が 想定 され る 鉄道 計画 へ の 期待 は 大 きい と いえ る 
が 、 ラオ ス 国 内 の ルー ト は 大 半 が 急 唆 な 山間 に あ 
り 、 多数 の トン ネル 、 橋梁 が 必要 と な り 投 資 規模 が 
大 きく な る と 予想 され 、 具体 化 に は まだ 時 間 を 要 し 
そう だ 。 こ の 構想 と 現在 進行 中 の タナ レー ン 周 辺 エ 
事 と の 関連 性 は 不明 で ある 。 

一 方 、 サワ ン ナ ケー ト Sayannakhet か ら ベ トナ ム 
国境 の ラオ バ オ Lao Bao に 至る 220km の 鉄道 建設 
を 行い 、 ベト ナム 政府 が ドン ホイ D6ng HG か ら 赴 
設 する 路線 と 結ぶ 、 ラ オス ・ ベ トナ ムル ー ト に つい 
て 、2012 年 に 建設 ・ 運 営 に つい て マレ ー シ ア の 企業 
と 契約 ・ 調 印 を 行っ た 。 プ ロジ ェクト 総額 は 50 借 ド 
ル 、 開業 目標 は 2017 年 と され て いる が 、 その 人 後 の 
進捗 状況 に つい て の 情報 は な い 。 く 今津 直久 > 
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マレ ー 半 島 南 部 と カリ マン タン (ボル ネオ ) 島 北 
部 か ら な る 、 スル タン (イス ラム 守護 者 ) を 君主 と 
する 立憲 君主 国 。 熱帯 モン スー ン 気 候 に 属 し 、 国土 
は 山 が 多く 、 森林 と ゴム 、 ヤシ な どの 畑 に 牧 わ れ て 
いる 。 住 民 は マ レー 系 と 先住 民族 が 62%、 中 国 系 が 
23%、 イン ド 系 が 7% の 割合 で 、 イス ラム 教 を 国教 
と あの の つて は 小さ な イス ラム 国家 に 分 裂 し 
て いた 。16 世紀 に ポル ト ガ ル 、17 世紀 に オラ ンダ が 
進出 し た が 、 19 世 紀 に イ ギ ュ ) ス の 植民 地 と な っ た .。 
第 2 次 世界 大 戦中 は 日 本 の 、 戦後 は イ ギ リ ス の 支配 
下 と な り 、 1963 年 、 シン ガ ポ ー ル な ょ どき に 守 
レー シア 連邦 が 発足 し た が 、1965 年 、 シン ガ ポ ー ル 
は 分 離 ・ 独 立 し た 。 代表 的 な 産業 は 天然 ゴム 、 木材 
こり 人 内 株 業 と スズ に 代表 され る 多 灯 た っ た か 近 
年 工業 化 が 著しい 。 マレ ー の 語源 は サン スッ リッ ト 
語 で 「 マ ラ ヤ (山地 )」 に 由来 する と い ぅ . 


人 マレー シア 

人 口 :3019 万 人 (2014 年 ) 

面積 :33.1 万 km 

主要 言語 : マ レー 語 、 英 語 

通貨 : リ ン ギ MYR (1MYR=32.21 円 ) 
国民 総 所得 :2870 億 UsD 

1 人 当たり 国民 総 所 得 : 9820 USD 
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史 道 の 主要 デー タ (2010 年 ) 
it 


創業 1885 年 
営業 キロ 1856km 
軌間 別 1799km (1000mm) 
57km (1435mm) 
電化 キロ 350km (AC25kV50Hz) 
列車 運転 線路 左側 通行 
年 間 旅客 輸送 量 3948 万 人 ン / 
24.5 億 人 キロ 


年 間 貨物 輸送 量 543.2 万 トン ン 

14.8 億 トン キロ 
車両 数 DU105 EMU/Z216 DMU/1 
PC/252 FC/3167 SL2 


マレ ー シ ア 鉄道 公社 
Keretapi Tanah Melayu Berhad (KTMB) 

Malaysian Railway 

URL : htp:wwwktmb.com.my 

エク スプ レス レー ルリ ンク 

Express Rail Link Sdn Bhd (ERL) 

KLIA Ekspres/KLIA Transit 

URL : http7ww kliaekspres.com 1 
サバ 州 営 鉄道 

Keretapi Negeri Sabah 

Sabah State Railway 

URL : http7wwwsabah.gov my 


2 
フイ ラル ンプ ー ル 駅 。 現 在 の 駅 人 は 1910 年 に 建設 れ 


| 


マレ ー シ ア の 鉄道 の 歴史 は 、 スズ 鉱石 を 積み 出す 
た め 、 1885 年 に 鉱山 町 の タイ ピン Taiping と ポー ト 
ウェ ルド Port Weld と を 結ぶ 12.8km の 路線 が 敷 か 
れ た こと に 始ま る 。 そ の 後 、1913 年 に は 現 マ レー シ 
アァ 北部 の パダン ベ サ ー ル Padang Besar と シン ガ 
ポー ル Singapore が 鉄道 で 結ば れる な ど 路 線 が 撤 
充 さ れ 、 1958 年 に は ディ ー ゼ ル 機 関 車 が 導入 され 
た 。1995 年 に は 最初 の 電車 と し て 、 ク アラ ルン プー 
ルド Kuala Lumpur に お ける 都市 圏 輸送 サー ビス で あ 
る KTM Komuter の 運行 が 開始 され た 。 近年 の クア 
ラル ンプ ー ル で は 、 ラ ピッ ド KL(LRT)、KL モ ノレ ー 
ル 、 空港 連絡 鉄道 と いっ た 都市 鉄道 も 運行 し て い 
る 。 

鉄道 は 、 当初 は 州 ご と に 経営 され て いた が 、 マ 
レー 連合 州 鉄道 (Federated Malay States Railways: 
FMSR) と し て 統合 され た 。FMSR は 1948 年 に 運営 
の 一元 化 が 図ら れ 、 マ レー 鉄道 局 (Malayan Railway 
Admmistration :MRA) に 改組 され マレ ー 鉄 道 
(Keretapi Tanah Melayu:KTM) と な っ た 。 

その 後 1992 年 8 月 に は 、 1991 年 鉄道 法 の 規定 に 
より 上 下 分 離 方 式 が 採用 され 、 鉄道 資産 と 負債 の 管 
理 を 担当 する 鉄道 資産 公社 (Railways Asset 
Corporation : RAC) と 鉄道 運営 ・ 運 行 を 担当 する マ 
レー シア 鉄道 公社 (Keretapi Tanah Melayu Berhad: 
KTMB) が 誕生 し た 。 さら に 分 社 化 か ら 5 年 後 の 
1997 年 に は 、 KTMB の 経営 権 を Renong Berhad 主 
半 の コン ソー シア ム で ある Marak Unggul が 買い 取 


「 0 マレ ー 鉄 道 [ラク ヤ ッ ト 」 


レー 半島 を 縦断 する マレ ー シ ア に 到着 と な る 。 


都市 圏 輸送 を 担う KTM Komuter の 列車 (茅野 泰幸 ) 


り (5 年 契約 )、 民間 活力 の 導入 が な され た 。 し か し 、 
同年 の アジ ア 通 貨 危機 や Marak Unggul の 鉄道 事業 
の 経営 経験 の 不足 な どの 影響 も あり 、 KTMB の 経営 
状況 が 改善 され る こと は な か っ た 。 そのため 、 2002 
年 に 政府 が 経営 権 を 再 取得 し 、 現 在 に 至る 。 


鉄道 の 特徴 


KTMB は 、 都市 間 輸 送 の 列車 を 運行 する KTM イ 
ンタ ー シ テ ィ KTM Imtercity と 都市 圏 輸送 の 列車 を 
運行 する KTM コミ ュー ター KTM Komuter、 貨 物 輸 
送 列 車 を 運行 する KTM カ ー ゴ KTM Kargo を 傘下 
に 置い て いる 。 

2000 年 代 半 ば より クア ラル ンプ ー ル 郊外 の 複線 
電化 事業 が 進行 中 で ある 。2014 年 現在 の KTMB の 
複線 電化 区 間 は 、 営 業 キロ の 2 割 弱 に あたる 350km 
と な っ て いる 。2011 年 の 旅客 輸送 に お ける 定時 運 


ルコ ー ル 飲料 の 販売 は な い の で 、 そ 


oo っ CT っ っ っ 


ーー 一 
「 鉄道 の 歴史 - 


) 攻 道人 社 で は 、 毎 日 10 往復 の イン 

ター シテ ィ を 運行 し て いる が 、 その 
中 で も 、 列車 番号 1、2 の の フェ 
リー が か 、 バタ ー ワ ー ス ンク アラ ルン 
ブー ルー こ ウ ッ ド ラン ズ (シン ガ カポ ー 
ルリ) 間 を 結ぶ [ラク ヤッ ト 」 で ある 。 
イク ヤッ ト と は マレ ー 語 で [国民 」 
生 」 の 意 。 第 1 列車 の タイ ヤ は 、 
リー 島 の 玄関 バタ ー ワ ー ス 駅 を 8 
、 発車 し 、 マ レー ン ア の 首都 クア 
ーー ブール 駅 に 14 時 06 分 着 、 て 
フッ ドラ ンズ 駅 に は 20 時 25 分 


車両 は 線路 幅 1m の メー ター ゲー 
ジ ゆ え 、 小 型 に な ら ざ る を 得 な い が 、 
特に 1 等 車 は 、1 十 2 の 座席 レイ アウ 
ト で ゆっ た り 寛 ぐ こ と が で き る 。 車 
窓 風景 は 育 の 高い ココ ナッ ツ ・ ツ 
リー、 赤 い 実 を た わ わ に 実ら せ た 
パー ム ・ オ イル ・ ツ リー、 そし て バナ 
ナ 、 パ パイ ヤ 、 マ ン ゴ ー な どの トロ ピ 
カル フル ー ツ が 連綿 と 続く 熱帯 の 鬱 
蒼 と し た ジャ ング ル 。 思わ ず キ ン キ 
ン に 冷え た ビー ル が ほし く な る が 、 
マレ ー シ ア は 回 教 国 。 列車 内 で は ア 


れ な り の 対応 が 必要 だ 。 

ビー ル な ど 発 泡 酒 系 は 難し いけ れ 
ど 、 炭酸 が 入っ て いな けれ は ば 水筒 が 
お 勧め で ある 。 ぐ 櫻井 寛 > 
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Malaysia 


行 率 は 、 都市 間 列 車 (15 分 以内 の 遅延 ) で 平均 
72.1%、 通 勤 列 車 (5 分 以内 の 遅延 ) で 平均 74.8 6 
と な っ て いる 。 
較 都 市 間 輸 送 (KTM Intercity) 

都市 間 輸送 を 行う KTM Itercity は 、 マ ウン 
国内 の 西海 岸 線 (パダン ベ サ ー ル Padang BSar ー ゲ 
マス Gemas ご ウッ ドラ ンズ WoodLands)、 東海 岩 
線 ( ト ゥ ン パ Tumpat て ゲ マ ス ー ワ ウッ ドラ ンズ ) を 
運行 する 。 ど ちら の 路線 も 北部 に 隣接 する タイ に 乗 
り 入 れ て お り 、 南 部 で は ゲ マ ス で 合流 し シン ガ ボ ポー 
ル へ 乗り 入れ る 。 

西海 岸 線 は KTM Komuter と 同 区 間 は 複線 電化 
路線 と な っ て お り 、 それ 以外 も 複線 電化 工事 が 進行 
中 で ある 。 東 海岸 線 は 全線 単線 で ある 。2008 年 に 完 
了 し た クア ラル ンプ ー ル ー イ ボー Ipoh 間 の 複線 電 
化工 事後 、2010 年 に Electric TYam Service (BTS) 
の 運行 が 開始 され た 。RETS の 車両 は 日 本 の メー カー 
の 電気 制御 と 韓国 の 現代 ロ テ ム Hyundai Rotem の 
車体 組み合わせ た も の で ある 。KTMB で は ETS を 
5 編 成 30 両 所 有する 。ETS は クア ラル ンプ ブー ルー 


イボ ー 間 を 1 時 間 55 分 で 結び 、2012 年 の 1 日 の 利 
用 者 は 約 3000 人 (2012 年 : 11.8 万 人 、2.8 億 人 キ 


ロ ) と な っ て いる 。 
較 者 市 園 輸送 (KTM Komuter) 


都市 圏 輸送 の KTM Komuter は 、 首 都 の クア ラル 
ン ブ ー ル で 交差 する 形 で 、 ラ ワン Rawang スン ガ 
イガ ドッ ゥ Sungai Gadut、 ラワン ンタ ンジ ュ マ リム 
Hanjong Malm、 バ トゥ ケー ブス Batus Caves ポー 


トク ラン Port Kiang の 3 路線 (53 駅 ) を 運行 する 。 


いずれ の 線路 も 複線 電化 され て いる が 、KTM 
Komuter の 専用 線 で は な く 、 都 市 間 列 車 と 貨物 列車 
も 使用 する 。1 日 の 平均 利用 者 数 は 約 10 万 人 で あ 


り 、KTMB の 旅客 輸送 の 約 90% が こ の KTM 


Komuter の 利用 者 と な る 。 近年 の 利用 者 数 の 増大 に 
と も な い 輸 送 力 不足 や 遅延 等 が 問題 と な っ 7 
と の 状況 に 対し KTMB は 、 2012 年 に 中 国 製 の 新型 
車両 38 両 を 導入 、 6 両 編成 車両 の 運行 を 開始 し 、 


サー ビス の 改善 を 図っ て いる 。 
圏 貨 物 輸 送 (KTM Kargo) 


貨物 輸送 を 担う KTM Kargo は 、 マ レー シア 国内 
の 14 の ター ミナ ル と 港 溶 で 事業 を 行っ て も り 、 
体 の 約 70% が 北部 地域 の 取り 扱い に 集中 し て い 
る 。 貨物 輸送 量 全体 の 約 3 分 の 2 が コン テ ナ 輸 送 で 
ある 。 また 、 隣接 する タイ と シン ガ ポ ー ル へ の 国際 
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輸送 も 取り 扱う 。 


将来 の 開発 計画 


人 高速 鉄道 建設 計画 

2013 年 2 月 の マレ ー シ ア と シン ガ ポ = 中 請 
の 会 談 に より 、 クア ラル ンプ ブール ー シ ン 了 計 還 
の 高速 鉄道 建 設 事 業 が 表明 され て い 
330km)。 この 路線 は マレ ー シ ア と シン が ポポ - 
共同 で 建設 する 事業 で あり 、2020 年 の 軍記 
目指 し て 進め られ て いる 。 計 
計画 で は クア ラル ンプ ー ル ー シ ン ガ ポ = 
最速 90 分 で 結ぶ 。 マ レー シア 陸上 公共 区 衣 
(Land Public Transport Cormmission:SPAD) 
算 に よる と 、 これ に より 中 心 市 街 地 か 5 の 和 肝 
を 含め た 現在 の 最短 4.2 時 間 (航空 利用 ) が 二 較 
間 短 縮 さ れ 2.5 時 間 に な る 。 クア ラル ンプ ナー 
ン ガ ポー ル 間 の 中 間 駅 は 、 セレ ン バ ン 、 メ 
Melaka、 ム ア ル Muar、 バ トゥ バハ Batu Pahat 記 
ジャ ヤ Nusajaya で 建設 が 予定 され て いる 。 請 
念 貸 物 専用 線 建 設計 画 』 

クラ ン 港 Port Klang ー ク アラ ルン ナール 剛 幅 
旅客 列車 と 貨物 列車 が 乗り し 入れ て いる た め 
車 の 運行 本 数 や 速度 に 制限 が ある こと 
な っ て いた 。 そ こ で 、 同 区 間 に 貨 物 専 用 線 を 財 
放 客 列車 と 貨物 列車 を 分 離す る こと で 
本 数 の 増加 や 速度 の 向上 を 目指 し て いる 。 皇 
ぐ 森 田 沿 人 > 


OKLIA エク 


ーーーーーーーーmーーーーーーーーーー テ ーーー ニ ーー イーーーーー ニ ーー ュー パーーmmー ツ ーーwー ツ ーー ーーーーー ツ テツ ーー デー ツテ ーーーーー テ テテ テー 


エー 2 7 3 で 
マレ ー シ ア 第 3 の 都市 イ ポー Ipoh の 鉄道 駅 シン ガ ポ ー ル を 結ぶ 国際 列車 「 ラ ク ヤ ッ ト ] (櫻井 寛 ) 
= 
jaHat YaiJct 1435mm 
(』 / Sec イ 7 mmmmmmmmm 高速 鉄道 計画 
Padang Besar 複線 電化 
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SA Pasir Mas 1000mm ーー Papar 
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ペナ ン 島 貨物 専用 / 休 止 線 | Bandar Serl BegawanW 
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SI INIRSL の へ IN 


ぺー で 4 べ G 


人 @ フ ィ リ ピン 共和 国 

人 口 :1 億 10 万 人 (2014 年 ) 面積 :30.0 万 KW 
主要 言語 : タガログ 語 、 英 語 

通貨 : ペ ソ PHP (1PHP=2.67 円 ) 

民 総 所 得 :2417 億 USD 

1 人 当たり 国民 総 所 得 :2500 USD 


鉄道 の 主要 デー タ (2004 年 ) 


創業 1892 年 
営業 キロ 479km (1067mm) 
電化 キロ 非 電 化 


列車 運転 線路 右側 通行 
年 間 旅 客 輸送 量 300 万 人 / 8300 万 人 え 日 


国 の あら まし 車両 数 DU32 DMU/11 PC/18 
東南 アジ ア 、 マ レー 諸島 ーーーーーーーーーーーーーーー デ デン 
北部 の 7000 余 り の 島々 か 運営 組織 
ら 構 成 さ れる 共和 国 で あ フィ リピ ン 国 鉄 
る 。 最も 大 きい 衣 が ルン ス ⑯ マ ニ フ Philippine National Railways (PNR) 
島 。 次 いで ミン ダナ オ 島 と Manla URL: http:/www.pnrgovph 
な る 。 気候 的 に は 全土 が 熱 
帯 気候 で あり 、 年 間 を 通し 
て 高温 で 多雨 が 特徴 で あ 
る 。 歴史 と し て は 和 狩猟 採集 
民 で ある ネグリ ト が 先住 民 
と し て 住み 始め た 。 そ の 後 、 


紀元 前 500 年 13 世 紀 に か け て マレ ー 系 民族 が 移 
住 し た 。 

現在 の 住民 の 多く は マレ ー 系 だ が 、 80 以 上 の 少 
数 民族 を 抱え る 。 14 世 紀 後 半 に は イス ラム 商人 の 
影響 で イス ラム 教 が 広まる 。16 世 紀 か ら ス ペイ ン 
の 支配 を 受け 、 国名 も 当時 の 皇 太 子 フ ェ リ ペ (英語 
で は フィ リッ プ ) に 由来 する 。19 世紀 の 米 西 戦争 で 
アメ リカ と な っ た が 、 第 2 次 世界 大 戦後 独立 し た 
南部 の ミン ダナ オ 島 で は 宗教 間 対 立 の 火種 が く 人 
ぶっ て いる 。 

主要 産業 は 農林 水産 業 だ が 、 電子 ・ 電気 機器 を 中 
心 と し た 輸出 業 も 盛ん 。 最 近 で は コー ル セ ジン ター な 
どの サー ビス 業 が 成長 し て いる 。 

日 本 は 最大 の 援助 国 で も ある 。 1998 年 に は アジ 
ア 経 済 危 機 の 影響 か ら マ イナ ス 成 長 と な っ た が 、 そ 
の 後 は 回 復 し て いる 。 
トゥ トゥ バン 駅 の ホー ム と 構内 ( 秋 山区 
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BENNETT 
ED 


鉄道 の 歴史 


フィ リピ ン の 鉄道 の 歴史 は 、 1875 年 6 月 、 当時 
フィ リピ ン を 植民 地 支 本 し て いた スペ イン 当局 が 、 
ルソン 島 に お ける 鉄道 建設 に つい て 基本 計画 の 検 
討 を 指示 し た こと に 始ま る 。 1887 年 7 月 、 現在 の マ 
ニラ Manila 市 ツ ツ バ ン Tutuban 駅 の 位置 に 鉄道 の 
起点 標識 が 置か れ 、 1891 年 3 月 、 マ ニラ 鉄道 会 社 
(Manila Railroad Company) の 手 に より 、 最初 の マ 
ニラ ー バ グ バ グ Bagbag 間 (延長 45km) の 運行 が 開 
始 さ れ 、 翌 1892 年 11 月 に は 、 この 区 間 を 含む マニ 
ラー ダグ パン Dagupan 間 (延長 195km) の 路線 が 
開通 し た 。 

1916 年 2 月 に フィ リピ ン 議 会 を 通過 し た 法律 第 
2574 号 に より 、 マニ ラ 鉄 道 会 社 の 鉄道 施設 は フィ 
リビン 政府 に 買い 取ら れる こと に な り 、1917 年 1 月 
に 施設 の 国有 化 は 完了 し た 。 た だ し 、 鉄道 の 経営 は 
マニ ラ 鉄 道 会 社 の 手 に 残さ れ た 。 以 降 、 鉄道 路線 の 
建設 が 続き 、1940 年 まで に 路線 網 は 、 ル ソン 島 南 部 
の レガ スピ Legaspi ま で 延伸 され 、 北部 で は 支線 が 
建設 され た 。 

その 後 、 マ ニラ 鉄道 会 社 の 経営 悪化 に 伴い 、1964 
年 6 月 の 法律 第 4156 号 (鉄道 改革 法 ) に より 、 政 府 
は 同社 か ら 鉄道 の 経営 権 を 買い 取り 、 同社 は 名 実 と 
も に 国有 化 さ れ 、 フィ リピ ン 国 有 鉄 道 (Phiippine 


イー ヤル 機 が 12 系 客 還 を 本 引 する マニ フ 近 多謝) 


名 ルー まま 


National Railways : PNR) と 改名 され た 。 同 法 は 、 そ 
の 後 、1971 年 と 1975 年 の 2 回 改正 され 、 これ に よ 
り 、 路 線 の リハ ビリ テー ショ ン 、 重 点 的 近代 化 、 増 次 
寺 が 行わ れ た 。 

現 在 PNR は 、 交 通 ・ 通信 省 (Department of 
Transportation and Commumications :DOTO) 傘下 


の 組織 で ある 。 


鉄道 の 特徴 


PNR の 営業 キロ は 500km 弱 と 比較 的 小 規模 で あ 
り 、 全 路 線 が 軌間 1067mmm で ある 。 全線 非 電 化 で あ 
り 、 軸 重 は 小さ く 、 列車 の 運行 速度 も 低い 。 また 、 予 
備 部 品 や メン テ ナ ン ス の 問題 か ら 運 行 可 能 な 機関 
車 や 車両 が 極端 に 減少 し て いる お り 、 中 で も 貨車 は 
3 分 の 1 し か 使用 で き な い 。 

PNR の 路線 網 は 、 基本 的 に ルソン 島 の マニ ラ か 
ら 南 方 の レガ スピ 方 面 へ の 南 線 と 北方 の サン フェ 
ルナ ンド San Fernando 方 面 へ の 北 線 及 び こ れ に 接 
続 する 分 岐 線 と で 構成 され て いる 。 だ が 、 保守 や 投 
資 が 不 十 分 で あり 線路 状況 が よく な いた め 、 運行 を 
中 止 し て いる 区 間 が 多い 。 

南 線 の 旅客 輸送 は 、 南 ビ コル Southerm Bicol 地 方 
の マニ ラー レガ スピ 間 で は 、 2006 年 の 台風 に よる 
被害 に より 運行 を 中 止 し て いる 。 政 府 に よる 優先 事 


ッ ー ラ の トゥ トゥ パン 駅 に 留置 され て いる 大 べ 保 率 機械 (秋山 芳 ) 
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Republic of the Philippines 。。 


PNR の 南 線 で 運行 し て いる 韓国 製 気動車 の 車内 (秋山 芳 弘 ) 


業 と し て 路線 復旧 が 計画 され て いる も の の 、 資 金 不 
足 に より 遅れ が 発生 し て いる 。 

2011 年 5 月 に 被災 区 間 の うち マニ ラー ナガ 市 
Naga City 間 の 試運転 が 再開 し た 。 ま た 、 通 勤 鉄道 と 
し て マニ ラー スー カッ ト Sukat ーー カラ ン バ Calamba 
間 (延長 約 56km) で 運行 し て いた が 、 2015 年 5 月 
より 安全 性 の 確保 を 目的 と し た 点検 の た め 一 時 的 
に 運行 を 休止 し 、 2015 年 7 月 に ツ ツ バ ン ン アラ バ 
ン Alabang 間 を 再開 し た 。 

頁 物 輸送 は 、 1992 年 に 鉄道 路線 の り ハビ リ テ ー 
ン ョ ン を 優先 する た め に 中 止 さ れ リハ ビ リ テ ー 
ン ョ ン 終 了 後 も 復旧 し な か っ た 。 現在 、 南 線 で の 貨 
物 輸送 を 2015 年 以降 に 再開 する 計画 が ある 。 

北 線 は 技術 的 資金 的 な 問題 と 住民 の 土地 占有 権 
の 問題 に より 全線 で 運休 し て いる 。2011 年 に 一 部 
区 間 の 復旧 を 予定 し て いた が 眉 邊 し て お り 、 政 府 は 
2011 年 末 に 北 線 復旧 の 再 調査 を 実施 9 だ 


ーー 


所 動車 (秋山 芳和 ) 


PNR の 南 線 を 走行 する 韓国 製 の 
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PNR は 、 政 府 か ら の 補助 金 5200 万 PHP を 5 


7 中 アス レン | 
年 に 受 顎 し て お り 、 こ の 補助 『 人 は 以前 と kA 記 
し て いる 。 ま た 、 民営 化 計画 も あっ た が 、 政夫 の as 
ざま な 事情 に より 現時 点 で は 完 民営 化 へ の 馬 


は な く 、 コス ト 縮 減 策 の 一 環 と し て ア ゅ ト ツー 
グ な ど 部 分 的 な 民営 化 を 検討 し て いる 。 


将来 の 開発 計画 

マニ ラ 都 市 圏 の 通勤 線 の 整備 を 目的 に 、 軸 20 
線 と の 連絡 プロ ジェ クト が 2007 年 より 開始 され 
いる 。 第 1 期 整備 区 間 は カロ ー カ ン Calooceam<7 
フ バ ン (延長 34km)、 第 2 期 整備 区 間 は アラ が ポ 衣 
カラ ン バ Calambra City (延長 約 27km) を 区 畑 
リハ ビリ テー ショ ン を 実施 し 、 軌 道 強化 ・ 複 線 人 
切 設備 ・ 駅 改良 と いっ た 施設 面 の 改良 や 気動車 
人 を 行う 計画 で ある 。 な お 、 第 1 期 整備 は 2010 鯛 
点 で の 完成 を 予定 し て いた が 、 資 金 や 住民 匠 基 大 
題 に より 遅延 し て いる 。 

また 、 現在 鉄 道 が 運行 され て いな い マ ニ 襲 
対象 に 、 通勤 時 を 中 心 と し た 道路 の 混雑 第 邊 PY 
ラ 北西 部 に 位置 する クラ ー ク 国際 識 港 へ の 7 
ス 性 の 改善 を 目的 と し て 、2013 年 に JCAK ま 2 
フー ク 人 富江 高速 鉄 道 に 関す る 調査 が 行わ れ Ua 

2014 年 に は 、 一 部 区 間 の マロ ロ ス Malols 
ツバ ン 間 (延長 37.9km) を 南北 通勤 事業 と 
JICA に よる 調査 が 開始 され た 。 く 竹 内 龍介 2 


東日本 より 度 流 され た 203 系 電車 。 二 と し て 押 行 し て いる (ON 東 昌 お 
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PNR の 南 線 で は ディ 
(秋山 芳 弘 ) 
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Republic of Indonesla 


鉄道 の 主要 デー タ (2012 年 ) 


創業 1868 年 
営業 キロ 3862km (1067mm) 
電化 キロ 115km (DC1.5kV) 
列車 運転 線路 右側 通行 
年 間 旅 客 輸送 量 2 億 300 万 人 
グ 182 億 1000 万 人 キロ 
年 間 貨物 輸送 量 2200 カ トン 
/ 73 億 300 万 人 キロ 
車両 数 DL328 EMU/510 DMU/96 


PC/1514 FC/5233 


国 の あら まし 運営 組織 


イン ド ネ シア 鉄道 
PTKERETA API INDONESIA (PTKAI) 
Indonesian Rallway Company 
2 URL : http:/Www.kereta-api.Co.Id 
KaIta 


(O 


間 東南 アジ ア 南 東部 の 約 1 万 も の 島々 か ら な る 共 
請 国 で ある 。 替 帯 雨林 気 修 で 日 本 の 約 5.5 倍 の 面積 
を 有する 。 国 民 は マレ ー 系 の 300 も の 種族 か ら 構成 
され て お り 、 イ スラ ム 教 が 主 で ある が 、 宗 教 間 、 民 族 
間 の 対立 紛争 が 散発 する 。 ジ ャ ワ 、 ス マト ラ 、 カ リマ 
ンタ ン (ボル ネオ )、 スラ ウェ シ 、 ニュ ー ギ ニア ( パ 
プア ) な ど が 大 き な 島 々 で 、 ジャ ワ 鳥 に 人 口 の 3 分 
」 の 2 が 集中 し て いる 。 17 世紀 以降 オラ ンダ な どの 植 
民 地 支配 を 受け 、 第 2 次 世界 大 戦後 衝 立 し た 。 産業 
は 米 、 ココ ナッ ツ 、 茶 等 を 中 心 と する 農業 国家 だ が 、 
有人 天然 ガス 、 ボ ー キ サイ ト 、 ス ズ な どの 銘 物 資源 
豊 人 で ある 。 経済 成長 率 は 、 国際 的 金融 馬 機 の 影 
響 も 少な く 、 2009 年 か ら 時 調 に 推移 し て い z. 
BRICS に 続く 、 新興 国 の グル ー プ の 一 員 で も ぁ ぁ . 
東南アジア 請 国連 人 (ASEAN) の 史 和 を e る 
の 本 郎 も 音 都 の ジャ カル タ に あぁ る.。 


人 イ ンド ネシア 共和 国 

人 口 :2 億 5281 万 人 (2014 年 ) 
面積 :191.1 万 km 

主要 言語 : イ ンド ネシア 語 、 ジ ャ ワ 語 
通貨 : ル ピア |DR (1IDR=0.01 円 ) 
国民 総 所得 :8440 億 USD 

1 人 当たり 国民 総 所 得 :3420 UsD 
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cc 
鉄道 の 歴史 


ォ ラ ンダ 統治 時 代 の 1864 年 に オラ ンダ イン ド 鉄 
道 と し て 、 ジャ ワ 島 中 部 の 南北 横断 鉄道 スマ ラン 
Gemarang て ソロ Solo 間 の 建設 が 開始 され た 。4 年 
後 の 1868 年 に タン グン Tangsung クミ ジュ エン 
Kemijen 間 (延長 26kW の 鉄道 が 軌間 1435mm で 
部 分 開業 し た 。 それ 以降 、 20 世 紀 初 頭 に は 、 ジャ ワ 
島 に 11 路線 に お よぶ 鉄道 が 私 鉄 と し て 運営 され て 
いた 。 

第 2 次 世界 大 戦中 は 日 本 の 占領 下 に あり 、 軌間 は 
1067mm に 統一 され た 。 イ ン ド ネ シア 独立 後 は 鉄道 
も 新 国家 に 引き 継が れ 、 1950 年 まで に 統合 され た 。 
その 運営 組織 は 、 1963 年 に 国有 鉄道 企業 (PNKA) 
と し て 運営 組織 を 統合 し 、 1971 年 に イン ド ネ シア 
国鉄 (PJKA)、 1991 年 に 鉄道 公社 (PERUMKA) と 
な っ た 。 

1999 年 に それ まで の PERUMKA に よる 運営 を 上 
下 分 離し 、 イ ン フ ラ は 国 の 保有 と し 、 運行 は 国 が 
100% 出資 する 株 式 会 社 組織 で ある イン ド ネ シア 鉄 
道 会 社 (PT KAI) に 引き 継が れ た 。 た だ し PT KAI 
1 社 独占 状態 に は 変わ りな か っ た た め 、 競争 原理 に 
よる 鉄道 事業 の 活性 化 を 目的 に 、 政府 は 2007 年 3 
月 に 鉄道 法 を 改正 し 、 PT KAI 以 外 の 新規 事業 者 も 


参 人 を 可能 と し た 。 


鉄道 の 特徴 

イン ド ネ シア 鉄道 は 、 ジ ャ ワ 島 で は 、 通 勤 輸送 を 
主体 と する ジャ カル タ 首 都 圏 (Jabodetabek・ 首都 
圏 を 構成 する ジャ カル タ Jakarta、 ボゴール B080 ト 
デポ ッ ク Depok、 タ ン ゲ ラン Tangerang 、 カジ 
Bekasi の 都市 名 より 頭 の 2-3 文 字 を 取っ た 名 前 ) 
伯 道 と 幹線 輸送 を 担う 北 線 ・ 南 線 ・ バ ンド ン 
Bandung 線 の 3 幹線 の 都市 間 鉄 道 で 構成 され て い 
る 。 こ の ほか スマ トラ 鳥 に は 約 1726km の 鉄道 が あ 
| シャツ MM を ジャ ワ 衣 に M っ て ツィ 
上 の putironitii 二 に 
。、 か ら 約 25 年 に わた っ て 当時 の 海外 経済 協 
POF: 下 JOA) に より 半角 人 
馬 。 各 が わ れ 76 人 国 50 周 年 
: 泊 に 修復 が 完了 し 、 ジャ カル ター スラ バ Y ヤ 間 
「 kn を 優等 特急 列車 が 9 時 間 で 結ぶ よう に 


な っ た 。 

南 線 は 、 ジ ャ カル タ を 出る と チレ ボン Cirebon で 
北 線 か ら 分 岐 し 、 ジャ ワ 島 を 北 か ら 南 に 横断 し た 後 
イン ド 洋 に 沿う よう に 東進 し て 、 古都 と し て 有名 な 
ジョ グ ジ ャ カ ル タ Yogyakarta、 ソロ Solo、 マデ ィ ウ 
ン Madiun を 経由 し て スラ バ ヤ へ 至る 約 610km ( チ 
レボ ポン 基 点 ) の 幹線 で ある 。 現在 、 ジ ョ グ ジ ャ カ ル 
タ 付 近 の 複線 化 プ ロジ ェクト が JICA の 資金 に より 
進め られ て いる 。 南 線 経由 の 優等 特急 列車 は 、 ジャ 
カル ター ンス ラバ ヤ 間 を 約 12 時 間 で 結ん で いる 。 

ジャ カル タ か ら イ ンド ネシア 第 3 の 都市 で あり 、 
楓 高 約 700m の 高原 地帯 に ある パン ドン まで を 結 
ぶ 路 線 は 、 か つて は ジャ カル タ か ら 南 部 に ある ボ 
ゴー ル や スカ ブ ミ Sukabumi を 通る バン ドン 南 線 を 
経由 し て いた が 、 現在 で は 、 チ カ ン ペ ッ ク OCikanpek 
で 北 線 か ら 分 岐 する バン ドン 線 を 経由 し て 、 ジャ カ 
ル タ と パン ドン を 約 175km で 結ん で いる 。 


〇 ジャ カル タタ 首都 圏 鉄道 


ジャ カル タ 首 都 略 で は 、 イ ンド ネ シア 鉄道 会 社 (PT 
KAU) の 子会社 で ある PT. KAI Commmuter Jabodetabek 
が 都市 鉄道 を ジャ カル タ 首 都 圏 の 旧 市 街 地 に ある 
ター ミナ ル の ジャ カル タコ タ を 起 終点 と し 放射 及び 
環状 方 面 に 運行 し て いる 。 路線 数 は 合計 9 路線 、 総 邊 
長 は 170km あり 、 路線 の 規格 は 軌間 1067mm 、 直 流 
電化 (DC1.5KV) で あり 、 日 本 の 在 来 線 と 同じ で ある 。 

か つて は 、 都市 の 拡大 に よる 利用 者 増加 や 導 和 人 し た 
新車 の 相次ぐ 故障 も あり 、 非 冷房 の 通勤 電車 に 屋根 上 
まで 人 が 乗る と いっ た 酷い 混 北 が 朝 タ の フッ シュ 時 
を 中 心 に 見 受け られ た が 、 2000 年 に 日 本 の 冷房 付き 
の 中 古 通 勤 型 電車 が 導入 さ れ 輸 送 力 が 確保 され る よ 
うに な っ た 。2011 年 よ り 近代 化 が 開始 され 、 全車 冷房 
化 、 運 賃 制度 改定 に よ る 冷房 付き 車両 の 実質 運賃 値 下 
げ 、 編成 の 長大 化 と いっ た サー ビス や 輸送 力 を 向上 す 
る 施策 が 行わ れ 、 利用 者 数 は 1 日 当たり 約 30 万 人 か ら 
約 60 万 人 と 約 2 倍 に 増加 し て いる 。 ぐ 竹 内 龍介 
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ざ 人 デマ さ 〇 へ IIRNRTS の へ IN 悦 -| 


Republic of Indonesia 


ジャ カル タ の ガン ビー ル 駅 (秋山 芳 弘 ) 


ご ocJAk 


古都 ジョ グ ジ ャ カ ル タ の ター ミナ ル で ある トゥ グ 駅 (秋山 芳 弘 ) 


ン フ ラ の 維持 管理 及び 列車 の 運行 管理 は 、PT 
が 国 か ら 委 託 を 受け て 行っ て いる 。 運 賃 は 抑制 
れ て いる が 、 実 コス ト と の 差 は 公共 輸送 義務 に 対 
する 補助 金 (Public Seryice Obligation : PSO) と し 
て 国 が 補填 し て いる 。 

長 距離 旅客 輸送 は 、 国内 航空 機 と の 談 争 が 激 し 
く 、 歳 別 な 価格 競 針 な ど で 苦し い 状 況 に 置か れ て お 
り 、 2005 年 に は 旅客 分 担 率 は 6.3%、 年 間 利 用 者 数 
は 1 億 5000 万 人 に まで 減少 し た が 、 運賃 を 低 水 準 
に 据え 置い た こと や 道路 混雑 の 激化 に より 、 現 在 で 
は 2 億 人 まで 回 復 し て き て いる 。 

貨物 輸送 に つい て は 、 道 路 に よる 輸送 が 9 割 以上 
を 占め 、 2005 年 の 分 担 率 は 0.6% と 低 水準 に あり 、 
2001 年 か ら 2010 年 の 間 で は 約 2000 万 トン と ほ 
と ん ど 変 化 が な い 。 

1960 年 代 後半 より 日 本 や 世界 銀行 の 援助 融資 が 
始ま り 、 鉄道 施設 の 再生 が 進め られ 、 ジャ カル タ 音 
都 剛 の 都市 鉄道 は も と より ジャ ワ 島 内 の 鉄道 整備 
が 進ん で きた 。 し か し 近年 、 車両 を は じ め 鉄道 施設 
の 老朽 化 が 進ん で お り 、 安全 確保 の た め の 鉄道 施設 
の 更新 や 改良 が 必要 に な っ て いる 。 
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マラ フッ カ 海 峡 


Belawan 


Binjaio 


Medan2ioSbingtngm 
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数 字 は 主 な 都市 人 口 (万 人 ) 


医 = 呈 


電化 に つい て は 、 ジ ャ カル タ 近郊 還 識 
(DC1.5kV) が 1925 年 に 完了 し 、 個 
タク 首都 較 の 約 170m の うち の 約 80 軸 
1976 年 か ら は 日 本 製 な どの 海外 製 の 
和 人 され て き て いる 。 購 

2011 年 に お ける ジャ カル タ 首 全 半 | 
客 輸送 量 は 、 全 鉄道 旅 客 輸 送 量 約 2 
な っ て いる 。 し か し 、 その他 の 線 
の まま で ある 。 = 


将来 の 開発 計画 

人 @ 複 線 化 事業 8 

irt、 を 
れ て もり 、 まな も の に し 和議 
ボン ー ク nykmy 遇 
カル タ 首 都 圏 の マン ガ フ と め の 
Cikarang 間 の 複 々 MWT の 0 
の 工事 が 完成 す る の mb 
Jakarta Ko 駅 や オン ン 
タ で の 終着 駅 と し て いた 室 。。 


Palembango 14e 


マト う ラ う 島 ジャ ワ 海 


イン ド ネ シア 
G Prabumulih 
語 O。 ABaturaja 

1 9、 oMartapura 


Kutai BaratO…ーーーー に 
。9 Balikpapan 


Oo 
カリ マン タン 鳥 Tanahgrogot 
スラ ウエ シ 島 


1435mm 
maga 高速 鉄道 計画 


1067mm 


Suraba 
277 


ライ 駅 を 終着 駅 と する こと に な る 。 
@ 才 市 鉄道 の 整備 

ジャ カル タ 市 内 の 交通 渋滞 を 解消 する た め に 、 
シャ カル タコ タ 駅 を 基点 と し て 市 内 の 目抜き通り 
湯 い に 南北 に 走る MRT (都市 鉄道 ) が 計画 され て 
お り 、 第 1 期 区 間 (延長 約 15km) の 建設 が 2013 年 
月 に 開始 され た 。 

見 ジャ ワ 高 速 鉄道 構想 

ジャ リ 島 の 高速 鉄道 整備 計画 は 、2008 年 に 策定 
計画 で ある [ 纏 上 人 人 ・ 拓 
. 華 - レル ン (Masterplan Percepatan dan 

9San Pembangunan ERkonomi Imdonesia : 

3BD」 お よび 2011 年 に 策定 され た 国家 鉄道 
人 計 面 (Natonal Railway Master Plan : NRTP) に 
記 較 人 りら れ て い 。. 

語 日本 に より 、 大 首 計画 の 一 
蘭 の 。 ハ ン ド ン 問 9150) 高 
有 に て ね おり 、 在 玉 多 道 で 3 時 間 、 自 
「 か か る 両市 上 の 移動 が 、 有 
間 る 員 A み で ある 。 


〇 スマ トラ 島 の 鉄道 


スマ トラ 島 の 鉄道 は 、 総 延長 1726km (うち 1370km 
が 運行 中 ) で 、 島 の 北 、 西 、 南 の 地域 に 分 散 し て お り 相 
互 に 連絡 し て いな い 。 スマ トラ 島 の 最初 の 鉄道 は 、 北 
端 バ ンダ アチェ 州 ウ レレ Ule Lhee 港 を 起点 に 1876 年 
に オラ ンダ 軍用 と し て 開業 し た 約 4km の 狭軌 鉄道 で 
ある 。1886 年 に オラ ンダ に よる 民営 鉄道 と し て メダ 
ン Medan を 中 心 に 路線 が 延長 され 1937 年 に は 現在 
の 形 が で き あ が っ て いる 。 西 、 南 地域 で は 国営 鉄道 と 
し て 1891 年 か ら 1932 年 に か け て 石炭 輸送 が 始ま っ 
て いる 。 この ほか 西 ス マト ラ に は 、 島 を 縦断 する ブ 
キッ トバ リサ ン 山 脈 の 山岳 地帯 に 約 43km に わた る 
ラッ ク 式 鉄道 が あっ た が 現在 は 閉鎖 され て いる 。 
ぐ 大 久保 大 樹 > 
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へ 
ペー 


NW 入 厄 び さ 《 


public of Bangladesh 


People's Re ー ィ ア 


国 の あら まし 


南ア ジア 、 イ ンド 亜 大 陸 
東部 に 、 イ ンド に 囲ま れる 
よう な 形 で 位置 する 国 で 、 
南東 部 で ミャンマー と 接し @⑯ ダ ッ カ 
て いる 。 国土 の ほとん ど が Dhaka 
ガン ジス 川 デ アルタ に ある た 
め 、 海抜 0m の 地域 も 多く 、 
さら に 熱帯 モン スー ン 気 候 
に ある た め 、 雨季 に は 水没 する 地域 も 多い 。 地球 温 
瞬 化 に よる 海面 上 昇 が 最も 懸 涼 され て いる 国 の 一 
ち で ある 。 

罰 19 世 紀 か ら イ ギリ ス 領 イ ンド の 一 部 だ っ た が 、 
第 2 次 世界 大 戦後 、 イスラム 教 徒 が 多数 を 占め る 地 
承 が 一 緒 に 、 東 西 分 離 国家 パキスタン と し て 独立 し 
痛 独 当初 は 、 東 パキスタン を 名 乗っ て いた が 、 西 
が 主 タ ン に よる 実質 的 な 経済 支配 を 拒否 し 内 戦 
に 突入 し た 。 

197 年 に イン ド の 軍事 介 人 な ど に より 西 パ キス 
2 澤 が 降伏 し 、「 ベ ン ガ ル 人 の 国 」 を 意味 する 「 バ 
グラ カジ ショ と し て 独立 し た 。 主 な 産品 は ジュ ー 
米 皮革 製品 、 魚 介 類 な ど が ある 。 


$/ ング ラ デ シ ュ 人 民 共 和 国 
人 口 : 1 億 5851 万 人 (2014 年 ) 


り BDT (1BDT=1.50 円 ) 
所 得 : 1293 億 USD 


バン グラ テ シ ジュ _ _ _ 沼 


ーー 7 お寺 守 二 朱 
鉄道 の 主要 デー タ (2009 年 ) 靖 識 
創業 1862 年 
営業 キロ 2835km 
軌間 別 1801km (1000mm) 
659km (1676mm) 
375km (1000/1676mm) 
電化 キロ 非 電 化 
列車 運転 線路 左側 通行 
年間 旅客 輸送 量 6560 万 人 6 
/ 56 億 90 万 人 キロ 人 
年 間 貨物 輸送 量 270 万 トン am 
/7 億 7500 万 トン 生還 請 軸 
車両 数 DU285 DMU/60 PC/1403 議 詞 
FC/1 万 246 - 考 W 
の 
運営 組織 妥 | 
< 衣 。 
バン グラ デシ ュ 鉄 道 
Bangladesh Railway (BR) 呈 
Director General Bangladesh Railway Ral 還 誰 
URL : http:/wwwrrailway.govbd 
軒 % 


ーー oe 
鉄道 の 歴史 上 
バン グラ デシ ュ の 釣 道 の 始ま り ま 証 862 信 識 
15 日 に 、 現在 の イン ド と の 国境 e 因 
Khulna 地 区 の ダル サナ Darsana か 豆 
の 派 川 で も る ゴ ラ イ 川 に 面 し た クン 人 縛 
Kustia 地 区 の ジャ ガ テ ィ Je の 
の 広軌 鉄道 (軌間 1676mm) が 開設 き 細 人 
コル カタ Kolkata と 結ば れ た と と で あ @e コ 』 
現在 の 首都 ダッ カ Dhaka 周 辺 で は 、 189 の 
4 日 、 ダッ カ と ナラ ヤン ガン ジ Nar89 W 
長 14.98km の メー ター ゲー ジ 人 鉄道 (UM 
が ダッ カ 州 鉄 道 (Dhake State Raiva に 2 
設 さ れ た 。 その 後 ジ ャ ム ナ 川 の 西 則 細 識 
東側 は メー ター ゲー ジ で それ ぞ れ 釣 叶 和 
られ た 。 
1947 年 の インド 分 害 に より 、 朋 人 2 
交 ュ 地 域 の 鉄道 は 東 ベン ガル 鉄道 と し 
タン の 中 央 政府 の 支 本 下 と な う が だ 講 
に は 東 パキスタン 鉄道 (Pakistan B2 


と 改称 され 、 管理 ・ 運 営 も 中 央 政府 か ら 東 パ キス タ 
レ 政 府 に 委譲 され た 。 1971 年 12 月 た バン グラ デ 
シュ は パキスタン か ら 独 立 。 翌 1972 年 に 鉄道 も バ 
ング ラ デ シ ュ 鉄 道 (Bangladesh Railway:BR) と 改 
称 さ れ た 。 


鉄道 の 特徴 


バン グラ デシ ュ の 鉄道 は 、 ジャ ム ナ 有川 の 西側 は 軌 
間 1676mm の 広軌 が 中 心 、 東 側 は 軌間 1000mm の 
メー ター ゲー ジ 中 心 の 路線 網 と な っ て いる た め 、 鉄 
道 の 管 理 も 川 を 挟ん だ 東西 2 つの 管理 局 で 行っ て 
いる 。1998 年 に 完成 し た Bagabandhu 橋 (ジャ ム ナ 
多目的 橋 ) に 敷設 され た 広軌 と 狭軌 の 4 線 構造 ( 単 
線 ) の 線路 を 利用 し た ルー ト が 2001 年 に 開通 し 、 
ジャ ム ナ 川 を 挟ん だ 東西 の ネッ トワ ー ク が よう や 
K 接 続 さ れ た 。 さ ら に 2008 年 3 月 、 ダ ッ カ まで の 
メー ター ゲー ジ と 広軌 の 三線 軌 化 が 完成 し 、 広軌 の 
車両 が イン ド か ら 首 都 ダ ッ カ まで 直通 で きる よう 
た な っ た こと か ら 、 イン ド の コル カタ と ダッ を 結 
ぶ 、「 マ イト リー エク スプ レス Maitree 


車 、 客車 、 貨車 の 購入 、 信号 シス テム の 近代 化 等 の 
輸送 力 増強 事業 が 、 日 本 、 イ ンド 、 欧州 等 各国 の 支 
援 に より 進め られ て いる 。 

2013 年 に は 日 本 の 支援 に より 、 韓国 製 の メー 
ター ゲー ジ 用 ディ ー ゼ ル 機 関 車 11 両 が 導入 され 、 
運転 を 開始 し た 。 また 、 同じ く 2013 年 、 3 両 編成 の 
中 国 製 DEMU (電気 式 ディ ー ー ゼ ル 気 動車 ) 20 編 成 
が 導入 され 、 タタ 、 ッ カ お よび チッ タゴ ン Ohittagong 周 
辺 の 近郊 列車 で 使用 が 開始 され て いる 。</ 川崎 昭彦 > 


Express」 と 呼ば れる 直通 列車 が 週 2 回 運 | 
転 を 行っ て いる 。 0 

ジャ ム ナ 川 の 東側 で は さら な る 三線 四 上 | 
此 が 進め られ て いる ほか 、 路線 の 拡充 、 複 | = 
線 化 、 広軌 お よび メー ター ゲー ジ 用 の 機関 


ペー 


| 


軌間 混合 区 間 (1000mm/1676mm) 0 


6 了 1 \ 生か ト あ - 呈 - 
Panchagaro Chahat / ーーー 8 


と Buihal ジャ ム ナ ) 中 Guwahas 
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B fhadurabad 
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バン グラ デシ ュ caGoms Dohazari 


ま 
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Cox's Bazaro 


ミャンマー 
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数 字 は 主 な 都市 人 口 (万 人 ) 
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イン ド さ 
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創業 1853 年 


[ 営業 キロ 6 万 5436km ' 
1 5 万 7140km (1676 | 
6 mm 
員 5 し 2 5999km (1000mm) 「 
し 2297km (762/610mm) 
0 電化 キロ 1 万 5843km (AC25kV50H 


429km (DC1.5kV) 
列車 運転 線路 左側 通行 
年 間 旅客 輸送 量 84 億 2100 万 人 / 
1 兆 981 億 人 キロ 
年 間 貨物 輸送 量 10 億 809 万 トン ン 
6917 億 トン キロ 


国 の あら まし 車両 数 EL/4568 DL5345 
- EMU/8238 PC/6 万 2924 

南ア ジア ュ イ ンド FCZ24 万 4731 SL43 
大 陸 の 主要 部 を 占め -。 全 人 

。 国土 は 山岳 地 帯 、 Deli 二 N 還 / 和 2 
1 「 運営 組織 
高原 地帯 、 平 原 地帯 に SN 
分 か れ て お り 、 気 候 も イン ド 国 鉄 ま 
熱帯 、 温 帯 、 乾 燥 気候 、 Indian Railways (IR) 
高山 気候 と 変化 に 富 URL: http:/WwwwrindianrailWays.9ovin 

』: 


む 。 人 口 は 中 国 に 次 ぎ 

世界 第 2 位 。 ブ ラジ ル 、 ロシア 、 中 国 、 南ア フリ カ と 
と も に 有力 新興 国 BRICS の 一 角 を な す 。 か つて は 多 
数 の 小国 家 に 分 か れ て いた が 、 17 世紀 以降 イ ギ リ 
ス の 支配 を 受け 、 パ キス タン な ど を 合わ せ て イ ギ リ 
ス 領 イン ド と し て 統一 され た 。 第 1 次 世界 大 戦後 か 
ら マ ハト マ ・ ガ ン デ ィ ー の も と で 独立 運動 が 拡大 
し 、 1947 年 に パキスタン 分 離 と と も に ヒン ドウ ー 
教徒 の 国 と し て 独立 し た 。 1950 年 憲 、 共和 国 と な 
る 。 パ キス タン と は 領土 問題 を めぐ り 対 立 が 続い て 
いた が 、2011 年 に 対話 を 再開 し た 。 1991 年 の 外貨 
危機 を 契機 に 経済 自由 化 政策 を 推し 進め 高 成長 を 人 キ 
実現 。 近 年 は TT 関 連 産業 な ど で 発展 が 著しい 。 sae | 9 こよ 


人 インド 

人 口 : 12 億 6740 万 人 (2014 年 ) 

面積 :328.7 万 km 

主要 言語 : ヒン ディ ー 語 な ど 憲 法 に 記載 され た 22 言 
通貨 : ル ピー INR (1INR=1.91 円 ) 

国民 総 所 得 : 1 光 9132 億 USD 

1 人 当たり 国民 総 所 得 : 1550 USD チェ ン ナ イ 中 央 駅 に 向かう 電気 機関 車 牽 9 


の きり 
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鉄道 の 歴史 


ms 

イギリス の 植民 地 時 代 で あっ た 19 世紀 の 中 頃 に 
鉄道 建設 が 始ま り 、1853 年 4 月 16 日 に ヘン バイ 
Mumbai (上 介 ボ ン ベ イ Bombay) の ボリ ブン ダー 
Bori Bundar か ら 北 東 に ある ター ナ mhane 間 35km 
で 蒸気 機関 車 牽引 の 旅客 列車 (客車 20 両 、 乗 客 400 
人 ) が 走り 始め た 。 こ れ が イン ド 初 、 ま た アジ ア で 
最初 の 鉄道 で も ある 。 

広大 な 国土 を 有する イン ド で は 、 西 の 玄関 口 ムン 
バイ か ら 鉄 道 の 歴史 が 始ま り 、 そ の 後 、1854 年 に は 
東 の コル カタ Kolkata ( 旧 カ ルカ ッ タ Calcutta)、 
1856 年 に は 南 の チェ ン ナイ Chemnai (上 マドラス 
Madras) で も 鉄道 が 開通 し 、 イ ンド の 3 大 港湾 か ら 
内 陸 部 に 向かっ て 鉄道 が 敷設 され て いっ た 。 つま 
り 、 大 英 淀 国 が その 植民 地 の イ ンド か ら 綿 花 な どの 
原材料 を 搬出 する た め の 輸 送 路 と し て 鉄道 が 敷設 
され た の で ある 。 

1850 年 代 の 鉄道 創世 期 に は 、 イ ンド 政府 が 保証 
し て 民間 資本 に より 鉄道 が 建設 され た が 、 1860 年 
代 以 降 は 政府 が 中 心 に な っ て 鉄道 建設 を 推進 し 、 
1920 年 代 に は 主要 路線 が 「 イ ンド の 標準 軌 
(1676mm)」 で で き あ が っ た 。 し か し な が ら 、 その 
後 の 支 線 の 建設 に あたっ て は 、 工事 費 が 割安 な 狭軌 
が 採用 され た 結果 、 イ ンド に は 大 きく 分 け て 
1676mm と 1000mm、 762 mm の 3 種類 の 軌間 が 
併存 す る こと に な っ た 。 こ うし て イギリス の 植民 地 
時 代 の 1947 年 まで に 5 万 4694km の 鉄道 網 が 敷設 
され た 。 

最初 に 電化 され た の も ムン バイ 地区 で 、 1925 年 
の こと で ある 。 こ の と き は 直流 1500V が 採用 され た 


が 、 1957 年 に 交流 電化 (25kKV50Hz) が 導入 され て 
以降 、 イ ンド の 鉄道 は 交流 で 電化 され て いる 。 な お 、 
ムン バイ 地区 の 直流 電化 区 間 に お いて は 交流 に 変 
換 する 工事 が 実施 され 、2015 年 6 月 に 完了 し た 。 

イン ド の 鉄道 は 、 イ ンド 国鉄 (mdian Railways : 
民 ) が 鉄道 省 の 監督 下 に あり 、 その は 、 従 来 9 つ 
の 地域 鉄道 (鉄道 管理 局 ) に より 運営 され て いた 。 
し か し 、 大 規模 な メー ター ゲー ジ の 広軌 化 、 コン カ 
ン 鉄 道 (760km) の 開業 な ど に よる 列車 の 運行 形態 
の 変更 を 考慮 し て 、 地域 鉄道 の 担当 範囲 を 再 検討 し 
た 結果 、 7 地域 鉄道 を 新た に 創設 する こと が 1996 
年 に 決定 され 、 現在 は 16 分割 さ れ た 地域 鉄道 に よ 
り 運 営 さ れ て いる 。 


鉄道 の 特徴 


現在 の IR は 、6 万 5436km の 路線 綱 を 持ち 、1 日 
に 約 2300 万 人 の 旅客 、 約 280 万 トン の 貨物 を 軸 送 
し て いる 。 単 一 の 鉄道 事業 体 と し て 、 その 路線 網 は 、 
ロシア 鉄道 、 中 国鉄 道 に 次 いで 世界 第 3 位 、 旅客 輸 
送 量 (人 キロ ) は 世界 第 1 位 、 貨物 輸送 (トン キロ ) 
は 世界 第 5 位 、 職 員数 131 万 人 は 中 国 に 次 いで 世界 
第 2 位 と 、 規 模 と 輸送 量 に お いて 世界 最大 級 の 鉄道 
と な っ て いる 。 広 範囲 に わた る イン ド の 鉄道 を 管理 
する の は 16 の 地域 鉄道 で あり 、 それ ぞ れ の 地域 の 
鉄道 の 運営 を 行っ て いる 。 

この 広大 な 6 万 km 以上 の 路線 網 の 中 で も 、 イン 
ド の 主要 都市 で や る ムン バイ と デリ ー Delhi、 コル 
カタ 、 チ ェ ン ナイ を 結ぶ 路線 は 「 黄 金 の 四角 形 
(Golden Quadrilateral)」 と 呼ば れ て いる 主要 路線 
で ある 。 し か し な が ら 、 これ ら の 路線 は 飽和 状態 に 


〇 世界 遺産 「 チ ャ トラ パテ ィ ・ シ ヴァ ー ジ ー・ タ ー ミ ナス 」 


ムン バイ の ター ミナ ル 駅 の ひと つ 


で も ある チャ トラ パテ ィ ・ シ ヴァ ー 


ジー・ タ ー ミ ナス Chatrapati Shivaji 
Terminus 駅 は 、 ヴ ィ ク トリ ア ・ タ ー ミ 
ナス Victoria Terminus と し て 、 1878 
年 か ら 建設 を 開始 し 、 約 10 年 の 歳 月 
を か け て 1887 年 に 完成 し た 。 
この 駅 人 告 は イギリス 人 の フレ デ 
リッ ク ・ ウ ィ リ アム ・ ス ティ ー ブ ン ス 
に よる 設計 で 、 ム ン バ パイ に お ける コ 


ロニ アル 様式 の 代表 的 な 箱 造物 で も 
ある 。 ヴ ィ ク トリ アン ・ ゴ シッ ク 様 式 
の 外観 で 、 2004 年 に 世界 遺産 に 登 
録 さ れ た 。 〔 

現在 で も 現役 の 駅 と し て 、 イ ンド 
中 央 鉄道 の 長 距 離 列車 、 近郊 列車 が 
発着 を し て いる 。 駅 名 が 長い の で 
「CST] と 略し て 表示 し て いる こと が 
多い 。 3 5 Y 
鹿野 博夫 > 。 
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あり 、 輸 送 力 の 増強 が 必要 に な っ て き て いる 。 

IR の 収入 の 約 70% を 占め る 貨物 の 主 更 輸送 品目 
は 、 石 層 や 鉱石 、 鉄 、 セ メン ト 、 肥料 、 穀物 な どの ば 
ら 積 貨物 で あり 、 貨 物 の 収入 全体 の 約 90% を 右 
め る 。 

また 旅客 輸送 に つい て は 、 ムン バイ や コル カタ な 
と の 大 都市 圏 で の 近郊 旅客 輸送 が 多く 、 高 疾 度 で 電 
車 が 運行 され て いる 。 し か し 都市 部 に お ける の 
線路 容量 が 不足 し て いる た め 、 デ リ デン バ ネ 、 コ 
ルカ タ 、 チェ ン ナ イ 、 ハイ デラ バー ド Hyderabad な 

と の 主要 都市 に お いて 、 さ ら な る 輸送 力 の 強化 を 図 
る た め 都 市 鉄道 の 整備 が 進め られ て いる 6 
さら に 、IR は 観光 列車 の 運行 に も 熱心 で ある 。 約 

1 週間 の 旅程 に は 宿泊 や 食事 、 観光 ツア ー が 組み 込 

まれ 、 豪華 な 列車 に 乗っ て イン ド 国 内 の 有名 な 観光 

地 を 周遊 する こと が で きる 。 海 和 \ の 観光 地 と し て 

有名 な ゴア Goa か ら ム ン バ イ 周辺 を 旅 す る 「 デ カ 

ン ・ オ デ ッ セ イ Deccan Odyssey」 (2007 年 サー ビ 

開始 ) や 避暑 地 と し て 名 高い ベン ガル ー ル 

Bengalnmu か ら ゴ ア や テ ィ ル ヴァ ナン タプ ラム 

Thruvananthapuram を 回 り ゝ ベン ガル ー ル に 戻る 

「 ゴー ルデン ・ チ ャ リオ ッ ト Golden Chariot」 (2008 

年 サー ビス 開始 )、 デリ ー か ら ア グラ Agra、 ジャ イ 

プー ル Jaipur、 ジ ョ ー ド プ ル Jodhpu を 経由 し 、 ム 人 

ン バ イ に 至る 「 マ ハラ ジャ ・ エク スプ レス Maharaja 

Express」 (2010 年 サー ビス 開始 ) な ど が 有名 で あ 

る 。 

イン ド の 鉄道 の 大 き な 特徴 と し て 、 護 グー ジ が 混 

任 す る こと が あげ られ る 。 と り わけ 貨物 輸送 に と っ 


人 界 道 産 「 イ ンド の 山岳 鉄道 群 ]! ダ ー ジ リン ・ ヒ マラ : 


て 電 財 地 点 で の 筑 み 特 え 半 好 0 」 
送 上 の ボトル ネッ ク を 取り 除く た め に )、 因 
ソー2Z1676nmF す る し 
いる 。 ( 

また 狼 WA に 問 し て は 婦人 0) 
画 が 策定 され 、 脱線 や 衝突 、 車 両 炎 os 
上 を 太目 する た め の 誠実 施さ れ て い 2 。 
の 義人 は 年々 放 人 和 あ り 、 現 和 は 
人 相 度 と な っ て いる 。 事 の 内 は 、 最 も る 
踏切 事故 で 、 全体 の 約 半数 を 占め る 。 欠い で 列 還 ) 
具 で ある 。 そ し て これ ら の ほとん ど が 人 交 ミ z 
よる も の と 言わ れ て いる 。 

これ ら の 事故 を な くす た め 、 イ ンド 回 で は きま 
ざま な 新 術 の 導入 や 潤 員 の トレ ー ニ ング 放 y 
改善 を 図っ て いる 。 


将来 の 開発 計画 
⑯ イ ンド 鉄道 ビジ ョ ン 2020 

民 は 2009 年 12 月 に 、 2020 年 まで の 長期 ビジ ュ 
ン と し て 「 イ ンド 鉄道 ビジ ョ ン 2020 (Railyay 
Vision 2020)」 を 策定 し た 。 これ は イン ド 国 全域 の 
発展 と 統合 、 大 規模 な 雇用 の 創出 、 そし て 持続 的 な 
成長 を 目標 と し 、 鉄道 に 対し 総額 約 14 兆 ル ピー の 
投資 を 計画 する も の で ある 。 

2 ド の 鉄道 は 線路 容量 の 不足 、 信頼 性 の 低い 設 
備 、 安全 性 の 問題 、 遅い 表 定 速度 、 慢性 的 な 財源 不 
足 な どの 多く の 課題 を 抱え て お り 、 これ に 対し 鉄道 
ビジ ョ ン 2020 で は 新 線 の 建設 、 任 来 線 の 複線 化 、 


1999 年 11 月. オー スト リア の ゼ 
メリ ング ク 鉄道 (P171 参照 ) に 続い て 、 
世界 で 2 番目 に 世界 遺産 に 登録 され 
た の が 、 ダ ー ジ リン ・ ヒ マラ ヤ 鉄 道 
(Darleeling Himalayan Railway) で あ 
る 。2005 年 に は 、 ニル ギリ 登山 鉄道 
(Nilgiri Mountain Railway)、 さ ら に 
2008 年 に は カー ルカ ー・ シ ムラ ー 鉄 
道 (Kalka-Shimla Railway) が 世界 遺 
産 に 登録 され た 。 ニル ギリ 登山 鉄道 
が 登録 され た 際 に 、 登録 名 称 が 「 イ 
ンド の 山岳 鉄道 群 ] に 変更 され た 。 

ダー ジリ ン ・ ヒ マー ラ ヤ 鉄道 は 、 


1881 年 に 開業 。 コル カタ か ら の 夜 
列車 が 発着 する ニュ ー・ ジ ャ ル パ イ 
グリ New Jalpalgull マダ ー ジ リン 3 
Darleeling 間 の 88km を 結ぶ 山岳 鉄 = 
道 。 イ ンド 国鉄 の 軌間 1676mm に 対 

し て 、 610mm の 軌間 し か な い 。 その 

た め 通 称 は 「 ト イ ・ ト レイ ン |。 標 高 
差 2000 m 余 り を 、 ラ ッ ク レ ー ル を 使 

わ ず ス イッ チバ ッ ク や ルー プ を 駆使 

し な が ら 7 時 間 30 分 か け て 結ん で 
いる 。2010 年 6 月 に 起き た 地滑り に 

より ニュ ー ョ ジイ グリ ー マ ハ 
ナディ 間 は 運休 中 だ が 、2015 年 度 ま 

ee 守 ト 


複々線 化 お よび 電化 、 高 速 鉄道 お よび 貨物 専用 鉄道 

の 建設 に よる 線路 容量 の 拡大 、 先進 技術 の 活用 に よ 

る 安全 性 の 向上 、 回 生 プ レー キ の 導入 に よる エネ ル 

ギー の 節約 、 列車 の 最高 速度 の 向上 (旅客 : 110 

130kmh か ら 160 一 200kmh に 引き 上 げ 、 貨物 : 

60~ て 70kWh か ら 100kmWh に 引き 上 げ )、 近 代 的 な 

駅 の 開発 や 客車 の 設計 、 需 要 に 応じ た 供給 の 拡大 な 

ど に よる サー ビス の 質 の 向上 を 進め 、 鉄道 全体 の 質 
の 向上 を 目的 と し て いる 。 

人 高速 鉄道 計画 

イン ド 鉄 道 ビ ジョ ン 2020 で は 、 2020 年 まで に 最 
高速 度 250 一 350kmh の 高速 鉄道 を 少な く と も 4 
路線 建設 し 、 さ ら に 商業 や 和 観 光 地 な ど を 結ぶ 8 路線 
を 計画 する と し て いる 。 現在 、 7 路線 が 計画 され て 
お り 、 イ ンド 鉄道 省 よ より プレ ES (予備 的 実現 可 
能 性 調査 ) が 実施 され て いる 。 さ ら に 2014 年 に 就 
任 し た モデ ィ 首 相 は イン ド の 主要 都市 で ある デ 
リー、 ムン バイ 、 コル カタ 、 チェ ン ナ イ あ 高速 鉄道 
ネッ トワ ー ク で 結ぶ 「Diamond Quadrilateral」 計画 
を 立ち 上 げた 。 

計画 され た 高速 鉄道 路線 の 中 で も 最初 に プレ ES 
が 実施 され た 第 1 路線 の ムン バイ ー アー メダ バー 
ド Ahmedabad 間 の 約 500km は イン ド 最 大 の 商業 
都市 ムン バイ と グジャラート Gujarat 州 の 最大 都市 
アー メダ バー ド を 結ぶ だ け で な く 、 その 沿線 に も 多 
く の 工業 都市 が 発展 し て いる こと か ら 非 常に 注目 
度 が 高く 、 イ ンド 政府 に より 最 優 先 整備 区 間 と し て 
位置 づけ られ た 。 

その 後 、2013 年 5 月 の 日 印 共同 声明 に お いて 、 同 


区 間 の 高速 鉄道 整備 の 調査 に 対し 共同 出資 され る 
こと が 決定 し 、2013 年 12 月 か ら イ ンド 鉄道 省 と 国 
際 協 力 機構 (JICA) が 共同 調査 を 開始 し た 。 
念 貨物 専用 鉄道 

イン ド で は 、 急速 な 経済 成長 に と も な い 貨物 輸送 
量 が 年 々 増加 し て お り 、 既 存 の 貨物 鉄道 の 輸送 能力 
が 限界 に 近づい て いる 。 そ こ で イン ド 政 府 は 同国 の 
貨物 輸送 の 約 65% を 担う 主要 ルー ト で ある デリ ー 
ー ム ン バ イ 間 の 西 回 廊 お よび デリ ーー コル カタ 間 
の 東 回 廊 ( 総 延長 約 2800km) の 輸送 力 強 化 の た め 、 
貨物 専用 鉄道 (Dedicated Freight Corridor : DFC) 
の 建設 を 進め て いる 。 特 に 西 回 廊 が 位置 する デリ ー 
ムン バイ 間 に は 沿線 に 工業 団地 、 物 流 基地 、 発 電 
所 、 道 路 な どの イン フラ を 整備 する 日 印 共同 の 地域 
開発 構想 が あり 、 貨物 専用 鉄道 に よる さら な る 発展 
が 期待 され る 。 
介在 来 特急 の 高速 化 

R は 在 来 線 の 特急 「 シ ャ タブ ディ ・ エ クス プレ ス 」 
や 「 ラ ジ ダ ー ニ ・ エ クス プレ ス 」 を 運行 し て いる が 、 
在 来 線 を 改良 し 、 これら の 列車 の 最高 速度 を 現在 の 
120~ 140kmh か ら 160kmh、 さ ら に 将来 的 に は 
200kmh に する 計画 が ある 。 現在 対象 と な っ て い 
る 路線 は デリ ーー アグ ラ 間 、 デリ ーー チャ ン デ ィ 
ガー ル Chandigarh 間 お よび デリ ーー カン プー ル 
Kanpur 間 で ある 。 

この 他 、 イ ンド 南部 の IT 都市 ベン ガル ー ル と マ 
イソ ー ル Mysore を 最高 速度 200kmh で 結ぶ 準 高 
速 鉄道 の 計画 も ある 。 
ぐ 川 端 剛 弘 > 


は あ た ま ま 1UKEMA3L 4 
世界 條 産 イン ド の 山 古 鉄 道 群 ]: ニ ル ギ リ 登 山 鉄道 / カ ー ル カー・ シ ムラ ー 鉄 道 


ウー ティ 間 の 運行 は 1 日 1 往復 。 こ 


Coonoor ご ウー ティ 間 は 1 日 3 往復 


ニル ギリ 登山 鉄道 は 、 イ ンド 南部 。 運行 し て いる 。 
タミル ナー ドゥ 州 の 標高 3226m の 。 
メッ トゥ パー ラ ヤ ム Mettupalayam 
~ て 標高 2203m の ウー ティ Ooty( ウ 
ダ ガ マ ンダ ラム ) 間 の 46km を 4 時 
間 50 分 か け て 結ん で いる 。 全 株 開業 
は 1908 年 。 ダ ー ジ リン ・ ヒ マー ラ ヤ 
鉄道 と は 異な り 、 部 分 的 に アプ ト 式 
を 用 いて いる 。 イ ンド 国鉄 と の 接続 
駅 で も ある メッ トゥ バー ラ ヤ ムー 


、 ン ド 北 部 ハリ ヤー ナー 州 の カー ル 
| カーKalka ご ヒマ ー チ ャ ル ・ ブ ラ デ ー 


ぱか の 
2 生 OCTGEDMK 産 江 2 


カー ルカ ー・ シ ムラ ー 鉄 道 は 、 イ 


シュ 州 の 州都 シム ラー Shimla 間 の 
96km を 4 時 間 5 分 5 時 間 20 分 か 
け て 結ん で いる 。 運行 は 他 の 2 つの 
山岳 鉄道 と は 異な り イ ンド 国鉄 だ 
が 、 762mm の 多 軌 路線 で ある 。 見 ど 
に 人 ー チ の カ 
よじ め と し て 、 ル ー ト に は 
2 カ所 、 細 に 9 所 


情 規 > 0 枯 = 演 8 と 
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Democratic Socialist Republic of Sri Lanka 


リラ ンカ 
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国 の あら まし 


イン ド 洋 に 浮か ぶ 島 
か ら な る 民主 社会 主義 
共和 国 。 季節 風 ( モ ン 
スー ン ) の 影響 が 強く 高 | 
温 多湿 な 熱帯 性 気候 に 2 
属す る 。 気温 は 、 中 央 高 
地 の ヌ ワラ エリ ア (標高 
1890 メ ー ト ル ) で 平均 
16 て 、 北 東海 岸 に ある トリ ンコ マリ ー で は 平均 32 て 
と 場所 に より 気温 差 が ある 。 国名 は シン ハラ 語 で 
「 光 り 郊 く 鳥 」 を 意味 し 、 か つて は セイ ロン と 称し た 。 
仏教 国家 で あっ た が 、 16 世紀 に ポル ト ガル 人 が 到 
来 し 、 18 世 紀 に イギリス 領 と な る 。 第 2 次 世界 大 戦 
後 、 イ スラ ム 教 国 の パキスタン 、 ヒン ドゥ ー 教 国 の 
イン ド と と も に 独立 。1983 年 以降 25 年 以上 に わた り 、 
スリ ラン カ 北 ・ 東 部 に 居住 する 少数 派 タ ミル 人 の 反 
政府 武装 勢力 「 タ ミル ・ イ ー ラ 解放 の 虎 (LTTE)」 が 
分 離 独立 を 目指 し て 活動 し 政府 側 と の 間 で 内 戦 状 
態 だ っ た が 、2009 年 5 月 に 政府 軍 が LTTE を 制圧 し 
内 戦 が 終結 。 平和 を 享受 すべ く 都 市 部 を 中 心 に 開発 
が 急 ピ ッ チ で 進め られ て いる 。 セイ ロン 紅茶 と し て 
有名 な 茶 と 米 、 ゴ ム 、 宝 石 な ど を 産 する 。 
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スリ ラン カ 民 主 社会 主義 共和 国 

人 口 :2145 万 人 (2014 年 ) 面積 :6.6 万 km 
主要 言語 : シン ハラ 語 、 タ ミ ル 語 

通貨 : ル ピー LKR (1LKR=0.88 円 ) 
国民 総 所 得 : 593 億 USD 

1 人 当たり 国民 総 所 得 :2920 U5D 


@ ス リ ジ ャ ヤ ワ ル ダナ ブラ テ 
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狼 道 の 主 要 テ デー タ (2012 
Le 


創業 1864 年 
1449km (1676mn) 


50 億 3900 万 人 キロ 


年 間 貨 物 給 送 量 210 万 トン ング 
1 億 6000 万 トン キロ 


DL/70 DMU230 PC900 


車両 数 " 
FC/752 SL2 


*2013 年 の 数 値 


ee 
運営 組織 
人 


スリ ラン カ 鉄 道 選 
Sri Lanka R3IW3y Department (SLR) 
URL: http:/WWW/ railway.9ovIk 


鉄道 の 歴史 


スリ ラン カ の 鉄道 は 、 イギリス の 植民 地 時 代 の 
1864 年 、 コ ロン ボ Colombo て アン ベ プ ッ } 
Ambepussa 間 に 55km の 広軌 鉄道 が 作ら れ た の が 
最初 で ある 。 その 歴史 は 日 本 より も 古い 。 

1867 年 に は 中 部 の 山地 へ 延伸 され 、1886 年 に パ 
ドゥ ラ Badulla、 1903 年 に は ポル ガ ハ ウ ェ フ 
Polgahawela か ら 山地 を 貫き 最 北 端 の カン ケ サ ッ 
トゥ ライ Kankesanturai に 至る 路線 が 開通 し た 。 遂 

いて メダ ワッ チャ Medawachchiya て タフ イマ ソノ 
ナー ル "&laimannar 間 の マナ ー Mamner 線 は 1914 
年 、 ケ ラニ 渓谷 Kelani Valley 線 は 1919 年 、 プッ タ 
ラム Puttalam 線 は 1926 年 、 東 海岸 の 軍事 基地 トリ 
ンコ マリ ーmrincomalee と バッ ティ カロ ア 
Batticaloa へ の 支線 は 、 い ずれ も 1928 年 に 完成 し 
た 。 それ 以降 、 80 年 以上 に わた っ て 主要 路線 が 新た 
に 建設 され な か っ た 。 

第 2 次 世界 大 戦前 の 鉄道 は 、 山 語 地 か ら コ ロン ボ 
すみ) その 後 の 茶 の 搬出 の ほか 、 国 の 
し EL し た が 、 大 戦後 に 

備 が 進み 、 1970 年 代 後半 以降 に 目 


に 


身 


動車 が 急速 に 普及 し た た め 、 鉄道 の 輸送 量 は 大 幅 に 
減少 し 、 これ に 伴う 資金 難 の た め 、 線路 を は じ め と 
する あら ゆる 施設 の 老朽 化 が 進行 し た 。 また 、 内 戦 
で 北部 地域 の 路線 が 破壊 され た 。 内 戦 終結 以降 、 国 
家 の 真 の 統一 の た め 、 その 復旧 に も 注力 し て いる 。 


ーー 
鉄道 の 特徴 
ーーーー 
名 道 が 同国 で 占め る シェ ア は 、 交通 全体 で 旅客 が 
6%、 貨物 が 2% に 過ぎ な い 。 鉄道 輸送 の 対象 は 、①⑪ 
コロ ン ボ 都 市 圏 の 通勤 旅客 、 ② 長 距離 旅客 、 ③ 都 市 
間 急 行 、④ 普 通 列車 、 ⑤ 貨 物 輸送 、 ⑥ 観 光 列車 に 大 
別 され る 。 
約 30 対 1 と いう 人 キロ 対 ト ン キ ロ の 比 か ら も わ 
か る と お り 、 旅客 偏重 の 輸送 体系 と な っ て いる 。 コ 
ロン ボ 都 市 圏 は 約 584 万 人 の 人 口 を 抱え 、 老 朽 化 が 
著しい 設備 面 で の 制約 の も と 、 気動車 の 投入 を 行 
い 、 中 距離 輸送 圏 (コロ ン ボ ー キ ャ ン デ ィ Kandy お 
よび ガー ル Galle) を も 含む 近郊 輸送 の 拡充 に 努め 
て いる 。 フ ォ ー ト 駅 を 中 心 に 、 バ ドゥ ラ 方 面 の 本 線 へ 
151 本 / 日 、 マ タレ Matale 方 面 の 海岸 線 に 92 本 / 日 の 
旅客 列車 が 運行 され る 。 一 方 、 長 距離 輸送 に つい て 
は 5 路線 あり 、64 本 / 日 の 旅客 列車 が 運行 し て いる 。 
速度 は 、100kmh 走行 が 実現 し て いる 区 間 も あ る 。 
貨物 輸送 は 小麦 粉 、 輸 和 人 食料 品 、 石油 製品 、 セ メ 
ント 、 石 灰 石 、 機 械 な どの 品目 が 中 心 で あり 、 18 本 / 
日 規模 と な っ て いる 。 
信号 ・ 通 信 施設 の 復旧 ・ 更 新 が イン ド の 協力 で 進 
め ら れ て いる 。 新規 車両 の 投入 も 引き 続き 進ん で お 
り 、2013 年 は 中 国 製 312 DMU13 両 が 新た に 導入 
され 長 距離 旅客 輸送 の サー ビス 向上 に 貢献 し た 。 一 
部 区 間 で 完全 に 空調 化 さ れ た 列車 運行 が 実現 され 
て いる 。 
サー ビス や アク セス 向上 の た め の 鉄 道 駅 の 改良 
も 主要 10 駅 を 中 心 に 進め られ て いる 。 また 、 復 旧 ・ 
更新 の みな ら ず 新 線 の 建設 も 開始 され て いる 。 南 部 
の マー タラ Matara て ハン バン トー タ Hambantota 
~ て カタ ラガ マ Kataragama 間 の 延長 115kmm が それ 
に あたり 、 第 1 フェ ー ズ の マー タラ ー ベ リア ッ タ 
Beliatta 間 の 延長 26.8km に つい て 2013 年 10 月 に 
起工 式 が 行わ れ た 。 し か し な が らち 、 こ うし た さま ざ 
まな 施策 が 進め られ て いる に も か か わら ず 、 地 域 、 
人 市 で の 鉄道 を も 含 お 社会 資本 整備 計画 は 整合 性 
を 欠い て お り 、 都市 交通 問題 や モー ダル シフ ト と 


| 


いっ た 鉄道 が 果たす べき 課題 に は あま り 応え られ 
て いな い の が 実状 で ある 。 


将来 の 開発 計画 


近年 、 コ ロン ボ 都 市 圏 で は 急速 に 交通 需要 が 増加 
し て お り 、 旅行 速度 の 低下 や それ に 伴う 運行 コス ト 
の 増加 、 環境 問題 等 を 引き 起こ し て いる 。 こ の 状況 
を 受け 、JICA (国際 協力 機構 ) が 同 都市 圏 の 都市 交 
通 マ スタ ー プ ラン を 策定 中 で 、 その 中 で 都市 鉄道 の 
輸送 力 強 化 や 都市 内 の 新た な 公共 交通 機関 の 提案 
が な され て いる 。 

具体 的 に は 、 主 要 7 回 廊 の うち 、 現在 軌道 系 交通 
が 全く な い マ ラベ Malabe 回 廊 に は 新しい 中 容量 の 
公共 交通 機関 の 導入 を 2020 年 まで に 、 ガ ー ル 回 廊 、 
キャ ン デ ィ 回 廊 、 ネ ゴン ボ Negombo 回 廊 に つい て 
は それ ぞ れ 臨海 線 、 本 線 、 プア ッ タラ ム 線 の 既存 鉄道 
の 近代 化 が 2025 年 を 目標 と し て 挙げ られ て いる 。 
小野 智広 > 
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南ア ジア 中 部 、 ヒ マラヤ 山脈 の 南 麓 に 位置 する 。 
ネパール と は サン スク リッ ト 語 で 「 山 の 航 」 と 「 家 」 
を 結び つけ た も の と され て いる 。 国土 の 大 半 が 
1000m を 越え る 高地 で 、 最 南部 の 密林 を 除き 、 ほ と 
ん ど は 乾燥 地帯 と な っ て いる 。 長 く イ ンド の 影響 下 
に 置か れ て いる 立場 だ っ た が 、 18 世紀 に イギリス 
の 東 イ ンド 会 社 と の 戦争 を きっ か け に 、 イギリス の 
影響 下 に 入っ た 。 とこ の と き イ ギリ ス 軍 の 一 部 と し て 
構成 され た ネパール の 山地 出身 の グル カ 兵 が 有名 
に な っ た 。19 世 紀 の ラ ナ 家 に よる 統治 後 、 1951 年 
に トリ ブ バ ン 国 王 が 亡命 先 の イン ド か ら 帰 国 し 王 
政 が 復活 し た 。 その 後 2008 年 に 王政 は 廃止 され 連 
邦 共和 制 へ 移行 し た 。 農 業 と 牧畜 等 が 主要 産業 で あ 
る が 、 カー ペッ ト の 生産 や 8000 m 級 の 高峰 が 連 な 
る ヒマ ラ ヤ の 観光 産業 も 重要 な 位置 占め て いる 。 


人 ネパール 連邦 民主 共和 国 

人 口 :2812 万 人 (2014 年 ) 

面積 : 14.7 万 km 

主要 言語 : ネパール 語 

通貨 : ネパール ・ ル ピー NPR (1NPR=1.17 円 ) 
国民 総 所 得 : 192 億 USD 

1 人 当たり 国民 総 所 得 :700 USD 
- 革 


鉄道 の 主要 デー タ (2012 人生) ヽ 


創業 1927 年 
営業 キロ 59km (うち 21km は 運休 
各 間 別 53km (762mm) 

6km (1676mm) \ 
電化 キロ 非 電化 ' 
列車 運転 線路 単線 の み 


sc2 ロ 26 呈 半 5 
運営 


ネパール 労働 ・ 運 輸 管理 省 
Ministry of Labour and Transport Management 


ネパール 鉄道 
Nepal Raiways Corporation Ltd (NRC) 
URL:http:www.dotm.90VnP 


鉄道 の 歴史 


ネパール の 鉄道 は 、 1927 年 に イン ド の ラク 
ル Raxauu か ら ネ パー ル の アム レク ガツ 
Amlekhganj 間 48km の 狭軌 鉄道 (軌間 762mm)』 
完成 し た の が 始ま り で ある 。 

この 路線 は も と も と 鉄道 道路 ロー プ ウ ェ ィ 
と つなぎ 、 外界 か ら 隔 絶 さ れ た 首都 カト マツ X 
Kathmandu に 至る 山岳 輸送 ルー ト の 一 部 と し 四 
設 さ れ た 。 し か し 、 1956 年 に ビー ル ガ ン ジ Big 
と カト マン ズ 間 に 幹線 道路 Tribhuvan HighwayW 
完成 し た こと に より 、 イ ンド か ら カ トマ ンズ ま 価 
用 車 や トラ ッ ク で 直接 行く こと が 可能 と な っ た 《 
の た め 鉄道 を 使っ た 山 量 輸 送 は 役割 を 終え た 。 

~ 人 か 現在 の ジャ ナク プル 鉄道 (JanakW 
Tay :JR) は 、1940 年 、 イ ンド ・ ビ ハー ル 地 衣 ) 
イヤ イナ ガル Jaynagar か ら 北 西 に 延び 、 ジ ャ ナク 7 
し KTN に 各 32km の 路線 と 、 さ ら に そこ か 5 
oh 敵 了 Bizalpura に 向かう 21km の 路線 が 開 
中 最初 で ある 。 この 鉄道 は も と も と 木 株 
り 、 下 Yo 介 設 され た か が 、 旅客 輸送 も 行っ で 8 

* 現 X 人 の 中 心 に な っ て いる 。 


鉄道 の 特徴 と 開発 計画 


ーーー ーー… 

ネパール 鉄道 (Nepal Railways Comporation Ltd : 

NRC) は 現在 、 イ ンド の 北東 鉄道 (North Eastem 
Railway) の 終点 ラク ソー ル と ビー ル ガ ン ジ 間 の 
6km お よび ジャ ナク プル ー ジ ャ イナ ガル 間 の 
32km の を 運営 し て いる 。 

ラク ソー ルー ビー ル ガ ン ジ 間 で は 1993 年 か ら 上 
毅 間 の 積み 替え を 解消 すべ く 、 広軌 へ の 改 軌 が 進め 
られ た 。 機関 車 2 る 両 お よび 客車 12 両 の 提供 と 技術 
支援 も 含む 一 連 の 事業 は 、 イ ンド の 鉄道 コン サル タ 
ント 会 社 RITES 社 が 担当 し た 。2004 年 7 月 16 日 、 
世界 銀行 の 支援 に より ビ ー ル ガン ジ 内 陸 コ ン テ ナ 
基地 が 開業 し た こと に 伴い 、 こ の 線 を 通っ て イン ド 
の コル カタ Kolkata 港 を 結ぶ 貨物 列車 が 運行 され る 
よう に な っ た 。 

JR の 主 な 収入 源 は ジャ ナク プル の 寺 々 へ 参拝 に 
行く 巡礼 者 で あり 、 ジャ ナク プル ー ジ ャ イナ ガル 間 
の 毎日 3 往復 の 国際 列車 や ディ ー ゼ ルル 列車 が 運行 
され て いる 。 ジャ イナ ガル ー ビ ジ ャ ルプ ラ 間 は 現在 
洪水 に よる 橋梁 の 破壊 に より 運行 が 停止 され て い 
る が 、 ネパール 政府 は 橋梁 の 新設 を 決定 し 、 同 区 間 
の 復旧 を 進め て いる 。 

ネパール の 鉄道 開発 計画 は イン ド が 主 に 支援 を 
行い 、 改 軌 や 路線 延長 の た め の 調査 を 実施 し て き 
た 。 主 と し て ネパール と イン ド を つなぐ も の で 、5 つ 
の 路線 の 計画 を 進め て いる 。 
①⑪ ラ トナ ガル Biratnagar て ご ジョ グ バ ニ Jogbani 間 の 
15km 
ジャ ナク プル ー バ ルディ (J 
バス Bardibas へ の 69km の 


和伸 Kathmandu 
OBhaktapur 


1o0 〇 
③ バ イラ ワ Bairahawa て ナ 
ウタ ン ワ Nautanhawa 間 の 
15km 
④ ネ パー ル ガ ン ジ Nepalgunj 
て ネパール ガン ジロ ー ド 
Nepalgunj Road 間 の 12km 
9 カカ ルビ ッ タ Kakarbhitta 請 半 に 
ー パ ニタ ン キ Pamtank 問 靖 詳 
の 69km NR 
この うち ジャ ナク プル ー 
ハル ディ バス 間 に お いて 、 
「 ン ド 政 府 は 2010 年 に 


OoAmlekhganj 


Birganj 


ヽ Moiihari に 
間 
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い 50 
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ジャ イナ ガル ーー ビジャ ルプ ラ 間 の 広軌 化 や バル 
ディ バス まで の 延伸 事業 な ど へ の 80 億 イン ドル 
ピー に の ぼ ぽ る 財政 支援 を 決定 し た 。 

また ネパール の 主要 都市 を 結び 、 ネパール を 東西 
に 横断 する メチ Mechi マハ カリ Mahakali 間 の 約 
950km を 最高 速度 160kmh で 運行 する 鉄道 が 計画 
され て いる 。 この 区 間 の フィ ー ジ ビリ ティ 調査 が 
RITES 社 と ネパール の コン サル タン ト 会 社 Sit 
Consultant 社 に よっ て 実施 され た 。 現在 この 区 間 の 
うち 、 シ マラ 8imara て バル ディ バス 間 の 102km お 
よび シマ ラー ビー ル ガ ン ジ 間 の 34km に お いて 韓 
国 の コン サル タン ト 会 社 Chungsuk Engineering 社 
な ど に よっ て 詳細 計画 調査 が 実施 され て いる 。 ま 
た 、NRC で は ヘタ ウ ダ Hetauda の 新 産業 地区 の 開 
発 の た め に 、 ラ クソ ー ル ー ヘ タウ ダ 間 に 新 線 を 開設 
する 意向 が ある 。 川端 剛 弘 > 


ーー 


ネパール 唯一 の 旅 容 鉄 道 の ジ ャ ナク ブル 鉄 道 (平尾 和 誕 ) 


と 
チョ モラ ンマ 


マラヤ 山脈 (エベレスト 山 ) 


ネバ ー ル 


拡大 図 の 範囲 


O Bardibas 


762mm 単 線 


Biratnagar 
O 
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AAO へ ILNIGSLeNINN の 


ーー に 
て レン 


Islamic Republic of Pakistan ! 


パキスタン 


国 の あら まし 


正式 名 は パ キ 
スタ ン ・ イ スラ ム 
共和 国 で ある 。 イ 答 。 
ラン 、 ア フ ガ ニス | 周 
タン のみ 
国境 を 接し 、 南 
は アラ ビア 海 に 
面 し て いる 。 国土 の 大 部 分 は 乾燥 地帯 で 、 昼夜 の 温 
度 差 が 大 きい 。 イン ダス 川 が 流れ る 古代 イ ンダ ス 文 
明 の 地 で あり 、 そ の 後 は 、 イ スラ ム 文 化 等 が 楽 えた 。 
19 世 紀 に ム ガ ー ル 王朝 の 滅亡 後 イ ギリ ス 領 イン ド 
に 組み 込ま れ た が 、 第 2 次 世界 大 戦後 、 イ ンド と と 
も に 東 パ キス タン ・ 西 パ キ ス タ ン の 分 離 国 家 と し て 
独立 し た 。 その 後 1971 年 に 東 パ キス タン に 該当 す 
る バン グラ デシ ュ が 独立 し て 現在 に 人 至る 。 北部 の カ 
シミ ー ル 地方 を 巡り イン ド と 確執 の 歴史 が あり 、 た 
び た び 紛争 が 起き て いる 。2003 年 に 停戦 し た も の 
の 、 テロ の 影響 等 で 関係 修復 は な か な か 進ん で いな 
い 。 主要 産業 は 農業 と 繊維 工業 。 古代 か ら 浴 六 施 設 
が 整備 され 、 小 麦 、 綿 花 を 中 心 と し た 農業 が 栄え た 。 
現在 は これ に 綿 製品 製造 が 加わ っ て いる 。 


イス ラマ パー ド ⑨ 


lslamabad 


パキスタン ・ イ スラ ム 共 和 国 

人 口 : 1 億 8513 万 人 (2014 年 ) 

面積 :79.6 万 km 

主要 言語 : ウル ドゥ 語 、 英 語 

通貨 : パ キス タン ・ ル ピー PKR (1PKR=1.16 円 ) 
国民 総 所 得 :2251 億 USD 

1 人 当たり 国民 総 所 得 : 1260 USD 
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鉄道 の 主要 デー タ (2008 年 ) ヽ 


創業 1861 年 


営業 キロ 7791km 

軌間 別 7479km (1676mm) 
312km (1000mm) 

電化 キロ 293km (AC25kV50Hz) 


列車 運転 線路 左側 通行 
年間 旅客 輸送 量 8000 万 トン 


ン 247 億 3100 万 人 キロ 
年 間 貨物 輸送 量 700 カ トン 

61 億 8700 万 トン キロ 
車両 数 EL17 DU513 PC/2004 

FC/2 万 3289 SL8 
ニニ ーーー ニ ーーー 

運営 組織 

ーーーー ニ ーー 一 和 リ 了 り っ 
パキスタン 鉄道 


pakistan Railways (PR/ 
URL: http:/wwwrrailway5.9OVPK (鉄道 省 ) 


いこ も 


ラ ワ ル ピン ディ ー Rawalpindi 駅 ( 新 美 拓 記 人 ) 


鉄道 の 歴史 


南部 の 港 満 都市 カラ チ Karachi と ハ 
Hyderabad 近 郊 の コト リ Koti と を 結 
線 区 が 、1861 年 5 月 13 日 に 開業 し た の 


ィ デ タ 
ぶ 169km 
が 最 和 8 
道 で 、 そ の 後 、 北 部 (内 際 ) に 向かっ て 前 
前 et ャ リス イン 
現在 の 主要 路線 が 建設 さそ れ て いる 。 了 


7791an の 路線 綱 を 有する パ キ ス タ ツ 
1947 年 の イン ド と の 分 離 ・ 独 立 時 に 、 イン ド 
3 


道 (North Westemu Raitway : NWR) の 


H。 


ドブ ー ル 鉄道 の 一 部 を 合わ せ て 発足 し た た め に 、 路 
結 綱 の うち 94% は イン ド と 同じ 広軌 の 1676mm (5 
ワ ィ ー ト 6 イン チ ) と な っ て いる 。 1961 年 に は パ キ 
以 タン 本 部 鉄道 (Pakistan Westem Railway) と 名 
閑 を 変更 し 、 1971 年 に 東 パ キス タン が バン グラ デ 
シュ と し て 分 離 独立 し た あと 、 1974 年 に パ キ ス タ 
し 鉄道 (Pakistan RailWays:PR) と な っ た 。 
PR は 他 の 国 と 同様 に 、 自動 車 社会 の 到来 に より 
縮 j 場 で の シェ ア を 急速 に 低下 させ て いっ た た 
に 経営 状況 が 悪化 し 、 支出 削減 の た め 保守 費 や 設 
し れ 、 輸送 基盤 の 脆弱 化 を 招き 、 ます 
ます 他 の 交通 機関 と の 競争 力 を 低下 させ て いっ た 。 
その よう な 中 、 1990 年代 から 政府 の 国営 企業 民 
営 化 政 策 に 基づき 、 国鉄 民営 化 の 検討 が 進め られ 、 
1992 年 の 一 部 路線 の 運営 権 譲渡 計画 、2005 年 の 民 
間 事 業者 の 参入 概要 の 公表 、 2010 年 に は 民営 化 の 
準備 段階 し し て の PR の 部 門 再 編 計画 が 検討 され て 
きた が 、 現 時 点 で は 具体 的 な 民営 化 の 動き は な い 。 


鉄道 の 特徴 
PR の 路線 網 は 、 イ ンダ ス 川 流域 に 沿っ て 発達 し 


て お り 、 パ キス タン 最大 の 都市 カラ チ か ら 第 2 の 都 
市 ラ ネ ホー ル ま で の 1219km、 北西 辺境 州 の 州都 ペ 
シャ ワル Peshawar か ら 首 都 イ スラ マ バ ー ド 
Islamabad に 接する ラ ワ ル ピン ディ Rawalpindi を 
経由 し ラ ホ ー ル まで の 460km、 ロ ー リ ー Rohri か ら 
バル チ ス タン 州 の 州都 クエ ッ タ Quetta ま で の 
385km が 主要 幹線 で ある 。 また 、 クエ ッ タ か ら イ ラフ 
ン 側 国境 の ミリ アワ Miriawa を 経由 し イラ ン の ザ へ 
ダン Zahedan まで の 路線 (延長 732km) で 国際 列 
車 を 運行 し て いる 。 

旅客 輸送 に つい て 、 2000 年 に 年 間 6880 万 人 で 
あっ た 利用 者 数 が 、2007 年 に は 年 間 8000 万 人 と 
増加 傾向 に あっ た も の の 、 電力 不足 や 軌道 状態 の 悪 
化 に よる 運休 が 原因 に より 2009~2010 年 の 間 に 
利用 者 の 減少 が 見 られ た 。 旅客 駅 は 559 カ 所 に あ 
り 、1 日 220 本 の 列車 を 運行 し て いる 。 

また 、 貨 物 輸 送 に つい て は 、2000 年 に は 年 間 590 
万 トン で あっ た が 、 2007 年 に は 年 間 640 万 向 ジ ミ 
2008 年 に は 年 間 700 万 トン まで 回 復 し て いる 。 し 
か し 、 機 関 車 や 貨車 の 老朽 化 や 線路 状態 が 悪い こと 
が 足かせ と な っ て お り 、 平 均 時 速 は 30 一 35krh と 
低く 、 貨物 輸送 の 分 担 率 は 低い 水準 に ある 。 主 な 輸 
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lslamic Republic of Pakistan 


送 品目 と し て 、 レ ー ヨ ン 製 造 原料 、 石 油 、 穀 物 、 肥 料 、 
リン 、 セメント 、 砂糖 、 油 糧 種子 が あり 、 アフ ガ ニ ス 
タン に 向かう 貨物 も 取り 扱っ て いる 。 貨物 列車 の 
Cargo Rxpress が カラ チ と バタ ミ バ ッ ク Badami 
Bagh、 ラ ホ ー ル を 結ん で お り 、 高 速 運 転 が 可能 で 積 
載 量 が 大 きい 貨車 の 導入 と ター ミナ ル 設 備 の 改良 
に より 積載 量 が 1000t か ら 1600t に 増大 し た 。 貨物 
駅 プター ミナ ル は 200 カ 所 に ある 。 

PR で は 機関 車 と 車両 を 国内 で 生産 する 施策 を 
取っ て お り 、 機 関 車 生 産 工場 が 1990 年 代 前 半 に 建 
設 され た 。 近 年 で は 、 機関 車 は 中 国 側 で 設計 し て 生 
産 を パキスタン 鉄道 の 工場 で 行う よう に な り 、 貨車 
や 客車 は 中 国 製 の 部 品 を 使用 し パキスタン 国内 で 
組立 て て いる 。 

電化 区 間 は ラ ホ ー ル ーー カネ ワル Khanewal 間 の み 
で ある が 、2010 年 に 電気 機関 車 が 全て 解体 され た 
こと も あり 、 現在 で は 電化 設備 は 利用 され て いな 
い 。 

PR 民営 化 の 動き は 1990 年 代 か ら あり 、 1992 年 
に は ラ ホ ー ル Lahore て ファ アイ サラ バー ド 
Faisalabad 線 な どの 運営 権 を 譲渡 し よう と し た が う 
まく いか な か っ た 。2005 年 に は 、 パ キス タン 国内 の 
投資 家 の み に 参入 が 制限 され て いる も の の 、 パ キ ス 
タン 政府 は 民間 事業 者 の 旅客 お よび 貨物 鉄道 事業 
の 参入 に 関す る 方 針 を 打ち 出し 、 2010 年 に は 民間 
会 社 に 対し て 一 部 の 長 距 離 列車 の 運行 事業 へ の 人 


1 テ ai 
ae 「 テ ne 
すっ と 

rs - の = 
人 ーー ーー ニーー ーー の > ン 
イン ダス 川 に 架け られ た Attock 橋 を 通過 する 旅客 列車 (小崎 英夫 ) 
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札 を 呼び か けた 。 また 、 キス タン 天 
に PR の 民営 化 の 前 段階 と し て 、 同社 を イ 請 
門 、 旅客 部 門 、 貨物 部 門 、 上 部 門 に 理 還 識 
再編 計画 を 発表 し た が 、 同年 に 発生 し に ! 
で 30 億 PKR の 損 を 受け た 影響 も ぁ り . 計 2 
代 後半 まで 民営 化 の 動き は 延 em 

の 8 


将来 の 開発 計画 


カラ チー ラ ホ ー ル 間 幹 線 の うち 請 還 
Lodhran て レイ ウィ ンド Raiwind 間 (延長 6 
の 複線 化 事業 が あり 、 同 時 に 最高 束 鹿 識 
(140kmh)、 信号 シス テム 、 橋梁 更新 、 立体 
と いっ た 施設 の 改良 も 計画 され た 。 この 2 ま 
ンー カネ ワル 間 (延長 121km) が 2007 年 請 計 
残り の 区 間 は 2009 年 に 工 事 が 発注 され また 
2010 年 に は ラ ホ ー ル ー ラ ワル ピン ディ 間 請 詞 
ダラ バッ ク Shahdara Bagh て ファ イサ ラ 京 軒 
の 複線 化工 事 が 計画 され 、 アジ ア 開発 銀 和 議 
より の 5 億 USD の 融資 を 用 いる 見 込み で あ 2 縛 寺 
他 、 最 高 時 速 向上 や メー ター ゲー ジ の 広軌 他 誠 計 
され て いる 。 1 

また パキスタン 最大 の 都市 で ちる カラ チ で ほ 詞 
状 鉄道 (路線 延長 約 44km) の 復旧 整備 事業 
款 事業 と し て 計画 され て いる 。 ぐ 竹 内 龍介 


昨晩 、 コ ルカ タ 駅 を 発車 し た 寝台 急行 [ダー ジリ 
ン ・ メ イル 」 は 、 予 定時 刻 を 過ぎ て も ニュ ー ジ ャ ル パ 
ィ グ リ 駅 に 到着 する 気配 は な か っ た 。 定 刻 な ら 8 時 
着 の 予定 で ある 。 そ し て 「 ダ ー ジ リン ・ ヒ マラ ヤ 鉄 道 | 
の 発車 は 8 時 30 分 。 け れ ど も 私 は 安心 し て いた 。 な 
ぜ な ら 、 ダ ー ジ リン 鉄道 は 「 ダ ー ジ リン ・ メ イル | の 
到着 を 待っ て か ら 発車 する と ガイ ドブ ッ ク に 載っ て 
いた か ら た だ 。 念 の た め 車 掌 に 遅れ を 尋ね て みる 。 彼 
は 言っ た 。「 ウ ー ム 3 時 間 遅 れ だ ね | 「 そ れ で も 、 ダー 
ジリ ン 鉄 道 は 接続 する の で す よ ね ?」「 オ フ コ ー 
ス !」 

局 ニュ ー ジ ャ ル パ イ グリ 駅 に は 、3 時 間 遅 れ 
の 11 時 に 到着 し た 。 ホー ム に 降り 立っ て みれ ば 、 イ 
ンド 国鉄 の 線路 幅 1676mm と いう 世界 最大 の 広軌 
の 傍ら に 、 わずか 610mm、 トロ ッ コ の よう な 狭 軌 が 
あっ た 。 それ が 、 私 の 目ざし て いた ダー ジリ ン 鉄 道 
の 線路 だ っ た 。 

と ころ が 、 辺 り を 見 回 し て も 、 そ れ ら し き 列 車 の 
姿 は な い 。 私 は あわ て て 駅 の 事務 室 に 駆け 込む 。 す 
る と ター バン を 巻い た 老 練 の 駅 員 が 、「 ダ ー ジ リン 鉄 
道 ? ちゃ ん と 8 時 30 分 に 発車 し た よ 。 え ? 次 の 
列車 は 何時 だ っ て ? 明日 の 朝 、8 時 半 だ よ 」 

も の の 見 事 に 乗り 遅れ も た の で あっ た 。 で きる こと 
な ら 始 発 駅 か ら 乗 り た い 。 ここ で 1 泊 し て 明 朝 乗 ろ 
うか と も 思っ た が 、 辺り は ホテ ル す ら な い 超 田園 地 
帯 。 そ れ に 日 程 に も 余裕 が な い 。 仕 方 な く バ ス で ダー 


サド ル タ ン ク 機関 車 に 
牽引 され カル シャ ン 付 
近 の 急 勾配 を 行く ダー 
ジリ ン ・ ヒ マラ ヤ 鉄 道 。 
主 同 機関 車 先頭 の 前 屈み の 
Cm 人 物 は 空転 防止 の た め 
の 砂 措 き 係 。 


スチ ー ム を 吐き な が ら 
快走 する サド ル タ ン ク 
機関 車 。 急 勾配 に 差し 
か か る まで 砂 拭 き 係 も 
し ば し 休憩 中 。 機関 車 
前 部 に は 空転 防止 用 の 
砂 が 山盛り 。 


世界 遺産 ダー ジリ ン 山 岳 鉄 道 の 旅 
(イン ド ) 


ジリ ン に 向かう こと に し た 。 明 朝 の ダー ジリ ン 発 の 列 
車 に 乗っ て ここ まで 来 よ うと 考え た か ら で あ る 。 

パス は 屋根 まで 人 と 荷物 を 満載 し デコ ボコ の 山道 
を 行く 。 ダ ー ジ リン 鉄道 の 細い 線路 が 道路 と つか ず 
離れ ず 並行 し て いる 。 そ の 線路 が バス の 窓 か ら 見 え 
る だ け に 残念 で な ら な い 。 と 、 そ の と き 、「 ピ ョ ーッ 、 
ピ ョ ッ 、 ピ ョ ーッ ! 」 と いう 汽笛 が 聞こ えて きた 。 最 
初 は 空耳 か と も 思っ た が 、 耳 を 澄 ま せ ば 蒸気 機関 車 
な ら で は の ドラ フト (排気 ) 音 も 聞こ え 、 だ ん だ ん 大 
きく な っ て くる で は な いか 。 何 と ダー ジリ ン 鉄 道 に 
追い つい て し まっ た の で ある 。 

結局 、 私 は 途中 の カル シャ ン 駅 か ら 憧 れ の ダー ジ 
リン 鉄道 乗る こと が で きた 。 発車 し て すべ て が 理 
解 で きた 。 ダージリン 鉄道 の 平均 速度 は 時 速 14km、 
信じ 難い ほど 遅い の で ある 。 沿線 の 子供 た ち が 、 列 
車 の 通過 に 気づい て か ら 家 を 飛び 出し 、 簡単 に 飛び 
乗る こと と が で きる の だ っ た 。 

ニュ ー ジ ャ ル パ イ グリ か ら ダ ー ジ リン まで の 全長 
88km に 、 景色 を は ば む ト ン ネ ル は 1 本 も な い 。 その 
代わ り 、 登 山 鉄道 の 代名詞 で ある ルー プ 線 は 3 カ所 、 
スイ ッ チ バッ ク は 6 カ所 も ある 。 し か も 先頭 の 機関 
車 は 、 英 国生 まれ の 蒸気 機関 車 (一 部 は ディ ー ゼ ル )。 
始発 駅 こそ 7 逃し た も の の 、 私 は も う 十 分 に 満足 し て 
いた 。 標 高 8586 m、 世界 第 3 位 の 高峰 カン チェ ジュ 
ン ガ と 、 ヒ マラ ヤ の 白い 峰 々 が 見 える と 、 終 着 駅 ダー 
ジリ ン は 近い 。 櫻井 寛 > 


2 ニッ シン リジン 2S Es マラ 7 
鉄道 は 商店 や 民家 の 軒 
先 を か すめ て 走る 。 そ 
の 気 に な れ ば 「 ち ょ い 
と 失敬 」 も 可能 な ほど 、 
列車 と 商品 は 接近 遭遇 
する 。 


ダー ジリ ンマ ラ ヤ 
鉄道 の 蒸気 機関 車 で 通 
学 する 女 生徒 た ち 。 
ダー ジリ ン に は 我々 日 
本 人 と 顔立ち の 似 た モ 
ン ゴ ロイ ド 系 も 多い 。 
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NIINIGNe ら NISN 履 」 


ppY(⑥)) 
レー バジ 


テア へ いざ NN 当 せ せ 


lslamic Republic of Afghanistan 


アフ ガニ スタ ン 


国 の あら まし 


タジキスタン 、 ウズ 
べ ベ キス タン 、 ト ルク メ 


1 


ニス タン 、 イラ ン 、 パ hg 還 還 ' 
キス タン に 接する 、 中 靖 請 還 ーー 補 
央 アジ ア の 高原 地帯 証 論 1 

に ある 内 陸 国 で ある 。 還 国 議 


1 a 


ワ ハ ー ン 回 廊 と 呼ば れ 

る 東北 端 は 、 中 国 と 接 し て いる ZS 「 山 
の 人 」 の 意味 で 、 アフ ガニ スタ ン は この アフ ガン に 
ペル シャ 語 の 国 を 表す 接尾 詞 スタ ン が 付い た も の 。 
乾燥 地帯 で 、 夏 冬 お よび 昼夜 の 温度 差 が 大 きい 。 ア 
レキ サン ダー 大 王 の 征服 で ガン ダー ラ 美 術 が 貯え 
た 。 18 世紀 末 イ ラン か ら 独 立 し 王朝 が 成立 し た 。 そ 
の 後 イ ギリ ス 保 護 領 と な っ た が 1919 年 に 第 3 次 ア 
ラガ ン 戦争 で 独立 し た 。 近 年 ソ連 の 支配 を 受け 、 こ 
者 に 反発 する イス ラム 過激 派 の 反乱 と 内 戦 、 さ ら に 
アメ リカ お よび 有志 連合 諸国 に よ る 攻撃 と 、 国情 が 
泥 各 し た 。 主 な 産業 は 農業 で 、 小 麦 、 米 、 と も ろ こ し 、 
大 麦 ア ー モ ンド 、 ジ ャ ガイ モ 、 サ ト ウキ ビ な ど を 産 
する 』 羊毛 の 織物 も 有名 で ある 。 歳 入 の 大 半 を 国際 
支援 に 依存 し て いる 。 


人 アフ ガニ スタ ン ・ イ スラ ム 共 和 国 
人 口 :3128 万 人 (2014 年 ) 

面積 :65.3 万 km 

主要 言語 : ダリ 語 、 パ シュ トゥ ー 語 
通貨 : ア フ ガ ニー AFN (1AFN=2.07 円 ) 
国内 総 所 得 :204 億 USD 

1 人 当たり 国内 総 所 得 :680 USD 
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鉄道 の 主要 デー タ (2013 征 ] 


1982 年 
75km (1520mm) 


創業 
営業 キロ 
列車 運転 線路 単線 の み 


電化 キロ 非 電化 


運営 組織 


アフ ガニ スタ ン 鉄 道 局 
Afghanistan RallW8y Authority (AfRA) 
URL: http:/afra.9ovafen 


鉄道 の 歴史 


ソビエト 連邦 ( 現 ウ ズ ベ キス タン ) と 思 が 
タン と の 間 で 鉄道 整備 が 1979 年 か ら 行わ 親 
を 流れ る アム ダリ ア 川 に 架かる 延長 816m 
道路 俳 用 橋 が 1982 年 に 開通 し た 。 こ の 橋 琴 誠 
キス タン の テル メ ズ Terme2 と アフ ガニ 多 連 
イラ タン Hairatal を 結ん で お り 、 また 元 沙 半 誠 
ウズ ベ キ スタ ン の ブハラ フ Bukhara や ヤ タ ジ 章 
の ドゥ シャ ベ Dushanbe まで の 路線 に 拉 続 し 
る 。 この 橋 に よっ て ソ連 の アフ ガニ スズ 久 2 侵 上 
際 、 武 器 ・ 燃 料 が 輸送 され た と いう 2。 

2001 年 の アメ リカ お よび 有志 連合 諸国 
フ ガ ニス タン 空爆 と 北部 同盟 に よる カ Z 語 
後 、2009 年 に この 橋 に 接続 する 路線 と し @ 間 5 
開発 銀行 (ADB) が 1.56 億 USD を 供与 2 
ン と マザー リ シ ャ リ ー フ Mazar-e Sharif を 結 時 
75 km の 路線 が 広軌 (1520mm) で 整備 き 級 9 
に な り 、 建設 は ウズ ベ キ スタ ン 鉄 道 (02beka8 


2 


時 2 まい 
2011 年 に 開業 し た 区 間 を 走る ウズ ベ キ スタ ン 鉄 道 の 貨 物 列 車 (SM 


mr Yollari:UTY) が 行っ た 。 当該 路線 は 2011 年 
員 月 に 開業 し 、 1 日 1 往復 の 貨物 列車 が 運行 され て 
いる 。 

2012 年 に 公共 事業 省 の 傘下 に 設立 され た アフ ガ 
ニス タン 鉄道 局 (Afghanistan Railway Authority : 
AfRA) は 、 こ の 路線 の 運営 お よび メン テ ナ ン ス を 
OLYG 委 託し て いる 。 

また 、 ア フ ガ ニス タン 鉄道 局 は 、 鉄 道 投資 、 開 発 お 
ょ び 運 営 に か か る 法制 と 規制 政策 を 実施 し て いる 。 
アフ ガニ スタ ン 政 府 は 2013 年 7 月 に た アフ ガニ スタ 
ン 鉄 道 計画 (Afghamistan National Railway Plan) 
を 策定 し た 。 


将来 の 開発 計画 


ooRRRRREEEEEEEEREEEREEEEEEE 和 SS くく R を <Q ヘ へ QNK へ KKx 了 |。 1 

アフ ガニ スタ ン で は 、 国土 に 広がる 主要 都市 を 環 
状 路線 で 結び 、 その 環状 路線 か ら 隣 国 に 接続 する 放 
敵 状 路線 を 整備 する 鉄道 網 が 計画 され て いる 。 

環状 路線 は ヘラ ー ト Herat、 マ ボ ザー リ シ ャ リ ー フ 、 
クン ドッ ゥ ズ Kundz、 カ ブー ル 、 カ ンダ ハル 
Kandarhar を 結ぶ 計画 で ある 。 こ の うち へ ラー トー 
ザー ニー リ シ ャ リ ー フ ーー クシ ジ ド ウ ヴ 災 間 は クウ ンド ウス 
か ら タ ジ キ ス タン 国境 の シェ ルカ ン バ ン ダル 
Sherkhan Bandar まで 伸び る 路線 と 一 体 に 計画 し 
て お り 、 路 線 延長 は 1058km で ある 。 

放射 状 路 線 の うち イラ ン と アフ ガニ スタ ン を 結 
ぶ 鉄 道 は 旅客 及び 貨物 双方 に 対応 し た 路線 と し て 
計画 され 、 イラ ン 側 で は サン ガン Sangan 国境 を 


ハイ ラタン か ら 52km 地点 に ある Naibabad 駅 (SMEC) 


CS、 


Torghundi9 メー 


結ぶ 路線 (延長 77km) の 整備 が 2006 年 に 開始 さ 
れ 、 アフ ガニ スタ ン 側 で は 国境 ヘラ ー ト ( 乱 長 
114km) の 整備 が 2011 年 より 始ま っ た 。 また 、 カン 
ダ ハ ル か ら パ キス タン 国境 の チャ マン Chaman ま 
で の 路線 (延長 110km) な ど が 計画 され て いる 。 

上 記 計画 路線 の うち 、 アフ ガニ スタ ン 北 部 の マ 
ザー リ シ ャ リ ー フ ー ト ルク メニ スタ ン 間 、 マザー リ 
シャ リー フー タジキスタン 間 の 2 路線 の 実現 可能 
性 調査 を ADB が 採択 し た 。 

また 、 ウズ ベ キ スタ ンカ ブー ルー パキスタン の 
路線 に つい て は 、 2010 年 に アフ ガニ スタ ン 政 府 と 
中 国 の Metallurgical Group (Metallurgical 
Corporation of China : MCO) の 合意 に より 詳細 調 
査 が 実施 され る 運び と な っ た 。 

く 竹 内 龍介 > 


ハイ ラタン の 貨物 ヤー ド (SMEC) 


ECO の 


タジキスタン 
ウズ バキ スタ ン - omus (M 
トル ク : スタ ン / 


Hairatan ) 
Mazare Sa Se ジュ 
ーー 9 Kundz 


Sao Naibabad SBagan 


の 
2 


Gushoy 2 
4 BROWSNS3 い Jose _@alalabad 


の Kask 間 凍 に ーー | 3zo amamaped 
Me 1 52 "Rapnd ま 、 
人 - 、 ア フ ガ ニス タッ 。 護 - チー 
kN 陣 hi6 
Delaramo-、 、Geresk  . | FasalabadW 
ーッ / 」 錠 T 、Kandahar ガ \ キ スタ ン / 
イラ 人 # 人 1 3 | ae / =1 た 
ラン 2 [ 王 - 1520mm 
aran9 1 03 季 導 馬 9 
数 字 は 主 な 者 市 人 口 (人) 、 中 中 計画 線 
0 、 200 NE ゴー 持 玉 想 


( 注 ) 計画 株 の うち サン が ン 3 ー ハ ラー ト Herat は 電 の 
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SIINIRAL の SIN 了 


(⑨ 


い 必 1I 寺 


lslamic Republic of Iran 


国 の あら まし 


正式 名 は イラ ン ・ イ 
スラ ム 共 和 国 。 アル メ 
ニア 、 アゼル バイ ジャ 
ン 、 トル クス 2 
トル コ 、 イラ ク に 接し 
て いる 。 中 央 高原 地 和 帯 
や ペル シャ 浴 岸 な どの 
国土 の 大 半 は ステ ッ ズ 気候 と 砂漠 の 乾燥 地帯 で あ 
る 。 周辺 の アラ ブ 系 民族 と は 異な る アー リア 系 ペル 
シャ 民族 の 国 で 、 イ ラン の 国名 も サン スク リッ ト 語 
で 「 ア リア ン (高貴 な 人 )」 か ら 転 じ た と いう 。 周 辺 
諸国 は イス ラム 教 ス ン ニ 派 が 多数 だ が 、 イラ ン は 
シー ア 派 が 国民 の 多数 を 占め て いる 。 紀 元 前 550 年 
に アケメネス 朝 ペ ル シ ャ と し て 成立 。 その 後 、 モ ン 
ゴル 帝国 に よる 征服 、 イギリス の 保護 国 化 な ど を 経 
て 、 1925 年 パー レビ 王朝 が 成立 し 、 1935 年 に 現 国 
名 に 改称 し た 。 急激 な 近代 化 を 目指 し た が 、 イス ラ 
ム 人 原理 主義 の 反発 を 招き 、 1979 年 に イラ ン 草 命 が 
起こ っ た 。 その 後 共和 国 制 に 移行 し た 。 原油 埋蔵 量 
は 世界 第 4 位 、 天 然 ガス 埋蔵 量 は 世界 第 1 位 で ある 。 
と の た め 人 石油 関連 が 輸出 産業 の 多く を 占め る が 農 
畜産 業 も 盛ん で ある 。 


⑯ テ ヘラ ン 
Teheran 


イラ ン ・ イ スラ ム 共 和 国 

人 口 :7847 万 人 (2014 年 ) 面積 :162.9 万 km 
主要 言語 : ペ ル シ ャ 語 、 ア ゼル バイ ジャ ン 語 
通貨 : リア ル IRR (100IRR=0.43 円 ) 

国民 総 所 得 :5549 億 USD 

1 人 当たり 国民 総 所 得 :7156 USD 
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、 


伯 >、 


鉄道 概要 の 主要 テー タ CO 
創業 1892 年 ご 、 
営業 キロ 。 8286km (1 
m | 
電化 キロ 2200km CS ' 
列車 運転 線路 和 有 便通 行 ) 
年 間 旅客 輸送 量 2600 万 人 ノ 
153 億 1200 
年 間 人 物 和 送 量 3340 万 トン 議 
217 億 7930 万 了 
車両 数 EL8 DU556 DM 
FC/Z 万 2000 po 
運営 組織 
イラ ン 国 鉄 


Rahahane Djiomhouriye Eslami lran (RA 6 
lranlan lslamic Republic Raiways 
URL : http:7Wwwrraiiir 


RAJA 旅 客 輸送 会 社 (旅客 鉄道 事業 ) 
RAJA Rall Transportation Compamy 
URL: http:/Wwwrraja.ir 


ン フイ オル 


イラ ン の 首都 に ある テヘラン 駅 (左近 吉 正 ) 


鉄道 の 歴史 

ューーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 一 

イラ ン の 鉄道 は 、1886 年 に テヘラン reheran 
シャ ー レ イ Shar-e Rey 間 で 開業 し た 延長 17km の 
居 車 鉄道 (の ち 1892 年 蒸気 鉄道 化 、1952 年 廃止 ) に 
端 を 発する 。 北部 の タブ リー ズ "abri マ スフィア ン 
Sufian 間 (延長 146km) の 路線 は 1918 年 に 1524mm 
軌間 で 開業 し 、 当初 は ソ連 が 管理 し た も の の 、1921 
年 に イラ ン に 接収 され た 。 な お 、 こ の 路線 は 1964 年 
に 標準 軌 に 改 皿 され 、 今 日 で は 電化 済み で ある 。 

1938 年 に ベル シャ 湾岸 の バン ダル ・ エ マム ・ ホ メ 
イニ Bandar-c Emam Homeint か ら カ スピ 海岸 の バ 
ンタ ルト ルク メン Bandar-e Torkeman に 至る 
1389km の 1524mm 軌 問 路線 が 開業 し 、 国土 を 縦 
計 す る 幹線 が 完成 し た 。 1958 年 に は テヘラン ー タ 


プリーズ メ 間 の 完成 に 伴い ソ連 と 結ば れる こと に な コム Qom 駅 (左近 間 正 ) 


SreVan 


7 ル メ ニア 記 
ト / ルコ ーー ヘリ Baku Lotmenem 
Nakhichevan | に トン いこ 、 ) 
Golfa / アゼル バイ ジャ ン | / 
て 1 / 
て Tan Ardabi 
> Z O Aara カス ピ 海 


Ni SMianehiaBandare Anzalli 
NS SRast 


ぐ 


N 
( 
” -W Baghdad 
| 
) 
い 
rr 
Horramsahr ト 。。 
イラ ク Al Bas 天 0 も Kerman 
Abadan 5 
クウ ェ ー ト 前 
半 
Kuwait Shiraz 
Bushehro。 し 
ee 0Jahrom 
上 
#』 Laro…「 
出 8 アラ ビア ペル シャ 深 Asaluyeh ei 
ko Oo 
$ バー レー ン Gerash 
W Manama 
カタ ー ル こさ ィ ーー 
Dohaw アラ ブ 首 長 国連 邦 
yadh 
Abu Dhabi 


トル ク メ ニ スタ ン  ~ あの 


Ashkhabad ) ペー の 
作 2 


0 
ーー レー 


旬 ArtyK 


、、_CGhabahar 
数 字 は 主 な 都市 人 口 (万 人 ) 
300 600km 
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TAl の NIS 記 呈 


N 


1 


い 山 へ 


lslamic Republic of Iran 


り 、 1971 年 に は ラジ Razi で トル コ の 鉄道 と も 結 は 
れ た 。 さら に 、 中 央 アジ ア か ら の シル クロ ー ド 鉄 首 
と イラ ン の 鉄道 を 結ぶ マシ ュ ハ ド Mashadー サ フン 
ス Sarahs ご テ ジ ェ ン Tejen 間 (延長 310km) が 
1996 年 に 開業 し 、 ト ルク メニ ニス タン を 介し た 中 央 

アジ ア 語 国 と の 連絡 答 送 も 始ま っ て いる 。 な お 、 パ 
キス タン と つなが る ミ ンー 凍 
ダー ン Zahedan 間 (軌間 1676mm。 延長 94km) は 
1920 年 に 開通 し た 。 

1990 年 、 イ ラン 国鉄 道路 ・ 交 通 省 管 博 の も と に 
経営 の 自主 性 を 備え た 会 会 社 組織 の RAI と な っ た 。 
1996 年 に は 、 旅客 輸送 部 門 を RAI の 系 列 会 会 社 で あ 
る RAJA 旅客 輸送 会 社 へ 移管 し て いる 。 


鉄道 の 特徴 


圏 RAI 

イラ ン 国 内 の 貨物 輸送 業務 を 行う 組織 で あり 、 鉱 
物 が 輸送 量 の 50% を 、 石油 製品 が 16% を 占め 、 中 
央 アジ ア 諸 国 と の 国際 輸送 が 急激 に 増加 し て いる 。 
笠 に マシ ュ ハ ドー トル ク メ ニ スタ ン 間 の ルー ト は 
ヨー ロッ パ お よび ペル シャ 演 へ の 輸送 に と っ て 重 
な 役割 を 果たし て いる 。 トル コー サラ フス 間 ( 生 
譲 誰 013km) や アゼル バイ ジャ ンー ジョ ルフ ァ 


テヘラン こ コ ムー イス ファ ハン Esfahan 間 を 最高 
莉 300kmh で 結ぶ 高速 鉄道 の 整備 が 計画 され て お 
ラン 国鉄 の 最 優先 プロ ジェ ク ト と な っ て いる 。 
05km、 事業 費 約 24 借 で あり 、 今 後 4 年 (2014 
時点 ) で の 完成 を 目指 し て いる 。 電 
9 特徴 と し て 、 テ ヘラ ン ( 高 度 1200m コム ( 高 P 
ス フ ァ ハン (高度 1550m) と 各 都 市 高 : 
給 く 、 2 


中 然 ) し E 
画 で ある 。 この よう に 経 清 制 六 
JWP 

ー 
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Tolfa サラ フス 間 (1937km は 年 間 負 5 


の 輸送 能力 を 有する 路線 で ある 。 る る 今後 & 
メニ スタ ン ル ー 二 和 MA 
レ ・ ア ッ パ バース Bandarre Abbas 間 
の 整備 に より 、 全 路線 の 年 間 総 答 送 量 詞 - 
ン まで 増加 する も の と 誠 待 きれ で % 

鉄道 路線 と 接続 し て いる 2 カ所 の 2 
は と も に コン テ ナ の 横 み 下ろ し 衣 調 記 和 
お り バ ンダ レ ・ エ マ 二 / ホメ イ 計 議 
TEU、 バン ダレ ・ ア アッ パー ス は 生計 
ン テ ナ 取扱 い 能 力 を 有する 。 

旧 ソ 連 (軌間 1520mm) 地域 と の 輸 昌 
お り 、 ジョ ルフ ァ お よび サラ フス に 語 議 
が あり 、 サ ラフ ス で は 1 日 7008 
能 で ある 。 

RAI で は 抑 欠 量 の 不足 し た 区 
人 準 め て お り 、 テ ヘラ ン ニ マジ 本 記 
926km) が 2003 年 に 完成 済み で あり 計 
も に 路線 改良 が 実施 され 、 将 来 、 最 計 
h か ら 200kmh ま で 向上 する こと が 主計 
また 、 ア フワ ー ズ Ahwaz て バン ダ 議 
イニ 間 (延長 120km)、 バー フク マ 
バー ス 間 (延長 613km) の 複線 化 が 詳 剛 
る 。 

較 RAJA 旅客 輸送 会 社 

RAJA は RAI の 下 で 旅客 運輸 業務 
り 、 1996 年 に 設立 され た 。 運 転 、 
管理 お よび 財務 の 3 部 門 が ある 8 
ン 国 内 の 主要 都市 を 結ぶ 5 路線 
カ国 と の 国際 輸送 を 行っ で いる 


- の 路線 は 、 コ ン セ ショ ン 契 約 に より 民間 鐘 


運営 され て いる 。 
国際 列車 は 、 テ ヘラ ンー ナレ チョ 昌 


ケル マー ン Kerman 付近 を 走る 貨物 列 車 (Alesa09 放 ' 


屋代 ロ テ ム 社 製 の 気動車 (左近 問 ) 


ーー レン ーー ニー デー 
テヘラン 駅 を 出発 する 日 本 製 DL 夫 引 の 旅客 列車 (左近 豆 正 ) 


セル バイ ジャ ン )、 テ ヘラ ンー ダマ スカ ス 
Damascus (シリ ア )、 テ ヘラ ンー イス タン ブー ル 
Istanbul (トル コ )、 テ ヘラ ンー ワン Van (トル コ )、 
ザー へ ダー ンー クエ ッ タ Quetta (パキスタン ) 間 で 
運行 し て いる 。 

旅客 輸送 量 は 増加 傾向 に ある も の の 、 列 車速 度 の 
制限 お よび 単線 路線 の 存在 に より 、 さ ら な る 還 送 力 
の 増加 が 困難 な 状況 で ある 。 テ ヘラ ンマ シュ ハ ド 
間 お よび テヘラン コム GQom 間 の み が 複 線 で あ 
り 、 他 の 区 間 は 単線 で ある 。 


将来 の 開発 計画 


。 敵 呈 隊 MMA44444 晴 還 
在 来 線 の 主 な 開発 計画 と し て 以下 の 路線 が 建設 
中 で ある 。 

⑮ シ ー ラ ー ズ Shiraz か ら 南 方 向 に 、 ジ ャ フロ ム 
Jahrom で 分 岐 し 、 港 湾 都 市 の ブー シェ フル 
Bushehr お よび ア 8 イェ Asaluyeh を 結ぶ 総 延長 
647km の 新 線 建 

人 nao ロ 
ミア ー ネ Mianeh 一 タブ リー ズ 間 (延長 205km) の 

新 線 建設 


イラ ン の 車両 メー カー Wa9onpars 社 調 の 気動車 ( 友 近 問 ) 


シー メン ス 社 製 の ディ ー ゼ ル 機 関 車 (左近 嘉 正 ) 


③ ミ アー ネー ンー アル ダビ ー ル Ardabil 間 (延長 
た る 。 将来 は アゼル バイ ジャ ン 国 境 
で 延伸 する 計画 が ある 。 

ンー の 2 
て 、 カズ ビ ー ン Qazvin ー ラ シュト Rast アス タラ 
Astara 間 の 新 線 建設 。 アゼル バイ ジャ ン の バク ー 
Baku アス タラ 間 と 接続 する 計画 

⑤ テ ヘラ ンー ハマ ダー ン Hamadan て マラ ー イ エル 
Malayer ~ こ ケル マー ン シ ャ ー Kermanshan イラ 
ク 国 境 間 お よび マラ ー イ エル ー ア ラー ク Arak 間 
(延長 580km) の 新 線 建設 。2010 年 に 中 国 企業 が 
落札 し た 。 左近 正 > 


イラ ン 第 2 の 都市 マシ ュ ハ ド の 駅 の 待合 スペ ー ス (左近 高 正 ) 
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ーー 


国 の あら まし 


アラ ビア 半島 の 付け 
根 の 部 分 に 位置 する 共 
和 国 。 中 央 部 に は 、 チ グ 
リス ・ ユ ー フ ラテ ン 両 大 人 詞 


に で ー 
7 平野 が 広がる 。 国土 の で ある 
大 半 が 乾燥 気候 で ある 。 ] 2 


5 一 10 月 は 高温 で 雨 が 降ら な い が 、12 一 3 月 に か 
け て 雨 が 降る 。 部 で は 雨 が 年 間 200mm 以 上 降り 、 
降 害 も 見 られ る 。 紀元 前 4000 年 頃 か ら 古 代 メ ソ ポ 
人 7 文 明 が 発達 し た 地 で ある 。8 世 紀 に は ア ツ 
バー ス 朝 が 成立 し た 。 国名 は 、 アラ ブ 語 で 「 低 地 」 を 
意味 する と いう 。13 世 紀 以 降 モン ゴル 、 トル コ 等 の 
支配 を 受け て きた が 、 20 世 紀 に 入り イギリス の 委 
任 統治 領 と な り 、 1921 年 イラ ク 王 国 が 建設 され た 。 
20 世 紀 半 ば の 軍事 クー デ タ ー に より 共和 制 に 移 
行 。 1979 年 フセイン が 大 統領 に 就任 し 、 イ ラン ・ イ 
ラク 戦争 、 湾岸 戦争 、 イ ラク 戦争 な ど が 勃発 。2003 
年 に フセイン 政権 は 朋 壊 し た 。 最 大 の 産業 は 石油 関 
連 。GDP の 約 5 割 が 石油 部 門 で あり 、 歳 信 の 9 割 を 
石油 収入 が 占め て いる 。 


イラク 共和 国 

人 口 :3477 万 人 (2014 年 ) 

面積 :43.5 万 km 

主要 言語 : アラ ビア 語 、 ク ルド 語 

通貨 : イ ラク ・ デ ィ ナ ー ル IQD (1IQD=0.10 円 ) 
国民 総 所 得 : 1998 億 USD 

1 人 当たり 国民 総 所 得 :6130 USD 
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鉄道 の 主要 デー 


創業 1920 年 
営業 キロ 2414km (1435mm) 
電化 キロ 非 電 化 
列車 運転 線路 右側 通行 
年 間 旅客 輸送 量 70.2 万 人 / 
1 億 1500 万 人 キロ 
年 間 貨 物 輸送 量 86.9 万 トン / 
260 万 トン キロ 
車両 数 DL382 PC/434 FC/1 2445 
A | 
運営 組織 
ーー = ボボ 
イラ ク 鉄 道 


Iraql Republic Railways (|RR) 
URL: http:/WWw.scr.goviq 


鉄道 の 歴史 


ee 

イラ ク の 鉄道 は 、 3B 政 策 と し て 知ら れる ドイ ッ 
の 中 東 へ の 進出 策 と し て 計画 され た べ ル リッ 
Berlm ー ビ ザ ンチ ウム Byzantium (イス タン プ ま 死 
jstanbul の 旧称 ) ー バ グ ダ ッ ド Baghdad を 結ぶ 鉄道 
路線 (バグ ダッ ド 鉄 道 ) の 一 部 と し て 、 1902 年 に ア 
ンカ フラ Ankara か ら 建 設 が 開始 され 、 1920 年 に イラ 
ク 国内 の 最初 の 区 間 が 開業 し た 』 

第 1 次 世界 大 戦中 か ら は 同 地 域 を 占領 じ た イ 
リス に よる 狭軌 (1000mm) の 鉄道 建設 も 進め 5 れ 
た が 、 第 2 次 世界 大 戦後 は 石油 収益 に まり 標準 哉 
道 の 建 設 が 加速 し た 。 

イス タン ブー ル か ら シ リア を 経由 レ し で イラ 2 
向かう 「 ト ロス 急行 」 が 1920 年 代 後半 か ら 運 得 き 
れ て いた が 、 バ グ ダ ッ ド ま で 直通 運転 が 始ま う の 
は 、 標 準 軌 路線 が 整備 され た 1940 和 年 の こと で ある 8 

その 後 、 バグダッド か ら 西 方 面 へ は 、 シ リア 国 閥 
の クサ イ バ Qusaiba に 至る 路線 (延長 404km) が 地 
計 最 高速 度 250kmh の 線形 で 建設 され 、 1983 年 
完成 し た 。 また 、 肥 料 工 場 が ある アル カイ ム 利 
Qaim か ら リ ン 鉱 石 鉱山 の ある アカ シャ ー ト AkasMW 
へ の 分 岐 線 (延長 115km) も 1980 年 代 に 完成 し @ 
いる 。 ハ ディ ー サ Al Hadithan て キル クー ク KGrkuk 


_ 角 


 。 長 252km ( は 、 ユ ー フ ラフ テス 川 と チ グ リ ス 川 、 
了 メー ル 川 地域 を 横断 的 に 結び 付け る 目的 を 
し っ た 路線 で 1987 年 に 単線 で 開業 し た が 、 将来 
電 し に 改良 され る 予定 で ある 。 
バグダッド て キル クー クー アル ビー ル Arhil 間 に 
衣 間 1000mm の 線路 が 残っ て いた が 、 1988 年 に 狼 
和 錠 導 は すべ て 廃止 と な っ た 。 


ーー 
鉄道 の 特徴 

1988 年 に 狭軌 (1000mm) が 廃止 され て 以来 、 イ 
ラク 鉄道 の ネッ トワ ー ク は 標準 軌 (1435mm) で 構 
成 され 、 主 要 路 線 は ウム カス ル Umm Qasr て バス ラ 
pasra て バ グ タ ダッ ド を 結ぶ 路線 、 お よび バグ ダッ ド 
か ら 分 岐 し て シリ ア 国 境 の クサ イ バ を 結ぶ 路線 と 
Fl Yaroubieh を 結ぶ 路線 で ある 。 

これ まで 3 度 の 戦争 お よび その 後 の 政 情 不安 定 
の た め 、 鉄道 シス テム は 荒廃 し て お り 、 リハ ビリ が 
継続 し て 行わ れ て いる 。 現在 は 列車 の 運行 速度 は 
80kwh に 制限 され て いる が 、 か つて は 40kmh に 
制限 され て いた 区 間 も あ っ た 。 鉄 道 ネ ットワーク の 
リハ ビリ に は 600 倍 USD が 必要 で ある と 見 込ま れ 
て いる 。 
圏 旅客 輸送 


スラ 間 の 旅客 輸送 が 行わ れ て いる 。 

また 、 モー スル Al Mawsil か ら シ リア 間 の 国際 旅 
衝 列 車 が 運行 され て お り 、2010 年 2 月 に トル コ の 
カジ アン テッ プ Gaziantep まで 輸送 区 間 が 延び て 約 
S00km を 18 時 間 で 行く と こと が で きる よう に な っ 
た 。 こ の 国際 旅客 列車 は 週 に 1 往復 運行 され て いる 。 
圏 貨物 輸送 

貨物 輸送 に つい て は 、 石油 製品 、 食料 品 、 輸入 品 
が 主 な 輸送 品 で あり 、 シリ ア 西 部 の 地 申 海面 し た 
港 満 都市 で も わる タル トゥ ー ス Tartns と パグ ダッ ド 
間 の 貨物 輸送 が 2009 年 5 月 に 再開 され た 。 

く 左 近 正 > 


バグ ダッ ド 駅 


旅客 輸送 は 、 エア 
ロン 付き の 車両 を 用 
いて 、 バク IN 
バス ラ 間 (延長 
550km) の 昼間 列車 
が 2008 年 12 月 に 再 
開 され 、 2009 年 に は 
夜間 列車 が 導入 され 
に た に 。 ま た ボク ク 2 
に ファ ルー ジャ AA 
Falujahn て ラマ ーー 
ディ ー Ar Ramadi 一 
ハデ ィ ー サ 間 、 バク 
ビッド < ご 0 生還 紅 2 
ラー Samarra 間 に お 
いて 週 1 回 の 旅客 輸 
送 、 バ クダ ッ ド 中 央 
駅 と ドゥ ー ラ Dora 
地区 を 結ぶ 通勤 輸 
送 、 ウ ムカ スル ー バ 


Ar Ramadi ! 
ミル フ 湖 


ハジ ャ ラ 砂 漠 


、 Khosrowi ーw 
ドリ で 
和 ま Al Muqdadiyah 


ーiiker、 


Karbala ゝ 
! Ad Diwaniya 


An Nasiriya い 


187、 Basra 
^*@Horramsahr 


ベル シャ 湾 
WS Kuwait 


クウ ェ ー ト 
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国 の あら まし 
tt 


アジア 西端 の 小 ア ジア 半島 と 、 ヨー ロ ッ パ 南東 端 
の イス タン ブー ル 周 辺 地域 か ら 成る 共和 国 。 沿 岩 部 
は 地中海 性 気候 だ が 、 内 陸 の アナ トリ ア 高 原 で は 乾 
燥 気候 に な る 。 トル コ 人 は ウラ ル 山 脈 付近 か ら 11 
世紀 以降 移住 し た 遊牧 民族 で 、 中 央 アジ ア に は トル 
ク メ ニ スタ ン 、 キル ギ ス 共和 国 、 カザフ スタ ン 共 和 
国 、 ウ ズ ベ キス タン 共和 国 、 ア ゼル バイ ジャ ン 共 和 
国 と 、 同じ トル コ 語 系 の 言語 を 使用 する 国家 が 多 
い 。 13 世紀 未 に 成立 し た オス マン 帝国 は 、 ヨー ロッ 
パ か ら ア ジア 、 アフ リカ に また が る 大 国家 を 築き 、 
イス ラム 教 の 宗 主 と し て 栄え た 。 第 1 次 世界 大 戦 の 
敗北 に よっ て 帝国 は 西欧 列強 に より 分 割 さ れ 、 トル 
コ は 小 アジ ア 半 島 の 国 と な り 、 その 後 ム スタ ファ ・ 
クマ ルル 72 タカ ュ ルク ドル 回 の 20 に よる 誠 
合 で 、1923 年 共和 国 と な っ た 。 主 要 産 業 と し て は 農 
業 と 軽工業 が ある 。 


金 ト ルコ 共和 国 

人 口 :7593 万 人 (2014 年 ) 
面積 : 78.4 万 km 

主要 言語 : トル コ 語 、 ク ルド 語 

通貨 : トル コ ・ リ ラ YTL (1YTL=45.80 円 ) 
国民 総 所 得 :8011 億 USD 

1 人 当たり 国民 総 所得 : 1 万 830 USD 
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鉄道 の 主要 デー タ (2019 人 へ 


創業 1866 年 
演 業 キロ 9232km (1435mm) 
電化 キロ 3304km (AC25kVs0Hy 


列車 運転 線路 石 側 通 行 
年 間 旅客 輸送 量 1 億 760 万 人 ン ノ 

59 億 1700 万 人 キロ 
年 間 貨物 輸送 量 3360 万 トン ン 
152 億 2500 万 トン キロ 
EU53 DU537 EMU/11j 
DMU/77 PC/933 
FC/ 万 3854 
EMU (高速 車両 ) 13 編 成 


車両 数 


トル コ 国 鉄 

TOrkye Cumhuriyeti Devlet Demiolari (TCDD) 
Republic of Turkey General Directorate Of Ste 
Railway Administration 
URL:http:7Wwwitcdd.govtr 


ボス ポラ ス 海 峡 運行 する 近郊 列車 (藤森 啓 江 ) 


の 


列車 マル マレ イ の シル ケ ジ srrked 駅 (大) 


ii 
交 道 の 歴史 
oe 

トル コ 最 初 の 敵 道 と し て 、 オス マン 帝国 時 代 の 
1856 年 に 内 陸 か ら の 資源 を 輸送 する た め に イズ 
ミー ル 1zmir アイド ウン AYdm 間 (延長 130km) 
で イギリス の 会 社 が 建設 を 開始 し た 。 こ の 路線 は 
10 年 後 の 1866 年 に 完成 し て いる 。 その 後 、 イ ギリ 
叉 を 中 心 と し た 答 国 の 企業 に より 建設 が 進め られ 、 
1923 年 10 月 の トル コ 共 和 国 成立 時 に は 4136 
の 鉄道 路線 が 営業 し て いた 。1924 年 5 月 に 全て の 
鉄道 が 国有 化 さ れ ア ナ ト リ ア ・ バ グ ダ ッ ド 鉄 道 と し 
て 統一 され た の ち 、 1927 年 7 月 に は 鉄道 建設 と 運 
党 を 行う 省庁 と し て 国有 鉄道 ・ 港 湾 庁 が 発足 し た 。 
第 2 次 世界 大 戦後 の 1953 年 7 月 に は 、 公共 事業 体 
で ある トル コ 国 鉄 (TCDD) と し て 再編 され た 。 
1923 年 か ら 1950 年 に か け て 3764km の 路線 網 が 
建設 され 、 TCDD の 現在 の 路線 網 が ほぼ 完成 し て い 
る 。 特に 1930 年 代 に は 鉄道 の 建設 が 最も 成 ん で 
あっ た 。 し か し 、 1951 年 か ら 2002 年 まで に 建設 
れ た 路線 は 945km に と ど ま る 。 こ れ は 、 トル コ の イ 
ン フ ラ 整 備 の 中 心 が 鉄道 か ら 道 路 に 移行 し た た め 
で ある 。 

な お 、TCDD の 特徴 と し て 、 ト ルコ の 7 つの 主要 
洪 済 を 直接 管理 し 、 さ ら に ボス ポラ ス 海 峡 の フェ 
リー を 運航 し イス タン ブー ル の アジ ア 側 と ヨー 
ロッ パ 側 で 分 離さ れ て いる 鉄道 を 連絡 し て いる 。 

この ボス ポラ ス 海 峡 に トン ネル を 建設 し イス タ 
ン ブ ー ル の アジ ア 側 と ヨー ロッ パ 側 を 結ぶ 構 は 、 
オス マン 帝国 時 代 の 1860 年 か ら 存 寿し た が 、 政治 


の 〇 イス タン ブー ル と 鉄道 


シー メン ス 社 抽 高 束 列 車 Vaaro TR 詩 山 弘 和 ) 
や 技術 面 な ど さ ま ざま な 理由 で 中 止 と な っ て きた 。 
プロ ジェ クト が 本 格 化し た の は 1987 年 の 実現 可能 
性 調査 以降 で ある 。 その 後 、 日 本 の ODA の 供与 な ど 
に より マル マラ イ 計 画 と し て 2004 年 6 月 に 着工 
し 、 2013 年 10 月 に 海峡 横断 トン ネル を 含む 全長 
13.6km の 区 間 が 開通 し 、 列 車 の 運行 を 開始 し た 。 ま 
た 、TCDD は 高速 鉄道 建設 を 推進 し て お り 、2009 年 
に アン カラ Ankara て ご ポラ ッ ト ル Polati ー エ スキ 
シェ ヒル FEskisehir 間 (延長 245km) が 開業 し た 。 


鉄道 の 特徴 


ーー 
2013 年 に お ける TCDD の 旅客 輸送 人 員 は 1 億 
765 万 人 で 、 うち 近郊 輸送 が 8666 万 人 、 幹線 輸送 
が 2089 万 人 、 国 際 輸送 が 10 万 人 で あり 、 乗車 人 員 
の 9 割 弱 が 近郊 輸送 で ある 。 近郊 輸送 の 乗車 人 員 の 


駅 で あり 、 その 後 も 中 欧 方 面 の 国際 


イス タン ブー ル は トル コ の 符 済 の を 通し 、 あ わせ て ト 
中 心 で あり 、 最 も 人 口 が 多い 都市 で 。 続 する 既存 略 線 を 改 2 列車 が 近郊 列車 と 共に 発着 し て いた 
ある 。 か つて 東 ロー マ 帝国 や オス マイ 計画 に お いて も 、 駅 電設 時 が 、 2015 年 2 月 現在 、 国際 列車 は 発 


ン 帝 国 の 帝都 で あっ た た め 歴 史 的 建 が 発見 され た こと も あ ! 着 し て いな い 。 駅 構内 に は 鉄道 博物 
造物 が 多く 、 これら を まとめ て [ イ も 4 年 和 期 し 海 族 ト ン ネル MG 
スタ ン ブ ー ル の 歴史 地区 ] と し て ユ - 部 区 間 (延長 13.6km) が 201 隊 2 ブ ア 側 に ある ター ドミ 

ネス コ の 世界 遺産 に 登録 され て い 開 全 と な っ た 。 な お 、2015 和 現在 に 駅 が ハイ ダル パシャ 駅 で ある な 
: お いて 既存 路線 の 工事 は 続い て い 、 列車 と 共に 首都 アン カラ 方 面 へ の 長 


その た め 、 地下 を 掘る と 遺跡 が 発 
掘 され る 場合 が 多く 、 調査 の た め に 
工事 が 止ま る こと か ら 、 地下 鉄 な ど 
の 建設 が 遅 れる 原因 と な っ て いる 。  : 

ボス ポラ ス 海 峡 の 海底 部 に トン ネル る 。 か つ 


る 。 
ボス ポラ ス 海 峡 の 両 岸 に それ ぞ れ 
ター ミナ ル 駅 が あ り 、 シル ケ ジ 駅 は 、 
。 ヨー ロッ パ 側 の ター ミナ ル 駅 で あ 
て は オリ エン ト 急 行 の 終着 


中 離別 車 の 発着 する ター ミナ ル 駅 で 
あっ た が 、 高速 鉄道 建設 や 前 述 の 既 
存 路線 の 工事 に より 休止 中 で ある 。 
ご 大 谷内 貢 > 
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ル 
= 


Republic of Turkey 


Pk その 7 割 が トル コ 第 3 の 都市 イズ ミー ル Izmr 
で ある 。 トル コ 最 大 の 都市 イス タン ブー ル の 近郊 輸 
送 より も イズ ミー ル が 多い の は 、 イ スタ ン ブ ー ル 近 
地 の 路線 が 線路 施設 の 更新 工事 で 休止 し て いる 影 
問 と 、TCDD が イズ ミー 人 ル 市 と 共に イズ ミー ル 近 郊 
輸送 を 改良 し 、 乗車 人 員 が 増加 し て いる か ら で あ 
る 。 幹線 輸送 の うち 、 高 速 鉄道 の 輸送 人 員 は 421 万 
人 で あり 、 年 々 増加 を 続け て いる 。 一 方 で 、 従 来 の 急 
行列 車 の 輸送 人 員 は 減少 傾向 に ある 。 な お 、2013 征 
の 貨物 輸送 量 は 3360 万 トン で ある 。 

吹 道 の 収入 を 見 る と 旅客 が 約 1 億 9500 万 TRL、 
頁 物 が 約 5 億 8500 万 TRL、 合 計 で 7 億 8000 万 
TRL で ある 。 一 方 、 支 出 は 32 億 2000 万 TRL と 大 幅 
な 赤字 と な っ て いる 。 赤字 の 原因 は 人 件 費 と 債務 人 
還 費 用 で あり 、 鉄道 部 門 の 人 件 費 だ け で 13 億 TRL 
を 占め て いる 。 港 注 事 業 や 補助 金 等 を 含め た 経常 収 
支 を 見 て も 12 億 8000 万 TRL の 赤字 で あり 、 慢性 
的 な 赤字 が 続い て きた 。 

圏 経営 改革 

これ まで に トル コ 政 府 は TCDD の 改革 案 を 何 度 
も 発表 し て きた が 、 抜本 的 な 変革 に は 至ら な か っ 
た 。 と うし た 中 で 2011 年 11 月 、 ト ルコ 政府 は 
TCDD の 上 下 分 離 や 経営 ・ 安 全 性 を 監督 する 独立 機 
関 の 設 立 を 盛り 込ん だ 法律 を 成立 さす せ た 。 さらに 
2013 年 4 月 に 成立 し た 法律 で 、TCDD の 運行 部 門 
の 民営 化 と 民間 の 鉄道 事業 へ の 参入 が 認め られ た 。 

これ に よる と 鉄道 の 運行 会 社 と し て 新た に 
TCDD Tasimaciik 社 を 設立 し 、TCDD か ら 分 離 ・ 独 
立 す る 。TCDD は 引き 続き 線路 や 設備 を 所 有 し 維持 
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ーッ TP 運行 し て いる CAF 社 製 の HT65000 系 ( 有 礎 啓 江 ) 
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窟 理 を 行う 組織 と な る る 。 さら に 、 秩 道 の 。 
TCDD T8 。imacilik 社 以外 の 事業 者 が 参入 + ま 
が 可能 と な る 。 また 、 鉄道 建設 に 官民 協力 の 、 に 
ある PF 手法 が 取り 人 れ ら れ 、 民間 企業 が 還 )、 * 
受託 で 鉄道 を 建設 し 最高 49 年 間 所 有 で き 。 
較 車 両 

TCDD の 車両 に つい て は 、 電化 事 が 個 い て と か 
ディ ー ゼ ル 機 関 車 が 主体 と な っ て お り 、 
も 客車 が 主体 と な っ て いる 。 その 一 ー カ で イッ 
ブー ル や アン カラ と いっ た 大 都市 近 郊 は 電化 
て いる 。 近 郊 区 間 の 電車 に つい て は 、 2010 年 か 
E23000 系 、 2012 年 度 か ら は BE32000 系 が 導 。 
れ 、 証 い 車 両 を 順次 置き 換え て いる 。 こ の B3200 
系 は マル マラ イ 計 画 の た め に 韓国 の 現代 ロ ェ 」 
Hyundai Rotem 社 で 製造 され た 。 

YHT (Yiiksek Hhzh Tren) と 呼ば れる 高速 電 重 が 
し て スペ イン の CAF 社 製 の 最高 速度 250ml 
HT65000 系 が 導入 され て いる 。 


将来 の 開発 計画 


信 鉄 道 投資 の 強化 

これ まで 、 トル コ で は 道路 整備 が 主 に 行わ れ て き 
て お り 、 道 路 と 比較 する と 鉄道 へ の 投資 が 非常 に 少 
な か っ た 。2001 年度 に お ける 旅客 人 キロ を 鉄道 と 
自動 車 で 比較 する と 、 自 動車 は 鉄道 の 約 44 借 で 
あっ た 。2011 年 度 に は これ が 60 倍 以上 に な っ で い 
る 。 貨物 輸送 に お いて も 自動 車 は 鉄道 と 比較 し で 
18 僅 と な っ て いる 。 し か し 、 道路 整 備 を 上 回 る 勢い 


と いっ た 弊害 が 認識 され て きた 。 

トル コ 政 府 は 2002 年 に 鉄道 投資 の 強化 を 発表 
し 、 2023 年 まで に 既存 路線 の 改修 を 実施 する ほか 、 
| 万 4503km の 新規 路線 を 建設 する と と が 予定 さ 
れ て いる 。 

@ ト ルコ の 高速 鉄道 

上 記 プ ロジ ェクト の 中 核 と な る の は 1 万 km に 及 
ぶ 斉 速 鉄道 計画 で ある 。 トル コ の 高速 鉄道 は 、 最初 
の アン カラ ンー エス キシ ェ ヒ ル 間 が 開通 U'e 以 降 、 
2011 年 に アン カラ ン ポ ラッ トル ー コン ヤ Kon7a 
間 (延長 306km) が 営業 を 開始 し た 。 と の 2 路線 は 
ンカ ラ か ら 途 中 の ポラ ッ ト ル まで 線路 を 共有 し 
て いる 。 さ ら に 、 2014 年 7 月 25 町 G エ スキ シェ ビ ヒ 
ル か ら イ スタ ン ブ ー ル 郊外 の ペン ディ ッ キ Pendik 
まで 開通 し 、 ア ンカ ラ と イス タン ブー ル の 2 大 都市 
が 高速 鉄道 で 結ば れ た 。 

2015 年 現在 、 ポ ラッ トル ー ア フ ヨ ン Afyon 間 と 
アン カラ ー スイ ィ ワ ス Sivas 間 が 建設 中 で ある 。 こ れ 
以外 の 路線 に つい て は 、 現在 の と こと ろ 計 画 段階 で あ 
る が 、 完 成す る と アン カラ を 中 心 に トル コ 全 土 に 高 
束 鉄 道 が 整備 され る こと と に な る 。 

く 大 谷内 貢 > 


普 都 アン カラ の 中 心 部 に ある アン カラ 駅 ( 評 礎 江 ) 
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国 の あら まし 


西 ア ジ ア に 位置 し 、 地 
中 海 に 面 し て いる 。 古 く 
か ら 東 西 貿 易 の 要衝 と 
し て 栄え た 地 で ある 。 国 
の 中 央 を ュ ユー フラ テス 較 還 
川 が 流れ て お り 国 土 の の 
大 部 分 は 台地 で 、 ほ と ん 寺 PPTess 
ど が シリ ア 砂 漠 で ある 。 その た め 、 農地 は 西端 の 地 
中 海 治 岸 と 北東 部 ユー フラ テス 川上 流域 に し か な 
い 。 十 代 か ら 幾度 と な く 興 亡 を 繰り 返し 、 15 世 紀 に 
オス マン 帝国 に 征服 され 、 第 1 次 世界 大 戦 に よる オ 
スマ ン 和 帝国 滅亡 後 は フラ ンス 領 と な り 、 第 2 次 世界 
大 戦後 に 独立 を 果たす 。 ア メリ カ に 「 テ ロ 支 援 国家 」 
と 指定 され る な どの 経緯 を た どり 、 2011 年 の アラ 
プ 諸 国 の 民主 化 運動 の 影響 を 受け て 反 政 府 運動 が 
広がり 、 弾圧 する 政府 側 と 内 戦 状態 へ 。 多 く の 死 者 
を 出し た 。 混乱 に 乗じ て イス ラム 過激 派 組織 が シリ 
ア 内 に 拠点 を 設け る な ど 不 安定 な 状態 が 続い て い 
る 。 小麦 、 オ リー ブ を 中 心 と する 農業 と 、 羊 毛 を 中 心 
と する 牧畜 が 主たる 産業 。 石油 化学 な どの 工業 も 発 
達し て いる 。 


全 シ リア ・ ア ラブ 共和 国 

人 口 :2199 万 人 (2014 年 ) 

面積 : 18.5 万 km 

主要 言語 : アラ ビア 語 、 ク ルド 語 

通貨 : シリ ア ・ ポ ンド SYP (1SYP=0.57 円 ) 
国民 総 所 得 :456 億 USD 

1 人 当たり 国民 総 所 得 :2084 USD 
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Syrian Arab Republic 
7 に 


ss = 提 


鉄道 の 主要 デー タ (2009 年 ) 


1895 年 
ボ 2450km (1435mm) 
非 電化 


トー ーー 
運営 組織 

シリ ア 国 鉄 

Chemins de Fer Syriens (CFS) 

General Establishment of Syrian Railways (GESR) 

AI-Razi Street, Aleppo, Syria 


鉄道 の 歴史 


シリ ア 最初 の 鉄道 は 、 レ バ ノ ン の ベイ ルー ト 
Beirut と ダマ スカ ス Damascus を 結ぶ 路線 ( 意 剛 
1050mm) で 1895 年 8 月 に 開業 し た 。20 世紀 初 
か ら 1920 年 代 に か け て 、 アレ ッ ポ Aleppo を 中 
に 、 ト ルコ 国境 お よび レバ ノン 国境 へ 標準 加 間 
(1435mm) の 鉄道 が 敷設 され 、 初期 の 鉄道 建設 提 
格 ( 軸 重 17t、 最 高速 度 50kmh) の 鉄道 網 が で きた 。 
その 人 後 、1960 年 頃 まで 新 線 建設 が 中 断 され た 的 
が 続い た 。 

1960 年 代 に 入り 、 現在 の 建設 規格 の 鉄道 建設 
事 ある い は 初期 建設 規格 の 既設 鉄道 改良 工事 が 和 
われ 、 現在 の 鉄道 網 が 形成 され た 。 現在 、 古い 規 覆 
が 残っ て いる 線路 は 、 ア レッ ポー マイ ダー シイ クビ 
へ Maydan Ikbis お よび オー ルド ・ カ ミシュ リー0M 
Qamisi- エ ル ・ ヤ ー ル ビー ヤ Rl Yaroubieh の 区 韻 
で ある 。 


交 道 の 特徴 


シリ ア 国 鉄 (Genera Establishment of Syriah 
Nailways :GESR) は 1956 年 に 設立 され 、 本 社 を シ 
リア 第 2 の 都市 アレ ッ ポ に ぉ いて いる 。 軌 由 
1435mm の 単線 非 電化 の 鉄道 を 有 し 、 2008 年 の 肛 


了 で は 、 約 1 万 2000 人 の 職員 に より 、 旅 客 お ょ び 作 
答 送 を 行っ て いる 。 自 都 ダマ スカ ス 以 北 の ほ ぼる 
賠 に わた り 鉄道 網 が 形成 され て お り 、 シリ ア の 主要 
記 寿 吊 お よび 国内 産業 の 拠点 を 連絡 し 、 また 地中海 沿 
尾 の 質 易 港 と 内 陸 部 と の 輸出 入 ル ー ト を 構築 し て 
いる o 
内 戦前 の 主 な 輸送 ルー ト は 、① トル コ 国 境 の マイ 
メーン イ クビ ス か ら ア レッ ポ を 経て 、 工業 都市 ホム 
ス Homs を 通る 、 自 都 ダ マス カス に 至る 南北 ルー 計 
@ 質 易 港 ラ タキ ア Latakia か ら ア レッ ポ を 経由 し て 
工業 都市 デー レッ ゾー ル Dair az-Zaur を 通り 、 天然 
ガス 、 石油 の 産地 力 ミ シュ リー Qamishi に 至る 東西 
ルー ト 、③ 貿 易 港 ラ タ キ ア 、 タル ト ウー ス Tartus か 
ら ホ ム ス を 経由 し て 、 リン 鉱石 の 産地 アル シャ ルキ 
ア AlSharqia に 全 る ルー ト の 3 ルー ト で あぁ っ た 。 
その 人 後 GESR は 国内 輸送 、 国際 輸送 の 改善 を 目指 
し 、 鉄 道 の 近 代 化 と 活性 化 を 図り 、 そ の 一 環 と し て 、 
2006 年 に ダマ スカ ス か ら ト ルコ の ガ ジ ア ン テ ッ プ 
Gaziantep 間 の 再 整 備 が 完了 し た 。 
シリ ア の 鉄道 は 貨物 を 主体 と する 輸送 を 行っ て 
お り 、 主 な 輸送 品目 は 、 リ ン 鉱石 、 燃料 類 、 穀物 類 、 
セメント な ど で あ る 。 旅客 輸送 は ほとん ど 国 内 輸送 
で ある が 、 近年 は 国内 の 道路 整備 が 進ん だ た め 、 高 
速 バ ス と の 厳し い 競 争 を 強い られ で いる 。 し か し 、 
それ で も 輸 送 量 は 顕著 な 伸び を 見 せ で お り 、2010 


年 の 年 間 旅客 数 は 約 360 万 人 と 、 2006 年 に 比べ て 
1.7 倍 に 増加 し て いる 。 ま た 国際 輸送 で は 、 ダ マス カ 
スマ イス タジン プー ル istarnbul (トル コ ) 間 な どの 国 
際 列 車 が 週 1 便 運 行 さ れ て いる 。 

ン リ ア の 鉄道 は 、GESR の ほか 、 ダマ スカ ス か ら 
ヨル ダン 国境 の ダラ ー ラ perg を 経由 し 、 ヨ ル ダ 
ンプ の 首都 アン マン と 結氷 営業 キロ 約 350km (軌間 
1050mm) の ヒジ ャ ー ズ Hedjaz 鉄 道 が ある が 、 定 期 
的 な 旅客 輸送 は 2006 年 に 終了 し 、 不定 期 の 旅客 列 
車 や 貨物 列車 が 運行 さ れ て いる 。 

内 戦前 の GESR は 、 国内 鉄道 綱 の 充実 を 図る た 
め 、 主要 路線 で ある アレ ッ ポ ー ダ マス カス 間 の 在 来 
線 高速 化 や 高速 新 線 計画 を 進め て いた 。 さ ら に は ほ 、 
アル シャ ルキ ア と デー レッ ゾー ル を 結氷 新 線 建設 、 
デー レッ ゾー ルー パル ミラ Palmyra 間 の 203km の 
新 線 建設 計画 お よび マイ ダー ン イ クビ スー アレ ッ 
ポ 間 な どの 初期 建設 規格 の 線路 の 改良 計画 も あっ 
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また 、 国 際 輸 送 改 善 の 一 環 と し て 、 デ ー レ ッ ゾ ー 
ル か ら イ ラク 国境 の アブ カマ ー ル Abou Kemal に 至 
る 190km の 新 線 建設 お よび ダマ スカ ス か ら ダ ラー 
ラ に 公 る 107km の 新 線 建設 を 計画 し て いる 。 特 に 、 
ダマ スカ スー ダラ ー ラ 間 は 軌間 1050mm の ヒジ ャ ー 
ズ 鉄 道 が 敷設 され て いる が 、 軌 間 1435mm の 新 線 
建設 に より 、 ヨ ル ダ ン を 経由 し た サウ ジア ラビ ア と 
の 鉄道 網 を 強化 する 狙い が ある 。 ぐ 川 端 剛 弘 > 


(4 1 必 、Maydanlkbis トル コ Qamisl 
lskenderun oEI Yaroubieh 
Aleppoc 593 
Mosul 
Latakiao 
5Hamah 々 /1 人 %Dair az-Zaur ーー 
っ っ 本 語 シリ ア 導入 イラ ク 
地中海 の Homs y 4 NN 
レバ グン Mjne Al Sharqla Abou kemald 
Beirut we ム abadani eS 
/ 5 ン 1435mm 
DamaSCcUS 本 に 
人 ni ン ) 還 王 訂 還 四 に 計画 線 
イス ラ エ ル 1050mm( ヒ ジャ ズ 鉄 道 ) 
/) 5 単線 
り | Ta YoBusra ash Sham ーー ae ーーー 休止 線 | 
1 
ど 0 


SIINGN の NM 


SI| に こざ 〇 


Lebanese Republic 


国 の あら まし 


地中海 東岸 に 位置 し 、 
国土 の 大 半 が 地中海 性 気 
候 に 属す る 。 北 お よび 東 
を シリ ア と 、 南 を イス ラ 
エル と 国境 を 接し て い 
る 。 レバ ノン 山脈 が 地 中 。 計 議 
海 に 迫り 、「 地 中 海 の 真 信朗 デ 
珠 」 と も 「 中 東 の スイ ス 」 。 
と も 呼ば れる 。 古代 に は 
レバ ノン 艇 に 代表 され る 森林 に 覆 わ れ 、 海洋 遂 商 国 
家 フ ェ ニ キア と し て 名 を は せ た が 、 森林 の 伐採 に よ 
る 末 材 資源 の 枯 潟 と と も に 文明 も 滅ん だ 。7 世紀 に 
アラ ビア 人 の 侵入 に より イス ラム 化 さ れ た が 、 中 世 
は 十字 軍 の 遠征 基地 と な り キ リス ト 教 が 広まり 、 現 
在 で も イス ラム 教徒 に 次 ぎ キ リス ト 教 徒 が 40% を 
上 結 め る 。16 世 紀 に オス マン 帝国 の 支配 下 に 入り 、 第 
1 次 世界 大 戦後 は シリ ア の 一 部 と し て フラ ンス の 委 
任 統 治 領 と な っ た 。 1941 年 に 完全 独立 し た が 、 その 
後 は 内 戦 や イス ラ エ ル と の 衝突 な ど 紛 争 が 相次い 
だ 。 貿易 と 商業 が 主要 産業 。 国名 は 古代 語 で 「 白 い 」 
を 意味 し 、 レ バ ノ ン 山 脈 の 雪 を 指す 。 


全 を レバ ノン 共和 国 

人 口 : 497 万 人 (2014 年 ) 

面積 : 1.0 万 km 

主要 言語 : アラ ビア 語 

通貨 : レバ ノン ・ ポ ンド LBP (1LBP=0.08 円 ) 
国民 総 所 得 :407 億 USD 

1 人 当たり 国民 総 所 得 :9190 USD 
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鉄道 の 主要 デー タ (2012 生 語 
ーー 


1895 年 
の 222km (1435mm : 休 上 剛 
化 キロ 非 電化 
列車 運転 線路 単線 の み 
運営 組織 
ニーーーーー 提議 
レバ ノン 国鉄 


Chemins de 「er de 「Etat libanais (CEL) 


Lebanon 54(e RallW8W5 
po BOX 109, 55365, Belrut 


ニニ ニーー ニ ーーーーー 。 8 生ま 
鉄道 の 歴史 

ーーーーーーーーーー ツ 具 2 

レバ ノン 最初 の 鉄道 は 、 1891 年 に 建設 が 開始 
れ 、 1895 年 8 月 に 開業 し た ベイ ルー ト Beimt か 5 
シリ ア の ダマ スカ ス Damascus に 全 る 狭間 
(1050mm) の 路線 で 、 路 線 延長 147km の うち し バ 
ノン 国内 は 82km で あっ た 。 その後 1942 年 に トリ 
ポリ Tripoli を 起点 に ベイ ルー ト を 経由 し 、 地 四海 に 
沿っ て ナー クー ラ Nakoura に 至 る 鉄道 ( 邊 長 
194km) が 開通 し た 。 こ の 鉄道 は 第 2 次 世界 大 戦 重 
協商 国 の 建設 部 隊 に よっ て 建設 され た も の で 、 独 7 


車庫 に 眠る ディ ー ゼ ル 松 関 車 (Brre Ludvigsen) 


記 用 1947 年 に レバ ノ ン 政 府 に 返還 され た 

1961 年 、 は 国内 す べ て の 鉄 道 を 国 者 に まる 
め 、 全国 の 鉄道 と 首 部 の 交通 を 管理 する レバ ノン 
国有 鉄道 (Chemm de Fer de ja Hibanais :CEL) 
5 よ ょ よび ベイ ルー ト 市 公共 交通 選 (Offce de。 
@hcmins de Fer et des Transport en 
WCFTC) を 設立 し た 。 

1980 年 代 に 入る と 、 内 戦 に よる 破壊 
ほとん と の 鉄道 は 不通 と な り 』、 ペ イル ー ト 近郊 の 
レー ル バ ス と ベイ ルー トマ サイ ダ Saida 間 の 石油 輸 
謎 、 チ ェ ッ カ OChekka て ベイ ルー ト 間 の セ メ ン ト 列 
車 の み 運 行 し て いた が 、 1997 年 に は チェッ カ 、 へ 
ル ー ト 間 の セメント 別 車 の 運行 を 最後 に 全線 で 
運休 と な り 、 それ 以降 は 運行 さ れ て いな い 。 内 戦 で 
大 壊 され た 鉄道 の 復旧 は 1990 年 代 ょ り 計画 され た 
が 、 現 時 点 で は 具体 的 に 事業 化 さ れ て いな い 。 

また 、 レバ ノ ン 政 府 は 財源 確保 の た め に 、 鉄道 を 
自 む 経営 状況 の 悪い 公益 事業 を 部 分 的 に 民営 EL、 
官民 共同 経営 の 事業 体 を 設立 する と 1994 年 に 発表 
し た が 、 そ の 後 の 進展 は な か っ た 。 


Commun : 


行為 の た め 


や 
道 の 特徴 
間 、、、。 > 
1990 年 代 まで 運行 され て いた ベイ ルー ト 近郊 の 
レー ル バ ス と 石油 ・ セ メン ド 輸送 が 主体 で あっ た 
か 、 内戦 に より 線路 は 荒廃 し て 5 り 運 


の 開始 され る 予定 で ぁ っ た か 、 その 後 の 進展 が 芳 し 
く な く 、 昌 基 関連 の 調査 が 行わ れ た に 過ぎ な い 。 

また 、 2002 年 月 に は レバ ノ ン の Railway & 
Transportation Authority に より 、 1895 年 に レバ ノ 
ン 最初 の 鉄道 と し て 開業 し た も の の 長 凌 間 運休 さ 
れ て いた リ ヤク Riyaq て シリ ア 国 境 の サー ライ ア 
Sirghaya 間 (延長 25km) の リハ じ リ テー シン ョ ン を 
70 万 USD か け て 実施 ずる こ と な っ た 。 し か し な 
が ら 、 資金 確保 や 政治 的 な 理由 に よ り 証 画 は 中 止 さ 


こ に o 


将来 の 開発 計画 


レバ ノン の 鉄道 を 再開 し 、 近 隣国 と 接続 する こと 
に よっ て 地中海 の 交通 ネッ トワ ー ク を 形成 で きる 
利点 が ある た め 、 沿岸 部 を 中 心 と し た 鉄道 路線 の 再 
建 が 検討 され た 。 

その よう な 中 、2013 年 に は 欧州 開発 銀行 (BBRD) 
に より ベイ ルー トー トリ ポリ 間 (延長 約 80km) の 
リハ ビリ テー ショ ン に 関す る 実現 可能 性 調査 が 発 
注 され た 。 技 術 、 経 済 、 財務 、 環境 な どの 調査 を も と 
に リハ ビリ テー ショ ン 計 画 が 立て られ 、 調達 ・ 建 設 
の 人 札 準備 も 同時 に 行う 内 容 で あり 、 報告 書 は 
2016 年 に 完成 する 予定 で ある 。 


生 可 能 な 区 間 は ほとん ど な い 状態 で あ 
@。 現存 路線 の 規格 は 、 標準 軌 路 線 で 
は 最小 曲線 半径 218m、 最 急 勾 配 
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20*、 最高 標高 1487m、 狭 軌 で 曲線 半 5 ヽ 
符 100m、 最 急 勾配 70%。 と な っ で い 能 : Mn 
る 。 Jbal 還 "1 ン 

釣 道 の 再建 に つい て は 、 まず 1992 地 四海 の 和 Bashekg ディオ 
放 に レバ ノン 政府 は 破壊 され た 鉄道 の Bat 還 Rskt 。 / 人 
層 和 を 計画 し 、 1993 年 に フラ ンス の 仙 MNS5< 
H レ サル ティ ング 会 社 SOFRERAIL 27 位 代 Ye 
2 アレ ラー ュ ) は 、 ティ ー ル Trー ベ Sacs レバ ノン 
人 W ル ニ ト 間 お よび トリ ポリ ンー ア ッ カ リ 半 
Ai 間 の 2 区 間 (合計 延長 205km) の / 
を 改良 ・ 再 建 し 、 また ティ ー ル ー ト リ sw 
ボリ 間 (延長 170km) を 複線 電化 ( 改 | Neueg い 
良 後 の 許容 速度 は 140kmh) する 計画 人 
を 提案 し た 。 同 プ ロジ ェクト は 1994 


年 の 入札 を 経て 、 1997 年 後半 に 運行 


ジー 


ぐ 竹 内 龍介 > 
Pe ③) 


Tripolio24 
7 


Es で O へ IIINIGNL の NIS 時 


NASSs 


Hashemite Kingdom of Jordan 


ヨル ダン 


* へ 1 


国 の あら まし 


正式 名 称 は ヨル ダン . ハハ 
ジェ ミッ ト 王 国 。 ヨル ダン 
の 名 は 、 へ ブラ イ 語 で 死海 


を ⑯ ア ンマ ン 
に 注ぐ ヨル ダン 川 の 「 流 れ Amman 
下る 」 を 意味 する と いう ぅ 。 丁 

アジ ア の 内 陸 に 位置 し て お 


9 ミイ スラ エル 、 シリ ア 、 イ 

ラク 、 サウ ジア ラビ ア と 国 

境 を 接し て いる 。 国土 は 内 陸 に 進む に つれ 雨 の 少な 
い 昌 燥 気候 帯 と な り 大 部 分 が 砂漠 で ある 。 その た 
め 、 耕地 は 全国 土 の 5% 程 度 に 過ぎ な い 。 西部 に 高 
い 塩 分 濃度 で 知ら れる 死海 の ある ヨル ダン 地溝 帯 
が 通る 。 紀元 前 1 世紀 頃 、 ナ バテ ィ ア 人 の 都市 ペ ト 
ラフ が 繁栄 し た 。 オ スマ ン 帝 国 滅亡 後 、 1919 年 に イ ギ 
リス 領 と な り 、 他 の 中 東 語 国 と 同様 に 第 2 次 世界 大 
戦後 に 独立 し た 。4 次 に わた る 中 東 戦 争 に よっ て 増 
大 し た パレ スチ ナ 難 民 の ほとん ど を 受け 入れ て い 
る 。 現在 は アラ ブ 穏 健 派 が アラ ブ ・ イ スラ ム 諸 国 と 
協調 、 また 全 方 位 等 距離 外交 を 基調 と し て いる 。 主 
要 な 産業 と し て は 、 農業 の ほか 、 リン 鉱石 の 採掘 な 
どの 鉱業 と 化学 肥料 の 製造 な ど が ある 。 


人 ヨル ダン ・ ハ シェ ミッ ト 王 国 

人 口 :751 万 人 (2014 年) 

面積 : 8.9 万 km 

主要 言語 : アラ ビア 語 、 英 語 

通貨 : ヨル ダン ・ デ ィ ナ ー ル JOD (1JOD=168.23 円) 
国民 総 所 得 :295 億 USD 

1 人 当たり 国民 総 所 得 :4670 USD 
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鉄道 の 主要 デー タ (2008 征 ご 


創業 1903 年 

営業 キロ 463km (1050mm) 

電化 キロ 非 電化 

列車 運転 線路 単線 の み 

年 間 旅 客 輸送 量 2 万 7000 人 
ノ 39 万 人 キロ "* 

年 間 貨 物 輸送 量 2 万 7000 ト ン 
/ 40 万 8000 ト ン キ ロ * 
200 万 トン 
/3 億 5300 万 トン キロ * 

車両 数 DLU5 PC/15 FC/100 sL6* 


DL23 FC/2537 
"ヒジ ャ スズ 鉄道 ““ ア カバ 鉄道 (2009 年 ) 


ュー 
運営 組織 


ヒジ ャ スズ 鉄道 

Jordan Hedjaz Railway 0HR) 

URL: http:7/Wwwwjhrgovjo 

アカ バ 鉄 道 

Aqaba Railway Corporation (ARC) 
URL : http:/www.arc.govjo 


鉄道 の 歴史 


現在 の ヨル ダン 国内 の 鉄道 に は 、 ヒ ジャ ズ 鉄 邊 
一 部 だ っ た 区 間 と 、 近年 に な っ て 新設 され た 区 間 が 
ある 。 ヒ ジャ ズ 鉄 道 は 、 1900 年 に オス マン 帝国 統治 
下 の ダ マス カス Damascus (現在 の シリ ア の 首都) 
か ら 1050mm ゲ ー ジ で 建設 が 開始 さ れ 、 1903 年 に 
アン マン Amman (現在 の ヨル ダン の 首都 ) まで 賠 
業 、 続い て 1908 年 に サウ ジア ラビ ア の メデ ィ 


ヒジ ャ ス 鉄 道 の 休日 運 行 の 観光 列車 ( 剛 本 葉 ) 


"る 】 
で <c 


道 の リ ン 鉱石 輸 送 列 車 (岡本 茂 ) 


アカ バ 鉄 
Medina ま で の 1302km が 開業 し た 。 第 1 次 世界 大 
江 中 に 沿線 随所 が 破壊 され た が 、 ヨルダン 国内 の 区 
間 は その 後 英国 権益 の パレ スチ ナ 鉄 道 に よる 経営 
を 経て 、1952 年 か ら ヨ ル ダ ン ・ ヒ ジャ スズ 鉄道 (JHR) 
が 運営 し て いる 。 現在 は 、 北部 の シリ ア 国 境 か ら 南 
部 の バト ン エ ッ ゴ ー ル Batn RI Ghul ま で の 区 間 で 
列車 走行 が 可能 で ある が 、 中 部 の アル アブ ャ ヤ ド 加 
Abyad か ら バ トン エッ ゴー ル ま で を アカ バ 鉄 道 
| (ARC) に リー ス し て いる 。 
| ARC は 鉱山 か ら 産 出さ れる リン 鉱石 を アカ バ 港 
へ 輸送 する た め に 1972 年 に 設立 され 、JHR か ら 
リー ス す る 区 間 の 南端 か ら アカ バ 港 まで 124.8km 
の 新 線 を 建設 し て 運営 し て いる 。 


鉄道 の 特徴 


JHR は 、 か つて アン マン と ダマ スカ ス の 間 に 国 際 
旅客 列車 を 運行 し て いた が 、 最近 で は 旅客 ・ 貨 物 と 
も 定期 列車 は な い 。 2009 年 10 月 か ら 気 候 の 良い 季 
節 に アン マン か ら 南 方 郊外 の アル ジ ザ AlJizah 駅 
まで 、 休日 に ビク ニッ ク 列 車 が 運行 され た また 
2010 年 に は 、 シ リア 国境 を 越え だ 最初 の 駅 タル 
アー Dera_ a ま で アン マン か らち 日 帰り 客 を 乗せ た 列 
車 も 運行 され た 。 

JHR の アン マン 駅 構内 に は 1950 年 代 に 製造 きれ 
た 茶 気 機関 車 5 両 が 保存 され で て いる が 、 この うち 4 
同 は チャ ー タ ー 列 車 を 率い て 走行 で きる 動態 保存 
で あり 、 欧 州 の ツア ー 客 等 を 乗せ て 運行 する で と が 
ある 。5 両 の う ち 2 両 は 1959 年 日 本 車両 製 の 82、 
0 機動 態 保存 で ある 。 また 日 本 車両 製 の タン 
ノ 車 の 下回り を 使い 、 木製 の 客室 部 分 を 乗せ た 改 千 
各 車 が 6 両 ある 。 

ARC は 、 ヨル ダン 中 南部 の アル アブ ヤ ド 、 ハ サ 
TS シュ ディ ヤ Shediya の 鉱山 か ら リ ン 鉱 石 を 内 


送 する た め 、 長 大 貨物 列車 を 毎日 運行 し て いる 。 旧 
ジャズ 鉄 道 と の 接続 点 付近 は 標高 が 1150m 程度 
あり 、 最 急 勾配 27%。 の 区 間 が 続く た め 、GE (ブラ ジ 
ル ) 製 の 電気 式 デ ィ ー ゼ ル 機 関 車 (2000 馬力 ) が 重 
連 で 列車 を 牽引 し て いる 。 

新設 区 間 は 巨岩 に 挟ま れ た 砂漠 が 続く 雄大 な 風 
景 の ワ ジ ラム 深 谷 を 通り 、 ア カバ 湾 に 面 し た 港 街 ア 
カバ に 達する 。ARO の 本 社 と 車両 基 了 地 は ヨル ダン 中 
部 の 街 マ アー ン Ma' an に ある 。 < 岡本 茂 > 


シーーーー 
の 


| Ld 


、 数字 は 主 な 者 市 人 口 (万 人 ) 
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SO へ INGNH ら NN 了 


Kingdom of Saudi ArabIa 


国 の あら まし 


アラ ビア 半島 の < 
80% を 占め る 、 アラ 。。 
ブ 系 の 遊牧 民 ド 靖 
ウィ ン 族 の 王国 。 東 
を ペル シャ 湾 、 西 を 
紅海 に 面 し て いる 。 層 
全国 土 が 乾燥 地帯 で hGn、 
あり 、 ほとん ど が 砂漠 で ある 。 622 年 に イス ラム 教 
の 開祖 ムハンマド ( マ ホ メ ッ ト ) が メッ カ か ら メ ディ 
ナ に 移住 し 、 こ の 年 が イス ラム 暦 の 起源 と な っ た 。 
その た め メ ッ カ 、 メデ ィ ナ と いっ た イス ラム 教 の 2 
大 聖地 が 国内 に ある 。 オ スマ ン 帝 国 に よる 支配 後 、 
第 1 次 、 第 2 次 サウ ド 王 国 を 経て 、 20 世紀 初頭 に ア 
ブドウ ゥ ル ・ ア ジャ ー ズ 王 が 近隣 を 平定 し た 。 1927 年 
に イギリス か とら 完全 独 立 を 認め られ た 。 石油 、 天然 
ガス に よる オイ ル マ ネ ー を 背景 に 近代 国家 を 作り 
上 げ て いる が 、 労働 力 を 外国 人 労働 者 に 多く 依存 し 
て お り 、 脱却 を 模索 し て いる 。 原 油 埋蔵 量 は 世界 第 
2 位 。 石油 輸出 は 世界 第 1 位 。 天然 ガス の 埋蔵 量 は 
世界 第 6 位 で ある 。 


全 サ ウジ アラ ビア 王 国 
人 口 : 2937 万 人 (2014 年) 
面積 : 220.7 万 km 
主要 言語 : ア ラビ ア 語 
通貨 : サウ ジア ラビ ア ・ リ ヤル 
SAR (15SAR=31.88 円 ) 
国民 総 所 得 :6878 億 USD 
1 人 当たり 国民 総 所 得 :2 万 4310 USD 
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鉄道 の 主要 デー タ (2012 年 ) 


ご 鉄道 機構 の み ) 
Me 4 - 
1412km (1435mm) 


ーー 
運営 組織 


ーー の 叶 
サウ ジ 鉄 道 機構 。 

caudi Railways Or9anIZatiOn (SRO) 

URL http:ww.5udiralIWayS.0「9 

サウ ジ 鉄 道 会 社 

saudi Railway Company (SAR 

URL : http:7WWwW.S8rCO「T1.59 


鉄道 の 歴史 


オス マン トル ご コ 帝国 は 、 聖地 巡礼 (ハッ ジ ) の た 
め に 、 シ リア の 首都 ダマ スカ ス Damascus か ら サ ウ 
ジア ラビ ア の メデ ィ ナ Medina まで の ヒジ ャ メ 鉄 
(軌間 1050mm。 全長 約 1300km、 うち サウ ジア ラ 
ビア 部 分 は 約 840km) の 建設 を 1901 年 か ら 開 六 
し 、 1908 年 9 月 1 日 に 開業 し た 。 こ れ が サウ ジ 7/2 
ビア 最初 の 鉄道 で ある が 、 映画 『 ア ラビ ア の 加 P 
ス 』 の 題材 と し て 有名 な よう に 、 第 1 次 世界 天 則 6 
イギリス の 支援 を 受け た アラ ブ 勢 力 に 破壊 き 柚 計 
鎖 さ れ た 。 

1947 年 か ら 石油 会 社 の アラ ムコ が リヤ R Riyadh 
デハ ラド Haradh て フフ ー フ Hfuf 精細 較 
Dammam 間 に 貨物 線 (軌間 1435mn。 単線 首長 
S56km) を 建設 し 、 1949 年 月 に ダン マン “9 
カイ ク Abqaiq 間 (延長 66km) で 部 分 開業 、195 敗 
10 月 に 全線 開業 し た 。 ま た 、 ハラ ド を 経由 し な V 昌 
絡 ル ー ト で リヤ ドー タン ソン ン 間 の 旅客 新 線 ( 単 抽 
生長 449km) が 1985 年 に 開業 し た 。 貨物 線 と 放 
線 は リヤ ド 側 で 18km、 ダン マン 側 で 約 ij40km 親 


, て いる が 両 線 は 接続 し て お ら ず 単線 2 本 と し て 
pl され て い @。 な お 、 リヤ ドー ダン マン 間 の 線路 
了 2 MA0 拉 を 通 貼 し て 7 の ーー 線路 の 両側 に 築堤 
を 作り 、 分 岐 器 部 分 に 防 砂 棚 を 設け 、 また モー ター 
ーー ょ り 軌 道上 の 除 砂 を 行っ て いる 。 


鉄道 の 特徴 と 開発 計画 
ーー ビー 
サウ ジ 鉄 道 機構 (SRO) の 輸送 量 は ほり iw ド ニダ ン 
ッッ ン 間 ! に お いて コン テ ナ 輸 送 の 85% を 吉 め また 
販 問 の 旅客 数 も 航空 空 機 や 自動 車 を 上 回 っ て いる 。 
し し な か ら 鉄 が リヤ ドー ダン マン 間 に 限 
補 さ れ て いる た め 、 国内 の 道路 を 補完 ・ 代 替 すず る 基 
。 骨 イン フラ と し て 鉄道 を 整備 する 必要 が あり 
科 道 や 錠 物 資源 輸 送 然 道 ラン ドブ リッ ジン など 
の 大 型 プ ロジ ェクト が 進行 中 で ある 。 さ ら に 主要 都 
j の 都市 鉄道 (メトロ) も 計画 ・ 整 備 が 進め られ て 
いる 。 
較 ハ ラマ イン ( 避 都 間 ) 高速 鉄道 
イスラム 教 の 二 大 聖地 で ある メッ カ Mecca と メ 
ディ ナ を ジッ ダ Jiddah 経 由 で 結ぶ ハラ マイ ン 
Haramam 高 速 鉄道 (営業 最高 速度 320kmVh。 延長 
444km) の 建設 が 2016 年 の 開業 を 目指 し て 進め ら 
れ て いる 。 こ の 高速 鉄道 に は スペ イン の タル コ 社 と 
スペ イン 鉄道 (RENFE) 連合 の 高速 鉄道 シス テム 
が 採用 され る 予定 で ある 。 な お 、 リヤ ド と ダン マン 


を 結ぶ 第 2 高速 鉄道 の 調査 も 実施 し て いる 。 
圏 南 北 貨物 鉄道 
北部 の ジャ ラミ ド Jalamid の リン 鉱石 と ザビ ラ 


Zabirah の ボー キサ イト を 東部 の 港湾 都市 ラス アル 
バイ ル Ras Al Hail に 輸送 する こと を 皇 目的 と し て 、 
貨物 鉄道 (1414km) と 旅客 鉄道 (1005km) が 建設 
ざれ て いる 。 運営 会 社 は サウ ジ 鉄 道 会 社 (SAR)。 
圏 サ ウジ ラン ドブ リッ ジ 


紅海 と ペル シャ 湾 を 東西 に 結ぶ サウ ジラ ンド ブ 


リッ ジ が 計画 され て いる 。 西 側 の ジッ ダー リヤ ド 間 
(延長 950km) に 客 貨 両 用 の 複線 新 線 を 建設 し 、 
側 は 既存 の リヤ ドー ダン マン 線 を 改良 する 計画 
ある 。 マ 秋山 芳 弘 > 


JerusAlem JAmman ) 7 BRE 
(M / { ロ ? 電 -Haditha Jaamid 1435mm バ 
に H al-Ba ra に ー ト に - と ヒー こ 高速 鉄道 建設 中 
9 Suez ヨル ダ ン 同 デア イラ ク ク ウ ト 0 ウ 0 人 
EU LBusayia に 9Kumal ーー 建設 線 
ke 品 し 。 Mi 計画 線 
だ ンー WW ベル シャ ヤ ) 
串 呈 、 / に いや) 
0 Ras Al Hail、alJuball 58 て uo 
no Dammam 
Buraida *。 9 esManama 
Da Hufuf 呈 、 ト ( 朗 レー ツ pubay 
エジプト 2 Riyadh 9 パ カダール WAbu Dhabi 
-Madina ルツ ie コッ 
YanbuO 有 / 5 ed Haradh U AE 
』 ジン 
し ーー さ 
2 ) 0 の オ マ ン 
JiddahO* 43 eg 
\Mecca ー サ ウジ アラ ビア 
Pe | 
We 1 
紅海 
(0 り 
スー ダン 8 
、 okoan rb ey 数 字 は 主 な 都市 人 口 (万 人 ) 
エリ トリ ア Jzan8 イエ メン 0 600km 
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II の TS 


①) 


INNI に に KAN に: 


国 の あら まし 


ユタ ヤ 人 が 75.5% を 占め る 
共和 国 。 西 は 地中海 に 了 み 、 周 
囲 を レバ ノン 、 エジプト 、 ヨル 
ダン 、 シリ ア な どの アラ ブナ 国家 
に 囲ま れ て いる 。 紀元前 に 国家 
が 崩壊 し 、 ギリ シア 、 ロー マ 帝 
国 に よる 支配 下 に 入る 。2 世 紀 
前 半 に は ユダ ヤ 人 の 国外 離 散 
が 本 格 化 し た 。19 世 紀 半 ば か 
ら 郷土 復帰 運動 が 強まり 、 
1917 年 に イギリス が パレ スチ 
ナカ に お ける ユダ ヤ 国 家 の 建設 を 承認 。 1947 年 に 国 
連 が 同 地 の 分 割 を 決議 し 、 1948 年 イス ラ エ ル は 独 
立 を 宣言 し た 。 こ れ と と も に 第 1 次 中 東 戦争 が 勃発 。 
1949 年 に は 休戦 協定 と し て 境界 線 が 定め られ た 
が 、 その 後 も アラ ブ 諸 国 と の 間 で 戦争 が 繰り 返さ れ 
る 歴史 が 続い た 。 外交 は 自国 の 安全 確保 と アメ リカ 
を 中 心 と する 欧米 諸国 と の 協力 の 強化 に 力 を 入れ 
て いる 。 地中海 性 気候 に 属し 、 産業 は 果実 、 本 農 製 
品 、 オ リー ブ 等 の 農業 が 主 で ある が 、 ダイ ヤ モ ン ド 
加工 や ハイ テク 関連 の 工業 、 医薬 品 、 情報 通信 な ど 
の 産業 も 盛ん で ある 。 


エル サレ ルム 


Jerusalem 


全 イ スラ エル 国 

人 口 :782 万 人 (2014 年 ) 面積 :2.2 万 km 
主要 言語 : へ ブラ イ 語 

通貨 : 新 シェ ケル ILS (1ILS=30.14 円 ) 
民 総 所 得 :2534 億 USD 

1 人 当たり 国民 総 所得 :3 万 3030 USD 
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鉄道 の 主要 デー タ (20125 へ 、 


創業 1892 年 
営業 キロ 1001km 435mm) 
電化 キロ 非 電化 


列車 運転 線路 左側 通行 
年 間 旅客 輸送 量 4037 万 人 

/ 22 億 5000 万 人 キロ 
年 間 貨物 輸送 量 702 万 トン 
/ 9 億 6000 万 トン キロ 
DL7120 DMU/144 PCp2 
FC/696 


運営 組織 | 


イス ラ エ ル 鉄 道 
lsrael Rallways (|R) 
URL: http:/WwwrrailLco. 


車両 数 


IIIUPRTm ジ ーー ニー ュー ーーーーー ーー 
鉄道 の 歴史 
ee 

イス ラ エ ル 最 初 の 鉄道 (現在 の イス ラ ェ ル 畠 + 
内 ) は 、 1892 年 に エル サレ ム 』erusalem こ ヤ フ ァ 
Jaffa ( 現 テ ル ア ビ ブ el Aviv) 間 86km で 開業 し た 。 
また 1904 年 に は 、 ヒ ジャ スズ 鉄 道 (Hedjaz Ralwy 
が 建設 され た 。 

1948 年 の 建国 後 は 、 パレ スチ ナ 鉄道 (Paleslie 
Railways) の うち イス ラ エ ル 領 土 内 に ある 路線 を 中 
き 継 ぎ 、1988 年 に は 港湾 部 門 を 統合 し で イス 2 
ル 鉄 道 ・ 港 湾 公 社 に 改組 され た 。 その 後 1999 牌 に 
イス ラ エ ル 鉄 道 (IR) と な っ た 。 


m 


し 
ト 
上 ) 
| | 


テル アビ ブ の ハ ・ シ ャ ロー ム 駅 (JICA) 


"っ ェ ル の 鉄道 は 主要 都 南 南 慈 つない で 

jj 年 名 道 の ネ 計 ク 強 化 の た め 、 多 く 
| よび 由 備 が 人 め組 
4 の 則 と し て 、 テ ル ア ビ ブ ・ パ 和広 妖 GMAViv 

Jagana リ シヨ ン ・ レ ジオ ン Rishon Le Tsiyon 
の 1( 6km の 開業 や 、 そこ か ら さ ら に 南 の Pleshet 
rt と に より 、 テル 衣 四 2 締 
ュ ド ッ ド ASiI hdod が 結ば れ た 。 また 在 来 線 の 改 

8 2010 年 に テル アビ ブー ク フ ァ ル ・ サ バ KRKfgr 
wl L が 完了 し て いる 。 
> に イス ラ エ ル 政 府 は 2010 年 2 月 、 交通 ネッ 
和 ヶ 強 化 の た め 、 20 年 に お よぶ 140 億 USD の 
投資 を 大 部 し た 。 この うち 最初 の 10 年 で 72 億 USD 
を 投資 し 、 鉄 道 の 複 線 化 、 電 1 L を 実施 する こと で 、 鉄 
道 の 輸送 力 増強 を 図る 。 

国土 の 西側 の 旅客 輸送 に お いて は 、 2001 年 の 旅 

需 要 150 万 人 が 2010 年 に は 360 万 人 と 、 2 倍 以 
上 に 急増 し て いる 。 な お 、 テル アビ ブ か ら エ ル サ レ 
に 行く 路線 は 、 山 語 地帯 を 走り 、 車窓 風景 が す ば 

了 

貨物 輸送 に お いて は 、 1 日 に 平均 し て 100 本 程度 
を 運行 し て いる 。 主要 輸送 品目 は 、 死海 に 面 し た ソ 
ドム Sedom で 産出 する 炭酸 カリ ウム を ツェ ファ 
Tefa 駅 か ら 、 ま た オラ ン Oron と ハー ツィ ン HarZim 
か ら の リン 酸 塩 を 最大 4000 ト ン 牽 引 の 専用 貨物 列 
車 で アシ ュ ド ッ ド Ashdod 港 に 運ん で いる 。 その 他 
の 品目 は 、 コ ユン テ ナ と 穀物 、 油 で ある 。 

大 都市 圏 近 郊 輸 送 お よび 都市 間 輸送 の 改善 策 と 
し て 、 在 来 線 の 改良 と 近郊 線 の 複線 電化 を 計画 し て 
いる 。2010 年 に は 、 テ ル ア ビ ブー ハイ ファ Haifa 間 、 
テル アビ ブー エル サレ ム 間 な どの 主要 路線 420km 


L 


シー メン 
の 社 製 の ブッ シュ プル 式 列車 の 制御 客車 (JICA) 


の 電化 に 22 億 USD の 投資 を 決定 し て いる 。 

長期 計画 で は 、 エ ジ プ ト 国境 、 紅海 と ヨル ダン 方 
面 へ の 新 線 建設 、 全 路線 の 電化 が 検討 すれ て いる 。 
紅海 に 向け て は 、 地 中 海 に 面 し た アシ ュ ドッ ド 港 か 
ら ベ エル シェ バ Be'er Sheva を 経由 し 、 エ リア ッ ト 
に 全 る 300km の 路線 が 計画 され て お り 、 スエ ズ 運 
河 を 補完 する 貨物 鉄道 の 旭 設 を 目的 と し て いる 。 ま 
た 、 ヨ ル ダ ン に 向け て は 、1995 年 の 両国 の 合意 に も 
づい て 、 ハイ ファ か ら べ ベト ・ シ ェ ア ン Bet She'an 
を 経 有 四 し 、 ヨル ダン の イル ビ ド Trbid を 結ぶ 「Valley 
Of Vizrael」 と 呼ば れる 路線 を 建設 中 で ある 。 
ぐ 川 端 剛 弘 > 


/ デ ョ | 
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フジ ア で 活躍 する 日 本 抽 の 再生 軒 両 
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ミャンマー 国鉄 に 導入 され た JR 西日本 の キハ 181 系 (JR 西日本 ) 


概要 

日 本 に お いて 鉄道 車両 を 廃車 に する の は 、 技 術 的 
な 進歩 に に る モー ター や 信号 シス テム の 更新 、 混雑 
緩和 対策 の た め の ド ア の 増設 や 座席 配置 の 変更 と 
いっ た 輸送 環境 の 変化 に 伴う 車両 更新 が 主 な 理由 で 
あり 、 老 朽 化 に より 廃車 に する こと は 少な い 。 

その た め 、 保守 点検 を 継続 し て 行え ば 十分 に 使用 
が で きる 状態 で ある こと が 多い 。 また 再生 車両 で 
あっ て も 谷 房 装 置 が 設置 され メン テ ナ ン ス が 行き 
届い て いる な ど 車 内 設備 の 水準 が 高く 、 購入 費用 は 
輸送 費 の み で 済む の で 新車 に 比べ て 導入 コス ト を 
大 幅 に 安く で きる こと か ら 、 導入 相手 国 に と っ て も 
メリ ッ ト が 多く 、 近年 で は アジ ア 諸 国 を 中 心 に 日 本 
の 再生 車両 が 導入 され て いる 。 主たる 国 の 日 本 の 再 
生 車 両 の 導入 状況 は 以下 の と お り で ある 。 


各国 で の 事例 
【 イ ンド ネシア 】 

首都 ジャ カル タ の 都市 鉄道 (PT KAI Commuter 
Jabodetabek) に 日 本 の 鉄道 車両 が 最初 に 導入 され 
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た の は 2000 年 で ある 。 当時 、 都営 三田 線 は 東信 目 
黒 線 と の 直通 運転 の 実施 に 伴い 車両 を 置き 換え る 
こと と な り 、 廃車 と な っ た 車両 (6000 形 72 両 ) を 
東京 都 が 無償 で 譲渡 する こと に な っ た 。 当 時 の 都市 
鉄道 で は 非 浴 房 の 通勤 電車 が 運行 され で お り 斉 提 
の 上 まで 人 が 乗る ほど の 混 稚 で あっ た 。 その 82 
中 、 日 本 の 通勤 電車 は 冷房 付き で あり 、 ま た 導 計 
切 か ら 急 行 用 車両 と し て 運用 され る こと に 課 春 
サー ビス の 向上 を 図る こと が で きた 。 そ の 後 東 
日 本 (103 系 )、 東 急 (8000 系 、8500 系 )、 東 京 半 
ロ (5000 系 、6000 系 、7000 系 、05 系 )、 東 葉 苗 
道 (1000 形 ) の 中 古 車両 も 導入 され 、 輸 送 力 の 遇 
や サー ビス の 向上 が 図ら れる よう に な り 、 現 看 全 人 
され て いる 車両 は 、 日 本 の 冷房 付き 再生 車両 と 下 
車両 メー カー の 新車 に 統一 され て いる 。 

圭 に JR 東日本 は 2013 年 か ら 埼 京 線 川越 線 0 還 
両 205 系 ) を 譲渡 し 、 さ ら に 協力 覚書 を 締結 b 拉 
休 支 援 を 行っ て いる 。 

【 タ イ 】 
タイ 国鉄 (SRT) で は 、 1980 年 代 に 日 本 製 の 人 


車 が 新車 と し て 導入 され 、 バン コ ク 郊 外 の 近郊 電車 
% 長 距離 急行 列車 と し て 使用 され で きだ が 1990 
人 中 盤 以 降 に な る と 他 | 財 の 鉄道 事業 者 の 再生 重 
耐 が 導入 され る よ うに な っ た 。1997 年 以降 は 、E 
証 日 本 で 余 球 に な っ た 気動車 (キハ 58) お よび 客 重 
(」2 系 座席 車 、 14 系 座席 車 ・ 用 台 車 、24 系 寝台 車 ) 
を 過 和信 され 、 この うち 准 房 付き B 宴 台車 は 長 距離 夜 
列車 に 連結 し て 使用 し て いる 。 

【 ワ ィ リピ ン 】 

フィ リピ ン 国鉄 PNR) に は 、 1990 年 代 後半 以降 
日 本 の 再生 車両 JR 東日本 お よび J 九 州 )、1999 
年 か ら 2010 年 の 間 に は 客車 (12 系 、 14 系 座席 車 )、 
2011 年 に は 電車 (JR 東日本 203 系 ) お よび 気動車 
(キハ 59) が 導 人 され た 。 フィリ ピン の 鉄道 は 全線 非 
電化 で ある た め 、 電車 は ディ ー ゼ ル 機 関 車 牽引 に よ 
り 近 郊 列 車 ( ツ ツ バ ン mTutuban ー ア ラバ ン Alabang 
間 ) と し て 気動車 と と も に 運行 し て いる 。 ま た 、 客 
車 は 長 距 離 列車 で 使用 され て いた が 、 現在 は 台風 に 
より 線路 が 被害 を 受け た た め 稼 働 し て いな い 。 
ミャンマー】 

2000 年 代 前 半 以 降 に 目 本 の 中 古 の 気動車 や 
ディ ー ゼ ル 機 関 車 ・ 客 車 が 導入 され 、 ミャンマー の 
軌間 (1000mm) や 建築 限界 に 合う よう に 改造 し て 
使用 し て いる 。 導 入 車 両 は JR の ほか 、 民 鉄 ・ 第 三 セ 
クタ ー と 多岐 に わた っ て お り 、 都 市 近郊 鉄道 か ら 長 
距離 鉄道 まで 幅広 く 使用 され て いる 。 最近 で は 、 JR 
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P/ 3 2 な 4 cyn。 て ec べ Se 
タ の 都心 に ある コタ 駅 に 進入 する 元 205 系 車両 (JR 東日本 ) 
WP 本 衝 1 1 


西日本 か ら 導入 され た 特急 気動車 (キハ 181 系 ) が 
ヤン ゴン Yangon と チャ イト ー Kyaikhto を 結ぶ 稚 
光 列 車 と し て 運行 し て いる 。 ま た JR 西日本 と JR 東 
目 本 は 車両 メン テ ナ ン ス に 関す る 技術 支援 も 行っ 
て いる 。 

【 マ レー シア 】 

2010 年 に 目 本 で 廃車 に な っ た 寝台 客車 (14 系 ) 
が 導入 され 、 マレ ー 鉄 道 の 夜行 列車 と し て 、 南部 の 
ン ン ガ ポ ー ル 国境 に ある ジョ ホー ル バ ル Johar 
Bahru か ら 北 部 の タイ 国境 に 近い トゥ ン パ Turmpat 
間 (延長 約 720km) で 運行 し て いる 。 


再生 車両 の 導入 に 関す る 課題 

導入 先 で ある 途上 国 に は 非 電 化 区 間 が 多い こと 
か ら 気 動車 や 客車 の ニー ズ が 高い も の の 、 日 本 国内 
で は 電化 が 進ん で いる の で 、 廃車 と な る 通勤 電車 が 
多く 、 気動車 や 客車 が 少な いた め 、 必ず し も 途上 国 
の 有 要望 に すぐ に 対応 で き な い 状況 に ある 。 また 、 再 
生 車 両 で ある た め メ ン テ ナ ンス 部 品 を 確保 し づら 
く 、 日 本 の メー カー に 部 品 の 供給 を 依頼 し て も 製造 
期間 が 終了 し て いる た め 、 部品 製作 を 断ら れる こと 
が ある 。 さ ら に 導入 先 の 車両 メー カー の 市 場 へ の 参 
人 機会 を 妨げ る 可能 性 ちあ る 。 イ ンド ネシア で は 国 
内 鉄道 車両 メー カー の 育成 を 目的 に 、 日 本 の 再生 車 
両 の 導入 を 中 止 し て 国産 の 新車 に 切り 替え る 方 針 
を 検討 し た 時 期 も あっ た 。 < 竹内 龍介 > 


フィ リピ ン 国 鉄 で 運行 し て いる JR 東日本 の 203 系 車 (JR 東日本 ) 


JR 西日本 か ら ミ ャ ンマ ー 国 鉄 へ の 技術 支援 (JR 西日本 ) 
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恒 則 計 講 召 mgt 調 前 NNNO へ IINRSL の NIS 際 


Commonwealth of Australia 


国 の あら まし 


世界 第 6 位 の 面積 

を 有する オセ アニ ア 人 
の 連邦 国家 。1770 年 沿 
es ズー クック 1 
が オー スト ラリ ア 大 
陸 東 岸 の ボタ ニー 湾 
ビン ーッ ュ ルン 4 
ンー < と っ 電 ラ 
て 人 祝 有 を 宣言 し た 。 以後 、 イ ギ リ ス の 流刑 植民 地 と 
な り 、 19 世紀 以降 は 牧羊 業 の 発展 や 金鉱 の 発見 に 
より 移民 も 激増 し た 。 1901 年 に イギリス 帝国 内 の 
自治 領 と な り 、 事実 上 の 独立 国 と な る 。 国土 の 多く 
を 砂漠 地帯 が 占め て いる が 、 大 分 水 鶴 山 脈 西部 に 広 
が る 天 錯 井 盆 地 で は 、 豊富 な 水 資源 を 活か し て 牧羊 
が 盛ん に 行わ れ 、 カン ガル ー や コア ラ に 代表 され る 
独特 の 生態 系 も 保持 され て いる 。 また 北東 岸 に は 、 
思 界 最大 の サン コ ゴ 確 地帯 で ちや る グレ ー ト ・ バ リ ァ . 
リー ラフ が 広がっ て いる 。 か つて は 、 白人 労働 者 の 権 
利 を 守る た め に 非 白人 の 移民 を 排 琴 する 白 豪 主義 
政策 が 推し 進め られ た 。 現在 の オー スト ラリ ア で は 
多 文 化 主義 を 掲げ て いる が 、 潜在 的 に 残る 民族 差別 
は 今 な お 社会 問題 と な っ て いる 。 


キャ ン ベ ラ ⑲⑱ 
Canberra 


オーストラ リア 連邦 

人 口 : 2363 万 人 (2014 年 ) 面積 :769.2 万 kni 
語 : 英語 

本 っ トラ リア ・ ド ル AUD (1AUD=91.9a 円) 

国民 総 所 得 : 1 兆 3466 億 USD 

1 人 当たり 国民 総 所 得 :5 万 9260 USD 
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鉄道 の 主要 デー タ (2009 和 8 


創業 1854 年 

営業 キロ 4 万 608km 

軌間 別 2 万 2236km (1435mm) 
1 万 375km (1067mm) 
4200km (610mm) 
3797km (1600mm) 

電化 キロ 


2273km (AC25kV50H) 
1030km (DC1.5kV) 
列車 運転 線路 左側 通行 

年 間 旅客 輸送 量 7 億 1911 万 人 

年 間 貨物 輸送 量 8 億 1530 万 トン 


車両 数 EL390 DL/2425 
EMU/5688 DMU/164 pcjen 
FC/9 万 8444 SL/11 
運営 組織 
オー スト ラリ ア 鉄 道 線路 公社 
(鉄道 イン フラ 管理 事業 ) 


Australian Rail Track Corporation (ARTC) 
URL: http:/www.artc.com_au 

画 旅 客 輸送 事業 

・ グ レー ト ・ サ ザン 鉄道 

Great Southern Railway (GSR) 

URL: http:/www.greatsouthernrailcom_au 
* ク イニ ンス ラン RS 計 

Queensland Rail (QR) 
URL: http:/ ハ www.queenslandrailGom au 

』 ト ドラ ジン スリ レク 

TransLink 

URL : http://translink.com_au 

・NSW ト レイ ン リ ンク 

NSW TrainLink 

URL: http:/www.nswtrainlinkiinfo 

一 貨 物 輸送 事業 

・ パ シフ ィ ッ ク ・ ナ ショ ナル 社 

Pacific National (PN) 

URL : http:/asciano.com.au/pacific-national 
3 オニ リツ ン ト 
Aurizon Holdings Limited 

URL : http:/Wwww.aurizon.com.au 

"ジェ ネ シ ー& ワ イオ ミン グ 

Genesee &, Wyoming Inc. 
URL:htp2Awwwgwrrcom 
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鉄道 の 歴史 

ーー 一 ーー ペペ 
_ ォ オー スト ラリ ア 大 際 で 最初 の 蒸気 機関 車 に よる 
久道 は 、 ヴ ィ ク トリ ア 植 民 地 の メル ボル ソン ホブ ソ 
ソ 潜 鉄 道 Melbourme and Hobsons Bay Railway で 
ゎぁ る 。1854 年 に メル ボル ン Melboume の フリ ッ 
メー ス ・ ス トリ ー ト Fimders Streetー ポ ー ト ・ メ ル 
ボル ン Port Melbourne 間 の 約 4km を 開通 させ 、 30 
分 お き に 旅客 列車 を 運行 する と いう 先進 的 な 鉄道 
経営 を 行っ た こと で 知ら れる 。 翌 55 年 に は 選 宇 
サウ スウ ェ ー ル スズ 植 民 地 の シド ニー Sydney こ パ ラ 
マッ タ Parramatta 間 の 約 22km が 開通 し た 。 折 し も 
ゴー ルド ラッ シュ に より 大 陸 全 土 が 好景気 に 湧き 、 
各地 で 次 々 と 鉄道 が 建設 され て いる 。 

し か し 各 植 民 地政 府 が 独自 に 建設 を 進め た た 
め 、 軌 問 の 不 統一 と いう 間 題 が 生じ る こ と に な る 。 
例え ば ニュ ー サ ウス ウェ ー ル ズ で は 当初 、 標準 軌 
(1435mmw) で 建設 する 方 針 で あっ た が 、 必用 し た 
7 イル ラン ド 人 技術 者 フラ ン シ ス ・ シー ルズ が 母国 
で 採用 され て いた 1600mm の 広軌 で の 建設 を 主張 
し 、 広 軌 に 変更 され る こと と な っ た 。 そ の 際 、 ヴィ ク 
トリ ア ・ 南 オー スト ラリ ア の 両 植 民 地 政府 も 同調 し 
広軌 に 決定 し て いる 。 

と ころ が 、 シー ルズ Ia 変 お 5 ュー サ ウス 
ウェ ー ル ズ の 技術 顧問 と な っ た スコ ヨット ラン ド 人 
の ジェ ー ム ス ・ ワ ラス が 、 再度 変更 し て 標準 軌 に 戻 


【 


ー 


で 
シド キーー バ 


SE  … ぷ  、 


語 の .2552065 を 結ぶ 「 イ ン デ ィ ア ン ・ パ シフ ィ ッ ク ] ( 棋 井 ) 


で ぐせ たため 、 ニ ュー サウ スウ ェ ー ル ズ の 鉄道 は 李 準 
届 で 開業 する こと と な っ た 。 一 方 で ヴィ クト リア ゃ 
南 オ ー ス トラ リア で は 広軌 の 計画 の まま 建設 が 信 
め ら れ 、 意 間 変 更 の 要求 に も 経費 の 問題 か ら 応じ な 
か っ た 。 し た が ヲ て 、 近接 する 植民 地政 府 間 で あり 
な が ら 、 軌間 が 異な ぁ と いう 結果 を 招い て し まっ た 
の で ある 。 

さら に 、 少 し 遅れ て 鉄道 建設 が 始ま うた クイ ー ン 
ズラ ンド で は 、 さ し た る 還 送 需要 が 見 込め な いこ と 
を 理由 に 、 イギリス 人 技術 者 ロバ ー ド ・ プ ェ アリ ー 
の 主張 に より 1067mm の 狭軌 が 採用 きれ た 。 また 
西 オ ー ス トラ リア や タス マニ ア で も 、 同様 の 理由 で 
狭軌 が 採用 され て いる 。 

この よう に 、 オー スト ラリ ア で は 草創 期 よ り 各 
植民 地政 府 が 独自 に 軌間 を 採用 し 、 統一 され る こ 
と な く 路 線 網 が 拡大 し て いっ た 。 1901 年 の 連邦 成 
立 後 は 大 陸 横 断 鉄道 建設 へ の 機運 が 高まり 、1911 
年 に 連邦 議会 に お いて 横断 鉄道 建設 の 法案 が 可 
決 さ れる 。 大 陸 横 断 鉄道 を 運営 する た め の 連 邦 鉄 
道 (Commonwealth Railyays) が 新た に 設立 され 、 
1917 年 に ポー ト ・ オ ー ガ スタ Port Augustaー カ 
ル グ ー リ ー Kalgoorlie 間 の 1692km が 標準 軌 で 開 
通し て いる 。 な お 連邦 鉄道 は 1975 年 に は 、 長 距 離 
旅客 ・ 貨 物 を 担う オー スト ラリ ア 国 鉄 (Australian 
National Railways Cormmission : AN) へ と 改組 され 
た 。 ま た 大 陸中 央 部 の ノー ザン テリ トリ ーNorthem 
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ンド ニー の ター ミナ ル 駅 で ある セン トラ ル 駅 ( 藤 礎 啓 江 ) 


Territory を 南北 に 縦断 する 鉄道 の 建設 も 進め られ 、 
1929 年 に は タッ コラ Taccola て アリ スス プリ ング 
スズ Alice Sprmgs 間 が 開通 し て いる 。 し か し 、 こ の 大 
陸 縦 断 鉄道 は 狭軌 で 建設 され る な ど 、 依然 と し て 
ゲー ジ の 不 統一 の 問題 は 残さ れ た まま で あっ た 。 

第 2 次 世界 大 戦後 、 列車 の 直通 運転 を 可能 に す 
べく 主要 鉄道 路線 の 標準 軌 へ の 改 軌 が 本 格 化す る 。 
1962 年 に 広軌 区 間 で ある ヴィ クト リア 州 の メル ボ 
ルン Melbourneー オ ル ベ リ ー Albury 間 に 標 準 軌 線 
が 追加 され 、 シ ドニ ーー メル ボル ン 間 が 標準 軌 化 
され た 。 また 大 陸 横 断 鉄道 は 1969 年 に シド ニー 
パー ス 間 の 標準 軌 化 が 完成 、 翌 70 年 に | インディ 
アン ・ パ シフ ィ ッ ク (Imdian Pacific)」 が 運行 を 開始 
し て いる 。 その後 、 1995 年 に アデ レー ドー メル ボル 
ン 間 が 改 較 され 、 よう や く 各 上 州都 間 の 路線 の 標準 軌 
化 が 完了 し た 。 

一 方 で ノー ザン テリ トリ ー の 大 陸 縦 断 鉄道 は 、 


〇 イン ディ アン ・ パ シフ ィ ッ ク 


メル ルポ ルン の ター ミナ ル 駅 で ある フリ ンダ ー ス ス トリ ー ト 駅 ( 藤 礎 聞 江 ) 


1980 年 に アリ スス プリ ング ス ま で の 標準 軌 化 < ぇ 
完了 し た も の の 、 アリ スス プリ ング ス 以 北 は 到 
肖 の まま で あっ た 。 し か し 1978 年 に ノー ザン テリ 

トリ ー が 連邦 直轄 か ら 準 州 格 上 げ さ れ た こと で 
全線 開 通 へ の 機運 が 高まる 。 2001 年 に は 約 13 備 
AUD を 投じ て 未開 通 区 間 の 建設 が 開始 され 、2003 
年 9 月 に ダー ウィ ン Darwin まで の 全 区 間 が 開通 し 
た 。 選 2004 年 2 月 に は 、 大 陸 縦 断 特急 「 ザ ・ ガ ン (WW 
Ghan)」 が アデ レー ドー ダー ウィ ン 間 で 運行 を 開始 
全 (@ 

1990 年 代 に 入る と 、 それ まで 主 に 連邦 政府 や 州 
政府 の 直営 で あっ た 組織 の 再編 、 民営 化 が 進む こと 
に な る 。 AN で は 、 1992 年 に まず 貨物 部 門 が 、 連邦 
政府 及び ニュ ー サ ウス ウェ ー ル ズ と ヴィ クト リア 
両 州 政府 が 株 主 と な っ て 新 発 足 し た 全国 鉄道 公社 
(National Rail Corporation : NRC) に 移管 され た 。 
そし て 97 年 に は 旅客 部 門 を 担う グレ ー ト ・ サ ザッ 


オー スト ラリ ア を 代表 する 大 陸 横 
。 断 列 車 が 、GSR (グレ ー ト ・ サ ザン 鉄 
M 道 ) の /「 イ ン ディ アン ・ パ シフ ィ ッ ク ] 
イィ ある 。 伯 C の の と シー 所 


15 分 、 つ まり 車 中 3 
詳 M6 の だ が 最大 


ら 。 地平 線 の 彼方 まで 、 山 も 町 も 起 
伏 も 樹木 すら な い ナ ラボ ー- 平原 な の 
だ 。 勾配 も 障害 物 も 何 も な い の で 線 
路 は 実に 478km に わた っ て どこ ま 
で も 一 直線 、 も ちろ ん 世界 一 の 鉄道 
一 直線 区 間 で ある 。 ち な み に 478km 
が どの くら い の 距 離 か 日 本 地図 に コ 
ン パ ス を 当て て みれ ば 、 東 京 駅 か ら 
大 阪 、 神戸 の さら に 先 、 姫路 付近 と 
な っ た 。 こ の 間 を 「 イ ン デ ィ ア ン ・ パ 
シフ ィ ッ ク ] は お よそ 11 時 間 か け て 
走り 抜け る 。 うん ざり する ほど 長い 
スト レー ト 区 間 が よう や く 終 わっ て 


(GTe8t に gouthern Railway : GSR) と 鉄道 施設 
4 . 半 理 する オー ス トラ リア 鉄道 線路 事業 公社 
を 1 Rail Track ARTC) が 発足 、 


(AI jstralall 
化 さ れる と と も に 上 下 分 見 が 実現 し て い 


AN は 民 
に た お NRC の 株 式 ( は 20023 年 に 売却 され 、 物流 最大 
ー ル ・ グ ルー プ (Toll Group) な ど が 出資 する 
フィ ッ ク ・ ・ ナ ショ ナル 社 (Pacific National :PN) 
) せ され た 。PN は 2006 年 に トー ル の 100% 人 
』 と な り 、 オ ー ス トラ リ 人 し 
て 発 展 を 続け て いる 。 また GSR も 99 年 に サー コ 
テル ー プ (Serco Group) の 人 卒 下 と な っ た 。 

方 、 各 州 政 府 の 鉄道 も AN 同様 に 改革 が 進み 、 
ト 半 で 貨物 部 門 と 旅客 部 門 の 独立 ・ 民 営 化 や 上 下 分 
見 が 達成 され た 。 2000 年 代 以 降 も 州 政府 が 保有 す 
る 公社 の まま 運営 され て いた クイ ー ン ズラ ンド 鉄 
道 (Queensland Rail :QR) も 、 2010 年 に 貨物 部 門 
が 分区 ・ 民 営 化 され 、2005 年 に ニュ ー サ ウス ウェ ー 
ルズ 州 に 設立 され た QR ナシ ョ ナル (QR National) 
が 引き 継い だ 。QR ナ ショ ナル は 2012 年 に オー リゾ 
会 社名 を 変更 し て いる 。 


和 


ン (AurizorU に 


鉄道 の 特徴 


ーー ニーー ニ ーーー 一 ビー ビー 
歴史 の 項 で も 触れ た よう に 、 各 植民 地政 府 が 独自 


に 路線 網 を 構築 し た た め 、 現在 な お 軌間 が 統一 され 
ず 、 車 業者 も 非常 多い こと が オー スト ラリ ア 鉄道 
の 最大 の 特徴 で ある 。 総 延長 約 4 万 km の うち 標準 
軌 が 約 2 万 2000km を 占め る が 、1067mm の 狭軌 も 


〇 キュ ラン ダ ・ シ ー ニ ッ ク 鉄 首 


約 1 万 5000km の 路線 網 を 持つ ほか 、 サ トウ キビ を 
輸送 する 鉄道 な ど 四 問 610mmm の 狭軌 も 約 4000km 
存在 する 。 し か し 大 陸 横 断 鉄 道 を 軸 に 各州 都 を 結 
ぶ 、 いわ ゆる 州 際 鉄 道 (mterstate Railway) は 標準 
皿 で 統一 され 、 長 距離 旅客 ・ 貨 物 列車 も 数 多く 運行 
され て いる 。 な お 軌間 の 別 を 間 わ ず 、 大 半 が 非 電 化 
単線 で ある 。 
較 長 距離 旅客 輸送 

AN の 旅客 部 門 を 引き 継い だ GSR が 、 アデ レー ド 
ー ダ ー ウ ィ ン 間 2979km を 2 泊 3 日 で 結ぶ 「 ザ ・ ガ 
ン 」 や 、 シ ドニ ーー パー ス 間 4352km を 3 泊 4 日 で 
結ぶ 「 イ ン デ ィ ア ン ・ パ シフ ィ ッ ク 」 な どの 長 距 離 
旅客 列車 を 運行 し て いる 。 これ ら の 列車 は 稚 光 需要 
に 特 化 し て お り 、 国 内 外 で 積極 的 な セー ルス 活動 を 
展開 する ほか 、 サ ービス に も 力 を 人 れ て いる 。 

現在 の 「 ザ ・ ガ ン 」 と 「 イ ン デ ィ ア ン ・ パ シフ ィ ッ の 
は 3 クラ ス 制 。 最 上級 の プラ チ ナ クラ ス は 1 両 に 
部 屋 と いう 人 細 を 尽く し た 設備 を 誇り 、 7 
24 時 間 営業 の ルー ム サ ー ビ ス も 提供 する 。 また エ 
コノ ミー クラ ス に あたる レッ ドク ラス は 座席 車 な 
が ら 、 専 用 の ラウ ンジ を 備え る な ど リ ー ズ ナブ ル に 
快適 な 旅 が 楽し め る 。 さ ら に は 途中 の 停車 駅 で 途中 
下車 し て 、 オ プシ ョ ン の 観光 ツア ー に 参加 する こと 
も で きる な ど 、 列 車 自 体 が オー スト ラリ ア の 重要 な 
観光 資源 と も いう べき 存在 で ある 。 

また ニュ ー サ ウス ウェ ー ル ズ 州 で は 、NSW トレ 
イン リン ク (NSW TramLink) が シド ニー を 起点 に 
XPT (Express Passenger Traim) と 呼ば れる 特急 
列車 を 運行 し て いる 。 車 両 は イギリス の イン ター シ 


オー スト ラリ ア の 開拓 時 代 、 鉄道 
建設 史上 の 中 で も 、 最大 の 難 工事 と 
し て 知ら れる の が 、「 ケ アン ズー キュ 
ラン ダ 鉄 道 (今日 の キュ ラン ダ ・ シ ー 
ニッ ク 鉄 道 ) | の バロン 渓谷 越え で 
あっ た 。 工 事 が 始ま っ た の は 1886 年 
5 月 の こと 。 し か し 昔 酷 な 労働 に よっ 
て 現場 に は 疫病 が 募 延 。 請 け 負 っ た 
PC スミ ス 社 は た まり か ね 工事 を 放 
棄 す る 。 そ れ を 引き 継い だ マク ブラ 
イド 社 も わずか 2 カ月 で 撤退 。 その 
後 は 引き 受け 手 が な く 、 最後 の 手段 
と し て クイ ー ン ズラ ンド 州 政府 に 


よっ て 引き 継が れる 。 山岳 地帯 で は 
さら に 難航 を 極め た 。 ブル ドー ザー 
な どの 機械 は 一 切な く 、 ツル ハン と 
シャ ベル 、 バケ ツ と 素手 に よっ て 、 
山脈 を 切り 開く 工事 に 挑ん だ の で 
ある 。 結 局 、 5 年 の 歳 月 を か け 、 15 の 
トン ネル 、 93 の 急 カ ー ブ 、 そし て 多 
攻 の 鉄橋 を も っ て 1891 年 6 月 、「 ケ 
アン ズン キュ ラン ダ 鉄 道 ] は 開通 し 
た 。 式典 が 行わ も れ た スト ー ニ ー・ ウ / 
リー ク 橋 の 上 に は 、 ご 馳走 と ワイ ン 
と が 何 折 フィ ー ト も 並べ られ た と い 
う 。 その 現場 は ケア ンズ を 発車 し て 


約 1 時 間 15 分 後 、 車内 か ら は 、 あ ま 
り の 絶景 に 「 ワ ンダ フォ ー ! |「 ブ ラ 
ボー ! | と いう 大 歓声 が 巻き 起こ る 。 
く 櫻井 寛 > 
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テイ 125 (mtercity125) に 準じ 、 営業 最高 時 速 は 
160kmh。 シ ドニ ーー メル ボル ン 間 を 約 11 時 間 、 シ 
ドニ ーー ブリ スベ ン 間 を 約 14 時 間 で 結ん で いる 。 
座席 は 2 クラ ス 制 で ビュ ッ フェ 車両 も 連結 され て い 
る ほか 、 夜 行 便 に は 寝台 車 も 連結 され る 。 

その ほか クイ ー ン ズラ ンド 州 に 約 8000km も の 
狭軌 路線 を 有 し 、 沿線 に 世界 的 観光 地 も 多い QR 
が 、 長 距離 旅客 列車 の ネッ トワ ー ク を 維持 し て い 
る 。 最も 有名 な の が 「 テ ィ ル トト レイ ン Tilt TYaim」 
で 、 列車 名 (Git は 傾く の 意味 ) が 示す よう に 、 車体 
傾斜 シス テム を 導入 し た 電車 で 運行 され て いる 。 
電化 区 間 で ある ブリ スベ ンー ロッ クハ ンプ トン 
Rockhampton 間 の 639km を 営業 最高 速度 160kmh 
で 運行 し 、7 時 間 25 分 で 結ん で いる 。 

2003 年 に は ディ ー ゼ ル 機 関 車 方 の ティ ルト ト 
レイ ン を 登場 、 ブ リス ベン ー ケ アン ズ OCairns 間 で 運 
行 さ れ て いた が 、 2013 年 10 月 に 「 ス ピリ ッ ト ・ オ 
ブ ・ ク イー ンズ ラン ド (Spirit of Queensland)」 と し 
て リニュ ー ア ル さ れ た 。 航空 機 を 意識 し た 、 フ ルフ 
ラッ ト タ イ プ の 「 レ ー ル ベッ ド (RailBed)」 と 呼ば 
れる 最上 級 座席 が 新設 され 、 ブリ スベ ンー ケア ンズ 
間 の 1681km を 約 24 時 間 で 結ん で いる 。 


ーーー 


こつ と と ン っ 8 


= ョ ョ ンー 
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ー ン no の. 44 
アデ レー ド = ア リス スプ リン シグ スー ダー ウィ ン 間 を 結ぶ 大 陸 縦 断 列 車 「 ザ ・ ガ ン | (櫻井 寛 ) 


画 近 郊 旅 客 販 送 

ンド ニー な どの 王 要 都市 で は 、 部 と 人 
を 結氷 近郊 路線 が 運行 され て いる 。 シ ド こ こ マ 」 
ニュ ー ザ サウ スウェー ル スズ 州 の 鉄道 公社 で ぁ ぇ 、 
ドニ ー・ ト レイ ンズ (Sydney Trams)、 ブ リ スベ ッ 
で は クイ ー ン ズラ ン ド 州 直営 の トラ ンス リッ 
(TransLink) が 運営 を 担っ て いる 。 ま た メル 素 ) 
ン で は 1999 年 の 旅客 鉄道 事業 の 民営 化 に 請 
2009 年 まで は コネ ックス ・ メ ル ボ ルン (Com 計 
Melboume) が 、2009 年 以降 は メト ロ ・ ト レイ ッ 衣 
メル ボル ン (Metro Trains Melbourme) が 営業 を 行 。 
て いる 。 な お オー スト ラリ ア に は 専業 の 地下 鉄 事 
者 は 存在 し な い が 、 これ ら 主 要 都 市 の 近郊 鉄道 の る 
く が 、 市街 中心 部 で 地下 化 さ れ 、 実質 的 に 地下 鉄 の 
役割 た 果たし て いる 。 
圏 貨物 輸送 

オー スト ラリ ア で は 国内 貨物 輸送 の 約 4 割 を 人 
道 が 占め て いる 。 と り わ け 石 誠 や 鉄鉱 石 な ど 、 斑 画 
な 輸出 産品 で ある 地下 資源 の 大 半 が 内 陸 部 で 産 肌 
され る た め 、 輸出 港 ま で の 大 量 輸送 が 可能 な 鉄道 の 
役割 は 小さ く な い 。 

大 陸 横 断 鉄道 な どの 標準 軌 の 主要 路線 を 骨格 


高速 度 160Km 小 で 運行 する 特急 列車 XPT( 評 森 刻 江 ) 


し 、 州 を また いで 運行 され る 長 距離 貨物 輸送 は 、 
1998 年 に 鉄道 施設 の 保有 ・ 管 理 を 行う ARTO が 発 
足し た こと で 上 下 分 離 が 実現 し た 。 以後 、 鉄道 貨物 
事業 へ の 新規 参入 が 可能 と な り 、 買 収 や 統合 が 繰り 
返さ れ た 結果 、 現在 で は PN と オー リゾ ン 、 それ に 
ジェ ネ シ ー& ワ イオ ミン グ (Genesee & Wyoming・ 
GWR) の 大 手 3 事業 者 が 主要 な 地位 を 占め て いる 。 

PN は 旧 国 鉄 の 流れ を 波 む オー スト ラリ ア 最 大 の 
貨物 鉄道 事業 者 で あり 、 トー ル ・ グル ー プ の 100% 
所 会 社 で ある 。2002 年 の トー ル に よ る 買収 後 も 、 
2004 年 に ヴィ クト リア ・ タ ズ スマ ニノ 両 州 の 貨物 
事業 を 引き 継い で いた オー スト ラリ ア 交 通 ネッ ト 
ワー タク (Australiant Transport Network:ATN) や 、 
ヴ ネ クト リア 州 の 貨物 事業 者 で あっ た フ レー ト ・ 
ォ オー ヌス トラ リア (Ereight Australia) を 買収 する な 
成長 を 続け て いる 。 

訂 リ ゾン は クイ ー ン ズラ ンド 州 の 貨物 鉄道 事 
開 継 束 し た QR ナン シヨ ナル が 会 社名 を 変更 し た も 
の で 、 6R 時 代 に ニュ ー サ ウス ウェ ー ル ズ ・ 西 オー ス 
トラ リ ア 両 州 の 貨物 事業 者 を 買収 する な ど に より 
成 衣 語 現在 は クイ ー ン ズラ フン ド 州 を 中 心 に 長 距離 貨 
物 輸送 を 行っ て いる 。 

匠 て アメ リ カ の 鉄道 企業 が 親会社 で ある Me 
系 光 寺 & ソ イオ ミン グ は 、 北部 準 州 な ど の 貨物 事業 
者 を 引き 継ぎ 、 2010 年 に は 南北 大 陸 縦 員 鉄 道 の 事 
業者 @ あ っ た フレ ー ト リン ク (Freight Link) を 買 
収 MI い る 。 

ほか に も ニュ ー サ ウス ツウ ラル シャ ンク リ 
ア 両 州 を 中 心 に 貨物 事業 を 行う キュ ー ブ ・ ホ ー ル 
ディ ング ス (Qube Holdings) や サザ ン ・ シ ョ ー ト 
ポー ル 鉄 道 (Southern Shorthaul Railroad)、 ヴィク 
トリ ア 州 も よび 大 陸 横 断 鉄道 の 長 距離 輸送 に 強み 


日 本 製 の ティ ルト トレ イン Tilt Train( 藤 森 啓 江 ) 


を 持つ スペ シャ ライ ズ ド ・ コ ン テ ナ ・ ト プン 欠 選 庄 
ト (Specialised Contaimer Transport・ SOD り Zi< 村 
数 多く の 事業 者 が 存 任 す る 。 

鉄道 貨物 の 主要 輸送 品目 は 鉄鉱 石 や 石炭 な どの 
地下 資源 に 農産 物 、 鉄 鋼 、 それ に ダブ ルス タッ ク (2 
段 積 ) に より コ ン テ ナ を 輸送 する イン ター モー ダル 
輸送 な ど 。 現在 も 鉄道 貨物 の 輸送 量 は 増え 続け て お 
紗 幸 選 フ ツ ク 輸送 と ほぼ 同 程度 の シェ ア を 維持 し て 
いる 。 


将来 の 開発 計画 


1980 年 代 か ら 構想 が 浮上 し て いた 高速 鉄道 計画 
に つい て 、 連邦 政府 に より 2010 て 2013 年 に か け 
て 事業 化 調 査 が 行わ れ た 。 計画 で は ブリ スベ ンー 
シド ニー キャ ン ベ ラ Canberra … メ ル ボ ルン 間 の 
1748km を 建設 し 、 営業 最高 速度 は 350kh (都市 
部 で は 200krh)。 2035 年 の 開業 を 目標 と する シ ド 
ニー キャ ン ベ ラ 間 (延長 280km) を 60 分 台 で 結 
ぶ と し i@ い る 。 

全線 の 開業 は 2060 年 ご ろ を 想定 し 、 日 本 を は じ 
め 中 国 、 フ ラン ス な ど に よる 受注 競争 が 始ま っ て い 
る が 、 1000 億 AUD を 超え る 英 大 な 建設 予算 が 見 込 
まれ る こと か らち 反対 論 も 根強く 、 現時 点 で 具体 的 な 
進展 は 見 られ な い 。 

また シド ニー で は 、 ニュ ー サ ウス ウェ ー ル スズ 州 政 
府 主導 に よる LRT 路 線 の 整備 が 進め られ て お り 、 
2014 年 に イン ナー ウエ スト 線 (mnerWest Line) が 
開業 し た 。 引 き 続 き 建設 計画 が 進み 、2019 年 前 後に 
は サウ スイ ー ス ト 線 (SouthEast jine) が 開業 する 
予定 で ある 。 

ご 藤原 浩 > 
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New Zealand 


255 カ 人 (2014 年 ) 


前 


所 人 :1636 億 USD 
1 人 当たり 国民 総 所 得 :3 万 6300 USD 


道 の 主要 デー タ (2012 年 


鉄 ) 
1863 年 
F 4190km (1067mm) 
電化 キロ 409km (AC25kV50Hz) 
95km (DC1.5kV) 
国 の あら まし 列車 運転 線路 左側 通行 
っ 事 っ お 生還 間 旅 客 輸送 量 1168 万 人 
オー スト ラリ ア 大 陸 人 栓 送 220 万 トン 
か ら 東 に 約 2000 キ ロ 車両 数 EL/17 DU273 EMU/3 PC/88 
離れ た 、 南西 太平 洋 の FC/4845 
島国 で ある 。 南北 2 つ 
の 島 を 中 心 に 成り 立 ジン 誠 運営 組織 
ち 、 北 鳥 と 南島 の 問 を ing 
クッ ク 海 峡 が 陽 て て い オン トラ ッ ク (鉄道 イン フラ 管理 事業 ) 
間 昌 ン っ 0 ド 鉄道 (鉄道 輸送 事業 ) 
に 南島 は 3000m 級 の 計 ニー 
山々 が 連なる 南ア ルプ New Zealand Railways Corporation (NZRC) 


KiwiRail (キー ウィ ・ レ ー ル ) 


ス 山 版 が 島 の 中 央 を 員 い て いる 。 右 来 よ り ポリ ネ シ URL : http:/ ハ ww.kiwirail.cOo.nZz 


ア 系 の マオ リ 族 が 先住 し て いた が 、1769 年 に 
ジェ ー ム ズ ・ ク ッ ク が 人 有 を 宮 言 、1840 年 に は イ ギ 
リス と マオ リ 族 と の 間 に ワ イタ ン ギ 条約 が 締結 さ 
れ 正 式 に イギリス 領 と な っ た 。 

19 世紀 半 ば 以降 は 金 の 採掘 の た め 移 住民 が 激増 
し 、 1907 年 に 自治 領 と な り 事 実 上 の 独立 国 と な る 。 
農業 や 林業 な どの 第 1 次 産業 が 基幹 産業 で ある が 、 
と り わ け 牧 半 業 が 盛ん で ある 。 1970 一 80 年 代 に 厳 
し い 財 政 難 に 陥っ た が 、 経済 成長 を 拒ん で きた さま 
ざま な 規制 を 撤廃 し 、 国営 企業 の 民営 化 を 進め る な 
どの 大 胆 な 改革 に より 立ち 直っ た 。 近 年 は 豊か な 自 
然 を 生か し て 、 観光 業 に も 力 を 人 れ て いる 。 ま た ス 
ポー ツ で は ラグ ビー 大 国 と し て 知ら れ 、 ニュ ー ジ ー 
ラン ド 代 表 チ ー ム "オー ルプ ブ ラックス" は 強豪 と し 
て 名 高い 。 
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鉄道 の 歴史 


レ ュ ー ジ ー ラ ンド の 鉄道 の 歴史 は 、 金 の 採 握 が 二 
詳し し た 19 上 は 紀 後 半 に 南島 で 始ま っ た 。1862 年 に 
計上 人 北 部 の ネ ルソン Nelson で 軌間 914mm の 馬車 
主峰 が 開 ポ 、 絆 63 年 に は クラ イス トチ ャ ー チ 
語 stchurch で 蒸気 機関 に よる 初め て の 鉄道 が 開 

し て いる 。 こ の 鉄道 の ゲー ジ は 1600mmm で あっ 
を が 、1867 年 に 南部 イン バー カー ギル Imvercargi 
開業 し た 鉄道 は 、 軌間 1435mm の 標準 軌 で 整備 
が 進め られ た 。 こ の よう に 、 鉱山 会 社 や 地方 政府 主 
体 で 待 設 さ れ て いた 草創 期 は 、 ゲージ も 不 統一 の ま 
ま 、1870 年 まで に 各地 で 計 74km の 路線 が 開通 し 
いる 。 

し か し 、 1870 年 に 中 央 政府 が 軌間 を 1067mm に 
統一 する こと を 決定 、 以後 の 鉄道 建設 は 全て 1067 
mu で 進め られ た 。 山 岳 地帯 が 多い た め 軌 鉄道 の 
方 が 技術 的 に 容易 で あり 、 か つ コ スト 的 に も 優位 で 
あっ た た めで ある 。 こ うし て 中 央 政府 主導 の も と 、 
民間 企業 に よっ て 問 道 建設 が 本 格 化 し 、 1879 年 に 
は 南島 の クラ イス トチ ャ ー チ ーー イン バー カー ギル 
間 が 開業 し て いる 。 また 北島 の 鉄道 整備 は 南島 に 比 
べ 遅 れ た が 、1908 年 に よう や オー クラ ンド 
Auckland て ウェ リン トン Weliington 間 の 幹線 が 全 
通 、 翌年 に は 2 都市 間 を 18 時 間 で 結ぶ 急行 列車 の 
運転 が 始ま っ て いる 。 

以後 も 鉄道 建設 は 進め られ 、 1953 年 に は 5656 
km も の 路線 を 有する に いた っ た 。 し か し 南北 両 島 
間 の 移動 に は 連絡 船 に 乗り 換え ね ば な ら ず 、 早 く か 


O タ イエ リ 映 谷 鉄道 。 


ら 航 空路 が 整備 され た こと も あり 、50 年 代 を 境 に 
多 道 は 衰退 に 転じ る こと に な る 。 ま た ニュ ー ジ ー ラ 
ンド は 規制 大 国 と 呼ば れ 、 ト ラッ ク 輸 送 に 厳格 な 輸 
送 距離 制限 が 設け られ て いた こ と か ら 、 貨物 輸送 は 
長らく 鉄道 の 独 填 場 で ちっ た 。 だ が 、1970 年 代 以降 
は 規制 緩和 が 進み 、30 マ イル ( 約 48km) で あっ た 
トラ ッ ク の 輸送 制限 が 40 マ イル ( 約 64km)、 
150km と 段階 的 に 』 | き 下 げ ら れ 、 1986 年 に は あら 
ゆる 制限 が 撤廃 され た 。 こ うし て 鉄道 貨物 も 次 第 に 
トラ ッ ク 輸 送 に シェ ア を 奪わ れ て いく こと に な る 。 
一 方 、 規制 緩和 と 同時 に 組織 改革 も 進め られ た 。 
1982 年 に 鉄道 省 は 公社 化 さ れ 、 ニュ ー ジ ー ラ ンド 
鉄道 公社 (New Zealand Railways Corporation : 
NZRC) と な る 。90 年 に は 上 下 分 離 方 式 が 採用 され 、 
イン フラ 部 分 の 保有 は NZRC が 引き 続き 行う 一 方 
で 、 列 車 の 運行 管理 は 新た に 設立 され た 政府 100% 
出資 の ニュ ー ジ ー ラ ンド 鉄道 (New Zealand Rail 
Limited : NZRL) に 任 さ れ た 。 そし て 1993 年 に は 、 


キー ウィ ・ レ ー ル の ター ミナ ル で ある ウェ リン トン 駅 (藤森 啓 江 ) 


ニュ ー ジ ー ラ ンド に は 観光 鉄道 が 
少な く な い が 、 その 代表 格 が タイ エ 


リ 峡 谷 鉄道 (faieri Gorge Rallway) 
だ ろう 。 1879 年 に 開通 し 、 1990 年 に 


| 廃 線 と な っ た ロー カル 線 の 一 部 を 復 


活 さ すす せ た も の で 、 ス コッ トラ ンド か 


、 ら の 移住 民 に よっ て 形成 され た 南島 


南部 の 町 ・ ダ ニー デン Dunedin と 、 


、 山 間 の ミド ル マ ー チ Middlemarh と 


を 観光 列車 が 結ん で いる 。 車窓 に は 


、 オ タゴ 地方 独特 の 風光 明 婚 な 峡谷 沿 


い の 光 景 が 広がり 、 外 国人 観光 客 の 
人 気 も 高い 。 基本 的 に は ダニ ー デ ン 


か ら 日 帰り で 往復 する ツア ー が 組ま 


れ て いる が 、 ミ ドル マー チ か ら バ ス 
に 乗り 継い で クイ ー ン ズ タ ウ ン 
Queenstown に 出る こと も 可能 で あ 
る 。 ま た ダニ ー デ ン か ら 海 岸 線 沿い 
の 路線 を 走り 、 パー マス トン 
Palmerston と を 結ぶ [シー サイ ダー 
号 Seasider」 も 運行 され て いる 。 な お 
始発 駅 で ある ダニ ー デ ン 駅 は 、 1906 
年 に 建て られ た ネオ ルネ サン ス 様 式 
の 壮 性 な 駅 舎 を 持ち 、 現在 は タイ エ 
リ 峡 谷 鉄道 の 列車 だ けが 発着 し て い 
る 。 ぐ 有 藤原 浩 > 
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New Zealand 


NZRL の 株 式 売却 を 目的 と し て トラ ン ツレ ー ル 持株 
祭 社 (TYanz Rail Holdings) が 設立 され 、 ア メリ 4 
貨物 会 社 で ある ウィ スコ ン シ ン ・ セ ン トラ ル 運 輸 会 
社 (Wisconsin Central Transportation CorporaGom/ 
を 中 核 と し た 企業 連合 に 売 電 さ れ て いる 。95 年 に 
は 名 称 も 「 ト ラン ツ ・ レ ー ル Tran Rail」 に 改称 され 、 
名 実 と も に ニュ ー ジ ー ラ ンド 鉄道 は 民営 化 を 果 た 
すこ と と な っ た 。 

トラ ン ツ ・ レ ー ル は 発足 当初 こそ を 、 コス ト の 削 小 
や 牙 府 に よる 旧 国鉄 の 代 務 帳消し な どの 施策 に よ 
う 玉 字 を 計上 し て いた 。 し か し 効果 は 一 時 的 で 、 車 
岡 や イン フラ へ の 投資 を 妃 っ た こと で 競争 力 が 低 
トト し 、 2002 年 に は 1 億 2270 万 NZD と いう 多額 の 
純 損 失 を 計上 し て いる 。 こう し た 状況 を 受け 、2004 
年 に 政府 は トラ ン ツ ・ レー ル か ら イ ン フ ラ 部 分 を 
1NZD で 買い 戻し 、 同時 に 列車 の 運行 権 を オー スト 
フリ ア の 物流 会 社 で ある トー ル ・ ホ ー ル ディ ング ス 
(Toll Holdmgs) が トラ ン ツ ・ レー ル か ら 買 収 し た 。 
また 政府 は 2 億 NZD を 路線 の 整備 に 投資 只 二 ド 三 
ル ・ ホ ー ル ディ ング ス が 1 億 NZD を 車両 に 投資 する 
こと も 決め られ た 。 な お 名 称 は 「 ト ー ル ・ レー ル Toll 
Rail」 と 改称 され て いる 。 

だ が 、 新た な 運営 者 と な っ た トー ル ・ ホ ー ル ディ 
ング ス も 、 線 路 使用 料 を め ぐっ て 政府 と 対立 し 、 運 
営 が 軌道 に 乗る こと は な か っ た 。2008 年 、 政府 は 
トー ル ・ ホ ー ル ディ ング ス か ら 列 車 運行 の 権利 を 6 
億 6500 万 NZD で 買い 戻し ニュー ジー ラン ド 鉄道 
は 再 国有 化 さ れ た 。 そ し て 列車 の 運行 は キー ウ イ ・ 
レー ル (KiwiRai)、 イ ン フ ラ 部 分 は オン トラ ッ ク 


クラ イス mm クレ イマ ウス を 結ぶ トラ ン ツ . ア ル バ ィ イン 


(KiwiRail 
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ウェ リン トン 駅 に 停車 中 の [ ノー ザン エク スプ ロー ラー」 ( 際 尊 


(ONTRACK) と いう 、 新 た に 設 され た 国人 
受け 持つ 形 と な り 、 現 在 に 至っ て いる 。 


鉄道 の 特徴 


四 任 の ニュ ー ジ ー ラ ンド の 鉄道 は 、 国 人 
る キー ワ ィ ・ レ ー ル に よっ て 運営 され で W 須 
て 長 距離 旅 客 列車 は 「 キ ー ウ ィ ・ レ ー ル , ッ = 
ク ・ ジ ャ ー ニ ー ズ KiwiRail Scemic Jourmeys」、 拓 
列車 は 「 ト ラン ツ ・ メ トロ Tarz Metro」、 貨物 輸 
は 「 キ ー ウ ィ ・ レ ー ル ・ フ レー ト KiwiRail FTeight | 
鉄道 連絡 船 は 「 イ ンタ ー ア イラ ンダ ー Imterislander」 
と 、 それぞれ ブラ ンド 名 が 名 付け られ て いる 。 人 
が 軌間 1067mm で 、 北島 の ウェ リン ト ンタ トーク 
ラジ ド 間 の 幹線 を の ぞ き 大 半 が 非 電 L で ある 。 

長 距離 旅客 列車 は 現在 、 わずか 3 路線 の み の 生生 
で 、 いずれ も 観光 列車 と し て の 色合い が 濃く な っ て 
"る 。 最も 有名 な の が クラ イス トチ ャ ー チ ー タ ルイ 


上 


ああ 叉 マン 海 


スチ ュ ア ー ト 鳥 


ンジ Greymouth 間 を 結ぶ 「 ト ラン ッ 、 アル パイ ン 
namzApte] で 、 南ア ルプ ス 山 脈 の 雄大 な 車 和 を 
疲 で きる 多 車 し て 人 気 が 高い 。 また クラ イス ト 
ィ ャ ー チ ー ビ ピク トン Ficton 間 に は 「 コ ー ス タル . 
、 フ ィ ッ ク Coastal Pacific」 (2011 年 に 「 ト ラン ッ . 
間 タル TranzOoastal」 か ら 改称 )、 北 島 の 2 大 都 
市 で ある オー クラ ンド ワリ ント ン 間 に は 「 ノ ー 
ソン エク スプ ロー ラー Northem Explorer」 (2012 
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invercargll 
Bluff 


本 WW べべ ペ ニ 


年 に 「 オ ー バ ー ラ ツ 狼 言 
運行 され て いる ぇ 。 
これ 5 ら 3 列車 は 、 い ずれ も 通 
「 ノ ー ザ ン 。 ご 
ソン "エク スプ ロー ラー」 は 夏季 以外 は 周 
1 で 、 夜行 車 は 運転 され て いな い 。 民 習 化 
れ て いた 1990 て 2000 年 1 


に 多く の ロー カル 路線 
ー ド 答 多 車 が 廃止 され た 結果 、 現 在 で は クライスト 


。 ヤー チル 南 を 走る 旅客 列車 が 存在 し な く な っ 大 
に だ 作物 答 送 は 民営 化 に よっ て 持ち 直し 、 再 国人 
の 俊 も きめ 細か な サー ビス に よっ て 比較 的 遇 に 
推移 し て いる 。 

な お 、 近 郊 列 車 が オー クラ ンド と ウェ リン トン の 
2 都市 で の み 運 行 され て いる ほか 、 オー クラ ンド と 
ダラ イス トチ ャ ー チ で は 観光 用 に 復活 し た トラ ム 
が 運行 され て いる 。 そ の ほか 、 タイ エリ 峡谷 鉄道 や 
キー ウィ ・ レ ー ル と は 異な る 事業 者 に よる 観光 鉄道 
や 保存 鉄道 が 多数 存在 し て いる 。 < 藤原 浩 > 


Overlander」 か ら 改 称 ) が 


に 1 日 1 往復 の 運転 


。 北島 と 南島 を 隔て る クッ ク 海 峡 を 、 キ ー ウ ィ ・ レ ー 
| ル の 連絡 船 部 門 で ある イン ター アイ ラン ダー が フェ 
リー を 運航 し て いる 。 所 有する 連絡 船 は 3 隻 で 、 う ち 2 
は 鉄道 車両 の 搬送 が 可能 で あり 、1 隻 は カー フェ 
' あ る 。 ウ ェ リ ント ンー ピク トン 間 の 92km を 約 
間 で 結び 、 ピ クト ン で は クラ イス トチ ャ ー チ 行き 
タル ・ パ シフ ィ ッ ク 」 と の 接続 が 図ら れ て いる 。 
リン トン で も オー クラ ンド 行き [ノーザ ン ・ 
ロー ラー] に 乗り 継ぎ が 可能 で 、 オー クラ ン 
イス トチ ャ ー チ 間 を 鉄道 と 連絡 船 を 乗り 継 
\ 旅 する 人 も 少な く な い 。 ま た ウェ リン トン クラ 
イス トチ ャ ー チ 間 で は 、 チェ ッ ク イ ン 時 に 預け た 荷物 
は その まま 終着 まで 運ん で くれ る 。 だ が 、 ウ ェ リ ント 
- ン 、 ピク トン と も 駅 と 旅客 ター ミナ ル は 少し 離れ て お 
り 、 あく まで 鉄道 貨物 輸送 を 主 目的 と し た 鉄道 連絡 船 
で ある 。 ぐ 藤原 浩 > 


人 画 GU な 
es 


半 KiwiRall だ 


ARAHURA 
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テ ぺ 一 ーー ロ IO へ NR の へ IN 司 記 


南 太平 洋 の 中 上 の 
央 部 に 散在 する 。 cy 
ヴィ ティ レツ グ 島 。 2 
や ヴァ ヌ ア レヴ 
島 な ど 300 以 上 
の 島々 か ら な る 
共和 国 で ある 。 南 
緯 15 度 付近 に あ 
り 、 貿易 風 の 影響 を 受け る 熱帯 気候 の 高温 多雨 地帯 
で ある 。 17 世紀 に オラ ンダ 人 タス マン が 上 陸 し 、 19 
世紀 に イギリス の 植民 地 と な っ た 。 1970 年 に 英 連 
邦 内 の 立憲 君主 国 と し て 独立 。 その 後 共和 国 と な っ 
た 。 砂 糖 プ ラン テー ショ ン の 労働 者 と し て 多く の イ 
ンド 人 が 移住 し て きた 。 現在 で は メラ ネシア 系 フィ 
ジー 人 が 約 57%、 イ ン ド 系 が 約 38% と な っ て いる 。 
経済 を 支配 し て いる の は イン ド 系 住民 で ある 。 オ ー 
スト ラリ ア 、 ニ ュー ジー ラン ド 、 南 太平 洋 諸国 、 お よ 
び 中 国 や ASEAN 諸国 と の 関係 を 重視 する 政策 を 展 
開 し て いる 。 サ トウ キビ 等 の 農業 と ボー キサ イト 等 
の 鉱業 、 さ ら に 南 太平 洋 の 楽園 と し て の 観光 業 、 衣 
料 品 加工 な ど が 産業 の 中 心 と な っ て いる 。 


) @ 


臣 
SuVa 


人 フィ ジー 共和 国 

人 口 :89 万 人 (2014 年 ) 

面積 : 1.8 万 km 

主要 言語 : 英語 、 フ ィ ジ ー 語 

馬 貨 ! フ イィ ジー・ ド ル PID (1PD=58.06 円 ) 
国民 総 所 得 :36 億 USD 

1 人 当たり 国民 総 所 得 :4110 U5D 
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1876 年 


と ロ 597km (610mm) 
1 トキ ロ の 
2 DU72 FC/9743 
列車 最高 速度 貨物 30-40kmh 


(線路 状況 に より 10<20MW 
上 門 な 場合 は 2km) 


ーー レーーーーーー ン ii 
運営 組織 
フィ ジ ー 製 科 会 社 鉄道 


Fi Su9g3r Corporation RailWay 
Fi Su93r Corporation Ltd. Office, 3rd Floor Westem 


House, Lautoka, Fi 2 
(郵送 住所 : Private Mall Pa9, Lautoka, Fij) 


_ 一 一 ーーー 
鉄道 の 歴史 

1873 年 、 タ ヴェ ウニ Taveum 伺 の セ リア レル リ 
Selia Levu に 初め て サト ウキ ビ が 植え られ 、 = 
トラ リア の シ ドニ ー か ら 輸 入 さ れ た サト ウキ ビ 友 
挫 機 (1 日 3 トン の 製糖 能力 ) が 1875 年 9 月 か 5 比 
働 を 開始 し た 。 当時 収穫 され た サト ウキ ビ は 和牛 車 に 
より 輸送 され て いた が 、 豪雨 に より 道路 が 分 断 され 
輸送 が 困難 と な っ た の で 、 サト ウキ ビ 輸 送 鉄道 ( 生 
長 2.4km。 軌 問 762mn) が 敷設 され 、 馬 が 質 車 を 
引 し て 1876 年 か ら 輸 送 を 開始 し た 。 

1882 年 か ら 1972 年 まで の 90 年間 、 オ ー ス ト 2 
リア の 製糖 会 社 (Colomial Sugar Rehming Oompa' 
CSR) が フィ ジー で 製本 事業 を 行い 、 サ トウ キ ピ 蛋 
送 鉄道 の 大 半 を 運営 し て いた 。 この 間 に は 、/ 
ジー 諸島 の 2 つの 大 き な 鳥 で ある ヴィ ティ レヴ WP 
Levu 島 と ヴァ ヌ ア レヴ Vanua Levu 島 を 中 心 に 基 
路 (単線 。 軌間 610mm) が 敷設 され 、 最盛 
700km 以 上 の 路線 が あっ た 。 初め の 頃 は 蒸気 
車 牽引 で あっ た が 、 ディ ー ゼ ル 機 関 車 に と っ て 
わっ た 。 

1973 年 、CSRR は フィ ジー 製糖 会 社 (回 50 凍 
Corporation :FSC) に 製 糖 工場 と 鉄道 を 議 湊 し 放 


3 - ょ 4 島 に サト ウキ ビ 鉄 道 が あつ た が 』l988 


ーー 

rsC が 所 有する 4 カ所 の 製糖 工場 は ヴ ネ ティ レ 
ぶ 島 と ヴァ メア レヴ 島 に あり 、 そ こ へ サトウ キビ を 
6 する た め の 鉄 道 で ある 。 首都 スパ Suva が ある 
+ 島 ヴイ テイ レヴ 島 に は ラウ トカ Lautoka と Ba、 
っ キ ラキ Rakirati の 3 カ所 、 ヴァ ヌ ア レヴ 鳥 に は ラ 
ソバ サ LabaSa に 製 精工 場 が あり 、 それ ぞ れ ラウ ト 
ヵ (239km)、 バ (183 kw 、 ラ キラ キ ギ (55l)、 ラ ン 
バ サ (120kr) の 路線 網 (合計 597km) が ある 。 こ 
れ ら の 地区 は 、 フィ ジー 諸島 の 中 で も サト ウキ ビ の 
生育 に 適し た 雨量 と 甘み を 出す 土壌 が ある た めで 
ある 。 

サト ウキ ビ 輸 送 列車 は 、 サ トウ キビ の 収穫 期 で あ 


ょ つて 請 計 は 南洋 な ら で は の 観光 資 

7 、 ニ ノレ ウ 委 ツウ 72 間 の 観光 資源 に も な っ て い 
2 仙 の 2 鳥 以外 の レー ル は 60 ポ ンド /m(《27 ほっ て いる 。 本線 の 
を 、 敵 名 され た 。 また 無料 の 旅客 列車 が 通 に ゼル 機関 車 は サト 交 kg/m) を 使用 し 、 デ ィ ー 
ョ * れ て いた が 、1973 年 に 中 止 され 話 ウキ ビ 貨 車 ( 長 さ 約 2m) を 最大 


で 120 両 座 引 する 。 ウィ ティ レヴ 島 の 南西 に ある カ 


が ナガ サン kar 」 2 
し ーーー ご ここ ーー 一 テ デ ー ragasan か ら 北 の タ ヴ ナイ へ 
ー 鉄道 の 特徴 の 線 が 最長 で 、200km 以 上 ぁ 。 抽 


近年 、 サ トウ キ ビ 輸送 は 鉄道 より も 道路 が 主体 と 
な っ て いい た が 、 道路 混雑 や 排気 ガス 問題 の た め フ イィ 
ジー 政府 の 要請 に より FsC は 約 半分 を 鉄道 で 輸送 
する こと に し て いる 。 < 秋山 芳 弘 > 


2 


る 5 月 下旬 か ら 12 月 初旬 まで 運行 され 、 そ の 景観 。 サト ウキ ピ 肖 搬 用 の 質 還 ( 礎 秦 江 ) 


太平 洋 
テ 
還 還 ウジ 2 ラヴ 島 
Savusavu Oo 
タウ ヴェ ウ 三島 
フィ ジー 
ロマ イ ビ チ 諸 島 
コロ 海 
9 Nausorl _ 600mm 
74 朝 ーーーー サト ウキ ビ 輸 送 鉄道 
3W 数 字 は 主 な 都市 人 口 (万 人 ) 
50 100km 
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縦断 鉄道 ザ が ・ ガ ン の 旅 
ス トラ リア ) 


「 サ ・ ガ ン ]。 何 や ら 物 双 な 響き の 列車 名 だ が 銃 の 
こと で は な い 。 大 陸 縦 断 ルー ト が アデ レー ド か ら 大 
陸中 央 に 位置 する アリ スス プリ ング ス ま で 開通 し た 
1929 年 、 そ の 時 の 一 番 列車 の 名 は [アフ ガン ・ キ ャ 
テル ・ ト レイ ン | 砂漠 地帯 の オー スト ラリ ア 中 央 部 
ド 、 碧 道 の 建設 工事 に 大 活躍 し た の が アフ ガニ スタ 
ン か ら 輸 入 さ れ た ラク ダ だ っ た 。 最 大 の 功労 者 アフ 
ガン ・ ラ クダ に 敬意 を 表し 、 こ の 列車 名 が 付け られ 
と いう 。 そ れ か ら 実 に 75 年 、 残さ れ て いた ダー ウィ 
ー ま で の 線路 が つい に 完成 し た 。 株 路 は 伸び た が 列 
車 名 は 、[ ザ ガン | に 短縮 され た と いう わけ だ 。 さ て 、 
「 ザ ・ ガ ン ]| は 週 2 往 復 (季節 に よっ て 1 往復 ) の ス 
ケ ジ ュ ー ル 。 ダー ウィ ン の 発車 は 水曜 と 土曜 の 午前 
19 時 。 全 長 2973km、 車 中 2 泊 3 日 で オー スト ラリ ア 
大 陸 を 南北 に 給 断 する 壮大 な 旅 で ある 。 

乗車 し て 最初 の 食事 は 、 オー スト ラリ ア 北 端 に 因 
ん だ その 名 も 「 ト ッ プ . エ ンド . ラ ンチ | を と り 終 え 
た 13 時 40 分 、 列 車 は キャ サリ ン に 到着 し た 。 こ こ で 
は 実に 4 時 間 40 分 も 停車 する 。 な ん と も 悠長 な 停車 
時 間 だ が 、 実は ニ ト ミ ル ク 国 立 公園 の キャ サリ ン 渓 
合 を 観光 する た め だ 。 オ ー ス トラ リア な ら で は の ワ 
イル ド な 途中 下車 を 堪能 し た 。 


識 朝 、 ア リス スプ リン グ ス 駅 に 到着 。 開 拓 時 代 に [ 
発見 され た オア シス [アリ ス の 泉 が 町 の 名 の 由来 着 駅 アア レー ド ・ ケ ズ ウ ィ ッ ク ・ タ ー ミ チ ナル に 誠 
で ある 。「 ザ ・ ガ ン ] の 大 陸 終 断 の 旅 も ここ が 中 間 点 。 止め た 。 (櫻井 現 ) 


先頭 に 立つ ディ ー ゼ ル 機 関 車 の 燃料 補給 や メ 2 の 


ダー ウィ ン 駅 で 出発 を 
待つ アデ レー ド 行 き 
「 ザ ・ ガ ン 」]。 ディ ー ゼ 
ル 機 関 車 は 重 連 で 31 
両 の 客車 を 牽引 し 全長 
2973m の アウ トバ ッ 
ク を 走破 する 。 


柳 子 の 木 が 南国 ムー ド 
を 醸し 出す キャ サリ ン 
駅 に 停車 中 。 同 駅 で は 
ニ ト ミ ルク 国立 公園 の 
キャ サリ ン 渓 谷 を 観光 
する た め 4 時 間 40 分 
ほど 停車 する 。 


ナン ス 、 そし て 今 至 の ディ ナー の た め の 食 朝 拉 講 
ど で 、 し ば らく 停車 と な る 。 長 い 停車 時 間 の 徹 [ ザ 
ガン ] は アリ スス プリ ング ス 駅 を 発車 する 
前 半 の 1500km を 乗車 し て きた だ け に 、 車内 は 騰 
で は 、 アリ スス プリ ング ス か ら ア デレ ー ド ま で の 
車内 サー ビス に つい て 報告 し よ の 8 Eu と 
プリ ング ス 駅 を 15 時 15 分 に 発車 する と 、[ 幅 請 
ド ・ カ ン ガ ルー・ ク ラス (等 個室 寝 合 ) ] で は 委 
室 に アテ ンダ ント が アフ タ ヌ ー ン ティ ー を 届け e 計 
れる 。 お 茶 を いた だ きつ つ 、 今 胃 の ディ ナー タタ 本 
や シャ ワー の 使い 方 、 エア コン の 操作 法 な ど を 馬 


し て く れる 。 すでに 気温 40 度 の アリ スス プリ 


で 私 は も う 汗 びっ し ょ り だ 。 そこ と で シャ ワー を 深 衣 
る こと に し た 。 さ っ ぱり し た と ころ で 、 19 時 か 5 人 
堂 車 「 タ ルク ー ラ ・ レ スト ラン 」 に て ディ ナー が 交 
まっ た 。 今 育 の メニ ュー は 、 ナッ ツ 入 り パ ンプ ギラ 
スー プ 、 温 野 業 添え に 始ま り 、 メ イン コー ス は 燕 し 
た キン グフ イィ カシ また ば ロー スラ 
ブチ キン の 3 種 か ら の チョ イス 、 そ し て デザ ー ト と 
いう 充実 の 内 容 だ っ た 。 

再び 夜 が 明け 、 朝食 を 取り 終え 、 最後 の ティー 
需 く 頃 、「 ザ ・ ガ ン ] は 、 全 長 2973km の 旅 を 終生 


ダー ウィ ン を 目指 四 人 
オー スト ラリ ア 大 隊 


y ゴー ルド カン ガル = ニ 細 
識 | クラ ス (1 等 ) の 寝 人 
個室 。 寝具 デザ イン は 

度 、 先住 民 ア ボリ ジニ に よ 

| る 伝統 的 アー ト 。 個 天 

内 に は シャ ワー 室 も 

備 する 。 


| 


間 
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1 マ ケ ド ド = ア 
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ギリ シャ 
アル バニ ア 
コラ ム [EU の 上 下 分 離 政 策 と 鉄道 運営 の 特徴 ] 
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国 の あら まし 


グレ ー トブ プリ テン 鳥 と アイ ル 
ラン ド 島 北部 か ら な る 。 グレ ー 
ト プ リ テン は イン グラ ンド 、 
ウェ ー ル ズ 、 スコ ッ ト ラ ンド に 
分 か れる 。 日 本 語 の イギリス は 
イン グラ ンド が 変化 し た も の 。 
ケル ト 人 の 地 だ っ た が 、 ロー マ 
の 支配 を 受け 、 ゲル マン 民族 の 
大 移動 に より 5 世紀 に アン グロ 
サク ソン 人 が 住み 着き 、11 世紀 の ノル マン 人 の 征服 
後 、 ゲル マン 系 に フラ ンス 系 の 言語 ・ 文 化 が 融合 し 
て 独自 の 発展 を 遂げ た 。 16 世 紀 末 以降 スペ イン を 
抑え て 世界 に 大 英 帝 国 を 築く 。16 世紀 に カト リッ ク 
教会 を 離れ 、 イギリス 国教 会 が 設立 され た 。 さ ら に 
徹底 し た 改革 を 求め る 清教徒 の 一 部 は アメ リカ に 
移住 し 、 彼ら の 思想 が アメ リカ 建国 の 重要 な 精神 的 
支柱 と な る 。 北 アイ ル ラ ンド は アイ ル ラ ンド 独立 後 
も 連合 王国 に 残っ た が 、 住民 の 70%% を カト リッ ク 教 
徒 が 占め 紛争 が 続い た 。 産業 革命 の 発祥 の 地 で あ 
り 、 古 く か ら 各 種 工業 が 発展 し た 。 ロ ンド ン は ニュ ー 
ヨー ク と 並ぶ 、 世界 の 金融 の 中 心地 で も ある 。 北海 
で は 原油 や 天然 ガス を 産出 し て いる 。 


ロン ドン ⑯ 
London 


全 グ レー トブ リ テ ン 及 び 北 アイ ル ラ ンド 連合 王国 
人 口 : 6349 万 人 (2014 年 ) 面積 :24.2 万 kmf 

要 言 語 : 英 語 
隊 ルン ド GBP (1GBP=177.46 円 ) 
国民 総 所 得 : 2 兆 4488 億 USD 
1 人 当たり 国民 総 所 得 :3 万 8500 USD 
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| e 
Jnited Kingdom of Great Britain and Northern Irelan 


鉄道 の 主要 デー タ (2013 征 ) 


1825 年 
Pa 1 万 5884km (1435mm) 
3329km (AC25kV50Hz) 
2035km (DC750V・DC630V) 
列車 運転 線路 左側 通行 
年 間 旅客 輸送 量 16 億 1880 万 人 

/ 557 億 9040 万 人 キロ 
年 間 貨物 輸送 量 " 8000 万 トン 

/ 192 億 3000 万 トン キロ 


車両 数 EL/203 DU774 EMU3120 
DMU/2010 PC/306 FC/1 万 1057 
EMU (高速 車両 ) /142 編成 
DMU (高速 車両 ) /169 編 成 
"2011 年 の 数 値 
運営 組織 
運輸 省 


Department for Transport (DfT) 
URL:http:/Www.dft.govuk 

鉄道 道路 店 

Office of Rail and Road (ORR) 
URL:http:7/orrgovuk 

ネッ トワ ー ク ・ レ ー ル 社 

(鉄道 イン フラ 管理 事業 ) 

Network Rall 

URL: http:/www.networkrailco.uk 
旅客 列車 運行 会 社協 会 

(旅客 列車 運行 会 社 の 連合 組織 ) 
Assoclation of Train Operating Companies (ATOG) 
URL: http7wwatoc.org 
※2014 年 現在 、19 社 の 旅客 列車 運行 会 社 が ある 。 
DB シェ ンカ ー 社 

(貨物 輸送 事業 ) 

DB Schenker Rail Ltd 

URL: http:/WWw rail.dbschenkerco.uk 
フレ ー ト ライ ナー 社 

(貨物 輸送 事業 ) 

Freightliner Group 

URL: http:/Www.freightlinerco.uk 
ユー ロト ン ネ ル 社 

( 英 仏 海峡 ト ン ネ ル 管 理 会 社 ) 
Eurotunnel 

URL : http:/AWww eurotunnel.com 


半 鉄道 の 歴史 


/ ギ リ ス は 鉄道 発祥 の 国 で ある 。1804 年 に リ 
| 9 放 ィ シ ッ ク に より 蒸気 機関 車 が 発明 
0 + 公 共 輸送 を 目的 と し た 世界 最初 

トメ トッ クト ンダ ー リ ント ジ 
し た て この と き 、 運行 され た 「 ロ コモ ーション 号 」 
は 世 上 的 に に 有名 で ある 。 1830 年 に は リヴ ァ プー ル ・ 
二 ェ ス ター 鉄道 が 開業 し 、 こ の 鉄道 の 成功 が そ 
pf の 多 設 ブー ムー らし た 。 

1840 て 50 年 代 に に は 鉄道 投資 ブー ム が 起き 、 各 地 
で 鉄道 建 & が 進ん だ 。 1848 年 に は 路線 延長 が 5127 
レイ ィ ル (8251kV と な り 、 それ まで 輸送 を 支え て き 
と 運河 の 総 延長 を 超え た 。 1863 年 に は 、 回 R ン 
London に 世界 最初 の 地下 鉄道 が 蒸気 機関 車 牽 9 | で 
開業 し 、1890 年 に は 電車 運転 も 開始 され た 。 幹 線 の 
窒化 が 始ま る の は 、 20 世紀 に な っ て か ら で あ る が 、 
イギリス で は 電化 の スピ ー ド は 遅く 、 大 部 分 の 路線 
は 恭 気運 転 か ト ら ディ ー ゼ ル 運 転 へ の 移行 に 留まっ 
た 。 

初期 に は 無数 に 鉄道 会 社 が 存在 し た が 、 第 1 次 世 
界 大 戦後 の 1921 年 鉄道 法 に よっ て 123 の 鉄道 会 社 
が 統合 され 、 ロ ンド ン ・ ミ ドラ ンド 。 ス クン コ 
k 首 (LMS)、 ロ ンド ン ョ 20 全 2 ン 鉄 道 
(LNER)、 グ レー トウ エス タン 鉄道 (GWR) 、 サザ ン 
鉄道 (SR) の 4 大 会 社 ( 軸 称 Big Four) が 全国 の 鉄 
道 を 経営 する こと に な っ た ぁ 1925 年 に 総 延 長 は 、 
ピー ク の 3 万 2000km に 達し た 。 

し か し 、 第 2 次 世界 大 戦前 後 か ら 道 路 交通 の 発 達 


に より 輸送 量 が 減少 し 、 慢性 的 な 経営 悪化 に 直面 し 
た 。 そ こ で 1947 年 、 交 通 法 に より イギリス 国内 の 主 
要 な 交通 事業 を 国有 化し 、 こ れ を 統括 する 機関 と し 
て 、 イ ギリ ス 運 輸 委 員 会 (British Transport 
Oommission : BTC) が 1948 年 に 設立 され た 。 BTC 
は 、 鉄 道 、 バ ス 、 長 距離 トラ ッ ク 、 港 湾 、 内 陸 水 運 、 さ 
ら に ロン ドン の 都市 交通 を 傘下 に お き 、 公共 交通 機 
関 を 総合 的 に 調整 し 、 効 率 的 な 交通 シス テム の 創設 
を 目指 し た 。 し か し 、 官僚 的 な 経営 体質 と 非 効率 な 

運営 の た め 実績 が 上 が ら ず 、1962 年 に 解体 され 、 翌 
年 1 月 、BTC の 鉄道 部 門 ! は イギリス 鉄道 公社 
(British Railways Board:BR) と し て 、 新 た な ス ンー 
ト を 切っ た 。 

BR は 慢性 化す る 赤字 を 削減 する た め 、 1960 年 代 
に 不 採算 路線 の 大 幅 削減 を 行っ た 。 1970 年 代 に な 
る と 、 鉄 道 ネ ッ ト ワー ク を 運賃 収入 で 原価 を 賭 える 
路線 (Commerial raiyays) と 社会 的 に は 必要 だ 
が 自立 経営 が 困難 な 路線 (Social railways) に 分 け 、 
後者 に 対す る 政府 補助 を 公共 輸送 義務 (Pubhc 
Service Obligation : PSO) に 対 する 補償 と 位置 づけ 
江 6 この 枠組 み は 一 定 の 成果 を あげ た 一 方 、 投資 水 
準 は 常に 低く 抑え られ た 結果 、 設備 の 更新 や 安全 対 
策 は 棚上げ に され た 。 

1970 年 代 未 に は 、 当時 の サッ チャ ー 政 権 の 方 針 
に より 、 多 く の 国 有 企 業 が 民営 化 さ れ た が 、BR に 関 
し て は 早急 な 民営 化 が 困難 と 判断 され 、 ホ テル や 連 
絡 船 な どの 付帯 事業 を 民間 売却 する に 留まっ た 。 し 
か し 、 政 権 交代 に より 、1992 年 7 月 に 鉄道 民営 化 晶 
書 「New Opportunities for the Railways・The 


ー ス ト ・ グ レー ト ・ ウ エス タン 
rirst Great Westam (GW) 
ロン ドン ー ブ リ スト ルー エク 
ーー ペン ザン ス 間 な ど 
ンド 南西 部 お よび 
ウ ウェ ー ル ズ の 長 距 離 列車 を 
R mW 
ーー 移 ス コッ トレ イル 
、。 scotRal(SR) 。 
2 
を 運行 し て いる オペ レー 
ーー ター。 ロ ンド ン と スコ ヨット ドラ | 
、 ンド 村人 

20 も 呈し て い 6。 | 
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了 拉 の 到着 取 で ちゃ ロン ドン ・ キ ング ズ ク ロ ス 駅 (鹿野 博 規 ) 


Frivatisation of British Rail」 が 発表 され 、 翌 1993 
年 に は 鉄道 民営 化 の た め の 法律 Railways Act 1993 
が 成立 。 翌 年 、BR の 分 割 ・ 民 営 化 が 実施 され た 。 

BR の 民営 化 は 、EU の 政策 に 沿っ た イン フラ と 輸 
送 事業 の 分 離 (上 下 分 離 ) を 基本 と し た 。 

旅客 輸送 事業 は 多数 の 旅客 列車 運行 会 社 (オペ 
レー ター) に 期限 付き で 譲渡 する フラ ンチ ャ イズ 制 
を 導入 し 、 貨物 も 分 割 し て 民間 業者 に 売却 され た 。 
また 、 期限 付き の 営業 権 を 得 た 旅客 会 社 が 車両 な ど 
の 高額 で 耐用 年 数 の 長い 資産 に 投資 する こと は 困 
難 な た め 、 車両 を 保有 し て 貸し 付け る リー ス 会 社 
(ROllimg Stock COmpames :ROSCOs) が 作ら れ 、 
線路 を どの 保守 部 門 も 多数 の 民間 会 社 に 分 割 さ れ 


(@ ボ ラン ティ アス タッ フ に 支え られ る 
イギリス の 保存 鉄道 


イギリス に は 数 多く の 保存 鉄道 (Heritage Railway) 
が 存在 する 。 そ の 歴史 も 古く 、 1950 年 代 に 愛好 家 た ち 
が 協会 を 作っ て 保存 し た タイ ウェ イン 鉄道 alylyn 
Railway まで その 歴史 は 遡る 。 現 在 で も 、 愛好 家 を 中 心 
。 と し た ボラ ンティア が 車両 メン テ ナ ン ス や 列車 運行 
に も 関わ っ て いる 。 
保存 鉄道 に は 、 蒸気 機関 車 を 動態 保存 し 本 線上 で イ 
ベン ト 列 車 を 運行 する 所 も 多い 。 特に 、 ロ ンド ン 南 方 
の ブル ー ベ ル 鉄 道 Bluebell Railway、 バ ー ミ ン ガ ム 西 方 
の セブ ン ・ ヴ ァ レ ー 鉄 道 Severn Valley Railway、 リ ー ズ 
西方 の キー スリ ー& ワ ー ス ・ バ レー 鉄道 Keighley and 
Worth Valley Railway、 ヨー ク の 北東 の ノー ス ・ ヨ ー ク 
シャ ー・ ム ー ア スズ 鉄道 North Yorkshire Moors Rallway、 
トー キー Torguay 南方 の ペイン トン & ダー トマ ス 蒸 気 
鉄道 Pingnton & Dartmouth Steam Rallway な ど は 大 
規模 な も の と し て 知ら れ て いる 。 ぐ 渡邊 高 > 
較 保 存 鉄道 協会 
URL: http:/wwwrheritagerallways.com 
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た 。 
また 、 イ ン フ ラ 部 門 も 民営 化 さ れ 、 半 人 る 


レー ルト ラッ ク 社 が 設立 され た 。 レー ー ル トラ ゥ ヵ 放 
は 政府 補助 を 受け ず 、 1996 年 に は 株 式 上 場 ぁ 上 

し た 一 方 、 採 算 を 確保 する た め 、 線路 使用 料 を 
6 と か ら 、 旅 客 列車 運行 会 社 の 収支 は 量 

当初 ( ょ BR 時 代 を 大 幅 に 上 回 る 多額 の 

人 

さら に 、 民営 化 後 の イ ギ リ ス の 鉄道 で は 重大 
が 絶え ず 、 1997 年 9 月 に サウ ノー ル 8outhal 加 才 
1999 年 10 月 に ラド ブロ ー ク ・ グ ロー ヴ Ladp。 
Grove 事 故 、2000 年 10 月 に ハッ ト フ ィ ー ル ト 
Hatfield 事 故 が 相次い で 発生 し た 。 と り わ け 、 ハ ッ ト 
フィ ー ル ド の 列車 転 孝 事故 は 更新 時 期 を 通 ぎ た ぁ 
朽 レ ー ル の 破損 が 原因 と わか り 、 イ ギリ ス 中 に 衝 
を 与え た 。 事 故に よる 補償 や 緊急 工事 費 な ど が し ~ 
ルト ラッ ク 社 の 経営 を 圧迫 し 、 2001 年 10 月 、 政 訂 
が 追加 資金 の 供与 を 拒否 する と 、 同社 は 直ちに 破 才 
手続 き を と っ た 。 

政府 で は 、 1999 年 に 仮 発足 させ た 戦略 鉄道 庁 
(Strategic Rail Authority : SRA、 正式 発足 は 2001 
年 2 月 ) が 中 心 に な っ て 線路 イン フラ 部 門 の 再建 方 
法 が 検討 され 、 2002 年 10 月 、 同庁 の ほか 約 100 の 
関係 企業 を 会 員 と する 保証 有限 会 社 (Compamy 
Limted by Guarantee) と し て ネッ トワ ー ク ・ レ ー 
ル 社 (Network Rai) が 組織 され 、 レ ー ル トラ ッ ク 
社 の 業務 を 引き 継い だ 。 同社 は 民間 部 門 に 属す る 
が 、 利益 配分 は 目的 と せ ず 、 収益 は すべ て 鉄道 人 
の 整備 に 充当 する こと と し た 。 同社 は 発足 後 間 も な 
く 、 直轄 工事 体制 を 強化 する こと を 決め 、 主要 な 線 
路 保 守 会 社 を 傘下 に お いた 。 い っ た ん は 営利 企業 の 
も の と な っ た イ ギ リ ス の 鉄道 イン フラ は 、 こ と う M@ 
事実 上 、 公 的 管理 に 戻る こと と な 8 


人 存 鉄道 の ノー ス . ヨ ー ク シャ ー、/、 っ 


"ムー アズ 鉄道 (渡邊 人 ) 


鉄道 民営 化 に 際 し て 政府 は 、 監 局 機 関 と し て 新た 
に 鉄道 規制 庁 (Office of Rail Regulator) と 旅客 鉄 
着 ア ラン チャ イ ズ 庁 (Office of Passenger Rail 
本 ichisimg :OPRAF) を 設置 し た 。 後者 は 、 期 限 付 
き で 旅客 列車 運行 会 社 に 与え る 営業 権 (フラ ンチ ャ 
ルズ ) の 内 容 を 決定 し 、 希望 する 業者 の 競争 入札 を 
取り 仕切 る と と も に 、 営業 開始 後 フ ラン チャ イズ 協 
定 の 実施 状況 を 監視 する た め に 設置 され た も の で 
ある 。 

その 後 、 政 府 は この 仕組 み を 修正 し 、2001 年 2 月 
に OPRAF を 新設 され た 戦略 鉄道 庁 (SRA) に 吸収 
し 、 鉄道 規制 庁 も 2004 年 7 月 に 新設 し た Offce of 
Rail Regulation (ORR) に 承継 させ た 。SRA は 、 
OPRAF の 機能 に 加え 、 鉄道 輸送 の 機能 強化 に 役 立 
つ イ ン フ ラ 強 化 や 車両 更新 プロ ジェ クト を 推進 す 
る 役割 を 果たす こと と され た 。 し か し 実際 に は 、 鉄 
道 の 設備 投資 に 関す る 権限 が ORR と 重複 する な 
ど 、 必ず し も 期待 通り の 機能 を 発揮 で き な か っ た 。 
その た め 、2004 年 7 月 に 政府 は 白書 "The Future 
Of Rail' を 発表 し 、 こ の 中 で SRA の 廃止 と 、 鉄 道 ネ ッ 
トワ ー ク の 整備 に 関す る 権限 を 運輸 省 に 集中 する 
こと を 提案 し た 。 これ に 基づく 新法 案 「Railways 
Act 2005」 の 成立 に より 、SRA の 役割 は 運輸 省 に 吸 
収 さ れ た 。 

一連 の 改革 を 経て 、 イ ギリ ス の 鉄道 の 輸送 量 、 運 
輸 収 、 定時 性 、 利用 者 満足 度 な ど は 改善 し た 一 方 
で 、 人 件 費 や 運 賃 は 物価 全体 の 平均 以上 に 上 昇 し て 
お りき 利 用 者 の 不満 が 高まっ た 。 そん な 中 、 2011 年 
5 月 に 鉄道 業界 の 過度 な 細分 化 と 政府 の リー ダー 


Pr 


《 ユー ロス ター と ユー ロ トン ネル 


間 1994 年 に ロン ドン て パリ ・ ブ 
PP 
口 スタ ー は 、 2007 年 の High Speed 1 
) の 開通 に よる 時 間 短縮 や 、 近年 の 環 
| 境 意 識 の 高まり な ど を 受け 、 年 々 利 
用 者 を 増加 させ て いる 。 


) と ころ で 、 ヨー ロッ パ 内 で は 、 オー 
240 国 を 


ご 渡邊 吉 > 


は 、 ユ ー ロ トン ネル を 通過 する 車両 
に は 、 編 成長 や 車内 設備 に つい て 、 強 
い 規 制 が か けら れ 、 走行 する 車両 が 
ー 部 に 限ら れ て いた た めで ある 。 

し か し 、2010 年 に ドイ ツ 鉄 道 の 
ICE3 の 車両 を 用 いた 試運転 が 行わ れ 
た 。 その 結果 、 安全 が 確認 で きた こと 
か ら 、 2013 年 か ら ド イツ 鉄道 の 高速 
車両 ICE の 乗り 入れ が 計画 され た が 、 
車両 製造 の 遅れ な どの 理由 に より 
2016 年 以降 に 延期 され て いる 。 


シッ プ の 欠如 が 、 イギリス の 鉄道 の 非 効率 性 に 軸 
が っ て いる と する マク ナル ティ ・ レ ポー ト が 公表 さ 
れ た 。 こ の レポ ー ト は 、 長年 に わた っ て 維持 され て 
きた 上 下 分 離 の 在り 方 に 対し 、 一 石 を 投じ る も の で 
あり 、 国内 外 の 鉄道 関係 者 の 間 で 大 き な 話題 と な っ 
て いる 。 今 後 、 見 直し を 含め 、 イ ギリ ス の 鉄道 政策 が 
どの よう に 進展 し て いく の か が 注目 され る 。 


鉄道 の 特徴 


イギリス の 国内 旅客 輸送 市 場 に 占め る 鉄道 の 割 
合 は 、 年 々 わずか ずつ で は ある が 、 増 加 傾向 に ある 。 
し か し 日 本 と 比べ る と 非常 に 低く 、 輸送 人 キロ ベー 
ス の シェ ア は 7~8% に 過ぎ な い 。 また 、 貨 物 輸送 市 
場 に お いて も 鉄道 が 全 輸 送 モ ー ド に 占め る 割合 は 、 
輸送 トン キロ ベー ス で 7~ー8% で 横ばい 状態 で あり 、 
いずれ も ヨー ロッ パ 大 陸 諸 国 と 比較 し て 、 大 きく 劣 
る 。 イ ギリ ス の 交通 市 場 で は 、 旅 客 ・ 貨 物 と も に 道路 
輸送 が 圧倒 的 な 地位 を 占め て いる 。 

鉄道 の 歴史 の 項 で 見 た よう に 、 イ ギリ ス の 鉄道 民 
営 化 は 、 他 に 例 を 見 な い 形 態 を と っ た た め 、 現在 の 
鉄道 は 極め て 複雑 な 仕組 み で 動い て いる 。 か つて 、 
BR が 一 体 的 に 運営 し て いた 鉄道 網 は 、 線路 網 を 保 
有 管 理 す る 会 社 、 多数 の 旅客 列車 運行 会 社 CTram 
Operatimg Compamies : TOCs)、 複数 の 貨物 鉄道 会 
社 、 旅客 車両 の 保有 ・ リ ー ス 会 社 (ROSCOs)、 線路 
や 信号 設備 を 保守 する 会 社 な ど 、 合 計 100 程度 の 企 
業 に 分 割 さ れ た 。 


すでに 述べ た よう に 、 線 路 保有 会 社 レ ー ル トラ ッ 


圏 ユ ー ロ スタ ー 社 
URL : http:/www.eurostarcom 
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nited Kingdom of Great Britain and Northern 


橋爪 和み) 


ク 社 の 経営 が 破綻 し 、 線路 保有 の 実務 は ネッ トワ ー 
ク ・ レ ー ル 社 に 移り 、 鉄道 ネッ トワ ー ク の 整備 に 関 
する 政府 の 権限 が 強化 され つつ あぁ る が か 、 基本 的 な 枠 
組み は 今 も 維持 され て いる 。 

園 旅客 輸 


旧 BR の 旅客 輸送 サー ビス は 25 の TOC に 分 割 さ 
れ (現在 で は 19 に 集約 され て いる )、 それ ぞ れ の 期 
限 付き 営業 権 が フラ ンチ ャ イズ と いう ぅ 形式 で 交 争 
入札 に か けら れ 、 事業 者 が 決め られ て いる 。 営業 権 
の 期限 は 、 た び た び 変更 され て お り 、 7.5 年 一 22.5 
年 と ば ら つ き が 大 きく 、 いま だ 最適 な 期間 を めぐ っ 
て 起 行 錯誤 が 続い て いる 。 赤 字 に 対 し て は 補助 が 与 


の イギリス で 走る 日 本 の 技術 


イギリス の 高 束 新 線 High Speed 1 で は 、 国 際 釣 車 
ユー ロス ター だ け で な く 、 日 本 製 の 車両 (Class 395) 
も 活躍 し て いる 。「 投 稿 り 」 を 意味 する ジャ ヴェ リン 
Javelin と いう 名 称 で 、 2009 年 12 月 か ら り ロ ンド ン ニ ァ 
シュ フォ ー ド ・ イ ンタ ー ナ ショ ナル 間 で 運行 を 開始 し 、 
2013 年 の ロン ドン オリ ン ピ ッ ク の 観客 輸 迷 に も 活躍 
凡 だ 5 

6 両 1 編成 で 、 最高 時 速 は 140 マイ ル ( 約 225kmh) 
で ある 。 編成 ご ど と に 、 イギリス の オリ ン ピ ッ ク メ ダ リ 

。 スト の 名 前 が 付け られ 、 両端 部 の 側面 に 描か れ て い 
る 。 近年 遅延 が 頻発 する イギリス に お ぉ いて 、 高い 定時 
性 を 確保 し た こ と な ど が 評価 され 、 2010 年 に は 、 [Ra 
Business Awards 2009] の 「Roling stock Exellence of 
the Year」 を 受賞 し た 。 

2012 年 7 月 に は 、 日 本 企業 が さ ら に 総額 45 億 ポン 
ド に 及ぶ 高速 列車 更新 プロ ジェ クト (nterdiy EXpress 

、 Programme :IEP) を 一 括 受注 し た (2013 年 7 月 に は 

、12 億 ポン ド の 追加 受注 も 受け て いる )。 これ を 有 憂 け 、 

2013 年 11 月 に 現地 で の 工場 建設 を 開始 し 、 2016 年 

に は 車両 製造 が 開始 され る 予定 で ある 。 ぐ 渡 邊 亮 > 
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IiElale 


えら れる 一 方 、 利益 が 生じ た 場合 に は 
アム を 支払 う 仕組 み と な っ て いる 。 
TOC に よる 列車 運行 体制 は 地域 分 割 の 
える が 、 列車 種別 と 運行 系 統 を 基準 に し て 。 了 
る た め 、 複数 の 運行 会 社 えば 地域 夫 jx 〈 い 


| 、 
N 


社 と 都市 間 輸送 の 運行 会 社 ) が 同一 線路 本 
走ら せ て いる 例 が 随所 に 見 られ る 、 同 -. ' 還 


数 社 の 列車 が 走る の で 、 オー プン アク セス MS 
の) の よう に 見 える 
き 、 列 車 を 運行 で きる の は フラ ンチ ャ イズ を 
た 会 社 の み で ある 。 0 
着 時 間 の 剖 り 当て は 、 線 路 保有 会 社 が 行っ て ぃ s 
遼 折 物 送 

貨物 部 門 は 旧 BR の 貨 物 輸送 事業 を 分 害し 較 
事業 者 に 直接 売却 す る 形 で 民営 化 が 行わ れ た 3 社 
あっ た 車 扱 い 貨物 会 社 は いずれ も アメ リカ の ゅ , 
スコ ン シ ン ・ セ ント ラル (Wisconsm Central) 社 に 
買収 され た が 、 2007 年 に は ドイ ツ 鉄 道 グル ー プ カ 
一 上 員 と な り 、 現在 で は DB シェ ンカ ー フ ラン cg 
業 を 行っ て いる 。 
較 高 速 鉄道 

イギリス 国内 の 電化 区 間 ( 総 延長 の 約 3 分 の 1) 
は 、 イ ギリ ス 南 部 を 中 心 に その 3 分 の 1 が 第 
方 式 に よる も の で あり 、 こ れ ら の 区 間 の 最高 速度 は 
160kWh に と ど ま っ て いた 。 こ の 中 に は 、 高速 新 雪 
High Speed 1 (HS1) (正式 名 は Chamel TAmmel 
Rail Link :CTRL) の 開業 する 前 の ユー ロス ター の 


運行 区 間 も 含ま れ 、 時 間 短 縮 の ネッ ク に な っ う てい 
7 


その た め 、 穴 空 電車 線 方 式 の 新 線 を 建設 する と 
に な り 、2003 年 9 月 、HS1 の セク ショ ン 1 の 開業 に 
より 、 この 区 間 の 最高 速度 が 300kwhc 引 ほ 計 
られ た 。 2007 年 に は セク ショ ン 2 の 完成 に より 人 


SM 


「 "3Peed 1 を 走る 日 本 列車 ジャ ヴェ リン (の ) 


09km 開業 し 、 ロ ンド ンー パリ 『anis 間 の 所 要 
計 軸 「 間 肖 15 分 に 短縮 され た 。HS1 は 、 当初 運 輸 
げっ イン フラ を 保有 し て いた が 2010 和 に 
LO (30 年 ) が カナ ダ の 投資 ファ ンド に 売却 され た 。 


レーー ビ ーー こっ 
将来 の 開発 計画 


HG1 に 続き 、 運 輪 省 は 2009 年 1 月 、 ロ ンド ン こ ス 
ッ ト ラ ンド 間 に 最 高速 度 400kmWh で の 走行 が 可 
し 高 束 鉄 道 を 新設 する 計画 High Speed 2 (HS2) 
を 発表 し た 。 リー マン ・ シ ョ ッ ク に よる 財政 支出 削 
洲 や 政権 交代 な どの 影響 も あっ た も の の 、 2012 年 
| 月 に 運輸 省 に よっ て 、 建 設計 画 が 承認 され て いる 。 
「 事 は 2 期 に 分 か れ て お り 、 第 1 期 の ロン ドン ソー 
バー ミン ガム Birmingham 近郊 の ウエ スト ミッ ドラ 
ンズ 間 (225km) は 2017 年 着工 、2026 年 完成 予定 
で あぁ る 。2013 年 1 月 に は 、 第 2 期 の ウエ スト ミッ ド 
ラン ズ West Midlands マン チェ スタ ー Manchester 
お よび リー ズ Leeds 間 (531km) の ルー ト が 公表 さ 
れ 、2032 年 まで の 開業 を 目指 す と され て いる 。 ま 
た 、 これ に 関連 し て 、 ヒー スロ ー 空 港 に 直結 する 路 
線 も 建設 する 計画 が 浮上 し 、 第 2 期 事 の 一 環 と し 
て 建設 され る 見 通し で ある 。 総 建設 費 は 、 当初 の 計 
画 か ら 大 きく 増加 し て お り 、 現在 の と と ろ 430 億 ポ 
ンド の 見 込み で ある 。 
これ に 加え て 、 イギリス 国内 で は 、 既存 線 の 改良 
も 行わ れ て いる 。 代表 的 な も の は 、 西海 岸本 線 と 東 
海岸 本 線 の 近代 化 事業 で ある 。 事業 の 内 容 は 多岐 に 


⑥ イ ギリ ス の 鉄道 博物館 


ヨー ク 駅 裏口 に ある Na 7 E 


わた り 、 また その 内 容 も 路線 に よっ て 異な る が 、 最 

向 速 度 の 引き 上 げ ゃ 電化 、 新型 車両 の 投入 、 信号 シ 
ステ ム の RTCS レベ ル 2 お よ び ERTMS レ ベル 2 
(BU に お ける 標準 規格 ) へ の 更新 、 駅 の 改装 な ど が 


行わ れ て お り 、 完成 し た も の か ら 順 次 、 供用 が 開始 
され て いる 。 < 渡 遺 亮 > 


SH 2 


会 社 の 倉庫 を 再 利用 し た Museum of 


Museum(NRM : 国立 鉄道 博物 館 ) は 、 
世界 で も 最大 規模 の 鉄道 博物 館 で あ 物 館 で 開 f 
、 会 議 ] に も 参加 し た 。 

住所 :Leeman Road, YORK YO26 4X) 
を 還 +44-84-4815-3139 


る 。 


人 能 は 無 料 で 、 館 内 に は 所 機関 車 
の 世界 最速 記録 (203km/h) を 出し た 


SL「 マ ラー ド 号 ] を は じ め 、 機関 車 だ け 
で 100 両 以上 、 客車 ・ ・ 貨 車 も 含め る と 


提携 し た ほか 、 2013 年 1 月 に 鉄道 


物 館 で 開催 され た [世界 鉄道 博物 館 


開館 10: 00<18:00 
_(12 月 24 ご 26 日 休館 ) 


300 両 以上 の 車両 が 保管 され て お り 、 0 _ URL: http:/Www.nrm. Org.UK 


その 中 に は 日 本 の 新幹線 (0 系 ) 車両 "この ほか に も 、 ロン ドン 西方 の スウ ィ 
も 含ま れる 。 2004 年 秋 に は 、 ダー リン ンド ン Swindon に STEAM-Museum 
トン Darlington 北 方 の シェ ルド と る ofG Great Western Railway、 グ ラス ゴー 
Shildon に 別館 (Locomotion) t 旧 に SR Museum な ど が ある ほか 、 
し て いる 。2012 年 2 月 に 、 地 県 りー バー ー に は か つて の 駅 や 鉄 道 


_Science and Industry が あり 、 前 述 の 


保存 鉄道 と 合わ せ て 、 イギリス に お け 
る 鉄道 の 人 気 を 物語 っ て いる 。 
く 渡 中 高 > 
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国 の あら まし 


セン ト ジ ョ ー ジ > ス 峡 を 内 」 
て イギリス 本 国 と 接し て い JP 
る 。 紀元 前 3 世紀 ご ろ ケ ルト 潤 生 揚 
系 民族 が 住み 、 ケ ルト 語 で 西 
を 指す エー ル と 土地 の ラン ド 
が つい た 国名 の と お り 、 ヨ ー っ 
ロッ パ の 西 の 端 に ある 国 で あ = 書 
る 。 その 後 デ ー ン 人 、 イ ギ リ 
ス の 支配 を 受け た が 、 1801 年 「1800 年 連合 法 」 で 
イギリス に 併合 され た 。 1919~ 1921 年 の 独立 戦争 
後 、1922 年 に 北部 の 6 州 を 除い た 26 州 に より 英 連 
邦 内 自治 領 と し て アイ ル ラ ンド 自由 国 と な る 。 さ ら 
に 1937 年 に は 憲法 を 制定 し 、 独立 し た 。 1949 年 に 
は 共和 制 を 宣言 し 、 イ ギリ ス 連 邦 か ら 脱退 後 、1973 
年 に 現 EU メ ン バ ー と な る 。 西岸 海洋 性 の 気候 で あ 
る が 、 全 体 的 に 標高 600 て 900 m の 高原 状 の 地形 で 
あり 、 緯度 が 高く 寒 容 な うえ 土地 は や せ て お り 、 近 
世に は 錠 健 が ある た びに アメ リカ へ 大 量 の 移民 を 
送り 出し て きた 歴史 が ある 。 農業 が 主要 産業 だ が 、 
近年 、 電子 ・ 電 気 関連 製造 業 が 伸び る 。TT 産 業 の 拠 
点 で も ある 。 


金 ア イル ラン ド 

人 口 468 万 人 (2014 年 ) 面積 :7.0 万 km 
主要 言語 : アイ ル ラ ンド 語 、 英 語 
通貨 : ユー ロ EUR (1EUR=129.80 円 ) 
国民 総 所 得 : 1794 億 USD 

1 人 当たり 国民 総 所得 :3 万 9110 USD 
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Il 


鉄道 の 主要 デー タ (2013 年 ) 


創業 1834 年 

営業 キロ 2400km (1600mm) 
電化 キロ 52km (DC1.5kV) 
列車 運転 線路 左側 通行 


年 間 旅客 輸送 量 3710 万 人 / 15 億 6600 万 人 * ロ 

年 間 貨物 輸送 量 100 万 トン 9800 万 トン キロ 

車両 数 DL61 EMU/154 DMU/339 
PC/171 FC/528 


5 mmm 
運営 組織 
Ta 
アイ ル ラ ンド 鉄道 
larnr6d Breann/Irish Rail (B) 
URL: http:/WwwririshrailLie 


鉄道 の 歴史 ・ 特 徴 ・ 開 発 計画 


アイ ル ラ ンド 初 の 鉄道 は 1834 年 に 開業 し た ダブ 
リン Dublm ーー キングス トン Kingstown (ダン ・ ル ァ 
リ Dmn Taoghaire) 間 (延長 10km) の 鉄道 で 、Dublm 
& Kingstownt Railway に よっ て 建設 され 、 軌間 は 現 
寿 の 主流 で ある 1600mm と は 異な る 標準 軌 
(1435mm) で あっ た 。 続く 路線 で は 民 鉄 各社 が 
1880mm (Ulster Railway) や 1575mm (Dublm 
and Drogheda Raitway) な どの 異な っ た 軌間 を 採 
用 し て いた が 、 軌間 を 統一 すべ き と の 声 が 高まり 、 
1846 年 に 発効 し た 鉄道 軌間 規制 法 (Regulatimg 
(he Gauge of Railyays Act) に よっ て アイ ル ラ ジ ド 
の 軌間 は 1600mm と 定め られ た 。 

その 後 1920 年 代 まで は 民間 企業 に より 鉄道 の 電 
設 が 進め られ た が 、 1925 年 に グレ ー ト ノー ザ ツ 鉄 
道 (Great Northem Railway :GNR) を 除く すべ 《 
の 民 鉄 が グレ ー ト サザ ン 人 鉄道 (Great Southerm 
Fallvay Company : GSR) に 合併 ・ 吸 収 さ れ だ 
1945 年 に は GSR と タブ リン 運輸 連合 Dublin 
United Transport Company) が 合併 し 、 アイ ルフ ン 
ド 運輸 公団 (CGras rompair 后 reann : CTR) が 芽生 
し た 。 その 際 に 収益 性 の 低い 路線 は 、 閉 鎖 し た り 、 買 
物 再 用 線 と する 措置 が 取ら れ た 。 当初 民 間 会 社 と し 
て 発足 し た OIR は 1950 年 に 国有 化 され た 。 

また 、 ア イル ラン ド と 北ア イル ラン ド ( イ ギ リ 


iu し で いた CA も 1958 年 に 国有 化 が 行 

り 本 >/ ィ ル フン ド に 属す る 路線 は OHB の 所 有 と 
し た 。C は 1984 年 に ダ プ リン の 痢 市 近 抑 牙 線 
夫 あ る ホウ ス Howth ~ ダ ブリ ンー ブレ イ Bray 間 の 
罰 化 を 行い 、 DART (Dublm Area Rapid "Transit) と 

ば れる 旅 各 答 送 サー ビス を 開始 し た 。 

1987 年 に は OB の 傘下 に アイ ル ラン ド 鉄 首 OB) 
が 説 で れ ダブ リン 地区 の 都市 鉄道 を 含む 全国 鉄 
軸線 の 運営 を 行う ほか 、 イギリス お よび ヨー ロッ 
訳 大 陸 へ の 海運 サー ビス を 提供 する Rosslare 
Europort 社 の 運営 も 行っ て いる 。 

PU は 鉄道 イン フラ 部 門 と 列車 運行 部 問 の 会 計 分 
壁 な ど を 規定 し て いる が 、 ア イル ラン ド は これ ら 5 の 
相補 へ の 対応 が 遅れ て いた 。 し か し 、 2013 年 3 月 の 
組織 改編 に より 、 選 内 部 に 両 部 門 の 組織 が 作ら れ 
包 の 規定 に 沿っ た 運営 形態 と な っ た 。 

アァ イル ラン ド の 鉄道 ネッ トワ ー ク は 首都 ダブ プリ ン 
を 中 心 に 放射 状 に 広がっ て お り 、 鉄道 の イン フラ 穫 
理 や 列車 の 運行 は 也 が 行っ て いる 。 

旅客 輸送 は ディ ー ゼ ル 列 車 に よる ImterGity と 呼 
ば れる 全国 規模 の 都市 間 輸 送 に 加え で 、 タ ブリ ン 付 
近 の 45.5km で は DART と し て 知ら れ で いる 近郊 還 


数 字 は 主 な 都市 人 口 (万 人 ) 
50 100km 


no 一 人 Bahbrogan 


送 も 行う 。 近 郊 輸送 で は 、 ダブ リン の ベッ ド タ ウ ン 
で ある ドロ ヘ グ Drogheda や 大 学 お よび 大 手 企業 の 
工場 が ある メイ ノー ス Maynooth へ の 移動 が 多く 、 
それ ぞ れ 旅客 輸送 量 (人 ) 全体 の 27%、 19% を 占め 
て いる 。 一 方 の 長 距離 輸送 で は ダブ リン か ら 主 要 都 
市 の コー ク Oork や ゴー ルウ ェ イ Galway へ の 移動 が 
多く 、 それぞれ 11%、 5% を 占め て いる 。 また ダブ プリ 
ン か ら 国 境 を また いで ベル ファ スト Belfast ( イ ギ リ 
ス ) へ は 、 也 お よび イギリス の Northern Ireland 
Railways (NIR) と の 共同 運行 に よる 「 エ ンタ ー プ ラ 
イズ Enterprise」 と 呼ば れる 国際 列車 が 運行 され て 
お り 、 両 都市 間 を 約 2 時 間 で 結ん で いる 。 

鉄道 貨物 輸送 の シェ ア は 、 国 全体 の 貨物 輸送 量 ( ト 
ン キ ロ ベ ー ス ) に お いて 1% に 満た な い 。 道 路 輸送 と 
の 競争 が 激しい うえ 、 選 は 採算 性 を 重視 し て お り 、 
輸送 品目 を 限定 する こと に よる 輸送 総量 の 減少 が 続 
いて いる 。 か つて は 麦芽 な どの 農作物 、 セ メン ト 、 石 
油 な ど 多 種 多 様 な 品目 を 輸送 し て いた が 、 現在 は 旬 
物 、 木 材 及 び コ ン テ ナ の み を 運ん で いる 。 

鉄道 安全 プロ グラ ム (1999 年 ) や 「Transport 21] 
投資 プロ グラ ム (2005 年 11 月 ) に よっ て 在 来 線 の 
改良 及び 新車 両 の 導入 が 行わ れ て きた 。 これ まで に 
在 来 線 の 改良 に は 15 億 EUR が 投入 され 、 ダ 
ブリ ン 周 辺 や コー ク 周 辺 の 複々線 化 、 信号 や 
土木 な どの 鉄道 施設 の 更新 、 駅 の 新設 を 行 
い 、 線 路 容量 の 増大 や 利便 性 の 向上 が 図ら れ 
た 。 車両 で は 2005 年 か ら 2006 年 に か け て 
CAF 社 (スペ イン ) の 機関 車 や 、2006 年 か ら 
は 韓国 お よび 日 本 製 の 気動車 が 導入 され 、 ダ 
ブリ ンー コー ク 間 な どの 主要 路線 を 運行 し て 
いる 。 ア イル ラン ド 国 内 に は 羽 の ほか 、 ロン 
グフ ォ ー ド Longford 駅 か ら 北 に 20km の と こ 
ろ に 観光 鉄道 Cavan & Leitrm Raitway ( 軌 
間 914mm。 延長 1km) が ある 。 

将来 の 開発 計画 と し て DART を 北部 お よ 
び 南 西部 方 面 に 延伸 する 計画 が ある 。 既設 の 
通勤 線 の 電化 や 新 線 の 建設 に より 、 メイ ノー 
スー ダブ リン ーー グレ イス トー ンズ Greystones 
間 (DART 1) を 結ぶ 路線 と ドロ ヘ ダ Drogheda 
ンダ ブリ ンー~Hazelhatch and Celbrige 間 
(DART 2) の 2 路線 と な る 予定 で ある 。 な か 
で も DART 2 で は ダブ リン 市 内 に 7.6km の 
地下 トン ネル が 計画 され て お り 、 建設 に は 6 
<7 年 か か る と 言わ れ て いる 。 ぐ 川端 剛 弘 > 
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French Republic 


フラ ンス 


革 


- 中 


国 の あら まし 


大 西洋 と 地中海 に 
面 する 本 土 と 、 海 外 の 
フラ ンス 領 か ら な る 
国 で 、 紀元 前 1 世紀 、 
ロー マ 支 配下 で ガリ 
ア と 呼ば れ た 。 ゲ ル マ 
ン 民 族 の 大 移動 後に 
定住 し た フラ ンク 族 
が 天王 国 を 作り 、 その 分 裂 後生 まれ た 西 フ ラン ク 王 
国 が フラ ンス の 起源 と いえ る 。 国名 フラ ンス は フラ 
ンク 人 の 国 を 意味 する 。 16 世紀 末 か ら ブ ル ボ ン 朝 
が 支配 、 17 世紀 に ルイ 14 世 が 絶対 王政 を 確立 し た 
が 、1789 年 に フラ ンス 草 命 が 起こ り 、 共 和 制 を 宣言 
し た 。 ナポレオン の 帝政 、 王政 な ど を 経て 、19 世 紀 
後半 に よう や く 共 和 制 が 安定 し 、 工業 化 と アジ ア 、 
アフ リカ へ の 進出 が 進ん だ 。 普 仏 戦争 以後 ドイ ツ と 
3 回 戦っ た が 、 第 2 次 世界 大 戦後 は ドイ ツ と 窒 和 し 、 
ヨー ロッ パ 統 合 を 推進 し て いる 。 温暖 な 気候 と 肥 浜 
な 土地 に 恵まれ 、 ヨー ロッ パ 最 大 の 農業 国 だ が 、 航 
空 機 、 原子 力 な ど 先 端 工業 や 芸術 ・ 文 化 で も 世界 を 
リー ド し て いる 。 北 アフ リカ や 中 近東 か ら の 移民 も 
多い 。 


全 を フ ラン ス 共 和 国 

人 口 : 6688 万 人 (2014 年 ) 面積 :64.1 万 km 
主要 言語 : フラ ンス 語 

通貨 ユーロ EUR (1EUR=129.80 円 ) 
国民 総 所得 :2 光 7491 億 USD 

1 人 当たり 国民 総 所 得 :4 万 2420 USD 
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鉄道 の 主要 デー タ (2013 年 ) 


創業 1828 年 
営業 キロ 2 万 9776km 
軌間 別 2 万 9609km (1435mm) 
167km (1000mm) 
電化 キロ 9676km (AC25kV50Hz) 
5905km (DC1.5kV) 
122km (その 他 ) 
列車 運転 線路 左側 通行 
年 間 旅客 輸送 量 11 億 2600 万 人 
847 億 7700 万 人 キロ 
年 間 貨物 輸送 量 5070 万 トン 
/ 194 億 9840 万 トン キロ 
車両 数 EL/1161 DL2339 EMU/4289 


DMU/1681 PC/6337 FC/1 万 9900 
EMU (高速 車両 ) /409 編 成 


運営 組織 
フラ ンス 国鉄 (公共 企業 体 、 鉄 道 輸送 事業 ) 


Sodete Nationale des Chemins de fer Francais (SNCB) 
French National Railways 
URL:http:/www.sndf.com 


鉄道 の 歴史 


フラ ンス の 鉄道 は イギリス に 次 いで 古く 、1828 
年 に サン テテ ィ エ ン ヌ Saint-FRtienne 付近 で 鉱 
道 が 開業 し た 。1832 年 に リ ヨ ン Lyon 付 近 で 石灰 還 
送 の た め の 鉄道 生ま れ 、 1837 年 に は パリ Par か 
ら 近 郊 の サン ・ ジ ェ ル マン . ア ン ・ レ ーSame 
Germain-en-Laye まで の 路線 も 開業 し た 。 初期 の 鉄 
道 は すべ て 民間 に よっ て 建設 され た が 、 用 地 地 保 も 
建設 費 の 補助 等 に 政府 が 積極 的 に 関与 し た 点 で 
ギリ ス と 異な る 。1842 年 の 鉄道 建設 法 が 資金 の 人 
担 方 法 を 定め 、 こ れ に よっ て 鉄道 は 急速 に 普及 紀 
18S0 年 代 に は 主要 幹線 が 完成 し た 。 1859 年 に は 
国 の 鉄道 が 6 大 民 鉄 に 集 約 され 、 1870 年 代 未 e 
部 が 国有 と な っ た 。 

第 2 次 世界 大 戦中 の 1938 年 に は 、 人 民 戦 線 内 較 
が 全国 の 鉄道 を 統合 し 、 フ ラン ス 国 鉄 (SNCE) を 
設立 し た 。 大 戦 に よっ て 鉄道 は 甚大 な 被害 を 受け た 
が 復旧 は 早く 、 1946 年 に は 3 万 7000lan 余 の 中 


を 行い 、 輸送 量 も 1938 平均 を 超え る まる 
レ つ た 。 

946 年 に は 計画 変 員 ペ が 発足 し 、1947 年 か ら 
976 年 まで 6 に わた る 才 首 発展 計画 が 人 
弟 1 次 (1947 一 53 年 ) は 路線 復旧 に 第 2 光 
o54 こ 57 年 ) は 計 線 電化 お よび 無 化 に 第 3 
i958~61 年 ) は 電化 推進 と 生産 性 向上 に 第 4 
i962-65 年 ) は 陳 力 お よび 線路 の 近代 化 に 第 5 
(1966 て 70 年 ) は 車両 の 更新 に 、 第 6 次 (197」 
_76 年 ) は 電化 推進 に 力 が 注 が れ た 。 1970 年 代 以 
話 は 、 営 業 キ ロ は 3 万 km 余 、 電化 延長 は 1 万 
3000km 余 で 推移 し て いる 。 そ の 後 、 鉄道 政策 の 関 
は 高速 鉄道 (1981 年 開業 ) と 構造 履 草 (1982 征 
に 商工 業 的 公 施設 法人 (Rablssemen Public a 
Caractere Industriel et Commercial:EPIC) に 移行 ) 
へ 移る こと に な る 。 

1997 年 、 上 下 分 離 に より フラ ンス 国鉄 の イソ フ 
ラ 設 備 は 新た に 設置 され た フラ ンス 鉄道 線路 公社 
(Reseau Ferre de France : REE) に 移 管 さ れ た 。 
2002 年 に は 、 地域 輸送 に 関す る 権限 と 財務 ド の 貢 
任 が 地方 自治 体 に 委譲 され た 5 

この よう に フラ ンス で は 政策 方 針 と し て 長く ド 
下 分 離 を 進め て き て いた も の の 、 2013 年 の 鉄道 政 
革 法 案 で SNCF と REFF を 事実 上 統合 し 新た な 
SNCF グル ー プ を 作る こと と な っ た 。 具体 的 に は 、 
2015 年 1 月 か ら 保有 を 担当 する 主体 (SNCE 
Reseau・ 旧 RFF) と 運営 を 担当 する 主体 (SNOE 
Mobihtes・ 旧 SNCE) の 二 者 を 調整 ・ 統 括 する 主体 
(( 新 ) SNCF) が 組織 され て いる 。 従 来 は 旧 SNCF が 


で 導 1 ィ 


が 
( 
( 
( 


] 


担当 し て いた が 、 新 体 
CF Resea に 統合 され 
ス を 一 体 化 し つつ 融和 に 上 
5。 る こと が 意図 され て いる と いえ 


鉄道 の 特徴 
本 稿 で は 、 1997 年 か ら 2014 
て きた RF と ( 還 SNOF に 
紹介 する こと と す ぇ . 
圏 昌 RFF 


TMP は フラ ンス の 鉄道 改革 に お ける 上 下 分 離 の 
実施 に より 1997 年 に 設立 され た 。 その 役割 は 、 鉄 
道 イ ン フ ラ の 運営 、 維持 管理 更新 、 建 設 、 資産 管理 
で あり 、 それ まで の SNCF か ら 線 路 ・ 構 造物 、 駅 施 
再 ・ 信 号 通 人 設備 を 引き 継い だ 。 その 経営 組織 は 国 
な ど を 代表 する 18 名 の 委員 で 構成 され る 管理 委員 
会 が 行う 。 営業 路線 網 は 3 万 km 以上 で ある 。2011 
年 に は 1000km 以 上 の 線路 が 改良 され 、 そ の た め に 
充て られ た 金額 は 20 億 EUR ほ ど に の ぼっ た 。 

国 は RFF に 対し 多額 の 増資 と 補助 金 に よる 損失 
科 填 を 行っ て いる 。 設 立 時 に SNCF か ら 移管 され た 
長期 債務 は 2011 年 末 で 18 億 EUR ほ ど と な っ て い 
る が 、 RFTF 全体 で の 債務 総額 は 300 億 EUR を 超え 
る 。 2007 年 まで は 毎年 損失 を 計上 し て いた が 、 
2008 年 か ら は 会 計上 は 利益 を 出し て いる 。 

ヨー ロッ パ に お ける 鉄道 開放 政策 に 則り 、RFF で 
も 2003 年 か ら 国 際 貨 物 輸送 分 野 に お ける オー プン 


年 まで 18 年 間 続 い 
よる 鉄道 政策 に つい て 


F の 普通 列車 、 快 速 列 
3 地方 部 市 間 を 結ぶ 列車 と し 
s て 運行 。 フラ ンス の 20 地 域 
圏 ご と に 運営 が 分 か れ て い 
る 。 2 で 
タス 析 
Thalys - の 
フラ ンス の 首都 パリ と ベル 
ギー の 首都 ブリ ュ ッ セル 、 オ 
ラン ダ の 首都 アム ステ ル ダ 
ム 、 ド イツ の ケル ン を 結ぶ 国 
| 際 高 速 列車 


145 


AVMIMO 二 こ ミロ ー 山 半 


j9Uo!W-1S-JuoW 
の RUDg 5g-ep-jog ご / ら 

Jeuoneo 307OMd 町 ス 9znou ヨ seuoueyAyo ee 
-9uSd-B] 4u6oJ〈 oeW-3S UUeDpun ら 
5 9AUBJ ら 


90/9DUg] 


IOduuigd OluUgJ JO2soJ 


-9u6edujeuo 
SouBljuo つ 


SIAnge ロ 5 


留 羅 4/ と + と 


HOdHo コ | 


9JAEH 9T 
1 IIASIIO ヨ 5 
on ( no 
m- つ っ ルク Po Seelzo す ! B4 D  ”xXngO-ue- 人 uejgA-ule 
4( と こ a を 47 の 


Sddai ロ 
ode』 日 9] 


光明 と と 
で 1Snbnol SI-Seidi コ 


uouBug = NOW-Suod 


-Slele ひ 介 の: で 
JoAOQ 提 N と で さ | 


術 名 一 一 る IN で QNO ナ と っ 


m ロ ー ロ GIANK 


147 


EELI0 り ES2 


ルン と 


ーーーー- ニ ーーーー ーーーー ーー イーーーー オ 
00L 0 


UJ00Z 
(Y の ロ Y 中 紅 立 | 吉江 


oioogly 
留 べ 4( ビ 


BI ハ -OIIISDPO-TSUJOH-1U0 ゴ 
uejel ハ -SeJen5l loleo ep 
noguod SUIP ヨ -JnOiB] 
9 DS る ae 
SeJDUSA-UOd PS 


ueu5id』ad 1 


ouOuon] 
neeleJiuOM 


od-SD 


suepne-1S ヽ Sepno] ot 
O っ O て e ん gpugSH : 
SUSSSn0 S9QJBL JSJeA- S-UOJOIO ドジ 
と rd zeuuO c PA 
SHI9SJPMW onog-eluod 9i9S_ 9 る aizeg 人 epnuleiSe TI 5 人 
IOH-nP-nBJ り -9] 9uuezII SHSBO eb な JRW oo ん nat ング suuoeg 
/ 和 科 eoidInS-1S ピン Xe 
98oNMUOSS91 NAS uesJeW-SP-1uOWS、 更 准 の 明 の > 
GE ニモ ニー ドー 
臣 准 と <Z 避 ロ と 一 一 一 一 一 
緊 聞 47 ヒ 一 一 一 一 
SN 病弱 の 12 光 DNS 
epueuj い (イー イ とくと ) ルリ 皇 毅 刺 ーー……… 
uoBuB] O UOUOBQIV 2 リ 皇 評 東 2 
納 時 ーー ニー 
2 ヨコ -Sel-eJenue6lv,] MuU000L 
) | 送 下 ドーーーーー 
( ! 1 (ASIDQ) ず 皇 評 東 
SNB sueigWN (ASZOV) ず 宇 病 恵 一 一 一 一 
- 本 NN (AS'Q) キイ 1 
0HASD_SG- ood (AS< つ V) 2/ 宇 項 般 


R SoiuleS 


中 三 ・ 愉 雲 


French Republic 


アク セス が 実施 され 、 SNOF 以 外 の 事業 者 に よる 新 
規 参入 が 行わ れ て いる 。 そ の 後 、2006 年 に は 国内 人 
物 輸 送 分 野 で 、 さ ら に 2010 年 に は 国際 旅客 輸送 分 
野 で も オー プン ァ クセ ス が 実施 され て いる 。 

較 旧 SNCE 

フラ ンス 政府 と 旧 SNCP と の 計画 契約 (1990 
94 年 ) に お いて は 単 年 度 の 経営 収支 を 均衡 させ る 
こと が 目標 と され て い た が 、 毎 年 損失 を 計上 し た た 
め に 改革 の 必要 性 が 議論 さ れる こと に な っ た 。EU 
指令 の も と 1997 年 に 鉄道 改革 が 行わ れ た 際 に 、 
SNCF は 鉄道 輸送 事業 の み を 行う こと と な っ た 。 意 
思 決 定 機関 は 国 の 代表 、 学識 経験 者 、 従業 員 代 表 か 
ら な る 管理 委員 会 で ある 。 
信長 距離 旅客 輸送 (Voyages) 

2012 年 に お ける SNCE の 長 距離 旅客 輸送 部 門 の 
輸送 人 員 は 、TGV (Tram a Grande Vitesse) や 
IDTGV (廉価 な TGV サー ビス で あり 、 航 空 に お ける 
LOC と 同様 の オン ライ ン 予約 ・ 決 裁 な どの シス テム 
を 取り 入れ て いる 。 運営 は 子会社 の iDTGV が 行う ) 
を 含め た 都市 間 輸 送 全体 で 1 億 3000 万 人 ほど で あ 
る 。 また 収入 は 75 億 EUR ほ ど で あ る 。 

TGV の 開業 が 相次ぎ 、 フ ラン ス 国 内 に 留まら ず 国 
境 を 越え て 運行 する 列車 が 増加 し て いる 。 ベル 
ギー、 オ ラン ダ 、 ド イツ へ の 「 タ リ ス Thalys」 や イ ギ 
リス へ の 「 ユ ー ロ スタ ー Eurostar」 に 劉 ま 9R26 
ペイ ン や スイ ス へ の 路線 も 設定 され て お り 、 また 
SNCF の 事業 は フラ ンス 国内 に 留まら ず 国外 に お け 
る 長 距 離 鉄道 輸送 も 担当 し て いる 。 

な お TGV は 高速 走行 が 可能 な 専用 線 を 走る だ け 
で な く 、 都 市 中 心 部 を は じ め 在 来 線 区 間 を 走行 する 


| な と 店 時 本 共 
1 SN に 
っ LC 05 


38 


バリ の 前 窒 送 を 担う トラ ン シ リア ン ( 作 >) 
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こと も 可能 で ある 。 一 方 、 在 来 線 区 間 の み ぁ ぇ 3 
距離 列 車 は 長らく コラ イ ユ Coral な ど と 生 。。 
車種 別 と 用 いら れる 車両 の 双方 を 指す 言 a 
用 いら れ て きた が 、2012 生 以降 は アン > 
Intercit6s と いう 愛称 に 統一 され 、 中 央 政府 
し て 都市 間 鉄 道路 線 の サー を 向上 する 取 p。 
み が 始 まっ て いる 。 

⑯ 首 都 較 旅 客 輸送 (Transilien) 

SNOF は イル ・ ド ・ フ ラン ス (パリ 都市 圏 ) の 
和 送 も 担当 し て お り 、 そ の 輸送 計画 は イル ・ ド 。 っ 、。 
ンス お よび 国 と の 5 年 契約 に より 決定 され る 。 

SNOF の 首都 圏 輸 送 に は 「 ト ラン ショッ 、 
Transilien」 と いう 愛称 が つけ られ て いる 。 総 延長 は 
1280km に 達し 、 輸送 人 員 は 300 万 人 / 日 以上 gs 
れる 。 

パリ に お ける 都心 地下 叶 通 線 を 用 いて 郊外 中 
を 相互 に 結ぶ シス テム は 、 RER (地域 急行 線 ) と 
ば れ て いる 。RER は 5 路線 か ら な り 、 総 延長 は 
500km に 達する 。 また A・B 線 は パリ 交通 公 剛 
(Regie Autonome des Transports Parisiens:RATP) 
と の 共同 運行 と な っ て いる 。 

イル ・ ド ・ フ ラン ス に お ける 運賃 制度 は 共通 化 き 
れ て お り 、 ゾー ン 内 で あれ ば 均一 運賃 と な っ て ゆい 
る 。 RER も その 例外 で は な く 、IC カ ー ド 型 定期 の 
Navigo( ナ ヴィ ゴ ) や Paris Visite (パリ ・ ヴ ィ ジ ッ ド ) 
と 称 さ れる フリ ー パ ス の 対象 に 含ま れ て いる 。 

人 @ 地 域 旅客 輸 送 (TER) 

SNCE の 地域 旅客 輸送 は 、TER (Transpor 
Express Regional) と 総称 され る 。 地方 交通 に 関す 
る 権限 は 、1990 年 代 か ら の 試行 を 経て 2002 年 か 5 
全面 的 に 地域 圏 (Region) に 委譲 され た 。 地域 圏 は 
いく つか の 県 を まとめ た 自治 単位 で 、 首都 閣 イ ル ・ 
ド ・ フ ラン ス を 含め て 22 あ り 、 1980 年 代 に ミッ 
フン 政権 が 創設 し た 。 地 域 圏 は 5 年 間 の 公共 輸送 計 
男 を 作り 、SNCF と の 間 に 運 行 契約 を 結ぶ 。 財政 員 
担 は 地域 圏 の 責任 と な り 、 運 行 に 必要 な 費用 は 地域 
圏 が 負担 する 。 た だ し TER の 運行 に 用 いら れる 還 
画 費 の 一 部 に つい て は 国 か 補助 し て いる 。2002 年 
と 比べ る と 2011 年 の TER 輸 送 量 は 50% ほ ど 増 加 
し て いる 。 Transiien と TER を 合わ せ た 公共 旅客 内 
送 部 門 で は 、 年 間 100 億 EUR 近 い 収 入 が あり 1 日 
に 400 万 人 ほど を 輸送 し て いる 。 

介 貨 物 輸送 (FRET) 
鉄道 が 国内 貨物 輸送 市 場 に 占め る シェ ア は 2 六 


の 長 ら く 


ん : ス 実 施 以降 の 国内 貨物 輸送 は 、 堅 調 に 失 
て いる 。 また 1980 年 代 以降 、 郵便 事業 と の 連 

誠 弥 続 的 に 1 rf われ て いる 。 郵便 * 小 包 輸 送 専用 の 

に 塗ら れ た TGV 車両 も 存在 レ し てい た が 、 こ の 

者 TGV 還 両 に よる 郵便 物 の 講和 送 は 2005 芽 6 

終り し た 。 

束 鉄道 の 整備 

ヲ ラ ンス の TGV (Train 8 Grande Vitesse) が 、 当 
麻 の 東海 首 新幹線 より も 速い 260kmh で 南東 線 を 
り 始め た の は 、 1981 年 9 月 の こと で ある 。 オ レン 
ジ 色 の スマ ー ト な 車体 と スピ ー ド で 、 衝撃 的 な デ 
ュー を 果たし た 。 動 力 集中 方 式 、 連 接 台 車 、 2 編成 
科 運転 が 可能 な シス テム な ど 、 新 幹線 と は 異な る 
点 が 多い 。 ま た フラ ンス の 高速 鉄道 で は 単線 双方 向 
運転 が 可能 で ある 。 

最初 に 開業 し た 、 パ リ と リ ヨ ン を 結ぶ LGV (TGV 
が 走行 可能 な 路線 を Ligne a Grande Vitesse・LGV 
と 呼ぶ ) 南東 線 は 大 成功 を 収め 、 続い で パリ ー ル ・ 
マン Le Mans お よび トウ ー ル Tours 間 の LGV 大 西 
洋 線 が 1989 て 1990 年 に か け て 開業 し た 。 第 2 世代 
の TGV Atlantique が 開発 され 、 300krh 運 転 を 達 
成す る と と も に 、 これ に 先立つ 1990 年 5 月 18 日 に 
は 鉄輪 方 式 の 世界 最高 記録 515.3kmh (当時 ) を 達 
成 し た 。 

1993 年 に パリ マリ ー ル Lile を 結ぶ LGV 北 線 
326lun が 開業 し 、 ベ ルギー や イギリス に だ 向かう 国 
際 ネ ットワーク を 形成 し た 。 1994 年 、 リ ヨ ン の 手前 
か ら 分 岐 し 、 ヴ ァ ラ ンス Valence に 達する LGV ロ ー 
ヌメ ・ ア ルプ 線 、 1996 年 に は 放射 状 に 形成 され た 
LGY 路 線 間 を ディ ズ ニ ー ラ ンド と シャ ルル ド ゴ ー 
ル 空 港 を 経由 し パリ 苑 外 で 環状 に 結ぶ 連絡 線 
104km が 開業 し た 。 さら に 2001 年 に は 、 LGV 地 中 
海 線 ヴ ァ ラ ンス ー マ ル セイ コ ユ Marseile 間 219km お 
よび アヴィ ニ ヨ ン Avignom ー ニ ー ム Nimes 間 33km 
が 開業 し た 。 

2007 年 に は LGV 東 線 パ リマ スト ラス ブール 
Strasbourg 間 406km の うち 、 第 1 期 建設 工事 区 間 
と な る ヴェ ー ル ショル | マル ヌ Vaire sur Marne 
芝 ボ ー ドル クー ル Baudrecourt 間 320km が 開業 し 
た , 開業 に 先立つ 2007 年 4 月 3 日 に は 、 公式 直行 試 
験 に お いて 1990 年 の 鉄輪 方 式 の 世界 最高 記録 を 喝 


イギリス 、 ペ ルギー 方 面 の 国際 列車 が 発着 する パリ 北 駅 (横井 更 ) 


新 する 574.8kmh を 樹立 し た 。 また 2011 年 に は 
LGV ラ イン ・ ロ ー ヌ 線 の う ち 東 支線 の ミ ュー ルー ズ 
Mulhouse ディ ジョ ン Dijon 間 の 190km が 開業 し 
た 。 この よう に だ 、 近年 で も な お 高速 鉄道 に は 積極 的 
な 投資 が 続け られ て いる 。 

車両 も 進化 を 遂げ 、 第 3 世代 の 汎用 型 TGV 
Reseau、 全車 2 階 六 て の TGV Duplex が 導入 され て 
いる 。 こ れ ら は いずれ も 動力 集中 方 式 を 採用 し て い 
る が 、 動力 分 散 方 式 の AGV (Automotorice 4 
Grande Vitesse) が 後継 車両 と し て 開発 され て いる 。 

また TGV か ら 派 生 し た 、 「 ア ベ べ AVE」 (スペ イ 県 
「 タ リス Thalys」 (フラ ンズ ・ ベル ギー・ オ ラン ダ ・ ド 
イツ )、「 ユ ー ロ スタ ー Eurostar」 (フラ ンス ・ イ ギ リ 
ス )、「 リ リア Lyria」 (スイ ス ) な ど が 各地 で 運行 さ 
れ て いる 。 


将来 の 開発 計画 


2007 年 に 当時 の サル コジ 大 統領 が 組織 し た 環境 
グル ネル (中 央 政府 、 地方 政府 経営 者 団体 、 労組 、 
環境 NGO な ど が 参加 し た 大 規模 な 協議 会 に お ける 
議論 と それ を も と に 取り まとめ られ た 法律 ) は 鉄道 
計画 に も 影響 を 与え 、 高 速 鉄道 路線 を 2000km 整備 
する こと が 提言 され た 。 これ を 受け た 2010 年 の 全 
国交 通 イ ン フ ラ 整 備 計画 (Schema National des 
Tnfrastructures de Transport :SNIT) で は 28 の 高 
速 新 線 計画 が 掲げ られ て いる 。 こ の 中 に は LGV の 
南 ヨ ー ロ ッ パ ・ 大 西洋 線 の トゥ ー ル Tours ー ボ ル 
ドー Bordeaux 間 (延長 302km)、 ボ ルド ーー トゥ ー 
ルー ズ moulouse (延長 221km) と いっ た 路線 が 含 
まれ て いる 。 
マ 板 谷 和 過 > 
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Kingdom of the Netherland5 


国 の あら まし 
ヨー ロッ パ 北 西部 に 位 
置 し 、 北 海 に 面 する 。「 低 い 〆 
土地 」 を 意味 する 国名 アムステルダム 
「 ネ ー デ ル ラ ンド 」 の と お Amsterdam 


り 、 国土 の ほとん ど が 平坦 

地 で 海面 の 土地 も 多い 。 計 議 

土地 確保 の た め 風 車 に よ 

る 排水 が 昔 か ら 盛 ん で 、 こ 

れ が オラ ンダ の シン ボル に も な っ て いる 。16 世 紀 

後半 か ら 80 年 戦争 と 呼ば れる 独立 運動 を 経て 次 第 

に スペ イン の 支配 を 脱し 、 1648 年 に ネー デル ラン 
ド 連 邦 共和 国 と し て 独立 し た 。 1795 年 に フラ ンス 

革命 の 余波 を 受け 崩壊 し た 後 は 短命 の 支配 体制 が 

続き 、 1830 年 に 現在 の ネー デル ラン ト 王 国 が 成立 

し た 。 1602 年 に は 株 式 会 社 の 起源 と され る 東 イ ン 
会 社 を 設立 し 貿易 国 と し て 世界 に 進出 し 、 各地 に 

都市 を 領有 し た 。 イ ギリ ス と の 競争 に 敗れ た 後 も 植 

民 地 の 保有 は 続き 、 石油 な ど を オラ ンダ に も た らし 

て いた 。 現在 も 商業 が 盛ん で 、 工業 で も 石油 化学 、 

電機 、 食品 な どの 世界 的 企業 の 本 拠 が ある 。 農 業 も 

機械 化 、 高 付加 価値 化 が 進め られ て いる 。 


例 オ ラン ダ 王 国 

人 口 : 1680 万 人 (2014 年 、 本 土 ) 
面積 : 3.7 万 km (本 土 ) 

主要 言語 : オ ラン ダ 語 

通貨 : ユー ロ EUR (1EUR=129.80 円 ) 
国民 総 所 得 :8061 億 USD 

1 人 当たり 国民 総 所 得 :4 万 8100 USD 
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四半 


、 鉄道 の 主要 デー タ (2013 馬 へ 
oz 


創業 1839 年 


営 業 キロ 2896km (1435mm) 
電化 キロ 2064km (DC1.5ky) 
131km (AC25KV50Hz) 
列車 運転 線路 右側 通行 
年 間 旅 客 輸送 量 3 億 4600 万 人 
ノ 170 億 1800 万 人 キロ 
年 間 貨 物 輸送 量 2260 万 トン 
ノ 33 億 7800 万 トン キロ 
車両 数 EU121 DU134 EMU/185s 
DMU/252 


PC/833 FC/300 


運営 組織 
ーー 
プロ レー ル (鉄道 イン フラ 管理 事業 ) 
ProRall 
URL : http:/Wwwr.prorallLnl 
オラ ンダ 鉄道 (旅客 輸送 事業 ) 
N.V Nederlandse Spoorwegen (NS Groep NV) 
Netherlands Railways 
URL : http:/www.ns.nl 
オラ ンダ 高速 鉄道 連合 (国際 旅客 輸送 事業 ) 
NS International 
URL:http:/www.nsinternationalnl 


DB シェ ンカ ー・ オ ラン ダ (貨物 輸送 事業 ) 
DB Schenker Rail Nederland NV 


URL: http:/ 人 www rail.dbschenkernlraiLnederland 
Sstart 


南 高 速 新 線 HsL-Zuid を 走る NS の イン ター シテ ィ (橋爪 暫 之 ) 


っ 敵 鉄道 の 歴史 


ォ ラ ンダ 鉄道 事業 会 社 (Holandsche aran 
Spo prweg-Maatschappi:HSM) が 1839 年 に 入 こ 
ルレ ム Haarlemー ア ム ス テ ル ダム Amsterdam 間 の 
還 行 を 用 向 し た こち が 還 2 ンダ に お ける 鉄道 事業 
の 始ま り で ある 。 その 後 、 1842 年 か ら 1847 年 に か 
て 、 レ イデ テン Leiden と デン ハー グ Den Haag を 経 
肌 じ 、 ロ ッ テル ダム Rotterdam ま で の 路線 を 開通 さ 
また 。 一方 オラ ンタ 政府 は 他 の ヨー ロッ パ の 鉄道 
ぽ 此 べ て 闘 備 が 遅れ て いた 国内 の 鉄道 路線 の 建設 
を 進め る た め に 政府 の 資金 を 供給 する と と も に 、 
1863 年 に 旧 オ ラン ダダ 国鉄 (Maatschappij tot 
Bxploitatie van StaatsSDoorwegen:SS) を 設立 し た 。 
その 人 後 は 、HSM が 主 に 都市 間 路 線 を 運営 する 一 方 
で 、SS は その 他 の 地域 を 結ぶ 路線 を 運行 し た 。 

これ ら の 鉄道 会 社 は 、 それ ぞ れ イギリス と の 定期 
船 や 船 と の 連絡 駅 も 有 し 、 旅客 獲得 に 向け た 競争 を 
展開 し た 。 ま た 、 ドイ ツ な どの ヨー ロッ パ 内 陸 国 と 
イギリス と の 間 を 結ぶ 旅客 輸送 が オラ ンダ を 通過 
する た め 、 こ れ ら の 国際 輸送 も 鉄道 の 発展 に 貢献 し 
た 。HSM と SS は 1917 年頃 より 連携 を 深め て いた 
が 、 第 1 次 世界 大 戦 の 結果 オラ ンダ 経済 が 減速 そ 
の た め 両 社 の 経営 状況 が 厳し く な り 、1938 年 に 政 
府 が この 2 社 を 合併 させ る と と も に 株 式 を 取得 し 
て 、 オ ラン タダ 鉄道 (Nederlamdse Spoorwegen : NS) 
が 発足 し た 。 

第 2 次 世界 大 戦後 、 1960 年 代 に 入る と 自動 車 と 
の 競争 の 中 で 鉄道 の 優位 性 が 低下 し た た め 、NS は 
輸送 改善 計画 「Spoorslag !70」 を 策定 し 1 時 間 あ た 
り の 列車 の 増発 や 都市 間 輸 送 サ ービス の 強化 に 乗 
り 出し た が 、 収益 は 改善 ぜ ず 訪 額 の 補助 金 受給 に つ 
な が る こと に な っ た 8 

1990 年 代 に 入り 鉄道 政 攻 が 検討 きれ 、 ま ず 1995 
年 に イン フラ 保有 部 門 が NS Raihinfratrust BV 
(RIT) と し て 分 離さ れ た を 。 さら に 、 EU の 鉄道 規則 に 
準 的 する た め に 2002 年 か ら RIT 内 の 3 組織 が それ 
ぞ れ 鉄道 施設 管理 、 ダ イヤ 配分 、 列車 運行 管理 を 行 

う よ う に な たり 2003 年 に ほど れ ら の 3 組織 が 合併 し 

で iroRal が 設立 され た 。 9 な わら 、 現 企 の 鉄道 イン 

フラ は RIT が 保有 し 、 | 還 識 の な 
が 行っ て いる 。 

0 議 ら る Tn 2 

一 方 の 列車 運行 部 門 は 、 上 

た 増 月 ませ る と と も に 政府 の 財政 負担 低減 させ 


アム ステ ルダム 中 央 駅 (藤森 啓 江 ) 


る 目的 で 、 1995 年 に NS 持 株 会 社 (Ng Holding) の 
下 に 複数 の 子会社 に 分 割 さ れ て いる 。 国 内 の 旅客 輸 
送 (NS Reizigers)、 高速 鉄道 の 旅客 輸送 (Ng 
軸 Speed)、 車 両 メ ン テ ナ ンス (Ned Train)、 車 両 保有 
(NS Financial Services)、 海 外 の 旅客 輸送 事業 
(Abeliio)、 駅 の 管理 (NS Stations)、 駅 周辺 の 資産 開 
発 (NS Vastgoed) な どの 事業 を それ ぞ れ の 会 社 が 
行っ て いる 。 な お NS の 貨物 部 門 (NS Cargo) は 
2003 年 に ドイ ツ の レイ リオ ング ルー プ に 入り 、 現在 
は DB Schenker Rail Nederland NV と な っ て いる 。 


鉄道 の 特徴 


ーー 

オラ ンダ は 平ら な 国土 が 続く も の の 、 その 地盤 は 
非常 た 抄 ら か く 不 安定 な た め 、 鉄道 施設 の 敷設 の た 
め に は その 路盤 の 十分 な 改良 が 必要 と され た 。 一 
方 、 ヨー ロッ パ の 主要 路線 が 交差 する オラ ンダ の 国 
土 は 、 国際 旅客 輸送 の 要衝 と いえ る 位置 に あり 、 国 
内 の 都市 間 輸送 と 合わ せ て 十分 な 輸送 需要 に 恵 ま 
和 れ て いた 。 こ の よう に 、 オラ ンダ の 鉄道 は 豊富 な 需 
要 を 背景 に 、 軟弱 地盤 を 技術 力 に より 克服 し な が ら 
発展 を 遂げ て きた 。 

現在 で は 、 日 本 の 約 1 割 に 相当 する 面積 の 国土 に 
約 2900km の 鉄道 網 を 敷設 し 、 オ ラン ダ は 世界 的 に 
も 千 密 な 鉄道 網 を 築き 上 げ て いる 。 ま た 貨物 輸送 に 
つい て も を 北海 に 面 し て いる 恵まれ た 地理 的 条件 を 
活か し 、 オラ ンダ の 貨物 鉄道 は 港湾 と ヨー ロッ パ 大 
陸 の 内 陸 部 を 結ぶ 国際 輸送 で 重要 な 役割 を 担っ て 
いる 。 
圏 旅客 輸送 

オラ ンダ の 鉄道 は 、 4 大 都市 (アム ステ ルダム 、 
ロッ テル ダム 、 デン ・ ハ ー グ 、 ユトレヒト Utrecht) 


YE | 


| 


Kingdom of the Netherlands 


ロッ テル ダム 中 央 駅 (橋爪 智之 ) 


を 相互 に 結ぶ 路線 を 中 心 に し て 、 国内 の 都市 間 を 多 
数 の 電車 列車 に より 結ん で いる 。 

高速 列車 、 mtercity か ら 通 勤 用 の 普通 列車 に 至る 
まで 、 各種 の 旅客 列車 が 高 頻度 で 運転 され て いる 。 
また 、 た と え 直 通 列 車 が 運転 され て いな い 区 間 で 
あっ て も 、 接 続 駅 で の 乗り 換え を 重視 し た パタ ー ン 
タダ イヤ が 構成 され 、 極め て 効率 的 に 都市 間 の 移動 が 
可能 に な っ て いる 。 また 、 主要 駅 で の 同一 ホー ム で 
の 相互 接続 や 各駅 停車 と 優等 列車 と の 接続 な ど 、 旅 
客 の 利便 性 に 配慮 し た 旅客 輸送 サー ビス が 提供 さ 
れ て いる 。 

国内 の 主要 な 鉄道 路線 に つい て は 、 NS が 政府 と 
随意 契約 を 結ん だ 上 で 旅客 輸送 サー ビス を 提供 し 
で いる 。 坊 、 地域 路線 の 旅客 輸送 サー ビス の 提供 
に あたっ て は 、 地域 の 交通 当局 が 競争 人 札 に より 輸 
送 契約 を 締結 する 路線 が 増え る 傾向 に ある 。 
画 高 速 鉄道 

アム ステ ルダム 近郊 の スキ ポー ル Schiphol 空 港 
か ら ロ ッ テ ル ダム 及び ベル ギー の 首都 ブリ ュ ッ セ 
ル を 結ぶ 営業 最高 速度 300kmIh の オラ ンダ 南 高 束 
線 (HSL-Zuid) が 2009 年 に 開業 し た 。 この 路線 は 、 
フラ ンス と ベル ギー を 結ぶ 高速 鉄道 の 延伸 路線 と 
し て 、 オラ ンダ 国内 の 路線 は オラ ンタ 鉄道 (90%) 
と KLM オ ラン ダ 航 空 (10%) に よる 官民 連携 組織 
の オラ ンダ 高速 鉄道 連合 に より 建設 され た 。 こ の 高 
速 新 線 は 、 基本 的 に は フラ ンス の TGV シス テム を 
採用 し て お り 、 現在 は 「 タ リス Thalys」 が 運行 し て 
いる 。 

一 部 の 高速 車両 と し て 2012 年 12 月 か ら イ タリ 
ア の アン サル ブレ ダ 社 が 納入 し た 「 フ ィ ー ラ Fra」 
が 営業 最高 速度 250kmVh で 運行 を 開始 し た が 、 雷 
害 等 の た め 2013 年 1 月 に 運行 が 中 止 され た 。 同 年 
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6 月 に Fvra の 廃止 が 決定 され た 後 は 、 その 

mhalys が 増便 され て 現在 に 壮 っ て いる 。 
また 、2016 年 に は は 「 ユ ー ロ スタ ー ON 

人 経由 で アム ステ ルダム まで 乗り Ah 


で ある 。 
圏 貨物 輸送 

オラ ンダ は ロッ テル ダム 港 を は じ め と す 。. 
横 な 貿易 港 を 擁する こ と か ら 、 貞 物 輸送 も 生物 し 。 
いる 。 鉄 道 会 社 は ロッ テル ダム の 他 、 ア ム ステ ル メ 
ム 、 デ ルフ ゼイ ル Delzjl な どの 各 港 た 乗り 入れ 
運 と の 連携 に 重点 を 置い て いる 。 ポ り 7 牙 調 は 全 
列車 専用 の 新 線 で ある ベー トウ ヴェ Betuwe 線 の 
備 を 進め 、2007 年 に オラ ンダ 国内 部 分 ( 
160km) が 開業 し た 。 復 線 の 貨物 専用 路線 で ぁ 。 
ベー トゥ ヴェ 線 は 、 ヨー ロッ パ 最大 の 貿易 港 で ぁ ぇ 
ロッ テル ダム 港 か ら ド イツ や 東欧 、 南欧 へ の 貨 外 
送 に 使用 され て いる 。 

また 、 オランダ 国内 の 最大 の 貨物 オペ レー ヶ 、 
は 、 旧 NS Cargo の DB Schenker Rail Nederlad 
NVY で ある が 、 1990 年 代 か ら 進め られ た 自由 化 放 
に より 新規 参入 事業 者 の 市 場 シ ェ ア は 、37% 201 
年 、 ト ン キ ロ ベ ー ス ) に 及 ん で いる 。 


代わ に 


将来 の 開発 計画 


既に 鉄道 路線 綱 の 整備 が 進ん で いる オラ ンダ 
ある が 、 さ ら な る 拡充 に 向け て 複数 の プロ ジ g2 ト 
が 推進 され て いる 。 

駅 の 開発 と し て は 、 ア ム ス テ ル ダム 中 央 駅 アー 
ン へ ム Armhem、 デ ルフ ト Delft、 デ ン ハ ー ダ 中 県 計 
ロッ テル ダム 中 央 駅 、 ユ トレ ヒト 中 央 駅 な ど が 姜 
で 、4 億 5000 万 EUR を 投じ 、 10 年 を か け で 改 
る 予定 で ある 。 

空港 アク セス 路線 の 整備 計画 と し て は 、 4 ポー 
ル 空 港 か ら ア ム ス テ ル ダム を 経由 し て アル ルル 
Almere と レ リ ー ス タッ ト Lelystad を 結ぶ 路線 
上 計画 が 2028 年 の 完成 を 目指 し て 進め ら 相 " 
る 。 

また 、 高速 路 線 の 将来 計画 と し て 東 高 珠 0 
Oost) が ある 。 ド イッ の 都市 と の 所 要 時 間 の 編 
同 け て 、 アムステルダム か ら ユ トレ ヒ ト 間 を 拉 有 
る と と も に 、 ドイ ツ と の 国境 まで 延び る 四半 


化す る 計画 が 検討 され て いる 。 
く 曽 我 治 天 > Lu 


- 革 表 ーーー デー 
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オラ ンタ 鉄道 の 主力 車両 で ある IRM 型 2 階 建て 電車 (橋爪 販 之 ) 
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オラ ンダ の 貨物 買 送 を 担う DB シェ ンカ ー オラ ンダ の 貨物 多 還 ( 橋 披 
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二 こ ロー 山 


(⑨) 


SAN II 


Kingdom of Belgium 


ベル ギー 


国 の あら まし 


ヨー ロッ パ 北 西部 、 
北海 に 面 する 王国 で 、 
オラ ンダ 、 ド イッツ 、 ル 
クセ ンブルク 、 フ ラン 
ス と 国境 を 接する 。 交 
通 の 要衝 に 位置 する 
こと か ら 、 ヨ ー ロ ッ パ 
の 十字 路 と も いわ れる 。 西岸 海洋 性 気候 で あり 、 緯 
度 が 高い が 比較 的 温暖 で 、 冬季 に は 雨 が 多い 。 長 く 
スペ イン 領 で あっ た が 、 19 世 紀 初 頭 オ ラン ダ の 統 
治 下 に 入り 、1830 年 に 独立 し 、 永 世 中 立国 と な っ た 
が 、 第 1 次 ・ 第 2 次 世界 大 戦 で ドイ ツ に 侵略 され た 
後 は 集団 安全 保障 に 転換 し 、 海外 植民 地 も 1960 年 
に 放棄 し た 。 オ ラン ダ 語 を 話す フラ マン 人 と フラ ン 

ス 語 を 話す ワロン 人 の 間 で 対立 が 激化 し 、 1993 年 
に は フラ マン 系 、 ワロン 系 、 お よび 2 言語 共存 地域 
か ら な る 連邦 制 へ と 移行 し た 。 産業 は 石油 化学 、 非 
鉄 金属 、 繊維 と いっ た 加工 貿易 が 中 心 で 、 輸出 入 と 
も 貿易 依存 度 が 8 割 を 超え て いる 。 ベ ルギー の 語源 
は ゴー ル 語 の 「 戦 士 」 で ある と いう 。 首都 ブ リュ ッ 
セル に は EU の 本 部 が ある 。 


金 ベル ギー 王国 

人 口 : 1114 万 人 (2014 年 ) 面積 :3.1 万 km 
主要 言語 : オラ ンダ 語 、 フ ラン ス 語 
通貨 : ユー ロ EUR (1EUR=129.80 円 / 
国民 総 所 得 :4988 億 USD 

1 人 当たり 国民 総 所 得 :4 万 4820 USD 
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鉄道 の 主要 デー タ (2013 年 


創業 1835 年 
営業 キロ 3595km (1435mm) 
電化 キロ 2495km (DC3KV) 


460km (AC25kV50Hz) 
列車 運転 線路 左側 通行 
年 間 旅客 輸送 量 2 億 3240 万 人 
/ 108 億 8600 万 人 キロ 
年 間 貨物 輸送 量 2920 万 トン 
/49 億 4100 万 トン キロ 
車両 数 EL/378 DU362 EMU/1378 
DMU/192 
EMU (高速 列車 ) /11 編成 
PC/1280 FC/1 万 1023 


運営 組織 
ーー 
SNCB-Holding (持株 会 社 ) 
oiete nationale des chemins de fer belges-Holding 
SA 
URL : http:7Www.belgianrail.be/f/corporate 
イン フラ ベル (鉄道 イン フラ 管理 事業 ) 
Infrabel 
URL : http:/www.infrabel.be 
ベル ギー 国鉄 (鉄道 輸送 事業 ) 
SOcIete Nationale des Chemins de fer Belges 
(SNCB) : フラ ンス 語 
Nationale Maatschappij der Belgische Spoorwegen 
(NMBS) : オラ ンタ ダ 語 
Belglan National Rallways 
URL : http:/www.belgianrailbe 


国際 列車 が 発着 する ブリ ュ ッ セル ・ ミディ 駅 (鹿野 博 規 ) 


か 
li ーー 
は ヨー ロッ パ 大 陸 の 中 で 最も 早く 鉄道 
か 病 さ れ た 団 で ある 83585 
2 プリ ュ ッ セ ル Bruxeles て ヌ ヘ レン 
an 間 ( 研 長 23km に イ ギ リ ス か ら 輸 入 し た 
ド を 角 し て 最初 の 鉄道 が 開通 し た 。 そ の 
「 ai 骨 員 線 は 国 に より 着実 に 常備 され 1840 年 ま 
境 プ ブリュッセル は ゲン ト Gent、 ブ リュ ッ ヘ へ 
、 982 敵 ステ ン デ Oostende、 ア ント ウェ ル ペ ン 
metsM 計 ヴェ ン Leuven な どの 都市 と も 結 


AN 
ば れ た 。 
ベル ギー は 、 地 理 的 に まさ に ヨー ロッ ツ パ の 十字 路 
いえ る 位置 に ある こと か ら 、 主要 幹線 は すべ で ブ 
リュ ッ セル を 起点 と し て 放射 状 に 伸び る よう に 計 
さ れ 、 1843 年 に 東西 軸 と 南北 軸 の 鉄道 路線 が 完 
胡 し て いる 。 民間 資本 に よる 鉄道 整備 を 促す た め 
に 、 政府 は 1842 年 に 民間 に よる 鉄道 建設 と 運営 を 
aa め た た め 、 鉄 道路 線 は 一 層 の 延伸 が 図ら れ た 。 
1870 年 に は 、 国有 の 路線 が 863km で あっ た の に 対 
し て 、 民 間 は 2 倍 以上 の 2231km の 鉄道 路線 を 保有 
する に 至り 、 国土 に 張り 巡ら され た 鉄道 網 は ベル 
ギー の 産業 化 に 大 きく 貢献 し た 。1870 年 以降 は 、 政 
府 は 鉄道 路線 の 国有 化 を 進め る 政策 に 転じ 、1926 
年 に ベル ギー 国鉄 (Gociet6 Nationale des Chermms 
de fer Belges: SNCB) を 設立 、 1948 年 に は 全て の 
鉄道 路線 が 再び 政府 に よっ て 運営 され る と と と 
かつ 7 

SNCB は 、 1992 年 に 全 株 政府 保有 の 会 社 組 織 に 


イレ ター シテ ィ (G) で 使用 し て いる AM26 下 


0 し た 後 、 2005 年 に イン フラ 箇 理 ・ 通 営 、 建設 
彰人 イ ン フ ラベ ル Imfabel、 座 有 
物 輸送 事業 を 実施 する SNCB、 お よび 両社 を 統 
上 する SNOB 持 株 会 社 (SNCB-Holding) に 再編 さ 
AA 2013 年 末 に は SNOB 持 株 会 社 と SNOB が 統 
人 9 の と も に 、 Imfrabel は 2013 年 1 月 か ら SNCB 
から 独立 し た 国営 企業 に 改組 され て いる 。 
輸送 事業 を 担う SNOB は 、2009 年 か ら 国内 旅客 
輸送 (Mobilty)、 国際 旅客 輸送 (urope)、 貨 物 輸送 
(B-Cargo)、 技 術 部 門 (Techmics) の 4 事業 部 門 に 分 
けら れ た 。 また 、 他社 と の 競争 に よる 貨物 電送 市 坦 
の シェ ア の 低下 に 歯 此 め を か ける と と も に 経営 の 
独立 性 を 高め る た め 、2011 年 より 貨物 輸送 部 門 
(B-Cargo) は 子会社 (SNCB Logistics) に 改組 され 
て いる 。 


鉄道 の 特徴 


し 
ベル ギー は 高度 に 工業 化 さ れ た 地域 が 多い た め 、 
鉄道 は 十分 な 国内 輸送 需要 に 支え られ て いた 。 さ ら 
に 、 その 地理 的 な 位置 か ら ベ ルギー の 鉄道 は 重要 な 
国際 路線 を 接続 する 役割 、 果 た し て いる 。 こ の よう 
に 大 き な 国 内 輸送 量 と 地理 的 に 恵まれ た 条件 を 活 
か し な が ら 、 ベ ルギー の 鉄道 施設 は 大 き な 発展 を 遂 
げ 、 国土 1kri あ た り の 鉄道 延長 で は 、 世界 で も 極め 
て 密度 が 高い 鉄道 路線 網 と な っ て いる 。 
圏 旅客 輸送 
ベル ギー 政府 は 、 経 済 的 な 価格 で 鉄道 を 利用 で き 
る よう に 補助 金 の 支給 を は じ め 、 鉄道 を 支援 する 各 


SN 


選 根 の デザ イン が 特徴 ある リ ェ ー ジ ュ ・ ギ ユマ ン 駅 (橋爪 和 ) 


Kingdom of Belgium 


種 の 施策 を 行っ て いる 。 これ ら の 施策 に よ り 、 人 
者 な ど へ の 福祉 と と も に 道中 混雑 の 緩和 を 図 う 
と し て いる 。 

衣 た 、 ベル ギー の 旅客 輸送 の 大 き な 特 徴 の ーー 
は 、 スイ ス の 鉄道 ダイ ヤ と 同様 に 、 接 続 駅 で の 連絡 
や 種別 間 の 接続 に 配慮 し た パタ ー ン ダイ ヤ が 採用 
され て いる 点 で ある 。 国内 列車 の みな ら ず 国際 列車 
も この パタ ー ン に 合わ せ て ダイ ヤ が 組ま れ て お う 、 
主要 都市 で は 列車 の 乗り 換え が 便利 に な っ て いる 。 
SNOB に よる パタ ー ン ダイ ヤ は 、1984 年 の ダイ ヤ 
改正 以来 、30 年 以上 に わた る 実績 を 誇っ て いる 。 

圏 高速 鉄道 

鉄道 の 長期 整備 計画 を 示し た マス ター プラ フン 
「STAR21」 が 1991 年 に 政府 の 承認 を 受け た 。 高速 
新 線 の 整備 も この マス ター プラ ン に 基づい て 整備 
が 進め られ て いる 。 現在 まで に 首都 ブリ ュ ッ セル を 
中 心 と し て 、 西 方 向 、 東 方 向 、 北 方 向 の 主要 3 路線 に 
お いて 、 高 速 新 線 の 建設 と 在 来 線 の 改良 に よる 高速 
化 が 行わ れ 、 そ れ ぞ れ 隣 国 の フラ ンス 、 ド イツ 、 オ ラ 
ンダ へ の 移動 時 間 が 大 幅 に 短縮 され た 。 

ベル ギー 国内 の 高速 列車 は 、 首都 ブリュ ッ セ ル を 
申 必 と し て 「 タ リス mhalysj「 ユ ー ロ スタ ー 
Eurostar」、 ド イツ 鉄道 (DB AG) の 「ICE」、 フラ ン 
ス 国 鉄 (SNCE) の 「TGV」 の 4 種類 が 国際 列車 と し 
て 運行 され て いる 。 

「 タ リス 」 は 、 フ ラン ス ・ ベ ルギー・ オ ラン ダ ・ ド イ 
ツ の 4 カ国 を 結ぶ 高速 列車 で あり 、「TGV」 を 基本 に 
し た 上 で 異な る 電化 方 式 の 区 間 を 走行 する た め の 
工夫 が 施さ れ て いる 。 運 営 会 社 に は 、 SNCF (62%)、 


タリ ス 、TGV、ICE が 発着 する ブリ ュ ッ セ リ 


し ミディ 駅 (橋爪 知 ) 
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SNCB (28%)、 DB AG (10%) の 9 社 が 中 
た が 、2015 年 3 月 か ら SNOF (60%)、 SNo ( 
の 2 社 の み が 出資 する 新 組織 に より 逝 人 9 
る 。「 ユ ー ロ スタ ー」 は 、 ブリ ュ ッ セル 
ャ ント パン クラ ス St Po 
SNCF (55%) と NOB (5%) な ど が 出資 
また 、「ICE」 は ブリ ュ ッ セル と ドイ ツ の フラ ッ 。、 
ルト Fankturt を 、「TGV」 は ブリ ュ ッ ャ ルッ) 
ス の 各地 を 結ん で いる 。 4 

これ ら の 各 方 面 へ の 高 束 列 車 は 、 従来 NNW 
SNCF や DB AG な ど 隣 接する 各国 の 大 手 鉄 W 
者 と 協調 し な が ら 運 営 され て きた 。 例え ほぼ 
ス 」 の 運営 に つい て は 、 これ ら の 事業 者 の 共 司 4 
体 に より 国際 列車 の 営業 ・ 収 入管 理 な ど が 行わ れ r 
いる も の の 、 各 事業 者 が それ ぞ れ の 国内 に ぉ ur 
車 の 運行 管理 を 行っ て お り 、 営業 収入 は 各 吾 業 
配分 され て いる 。 し か し 、 DB AG が 「 タ リス |」 の 新 
し い 運 営 会 社 に 出資 し な いた め 、 ブリ ュ ッ セル 、 ヶ 
ルン KeIn の 区 間 で は DB AG の CB」 と 陣 り 2 
が 競争 する こと に な っ た 。 さ ら に DB AG は IIC| 
の フラ ンス や ロン ドン へ の 延伸 を 要 し で い 。」 
オー プン アク セス に よる これ ら の 延伸 が 実現 する 
と 、 こ れ ま で は 協調 し て いた 大 手 鉄道 事業 者 は 
線上 で 競争 する こと に な る 。 

この よう に 、 従 来 は 各国 の 大 手 鉄道 事業 者 の 普 
に より 運営 され て いた 高速 鉄道 も 、EU が 進め 4 人 
志 導 和 政 策 に より 大 きく 変化 する 兆し が あぁ 中 期 
的 に ヨー ロッ パ の 主要 路線 が 交差 する ベル キー9 
高速 路線 の 輸送 は 、 SNCB と 競合 する 事業 者 の あ 人 


世界 道産 の 街 ブ ル ー ジ ュ の 玄関 と な る ブル ー ジ 駅 (春野 二 規 
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も の の 、 新 規 参 入 事業 者 が 1 害 以 上 の シェ ア を 占め 
て いる 。 国土 の 面積 が 限ら れ て いる こと か ら 、 貨物 
鉄道 は 複合 輸送 や 国際 輸送 に 重点 を 置く こと と な 
る 。 ア ント ウェ ル ペ ン 、 ゼー ブル ー ジ ュ Zeebrugge、 
ォ オー ステ ン デ な どの 有力 な 貿易 港 と の 連携 を 強化 
する と と も に 、SNCB Logistics は SNCF と 共同 で 、 
フラ ンス を 経由 し て スペ イン や イタ リア 方 面 へ 国 
際 貨 物 列 車 を 運行 する な ど 国 際 的 な 貨物 輸送 ルー 
ト の 強化 を 進め て いる 。 


に ょ り 大 き な 影 響 を 受け る と と が 予想 され る 。 
軒 貨 物 輸送 

ォ オー プン アク セス 政策 の も と で 複数 の 輸送 事業 
者 が 貨物 輸送 を 行っ て お り 、 子会社 され た SNCB 
Logistics が 88% (2011 年 ) の 市 場 シ ェ ア を 占め る 


将来 の 開発 計画 


| 下 生 ーー 

政府 が 1990 年 に 承認 し た 長期 鉄道 整備 計画 
「STAR21」 を 基本 に し て 、 国 内 の 鉄道 施設 の 整備 が 
進め られ て いる 。 現 在 も ブリ ュ ッ セル 近郊 の 輸送 改 
善 や 、 オ ー ス テン デ に 至る 路線 の 複々線 化 や 速度 向 
上 に 向け た 施設 改良 工事 な ど が 進め られ て いる 。 ま 
た 、 ブリュッセル の シャ ルル ロア Charleroi 空 港 に 
新た な 駅 を 建設 予定 で あり 、 2019 年 に 開業 予定 で 
ある 。 ぐ 黒崎 文雄 > 


、 拉 拉 旨 0 


| 


ja 法 の に ー プ 中 央 駅 (橋爪 ) 
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Grand Duchy of Luxembou「9 


国 の あら まし 
ヨー ロッ パ の 中 央 部 に 
位置 し 、 ドイ ツ 、 フ ラン ス 、 4 


ベル ギー に 囲ま れ た 内 陸 
国 で ある 。 ベ ルギー、 オ ラ 請 
ンダ と と も に ベネ ルク ス 3 相 
国 と 呼ば れる 。 神聖 ロー マ 

和 国 の 都市 と し て 発展 し 
た の が 同国 の 発祥 で ある 。 
ルク セン ブル ク と いう 国名 は 「 小 さい 城 」 を 意味 す 
る と いう 。1354 年 に ルク セン ブル ク 公 国 と な り 、 
1867 年 に 永世 由 立 国 を 宣言 する 。 1945 年 に は 、 第 
1 次 、 第 2 次 世界 大 戦 で ドイ ツ に 侵入 され た こ と か 
ら 国際 連合 に 加盟 し た 。 1949 年 に は 永世 中 立 を 破 
棄 し 、NATO に 加盟 する 。 現 EU に は 1957 年 に 加盟 。 
主要 産業 の ひと つの 農業 で は ぶどう 生産 、 牧畜 が 盛 
ん で ある 。 ま た 、 製鉄 工業 が 有名 だ っ た が 、 近 年 、 金 
融 ・ 保 険 、 ハイ テク 産業 が 伸び て いる 。REU を は じ め 
こす る 国際 機関 の 事務 所 や 先端 的 多国 籍 企業 の 事 
業 所 が 多く 立地 し て いる 。 国民 の 生活 水準 は 非常 に 
高く 、 一 人 当たり の 国民 所 得 は 世界 の トッ プク ラス 
で ある 。 


ルク セン ブル ク ⑯ 


Luxembourg 


人 ルク セン ブル ク 大 公国 

人 口 : 54 万 人 (2014 年 ) 面積 :2586knr 
主要 言語 : ル クセ ンブルク 語 、 フ ラン ス 語 
通貨 : ユ ー ロ EUR (1EUR=129.80 円 ) 
国民 総 所 得 : 381 億 USD 

1 人 当たり 国民 総 所 得 :7 万 1810 UsD 
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ルク セン ブル ク 「 


鉄道 の 主要 デー タ (2012 年 ) 


1859 年 
ル 275km (1435mm) 
コ 243km (AC25kV50Hz) 


ロ 
電化 キ 19km (DC3kV) 
4 億 人 キロ 
貨物 輸送 量 580 万 トン 
y 8 億 500 万 トン キロ 
車両 数 EL45 DU43 EMU34 DMU/ 
PC/87 FC/3512 
ーー ee 
運営 組織 
し ーー ニー ニニ ニョ ニー ニョ ョ ョ ーー ーー ーーーーーーーーー-ー 一 牙 
ルク セン ブル ク 国 鉄 


Societe Nationale des Chemins de Fer 
Luxembourgeois (CFL) 

Luxembourg National Railway Company 
URL : http:/AWww.cfl.Iu 


鉄道 の 歴史 


ルク セン ブル ク の 鉄道 は 隣接 国 と の 直通 路線 を 
主体 と し て 整備 が 進み 、 1859 年 6 月 に ルク セン プ 
ルク Luxembourg つこ ベタ ン ブ ー ル Battermbour8~ 
メス Metz (フラ ンス ) 間 、 同年 9 月 に た ルク セン ブル 
22 ノラ イジ ペン ン ゲ ン Keinbetttngen < アル 
ロン Arlon (ベル ギー) 間 、 さ ら に 、1862 年 8 用 ル 
クセ ンブルク ー ヴ ァ ッ サ ー ビ リ ッ ヒ Wasserbilg 
N リ ニア mrier (ドイ ツ ) 間 が 相次い で 開業 じ 契 6 
和 れ ら の 路線 の 建設 は 民 鉄 に ょ っ て 行わ れ た 。 

ヨ 切 ギョーム ・ リ ュ ク サン ブー ル 銚 668 
Royale Grand-Ducale des Chemins de 了 


me haxembonmg :GL) と プラ ンス 72 疹 


1 SOFL) に 統合 され た 。 

0 っ の 要 以 来 ルク セ ウル ク 政 府 が 株 式 の 

邊 ルギー 政府 が 24.5%、 フラ ンス 牙 古 
n "% を 保有 し て きた . 時 1996 年 に ルク * 


ブル ク 政 府 は 株 式 の 保有 率 を 94% (ベル ギー 政 
が 46、 フラ ンス 政府 が 2%) に まで 高め Cf の 
了 を 9 | き 受 ける と と も に 、 代 設 の 維持 管理 ゃ 近代 
比 に 着手 し た 。 

2006 年 に CFL は 、 吹 喘 メ ー カ ー の アル セロ ー ル . 
ミッ タ ル 社 と 合 井 で 貨物 会 社 (CT Cargo) を 設 
し 、 それ 以降 は 旅客 輸送 お よび 鉄道 施設 の 建設 * 縮 
半 世 理 を 行っ て いる 。 な お 、 鉄道 施 設 は ルク セン プラ 
ルク 政府 が 保有 し て いる 。 

2007 年 の 6 月 の LGV 東 線 (高速 新 線 ) の 開業 に 
まり 、 ルク セン ブル クー パリ Faris 間 の サー ビス が 
向上 する と と も に 旅客 輸送 量 が 増加 し た 。 


鉄道 の 特徴 


園 CFL 

CFL は 旅客 鉄道 の 運営 の ほか 、 鉄 道 輸 送 を 補完 す 
る バス の 運営 も 行っ て お り 、 2010 年 1 月 か ら 15 年 
間 の 旅客 鉄道 お よび バス の 運営 の 契約 を 2009 年 に 


ルク セ ゝ 

と 結ん で い 2。 錠 は 

0 し て いる ドイ ツ ッ ツ 、 ソン レッ ン ン 4 

。 、” 沸 線 の 国際 旅客 輸送 を 行っ て いる 。 
、 了 府 の 資金 に より 、 均 車 齢 を 30 年 か ら 5 年 


な の 新 を 行い 輸送 能力 の 拡大 を 
うつ / で 。 


園 CFL cargo 


"ミッ タル 社 の 関連 施 
設 間 の 輸送 を 行っ て いる 。 

2006 年 12 月 に オー プン アク セス の ライ セン ス 
を 取得 し て 、 ベ タン ブー ルー フロ ラン ジュ Filorange 
(フラ ンス ) 間 の スチ ー ル コイ ル の 輸送 を 開始 し た 
の を 皮切り に 、 2007 年 に は ルク セン ブル クー ケル 
ン Cologne (ドイ ツ ) 間 、 ル クセ ンブルク ンー ロレ ー ヌ 
Lorraine (ブフ ランス) 一 北 イ タリ ア 間 、 ル クセ ン ブ ル 
クー レル ヴィ ル Lerouville (ブフ ランス) 間 で の 貨物 
輸送 サー ビス を 開始 し た 。 さ ら に 、 2010 年 に は ポー 
ラン ド か ら の 石炭 輸送 、 デ ュー ス ブ ル グ Duisburg 

(ドイ ツ ) フラ ンス 北東 地方 問 の 鉄鋼 の 輸 


4 | 1435mm 5a 抽 送 、 ル クセ ンブルク ー ハ ンブルク Hamburg 
Bellain 単線 電化 (ドイ ツ ) 間 の 貨物 輸送 サー ビス を 開始 し て 
Trois-vierges1 和 (電化 ) いる 。 オー プン アク セス に よる 国際 貨物 輸 
ca 送 を 拡大 する こと に より 、CFL cargo 設 立 
ヘル 計 語 前 と 比較 する と 輸送 量 は 約 3 割増 加 し て い 
Basiogne る 。 
鞍 の 信 や い る 
Wiltz o Kautenbach 。。 。 
NiceW 催 昌 E ド イツ 将来 の 開発 計画 
_ peeen 将来 の 開発 計画 と し て 2002 年 に ルク セ 
FR ンブルク 政府 は 、 公共 交通 機関 の 分 揚 率 を 
Kr 2020 年 まで に 14% か ら 25% に 引き 上 げ る 
Biseen? 。 / 。 ルク セン ブル ク こと を 狙い と する [mobil 2020」 と 題する 
Wasserbillig 将来 計画 を 発表 し た 。 
し 近年 の 輸送 需要 の 増加 に 対応 する た め 、 
MeneftPon ルク セン ブル ク 政 府 は 2011 年 7 月 に ルク 
/ セン ブル クー ベタ ン ブ ー ル 間 に 複 線 の 新 線 
D10 プア Cean99 了 ( を 建設 し 、 同 区 間 を 複々線 と する 計画 を 承 
上 M9U)DOU'9 く 認 し た 。 また 、 ル クセ ンブルク ー エ シュ ・ 
午 ge の 0 シュ ル ・ ア ル ゼ ッ ト Esch-sur-Alzette 間 を 
グッ 多 5 直接 結ぶ 新 線 の 調査 が 行わ れ て いる 。 
Fumelan99 ワラ ンス / 
jkmmAn が 0 = 人 ウ 


0 ーーーーーーー デ 
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いさ ミ 〇 ニニ ミロ ー 山 孤 


Federal Republic of Germany 


国 の あら まし 


ヨー ロッ パ 中 央 部 に 位置 
し 、 北 は 北海 と バル ト 海 に ョ 。 靖 診 
面 し て いる 。 北大 西洋 海流 靖 計 ベル リン @ 
の 影響 に より 、 国土 の 大 半 凍 還 際 記 
が 温帯 気 全 で ある 。 夏 は 混 靖 論 
度 が 低く 乾燥 し 、 冬 は 寒く 議 
期間 も 長く 続く 。 古来 ゲル 
マン 民族 の 土地 で あっ た ラ 
イン 川 以 東 、 ドナ ウ 川 以 北 の 地域 は 、 4 世紀 の ゲル 
マン 民族 大 移動 を 経て フラ ンク 王国 に 統合 され た 
が 、 その 後 分 死 し て 次 第 に ドイ ツ の 原形 が 形成 さ 
れ 、 10 世 紀 後 半 に 始ま る 神聖 ロー マ 帝 国 は 今日 の 
ドイ ツ 全 域 を ほぼ 統合 し た 。 その 後 プロ イセ ン 和 王 国 
主導 で 多数 の 構成 国 を 統一 し 、 1871 年 に ドイ ツ 帝 
国 が 成立 し た 。 第 1 次 世界 大 戦後 は 共和 制 と ナチ ス 
独裁 を 経て 第 2 次 世界 大 戦 を 起こ し 、 敗 戦後 は 東西 
ドイ ツ に 分 割 され 東西 冷戦 の 前 線 と な っ た 。 冷 戦 の 
終結 に 伴い 、 1989 年 に 東西 ベル リン の 壁 を 撤廃 し 、 
1990 年 に 再 統一 を 果たし た 。 主要 産業 は 工業 で 、 自 
動車 、 化 学 、 機 械 、 金 属 、 電 気 製品 の 名 分 野 で 輸出 中 
心 の 経済 を 支え て いる 。 GDP は ヨー ロッ パ で 1 位 で 
ある 。 


ドイツ 連邦 共和 国 
(2014 年 ) 面積 :35.7 万 km 
語 : ドイ ツ 語 
EUR (1EUR=129.80 円 ) 
国民 総 所 得 :3 兆 6328 億 USD 
1 た り 国 民 総 所 得 :4 万 5170 USD 
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Transdev GmbH 
URL: http:/Www.transdevde 


い 


鉄道 の 主要 デー タ (2013 年 ) 
ーー 


(DB グル ー プ / 


創業 1835 年 
営業 キロ 3 万 3295km (1435mm) 
電化 キロ 1 万 9806km (AC15kV16# 


24km (AC25kV50H2) 


列車 運転 線路 右側 通行 
年 間 旅客 輸送 量 20 億 1290 万 人 


803 億 4500 万 人 キロ 
年 間 貨物 輸送 量 " 3 億 9010 万 トン 

グ 1042 億 5900 万 トン キロ 
車両 数 EL/2396 DL2425 EMU2965 

DMU/4266 


EMU (高速 車両 ) /252 編成 

DMU (高速 車両 ) /19 編 成 

PC/5930 FC/9 万 1930 
*2012 年 の 数 値 


運営 組織 


ドイ ツ 鉄 道 (DB グル ー プ 持株 会 社 ) 
Deutsche Bahn Aktiengesellschaft (DB AG) 
German Railways 

URL : http:/Avww.deutschebahn.com 

ドイ ツ 鉄 道 ネ ットワーク 

(鉄道 イン フラ 管理 事業 ) 

DB Netze 

URL : http:/Www.dbnetze.com 

ドイ ツ 鉄 道長 距離 輸送 会 社 

( 長 距離 旅客 輸送 事業 ) 

DB Fernverkehr AG 
URL:http:/Www.bahn.de 

ドイ ツ 鉄 道 地域 旅客 輸送 会 社 
(地域 旅客 輸送 事業 ) 

DB Regio AG 

URL: http:/www.dbregio.de 

ドイ ツ 鉄 道 シ ェ ン カー・ レ ー ル ・ ド イツ 株 式 会 社 
(貨物 輸送 事業 ) 

DB Schenker Rail Deutschland AG 
URL: http:/www.dbschenkercom 
ハン ブル ク ・ ケ ルン ・ エ クス プレ ス 社 
Hamburg-KoIn-Express GmbH (HKX) 
URL:http:/www.hkx.de 

トラ ンス デリ ヴ 社 


2 
Se 
< 


鉄道 の 歴史 
6 Tg て フュ ルト Frth 間 (延長 約 6km) に お 


いて 
邦 国 家 に 8 
に 琴 備 され ドイ ツ の 「 業 化 を 主 衝 し た 。 1870 年 代 
ル は ドイ ン な 域 を 網 維 す る 鉄道 網 の 建設 が ほぼ 完 
了 い 、 1880 年 に お ける 営業 キロ は 3 万 3800km を 
表 え た 。 直通 運転 や 相互 乗 り 人 れ の 実施 を 前 提 と し 
ィ 、 当 初 か ら 多く の 路線 で 標準 軌 が 採用 され て い 


まあ 年 の ドイ ツ 帝 国 の 成立 以降 も 、 鉄道 の 行政 
肖 は 連邦 国家 を 構成 する 王国 や 大 公国 に 属 | 馬 @IW 
ょ が 、 第 1 次 世界 大 戦 で の 敗北 後 、 ヴァ イマ ル 共 和 
政 の 1920 年 に 中 央 政府 へ と 移管 され た 。 こ の 際 
に 、 各 地 の 鉄 道 は ドイ ツ 国 有 鉄 道 Deutsche 
Reichsbahr・ DR) と し て 統合 され て いる 。1924 年 
に は DR は 公社 と し て 改組 され 、 戦勝 国 へ の 賠償 金 
の 支払 い を 担い つつ も 、 交流 電化 な どの 鉄道 の 技術 
語 で の 発展 も 達成 し た 。 し か し 』 ガ チ ス 政権 下 の 
1937 年 に 再び 国家 に よる 直営 を な り 、 第 2 次 世界 
大 戦中 の 軍事 輸送 に 従事 し た 。 

同 大 戦 に よっ て DR が 被っ た 被害 は 甚大 で あっ た 
が 、 連 合 国 に よる 分 割 統治 の 下 、 復 旧 が 急 が れ た 。 と 
ころ が 、 1949 年 の 国家 の 分 断 に 伴い 、DR も 西 の ド 
イツ 連邦 鉄道 (Deutsche Bundesbahm : DB) と 東 の 
ドイ ツ 国 鉄 (DR の 名 称 を 継承 ) と に 分 像 し た 

西ドイツ に お いて は 、DB が 1965 年 に 在 来 線 で の 


WM よる 200rWh 通 転 を 家 現 させ た 人 、 
c は 連邦 政府 の 後押し で 磁気 浮上 式 鉄道 の 
yo ト し て いる 。 そ の 一 方 で モータ 

展 や 鉄道 運営 の 非 効率 性 な ど を 
青 景 に 、 競争 力 を 失っ た DB が 発足 当初 か ら 赤 字 を 
計上 し 続け た 。 す で に 1950 年 代 より 、DB、 連邦 政 
府 の 双方 が 経営 改善 策 を 繰り 返し 策定 し て きた も 
の の 、 成果 を 挙げ る に は 至ら な か っ た 。1989 年 7 月 
に も 連邦 政府 の 論 間 委員 会 が 召集 され 、 新 た な 再建 
東 の 検討 が 開始 され た が 、 同 年 11 月 に ベル リン の 
壁 が 崩壊 し た こと か ら 、DR の 改革 も 審議 事項 と 
な っ た 。 東ドイツ 政 府 の 鉄道 保護 政策 に より 、DR は 
高い 輸送 シェ ア を 確保 し て いた が 、 インフ ラ の 老朽 
化 が 深刻 で あっ た 。 

褒 間 委員 会 の 最終 答申 を 受け て 1992 年 に 決定 
され た 連邦 政府 の 改革 案 に 基づき 、DB と DR を 
統合 の うえ 、 連邦 が 全 株 式 を 保有 する ドイ ツ 鉄 首 
株 式 会 社 (Deutsche Bahn Aktiengesellschaft:DB 
AG) が 1994 年 に 設立 され た 。DB AG 内 に は 旅客 お 
よび 貨物 の 輸送 部 門 と は 別個 に 線路 事業 部 門 が 設 
けら れる と と も に 、 同 年 中 に オー プン アク セス も 開 
始 さ れ て いる 。 長期 債務 処理 は 連邦 鉄道 財産 機構 
(Bumdeseisenbahnvermogen : BEV)、 行政 事項 は 連 
邦 鉄道 庁 (Risenbahn-Bundesarnt:EBA) が 承継 し た 。 

1999 年 に DB AG は DB グル ー プ の 持株 会 社 と な 
り 、 傘 下 に 事業 別 の 子会社 が 設立 され た 。 2000 年 以 
降 、DB グ ルー プ は 高速 仁 を は じ め と する 競争 力 の 
強化 に 向け た 積極 的 な 投資 と 広範 な 合理 化 を 実行 
し て いる 。2008 年 に は 、 連 邦 政府 に よっ て 還 送 関連 


CityNightLine(CNL) 
ドイ ツ 鉄 道 (DB) の 夜行 列 
間 詳 較 車 。 ミ ュ ン ヘン ベル リン 、 

宙 ハン ブル ク の 国内 区 間 お よ 
生 が ド : 人 GU2 ペ エド 
スイ ス な ど を 結ぶ 。 


Regional Express(RE) 
&e ドイ ツ 鉄 道 (DB) の 快速 列 
『 、 車 に 該当 する 。ICE や IC を 補 
」 完 する 形 で 地方 都市 間 を 結 
m 語 弄ぶ 。 普通 列車 は Reglonal 
mm Bahn (RB)。 
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Federal Republic of Germany 


事業 の み (イン フラ を 除く ) を 対象 と する 株 式 公開 
叶 画 が 公表 され た 。 世 界 金融 危機 の 発生 に より 、 株 
式 公 開 は 無期 限 に 衝 期 され た が 、 同 計画 に 準拠 し て 
組織 変更 が 実施 され た 。 以後 、DB AG が 線路 旅客 
駅 、 エ ネル ギー の 各部 門 を 直接 統括 する と と も に 、 
で の 傘下 に 新設 され た サブ ・ ホ ー ル ディ ング 会 社 で 
ある DB モビ リティ ・ ロジ ステ ィ ク ス 株 式 会 社 (DB 
Mobity Logistics AkGengesellschaft:DB ML AG) 
が 旅客 輸送 、 貨物 輸送 ・ ロ ジス ティ クス 、 車 両 保守 ・ 
設備 管理 の 各部 門 を 統率 し て いる 。 


吹 道 の 特徴 
ニニ 


ゴ ヨー ロッ パ 随 一 の 自動 車 産業 と 高速 道路 網 を 誇 
る ドイ ツ で は 、 旅客 輸送 (人 キロ ) の 8 割 を 乗用 車 
が 担っ て お り 、 鉄道 の シェ ア は 8% ほ ど に と ど ま る 。 
一 方 、 貨物 輸送 (トン キロ ) も トラ ッ ク が 7 割 を 占 
め て いる も の の 、 鉄 道 は 17% ほ ど を 保持 し て いる 。 
田高 速 鉄道 

人 速 鉄道 ImterCityRxpress (CE: イン ター シテ シ 
エク スプ レス ) は 、 1988 年 に 実施 され た 試験 走行 
に お いて 世界 最高 (当時 ) の 406.9kmh を 記録 し た 
後 、 ドイ ツ 初 の 高速 走行 に 対応 し た 新 線 で ある 高速 
新 線 (Neubaustrecke : NBS) が 完成 し た 1991 年 に 
営業 運転 を 開始 し た 。 高 速 新 線 と 在 来 線 の 双方 を 走 
行 し な が ら 、 国内 の 主要 都市 結ぶ と と も に 、 フ ラ 
ンス な どの 近隣 諸国 へ も 乗り 入れ て いる 。NBS で は 
最高 速度 300kmh で 運行 され て いる が 、 高速 化工 
事 が 実施 され た 在 来 線 改良 線 (Ausbaustrecke: 


ドイ PP ン の ター ミナ ル 、 ベル リン 中 央 駅 (橋爪 智之 ) 
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ABS) に お いて も 、200kwh 以 上 で の 走行 了 
れ て いる 。IOCE 車 両 の うち 、ICB1 と IOpzas 
中 型 で ある が 、ICE3 で は 勾配 区 間 に に お ける 語 y | 
行 に 対応 する た め に 動力 人 分 散 方 式 が 採用 され 
の 他 に も 、 振 子 式 の ICE T や その 気動車 で an る Im 
TD も 開発 され た 。 2013 年 末 か ら は 、ICE の 改 
と な る 407 形 (最高 速度 320kh、 4 電 折 な 。 N 
投入 され て いる 。 いずれ も シー メ ンズ 社 製 で ぁ p 
DB Fernverkehr が 運行 し て いる 。 
較 都 市 問 旅客 輸送 

1971 年 より 運行 され て いる ImterCiy QC: ん 
ター シテ ィ ) は 、ICE を 補完 する 位置 付け に ある pp 
Fernverkelr の 優等 列車 で あり 、ICE が 走行 し な ぃ 
加 幹 線 を 網 納 し て いる 他 、 幹線 で 6 は ICE が 発着 し た 
い 駅 に も 停車 し て いる 。 既存 の IC 車 両 は 平均 
が 高く な っ て いる が 、 持 米 的 に は ボン バル ディ ァ 
製 の TWINDBXX と シー メン ス 社 製 の ICx と いう 
車 に 置換 えら れる 予定 で ある 。 1994 年 の オー7 
ン ア クセ ス の 開始 以降 、 都市 間 旅 客 市 場 へ の 参 ぇ 
布 望 する 鉄道 事業 者 は 、 線路 イン フラ の 管理 ・ 人 
主体 (DB Netz AG な ど ) に 輸送 の 実施 を 直接 申 計 
する こと が で きる 。 し か し 、 すでに DB Fermverkelr 
が 高密 度 の 輸送 を 提供 し て いる な か 、 独立 採算 で の 
運営 が 前 提 と な る と いう ハー ドル の 高 さ を 反 肌 
て 、 同市 場 へ の 新規 参入 事業 者 は HamburgKel 
Express GmbH (HKX) 社 な どの ご くわ ず か に と ど 
まっ つて いる 8』 
較 都 市 圏 旅客 輸送 

都市 圏 旅 客 輸送 は 、 Interregio-Express (IRB: イ 


ドイ ツ 鉄 道 の 高速 列車 ICE3() と ICE1( 右 ) (橋爪 智之 ) 


所 レギ オ * エ クズ プレス Regional-Rxpress 
pp: レギ オナ ル ・ エ クス プレ ス )、 Regonabam 
RB: レギ オナ ル パ ー ン 306 (エス バー ン ) な 
が 担っ て いる 。 鉄道 改革 の 一 環 と し て 996 年 に 
人 t 近 距離 旅客 輸送 の 地域 化 」 と いう 政策 が 実行 
され て 以降 、 都 市 較 旅 客 鉄 道 の 管轄 責任 各州 ( 全 
16 州 が 負っ て V DO8 各州 は 域内 で 提供 され る 鉄道 
サー ビス の 仕様 を 決定 し た うえ で 、 競争 入札 を 通じ 
て 選抜 し た 鉄道 事業 者 に 運行 を 委託 する 。 都 市 間 旅 
客 輸 送 と は 異な り 、 鉄道 事業 者 に は 各州 と 締結 する 
輸送 契約 に お いて 一 定 の 収入 の 確保 が 保証 され る 。 
と うし た 行政 に よる 関与 の 結果 、DB Regio 以 外 の 
鉄道 事業 者 (フラ ンス 資本 の トラ ンス デ ヴ な ど を 合 
お ) の 列車 キロ バース の シェ ア は 、 2013 年 に は 
26.4% に 達し た 。 な お 、DB グル ー プ は DB Regio の 
シェ ア 裏 失 に 伴う 収入 の 減少 を 補う べ く 、2010 年 
買収 し た イギリス 大 手 の 民 間 鉄 道 ・ バ ス 会 社 で あ 
る 7 リー ヴァ (Arriva) を 足掛かり と し て 、 ド イツ 国 
外 の 者 市 略 旅客 市 場 に お ける 輸送 契約 の 獲得 に も 
努め て いる 。 
置 貨物 輸送 
鉄道 に よる 貨物 輸送 の 内 訳 (重量 ベー ス ) は 、 金 
属 ・ 金 属 製品 、 鉱 石 ・ 土 石 ・ 鉱 業 、 コ ー ク ス ・ 石 油 製品 
な と ど と で 大 きく な っ て いる 。 貨物 輸送 市 場 へ の 参 人 を 
希望 する 鉄道 事業 者 も 、 線路 イン フラ の 管理 ・ 保 有 
主体 に 輸送 の 実施 を 直接 申請 する 。 鉄 道 改革 以前 は 
市 場 を ほぼ 独占 し て いた DB グル ー プ も 、 自由 化 に 
向け た 潮流 が 不可 逆 で ある と と を 早期 に 受け 入れ 、 
他 の 鉄道 事業 者 に 対す る 参入 阻害 的 な 傾向 を 示さ 


レル 


ず に きた 。 そ の 結果 、DB Netz AG の 線路 イン フラ を 
活用 し た DB schenker Rail 以 外 の 鉄道 事業 者 に よ 
る 輸送 実績 (トン キロ ) は 、2013 年 に は 33.2% に 和 
し た 。 か つ 、 その 輸送 実績 は 継続 的 に 拡大 し て き て 
お り 、 総 体 と し て の 鉄道 貨物 が シェ ア を 保持 する こ 
と に 寄与 し て いる 。 な お 、DB グル ー プ は 近隣 諸国 の 
貨物 鉄道 会 社 の 買収 を 通じ て 自社 の 運行 エリ ア を 
全 欧 規模 で 拡大 する と 同時 に 、 ロ ジス ティ クス 分 野 
へ の 進出 に より 世界 的 な 総合 物流 事業 者 へ と 飛躍 
する こと で 生き 残り を 図っ て き て いる 。 


将来 の 開発 計画 


DB Netz AG が 保有 する 鉄道 線路 の 建設 ・ 改 良 計 
画 は 、 中 長期 に 渡る 国家 レベ ル の 投資 プロ グラ ム で 
ある 連邦 交通 路 計画 (Bundesverkehrswegeplan : 
BVWP)" に お いて 定め られ る 。 高速 新 線 の 建設 を 含 
お 進行 中 の 主 な 計画 と し て は 、 カ ー ル スル ー エ 
Kahlsruhe 二 スイ ス の バー ゼル Basel 間 (延長 
182km)、 エ アフ ルト Erfurt 一 ニュ ルン ベル ク 間 ( 延 
長 218km)、 シ ュ ト ウッ ト ガ ルト Stuttgartー ア ウ ク 
スプ ブ ルク Augsburg 間 (延長 166km) な ど が ある 。 
2015 年 中 に 提出 予定 と な っ て いる 「BVWP 2015」 
で は 、 財政 遇 人 迫 に 対処 すべ く プ ロジ ェクト ご と に 優 
先 順位 を 付け る こと が 重視 され て いる 。 

バル ト 海 に 浮か ぶ フ ェ ー マ ルン Fehmarm 島 と デ 
ンマ ー ク の ロラ ン Loland 島 の 間 を 鉄道 と 道路 で 結 
ぶ 、 フェー マル ン 海 峡 プ ロジ ェクト (延長 18km) な 
どの 計画 も 策定 され て いる 。 ぐ く 土 方 まり こ > 


頭 端 式 フラ ンク フル ト 中 央 駅 の 構内 (橋爪 拓 み ) 
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へ 二 〇 ミロ ー 山 由記 


Swiss Confederation 


国 の あら まし 


EE 
ヨー ロッ パ の 中 央 部 に 位置 する 連邦 共和 国 で あ 


る 。 ア ルプ ス 山 脈 や 地形 の 影響 で 、 西 岸 海洋 性 気候 、 
地中海 性 気候 、 大 陸 性 気候 、 高山 気候 な ど 、 気候 は 
変化 に 富ん で いる 。 建国 の 中 核 と な る 原初 3 州 が 
1291 年 に 神聖 
ロー マ 和 帝国 か 
ら 独立 し 、 次 第 
に 周辺 州 が 加 
わり 、16 世 紀 前 二 
半 に ほぼ 現在 

の 国土 と な っ た 。 1815 年 、 ウィ ー ン 会 議 で 永世 中 立 
が 認め られ た 。 第 1 次 ・ 第 2 次 世界 大 戦 と も 中 立 を 
維持 し た 。 未 加 盟 だ っ た 国連 に は 国民 投票 を 経て 
2002 年 に 加盟 し た が 、EU 加 盟 は 2001 年 に 国民 投 
票 で 否決 され て いる 。26 州 で 構成 され る 多 民 族 、 多 
言語 国家 で 、 国名 は 原初 3 州 の ひと つ シ ュ ヴ ィ ー ツ 
州 に 由来 し 、 ドイ ツ 語 で シュ ヴァ イツ 、 フラ ンス 語 
で ス ュ イッ ス と 呼ば れる 。 日 本 語 の スイ ス は フラ ン 
双 語 か らき た も の で ある 。 農 、 精密 工業 、 金融 業 、 
観光 産業 が 盛ん で ある 。 チ ュー リッ ヒ は ロン ドン や 
三 ュ ー ヨ ー ク と 並ぶ 国際 金融 市 場 で ある 。 


スイ ス 連 邦 
央 口 :816 万 人 (2014 年 ) 面積 :4.1 万 km 


主要 言語 「 2 ウジ ズバ ( 語 四 ジン 


国民 総 所 得 : 6475 値 USD 
1 人 当たり 国民 総 所 得 :8 万 370 USD 
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EEC  - - 回 


鉄道 の 主要 デー タ (2013 和 へ 


(スイ ス 連 邦 鉄道 の み 
創業 1847 年 
営業 キロ 3237km 
軌間 別 3139 (1435mm) 
98km (1000mm) 
電化 キロ 3215km (AC15KV16# 


19km (DC1.5kV) 

5km (AC25kV50Hz) 
年 間 旅客 輸送 量 3 億 6600 万 人 

ノ 177 億 7300 万 人 キロ 
年 間 貨 物 輸送 量 4800 カ トン 
123 億 1700 万 トン キロ 
EL/820 DU256 EMU/1639 
PC/2785 FC/7869 


車両 数 


スイ ス 連 邦 鉄道 

Schweizerische Bundesbahnen (SBB) 
Chemins de fer Federaux Suisses (CFF) 
Ferrovie Federali Svizzere (FFS) 

URL : http:/www.sbb.ch 


ーーー 
イス 連邦 鉄道 の 振子 式 高速 列車 ICN( 橋 爪 連 ) 


ー デ ご 鉄道 の 歴史 
ーー ご 年 、 ジ シュ トラ ー ス ブル ク Straburg ( 現 フ ラ 


1844 ュ NI 
. メ トラス ブー ル Strasbourg) か ら パー ゼル 


pas に 至る 路線 の 部 と し て 、 スイ ス 初 と な る 鉄 
が し た 。 し か < の 路線 は バー ゼル か ら す 
た に 国 世 を 超え て へ イス 国外 に 出る こと か ら 、1847 
に チュ ー リ ヒ Zrichー バ パー デン Baden 間 を 結ん 
を スパ ニッ シュ *・ ブ ルー トリ 鉄道 Spanisch-Bremn- 
pm を スイ ス 初 の 碧 道 と する 資料 も 多い 。 1840 年 
代 の 終 般 に は スイ ス 各 地 で 複数 の 鉄道 建設 プロ 
ジェ ク ト が 議論 され る よう に な っ て きた とこ と か ら 、 
名 道 国 有 化 の 議論 も 踏ま えて 1852 年 に 連邦 鉄道 法 
が 制定 され た も の の 、 し ば らく は 鉄道 の 国有 化 は 行 
むず 民間 に その 建設 ・ 運 営 を 家 ね て いた 。 そ の 後 、 
1862 年 に アル ブス を 縦断 する 鉄道 が 開業 する な ど 
名 地 で 急速 に 鉄道 建設 の 動き が 進み 、1861 年 に 
1051km だ っ た 鉄道 路線 長 は 10 年 後 の 1871 年 に 
は 1439km と な っ た 。 

1891 年 に は 全て の 幹線 鉄道 を 国 が 買収 する 計画 
が 国民 投票 で 否決 され た が 、 1896 年 連邦 鉄道 法 
を 改正 し て 地 な らし を し た うえ で 翌 1887 年 に 新 
た な 国有 化 案 を 提示 、 国民 の 賛同 を 得 た 。 れ を 受 
け て 、 順 次 鉄道 の 国有 化 が 図ら ち れ 、1901 年 か ら 連 邦 
予算 に よる 運行 を 開始 、 1902 年 に は 名 実 と も に ス 
イス 連邦 鉄道 (Schweizerische Bundesbahmen : 
SBB) と な り 、 今日 に 至っ て いる 。 鉄道 ネッ トワ ー ク 
は 国有 化 前 後 の 1900 年 代 初頭 に 概ね 完成 し で お 
り 、 現 在 、 と くに SBB の 路線 が 少な い 南部 地域 に お 


= 人 産 「 ベ ル ニ ナ 練 と アル ブラ 線 」 


いて は 、SBB ー その 他 の 鉄道 各社 が 相互 に 
。 て 国内 の 名 人 ネッ トワ ー ク を 形成 し て いる 。 
も he で 新 線 建設 、 旅客 サー ビス 向上 な ど を 
1 SR * es 計画 が 策定 され 、 
層 gee 線 の 近代 化 と サー ビス 水準 向 
6 イン フラ 管理 部 門 、 旅客 輸送 部 門 な ど 主 
要 部 門 を スイ ス 鉄 道 (SBB AG) が 一 社 で 担っ て お 
り 、 貨物 部 門 は その 100% 子会社 の SBB カ ー ゴ 
(SBB Cargo AG) が 運営 を 行っ て いる が 、 これ に つ 
いて も SBB AG の 一 部 門 と 同等 に 扱わ れ て いる 。 


完 し 


鉄道 の 特徴 


SBB の 路線 は 国土 の 北側 に 集中 し て お り 、 南 側 は 
アル プス を 超え て イタ リア へ 向かう 路線 な ど が わ 
ず か に 存在 する の み で ある 。 山岳 地帯 を 抱え る た め 
10km を 超 み ある トン ネル が 6 箇所 あり 、 さら に 2 つ 
の トン ネル に つい て その 建設 が 進め られ て いる 。 
2014 年 の 旅客 輸送 量 は 182 億 人 キロ 、 貨物 輸送 量 
は 145 億 トン キロ で 、 定時 運行 率 (遅延 3 分 以内 ) 
が 87.7% と 高い の も スイ ス の 鉄道 の 特徴 の ひとつ 
で ある 。 

2012 年 現在 、 ス イス 国内 に は SBB 以 外 の 鉄道 事 
業者 が 39 あ り 、SBB の 路線 長 が 約 3000km な の に 
対し 、 そ れ 以 外 の 鉄道 線 の 路線 長 は 計 約 2200km に 
お よび 、 駅 数 は SBB が 808、 そ の 他 が 1325 と な っ 
て いる 。8SBB 以 外 の 主要 な 鉄道 と し て は 、BLS、 レー 
ティ ッ シ ェ 鉄道 (Rhatische Bahn : Rhb)、 マ ッ タ ー 


レッ シャ ー エ クス プレ ス | は アル ブラ 


2008 年 に [レー ティッ シュ 鉄道 ア 
ル ブ ラ 線 ・ ベ ル ニ ナ 線 と 周辺 の 景観 ] 
と し て 世界 遺産 に 登録 され た アル プ | 
ラ 線 (クー ル Chur ン トゥ ー ジ ス 
Thusis マ サン ・ モ リッ ツ StMori2z) 
と ベル ニナ 線 (サジ : 証 22azzid 
ラー ノ Tirano) は 、 ス イズ 届 指 の 早 
、 勝 ルー ト で ある 。 ア ル ブ ラ 線 は 1904 
年 開業 で 全長 89km。 高 き 65m の 「 ラ 
ンド ヴァ ッ サ ー 橋 ] や 高低 差 416m 
が あぁ る ベル ギュ ン Bergin て プレ ダ 
Teda の 約 13km の 区 間 を 、 ラ ッ ク 
レー ル (歯車 式 レー ル ) を 使用 せ ず 


に 4 つの スパ イラ ル 線 と 2 つの 0 
(オメ ガ ) カー ブ で 克服 する 。 ベ ル ニ 
ナ 線 は 1910 年 開業 で 全長 61km。 途 


中 駅 の オス ピ ツ イィ イオ ・ ベ ル ニ ナ 
_ Ospizio Bernina は 標高 2253m で 登 
山 鉄道 を 除く 通常 の 鉄道 駅 で は 、 
』 ヨ ー ロ ッ パ 最高 地点 と な る 。 ティ 


ラー ノ 駅 は 標高 429m に 位置 する の 
で 高低 差 1830m を 、 ラ ッ ク レ ー ル を 


使わ ず に つづ ら 折り の ルー ト や ルー 


プ 橋 な ど を 駆使 し て 克服 し て いる 。 
共に 20 世 紀 初 頭 の 鉄道 土木 技術 を 
残し て いる 。 人 気 観光 列車 で ある 「 グ 


線 区 間 を 、 同 じ く 「 ベ ル ニ ナ エク スプ 
レス 」| は アル ブラ 線 と ベル ニナ 線 を 
通し で 運行 し て いる 。 く 鹿野 博 規 > 
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NAO ニニ ミロ ー 山 人 


SWiss Confederation 


ホル ン ・ ゴ ッ ト ハ ルド 鉄道 (Matterhorm-Gotthard- 
Bahn :MGB)、 南 東鉄 道 (SGdostbahn) が あげ られ 
る 。 この うち 最長 の 路線 網 (436km) を 持つ BLS は 
連邦 お よび ベル ン 州 が 計 約 77% を 出資 し て お り 、 
ベル ン Ber 近郊 の S_Bahm 輸送 も 担っ て いる 。 

チュ ー リ ヒ ゃ バー ゼル な ど 北 部 の エリ ア が ドイ 
ノ 語 疾 で ある こと も 影響 し 、SBB の 電化 方 式 
(AC15KV 16 23Hz) は DB (ドイ ツ 鉄 道 ) と 同一 の 
ンス テム を 採用 し て いる 。 こ れ は オー スト リア も 同 
じ で あり 、 ドイ ツ 語 圏 3 カ 国 で 共通 と な っ て いる 。 
な お 、 信号 に は ドイ ツ ・ オ ー ス トリ ア と は 別 の シス 
テム を 用 いて いる 。 

一 旅客 輸送 

近 距 離 ・ 長 距離 と も 旅客 輸送 は 好調 で あり 、1 日 
あたり の 旅客 列車 運行 キロ は 年 々 伸び 続け て いる 。 
利用 者 に わか りや すい ダイ ヤ 設 定か が され て いる こ 
こも 特徴 の ひと つ で 、 近 距離 ・ 長 距離 列車 と も 、 毎 時 
の 発車 時 分 を 揃え る (た と ぇ ば バー ゼル SBB 発 
ガ ュ ー リ に ヒ 中央 駅 方 面 優等 列車 は 毎時 13、 33、 47 
発車 ) な どの 工夫 が な され て いる 。 

旅客 サー ビス 向上 の た め 旅 客 用 電車 ・ 所 動車 の 更 
新 も 進ん で お り 、SBB が 保有 する 車両 の 90% 以 上 
が 2000 年 以降 の 製造 で ある 。 

高 束 列 車 と し て は フラ ンス 、 ドイ ッ 、 オース トリ 
ア の 各国 か ら 乗り 入れ る TGV、ICE、 RT aillet) の 
ほか 、SBB が 運行 する イン ター シテ ィ ・ ナ イ ゲ ッ ー 
ク (mterGity-Neigezug : ICN) が ある 。TGV、ICE な 
ど は 各国 主要 都市 発着 する 国際 列車 で ちる が 、 ス 
イズ 国内 に 入っ て か ら の 走行 距離 が 比較 的 長く 、 こ 
和 れ ら の 列車 が 国内 輸送 の 一 細 を 担っ て いる 。 

ン ェ ン ゲ ン 協 定 へ の 加盟 に より 駅 で の 出入 国生 
食 は 2008 年 に 撤廃 され た が 、 スイ ス は EDU 非 加 明 


= ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ーー ニニ ニー ニー ニー 


スイ ス の 首都 の ター ミナ ル で ある ベル ン 中 央 駅 (鹿野 博 規 ) 
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国 で ある た め 、 パ ー ゼ ル な どの 還 呈 
聞け ら 4 ひま つづ き K で の 人 
て いる 。 居 
圏 貨 物 輸送 「 

スイ ス の 貨物 答 送 全体 に 占め る 人 
キロ ベー ス の 分 揚 束 ) は 1980 年 を cl 
叶 WW04 と な っ て いる 
ーー に れ は その 仙人 
7DX 前 で 聞 し で いる 。 ス イス ds 
廊 (Trans-European Transport Neoszm 
の スカ ンジ ナビ ア と 地 中 導 を 訂 に 
中 核 に 位置 する 物流 の 要衝 の ひと っ て 1 
ら 、 アル プス を 給 断 する 多 道 人 箇 は スイス 
る ルー ト が 最多 と な っ て お り 、 その 鉄道 
の 2 カ国 (オー スリ 7 お ブラッ 2 
る も の の 合計 を 上 回 り 、 ト ン ペー ス で 人 人 
超え て いる 。 
2016 年 6 月 に は 、 160kmh 走 行 ( 列 
200kf) に 対応 し 、 青 画 ト ン ネル を 抜い で 時 
長 の 鉄道 トン ネル と な る 全長 57km の ゴット 
ベニ メス ネル (Gotthard-Basistumnels: GBT)』 
開通 する 。 開業 後 の 運 転 本 数 は 1 日 に 貨物 260 本 
旅客 65 本 と 予定 され て お り 、 スイ ス に お ほる 人 
輸送 の 重要 性 が うか が える 。 


ある こし 


将来 の 開発 計画 


9BB は 、 こ れ ま で 実施 し て きた Bahn20000 和 
炎 プ ロジ ェクト と し て 、 高 い 利便 性 ・ 接 続 像 ま 
多く の 着席 機会 、 よ り 高 い 定時 性 の 提供 を 及 
と す る 鉄道 イン フラ の 将来 発展 計画 (KNW 
Phtwickiung Bahnmfrastuktur: ZEB) を 掲 上 上 


SBB ~G90 の 運行 に よる 次 物 列 車 橋 爪 拝み) ' 


Bonfol Basgl ( 


Dele RodersdorWt Lies 
区 間 ) 1 


Porrenruy 
Glovelier み で 


の 事業 を 含む 100 を 超え る 改良 計画 を 推進 し て 
いる 。 これ ら の 事業 は 2025 年 まで に 完成 され る 見 
込み と な っ て いる 。 

倫 疹 送 力 増強 

スイ ス の 東西 を 結 ぶ 幹線 へ の 編成 長 400m・2 階 
建て 車両 の 導入 や ロー ザン ヌ LauSanme の 結節 点 束 
備 、 オ ル テ ン Olten ご アー ラウ Aarau の 複々線 化 と 
ー 部 トン ネル 化 、 そ の 他 複数 線 区 の 複線 化 な と に 取 
り 組 ん で いる 。 

介 言 速 交通 接続 計画 (Anschluss an den 
Hochgeschwindigkeitsverkehr:HGV-A) 

HGV.A は 、 周辺 各国 の ICE や TGV、RJ な どの 癌 
速 鉄道 と の 接続 性 を 改善 し 、 速達 性 ・ 利 便 性 の 向上 
を 図る も の で ある 。 な お 、 これ ら の 高速 鉄道 車両 に 
よる 運行 で あっ て も 、 スイ ス 国 内 に お ける 最高 速度 
は ヨー ロッ パ の 一 般 的 な 水準 より も 低い 160kmWh 
か ら 200Ikmh に 設定 し て いる 。 

介 そ の 他 

線 区 改良 と あわ せ 、 ロ ー ザ ン ヌ 、 ジュネーブ 

Geneve、 ベル ン 、 ルツ ェ ル ン 、 サン クト ・ ガ レン 


人 osk、 


pslan 
ebKreuZlin9e 
小間 


8 デ > 
Oo リリ ・ non 


Rorschach' 


Ziegelbr0ckeYwadu 


リヒ テン シュ タイ ン 


sKlosters 
Scuol-TaraSp 


て Sagliains 
~Sedrun Thus$ 
Andermalt 
ザジ の ト ・ ゴ ッ ト ハ ルト 基部 トン ネル 
Samedan6pontresina 

St. Moritz 


アル プス 山脈 


Poschiav0 _Campocologno 
の 


ノ Tirano 。 


数 字 人 な 都市 人 (人 ) 
100km 


St Gallen な どの 各地 で 駅 の 改良 も 行わ れ て いる 。 
また 、 ロー ザン ヌー ジュ ネー ブ 間 は 、 観光 客 の 増加 
に より 乗車 人 員 が 2030 年 まで に 2010 年 の 倍 の 10 
万 人 と な る と 予測 され て お り 、 これ に 対応 する た め 
の 駅 整備 な ど 複 数 の 事業 を 含む レマン 2030 
(Leman 2030) が 進め られ て いる 。 く 遠藤 俊太郎 > 


SBB と Rhb の 接続 駅 で ある クー ル 駅 ( 謀 野 博夫) 


169 


>J ヽ SIO ニニ < ロー 山 所 


Republic of Austria 


国 の あら まし 


中 央 ヨー ロッ パ に 位置 する 内 陸 国 で あり 、 国土 の 
大 半 は 亜寒帯 帯 気 修 。 た だ し 山岳 地方 は 高山 気候 
で 、 平原 が 広がる 東部 は 大 陸 性 気候 に 近い 。 住民 は 
ドイ ツ 系 で ある 。 国名 、 ドイ ツ 語 で は 東 の 帝国 を 意 
味 す る ウス ター ライ ヒ Osterreich で 、 英語 名 オー ス 
トリ ア は これ が 変化 し た も の で ある 。 神聖 ロー マ 帝 
国 か ら の 流れ を くん だ オー スト リア 帝国 は スペ イ 
ン 、 オ ラン ダ 、 バル カン 半島 に まで 勢力 を の ば し 、 
ヨー ロッ パ の 半分 を 支配 する 大 常 国 と な っ た 19 世 
紀 の 一 時 期 に オー スト リア ・ ハ ン ガ リー 二 重 帝 国 と 
称し て いた が 、 第 1 次 世界 大 戦 の 敗北 に より 分 裂 し 、 
共和 制 に 移行 し た 。 ナ チ ス に より ドイ ツ に 併合 され 
た 状態 で 第 2 次 世界 大 戦 に 参加 し 、 1955 年 に 再 独 
放 を 果たし て か ら は 永世 中 立国 と な っ て いる 。 主 な 
産業 は 自動 車 や 機械 、 金 属 加工 、 観 光 な ど で あ る 。 


例 オ ー ス トリ ア 共 和 国 

人 口 :853 万 人 (2014 年 ) 面積 :8.4 万 km 
主要 言語 : ドイ ツ 語 

通貨 : ユー ロ EUR (1EUR=129.80 円 ) 
国民 総 所 得 :4043 億 USD 

1 人 当たり 国民 総 所 得 :4 万 7960 USD 
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鉄道 の 主要 デー タ (2012 年 ) 
人 


(0BB グル ー プ ) 


1837 年 
が 4859km (1435mm) 
電化 キロ 3470km (AC15kV16#) 
列車 運転 線路 右側 通行 
年 間 旅客 輸送 量 2 億 3300 万 人 

/ 106 億 2300 万 人 キロ 


年 間 貨物 輸送 量 1 億 930 カ トン 
/259 億 トン キロ 


EL1229 DL662 EMU/540 
DMU/130 
PC/3059 FC/2 万 6518 


車両 数 


オー スト リア 連邦 鉄道 ホー ルディ ング (持株 会 神 ) 
OBB-Holding AG 

URL : http:/wwwr.oebb.atholding/ 

オー スト リア 連邦 鉄道 
Osterreichische Bundesbahnen (OBB) 
URL : http:/Www.oebb.at 
OBB イ ン フ ラス トラ クチ ャ ー 事 業 会 社 
(鉄道 イン フラ 管理 事業 ) 
OBB-Infrastruktur AG 

URL: http:/www.oebb.atinfrastruktur 
OBB 旅客 輸送 会 社 (旅客 輸送 事業 ) 
OBB-Personenverkehr AG 
URL:http:/personenverkehroebb_at 


レー ルカ ー ゴ ・ オ ー ス トリ ア 株 式 会 社 (貨物 輸送 事 半 
Rall Cargo Austria AG 
URL: http:/www. rallcargo.com 


ーー し 
イー ン の 新しい 畜 関 口 と し て 開業 し た ウィ ー ン 中 央 駅 (人 有人 大) 


=h り 7 初 の 鉄道 は 1837 年 に 建設 が 始ま 

「 。 ょ りー 部 区 問 に お いて 世 機関 下車 

て 試験 運行 を 開始 し 、1839 年 に 
ーッ Wien て ブ リュ ン Brinn ( 現 チ ェ コ ・ ブ ル ノ 
避 で 正式 に 開業 し た 。 

ょ は 民間 導 で 鉄道 机 の 拡大 が 行わ れれ いっ た 

し の 部分 が 国有 化 され た か 、 財政 上 の 理由 に よ 
生 当 は 再び 民間 の 手 に 秋生 代 9 
か ら 順 次 還 有 化 が 進め られ た 。 第 1 次 世界 大 戦 の の 
国 † が 大 幅 に 縮小 し た こと か ら 、 1923 年 に は 国 
件 (Staatiiche Eisenbahmen) か ら 独 自 の 事業 
で ある オー スト リア 連邦 鉄道 に 転換 し た が 、 
1998 年 か ら の ドイ ツ 併 合 期 は ドイ ツ 帝 国鉄 道 
(Deutsche Reichsbahr) と し て 運営 され た 。 

1945 年 の 敗 戦後 、 1947 年 に 再び オースト リア 連 
導 鉄 道 (Osterreichsche Bundesbahmen: OBB) が 
設立 され 、 鉄 道 輸 送 の 中 核 を 担っ て きた が 、1992 年 
IOBB は 連邦 の 一 事業 体 か ら 特 別 法 に 基づく 株 式 
会 社 に 転換 し た 。2003 年 に は 、EU に よ ンー シン 
ァ アク セス 導 人 の 動き に 対応 する た め 、 イ ン ワ ラ 賞 理 
部 門 と 運行 部 門 の 分 社 化 な ど を 盛り 込ん だ 連邦 鉄 
道 洗 (Bundesbahngesetz 1992) の 改正 が 行わ れ 、 
2004 年 に 連邦 が 100% 出 資す る 持株 会 社 OBB 
ホー ルディ ング 会 社 (OBB-Holding AG) が 設立 さ 
れ た 。 現在 は 、 こ の OBB ホ ー ル ディ ング 会 社 の 
100% 子 会 社 各社 が 旅客 、 貨 物 、 イ ン フ ラ 部 門 を 担っ 
で いる 。 


BmO) | 


OBB 以 外 で は 、 狭軌 (軌間 1000mm、760mm な 
ど ) の 民営 鉄道 線 が 地域 輸送 や 蒸気 機関 車 に よる 観 
光 列 車 の 運行 な ど を 行っ て いる 。 ま た 、 新た な 運営 
形態 と し て 、0BB が 管理 する 線 区 に お いて 、 ウィー 
ン 空 港 会 社 (Flughafen Wien AG) と 0BB に より 設 
立 さ れ た 新 会 社 が ウィ ー ン 国際 空港 と 市 内 を 直通 
する 航空 旅客 向け サー ビス で ある 「 シ ティ エア ボー 
トト レイ ン (City Airport Traim: :CAT)」 の 運行 を 
2003 年 か ら 行っ て いる ほか 、 2011 年 に は 、 フ ラン 
ス 国鉄 (SNCF) が 出資 する レー ル ホ ー ル ディ ング 
会 社 (Rail Holding AG) の 子会社 の 運営 に より 
ウィ ー ン と ザル ツブ ルク 8alzburg を 結ぶ が ヴェ スト 
バー ン (Westbahn) が 参入 し 0BB と の 競合 が 生じ 
る な ど 、 オースト リア の 鉄道 は 新た な 段階 に 入り つ 
つ あ る 。 な お 、 オー スト リア と スイ ス の 中 間 に あ る 
リヒ テン シュ タイ ン を 経由 する 路線 は 長らく OBB 
の 一 線 区 と し て 運営 され て いる 。 


鉄道 の 特徴 


TVRVKIKIKI エー ュー エーーーーーーーー 

オー スト リア は アル プス を 抱え る 山岳 国 で 、 イ ン 
ス ブ ル ッ ク mmmsbruck か ら イ タリ ア の ヴェ ロー ナ 
Verona に 至る 0BB ブ レン ナー 鉄道 (Brennerbahr り 
の ブレ ン ナ ー 駅 Brenmer Bahnhof は 標高 1371m の 
位置 に ある ほか 、 イ ンス ブル ッ ク の 東 に は 標高 
1300m を 超え る 区 間 を 持つ OBB の アー ルベル ク 線 
Arlberg Strecke が ある 。 ま た 、 2001 年 に OBB 線 区 と 
し て の 使命 を 終 を た エア ツ ベ アク 鉄道 (Rrzbergbahr) 
は 標準 軌 の EU 内 最 急 勾配 区 間 (71%。) を 持ち 、 現 在 


O 世 界 初 の 鉄道 で の 世界 遺産 「 セ メリ ンク 鉄道 


鉄道 関連 で 初め て 世界 遺産 に 登 
録 さ れ た の が オー スト リア の | セ ゼ メ 
リン ク 鉄 道 ] で ある 。6 年 も の 歳 月 を 
か け て 1854 年 に 開業 し た 世界 で 最 
初 の 山岳 鉄道 か つ 初め て アル プス 越 
え を し た 鉄道 で ある 。 技師 カル ロ ・ 
リッ ター・ フ ォ ン ・ ゲ ガ に よっ て 設計 
され た ゼ メ リン ク 鉄 道 は 、 グ ロッ ク 
ニッ ツ Gloggnit- ミ ュ ル ツ ツ ー シ ュ 
ラ - ク Morzzuschlag 間 の 41.8km、 
高低 差 460m を 5 字 カ ー ブ や 0 ( オ 

。 メガ) ルー プ 、 16 の アー チ 橋 、 14 の 
。 トン ネル を 駆使 し アル プス 越え を 


服 し た 。 これ ら の 構造 物 も 周囲 の 自 
然 に 調和 し て いる 。 ゼ メリ ンク 鉄道 
は 、 開業 後 160 年 以上 経過 し た 現在 
で も 、 現役 の 鉄道 路線 で ある 。 同 区 
間 は 、 オ ー ス トリ ア 連 邦 鉄道 (OBB) 
の ウィ ー ン と グラ ー ツ を 結ぶ 主要 幹 
線上 に あり 、 高速 列車 ralllet、 幹線 列 
車 の InterCity、 国際 列車 の EuroCity、 
EuroNight も 運行 し て いる 。 途 中 の ゼ 
メリ ンク 駅 に は 、 ゲ ガ を た た える 石 
碑 が ある 。 一 部 の rallet も 同 駅 に 停車 
する 。 世界 遺産 に 登録 後 、 ゼ メリ ン 
ク 鉄 道 4 見 る た め の ハ イキ ング コー 


ス も 設定 され て いる の で 、 ハ イキ ン 
グ を し な が ら ゼ メリ ンク 鉄道 を 見 る 
こと も で きる 。 
く 鹿 野 博 規 > 


ーー 


ーー 
ンー< に 


くに ナハ ーS 〇 


Republic of Austria 


も 観光 鉄道 と し て 運行 を 行っ て いる 。 

歴史 的 経緯 や 言語 な ど を 背景 と し て 特に ドイ ツ 
と の つなが り が 強く 、 電 化 方 式 (AC15kV 16 す HZ) 
や 列車 管理 方 式 は DB (ドイ ツ 鉄 道 ) と 同一 の シス 
テム を 採用 し て お り 、OBB 線 内 の 電化 率 は 約 7 割 と 
な っ て いる 。 また 定時 性 の 高 さも 特徴 の ひと つ で 、 
2014 年 の 定時 運行 率 (遅延 5 分 以内 ) は 旅客 列車 
の 96.7%、 近 距離 列車 に 限れ ば 97.1% を 誇る 。 

OBB に お いて は 、 駅 の 改良 ・ リ ニュ ー ア ル が 徒 極 
的 に 行わ れ て お り 、 特 に 長 距離 列車 の 発着 点 と な っ 
て いる ウィ ー ン 西 駅 Wien Westbahnhof に お いて 
は 、 駅 の 改築 ・ 近 代 化 と あわ せ 駅 本 屋 の 両側 に 新た 
に ホテ ル や ショ ッ ピ ング セン ター な ど が 和信 居 す る 
パー ン ホ ー ラ フシ ティ BahnhofCity が オー プン し た 
ほか 、 頭 端 式 の ウィ ー ン 南 駅 Wien Sidbahnhof を 改 
良し ショ ッ ピ ング セン ター 機能 を 付加 し た 通過 式 
の ウィ ー ン 中 央 駅 Wien Hauptbahnhof が 2014 年 
10 月 に 暫定 開業 する な ど 、 めざまし い 発 展 を 遂げ 
て いる 。 
国旅 客 輸 送 

国士 が ボ ヨ ー ロ ッ パ の 中 央 部 に 位置 し 8 カ国 と 国 
境 を 接し て いる こと か ら 国 際 列 車 が 多い の も 特徴 
の 1』 つ で ある 。 か つて は ハン ガリ ー を は じ め 隣 国 の 
半数 が 共産 園 で あり ヒト や モノ の 移動 に 制約 が 
伴っ た が 、EU お よび シェ ン ゲ ン 協 定 エリ ア の 拡大 
に よる 移動 の 大 幅 な 自由 化 が 実現 し た た め 今 日 で 
は 多く の 旅客 ・ 貨 物 が 国境 を 超え て 移動 し て お り 、 
航空 輸送 が 発 達 し た 現在 で も 、 国内 の ほか イタ リ 
ア ドイ ツ ョ スイ ス 、 ルー マニ ア 、 ポー ラン ド 、 ロ シ 
ア な ど 各 方 面 に 昼 行 ・ 夜 行 の 長 距離 列車 が 数 多く 運 


改良 工事 が 完了 し た ウィ ー ン 西 駅 ( 條 朋 俊 太郎 
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行 さ れ て いる 。 

0BB は 近 距 離 旅 衝 輸送 に も 力 を て 
2007 年 に 年 間 約 1.6 億 人 で あっ た mge、 9 
は 2014 年 に 2 億 人 を 超え る な と 大き な 人 yy 
て いる 。 バ パス 事業 は OBB 旅 客 答 送信 の >。 
ある OBB ポ スト ブス 会 社 (OBB_Poab。。 SA 
が 4H い 、 年 間 の べ 約 2.3 仁 人 を 輸送 し て 
圏 高速 列車 

オー スト リア の 高速 列車 に は 、 0BB が 避 
「 レ ー ル ジェ ッ ト railjet」 と 過 辺 国 か ら 乗 り 
{CE な どの 列車 が ある 。 現 在 、 railjet は ウィ ーッ ァ と 
イツ 、 スイ ス 、 チェ コ 、 ハン ブリー の 問 を 
230kmVh で 結ん で お り 、 ウ ィ ー ン 中 央 駅 の = 
り そ の ネッ トワ ー ク は 今後 も 拡大 ・ 強化 され る 
と な っ て いる 。railjet の 増 備 と あわ せ 近 距 区 用 の [y 
ティ ー ジ ェ ッ ト cityjet」 (最高 速度 160kmh) の 導 
入 も 予定 され る な ど 、 高速 化 に 対応 し た 車両 の ft 
化 も 重点 事項 の ひと つ で ある 。 
圏 貨物 輸送 

オー スト リア は 汎 ヨ ー ロ ッ パ 交通 回 廊 (TENY) 
の スカ ンジ ナビ ア と 地中海 を 南北 に 結ぶ ルー ド NO 
中 核 に 位置 する 物流 の 要衝 で も ある 。 オ ー ス トド リア 
を 経由 し アル プス を 縦断 する 貨物 の 流動 は 道路 
送 (年 間 輸 送 量 約 4600 万 トン ) が 圧倒 的 に 多い 
鉄道 輸送 ( 同 約 1800 万 トン ) の 重要 性 も 高く 、 そ の 
中 核 と な る ブレ ン ナ ー Brenner ル ー ト の 電送 量 は 
スイ ス の ゴッタルド Gotthard ル ー ト に 次 ぐ 地 億 を 
占め て いる 。OBB は 、 レー ルカ ー ゴ ・ オ ー ス トリ 7 
の 100% 子 会 社 と し て ハン ガリ ー を 拠点 と す 4 


レー ルカ ー ゴ ハン ガリ ー (Railcargo Huingem 


一] =====[ 画 al===am』 . 


レー ルカ ー ゴ . オ ー ス トリ ア の 貨物 列車 (橋爪 智之) 
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Zr.) を 持つ ほか 、 ドイ ツ 、 トル コロ ジジ 乙 大 詳 邊 
ロッ パ お よび その 周辺 国 に 関連 会 社 を 置 @ な ど 、 
共 輸 送 に も 積極 的 に 取り 組ん で いる 。 


将来 の 開発 計画 


OBB は 輸送 品質 の 向上 に 向け た 投資 を 重点 的 に 
行う こと と し て お り 、 2014 年 まで の 5 年 間 に 駅 改 
な ど 200 を 超え る プロ ジェ クト を 実施 じ て き た 。 
2014 年 に は ウィ ー ン 中 央 駅 が 暫定 開業 し た ほか ザ 
リツ ブル ク 中 央 駅 を は じ め 計 22 駅 の 改良 下 事 が 完 
「 し た 。 今 後 、2025 年 まで に 270 を 超え る 駅 * 信 留 
の 改良 が 行わ れる 予定 で 、 そ の うち 16 駅 に つい 
^2014 年 に 工事 に 着手 し て いる 。 

寿 、 グ ラー ツ か ら ク ラー ゲン フル ト Klagenfurt 
~ 全 る 新 線 ( 約 130krm) の 建設 が 2023 年 の 開業 を 

- 生 し 進め られ て いる ほか 、 ウ ィ ー ン か ら グ ラー ツ 
ト 全 る 南 線 ( 約 210km) の 改良 計画 も 具体 化し て 
これ ら の 計画 が 予定 通り 進め ば 、 10 年 以内 に 
の 和 由 と 南北 を 結ぶ 主要 放線 区 の 改良 ・ 速 


refstadt 
AN ン 0 
いい ジン SN 


Steindol bei StaBwalchenl Anas_ebecht 
9 時 K 


Radstadl 


Ikaprodersd 


Wiener Pamhaqen 
Neustadt 、、 メ 


都市 間 輸送 の 主力 と な る ailet( 橋 爪 智之 ) 


化 ( 新 線 区 間 250kmwh) が 完了 する こと に な る 。 
また 、 遇 迫 す る 道路 貨物 需要 に 対応 する た め 、 ア 
ルプ ス 縦 断 ル ー ト の 増強 策 と し て 2026 年 の 供用 開 
始 を 目指 し 、 オ ー ス トリ ア と イタ リア の 両国 に また 
が る ブレ ン ナ ー ベ ー ス トン ネル (Bremmner Basistumnel: 
BBT) の 建設 も 進め られ て いる 。 延長 は 鉄道 トン ネ 
ル と し て は 世界 最長 と な る 64km で 、 貨物 160km 
h、 旅 客 250kmh で の 運行 が 予定 され て いる 。 
く 遠 藤 俊太郎 > 
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Republic of Italy 


RM2 ss 還 


国 の あら まし 


ヨー ロッ パ の 中 
南部 に 位置 し 、 ア ル 
プス 山脈 か ら 地 中 
海 の 中 央 に 長靴 状 
に 突き 出し た イタ 
リア 半島 と 、 シ チ リ 
アデ 生ん 財 
ニャ 島 、 エル ババ 島 な 
ど 約 70 の 島々 か ら 
な る 国家 。 地中海 性 
気候 で 温 朋 で あり 、 オ リー ブ ・ ぶ どう ・ 米 ・ 小 麦 な ど 
の 農業 、 機械 ・ 化 学 な どの 工業 の ほか 、 観光 産業 も 
盛ん で ある 。 古代 ギリ シャ 人 が この 地 を 発見 し た と 
き 、 多 く の 和 牛 が 放牧 され て いた こと か ら 「Vitulus ( 子 
和牛 )」 と 名 づけ られ 、 最 初 の V が 脱落 し て 国名 に な っ 
た と いう 。 古代 ロー マ の 中 心地 で あっ た が 、 ロー マ 
帝国 滅亡 後 11 世紀 末 か ら 数 世紀 の 間 、 19 世紀 に サ 
ルディ ー ニ ャ 島 の 王国 が イタ リア を 統一 する まで 、 
多く の 小国 家 に 分 裂 し て いた 。14 て 16 世 紀 に は ル 
ネ サ ンス 文化 が 栄え た 。 第 二 次 世界 大 戦 で は 枢軸 国 
側 と し て 敗北 。1948 年 、 共 和 国 と し て 発足 し た 。 


人 イタ リア 共和 国 

人 口 : 6107 万 人 (2014 年 ) 面積 :30.1 万 km 
主要 言語 : イ タリ ア 語 

通貨 : ユ ー ロ EUR (1EUR=129.80 円 ) 
国民 総 所 得 :2 兆 672 億 USD 

1 人 当たり 国民 総 所得 :3 万 4720USD 
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首 の 主要 デー タ (203 征 
ーーーー 


FS グル ー プ > 
用 1839 年 
営業 キロ 1 万 6752km (1435mm) 
電化 キロ 1 万 1969km (DC3kV) 


列車 運転 線路 左側 通行 

年 間 旅客 輸送 量 377 億 5200 万 人 キロ 

年 間 貨 物 輸送 量 105 億 2090 万 トン キロ 

車両 数 EL1876 DU1543 SL23 pc 了 。 
FC/3 万 319 
EMU (高速 車両 ) 95 編成 


運営 組織 
レレ ヤ KSKw5omomomcncRRRR 
イタ リア 鉄道 株 式 会 社 (持株 会 社 ) 
Ferrovie Dello Stato Italiane (FS) 
URL: http:/vwwrfsitaliane.it 
イタ リア 鉄道 線路 会 社 (鉄道 イン フラ 管理 事業 ) 
Rete Ferroviaria Italiana SpA (RFI) 
URL: http:/wwwr.rfi.t 
トレ ニタ リア 株 式 会 社 (鉄道 輸送 事業 ) 
TRENITALIA SpA 
URL: http:/vww.trenitalia.com 
ヌオーヴォ ・ ト ラス ポル ト ・ ヴ ィ ア ッ ジ ャ トー リ 
(高速 旅客 輸送 事業 ) 
Nuovo Trasporto Viaggiatori (NTV) 
URL: http:/www.ntvspa.it 


Mn ck 


ーー ィ ン 昌 ーー 本 時 


きま に MY = 
イタ リア の 首都 ロー マ の ター ミナ ル で ある テル ミー 駅 ( 模 見) 


ング 鉄道 の 歴史 


ンカ イタ リア 共和 加 昌和 靖 衣 0 
4 ぃ 時 の 両 ジ チリ ア 王 国 (シチリア 王国 と ナ ポ 
mn 領内 に 位置 し た ナポリ Napoli て ポル ティ チ 


リ 「 (延長 7.3km) で 最初 の 鉄道 が 開通 し た 。 


リー の 人 省 は 、 南 華 業 の 発展 の た めで は な く 、 
に 電 昌 的 の 色合い が 強く 、 特に イタ リア 国内 に お 
る 2 同 の 独立 戦争 に お いて は 、 鉄道 が 戦略 的 に 重 
要 な 役割 を 果 た し た 。 ヴェネ ト や 教 息 領 を 除く 、 現 
の イタ リア の 基礎 と な っ た 統一 イタ リア 王国 が 
芽生 する と 、 その 後 は 鉄道 建設 も 加速 し 、1875 年 に 
は 8000km に 達し た 。 

し か し イタ リア 統一 の た め の 戦争 は 、 鉄道 産業 に 
村 英 を 与え 、 当時 民営 で あっ た 鉄道 会 社 は 破綻 二 前 
と な っ た 。 鉄 道 の 国有 化 が 議会 で 再三 議論 され た が 
澤 く と し て 進ま ず 、1905 年 4 月 に よう や く イ タリ ア 
国鉄 (Ferrovie Dello Stato) と な っ た 。1915 年 に 第 
1 次 世界 大 戦 に 参戦 し た イタ リア は 戦勝 国 に 名 を 連 
ね た こと で 、 オー スト リア の 南 チ ロ ル 地 坊 な ど が イ 
タリ ア の 領土 と な り 、 こ の 地域 の 鉄道 も イタ リア 国 
鉄 へ と 移管 され た 。 

素 1 次 世界 大 戦後 は ファ シズ ム の 時 代 が 到来 し 、 
鉄道 に も 様々 な 変革 が 訪れ た 。 効 率 的 な 経営 を 行う 
た め 23 万 人 いた 従業 員 は 13 亡 人 まで 減ら ざれ 、 従 
来 の 取締 役 会 は 解散 させ られ た が 、 第 2 次 世界 大 戦 
が 勃発 する 1939 年 まで 鉄道 の 建設 ・ 近 代 公 が 急速 


に 進め られ た 。 


合 に 、 か つて 9 つの 国 に 分 割 し て いた 当時 の 名 残 
と し て 、 大 きく 捉 同 し て いた 都市 間 の 路線 を 並行 す 
る 新 線 で 真っ 直ぐ に 結ぶ 通称 「 デ ィ レ ッ テ ィ シマ 
Direttissima (現在 、 そ の 名 で 知ら れ て いる ロー マ 
Romaー フ ィ レ ン ツ ェ Frerze 間 の 高速 新 線 と は 別 
で ある )」 が ボロ ー ニ ャ Bologna て フィ レン ツェ 間 
や ロー マー ナポリ 間 に 建 設 され 、 都 市 間 の 移動 時 間 
は 飛躍 的 に 短縮 し た 。 

中 で も ボロ ー ニ ャ ー ン フィレ ン ツ ェ 間 は ア ペ ニ ン 
山脈 が 行く 手 を 阻ん で お り 、 それ まで 急 勾 配 が 輸送 
上 の ネッ ク と な っ て いた が 、 18km に も お よぶ 大 ア 
ペ ニ ン ト ン ネ ル が 建設 され 、 輸送 力 は 飛躍 的 に 向上 
際 / 

また 1931 年 に 移転 改築 され た ミラ ノ 中 央 駅 は 、 
設計 の 初期 段階 で は 、 よ り シ ンプ ル な も の が 計画 さ 
れ て いた が 、 国力 を 誇示 する た め に 、 駅 舎 に は 壮大 
で 豪華 絢 個 な 装飾 が 施さ れ 、 また ホー ム 全 体 を 覆う 
巨大 な ドー ム が 建設 され た 。 し か し 、 まもなく 始 
まっ た 第 2 次 世界 大 戦 に より 全体 の 約 40% に 及ぶ 
路線 網 が 破壊 され た 。 

戦後 、 鉄 道 は 重要 な 輸送 機関 と し て 優先 的 に 復旧 
され 、 1945 年 末 に は 戦前 と 同 程度 に まで 復旧 し た 。 
一 方 で 鉄道 の 近代 化 に 関し て は 、 特 に 電化 が 北部 で 
優先 的 に 進め られ た が 、 南部 は 幹線 以外 で は 手付 か 
ず で あっ た 。 電化 区 間 の 延伸 に より 、 高 性 能 な 電気 
機関 車 や 電車 が 開発 され た 。 

と と ろ が 1955 年 を 過ぎ る と 自動 車 の 大 衆 化 が 進 
み 、 高 速 道路 網 の 建設 が スタ ー ト し 、 鉄道 の 乗客 増 


フ レッ チャ ビア ンカ 
et Frecciabianca (FB) 

| トレ ニタ リア の 長 距 離 列 
車 。 高 速 運 行 可 能 な 機関 
車 素 引 で 運行 する 。 高 束 
時 新 線 で 結ば れ て いな い 
3 都市 間 を 中 心 に 運行 。 


人 イタロ .italo 

本 NIV 社 で 運行 し て いる 高 
速 列車 。 運 行 区 間 は トレ 
ニタ リア の FR と ほぼ ば 同 
じ 。TGV シ リー ズ ガ 初 の 動 
力 分 散 力 型 の 高速 車両 
ETR575 で 運行 。 
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加 に 歯止め か か か っ た 。 また 航空 業界 の 台頭 に よ 
り 、 特に 長 距離 の 国際 間 ル ー ト で は 所 要 時 間 で 勝負 
に な ら ず 、 劣 勢 と な っ た 。 他 の ヨー ロッ パ 諸 国 と 共 
に 危機 感 を 持っ た イタ リア は 、1957 年 に YS 
Rurope Express (ヨー ロッ パ 国 際 特 急 :TEE) に 参 
加 し 、 主 に イタ リア 北部 と 近隣 諸国 と の 間 を 結ん 
が Go 

1980 年 代 に 入る と 、 イタ リア も 国鉄 の 赤字 体質 
が 問題 化し 要員 削減 な どの 合理 化 が 進め られ た 。 さ 
ら に 、 1992 年 に は 政府 が 株 式 を 保有 すす る イタ リア 
鉄道 (Ferrovie dello Stato Italiane :FS) と な っ た 。 
FS 社 の 組織 は 、 持 株 会 社 の 形態 で あり 「 旅 客 鉄道 王 
送 お よび 貨物 鉄道 輸送 (トレ ニタ リア Trenitalia)」 
と 「 輸 送 シ ステ ム の エン ジニ アリ ング (ltalferr)」、 
駅 開発 (Grandi Staziom)」、「 中 ・ 北 部 地域 の 地域 
鉄道 輸送 (Sita Nord)」、「 同 地域 の バス 輸送 
(Busitalia) 」 な どの 各 事 業 部 門 と と も に 、「 鉄 道 イン 
フラ 管理 (Rete Ferroviaria Italiana : RFT)」 も FS グ 
ルー プ 傘 下 の 子 会 社 と な っ て いる 。 

持株 会 社 の 形態 に よる 組織 分 離 は 、EU 指 令 に よ 
り 認め られ て いる も の の 、 高速 鉄道 輸送 に 新規 参入 
し た Nuovo Transport Viaggiatori (NTV) 社 (後述 ) 
が 「 ト レニ タリ ア 社 と RFI 社 の 関係 が 不透明 で 新規 
参入 事業 者 が 差別 的 な 扱い を 受け て いる 」 と 訴え る 
要因 に な っ て いる 。 

また 、FES 社 の 株 式 は 現在 も 政府 に より 100% 保 
有 さ れ で て いる が 、2016 年 に 向け て 一 部 (40%) の 株 
式 を 上 場 す る 検討 が 始ま る な ど 新 し い 組 織 変革 の 
動き も 始ま っ て いる 。 


の 〇 イタ リア 高速 鉄道 へ の オー プン アク セス 


鉄道 の 特徴 へ 
イタ リア の 然 首 細 は 、 終 軸線 と 村 Wy 


て 全国 に 張り 巡ら され て お り 、 南 部 よ Wo 
宙 に な っ て いる 。 その 北部 全 で は 、 フラ ッ 。 
ス 、 オー スト リア 、 スロ ヴェ ニ フ 7 と 国境 接し 。。 
り 、 そ れ ぞ れ の 国 と 路線 が つなが っ て いる 。 4 

また 、 イタ リア の 国 全体 を カ パ ー す る の は 
鉄 の F9 グ ルー プ で ある が 、 ヨ ー ロ ッ パ で は し 。 
それ 以外 に 多く の 民 鉄 路 導 を 有する の が 
な っ て いる 。 その 数 は 21 社 に も お よび 、 ー 部 の 
は Trenitalia と の 相互 乗り 人 れ を 行っ て いる 。 
較 旅 客 輸 送 

鉄道 輸送 事業 は Trenitalia が 引き 継ぎ 、 その 
民放 客 部 門 、 地域 輸 送 部 門 、 貨物 部 門 に 分) 
る 。2011 年 の 輸送 量 は 、 2010 年 と 比較 し て 8gsy 
減少 し 393 億 6800 万 人 キロ で あっ た 。 長 距 誠 % 
部 門 は 、 フ レッ チャ ロッ サ ETeceiarossa (FR) ゃ 7 
レッ チャ ル ジ ェ ント Frecciargent (FA) な ど 同 社 を 
代表 する 高速 旅客 列車 の ほか 、 都 市 間 を 結ぶ 特急 
ンタ ー シ テ ィ Intercity (1C) や 夜行 列車 の 運行 
理 す る 。 地域 輸送 部 門 は 、 イタ リア 国内 各州 の 務 
約 に より 、 中 近 距 離 の ロー カル 列車 の 運行 を 申 
に 、 一 部 は 州 を 踏 い で 近隣 都市 へ の 列車 も 運 衛 じ 
いる 。 

国際 旅客 列車 は 、 フ ラン ス 、 ス イス 、 オ ー メ ド 
と の 間 で 昼夜 運行 し て いる 。 ま た オー スト リア 上 醒 
の 一 つ タ ル ヴ ィ ジオ Tarvisio の ルー ト も し ば ( 條 
通 列車 が 廃止 され て いた が 、 2013 年 12 月 < 御 誠 


EU 指 令 は 2007 年 まで に 貨物 鉄道 
輸送 の 自由 化 、2010 年 まで に 国際 旅 
客 鉄道 輸送 の 自由 化 を 義務 付け て い 
る も の の 、「 国 内 旅客 鉄道 輸送 の 自由 
化 ] は 未だ 各国 に 義務 付け られ て お 
ら ず 、 そ の 自由 化 の あり 方 は 、 EU 鉄 
道 政 策 の 最も 重要 な 課題 と し て 議論 
され て いる 。 

この よう な 中 、EU 指 令 に 先駆 け て 
自由 化 さ れ た イタ リア の 高速 鉄道 市 
場 に 対し て 、 2012 年 4 月 に 民間 の 
。 NTV 社 が 市 場 参入 し た 。 この 事例 は 、 
凍 人 99 で の 
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速 鉄道 の 運営 で あり 、 今 後 の EU 内 の 
議論 に 影響 を 与え る 極め て 重要 な モ 
デル ケー ス と し て 注目 され て いる 。 

旧 国 鉄 系 の トレ ニタ リア (FS) と 
NTV 社 は 、 料金 や サー ビス 面 な ど で 
競争 を 行い な が ら 、 同じ 線路 上 で 高 
速 列車 を 運行 し て いる 。 

の の ( 計 オー プン アク セス は 
複数 の 会 社 が 競争 する こと に より 鉄 
道 運営 の 効率 性 を 向上 させ る こと を 
目的 と し て いる 。 

し か し 一 方 で 、 従来 の 
大 き く 貞 6 る この 人 に 


の 輸送 事業 者 が 同一 の 線路 を 運行 
る こと に 伴い 調整 作業 が 複 に な る 
問題 点 と と も に 、 イ ン フ ラ 管理 者 が 
ダイ ヤ 設 定 、 輸送 指令 、 イ ン フ 2 集 
守 業 務 な ど を 行う こと に な る た か 
鉄道 運営 の 責任 が 分 割 され て 上 計 に 
な る 課題 も 指摘 され て いる 。 

国際 輸送 が 重要 な 交 物 部門 に 
て は 評価 が 高い オー プン アク セス ^ 
式 で ある が 、 輸 送 サー ビス 全体 の 
が 重要 な 旅客 部 門 へ の 導入 に つい て 
は 、 鉄道 政策 の 専門 家 の 間 で も 軸 
が 大 きく 分 か れ て いる 。 く 黒崎 


て いる 。 


ii 画 は 、 ト リノ 1orimo 一 ミラ ノ Milamo> 
ロー マ Roma ー サ レル ノ Salermo 間 を 結ぶ 南北 較 
暫 と 、 ミ フ ノ を 中 心 と し た 東西 軸線 に より 形成 され 
ィ て いる 。 この ルー ト は 、EU の 汎 ヨ ー ロ ッ パ 同 廊 
(as 一 European Transport Networks : TEN 一 
T) の 一 部 を な す 路 線 で あり 、 将来 は フラ ンス な ど 
隣接 する 国々 の 路線 と の 接続 も 検討 され て いる 。 

設 は 1970 年 に スタ ー ト 、 1977 年 に は フィ レン 
ッ ェ Firenze と ロー マ を 結ぶ 新 線 が 部 分 開業 し た 。 
この 区 間 は 1992 年 5 月 に 全線 営業 運転 を 開始 し て 
いる が 、 寿 来 線 は 曲線 が 多かっ た の に 対し 、 大 部 分 
を 高速 新 線 と し て 建設 する と と も に トン ネル を 多 
用 し な が ら 都 市 間 を 結ん で いる た め 、 イ タリ ア 語 で 
叶 直 線 」 を 意味 する 「 デ ルレ ティ シマ 
(Direttissima)」 と 呼ば れ て いる 。 

高速 鉄道 路線 は 段階 的 に 整備 が 行わ れ 、 2009 年 
2 月 に ホ ボロー ニャ Bologna て フィ レン ツェ 間 の 開 
業 に より 南北 の 主要 幹線 (トリ ノー サレ ル ノ 間 、 延 
長 約 920km) が すべ て 高速 新 線 で 結ば れる こと に 
除 っ た 。 

イタ リア 国内 で は 、 旧 国 鉄 を 承継 し た 事業 者 で あ 
る Tremitalia が 、 在 来 線 と 同様 に 高速 鉄道 の 運営 を 
行っ て いた が 、 2012 年 4 月 、 民間 会 社 の NTV 社 が 
高速 鉄 道 事業 に 新規 に 参入 し 、 高速 旅客 列車 『 イ タ 
ロ italo」 の 運行 を 開始 し て いる 。NTV 社 の 市 場 参 
人 は 、 運 賃 の 低下 や 高速 鉄道 の 利用 客数 の 増加 な ど 
好ま し い 成 果 を も た らし た 一 方 で 、FS 社 と の 価格 
衣 争 に より 近年 は NTV 社 の 収益 は 悪化 し 、 2013 年 
まで の 累積 赤字 は 1 億 5600 万 PUR ま で 膨らむ な 
と 経営 面 の 課題 も 抱え る 結果 と な っ て いる 。 
時 貨物 輸送 

トレ ニタ リア の 貨物 部 門 は 、 1 日 約 800 本 の 貨物 
列車 を 運行 し 、 年 間 輸送 量 は 7700 万 トン で ある 。 
2010 年 と 比較 し て 、2011 年 は 5.7% 増 加 し て 217 
億 トン キロ を 輸送 し た 。 貨 物 輸送 量 の 約 半 分 は 国際 
貨物 に な っ て いて 、 イ タリ ア の 全 港湾 で 扱う 貨物 の 
22% を 鉄道 で 運ん で いる 。 主要 港 に お いて 、 ト リエ 
ステ "ieste 港 の 54%、 ラ ・ ス ペ ツ ィ ア La Spe2ia 浴 


2015 年 より 営業 運転 を 始め た 高速 列車 ETR1000( 橋 爪 第) 


の 34%、 リボ ル ノ Livormo 港 の 30%、 一 番 混雑 し て 
いる ジェ ノバ Genova 港 の 29% が 鉄道 貨物 で ある 。 
鉄道 貨物 の 50% 以 上 が 北部 に 集中 し 、 南部 で は わ 
ず か 10% で ある 。 ま た イタ リア は Trenitalia 以外 に 
9 社 が 貨物 輸送 事業 に 参 人 し て も り 、 その 影響 で 
Hremitalia の 収益 は 悪化 し て いる 。 


将来 の 開発 計画 


高速 鉄道 の 整備 に 関し て は 、 ミ ラノ か ら ヴ ェ ネ 
ツィ ア ・ メ スト レ Venzia Mestre へ 至る 路線 を 建設 
中 で 、 2007 年 3 月 に は パドヴァ ー ヴ ェ ネ ツィ ア ・ メ 
スト レ 間 が 最高 速度 220km 1 の 在 来 線 改良 路線 
と し て 完成 し た が 、 残り 区 間 の 開業 時 期 は 未定 で あ 
る 。 また 』 ミ ラノ ーー ジェノバ 間 や ナポリ ー バ ー リ 
Bari 間 に も 高速 新 線 が 計画 され て いる が 、 こ ちら は 
まだ 建設 が 始ま っ て いな しい 。 最高 速度 200 一 
250km / h の 在 来 線 改良 路線 は 、 アド リア 海 側 の 
ボロ ー ニ ャ ーー フォ ッ ジ ア Foggia 間 で 計画 され て い 
る 。 

フラ ンス と 結ぶ 国際 高速 鉄道 と し て 、 トリ ノ か ら 
リヨン Lyon (フラ ンス ) に 至る 高速 新 線 が 計画 され 
て お り 、 まず 国境 を 貫く 新 フ レジ ュ ス トン ネル ( 延 
長 57km) の 建設 が 始ま っ て いる 。 だ が 、 建 設 現場 で 
環境 間 題 を 理由 に 反対 する 住民 と 警官 隊 が 衝突 す 
る な ど ト ラブ ル も 多く 、 計 画 は 遅れ て いる 。 

スイ ス と の 間 で は 、 スイ ス 側 の ゴッタルド ベー ス 
トン ネル (延長 57km) が すでに 員 通 し 、 2016 年 の 
開業 を 予定 し て いる た めこ れ に 合わ せ 既 存 路線 を 
改良 する 計画 が ある 。 

く 橋 爪 智之 ノ 黒 崎 文雄 > 
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は 大 西洋 に 面 し て Madrid 


いる アテ エー キア 本 

に よる 古代 都市 建 上 * 

設 、 ロー マ 帝 国 の 支 チ 

配 、 西 ゴ コート 王国 な どの 歴史 を 経た 後 、8 世 紀 に 北 
アフ リカ か ら 侵 攻 し た イス ラム 教徒 の 支配 を 受け 
る 。 長年 に わた っ て 各地 で イス ラム 勢力 と の 戦い が 
あり 、 1492 年 に グラ ナダ が 陥落 し て レコ ン キ スタ 
( 再 征服 ) を 果たし た 。 コ ロン ブス が アメ リカ に 到達 
し た こと に より 大 航海 時 代 が 幕 を 開け て 、 中 南米 各 
地 を 植民 地 化し 、 新大陸 で 金 や 銀 を は じ め と し た 資 
源 を 獲得 し た 。 し か し 18 世紀 以 降 は 各地 で 独立 運 
動 が 起き て 、 徐々 に 海外 領土 を 失っ て いっ た 。1931 
年 に スペ イン 共和 国 が 誕生 し た が 、 ナチ ス ・ ド イツ 
の 援助 を 受け た 反乱 軍 に よっ て 倒さ れ 、 フラ ンコ 持 
軍 に よる 独裁 政権 が 1939 年 か ら 1975 年 まで 続い 
た 。 フ ラン コ の 死後 、 王制 復古 が 実現 し 民主 化 が 進 
め ら れ た 。 主 要 産 業 は 、 自動 車 製造 、 化学 品 製造 、 食 
品 加 正 と 観光 業 な ど で あ る 。 


金 スペ イン 

人 口 :4707 亡 人 (2014 年 ) 面積 :50.6 万 km 
主要 言語 : スペ イン 語 

通貨 : ユー ロ EUR (1EUR=129.80 円 ) 
国民 総 所得 :1 光 3719 億 USD 

1 人 当たり 国民 総 所 得 :2 万 3340 USD 
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創業 1848 年 


営業 キロ 1 万 4512km 

軌間 別 1 万 1173km (1668mm) 
2044km (1435mm) 
1295km (1000mm) 

電化 区 間 6466km (DC3kV) 
2044km (AC25kV50H2) 
412km (DC1.5kV) 

列車 運転 線路 側 通行 


年 間 旅客 輸送 量 4 億 6610 万 人 237 億 人 キロ 
年 間 貨 物 輸送 量 1920 万 トン / 93 億 トン キロ 


車両 数 EL/354 DL342 EMU/1346 
DMU/212 
EMU (高速 列車 ) /102 編成 
PC/1084 FC/1 万 247 
*ADIF 管理 路線 
運営 組織 
スペ イン 鉄道 イン フラ 管理 機構 
(鉄道 イン フラ 管理 事業 ) 


Administrador de Infraestructuras Ferroviarias (AD 旧 
Railway Infrastructure Administrator 

URL : http://www.adif.es 

レン フェ ・ オ ペラ ドラ (持株 会 社 ) 

RENFE Operadora 

URL:http:/www.renfe.com 


レン フェ 旅客 鉄道 (旅客 輸送 事業 ) 
RENFE Viajeros 


URL: http:/www.renfe.comWiajeros 

レン フェ 貨物 鉄道 (貨物 輸送 事業 ) 

RENFE Mercancias 
URL:http:/Www.renfe.com/empresa/mercand85 


ぼ 


マドリ ー ド の ター ミナ ル の ひと つ で ある チャ マル ティ ン 駅 (藤江 


、 


・ 鉄道 の 歴史 

スペ イン の 敵 道 は 、1848 年 に ベル ャ ロ ょ 
Barcelona と その 北東 の 街 マ タロ Matar。 を 結ぶ 
25km が 開業 し た こと に 始ま る 。 フラ ンス 以 生 の 
ヨー ロッ パ 諸 国 が 標準 軌 で 鉄道 を 整備 し た の に 対 
し 、 同 国 で は 、1844 年 の 勅 令 に よっ て 在 来 線 の 軌道 
を 広軌 (1674mm) と 定め 、 後に ポル ト ガル と の 直 
通運 転 の た め に 1668mm に 改め た 。 広軌 が 採用 さ 
れ た 背景 と し て は 、 列強 か ら の 侵略 を 避け る と いう ぅ 
軍事 上 の 狙い と 共に 、 山地 の 多い スペ イン に ね ぉ いて 
列車 を 運行 する に は 強力 な 機関 車 が 必要 で あり 、 広 
軌 の 方 が より 大 江 で 強力 な ボイラ ー を 備え た 蒸気 
機関 車 を 運行 で きる と 当時 の 技術 者 が 判断 し た た 
めで ある 。 

その 後 、 各 地 に 路線 が 建設 され 、1941 年 に これ ら 
の 路線 を 接 取 ・ 統合 す る 形 で 、 ス ペイ ン 国 多 


8 を 
マドリ ー ド の 玄関 駅 で ある アト ー チ ャ 駅 構内 (さか ぐち と お る ) 


全 AVE 


s いる 。 


和貴 移 Alvia 
RENFE で 運行 し て いる 


車両 で 運行 し て いる 。 


-。 RENFE で 運行 し て いる 高 
、 速 列車 。 ス ペイ ン の 主要 
都市 間 で 運行 し て いる 。3 
クラ ス 制 の 編成 で 、 最高 
速度 300kmh で 運行 し て 


距離 列車 。 軌間 が 異な る 
| 』 在 来 線 と 高速 新 線 を 直通 
運行 が で きる 軌間 可変 式 


(RENFE) が 発足 し た 。 な お 、 北部 山 呈 地帯 で は 、 経 
済 的 な 理由 か ら 建 設 費 が 安価 な 急 ( 1000mm) が 
採用 され た 路線 も あり 、 これ ら の 路線 に つい て は 、 
1965 年 に スペ イ ン 狭 軌 鉄道 (FEVE) が 設立 され 、 
その 所 有 下 に 置か れる こと と な っ た 。 

1992 年 に は 、 セ ビリ ア 万 博 に 合わ せ 、 マ ドリ ー ド 
Madrid 一 セビリア Sevilla 間 で 、 スペ イン 初 の 高速 
鉄道 「 ア ベ べ AVE」 が 開通 し た 。 この 際 、 高速 鉄道 の 
四 間 に つい て は 、 将来 的 に 単 一 ヨーロッパ 市 場 に お 
いて フラ ンス と の 国際 直通 運転 を 行う べく 標準 軌 
(1435mm) が 採用 され た 。 こ うし て 同国 で は 、 広 軌 、 
狭軌 、 標 準 軌 の 3 つの 軌間 が 併存 する こと と な っ た 。 

RENFE は 2005 年 に 上 下 分 離さ れ 、 輸送 部 門 は 
RENEE Operadora と な り 、 イン フラ 部 門 は 高速 鉄 
道路 線 の 建設 管理 を 行う 鉄道 イン フラ 会 社 (GE) 
と 統合 の 上 、 鉄道 イン フラ 管理 機構 (ADIF) と な っ 
た 。2013 年 に は 、FEVE の 事業 も RENFE Operadora 
と ADIF に それ ぞ れ 分 割 ・ 吸 収 され た 。 


鉄道 の 特徴 


ーー 

スペ イン の 鉄道 は RU の 規則 に し た が い 、 イ ン フ 
フラ 管轄 事業 を 行う ADIF (高速 鉄道 路線 に つい て は 
ADIE-Alta Velocidad :ADTE 高速 ) と 、 鉄 道 輸送 事業 
を 行う RENFE Operadora に 上 下 分 離さ れ た 。 な お 、 
2014 年 に RENFE Operadora は 持株 会 社 と な り 、 
それ まで の 事業 は 、 旅 客 輸送 (RENFE Viajeros)、 任 
物 輸送 (RENFE Mercancias)、 車 両 製造 ・ メ ン テ ナ 
ンス (RENFRE FabricaciGn y Mantenimiento)、 車 両 


。 金 Avant 

RENFE で 運行 し て いる 高 
( 速 列車 。AVE と は 異な り 、 
比較 的 中 短 距 離間 で の 
運行 を し て いる 。2 等 車 
(トゥ リス タ ) の み の 編 成 
が 多い 。 


叶 記す Hotel 
、RENFE で 運行 し て いる 国 
内 夜行 列車 代表 的 な 
ルー ト は バル セロ ナー ング 
ラナ ダ 間 。 デ ラッ クス 寝 
台車 、 寝台 車 、 座席 車 の 
編成 で 運行 。 
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ヾ さ ふう へ の O 


フー ス (RENFR Alquiler de Material Feroviar) 
を 行う 4 つの 子会社 に 移管 され た 。 その 他 に カタ 
ルー ニャ 、 バ スク 、 バ レン シア 、 バ レア レス の 各州 営 
鉄道 が 存在 し 、 こ れ ら を 合わ せ た 人 鉄道 路線 長 は 1 
方 5000km 以 上 に 及ぶ 。 

スペ イン で は 、3 つ の 軌間 が 併用 され て いる 上 、 
全 路 線 の 4 割 に あたる 電化 区 間 で も 、 異 な る 電気 方 
式 が 併用 され て お り 、 効 率 的 な 鉄道 運行 の 障壁 と 
な っ て いる 。 その た め 、 高速 新 線 の み を 走行 する 
AVE や 軌間 可変 車両 を 用 いた 大 都市 問 の 長 距 次 高 
束 輸 送 を 除き 、 その 他 の 地域 旅客 輸送 、 貨物 輸 送 で 
は 、 他 の 輸送 機関 と 比べ て 鉄道 の 競争 力 は 弱い 。 
2013 年 の 鉄道 輸送 シェ ア は 、 旅客 で 6.1% (237 億 
人 キロ )、 貨物 で 4.6% (93 億 トン キロ ) と 、 いずれ 
も EU 平 均 (旅客 7.6%、 貨 物 17.8%) を 下回っ て い 
較 高 速 鉄道 

1992 年 に マドリ ー ド ー セ ビリ ア 間 で 開業 し た 高 
速 鉄道 AVE は 、 両 都市 間 の 移動 時 間 を 4 時 間近 く 短 
縮 させ 、 同 区 間 の 鉄道 需要 を 目覚 まし く 増 加 さ せ 
た 。 こ れ に より 、 スペ イン の 高速 鉄道 網 拡大 の 機運 
は 一 気 に 高 まる こと と な っ た 。 

2015 年 まで に 、 首都 マドリ ー ド か ら 、 ト レ ド 
1oledo (2005 年 )、 マ ラガ Malaga (2007 年 )、 バ リャ 
ドリ ッ ド Balladolid (2007 年 )、 バル セロ ナ (2008 
年 )、 バレ ン シ ア Valencia (2010 年 ) と いっ た 大 都 
市 に 向け 、 放射 状 の 路線 網 が 整備 され た 。 また 、 
2013 年 に は バル セロ ナ か ら フ ラン ス 国 境 の 街 フィ 
ゲ レ ス 本 gueres まで が 延伸 され 、AVP に よる フラ ン 
ス 4 都 市 (パリ Paris、 リ ヨン Lyon、 ト ゥ ー ル ー ズ 
Toulouse、 マル セイ コ ユ Marseille) と の 国際 直通 運転 
が 開始 され た 。 

現在 、 ス ペイ ン の 高速 鉄道 で は 、 専用 の 高速 新 線 
の み を 走行 する 長 距 離 高 速 列車 AVE (最高 速度 
300krmh) の 他 に 、 より 高 頻度 で 中 距離 を 結ぶ 「 ア 
バン ト AVANT」 ( 同 250kmh)、 在 来 線 と 高速 新 線 
を 軌間 可変 車両 で 走行 する 「 ア ルビ ア Alyia」 (高速 
新 線 走 行 時 同 250kmh、 在 来 線 走行 時 同 220ky 
h)、 在 来 線 の 改良 に よる 高速 化 に 対応 し た 「 ユ ー ロ 
メド Euromed」 ( 同 220kmh) 等 が 運行 され て いる 。 
これ ら の 車両 に は 、 走行 する 軌間 に 応じ て 、 多様 な 
高速 車両 が 使い 分 けら れ て お り 、 スペ イン の maso 
(タル ゴ ) 社 や CAF 社 の 他 、 フラ ンス 、 ドイ ツ 、 イ タ 
リア 等 ヨー ロッ パ 各 国 の 高速 鉄道 技術 が 取り 入れ 
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スペ イン 独自 の 標準 軌 と 広 雪 の 軌間 可変 装置 


られ て いる 。 他 の ヨー ロ ッ パ 諸国 に 比 へ 2 
速 車両 が 運行 され て いる の が 特徴 的 で あぁ 
圏 帝 問 可変 車両 

スペ イン で は 、 1960 年 代 か ら 、 在 来 線 の | 
な る ヨー ロ ッ パ 諸 国 と の 直通 運転 を 可能 と す <。 
列車 の W 間 変 技術 の 開発 が 進め られ て きた 

1969 年 、Talgo 社 に よ る 最初 の 意 間 可 変 因 
発 され 、 バル セロ ナー ジュ ネー ブ Geneve スイ 
間 で 営業 運転 が 開始 され た 。 そ の 後 、 同社 の 韻 
変 客車 は Talgo 客 車 と 呼ば れ 、 国際 列車 の みな 5# 
スペ イン 国内 に お ける 在 来 線 と 高速 新 線 の 自記 
転 に も 用 いら れ て きた 。 

し か し 、Talgo 客 車 を 用 いる 場合 、 客 車 の み 清 層 
可変 で あり 、 牽引 する 機関 車 に つい て は 接続 所 
換 す る 必要 が あっ た 。 そ こ で 、 2006 年 以降 、 フ 
ス の Alstom (アル スト ム ) 社 と CAF 社 に まう (上 
移さ れ た 世界 初 の 動力 分 散 方 式 に よる 軌間 避 類 
速 電車 S120 (20kmh 以 下 で 走行 し な が 5 車 財 
隔 を 変更 可能 ) と 、 Talgo 社 に よっ て 開発 き 本 昌 
間 可 変 機関 車 を 用 いた 高速 列車 8130 が 相次い ⑱ 
人 され た 。 

いずれ も 高 束 新 線 と 在 来 線 の 走行 を 可能 6 
く 、2 電 気 方 式 と な っ て いる 。8S120 58190$ 
2015 年 現在 、 マ ドリ ッ ド や / ツル セロ ナ と 2 大 
市 か ら 、 高 束 新 線 で 結ば れ て いな い 北 部 を lb 
た 都市 を 結ぶ Alia と し て 運行 され て いる 
較 貨 物 輸 迷 

門間 可変 機能 を 持た な い 鉄 道人 物 内 送 le2 
は 、 国 内 輸送 ・ 国 際 輸 送 双方 に お いて 購 抽 
貨物 輸送 の 959% 以上 (2013 年 : j926 値 ト 2 


を 道路 輸送 が 担っ て いる 。 


7006 年 か ら EU の 規則 に 従っ て オー プン ァ ァ ャ 
し ょ る 新規 事業 者 の 参入 が 認め られ て お り 、 
NEB や 鐘 州 営 鉄道 の 他 、 フ ラン ス の SNCF が 
P ァ 保 有する Comsa Rail や Acciona Rail が 参入 
1 し cp コン テ ナ 電送 を 行っ で いる 。 


ーー ここ か ERRE 
将来 の 開発 計画 


2005 年 に 政府 が 策定 し た "Plan Rstrategico d。 
IlraestTuCtUT3S del Transporte 2005-2020(PRTT: 
間 内 イン フラ 戦略 計画 に よる と 、 鉄道 、 道路 、 航 
な どの 整備 に 総額 2414 償 EUR の 投資 を 行う と 
ょ れ て お り 、 鉄道 は その うち の 48% に あたる 約 
1200 償 EUR が 割り 当て られ て いる 。2020 年 まで 
に 国内 に 10000km の 高速 鉄道 網 を 整備 し 、 国民 の 
9 割 の 居住 地 か ら 最 寄 の 高速 鉄道 駅 まで の 距離 を 
50km 以 内 に する と の 目標 を 掲げ て いる 。 

な お 、 スペ イン の 高速 鉄道 整備 計画 の 多く は 、 
1990 年 に EU が 域内 市 場 の 活性 化 を 促す た め に 承 
認 し た 汎 ヨ ー ロ ッ パ 回 廊 (Trams-European Transport 
Networks : TEN-T) 計画 で 定め られ た 路線 に 含ま れ 
て お り 、 建設 に あたっ て は 、 国家 予算 や PPP に よる 
民間 資金 の 他 、 ヨー ロッ パ 地 域 開発 基金 や 結束 基 
金 、TEN-T 計 画 支援 金 な ど 、EU か ら の 援助 に 大 き 
く 依 存 し て いる 。 

2015 年 6 月 現在 、 1500km の 高速 鉄道 路線 が 建 
麗 中 で あり 、 900km が 具体 的 な 計画 段階 に 入っ て 
いる 。 


く 野 口 知見 > 


マドリ ー ド ー ト レ ド 間 の Avant で 運行 する 高速 電車 >104( さ か ぐち と お る ) 


りう 住 年 の 車両 が 保存 され て いる 鉄道 博物 館 
マドリ ー ド の アト ー チ ャ 駅 か ら 南 。 る 。 客 車 の 座席 に 腰掛 け て ノ ス タ ル 但 マ ドリ ー ド 鉄道 博物 館 
へ 徒歩 20 分 ほど の 所 に 、 マドリー ド 。 ジー を 感じ る の も いい だ ろう 。 カ URL : http7/wwwmuseodelferrocarri. 
人 道 情 物 館 MUseo del Ferrocarrl de フェ 当 業 し て いる か つて の 食堂 車 も org 
Madid が ある 。 こ こ は か つて デリ シ あり 、 コ ー ヒ ー な ど を 注文 し て ひと 
アス 駅 と いう 各地 へ の 列車 が 発着 す 。 休憩 で きる 。 
る 首都 の ター ミナ ル 駅 だ うつ だ たき 1967 この 博物 館 に 動態 保存 され て いる 
に 博物 館 と し て 開業 。 現 在 は 駅 舎 。 燕 気 機 関 車 は 、 イ チ ゴ 列車 Tende 2 
だ っ た 侍 物 の 中 に 、 歴史 的 な 世 機 Fesa と し て 5 10 月 の 週末 に 観光 
関 車 を は じ め と し て 、 約 40 両 の 機関 講 列 車 し て 運行 。 国内 で 2 番目 に 敷 
客車 が 前 態 保存 され て いる 5 設 さ れ た マドリ ー ド と アラ ン フ ェ ス 
両 の 一 部 は 内 部 が 見 学 で きる よ 。 間 を 走行 し アラ ン フ ェ ス の 市 
うに な っ て いる 。 は し ど を 登っ て 、 抹 光 が 合 まれ お り 22 拓 2 
人 0 関 還 の 栓 関空 に 入る と と も で き われ る 8(《⑧ か くち と お る / 
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国 の あら まし 


ボル ト ガ ル 共 和 国 は 、 ヨ ー ロ ッ 
パ の 西端 、 イベ リア 半島 の 南西 
に 位置 し 、 大 西洋 に 面 し て いる 。 
紀元 前 か ら ロ ー マ 帝 国 の 影響 が 
及び 、 ラテ ン 語 系 の 言語 で ある 
現在 の ポル ト ガ ル 語 が 話さ れ 、 
カト リッ ク が 浸透 し て いっ た 。8 
世紀 に 北ア フリ カ か ら 侵 攻 し た 
イス ラム 教徒 モー ロ 人 の 支配 を 
受け る が 、 数 々 の 戦い で イス ラ 
ム 教 徒 を 追放 。 1143 年 に スペ イン の カス ティ ー 
リャ 王国 か ら 独 立 が 認め られ 、 1297 年 に 現在 の 国 
境 が 確定 し た 。 その 後 、 大 航海 時 代 に 海外 進出 し 、 
南米 の ブラ ジル を は じ め 、 アフ リカ や アジ ア 各 地 に 
植民 地 を 築い た 。 し か し ヨー ロッ パ の 列強 諸国 か ら 
次 第 に 後 れ を 取る よう に な り 、 植民 地 も 失っ て いっ 
た 。 また 一 時 期 は ナポレオン 軍 に 侵略 され る な ど 、 
ポル ト ガ ル 本 国 も 不安 定 な 時 代 を 送る 。20 世 紀 初 
頭 か ら は 独裁 的 な 軍事 政権 を 敷い た が 、 1974 年 に 
無血 革命 を 起 と し 民主 化 さ れ た 。 主要 産業 は 、 世界 
1 位 の 生産 量 で ある コル ク を 中 心 と し た 製造 業 お 
よび 観光 業 な ど で あ る 。 


人 ポルト ガル 共和 国 

人 口 : 1061 万 人 (2014 年 ) 面積 :9.2 万 km 
主要 言語 : ポ ルト ガル 語 

通貨 : ユー ロ EUR (1EUR=129.80 円 ) 
国民 総 所 得 :2175 億 USD 

1 人 当たり 国民 総 所 得 :2 万 690 USD 
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ポル ト ガ ル > 


鉄道 の 主要 デー タ (2013 生 ) 
cc 


1856 年 
mW キロ 2714km 
吉 間 別 2602km (1668mm) 
112km (1000mm) 
] 車 運転 線路 左側 通行 
人間 旅 窒 送 量 1 億 720 万 人 
/ 33 億 1070 万 人 キロ 
貨物 輸送 量 870 万 トン 
/20 億 2000 万 トン キロ 
車両 数 EL72 DU104 EMUZ75 
DMU/56 PC/146 FC/295 ぅ 
の BE 
運営 組織 
レレ 5 
ポル ト ガ ル 鉄 道 イ ン フ ラ 管 理 機構 
(鉄道 イン フラ 管理 事業 ) 


Rede Ferrovi4ria Nacional (REFER) 
National Railway NetWork 

URL : http:/ 人 wwwr.referpt 

ポル ト ガ ル 鉄 道 (旅客 輸送 事業 ) 
Comboios de Portugal (CP) 
Portuguese Railways 
URL:http:/Www.cp.pt 

ボ ポルト ガル 貨物 鉄道 (貨物 輸送 事業 ) 
CP Carga 
URL:http:/www.cpcarga.pt 

フェ ル タ グ ス (リス ボン 近郊 旅客 輸送 事業 ) 
FertagUs 

URL : http7/Www fertagus.pt 


リス ボン の オリ エン > 駅 


(鹿野 博 規 ) 


ン の 鉄道 の 歴史 


最初 の 鉄道 いい M の プン ョ 川 
2 人 2 
nm。 婚 長 26km) が 1856 年 10 月 28 日 に 開業 
は 西 ヨー ロッ パ 詳 国 の 中 で は 遅く 、 ま た 
1 ガル の 植民 地 だ っ た ブラ ジル 最初 の 鉄道 に 
2 年 半 電 れ た 。 

その 後 、 首都 リス ボン と 北 の 産 業 都市 ポル ト 
pt0 を 結ぶ 路線 を 中 心 と し て 鉄道 網 は 拡大 し て 
いっ た 。 隣国 スペ イン と の 接続 義 線 を 建設 する に あ 
ぁ り 、1859 年 以降 スペ イン と 同じ 広軌 (軌間 
1668m を 採用 する こと が 決ま り 、 既設 線 は 徐々 
に 広吉 に 改 軌 さ れ た 。 だ が 、 ポル ト ガ ル だ け で な く 
/ ギ リス や フラ ンス の 会 社 も 鉄道 建設 に 参入 し た 
た め 、 広 軌 と 技 軌 (1000mm が 混在 し た 。 

1860 年 6 月 、 ポ ルト ガル 国鉄 の 前 身 で ある ポル 
ト ガ ル 鉄 道 (Cammhos de Ferro Portugueses : CP) 
が 設立 され た 。 その 後 ス ペイ ン の 首都 マドリ ー ド と 
リス ボン を 結ぶ 国際 列車 が 1882 年 に 誕生 し 、 さ ら 
に K パ リー リス ボン 間 を 結ぶ 「 南 急行 (Suq 
Express)」 も 1887 年 か ら 運 行 を 始め 、 ポル ト ガ ル 
は ヨー ロッ パ の 国際 鉄道 網 に 組み 込ま れ た 。 

20 世 紀 初 頭 に は 、 現在 と ほぼ 同じ 路線 網 が で き 
あぁ が っ た 。 だ が 第 1 次 世界 大 戦後 の 混乱 の の ち 財 政 
建て 直し の た め に 、 全国 の お よそ 半分 を 占め て いた 
国有 の 鉄道 路線 が CP に リー ス さ れる こと が 1927 
年 に 決ま り 、 大 半 の 鉄道 は CP の 監督 下 に 置か れ た 。 


ama 


カル の 


代表 的 な 高速 列車 で ある 「 ア ルフ ァ ・ ペ ンド ウラ ー ル ] (さか ぐち と お る ) 


第 2 次 世界 大 戦後 、 1951 年 に 全 路線 を CP が 運営 
する こと に な っ た 。1960 年 代 に 入っ た 頃 か ら 鉄道 
の 近代 化 が 本 格 化 し 、 リス ボン ー ポ ルト 間 (延長 
337km) の 電化 (AC25kV50Hz) が 1966 年 に 完成 
し た 。 

1974 年 4 月 25 日 に 革命 が 起こ り 、1932 年 以来 
42 年 間 も 続い た サラ ザー ル S8alazar (1889 一 1970 
年 ) の 独裁 体制 が 月 壊 し た 。 翌 1975 年 4 月 に ボル 
ト ガ ル 鉄 道 (CP) を 国有 化す る こと に な っ た が 、 多 
く の 難 題 を 抱え て の 発足 で あっ た 。 

その 後 、1986 年 に ポル ト ガ ル は 念願 の EC (現在 
の ヨー ロッ パ 連 合 ) 加盟 を 果たし た 。 1997 年 7 月 1 
日 、 ヨー ロッ パ 連 合 (EU) の 鉄道 政策 に 基づき CP 
は 上 下 分 離さ れ 、 鉄道 イン フラ 管理 機構 (Rede 
FerroviAria Nacional : REFER) と 鉄道 輸送 事業 を 
行う CP が 発足 し た 。2005 年 に は 、CP は 、 名称 を 
"Caminhos de Ferro Portugeses (「 ポ ルト ガル 鉄道 」 
の 意 )" か ら "Comboios de Portugal' (「 ポ ルト ガル 
列車 」 の 意 ) に 変更 し て いる 。 


鉄道 の 特徴 


固 REFER 

REEER は 、 鉄 道 イ ン フ ラ の 保守 、 列 車 の 運行 管理 
な ど を 担当 し て お り 、 そ の 収入 は 、 線 路 使用 料 、 鉄 道 
オペ レー ター や 他 事 業者 か ら の 資産 賃貸 料 、 政府 か 
ら の 補助 金 で ある 。 運 行 管理 セン ター は 、 リス ボン 
と コン トウ ゥ ミル Oontuml、 セト ウゥ ウー バル Setvbal に 
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設置 され て いる 。 

広軌 (1668mm) と 狭 軌 (1000mr) の 線 も 
る が 、21 世 紀 に 入り 狭軌 路線 の 縮小 が 行わ れ 、 北部 
ロー カル 線 2 路線 (全体 の 約 4%) の み に な っ て い 
る 。 

園 CP と CP Carge 

CP は 、 国有 の 鉄道 オペ レー ター (旅客 輸送 ) で あ 
り 、 リスボン と ポル ト で 都市 圏 輸送 、 そ れ 以 外 に 長 
距離 輸 送 と 地域 輸送 を 実施 し て いる 。 国 内 の 主要 幹 
線 で ある リス ボン ー ポ ルト 間 で は 、 車 体 傾 作 装 置 を 
持つ 高速 電車 「 ア ルフ ァ ペ ンド ゥ ラー ル Alfa 
Pendular」 が 1999 年 か ら 最 高速 度 220Wh で 運 
行 し て いる 。 国際 列車 は 、 リ スポ ボン ー エ ンダ イエ 
Hendaye 間 で 「 南 急行 」」 リスボン ンマ ドリ ー ド 肝 
で 夜行 列車 「 ル シタ ニア Lusitamia」 が 運行 し て いる 。 

貨物 輸送 は 、2009 年 7 月 に 設立 さ れ た 子会社 の 
CP Carga が 担当 し て いる 。 

EU や ヨー ロッ パ 中 央 銀行 な ど に よる ポル ト ガ ル へ 
の 財政 援助 の 条件 と し て 、CP Carga の 民営 化 が 求め 
られ 、2015 年 7 月 現在 、CP Carga は Mediterranean 
Shippimg Company (MSC) 社 に 売却 され る 方 向 で 交 
渉 が 行わ れ て いる 。 

圏 Fertagus 
リス ボン の テー ジョ 川 に 架かる 長大 吊橋 「4 月 25 


〇 世界 遺産 の ドナ ・ マ リア ・ ビ ピア 橋 


ポル ト の ドウ ロ 川 に 架かる ドナ (王妃 )・ マ リア 回 

ア 鉄 道 橋 は 、 フラ ンス 人 技師 ギュ スタ ー ヴ . cl30/5 の im 
ル (1832 1923 年 ) が 設計 し 、 1877 年 11 月 に 開通 

し た 名 橋 で ある 。 橋 長 352.8m、 高 62.4m の 錬 鉄 ア ー 
チ 橋 で 、 中 央 径 癌 160.0m は 完成 当時 世界 最長 で ぁ っ 
た 。 単線 で 荷重 制限 と 20km 以下 の 速度 制限 が ぁ っ 
た こと か ら 、 輸 送 力 増強 の た め に 上 流 側 に サン ・. ジョ 
アン ( 聖 ヨ ハネ ) 鉄道 橋 が 建設 され 、 1991 年 に その 役 
割 を 終え た が 、 歴史 的 記念 物 と し て 保存 さ れ て いる 。 
サン ・ ジ ョ アン 鉄道 橋 は 、 ラー メ ン 構 造 の 全長 1029m 
の PC (プレ スト レス ト ・ コ ンク リー ト ) 連続 桁 橋 で 、 ド 

ウロ 川 を 跡 ぐ 部 分 の 径 間 は 250m で ある 。< 秋 山 芳 弘 > 
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日 橋 」 (上 段 が 道路 、 下 段 が 鉄道 を 渡る ペ 
関し て は 、 バ ス 会 社 Barraqueiro 社 が NN 
ル タ グ ス (Fertagus) が 運営 権 (30 人間 の M 
ショ ン ) を 1999 年 に 得 て 、 リ 2Ryo 
イロ ロー マ Areeiro Roma と 南 タ Ta 
トゥ ー バ ル 間 で 運行 し て いる 。 0 
な お 、1966 年 に 完成 し た 「4 月 25 \ 
2277m の 鉄道 道 中 併用 呈 橋 ) は 、 了 
ザー ル の 名 前 を 取っ て 「 サ ラザール 格 cm 
いた が 、 独裁 政権 月 壊 後 は 革命 記 念 上 が 和 の 6 
な っ た 。 


将来 の 開発 計画 


リス ボン マドリー ド 間 と リ スポ ンー ポル ト 馬 
路線 の 高速 鉄道 計画 (軌間 1435mm) が あり 、-』 
区 間 は 工事 着手 し た が 、 ゴ ヨーロッパ の 全 務 議 j: 
2012 年 に 白紙 撤回 され た 。 その 後 、 ン ネ ス Sme 
と スペ イン 国境 の エル ヴァ ス Elvas を 結ぶ 貨物 負 
画 (Linha de Transporte de Mercadarias :LTW》 
2013 年 に 発表 され た 。 これ は 在 来 線 を 三線 
門間 1668mm と 1435mm) に し て 、 フ ラス 歳 
まで 標準 軌 で の 直通 運転 を 可能 に する プロ ジェ ク 
ト で ある 。 秋山 芳 弘 > 


いま 


ジョ ( 絵 タイ ル ) で 節 ら れ A 


ぐ 、 コ イン ブラ ンー ポル ト 間 の アヴェ イ 日 
「 ト の サン ・ ベ ント 駅 が ぁ げ られ る 。 ア ヴ ウェイ 
旧 駅 舎 の 白壁 は 、 入 入 畑 で の 作業 、 小 船 が 浮 が ぷ 
ソチ 式 橋 染 を 走る 務 気 機関 車 率 引 旅 4 
か れ た 青い アズ レー ジュ で 飼 ち れ て [ 
ーー ペー ト 駅 の 入口 ホー ル に ある ジョ 
(1864 こ 1942 年) 制作 の アズレージョ ( 
な タ 攻 略 や ジョ ァ ン 1 世 の ポ ルト 入 な 

電 の 歴史 0 出来 事 が 描か れ て いる 。 


ル 部 を 角 


さか ぐち と お る ) 


CP の 単行 ディー ゼル カー( さ か ぐち と お る / 


2 や る 


CP の 行列 車 イン テル シダ ー デ (さか ぐち と お る ) 


アズ レー ジュ で 飾ら れ た アヴェ イロ Aveiro 旧 駅 人 


ニー の ン ば 


( 


秋山 芳 弘 


Y 


Vigo @ 


Valenca 


do Minhog 


Viana do Castelo6 


P6voa de Varzim1 
Leix0es 


Orense 


6 


Braganca 
5" 


Livracao R6gUa 
Ermesinde 


5 Fatela-Penarmacor 


スペ イン 


Caldas da ? 。 Caceres 
N Marvao-Beira 
OrreS 
edrasQ 
Mira Sintra- 
Melecas 
Sintrag M6rda 
Cascals Badajoz 
Barreiro SA 
レン 43oHeguengos de 
Pinhal Novo 2 az 
グ NN Cuba  oMoura 1668mm 潮 電 化 
j ロ Q EmIO8S- ji に ーーーーーー デ ーー 】 
1 SL ・ , 計画 線 
. Vit6ria-Ervidel 単線 電化 
単線 
ーーーーー 貨物 専用 
ONeves-Corvo 1000mm 休止 線 
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1865 年 開業 の リス ポン の サン タ ・ ア ポロ ー ニ ア 駅 (鹿野 博 規 ) 
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国 の あら まし 


スカ ンジ ナビ ア 半 島 の 東 
側 に 位置 し 、 東 は バル ト 海 ・ 
ボス ニア 湾 に 面 し 、 西 は ノル 
ウェ ー。 北 は フィ ン ラ シン NG 
国境 を 接し て いる 。 国 土 の 大 
部 分 は 冷 帯 に 属す る 。 住民 
は ゲル マン 語系 の スウ ェ ー 
デン 人 が 主体 で ある 。12 世 > トッ 光 
紀 に 王国 を 建国 し 、 13 世 紀 Stockho 
に は フィ ン ラ ンド を 含む 地 | 
域 を 支配 し た 。 17 世紀 の ド 
イツ と の 30 年 戦争 後 、 北欧 の 大 国 と な っ た が 、 18 
世紀 の 対 ロシア 戦争 で の 敗戦 後 は 中 立国 と な り 、 第 
1 次 、 第 2 次 両 世界 大 戦 で も 中 立 の 立場 を 取っ た 。 
1946 年 に 国際 連合 に 加盟 し た が 、 軍事 非 同 明 政 策 
を と り 、 NATO に は 非 加 盟 で ある 。 国名 は 現地 語 で 
は スベ リエ と 称し 、「 同胞 」 を 意味 する と いう ぅ う 。 ノ ー 
ベル の 出生 国 で 、 毎 年 実施 され る ノー ベル 拘 授 次 式 
は 有名 で ある 。 社会 保障 制度 で は 世界 の 最高 水準 を 
誇っ て いる 。 筐 富 な 森林 資源 を 利用 し た パル プ 、 精 
密 機 械 、 自動 車 な どの 工業 、 先進 的 な TT 産 業 が 盛ん 
で ある 。 


全 ス ウェ ー デ ジン 王国 

人 口 :963 万 人 (2014 年 ) 面積 :45.0 万 kn 
主要 言語 : ス ウェ ー デ ン 語 

通貨 : スウ ェ ー デ ン ・ ク ロー ナ SEK (1sEk= 

国民 総 所 得 : 5343 億 UsD 還 E) 
1 人 当たり 国民 総 所 得 :5 万 6120 Usb 
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ー 鉄道 の 主要 デー タ (20123) 
ーー < ョ 9 生還 


業 1849 年 
営業 キロ 1 万 1090km (1435mm) 
電化 キロ 7906km(AC25KV2/3H) 


列車 運転 線路 左側 通行 

年 間 旅 客 輸送 量 ” 2800 万 人 
/ 60 億 5600 万 人 キロ 

年 間 貨物 輸送 量 "300 億 トン キロ 

車両 数 EL422 DL303 
EMU/366 DMU/71 PC45 
FC/7952 5L3 

* ス ウェ ー デ ン 鉄 道 の 数 値 

** グ リー ンカ ー ゴ 社 の 数 値 


運営 組織 
ノヽ oo ーー 
スウ ェ ー デ ン 交 通 庁 (イン フラ 管理 事業 ) 
Trafikverket (BV) 
URL : http:/vww.banverket.se 
スウ ェ ー デ ン 鉄 道 (旅客 輸送 事業 ) 
Statens jarnvagar aktiebolag (SJ AB) 
URL : http://WWWW.S|.Se 
グリ ー ン カー ゴ 社 (貨物 輸送 事業 ) 
Green Cargo AB 
URL : http:/ 人 vww.greencargo.com 


か な 鉱物 資源 に 恵まれ た スウ ェ ー デ ン で は 、 19 
上 紀 半 ば 以降 に 鉄道 が 建設 され る よう に な っ た 。 
1849 年 に 最初 の 民営 販 道 で ある スワ ェ ー デ ン 鉄 道 
(Frykstad5 Jarmvag) が 開業 し て 以降 、 い くつ か の 
民 演 鉄道 が 説 7 され た 。 また 、 幹線 鉄道 網 を 建設 す 
る た め に スウ ェ ー デ ン 国 鉄 (Statens Jarnvagar:SJ) 
が 設立 され 、 1856 年 に は 最初 の 幹線 で ある マル メ 
Malm マイ ェ ー テ ボリ GOteborg 間 の 路線 の 営業 を 
開始 し た 。 こ の よ うに 、 スウ ェ ー デ ン の 鉄道 整備 は 
国 と 民間 に より 進め られ た 。 

鉄道 建設 は 1870 年 代 に 本 格 化 し て いる 。1930 
年 代 に な る と 鉄道 ネッ トワ ー ク は 最大 と な っ た が 、 


に 陥っ た 。 こ の よう な 状況 の 下 、 1939 年 に は 鉄道 国 
有 化 法 が 制定 され 、 それ まで 並存 し て いた 民営 鉄道 
は SJ に 合併 され 、 国 有 化 され る こと に な っ た 。 

1980 年 代 に 入る と 世界 的 に 規制 緩和 が 進展 する 
時 代 と な っ た が 、 ス ウェー デン で は 1988 年 の 交通 
政策 法 に 基づい て 国鉄 改革 が 実施 され 、SJ の 組織 
は 鉄道 輸送 事業 を 行う スウ ェ ー デ ン 鉄 道 (SJ AB) 
と 、 鉄道 イン フラ を 保有 し その 維持 管理 を 行う ス 
ウェ ー デ ン 交 通 庁 (Banverket :BV) の 2 つの 機関 に 
上 下 分 離さ れ た 。 スウ ェ ー デ ン の 国鉄 改革 は 、 輸送 
モー ド 間 の 競争 基盤 の 統一 (イコ ー ル ・ フ ッ テ イ ン 
ゲ ) の 理念 を 現実 の 鉄道 経営 に 導入 する 初め て の 試 
み で あり 、 鉄道 経営 史 の 上 で も 画 期 的 な 意義 を 持っ 
て いる 。 


〇 代表 的 な 列車 


ぐ SJ2000 (X2000) 

1990 年 に 北欧 初 の 高速 列 
車 と し て 運行 開始 。 車体 
傾斜 機構 と アッ シュ プル 
方 式 を 採用 し て いる 。 ス 
トッ ク ホ ルム コペン 
ハー ゲン 間 な ど で 運 行 。 


金 SJ3000 

2012 年 か ら 運 行 開始 し た 
高速 列車 。4 両 編成 で ス 
トッ ク ホ ルム と スウ ェ ー 
、。。 デン 北部 の 都市 を 中 心 に 
運行 し て いる 。 


ーーーーー シ ーー 


鉄道 の 特徴 


スウ ェ ー デ ン の 鉄道 に お いて 特筆 すべ きこ と は 、 
1988 年 に 他国 に 先駆 け て 上 下 分 離 に よる 国鉄 改革 
を 実施 し た 点 で ある 。 戦後 、 鉄道 輸送 シェ ア は 減少 
する 一 方 で 、 道路 な ど と の 交通 機関 と 比較 し て 鉄道 
へ の 投資 は 十分 と は いえ ず 鉄 道産 業 の 衰退 が 顕在 
化す る こと に な っ た 。 

この よう な 状況 を 打開 する た め 、 鉄道 業 だ けが 巨 
額 の 設備 投資 と 維持 管理 費用 を 自己 資金 で 賭 うと 
いう 不平 等 を 解消 し 、 鉄道 事業 が 道路 と 比 し て 平等 
な 立場 で 競争 で きる よう に する た め に 上 下 分 離 の 
導入 が 行わ れ て いる 。 

ト 下 分 離 に よる スウ ェ ー デ ン 国 鉄 の 改革 に より 、 
鉄道 事業 の 中 で 公共 性 が 強い イン フラ の 保有 ・ 維持 
管理 に つい て は 政府 組織 で ある Banverket に 、 市 坦 
経済 の 中 で 運営 され る 旅客 ・ 貨 物 輸送 に つ し ゝ て は 営 
利 原 則 に 基づい た 経営 を 行う スウ ェ ー デ ン 鉄 道 
(SJ) に 分 離さ れる こと と な っ た 。 


スト ッ ク ホ ルム の ター ミナ ル で ある スト ッ ク ホ ルム 中 央 駅 (鹿野 博 規 ) 


ノー ル ラ ンス トー グ 

本 国 スト ッ ク ホ ルム ー キ ー ル 
曲 ナー ナル ヴィ ー ク (ノル 

請 国 ウェ ー) 問 を 結ぶ 夜行 列 

車 。 北極 圏 を 越え る 夜行 

列車 と し て 人 気 が 高い 。 


アー ラン タダ エクスプレス 
ストックホルム 中 央 駅 と 
『 アー ラン ダ 国 際 空 港 を 結 

| ぶ 空 港 連 絡 列車 。 最 高速 
度 200kmh で 運行 。 距 離 
39km を 約 20 分 で 結ぶ 。 
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Kingdom of Sweden 


鉄道 貨物 輸送 の 分 野 に お いて は 、 条件 を 満た す 際 
り Sj の みな ら ず 第 三 者 に も 鉄路 施設 を 開放 する 間 
営 手法 (オー プン アク セス ) が 導入 され た 。 現在 で 
は 、SJ の 任 物 輸送 部 門 が 分 離し て 設立 で れ た Green 
Cargo AB の み で な く 、 複 数 の 輸送 会 社 が 貨物 答 
事業 を 行っ て いる 。 こ の 上 下 分 苑 及 び オー プン アク 
セス を 用 いた 国鉄 改革 の 手法 は 、 ヨー ロッ パ の 鉄道 
政策 (PU 指令 91/440) の 方 針 決定 に 大 き な 影 響 を 
与え て いる 。 

旅客 鉄道 輸送 に お いて も 、 徐々 に 規制 緩和 が 進む 
こと と な っ た 。SJ の 旅客 輸送 事業 部 門 は 、 SJ AB に 
承継 され て いる が 、 現 在 で は オー プン アク セス の 政 
策 に より 、SJ AB 以外 の オペ レー ター も 都市 間 旅 客 
輸送 に 参入 し て いる 。 また 、 地域 輸送 の 分 権化 の 概 
念 も 導入 され て お り 、 地 方 交通 線 の 経営 権 は 分 離さ 
れ 、 帰属 する 州 政府 が SJ ま た は その 他 の 輸送 会 社 
と 契約 を 結ん で 、 旅 客 輸送 サー ビス が 提供 され る よ 
うに な っ て いる 。 

スウ ェ ー デ ン の 上 下 分 離 に お いて は 、 鉄道 施設 の 
維持 管理 や 運転 指令 等 の 業務 は イン フラ 管理 者 が 
担当 し 、 鉄 道 輸送 事業 は 複数 の 輸送 会 社 が 担当 する 
こと か ら 、 これ ら の 組織 問 の 調整 が 複雑 に な る な ど 
の 問題 点 も 指摘 され て いる 。 し か し 、 政府 に よる 積 
極 的 な イン フラ へ の 投資 と 、 企業 性 を 発揮 し た 鉄道 
事業 運営 の 結果 、 鉄 道 改革 後 の 輸送 量 は 、 貨 物 部 門 、 
旅客 部 門 と も に 大 きく 増加 し て いる 。 

2010 年 の 省庁 改変 に と も な い 、 BV は 道路 施設 の 
管理 を 行う 機関 と 統合 され 、 企業 ・ エ ネル ギー 通信 


〇 高速 列 車 X2000 と 後継 車両 


1990 年 9 月 、 振子 式 の 高速 列車 X2000( 現 SJ2000) 
が 、 ス トッ ク ホ ルム ー イ ェ ー テ ボリ の 間 で 運行 を 開始 
し た 。 電気 機関 車 と 客車 を 組み 合わ せ た プ ッシュ プル 
方 式 で あり 、 曲線 区 間 が 多い 在 来 線 を 高速 走行 する た 
め に 客車 に 車体 傾斜 機構 を 有 し て いる 。 首 都 の スト ッ 
ク ホ ルム を 基点 と し て 、 イェ ー テ ボリ の ほか 、 南部 の 
マル メ な どの 都市 も 結び 、 オス ア ン 海 峡 を 横断 する ト 
ン ネ ル と 鉄道 橋 (オス アン 橋 ) の 開通 後 は 、 デ ンマ ー 
ク の 首都 コペン ハー ゲン Copenhagen まで 乗り 入れ 
て い る 。 列車 は 、 在 来 線 に も か か わら ず 最 高速 度 
200kmh で 運行 し て いる 。2012 年 2 月 に は 後継 の 
<J3000 が 導入 され 、 車内 で は WiFi の 使用 が 可能 に な 
る な ど 設 備 の 充実 化 が 図ら 2 れ て いる 。 

、 ぐ 黒 崎 文雄 > 
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の スウ ェ ー デ ン の 線路 使用 科 か 

ョ ー ロ ッ パ に お いて は 、 鉄道 輸送 事業 者 は 区 
行 す る た め に 、 線路 施設 を 保有 する イン フラ 半 m。、 
線路 使用 科 を 支払 っ て いる 。 この 線路 使用 料 は ト 
の 規制 機関 が 規定 し て いる が 、 国 ご と に 料金 
な っ て いる 。< 線路 施設 の メ ン テ ナ ンス 費用 を ヵ /(、 
る よ うに 使用 料 が 設定 され て いる 国 も ある 

ウェ ー デ ン に お いて は 、 道路 か ら 鉄道 く の モー 
フト を 促進 する 観点 か ら 、 欧州 の 他国 と 比較 し て 
い 水 準 に 定め られ て いる 。 イ ン フ ラ 管 理 者 の 運輸 
輸送 事業 者 か ら 受け 取る 線路 使用 料 は 、 線 路 施設 の 
持 管理 に 必要 な 費用 の 2 割 に 満た すず 、 不足 分 は 政府 か 
ぁ の 補助 金 に より 補填 され て いる 。 く 黒崎 文雄 > 


交通 省 欠 下 の スウ ェ ー デ ン 交 通 庁 (YYafkverka) 
に 改組 され て いる >。 


将来 の 開発 計画 


ーー ニーーーー ビ ーー 

首都 スト ッ ク ホ ルム Stockholm ー イ ェ ン シェ ピ 
ング J6nkoping て イェ ー テ ボリ 間 の 延長 約 440km 
の 区 間 お よび イェ ン シ ェ ピン グー マル メ 間 の 延長 
約 300km の 区 間 を 結ぶ 2 路線 の 高速 鉄道 計画 が 電 
案 さ れ て いる 。2008 年 に 実施 され た 実現 性 調査 
報告 書 に よる と 、 両 路線 の 総 事業 費 は 合計 で 1250 
億 SEPK で ある 。 

2012 年 8 月 、 ス ウェ ー デ ン 政 府 は 上 記 路 線 の う 
ち 、 ス トッ ク ホ ルム 近郊 の ヤル ナ Jarma と リッ 
シェ ー ピ ング Linkopimg を 結ぶ 延長 150km に 2W 
て 300 億 SEK を 投入 し 、2017 年 より 建設 を 開 


し 、2028 年 まで に 完成 する こと を 発表 し た 。 
また 、 イェー テ ボ リ と ブロ ー ス Boras を 結ぶ 

約 50km の 路線 は 、2020 年 より 建設 を 開始 し 

2024 年 まで に 完成 する 予定 で ある 。 

く 黒 崎 文雄 > 
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トー 肖 


ー ーー SS の セー 
スウ ェ ー デ ン 鉄 道 の イ ンタ ー シ テ ィ ( 鹿 野 博 規 ) 


アテ 


* に eS 1 に ご ディ の So トン 
2 階 建て 電車 タイ プ の スウ ェ ー デ ン 鉄 道 の 普 通 列車 (鹿野 博 規 ) 


スウ ェ ー デ ン 鉄 道 の 代 表 的 な 高速 列車 SJ2000( 鹿 野 博 規 


ーー 
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1 
口 
必 


+ー 
ン < 


パーhH NAO 


国 の あら まし 


ヨー ロッ パ 大 陸 か ら 
スカ ンジ ナビ ア 半 島 方 
向 へ 延び た ユトランド 半 
島 と 、 そ の 周辺 に ある 約 
S00 の 島々 か ら な る 王国 
で ある 。 全土 が 平坦 で 、。 
北大 西洋 海流 の 影響 を 
受け 温帯 気候 に 属す る 。 
夏季 は 乾燥 気味 、 冬季 は 雨 や 霧 の 日 が 多い 。 首都 コ 
ペン ハー ゲン は シェ ラン 島 に ある 。 住民 は ゲル マン 
SG 間 ジ ア リ ウ レ ウツ エ ーー < ベ ウェ ー デ ン と と も に スカ シ ジ 
ナビ ア 3 国 と いわ れる 。 中 世に は スウ ェ ー デ ン 、 ノ 
ルウ ェ ー を 領有 し た が 、 た び 重 な る 戦争 に よっ て ユ 
トラ ンド 半島 南部 を 割譲 する な ど 領 土 は 縮小 し た 。 
1849 年 に 憲法 発布 後 、 立 憲 君 主 制 に 移行 し た 。 国 名 
は ゲル マン 語 で デー ン 人 と の 境界 (マルク) を 表す 。 
国土 の 約 62% が 農業 用 地 で あり 、 相 農 が 盛ん で 、 
チー ズ や バタ ー な ど を 輸出 し て お り 、 酷 農業 は 国際 
競争 力も 強い 。 造船 、 機械 な どの 工業 も 主要 産業 で 
ある 。 風 力 発電 が 大 規模 に 導入 され て いる こと で も 
知ら れる 。 フェロー 諸島 、 カ ナダ 北東 の グリ ー ン ラ 
ンド も デン マー ク の 自治 領 と な っ て いる 。 


デン マー ク 王 国 

人 口 : 564 万 人 (2014 年 ) 面積 :4.3 万 km 

主要 言語 : デ ンマ ー ク 語 、 ド イツ 語 、 英 語 

通貨 : デン マー ク ・ ク ロー ネ DKK (1DKK=17.38 円 ) 
国民 総 所得 : 3348 億 USD 

1 人 当たり 国民 総 所 得 :5 万 9870 USD 
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へ OMIIEIIIIINIIIOIOIGmmnmmmmmmmsss。。。 


SN 


鉄道 の 主要 デー タ (2013S) へ へ 


創業 1847 年 
営業 キロ 2315km (1435mm) 
電化 キロ 450km (AC25kV50H) 


169km (Dc1.5kV) 
列車 運転 線路 右側 通行 
年 間 旅客 輸送 量 3 億 416 万 人 

79 億 5100 万 人 キロ 
年 間 貨物 輸送 量 606 万 トン 

グ 29 億 7100 万 トン キロ 


車両 数 EL/42 DL92 EMU/11gs 
DMU/553 PC/263 FC/3a 
運営 組織 


デン マー ク 鉄 道庁 (鉄道 イン フ フラ 管理 事業 ) 
Banedanmark 

URL : http:/www.bane.dk 
デン マー ク 鉄 道 

(旅客 輸送 事業 ) 

Danske Statsbaner (DSB) 

Danish State Railways 

URL : http:/Avww.dsb.dk 

DB シェ ンカ ー・ ス カン ジ ナ ビア 
(貨物 輸送 事業 ) 

DB Schenker Rail Scandinavia AS 
URL : http:/ 人 wwwrrail.dbschenkerdk 


ーー 
鉄道 の 歴史 


ーーi 還 ee 

デン マー ク で 最初 に 開通 し た 鉄道 は 、 コペン ハー 
ゲ ン Copenhagen~ ロ ス キ レ Roskilde 間 (延長 
30Km で あり 、 北欧 諸国 の 中 で 一 番 早 い 1847 年 に 
開業 し た 。 その 後 、 民間 の 鉄道 会 社 に より 路線 網 が 
散 備 され た が 、 1880 年 代 ま で に 多く の 鉄道 路線 は 
政府 が 保有 する 鉄道 会 社 と 民間 が 保有 する 鉄道 人 
守 に 集約 され た 。 こ れ ら の 2 つの 鉄道 会 社 を 統合 し 
て 1885 年 に デン マー ク 国 鉄 (Danske Statsbaner : 
DSB) が 設立 され た 。 

DSB の 設立 後 も 鉄道 路線 の 延伸 が 続け られ る と 
と も に 新しい 車両 も 導入 され た 。 複数 の 島 が ある 地 
理 的 な 条件 か ら 、 これ ら を 結ぶ 橋 染 も 架け られ た 
が 、 列 車 と 自動 車 を 運ぶ 鉄道 フェ リー が 発達 し た こ 
と も デン マー ク の 鉄道 の 特徴 で ある 。 西ドイツ 、 東 
ドイ ツ 、 ス ウェ ー デ ン の 国鉄 と の 共同 に よる 国際 的 
な 鉄道 連絡 船 も 運航 され て いた 。 

EU の 鉄道 規則 に 従う 法律 に も と づい て 、1997 年 
1 月 に DSB は 鉄道 イン フラ を 管理 する Banestyrelsen 
(BS) と 鉄道 輸送 会 社 の DSB に 上 下 分 離さ れ た 。 さ 
ら に 、 地 方 の 多く の 鉄道 路線 は 、2000 年 に 地方 自治 
体 と 民間 部 門 が 合同 で 設立 し た 地方 機関 (いわ ゆる 
第 3 セク ター) に 移管 され る 改革 が 行わ れ た 。 と の 
た め 、 デン マー ク の 鉄道 ネッ トワ ー ク に は 、 政府 が 
管理 する 主要 路線 と こと れ ら の 地方 機関 が 管理 する 
ロー カル 路線 が 存在 し て いる 。 

1997 年 の 上 下 分 離 以降 は 、DSB は 鉄道 輸送 部 門 
の み と な っ て いる が 、 2001 年 に は DSB の 貨物 輸送 


株 急 上 に 作ら れ た コペン ハー ゲン 中 央 駅 (野人 


部 門 は ドイ ツ の レイ リオ ン (Railion) グル ー プ に 売 
却 さ れ た た め 、 現在 の DSB は 旅客 輸送 事業 の み を 
行っ て いる 。 

な お 、 鉄道 イン フラ を 管理 する BS は 、 2004 年 3 
月 に Banedanmark に 改組 され 、2010 年 4 月 に は 、 
その 組織 形態 は 国有 企業 か ら 政府 直轄 の 機構 組織 
に 変革 され た 。 


鉄道 の 特徴 


デン マー ク は 、 ユトランド 半島 の ほか 首都 の コ ペ 
ン ハ ー ゲ ン が 位置 する と と も に 約 210 万 人 の 人 口 
を 有する シェ ラン 8ijglland 島 、 ア ン デ ル セ ン の 生誕 
地 オ ー ゼ ン セ Odense の ある フュ ン Fyn 島 な ど 大 小 
合わ せ て 480 も の 島々 か ら 形 成 さ れ て いる 。 か つて 
は 、 島 や 半島 を 隔て る 海峡 を フェ リー が 鉄道 車両 を 
航 送 し て いた が 、 いく つか の 海峡 は 鉄道 道路 併用 橋 
や トン ネル に より 結ば れ 、 鉄道 車両 が 運行 で きる よ 
うに な っ て いる 。 

大 陸 か ら の 鉄道 路線 の 整備 も 着実 に 進め られ た 。 
ユトランド 半島 と フュ ン 島 間 (リト ルベル ト 海 峡 ) 
の 橋梁 は 1935 年 に 架け られ て いる 。 フュ ン 島 と 
シェ ラン 島 と の 間 (延長 18km) は 本 四 連 絡 橋 より 
も 長大 な ルー ト で あっ た が 、 鉄道 路線 に つい て は 海 
峡 の 中 央 の 小さ な 島 を 境 に 橋梁 (西側 ) と トン ネル 
(東側 ) で 結ば れ ス ト ア ベル ト Storebselt 線 が 1997 
年 6 月 に 開業 し た 。 これ に より 、 首都 の コペン ハー 
ゲン は フュ ン 島 を 経由 し て ヨー ロッ パ 大 陸 と つ な 
が っ た 。 


ユトランド 半島 北部 の オー ル ボ ー Aalborg 駅 (鹿野 博 規 ) 
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ペー へ JIO ニニ ミロ ー 山 粒 


レス ズ ビ ュー ブッ ト ガ ルデン 間 で 航 六 す る DSB の ICE( 鹿 野 博 規 ) 


さら に 、 スウ ェ ー デ ン と の 間 を 沈 理 トン ネル ( 約 
3.Skm) と 橋梁 ( 約 8km) に より 結ぶ プロ ジェ クト 
も 進め られ 、 オア スン の resumd 海 峡 線 が 2000 年 7 
月 に 開業 し た 。 こ れ に より 、 コペン ハー ゲン は スカ 
ンジ ナビ ア 半 島 と も 線路 で つなが り 、 現在 で は ス 
ウェ ー デ ン と の 間 で も 頻繁 に 列車 が 往来 する よう 
に な っ て いる 。 ま た 、 オア スン 海峡 線 は 、 コ ペン ハー 
ゲン の カス トラ ッ プ 空港 に も 乗り 入れ て お り 、 対岸 
スウ ェ ー デ ン の マル メ Malmo な どの 地域 か ら 同 空 
港 へ の アク セス 鉄道 に も な っ て いる 。 

圏 旅客 輸送 

DSB は 、 交 通 省 と の 輸送 契約 に 基づい て 旅客 鉄道 
輸送 サー ビス を 提供 し て いる 。 デン マー ク で は 
2000 年 1 月 か ら 旅 客 鉄道 輸送 に 対し て も オー プン 
アク セス が 認め られ て お り 、 線路 容量 に 余裕 が ある 
場合 に は 、DSB 以外 の 民間 事業 者 も 輸送 市 場 へ の 参 


Nes2GS 


DSB の イン ター シテ ィ な ど で 運 用 し て いる IC3 弄 DMU( 株 和 ) 
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入 が 可能 に な っ て いる 。 方 で 、 不 。 
な ど は 、 人 生ま た は 生 約 に よっ 
ビス の 提供 が 行わ れ て いる 。 、 

現在 、 DSB が 鉄道 輸送 市 場 に 占め ya 
和朗 と な っ て お り 、 残 り の 3 着 ag 8 
kd 
レン 


MI 
都市 間 輸送 に つい て は 、 ユ トラ ンド \\ 
島 、 シェラ ン 局 は 橋 と トン ネル で 和 
に 、 イ ンタ ー シ ティ の 特 )a 
都市 を 結ん で いる 。 また 、 オア スン 海 了 の 
は 、 スウェー デン と の 間 も 間 和 hoa 
る 。 2 
近郊 輸送 に つい て は 、 コペン ハー ゲ > 伺 0 
は DO1.5kV で 電化 され て お り 、 _5B の 子会社 
る DSB 8-Tog (コペン ハー ゲ ー 導 市 較 答 ト 
が 平 日間 は 10 分 間隔 の パパ ター ンタ イヤ を 
通勤 列車 (エス トー8rtog ) の 電 行 を 行っ て ぃ z。 
圏 貨 物 輸送 
1997 年 の 上 下 分 離 の の ち 、 DSB の 貨物 部 問 
2001 年 に レイ リオ ン ・ デ ンマ ー ク Raiion Demai 
(ドイ ツ ・ レ イリ オン の 子会社 で 、 DSB が 株 式 の 2% 
を 保有 ) に 売却 され た 。 2007 年 に は スウ ェ ー デ アッ 
の 貨物 鉄道 会 社 で ある グリ ー ン ヵ ー コ ゴ ( 


OZ 語 
ば れ て と 


(Gee 


Cargo) が Railion Denmark の 株 式 の 49% を 引取 0、 
2008 年 に は 社名 を レイ リオ ン ・ ス カン ジ ナ P7 
(Raihon Scandinayia) に 、 さ ら に 2009 年 2 用 < は 
DB シェ ンカ ー・ ス カン ジ ナ ビア (DB SchenkerRl 
Scandimayia) に 変更 し て いる 。 


Arriva 社 が 運行 する ュ トラ ン ド 半 島 の ロー カル 多 車 ( 放 野 人 


oSkagen 
Hirshala 
5FrederikShaVn 


leene」 


J Arhus = い 
上 テン マー ク Helsinggr ah 
量 oon Hile 60 
EN AN 


RODhS 電 DE 


RedbyA 
フェ ー マ ル ソ > 島 な マル が 4 Gedser 
WPutloarden 


Hambur 
て ee 


〇 コペン ハー ゲン 近郊 列車 S-Tog 


RU 指令 で は 国内 貨物 鉄道 輸送 の 自由 化 の 期限 を 
2007 年 まで と 規定 し て いた が 、 デ ンマ ー ク で は PU 
Me 1999 年 1 月 か ら オ ー プ ン 

アク セス に よる 貨物 鉄道 輸送 市 場 へ の 参 人 が 認め 
ea 

国内 貨物 輸送 は トラ ッ ク に よる 道路 輸送 の 競争 
力 が 強い た め 、 国 際 貨物 列車 の 運行 に よる 通過 収 人 
が 鉄道 作 物 収 和信 の 大 き な 割 合 を 占め て いる 。 この 点 
か ら 、 スカ ンジ ナビ ア と ヨー ロッ パ 大 陸 を 結ぶ 橋 染 
と トン ネル は 、 旅客 輸送 と と も に 貨物 鉄道 輸送 に 
と っ て も 大 き な 役 割 を 果たし て いる と いえ る 。 


べ ーー 


将来 の 開発 計画 


国内 初 の 高速 鉄道 と し て コペン ハー ゲン ーー 
キュ ー ゲ Kggeー リ ング ステ ッ ド Ringsted 間 (延長 
56km) の 新設 工事 が 2012 年 か ら 行わ れ て いる 。 党 
業 最高 速度 250kmh で あり 、 2018 年 度 に 開業 する 
と コペン ハー ゲン ンー リン グ ス テ ッ ド 間 の 所 要 時 間 
は 、 現在 の 59 分 が 38 分 ) に 短縮 され る 。 同 区 間 の 在 
来 線 は デン マー ク で 最も 混雑 し て いる た め 、 高速 鉄 
道路 線 の 開業 に より 時 間 短 縮 と あわ せ て 同 区 間 の 
在 来 本 線 の 負担 が 軽減 され る 効果 が 期待 され て い 
る 。 

また 、 デ ンマ ー ク の ロラ ン Lolland 島 と ドイ ツ の 
フェ ー マ ル ン Fehmam 島 を トン ネル で 結び 、 コ ペ 
ン ハ ー ゲ ンマ ハン ブル グ Hamburg 間 の 短絡 ルー ト 
を 形成 する フェ ー マ ル ン Fehmar 海峡 プロ ジェ ク 
ト な ど が 検討 され て いる 。 ぐ 黒崎 文雄 > 


デン マー ク 鉄 道 (DSB) が コペン 
ハー ゲン 近郊 で 運行 し て いる S-To9 
に は 、 1995 年 か ら 他国 に 類 を 見 な い 
形状 の 車両 が 投入 され て いる 。 各 車 
体 に 1 軸 人 台車 を 1 台 (4 両 に 1 両 は 
2 全 ) 装備 し 、 車体 長 を 10m 騙 に と 
ど め る 代わ り に 車体 幅 を 3520mm 
と し て 片側 3 人 掛け の ボッ クス シー 
ト を 備え 、 一 部 区 画 を 全面 的 に 折り 
た た み 式 座席 と し て 、 自転 車 、 車 椅 
子 お よび ベビ ー カ ー の 搭載 スペ ー ス 
を 確保 し て いる 。 在 来 車 の 車体 幅 
3020mm と 比較 し て 座席 1 名 分 以 


上 の 拡幅 が 可能 と な っ た 。 こ れ に よ 。 
り 着 座 定員 の 増加 と バリ アフ リー 空 
間 の 確保 を 両立 させ た 。 
2005 年 まで に 8 両 編成 105 本 、 4 
両 編 成 31 本 が 製造 され 、 最長 16 両 
編成 で 運行 し て いる 。 8 両 編成 で 旧 
型 車 の 4 両 編成 と ほぼ 同じ 長 さ 
(83.78m) と な っ て お ぉ おり 、 ホー ム の 
研 長 や 車両 限界 の 拡大 、 連接 台車 導 
入 に よる 検査 設備 改修 な ど 費 用 の か 
か る 地上 設備 の 改修 は 不要 と な っ て 
いる 。 
< 櫻井 康裕 > 
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〇 


さ ー く いせ 


Kingdom of Norway 


ニタ フェ ー _ 一 剛 


国 の あら まし 

スカ ンジ ナビ ア 半 島 
の 西側 を 占め 、 大 西洋 、 6 
北極 海 に 面 する 。 氷河 地 
形 で ある フィ ヨル ド 海 岩 
が スカ ンジ ナビ アァ 山脈 
に 向け て 切り 込ん で い  . 
て 、 平地 は 少な い 。 沿岸 講 
部 は 降水 量 が 多い が 、 南 
部 の 海岸 地域 や 西海 岸 
地域 は 、 北大 西洋 海流 の 影響 を 受け て いる た め 、 温 
帯 気候 で ある 。 住民 は ゲル マン 系 の ノル ウェ ー 人 、 
国名 は 古 ノ ルマン 語 の 「 ノ ルレ ベ グ ( 北 航 路 ) 」 に 由 
来 す る 。 か つて ヨー ロッ パ 各 地 を 征服 し た / パイ キン 
グ (入江 の 人 ) の 本 拠 地 で 、 今 に 残る ノル マン の 地 
名 の 発祥 地 で ある 。9 世 紀 未 頃 、 最初 の 統一 王国 が 
生ま れ 、 デ ンマ ー ク 、 スウェーデン に よる 支配 の 後 、 
1905 年 に 王国 と し て 独立 し た 立憲 君主 制 国家 で あ 
る 。 世界 有数 の 漁業 国 と し て 知ら れる が 、 海運 業 や 
アル ミ 精 錬 、 パ ルプ 、 造 船 な どの 工業 も 盛ん で ある 。 
また 、 北海 油田 か ら 原 油 ・ 天 然 ガス を 採掘 し 、 石 油 
輸出 国 と な っ て いる 。 ス ヴァ ー ル バル 諸島 、 ヤ ンマ 
イエ ン 島 、 ブ ー ベ 島 も 領有 し て いる 。 


人 ノルウェー 王国 

人 口 :509 万 人 (2014 年 ) 面積 :32.4 万 kn 
主要 言語 : ノルウェー 語 

通貨 : クロ ー ネ NOK (1NOK=14.96 円 ) 
国民 総 所 得 :4957 億 USD 

1 人 当たり 国民 総 所 得 :9 万 8780 USD 
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鉄道 の 主要 デー タ 2013 負 NN 


創業 1854 年 

営業 キロ 4167km (1435mm 
電化 キロ 2516Km (AC25kVt6 
列車 運転 線路 有 側 通行 < 
年 間 旅 客 輸 送 量 5920 万 人 


) 


28 億 6700 万 人 キロ 
年 間 貨物 輸送 量 ” 810 万 トン 

/ 26 億 トン キロ 
車両 数 EU153 DU53 EMUc0s 


DMU/64 PCZ48 FC1s, 
*2009 年 の 数 値 


運営 組織 N 


ノル ウェ ー 鉄 道庁 (鉄道 イン フラ 管理 事業 
Jernbaneverket (JBV) 

Norweigian National Rail Administration 
URL:http:/Wwwwjernbaneverketno 
ノル ウェ ー 鉄 道 (旅客 輸送 事業 ) 

Norges Statsbaner AS (NSB AS) 
Norweglan State Railways AS 

URL :http:/Wwww.nsb.no 

カー ゴネ ッ ト 

CargoNet AS (貨物 輸送 事業 ) 
URL:http7Www.cargonetno 

Flytoget (空港 連絡 高速 鉄道 ) 
URL:http:/flytogetno 


多く の 長 史 列車 が 発着 する オス ロ 中 央 駅 (小山 典明 ) 


ー 一 鉄道 の 歴史 
ビ 最初 の 鉄道 は 、 1854 年 に オス ロ 0slo 


ノル ウェ ー* 
アァ イス フォ ル Ridsvoll 間 で 開通 し た 。 北部 か ら 首 


けた 材木 輸送 の 提要 知 べ が め ま 44 だ な の 
に 、 ノル ウェ ー 政 府 と イ ギ リ ス の 投資 家 の 資金 に よ 
り 旬 が 行わ れ 、 開業 後 は 旅 告 前 千 サ ービス も 行わ 
た 。 1860 年 代 以降 、 攻 帳 人 な 測 履 に 回 まれ SiO 
組 を 伴っ た も の の 各地 で 積極 的 に 鉄道 建設 が 進め 
られ た 。 当時 は 工事 費 が 割安 な 狭軌 (1067mm) が 
朱 用 きれ る こと が 多かっ た が 、 その 後 、 主要 路 線 の 
軌道 は 標準 軌 (1435mm) に 統一 され て いる 。 地方 
北 線 や 支線 の 運営 に つい て は 民間 企業 が 直営 を 続 
けた が 、 1883 年 に 主要 幹線 は 国有 化 さ れる と と も 
ic が V ツ ェ ー 国 鉄 (Norges Statsbaner:NSB) が 
設立 され た 。 

1996 年 12 月 、 NSB は 輸送 部 門 (NSB BA) と 鉄 
道 施設 の 整備 ・ 維持 管理 を 担う ノル ウェ ー 鉄 道庁 
(Jernbaneverket・ JBV) に 上 下 分 離し た 。 輸送 部 門 
は 、 当 初 は 公社 の 組織 形態 で あっ た が 、 政府 を 単独 
株 主 と する 株 式 会 社 に 改め られ る こ 3 
2002 年 か ら ノ ルウ ェ ー 鉄 道 Norges Statsbaner 
AS:NSB AS) に 改組 され て いる 。 

また 、 貨 物 輸送 部 門 は 2002 年 に 子会社 
(CargoNet AS) と し て 分 社 f し され て いる た め 、 現在 
の NSB AS は 旅客 輸送 の み を 担当 し て いる 。 
CargoNet AS に は Green Cargo (スウ ェ ー デ ン ) が 
申 資 (45%) し て いた が 、2010 年 に 全 株 が 買い 戻 
れ 、 再 び NSB AS の 子会社 と な っ で いる @。 


石造 り の 重厚 な 駅 合 を 持つ ベル ゲン 駅 (小山 田 浩明 / 


ーー 
鉄道 の 特徴 


主要 路線 は 、 オ スロ を 中 心 と し て 国内 に 向け た 3 
路線 と スウ ェ ー デ ン に 向かう 2 路線 が 放射 状 に 延 
びている 。 こ れ ら の 5 路線 は 、 か つて は オス ロ の 東 
西 両 駅 か ら 出発 し て いた が 、 1980 年 代 に 両 駅 を つ 
な ぐ 地 下 トン ネル が 完成 し 、 輸送 の 流れ が 大 きく 改 
療 し た 。 

し か し 、 国土 の 人 口 密度 は 低く 、 積雪 を 伴う 厳冬 
期間 が ある た め に 保守 の コス ト も 高額 で 不 採算 路 
線 が 多い 。 オス ロ 近 郊 の 採算 性 の 高い 路線 で あっ て 
も 、 単線 ・ 非 電化 な どの 不 十分 な イン ノ ラ 施設 と 既 
存 設備 の 老朽 化 が 指摘 され て いる 。 

圏 旅客 輸送 

NSB AS は 、 大 きく 分 類する と 、 都市 間 鉄 道 、 中 距 
離 鉄道 、 都市 近郊 の 短 距離 鉄道 の 3 タイ プ の 列車 を 
運行 し て いる 。 か つて 、 これ ら の 鉄道 は それ ぞ れ の 
愛称 名 を 付 し て 運行 され て いた が 、 2003 年 に 愛称 
名 は 廃止 され て いる 。 

都市 間 鉄 道 は オス ロ を 中 心 に 主要 都市 で ある べ 
ル ゲ ン Bergen、 ト ロン ハイ ム Trondhem、 スタ ヴァ 
ン ゲ ル Stavanger な ど に 向け た 路線 で 運行 され る と 
共に 、 国境 を 接する スウ ェ ー デ ン と の 間 に お いて 
は 、 オ スロ ンス トッ ク ホ ルム StockhoIm 間 お よび オ 
スロ ーー イェー テ ボ リ GGteborg 間 で 国際 列車 が 運行 
され て いる 。 中 距離 鉄道 は 中 一 小 規模 の 都市 を 結ぶ 
路線 で 運行 され 、 オス ロ 、 ベ ル ゲ ン 、 トロ ン ハ イム 、 
スタ ヴァ ン ゲ ル 、 シー エン Skien、 アー レン ダー ル 
Arendal の 都市 近郊 で は 短 距離 の 列車 が 運行 され て 


小山 田 洛 明 ) 
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Kingdom of NorW9y 


いる 。 ee 
赤字 の 旅客 輸送 は 、 牙 府 が NSB A5 と の 現 約 て 
よっ て 輸送 サー ビス を 調達 する 形 が と られ て いる 
が 、 オス ロー イェ ビー ク Gjgwik 問 の 10 年間 の 輸送 
契 約 は 競争 入札 が 行わ れ 、NSB A8 の 子会社 が 
2006 年 より 運行 し て いる 。 当 時 の 政府 は 、 他 の 旅客 
輸送 サー ビス に つい て は 競争 人 札 を 行わ な い 方 針 
と し て いた が 、 当 設 路 線 は 旅客 が 増加 し 評判 も 良好 
で ある こと か ら 、 今 後 、 畿 つか の 中 距離 ある い は 都 
市 近郊 の 輸送 サー ビス に つい て は 競争 人 札 に よっ 
て 輸送 契約 が 結ば れる 可能 性 が ある 。 

高速 列車 の 運行 は ガル デル モー エン 
Gardermoen 空港 を 経由 し オス ロ と アイ ス フ ォ ル を 
結ぶ 新 線 が 1999 年 に 開通 する と と も に 、 オス ロー 
ドラ メン Drammen 間 に お いて も 高 規格 線 が 敷設 さ 
れ 、 両 路線 共に 最高 速度 210kmh で 運行 し て いる 。 
空港 連絡 線 は 56km 離 れ た 空港 と オス ロ 駅 を 19 分 
で 結ん で いる 。 

また 、 フロ ム FI&m か ら ミ ュー ル ダ ー ル Myrdal ま 
で の 山岳 鉄道 で ある フロ ム 鉄 道 は 、 渓谷 の 断崖 絶 記 
を 治っ て 走る その 車 穴 か ら の 有 眺め が 美しく 、 年間 
58 万 人 が 訪れ る 観光 路線 と な っ て いる 。 
圏 貨物 輸送 

貨物 輸送 は 2000 年 代 に な り 複 数 の 新規 参入 会 社 
が オー プン アク セス に より 市 場 に 参入 し 、NSB の 子 
会 社 で ある CargoNet AS と 競争 を 行っ て いる 。 

ノル ウェ ー の 貨物 鉄道 輸送 に と っ て 特に 重要 な 
路線 は 、 ナ ル ヴ ィ ー ク Narvik か ら ス ウェ ー デ ン 北 部 
に 向かう 路線 で ある 。 こ の 路線 は 、 他 の ノル ウェ ー 


ナル ヴィ ー ク 駅 に 停車 中 の 鉄鉱 石 輸送 列車 (鹿野 博 規 ) 
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ee 
生生 て LELLLA も も の 
PTYELLLLAAL 

円 


ナン ダル ネス 駅 に 停車 中 の DMU タ イプ の Lokatog( 山 因 


の 鉄道 路線 か ら は 完全 に 吉 立 し て いる が 
ウ ェ ー デ ン か ら の 鉄 氏 石 輸送 の た め の 重要 な ag 
と な っ て いる 。 この ルー ト は 不当 港 で ある J』』 
ヴィ ー ク 港 の 特性 を 生か し た トラ ンジ ッ ト 垢 
し て も 重要 な 路線 で あり 、 近年 は コン テ ナ 別 車 の m 
行 も 増加 し て いる 。 オア スン 海峡 線 の 開通 以 除 ま 
スウ ェ ー デ ン を 経由 し て デン マー ク ・ ド イッ 育 y 
直結 する 長 距離 貨物 輸送 が 増大 傾向 に あり 、 こ 中 
送 を 目的 と し た 民間 貨物 会 社 の 参入 が 進ん で いる 。 


将来 の 開発 計画 


運輸 省 が 策定 し た 「 新 国家 運輸 計画 2014~ 
2023」 に 基づい て 、JBV が 鉄道 施設 の 整備 を 行っ て 
いる 。 計画 で は 、 オス ロ を は じ め と する 大 都市 冊 
の 老朽 化し た 施設 の 更新 と 複線 化 な どの 設備 拓 
に 重点 が お か れ て いる 。 


北欧 最 北 端 の ナル ヴィ ー ク 駅 (鹿野 博 規 ) 


道 の 整 備 計画 と し て オベロン イ ェ ー テ ボ 


高速 鉄 g リー 山 ー 
スト ッ ク ホ ルム 間 、 オ スロ ー ベ ル ゲ 


リ 則 、 Aa ーー 
ッ 則 、 ォ ス ロー グ リス ティ アン サン Kristiansand- 
スタ リア ョ ン が ル 間 、 オ スロ ーー トロ ン ヘ イム 
前 、 ベ ル ゲ ンー ハウ ゲス ン Haugesund 
ン ゲ ル 間 の 6 路線 に つい て 実現 可能 性 
く 黒 崎 文雄 > 


mnondheiml 
ス が ザ ア 


3 4 線 電 化 
+ 


gg 区 た 
壮 が 施さ れ た 。 
単線 電 1 


計 
で い 
旅客 線 ) (M 
単線 


人 道人 補 路 線 (FS 実 施 
貨物 専用 


了 y デ ーー“ 


リル ウェー 海 


NarVik = ン A Vassijaure' 


DKristiansand V / 
ン N 。( 


和 、 
0 な 都市 人) 


・ | 生 ア 
_200 っ ee ( て 
ューーー 8 記 デン マー グ 池 ご 
_ ラテ ーー 


江連 絡 線 で 使用 され る 高速 列車 BM72 型 電車 ( 机 電 康裕) 
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国 の あら まし 


北 ヨ ー ロ ッ パ 、 ボス ニア 湾 を 
は さ み ス カン ジ ナ ビア 半島 の 東 
側 に 位置 する 国 で 、「 森 と 湖 の 
国 」 と いわ れる よう に 、 国 土 の 北 
部 を 除き 、 多数 の 湖沼 が 広がっ 
て いる 。 現 地 で 国名 を スオミ ( 沼 
地 ) と いい 、 そ れ が 英訳 され て 
「fen ( 沼 ) land (土地 )」 に な っ た 。 、 * 
国土 の 4 分 の 1 が 北極 圏内 に あ 
り 、 タ イガ 気候 で 針葉樹 の 森林 が 広がっ て いる 。 南 
西 の 海岸 沖 に は 4 万 以上 の 群島 が ある 。 高 緯度 の 地 
域 で は 、 夏 は 太陽 が 沈ま な い 日 が 、 冬 は 太陽 が 上 ら 
な い 日 が 数 十 日 間 も 続く 。 住 民 は 、 ハ ン ガ リー、 SE 
トニ ア と と も に ヨー ロッ パ の 中 で 島 の よう に 点 在 
する ウラ ル 語 系 の フィ ン ラ ンド 人 で ある 。19 世 紀 ま 
で スウ ェ ー デ ン の 支配 を 受け 、 その 後 ロ シア に 併合 
され た が 、 ロシア 革命 の 際 に 独立 を 宣言 し 共和 国 と 
な っ た 。 主要 産業 と し て 、 か つて は 紙 や パル プ な ょ 
の 工業 が 盛ん で あっ た が 、 1990 年 代 後半 か 
グロ ニク ス 、 TT な どの 先端 技術 産業 が 


Helsinki 


了 和 | レ 


経済 の 中 核 
を 担う よう に な っ た 。 
例 フ ィ ン ラ ンド 共和 国 
人 口 : 544 万 人 (2014 年 ) 
面積 : 33.8 万 kmf 
主要 言語 : フ ィ ン ラ ンド 語 、 スウ ェ ー デ ン 語 


通貨 : ユーロ EUR (1EUR=129.80 円 ) 
国民 総 所 得 :2523 億 USD 
1 人 当たり 国民 総 所 得 :4 万 6590 UsD 
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鉄道 の 主要 デー タ (2013 生 


1862 年 

日 5899km (1524mm) 

電化 キロ 3047km (AC2 っ kV50H) 

列車 運転 線路 右側 通行 

年間 旅客 輸送 量 6930 万 人 
グ 40 億 5300 万 人 キロ 

物 輸送 量 3640 万 トン 

1. し! / 94 億 7000 万 トン キロ 
EL/156 DL245 EMU/14g DMU/ 

組 に PC/1024 FC/1 万 790 3 


EMU (高速 車両 ) /18 編成 


レー ドー cc 
運営 組織 

ーー 

フィ ン ラ ンド 交通 店 (鉄道 イン フラ 管理 事業 ) 

Liikennevirasto 

Finnish Transport Agency 

URL : http:/vww. fta.f 

VR グル ー プ (鉄道 輸送 事業 ) 

VR-Yhtyma Oy 

Finnish Railways 

URL : http:/Avww.vrfi 

カレ リア ン ・ ト レイ ンズ 社 

(フィ ン ラ ンド ー ロ シア 間 旅 客 輸送 事業 ) 

Oy Karelian Trains Ltd 

Karelian Trains 


URL : http:/www.kareliantrainsf 


カレ リア 
トレ イン ズ の 高速 列車 Allegro (櫻井 現 ) 


と 鉄道 の 歴史 


衣 と 河川 多い フィ ン ラ ンド で は 、 運河 の 建設 

な 見 で あっ た こ と か ら 、 運河 の 建設 を 支持 する 交 
馬 き 門 家 の 見 が 強かっ た 。 し か し 、 運河 は 冬季 に 
間 を 通じ て 安定 的 に 輸送 が 行え る 長所 が あっ た 。 
。 の た め 、 フ ィ ン ラ ン ド で は 、1850 年 代 初頭 か ら 鉄 
道 建 設 に 関す る 様々 な 計画 が 立て られ 、 1862 年 に 
間 都 の へ ル シ ン キ Helsm と ハー メン リン サナ 
聞 meenlinna を 結ぶ 路線 が 最初 の 鉄道 と し て 開業 
た 。 鉄道 の 優位 性 が 実証 され る と 、 森林 資源 が 豊 
独 で 木材 \ 紙 ・ パル プ の 輸送 需要 が 大 きい フィ ン ラ 
ッ ド で は 、 森林 地帯 で ある 北部 と 東部 か ら 港 湾 の あぁ 
る 南部 に 向け て 鉄道 が 建設 され て いっ た 。 

当時 の フィ ン ラ ンド は スウ ェ ー デ ン か ら ロ シア 
に 割 議 さ れ て いた た め 、 ロシア か ら の 要請 に より 国 
上 の 東側 か ら ボ スニ ア 洪 に 面 し た 西側 に 抜け る 鉄 
道 ル ー ト の 建設 も 進め られ る と と も に 、 鉄道 網 は ロ 
シア と 同じ 5 フィ ー ト (1524mm) の 軌間 で 整備 が 
進め られ た 。 こ うし て 出来 上 が っ た 路線 網 は 、 南北 
を 終 員 する 幹線 と 東西 横断 線 か ら 成 り 立 っ て いる 。 
ロシア で は 1970 年 代 か ら 軌間 を 1520mm に 縮小 
し て いる が 、 ロシア と の 間 で 現在 も 直通 運転 が 可能 
で ある こと は 、 ロシア と ヨー ロッ パ を 結ぶ 中 継 輸送 
を 果たし て いく 上 で 、 現在 で も フィ ン ラ ンド の 鉄道 
の 大 き な 利点 と な っ て いる 。 

フィ ン ラ ンド 国鉄 は 、EU の 鉄道 政策 へ 対応 する 
形 で 1995 年 7 月 に 鉄道 イン フラ を 管理 する フィ ン 


0 フィ ン ラ ンド 鉄 


、 フィ ン ラ ンド は 国土 全 
分 計器 や 信号 設備 、 路 


て いる 。 これ は 、 より 気 
運行 を 念頭 に お いた ロ シ 、 
いる 。 フ ィ ン ラ ンド で 公式 
、 の 最 人 気温 は マイ ナス 51.5 で | 

気温 に 影響 され る こと な く 通 


ラン ド 鉄 道庁 (Ratahallintokeskus : RHK) と 鉄道 輸 
送 事業 な ど を 行う VR グ ルー プ に 上 下 分 離さ れ た 。 
VR グ ルー プ は 、 政府 が 全 株 式 を 保有 する 持株 会 社 
で あり 、 旅客 輸 送 、 貨物 輸送 を 行う それ ぞ れ の 会 社 
だ け で な く 、 鉄道 建設 と 線路 保守 を 行う 株 式 会 社 
(VR Track) も 傘下 に 持ち 、 鉄 道 施設 の 建設 ・ 保 守 業 
務 を 行っ て いる 。 また 、RHK は 2010 年 に 道路 等 の 
部 門 と 統合 し フィ ン ラ ンド 交通 庁 
(Liikenmevirasto) と な っ て いる 。 


鉄道 の 特徴 


フィ ン ラ ンド の 鉄道 は 、EU の 鉄道 政策 に 従っ て 、 
鉄道 輸送 事業 を 行う VR グ ルー プ と イン フラ を 管理 
する フィ ン ラ ンド 交通 庁 に 上 下 分 離し て いる 。 し か 
し 、 鉄道 の 軌間 (1524mm) が スウ ェ ー デ ン や 他 の 
EU 諸 国 の 鉄道 の 軌間 (1435mm) と は 異な る こと 
も あり 、 オープ ン ア クセ ス に よる 競争 的 な 新規 参入 
事業 者 は 存在 せ ず 、 現在 で も VR グ ルー プ の 会 社 が 
鉄道 シス テム 全体 を 運営 する 状況 が 続い て いる 。 例 
えば 、 線路 を は じ め と する 鉄道 施設 の 建設 ・ 保 守 に 
つい て も 、 フィンランド 交通 庁 が 入札 に より 発注 す 
る 工事 を VR グ ルー プ が 受託 し て 作業 を 実施 する な 
ど 、VR グ ルー プ が イン フラ 施設 の 管理 を 含め て 包 
括 的 な 鉄道 運営 を 行っ て いる 。 

鉄道 線路 に つい て は 広大 な 国土 に 敷設 され て い 
る た め に 総 延長 は 約 5900km に 及 ん で いる が 、 人 口 
密度 が 希 薄 な 土地 が 広がっ て いる た め に 列車 本 数 
は 多く な く 、 複 線 区 間 は 総 延長 の 1 割 に 満た な い 。 


VR の 拠点 駅 と な る ヘル シン キ 中 央 駅 (藤原 浩 ) 


テ MICNNMIO ニニ こ ロー 山 症 


Republic of Finland 


圏 旅客 輸送 

人 口 徳 度 が 低い フィ ン ラ ンド ! 8 
運賃 収入 に より 財 う こと は 困難 な た め 、VR グ ルー 
プ が 政府 と 腰 約 を 緒 結 し た 上 で 輸送 サー ビス を 指 
大 す る 営 形態 と な っ て いる 。 政 府 と VR グ ルー プ 
が 締結 し て いる 輸送 サー ビス 提供 に 関す る 契約 人 
当初 の 10 年 に 加え て 5 年 間 の 延長 が 認め られ る 内 
穴 で あり 、2013 年 7 月 に 契約 を 交わ し た 現在 の 契 
約 は 2024 年 まで 有効 と な っ て いる 。 この た め 、 そ れ 
まで の 国内 の 旅客 鉄道 輸送 は VR ゲル ー プ が 担う 予 
定 で ある 。 

また 、 へ ヘル シン キ 地 域 較 で は ヘル シン キ 地 域 交通 
局 (HSL) と VR グル ー プ が 締結 し て いる 契約 に よ 
り 通 勤 輸送 列車 が 運行 され て いる 。 こ の 通勤 輸送 
サー ビス に 関す る 契約 期限 は 2017 年 と な っ て お 
り 、 そ の 後 は 競争 入札 の 導入 が 検討 され て いる 。 

国内 の 都市 間 輸 送 に つい て は 、 高速 振 子 列車 ( ペ 
ンド リー ノ S220) を は じ め と する 車両 が 最高 速度 
220kmh に より ヘル シン キ と 名 都 市 を 結ん で いる 。 

また 、 ロ シア と の 国際 輸送 に つい て は 、VR グ ルー 
プ と ロシア 鉄道 が それ ぞ れ 50% ずつ 出資 し て カレ 
リア ン ・ ト レイ ンズ が 設立 され 、 2010 年 12 月 より 
ヘル シン キ と サン クト ペテルブルク St.Petersburg 
の 間 を 、 高速 車両 (最高 速度 220kh) で 結ん で い 
る 。 こ の 高速 車両 は 、 音楽 用 語 で 「 速 く 」 を 意味 する 
「Allegro (アレ グロ )」 の 名 称 で 、 両 都市 間 を 3 時 間 
36 分 で 1 日 3 往復 運転 し て お り 、 運転 所 要 時 間 を 
短く する た め に 国境 付近 に お いて 車内 で 入出 国 の 
手続 き が 行わ れ て いる 。 また 、 ヘル シン キ と モス ク 


- お いて は 、 経費 を 


〇 アジ ア と ロシア を 結ぶ 貿易 拠点 


フィ ン ラ ン ド 鉄道 の 幹線 列車 イン ター シテ ィ (戸部 勲 ) 


ワ Moskova 間 で は 和 寝台 列車 が 1 日 1 往復 運行 し て 
いる 。 
圏 貨物 輸送 
広大 な 国土 有する フィ ン フ ンド の 荻 道人 
送 は トラ ッ ク 輸 送 に 対し て 十分 な 競争 力 を 有 し て 
お り 、 鉄 道 は 道路 輸送 の 6 倍 以上 (重量 ペー え , [ 
2013 年 デー タ ) の 輸送 実績 を 誇っ て いる 。 近 年 。 ト 
ラッ ク に よる 道路 輸送 量 は 停滞 傾向 に ある に も か 
か わら ず 、 貨物 鉄道 に つい て は 着実 に 輸送 量 を 介 ば 
し て いる 。 [ 
また 、 フ ィ ン ラ ンド は 、 ヨ ー ロ ッ パ と ロシア *7 ジ | 
ア を 結ぶ 極め て 重要 な 位置 占め て いる こと に 
え 、 サ ンク トペ テル ブル ク 港 で は 水 船 が 必要 69 
る 中 、 フ ィ ン ラ ンド は 冬 で も 凍る こと が 少な い バ ミ 


代 前 半 まで は 韓国 か ら ロ シア へ の 家 リア ・ ラ ンド ブリ ッ ジ は 存続 し て い 

| 電 製 品 給 出 は その 多数 が シベ リア 鉄 。 る )。 現 在 で は これ ら の 企業 が モス ク RW 則 

| 道 を 経由 し て フィ ン ラン ド に 着 荷 ワ に 輸送 拠点 を 設置 し 、 極東 の 港湾 細 1 」 

し そこ か ら ロ シア に 得 出 する ルー を 経由 する 単元 な 2 胃 多 へ の 秒 目 中間 
ト を と っ て いた 。 し か し 最終 目的 地 行 が 進ん で いる 。< 櫻 井 康裕 > - 


フィ ン ラ ンド は 対 ロ シア の 中 継 錦 
易 点 と し て の 地位 を 確立 し て お り 、 
日 本 を 含め アジ ア 対 ロシア 外 易 の 拠 
点 と し て も 機能 し て いる 。 ま た 、 シ ベ 
リア ラン ドブ リッ ジ を 経由 する アジ 
ア 対 ヨー ロッ パ 間 の 通過 貨物 輸送 に 
対し て は 大 幅 な 税制 割引 が 設定 され 
て いた 。 こ の 制度 を 利用 し 、 2000 年 
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が ロシア で ある た め ト ラン ジッ ト 輸 
送 と な りえ な いこ と 、 ま た トラ ン 
ジッ ト 時 の 脱税 が 多発 し て いた こと 
か ら 、 最 終 目的 地 を ロシア と する 貨 
物 輸送 へ の 税制 割引 は 2006 年 で 取 
りや め ら れ 、 この ロシア を いっ た ん 
通過 する ロシア 向け の 鉄道 貨物 輸 
送 は 同年 に 全廃 され た (本 来 の シベ 


語 た 地理 的 な 好 条 件 の 下 で 、 フ ィ ン ラ ンド の 将来 の 開発 計画 
と の 


当 は ッ ベ リア 鉄道 (シベ リア ・ ラ ンド ブリ ッ ジ : 鉄道 施設 の 建設 計画 は 、 フ ィ ン ラ ンド 交通 庁 を 中 
志 ァ ヨ ー ロ ッ パ 側 の ゲー トウ ェ イ で ある バル ト 心 に 計画 され て いる 。 
海 の 人 e テ ー 


浴 (Helsinki-Vantaa Airport) を 結ぶ アク セス 線 で 

ム の 1 ある リン グレ ー ル ライ ン Ring Rail Line (延長 

年 も その 輸送 量 を 着実 に 作 ば し て いる こと に 18km) が 、EU の 資金 協力 の 下 で 進め られ 、2015 年 

人 語 と お り 、 フ ィ ン ラ ンド の 国際 貨物 鉄道 輸送 7 月 1 日 に 開業 し た 。 

の 性 は 今後 も 交わ る こと が な いも の と 思わ れ 介 セ イナ ヨ キ 9emajo こ オウ ル Oulu 間 (延長 
“ 335km) に お いて 旅客 列車 の 160200kmh へ の 

速度 向上 お よび 軸 重 25 ト ン の 貨物 列車 運行 に 向け 

た 施設 改良 工事 な ど が 行わ れ て いる 。 

人 @ フ ィ ン ラ ンド 湾 に 延長 50km 以 上 の 海底 鉄道 ト 


以上 を 占め て いる 。 


0 ン ネ ル を 建設 し て ヘル シン キ と タリ ン Tallinn ( エ 
ノル ウェ ー ーー す 1 スト ニア ) を 直結 する 将来 計画 が 検討 され て いる 。 
as で ヤヤ く 黒 崎 文雄 > 
NE 
261 


Kemijarvi 
Rovaniemi 


フィ ン ラ ンド ロシア 


Seinajoki 
Pohjois-Louko 


Pori 

Kokemaki aPeN_ 

ITG6- 

1 隊 Rauma Kauttua nlinna 》 
J8kaupunkio 


Tallinn 困 


い エ スト ニア 1 全 菩 


数 字 は 主 な 都市 入口 (万 人 ) 衣 


0 /200)。 \。 49 | VR の 低 床 式 タ イプ の DMU( 上 崎 文雄 ) 
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(@) 


gc こい N い | さと る 3| 


Republic of Estonia 


4 1 で 。 LM 
N 1 が 1 
= NN 
! 
1 


】 !( 二 ーー= 
必 し 年 - 昌 | こ 


国 の あら まし 


バル ト 3 国 の ぅ 
ち 最 も 北 に 位置 し 、 
ロシア 、 ラ トビ ア と 
国土 を 接し て いる 
ほか 、 フ ィ ン ラ ンド 
湾 を 挟ん で フィ ン 
フン ド と は 約 90km の 至近 距離 に ある 。 古く は ドイ 
ツ 騎 士 団 の 影響 を 強く 受け 、 タリ ン は ハン ザ 同 盟 加 
加 都 市 と し て 繁栄 する が 、 16 世 紀 以 降 ょ ポー ラン 
ド や スウ ェ ー デ ン 、 ロ シア 帝国 の 支配 を 受け る 。 ロ 
シア 革命 に より 1918 年 に 独立 を 果たす も 、 1940 年 
に は ソビエト 連邦 に 編入 され 、 1991 年 に 独立 を 承 
認 さ れる まで ソ連 の 共和 国 の ひと つ だ っ た 。 

独立 後 は 2004 年 に 北大 西洋 条約 機構 (NATO)、 
ヨー ロッ パ 連 合 (EU) に 相次い で 加盟 、 2011 年 に 
は 統一 通貨 ユー ロ を 導入 する な ど 、 西側 と の 結び つ 
き を 強め て いる 。 一 方 で 国民 の 約 4 分 の 1 を ロシア 
人 が 占め る な ど 、 ロシア と の 関係 も 依然 と し て 深 
い 。 ま た 近年 で は TT 産 業 や フィ ン ラ ンド の 首都 ヘル 
シン キ に 近い と いう 立地 条件 を 生か し た 観光 産業 
が 発達 、 教 育 水準 も 世界 最高 レベ ル に ある 。 


f .⑯ タ リン 9 
和夫 flim 。 


人 エスト ニア 共 和 国 

人 口 : 128 万 人 (2014 年 ) 面積 :4.5 万 kmi 
言語 : エス トニ ア 語 、 ロ シア 語 

EUR (1EUR=129.80 円) 

国民 総 所 得 :217 億 USD 

た り 国 民 総 所 得 : 1 万 6310 USD 
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創業 1870 年 
営業 キロ 695km (1520mm) 
電化 キロ 132km (DC3.3k 
列車 運転 線路 右側 通行 
年 間 旅 客 輸送 量 420 万 人 

2 億 2490 万 人 キロ 
年 間 貨 物 輸送 量 2430 万 トン 
44 億 200 万 トン キロ 
DLU120 EMU/60 DMU/92 
PC/111 FC/3318 SL 


運営 組織 


エス トニ ア 鉄 道 (持株 会 社 ) 
AS Eesti Raudtee (EVR) 
URL:http:/Wwwr.evree 


エス トニ ア 鉄 道 イ ン フラ (鉄道 イ ン フ ラ 管 理事 業 ) 
EVR Infra 


エル ロン (国内 旅客 輸送 事業 ) 

Elron 

AS Eesti Liinirongid 

URL :http:/elron.ee 

ゴー・ レ ー ル (国際 旅客 輸送 事業 ) 
GoRal 

URL:http7Www.gorail.ee 

エス トニ ア 貨 物 鉄道 (貨物 輸送 事業 ) 
AS EVR Caroo 
URL:http:/Www.evrca 「dO.ee 


多 道 の 主要 デー タ (2013 へ 


車両 数 


次 道 の 歴 史 


エス トニ ア で 最初 に 開業 し た 鉄道 は 、 帝 政 ロ ツ 7 
時 代 の 1870 年 に 開通 し た パル ディ スキ Paldis^ 
タリ ン Talimm こ ナル ヴァ Narva 間 で 、 ロ シ 7 細 
の 重要 な 軍港 で あっ た パル ディ スキ と 帝都 サン ク 
トペ テル ブル ク st Petersburg を 結ぶ た め の 路 線 て 
あっ た 。 その 後 も 鉄道 建設 は 続き 、1876 年 に タバ 
1apa 一 タル トゥ Tartu 間 が 、 1887 年 に は タル ト 9 
ー ヴ ァ ル ガ Valga 間 が 開通 し て いる 。 また 1889 和 
に 開通 し た ヴァ ル ガ ー ペ チョ ー ル イ Pechor 間 ま 
ロシア の プス ロコ フ Pskoyv か ら ラ トビ ア の リー 
Riga に 全 る 幹線 ルー ト の 一 部 と な る 。1918 年 の 


フィ ン ラ ンド 溶 
Tallinn 
リ 

40 


Aegvidu ATapa 
Na 


Rakvere 9 Auvere_ 


Jw mg Nama 


oogarRan9 


padik” KelA 
Risip6r” 
RaplaG 
。Lelle 
Haap58lU QTuri 
ト 一 ア 5 り Ggeva 
エス TotsiG pV6hma 


Parnuo 


\ 


、 Van 
MOieak0ISO NR 
リガ 間 / “ (6 
「 SN 
/ ラトビア 


致 字 は 主 な 都市 人 口 (万 人 ) 
ー 4Riga_0-- 50 100km 
ーー ーー ご 


に より エス トニ ア 国鉄 (Resti Raudtee : REVR) が 
発足 、1930 年 代 に は ほぼ 現在 の 路線 網 が 完成 し た 。 

1940 年 、 ソ 連 編 人 に より ソ連 鉄道 (Govetskie 
7heleznye Dorogi :SZD) に 組み 入れ られ 、 第 2 次 世 
界 大 戦時 に は ナチ ス ド イ ツ の 古 領 に より 一 時 的 に 
加 聞 が 1520mm か ら 1435mm に 改 較 され た が 、 戦 
後に 再び 1520mm に 戻さ れ て いる 。 そし て ソ連 か 
5 独立 後 の 1992 年 に は EVR が 再発 足 を 果たし 、 
1997 年 に は EU 加 盟 の 条件 で あっ た 国営 鉄道 の 上 
下 分 離 に 向け 、EVR は 政府 が 全 株 式 を 保有 ずる 株 
式 会 社 ( な っ た 。 こ れ に より EVR は イン フラ の 保有 
と 貨物 事業 を 担当 、 同時 に 旅客 や 貨物 輸送 を 担う 3 
つの 子会社 が 設立 され て いる 。 な お EVR は 2001 年 
に は 国際 和信 札 に より 、 株 式 の 66% を Baltic Ra 


Senices (BRS) が 取得 し 、 事 実 上 の 民営 化 が 達成 さ 
れ て いる 。 


ーーーー…ーーーーw ツ ーw ツ ww ツーw…ー…ー 一 


」 鉄道 の 特徴 


異人 邊 の エス トニ ア で は 旅客 ・ 貨 物 ど も パス や ト 
フッ ク に よる 輸送 が 中 心 で あり 、 鉄道 輸送 の 占め る 
イェ ア は 決し て 大 きく な い 。 と り わ け 国 際 旅 客 輸送 
は 範 に ネッ トワ ー ク を 広げ る 高速 バス に 歯 が 
た すず 、 辛うじて 存続 し て いる タリ ンー モス クワ 
Us 間 ぉ よび サン ク トペ テル プル ク 間 で きえ 運 


人 宙 間 を 線 り 反し て いる 。 


国際 列車 を 運行 する GoRail の 列車 (藤原 洗 


国内 路線 の 軌間 は 1520mm で 、 約 700km の 路 
線 綱 は 全て REVR (AS Eesti Raudtee) が 保有 する 。 

2009 年 に は 2 つの 子会社 が 設立 され 、 イン フ 
ラフ を 保有 ・ 管 理 す る EVR Imfra と 、 国内 お よび ロ 
ン ア ・ ラ トビ ア と の 国際 貨物 事業 を 行う EVR 
Cargo が 誕生 し た 。 また 国内 の 旅客 輸送 は 、 EVR 
の 子会社 で ある AS Eesti Limirongid (旧称 は 
Elektriraudtee) が 担っ て お り 、 2013 年 に は 社名 が 
エル ロン (Elror) に 改め られ た 。 タリ ン 近 郊 の コ 
ミュ ー タ ー 輸 送り の ほか 、 タ リン ーー ナル ヴァ ンタ ル 
トウ 間 な どの 都市 間 輸 送 も 行っ て いる 。 

な お 2014 年 に は 、 同じ く EVR の 子会社 と し て 発 
足し た 後に 民営 化 さ れ 、 タリ ンー ヴィ リャ ン デ ィ 
Vijandi 間 な ど で 旅 客 ・ 貨 物 輸送 を 行っ て いた 南西 
鉄道 (South West Railway : Edelaraudtee AS) の 旅 
客 列車 も エル ロン が 引き 継い で いる 。 

前 述 し た ロシア と の 国際 旅客 輸送 は 、 1998 年 に 
EVR の 子会社 と し て 発足 し た EVR Ekspress AS が 
運行 を 行っ て いる 。EVR Ekspress は 1999 年 に は 株 
式 の 51% を Fraser Group に 売却 、2006 年 に は 会 社 
名 が GoRail に 改め られ た 。GoRail は 旅行 業 や ホテ 
ル 事 業 な ど を 多角 的 な 経営 を 行っ て いる が 、 鉄道 で 
は タリ ンー サン クト ペテルブルク ノモス クワ 間 の 
国際 列車 を 維持 し て いる 。 

作物 輸送 は 国内 の 大 半 が トラ ッ ク 輸 送 に 転換 さ 
れ た た め 、 ロシア と EU 諸 国 と を 結ぶ 通過 貨物 が 中 
心 で あり 、 主 な 取扱 い 貨物 は 自動 車 、 石 炭 、 穀 物 な ど 
で ある 。 操 車場 機能 は タリ ン に 集約 され 、 輸送 ルー 
ト で ある タリ ンー ナル ヴァ 間 は 輸送 力 向上 に 向け 
重 軌条 化 や 複線 化 な どの 設備 改良 が 進め られ て い 
る 。 また 汎 ヨ ー ロ ッ パ 回 廊 (TEN-T) 構想 の 一 環 と 
し て 、 タ リン か ら バ ルト 三国 を 経由 し て ボー ラン ド 
へ と 至る 鉄道 (Rail Baltica) を 整備 する 構想 も 浮上 
し て いる 。 く 藤 原 浩 > 
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二 こ ロー 山 


中 | アテ >HO 


Republic of Latvia 


国 の あら まし 


バル ト 三 国 の う 
ち 中 央 に 位置 し 、 計 議 
北 を エス トニ アァ 、 捕 較 0 
南 を リト アニ ァ 、 全 NN 二 に IN 9 
東 に ロシア と ベラ ” で 請 困 
ルー シ が 接し て いる 。13 世 紀 よ り ド イツ 騎士 団 の 
支配 下 に 置か れ て いた が 、 16 世 紀 以 降 は ポー ラン 
ド や リト アニ ア 、 スウ ェ ー デ ン な ど が 笛 権 を 争い 、 
18 世 紀 に 入り ロシア 帝国 の 版 図 と な っ た 。 ロシア 
革命 後 の 1919 年 に 独立 を 果たす も 、1940 年 に ソ ビ 
エト 連邦 に 編入 され 、 1991 年 に 独立 を 承認 され る 
まで ソビエト 連邦 の 共和 国 の ひと つ で あっ た 。 

独立 後 は 2004 年 に 北大 西洋 条約 機構 (NATO) 
と ヨー ロッ パ 連 合 (EU) に 加盟 、 2014 年 に は 通貨 
を 統一 通貨 ユー ロ に 切り 替え て いる 。 

ソ連 時 代 は 重工 業 が 盛ん で あっ た が 、 独立 後 の 主 
な 産業 は 木材 製品 製造 や 食品 加工 な ど が 中 心 で あ 
り 、 観光 産業 に も 力 を 人 人 れ て いる 。 な お 国内 人 口 の 
約 4 分 の 1 が ロシア 人 で あり 、 その 多く が 国籍 を 持 
た な い 「 非 国籍 者 」 で ある と いう 間 題 を 抱え て いる 。 


K aiu。 (1 


全 ラ トピ ア 共 和 国 

人 口 204 万 人 (2014 年 ) 面積 :6.5 万 km 
主要 言語 : ラ トピ ビア 語 

通貨 : ユー ロ EUR (1EUR=129.80 円 ) 

民 総 所 得 :286 億 USD 

1 人 当たり 国民 総 所 得 : 1 万 4060 USD 
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鉄道 の 主要 デー タ (2013 人 8 へ 


創業 1860 年 

営業 キロ 1859km 

軌間 別 1826km (1520mm) 
33km (750mm) 

電化 キロ 248km (DC3.3kV) 


列車 運転 線路 右側 通行 
年 間 旅客 輸送 量 ” 2086 万 人 
7 億 4910 万 人 キロ 
年 間 貨物 輸送 量 5580 万 トン 
/149 億 9100 万 トン キロ 
車両 数 DL202 EMU/221 DMU/i1 
PC/24 FC/6815 
*2010 年 の 数 値 


ラトビア 鉄道 
latvijas Dzelzcels (LDZ) 
URL:http:/Www.ldz.ly 


ラトビア 鉄道 イン フラ 会 社 (鉄道 イン フラ 管理 事 著 
LDz Infrastruktura 
URL:http:/infrastruktura.Idz.ly 


ラトビア 旅客 鉄道 (旅客 輸送 事業 ) 
AS Pasazieru Vilciens (PV) 
URL:http:/Www pvly 

ラトビア 貨物 鉄道 

(国際 旅客 ・ 貨 物 輸送 事業 ) 

LDz Cargo 
URL:http:/|dzcargo.Idz.ly 


Bi 


次 道 の 歴 史 


ラトビア で 最初 に 開通 し た 鉄道 は 、 帝 牙 ロ ツ 7 上 
代 に サン クト ペテルブルク Si Petersburg と ボー2 
ンド の ワル シャ ワ Warsawa を 結ぶ 路線 で 、 1860 拉 
に ロシア 領内 の プス コ フ Pskow か ら 南 下 し で 
サバ Karsava、 レー ゼ ク ネ Rezekne を 経由 し ダ 92 
フ ビ ルス Daugavpils まで 開通 し て いる 。 翌 18 計 
に は ダウ ガ フ ピ ルス か ら リ ガ Riga ま で が 開 全 # 
が 輸出 港 と し て 発展 する 契機 と な っ た 。 その 催 持 
要 幹 線 と な る リガ ンー イ ェ ル ガ ヴ ア JaneP 
1868 年 に 開通 する な ど 、 リ ガ を 中 心 に 貼 株 


達する 。 一 方 で バル チッ ク 艦 隊 の 拠点 で あっ た リエ 
パー ヤ Liepala と リト アニ ア の カイ シェ エド リー ヌス 
Kaisiadorys と を 結ぶ 路線 が 1871 年 に 開通 、1874 
年 に は ウクライナ の ロム ヌイ Romny まで 結ば れ 重 
更 な 軍事 路線 と な っ た 。 

ロシア 革命 後 は ラトヴィア 国鉄 (Latvijas 
dzelzcels :LDz) が 成立 、 1920 年 代 に は ほほ 現在 の 
路線 網 が 完成 し て いる 。 し か し 1940 年 の ツ ソビエト 
連邦 編 人 後 は ソビエト 連邦 鉄道 (Govetskie 
Zheleznye Doro 本 :SZD) に 編 人 され 、1991 年 の 独 
立 後に 再び LDz と し て 独立 を 果たし て いる 。 

LDz は 2000 年 代 に 入り 組織 改革 が 進め られ 、 
2001 年 に は 子会社 と し て ラトビア 旅客 鉄道 (AS 
Pasazieru Vilciens : PV) が 発足 し た 。 また 2003 年 
に は 車両 の 保守 ・ 修 理 部 門 が VRC Zasulauks と し て 
集 立 、2006 年 に は 国際 旅客 輸送 と 貨物 輸送 を 担当 
する LDz Cargo、 イン フラ 部 門 を 保有 ・ 管 理 す る 
LDz Infrastruktura な どの 組織 が 設立 され て いる 。 


ーー 
鉄道 の 特徴 


他 の バル ト 諸 国 と 同様 、 帝 政 ロ シア 時 代 に 基礎 が 
条 か れ 、 長 らく ソビエト 連邦 鉄道 の 一 部 で あっ た た 
ひ 、 軌 間 は 1520mm が 基本 で ある 。 電 化 区 間 は リガ 
< 申 心 と する 一 部 区 間 の み で ある が 、 近 年 は BU の 
ッ に に より 、 幹線 系 統 の 電化 が 進め られ て い 

2。 また 、 か つて は 軌間 750mum の 軽便 鉄道 路線 も 
数 多 ヽ 存 在 し た が 、 現在 で は Gulbenes-Aluksnes 


称 
9 いい 、 和 
人 1 貨物 専用 
ご し ーー リト ア ーッ Paneveye 0 750mm 
PE 200Km Kurcums Rn 
了 の ュー / リ ルー シェ と い 
に の ー 


Banitis 社 が 旅客 営業 を 行う グル ベネ Gulbene て ア 
ルク スネ Aluksne 間 し か 残っ て いな い 。 

国際 旅客 輸送 で は 、 リ ガ と ロシア の モス クワ 
Moskva や サン クト ペテルブルク 、 ベラ ルー シ の ミ 
ンス ク Minsk や ヴィ テ フ ス ク Vitebsk な ど と を 結ぶ 
国際 列車 が 運行 され て いる ほか 、 リ ト ア ニア の ヴィ 
リニュ ス Vilmiuns と サン クト ペテルブルク と を 結ぶ 
国際 列車 が ラトビア 国内 を 通過 し て いる 。 また 国内 
旅客 輸送 は 首都 の リガ を 中 心 に 、 ダウ ガ フ ピル ス や 
レー ゼ ク ネ 、 イ ェ エル ガ ヴ ァ な ど と を 結ん で いる 。 

貨物 輸送 は 国際 通過 貨物 が 中 心 で 、 石油 や 石油 化 
学 製品 、 朋 物 な ど が 主 に 運ば れ て いる 。LDz Cargo 
は バル ト 諸 国 で は 最大 の 鉄道 貨物 事業 者 で あり 、 
2009 年 に は ベラ ルー シ と の 間 に コ ン テ ナ 列車 の 運 
行 を 開始 し た 。 

な お 1895 年 に 設立 され 、 旧 ソ 連 で 最大 の 鉄道 車 
両 工 場 だ っ た リガ の RVR (Rigas Vagonbuves 
Rupnica) 社 が 現在 も 主 に 旧 ソ 連 圏 向け の 通勤 電車 
や LRT 車 両 な ど を 製造 、 輸 出し て いる 。 ぐ 藤原 浩 > 


首都 の ター ミナ ル で ある リガ 駅 (櫻井 更 ) 
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IE 福 計 


ITK テ MIO 


ペン 


国 の あら まし 

バル ト 三 国 の うち 最 = 
も 市 に 位置 し 、 ラ トビ 軸 還 請 還 還 還 昌 
ア と ベラ ルー シ 、 ポー 

フン ド ま 22 て ロジ ジア 
の 飛び 地 で ある カリ ー 
ニン グラ ー ド と 接し て 
いる 。 13 世 紀 に 成立 し た リト アニ ア 大 公国 は 、 一 時 
は ヨー ロッ パ 最 大 の 版 図 を 持つ ほど の 権勢 を 誇り 、 
16 世紀 に 入る と ポー ラン ド 王 国 と 連合 し て ポー ラ 
ンド ・ リ ト ア ニア 共和 国 と な る 。 し か し 17 世紀 後半 
以降 は 衰退 を 続け 、 18 世 紀 末 に ロシア 帝国 の 支配 
下 に 入る 。 ロシア 革 命 後に 一 時 的 に 独立 する も 
1940 年 に ノビ エト 連邦 に 編入 され 、 1991 年 に よう 
や く 独 立 を 勝ち 取っ て いる 。 2004 年 に 北大 西洋 条 
約 機構 (NATO) お よび ヨー ロッ パ 連 合 (BU) に 加盟 、 
2015 年 に は 統一 通貨 ユー ロ を 導入 し た 。 

近年 は ハイ テク 産業 や 鈴 光 産業 の 成長 が 著しい 。 
な お 他 の パ バルト 諸国 に 比べ 、 人 口 に お ける ロ シ ァ 人 
の 割合 が 低く 、 残留 ロシア 人 の 問題 な ど は 起き て い 
な い 。 


全 リ ト ア ニア 共和 国 

人 口 :301 万 人 (2014 年 ) 面積 :6.5 万 km 
主要 言語 : リ ト ア ニア 語 、 ロ シア 語 
通貨 : ユー ロ EUR (1EUR=129.80 円 ) 
国民 総 所 得 :413 億 USD 

1 人 当たり 国民 総 所得 : 1 万 3820 UsD 
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鉄道 の 主要 デー タ 22 へ 、 


創業 1860 年 

営業 キロ 2494km 

軌間 別 1744km (1520mm) 
68km (750mm) 
22km (1435mm) 

電化 キロ 122km (AC25kV50Hy) 


列車 運転 線路 右側 通行 
年 間 旅 客 輸送 量 480 万 人 

3 億 9100 万 人 キロ 
年 間 貨物 輸送 量 4800 万 トン 
133 借 4400 万 トン キロ 
DL255 EMU/96 DMU/igs 
PC/154 FC/9581 


車両 数 


リト アニ ア 鉄 道 
Lietuvos Geleinkeliai (LG) 
URL : http:/wwwllitrailL 


次 道 の 歴史 


最初 の 鉄道 は 、 帝政 ロシア 時 代 に サン クト ペリ 
ブル ク St. Petersburg と ポー ラン ド の ワル シャ リ 
Warsawa を 結ぶ べく 建設 され た 路線 で あり 、 う ト 
ヴィ ア の ダウ ガ フ ビル ス Daugavpils か ら 南 ト L て 
ビリ ニュ ス Vimius ま で が 1860 年 に 開通 し て いる 
ビリ こ ニュ ス か ら 南 へ は 、 ヴァ レナ Varena を 経 〈 
フル ー シ の フロ ドナ Frodna まで が 1862 年 に 敵 
また 支線 と し て カリ ー ニ ング ラー ド Kaliningd7 
男 へ の 路線 も 建設 され 、 カウ ナス Kaunas で や W 
タイ Kybartai 間 が 1861 年 に 開通 し た 。 こ うし Y り 
ト ア ニア 鉄道 の 骨格 が 形成 され 、 帝政 ロジ 7 時 NX 
通じ て 現在 の 路線 網 が 建設 それ て いる 。 

ロシア 革命 に よる 独立 後 は リト アー 
が 1920 年 に 設立 され る も 、 ソビエト 連邦 に 編 人 『 
は ソ ビ エ ト 連 邦 鉄 道 (Sovetskie Zheleznye DO 
92D) に 組み 入れ られ 、 1991 年 の 独立 に より 
LG が 発足 し て い ぁ 。 


ee 
史 道 の 特徴 と 開発 計画 レン 


(M Lepaae Petule Buoeniai ne Akm い 財 


ラ ト ァ 、 
Mazeikiai SAkmene で トビ ピア \ 
\ 
O Rokiskis Ob 6 
/ Zoniskelis 0 一 7 ーー ヘー ズ へ 
Kretinga LRadViliskis Daugapls 。 、、 
D ・ Turmantas 
laipedaG19 Hm SIGia Painveys Utena 
Anykseiai 6 
Kedaniai Svencionelai 
バル ト 海 = ニブ / 編 。 
6P 
Sovetk 896giai ma Ceema ag 
ッ ル シェ 座 ) Ma 4 aKaisiadorys 導線 
Kazlu Roda_。 の : aujoii Vina 人 
ロシア / 』kyba Trakaio/”Vilniu 
nged er 和 間 混合 区 間 
ーー テ ーー 2 SR 43571520mm) 
隊 Val laG OAIyus QStasilus 
Mockava SeStokai g や ek 
ar6na 
も 。 ee いす ーー』 さき -ー 
ポー ラン ド / NUM - 人 ) Druskininkaio り MarcinkonVs ベラ ルー シ MR 
数 字 は 計 な 都市 人 口 (万 人 ) 
WCzewonka ーー - り 半 100 200 
ヒー ニーーー と 。 


ロシア の 鉄道 規格 を 引き 継い だ リト アニ ア の 鉄 
道 は 、 軌間 が ロシア と 同じ 1520mmm で あり 計 ビ リ 
ニュ ス 近郊 の 一 部 区 間 を の ぞ き 非 電化 で ある また 
か つて は 、 軌間 750mm の 軽便 鉄道 や 第 1 次 世界 天 
戦中 に 占領 中 の ドイ ツ 軍 が 建設 し た 軌 問 600mm 
の 軍用 軽便 鉄道 な ども 数 多く 残っ で いた が 、 現在 
で は パネ ヴェ ジー ズ Paneves~ ア ニク シ チ ェ エイ 
Amyksciai 間 が 観光 用 に 残さ れ て いる の み で ある 。 

旅客 輸送 は 、 ビ リニュ ス と ロシア の モス クワ や サ 
ンク トペ テル ブル ク 、 ベラ ルー シ の ミン スク Minsk 
な ど と の 間 に 国 際 列 車 が 運行 され て いる 。 モス クワ 
か ら ミ ンス ク を 経て カリ ー ニ ング ラー ド に 至る 列 
車 も リト アニ ア 国 内 を 通過 する 。 国内 旅客 列車 は ビ 
リニュ スー カウ ナス 間 な どの 幹線 系 統 を 中 心 に 運 
行 され て いる が 、 鉄道 の 国内 旅客 輸送 に 占め る シェ 
7 は 人 キロ ベー ス で 1 2% に 過ぎ な い 。 

仙 物 輸送 は 輸出 入 貨物 が トン ベー ス で 約 5 割 を 
中 め 、 国 内 輸送 が 約 3 割 、 ト ラン ジッ ト 貨 物 が 約 2 
と いう 内 訳 に な っ て いる 。 輸送 品目 で は 化学 製品 
お よび 肥料 が 輸入 貨物 の 55% を 占め る 方 、 洒 ・ 
人 油 精製 品 が 国内 貨物 の 約 35%、 ト ラン ジッ ト 任 
物 の 約 296 を 占め て いる 。 その ほ 人 村 計 
上 な ども 多く 運ば れ て いる (いずれ も 2014 年 )。 
フン ジッ ト 貨 物 は 、 バ ルト 諸国 最大 の 錦 易 浴 で ある 

フイ ペダ か ら ウ クラ イナ 方面 を 結 が コン カナ 鋼 


paa ーーー ニー ニニ ュー ーー 


物 列車 や 、 ロシア 本 土 と カリ ー ニ ング ラー ド を 結ぶ 
輸送 が 中 心 と な っ て いる 。 

将来 の 開発 計画 と し て 、 汎 ヨー ロッ パ 回 廊 (TEN-T) 
構想 の Rail Baliica 計 画 ル ー ト と な る ポー ラン ド の 
ワル シャ ワ か ら ビ リニュ ス を 経て ラトビア 方 面 に 
至る 幹線 ルー ト の 近代 化 が 進め られ て いる 。 ポー ラ 
ンド と の 国境 駅 で も る モッ カヴァ Mockava に は 軌 
間 変 更 シ ステ ム SUW2000 が 整備 され て いる ほか 、 
モッ カヴァ ーー シェ シュ トカ イ Sestokai 間 は 1435mm 
と 1520mm の 軌間 混合 区 間 と な っ て いる 。 また 
シェ シュ トカ イ 以 北 へ の 標準 軌 の 延伸 も 計画 され 
て いる 。 藤原 浩 > 


ツウ 
パ 


ロー 山 


の 


@) 
リ 


NIS 


Republic of Poland 


国 の あら まし 


中 央 ヨー ロッ パ に 位 
置 し 、 平 原 地 帯 が 大 部 分 4 
の 国 で 、 北 は バル ト 海 に 壮 
面 し 、 南部 は ボ ヘ へ ミア 山 
地 に 接する 。 北 西部 は 温 
帯 気候 で 、 山 呈 地 帯 は 寒 
帯 気候 と な っ て いる 。 季 
節 に よる 降水 量 の 変動 は 少な く 、 冬季 は 気温 が 零下 
と な る が 雪 の 量 は 少な い 。 住民 は スラ ブ 系 で 、 宗孝 
は カト リッ ク で ある 。 平原 の 国 で ある た め 他 民 族 の 
侵入 を 受け や すく 、 国 名 も 平原 を 意味 する 「 ポ ー レ 」 
が 由来 と な っ て いる 。11 世 紀 に ポー ラン ド 王 国 が 成 
立 し た が 、 隣 国 の ドイ ツ ・ ロ シア (ソ連 ) の 両 大 国 に 
支配 され る こと が 多く 、19 世 紀 以 降 は 帝政 ロシア 、 
続い て ソ連 の 支配 を 受け た 。 国土 の 半分 が 農耕 地 
で 、 主要 農産 物 は 小麦 、 大 麦 な ど で あ る 。 また 石炭 
や 銅 、 銀 な どの 鉱物 資源 も 豊富 に 有 し て いる 。 旧 ド 
イツ 領 で あっ た 石炭 を 産出 する シュ ロン ス ク 地 方 
や バル ト 海 沿岸 で 工業 も 盛ん で ある 。 社会 主義 の 誤 
退 の 引き 金 と な っ た 「 連 帯 」 の 発祥 地 グ ダニ スク の 
造船 工業 も 有名 で ある 。 


ポーランド 共和 国 

人 口 :3822 万 人 (2014 年 ) 面積 :31.2 万 km 
主要 言語 : ポ ー ラ ンド 語 

通貨 : ズ ロ チ PLN (1PLN=31.68 円 ) 
国民 総 所 得 :4880 億 USD 

1 人 当たり 国民 総 所 得 : 1 万 2660 USD 
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鉄道 の 主要 デー タ (2013) へ 


(PKP グル ー プ ) 

創業 1842 年 

営業 キロ 1 万 9615km 

軌間 別 1 万 9220km (1435mm) 


395km (1520mm) 


電化 キロ 1 万 1842km (Dc3ky 
列車 運転 線路 右側 通行 
年 間 旅 客 輸送 量 ” 2 億 2040 万 人 
/226 億 9300 万 人 キロ 
年 間 貨 物 輸送 量 1 億 2350 万 トン 
グ 332 億 5600 万 トン キロ 
車両 数 EU1709 DU1634 EMUZes 


DMU/12 PC/4217 FC6 方 3600 
"2009 年 の 数 値 


ee 
運営 組織 

お 1 TI 本 商科 Er ュー 

ポー ラン ド 国 鉄 (持株 会 社 ) 

Polskie Koleje Panstwowe Spolka Akoyjna (PKP ) 

URL: http:7pkpsa.p| 

ポー ラン ド 国 鉄線 路 会 社 

(鉄道 イン フラ 管理 事業 ) 

PKP Polskie Linie Kolejowe SA (PKP PLK) 

URL:http:7Www plk-sa.p| 

PKP イ ンタ ー シ テ ィ 

( 長 距離 旅客 輸送 事業 ) 

『KP Interdity Spolka Akoyjna 

URL : http:wwwintercityp| 

地域 輸送 会 社 

(中 短 距 離 旅客 お よび 地域 旅客 輸送 事業 ) 

Przewozy Regionalne SP z.o.o (PR) 

URL: nttp7/Www przewozyregionalnepl 

PKP 貨物 

(貨物 輸送 事業 ) 

PKP Caroo Spelka Akcyjna 

URL : http7/Www pkp-cargo.pl 

DB シェ ンカ ー・ ポ ー ラ ンド 

(貨物 輸送 事業 ) 

DB Schenker Rail Poska sA 

URL: http:wwwraildbschenkerpl 


ン 人 鉄道 の 歴史 


た 戦 終了 後 、 国 の 位置 が 250km ほ ど 


誤 2 次 世 り 
MT た た め 、 現在 の ポー ラン ド 領 で の 最初 の 
金 前 部 区 間 が 1842 年 に 開業 し た ヴ ロ ツ ワ フ 
nodew~ ェ ス ウォ ヴィ ツェ Myslowice 間 を 結ぶ 
馬 > プ 銚 道 で ある が 、 本 来 の ポー ラン ド 領 内 に 
ju いて は 、 1845 年 6 月 に ワル シャ ワ ・ ウィ ー ン 鉄道 
( 間 1435mm の ワル シャ ワ Warszawa て グロ ジ 
が マ ヴィ エ ツ キ Grodzisk Mazowiecki 間 が 最 


紀 に 開業 し た この 鉄道 が 1848 年 に 全線 開業 する 
> と に より 、 ベル リン と 結ば れ て いた 上 シレ ジア 鉄 
道 と ヴ ロ ッ ワ フ で 、 皇帝 (カイ ザー) フェ ルディ ナ 
ッ ド 北 部 鉄道 と ウィ ー ン 、 ま だ ソ ンク 2 シン レ 
ジア 鉄道 と つなが り 中 欧 の 基本 鉄道 路線 網 が 形成 
され 、 ワル シャ ワ は 他 の ヨー ロッ パ の 首都 と 結ば れ 
7 
18 世 紀 後 半 か ら 第 1 次 世界 大 戦 終結 まで 、 ポー 
ラン ド の 領土 は ロシア と プロ シア ・ オ ー ス トリ クア の 
3 帝国 に 分 割 統治 され 、 それ ぞ れ の 政治 的 ・ 戦 略 的 
方 針 に より 鉄道 は 地域 ご と に 違っ た 形 で 建設 され 
た 。 西 側 の プロ シア 占領 地域 で は 迅速 か つ 広 範囲 に 
鉄道 綱 が 整備 され た の に 対 し 、 南部 の ガリ ツィ ア 
Galicia 地 域 を 支配 する オー スト リ ア は 計画 性 が な 
く 鉄道 を 敷設 し た 。 また 、 ロ シア が 占領 し た 東部 で 
の 鉄道 整備 は 遅れ 、 軌 間 も ロ シア ゲー ジ (1524mrw) 
が 採用 され 、 西 ヨ ー ロ ッ パ か ら の 列車 が 直接 乗り 人 
れ で き な い よう に し た 。 と の 結果 、 線路 の 敷設 密度 
は 、100kmi あ た り 西 部 で 11km 以 上 、 南 部 で 5.5krm 
中 央 お よび 東部 で は 2.7km と 、 地域 に より 大 き く 異 
な っ た 。 

第 1 次 世界 大 戦後 、 共和 制 の ポー フン ド が 再生 
し 、3 国 に よ り 別々 に 整備 され た 鉄道 綱 を 1 つの 鉄 
道 シ ステ ム に 統合 する 作業 は ポー ラン ド の 再建 に 
と っ て きわ め て 重要 で あっ た 。 1926 年 9 月 に ポー 
ラン ド 大 統領 倒 に より ポー ラン ド 国 鉄 PKP ( ベ カ 
べ ) (Polskie Koleje Panstwowe) が 設立 され た 。 ま 
た 、1936 年 に ワル シャ ワ の 都心 員 通 線 に お いて 電 
車 (DC3kV) の 運行 を 開始 し た 。 

第 2 次 世界 大 戦 の 終結 に と も な い 戦 前 の PKP 炊 
追 紅 の ほぼ 3 分 の 1 は ソ ビ エ ト 連邦 に 吸収 され 、 ワ 
ル シ ャ ワリ ょ り も ベル リン に 向かっ て 幣 備 され て V/ 
た 西部 と 北部 の 地域 が 新しく ポー フン ド 領 に な っ 
た 。 ま た 戦争 に より 鉄道 イン フラ の 約 3 分 の 1 が 破 


TO フ 77057 アア 
填 さ れ 、 修復 に は 慕 大 な 資金 が 必要 だ っ た 。 さら に 
ASE ト 連邦 の 支配 地域 で は 軍事 物資 の 輸送 が 容 
易 な よう に ロシア ゲー ジ に 改 軌 し て いた の で 、 第 1 
次 世界 大 戦後 と 同様 に 多く の 路線 を 標準 軌 
(1435mm) に 戻す 必要 が あっ た 。 

第 2 次 世界 大 戦後 、PKP の 輸送 量 は 、 ン ビエ ト 連 
邦 か ら 東 ドイ ツ へ の トラ ンジ ッ ト (通過 ) 貨物 を 取 
り 扱う た め に 大 幅 に 増加 し た 。 これ に 対応 する た 
め 、 ソ ビエ ト 鉄 道 (SZD) と PKP で は 軌間 が 違う の 
で 本 格 的 な 積み 替え 設備 が テレ スポ ー ル Terespol 
近く の マ ワ シェ ヴィ チェ Malaszew1cZe に 建設 され 、 
ピー ク 時 に は 年 間 3000 万 ト ン 以 上 の 貨物 が 積み 替 
えら れ た 。 こ の 期間 の 主 な 開業 路線 と し て 、 中 央 幹 
線 鉄道 (CMK。 延長 225km。 1977 年 開業 )、 隣国 の 
ウクライナ と を 結ぶ 広軌 (1520mmm) の 鉄鋼 ・ 硫 黄 
線 (Linia Hutmiczo Siarkowa:LHS (エル ハー エス )。 
延長 395km。 1979 年 開業 ) が ある 。 

戦後 復興 の の ち 自動 車 交 通 と 航空 機 輸送 が 急速 
に 発展 し た と こと に より 、 ヨーロッパ の は と ん どの 鉄 
道 は 輸送 量 を 減ら し て いっ た 。 し か し 、 ボー ラン ド 
の 産業 は 南部 に 集中 し 、 シ ュ ロ ンス ク Slask (シレ ジ 
ア gilesia) 地方 の 石炭 を 全国 に 供給 する と と も に 北 
部 の 港 か ら 軸 出し て お り 、 内 航海 運 が 未 発達 で あっ 
た た め 鉄 道 輸送 に 頼ら ざる を 得 な か っ た 。 また 旅客 
輸送 で は 、PKP が 1967 年 ま で バス や 自動 車 以 上 の 
旅客 を 運ん で いた 。 こ の よう な 理由 か ら 1970 年 代 
に PKP は 年 間 11 億 5000 万 人 の 旅客 と ほぼ 5 億 ト 
ン の 貨物 を 輸送 し 、 ソ ビエ ト 連 邦 を 除い て ヨー ロッ 
パ で 一 番 輸 送 量 の 多い 鉄道 で あっ た 。 

社会 主義 計画 経済 時 代 に お いて 、 鉄道 が 車 点 的 に 
整備 され 、 PKP は コメ コン (経済 相互 援助 会 議 。 
1991 年 7 月 に 解体) 体制 下 の 独占 的 輸送 機関 と し 
て 重要 な 役割 た 果たし た 。 1980 年代 に は 電化 工事 
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テ V い 一 詩 び 


地域 輸送 会 社 (PR) の 旅客 列車 (橋爪 知之) 


ポー ラン ド の 古都 クラ ク フ KrakGw の 中 央 駅 (藤岡 比 左 志 ) 


ポー ラン ド 南 部 オシ フィ エン チム OSwiecim 駅 (藤岡 比 諾 志 ) 
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PKP Cargo の 貨物 列車 (Marcin Lipinski) 


が 強力 に 推進 され 、 1995 年 初 に は 幹線 の ほぼ 全線 
1 万 1600km が 電化 され 、 全 輸送 の 85% 以上 が 電化 
区 間 で 行わ れ た 。 

し か し な が ら 、1989 年 の 民主 化 以降 1990 年 代 の 
初め に か け て 中 欧 と 東欧 に お ける 政治 ・ 経 済 体制 の 
激変 の 結果 、 輸送 体系 の 構造 的 変化 に より 1980 年 
代 と 比べ て PKP の 輸送 量 は 半減 し た 。 また 計画 経 
済 か ら 市 場 経済 へ の 移行 に 対応 する た め に 、PKP は 
経営 戦略 の 見 直し だ け で な く 、 ヨ ー ロ ッ パ 連合 
(EU) 加盟 に 向け て 、 上 下 分 離 と オー プン アク セス 
が 可能 な 体制 に する と と も に 、 国際 協定 で 定め られ 
た 重要 路線 の 整備 な ど が 求め られ た 。 

そこ で 政府 の 最 重要 施策 の 1 つと し て 、1990 年 
代 の 初め か ら 国 営 企業 PKP の 民営 化 を 目指 し た 改 
革 が 進め られ た 。 また PKP の 組織 改革 や 合理 化 と 
並行 し て 法律 の 整備 も 実施 され た 。 国鉄 法 の 改正 が 
1995 年 に 行わ れ 、 PKP は 独立 し た 公共 事業 体 に な 
り 、 1997 年 に は EU の 鉄道 政策 で ある 上 下 分 離 と 
オー プン アク セス を 可能 と する 鉄道 輸送 法 、 さ ら に 
2000 年 に は PKP の 商業 化 ・ リ スト ラ ・ 民営 化 法 が 
制定 され た 。 

そし て 2001 年 1 月 、PKP は 、 鉄道 輸送 法 に 基 づ 
いて PEKP SA (PEP グ ルー プ の 持株 会 社 ) と PKP 
PLK (鉄道 イン フラ 管理 会 社 )、PKP mtercity ( 長 距 
離 旅客 輸送 会 社 )、PKP Cargo (貨物 輸送 会 社 )、 
PEKP Przewozy RegionaIne (地域 旅客 輸送 会 社 ) な 
ど に 商業 化 ・ 子 会 社 化 さ れ た 。 

その 後 、 ポ ー ラ ンド は 2004 年 5 月 に EU に 加盟 
し 、PKP 各 社 の 民 近 化 に 向け て の 改革 が 継続 し て 行 
われ て いる 。 
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鉄道 の 特徴 


ヨー ロッ パ 有 数 規模 ( 約 2 万 km) の 狼 道 
を 持つ ポー ラン ド は 、 ヨー ロッ パ の 中 央 | に 人 放し 
東和 送 机 と 南北 二 が 交差 する 要衝 に ある る の 
め 鉄道 に は 重要 な 役割 が 求め られ て お ぉ り 、BU 間 4 
な ど を 活用 し た 主要 路線 の 改良 や 車両 の 更 
施さ れ て いる 。 ポー ラン ド の 鉄道 で は 、 貨物 答 
黒字 、 長 距離 旅客 輸送 は 黒字 傾向 で ある が 、 地域 
よび 近郊 輸送 は 赤字 の た め 中 央 政府 と 地方 邊 洒 
(voivodship) の 財政 支援 が 必要 で ある 。 

上 下 分 離 と オー プン アク セス を 既に 実施 し て !、 
PKP グ ルー プ の 4 社 (Intercity、Cargo、Przewe 
Regionalme、 グダニスク 地区 の 近郊 輸送 を 行う SKM 
三 Szybka Kolej Miejska w TrGjmiescie) と ポー ラ ツ 
ド の 38 社 、 外国 の 鉄道 オペ レー ター 4 社 な ど 名 
で 52 の 鉄道 オペ レー ター が PKP PLK の 線路 紀 を 
2010 年 に 使用 し た 。 

2010 年 に は 2 億 2125 万 列車 キロ (うち 旅 和 則 
4539 万 列車 キロ 、 貨 物 7586 万 列車 キロ ) の 列 較 
行 し 、 そ の な か で 主要 な も の は Przewogy Re8OIMI 
34%、PKP Cargo 25%、PKP Imntercity 226 で め 
た 。 

な お 、 ソビエト 連邦 と 東欧 ・ 東 ア ァ ジ ア の 久信 
諸国 が 鉄道 連絡 運輸 、 技術 の 確 立 な ど 0 た 
1957 年 に 設立 し た 鉄道 協 力 国 際 機 購 (SUD) 2 
部 は ワル シャ ワ に 置か れ て いる 。 

國 ボ ー ラ ンド 国鉄 会 社 (PKP SA) 8 

PKP 8A は 、PKP PLK、PKP Interel')、 の 
Cargo、 Przewozy Regionalme、PKP SKM 際 は 
PKP LHS、 電 力 担当 の PKP エ ネル ギー、 上 相 
PKP 情 報 を 傘下 に お いて いる 。P pkP 84 は 


p 外 の 民営 化 を | | 様 と し て いる 。 

p ュ ン ド 国 鉄線 路 会 社 (PKP PLK) 
が ン フ ラ を PKP SA が 所 有 し 、PKp PLK に 貸 
re 鉄道 イン フラ を 維持 ・ 党 理 する Pkp 
し 、 秋 道 オ ペレ ー ター か ら 線 路 使用 料 を 後 収 し 、 


jk( 
4 な な ど と と も に 線路 改良 を 実施 し て い ぇ 。 
川 作 


008 和 に ポー ラン ド 政 府 が 源 認 し た 鉄道 ラフ 
2 代 化 衣 画 の 中 で 合計 1000km の 高速 鉄道 網 が 
し れ た 。 優先 建設 路線 と し て ワル シャ ワ か = 
ッッ ジ LGdZ を 経由 し て ポ ズ ナ ニ ン ヴ ロッ ワ フ A の 
y 背 放線 (350kh 運 転 、 延長 約 450km) かぁ っ 
を 。 し か し 在 米 線 の 整備 を 優先 する た め 201 1 年 に 
この 計画 は 凍結 され た 。 

還 PKP イ ンタ ー シ ティ 会 社 (PKP Interciy) 

2011 て 2012 年 は 1 日 に 国内 列車 341 本 、 国際 列 
車 を 50 本 運行 し た 。2008 年 ま で 機関 車 と 運転 二 は 
PKP Cargo か ら 借り て いた が 、PKP Cargo の 再編 に 
ょ り 約 300 両 の 機関 車 と 関連 職員 1200 人 が Pkp 
Imterety に 移籍 し た 。 さら に 2008 年 12 月 の PKP 
Przewozy Regionalme の 改革 に 伴い 、 地域 間 輸 送 業 
務 が 移管 され た 。 

PKP mtercity は 、 ワ ル シ ャ ワ を 中 心 と する 路線 に 
お ぉ いて 、 ア ルス トム Alstom 社 の 非 振子 式 ペ ンド 
リー ノ (性能 上 の 最高 速度 は 250kmh、 営業 最高 束 
度 200kmWh) を 用 いて 「 エ クス プレ ス ・ イ ンタ ー シ 
ティ ・ プ レミ アム Express ImterOity Premium」 の 運 
行 を 2014 年 12 月 か ら 開 始 し た 。 

邊 地域 輸送 会 社 (Przewozy Regionalne) 

ボー ラン ド 最 大 の 旅客 鉄道 す オペ レー ター で 、 地方 
上 治 体 の た め に 地域 輸送 を 実施 し て い \ た が 、 2008 
年 に 国会 で 承認 され た 改革 案 に ま り PKP Przewozy 
egionalne の 所 有 権 は 中 央 政府 か ら 16 の 地方 自治 


休 に 2009 年 末 に 譲渡 され た 。 これ に 伴い 会 社名 か 
いい 『 が 陰 か れ た 。 地域 窒 送 に 関す る 入札 は 
の 目 治 体 が 行い 、 PrzeWozy Regionalne 以 外 の オ 
ノー ター が 選択 され る こと も ぁ ぇ 
園 PKP 貨物 会 社 (Pkp Cargo) 

パー フン ド 最 大 の 鉄道 貨物 オペ レー ター で あり 
国内 に お いて ト ン キ ロ ベ ー ス で 59%、 ト ン ベ ペー ス で 
20% の シェ ア が ある 。EU 内 で は pp Shenker Rai 
に 交 い で 2 番目 に 大 きい 鉄道 作物 オペ レー ター で 
ある 。 1 日 に 最大 1000 本 の 貨物 列車 を 運行 し 、 ト ン 
ペー ス で 国内 輸送 が 47%、 国際 輸送 (トラン ジット 
を 含む ) が 539 で ある 。 平 均 輸送 距離 は 263km、 全 
体 の 46% を 石炭 が 占め て いる 。 

また PKP Cargo は 、 シ フィ ノウ イシ チェ Swinoujscie 
ど ウ ェ ー デ ン の イー スタ ー ド Ystad 間 で 鉄道 フェ 
リー も 運行 し て いる 。 

2008 年 以降 、 車両 工場 や 留置 施設 ・ 要員 の 大 規 
模 な 削減 が 実施 され 、 2013 年 10 月 に ワル シャ ワ 証 
券 取引 所 に 初め て 上 場 さ れ た 。 


に 」 
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イン フラ 環境 実施 計画 (Program Operacyjny 
Imfrastructura i Srodowisko :POS) に 基づい て 路 
線 網 の 改良 が 実施 され て いる 。 幹 線 の 近代 1 上 に 重点 
が 置か れ 、 160kmh 運 転 が 可 能 な 路線 を 増やし 、 ワ 
ル シ ャ ワー ク デ ィ ニ ア Gdymia 間 は 200krmh 走 行 を 
目標 と し て いる 。 

中 央 幹線 (CMK) の 電気 方 式 を DC3kV か ら 
AC25kV50Hz に 変更 する 計画 も あり 、 そ の 時 に は 
ペン ドリ ー ノ の 最高 速度 は 250kmh に な る 。 ま た 大 
規模 駅 の 再建 や 改良 も 実施 し て いる 。 秋山 芳 弘 > 


テテ 一 碁 O 二 こ ロー 山 恨 史 
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国 の あら まし 


ヨー ロッ パ の ほ ば ぼ 中 心 に 位置 する 共和 制 国家 。 首 
都 プ ラ ハ を 中 心 と する ボヘミア 地方 は 、 古 く よ り ド 
イツ の 影響 を 強く 受け 、 3 Ma 
マ 帝 国 の 中 心 都 
市 と し て 繁栄 し 
16 世 紀 以 降 は 
オー スト リア の 
ハプスブルク 家 の 支 配下 に 置か れ て きた 。 また 地理 
的 に 極め て 重要 な 位置 に ある こ こと か ら 、 幾多 の 戦争 
の 舞台 と も な っ た 。 第 1 次 世界 大 戦 の さなか の 
1918 年 、 オ ー ス トリ ア ・ ハ ン ガ リー 帝国 の 解体 に よ 
り 、 東 に 接する スロ バキ ア と 合 一 し て チェ コス ロバ 
キア が 誕生 する 。 第 2 次 世界 大 戦 期 に は ナチ ス ・ ド 
イツ の 介入 に より チェ コ と し て 独立 し た が 、 戦後 は 
再び チェ コス ロバ キア と な り ソ 連 の 影響 下 に 置か 
れ た 。 1968 年 の 民主 化 運動 「 プ ラ ハ の 春 」 は ソ連 の 
軍事 介 人 に より 挫折 する も 、 翌年 に は 連邦 制 に 移行 
し 、 ソ連 月 壊 後 の 1993 年 に チェ コ と スロ バキ ア は 
分 離 、 独 立 を 果たし て いる 。 1999 年 に 北大 西洋 条約 
機構 (NATO)、2004 年 に は ヨー ロッ パ 連 合 (REU) 
に 加盟 。 中 欧 屈 指 の 工業 国 で あり 、 ビー ル の 1 人 当 
た り の 消費 量 が 世界 一 で ある こと で も 知ら れる 。 


チェコ 共 和 国 

人 口 : 1074 万 人 (2014 年 ) 面積 :7.9 万 knf 
主要 言語 : チェコ 語 

通貨 : チェ コ ・ コ ルナ CZK (1CZK=4.72 円 ) 
国民 総 所 得 : 1905 億 USD 

1 人 当たり 国民 総 所 得 : 1 万 8130 USD 
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EE ェ コ sss = 


_ 鉄道 の 主要 デー タ (2013 錯 へ 
2 


創業 1839 年 

営業 キロ 9593km 

軌間 別 9491km (1435mm) 
102km (760mm) 

電化 キロ 1796km (DC3kV) 


1374km (AC25KV50Hz) 
47km (DC1.5kV 
列車 運転 線路 右側 通行 
年 間 旅客 輸送 量 1 億 6930 万 人 
69 億 2400 万 人 キロ 
年 間 貨 物 輸送 量 7000 カ トン 
ノ 122 億 7600 万 トン キロ 
EL/903 DU1125 EMUJ63 
DMU/751 PC/4006 
FC3 万 6506 SL24 


車両 数 


運営 組織 


チェ コ 鉄 道 イ ン フラ 管理 機構 

(鉄道 イン フラ 管理 事業 ) 

Sprva Zeleznienf Dopravnf Cesty (SZDC) 
URL : http:/ 人 www.sZdc.Z 

チェ コ 鉄 道 

(旅客 輸送 事業 ) 

Ceske Drahy (CD) 

URL: http:/ 人 wwwr.cd.CZ 


チェ コ 貨 物 鉄道 

(貨物 輸送 事業 ) 

CD Cargo 
URL:http:/Www.cdcargo.Cz 


半 


鉄道 の 歴史 


「 コ の 鉄道 の 歴 中 は 古く 、1828 年 に ヨー ロ 、 ッ 
補 須 の 公共 鉄道 で ある 選 車 鉄道 が 開通 し 
パト 機関 に よる 最初 の 鉄道 と な っ た の は 、 
旨 / ルド 時 間 の 祖 で ある 銀行 家 マ イヤ ー、 ア 
リル ルム ロス チャ イル ド に よっ て 創設 され 、 オー 
自 の 名 を 冠 し た 星 常 フェ ルディ ナン ト ・ 


スト リ /' き ( 
大 品 人 道 (mperor Ferdmand Northerm Railway) 


の 年 に 開業 し た オー スト リア 初 の 鉄道 は 、 
1839 年 に 現在 の オー スト リア ー チ ェ コ 間 の 国境 を 
紀 え 、 ウ イ ー ン Wien て ブ ジ ェ ツ ラフ Breclay 間 が 開 
る 。 これ が チェ コ 初 の 蒸気 鉄道 で あり 、 1841 年 
c は オロ モウ ツ Olomouc まで 開通 、 現 在 も オー スト 
リア ー チ ェ コ 間 結 ぶ 最 重要 幹線 と し て 機能 し て い 


・。: 財 央 に は 、 チェ コ 西 部 の ボヘミア 地方 と 皇 
帝 フ ェ ル ディ ナン ト ・ 北 部 鉄道 を 連結 する 路線 を 
ォ ー ス トリ ア 政府 が 計画 し 、 1845 年 に プラ ハー オ 
ェ ロ ウツ 間 が 開通 し た 。 以後 も 主 に 民 鉄 に よっ て 鉄 
道 が 電設 され 、 19 世紀 未 に は ほほ 現在 の 路線 網 が 
形成 され た 。20 世 紀 に 入る と 鉄道 の 国有 化 も 進め 
られ 、 皇 帝 フ ェ ル ディ ナン ト ・ 北 部 鉄道 も 1906 年 に 
国有 化 さ れ た 。 

1918 年 、 オ キー スト リア ・ ハ ン ガ リー 帝国 の 解体 に 
ょ り チ ェ コ スロ バキ ア が 誕生 し 、 鉄道 組織 も チェ コ 
スロ バキ ア 国鉄 (Ceskoslovensk6 St4tmf Drahy: 
(CSD) と し て 独立 し た 。 第 2 次 世界 大 戦中 の 一 時 的 
な 分 離 は あっ た が 、CSD と し て の 運営 は 1992 年 ま 
で 続い た 。 そし て 1993 年 1 月 1 日 の チェ コ お よび 


に 
ま 


ーーー 


チェ スケ ー・ ブ ディ ェ ヨ ヴィ ツェ Ceske Budejovice 駅 (鹿野 博 規 ) 


スロ バキ ア の 分 離 ・ 独 立 に より 、 チェ コ 国 内 の 鉄道 
は チェ コ 鉄 道 (Ceske Drahy :CD) と し て 新 発 足し 
7 

CD は 2003 年 に は 鉄道 事業 を 運営 する 政府 出資 
の 株 式 会 社 に 改組 され 、 同時 に イン フラ の 保有 ・ 管 
理 を 担う チェ コ 鉄 道 イ ン フ ラ 管 理 機構 (Sprava 
Zelezniem Dopravmi Cesty :SZDC ) が 発足 し 、EU 
が 推進 する 上 下 分 離 と オー プン アク セス が 実現 し 
た 。 さらに 2007 年 に は CD の 貨物 部 門 を 分 離し て 
チェ コ 貨 物 鉄 道 (CD Cargo) が 誕生 し て いる 。 

また 社会 主義 時 代 に 停滞 し て いた 施設 や 車両 の 
近代 化 も 進め られ 、2005 年 に は イタ リア ・ フ ィ ア ッ 
ト 社 ( 現 ア ルス トム 社 ) 製 の ペン ドリ ー ノ 型 車両 を 
導入 する な ど 、 近 年 は 高速 化 に も 力 を 入れ て いる 。 


鉄道 の 特徴 
国内 路線 網 は 国土 の 中 央 部 を 東西 に 結ぶ 幹線 を 


O ヴ ェ リ ム 鉄 道 試験 線 
チェ コ 共 和 国 の 中 央 ボヘミア 州 の 16 2/3Hz、 DC3KV、 DC1.5KV と ヨー か わら ず こ の 試験 線 で 性 能 試験 を 
ヴェ リム Velim に は 、 チ ェ コ スロ バキ ロッ パ で 一 般 的 な 電化 方 式 全て に 対 行っ て いる 。 (櫻井 康裕 ) 


7 時 代 に 建設 され た 実験 線 が ある 。 
約 13km の 長 距離 、 約 4km の 短 距 離 
の 2 つの 単線 周回 線 か ら な っ て お り 、 
長 郊 線 で は 一 般 列車 で 210kmh、 車 
体 人 作 制 御 機構 つき だ と 230kmh 
まで の 走行 試験 が 可能 ( 短 距離 線 は 
20kWy と な っ て いる 。 

人 電源 は AC25kys0Hz、AC15KV 


応 し て お り 、 1995 年 に は は チェ コ 鉄 首 


公団 (CD) の 管理 を 離れ た 形 で 運営 ' 


され て いる 。 

語 直行 が 可能 か つ 同時 に 牧 
の 電源 方 式 で の 試験 が 行え る こと か 
ら 、 現 在 で は ヨー ロッ パ の 各 メ ー 
カー で 開発 され た 新型 車両 の 多く 
が 、 チ ェ コ で の 走行 予定 の 有無 に か 


Czech Republic 


CD Cargo の 貨物 列車 (橋爪 和み ) 


主軸 と し 、 各 方 面 で 周辺 各国 と 結ば れ て いる 。 中 長 
距離 列車 は 大 半 が 首都 プラ ハ を 起点 ある い は 通過 
する ルー ト で 運行 され 、 チェ コ 国 内 を 縦断 する 形 で 
運行 され る 国際 列車 も 少な く な い 。 ま た オー プン ア 
クセ ス に より 、CD 以 外 に も レオ エク スプ レス 
LeoExpress や レギ オジ ェ ッ ト REGIOJET な どの 民 
間 事 業者 が 旅客 列車 を 運行 し 、 主要 ルー ト で CD と 
競合 関係 に ある 。 

旅客 輸送 に お いて 、CD の 現在 の 看板 列車 は 、 
2005 年 に 登場 し た 「 ス ー パ ー シ テ ィ Super City」 
(SC) と 、 2014 年 に 運行 を 開始 し た 「 レ ー ル ジェ ッ 
ト railjiet」 で ある 。Super City は 振子 式 高速 車両 で 
ある ペン ドリ ー ノ 680 型 で 運行 され 、 プラ ハー オス 
トラ ヴァ Ostrava 間 な ど で 運 行 さ れ て いる 。 また 
raijjet は 、 オースト リア 連 邦 鉄道 (OBB) が 2008 年 
か ら 導 入 し て いた 高速 列車 と 同型 式 を CD で も 導入 
し 、2014 年 か ら 運 行 を 始め た も の で 、 プ ラ ハ ー 
ウィ ー ン 間 な ど を 結ん で いる 。 両 者 と も 設計 最高 束 
度 は 230kmh で ある が 、 チェ コ 国 内 で は 最高 速度 
は 160kmh で の 運行 で ある 。 


〇 チェ コ の 鉄道 車両 メー カー 「 シ ュ コ タダ | 


2005 年 に 登場 し た CD の 看板 列 ス ー パ ー シ テッ の M 
貨物 輸送 は 石炭 太 び コー クス で 人 生 am 
30% を 占め 、 鉄鋼 製品 や 建築 資材 人 
シェ ア も 大 きい 。 また 全 租 送 量 の 10% 和 ん 。、。 
ナ 輸 送 が 占め 、 ドイ ソン の パンプ ルク Pamm 語 識 
起点 と し た 列車 、 中 国 か ら 中 央 アジ ァ を 衝 。 
「 コ ユー ラ シ ア ・ ラ ンド ブリッ ジ 」 た よる 回 コッ 。。 
列車 も 運行 され て いる 。 近年 の 貨物 輸送 量 は 和 j 
向 に あり 、CD Cargo が 1 日 あたり 平均 1200 本 6 


の 貨物 列車 を 運行 し て いる ほか 、CD Cg 


貨物 事業 者 の 参入 も 相次い で いる 。 


将来 の 開発 計画 


ーー 
今後 の 計画 と し て 幹線 系 統 の 高 玉 化 が 稚 95 


て お り 、 最高 時 速 を 160kh か ら 200(C 


区 間 で は 230kmh に 引き 上 げ る 改良 工事 が 2009 
年 か ら 行わ れ て いる 。 また 貨 客 と も に 多く の 一 市 
車 が 走る ドイ ツ の ドレ ス デ ン Dresden か 5 アプ 2 ハ 
に 全 る ルー ト で は 、 高 速 新 線 の 建設 構想 も ある 。 
く 藤 原 浩 > 


チェ コ 共 和 国 の プル ゼニ 州 の 
Pen に 所 在 す る 「 シ ュ コ タダ Skoda」 
は オー スト リア 帝国 時 代 か ら 有力 な 
重工 業 メ ー カ ー で あり 、 チ ェ コ スロ 

。 バキ ア で 必要 と され る 多く の 鉄道 車 
両 を 製作 し て きた 。 ま た 技術 力も 高 
く 、 唯一 自前 の 技術 に よっ て 交流 電 
気 車 や チョ ッ パ ー 制 御 車 、 イ ン バ ー 
ター 制御 車 を 開発 製造 で きた 。 コメ 
コン に お いて チェ コス ロバ キア が 電 
気 機関 車 の 製造 国 と 指定 され た こと 
_ も あり 、 冷 戦中 に は 多数 の 電気 機関 
、 車 が コメ コン 諸国 に 輸出 され て い 
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る 。 民主 化 後 は 輸送 需要 の 減少 や 技 
術 的 な 停滞 か ら 国際 競争 力 を 失っ て 
お り 鉄 道 車両 の 製作 数 が 激減 し て い 
た が 、2000 年 代 以降 は 技術 水準 の 追 
い 上 げ か ら 再 び チ ェ コ や スロ バキ ア 
以外 の 他国 に 対す る 車両 輸出 を 行え 
る よう に 回 復 し て いる 。 

2015 年 に は チェ コ 製 の 電気 

還 が ドイ ツ の ニュ ルン ペル クー ミー 
ン ヘ ン 間 で 最高 速度 189kmh で の 
和博 交 する 
< 井 康 答 > 
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etoou か AA 革 


Slovak Republic 


スロ バキ ア 


国 の あら まし 


中 央 ヨー ロッ パ に 位置 する 共和 国 で 、 国土 の 大 部 


湿潤 気候 が 中 央 

部 、 大 陸 性 の 寒 帯 

湿潤 気候 が 東部 

と 、 それ ぞ れ 気候 Bratislava 

の 変化 が ある 。 住民 は スラ ブ 系 で 、 国名 も スラ ブ の 
名 を 鶴 し て いる 。 6 世紀 ご ろか ら ス ラブ 人 が 移住 し 、 
9 世紀 に は 大 モラ ビア 王国 が 栄え た が 、 10 世 紀 に マ 
ジャ ー ル 人 に 征服 され 、 20 世 紀 ま で 1000 年 間 、 ハ 
ン ガ リー の 支配 下 で あっ た 。 第 1 次 世界 大 戦後 、 丁 
隣 の チェ コ と 連邦 を 形成 し チェ コス ロバ キア と 称 
し て いた が 、 ナチ ス ド イ ツ の 下 で 一 時 独立 し た 。 戦 
後 再 び チ ェ コ と 連邦 を 形成 、 1960 年 に チェ 回 
バキ ア 社 会 主義 共和 国 と な っ た が 、 民主 1 L の 進展 と 
と も に 、 1993 年 に 連邦 解体 で スロ バキ ア 共 和 国 と 
し て 独立 する 。2004 年 に NATO お よび EU に 加盟 し 
た 。 主要 産業 は 自動 車 製造 で 、 ヨー ロッ パ の 主 表 
メー カー の 組み 立て 工場 が 国内 に ある 。 また 電気 機 
器 産 業 も 盛ん で ある 。 


分 は 山岳 地帯 で ある 。 西 央 海洋 性 気候 が 西部 、 温暖 


⑯ プ ラチ スラ バー 


金 ス ロバ キア 共和 国 

人 口 :545 万 人 (2014 年 ) 面積 :4.9 万 knf 
主要 言語 : スロ バキ ア 語 、 ハ ン ガ リー 語 、 ロマ ニ 語 
通貨 : ユ ー ロ EUR (1EUR=129.80 円 ) 

国民 総 所 得 : 930 億 USD 

1 人 当たり 国民 総 所 得 : 1 万 7200 UsD 
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鉄道 の 主要 デー タ (2013 生 >、 


創業 1848 年 

営業 キロ 3905km 

軌間 別 3631km 435mm) 
209km (1520mm) 
40km (000mm) 
25km (760mm) 

電化 キロ 760km (AC25kVs0H) 


47km(AC15kV16 比 


892km (Dck り 。 8 旨 
年 間 旅客 輸送 量 4430 万 人 
ノ 24 億 2100 万 人 
年 間 貨物 輸送 量 3630 万 トン 
ン 68 億 1040 万 トン キロ 
車 両 数 EU511 DU537 EMU6g 
DMU177 PC1028 FCI カ am 
SL5 
運営 組織 


スロ バキ ア 共 和 国 鉄道 (鉄道 イン フ フ 管 理事 業 ) 
Zeleznice Slovenskej Republiky (ZSR) 

URL : http:/WWWw.zsrsk 

スロ バキ ア 鉄 道 

(旅客 輸送 事業 ) 

Zelezniena Spoloenost Slovensko (ZSK) 
URL:http:www slovakrail sk 

スロ バキ ア 貨 物 鉄道 

(貨物 輸送 事業 ) 


2eleznicna spolocnost Caroo Slovakia 
(2SSk Caroo) 


URL: http7Www zscargo.sk 


首都 ブラ チ ス ラバ の ター 


ミナ ル で ある 中 央 駅 (橋爪 瞬 ) 


ピピ 鉄道 の 歴史 
四 在 の 首都 ブラ チ ス ラバ Bratislava で 


1840 年 に 

た 項 車 鉄道 が スロ バキ ア 初 の 鉄道 で ある 回 
ぇ れ て い る 。 共 気 機関 に よる 初め て の 次 道 は 、 1848 
さ 通し た ウ ィ ー ン Wien て ブラ チ ス ラバ 間 で あ 


年 に 開 "て 
り 、24 後に は ハン ガ リー の ブダ ペスト Budapest ま 


通 、 プ ラ ハ も 含め て オー スト リア 番 国 内 の 主要 


で 休 

導 市 が 結ば れ た ? 1872 年 に は 、 ス ロバ キア 第 2 の 都 
市 で ある 東部 の コシ ツェ KOosice と チェ コ ご 東部 の 交 
骨 の 要 休 で ある ボ ミー ン Bohumn 間 が 開通 し 、 


齋 欧 へ の 鉄道 輸送 路 が 確立 し た 。 さ ら に は 1883 年 
に ブラ チ ス ラバ ー ズ ィ リ ナ Zima 間 が 結ば れる な 
ど 、 19 世 紀 末 に は 現在 の 幹線 網 の 骨格 が 出来 上 
が っ た 

20 世 紀 に 人 る と 鉄道 の 国有 化 が 進め られ る と 同 
時 に 、 山岳 地帯 に 多く の ロー カ ル 線 が 開業 し た 。 
ロー カル 民 鉄 は 電気 鉄道 と し て 建設 され た 路線 が 
を く 、 軌 間 760mm あ る い は 1000mm の 狭軌 鉄道 も 
な く な い 。 1918 年 に は オー スト リア ・ ハ ン ガ リー 
帝国 の 解体 に より チェ コス ロバ キア が 誕生 、 鉄道 組 
織 も チェ コス ロバ キア 国鉄 (Ceskoslovenske St4tm 
Drahy :CSD) と し て 独立 し た 。 第 2 次 世界 大 戦中 の 
ー 時 期 、 国家 の 分 離 に よ り 鉄 道 組織 も 分 離し た が 、 
第 2 次 世界 大 戦後 は 再び 統合 され 、 (CSDIGWI2@ 
1992 年 まで 運営 され た 。 そし て 1993 年 1 月 1 日 の 
チェ コ お よび スロ バキ ア の 分 離 ・ 独 立 に より 、 スロ 
バキ ア 国 内 の 鉄道 は ス ロバ キア 共和 国鉄 首 
(7eleznice Slovenskej RepubIikKY・ SR) と し て 新 発 
足 を 果たし た 。 

2002 年 、EU が 推進 する 上 下 分 離 と オー プン アク 


ワラ エラ 
フチ スラ バ 中 央 駅 の 構内 (櫻井 康裕 ) 


セス を 実行 する た め 、 輸 送 事業 を 行う スロ バキ ア 鉄 
道 (2clezniena Spoloenost' 8Slovensko : ZSSK) が 設 
立 さ れる 。 こ れ に より ZSR は イン フラ 管理 事業 者 と 
な っ た が 、 2005 年 に は ZSSK が 再 分 割 され 、 旅客 輸 
送 事業 者 で ある スロ バキ ア 鉄 道 (ZS8K) と 貨物 輸 
送 事業 者 で ある スロ バキ ア 貨 物 鉄道 (eleznCn8 
Spolocnost Cargo Slovakia : ZSSK Cargo) の 2 つの 
組織 に 分 社 化 され た 。 

その 後 は 民営 化 が 検討 され 、 一 時 は ZSSK Cargo 
売却 の 入札 も 行わ れ た が 、 政権 交 代 に よる 方 針 転換 
で 民営 化 は 中 止 さ れ た 。 逆 に ZSR に よる 再 統合 が 
検討 され る な ど 政 府 方 針 も 二 転 三 転 し 、 結 果 と し て 
民営 化 も 再 統 合 も 行 な れ な いま ま 、 積極 的 な 合理 化 
だ けが 進め られ て いる 。 


鉄道 の 特徴 


スロ バキ ア の 主要 な 鉄道 路線 は 軌間 1435mm の 
標準 皿 で あり 、 一 部 ロー カル 線 に わずか な が ら 狭 軌 
鉄道 も 現存 する 。 また ウクライナ の 鉄道 に 接続 する 
東部 に は 、 ウクライナ か ら の 貨物 列車 が 直通 可能 な 
軌間 1520mm で 敷設 さ れ た 区 間 が 約 200km 存 在 
する 。 

長 距 離 旅客 列車 は 、 周 辺 各国 か ら 直通 する 国際 列 
車 が 主体 で あり 、 特 に ブラ スチ ラバ は チェ コ や オー 
ドリ アハ ン ガ リ ー 間 を 結ぶ 長 距 離 国際 列車 の 中 
継 点 と な っ て いる 。 また 北部 の 幹線 で は チェ コ 、 
ポー ラン ド か ら の 直通 列車 多く 、 チ ェ コ 鉄道 (CD) 
の ペン ドリ ー ノ 型 振子 式 高速 列車 「 ス ー パ ー シ デ イィ 
(SC)」 も 乗り 入れ て いる 。 一 方 で 地方 ロー カル 線 は 、 
すでに 多く の 路線 が 廃止 され た ほか 、 2010 年 以降 


アー 


⑩①) 


させ ニ ロ 2 


Slovak Republic 


2012 年 より 運行 開始 し た スロ バキ ア の 205 Vrtky 社 製 861 型 動車 橋爪 和 々 ) 


の 大 規模 な 合理 化 に より 、 旅客 列車 の 運行 を 休止 し 
て いる 線 も 少な く な い 。 軌間 760mm の 軌 で は 、 
トレ ンチ ー ン 電気 鉄道 (TYencianska Elektrck4 
Zelezmica :TREZ) が 唯一 現役 で 存続 し て いる 。 

貨物 輸送 で は 、 鉄 鉱石 が 全 貨物 輸送 量 の うち トン 
ベー ス で 30% を 越え る シェ ア を 占め る ほか 、 石炭 
や 金属 類 も 15% 前 後 の シ ェ ア を 有 し て いる 。 こ れ 
ら 資源 輸送 は 多く が ウクライナ 方 面 か ら 運 ば れる 
輸入 貨物 お よび 国際 通過 貨物 で あり 、 広軌 路線 の 終 
端 で や る コシ ツェ お よび チエ ルナ ・ ナ ト ・ テ ィ ソ ウ 
Cierna nad Tisou に は 、 大 規模 な 貨物 ター ミナ ル が 
設け られ て いる 。 

その ほか ドイ ツ の ハン ブル ク Hamburg 港 と 結ぶ 
国際 貨物 列車 も 数 多く 運行 され 、 近年 は 中 国 と の 間 
に も コン テ ナ 貨 物 輸送 が 行わ れ て いる 。 な お 旅客 ・ 


ーー 


(櫻井 康裕 ) 


ZSSK Cargo の 貨物 列車 
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貨物 と も 、 すでに 数 多く の 民間 事業 者 が な 
チェ コ や オー スト リア 、 ロシア な ど と 国外 の 
運行 する 列車 も 少な く な い 。 


人 し 
業 才 


将来 の 開発 計画 


今後 の 開発 計画 で は 、 幹 線 系 統 の 近代 ( LT 委 廊 
緊 の 課題 で あり 、 ブ プラ スチ ラバ か ら ズ ィ リ ナ 
て 、 ポ ー ラ ンド の 国境 で ある ズバ ルド ン Zwsrdm ま 
で の 243km の 高速 化 事業 が 進め られ て いる 。 玩 
広軌 区 間 を ウィ ー ン まで 延伸 する 構想 が あり 、 
2008 年 に は ロシア と の 間 で 覚書 も 交わ され た 
実現 すれ ば 操車 場 機能 を 失う コシ ツェ を 中心 
対 意見 が 強く 、 進 展 の 見 込み は 立っ て いな い 。 

く 有 藤原 浩 > 


ーー M 
as ジイ リウ 0D 
プラ ハー ズ イ リナ 間 で 運行 する チェ コ の 民間 鉄道 レキ オン エリ 
(橋爪 智 み ) 
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国 の あら まし 


ヨー ロッ パ 中 央 部 に 
位置 する 内 陸 国 で あ 
る 。 ボ へ ミア 山地 と ト 
ラン シル バニ ア 山 地 に 
挟ま れ た ブス タ と 呼ば 
れる ハン ガリ ー 平 原 に あり 、 国 の ほとん ど は 則 吉 
気候 で ある 。 住民 は 、 ア ジア 起源 の ウラ ル 語 系 の 言 
語 を 持ち 、 4 世紀 ヨー ロッ パ に 侵 人 し 、 ゲル マン 民 
族 の 大 移動 の 引き 金 と な っ た フン 族 の 子孫 と も い 
われ 、 英語 の 国名 Humgary の も と と な っ た と の 説 も 
ある が 、 し か し 現地 で は マジ ャ ー ル と 称し て いる 。 
マジ ャ ー ル 人 が 9 世紀 頃 建国 し 、 一 時 は 強大 な 帝国 
と な っ た が 、13 世 紀 に は モン ゴル 、16 世 紀 に は オス 
マン 帝国 の 侵入 を 受け た 。 17 世紀 か ら は オー スト 
リア 領 と な り 、 19 世 紀 に は オー スト リア ・ ハ ン ガ 
リー 二 重 帝国 と し て 、 中 央 ヨー ロッ パ か ら バ ルカ ン 
半島 を 支配 し た 。 第 1 次 世界 大 戦 の 敗戦 に よる オー 
スト リア と の 分 離 後 、 様 々 な 政治 体制 を 変え 、 2012 
年 に 国名 を ハン ガリ ー 共 和 国 か ら ハ ン ガ リー に 改 
称し た 。 主要 農産 物 は 小麦 、 本 菜 な ど で 、 機械 工業 
も 盛ん で ある 。 


人 ハンガリー 

人 口 : 993 万 人 (2014 年 ) 

面積 :9.3 万 km 

主要 言語 : ハ ン ガ リー 語 

通貨 : フォ リン ト HUF (1HUF=0.43 円 ) 
国民 総 所 得 : 1231 億 USD 

1 人 当たり 国民 総 所 得 : 1 万 2410 USD 
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こ 


鉄道 の 主要 デー タ (2012) へ 


創業 1846 年 

営業 キロ 7607km 

軌間 別 7351km (435mm) 
219km (760mm) 
24km (1520mm) 

電化 キロ 2567km (AC25kV50H) 


列車 運転 線路 右 側 通行 
年 間 旅 客 輸送 量 1 億 1100 万 人 
56 億 2100 万 人 キロ 
年 間 貨物 輸送 量 2910 万 トン 
/59 億 2000 万 トン キロ 
EL460 DU501 EMU64 
DMU/350 PC/2831 
FC/2 万 3471 


車両 数 


や 
運営 組織 
ーー ーー- 
ハン ガリ ー 国 鉄 (持株 会 社 ) 
Magyar Allamvasutak Zrt (MAV Zrt) 
Hungarian State Railways 
URL : http:/www.mavcsoport.hu 
ハン ガリ ー 鉄 道 (旅客 輸送 事業 ) 
MAV-Start Zrt 
URL:http:/Www.mavcsoport.hu 
レー ルカ ー ゴ ・ ハ ン ガ リー (貨物 輸送 事業 ) 
Rall Cargo Hungaria 
URL:http:/Wwwrailcargo.hu 
ジュ ー ル ・ シ ョ プロ ン 鉄 道 
Gyor-Sopron-Ebenfurti VasQt (GySEVROeEE) 
URL:http7/Www2.gysevhu 


YY ! 
四 了 = 


1884 年 に 開業 し た 注 厳 な ブダ ベス ト 東 駅 (三浦 一 


の ) 欠 
に ゴリ ー 最 初 の 


ハン 
央 8 が Bud8 と 
vac 間 (延長 35km) で 1846 年 に 営業 を 


と に 民間 会 社 に 売 剤 され た 。 


9 
が 破産 に 源 し た ハン ガリ ー 北 部 鉄道 全社 

fsZak Vasutt4rsas&8) を ハン ガリ ー 政 府 
ま 、 国営 企業 の ハン ガリ ー 国 有 鉄 道 (Magyar 
ak: MAV) が 削 設 で れ た 。 1890 年 に は ほ 


4 の 私 鉄 が 国 有 化 され た 。 

て Oi 代 化 は 早く 、 ディ ー ゼ ル 車 は 1928 年 
導 人 され 、 1930 年 代 に は 旅 答 列 車 の 半数 以上 が 
ティー ゼル 車 の 運行 と な っ た 。 電化 は 1932 年 に 
JC25KV で 開始 され 、 プ ダ ベス トー へ ジェ シュ ハロ 
ム Hegyeshalom 間 (延長 188km) に お いて 、 世 界 
名 の 商用 周波 数 電化 に よ る 営業 列車 の 電気 列車 運 
を 開始 し た 。 

1970 年 代 の 自家 用 車 の 普及 、 また 1980 年 代 の 
鉄道 運賃 値上げ に よる 自家 用 車 へ の シフ ト に より 、 
幅 に 国内 旅客 輸送 が 減少 し た 。 そ と で 、 1991 年 に 
AV2000」 と 題する 10 年 計画 が 策定 され て 、 鉄 
の 近代 化 、 経 営 の 合理 化 が 進め られ た 。 

IAW は 1993 年 に 株 式 会 社 へ と 移行 し 、 全 株 政府 
有 の ハン ガリ ー 国 有 鉄 道 株 式 会 社 (Magyar 
Alamvasutak Reszvenytarsasag : MAV Co Ltd.) と 
な っ た 。2007 年 に は 持株 会 社 (MAV 1) へ と 移行 


己 沈 


ヌ 


フュ ー ル 


"ショ プロ ン 鉄 道 の 列車 (三浦 一 幹 ) 


し 、 旅客 輸送 お よ び 貨 物 輸送 を 担当 する 子会社 が で 
き 、 旅客 輸送 を MAV-Start、 貨物 輸送 を MAV Cargo 
が 担当 する こと に な っ た 。 その 後 、MAV Cargo は 
2008 年 に Rail Cargo Austria に 売却 され 、 同 社 の 子 
会 社 と な り 、2010 年 に Rail Cargo Humgaria に 社名 
を 変更 し て お り 、 MAV Zrt と は 独立 し た 組織 と な っ 
て いる 。 


ーー 一 


鉄道 の 特徴 


ハン ガリ ー の 鉄道 網 は 、 首都 ブダ ペスト を 中 心 に 
放射 状 に 整備 され て お り 、 周囲 を オー スト リア 、 ス 
ロペ ニ ア 、 クロ ア チ ア 、 セル ビア 、 ルーマニア 、 ウ ク 
ライ ナ 、 スロ バキ ア の 7 カ国 と 接し て いる た め 、 
境 を 越え て 各国 を 結ぶ 国際 列車 が 多く 行き 来 する 
な ど 、 国内 輸送 だ け で な く 、 西 ヨ ー ロ ッ パ 諸国 や 東 
ヨー ロッ パ と の 連絡 ルー ト お よび 通過 ルー ト と し 
て も 重要 な 役割 を 有 し て いる 。 また 、 ブダ ペスト は 
汎 ヨー ロッ パ 回 廊 の 第 4 回 廊 、 第 5 回 廊 、 第 10 回廊 
が 通過 し て お り 、 交 通 の 要衝 と な っ て いる 。 

鉄道 運営 は MAV を 中 心 に 旅客 輸送 お よび 貨物 輸 
送 が 行わ れ て いる が 、 その 他 に 、 ショ プロ ン Sopron 
ャ ソン バト ヘイ 8Szombathely 間 (延長 62km)、 ソ ン 
バト へ イン ゼン ト ゴ ッ ト タ ー ド Szentgotthard 間 
(延長 54km) で 旅客 お よび 貨物 輸送 を 行っ て いる 
ジェ ー ル ー シ ョ プ ロン ー エ ー ベ ン フ ルト 鉄道 
(GySRV) が ある 。 また 、 オー プン アク セス 事業 者 と 
し て 、Floyd Zr も や AWT Rail HU Zrt な どの 民間 企業 
が 貨物 輸送 を 行っ て いる 。 


ブタ ベス ト 東 駅 の ホー ム ( 衣 原 浩 ) 
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圏 ハン ガリ ー 鉄 首 
(Magyar Allamvasutak Zr:MAV Zr) 半 
ハン ガリ ー 最 大 の 鉄道 事業 者 で あり 、MAV Zr 


MAV-Start Zrt が 旅客 輸送 、 
\ 車 


F 会 社 で ある 
Trakci6 Zrt が 車両 の 提供 、MAV-G6p6sZet 婦 { カ 
両 の メン テ ナ ン ス を 行っ て いる 。MAV-Start は 、 国 
際 列 車 「 ユ ー ロ シテ ィ 」 や 国内 列車 「 イ ンタ ー ン 
ティ 」 を 運行 し て お り 、 2010 年 の 旅客 輸送 実績 は 、 
1 借 3730 万 人 お よび 75 億 4800 万 人 ・ キ ロ 、 全 交通 
手段 の 旅客 輸送 量 に 占め る 割合 は 旅客 数 ベー ス で 
21.1%、 旅客 数 ・ キ ロ ベ ー ス で 30.5% で あり 、 還 送 
量 は 減少 傾向 に ある 。 

また 、 車両 は MAV-Trakci6 が 保有 し て いる が 、 
MAV-Start へ の 提供 だ け で な く 、 レー ルカ ー ゴ ハン 
を リー Rail Cargo Hungaria を 含む 他 の 鉄道 事業 者 

に も 提供 し て いる 。 近年 で は 2011 年 に 複 電圧 
(AC15kV7AC25KV) 交流 電気 機関 車 を ボン バル 
ディ ア 社 より 購入 し 、 オ ー ス トリ ア や ドイ ツ へ の 国 
際 旅 客 輸 送 に 投入 し て いる 。 国 際 列 車 を 運行 し て い 
る が 、 ウクライナ と は 軌間 が 異な る た め 、 ウ ク ラ イ 
ナ へ の 列車 で の 越境 に 際 し て は 機関 車 の 交換 、 客車 
の 台車 交換 、 貨 車 の 積み 替え が 行わ れ て いる 。 
圏 ヒ レー ルカ ー ゴ ハン ガリ ー (Rail Cargo Hungaria) 

貨物 輸送 業者 で あり 、 元 々 は MAV Zrt の 子会社 で 
あっ た が 、 現在 は Rail Cargo Austria の 子会社 で あ 
る 。 主 な 輸送 品目 は 製鉄 、 鉄鉱 石 、 石炭 、 化学 製品 、 
建設 資材 、 農作物 、 林 産物 で あり 、 2010 年 の 輸送 実 
績 は 3540 万 トン で あっ た 。 

また 、 Rail Cargo Hungaria は 親会社 の Rail Cargo 


ブダ ペ ス ト 東駅 到着 し た イ ンタ ー シ テ ィ (橋爪 拓 み ) 
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Austria を 通し て 、 人 
視 か ら 構 成 さ れる る Xrail 連 合 人 興 
を | 指し て 2010 年 に 設立 ) の メンバ ー と 志 IN 
る 。 


将来 の 開発 計画  、 
2015 年 1] 月 に ハン ガリ ー、 セル ビア .、 Pe 


yy ト 還 
中 国 資本 に よる ブダ ペスト っ ペ ォ ク 。 


Beograd (セル ビア ) 間 (延長 350km) の 
目的 と し た 鉄道 改修 計画 に 合意 し た 。 200kwhy 
速 化 に より 、 ブタ ペスト ー ベ オグ ラー ド 間 の 5 

間 は 現在 の 8 時 間 か ら 2 時 間 40 分 に 短 軟 され z W 
事業 費 は 約 30 億 USD で あり 、 その う ち 中 国 が 8gw 
を 負担 する 計画 で ある 。 改 修 工事 は 2015 年 末 ま ? 
に 開始 され る 見 込み で ある 。 

また 、 ジ ェ ー ル Gyorー ド ウナ ウー イ ヴァ ー ロ ッ + 
Dunaujvaros 一 ザ ホ ニ Zahony (ウクライナ 国 葛 四 
(延長 500km) の 東西 を 結ぶ 新 線 の 広軌 (1520mm) 
で の 建設 が 計画 され て お り 、 ウクライナ や ゃ ロッシ ァ ァ 
の 鉄道 輸送 の 効率 化 を 目指 し て いる 。 

その 他 の 将来 の 開発 計画 と し て 、 既存 路線 の 性 
お よび 電化 が 複数 路線 に お いて 進め られ て いる 。 
く 左 近 奄 正 > 


エッ ラ 記 at ワダ ベス ト 還 秋山 世 ) 


MAV 六 きれ た 新型 の 低 床 式 車両 (所 和 ) 
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むい 


IN 靖 


国 の あら まし 


バル カン 半島 北東 
部 に 位置 し 、 黒海 に 9 
面 し 、 中 央 部 を カル 。。 
パチ ア 山 脈 、 ト ラン 
シル バニ ア 山 脈 が 走 
る 。 南部 の ブル ガリ 
ア と の 国境 に ドナ ウ 川 が 流れ て いる 。 トラ キア 系 ダ 
キア 人 が 先住 民 で ある 。 住民 は ラテ ン 系 の 言語 を 持 
ち 、 国名 が 示す よう に 、 ロー マ 帝 国 の 後継 国家 を 称 
し て いる 。 2 世紀 頃 か ら 東 ロー マ 帝 国 の 支配 下 に 入 
り 、 14 世 紀 に ワラ キア 公国 、 モル ド バ 公 国 な ど が 成 
立 し 、15 世 紀 か ら 19 世 紀 ま で トル コ の 勢力 下 に 
あっ た 。 1881 年 に ルー マニ ア 王 国 と し て 独立 し た 。 
第 2 次 世界 大 戦後 、 1947 年 に ルー マニ ア 共 産 党 の 
一 党 独 裁 体制 下 で ルー マニ ア 人 民 共 和 国 、 1965 年 
に ルー マニ ア 社 会 主義 共和 国 と な っ た 。 1989 年 に 
民主 化 を 達成 し た 。 現 在 の 外交 政策 は 、 EU や NATO 
内 に お いて 、 自国 の 立場 を 強化 する こと を 意識 し て 
いる 。 主要 産業 は 、 鉄鋼 や アル ミ な どの 金属 、 機械 
機器 、 繊維 、 石油 、 小麦 な どの 農業 な ど で あ る 。 石油 
産山 国 で も ある が 、 現在 は 石油 を 輸入 し て いる 。 


全 ル ー マ ニ ア 

人 口 :2164 万 人 (2014 年 ) 面積 :23.8 万 knf 
主要 言語 : ルー マニ ア 語 、 ハ ン ガ リー 語 
通貨 : レイ ROL (1ROL=29.40 円 ) 
国民 総 所 得 : 1719 億 USD 

1 人 当たり 国民 総 所 得 :8560 USD 
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ト 


鉄道 の 主要 デー タ (201 年 ) ヽ 


(CFR グル ー プ ) 

創業 1869 年 

営業 キロ 1 万 946km 

軌間 別 1 万 882km (1 435mm) 


60km (1520mm) 

4km (750mm) 
電化 キロ 3292km (AC25KV50Hy 
列車 運 販路 左側 通行 
年 間 旅客 輸送 量 4850 万 人 

/ 39 億 8830 万 人 キロ 
年 間 貨 物 輸送 量 2760 万 トン 

ノ 54 億 8950 万 トン キロ 


車両 数 EL802 


DL901 EMU/6 


DMU/286 PC/3152 FC/4 万 5050 


ルー マニ ア 鉄 道 鉄道 イン フラ 管理 事業 ) 
Companie de stat Caile Ferate Romane (CFR) 
Romanian State Railway Company 


URL:http:/www.cfrro 


ルー マニ ア 旅 客 鉄道 (旅客 輸送 事業 ) 
Sociletatea Nationala de Transport Feroviar de 
Calatori (CFR Calatori s.A ) 


National Society of RallWay Passenger Transport 
URL:http7www cfrcalatoriro 


ルー マニ ア 貨 物 鉄道 (貨物 輸送 事業 ) 


Socletatea Nationala de Transport Feroviar de Ma 


(CFR Marfa SA ) 
National Society of Rallwa 
URL:http7Wwwcfrmarfa 


国際 列車 が 発送 す る ブカレスト 比 駅 ( 原 沼 


y Freight Transport 
.Com 


リ eR ニア 領内 に お ける 最初 の 鉄道 は 
信人 の / し 業 し た オラ ビ ツ ア Oravita と ドナ 
94 ん rl 共 が め る パ ツ 7 シュ Bazias まで を 


TO x 紀 で ある 。 開業 当初 は 石炭 輸送 専 
0 と っ た が 、 1856 年 より 旅客 輸送 も 開始 
硬 夫 に 。 放 こ の 区 間 は オー スト リア 帝国 の 一 部 で 


0 トリ ア の 旬 織 が 記し て いた 
2 880】 ) 年 間 は イギリス や ドイ ツ の 民間 企 
ニア 政府 か ら 特 許 を 得 て 、 鉄道 の 整備 を 
PawpfSJE イ ギリ ス の EE よっ で 
イニ ア 国 内 に お ける 最初 の 鉄道 で ある 


叶 の 
プ カ ル レス ト BuchareSt ーー ジュル ジュ Giurgiu 間 が 開 
き し た 。1880 年 に ルー マニ フ 政府 は ルー マニ ア 鉄 


(Cale Ferate RomaAne :CFR) を 設立 し 、 当時 の 
ufim0 還 ] 内 路線 は すべ て 国有 化 さ れ た 。 その 後 
ょ CER に より 鉄道 の 建設 が 進め られ 、 1930 年 代 ま 
で に 全国 に 鉄道 網 が 張り 述 ら され た 。 第 1 次 お よび 
次 世界 大 戦 に お いて オー スト リア ・ ハ ン ガ リー 
弟 軍 や ロシア 帝国 の 領土 で ちっ た トラ ンス バニ ア 
Tansyivania、 バナ ト Banat な どの 地域 が ルー マニ 
7 に 併合 され 、 それ ら の 地域 の 鉄道 は ルー マニ ア 鉄 
道 り 管轄 下 に 置か れる こと と な っ た 。 

さら に 20 世 紀 後 半 に 入る と 政府 の 運輸 政策 の 主 
眼 は 鉄道 に 置か れ 、 幹線 の 電化 や 複線 化 、 新た な 電 
機関 車 や ディ ー ゼ ル 機 関 車 の 導入 に よる 鉄道 の 
吉 f 化 が 進め られ た 。 そ の 結果 、1980 年 代 に お ける 
交 の 輸 送 量 は 、 貨 物 輸送 で 70%、 旅 客 輸送 で 40% 
を 占め て いた 。 

1989 年 に は 、1965 年 以来 続い て いた チャ ウシ ェ 


ト $\、 
プシ ル バ こ : 
"地方 の ブラ ショ フ Brasoy 駅 ( 訂 原 治 ) 


スク 独 栽 体制 が 崩壊 し 、 こ れ に 続く 市 場 経済 へ の 移 
行 な ど の 変革 や EU 加 盟 へ の 動き の 中 で 、 ルー マニ 
ア の 鉄道 も 構造 改革 を 迫 ら れる こと に な っ た 。 そ こ 
で 1998 年 に 、 上 下 分 離 や キー プン アク セス な ど に 
関す る EU 指 令 に 適合 する た め 、 それ まで 鉄道 事業 
の すべ て を 行っ て いた OFR は 鉄道 イン フラ 管理 会 
社 と し て 存続 し 、 新 た に 旅客 輸送 を 担う CFR 
Calatori、 貨 物 輸送 を 担う CFR Marfa、 食 堂 車 の サー 
ビス を 提供 する CFR Gevaro 及 び 保 有 車 両 の 処分 な 
ど を 行う SAAF (Societatea de Administrare Active 
Feroviare) の 4 社 が 設立 され た 。 


鉄道 の 特徴 


圏 鉄道 イン フラ 

総 延長 約 1 万 900km に お よぶ 鉄道 は 、 国民 一 人 
当たり の 路線 長 が EU 平 均 を 上 回 っ て お り 、 密 な 
ネッ トワ ー ク が 国 全 体 を 覆っ て いる 。 な か で も 汎 
ヨー ロッ パ バ 第 4 回廊 及び 第 9 回 廊 に 属す る 路線 は 最 
重要 路線 で ある 。 ル ー マ ニ ア に お ける 第 4 回 廊 は ハ 
ン ガ リー 国境 か ら ル ー マ ニ ア を 東西 に 横断 し て ブ 
カレ スト 、 コ ンス タン ツァ Constanta に 至る 路線 と 
アラ ド Arad か ら 南 に 分 岐 し 、 ドナ ウ 川 を 渡り 、 ブ ル 
ガリ ア に 至る 路線 で 構成 され る 。 そ れ ぞ れ ド イツ を 
起点 に 、 黒 海 に 画 する コン スタ ン ツ ァ 港 お よび イス 
タン ブー ル Istanbul (トル コ ) まで を 結ぶ ヨー ロッ 
パ の 主要 幹線 で ある 。 

また 第 9 回 廊 は モル ド バ と の 国境 か ら パ シュ カニ 
Pascam、 プ カ レ スト を 経由 し 、 ブル ガリ ア 国 境 に 至 
る 南北 を 縦断 する 路線 で ある 。 これ ら の 路線 は 
ルー マニ ア 最 大 で あり ヨー ロッ パ 有 数 の 港 で ある 


〇 


ル 


①) 


II 一 


内陸 部 を 

ラッ ッッ ッ ァ 准 ゃ ドナウ) の 河川 半 と 9 
結ぶ 重要 な 役割 を 担っ て いる + ペ ラビ リティ 

> 王 >/ ジ ケーズ ガ 
この 鉄道 綱 は 2004 年 に イグ 。 aj き 続 
対応 と 非 対 応 の 路線 に 分 割 さ 4 た 。 前 5 ナベ ラ ビ 
sfT 田 を イハ ー ロ ッ パ の イン が 

CFR が 管理 を 行い 、 ヨ 者 は 比 


ぎ 理 され て いる 。 f 
3268km で あり 、 そ 
地域 の 民間 企業 に 


リティ 基準 に 適合 べく 1 
芝 的 重要 性 の 低い 路線 延長 
の イン フラ 管理 は CFR か ら 各 
託さ れ て いる 。 

鉄道 イン フラ の 老朽 化 や メン デ 5 
ょ た う 迷 達 性 と 運 生類 度 の 低下 に より 鉄道 は 朋 
力 を 失い つつ ある 。 そ こ で 、 汎 ヨー ロッ パ 第 4 回 
に お ける 約 80 億 BUR に の ぼる 信号 設備 の 更新 や 
色 形 改良 な ど に よる 高速 化 、 輸 送 力 増強 を 順次 進め 
る な ど 、 鉄 道 施設 の 更新 が 行わ れ て いる 。 

圏 鉄道 組織 

1998 年 に CFR の 組織 改革 が 行わ れ 、CFR の 他 に 
新た に CFR Calatori、 CFR Marf&、CFR Gevaro お よ 
び SAAF の 4 社 が 設立 され た 。 また 、 あわ せ て オー 
プン アク セス も 導入 され た 。 

2015 年 時 点 で 旅客 輸送 8 社 、 貨物 輸送 23 社 ( う 
ち 4 社 が 旅客 お よび 貨物 輸送 を 実施 ) が 運行 ライ セ 
ンス を 取得 し て お も り 、 国営 の CFR Calatori や OFR 
Marfa と シェ ア を 争っ て いる 。 

圏 旅客 輸送 

1990 年 以降 、 鉄 道 施設 へ の 投資 が 減少 し た 結果 、 
列車 の 速達 性 や 乗り 心地 が 低下 し 、 1990 年 に は 約 
300 億 人 キロ だ っ た 輸 送 量 は 2013 年 に 44 億 人 キ 
ロ ま で 減少 し た 。 現在 は 総 輸送 量 (人 キロ ) に 占め 
る 道路 の 割合 が 83% で ある の に 対し て 鉄道 は わ ず 
か 4.5% と な っ て いる 。 

主 な オペ レー ター で ある OFR Calatomi の 輸送 量 
は 年 々 減少 し て いる 一 方 で 、 他 の オペ レー ター は 輪 
送 量 を 年 々 伸ばし て いる 。CFR 0alatori が 保有 する 
車両 の 80% 以 上 が 車 齢 20 年 以上 に な っ て お り 、 老 
朽 化 し た 車両 の 更新 な ど に よる サー ビス の 向上 が 
課題 で ある 。 

主要 路線 は ブカレスト を 中 心 に 主要 都市 の プロ 
7 人 ワン クア: レン / Brasov、 ク ラ ビー 

アァ Craiova 及 び フ ォ ク シャ ニ i 、 
の 2 

apest (ハン 

ガリ ー)、 ウィ ー ン Wien (オー スト リア )、 ソフ ィ ァ ア 
0 2 

0 リア ) な どの 周辺 諸国 へ 向 か ぅ 直通 列 
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ナン ス 不 足 に と 


画伯 靖之 っ ルー と 
大物 輸 送 量 は 1995 年 に 490 借 トン キロ 


が 、 その 後 は 道路 輸送 に シェ ア を 春 わ れ 馬 。 
129 億 トン キロ まで 大 クレ て いる 。 Mi 
旅客 輸送 と 同様 に オー プン アク セス に 」、 
間 企業 が 参 人 し 、 国営 の OFR Mar 生 と 22 の jp 
業 が シェ ア を 争っ て いる 。CFR Mar& は 20j W 
道人 和夫 送 量 (トン ペー ス ) の 54% を 占め 。 
が 年 々 減少 する 傾向 に ある 。 6 

方 の 民間 企業 は 隣国 の オペ レー ター と 
な ど に より 年 々 輸送 量 を 伸ばし て いる 。 ォ ->[」 
ァ 連 邦 鉄道 (OBB) 傘下 の レー ルカ ー ゴ ・ ォ -。、 
リア (Rail Carg0 Austria2) や ドイ ツ 鉄 道 株 人 
(DB AG) 欠 下 の DB シェン カー (DB Schemen 
いっ た 国外 の オペ レー ター も 参 人 し て お り 、 ま km 
際 輸送 を 行っ て いる 。 

な 輸送 品目 は 石 譜 や 亜 炭 天然 ガス で あり 
送 量 (トン ベ ペース) 全体 の 46% を 占め て いる 。< の 
他 に も コー クス や 石油 製品 、 化 学 製品 、 ゴ ム 製 品 7 
ラス チッ ク 製 品 な ど が 運ば れ て いる 。 


将来 の 開発 計画 


較 高 速 鉄道 計画 
2007 年 に ハン ガリ ー と ルー マニ ア を 結ぶ 高 半 
道 計画 が 持ち 上 が り 、 その 後 オ ー ス トリ ア も 加わ 2 
で て 、 ウィ ー ン (オー スト リア ) ブダ ペスト ⑦ ツ 7 
リー) ~ ブ カレ スト ー コ ンス タン ツァ 間 を 結ぶ 前 
鉄道 が 計画 され て いる 。 

2011 年 に は ルー マニ ア 政 府 か ら ヨ ー ロ ッ パ 争 
会 へ の 提案 に より 、 ハ ン ガ リー と の 国境 アフ ド ~ 
ティ イミ シ ョ アラ mmisoara こ ブラ ショ フー ブル ^ 
トー コン スタ ン ツ ァ 間 を 結ぶ 路線 が TENTZP 
ジェ クト の 1 つ に 位置 づけ られ た 。 < 川 喘 則 2 


国内 メー カー 
カ で ある Softronic 社 製 の 低 床 式 EMU( 三 清 一 電 


mn ロー ロ ュ > ュー ⑨ ミ ーlyl ト | 


233 


E ーー コ い 0 ] 
Ui00Z 00L 0 0 Moon に ー 1 / Nd 
(Y) ロ Y 中 天 生 王 | 直 Zi( と 4 ee37 
5 geoluul ア ー ト elsJn6eW 
uul0ZSL に 6 ) nu gideJ0O - ャ 
_ 庄 因 - Je ssna K o elOd | ジー 
ーー う 還 語 。 ilg5ue ハ No SpOA ruBSN niBinipo iiuelo 12 ま に 3 4 ーー 
4 リ 室 評 束 giueilO 6) | 0 
用 避 宮 ISeJeleO ( - と コ 4( 人 4 
3 オ 室 評 航 giusuoo で CN S wt ) | 
~ 押 2 AN ーJeuuno glgugJ1S と へ 
EDEN 9 uugAeS nuJn1 19qOJQ 
geoIn1~ IEJ 。 
| 録 細 ノ , iupSoedG 8 
Se _ /7 ぐ phnog Nseizng , 
po gueuuiS NBJBopSunH IoBn' 
まう 強 goI SdoO も 
ゃ 、 
| = IO ゴウ 
= ML 
PSSepO 拉 
』 ISnHO 
Selgund 
AGUUSIM 香 


2E)E に )=| 


DUBSll 


| 4( 主 


IBMIWU ITUBeleA、 | ンー に ca 


| 

<Lo の に ゃ と は 
iue&oiogo ー euindo SS 9 n$I ハ G ee BIB ヨ 494G9 「 を 
SgU&uuJed 5 ーー ご 9 い N 7 こ 
MX 1 WO 3 InineSI ハ Bele ハ S pexaS W-n1BS NN Ye と 3 
IouoJoQ !GJIS  HS9UJOQ ロ さき UGC sloYSIW、 、 こう ば 

6 jueSol 和 人 EEIEIA ペ - 

nieu5lS 


」 


べ ① pououzn 較 > アキ 1/ ジ 


Republic of Bulgaria 


国 の あら まし 


バル カン 半島 東部 語 
に 位置 し 、 北 は ドナ 画 
ウ 川 を 国境 と し て 
ルー マニ ア と 接し て 
いる 。 古き は ロー マ 
帝国 の 影響 下 に あ 
り 、 中 世に は 2 度 に わた り ブ ル ガ リ ア 帝 国 と し て 独 
立国 家 を 形成 する も 、 1396 年 以降 は イス ラム 国家 
で ある オス マン 帝国 に 服従 し た 。 以後 、 500 年 近く 
に わた り オ スマ ン 帝 国 の 支配 下 に 置か れ 、 1878 年 
に 締結 され た 露 土 戦 争 の 講和 会 議 で ある サン ・ ス テ 
ファ ノ 条 約 に より 自治 権 を 獲得 する 。 ブルガリ ア 王 
国 と し て 完全 な 独立 を 果たし た の は 1909 年 で あ 
り 、 第 1 次 世界 大 戦は 同盟 国 側 、 第 2 次 世界 大 戦 で 
は 枢軸 国 側 に 立っ て 戦い 、 二度と も 敗戦 国 と な っ 
た 。 そ し て 戦後 は ソ連 の 影響 の も ちと ブル ガリ ア 人 民 
共和 国 が 成立 、 社 会 主義 陣営 に 属す る が 、1989 年 に 
共産 党 一 党 独 裁 体制 は 月 壊し た 。 1990 年 に ブル ガ 
リア 共和 国 と 改称 、 2004 年 に 北大 西洋 条約 機 村 
(NATO)、2007 年 に は ヨー ロッ パ 連 合 (BU) へ の 加 
男 を 困 た し た 。 農業 国 で あり ヨー グル ト ゃ ワイ ン の 
生産 で 知ら れる 。 


全 ブ ル ガ リ ア 共 和 国 

人 口 :717 万 人 (2014 年 ) 面積 :11.1 万 kt 
主要 言語 : ブル ガリ ア 語 

通貨 : レフ BGN (1BGN=66.36 円 ) 
国民 総 所 得 :500 億 USD 

1 人 当たり 国民 総 所 得 : 6840 USD 
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鉄道 の 主要 デー タ (2013 年 ) へ 


1866 年 
和合 5114km 
軌間 別 4989km (1435mm) 


125km (760mm) 
電化 キロ 2880km (AC25kV50H) 
列車 運転 線路 右側 通行 
年 間 旅 客 輸送 量 2610 万 人 


/ 18 億 2600 万 人 キロ 
年 間 貨 物 輸送 量 1210 カ トン 
/ 27 億 7100 万 トン キロ 
車両 数 EL/253 DL240 EMU224 
DMU/50 PC/974 FC/1 万 309 
し ーー 


運営 組織 
RTR 
ブル ガリ ア 国 鉄 イ ン フ ラ 会 社 
(鉄道 イン フラ 管理 事業 ) 
Nazionalna Kompanija Zelesopatna Infrastruktua 
(NKZI) 
URL :http:/wwrraiLinfra.bg 
ブル ガリ ア 国 鉄 (持株 会 社 ) 
Holding Bulgarski Darzhavni Zheleznitsi EAD 
(BDZ-EAD) 
URL:http:7www.bdz.bg 
ブル ガリ ア 国 鉄 旅客 会 社 (旅客 輸送 事業 ) 
BDZ Putnicheski Prevozi 
URL : http:/razpisanie.bdz.bg 
ブル ガリ ア 国 鉄 貨物 会 社 (貨物 輸送 事業 ) 
BDZ Tovarni Prevozi 
URL : http:7bdzcargo.bdz.bg 


イガ リ ア 第 2 の 都市 プロ ヴィ フ plovdiy の 中 大 了 ( 原 ) 
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鉄道 の 歴史 


ーー ーーーーーーーーーーーーー 
ノル ガリ ア で 最初 の 鉄道 は 、 西欧 と コン スタ ンチ 
/ー プ ル Constantinople (イタ スス se 補 少 
ktanbul) を 結ぶ 構想 の 一 員 と し て 計画 され た 。 
1866 年 に ル セ Ruseー ヴ ア ルナ Varma 間 223km が 
ィ イギリス 資 本 に より 開通 し 、 1883 年 に は 初め て 運 
行 され た オリ エン ト 急 行 の ルー ト もち なら: 
1873 年 に は パリ の 資産 家 モ ー リ ス ・ ヒ ル シ ュ の 
乱 よ り 、 コ ンス タン チノ ー プ ルー ベロ ヴォ Belovo 
騰 が 開通 する が 、 こ の 路線 は さら に ソフ ィ ア Sof8、 
ベオグラード Belgrade (セル ビア ) へ と 延伸 さ 和 、 
星 の 路線 綱 の 基礎 と な っ た 。 1888 年 に ブル ガリ 
7 国 欠 (BDZ) が 発足 し 、 1909 年 に は 国内 の 全 路 線 
7 但 有 化 され た 。 
2002 年 に 新 鉄道 法 が 施行 され 、 BDZ は イン フラ 
和 管理 する ブル ガリ ア 国 鉄 イ ン フ ラ 会 社 
Qmalma Kompanija Zelesopatna Imfrastruktura 
5 よ 運行 を 担う ブル ガリ ア 回 鉄 会社 (8DZ. 
に 再編 、 上 下 分 離 が 実施 され た 。 
oi BDZ 一 BAD を 持株 会 社 と し て 、 衣 
bi 議 Putnichesid Prevozi と 貨物 部 門 の BDZ 
MTend が 各 2012 和 に は の 
om 行わ れ た が 金融 へ の 影響 な ど 
wl 人 札 は 中 止 され 、 民 演 化 へ の 試み は 事 
@ し て ぃ s。 


MM 


鉄道 の 特徴 


国際 旅客 輸送 は 、 首 都 ソ フィ ア と 周辺 各国 と を 結 
ぶ 列 車 を 中 心 に 運行 され て いる ほか 、 ルー マニ ア の 
ブカレスト Bucharest と イス タン ブー ル と を 結ぶ 列 
車 も ブル ガリ ア 国 内 を 通過 する 。 ま た 国内 旅客 輸送 
も ソフ ィ ア を 中 心 と し 、 黒海 沿岸 の 都市 ヴァ ルナ と 
ブル ガス Burgas、 ま た 第 2 の 都市 プロ ヴ デ ィ フ 
Plovdiv と の 間 に 比 較 的 多く の 本 数 が 運行 され て い 
る 。 た だ 、 い ずれ の 区 間 も 高速 バス な ど 他 の 交通 機 
関 に 歯 が 立た す 、 輸 送 量 は 1990 年 頃 の 約 3 割 程度 
に まで 落ち 込ん で いる 。 な お ソフ ィ ア で は 地下 鉄 が 
2 路線 運行 され て いる 。 

貨物 輸送 は 2000 年 代 に 拡張 整備 され た ブル ガス 
洪 と ヴァ ルナ 港 を 拠点 と し 、 石 炭 や 鉄鉱 石 な どの 次 
源 輸送 、 コ ン テ ナ 輸送 な ど が 中 心 で ある 。 旅客 同様 
に 輸送 量 は 激減 し て いる が 、 事実 上 の 経営 破綻 状態 
に ある 旅客 部 門 に 比べ 、 貨 物 部 門 は 辛うじて 黒字 を 
維持 し て いる 。 

今後 は 汎 ヨー ロッ パ 回 廊 (TEN 一 N) に 選定 され 
て いる 幹線 系 統 を 申 心 に 、 老 朽 化 し た 設備 の 更新 が 
作 務 で ある と ざれ る ほか 、 ロ ム Lom と ルー マニ ア の 
ラス ツ "astu と を 結ぶ 鉄道 ・ 道路 併用 橋 の 建設 や 
ギュ エ シ ェ ヴォ GyeshevV か ら マ ケ ドニ ア 方 面 へ の 
新 線 建設 が 予定 され で いる 。 2013 年 か ら は ソフ ィ 
ア 駅 の 改修 工事 も 進め られ て いる 。 く 藤 原 浩 > 


235 


へ に は ざい ヽ \!⑨ 


Republic of Serbia 


鉄道 の 主要 デー タ (2019 約 へ 


創業 1856 年 


営業 キロ 3809km (1435mm) 
電化 キロ 1196km (AC25kvs0H) 
列車 運転 線路 右側 通行 
年 間 旅客 輸送 量 1660 万 人 

グ 7 億 人 キロ 
年 間 貨物 輸送 量 950 万 トン 

/ 27 億 6900 万 ト ン キ ロ 
車両 数 EL149 DL214 EMU40 


DMU/41 PC/528 FC/8980 


国 の あら まし 運営 組織 
Si aa ーー 
SU) ン 半 島 中 央 部 セル ビア 鉄 道 
位置 する 内 陸 国 で 、 国士 は Zeleznice Srbije (5) 
北部 が 平野 、 南 部 が 高地 と @ ペ オグ ラー ド Serbian Railways 
山 で ある 。6 て 7 世紀 に ス _ Beograd URL:http7WWww'serbianrailways.com 
フ ブ 系 セル ビア 人 が 定住 、 博 請 議 識 


し 、 東 ロ ー マ 帝 国 に 支配 さ 
れ た が 、12 世 紀 に セル ビ 
ア と し て の 王国 を 創設 し 
た 。 14 世紀 か ら 15 世紀 の 
間 は 、 オス マン 帝国 の 支配 下 と な る 。 第 1 次 世界 大 
戦 に よる オー スト リア ・ ハ ン ガ リー 帝国 の 崩壊 後 、 
他 の 民族 と と も に 、 セ ルビ ア 人 ・ ク ロア チア 人 ・ ス ロ 
ベニ ア 人 王国 (後に ユー ゴス ラビ アテ 王 国 ) を 設立 し 
た 。 第 2 次 世界 大 戦後 に 6 つの 共和 国 か ら な る ユー 
ゴス ラビ ア 連 邦人 民 共和 国 を 結成 し 、 1963 年 に 国 
名 を ユー ゴス ラビ ア 社 会 主義 連邦 共和 国 に 変更 し 
た 。20 世紀末 の 社会 主義 体制 の 月 壊 時 の 内 乱 の 未 、 
4 カ国 が 分 離し て セル ビア と モン テ ネ グ ロ の 2 共和 ルビ ア 鉄道 の バ オ クラ ー ド 双 ( 
国 の み が ユ ー ゴ スラ ピア 連邦 共和 国 と し て 残り 、 セ ド 

ルビ ア ・ モ ン テ ネ グロ と 改称 し た 後 、 2006 年 、 モ ン 
テ ネ グ ロ が 独立 し 現在 に 至る 。 主要 な 産業 と し て 製 
千 業 ( 鉄 負 ) お よび 農業 (果実 ・ 小 雄 ) な ど が ある 。 


セル ピア 共和 国 

人 口 :721 万 人 (2014 年 ) 面積 :7.7 万 knf 
主要 言語 : セル ビア 語 

通貨 : ディナール RSD (1RSD=1.07 円) 
国民 総 所 得 : 381 億 USD 

1 人 当たり 国民 総 所 得 :5280 USD 


[/ 


イク ラー ド 駅 で 出発 を 待つ 461 型 電 所 機関 車 引 の 放 宮 旬 
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り 首 は 、 オ ー ス トリ ア ・ ハ ン ガ リー 帝国 と 
則り が 現任 の セル ピア 領 の 大 半 を 支配 し 
ge 開業 し た 。 オ ニス トリ デ 。 
て 領内 で 1854 年 8 月 、 り サ ヴ ッ 
0 ) ヴィ ツア Oravica バジ ヤレ シン ョ 
6 x 間 で が 車 鉄道 が 開業 し 、1856 年 11 月 か ら 蒸 
理 の 史 車 が 定 行 を 開始 し た 。 第 1 交界 
。 この 路線 の うち 27km が セル ビア 領内 に 
CR 
は ヤセ ノ ! が ォ JasenOVO て ベラ ツル ク Bel Crkxa 
パ < ある 。 オ ー ス トリ ア 、 ・ ハ ン ガ リー 帝国 領内 
以降 の 鉄道 は すべ プ タダ 
net 方 面 に 貼 け て 建設 され た 。 また オス マン 
細 の 入 領 順 内 で は 、 1874 年 に こ ス コピ エ Skopje > 
ュ リ ツ ス カミ トロ ヴ ィ ツ アァ Kosovska Mitrovica 間 
が 開業 し た 。 
ォ ス マン 帝国 支配 下 : お ける スラ ブ 民 族 の 反 知 
に より 1877 年 に 露 土 戦 争 が 起き 、1878 年 に オス マ 
> 浴 還 が 到 北 し た 。 こ の 結果 、1878 年 の ベル リン 会 


江 で セル ビア は 土 国 と し て 独立 を 認め られ 、 ベ オ グ 
ラー ド Beograd て ヴ ラ ン エ Vramje、 さ ら に は ブル ガ 


リア と トル コ 国 境 ま で の 鉄道 を 建設 する こと に 
な っ た 。1881 年 に セル ビア 国鉄 (SD の の 設立 が 国 


に より 宣言 され た 。 1884 年 9 月 15 有 目 に ベ オ グ 


フー ドー ニシ ュ Ni 間 (延長 244km) が 開業 し 、 と 
の HH は 「 鉄 道 労働 者 の 日 」 と し て 祝 わ れ で いる 。 


! め が 設立 され た 。 


第 1 次 世界 大 戦後 、 オー スト リア ・ ハ ン ガ リー 帝 
国 の 崩壊 に よ り セ ルビ ア 人 ・ ク ロア チア ァ 人 ・ ス ロ ベ 
ー ア 人 王国 国 と な り 、 央 道 も 統合 され て 1920 年 代 に 
茹 ラビ ピア ア 鉄道 (Jugoslavenske Zeljeznice: 
当時 の 鉄道 に は 、5 つ の 軌間 


(600mm、750mm、 760mm、1000mm、1435mm) 


が あっ た 。 
1929 年 に 国名 が ユー ゴス ラビ ァ ア 王 国 と な り 、 攻 
は 1929 年 に ユー ゴス ラビ ァ 7 国鉄 (JDZ) と 改称 さ 
れ た 。1941 年 に ユー ゴス ラビ ア ア 国鉄 が な く な り ク 
ロア チア 国鉄 (HDZ) と セル ビア 国鉄 (SDZ) が 設 
立 さ れ た が 、 第 2 次 世界 大 戦後 の 1952 年 に ユー ゴ 
スラ ビア 鉄道 ( が 再度 設立 され た 。 必 の 近代 化 
計画 が 1964 年 に 承認 ゃ され 、 狭軌 や 不 採算 路線 が 
大 々 的 に に 撤去 され て いっ た 。 1970 年 5 月 、 ベ オグ 
フー ドー シー ド &id ー ク ロア チア 国境 ザグレブ 
Zagreb (クロ ア チ ア ) 間 が 初め て 電化 され る な ど 、 
経営 ・ 輸 送 改 善 に 向け た 様々 な 施策 が 実施 され た 。 
1992 年 に ユー ゴス ラビ ア 連 邦 の 各国 が 分 ) 離 独立 
する が 、 必 は セル ビア と モン テ ネ グ ロ 領内 の 鉄道 
を 運営 し た 。1990 年 代 中 頃 に は 、 セル ビア 北部 の 
ヴォ ィ イヴ ォ デ ィ ナ Vojvodina 自 治 州 ( セ チ ャ ニ 
Secamj 一 ヴ ル シャ ツ Vrsac 間 、 キキ ンダ Kikinda 
パナ ツ コ ・ ア ラン ジェ ロ ヴ ォ Banatsko Arandelovo 
間 、 ホ ルゴシ ュ Horgos ー カ ニ ジ ャ Kanijza 間 ) で の 
大 規模 な 鉄道 リハ ビリ が 実施 され 、 鉄道 の 再生 が 見 
られ た も の の 、 その 直後 に 起き た コソ ボ 紛 争 (1996 
て 1999 年 ) で の NATO の 空爆 (1999 年 ) に より 相 


監 思 SHGE : 
肖 * 


セル ビア 第 2 の 都市 リィ サ ド Noyl Sad 駅 (藤森 啓 江 ) 
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SI て は 〇 


Republic of Serbia 


当 規 横 の 線路 や 鉄道 施設 が 破壊 され て し まっ た 。 こ 
の た め 、 1990 年 代 に 始ま っ た 鉄道 整備 と 近代 化 は 
突然 減速 ・ 頓 挫 し た 。 明 

2003 年 に 玉 は 地域 ご と に セル ビア 魚道 
(2eleznice Srbije :5) と モン テ ネ グ ロ 鉄 道 (2CG) 
に 分 か れ た 。 政府 が 人 株式 を 保有 する ZS の 組織 改 
単 が 2011 年 に 実施 され 、EU 加 盟 の た め に 鉄道 組 
織 を EU 指 令 に 適合 する よう に する た め 、 鉄道 イン 
フラ と 旅客 輸送 (機関 車 と 車両 を 含む )・ 貨 物 輸送 
(機関 車 と 車両 を 含 お )・ 資 産 管 理 の 4 つの 内 部 組織 
が 設立 され た 。 


交 道 の 特徴 


セル ビア 鉄道 (》%S) の 最 重要 幹線 は 、 汎 ヨー ロッ 
パ 第 10 回廊 (セル ビア 区 間 874km) で ある 。 ザル 
ツブ ルク Salzburg (オー スト リ ア ) ー リ ュ ブ リャ ナ 
Hubtijana (スロ ベニ ア ) て ザグレブ (昌久 20 
~ ペ オグ ラー ドー ニシ ュー スコ ビ ェ ( マ ケ トド ご 3 位 
ーー テッサロニキ Thessalomiki (ギリ シャ ) を 結ぶ 路 
線 で 、 ベ オグ ラー ドー ブダ ペ ス ト Budapest ⑦ ハ ン ガ 
リー) 間 と ニシ ュー ソフ ィ ア Sophia (ブル ガリ ア ) 
間 の 分 岐 線 が ある 。 こ の 回 廊 は 、 中 央 ・ 西 ヨー ロッ パ 
と 南東 ヨー ロッ パ ・ 中 東 を 結ぶ 最短 ・ 最 速 路線 で あ 
る 。 ま た も う 1 つの 重要 路線 は 、 ベ オグ ラー ドー バー 
ル Bar (モン テ ネ グ ロ ) 間 の 幹線 で ある 。 いずれ も 
ヨーロッパ の 重要 路線 に 位置 付 ら れ て いる 。 

旅客 ・ 貨 物 と も 、 コ ソ ボ 内 戦 や NATO 識 爆 ・ 国連 
制 赤 の 影響 を 受け て 衰退 が 著 し か っ た が 、 回 復 し て 
き て いる 。 た だ し 、 長期 間 に わ た り 投資 が 行わ れ な 
か っ た た め 、 鉄道 イン フ フ や 車両 の 老朽 化 が 進ん で 
お り 、 その 改良 や 更新 が 課題 と た っ て いる 。 
圏 旅客 輸送 

旅客 輸送 量 は 、 2008 年 に 62 万 人 、 5.83 億 人 キ 
2010 年 に は 523 万 人 、5.22 信 人 キロ と 、 浅 人 
向 に あっ た が 、 近年 は 増加 し て き て いる 。 年 間 の 国 
了 和 送 信 は 68.8 万 人 (2009 年 ) で ぁ り 、 な 国際 
輸送 路線 は 、 国際 列車 「 ア ヴァ ラ Avala」 が 運行 し て 
いる ベオグラード ー プ ダ ペ ス ト oz ウー ッ Wi 
(オー スト リア ) 間 で ある 。 モ スク ワ Moskva( ロ シア ) 
や キエフ Kiev (ウクライナ ) 行き の 寝台 列車 も こ の 
列車 に 連結 され て いる 。 ま た 「 バ ルカ ン 急 行 Balkan 
Express」 が ベオグラード ー ソ フィ アァ (ブル ガリ アァ) 
ーー イス タン ブー ル Istanbul (トル コ ) 間 で 運行 し て 
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いる 。 ペ オ グラ ー ドー デ ツ サロ = \ り 、 
で は 2007 年 6 月 か ら 「 ヘ ラス 急行 Ham。 Wi 
が 毎日 運行 し て いる 。 その 他 、 ミ ュ ン ヘッ 問 
(ドイ ッ ) や チュ ー リ ッ ヒ 20nch(Z ッ 請 識 
Venezia (イタ リア )・ プ ラ ハ Eraha ca 


Bucharest (ルー マニ ア ) を 笠 ん で 還 和 の 
し て いる 。 0 
42 PCEI ベ は 
Beo は Beograd、 YO0Z は セル ビア 語 で 「 列 車 | 了 h 
と いう 愛称 を つけ 、 2 は 近郊 電車 を 6 中 
70km、41 駅 ) で 運行 し て もり 、2010 年 に 

人 を 運ん で いる 。 

圏 貨物 電送 

貨物 答 送 量 は 、2009 年 に 1040 万 トン 、297 折 
ン キ ロ だ っ た が 、2010 年 に は 1260 万 トッ 
トン キロ で あっ た 。 そ の うち トラ ンジ ッ ト 夫 
31% を 占め た 。2010 年 に は トン キロ ベー ス c 6 
国 の 貨物 輸送 の うち 鉄道 は 約 50% で あっ た 。207 
から ベオグラード ー バ パー ル (モン テ ネ ク ロ の 7 ド 
リア 海 准 湾 ) 間 で 週 に 2 本 の コン テ ナ 列 車 の 写生 
開始 し た 。 

田 車 両 の 近代 化 

車両 へ の 投資 は 約 30 年 間 も 行わ れ て いな か っ た 
が 、2010 年 に 2 両 編成 の 気動車 12 木 を ロッ 70 
Metrovagonmash 社 か ら 調達 し 、 ベ オグ ラー ド ^ リ 
ル シ ャ ツ 間 で 運行 し て いる 。 こ れ に ょ り 利用 洛 は 大 
幅 に 増加 し た 。 ま た 2013 年 に は スイ ス の sad 
に 電車 (Staqler FLIRT) 21 本 を 発注 し 、 地域 
に 投 人 する 計画 で ぁ る 。 
田路 線 改良 

2014 年 5 月 に 発生 し た 1 世紀 ぶり と も いち 
パル カン 半島 大 洪水 に より セル ビア 鉄道 の 細 
湯水 し た り 破 丁 さ れ た り し た 、 ま た ベ ォ グラ ー ド 2 
近郊 鉄道 Beovo。 は 一 部 の 路線 で 運休 し 、 ベ 47 
フー ドー バー ル 間 の 幹線 で は 何 か 所 か で 線 閉 0 
殿 さ れ た 。 その 後 修 軸 か 行わ れ 、 ベオグラード 
リー ル 間 で は 2015 年 3 月 に 運行 を 再 し た か を 
11 外 の 路線 は ロン ア の 凍 近 と 信用 し て 人 4 
計画 で ある 。 

ドル ビア 鉄道 で は 、 汎 ヨー ロッ パ 第 IO 
区 と 改良 が 重要 課 画 と な っ て j ぉ り 、 コー ロッパ 


は 199 が 


1435mm 
"szege9 Arad _ 復 線 電化 
S2996 ーーーー 単線 電 
08 人 
Cok9 ikinda ) 計画 
2 Timis0ara 
連 か MIIOS@VO 
1 


ぺ 
(Zrenlanin 


7 ネグロ 
W we - コ ソン ポ 
$ き Pristina 

W Podgorica 


N AN J 
Pnzen 
に ドア 用 (ニア 7^ 昌 


Ni 7 


眼 行 RT) や ヨ 
ユ テー | ツ ノ ドア イー ダ 4 < 
資金 を 投入 し ーー 和 (BBRD) の 


路 の リ ハビ リ を 3 施 し て いる 。 こ 
” 十 回廊 で は 国境 1 


時 間 の 短縮 プロ ジ クト 
\ 昌一 こい ヽ に 
症 ip で 進め られ て ぉ り 」 UIC の 国境 通 通 
へ 二 ~ー Action Border CrOssing) 方 法 に 基 づ 
0 プ ァ Subotica ~ カ ニ ジ ャ (MAy: ハ ン 
ーー < こ シド トッ テ ァ ルー ik (HZ: 
クロ アタ 7 ニク Tovarmik (HZ: 
)、 ディ ミト ロッ グラー 
の て ドラ マン Dragoman (BDZ: ブ 


リア ) UN で 停車 時 間 の 短 科 と 通 人 緒 
” 間 素 化 が 検討 され て いっ . また 、 ベオグラード 


パー ル 間 幹線 の 改良 こ 速 度 向上 も 重要 課題 と な っ 
て いる 。 


将来 の 開発 計画 


ヨー ロッ パ 連 合 (ED) の 潜在 
備 国 へ の 支援 (mstrumen for Pre-Accession 
Assistance:TPA) の た め の 資 金 を 使用 し て 、 交通 マ 
スタ ー プ ラン を 集 定 87 rc お 販 道 分 野 の 重点 実施 項目 
は 、 重要 幹線 の 電化 、 土木 構造 物 の 再建 速度 向上 
20 一 200kmwh)、 車両 の 調達 で ある 。 また EU 加 
乙 を 念頭 に 、 現在 上 下 一 体 で 運営 し て いる セル ビア 
鉄道 の 改革 を 実施 する た め に どの よう に 分 社 化す 
る か を 検討 し て いる 。 

具体 的 な プロ ジェ クト と し て 、 汎 ヨー ロッ パ 第 10 
回 廊 の ブダ ペスト (ハン ガリ ー) ーー ベオグラード 間 
任 来 幹線 の 高速 化 計画 (営業 最高 速度 200kwh) が 
あり 、2010 年 に 中 国 と 覚書 を 結び 、 実現 可能 性 調査 
を 実施 し て いる 。 総 事業 費 の 85% を 中 国 が 融資 す 
る 予定 で ある 。 

また 、2013 年 に は 、 ロ シア 政府 の 融資 (8 億 USD) 
を 利用 し て 鉄道 近代 化 協定 を ロ シア 鉄道 イン ター 
ナシ ョ ナル (RZD mternational) 社 と 結ん だ 。 こ の 
うち 1 億 USD は 車両 調達 、 残り の 7 億 USD が イン 
フラ 改良 に 使用 され 、 重要 路線 (第 10 回 廊 ) の 改良 
や 複線 化 。 ロ シア 製 所 動車 の 調達 が 行わ れる 。 

な お 、1992 年 に 着 還 し た ヴァ リ ェ ボ Valijievo 
ロ ズ ニ ツァ Lozmea 線 (単線 。 延長 68km) は 、 トン 
ネル が 20 カ 所 ( 含 計 約 10km、 最長 1719m)、 橋梁 
が 69 カ 所 に あり 工事 は 難航 し て お り 、 現在 も 建設 
中 で ある 。 ぐ 秋山 六 弘 > 


的 候補 国 や 加盟 侯 
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NO ニ ミ ロ ー 山 司 較 


PC の YE お ee 
CK SE たく Yi Ya 


更 
冊 
OCS 


モン テ ネ グ ロ 


国 の あら まし 


東 は セル ビア 、 北 は ボス 
ニア ・ ヘ へ ヘルツェゴビナ 、 南 
は アル バニ ア お よび コソ ボ 
と 国境 を 接し て いる 。 国土 因 還 開 
の 多く が 山地 で あり 、 ア ド 靖 陸 ea 
リア 海 治 岸部 は 地中海 性 
気候 だ が 、 内 陸 に 入る に 
従っ て 大 陸 性 、 高山 性 の 気 
候 に な る 。6- 7 世紀 に モン テ ネ グ ロ 人 な どの スラ フ 
プ ブ 系 民族 が バル カン 半島 に 定住 し 、 11 世紀 に セル 
ビア 王国 の 一 部 と な っ た 。 セ ルビ ア が オス マン 帝国 
に 敗退 後 も 、 モ ン テ ネ グロ に 実質 的 に 独立 状態 を 維 
持 し た 。 第 1 次 世界 大 戦後 、 セ ルビ ア に 編 人 され 、 
ユー ゴス ラビ ア の 前 身 と な る 国家 (セル ビア 人 ・ ク 
ロア チア 人 ・ ス ロ ベ ニ ア 人 王国 ) の 一 部 と な る 。 後 
に ユー ゴス ラビ ア 王 国 に 改称 し 、 第 2 次 世界 大 戦後 
に は ユー ゴス ラビ ア 連 邦人 民 共 和 国 を 構成 する 共 
和 国 と な っ た 。1992 年 、 ユ ー ゴ スラ ビア 解体 の 中 
で セル ビア と と も に ユー ゴス ラビ ア 連 邦 共和 国 を 
設立 し た が 、 後に 国名 を セル ビア ・ モ ン テ ネ グロ に 
改称 し た 。2006 年 に は モン テ ネ グ ロ と し て 独立 し 
た 。 主要 産業 と し て 観光 業 、 製 造 業 な ど が ある 。 


人 モンテ ネグロ 

人 口 :62 万 人 (2014 年 ) 
主要 言語 : モ ン テ ネ グロ 語 
通貨 : ユー ロ EUR (1EUR=129.80 円 ) 
国民 総 所 得 :45 億 USD 

1 人 当たり 国民 総 所 得 : 7220 USD 


面積 :1.4 万 km 
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2 位 の 高き を 謗 る 鋼 ト ラス 


に ーーー ニーーーーー ニ 邦 の 720 二 
道 の 主 要 デ ー タ (2012 年 ) 


鉄 
1908 年 
お 249km (1435mm) 
電化 キロ 169km (AC25KV50H2) 
列車 運転 線路 単線 の み 
年 間 旅 客 輸送 量 110 万 人 / 1 億 800 万 人 キロ 
年 間 貨 物 輸送 量 120 万 トン 1 億 5070 万 トン > ょ 
車両 数 EU16 DU19 EMU/12 PC/64 
FC/834 
Pe 
運営 組織 


ーー 
モン テ ネ グ ロロ 鉄道 イン フフ (鉄道 イン フラ 管理 
7elezniea Infrastruktura Crne Gore 0 (ZCG) 
URL: http:/wwW.ZIC9.「Te 

モン テ ネ グ ロ 鉄 道 輸 送 (旅客 輸送 事業 ) 

Zeljezniki Prevoz Crne GOT3 (ZPCG) 

URL: http:/WwW.ZC9-D「VOZ.「TIE 

モン テカ ー ゴ (貨物 輸送 事業 ) 


Montecargo 
URL : http:/WWww.mOntecar90.「Te 


= 


PXNZS つ 
/ / X へ | 内 ww で 
/NWmWy/NwtWg 0 DPP ーー 


トイ レン ーー いこ ーー ご 


| 


架橋 ( 


式 の マラ リ イ エ ェ カ 高 


プロ 領 内 初 の 鉄道 は 、 オー スト リア ・ 
4 し が 午 設 し 1901 年 に 開業 0 
リー ッ レ ニカ 7elenica 間 (軌間 760mm) で あ 
De ょ モン テ ネ グロ 最初 の 鉄道 と し て 、 ア ドリ 
か 0 涼 湾 都 < 
7 湖上 ザル バ jrpaZar ま で の 鉄道 (軌間 750mm、 
sm) が 1908 年 に 開業 し た 。 モンテネグロ 
岩 と ュー ゴス ラビ ピア 王国 (19181943 穫 ) 
4 k 張 され た 。 
大戦 後 の 1948 年 に ポ ド ゴ リツ ラ 
中 0 ー ニ クシ チ NikSiC 間 (軌間 760mm、 延 長 
寺 が 完成 し 、 1965 年 に 標準 軌 に 改 軌 され た 。 
5 前 な 鉄道 整 備 は ベオグラード ・ バ ー ル 鉄道 の 建 
g 放 まる 。 バー ルー ボド ゴリ ツァ 間 は モン テ ネ グ 
し の 本人 道 と し て 1959 年 に 開業 、 北 の セ ル 
P ア 国境 ヴィ ル ブ ニ カ Vrbnica まで (延長 167km) 
は 1976 年 に 完成 し 、 セル ビア や ヨー ロッ パ の 鉄道 
紀 と つなが っ た 。 1986 年 に は 、 アル バニ ア 方 面 へ の 
人 寺 用 線 ( ポ ド ゴ リツ ァ ー ト ウゥ ジ Tugi て アル バ 
こ ア 7 国境: 延長 25km) が 開業 し た 。 
モン ソ テ ネ グロ 鉄道 (%CG) は 、 2003 年 に ユー ゴス 


スニ ア 間 


Sutomore6 Ae 


7 ド yy Ba 


ラフ ビア 鉄 首 (Jugoslavenske Zeljieznice : 珍 ) が 地域 
い < ・ と に 分 離さ れ た こ と に 伴い 設立 され た 。 
ym 旨 は 、 鉄道 イン フラ 管理 を 行う モン 
イン フラ (名 CG)、 旅 客 輸送 を 行う モ 
ン テ ネ グロ 鉄道 輸 送 %PCG)、 貨物 輸送 を 行う モン 
ブフ ョ ツー ュ ( (Montecargo) の 3 社 に 分 社 化し 、 さ ら に 
2010 年 に 車両 保守 を 行 ぅ う 0drzavamje zeljezniekih 


VOoZnh sredstava (OZVS) が 設立 され 、% 
CG は 4 
の 会 社 に 分 か れ た 。 


鉄道 の 特徴 


モン テ ネ グ ロ の 鉄道 は 、 ベオグラード ・ バ ー ル 鉄 
道 を 南北 の 幹線 と し 、 首 都 ポ ボド ゴリ ツァ か ら ニ クシ 
チ と アル バニ ア 方 面 へ の 支線 か ら 構成 され て いる 。 

ベオグラード ・ バ ー ル 鉄道 は 、 ヨー ロッ パ の 重要 
幹線 で ある だ け で な く 、 山岳 地帯 を 走る 景勝 ルー ト 
と し て も 知ら れ 、 ま た モン テ ネ グ ロ 初 の 電化 
(AC25kV50Hz) 路線 で ある 。 橋梁 ヒ し トンネル が 多 
く 、 ポ ド ゴ リツ ァ の 北約 20km の 山間 部 に 高 さ が 世 
界 第 2 位 の 鋼 ト ラス 式 マ ラリ イェ カ Mala Riejeka 高 
架橋 (1973 年 完成 。 長 さ 498.8m、 高 さ 200m。 単線 ) 
が ある 。 輸 送 上 の 最大 の 難所 は ポ ド ゴ リツ ァ ー コ ラ 

。 シン Eolasm 間 (延長 64.5km) で あり 、 
回 20 以上 の 人 本 ( 最 急 勾配 26%%) が 続く 。 
請 iM2 い 4 グフ ラー ド 間 で 週 2 本 の コン テ 
| 区 車 が 2007 年 か ら 運行 し て いる 。 

クン 抽 ドジ さり ツ ツア 本 96 生 


xi26 3 ・ 電 化 さ れ 、 2012 年 か ら は 
、 旅 考 輸 遂 も 実施 し て いる 。 

7 アル バニ ア 方面 へ の ポ ボド ゴリ ツァ ・ シ ュ 
1 章 WNW 


章 NM 人物 120 万 ト 
ン ま で 落ち 込ん で いる 。 車両 の 更新 が 行わ 
れ て お り 、 2013 年 に は CAF 社 製 の EMU (3 
編成 ) 3 本 が 納 人 され パー ルー ボ ポ ド ゴ リ 
ッ ァ ー ニ クシ チ 間 で 運行 し て いる 。 
< 秋山 芳 弘 > 
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ロ さ 六 HNVO 〇 ニニ ミ ロー 山 。 硬 


Republic of KosOVO 


コソ ン ホ 


国 の あら まし 


バル カン 半島 の 中 央 部 に 
位置 する 内 陸 国 。 温暖 湿潤 の 
地中海 性 気候 で ある 西部 の PTSRO9 Mi 
メト と ヤ 地 域 の 2 つ に 大 き 語 Aa 
く 分 けら れる 。 7 世紀 に スラ ツア 
ブ 系 セル ビア 人 が バル カン 
半島 に 定住 し 、 12 世 紀 に セル ビア と し て の 王国 が 
成立 し た 。14 世紀 以降 、 5 世紀 の 間 、 オ スマ ン 帝 国 
の 支配 下 と な る 。 1913 年 の バル カ ン 戦争 に 勝利 し 
た セル ビア が コソ ボ を 取り 戻し 、 第 2 次 世界 大 戦後 
に 6 つの 共和 国 か ら な る ユー ゴス ラビ ア を 結成 
コソ ボ は セル ビア 内 の 自治 区 に な っ た 。 1990 年 に 
アル バニ ア 系 住民 が コソ ボ 共 和 国 の 独立 を 宣言 し 、 
その 後 セ ルビ ア と の 武力 衝突 が 激化 し た が 、 NATO 
の 介入 も あり 鎮静 化し た 。 2002 年 自治 政府 が 発足 
し 、 その 後 2008 年 に 独立 宣言 を 採択 し た 。 2013 年 
に は セル ビア と の 関係 改善 で 合意 し て いる 。 亜鉛 や 
鉛 、 クロ ム な どの 鉱物 資源 を 有 し て いる が 未開 発 の 
状況 で ある 。 産業 に 乏しく 経済 基盤 が 脆弱 で 、 外国 
か ら の 援助 や 海外 移民 か ら の 送金 に 頼っ て いる 。 


全 コ ソ ボ 共和 国 

人 口 :186 万 人 (2014 年 ) 

面積 : 1.1 万 km 

主要 言語 : アル バニ ア 語 

通貨 : ユー ロ EUR (1EUR=129.80 円 ) 
国民 総 所 得 :65 億 USD 

1 人 当たり 国民 総 所 得 :3600 USD 
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道 の 主要 デー タ (2010 年 ) ' 


鉄 


1874 年 
テロ 333km (1435mm) 
電化 キロ 非 電化 
列車 運転 線路 単線 の み 


年 間 旅客 輸送 量 38 万 人 
送 量 113 用 トン 
9 p/12 DMU/4 PC2「C586 


ーー 証 旨 
運営 組織 


INFRAKOS (鉄道 イン フ ラ 管 理事 業 ) 


Infrakos SH.A 
URL: http:/infrako5.COT 


コソ ボ 鉄 首 
TRAINKO5 (鉄道 輸送 事業 ) 


Trainkos SH.A. 
URL: http7wwwtrainKOS.CO7 


_ ---ー 一 ーーー" RSe 提 
鉄道 の 歴史 


コソ ボ に お ける 最初 の 鉄道 は 1874 年 の オス マン 
帝国 時 代 に 開通 し た ヽ ニ イエ レジ ッ ト Hiani i Elez 
ー フ シェ ・ コ ソ ヴ ォ Fushe Kosove ご ミト ロ ヴ ィ ツ ア 
Mitrovice 間 の 鉄道 で ある 。 1912 年 に コソ ボ が セ / 4 
ビア の 一 部 と な っ て か ら は 、 1931 年 に ミト ロ 
ッ ツァン レシ ャ ク Lesak 問 、 1934 年 に フシ ェ 丘 較 
ヴォ ー プ リ シ ュ テ ィ ー ナ Prstina 間 、1936 年 人 
シェ ・ コ ソ ヴ ォ ー ペ ー チ Fec、 1949 年 に ブリ 
ティ ー ナ ー ポ デュ ジェ ベ Podujevo マリ パ 
Tivadhi 間 が 結ば れ 、 1963 年 の クリ ナ Kine 2 
ズレ ン Prizren 間 の 開通 に よっ て 現在 の 鉄 道 軍 
ワー ク が ほ ば 構築 され た 。 
5 ソ ボ の 鉄道 は ユー ゴス ラ レント 
ビア 鉄道 に よっ て 運営 され て きた が 、 1999 儲 
まっ た コソ ボ 紛 争 に お いて 多く の 鉄道 施設 が 
され 、 また セル ビア 人 職員 が 国外 へ 輝 れ た た め 
道 の 運営 が 不可 能 と な り 、 列車 の 運行 は 体 起 
紛争 が 終結 する と 、 鉄道 は 国際 連合 コソ ノボ 
ミッ ショ ン (United Nations mterim Amimsta 
Mission im Kosovo : UNMIK) の 管理 の も と 、20 0 


し 下 安 保障 部 隊 (Kosovo Force : KFOR) 
MR に 軍事 的 な 用 途 と し て 、 軍事 
者 の 軸 送 に 使用 され て いた 。 2001 年 
(NMIK RailwayS と し て 民間 人 スタ ッ フ に よ 
の 家 始 し た 。 

: に UNMIK RailWays は コソボ 鉄道 
。 KosOVes : HK) に 名 を 変え 、 株 式 全 
ょ れ た その 後 2011 年 まで HK に よ り イン フ 
1 中 の 運 行 が 行わ れ て きた が 20]i 


問 失 2 当 す る Imfrakos と 列車 の 運行 を 担当 す 
0 用 ぼ こ 「「 Nr ン 
TH が 設立 され た 。 


の 鉄道 の 特徴 


ュ リ ボ の 鉄道 路線 は ほぼ ユー ゴス ラビ ア 時 代 に 
評 き れ た ネッ トワ ー ク の まま で あり 、 セル ビア か 
ルレ シャ ク 、 首都 プリ シュ ティ ー ナ 近郊 の フン ミド 
コリ ヴォ 、 ハニ イエ レジ ッ ト を 経由 し 、 マ ケ 民有 三 家 
k い た る 南北 を 結ぶ 路線 と Asmo コ 」 ソ ヴ ォ を 中 心 
に 東 馬 に 向かう 文 線 で 構成 され る 。 し か し 列車 が 運 
f れ て いる 路線 は この うち の 一 部 に 限ら ちら れ 、 その 
人 の 路線 は 運行 に 向け て 補修 や 更新 が 行わ れ て めい 
6。 

旅客 輸送 で は 首都 の プリ シュ ティ ー ナ ン フ シェ ・ 
コソ ヴォ ンー ハニ イエ レジ ッ ト 間 、 プ リ シ ュ ョ テル ー チ 
^ ベ ヤ 間 を 結ぶ 路線 の 他 、 プリ シュ ティ ー ナ と マ ケ 
ドニ ア の 首都 スコ ピエ Skopje を 結ぶ 国際 列車 が 1 
本 運行 され て いる 。 貨物 輸送 で は 旅客 輸送 の 路 
枚 に 加え 、 ク リ ナー プリ ズレ ン 間 の 一 部 及び 南北 線 
か 5 分 岐 し マグ レ Magure の ニッ ケル 製 便 プラ ント 
ト 則 か う 路 線 が ある 。 

ノボ の 鉄道 で は イン フラ と 列車 運行 の 上 下 分 
ぐれ て お り 、mmakos が イン フラ を 管理 に 
4 の 運 行 を し て いる 。 また コジ 尿 了 人 
れ 5 (Railway Regulation Authority) が と 
2 者 を 監督 し 、 事業 者 の ライ セン ス 発 行 等 

っ て いる 。 


Ah は ノル ウェ ー ジーン ン ペレ ュー 
4 攻 さ れ た 1960 一 70 年 代 の 機関 車 、 
uz ュー NR で あ り 、 メ ン テ ナ ンス は な さ 
は WL、。。 7? 修 、 高 束 化 や 電化 を 行う 場合 に 
の 導入 が 必要 と な る 。 


将来 の 開発 計画 


"バル カン 地域 の 発展 を 提 す awpm 


Pk Investment Framework) は セル 
アド ニア cu。 っ リエ レ ジット を 経由 し 、 マ 
で の 北陸 線 の 改良 や 衣 化 に 向け 
6 太 び 資 金 供与 に よる 支 援 を 進め て いる . 同 
ドア ュ ジ ェ ペ ュー クリ ナー ベ ヤ 間 等 の 線 に っ 


いて も WBIP が 支援 を 行 , コソ で 2… 
ヽ コソ ボ 全 体 の 鉄道 施設 
の 改善 が 図 られ て いる 


os s この 他 に フシ ェ ・ コ ソ ヴ ォ 
プリ ンコ チチ ー ナ 間 等 の 主要 路線 の 複線 電化 や 、 

プリ ズレ ン か ら アル バニ ア の ヴェ ルミ ッッ Vermice 

を 結び デュ ラス Durres 港 ま で の 路線 を 形成 する 構 

想 が ある 。 

く 川 端 剛 弘 > 


六 ご HO ニニ ミロ ー 山 に 紹 | 


se 
国 の あら まし 


南 を ギリ シャ 、 東 を 
ブル ガリ ア 、 北 を セル 
ビア 、 コ ソ ボ 、 西 を アル 
バニ ア と 国 芝 を 接し て 較 還 還 還 還 
い る 。14 世 紀 以 玉 の 請 語 語 語 還 2 
500 年 に わた る オス マ AIC 計 0 
ソ 帝 国 の 支配 を 経て 、 第 1 次 世界 大 戦前 に 、 マ ケ ド 
= あま ギリ シヤ と セル ビア に 分 割 され た 。 1918 年 
セル ビア 人 ・ ク ロア チア 人 ・ スロ ベニ ア 人 王国 が 成 
立 し 、 後 に ユー ゴス ラ ビア 王国 と 改称 し た 。 第 2 次 
世界 大 戦後 、 ユー ゴス ラビ ア 連邦 人 民 共 和 国 の 一 部 
と な っ た が 、 1991 年 に 独立 し た 。 ギ リ シ ャ の アレ キ 
サン ダー 大 王 の 出生 地 で ある マケドニア を 名 乗っ 
て いる が 、 住民 は ギリ シャ 系 で は な く 7 世 紀 の 東 
ロー マ の 時 代 に この 地 に 定住 し た スラ ブ 糸 で ある 。 
マケドニア と は 古代 ギリ シャ 語 で 「 マ ケド ス (高地 
の 人 )」 に 土地 を 示す ia が 付い た も の で ある が 、 マ 
ケド ニア と いう 国名 の 使用 に ギリ シャ が 反対 し て 
お り 、 マケドニア 旧 ユ ー ゴ スラ ビア 共和 国 と いう 名 
称 で 国連 に 加盟 し て いる 。 農業 が 主たる 産業 で 、 ワ 
イン な ども 生産 し て いる 。 


KSkoDlel 語 3 


人 マケドニア 旧 ユ ー ゴ スラ ビア 共和 国 
人 口 :211 万 人 (2014 年 ) 面積 :2.6 万 km 

主要 言語 : マケドニア 語 、 ア ル バ ニ ア 語 

通貨 : マケドニア ・ デ ィ ナ ー ル MKD (1MKD=2.09 円 ) 
国民 総 所 得 :97 億 USD 

1 人 当たり 国民 総 所 得 :4620 USD 
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_@2aP エ 


鉄道 の 主要 デー タ (2013 年 
ーー 


1873 年 
が ロ 669km (1435mm) 
列車 運転 線路 単線 の み 
年 間 旅客 輸送 量 90 万 人 /8020 万 人 キロ 
年 間 貨 物 輸 送 量 230 万 トン 

ノ 4 億 2100 万 トン キロ 


EC16 DU27 EMU4 DMUe 
PC/47 FC/951 


ョ ーーー ニーb$ ツ SB 
運営 組織 


車両 数 


ーー 
ィ マケドニア 鉄道 イン フフ (鉄道 イン フラ 管理 
JP Makedonski eleznici Infrastruktura (MZ) 
URL: http:/wwwrmZI.TTK 

マケドニア 鉄道 (鉄道 輸送 事業 ) 

Makedonski Zeleznici Transport AD (MZT) 

URL: http7wwwmztransportad.com.nk 


鉄道 の 歴史 ・ 特 徴 ・ 開 発 計画 


マケドニア の 鉄道 は 、 1871 年 に 当時 トル コ で 
あっ た テッ サロ ニキ Thessalomlki か ら 工 事 が 稀 
り 、1873 年 に は スコ ピエ Skopje ま で の 路線 が 
し た 。1888 年 に は ウィ ー ン Wien (オー スト リア ) 
イス タン ブー ル Istanbul (トル コ ) 間 の 直通 帰 
が 運行 を 開始 し 、 以来 マ ケ ドニ ア 鉄 道 は 汎 ヨー 
回 廊 の 一 部 と し て 重要 な 役割 を 担っ て いる 。 

その 後 、 第 1 導 世 界 大 戦中 は 軍事 内 送 の た め に 5 
た 終戦 後 は バル カ ン 半 島 の 経済 発展 の た めい や | 
ピエ ー ゲ ヴ ゲ リア Gevgelija 間 の 南北 路線 を 電 に 
二 和 MX 旨 設 さ れ て いっ た 。 第 2 次 大 
梁 や トン ネル な どの 多く の 鉄道 施 設 が 大 きれ 
め 、 終 戦後 し ば らく は 破壊 され た 久道 
用 が が れ た が 、 併 せ て 新 線 の 設 も 進め 54 

また 、 他 の 東欧 諸国 と 同様 に 電化 が 介 9「 
隊 。。y- ス コレ エ SRZ 還 
Dracevo 間 (延長 81km) が 、 続い て og7 乏 時 
ヴ ゲ リア まで の 152km が 電化 され た 。 そ 「 ル 
ビア の 建国 に 伴っ て マケドニア の 鉄道 は ィ 
ラビ ア 鉄 道 (Jugoslovenski eleZniC : め ) に が 


、 ノ 間 


し 
いり 
り a 


%Trana 


い キテ ーー の 
| ーー | Sd 
1435mT) 癌 線 電化 オフ リド 湖 』 


和 専 用 了 。) 
- 建設 中 計画 線 i 
数 字 は 主 な は 都市 / 口 (の 入 ) pi 
50 


運営 され て きた が 、 1991 年 に マケドニア 共和 国 と 
し て 独立 し た 後 は マケドニア 鉄道 (Makedonsk 
Pe MZ) が 設立 され た 。 さ ら に 2007 年 に は 

の 分 社 化 が 行わ れ 、 イン フラ の 管理 や 新 線 建設 
。 マケドニア 鉄道 イン フラ (JP Makedonski 
7alezmici mfrastruktura :MZT) と 旅客 及び 貨物 輸送 
を 行う マケドニア 鉄道 輸送 (Makedonski Zeleznici 
Transport AD :MZT) が 設立 され た 。 

総 延 長 669km の 路線 は 、 首都 スコ ピエ ー ゲ ウ ゲ 
リア 間 (延長 166km) と キチ ェ ボ Kieevo て マス コピ 
ェ ~Tabanovi6 間 の 主要 幹線 と 支線 で 構成 され て 
いる 。 ス コピ エー ゲ ヴ ゲ リア 間 は 、 セル ビア か ら コ 
ノボ 、 マ ケド ニア を 経由 し 、 ギリ シャ まで を 結ぶ 汎 
ヨー ロッ パ 第 10 回 廊 の 一 部 で あり 、 キチ ェ ボ ー ス 
"ビエ ー"abanovi6 間 の 路線 も マケドニア か ら ア ル 
バニ ア や ブル ガリ ア へ 向かう 汎 ヨー ロッ パ 第 8 回 廊 
ソー 部 で ある 。 こ の 2 路線 が スコ ピエ で 交差 する 。 

放 輸 送 に は 国際 列車 と 国内 列車 が あり 、 国 際 列 
還 の 主要 路線 は スコ ピエ か ら TAbanovi6 を 経由 し 、 
セル ビア の こ シュ Nis、 ベオグラード Beograd に 和 至 
導線 で ある 。 ニ シュ や ベオグラード で ヨー ー ロ ッ パ 
き 地 に 向かう 列車 に 乗り 換え る こと が で きる 。 こ の 
0 スコ ピエ か ら ギ リ シ ャ の テッ サロ ニキ お よび 

2 シュ ティ ー ナ Prishtina まで の 国際 列 
還 運 行 され て し \ る 。 


アル / (ニア Kieevo の Zajas 


の 


貨物 輸送 は 、 油 ヨ ー ロ ッ パ 第 10 回 廊 の 一 部 で あ 
る テッ サロ ニキ 港 と マケドニア 国内 を 結ぶ 路線 を 
軸 と し た 輸入 及び トラ ンジ ッ ト 輸 送 が 中 心 で ある 。 
主 な 輸送 品目 は 金属 鉱石 、 金属 製品 、 石油 や ガス な 
どの エネ ルギー 資源 及び 石油 製品 で ある 。 鉄 道 は 任 
物 輸送 量 (トン ) 全体 の 約 7% を 占め る の み で あり 、 
約 93% の 道路 輸送 に 対し て シェ ア は 小さ い 。 

車両 の ほとんど は 1960 年代 に 導入 され た ディ ー 
ゼル 機関 車 と 1970 年 代 に 導入 され た KONCAR 社 
(クロ ア チ ア ) や Electroputere 社 (ルー マニ ア ) の 
電気 機関 車 で あり 、 老 朽 化 が 進ん で いる 。 

将来 の 開発 計画 と し て 汎 ヨ ー ロ ッ パ 第 8 回 廊 の 
整備 と し て 、 キシ ェ ボ か ら ア ル バ ニ ア と の 国境 まで 
の 路線 及び クマ ノヴォ Kumanovo か ら ブ ル ガ リ ア 
話 隣 接する クリ ヴァ ・ パ ラン カ Kriva Palanka まで 
の 新 線 建設 が 進め られ て いる 。 完 成す れ は 黒海 と ア 
ドリ ア 海 が 鉄道 結ば れる こと に な る 。 この 他 、 
banovi《ー ゲ ヴ ゲ リア 間 に お ける 120kmh へ の 
高速 化 な ど 主要 企 来 線 の 改良 が 進め られ て いる 。 

また 車両 の 老朽 化 が 問題 と な っ て いる こと か ら 、 
車両 の 改良 や 新車 両 の 購入 が 予定 され て いる 。 
2015 年 申 に は 四国 中 車 よ り 、 第 1 弾 の 旅客 用 電車 
及び ディ ー ゼ ル 車 が 納 人 され る 予定 で ある 。 これ ら 
の 一 連 の 事業 は ヨー ロッ パ 人 復興 開発 銀行 (RBRD) 
の 支援 に より 行わ れ て いる 。 ぐ 川 端 則 弘 > 
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zo い パ [@ 


Bosnia and Herzeqovina 


国 の あら まし 
バル カン 半島 に あ 企 で さ 、 


で SAY 


る 共和 国 で 、 国土 の 大 


部 分 は 石灰 岩 の 大 地 SED か 
で 構成 され て いる 。 北 靖 二 計 @ り ラ エボ 
部 の ボ ズ ナ と 南部 の NO 電 
ヘル ツェ ゴビ ナ に 分 の 


か れ て お り 、 ボ ズ ナ と 

は ボ ズ ナ 川 の 清流 を 意味 し 、 ヘ ルツ ェ ゴ ビ ナ と は こ 
の 地 を 統一 し た 際 、「 ヘ ルツ ェ グ (公爵 領 )」 と いわ 
れ た こと か ちら その 名 が 付い た と いう 。12 世 紀 に ボス 
ニア 王国 が 成立 し 、 14 世紀 に ヘル ツェ ゴビ ナ を 傾 
土 に 収め た 。15 世紀 に オス マン 帝国 に よっ て 算 服 
され イス ラム 教 が 広まっ た 。20 世 紀 初 頭 に オー ス 
トリ ア ・ ハ ン ガ リー 帝国 領 と な っ た が 、 第 1 次 世界 
大 戦後 の 1918 年 に セル ビア 人 ・ ク ロア チア 人 ・ ス ロ 
ベニ ア 人 王国 (後に ユー ゴス ラビ ア 王 国 ) が 成立 し 、 
その 一 部 と な る 。 第 2 次 世界 大 戦後 に は は 、 ユー ゴス 
ラビ ア 連 邦人 民 共和 国 を 結成 し た が 、 1992 年 に 独 
立 し た 。 独立 後 、 内 戦 で 多く の 犠牲 者 を 出し て いる 。 
国内 は イス ラム 教 、 ギ リ シ ャ 正 教 系 の セル ビア 正 
教 、 カ トリ ッ ク な ど 複 数 の 宗教 が 混在 し て いる 。 主 
な 産業 は 、 木 材 加工 、 鉱 業 、 繊 維 、 水 力 発電 で ある 。 


人 ボス ニア ・ ヘ ルツ ェ ゴ ピナ 

人 口 :383 万 人 (2014 年 ) 面積 :5.1 万 km 
主要 言語 : ボ スニ ア 語 、 ク ロア チア 語 
通貨 : 印 換 マル ク BAM (1BAM=66.36 円 ) 
国民 総 所 得 : 182 億 USD 

1 人 当たり 国民 総 所 得 :4750 USD 
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ボス ニア ・ ヘ ルツ ェ ゴ ピナ Mi 
や や GR2 還 


道 主 要 テ ー タ (2012 


創業 1879 年 
1027km (1435mm) 
電化 キロ =。 777m(A25kVonmy 
列車 運転 線路 右側 通行 
年 間 旅客 輸送 量 60 万 人 
ン ノ 3980 万 人 キロ 
年 間 貨物 輸送 量 1340 万 トン 
ノ 12 借 5410 万 トン * ロ 
EU86 DU83 EM 
PC51 FC/1760 DDMW 


運営 組織 コ 


ボス ニア ・ ヘ ルツ ェ ゴ ビ ナ 鉄 道 公 社 
Bosansko HercegovaCka ZellezniekaJayna 
(BHZK) 

URL:http:/Www.bhzjk.ba/ 

ボス ニア ・ ヘ ルツ ェ ゴ ビ ナ 連 邦 鉄道 
Zeljeznice Federacije Bosne i Hercegovine (7fBH) 
URL:http:/vww.zfbh.ba 

スル プス カ 共 和 国 鉄道 

Zelieznice Republike Srpske (ZRS) 
URL:http:/Www.zrs-rs.com 


車両 数 


Korpoe。 


鉄道 の 歴史 


ボス ニア ・ ヘ ルツ ェ ゴ ビ ナ 最 初 の 鉄道 は 、187 
の オス マン 帝国 時 代 に 開業 し た バニ ャ ・ ル カ Bam 
Luka て ドゥ ブリ ンジ ャ Dobrinja 間 (延長 102mW 
で ある 。 こ の 路線 は ウィ ー ン Wien (オー スト 7 
ー イ スタ ン ブ ー ル hstanbul (トル コ ) 間 を 結 計 
の 一 部 と し て 標準 軌 で 建設 され た 。 

その 後 の 新 稚 建 設 は 、 1878 年 の ベル リツ 
お いて ボス ニア ・ ヘ ルツ ェ ゴ ピナ の 行政 権 を 般 
オー スト リア ・ ハン ガリ ー 責 国 に よっ て 
た 。 1878 年 に 建設 が 開始 され た ボサ ンス キ " 6 
Bosanski Brod 一 サラ エボ SarajevO 間 を 記 り の 
意 問 760mm の 狂 線 の 久 設 が 進め られ 

1945 年 に 旧 ユ ー ゴ スラ ビア の 部 と 人 
は 、1879 一 1918 年 に か け て 建設 され た 10「" 
軌 鉄道 が 、1978 年 まで の 間 に MT 
1031km の 標準 畔 に 政 軌 され 、 全線 の 7 


ぁ 約 777km が 電化 され た 。 当時 の 客 貨 輸 送 密度 は 
上 有数 の 高 さ を 誇っ て いた 。 し か し 、1992 年 に 勃 
可 し た ボス ニア 紛争 に より 鉄道 施設 は 甚大 な 被害 
受け 、 そ の 一 部 は 現在 も 復旧 され て いな い 。 

1995 年 の 独立 の 際 に は 、 ボ スニ ア ・ ヘ ルツ ェ ゴ ビ 
連邦 鉄道 (Zeljeznice Federacije Bosne i 
Hercegovime :ZFBH) と スル プス カ 共 和 国 鉄道 
2clezice Republike Srpske:ZRS) が 設立 され 、 
學 れ それ ボス ニア ・ ヘ ルツ ェ コ ビ ナ 連 邦 ( ボ シ ュ 
ャ ク 及 び ク ロア チア 人 主体 で 構成 ) 及び スル プス 
訪 共 和 国 (セル ビア 人 中 心 で 構成 ) に お ける 列車 運 
麻 を 行っ て いる 。 

1998 年 に は ZFBH と ZRS の 間 の 調整 機構 と し て 
ボス ニア ・ ヘ ハ ヘルツェゴビナ 鉄道 公社 (Bosansko 
Hercegovacka Zeljeznicka Javna Korporacija : 


BHZJK) が 設立 され た 。 


『 鉄道 の 特徴 
|。 ボス ニア ・ ヘ ルツ ェ ゴ ビ ナ の 鉄道 運営 は 、 地域 の 
構成 民族 の 違い を 背景 と し て 、ZFBH と ZRS の 2 社 
に よっ て 行わ れ て いる が 、 こ の 体制 は 長 距 離 輸送 の 
面 で 支障 が あっ た た め 、 1998 年 に 調整 機構 と し て 
BHZJK が 首都 サラ エボ に 置か れ た 。 

BHZJK は 、2 社 に また が る 列車 及び 国際 列車 の 設 
| 定 、 信 号 ・ 安 全 ・ 通 信 等 の シス テム の 調整 、 イ ン フラ 


ーー 


人 ゴビ ナ 


使用 料 の 決定 と 調整 、 国際 輸送 の 強化 お よび 他国 の 
鉄道 事業 者 と の 協議 を 行う 。 

旅客 輸送 は ZFBH 及 び ZRS の 各々 が 運行 する 地 
域 に お ける 列車 の 他 、 両 地域 を また いで 、 サラ エボ 
ー ザ グレ ブ Zagreb (クロ ア チ ア ) 間 と サラ エボ ー プ 
ロ チ ェ Ploee (クロ ア チ ア ) 間 の 国際 列車 が 設定 さ 
れ て お り 、 ザ グレ ブ に お いて 西 ヨ ー ロ ッ パ の 各地 へ 
向かう 列車 に 乗り 換え る こと が で きる 。 

主 な 貨物 輸送 は 鉄鉱 石 や ボー キサ イト と いっ た 
バル ク 輸 送 で ある 。 内 戦 に より 鉄道 施設 が 破壊 され 
た た め 貨 物 輸送 は 落ち 込ん だ が 、 2004 年 か ら 国内 
の 重工 業 や 、 鉄 鉱石 や 石炭 、 ボ ー キ サイ ト 、 ア ルミ ニ 
ウム な どの 採取 産業 が 再開 し た た め 、 その 後 の 輸送 
量 は 大 幅 に 増加 し た 。 主 な 貨物 輸送 ルー ト で ある サ 
ラ エ ボー プロ チェ 間 は 汎 ヨ ー ロ ッ パ 回 廊 の 一 つ で 
ある ブダ ペスト Budapest (ハン ガリ ー) プロ チェ 
間 の 一 部 で ある 。 プロ チェ 港 に お ける 貨物 取扱 量 の 
約 90% は この 回 廊 を 通っ て ボス ニア ・ ヘ ルツ ェ ゴ 
ビ ナ 方 面 に 運ば れ 、 さら に その うち 80% が 鉄道 に 
より 運ば れる 。 

ZFBH 及 び ZRS の 車両 は と も に 1960 年 代 に 製造 
され た 車両 が 中 心 で あり 、 老朽 化し て いる 。 この た 
め 、ZBH は 2010 年 より スペ イン の Talgo 社 や クロ 
ア チ ア の KONCAR 社 製 の 旅客 電車 を 導入 し 、 また 、 
ZRS も 2010 年 より ポー ラン ド の EKK Wagon 社 製 
の 貨車 を 導入 し 、 車 両 の 更新 を 行っ て いる 。 


将来 の 開発 計画 


ボス ニア 東部 の チャ プリ ナ Caplina と モン テ ネ 
グロ の ニク シ チ Niksic を 結ぶ 路線 (延長 190km) が 
計画 され て いる 。 こ の 路線 は か つて 狭軌 鉄道 に よっ 
て 結ば れ て いた が 、 19706 年 に 廃 線 と な っ て いた 。 路 
線 が 完成 すれ ば 、 ブ ダ ペ スト ー サ ラ エ ヴォ ー プ ロ 
チェ 間 の 汎 ヨ ー ロ ッ パ 回 廊 と バー ル Bar 港 (モン テ 
ネグロ ) が 結ば れ 、 貨物 輸送 ネッ トワ ー ク の 拡大 と 
輸送 量 の 増加 が 見 込ま れる 。 

主要 幹線 で ある サラ エボ ー プ ロ チ ェ 間 、 ブラ ディ 
ナ Bradina ご コニー ツ Konjic て チェ レビ チ Celebii 
間 の 路線 改良 が 進め られ て いる 。 また 、 ド ボ イ 
Doboj か ら ク ロア チア と の 国境 まで の 主要 幹線 ( 延 
長 210km) の 高速 化 な どの 路線 改良 が 最大 の 課題 
で あり 、 今後 は ド ボ イ ー ズ ヴォ ル ニ ク 2Zvormik 間 の 
改良 が 実施 され る 予定 で ある 。 ぐ 川端 剛 弘 > 
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ミロ ー 山 


・ へ NII1A 半 O の 


せ KLLH ご で クノ 


|Republic of Slovenia 


国 の あら まし 


ヨー ロッ パ 南 東 
部 に 位置 し 、 国土 の 
一 部 は アド リア 海 
に 面 し て いる 。 全土 
が 比較 的 温暖 な 気 
候 で ある 。6 世 紀 順 US 
か ら 南 スラ ブ 人 が 定住 し 、 その後 フラ ンク 王国 、 神 
聖 ロー マ 帝 国 、 オ ー ス トリ ア に よる 支配 を 経て 、 第 
1 次 世界 大 戦後 ユー ゴス ラビ ア 王 国 が 成立 し た 。 第 
2 次 世界 大 戦後 ユー ゴス ラビ ア 連 邦人 民 共 和 国 を 
結成 し た が 、 1991 年 に 分 離 独立 し た 。2004 年 に 
NATO お よび EU に 加盟 する 。 スラ ブ 系 で ある が 、 
オー スト リア に よる 支配 が 長かっ た た め に 、 宗教 は 
カト リッ ク が 多く 、 文 字 は ロー マ 字 を 使用 し て いる 。 
旧 ユ ー ゴ スラ ビア 諸国 の 中 で は 、 最 先進 工業 国 と し 
て 知ら れ て いる 。 主 な 産業 は 、 自動 車 な ど の 輸送 機 
械 に 加え 、 電気 機器 、 医薬 品 、 金属 加工 な ど が 挙げ 
られ る 。 また 全長 27km の ポス トイ ナ 鐘 乳 洞 な ど が 
ある こ と か ら 、 観 光 業 も 重要 な 産業 と な っ て いる 


スロ ベニ ア 共 和 国 

人 口 :208 万 人 (2014 年 ) 

面積 :2.0 万 km 

主要 言語 : スロ ベニ ア 語 
通貨 : ユーロ EUR (1EUR=129.80 円 ) 
民 総 所 得 :470 億 USD 

1 人 当たり 国民 総 所 得 :2 万 2830 Usb 
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道 の 主要 デー タ (20aS へ 、 


創業 1846 年 
営業 キロ 1207km 435mm) 
電化 キロ 


503km (DC3ky) 
列車 運転 線路 左側 通行 
年 間 旅 客 輸送 量 1640 万 人 


グ 7 億 6000 万 人 キロ 
年 間 貨 物 輸送 量 1760 万 トン 
35 億 3400 万 トン キロ 
車両 数 EL81 DU72 EMU。o DMU。 


PC/102 FC/296g 


運営 組織 


スロ ベニ ア 鉄 道 (持株 会 社 ) 

Slovenske zeleznice ($ の 

URL: http:/Www.slo-zeleznice.sj 

スロ ベニ ア 鉄 道 イ ン フラ 管理 機構 (鉄道 イ ン フ ラ 管理 
SZ Infrastruktura 

URL : http://www.slo-zeleznice.s/ 
infrastruktura 

スロ ベニ ア 旅 客 鉄道 (旅客 輸送 事業 ) 

SZ Potnkki Promet 

URL: http:/Www slo-zeleznice.sj 

スロ ベニ ア 貨 物 鉄道 (貨物 輸送 事業 ) 

SZ Tovorni Promet 

URL:http7/Www slo-zeleznice.sysltovomLpromet 


Dodjetle/ 


鉄道 の 歴史 


1846 年 に オー スト リア 帝国 時 代 当時 の 電 細 
(Sudbahnm) が グラ ー ツ Graz (オー スト リア ) か 5 
び て ツ ェ リ ェ Celje まで 開業 し た の が 始ま り で ⑳!、 
その 後 1849 年 に 現在 の 首都 リュ ブリ 7 
Liubljama、 さらに 1857 年 に トリ エス テ TH6 7 
タリ ア ) まで 延伸 され た 。 また 、 1862 年 に は 2『 
チア 経由 で ハン ガリ ー と 結ぶ ルー ト が 上 た 

第 1 世界 大 和 後 、 オー スト リア ハツ ガレ 
国 の 崩壊 に より 、 スロベニア は 、 セ ルビ ア 、 2 
ア と と も に 連合 王国 と し て 発足 し た : 還 
1924 年 まで 南部 鉄道 は 独立 し た 運行 を 続 ” 
が 、 929 年 に ユー ゴス ラビ ア 鉄 道 (jug 
2elezmice: め ) に 統合 され た 。 


1991 年 に スロ ベニ ア 共 和 国 と し て 独立 し た と き 
語 必 か ら 分 割 し て 、 スロベニア 鉄道 (Glovenske 
leznice: SZ) が 設立 され た 。2003 年 に 8 は 国有 
の 持ち 株 会 社 と な り 、 そ の 傘下 に 旅客 輸送 部 門 を 担 
品 す る 8Z Potrdski Promet、 貨物 輸送 部 門 を 担当 す 
る 8 Tovormi Promet、 インフラ 部 門 を 担当 する 8 
mfrastruktura が 設立 され た 。 また 、 同時 に 車両 の メ 
ソ テ ナ ンス を 担当 する 会 社 も 設立 され た 。 
ューーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 一 

鉄道 の 特徴 
ーー 
スロ ベニ ア は 、 中 央 お よび 西 ヨ ー ロ ッ パ と 南 ヨー 
ロッ パ を 結ぶ 輸送 ルー ト 上 に あり 、 特に リュ ブリ ャ 
ナ は 汎 ヨ ー ロ ッ パ 回 廊 の 第 5、 第 6、 第 10 回 廊 が 交 
閉 す る スロ ベニ ア 鉄 道 綱 の 中心 で ある 。 

旅客 輸送 に つい て は 、 リ ュ ブ リャ ナー トリ エス テ 
。 ベ ニス Venice 間 (延長 165km) や リュ ブリ ャ ナ 
ー グ ラー ツ 間 (延長 246km) で 国際 旅客 列車 を 運 
行 し て いる 。 国 内 路線 で は 、「 イ ンタ ー シ テ ィ ス ロ ベ 
ニア (ImterCity Slovenia:ICS)」 に よる 旅客 輸送 サー 
ビス を リュ ブリ ャ ナー マリ ボル Maribor 間 お よび マ 
リボ ルー リュ ブリ ャ ナー コペル Koper 間 で 展開 し 
て お り 、 Alstom 社 の 310 型 振子 車両 を 投入 し 、 高 束 
か つ 快 適 な 輸送 サー ビス 提供 し て いる 。 さら に 、 
イェ セ ニ ツ ェ Jesenice セ ジャ ー ナ Sezana 間 ( 延 
長 149km) で は ディ ー ゼ ル 機 関 車 牽引 に よる 旅客 
輸送 も 行っ て いる 。 ま た 、 イ ンタ ー シ テ ィ (1C)、 ユ ー 
ロ シ テ ィ (EC)、 ユー ロナ イト (BN) な どの 国際 旅 
客 列車 も 8Z の 路線 を 通過 し て 
いる 。 

貨物 輸送 に つい て は 、 ト ラン 
ジッ ト 輸 送 お よび 輸入 品 の 輸送 
が トン お よび トン キロ ベー ス で 、 
全体 輸送 量 の 約 90% を 占め て お 
り 、 主 な 輸送 品目 は 石炭 、 鉄鋼 、 
化学 製品 、 建設 資材 、 石油 製品 、 
木材 、 農 産物 で ある 。 国際 貨物 輸 
送 は 、 ザ ロ グ Zalog て - ボ ロー ニャ 
Bologna (イタ リア ) 間 、 リュ ブ 
リャ ナー ベオグラード Belgrade 
(セル ビア ) 間 、 リュ ブリ ャ ナー 
イス タン ブー ル Istanbul (トル 
コ ) 間 で 運行 し て いる 。 

2 は リュ ブリ ャ ナ 、 ツェ リ ェ 、 
マリ ボル 、 コペル 港 に お いて コ 


Tllirska Bistrica 


ン テ ナ ター ミナ ル を 運営 し て お り 、 これ ら の コン デ 
ナタ ー ミ ナル の 総 輸送 量 は トン ベー ス で 較 送 量 人 
体 の 22% を 占め て いる 。 また 、 コペル 港 は 、 オース 
トリ ア や 他 の 中 央 ヨー ロッ パ 諸 国 の 代表 的 な 輸出 
入港 と な り 、 地中海 の ハブ 港 か ら の フィ ー ダ ー 船 の 
基地 と な る こと が 期待 され て いる 。 こ の 地中海 ルー 
ト を 利用 する と アジ ア か ら 中 央 ヨー ロッ パ 諸 国 ま 
で の 所 要 日 数 は ロッ テル ダム Rotterdam (オラ ン 
ダダ ) 経由 と 比較 し て 、57 日 間 短 縮 さ れる 。 


将来 の 開発 計画 


人 

輸送 力 増 強 の た め の 既 存 路線 の 改良 お よび 複線 
化 が 計画 され て いる 。 ディ ヴァ アー チャ Divaca ご ゴ コ 
ペル 間 (延長 27km) の 信号 シス テム の 改良 (事業 
費 4180 万 EUR) が 2008 年 に 終了 し 、 現在 、 軌 道 お 
よび 駅 の 改良 (事業 費 4500 万 EUR) が 実施 され て 
お り 、 将来 は 同 区 間 の 複線 化 が 計画 され て いる 。 ま 
た 、 リ ュ ブ リャ ナー イェ セ ニ ツ ェ 間 (第 10 回廊 の 一 
部 区 間 ) お よび シェ ン テ ィ リ 8ent 抽 一 マリ ボル 間 の 
複線 化 も 計画 され て いる 。 左近 間 正 > 


3yw Sombethey も 
- ハッカ リー 


Hodo$ 


Lendava | 
M.Sredisee 


Cmomel 


NIL>2 ロ AO ニニ ミロ ー 山 に a 調 


Republic of Croatia 


国 の あら まし 


ヨー ロッ パ 南 東部 
に 位置 する 共和 国 で 、 @⑯ ザ グレ ブ 
アド リア 海 に 面 し て 人 ae 
いる 。 沿岸 部 は 地中海 
性 気候 、 内 陸 部 は 大 陸 6 
性 気 修 と な っ て いる 。 " マ へ 
7 世紀 頃 か ら 南 スラ ブ こい 、 
糸 民族 で ある クロ ア チ ア 人 が 定住 し 、 ウラ A メ ング 回 | 
お よび 東 ロ ー マ 帝 国 の 支配 を 受け た 後 、 10 世 紀 に 
独自 の クロ ア チ ア 王国 を 建設 し た 。 1102 年 に は ハ 
多 対 り 三 5272E に は ホテ トド リア の 支配 下 に な 
る な どの 後 、 第 2 次 世界 大 戦後 の 1945 年 に は 、 ス ロ 
ベニ ア 、 ボ スニ ア ・ ヘ ルツ ェ ゴ ビ ナ 、 セル ビア 、 モ ン 
ベク NaN2Z ド 己 め 425 放 お に ーー ヨ スラ ビア 連邦 
人 民 共 和 国 を 結成 する 。 1991 年 に 分 離 独立 し た 。 
1991 一 1995 年 の 民族 紛争 で 民族 構成 が 変化 し 、 ク 
ロア チア 人 の 割合 が 増加 し た 。 主 な 産業 は 、 観光 業 
お よび 農業 、 ボー キ サイ ト ・ 石 油 な どの 鉱業 、 造船 、 
食品 加工 と な っ て いる 。 旧 ユー ゴス ラ ビア 諸国 で は 
スロ ベニ ア に 次 ぐ 先 進 工 業 国 で ある 。 


例 ク ロア チア 共和 国 

人 口 :427 万 人 (2014 年 ) 

面積 :5.7 万 kmf 

主要 言語 : クロ ア チ ア 語 、 セ ルビ ア 語 
通貨 : クー ナ HRK (1HRK=16.97 円 ) 
民 総 所 得 :576 億 USD 

1 人 当たり 国民 総 所 得 : 1 万 3490 UsD 


250 


鉄道 の 主要 デー タ 2013 NN 


創業 1862 年 
営業 キロ 2722km (435mm) 
電化 キロ 847km (AC25kVsOHy) 
138km (DC3ky) 
列車 運転 線路 右側 通行 
年 間 旅客 輸送 量 2470 万 人 
/ 8 億 5790 万 人 キロ 
年 間 貨 物 輸送 量 1070 万 トン 
/ 20 億 8600 万 トン 
車両 数 EL98 DU152 EM 


PC/366 FC/6674 


運営 組織 こ 


クロ ア チ ア 鉄道 (持株 会 社 ) 
Hrvatske Zeljleznice Holding (H の 


HZ Holdings 


URL: http7wwwhzinfra.hholding 


クロ ア チ ア 鉄道 イン フラ 管理 機構 
(鉄道 イン フラ 管理 事業 ) 


HZ Infrastruktura 


URL: http:/WWwww.hzinfra.hr 


クロ ア チ ア 旅客 鉄道 (旅客 輸送 事業 ) 
HZ Putnicki Prjevoz (HZPP) 
URL : http:www.hzpp.hr 


クロ ア チ ア 貨物 鉄道 (貨物 輸送 事業 


HZ Cargo 


URL: http7Awww.hzcargo.hr 


クロ ア チ ア の 首都 サク レブ の ター 


ミナ ル で ある 中 央 駅 


(表記 


鉄道 の 歴史 


ーー 

ロア チ 7 に 最初 の 鉄道 が 開業 し た の は 1862 年 
の こ と で あり 、 オ ー ス トリ ア 統治 下 の ズ ィ ダ ニ ・ モ 
スト Zidam Most (スロ ベニ ア ) 一 ザグレブ Zagreb 
月 ジ サク Sisak 間 で あっ た 。 ハン ガリ ー 統 治 下 で は 
リエ カ Rijieka て ザグレブ 間 (延長 243km) が 1865 
衣 に 分 開 業 、1873 年 に 全線 開業 し た 。 ま た 、 イ タ 
リア 統治 下 の イ スト ラ Istra 地 方 で は 、 1873 年 に リ 
ェ カ ー スパ ジャ ー ネ Sapjane 間 が 開業 し た 。 

第 次 世界 大 戦後 、 オー スト リア ・ ハ ン ガ リー 帝 
国 の 月 壊 に よ り 、 クロ ア チ ア は スロ ベニ ア 、 セル ビ 
ア と と も に 連合 王国 を 建国 し た 。 第 2 次 世界 大 戦 
説話 コ ユー ゴス ラビ ア 社会 主義 連邦 共和 国 成立 後 は 
な て の 路線 が ユー ゴス ラビ ピア 国鉄 ( め ) に 編入 され 
た 。 そ の 後 、1991 年 に クロ ア チ ア 共和 国 と し て 独立 
し 、J 必 の ザグレブ 鉄道 管理 局 が 独立 する 形 で 、 政 府 
が 株 式 の 100% を 保有 すす る クロ ア チ ア 鉄道 
(Hrvatske Zeljienice:HZ) が 設立 され た 。 

1994 年 に HZ は 鉄道 イン フラ の 管理 と 列車 運行 
の 分 離 (上 下 分 離 ) を 行っ て お り 、 ま た 、 クロ ア チ ア 
は BU の 正式 な 加盟 国 候補 (2013 年 7 月 に 加盟 ) と 
な っ た こと か ら 、 2003 年 に 新しい 鉄道 法 を 制定 し 、 


ザ グ レブ 中 央 駅 で 出発 を 待つ クロ ア チ ア 鉄道 の 旅客 列車 (青山 弘和 ) 


2006 年 より 施行 し て いる 。 

2006 年 7 月 に 政府 は H み の 大 規模 な 改組 を 行い 、 
持ち 株 会 社 (HZ Holdings) の 下 に 、 イ ン フ ラ 部 門 の 
HZ Imfrastruktura、 旅 客 輸送 部 門 の HZ Putmici、 貨 
物 輸送 部 門 の HZ Cargo、 車両 保有 部 門 の HZ Vuca 
の 4 つの 子会社 を 設立 し た 。 

さら に 、 2012 年 11 月 に 上 記 組 織 の 再編 成 が 行わ 
れ 、 その 結果 、HZ mfrastruktura (イン フラ 部 門 )、 


Martin Brod 


、M.Sred / \ 
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ここ SS t : る ee < る 8 2 
スプ リト Split 駅 に 到着 し た ICN と し て 運行 する レギ オス ウィ ン ガ ー( 秋 山 芳 弘 ) 


HZ Putnicki Prijevoz (旅客 輸送 部 門 )、HZ Cargo ( 貨 
物 輸送 部 門 ) の 3 社 が 国有 企業 で は ある が 、 そ れ ぞ 
れ 独 立 し た 会 社 と な っ た 。 


鉄道 の 特徴 


中 央 お よび 西 ヨ ー ロ ッ パ と バル カン 地方 の 中 間 
に 位置 する と いう 地域 的 有利 性 を 有 し て お り 、 ミュ 
ン ヘ ハン Mumich (ドイ ツ ) ザグレブ ー ベ オグ ラー 
ド Belgrade (セル ビア ) アテ ネ Athens (ギリ シャ ) 
間 (第 10 回 廊 )、 リ エ カ ー ザ グレ ブー ブダ ペスト 
Budapest (ハン ガリ ー) リヴ ィ ウ Lvov (ツウ ク ライ 
ナ ) 間 (第 5b 回 廊 )、 ブダ ペスト ー ベ リマ ナス ティ 
ル Beli Manastrr-ー サ ラ エ ボ 8arajevo (ボス ニア ・ へ 
ルツ ェ ゴ ビ ナ ) プロ チェ Ploce 間 (第 5c 回 廊 ) の 
3 つの 汎 ヨ ー ロ ッ パ 回 廊 が 国内 を 通過 し て いる 。 

旅客 輸送 に つい て は 、 ザグレブ ー コ プリ ブ ニ ッ ツァ 
Koprivnicaー オ シ エ ク Osijek 間 、 ザグレブ ー コ プリ 
プ ニ ツ ァ ー チ ャ コ ペ ベツ Cakovec 間 、 ザ グレ ブー ジャ 
コ ヴ ォ Dakovo て オシ エク 間 、 ザ グレ ブー スプ リッ 
ト 8plit 間 (夜行 列車 ) で 運行 し て いる 。 ザ グレ ブー 
スプ リト 間 は 、 ボン バル ディ ア 社 製造 に よる 新型 振 
子 式 ディ ー ゼ ル 列 車 の レギ オス ウィ ン ガ ー (Regio 
gsuinger) が 導入 され 、 所 妥 時 間 が 短縮 され た た め 、 
1 日 1 往復 か ら 3 往復 に 増便 され た 。 
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貨物 輸送 に つい て は 、 旧 ユ ー ゴ スラ ビ ァ 最 W 
易 港 で ある リエ カ 港 を 発着 する コン テ ナ 輪 が 
要 な 収 人 源 と な っ て いる 。 ま た 、 国 際 貨 物 多 車 # よ 
び ボ スニ ア ・ ヘ ルツ ェ ゴビ ナ や セル ビア に 邊 呈す 4 
貨 物 列 車 の 運行 が 主軸 と な っ て いる 。 輸送 品 上 は 、 
主 に 鉄鉱 石 等 の 鉱物 資源 の ほか 、 材木 、 木 機 
化学 肥料 、 石 油 製品 、 穀 物 な ど で あ る 。 


将来 の 開発 計画 


現在 、 イ スト ラ 半 島 の 鉄道 網 は 、 ク ロア チ 7 人 上 
を 結ぶ 鉄道 路線 網 か ら 孤立 し て お り 、 こ の 多 立 
細 に 接続 する た め に は 、 スロ ベニ ア を 経由 する 
が ある 。 こ の スロ ベニ ア 経 由 に よる 内 コス ト 禁 
減 す る た め 、 ジュ ダニ Jurdan か ら イ ベス ト 2 
ルポ グラ ヴ Lupoglay 間 (延長 25kV の 新井 
査 が 実施 され て いる 。 し か し 、 由 間 に あ 2 
潮 を 通 財 する 約 15km の トン ネル 施工 が 投了 
題 と な っ て いる 。 

また 、 汎 ヨ ー ロ ッ パ 第 iomWo サ ルチン 
Salzburg (オー スト リア ) グラーツ 0 大 
トリ ア ) こ ザ グレ ブー ベオグラード 問 で 
上 に 向け た 設 仙 良 工事 が 進め られ て い 人 
く 左近 斉 正 > 


2 国 の あら まし 


バル カン ギ 島 は 
ソス 半島 お よび 
ェ ー グ 海 の 約 3000 の 
活か ら な る 国 で 、 


+ の 大 半 が 地中海 必 ⑤ ア テ ネ 。 
代 で ある た め 、 夏 は ⑱ emi 

間 で 間 燥 し て いる 。 

ー 方 冬 は 温暖 で 湿潤 gk 「 


4 気 備 が 特徴 で ある 。 山岳 丘陵 地帯 で も あり 、 中 で 
も リン ポス 山 (標高 2918m) が 最も 高い 山 で ある 。 
ギリ シャ 文明 発祥 の 地 で あり 、 多数 の 都市 国家 が 成 
た 。 東 ヨー ロッ パ に 普及 し て いる キリ 九 文 字 は 
ギリ シャ 文字 か ら 発展 し た も の で ある 。 ギリ シャ と 
は 名 誉 の 人 」 と いう 古代 ギリ シャ 語 が 語源 と いわ 
116。 紀 元 前 3 世紀 に 古代 ギリ シャ 減 亡 後 、 紀 元 前 
補 紀 に は ロー マ の 属 州 と な る 。 4 世紀 に ロー マ 帝 
間柄 に 分 断 し た 際 は 、 東 ロー マ 帝 国 に 属し た 。 
“5 に 15 世 紀 末 ま で は 全土 が オス マン 帝国 の 支配 
と な り 、 19 世紀 に 独立 し た 。 その 後 、 王制 と 共和 制 
"りす 果実 や オリ ー ブ な どの 農業 と 観光 業 が 


双 で ある 。 さら に 製鉄 や 造船 、 石油 化学 工業 、 海 
12 も 主 な 産業 で ある 。 


ルン 
SW 3 (0014 年 ) 面積 :132 万 Km 
EE ギリ シャ 語 
ユー ロ EUR (1EUR=129.80 円 ) 
し 2630 人 UsD 
た り 国民 総 所 得 :2 万 3710 USD 


リー 


コーT ア TP 
鉄道 の 主要 デー タ (2012 年 ) 
創業 


1869 年 
営業 キロ 2265km 
軌間 別 1826km (1435mm) 
396km (1000mm) 
43km (600mm750mm) 
電化 キロ 83km (AC25kV50Hz) 
年 間 旅 客 輸送 量 1530 万 人 
14 億 1400 万 人 キロ 
年 間 貨 物 輸送 量 320 万 トン 
/ 3 億 9290 万 トン キロ 
車両 数 EL14 DU150 EMU/9 DMU/118 
PC/237 FC/3536 SLU5 
運営 組織 
ss 
ギリ シャ 国鉄 (鉄道 イン フ ラ 管 理事 業 ) 


Organismos Sidirodromon Ellados (OSE) 
Hellenic Railway Organization 
URL: http7ww ose.gr 


ギリ シャ 鉄道 (鉄道 輸送 事業 ) 
TrainOSE SA. 


URL: http7/Wwwtrainose.or 


鉄道 の 歴史 


オス マン 帝国 の 支配 が 続い て いた ギリ シャ は 、 独 
立 戦 争 を 経て 1832 年 に 正式 に 独立 が 承認 さ れ た 。 
鉄道 の 建設 計画 は 、 独立 か ら 3 年 後 の 1835 年 に は 
承認 され た が 、 建設 が 実際 に 始ま っ た の は 承認 後 
22 年 を 経た 1857 年 で あり 、 さら に 12 年 の 建設 其 
間 を 経て 1869 年 に アテ ネ Athens 二 ビレ ウス 
Piraeus 間 (延長 8.8km) に ギリ シャ で 最初 の 鉄道 
が 開業 し た 。 

1881 年 に テッ サリ ア 地 方 が ギリ シャ 領 と な っ た 
後 は 、 道路 整備 も 不 十分 で あっ た た め に 国境 まで の 
鉄道 の 重要 性 が 見 直さ れ 、 標準 軌 に よる テッ サリ ア 
地方 へ の 鉄道 建設 に つい て の 契約 が 結ば れ た 。 こ れ 
に より 主要 路線 で ある アテ ネー テッ サロ ニキ 
Thessalomiki 間 が 1916 年 に 全線 開通 する と と も 
に 、 バル カン 諸国 と も 鉄道 で 結ば れる こと に た っ 
で 

し か し 契約 の 翌年 、1882 年 に ギリ シャ の 首相 が 
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wo so 加計 


で W 思 


マグ ドニ ア 
Bo Idorm6nl 
jole 


MessOnlSsio 
FIOrina 


/ 1 
アル バニ ア Amindeo に | - 


Kozani 


ギリ シャ 


\Megale| ol、 9 
RE Nafplo 
イオ ニア 海 Lomo 。 Seo 


^QKalamata 


数 字 は 主 な 都市 人 口 (万 人 ) 


0 100 200km 
トーーーーーーーーー ト ーー ーー 


Patra Dekoplo 
17 ミ OO い 間 1 th eS 
Kavassila ぐ KalAvrtao katGwo 5OW3 Aipon 
Pirgos KGrinthos パ eu 
Katakolo ぐ NSONia ArgosA & 上 os Lavrio 


交代 する と 、 標準 軌 で ヨー ロッ パ や アジ ア 諸 国 の 鉄 
道 と 接続 する と いう 前 政権 の 方 針 が 改め られ 、 建設 
費 が 抑え られ る 1000mm の 狭軌 に よっ て 国内 の 鉄 
道 を 整備 する こと に な っ た 。 こ の よう に 鉄道 整備 の 
過程 で 基本 的 な 方 針 が 変更 され た た め 、 ギリシャ の 
鉄道 は 標準 軌 と 狭軌 の 区 間 が 混在 し た 鉄道 ネッ ト 
ワー ク と な ちの る 5 

1920 年 に は 、 国内 の 地方 鉄道 を 統合 し 再編 する 
こと を 目的 と し て 旧 ギ リ シ ャ 国 鉄 (Gidirodrom 
BElimikou Kratous :SEK) が 設立 され 、 国内 鉄道 は 
1965 年 まで に SEK に 統合 され た 。 さらに 1970 征 
に は 、 鉄道 運営 と 施設 の 建設 を 一 元 的 に 行う こと を 
目的 と し て 、 SEK を 承継 し た 企業 体 と し て ギリ シャ 
国鉄 (Orgamism6s SidirodrGmon EIAdas : OSE) が 
設立 され た 。 

EU の 指令 に 従っ た 鉄道 事業 の 上 下 分 離 は 2005 
年 12 月 か ら 行 われ た 。 従来 の ギリ シャ 国鉄 を 鉄道 
イン フラ の 建設 と 運営 管理 を 行う 0SE と し 、 旅客 
貨物 の 輸送 サー ビス 部 門 は 新た に 設立 し た トレ ノ 
セ (Tain0SE) に 移管 され た 。 当 初 は 、0sE が 
TrainOSE の 全て の 株 式 を 保有 する 形態 で あっ た 
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か 、 そ の 後 、BU 指 令 に 従っ て 明確 な 経常 
る こと に な り 、2008 年 に は Tram0SE の 析 H 
て ギリ シャ 政府 が 保有 する こと と な っ た 。 て 0 人 
2007 年 に は アテ ネ で 近郊 鉄道 輸 送 を 行っ て いた 7 
ロア ステ ィ ア コス Proastiakos を 吸収 合併 し た た 
め 、 現在 の TrainOSEB は ギリ シャ 全土 の 鉄 着 和 炎 
担当 し て いる 。 

また 、 ギリ シャ 政府 が 保有 し て いた Tran0SBO 
株 式 は 、2013 年 4 月 に ギリ シャ 共和 国 資 計 叶 
金 (Helenic Republic Assets Development RW 
HRADF) に 移さ れ 、 現在 は HRADF が Tan0559 
株 主 と な っ て 民営 化 に 向け た 手続 き が 進め 5 代 
いる 。 


し 二 拉 旨 還 和 
鉄道 の 特徴 


国内 の 2265km の 営業 路線 の うち 、 MM 
軌 と な っ て お り 、 他 は 1000mm の 急 が 多く 
め て いる 。 ピ レウス か ら アテ ネ を 友 由 し て 7 
ニキ に 至る 区 間 が 複線 電化 ・ 標 準 軌 に よる 5 叶 
で ある 。 テ ッ サ ロニ キ よ り 北 は 単線 の 林 


ーー 


Ad - rdomemi まで 電化 され 、 マ ケ ドニ ア の 鉄 

上 と 接 し KA 
症 守 。 誠 機 と 同様 に 、 キリ シャ の 鉄道 も 深 列 
7 rl < 直面 し て お り 、 鉄道 部門 が 抱え る 信 務 
許 WUSD、 ギリ シャ の GDP の 約 5% に 及 ん で 
1 鉄道 の 負 償 は 国家 の 公 的 な 債務 と し 
MNT 
の 隊 的 な 圧力 が 高まる 状況 の 中 で も 、 鉄道 セ 


を ンー は 2 と の 大 し い 批判 に さら され る こと な く 非 


な が 続い て きた 面 が ある 。 

し に 、 ギ り シ ャ の 人 人 度 は 日 林 の 約 4 分 の 
に と どまり 、 由 自動 WE、 多 く の 和 と 
の 交通 は 航空 g 機 と 船舶 に 依存 し て いる こ と か ら 国 


の 輸送 市 場 は 鉄道 に 有利 と は いえ な い 。 ま た 、 隣 
| と の 8 道 輸送 も 活発 で な い 。 

こう し た 背景 か ら 、 ギリシャ の 鉄道 建設 、 鉄道 輸 
SB 政府 か ら の 補助 金 に 大 き く 頼 っ て きた が 、 近 
鉄道 路線 の 整備 計画 や 標準 軌 へ の 改 軌 計 画 、 電 
人 画 は 凍結 また は 中 止 さ れ て いる こと が 多い 。 ま 
た 、 政 府 か ら の 補助 金 の カッ ト に より 国際 列車 の 運 
行 が 取り 止め られ た り 、 TraimOSE の 経営 状況 の 悪 
化 か ら 地域 鉄道 の 輸送 サー ビス が 中 止 さ れ た りす 
る な ど 、 政 府 の 経済 危機 や 鉄道 の 経営 悪化 は 鉄道 運 
営 に 対し て も 大 き な 影 響 を 与え で いる 。 

この よう な 状況 の 中 で 、 鉄道 運営 の 経営 改善 を 図 
る た め 、 政府 が 全 株 式 を 保有 する TrainOSE の 分 社 
化 と 民営 化 が 予定 され て いる 。 入札 手続 き は 、 最終 
自 諸 を 迎え て お り 、 HRADF が 保有 する 貨物 部 門 の 
株 式 の 売却 に 対し て 、 ロ シア 、 フ ラン スコ ルー マニ バア 
な ど が 応札 し て いる 。 


フリ > 人 駅 の 名 前 も 持つ ア ネ テ 中 央 馬鹿 野 博 規 ) 


時 旅客 輸 

人 市 間 輸 送 と し て は 、 主要 路線 の アテ ネー テッ サ 
ゾー キ 間 で InterCity が 運行 し て いる 。 経済 危機 に 
下請 か 5 の 本 か に 拓 きれ た こと か 
5 2011 年 2 月 か ら 3 年 全 り に わた っ て 国際 列車 の 
運行 が 中 忠 され て いた が 、2014 年 5 月 か ら 一 部 の 
直通 サー ビス が 再開 され て いる 。 

都市 較 輸 送 に つい て は 、 ア テ ネ 、 テ ッ サ ロニ キ 、 パ 
トラ 近郊 に お いて 都市 較 輸 送 が 行わ れ て いる 。 ア テ 
ネ 首 都 較 の ネッ トワ ー ク は 2004 年 の オリ ン ピ ッ ク 
開催 に あわ せ て 整備 され 、 地下 鉄 輸送 と あわ せ て 都 
市 剛 輸 送 サ ービス が 提供 され て いる 。 
田 貨 物 輸送 

トラ ッ ク に よる 道路 輸送 や 船舶 と の 競争 が 厳し 
く 、 国内 貨物 輸送 は 鉄道 に と っ て 恵まれ た 輸送 環境 
と は いえ な いた め 、 イ ンタ ー モ ー ダ ル 輸 送 へ の 転換 
や 国際 輸送 に 期待 が か か っ て いる 。 そ の よう な 取り 
組み の パイ ロッ ト ケ ー ス と し て 中 国 の 巨大 船 会 社 
の Cosco 社 な ど と 共同 で 、2014 年 3 月 か ら チ ェ コ 
と の 間 に コ ン テ ナ 輸送 を 始め て いる 。 


将来 の 開発 計画 


2014 年 か ら 2020 年 の 鉄道 セク ター の 長期 計画 
が 08B か ら 示 され て いる 。 こ の 中 で は 、 アテ ネー パ 


トラ Patra 間 の 標準 軌 へ の 改 較 を 含む ギリ シャ の 主 
要 路 線 (パト ラー アテ ネー テッ サロ ニキ ー イ ド メ ニ 
/ プ ロマ コナ ス Promachonas) の 近代 化 、 主要 港 へ 
の 接続 に よる 貨物 鉄道 路線 の 整備 計画 な どの プロ 
ジェ クト と と も に 、 適 切な 鉄道 運営 に 向け た 組織 改 
革 の 実施 も 挙げ られ て いる 。 

ぐ 黒 崎 文雄 > 


の 
パ 


さこ せ 〇 


国 の あら まし 


アド リ ア 海 を は さん で イタ リア 
の 東 に 位置 し 、 バ ルカ ン 半 島 丁 則 の 4 
小国 で ある 。 国土 の 3 婦 分 の 2 は 標高 
1000 m 以 上 の 高地 で 、 海岸 部 は 地 
中 海 性 気候 、 山岳 部 は 大 陸 性 気候 
の た め 、 冬季 に は 降雪 量 が 多い 。 住 
民 入 プッ ツ ギ ポ * ヨ デ ロ ッ ッ パ 語族 で ある 
が 、 他 の 国々 と は 異な り 独自 の 言語 
を 持つ 。 国名 は ケル ト 語 の アル プ 
( 白 ) に ラテ ン 語 の 地名 接尾 調 が 付い た も の で 、 周 辺 
の 自 い 岩肌 を 指す と いう 。 ロー マ 帝 国 、 東 ロ ー マ 帝 
国 、 オ スマ ント ルコ の 支配 を 受け 、 1912 年 に 独立 し 
た 。 その後 イ タリ ア に 併合 され 、 第 2 次 世界 大 戦中 
は ドイ ツ に 占領 され た 。 戦後 、 人 民 共和 国 と な り 共 
産 圏 に 入っ た 。 エ ン ヴ ェ ル ・ ホ ッ ジ ャ に よる 独裁 政 
治 が 続き 、 近隣 諸国 と も 鎖国 状態 と な っ た 。 ホッ 
ジャ の 死後 、 後 任 の ラミ ズ ・ ア リア は 1991 年 、 大 統 
領 制 に 移行 し 共和 国 と な っ た 。 住民 の 約 7 割 が イス 
ラム 教徒 と な っ て いる 。 農耕 面積 は 少な く 、 小麦 や 
トウ モロ コシ が 主 産物 で ある 。 クロ ム や ニッ ケル 
銅 、 亜 談 な どの 鉱産 資源 が 豊富 だ が 未開 発 で ある 。 


人 アル バニ ア 共 和 国 

人 口 :319 万 人 (2014 年 ) 面積 :2 

主要 言語 : アル バニ ア 語 、 8 
通貨 : レク ALL (1AlLL=0.91 円 ) 
国民 総 所 得 : 127 億 USD 

1 人 当たり 国民 総 所 得 :4030 USD 
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400km あ っ た が 、 軍 の 撤退 時 に すべ て 撤去 され た 


鉄 


ーー 
ーー テー タク 


1917 年 


ry 423km (1435mm) 
電化 キロ 非 電化 
2 運転 は み 

客 輸 】 
WO ノ 1590 万 人 キロ 

物 輸送 量 10 万 トン 
人 ノ 1530 万 トン キロ 
車両 数 DU55 PC/88 FC/537 

運営 組織 

アル バニ ア 鉄 首 | 


Hekurudha 5hqipta6 (HSH) 
URL: http7WWW: hsh.comm.al 


ーー ーーー ビ ーー SO 
鉄道 の 歴史 


ォ オー スト リア ・ ハ ン ガ リ ー 軍 が 軍事 物資 や 食 精 
送 の た め 、 敷設 撤去 が 簡単 な ドウ コー ヴィ ル 式 軽 
便 鉄道 (軌間 650mr) を 1916 1917 年 に 建設 し 
治 開 議 位 シュ コー ー ダ ル Shkoder か ら テ ィ フ ナ Tha8 
まで 敷設 され 、 そ の 後 の 建設 を 含め て 全長 は 者 


第 2 次 世界 大 戦後 、 楓 準 軌 の 鉄道 建設 本格 に 
進め られ た 。 最 初 の ドゥ ラス Durres ご ペチ ン Peq 
間 (延長 44km) は 1947 年 11 月 、 ま た ド ウゥ フス ~ 
ティ ラナ 間 (延長 37km) は 1949 年 に 開業 し た る 
の 後 、 上 の 経 肖 人 計画 に 基づき 鉄 間 計 
た 。 こ の 頃 ほ ぼ 鎖 国 状態 と な っ た が 、 1960 年 代 化 
に ソ連 は 蒸気 機関 車 を 寄付 し 、 中 国 か ら 宮 較 
し た 。 ディ ー ゼ ルル 機関 車 は 、 ク ロム 鉱石 と の 交換 
チェ コス ロバ キア か ら 調達 し た 1978 年 か 
に 1986 年 に モン テ ネ グ ロ 
1 PS 人 し 、 コー ロッ パ の 鉄道 綱 と 2 
時 鉄道 運 輪 傘下 で 運営 れ 、 1980 香 
人 2 (UIO) に 加盟 する 時 か ら 


1991 年 の 社会 玉 義 体制 の 崩壊 に 伴い 、 李 上 


た 鉄道 を 愉 は 放 齋 する こと も 検討 し た か jm 
良 行 の 調査 に より 再生 する こと が 決定 され frm 
幸 行 や PU、 ア メリ カ と イタ リア 政府 の 資 る に ょ っ 
談 道 整備 が 行わ れ た 。 

2000 年 、HSH は 国営 企業 で な く な り 、 政府 保有 
の 株 式 会 社 と な っ た 。2006 年 に 政府 は BU と 協定 を 
結び 、EU の 方 針 に 基づい て HSH を 改革 する こと に 
上 較 な っ た 。 これ に より 次 道 イン フラ の 所 有 と 旅客 作 
物 の 輸送 業務 、 車両 関連 を 分 離し 、 オ ー プ ン ァ ク ャ 
の 導入 も 検討 し て いる 。 


ーー RIRRFREE 
鉄道 の 特徴 

ーー 

HSH の 鉄道 網 の 中 で 首都 ティ ラナ と 港 漆 都 市 
ドゥ ラス を 結ぶ 路線 が 旅客 お よび 貨物 輸送 に お い 
< 最 重要 で ある 。 だ が 、 道路 拡張 プロ ジェ ク ト の た 
還 め に ティ ラナ 駅 が 取り 壊さ れ 、 ティラ ナー ヴォ ー ラ 
Vora 間 (延長 10km) の 鉄道 輸送 は 2013 年 9 月 か 
ら 停止 し て いる 。 し た が っ て 、HSH の 本 社 が ある 
ドゥ ラス を 中 心 に ヴォ ー ラ を 経由 し て 北 の モ ン テ 
ネグロ 方 面 、 エル バ サ ン Elbasan を 経由 し て 東 の ポ 


グラ デ ッ Pogradec、 南 の ヴ ロ ー ラ Vlore へ の 3 方 向 
の 員 線 が 主要 路線 で ある 。 な お 、 リ ブラ ジ ド Librazhd 
~ー ポ グラ デ ッ 線 は 一 番 の 景勝 ルー ト で ある が 、 
2012 年 以降 旅客 輸送 を 中 止 し て いる 。 唯一 の 国際 
貨物 路線 で ある ポ ド ゴ リツ ァ Podgorica (モン テ ネ 
グロ ) ーシュ コ ダ ル 間 で は 、 全体 列 車 本 数 の 50% に 
あたる 国際 貨物 列車 が 運行 し て いる 。 

だ が 、HSH で は 長期 間 に わ た り 投資 や 保守 を 実施 
し な か っ た の で 、 軌道 状態 は 悪く 、 信号 設備 は 稼働 
し て いな い 。 また ドイ ツ や イタ リ ア な どか ら の 中 古 
車両 や チェ コ 製 ディ ー ゼ ル 機 関 車 の 老朽 化 が 進ん 
で いる 。 この た め HSH の 投資 は 、 今後 8 一 10 年 で 
是 バ ルカ ン 地 域 の 鉄道 と 同 程度 の レベ ル 、 また EU 
の イン ター オペ ラビ リティ を 満足 する よう に 鉄道 
の 状態 を 回 復 さ せる こと を 目的 と し て いる 。 


将来 の 開発 計画 


ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー ニ ーー ニー ニー ニー エー ニー ニー 
HSH の 鉄道 綱 は 、EU の 南東 ヨー ロッ パ 交 通 政 策 


に お いて 重要 な 位置 づけ に ある 。 政府 の 国家 交通 計 
画 (2013ー2017 年 ) に 基づく 鉄道 分 野 の 優先 プロ 
ジェ クト は 、 マケドニア へ の 汎 ヨ ー ロ ッ パ 


OTl'ana 


Elbasan 上 


VIloreo18 


数 字 は 主 な 都市 人 口 (万 人 ) 
50 


第 8 回 廊 の 整備 と モン テ ネ グ ロ へ の 国際 
踏 線 の 改良 で ある 。 

第 8 回 廊 は た ドゥ ラス か ら ポ グラ デ ツ 近 
く の リ ン Lin まで の 整備 と リン か ら マ ケド 
ニア 国境 まで の 新 線 (延長 2.7km) 建設 で 
ある 。 マ ケド ニア 側 で も 新 線 (延長 65km) 
を 建設 し て お り 、 ア ドリ ア 海 と 黒海 を 結ぶ 
第 8 回 廊 の 一 部 と な る 。 

また ティ ラナ ーー ドゥ ラス 間 の 改良 も 重 
要 で ある 。 こ れ に 関連 し て 、 首都 ティ ラナ 
の 新しい 駅 は 市 の 中 心 部 に 計画 され 、 鉄 道 
と バス 、 計画 中 の LRT が 乗り 入れ る 総合 
ター ミナ ル (面積 8.5ha) に な る 。 
ざ 秋 山 芳 弘 > 


se 
wer 


アル バニ ア 鉄 道 の 拠 点 と な る ドウ ラス Durres 駅 (藤森 啓 江 ) 
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zaNal 四 | 三 上 ] 


に 【 ぐ ) 


EU の 上 下 分 離 政策 と 鉄道 連 営 の 特徴 


上 下 分 離 に よる 国鉄 改革 

近年 の モー タリ ゼー ショ ン の 進展 に 伴い 、 ヨー 
ロッ パ 各 国 に お いて も 鉄道 輸送 量 の 減少 、 鉄 道 経営 
の 悪化 、 累積 償 務 と 補助 金 の 増加 な どの 課題 に 直面 
する こと に な っ た 。 こ の よう な 状況 の 中 で 、「 鉄 道 と 
道路 の 競争 基盤 の 統一 (イコール ・ フ ッ テ ィ ング )」 
を 実現 し 鉄道 輸送 の 再生 を 図る 目的 で 、1988 年 に 
スウ ェ ー デ ン が 他国 に 先駆 け て 上 下 分 離 に よる 国 
鉄 改革 を 行っ た 。 

スウ ェ ー デ ン の 国鉄 改革 の 成功 を 受け て 、 交通 市 
場 に お いて も 域内 の 統合 を 目指 す EU は 、 同 国 の 改 
革 手 法 を 参考 に 1990 年 代 の 初め か ら 新しい 鉄道 政 
策 を 進め て いる 。EU 鉄 道 政 策 の 当初 の 目的 は 、 環 境 
問題 な ど に 対応 する た め に 国際 鉄道 貨物 輸送 の 競 
争 力 を 強化 する こと で あ り 、 その た め に 国際 トラ ッ 
ク 輸送 と 同じ よう に 、 鉄道 に お いて も 単 一 の 事業 者 


が 国際 貨物 答 送 を 行え る よう に 内 
る こと で あっ た 。 こ の よう な 国境 を 直 > 人 
を 実現 する た め に は 、 輸送 事業 者 do 

に 自由 に アク セス する 必要 が ある 。 そ こ 。 0 
Me クセ ス を 容易 に に する た 0 
ト 分 離 を 促進 する 政策 を 推進 し て い ぇ () 

つま り 、 ス ウェ ー デ ン の 国鉄 攻 導 に お し W 
コー ル * フッ ティ ング の 実現 に よる 鉄 ぁ 、 7 
生 」 を 目的 と し て 上 下 分 苑 の 形態 が 導入 0 
が 、 BU の 新しい 人 道生 に お いて は その 2 
化し 、「 鉄 道 ネ ットワーク へ の 相互 ア クセ ス 」 の 

に 上 - 2 齋 2 
また 、 さ ら に 近年 市場 の 自由 化 に 人 5 jm 
者 間 の 和 競 争 」 を 促進 する た め の に 上 下條 生 の 輸 
者 語 ウー バ 3 


図 1 EU が 目指 す 国際 鉄道 輸送 の 運営 形態 (上 下 分 離 ) 


ぐ A 国 > 


A 国 の 輸送 事業 者 が 
B 国 に 乗り 入れ 


B 国 の 輸送 事業 者 が 
A 国 に 乗り 入れ 


同一 の 事業 者 に よる 国際 輸送 を 実現 
する た め に は 、 例 えば B 国 輸送 事業 者 の 
人 国 線路 施設 へ の アク セス が 必要 で あ 

、 る 。 こ の よう な アク セス が 容易 に な る よ 
うに 、EU は 線路 施設 を 輸送 事業 者 か ら 
分 離 ( 上 下 分 離 ) す る 政策 を 推進 し て い 


る 。 
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国境 く B 国 > 


B 国 
輸送 事業 者 


岡 2 日 本 と EU の 上 下 分 離 の 運営 形態 


日 本 の 上 下 分 離 
(整備 新幹線 な ど ) 


列車 運行 お よび 
イン フラ 管理 業務 


イン フラ の 保有 者 


分 離 政策 で ある が 、 その 基本 方 針 は まず 1991 年 に 
採択 され た EU 指 令 91/440 に 示さ れ た 。 ここ と で は 
輸送 事業 部 門 と 線路 事業 部 門 の 会 計 分 離 」 と 「 第 
三 者 に 対す る 鉄道 線路 の 開放 」 が 規定 され 、 そ の 後 、 
事業 者 間 の 競争 を さら に 促進 する た め に 、 鉄道 事業 
免許 に 関す る 共通 の 基準 、 線路 容量 の 割り 当て お よ 
び 線路 使用 料 に 関す る 規定 な ど が 定め られ て いる 。 
EU が 定め る これ ら の 規定 へ の 対処 方 法 は 各国 で 
異な る も の の 、 貨物 鉄道 輸送 に お いて は 、 オー プン 
アク セス に より 複数 の 事業 者 が 同一 の 市 場 で 運営 
を 行う 形態 が すでに 一 般 的 と な っ て いる 。 また 、 旅 


上 下 分 離 に よる 国鉄 改革 を し た スウ ェ ー デ ン 鉄 道 (鹿野 博 規 ) 


EU の 上 下 分 離 
(スウ ェ ー デ ン ・ イ ギリ ス な ど ) 


輸送 事業 者 1 
列車 運行 
輸送 事業 者 ら 
ジン プラ 
イン フラ 管理 者 ) 和 理 業務 


客 輸 送 に お いて も 、 イ タリ ア の 高速 鉄道 新 線 の 営業 
に 新規 事業 者 (NTV 社 ) が 参入 し た よう に 、 オー プ 
ン ア クセ ス に より 複数 の 事業 者 が 同一 の 路線 で 運 
営 を 行う 事例 も 存在 し て いる 。 し か し 、 ヨー ロッ パ 
に お ける 旅客 鉄道 の 多く は 一 般 的 に 不 採算 の た め 、 
事業 者 が 自主 的 に 市 場 に 参入 する こと は 期待 で き 
な い 。 こ の た め 、 旅客 鉄道 輸送 に お いて は 事業 権 と 
補助 金 の 獲得 を めぐ っ て 競争 入札 を 行い 、 契約 に 基 
づい て 一 定期 間 の 輸送 サー ビス を 提供 する 形態 が 
一 般 化 し て いる 。 こ の よう に 、 貨物 と 旅客 で は 市 場 
へ の 参入 方 法 は 異な っ て いる が 、 自由 化 され た 市 場 


ペー ン 
ン つこ 


末 基 8 貴 剛 大 難 (Y 浅 堂本 コ テレ CmC 


チェ コ の 民間 鉄道 会 社 で ある regiojet 社 の 長 距離 列車 (橋爪 智之 ) 


へ の 新規 参入 が 進む と と も に 、 国境 を 越え て 輸送 
サー ビス を 提供 する 多国 籍 交通 事業 者 が 現れ て い 
る こと は ヨー ロッ パ の 鉄道 事業 運営 の 大 き な 特 徴 
と いえ る 。 


EU 鉄 道 政 策 の 課題 と 成果 

近年 は 日 本 に お いて も 、 地 方 鉄道 の 維持 存続 や 整 
備 新幹線 の 建設 等 に 示さ れる よう に 上 下 分 離 の 運 
営 形 態 が 導入 され る 路線 が 増え つつ ある が 、 国内 の 
事例 に お いて は 、 上 下 分 離 の 導入 後 も 、 鉄道 事業 者 
が 運転 指令 や 施設 の 保守 管理 な どの イン フラ 管理 
業務 も 行い 、 鉄道 を 一 体 的 に 運営 し て いる 。 これ に 
対し て 、EU の 上 下 分 離 に お いて は 、 複 数 の 輸送 事業 
者 が 同じ 線路 の 上 で 運営 を 行っ て いる た め に 、 一 般 
的 に イン フラ 管理 業務 を 行う 組織 (イン フラ 管理 


| “ 
イギリス 国内 で 運行 し て いる DB シェ ンカ ー の 貨物 列車 (橋爪 智之) 
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Veolia と F5 に よっ て 運行 され る 国際 夜行 列車 Thello] ( 府 野 人 


者 ) と 輸送 事業 を 行う 組織 (輸送 事業 者 ) に 、 争 
事業 の 運営 業務 その も の が 分 離さ れ て いる ( 図 2 ぁ 
照 )。 こ の 点 が 、 EDU 諸国 の 鉄道 運営 の 大 き な 特 衝 
いえ る が 、 鉄 道 運営 が 複数 の 組織 に 分 離さ れ て いる 
た め に 、 これ ら の 組織 間 の 調整 作業 が 複雑 と な る な 
ど 問題 も 顕在 化し て いる 。 

新た な 間 題 を 抱え る よう に な っ た 一 方 で 、 上 
離 を 導入 し た スウ ェ ー デ ン 、 イギリス な ど で は 、 先 
道 輸 送 量 は 着実 に 増加 し て いる 。 輸送 量 が 増加 し た 
背景 に は 、 上 下 分 離 に より 道路 な ど と 同様 に 社 人 イ 
ン フ ラ と な っ た 鉄道 施設 に 、 政府 が より 積極 的 に 設 
備 投資 で きる よう に な っ た 点 と 、 優れ た 事業 者 が 
適 で 利便 性 の 高い 輸送 サー ビス を 提供 する よう に 
な っ た 点 が 挙げ られ る 。 こ の よう に 従来 の 国鉄 
潮 さ れ 、 鉄道 輸送 の 発展 に 向け て 官 と 民 が 共に 棟 
的 に 鉄道 事業 に 投資 する よう な っ た こと は 、 近 稲 9 
次 道 政 策 の 成果 と いえ る の で は な い だ ろ うか >。 

1990 年代 から REU で 始ま っ た 新しい 鉄道 政策 
BU 統合 に 伴い 鉄道 輸送 に お いて も 域内 で 統合 き 
た 市 場 を 創造 し よう と する 特殊 な 政策 的 背 時 を 
に 生ま れ た も の で ある が 、 上 下 間 の 調整 作業 な ど 
た な 課題 と と も に 目覚 まし い 成果 が 並存 し で いる 
点 で と て も 興味 深い 。EU で は 現在 も 国内 旅 衝 較 
の 自由 化 の あり 方 な ど を めぐ っ て 議論 が 続け 5 
て お り 、 新 し く 策定 され る 制度 と と も に その 
営 が どの よう に 変化 し て いく か 注目 され る 。 
< 黒崎 文雄 > 
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TEN-T プ ロジ ェクト (鉄道 プロ ジェ クト の みか 抜粋 ) 


⑩ Railway axis 
Berlin-Verora/Milano-Bologna-Napoli-Messina-Palermo 

⑩ High-speed Railway axis 
Paris-Bruxelles/Bruxelles-KoIn-Amsterdam-London 

High-speed Railway axis of south-west Europe 

〔4) High-speed Railway axis east 

6 Betuwe line 

⑩ Railway axis Lyon-Trieste Divaca/ 
Koper-Divaca-Ljubljana-Budapest-Ukrainian border 

め Multimodalaxis Portugal/Spain-rest of Europe 

⑥ Railway axis Cork-Dublin-Belfast-Stranraer 

⑥ 0resund fxed link 

O Nordic triangle railway/road axis 

人 West coast main line 


ゆ Freight railway axis Sines/Algeciras-Madrid-Paris 

5 Railway axis Paris-Strasbourg-Stuttgart-Wien-Bratislava 

⑩) High-speed rail interoperability on the Iberian peninsula 

Fehmarn belt railway axis 

⑩ Railway axis Athens-Sofia-Budapest-Wien-Praha-Nurnberg/ 
Dresden 

⑰ Railway axis Gdansk-Warszawa-Brno/Bratislava-Wien 

⑯) Railway axis Lyon/Genova-BaseL-Duisburg-Rotterdam/Antwerpen 

⑩) Railway/road axis Ireland/United Kingdom/continental Europe 

の ⑰) “Rail Baltica" axis Warszawa-Kaunas-Riga-Tallinn-Helsinki 

人 "Eurocaprail' on the Bruxelles/Bruxelles-Luxembourg-Strasbourg 
railWay aXis 

の ) Railway axis of the lonian/Adriatic intermodal corridor 
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264 ロシア 

の 7/| 還 ウ ワン ラス の ェ 

274 ベラ ルー シ 

276 モル ド バ 

278 カザフ スタ ン 

281 ウズ ベ キ スタ ン 
284 トル ク メ ニ スタ ン 
286 タジキスタン 

288 キル ギ ス 

290 アル メニ ア 

292 アゼル バイ ジャ ン 
294 ジョ ー ジ ア 

296 コラ ム 「 コ ユー ラ シ ア ラン ドブ リッ ジ ] 
298 コラ ム 「 シ ベリ ア 急 行 の 旅 」 
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RUssian Federation 


国 の あら まし 


アジ ア か ら ヨ ー ロ ッ パ に また が り 、 世界 最大 の 面 
積 を 持つ ユー ラ シ ア 大 陸 の 連邦 国家 で ある 。 9 世紀 
以来 の 東 スラ ブ 系 民族 と し て の 歴史 を 持ち 、 モ スク 
ブ 大 公国 を 経て 17 世 紀 に ロマ ノ フ 生 朝 が 成立 す 
る 。 ピョートル 1 世 の 時 代 に モス クワ か ら サ ンク ト 
ペテルブルク に 遷都 し て 以降 、 国土 を シベ リア 方 面 
に 急速 に 拡張 し 、 や が て ヨー ロッ パ 諸 国 に 肩 を 並べ 
る 強国 へ と 発展 する 。 

文学 や 音楽 な ど 芸 術 文化 も 花開い た が 、 20 世 紀 
初頭 の ロシア 革命 に より ロマ ノ フ 王朝 は 倒れ 、 内 戦 
の すえ ソビエト 連邦 が 成立 し た 。 第 2 次 世界 大 戦 で 
は 連合 国 側 の 一 員 と し て ドイ ツ な ど 枢 軸 国 と 戦っ 
た が 、 戦後 は 社会 主義 陣営 の 中 核 と し て 西側 諸国 と 
対 財 す る こと に な る 。 

し か し 1980 年 代 に ゴル バチ ョ フ が ペレ スト ロイ 
カカ を 提唱 し て 改革 を 進め た 結果 、 1991 年 に ソ ビ ェ 
ト 連 邦 は 朋 壊 、 新 生 ロ シア が 誕生 し た 。 以 降 、 米 国 を 
は じ め 西 側 諸国 と の 協調 政策 が 期待 され た が 、 ウ ク 
ライ ナ と の 領土 紛争 な ど 新た な 問題 の 浮上 に より 
各国 と の 関係 は 複雑 化し て いる 。 
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じ じ ユラ ヤラ ヤヤ ネ キサ キサ リサ リサ リリ fifi ペペ 


人 ロシア 連邦 

人 口 : 1 億 4247 万 人 (2014 年 ) 
面積 : 1709.8 万 km 

主要 言語 : ロ シア 語 

通貨 : ル ー ブ ル RUB (1RUB= =2.07 円 
国民 総 所 腸 :1 光 8227 億 UsD 

1 人 当たり 国民 総 所 得 :1 万 2700 USD 


鉄道 の 主要 デー タ SO 
創業 1837 年 


営業 キロ 8 万 6005km 

軌間 別 8 万 5200km (1 520mm 
805km (1067mm) 

電化 キロ 2 万 3986km (AC25kVe 


1 万 9100km (Dc3My 員 
列車 運転 線路 右側 通行 
年 間 旅客 輸送 量 ” 10 億 6830 万 人 


ノ 1286 億 人 キロ 
年 間 貨物 輸送 量 * 12 億 2700 万 トン 
2 兆 9542 億 トン キロ 
車両 数 EL9744 DL9956 EMU/ 凡 
DMU/380 PC/ 万 4100 詞 
FC/40 万 3492 
"2014 年 の 数 値 
運営 組織 
ロン ア 鉄 道 株 式 会 社 


Rossiskie Zheleznye Dorogi (RZD) 
URL:http:/rzd.ru ( ロ シア 語 ) 
URL:http:/eng.rzd.ru (英語 ) 


鉄道 の 歴史 


ロシア 最初 の 鉄道 は 、 サ ンク トペ テル 2 
St.Petersburg と 郊外 の 別 菩 地 で あっ た 》7 靖 
コ エ ・ セ ロー Tsarskoye Selo (現在 の = 人 
Pushkim) と を 結ぶ 路線 で 、1837 年 に 開業 し 

オー スト リア 人 技師 の 指導 に より 、 軌 間 02 2 
ト (1829mm) と いう 幅広 の ゲー ジ で 建設 d4 導 
後に 1524mm (現在 の 公称 は 1520mm 
れ 、 現在 に 至る まで 旧 ソ 連 疾 の 標準 ゲー ジ 
け 継が れ て いる 。1843 年 に 鉄道 省 が 発起 導 請 


に は サン クト ペテルブルク ー モ スク ワ 7M 


』645Km を 結ぶ 複線 鉄道 が 開通 し た 。 
の 後 も サン クト ペテルブルク 、 、 モ スク ワ の 両者 
を 中 心 に に 路線 を 延ばし 、 クリ ミア 戦 < 欠 後 の 近代 化 
、 の 1 の な か で 件 川 速 し た 。 中 央 アジ ァ 

を 擬 断 し て カス ヒ 海 へ と 公 る カス ピ 光 横断 鉄道 

(ans( spian Railway) は 1880 年 か ら 建設 が 始 

まり 、 1906 年 に オレ ン ブ ル グ Orenburg か ら タ シュ 

テン ト Tashkem (ウズ ベ キ スタ ン ) を 経て カス ピ 海 

東岸 の トル クメン バン Turkmenbashi (トル ク メ ニ 

スタ ン ) に 至る 踏 線 が 全 通 し て いる 。 また 1891 征 


計 4 た 
ジオ スト ク Vladivostok と を 結ぶ シベ リア 鉄 間 
⑪arsSiberian RailWay・TSR) の 建設 が 始ま っ た 。 
]899 年 に イル ルク ー ツ 時 そし て 1904 
年 に は 中 国 厩 内 を 通過 する 東 清 鉄道 経由 な が ら ウ 


ラジ オス トク 、 ハバ パロ フス ク Khabarovsk ま で 鉄路 
で 結ば れ 、 全 通 直前 に 勃発 し た 日 露 戦争 に ちい て も 
兵員 や 物資 の 輸送 に 大 き な 役割 た 果たす こと に な 
る 。 

その 人 後 、 第 1 次 世界 大 戦 か ら 続く ロシア 革命 に 
よっ て ソビエト 連邦 が 発足 、 鉄道 組織 も 改組 され ソ 
連 鉄 道 (Sovetskie Zheleznye Dorogi :SZD) と な っ 
た 。 間 命 後 の 内 戦 や 2 度 の 大 戦 に より 鉄道 も 5 大 き な 
被害 を 受け な が ら も 、 路線 の 延長 や 設備 の 近代 化 が 
進め られ 、 第 2 次 世界 大 戦後 に は 日 本 人 を 含む 多く 
の 抑留 者 も 鉄道 建設 に 従事 させ られ て いる 。 

1950 年 代 以 降 は 電化 ・ 無 煙 化 が 推進 され 、 1966 
年 に は モス クワ ー ウ ラジ オス トク 間 を 結ぶ 旅客 列 
車 「 ロ シア 」 が 運行 を 開始 、 1984 年 に は 半 世紀 に わ 
た り 建 設 が 続け られ て きた タイ シェ ト Tayshet て 


〇 サハ リン の 鉄道 


ョ ーー デニー ニニ 
ーー 


エーーー ーー ーーー 


リン クト ペア ルク の と 63 モス クー レニ ング ラー ツキ ー 駅 
原 浩 ) 


ソ ヴ ィ エ ツ カヤ ・ ガ ヴァ ニ Sovetskaya Gavan 間 を 
結ぶ が バイ カル ・ ア ムー ルル 鉄道 (Baikalo-Amurskaya 
Magistral :BAM) が 全 通 し た 。 一 方 で 高速 鉄道 車両 
の 開発 も 行い 、 1984 年 に 営業 最高 速度 200kwh の 
EP200 形 電車 が モス クワ ンー レニ ング ラー ド 
Lemingrad (現在 の サン クト ペテルブルク ) で 運行 
を 開始 し て いる 。 

し か し 1991 年 の ソ連 月 壊 に より 、 ソビエト 連邦 
を 構成 し て いた 多く の 共和 国 が 独立 、 ロ シア の 鉄道 
は 大 幅 な 縮小 を 余儀 な くさ れ た 。 路 線 の 総 延長 は ソ 
連 時 代 の 約 6 割 と な り 、32 あっ た 鉄道 管理 局 の うち 
15 の 党 理 局 も 独立 と と も に 移管 され て いる 。 

SZD は 新た に ロシア 鉄道 (Rossiiskie Zheleznye 
Dorogi :RZD) と し て 再 出発 する も の の 、 設備 や 車 
両 の 老朽 化 は 進み 、 ま た SZD 時 代 の 国際 貨物 の 顧客 
の 大 半 を 失う な ど 、 経営 環 境 は 厳し さ を 増 し て い 
た 。2001 年 、 連邦 政府 に より 「 鉄 道 構造 改革 計画 」 
が 示さ れ 、10 年 計画 で の 改革 が スタ ー ト する 。2003 
年 10 月 、RZD は 政府 が 株 式 の 100% を 保有 する 株 


| 
| 極東 ・ サ ハリ ン の 鉄道 は 、 日 赴 戦 
| 委 直 後に 日 本 陸軍 に よっ て 敷設 され 
| た 軍用 電 便 鉄道 を 発 冬 と し て いる 。 
」 欄 大 店 発足 後 は 樺太 庁 鉄 道 と し て 運 
| 営 さ れ て いた が 、 第 2 次 世界 大 戦 最 
| 本 期 に ソ連 軍 の 侵攻 を 受け 、 鉄道 も 
| 接収 され た 。 戦後 は ソ連 鉄道 が 日 本 
| 弥 陸 代 の 外線 組 を その まま 受け 継 
き 、1946 年 に 南 サ ハリ ン 鉄 道 局 が 発 
' 走 、1963 年 に 極東 鉄道 局 に 組み 込ま 
れ て いる 。 ソ連 月 壊 後 は サハ リン 鉄 
| 道 選 と し て 再編 され た が 、2003 年 の 


了 組 に 伴い サハ リ > 社 と な 
り 、 2010 年 に 李 東 鉄道 支 社 に 組み 入 | 


れ ら れ た 。 路線 は 第 2 次 世界 戦後 
_。 し 、 ホ ルム スク Kholmsk に は 台車 交 
、 換 場 も 設け られ て いる 。 ぐ 藤原 浩 > 


に 敷設 され た 一 部 区 間 を の ぞ き 、 日 


本 時 代 の 路線 網 を その まま 受け 継い 
で お り 、 軌 間 も 1067mm の まま で あ 
る 。 し か し 近年 は 1520mm へ の 改 軌 
工事 が 進め られ て いる 。 6 
は 旅客 列車 は わずか と な っ た が 、 ユ 
ジノ サハ リ ンス ク Yuzhno-Sakhalnsk 
ー ノ グリ キ Noglki 間 に は 島内 吟 紀 xs に 
年 9 


間宮 海峡 に 面 し た た ホル ムスク 
Kholmsk と ロシア 本 土 の ワ ニノ 
Vanino と の 間 に 鉄 道 連 絡 船 が 発着 


) 圏 回 頭 ら へ ロロ 日 | 


⑨ 


ヽ IN ロ ( 


Russian Federation 


Nikel'o "Pechenga 


/ ん 人 、 L- く goSeveromorsk 
の の 6 / 人生 QKovdor Murmansk 
ニア ゲ ヘタ ム 
Y ん ン rtti q 
<Gsebog ヽ 6 ドス ニ ァ 溢 Alaku 1 
4 ED KandalakSa oKirovsk Ns 
と < て ( イイ \ て て Uppsamla | デー トム が 】 OrO 
移り が xx へ) ア 、 ウィン ラン ド Sofpor99 
に すき 1 ) 計 Stockholm 
4 ウ に の ン Tamper6 音 Juskozero | 
N ニー 白 海 ) 人 
バル トト 海 Touek_ lenderyq BlomOf9K 
HO 
Mamonovo < つ ア VerOdVn8 
Baltjsk エス ド ご 0 Onega リ 『 
Kaliniqrad Re 1 0 了 069 sk 
る IOImOgO 
SovetSk / 計 ラド トピ ア oy 0 relo で 
1 SanNt-Petersburg 
Nesterov Push 
Kaunas ぁ 』 り ド ア 反 Pekov くい 5Karpogory 
) Vilnius 0 
悪 
愉 Brest 
MS 
この 


< ほし ン nowy 


R 、 RosiawiR RA Ne 72 


0 


と ブイ 
アゾ フ 海 Taganrog 
o 69 Don 


KereW 。 


pArmavir Stavropol "Verch Baskuneak いで 
Elista Sol-lleck 


/ Novotroick@“ m 
mo カサ フス タッ YeeP で comm 
ロ り に 
ジョ ー ジ ジア Naleiko : 2 ー 半 
Batumi ーー 人 較 ー* 
edikavkaz md 
erozny : 1067mm_ 門 


266 


率 会 社 へ と 改組 され 、 管理 ・ 監 暫 部 門 を の ぞ < 鉄道 
基 の 機能 の 大 半 が 移管 され た 。 改 革 は さら に 進み 、 
2007 年 と 2010 年 の 2 度 に わた り 貨物 部 門 が 会 
社 化 さ れ た ほか 、 2010 年 に は 連邦 旅客 株 式 会 社 
(Federal Passenger Compamy :FPO) も 発足 、 不 採 
了 門 の 長 距 離 旅客 輸送 が 分 社 化 さ れ て いる 。 

こう し て 2011 年 まで に 一 連 の 改革 が 終わ り 、 国 


間 ※ と な っ た RZD の も と 173 の 子会社 が 誕生 、 


職員 数 は 120 万 人 か ら 97 万 人 まで 削減 され た 。 一 
で 鉄道 の 近代 化 も 進め られ 、 2009 年 12 月 に は モ 
スク ワー サン クト ペテルブルク 間 に 高速 列車 「 サ プ 
サン Sapsan が 、 2010 年 12 月 に は サン ク トペ テル 
プル クー ハル シン キ Helsinli 間 に 国際 列車 「 ア レグ 
ロ Allegro」 が 運行 を 開始 し た 。 老 朽 化し た 車両 の 更 
新 や 駅 施設 の 改良 な ども 進め られ て いる 。 


鉄道 の 特徴 


ョ ーー 一 
ロシア の 鉄道 は 路線 の 総 延長 が 約 8 万 6000km と 


中 国 に 次 ぐ 第 3 位 、 電 化 路線 の 距離 で は 約 4 万 
8000km と 世界 第 2 位 の 座 に ある 。 大 陸 国 家 で あり な 
が ら 高 速 道路 網 が 未 発達 で や る た め 、 国内 輸送 に お 
ける 鉄道 の シェ ア は 旅客 ・ 貨 物 と も 4 割 前 後 を 占め て 
いる 。 し か し 黒字 基調 の 貨物 輸送 に 対し 、 旅客 部 門 は 
赤字 が 続き 、 近 年 は 構造 的 な 改革 が 続け られ て きた 。 


、 罰 高 和 列車 


笠 


現在 の ロシア 鉄道 で は 、「 サ プサン 」 (ロシア 語 で 
馴 表 | の 意味 ) と 「 ア ピグ ロラ 2W 導 の 
astochka」 (ロシア 語 で 「 燕 」 の 意味 )、「 ス トリ ー 
ジュ Strizh」 (ロシア 語 で 「 雨 燕 」 の 意味 ) の 4 列車 
が 高速 列車 と し て 位置 づけ られ て いる 。 た だ し 高速 


新 線 は 建設 され て お ら ず 、 い ずれ も 通常 の 和寿 来 線 を 


走行 し て いる 。 


ドイ ツ の ICE3 ベー ス の 高速 列車 サブ サ ン ( 藤 原 浩 ) 


人 @ サ プサン 


モス クワ ー サ ンク トペ テル ブル ク お よび ニジニ 
ノブ ゴロ ド Nizhmi Novgorod 間 で 運行 。 車両 は ドイ 
ツ の ICE3 の 技術 を ベー ス と し た シー メン ス 社 製 の 
Velaro RUS 型 で 、 最 高速 度 は 250kmh (モス クワ ー 
ー ジ ニノ ブ ゴ ロ ド 間 は 160kmh)。 モ スク ワー サン 
クト ペテルブルク 間 を 最短 3 時 間 40 分 で 結ん で い 
る 。 10 両 固定 編成 (原則 と し て 2 編成 を 連結 し た 
20 両 編成 で 運行 ) で 、 プ レミ アム クラ ス (1 号車) 
に ビジ ネス クラ ス (2 号車 )、 エコ ノミ ー ク ラス (3 
10 号車 ) の 3 クラ ス 制 。 プレ ミア ム ・ ビ ジネス 両 
クラ ス で は 食事 が 提供 され る ほか 、 ビュ ッ フ ェ 車 両 
(6 号車 ) も 連結 され て いる 。 ま た エコ ノミ ー ク ラス 
の うち 10 号 車 は 、 シー トピ ッ チ が 広く 軽食 が 提供 
され る 「 エ コノ ミー・ プ ラス 」 車両 と な っ て いる 。 
人 @ ア レグ ロ 

カレ リア ント レイ ンズ 社 に よっ て 運行 され 、 サン 
クト ペテルブルク と フィ ン ラ ンド の ヘル シン キ と 
を 結ぶ 国際 列車 。 フ ラン ス ・ ア ルス トム 社 製 の ペン 
ドリ ー ノ Sm6 型 を 採用 、 営業 最高 速度 は 220kmmh 
で 、 サ ンク トペ テル ブル クー ヘル シン キ 間 を 3 時 間 
36 分 で 結ん で いる 。7 両 固定 編成 で 1・2 等 車 の ほか 
食堂 車 も 連結 、 出 入国 審査 は 車内 で 行わ れる 。 
人 @ ラ スト チカ 

サ プ サ ン を 補完 する 役割 で 2013 年 に 登場 し た 高 
速 列車 。 車 両 は ドイ ツ ・ シー メン ス 社 製 の 
「DesiroRUS」 で 、 モ スク ワー ニジニ ノブ ゴロ ド 間 や 
サン クト ペテルブルク ー ペ トロ ザ ヴ ォ ー ツ ク 
Petrozavodsk 間 な ど 、 営業 距離 が 200 一 600km 程 
度 の 都市 間 輸 送 に 活躍 し て いる 。 高速 列車 に 位置 づ 
けら れ で は いる が 最高 速度 は 160kmwh で あり 、 モ 
ノ ク ラ ス 制 の 5 両 固定 編成 (原則 と し て 2 編成 を 連 
結 し た 10 両 編成 で 運行 ) で ある 。 
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ノヴォ シビ ピル スク 駅 に 停車 中 の RZD の 長 距離 列車 
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るび スト リー ジュ 

2015 年 6 月 に た モ スク ワー ニ ジ ー 
Nizhmi Novgorod 間 で 運行 を 開始 し た 
ル ゴ 社 製 の 高速 列車 。1・2 等 車 や 食堂 車 
の ほか 、 寝 合 と し て も 使用 で きる 個 宅 車 両 も 連結 じ 
て いる 。 最 高速 度 や 所 要 時 間 な ど は 同 区 間 を 運 f Tr す 
る ラス トチ カ に 準じ て いる 。 
圏 長 距離 旅客 輸送 

世界 一 広い 国土 を 持つ ロシア で は 、 モ スク ワ を 中 
心 に 数 多く の 長 距離 列車 が 運転 され て いる 。 優等 多 
車 の 多く は 愛称 を 持ち 、 な か で も モス クワ ー ウ ラジ 
オス トク 間 を 約 150 時 間 か け て 走る 「 ロ シア 」 や 、 
モス クワ ー サ ンク トペ テル ブル ク 間 を 走る 「 赤 い 矢 
Red Arrow」 な ど が よく 知ら れ て いる 。 か つて は 、 て 
れ ら の 優等 列車 は 列車 ご と に 専用 の 塗装 が な され 
て いた が 、 現在 で は ロシア 鉄道 標準 デザ イン の 車両 
で の 運用 が 増え つつ ある 。 長 距離 列車 に は 国内 列車 
だ け で な く 国 際 列 車 も 数 多く 運転 され 、 カザフ スタ 
ン や ベラ ルー シ な どの 旧 ソ 連 圏 を 中 心 に 直通 列車 
が 運転 され て いる 。 ま た 中 国 や 西 ヨ ー ロ ッ パ な ど 軌 
間 の 異な る 地域 へ も 、 国境 駅 で 台車 を 交換 する こと 
で 直通 列車 を 運行 し て いる 。 
圏 近郊 旅客 輸送 

モス クワ や サン クト ペテルブルク を は じ め ロ シ 
ア の 主要 都市 で は 、 長 距 離 列車 と は 別に 「 エ レク ト 
リー チカ Elektrichka」 と 呼ば れる 近 距 離 郊外 電車 
が 運転 され て いる 。 エ レク トリ ー チ カ と 長 距 離 列車 
で は 改札 口 や 乗車 券 販 売 窓口 が 異な り 、 主要 駅 で は 
自動 改札 が 設け られ て いる 。 車両 は 全て 座席 車 、 全 
車 自由 席 で ある 。 

また モス クワ や サン クト ペテルブルク 、 ノヴォ シ 
ビル スク Novosibirsk な どの 大 都市 で は 地下 鉄 が 運 
行 さ れ て いる 。 モス クワ の 地下 鉄 は 1935 年 開業 と 
いう 古い 歴史 を 持ち 、 共産 主義 時 代 の 華美 な 装飾 が 
施さ れ た 地下 ホー ム は よく 知ら れ て いる 。 その ほか 
各 都 市 に は 路面 電車 が 数 多く 運転 され て いる が 、 人 
体 と し て 路面 電車 の 路線 は 縮小 傾向 に ある 。 

圏 貨物 輸送 

国土 の 大 部 分 が 寒冷 地帯 で あり 、 道 路 網 が 未 発達 
な ロシア で は 、 国内 貨物 輸送 の 約 4 割 、 パイ プラ イ 
ン を の ぞ け ば 実に 8 割 を 鉄道 が 占め て いる 。 内 訳 は 
重量 ペー ス で は 石炭 が 全体 の 約 25%、 石 油 ・ 石 油 製 
品 が 約 20%、 鉄鉱 石 が 約 10% と 資源 輸送 が 過半 を 
占め 、 建 策 資 材 や 化学 肥料 、 鉄鋼 製品 、 木村 な ども 


270 


プア 2al EID 
スペ イン ・ ダ 
ビュ ツブ エ ェ 


須 な 輸送 品目 に 数 えら れる 。 電 は 
。 ク ラス に 分 けら れ て いる が 、 石炭 ゃ 多 Me 
も 重い クラ ス の 料金 が 低く 抑え られ 、p AM 
怒 6 割 を 占め て いる 。 SM 
また 貨物 輸送 の うち 国内 輸送 が 約 7 割 
が 約 3 割 を 占め て いる 。 な か で も TSR を 如 
川東 ア ジア を 結ぶ 国際 貨物 ルー ト は 
コス ト で あり 、 海上 輸送 より 日 数 か 知生 cs 
か ら 、 一 定 の 需要 を まかなっ て きた 。TSR 
ナ 国 際 貨物 の 輸送 量 は 2000 年 代 初 頭 の 識 
TEU 前 後 か ら 、 2013 年 に は 71 万 TBU へ と 4 
増加 し て いる が 、 コン テ ナ 輸送 が 占め る 間 
全 人 物 量 の わずか 2%6 紀 に 骨 ぎ ず 、 和 江川 c の j 
性 の 低 さ や 高い 輸送 料金 が 指摘 され て いる 。 下 
国 か ら 中 央 アジ ア を 経由 し て 欧州 へ と 至る 負 
ルー ト の 整備 が 進ん で いる こと で 、TSR ル ー ト gi 
位 性 が 揺らぎ つつ あり 、 ロ シア 鉄道 で は 利便 人 
上 や 輸送 能力 の 増強 に 取り 組ん で いる 。 


将来 の 開発 計画 


現在 は 在 来 線 の 線路 を 使用 し て 運行 され て ぃ 4 
高速 列車 向け に 、 高速 新 線 の 建設 が 計画 され て い 
る 。 計画 が 先行 し て いる の は モス クワ か ら ニ ジニ / 
ブ ゴ ロ ド を 経て カザン に 至る 約 770km で 、 調 性 
高速 度 は 400kmh。 モス クワ ー カ ザン 間 が 3 時間 
30 分 で 結ば れる 予定 で あり 、2018 年 の FIFA ワ ー ル 
ドカ ッ プ に 間に合わ せ た い 意向 で ある と いう 。$5 
に 将来 的 に エカテリンブルク FEkatermburg へ 
伸 も 視野 に 入れ て いる 。 ま た モス クワ ー サ ンク ト パ 
テル ブル ク な ど で も 高速 専用 線 の 建設 計画 が あ 。 

高速 鉄道 以外 で も 在 来 線 の イン フラ 整備 が 人 
られ 、2014 年 に は TSR お よび BAM の 答 送 能 放 虹 
の た め の イ ン フ ラ 整 備 が 発表 され て いる 。 て の 雇 
に より 、TSR の 貨物 列車 の 最大 積載 量 は 、 久 
6000 ご 6300 トン か ら 7100 トン に 引き 上 げ 54W 
予定 で ある 。 し か し 2014 年 以降 、 ウ クラ イナ 
争 問題 に より G8 の メン バー か ら 外 れる な な 国 
ア を 取り 巻く 国際 状況 は 急激 に 変化 し て い @。 
の 減少 に より 、 東 欧 ・ 中 央 アジ ア 方 面 へ の 国 
の 多く が 運休 を 余儀 な くさ れ て いる が 、 ルー 
や 原油 価格 急落 に 伴う ロ ソ ァ 在 済 の 和 宮 も 
ー て お り 、 今 後 の 開発 計 画 に 影響 が お よぶ 
えら れる 。 < 藤原 浩 > 


国 の あら まし 


東欧 に 広大 な 国土 
を 有する 大 陸 国 家 
IiG 東 側 で ロシア と 、 8 
西側 で ボー ラン ド や 
シカ ガリ ー な ど し と 接 
I 南岸 で 黒海 に 接 
で いる 。 ロ シア 及び ベラ ルー シ と は 同じ 起源 を 持 
2 スラ ブ 系 の 国家 で あり 、 古 く は 「 キ エフ ・ ル ー シ 」 
を 呼ば れ た キエフ 大 公国 が 勢力 を 誇っ て いた 。 し か 
し モン ゴル 帝国 に よる 支配 の 後 は 独自 の 国家 を 持 
た ず 、17 世 紀 以 降 は 次 第 に ロシア 帝国 の 一 部 と し 
I@ 組 み 込 まれ て いく よう に な る 。 ロシア 革命 に より 
謝 立 を 果たし た の も 束の間 、 ほ ど な く 赤軍 に 制圧 さ 
劉 、 ソ ビエ ト 連 邦 を 構成 する 一 共和 国 と な っ た 。 そ 
し て 1991 年 の ソビエト 連邦 朋 壊 に 伴い 、 独立 を 果 
た し て いる 。 だ が 2004 年 に 勃発 し た オレ ンジ 草 命 
徐 は 政情 が 安定 せ ず 、 2014 年 に は 武力 衝突 に よっ 
K 梓 欧米 政権 が 誕生 し た こと を 受け 、 クリ ミア 半島 
の ロ シア 編入 と いう 事態 を 招い て いる 。 さ ら に は 独 
評 を 主張 する 東部 の 親 ロシア 派 勢 力 と の 間 で 内 戦 
の 繰り 広げ られ る な ど 、 欧米 や ロシア を を も 巻き 込ん 
だ 衝突 が 現在 も 続い て いる 。 


$ ウ クラ イナ 
人 AH:4494 万 人 (2014 年 ) 面積 :60.4 万 kmf 
記 計 語 : ウ クラ イナ 語 、 ロ シア 語 
通貨 : フリ ヴ ニ ャ UAH (1UAH=5.05 円) 
国民 総 所 得 : 1 596 億 USD 

当たり 国民 総 所 得 : 3500 USD 


創業 1861 年 
営業 キロ 2 万 2510km 
軌間 別 2 万 1951km (1520mm) 


っ 10km (750mm) 
49km (1435mm) 


電化 キロ 4653km (DC3kV) 
4570km (AC25kV50Hz) 
列車 運転 線路 右側 通行 
年 間 旅客 輸送 量 4 億 9000 万 人 
/ 483 億 2700 万 人 キロ 


年 間 貨 物 輸送 量 3 億 9200 万 トン 
グ 1961 億 8800 万 トン キロ 


車両 数 EU1769 DLU4647 EMU/2982 
DMU/1032 PC/8667 
FC/12 万 5484 
運営 組織 
ウクライナ 鉄道 


UKrzaliznytsia (UZ) 
URL : http:/Www.uz.gov.ua 


首都 キエフ に ある キエフ 旅客 駅 (カラ ボッ ク ) 
ー 守 ー 


ネエ フ 旅 客 駅 の 構内 (カラ ボッ ク ) 
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鉄道 の 歴史 と 特徴 


っ 寿 の ウ ク ラ 「 ナ 鉄道 で 最初 に 建設 され た 品 
R 時 は オー ス トリ ア 和 常 国領 で あっ た 西 ウ クラ イ 
の リ ヴィ ウ Lviv て プシ ェ ム シ え ン ル Przemysl(_ 
ランド) 問 で 、1861 年 に 開通 し て いる 。 1860 年 代 


\ ば 以降 は ロ シ 7 常 国領 内 で も 建設 が 進み 、 1870 
冬 に は クル スク Kursk (ロシア ) か ら キ ェ フ key 
ォ デ ッ サ 0dessa へ と 全 る 幹線 が 全 通 し た 、 以後 も 
地 で E び 、 20 玉 紀 初 頭 に は 現在 の 路線 綱 
の 骨格 あがっ て いる 。 


と の 1 度 の 大 戦 に より 、 破壊 と 再建 が 線 り 返 
され た / ス ノワ Moskva 方 面 と 東欧 と を 結ぶ 重 
上 な 特 送 ルー ト で ある こと か ら 、 ソ ビ ェ エト 層 郭 の を 
と 近代 化 が 進め られ た 。 また ソ連 時 代 に は いく っ も 


の 大 規模 車両 工場 が 建設 され 、 現在 に いた る まで 旧 
ソ連 間 で は 最大 の 鉄道 車両 生産 国 で あり 、 と り ゎ け 
作 車 は ウクライナ の 重要 な 輸出 品目 と も な っ て い 
る 。1991 年 の 独立 後 は ウクライナ 内 の 6 鉄 首 局 も 独 
立 、 国 営 企業 で ある ウクライナ 鉄道 (Ukrzaliznytsia 
UZ) と し て 運営 を 行っ て いる 。 

か つて の ソビエト 連邦 の 一 員 で あり 、 軌間 は ロ シ 
ア と 同じ 1520mm。 そ の た め ポ ー ラ ン ド や スロ バキ 
な どの 軌間 1435mm の 東欧 諸国 へ 直通 で きず 、 
国境 で の 台車 の 交換 や 積み 替え が 必要 と な る 。 ま た 
ボー ラン ド 方 面 へ は 、 ポー ラン ド 国 鉄 (PKP) が 開 
発し た 軌間 可変 シス テム SUW2000 が 導入 され 、 キ 
エフ ー ワ ル シ ャ ワ Warsawa 間 を 結ぶ キ エフ エク ス 
ブレ ス Kiey-Express や 貨物 列車 な ど で 直通 運転 を 
全 っ て いる 。UZ は 収益 の 大 半 を 貨物 輸送 が 占め 、 主 
ト に 農 産物 や 地下 資源 を 周辺 各国 に 輸出 し て いる 。 

また アジ ア と ヨー ロッ パ を 結ぶ 国際 ルー ト の 一 
異 を 担っ て いる こ と か ら 、 ト ラン ジッ ト 貨 物 も 多く 、 
陸路 の ほか オデ ッ サ や マリ ウ ポ リ Mariupol な ど 黒 


~ 情 車 中 の 長 距離 列車 (カラ ボッ ク ) 


8 歳 一 15 歳 の 少年 少女 に 


よっ て 運営 され る ザ ポ リー ジャ 子供 鉄道 
(カラ ボッ ク ) 


客 沿岸 の 港 へ も 運ば れ て いる 。 

な お 鉄道 車両 は 同 じ 広 軌 の ロシア が 最大 の 輸出 
相手 国 で あっ た が 、 2014 年 の ウクライナ 危機 以降 、 
輸出 車両 数 は 激減 し た 。 

近年 は 列車 の 高速 化 に 力 を 入れ て いる が 、 2012 
年 に は 韓国 製 の HRCS2 型 高速 車両 を 導入 、 営業 最 
高速 度 160krWh で キエフ ーー ハリコフ Kharkov、 リ 
ヴィ ウ 、 ド ネツ ク Donetsk 間 で 運行 を 開始 し た 。 

し か し 相次ぐ ト ラブ ル の た め 運 行 を 中 止 し 、 次 期 
高速 車両 に は は クリ ュ コ フ 社 製 の 国産 車両 (KVSZ) 
が 選定 され た 。 

2014 年 に KVSZ の DPKr2 型 車両 が 試験 的 に キ エ 
ファ ハリ コ フ 、 リ ヴィ ウ 間 で 営業 運転 に 就 い て い 
る 。 な お KVSZ は 営業 最高 速度 220kmh で キエフ ー 
モス クワ 間 な ど に も 運行 の 予定 で あっ た が 、 ウ ク ラ 
イナ 危機 の 影響 で 計画 は 中 止 さ れ た 。 ロ シア ー ウ ク 
ライ ナ 間 の 列車 に は 、 他 に スペ イン の タル ゴ 社 製 客 
車 を 導入 する 計画 も あっ た が 、 こち ら も 進展 は み ら 
れ な い 。 加 え で 既存 の 国際 列車 の 多く も 運休 を 余儀 
な くさ れ 、 ロシア が 実効 支配 する クリ ミア 半島 へ の 
列車 も 運行 を 中 止 す る な ど 、 ロシア と の 関係 悪化 が 
鉄道 に も 大 き な 影響 を 及ぼ し て いる の が 現状 で あ 
る 。 藤原 浩 > 
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財団 豆 の SI ツ ロ 周 | 


へ MINNOG 


Republic of Belarus 


鉄道 概要 1862 年 
営業 キロ 5528km 
軌間 別 5503km (1520mm) 


25km (1435mm) 
電化 キロ 899km (Ac 
4km (DC3kV 0 
列車 運転 線路 右側 通行 
年 間 旅客 輸送 量 9330 万 人 


ノ 83 億 2600 万 人 キロ 
年 間 貨 物 輸送 量 1 億 4140 万 トン 
ノ 446 億 2000 万 トン キロ 
5 車両 数 EL78 DL422 EMU40 
国 の あら まし DMU/24 PC2261 FC/ 万 98 
ビアン ルン ルン 人 7 
な ど 5 カ 国 と 国境 を 接 運営 組織 
する 東 ヨ ー ロ ッ パ の 内 間 ” Po < 5 時 還 
陸 国 家 。 歴史 的 に は 隣 還 ベラ ルー シ 鉄 首 


四 c あ る ボーランド on 
よび リト アニ ア の 影 
を 強く 受け 、 中 世に は モン ゴル 帝国 の 侵入 、 いわ ゆ 
る “タタール の く び き " に 苦し め ら れ た 。16 世紀 に 
ポー ラン ド ・ リ ト ア ニア 共和 国 の 一 部 と な る が 、 18 
世紀 末 の ポー ラン ド 分 割 に より ロシア 帝国 に 併合 
され 、 その 後 は ロシア 帝国 の 一 部 と し て 「 ベ ロ ル シ 
ア ( 白 ロ シア )」 と 呼ば れ た 。 ロシア 革命 に より 初め 
て の 独立 国家 で ある ベラ ルー シ 人 民 共 和 国 が 成立 
し た も の の 、 ほど な く 赤 軍 の 侵 人 に よっ て 崩壊 、 自 
ロシア ・ ソ ビエ ト 社 会 主義 共和 国 が 成立 する 。 以 後 、 
ソビエト 連邦 を 構成 する 一 共和 国 と し て 存続 し た 
が 、1991 年 の ソ連 朋 壊 に より 独立 、 ベ ラル ー シ 共 和 
国 が 成立 し た 。 た だ し 現在 も 独立 国家 共同 体 (CIS) 
に 加わ り 、 ロ シア と は 政治 、 経 済 、 軍 事 な ど あら ゆる 
面 で 結び つき が 強い 。 また 長らく アレ クサ ンド ル ・ 
ルカ シェ ンコ 大 統領 に よる 独裁 体制 が 続い て お り 、 
近年 は 国際 社会 で 孤立 の 色 を 深め て いる 。 


だ 
NN 


人 ベラルーシ 共和 国 

人 口 : 931 万 人 (2014 年 ) 面積 :20.8 万 kni 
主要 言語 : ベ ラル ー シ 語 、 ロ シア 語 

通貨 : ベラ ルー シ ・ ル ー ブ ル BYR (1BYR=0.01 円 ) 
国民 総 所 得 :603 億 USD 

1 人 当たり 国民 総 所 得 :6370 USD 


ポー ラン ド 国 境 の ブレ スト に ある 台車 交換 場 (藤原 浩 ) 
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鉄道 の 歴史 
ee 
覗 在 の ベラ ルー シ 国 内 で 最も 古い 鉄道 路線 は サ 
ッ ク ト ぺ ペテルブルク Sankt-Petersburg と ワル シャ 
WarsZaW3 を 結ぶ 区 間 の 一 部 で 、1862 年 12 月 に 
識 業 し た 。 続い て 1866 年 に 北部 の ビ ゴ ソ ヴ ォ 
BiBOSOV3 と ヴィ テ プ ス ク Vitebsk を 結ぶ 路線 が 、 
也 71 年 に は 現在 の ベル リン Berim 一 モス クワ 
Moskva 問 を 結ぶ 国際 回 廊 (E20 路 線 ) の 一 部 で あ 
る プレ スト Brest ー オ ル シ ャ Orsha 間 の 東西 幹線 が 
開通 し て いる 。 その 後 も 順調 に 路線 を 延ばし 、20 世 
紀 初 頭 に は 現在 の 路線 網 の 骨格 が で き あ が っ た 。 
し か し 2 度 の 大 戦 で 国土 が 距 器 さ れ た こと も あ 
り 、 その 後 は さしたる 発展 を 見 ず 、 特に 第 2 次 世界 
天 戦 後 は ほとん ど 新 た な 路線 が 建設 され る こと な 
現在 に 至っ て いる 。 
長らく ソビエト 連邦 鉄道 (SZD) の 一 部 と し て 運 
拍 さ れ て きた が 、 国家 の 独立 に より 1992 年 に ベラ 
ルー シ 鉄 道 (BCh) が 設立 され た 。 現在 も 国有 鉄道 
し て 運営 され 、 国際 回 廊 の 一 部 で ある 東西 幹線 を 
申 選 に 近代 化 が 進め られ て いる 。 


鉄道 の 特徴 と 開発 計画 


ベラ ルー シ の 鉄道 の 最大 の 特徴 は 、 ドイ ツー ポー 
ラン ドー ベラ ルー シー ロシア を 結ぶ 国際 路線 の 一 


地 ま な 都市 人 (万 大 
0 7 fe 

Kapeia リト 
バル ト 海 4 


U - 吉 ン Druskininkal 
トン 、Porechyej 
Grodnoo 


KBrest 


Terespol 


| Vledawa6 Me! yr 


角 を 形成 し 、 ト ラン ジッ ト 輸 送 が 主体 と な っ て いる 
こと で ある 。 ブ レス ト Brest オル シャ Orsha 間 を 
結ぶ 東西 幹線 611km は 複線 電化 され 、 旅客 列車 は 
最高 速度 140kh、 貨物 列車 は 80 て 90kmWh で 運 
転 さ れ て いる 。 旅客 列車 で は モス クワ ー ベ ルリ ン 間 
に 週 3 往復 の 直通 列車 が 運行 され 、 うち 1 往復 は パ 
リ Paris へ と 直通 する 。 また 貨物 の トラ ンジ ッ ト 還 
送 は 旅客 以上 に 重要 で あり 、 ヨー ロッ パ と ロシア 、 
中 国 な ど と を 結ぶ ほか 、 ラ トビ ア ・ リ ト ア ニア 方 面 
へ の トラ ンジ ッ ト 輸 送 も 行わ れ て いる 。 主 な 輸送 貨 
物 は 石 過 が 49%、 石油 が 24% を 占め る ほか 、 鉄鋼 
や 化学 肥料 な ども 多く 運ば れ て いる 。 

も う ひ と つの 特徴 は 、 ベ ラル ー シ の 鉄道 が ロシア 
と 同じ 軌間 1520mm の 広軌 で あり 、 1435mm の 標 
準 軌 を 採用 する ポー ラン ド 方 面 と 軌間 が 異な る こと 
で ある 。 そのため ブ レス ト に は 人 台車 交換 場 が 設け ら 
れ 、 旅 客 列車 の 場合 は 乗客 を 乗せ た まま 台車 を 交換 
する こと が で きる 。 また 2012 年 に は ロシア 鉄道 
(RZD) の 子会社 、 ヴ ニー ジッ ト 鉄 道 輸送 研究 所 と ス 
ペイ ン の タル ゴ 社 が 協定 を 結び 、 モ スク ワー ベル リ 
ン 間 で 運行 する 軌間 可変 車両 の 共同 開発 に 着手 し 
て いる 。 な お 国内 輸送 で は 、 首都 の ミン スク Minsk 
を 中 心 に 旅客 列車 が 運行 され 、 最高 速度 160kmh 
を 誇る スイ ス 製 の 新型 車両 「 シ ティ ライ ン 」 の 導入 
も 進ん で いる 。 ま た ミン スク で は ソ連 時 代 に 建設 さ 
れ た 地下 鉄 が 2 路線 運行 され て いる 。 < 藤原 浩 > 


Kasnoye )、 軌間 混合 区 間 
ha (1435/1520mm) 


wー ご MI >O 〇 較 回 回 ら へ I ロ 還 


Republica Moldova 


モル ドル _  ---- 王 


雪 SMCBRMOZPRGORNRGKSRSNMG908 


国 の あら まし 


ツウ ウラ ゴブ サミ ルー マ 
ニア な ど に 接する 東欧 
の 共和 国 。 ルー マニ ア 
と は 民族 的 に も 言語 的 
に も ほとん ど 差 異 は な 
く 、 中 世に は モル ダビ 
ア 公 国 と し て ひと つの 
国家 で あっ た 時 代 も 
あっ た 。16 世 紀 以 降 、 モ ル ダ ビ ア は オス マン 帝国 の 
支配 下 に 置か れる が 、 1812 年 に ベッ サラ ビア 地方 
が ロシア 帝国 に 割 誠 さ れ 、 この ベッ サラ ビア の 大 部 
分 が 後 の モ ルド バ 領 と な っ た 。 ロシア 草 命 後に は 独 
立 し て 一 時 的 に ルー マニ ア と 統合 し た も の の 、 ほど 
な く ソ ビエ ト 連 邦 に 併合 され 、 1991 年 の ソ連 月 壊 
に より 独立 を 果たし て いる 。 独立 後 は ルー マニ ア と 
の 再 統 合 を 目指 す 動 きも あっ た が 、 現在 の と ころ 具 
体 化 し て いな い 。 また 東部 の ドニ エス トル 川東 岸 地 
域 に は ロシア 人 が 多く 移住 し 、 現 在 は 事実 上 の 独立 
地域 と し て ロシア 軍 も 駐留 する 。 そ の た め ロ シア と 
は 対立 状態 に ちる も の の 、 一 方 で は エネ ルギー 資源 
で ロシア に 依存 し 、 経済 で は 「 ヨ ー ロ ッ パ 最貧 国 」 
と 呼ば れる 苦境 が 続い て いる 。 


全 モ ルド バ 共 和 国 

人 口 : 346 万 人 (2014 年 ) 面積 :3.4 万 km 
主要 言語 : モル ド バ 語 、 ロ シア 語 

通貨 : モル ド バ ・ レ イ MDL (1MDL=7.57 円 ) 
国民 総 所 得 :74 億 USD 

1 人 当たり 国民 総 所 得 :2070 USD 
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鉄道 の 主要 デー タ (2012 人 へ 


創業 1871 年 
営業 キロ 1157km (1520mm) 
電化 キロ 非 電化 


列車 運転 線路 右側 通行 
年 間 旅客 輸送 量 47 万 人 


グ 3 億 6300 万 人 キロ 
年 間 貨物 輸送 量 460 万 トン 

ノ 11 億 7200 万 トン キロ 
車両 数 DU152 PC/502 FC/791 
ーー で 8224 旨 222528ES eeee 

運営 組織 

ビー ザーー、 ぷ j++}+'SS 
モル ド バ 鉄 道 


Calea Feratadin Moldova (CFM) 
URL: http:/wwwrrailway md 


リル 
ジー 


NNNNNNN 
NNNNNNNNN 


ei 


っ 駅 (三輪 和 司 ) 


キシ ニョ フ 駅 に 便 車 中 の ブカレスト 行き の 国際 列車 ( 三 四 和 到 


鉄道 の 歴史 

を ルド バ で 最初 の 鉄道 は キシ ナ ゥ Chisina 
ティ ラ スポ リ Tiraspol 間 で あり 、 1871 年 8 月 28 日 
選 開 業 し た 。 1877 年 3 月 に は 、 現 在 の モル ド バ 鉄 首 
の 主要 昌 線 で ある キシ ナウ ン ウ ン ゲ ニー Ungheni 間 
が 開通 。 同年 の 11 月 に は 、 ベ ン デ ル Bender (ティ ギ 
mghina と も ) か ら 南 部 を 縦 仙 し て ルー マニ アァ の 
ガラ ツィ Galati に 全 る 305km の 路線 が 開通 する が 、 


、 
3 カ月 の 工期 で 敷設 され た と いわ れる 。 そ の 後 も 
、 凍 AE 
較 850km を 越え 、 ほ ぼ 現 在 の 路線 網 が 完成 し て いる 。 


1992 年 、 ソ ビエ ト 連 邦 鉄道 (SZD) の 分 割 に よっ 
て モル ド バ 鉄 道 (CFM) が 設立 され た 。 発 足 当初 は 
上 沿 ド ニ エ ス トル 地域 の 内 戦 で 鉄道 も 麻痺 状態 で 
央 あっ た が 、 数 年 後に は 大 半 の 路線 で 運行 が 再開 さ 
較 れ 現在 は 沿 ド ニ エ ス トル 地域 を 通過 する オデ ッ サ 
0dessa へ の 路線 も 運行 され て いる 。 


鉄道 の 特徴 と 開発 計画 


モル ド バ の 鉄道 は 、 ロ シア を 中 心 と し た 軌間 
520mm の 広軌 ネッ トワ ー ク の 南西 端 に 位置 し て 
る 隣接 する ウクライナ 鉄道 と は 複数 の ルー ト で 
続 し 、 首都 の キシ ナウ と モス クワ Moskva や サン 
クト ペテルブルク St. Petersburg、 ミン スク Minsk、 
オデ ッ サ な ど と を 結ぶ 定期 列車 が 運行 され て いる 。 
方 ルー マニ ア の ブカレスト Bucharest へ 直通 す 
る 国際 列車 も 運行 され て いる が 、 ルー マニ ア 鉄 道 は 
加 間 1435mm と 軌間 が 異な る た め 、 境界 駅 で ある 


計 シ ニョ フ 駅 に 停車 中 の モル ド バ 鉄 道 の 旅客 列車 (三輪 和 司 ) 


ワン ゲニ で 台車 交換 作業 が 行わ れ て いる 。 ウ ン ゲ ニ 
と ルー マニ ア 東 部 の 都市 ヤシ Iasi と を 結ぶ 区 間 列 
是 も 運転 され 、 ルーマニア と の 経済 格差 が 開い た 現 
竹 で は 、 モル ド バ か ら ヤ シ へ 買い 出し に 向かう 市 民 
の 姿 も 目立つ 。 な お 国境 を 流れ る プレ ー ト 川 に 架 か 
る 鉄橋 は 、 エ ッ フ ェ ル 塔 の 設計 で 名 高い ギュ スタ ー 
プ ・ エ ッ フ ェ ル の 設計 に よる も の で ある 。 

貨物 で は ウクライナ と の 間 で 石炭 や 木材 、 鉄鋼 な 
ど が 輸送 され て いる ほか 、 ルー マニ ア と の 間 で は 主 
に 鉄鉱 石 が 輸送 され て いる 。 旅客 、 貨物 と も 国際 輸 
送 が 中 心 で あり 、 国内 を 走る ロー カル 列車 は 少な 
い 。 

また 沿 ド ニ エ ス トル 地域 を 経由 せ ず に ウ ク ラ イ 
ナ に 至る 新 ル ー ト と し て 、 マ ルク レシ ュ テ ィ 
Marculesti ソロ カ Soroca 間 55km を 結ぶ 新 線 計 
画 が 計画 され て いる 。 
藤原 浩 > 
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HO 回 還 豆 の へ N ロ 四 | 


二 ご 


Republic of Kazakhstan 


鉄道 の 主要 デー タ (2009 和 へ 


創業 1894 年 

営業 キロ 1 万 4205km (1520mm) 

電化 キロ 4133km (AC25KV50H 
3km (DC3kV) 

列車 運転 線路 右側 通行 

年 間 旅客 輸送 量 190 万 人 


ノ 148 億 6000 万 人 キロ 

年 間 貨物 輸送 量 2 億 4800 万 トン 
ノ 1973 億 200 万 トン キロ 

車両 数 EL/592 DLU1115 PC/04g 
FC/12 万 1096 

運営 組織 
旧 ソ 連 で は ロシア 着 
に 次 ぐ 面 積 の 大 き さ カザフ スタ ン 国 鉄 


で 、 中 央 アジ ア の 共 
和 制 国家 で あり 、 独 
立国 家 共同 体 (CIS) 
に 加盟 し て いる 。 国土 の 大 部 分 を 砂漠 お よび 高原 
(ステ ッ プ ) が 占め 、 地下 資源 に 恵まれ て いる 。 歴 史 
的 に は イス ラム 系 の 遊牧 民族 が 盛衰 を 繰り 返し 、13 
て 15 世紀 の モン ゴル 帝国 の 支配 を 経て 、15 世紀 後 
半 に カザフ ・ ハ ン 国 が 成立 し た 。 だ が 19 世 紀 以 降 は 
ロシア 帝国 の 侵攻 を 受け 、 1860 年 代 に は 全域 が ロ 
シア に 併合 され て いる 。 ロシア 草 命 後 は カザフ ・ ソ 
ビエ ト 社 会 主義 共和 国 と し て ソビエト 連邦 に 属 内 
ソ連 有 崩壊 後 の 1991 年 に 独立 、 カザフ スタ ン 共 和 国 
と な っ た 。 独立 以来 、 ヌメ ルス ル タ ン ・ ナ ザル Na 
統領 が 20 年 以上 に わた り 大 統領 の 地位 に あり 、 独 
裁 も 指摘 され て いる が 、 ロシア を は じ め 周 辺 各国 や rw 
西欧 諸国 と は お お お ね 良好 な 関係 を 保っ て いる 。 近 ~~”。 カザフスタン の 間 導 で ぁ る アス タナ Aa。 
年 は ロシア 離れ や 中 央 アジ ア 諸 国 と の 差別 化 を 図 
る た め 、 ナ ザ ル バエ フ 大 統領 の 提唱 に より キリ ル 文 
字 の 廃止 や 国名 の 変更 も 検討 され て いる 。 


Kazakhstan Temir Zholy (KTZ) 
URL: http:/Wwwrrailways.kz 


na の 駅 (藤原 洛 


カザフスタン 共和 国 

人 口 :1661 万 人 (2014 年 ) 

面積 :272.5 万 km 
主要 言語 : カザフ 語 、 ロ シア 語 
通貨 : テ ン ゲ KZT (1KZT=0.63 円 ) 
国民 総 所 得 : 1643 億 USD 

1 人 当たり 国民 総 所 得 :9780 UsD 
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ー 7 当直 条 タル ゴ ロ 9 w 


鉄道 の 歴史 


主 在 の カザフ スタ ン 儲 内 で 開通 し た 最初 の 鉄道 
証 北 西部 を 東西 に 軸 く 路線 で 、 ウ ラリ スク Uralsk 
千 市 名 オラ ル Oral) 以西 の 約 130km が 1894 年 
業 し て いる 。 1906 年 に オレ ンブルク Orenburg 
アラ ル 海 の 東側 を 縦断 し て タシュケント 
ht に 至る トラ ンス ・ ア ラル 鉄道 が 全 通 、1930 
記 ほ ノヴォ シビ ルス ク Novosibirsk か ら セ ミ パ ラ 
雪 ア クス Semipalatinsk ( 現 駅 名 セ メ イ Semey)、 ア 
記 v テ イ Ahnaty を 経て タシュケント に 至る トル キ 
数 ジ ・ シ ベリ ア 鉄道 (通称 「 ト ルク シブ 」) が 全 通 
て いる 。 

1930 年 代 以降 も カザフ スタ ン 北 東部 を 中 心 に 路 
建設 が 進ん だ 。 北 部 の 都市 で シベ リア 鉄道 に 接続 
る ペトロ バブ ル Petropavl か ら 、 独立 後に 首都 と 
うた アス タナ Astana を 経て シュ Shu で トル キス 
ンジ ・ シ ベリ ア 鉄 道 に 接続 する 幹線 は 1950 年 に 全 
M た 。 ま た 中 国 と の 鉄道 連絡 が 計画 され 、1959 年 
は ほ ア クト ガイ Aktogay か ら 中 ソ 国 境 に 接し て 建 
起 れ た ドル ジ バ Druzhba (カザフ 語 駅 名 ドス トウ 


Katerinburg 


、 ヘッ 


2 
| 


Aktau o アラ ル 海 
カス ビ 海 
ウズ ベ キ スタ ン 
久 上 (イジ ャ ン NN 


』 いい 
- 可 トル ク ニス タン 、 
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は 主 な 部 市 人 (万 人 ) 
350 


N 0 
に 


イク Dostyk) まで 開通 し て いる 。 し か し 中 ソ 間 の 関 
係 悪 化 に より 鉄道 連絡 は 中 断 さ れ た 。 ドル ジ バ と 中 
国 側 の 北 六 線 の 終点 で ある 阿 拉 山口 (アフ ラン シャ ンコ 
ウ ) と の 間 が 結ば れ た の は 、1990 年 の こと で ある 。 

1991 年 の 独立 に より 、 ソビエト 鉄道 時 代 の 3 つ 
の 鉄道 局 が カザフ スタ ン に 移管 され 、 1997 年 に 国 
営 企業 で ある カザフ スタ ン 鉄 道 (Kazakhstan Temr 
Zholy : KTZ) が 正式 に 発足 し た 。 独立 後 も ソ連 時 代 
の 旧態 依然 と し た 設備 や 旧型 の 車両 が 使わ れ て き 
た が 、 1995 2001 年 に は 国際 協力 銀行 (JBIC) に 
よる カザフ スタ ン 初 の 円 借款 事業 で ある 鉄道 輸送 
力 増 強 プ ロジ ェクト が 進め られ 、 路線 の 改修 や 車両 
工場 の 新設 な ど が 行わ れ て いる 。 また 2003 年 に は 
タル ゴ 社 製 の 寝台 車両 が 導入 され る な ど 、 車 両 の 近 
代 化 も 図ら れ て いる 。 

2012 年 12 月 、 中 国 と の 2 本 目 の 国際 ルー ト と な 
る アル ティ ンコ ル Altynkol へ 審 入 果 新 (コル ゴス ) 
間 が 開通 、 ドル ジ バ 経 由 の 従来 の ルー ト よ り 路 線 中 
離 が 大 幅 に 削減 され た 。 また 2014 年 12 月 に は 、 カ 
スピ 海東 岸 の ウ ゼ ン Uzen か ら トル ク メ ニ スタ ン を 
経由 "し て イラ ン の ゴル ガー ン Gorgan と を 結ぶ 新 線 
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Repgublic of Kazakhstan 


が 開通 、 中 国 と と ヨー ロッ パ と を 結 ・ ぶ 国 際 鉄 道 回 急 
「 チ ャ イナ ・ ラ ンド ブリ リッ ジ 」 の 整備 が 進ん で いる 
鉄道 の 特徴 

カザフ スタ ン の 鉄道 は ソビエト 連邦 時 代 の シズ 


テム を 受け 継い で お り 、 線 路 峠 は ロン ア と 同 
1520mm で ある 。 世 界 第 9 位 の 広い 国 上 を 有 し な が 
ら 、 今 な お 道路 網 は 未 発達 で あり 、 鉄道 輸送 が 旅客 ・ 
貨物 と も に 中 心 的 役割 担っ て いる 。 とり わけ 貨物 
輸送 に お いて 鉄道 が 占め る 割合 は 約 60% と 高く 、 
パイ プラ イン の 約 25%、 ト ラッ ク 輸 送 の 約 15% を 
大 きく 上 回 っ て いる 。 

旅客 列車 は 、 首都 の アス タナ と 、 か つて の 首都 で 
あり 国内 最大 の 都市 アル マト イィ を 中 心 に 運行 され 、 
主要 都市 間 を 結ぶ 列車 に は タル ゴ 社 製 の 車両 が 投 
入 さ れ て いる 。 国際 列車 は ロシア の モス クワ 
Moskva や サン クト ペテルブルク St. Petersburg、 工 
カテ リン ブル ク Ekaterinburg な ど を 結ぶ 列車 が 運 
行 さ れ て いる ほか 、 キル ギ ス や ウズ ベ キ スタ ン な ど 
南部 の 中 央 アジ ア 諸 国 と ロシア と を 結ぶ 国際 列車 
も カザフ スタ ン を 経由 する 。 ま た タシュケント と 中 
国 の 人 烏 角 木 斉 (ウル ムチ ) と の 間 に も 旅客 列車 が 運 
行 し て いる 。 そ の ほか 地下 鉄 は アル マト ィ で 1 路線 
が 営業 を 行っ て いる 。 

貨物 輸送 は 、 輸送 量 の 約 4 分 の 3 を 石油 や 石炭 、 
鉄鉱 石 な どの 地下 資源 が 占め て いる 。 主 な 輸送 ルー 
ト は 軌間 が 統一 され て いる ロシア 方 面 で や り 、 ロ シ 
ア を 経由 し て ヨー ロッ パ 方 面 と も 結ば れ て いる 。 一 
方 、 1990 年 に 線路 が 結ば れ た 中 国 と の 輸送 ルー ト 
も 、 近年 は 中 国 か ら カ ザ フ ス タン 、 イラ ン な ど を 経 


町 の 中 心地 に 近く 多く の 旅客 列車 が 発着 する アル マト ィ 2 駅 (藤原 浩 ) 
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サー ロ 、 ッ パ へ と 全 る | チャ イナ 。s ご 
長 が 著しい 。 2000 年 代 補間 
記 | こと だ た 中 国 国境 の 通 隊 
2013 年 に は < ! 谷 近い 1900 万 トン を 還 
た き な 伸び を 示し て いる が 、 資源 輸送 た 0 
用 品 や 食料 | 機械 He の tixond 
か し な が ら 軌 上 間 の 異な る 中 国 の 鉄 半 と は 
通 が で きず 、 国境 で の 台車 交換 や 貨物 の 季 2 
輸送 上 の ネッ ク と な り 、 和 送 の 軍事 AM 
界 も 指摘 され つつ ある 。 


レー 
将来 の 開発 計画 


ーーーー ーー 
首都 の アス タナ と 国内 最大 の 都市 アル マト ,, 
を 結ぶ 高速 鉄道 が 計画 され て いる 。 高 迷 新 線 で 』, 
ル ハ シ 湖 を 横断 する 約 10km の 鉄道 橋 が 旭 設 れ 
湖 を 邊 回し て いる 和 在 来 線 より も 約 300m 類 只 
都市 間 を 約 1000km で 結ぶ 予定 で ある 。2011 年 に 
は 中 国 と の 首脳 会 談 に より 、 中 国 の 高速 多 淡 艇 
導入 する 方 針 で 決定 し た と 報じ られ た 。 

し か し 2013 年 に 方 針 を 転換 、 新 線 の 設計 ・ 角 
の 監督 業務 に つい て フラ ンス 国鉄 (SNCE) 系 9 ュ 
ン サ ル テ ィ ン グ 会 社 で ある Systra (シス トラ ) 視 
契約 し て いる 。 ア スタ ナ で 万 博 が 開か れる 2017 和 
の 完成 を 目指 し 、 開通 後 は タル ゴ 車 両 が 導入 され 3 
予定 と な っ て いる 。 

また 2000 年 代 初頭 に に 、 チャ イナ ・ ラ ンド ブリ 
ジ の 貨物 列車 直通 運転 を 目的 と し て 、 カザフ スタ? 
を 横断 する 標準 軌 線 の 建設 が 計画 され た 。 画 上 
で は 工事 も 進め られ た が 、 現在 は 実現 の A0 
立っ て いな い 。 < 藤原 浩 > 


アル マト ィ 1 駅 で は 句 繁 に 行き 交 う 貨物 列車 が 見 られ る 『 


本 


leS of Uzbekistan 


ウス ペ キ ス タン 


国 の あら まし 


カザフ スタ ン な ど 
の 中 央 アジ ア 諸 国 に 
囲ま れ 、 ア ジア 大 陸 の 
最 奥 部 に 位置 する 内 
陸 国 家 で ある 。 国土 の ' 
大 半 が 砂漠 と 山岳 地帯 に 覆 わ れ て いる が 、 ア ラル 海 
記 で は 浴 次 農業 が 発達 、 ソ ビエ ト 連 邦 時 代 か ら 栽 
培 され て いる 綿花 は 主要 な 輸出 品目 と な っ て いる 。 
また 鉱物 資源 が 豊富 で あり 、 特に 金 の 生産 量 が 多 
い 。 古 代 に は シル クロ ー ド の 中 継 地 と し て 発展 し 、 
モン ゴル 帝国 や ティ ムー ル 帝 国 の 支配 を 経た が 、16 
世紀 に テュルク 系 遊牧 民族 で ある ウズ ベク 人 が 進 
入 、 コー カン ド ・ ハ ン 国 な どの 国家 が 栄え た 。 だ が 
19 世紀 後半 に ロシア 帝国 に 吸収 され 、 ソ ビ ヒエ ト 連 

| 施 時 代 に ウズ ベク ・ ソ ビエ ト 社 会 主義 共和 国 が 成 
立 、 ソ連 月 壊 後に ウズ ベ キ スタ ン 共 和 国 と し て 独立 
し て いる 。 独 立 以来 、 イ スラ ム ・ カ リモ フ 大 統領 に よ 
る 独裁 が 続き 、2005 年 に は アン ディ ジャ ン 市 で 大 
規模 な 武力 衝突 が 勃発 、 多 数 の 層 牲 者 を 出す 事態 を 
いて いる 。 そ れ ゆ え 国 際 社 会 で は 孤立 し が ち で あ 
る が 、 中 央 アジ ア 諸 国 の 中 で は 最も 近代 化 が 進み 、 
シル クロ ー ド 遺跡 を 中 心 に 観光 資源 も 多い 。 


$ ウ ズ ベ キス タン 共和 国 
人 口 :2933 万 人 (2014 年 ) 面積 :44.7 万 km 
主要 言語 : ウ ズ ベ ク 語 、 ロ シア 語 
通貨 : ス ム UZS (1UZ5=0.05 円 ) 
民 総 所 得 :512 億 USD 
1 人 当たり 国民 総 所 得 : 1720 USD 


li 


鉄道 の 主要 デー タ (2011 年 ) 


創業 1888 年 

営業 キロ 4593km (1520mm) 

電化 キロ 684km (AC25kV50H2Z) 

列車 運転 線路 右側 通行 

年 間 旅客 輸送 量 1490 万 人 / 30 億 人 キロ 

年 間 貨物 輸送 量 5920 万 トン /225 億 トン キロ 

車両 数 " EL/70 DU190 EMU/66 PC/731 
FC/2 万 4712 

列車 最高 速度 旅客 250kmh 貨物 120kmh 

*2012 年 の デー タ 

ーー ニーーーーーーー 

運営 組織 
ウズ ベ キ スタ ン 鉄 道 


Obekiston emir Yo'llari (OTY/UTY) 
URL: http:/WWW.UZralIWay.UZ 


タシュケント サマ ルカ ンド 間 で 運行 する 「 ア フラ シャ ブ ] (船木 勝雄 ) 


EC * * 
OS 0 手 こ 、 生 


駅 人 と 周辺 の 草花 と の 調和 が 取れ で いる タシュケント 駅 (船木 騰 雄 ) 
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岡 財 画 の て ざ ロ 


DE SN 0 いう に やこ) 


Republic of Uzbekistan 


ii 
鉄道 の 歴史 


ロン シア 帝 国 時 代 の 1880 年 か ら 建設 が 始ま っ た カ 
スピ 海 横断 鉄道 (Trans-Caspian Railway) は 、 カ ス 
ビ 海 沿岸 か ら 現在 の トル ク メ ニ スタ ン 領 内 を 通り 、 
1888 年 に サマ ルカ ヵ カン ド Samarkand ま で 、1899 年 
に は タ シ ュ ケン ト Tashkent まで 開通 し て いる 。 

1906 年 に は タシュケント オレ ンブルク 
Orenburg 間 が 開通 し 、 ロ シア 中 心 部 と 中 央 アジ ア 
が 鉄道 で 結ば れる こ と と な っ た 。 ソ連 時 代 は タ シ ュ 
ケン ト に カザフ スタ ン 以 外 の 中 央 アジ ア ほ ぼ 人 城 
を 管轄 し て た 中 央 アジ ア 鉄 道 過 が 置か れ 、 1972 
年 に は 現 ト ルク メニ スタ ン 領 内 の テュルク メ ナ 
バー ド Turmenabat か ら ク ング ラー ド Kungrad を 
経て 、 現 カ ザ フ ス タ ン 右 内 の ベイ ナウ Beyneu へ 至 
る 1025km の 幹線 が 開通 し て いる 。 ま た 1977 年 に 
は 中 央 アジ ア で 初 と な る タシュケント の 地下 鉄 が 
開業 し た 。 

ノ 連 月 壊 後 の 1994 年 、 国営 の ウズ ベ キ スタ ン 鉄 
道 が 発足 する 。 同年 の 闘 議決 定 で 一 部 の 付帯 事業 は 
分 離し て 株 式 会 社 (株 式 の 51% を 政府 が 保有 ) に 
する こと と な っ た 。 し か し 、 会 来 の 鉄道 網 が 国境 を 
考慮 し て いな か っ た うえ 、 車両 の 修理 工場 も 持た な 
か っ た 。 その た め 円 借款 の 導入 な ど に よる 資金 協力 
を 得 て 、 新 線 の 建設 や 修理 工場 の 新設 な ど が 進め ら 


れ て いる 。2001 年 3 月 
の 会 社 と し て 、 競争 と } 
多少 改善 され て き - 
コー カン ド Kokand 
Karshi、 テル メ ズ Term ャ ング こ リル 


令 に より 
境 を 作り TA 
釣 道 は タン 」 は 


ド の 6 


て は タ 、 
ント ー サ マル カン ド 間 を 結ぶ 高速 鉄道 の 


が 部 人 
し 、「 ア フラ シャ プ 」 が 運行 を 開始 し て い z 負 


鉄道 の 特 御 と 開発 計画 


ウズ ベ キ スタ ン は 世界 で 2 カ国 し か な い -.。 
陸 国 ( 周 前 を 内 陸 国 で 囲ま れ た 国 ) の 」 っ で あぁ) 
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最大 4 重 連 の DL で 牽引 する ウス ズ ペ キス タン 讐 道 の 代物 釣 車 ( 和 本 


ンジ テニ テ 


アラ ル 海 


ウズ ベ キ スタ ン 


トル ク メ ニ スタ ン 


qpQ ーー。Amhkibad 
250、 ここ 、、 500k5n 
ヒーーーーーーーーーーー キ ーーーーーーーーー ゴ as 


282 


カザフ スタ ン 


1520mm 


タジキスタン 


ーe- 
_ Dushanbe 


と 通過 する 必要 が ある 
| 際 鉄 道路 線 に 大 き 


H 央 アジ ア の 真 ん 


出る に は 最 人 2 回 国 
也 ーー 
30 また 、 


中 に 位置 する こと か ら 、 有 肖 輸 送 に お ける 通過 ( ト 

ジラ ツジ バ ッ ト ) の 比率 が 書 j く 、 輸 送 量 の 約 34% (2012 
年 、 ト ン キ ロ ベ ー ス ) が 通過 貨物 で ある 鉄道 貨物 
の 輸送 ジェ ア も 80% 台 と 高い 一 方 、 旅客 輸送 の 


シェ 7( は 10% 台 に どど まう て 65 た だ が: で き 巡 
隣 の 中 央 ア ジア 諸国 の 経済 発展 に と っ て も 、 ウズ ベ 
キス タン 鉄道 き は 重要 な 意味 を 持っ つて いる と いえ る 。 
旧 ソ 連 時 代 か ら 、 中 央 アジ ア 鉄 道 局 と いう 現在 の 
国境 を 越え た 管理 組織 で あっ た こと も あり 、 その 鉄 
道 綱 は 国境 線 と 複雑 に 交差 し て いる 。 その た め 独 立 
当時 は 、 首都 タシュケント か ら 西 部 の ウル ゲン チ 
Urgench、 南 部 の テル メ ズ 、 東 部 の フェ ル ガ ナ 
Fergana 地 方 へ 鉄道 で 行く に は 、 他国 領域 を 通過 す 
る 必要 が あっ た 。 特に 経済 的 に 重要 な 地域 で ある 
フェ ル ガ ナ 地方 が タジキスタン を 経由 し な いと 鉄 
道 で つなが ら な いこ と は 、 ウズ ベ キ スタ ン の 経済 発 
展 に と っ て 大 き な 障 害 と な っ て いる 。 し か し な が ら 
現在 まで に 新 線 が 開通 し 、 ウ ツウ ル ゲン チ や テル メ ズ へ 
は 国境 を 通過 する こと な く 鉄 道 で 行け る よう に 
な っ た 。 フェ ル ガ ナ 地方 へ つなが る アン グレ ン 
Angren ご パ ッ プ Pap 間 の 鉄道 新 線 建設 設 も すでに 着 
エ し て お り 、 数 年 後に は 鉄道 輸送 が 開始 され る 予定 


DE 


で ある 。 また 、 マラ カン ド Marakand て カル シー アテ 
ル メ ズ 間 に お いて は 電化 工事 中 で あり 、 2017 年 完 
成 を 目指 し て いる 。 マ ラカン ドー ブハラ 間 の 電化 に 
つい て も 近々 開始 の 予定 で ある 。 世界 遺 産 も 存在 す 

る 観光 地 で ある サマ ルカ ンド ンー ブハラ ー ヒ ヴァ 
Khiva 間 を 結ぶ 新 線 建設 や 、 前述 以外 の 区 間 の 電化 
な ど に つい て 現在 計画 中 と され て いる 。 

旅客 輸送 の 中 心 は 首都 タシュケント と シル ク 
ロー ド の オア シス 都市 ・ サ マル カン ド 間 で あり 、 
2004 年 に 登場 し た 「 レ ギ ス タン 」 が 両 都市 間 を 4 
時 間 弱 で 結ん で いた 。 2011 年 に は タシュケント ーー 
サマ ルカ ンド 高速 鉄道 が 部 分 開業 、 現在 は 「 ア フフ 
シャ ブ 」 が 両 都市 間 344km を 結ん で いる 。「 ア フラ 
シャ ブ 」 の 車両 は スペ イン の タル ゴ 社 より 導入 され 
た タル ゴ 250 で あり 、 最 高 250krh。 1 日 1 往復 ( 周 
未 の み 2 往 復 ) の 運転 で 、 両 都市 間 の 所 要 時 間 は 約 
2 時 間 10 分 で ある 。 また タシュケント を 中 心 に 、 国 
内 の 主要 都市 と の 間 に 旅客 列車 が 運行 され て いる 
ほか 、 モ スク ワ Moskva や サン ク トペ テル ブル ク 
St.Petersburg、 エカテリンブルク Ekaterinburg や 
ノボ シビ ルス ク Novosibirsk な ど ロ シア の 主要 都市 
と の 間 に も 長 距 離 列車 が 運行 され て いる 。 な お タタ 
シュ ケン ト の 地下 鉄 は 2001 年 に 3 路線 目 が 開業 し 


て いる が 、 旧 ソ 連 の 地下 鉄 らし く ホ ー ム に は 装飾 が 
目立つ 。 < 藤原 浩 / 船 木 勝雄 > 


NX >>NTO 回 回 頭 め NN ロ oe 


国 の あら まし 

カス ビ ピ 海 に 面 する 中 
大 アジ ア の 国家 で 、 国 請 請 議 記 詞 
土 の 大 部 分 を 砂漠 地帯 人 
が 占め て いる 。 古代 よ ⑱ ア シ ガ バ ッ ト 
り イ スラ ム 系 の 王朝 や MM 
モン ゴル 帝国 な どの 支配 を 受け 、 19 世 紀 後 半 に ロ 
ン ア 帝国 の 版 図 と な る 。 ロシア 革命 後 の 1924 年 に 
トル クメン ・ ソ ビ ェ ト 社会 主義 共和 国 が 成立 、 ソ ビ 
エト 連邦 を 構成 する 共和 国 で あっ た が 、 ソビエト 連 
邦 朋 壊 後に 「 ト ルク メニ スタ ン 」 と し て 独立 を 果 た 
し て いる 。 1995 年 に は 国連 総会 に お いて 永世 由 立 
国 と し て 承認 され た 。 

独立 以来 、 サパ ルム ラ ト ・ ニヤ ゾ フ 大 統領 の も と 
独裁 体制 が 続い て いた が 、 2006 年 の ニヤ ゾ フ 死 去 
後 は 少し ずつ 民主 イ L へ の 道 を 歩み 始め て いる 。 国民 
の 大 半 を トル クメン 人 が 占め 、 公用 語 も トル クメン 
語 だ が 、 今 も ロシア 語 が 広く 話さ れる 。 原 油 、 天 然 ガ 
ス な どの 地下 資源 に 恵まれ 、 特に 天然 ガス は 世界 第 
4 位 の 埋蔵 量 を 誇る 。 原油 ・ 石 油 製品 と 天然 ガス で 
輸出 額 の 8 割 を 占め る な ど 、 経済 的 に は 地下 資源 に 
依存 する 状態 が 続い て いる 。 


人 トルクメニスタン 
人 口 :531 万 人 (2014 年 ) 

面積 :48.8 万 km 

主要 言語 : トル クメン 語 、 ロ シア 語 
通貨 : 新 マナ ト TMT (1TMT=42.04 円 ) 
国民 総 所 得 :280 億 USD 

1 人 当たり 国民 総 所得 :5410 USD 
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創業 


年 間 貨物 栓 送 量 250 


営業 キロ 2 1520mm 
電化 キロ 非 電 

列車 運転 線路 。 単 編 の ぁ 

年 間 旅客 輸送 量 60 


トル ク メ ニ スタ ン 国 鉄 
TOrkmen demir yollary (TDDY) 
URL:http7Wwwrailwaygovtm 


2 


と 5 
アシ ガバ ッ ト 駅 に 停車 中 の 旅客 列車 (秋山 芳 弘 ) 


ーー 0 
鉄 


道 の 歴 史 


トル ク メ ニ スタ ン 鉄 道 で 最も 古い 路線 は 、 ロシア 
帝国 時 代 に 建設 され た カス ピ 深 横 断 鉄 道 (Tran。- 
Caspian Railway) で ある 

1880 年 より 建設 が 進め られ 、 カス ビ 海 沿岸 か ら 
カラ クム 砂漠 の 南側 を 通り 、 現在 の 目 都 で ある アシ 
ガバ ッ ト Ashkhabad、 マ ル Mary を 経由 し て 1888 
年 に は 、 サ マル カン ド Samarkand ( ウ ズ スベ キス タン ) 
まで 開通 し て いる 。 

また カス ビ 海 側 の 起点 と な っ た トル クメン バシ 
Turkmenbasth と カス ピ 海 西岸 の バク ー Baku ( ア 
ゼル バイ ジャ ン ) と の 間 が 鉄道 連絡 船 で 結ば れる な 
人 < 現在 に 全 る まで 中 央 アジ ア の 物流 の 大 動脈 と し 
て 機能 し て いる 。 

ソビエト 連邦 時 代 は 中 央 ア ジア 鉄道 局 の 管轄 下 
に 置か れ て いた が 、 ソ連 有 崩壊 後 の 1991 年 11 月 に 独 
立 、 ト ルク メニ スタ ン 国 鉄 と な っ た 。 独立 後 は 新 路 
線 が 次 々 と 建設 され 、 1996 年 に テ ジ エ ェ ン Tedzhen 
か ら イ ラン の マシ ュ ハ ド Mashad と を 結ぶ 区 間 が 、 
また 2000 年 に は ト ュ ルク メ ナ バ ッ ト Turiunenabat 
ー ケ ルキ チ Kerkichi 間 が 開通 し て いる 。 そし て 
2006 年 に は 、 カ ラク ム 砂 漠 を 南北 に 縦断 し て 人 ダ 
ショ グズ Dashoguz アシ ガバ ッ ト 間 の 約 540km 
を 結ぶ 路線 が 開通 する な ど 、 路線 網 は 大 きく 成長 し 
て いる 。 


数 字 は 主 な 都市 信人 ) 
200 


交 道 の 特徴 と 開発 計画 


トル ク メ ニ スタ ン の 鉄道 は 、 全 区 間 が 非 電 化 で 、 
ロン ア と 同じ 広軌 (軌間 1520mmm) で ある 。 旅客 列 
車 は 、 首都 の アシ ガバ ッ ト を 起点 に 、 ト ュ ル ク メ ナ 
バッ ト や トル クメン バシ な ど 主 要 都 市 と 結氷 列車 
が 1 日 当たり 十 数 本 運転 され て いる 。 以前 は 旧 ソ ビ 
エト 連邦 製 の 車両 が 多数 を 占め て いた が 、 近年 は 中 
国 製 の 車両 の 導入 が 進ん で いる 。 ま た トル クメン バ 
ンー バクー 間 を 鉄道 連絡 船 が 約 15 時 間 で 結ん で い 
る 。 な お 構想 段階 で は ある が 、 アシ ガバ ッ ト ー ト ル 
クメン バシ 間 (延長 約 550km) を 高速 鉄道 で 結ぶ 
計画 が ある 。 

一 方 、 貨物 輸送 は 国内 輸送 の 大 半 を 占め て いる 
が 、 近年 は 特に カザフ スタ ンー トル ク メ ニ スタ ンー 
イラ ン 間 を 結ぶ 南北 鉄道 回 廊 の 整備 が 進め られ て 
きた 。 カザフ スタ ン 国 境 ベ レ ケ ッ ト Bereket ( 旧 
カザン ジグ ク Kazandzhik ) まで の 200 km の 区 間 は 
アジ ア 開 発 銀行 (ADB) に より 融資 が 行わ れ 、 ベレ 
ケッ トー イラ ン 国 境 ま で の 256km の 区 間 は イス ラ 
ム 開 発 銀行 DB) に より 融資 が 行わ れ た 。 2014 年 
12 月 に は トル ク メ ニ スタ ン 国 内 の 路線 が 開通 し 、 カ 
ザ フ ス タン と イラ ン が 南北 鉄道 回 廊 で 結ば れる こ 
と と な っ た 。 た だ し 、 標準 軌 で ある イラ ン の 鉄道 と 
は 軌間 が 異な る た め 、 直接 の 運行 は で きず 、 国境 で 
の 台車 交換 な どの 作業 が 必要 で ある 。 < 藤原 浩 > 
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国 の あら まし 


ペル シャ 語系 民族 で 
ある タジク 人 を 中 心 に 
構成 され る 共和 制 
家 。 国土 の 大 半 が 山岳 
地帯 で あり 、 特に 東部 
に は パミール 高原 が 広 
が っ て いる 。 鉱 物資 源 は 水銀 や アン チ モ ン な どか が 豊 
富 だ が 、 原油 や 天然 ガス な どの 化石 燃料 の 産出 量 は 
中 央 アジ ア 国 家 の 中 で は 少な く 、 電力 供給 の 大 半 を 
水力 発電 に 依存 し て いる 。 古来 より オア シス 都市 が 
発展 し て きた が 、 東西 の 文化 ・ 交 易 の 結節 点 と し て 
さま ざま な 勢力 が 盛衰 を 繰り 返し 、 19 世紀 後半 に 
ロシア 帝国 の 一 部 と な っ た 。 ソ ビエ ト 連 邦 時 代 は タ 
ジ ク ・ ソ ビエ ト 社 会 主義 共和 国 を 構成 し て いた が 、 
ソ連 月 壊 に より 独立 を 果たし て いる 。 し か し 独立 後 
の 1992 年 より 、 共産 党 系 の 政府 と イス ラム 勢力 の 
間 で 内 戦 が 続き 、 97 年 の 内 戦 終結 まで に 5 万 人 以 
上 が 犠牲 と な っ た と いわ れる 。2000 年 以降 は 高い 
経済 成長 率 を 維持 し て いる も の の 、 中 央 アジ ア 最 貧 
国 と いわ れる 厳し い 状況 は 変わ っ て いな い 。 独立 国 
家 共同 体 (CIS) 加盟 国 で ある 。 


全 を タ ジ キ ス タン 共和 国 

人 口 : 841 万 人 (2014 年 ) 

面積 : 14.3 万 km 

主要 言語 : タジク 語 、 ロ ン ア 語 
通貨 : ソ モニ TS (1T)5=20.91 円 ) 
国民 総 所 得 :71 億 USD 

1 人 当たり 国民 総 所 得 :880 USD 
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営業 キロ 520mm) 
電化 キロ 非 電 1 
列車 運転 線路 単線 の み 
年 間 旅客 輸送 量 70 万 ノ 
4530 万 人 キロ 


年 間 貨 物 輸送 量 1450 カ トン 
12 億 8200 万 トン ォ ロ 


車両 数 DU55 PC/354 FC2070 


本 
運営 組織 


ーーーーー cc 
タジキスタン 鉄道 

Tajikskaya Zheleznayd Doroga (TZD) 
Nazarshojeva 35, 734012 Dushanbe 


タジキスタン の 首都 で ある ドゥ シャ ン ペ 駅 ( 間 藤 竜太) 


国 放 の カラ ー リ ング が 施さ れ た 


ーーーーーー 
鉄道 の 歴史 

現在 の タ ジ キ ス タ ン 国 内 の 鉄道 で 最も 占い 路線 
は 、 ロ シア 帝 国 時 代 に ベ カ バー ド Belkobod か ら 国 境 
を 越え て タジキスタン 北部 を 東西 に 財 き 、 再び 国境 
を 越え を て ウズ スベ キス タン の コー カン ド Kokand に 至 
る 路線 で 、 1897 年 に 開通 し た 。 現在 も タジキスタン 
国内 の 他 の 路線 と 接続 し て お ら ず 、 事実 上 ウズ ベ キ 
スタ ン 鉄 道 の ネ ットワーク の 一 部 と な っ て いる が 、 
1938 年 に は 支線 と な る コ ニ ボ ダム Konibodom ン 
ィ イス ファ フラ Isfara 一 シュ ラブ Shurab 間 も 開 通し て 
いる 。 

また 西部 で は 、 ウ ズ ベ キス タン の テル メ ズ 
Termez か ら 延 伸 さ れ 、 首 都 の ドゥ シャ ン ベ 
Dushanbe を 経て ヤン ギ キ ・ バ ザー ル Yangi-Basar に 至 
る 路線 が 1920 年 代 に 建設 され た 。 また 1960 年 代 
に は 、 同 じ く テル メ ズ か ら 分 岐 し て クル ガン テッ パ 
Kurganteppa に 至る 路線 が 建設 され た 。 さら に ヤ 
ヴァ ン Yavan に 至る 路線 も 建設 中 で ある 。 

1964 年 に は ソビエト 連邦 鉄道 (GSZD) の 中 央 ア 
ジア 鉄道 局 が 設置 され 、 その 管轄 化 に 入っ た 。 1991 
年 の ソビエト 連邦 崩壊 に 伴い 、 タジキスタン 領内 
は 、 同 国 の 所 有 管 理 下 と な っ た 。 な お 現在 の 運営 組 
織 で ある タジキスタン 鉄道 (TZD) は 1994 年 に 創 
立 され た 。1999 年 に は クル ガン テッ パー クリ ャ ー 
ブ Kulob 間 が 開通 し て いる 。 


鉄道 の 特徴 と 開発 計画 


タジキスタン は 、 国土 の 大 半 が 鉄道 敷設 の 困難 な 
山岳 地帯 で あり 、 特 に 東側 に は 路線 が 1 本 も 敷設 さ 
れ て いな い 。 路 線 は 全て ウズ ベ キ スタ ン か ら 延 伸 さ 
れる 形 で 敷設 され 、 主要 3 路線 は 国内 で は 接続 され 
て お ら ず 、 鉄 道 ネ ットワーク は 形成 され て いな い 。 
現在 の 路線 総 延長 は わずか 680km で あり 、 全線 が 
非 電化 で ある 。 貨物 輸送 主体 の 運営 形態 で あり 、 
境 通 過 貨 物 の 約 8 割 を 占め る と 見 られ て いる 一 方 、 
国内 を 縦 仙 す る 路線 が な いた め 、 国内 輸送 に お ける 
鉄道 の 占め る 割合 は 2 割 程度 に と ど ま っ て いる と い 
われ る 。 一 方 、 旅客 列車 は わずか し か 運転 され て お 
ら ず 、 首 都 ド ウゥ シャン ベ べ と ロ シア の モス クワ 
Moskva と の 間 に は 、 国際 旅客 列車 が 週 に 3 往復 程 
度 運転 され て いる 。 

将来 の 開発 計画 と し て は 、 イ ラン か ら ア フ ガ ニス 
タン 、 タジキスタン 、 キル ギ ス を 経て 中 国 へ と 鉄道 
を 連結 する 壮大 な 構想 が 計画 され て いる 。 そ の 一 環 
と し て 、2001 年 に ドウ シャ ン ベ ー ガ ー ル ム Garm 
ー ジ ル ガ タ リ Jrgatol 間 の 新 線 計画 が 政府 で 承認 さ 
れ 、 将来 の キル ギ ス 国境 へ の 延長 も 見 込ま れ て い 
の 。 まだ 2012 年 に は イラ ン 、 ア フ ガ ミス タン タ ジ 
キス タン 3 カ国 の 首脳 会 談 に より 、3 カ カ国 を 鉄道 で 
結ぶ 計画 も 確認 され た が 、 現時 点 で は 大 き な 動き は 
見 られ な い 。 < 藤原 浩 > 


中 国 
(中 華人 民 共 和 国 ) 


.…OJirgatol 


タジキスタン 


パミール 高原 


SA Nizhni Pianj 


アフ ガニ スタ ン 


バキ スタ ン 


VAtWNO 圏 財 豆 の NN ロ | 


Kyrgyz Republic 


国 の あら まし 


天山 山脈 を 中 心 に 
4000 一 7000m 級 の 
山々 が 連なる 中 央 ア 
ジア の 山岳 国家 で あ 
る 。 山 地 は 高山 気候 や 
冷 帯 気候 、 西部 の 低地 や 山麓 は 地中海 性 気候 と な っ 
て いる 。 古く は 中 国 の 王朝 の ほか 、 何 奴 や モン ゴル 
帝国 な どの 支配 を 受け た が 、 19 世紀 中 頃 に ロン ア 
帝国 の 一 部 に 組み 込ま れ 、 ソビエト 連邦 時 代 に キル 
ギ ス ・ ソ ビエ ト 社 会 主義 共和 国 と な る 。 ソ連 朋 壊 後 
に 独立 、 1993 年 に は 国名 を キル ギ ス タン 共和 国 か 
ら キ ル ギ ス 共和 国 に 改め た 。 独立 以来 、 ア スカ ル ・ ア 
カエ フ 大 統領 の 独裁 的 な 政治 体制 が 続い て いた が 、 
2005 年 に 「 チ ュー リッ プ 革 命 」 が 勃発 、 ア カエ フ は 
逃亡 し て 大 統領 の 座 を 追わ れ た 。 だ が 2010 年 に も 
大 規模 な 暴動 が 起き る な ど 、 現在 も 政情 は 安定 し て 
いな い 。GDP の 約 30% が 農 牧 畜 業 で 、 山 岳 地 帯 で は 
牧畜 が 盛ん に 行わ れ て いる 。 経 済 面 で は 依然 と し て 
ロシア へ の 依存 度 が 高い も の の 、 豊富 な 天然 資源 を 
誇り 、 最近 で は 金 の 輸出 が 大 幅 に 伸び て いる 。 独 立 
国家 共同 体 (CIS) 加盟 国 で ある 。 


全 キ ル ギ ス 共和 国 

人 口 : 563 万 人 (2014 年 ) 

面積 :20.0 万 km 

主要 言語 : キル ギ ス 語 、 ロ シア 語 
通貨 : ソム KGS (1KGS=1.87 円 ) 
国民 総 所 得 :55 億 USD 

1 人 当たり 国民 総 所 得 :990 USD 
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鉄道 の 主要 デー タ (2009 征 ) 


ーーーーー、 
創業 1924 年 
営業 キロ 417km (520rnrr 
電化 キロ 非 電化 
列車 運転 線路 単線 の み 
年 間 旅 客 輸送 量 80 万 人 。 
ノ 1 億 600 万 人 キロ 


年 間 貨物 輸送 量 600 万 トン 
/7 億 4500 万 トン キロ 


車両 数 DLU47 PC/414 FC/2281 

運営 組織 
ーー 
キル ギ ス 鉄道 


Kyrgyz lemir Zholy (KTZ) 
Lev Tostoi Str 83 720009 Bishkek 


旅客 の 拠点 と な る ビシ ュ ケ ク 2 駅 (藤原 浩 ) 


鉄道 の 歴史 


キル ギ ス で 最初 に 建設 され た 鉄道 は 、 ノボ シビ 
スク Novosibirsk と タシュケント Tashkemt を 結ぶ ト 
ルク シブ 鉄 道 の 支線 で あり 、 1924 年 に カザフ スタ 
ン の ル ゴ ヴ ォ イ Lugovoy か ら ビ シュ ケ ク pishkek 
まで 開業 し て いる 。 ビ シュ ケ ク 以 東 も 眉 科 に 
され 、 イシ ク 潮 西岸 の バリ クチ Baykchy ま で 旧 
し た の が 1950 年 で ある 。 以 後 、 バ リク チ で イン 4 
の 水運 に 接続 し 、 中 央 アジ ア の 重要 な 輸送 路 と ン 


-_ 天 


本 部 で は ウズ ベ キ ス 
1929 一 36 年 に か け 


タン 方 面 か ら 路 線 が 人 伸 さ #4 
て 支線 群 が 形 成 さ れ て い 


ソ連 朋 壊 後 、 キル ギ ス 国 内 の 路線 は アル マ ア チン 
スク 鉄道 局 か ら 移 管 され 、 新た に 設立 され た キル ギ 
ス 鉄道 庁 の 所 属 と な っ た 。 だ が ビシ ュ ケ ク を 通る 幹 


線 1 本 の ほか 、 ウ ズ スベ キス タン 領内 か ら 延伸 され た 
4 本 の 支線 の み で あり 、 国内 に 鉄道 ネッ トワ ー ク は 
形成 され て いな い 。 そ の た め 、 キル ギ ス で は 国家 プ 
ロジ ェクト と し て 鉄道 の 南北 連結 お よび 中 国 と の 
国際 鉄道 の 建設 構想 を 進め て いる 。 な お キル ギ ス 鉄 
道庁 は 2005 年 に 改組 され 、 国営 企業 で ある キル ギ 
ス 鉄 道 (KTZ) が 発足 し て いる 。 


鉄道 の 特徴 


国土 の 大 半 が 険しい 山 二 地帯 で や る キル ギ ス で 
は 、 現 在 に 至る まで 鉄道 網 が 未 発達 で あり 、 北部 を 
東西 に 員 く 路線 が 唯一 の 幹線 で ある 。 路 線 は カザフ 
スタ ン 鉄 道 と 結ば れ て お り 、 ビシ ュ ケ ク か ら ロ シア 
の モス クワ Moskva や エカテリンブルク 
Ekaterinburg、 ノボ シビ ルス ク へ 向かう 国際 列車 が 
運転 され て いる 。 また 国内 線 で は 、 ビ シュ ケ ク と バ 
リク チ と を 結ぶ 列車 が 夏季 の 週末 の み 運 転 さ れ て 
いる 。 旅 客 列車 は 多い 日 で も 1 日 数 本 の 運転 で あり 、 
旅客 輸送 に 占め る 鉄道 の 割合 は 微々 た る 数 字 で し 
か な い 。 な お 現在 も 、 国内 路線 も 含め モス クワ 時 間 
で 運行 され て お り 、 駅 に 掲示 され る 時 刻 表 も 全て モ 


スク ワ 時 間 で ある 。 

7 貨物 輸送 は 国内 需要 の 20% 以 上 を ま か の 
な っ て いる が 、 ソ連 朋 壊 後 は イ シク 湖 の 湖上 輸送 が 
激減 し た た め 、 輸送 量 を 大 きく 落と し て いる 。 な お 
南部 の 支線 で は 旅客 列車 は 運転 され て お ら ず 、 現在 
は 路線 の 大 半 が 廃止 ある い は 廃止 同然 の 状態 と 
な つ で MI 


将来 の 開発 計画 


今後 の プロ ジェ クト と し て は 、 パリ クチ ー ジ ャ ラフ 
ラバ ー ド Jalal-Abad 間 の 437km を 結ぶ 南北 鉄道 連 
結構 想 と 、 そ の 途中 か ら 分 岐 し て 中 国 の カシ ュ ガ ル 
Kashgar へ 至り 、 中 国 ニ キル ギ ス ー ウ ズ ベ キス タン 
を 結ぶ 構想 が ある 。 こ の 中 央 アジ ア を 横断 する 鉄道 
計画 は 、 新た な 「 ユ ー ラ シア ・ ラ ンド ブリ ッ ジ 」「 シ 
ルク ロー ド ・ エ クス プレ ス 」 と し て 注目 を 集め て い 
る が 、 山岳 地帯 ゆえ に 建設 費 の 高騰 が 予想 され 、 現 
時 点 で は 具体 的 な 進展 は 見 られ な い 。 ご 藤原 浩 


貨物 の 拠点 で ある ビシ ュ ケ ク 1 駅 を 発車 する 貨物 列車 (藤原 浩 
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単線 カザフ スタ ン 
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Dushanbe 
ーー@ 


の 


回 団 頭 め へ JI ツ ロ 国 


へ 
ペン 


At ご TO 


Republic of Armenia 


国 の あら まし 


カフ カス 山脈 の 南 に あ 
る 内 陸 国 で 、 東 は アゼル バ 
イジ ャ ン 、 西 は トル コ 、 南 
は イラ ン 、 北 は ジョ ー ジ ア 
に 接し 、 住民 の 95% 以 上 
は 古い キリ スト 教 の 一 派 
アル メニ ア (使徒 ) 教会 を 信じ る アル メニ ア 人 で あ 
る 。 紀元 前 190 年 に アル メニ ア 王 国 が 成立 し た 。 
名 は 聖書 に 出 て くる 族長 アラ ム の 名 を 冠 し た も の 
で 、 自ら を アラ ラ ト 山 に 漂着 し た ノア の 直系 の 子孫 
と 称し て いる 。 また 、 周辺 イス ラム 諸国 に よる 迫害 
か ら 流 浪 し た 人 が 多く 、 古く か ら ユ ダ ヤ 人 と 並ぶ 商 
業 の 民 と し て 世界 に 名 を は せ て いる 。 19 世 紀 に ロ 
シア 領 と な り 、 その 後 周辺 の ジョ ー ジ ア 、 アゼル バ 
イジ ャ ン と ザ カ フカ ス 社 会 主義 連邦 を 組み 、 ソ連 邦 
を 経て 1991 年 独立 。 化学 、 繊維 な どの 工業 、 綿花 、 
ぶどう な どの 果樹 や 野菜 な どの 農業 が 主要 産業 で 
ある 。 ア ラク ス 川 流域 と エレ バン 周辺 地域 が 主要 な 
農業 地域 で ある 。 ブ ラン デー の コニャック も 有名 。 
ダイ ヤ モ ン ド な どの 宝石 加工 も 主要 産業 の 一 つ で 
ある 。 独立 国家 共同 体 (CIS) の 加盟 国 で ある 。 


全 ア ル メ ニア 共和 国 

人 口 : 298 万 人 (2014 年 ) 
面積 : 3.0 万 km 

主要 言語 : アル メニ ア 語 

通貨 : ド ラム AMD (1AMD=0.25 円 ) 
国民 総 所 得 : 110 億 USD 

1 人 当たり 国民 総 所 得 :3720 USD 
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鉄道 の 主要 デー タ (2011 年 ) 


創業 1896 年 

780km (1520mm) 

電化 キロ 780km (DC3kV) 

列車 運転 線路 右側 通行 

年 間 旅客 輸送 量 59 万 人 

年 間 貨物 輸送 量 327 万 トン 

車両 数 EL49 DLU30 EMU/68 PC/es 
FC/1839 


南 カ フカ ス 鉄道 
South Gaucasus Railway (SCR) 
URL : http:/www.ukzhd.am 


鉄道 の 歴史 


ot 

アル メニ ア 最 初 の 鉄道 は 1896 年 に 開業 し た 。 ソ 
ビエ ト 連 邦 鉄道 (SZD) 時 代 は カフ カス 鉄道 の 南部 
に 位置 する 鉄道 で あっ た が 、 1991 年 の ソ連 月 壊 に 
より アル メニ ア 鉄 道 が 1992 年 に 設立 され た 。 

アル メニ ア 鉄 道 は 2003 年 に 政府 保有 の 持ち 株 会 
と な り 、 その 下 に 鉄道 イン フラ NT 
する 3 つの 子会社 が 設立 され た 。 

2007 年 6 月 か ら 運輸 省 は 鉄道 運営 権 の 入札 を 人 
い 、 そ の 結果 2008 年 6 月 1 日 か ら ロ シア 儀 首 
(RZD) の 子会社 で ある 南 カ フカ ス 鉄 道 (Souh 
Caucasus Railway :SCR) が アル メニ 7 の 鉄道 運 和 
を 30 年 間 実 施す る こと に な っ た 。SCR は 年 間 負 
収入 の 2% と 税金 を アル メニ ア 政 府 に 納 人 する 。 て 
の 鉄道 運営 権 契 約 は 20 年 後に さら に 期間 を 20 
間 延 長 する こと が 可能 で ある 。 ! 

SOR の 幹線 は 、 首都 エレ バン Yerevan か ら ギ っ 「 
リ Gjumi と ヴァ ナゾ ー ル vaudzr を 経 軸 草 
ジョ ー ジ ア と の 国境 に ある ア イル ム Ayrum ま 
員 線 (延長 295km、 単線 ) で ある 。 1988 年 の 
ジア 大 地震 の あと 輸送 量 が 増加 し た た め 何 計 
が 複線 化 され た が 、 ソ連 朋 壊 後 の 輸 送 量 汰 滅 lg 
複線 区 間 の 片側 の 線路 が 撤去 され 単線 引 


首 の 列車 運行 可能 ) と な っ て いる 。 現在 、 こ れ が 唯 
馬 有 了 攻 株 と な っ て いて 、 ジョー ジア の バト ゥ ー 
Babumi 港 と ポテ ィ Poti 港 と の 間 で 輸出 入 輸送 を 
行っ て いる 。 

鉄道 の 特徴 と 開発 計画 


ヤリ sa 
アル メニ ア の 鉄道 は 貨物 輸送 が 主体 で ある 。 全 路 


線 が DC3kV で 電化 され て いる も の の 、 複線 区 間 は 
0.8% に すぎ な い 。 隣国 と 接続 する 国際 路線 は 4 本 
ある が 、 近 年 の 政治 的 理由 の た め に アイ ルム 経由 以 
外 の 3 路線 で は 列車 の 運行 が 行わ れ て いな い 。 こ の 
3 路線 は 、 ナ ヒ チ ェ バ ン Nakhichevan (1990 年 閉鎖) 
と イジ ェ ヴ ァ ン Idzhevan を 経由 する アゼル バイ 
ジャ ン へ の 2 路線 と アフ リア ン Akuryan (1993 年 
閉鎖 ) を 経由 する トル コ へ の 路線 で ある 。 

エレ バン ーー セヴァン Sevan 間 (延長 84km) で の 
旅客 列車 は 1996 年 か ら 運 休 し て いる 。 同様 に セ 
ヴァ ン か ら セ ヴァ ン 湖 の 東岸 を 通っ て ゾ ッ ド Zod 
まで の 路線 (延長 121km) は 1995 年 に に 、 セヴァン 
か ら 北 の イジ ェ ヴ ァ ン まで の 路線 (延長 48km に 長 
さ 8km の メグ ラ ゾ ル Megradzhor ト ン ネ ル が ある ) 
は 1990 年 に 運休 し た 。 

現在 、SCR は 旅客 輸送 を 7 ルー ト で 行っ て いる 。 
2009 年 以降 エレ バン ー バ トゥ ー ミ 港 間 で 国際 旅客 
輸送 が 開始 され た 。 また エレ バン ー ト ビリ シ 間 で も 
季節 列車 を 運行 し て いる 。 国際 輸送 人 員 は 、 鉄道 の 
全体 輸送 量 の 約 1006 で ある 。 

貨物 輸送 の 主要 輸出 品 は ジョ ー ジ ア 向 け の セ メ 
ント 、 輸 入 は 穀物 と 石油 製品 が 中 心 で ある 。 国内 の 


アル メニ ア の 首都 に ある エレ バン 駅 ( 三 輸 和 司 ) 


EESza ph JNI し 選ん 休ん 信也 RTTt15s5 つ 5 つ 1E ト EN REREIEE 還 還 還 還 還 還 


| ] 
| Tbilii『 ン ( 
ト タ 】 ヨ ーー ガ / ア 


Ayrum 
| ejumi ldzhevan 
Fioletovo Ce : 
San--、 アゼル バイ ジャ ン 
Abovyan 
セヴァン 湖 K 
Yerevan 
アル メニ ア 
と 
アラ ラ ト 山 Erazhkh 
トル コ “^ 
アゼル バイ ジャ ン 
= . Kafan 
イ プ ン ここ 、 人 き Nakhichevan さ 
1520mm 単線 電化 Karzhyvan Nyuvei 
貨物 専用 
に あー 休止 線 致 字 は 主 な 都市 人 口 (人) 
| ーー 建設 中 0 、50 100km 
(ーーー ーーーーーーーーーーー… 


鉄道 貨物 輸送 量 は 鉄道 貨物 全体 の 3 分 の 1 以上 を 
占め て いる 。RZD の 子会社 で ある トラ ンス コン テ ナ 
社 が アル メニ アー ロシア 間 で コン テ ナ 輸 送 を 2009 
年 か ら 実 施し て いる 。 

鉄道 新 線 と し て エレ バン アイ ルム 線 の ヴァ ナ 
ゾー ル と エレ バン ー イ ジェ ヴァ ン 線 を 結ぶ 新 線 ( 延 
長 32km) の 建設 が 2011 年 に 承認 され た 。 こ の 路線 
が 完成 する と エレ バン ー ア イル ム 間 の 路線 延長 が 
70 一 100km 短 縮 さ れる 。 1 億 USD の 事業 費 は アル 
メニ ア 政 府 と ロシア 政府 が 支出 する 。 
マ 秋 山 芳 弘 > 


ジョ ー ジ ア の 首都 トピ リ シ 行 き の 国 際 列 車 (三輪 和 司 ) 
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SIIIX ミ NO 圏 回 頭 ら NN ロ 還 


Republic of Azerbaijan 


国 の あら まし 


カス ピ 海 の 西 に 位置 し 、 
北 は カフ カス 山脈 に 面 す 
る 。 西 は ジョ ー ジ ア 、 アル 
ペー 南 は イラ ン に 接 
し て いる 。19 世紀 に ロ シ ku さ 
ア 和 帝国 領 と な り 20 世 紀 初 
頭 に 独立 する が 、 その 後 は ザ カ フカ ス 連 邦 の 一 部 と 
な り 、 1936 年 に ソビエト 連邦 に 加盟 し た 。 ソ ビエ ト 
連邦 崩壊 と と も に 1991 年 に アゼル バイ ジャ ン 共 和 
国 と し て 独立 し た 。 住民 は トル コ 系 の アゼル バイ 
ジャ ン 人 が 9 割 を 超え 、 他 の トル コ 語 系 諸国 と と も 
に トル コ 連 合 と いわ れる 。 他 の 中 央 アジ ア 諸 国 が イ 
スラ ム 教 スン ニ 派 で ある な か で 、 イラ ンジ 回 同人 
シー ア 派 が 多勢 で ある 。 ア ル メ ニア 人 の 多い ナ ゴ 小 
ジン ンジ ガラ クウ 自治 州 で は アル メニ ア へ の 併合 運動 が 
あり 、 独立 状態 と な っ て いる 。 主要 産業 は 豊富 な 原 
油 や 天然 ガス で ある 。 石油 製品 は 主要 輸出 品目 で あ 
る 。 石油 化学 な どの 工業 も 発達 し て いる が 、 牧畜 も 
盛ん で 、 小麦 や 綿花 、 果樹 、 た ば こ な ど が 栽培 され 
て いる 。 独 立国 家 共 同体 (CIS) の 加盟 国 で ある 。 


金 アセ ル バ イ ジャ ン 共 和 国 

人 口 : 952 万 人 (2014 年 ) 

面積 :8.7 万 km 

主要 言語 : ア ゼル バイ ジャ ン 語 、 ロ シア 語 
通貨 : マナ ト AZM (1AZM=0.03 円 ) 
国民 総 所 得 : 579 億 USD 

1 人 当たり 国民 総 所 得 :6220 USD 
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鉄道 の 主要 デー タ (201] 年 ) 


創業 1880 年 
営業 キロ 2079km (1520mm) 
電化 キロ 1251km (DC3.3kV) 


列車 運転 線路 右側 通行 
年 間 旅客 輸送 量 350 万 人 

ノ 6 億 6000 万 人 キロ 
年 間 貨物 輸送 量 2220 万 トン 
グ 78 億 4600 万 トン キロ 
EL122 DL/202 EMU/154 
PC/832 FC/1 万 7971 


ニー ャ ーー ザー ドー テー ーー 
運営 組織 


アゼル バイ ジャ ン 鉄 道 
Azerbaycan Demir Yollari (ADY) 
URL: http://railway,gov az 


車両 数 


次 道 の 歴 史 ・ 特 徴 ・ 開 発 計画 


アゼル バイ ジャ ン の 鉄道 は 、 バク ー Baku で 拓 
され る 石油 の 輸送 と 密接 に 関連 し て いる 。 長 い 旬 
バクー で 産出 され る 石油 は 、 木 の 樽 や ぶどう 酒 を 人 
和 れる 皮 袋 に 詰め られ て 荷 馬車 で 運ば れ て いた が 、 て 
う し た 非 効率 な 輸送 方 式 は 石油 産業 発展 の 足かせ 
で あっ た 。 そこ で 石油 業者 は 、 よ り 多 く の 利益 を 
げ る た め に 鉄道 建設 に 興味 を 示し た 。 

1878 年 に 国 の 法律 に より 、 アゼル バイ ジャ 
初 の 鉄道 と し て バク ーー サブ ンチ Sabunchu/2 
ハニ Surakhani 間 (延長 20km) が 建設 され る て と 
に な り 、 バ クー の 石油 業者 が 1880 年 1 月 20H~ 
の 路線 を 完成 させ 、 タ ンク 車 に よる 石 泊 輸送 が 上 
で 初め て 開始 され た 。 = 

その 後 の 20 年 間 に 鉄道 は 精力 的 に 和 設 に 
石油 を 黒海 の 港 に 輸送 する た め バ パク ーー トピ リ " 
(ジョ ー ジ アァ ) - バ トゥ ー ミ Ham ツイ 
ジア ) 間 の 東西 線 か 1883 年 に 完成 し た 。 2 
人 よ バラ ジャ リ Biajari デル ベン ト Dome 
ンプ ) 間 ( 如 長 231km) が 1890 年 に 、 デ ル パ 計 
チ ホ レツ カヤ mikhoretsukaya (ロシア ) 間 が ' 氏 
生 に 完成 し 、 ア セル バイ ジャ ン の 路線 は ロ シ 7 


細 と 結び つい た 。 これ に より パク ー の 石油 を ロ シ 


ァ の 中 央 お よび 西部 に 博 ト う に な っ た 
アゼル バイ ジャ ン で は ` 介 出 語 )1926 年 と いう 
中 い 時 期 に バク ーー サブ ンチ ンス ラ ハ ニ 間 が 


pC1.2kV で 電化 され 、 電化 方 式 は 1940 年 に は 
DC1.5KV、1960 年 代 に は DC3.3KV に 変換 され た 。 

1960 年 代 か ら 1970 年 代 に か け て 、 鉄道 貨物 の 
輸送 量 は 、 ソ連 の 経済 発展 に 伴い 増加 し た 。 輸送 量 
が 一 番 多 か っ た 1987 年 に は 4450 万 トン の 貨物 を 
運び 、 そ の うち 石油 と 石油 製品 は 1290 万 トン で 
あぁ っ た 。1980 年 代 の 後半 に は アゼル バイ ジャ ン の 
作物 輸送 量 は 430 倍 トン キロ に 達し た 。 

1991 年 の ソ連 月 壊 に より ソビエト 連邦 鉄道 
(SZD) も 分 割 され 、 1992 年 に アゼル バイ ジャ ン 国 
鉄 (ADDY。 現 在 は ADY と 表記 ) が 設立 され た 。 し か 
し 、 ソ 連 時 代 と は 輸送 体系 が 激変 し た こと 、 さらに 
は 南 コ ー カ サス に お ける 民族 紛争 の 影響 に より 貨 
物 お よび 旅客 の 輸送 量 は 大 きく 落ち こん だ 。 

現在 の 路線 延長 は 2079km だ が 、 ナ ゴル ノ カ ラバ 
フ 地 方 を アル メニ ア に 占領 され アル メニ ア と は " 戦 
争 状態 ' に ある た め 、 この 地域 の 鉄道 は 運休 し て お 
り 、 実 際 に 運行 し て いる の は 約 1300km で ある 。 首 
都 バ クー に 本 社 を 置く ADY は 、 バ クー と ギャ ンジ ャ 
Gyandzha、 飛び 地 の ナ ヒ チ ェ バ ン Nakhichevan に 
ある 3 つの 鉄道 管理 局 に 分 け て 運営 し て いる 。 最 重 
要 路 線 の 東西 線 で は 年 間 約 2200 万 トン の 貨物 を 運 


ロシア 


ナビ デ ェ バジ 
自治 共和 国 


ダ ゲ スタ ン 共 和 国 


Kyurdamir いす を 


si 1 
アゼル バイ ジャ ン 


ん で いる 。 次 に 重要 な 路線 は ロシア へ の 北 線 で 年 間 
約 800 万 トン を 輸送 し て いる 。 こ の 両 路線 は 複線 電 
化 さ れ て いる 。 また バク ー と ギャ ンジ ャ で は 電車 を 
使用 し て 比較 的 高 問 度 の 都市 圏 輸送 が 行わ れ 、 カ ス 
ピ 海 の 対岸 に ある トル ク メ ニ スタ ン の トル クメン 
バシ Turkmenbashi と バク ー を 結ぶ 鉄道 フェ リー も 
運航 し て いる 。2008 年 に 世界 銀行 (IBRD) は 4.5 億 
USD の 鉄道 貿易 輸送 促進 プロ ジェ クト 用 資金 を 融 
資 し 、 ジ ョ ー ジ ア と の 東西 幹線 の 改良 (AC25kV 化 、 
旅客 列車 100kmh、 貨物 列車 80kmh) や ADY の 組 
織 改 革 が 行わ れ て いる 。 鉄道 新 線 と し て 、 アゼル バ 
イジ ャ ン と ジョ ー ジ ア ・ ト ルコ を 結ぶ バク ーー トビ 
リシン カル ス Kars 鉄 道 の 建 設 が 行わ れ 、 ま た ロ シ 
ア と アゼル バイ ジャ ン ・ イ ラン を 結ぶ 路線 の 整備 が 
計画 され て いる 。 秋山 芳 弘 ラ 


き を 01 
暫 


1520mm 


単線 
ーーーーーーー 休止 線 
1435mm 
ーー 計画 線 (単線 ) 
数 字 は 主 な 都市 人 口 (万 人 ) 


SWW 
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い ュ へ こと ご 民 NO 回 寺 豆 の NN | 


国 の あら まし 


北 の 大 カフ カス 山脈 
と 南 の 小 カ フカ ス 山 脈 
に 囲ま れ 、 西側 を 黒海 
に 面 し て いる 。 気候 は 、 
黒海 の 影響 を 受け て い 
る た め 温 暖 湿潤 気候 で ある 。 住 民 は キリ スト 教 の 一 
つ で ある ジョ ー ジ ア 正 教 を 信じ る ジョ ー ジ ア 人 が 8 
割 以上 を 占め 、 その他 ア ゼル バイ ジャ ン 人 、 ア ル メ 
ニア 人 、 ロシア 人 な ど が いる 。 18 世 紀 に は オス マン 
常 国 、 サ ファ ヴィ ー 朝 ペル シャ 、 ロシア の 3 国 の 支 
配 を 受け 、 19 世紀 に ロシア 帝国 領 と な っ た 。 ロ シア 
革命 後に 独立 する が 、 赤軍 侵攻 に より 社会 主義 化 
し 、 ザ カ フカ ス 連 邦 を 結成 し 、 の ち に ソビエト 連邦 
に 組み 込ま れ た 。 ソ連 の 崩 壊 と と も に 1991 年 独立 
し た 。 国名 は 3 世紀 の 聖人 ゲオ ル ギ ウ ス の 名 に 由来 
する と いう 。 以 前 は 、 グ ル ジ ア と 呼ば れ て いた が 、 現 
在 は ジョ ー ジ ア が 正式 な 国名 で ある 。 カ スピ 海 周辺 
か ら 石 油 を 輸送 する パイ プラ イン の 終点 に 当たり 、 
石油 精製 、 製鉄 等 の 工業 が 盛ん で ある 。 また 、 オレ 
ンジ な どの 相 橘 類 を は じ め 、 ぶどう や ワイ ン 、 お 茶 、 
畜産 業 な ど が 主要 産業 で ある 。 


ジョージ ア 

人 口 :432 万 人 (2014 年 ) 

面積 :7.0 万 km 

主 本 言語: ジョージ ア 語 、 ロ シア 語 
通貨 : ラリ GEL (1GEL=53.70 円 ) 

国民 総 所 得 : 148 億 USD 

1 人 当たり 国民 総 所 得 :3290 USD 
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鉄道 の 主要 デー タ (2012S) へ 


創業 1872 人 

営業 キロ 1566km 

軌間 別 1529km (1 20mm) 
37km (912mm) 

電化 キロ 1486km (DC3.3kV) 


37km (DC1.5kV) 
列車 運転 線路 右側 通行 
年 間 旅 客 輸送 量 310 万 人 

/6 億 2600 万 人 キロ 
年 間 貨物 輸送 量 1710 万 トン 
/ 54 億 1700 万 トン キロ 
EU201 DLU138 PC/460 
FC/1 万 2970 


車両 数 


運営 組織 


ジョ ー ジ ア 鉄 道 

Gruzinskaya Zhelezneya Doroga (GRZhD) 
Georgian Rallway 
URL:http:/Wwwrrailway.ge 


鉄道 の 歴史 


東 隣 の アゼル バイ ジャ ン か ら の 石油 を 輸送 す 4 
た め の 黒 海 と カス ピ 海 を 鉄道 で 結ぶ 計画 が 1830 生 
代 に 構想 され 、1865 年 に 建設 が 開始 され た 。 

1871 年 に ポテ ィ Poti と ク ビリ ラ Kvirila (現在 
ゼス タフ ォ ニ Zestafomi) 間 が 開業 し た が 、 ポ ティ か 
ら ト ビリ シ Tbiisi に 最初 の 旅客 列車 が 到着 し た 
1872 年 10 月 10 日 を ジョ ー ジ ア 鉄 道 の 創立 日 と し 
くい 2 

それ 以降 、 鉄 道 建設 は 加速 され 、1883 年 に は 
の トビ リ シ ー バ クー Baku (アゼル バイ ジャ ン ツ ) 賠 
が 開業 し 、 これ に より アゼル バイ ジャ ン か ら の 人 
を パト ウー ミ Batumi 港 か ら 世界 市 場 に 向け て 村 ) 
出す こと が 可能 に な っ た 。 さら に 1899 年 に 8 
ジョ ー ジ ア と アル メニ ア の 鉄道 が つなが っ た 。 

ジョ ー ジ ア 中 部 に ある ボル ジョ ミ Borioml 由 人 
保養 地 と し て 知ら れ 、 ボル ジ ョ ミー バク リア ー- 
Bakuriami 間 の 狭 節 鉄道 軌間 912mu) が 1902『 
に 開業 し 、 現 在 で は 行楽 客 や スキ ー 客 用 の 交 析 と 


、 初め て の 電化 が 完成 
ッ ミ Surami 峠 を 通 
1967 年 11 月 に 


な っ て いる 。 1932 年 8 月 ! 
夏 、 電気 機関 車 が 東西 叶 線 の 
通し た 。 それ 以来 電化 カ 進め られ 、 
人 路線 の 電 ル が 完成 し た 

ジョ ー ジ ア の 鉄道 は ソビエト 連邦 鉄道 (8ZD) 
の カフ カス 鉄道 で あっ た が 、 1991 年 の ソビエト 連 
部 崩壊 に より 1992 年 に ジョ ー ジ ア 鉄 道 と な り 、 そ 
の 後 2012 年 4 月 に ジョ ー ジ ア 政 府 が 100% 出資 す 
る 株 式 会 社 (共同 資本 会 社 ) と な っ て いる 。 


鉄道 の 特徴 と 開発 計画 


Ua 

南 カ フカ ス に ある ジョ ー ジ ア の 鉄道 は 、 ヨ ー ロ ッ 
パ と 中 央 アジ ア を 結ぶ ヨー ロッ パ ・ カ フカ ス ・ ア ジ 
ア 輸 送 回 廊 (Transport Corridor Europe Caucasus 
Asia : TRACECA) に お いて 重要 な 役割 を 担っ て い 
る 。 そ の 最 重 要 路 線 で ある 東西 幹線 は 、 黒海 に 面 し 
ロシア と の 国境 近く の ス フ ミ Sukhumi か ら ゼ スタ 
フォ ニ を 経由 し て トビ リ シ を 結ぶ 複線 電化 路線 で 
あぁ る 。 トビ リ シ か ら 東 は 、 アゼルバイジャン の バ 
クー 方 面 と アル メニ 7 の エレ バン Yerevan 方 面 に 分 
か れ て いる 。 

東西 幹線 の ゼス タフ ォ ニ ー ト ビリ シ 間 の 貨物 輸 
送 量 に お いて 、 黒海 の 港 と アル メニ フ お よび アゼル 
バイ ジャ ン 間 の トラ ンジ ッ ト 輸 送 が 909%% を 占め て 
いる 。 この 東西 幹線 は 山 が ちな 地形 の た め ゼ スタ 
フォ ニー ハシ ュ リ Khashuri 間 に は 28%o の 急 勾配 と 


Sochi 
Gagra 


半径 160m の 急 曲線 が あり 、 機 関 車 の 牽引 ト ン 数 は 
2500 一 3000 ト ン と な っ て いる 。 黒海 側 で の ロシア 
と の 鉄道 連絡 は 、 アブ ハジ ア Abkhazia 地 域 の 政治 
的 不安 定か ら 1992 年 か ら 運 休 し て いる 。 

新 線 の 建設 と し て 、 ア ル メ ニア を 経由 し な いで 
ジョ ー ジ ア の アハ ルカ ラキ Akhalkalaki 経 由 で トル 
コ の カル ス Kars と トビ リ シ を 結ぶ 路線 、 ま た ヨー 
ロッ パ 復 興 開発 銀行 (BRD) の 資金 援助 に より 東 
西 幹線 の 輸送 力 増強 を 目的 と し て 首都 トピ リ ジン を 
補 回 する 路線 も 建設 そ され て いる 。 さ ら に トビ リン シー 
/Y ド ウー 間 の 所 要 時 間 短 縮 の た め の 改 良 工事 も 
実施 中 で ある 。 く 秋 山 芳 弘 > 


ーー で の ス うき 


首都 トド ドリ シ に ある ボル ジョ ミ 駅 の プラ ッ ト ホ ー ム (秋山 芳 弘 ) 
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アブ ハジ ア ト 1 
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NmwO 回 軸 豆 NN 還 


ご SNSSNS 
トレ イン (UNICO) 


ニ こ 、 


ロシア 鉄道 の 線路 を 走る ブロ ッ ク 


ユー ラ シ ア 大 陸 で は 伝統 的 に 二 つ の コン テ ナ ・ ラ 
ンド ブリ ッ ジ が 稼働 し て きた 。 

「 シ ベリ ア ・ ラ ンド ブリ ッ ジ (Siberian Land Bridge: 
SLB)」 は シベ リア 鉄道 を 利用 し て コン テ ナ 貨 物 を 
東 ア ジア (日 ・ 中 ・ 韓 な ど ) か ら ヨ ー ロ ッ パ まで 船 と 
鉄道 で 輸送 する 複合 輸送 ルー ト で 、 1971 年 に 日 本 
発着 で 始ま っ た 。 1991 年 の ソビエト 連邦 解体 、 
2008 年 の リー マン 危機 な ど 歴 史 の 荒波 を 乗り 越 
え 、 時 代 の 要請 に 応じ て トレ ー ス や スピ ー ド アッ の 
な どの 技術 改革 を 継続 的 に 行い 、 現 在 も 発展 中 だ 。 

基本 ルー ト は 日 本 、 韓 国 、 中 国 の 港 か ら ウ ラジ オス 
トク Vladivostok 港 また は ボス トチ ヌイ Vostochmy 
港 に コン テ ナ を フィ ー ダ ター 輸送 し 、 専用 の ブロ ッ ク 
トレ イン に 積 替え て モス クワ Moskva、 中 央 アジ ア 、 
中 東欧 、 フ ィ ン ラ ン ド な ど へ 向かう 。 広 軌 (1520mm) 
の 旧 ソ 連 地 域 か ら 標準 軌 (1435mm) の ヨー ロッ パ 
諸国 へ の 国境 越え を で は ブレ スト Brest、 チ ュ ッ プ な 
どの 積 替え 施設 が 利用 され る 。 

西端 の 最終 仕向 地 は その 時 の 経済 競争 力 に 左 
右 さ れる 。 近年 は ロシア 国内 お よび 中 央 ア ジア 向 
け 輸 送 が 主流 で 、 ウ ラジ オス トク 港 や ボス トチ ヌ 
イ Vostochny 港 発 モ スク ワ 、 エ カテ リ ン ブ ル グ 
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Ekaterinburg、 ノボ シビ ルス ク Novosibirsk、 ウ 7 
べ ベ キス タン 、 カザフ スタ ン 向 け ブ ロッ クト ルイ ツ # 
定期 運行 され て いる 。 

また 2008 年 に ザ バ イ カル スク Zabaykalsk 盟 
駅 に 積 替 え 施 設 が 建設 され て 以来 、 中 国東 北 誤 
ら 満 洲 里 ・ ザ バイ カル スク 国境 を 経て チタ 近辺 で > 
ベリ ア 鉄 道 に 合流 する ルー ト が SLB の 支線 と し て 
定着 し た 。 

SLB の 主 な 輸送 品目 は 西行 が 自動 車 部 品 、 捕 
機器 、 化 学 品 、 ア パレ ル 、 消 費 財 な ど 、 東 行 が 9 
属 、 木材 製品 、 紙 パ ルプ な ど で あ る 。 ル ー ト の 
は スエ ズ 運 河 を 経由 する 欧州 航路 に 比べ て 電 
数 が 短縮 され る 点 で 、 日 本 か ら モ スク リ まで の 和 
で は 欧州 航路 で 40 50 日 要する と ころ が SUBY 
は 2533 日 と 約 2 週間 早く 到着 する 。 ロッ プ 旬 
は スピ ー ド の 散 力 を さら に 高め る べく 、 徒 上 
を 要 し て いる 東端 の ナ ホ ト ヵ Naiods か 5 
の クラ ス ノ ェ Kasnoye まで の ロシア 村人 
短縮 する 計画 で ある 。 欧州 航路 と 上 がり 
的 位置 づけ を 狙っ て いる 。 ロ シア 鉄道 の 発 2 
と 2014 年 の 国際 コン テ ナ 輸送 実 導 は 7 


9000TBU に 達し た 。 発着 国 別 で は 中 国 が 1 


7/ の 7 7 ん の EEMUEMUEUURIPINZURE 和 っ 


呈 国 が それ に 続き 、 日 本 は 人 

r チ ャ イナ ・ ラ ンド ブリ ッ 
. CrB)」 は 中 国 の 連 宏 港 か 
壇 ( 阿 拉 山 ! ]、 ホル ゴス ) メ : ガ ラス タン 
ッ ズ ベ キ スタ ン へ 全 る ル - 1992 年 か ら 利用 
* れ て きた 。 モ 要 品目 は 中 央 ア | け 目 動車 部 品 
自動車 で SLB と は 明 合 関係 に ある 。 報道 に よる 
2014 年 の 中 国 一 カザフ スタ ン 間 輸送 量 は 16 万 
TEU で あっ た 。 

中 国内 陸 部 や 中 央 アジ ア の 経済 発展 は 必然 的 に 
ュー ラ シ ア 大 陸 内 鉄道 輸送 網 の 多様 化 を 促す 。CLB 
の 西方 延伸 が 進み 、CLB と SLB を 包含 する 大 コン 
テ ナ 輸 送 網 が 形成 され 中 国 一 ヨー ロッ パ 間 輸送 を 
待つ 。 運営 組織 面 で も DB Schenker、 DHL、FELB 
な どの 国際 フォ ワー ダー が 参加 し て 各国 鉄道 を 組 
織 化 し 、 潤 滑 な 運行 の 体制 を 整え た 。 

2011 年 ご ろか ら 中 国 の 内 陸 と ヨー ロッ パ を 陸路 
結ぶ ラン ドブ リッ ジ が 相次い で 動き 始め た 。 前述 の 
満 洲 里 一 ザ バイ カル スク 国境 を 経由 する 北 ル ー ト 
で は 2011 年 に BMW の 部 品 を ライ プチ ヒ か ら 溢 陽 
まで 定期 輸送 する コン テ ナ 列 車 の 運行 が 始ま っ た 。 
さら に 交 ・ 州 ー ワ ル シ ャ ワ Warsawa、 営 ロー ヨー ロッ 
パ な どの 区 間 で も 始動 する 。 

中 国 西 部 か ら カ ザ フ ス タン を 通過 し て ロシア 、 中 
東欧 へ 至る 南 ル ー ト で は 重慶 一 デュ イス ブル ク 
Duisburg、 導 州 ー ハ ンブルク Hamburg、 成 都 ニ ウッ 
ジ LGdz な どの 区 間 で コン テ ナ 専 用 列車 の 定期 運行 
が 始ま っ た 。 南 ルー ト の 主 な 輸送 品目 は 西行 が 現地 
生産 の パソ コン 、 電子 機器 、 消費 財 な ど 、 東 行 が 自 
動車 部 品 、 完成 車 な ど で あ る 。 主 力 商品 が 電子 機 災 
で ある た め 、 荷主 が 冬季 の 低温 対策 を 要求 し 、 温度 
管理 コン テ ナ の 導入 が 行わ れ て いる 。 

中 国 二 ヨー ロッ パ 間 鉄道 輸送 の 利点 は 輸送 日 数 
の 短縮 で 、 重慶 ー デ ュ イ ス ブ ル ク を 例 に と る と 、 
ヨー ロッ パ 航 路 だ と 45 60 日 要する の に 対し 、 鉄 


Land Bridge 


\[ 同 か し 3 国 


サバ イカ ルス ク 国 境 駅 の 積 替え 施設 (UNICO) 


道 で は 16~21 日 と 大 幅 な 短縮 が 可能 と な る 。 中 国 
側 の 報道 に よる と 北 ル ー ト 、 南 ルー ト を 合わ せ た 中 
国 二 ヨー ロッ パ 間 ラン ドブ リッ ジ の 2014 年 の 輸送 
量 は 2 万 6000TEU で あっ た 。SLB に 比べ る と まだ 
俊明 期 の 段階 で も る が 、 中 長期 的 発展 が 期待 され 
る 。 鉄道 に よる ラン ドブ リッ ジ 輸 送 の 特長 は ヨー 
ロッ パ 航 路 に 勝る スピ ー ド と 内 陸 部 へ の アク セス 
で ある が 課題 も 多い 。 

第 一 に 料金 の 台 が あり 、 受 け 入 れ ら れる プレ ミア 
ム 料 金 の 幅 が 問わ れる 。 競争 相手 の ヨー ロッ パ 航 
路 で は 年 々 コン テ ナ 船 の 大 型 化 が 進み 、 市 場 で は 
海上 運賃 の 低迷 が 続い て いる 。 実際 、 日 本 の 荷主 が 
感じ て いる SLB に 対す る 最大 の 不満 は 通し 料金 が 
高い こと で ある 。 2014 年 末 か ら 顕 著 に な っ た ルー 
ブル 安 の 影響 で 2015 年 の SLB の 料金 は 下がっ て 
いる が 、 長期 契約 制度 は 適用 され ず 、 永続 性 に 疑問 
を 持つ 荷主 も 多い 。 

第 二 に 、 東 行 ・ 西 行 の 荷 量 の 均衡 を 図る こと が 課 
題 だ 。 特 に 中 国 ニ ヨー ロッ パ 間 輸送 に お いて は 西行 
に 偏り が ち で 東 行 貨物 の 確保 が 課題 と な っ て いる 。 
第 三 に 日 本 独特 の 問題 で あや る が 、 ロシア 港湾 まで の 
フィ ー ダ ー 輸 送 サ ービス に 不満 が 聞か れる 。 現在 、 
日 本 主要 港 と ウラ ジオ スト ク 港 ・ ボ スト チヌ イ 港 を 
結ぶ 直 航 船 は 隔週 で し か 運航 し て お ら ず 、 多 く の コ 
ン テ ナ 貨物 が 釜山 積 替え で ロシア 港湾 へ の 輸送 を 
余儀 な くさ れ て いる 。 こ の 水域 の ハブ 港湾 で ある 和 釜 
山 港 か ら ロ シア へ は ほほ 毎日 フィ ー ダ ー 船 が 運航 さ 
れ て いる た め だ 。 し か し 答 山 で 積 替え る と 日 数 も 余 
計 に か か り 、SLB の 高速 性 が 帳消し に な っ て し まう 。 

複数 の 輸送 モー ド 、 異な る 軌間 、 様々 な 国々 を 横 
断 す る ラン ドブ リッ ジ 輸 送 に お いて は 不 連 続 点 を 
スム ー ズ に 通過 する シス テム か が 必須 で ある 。 さ ら に 
関係 各国 ・ 輸 送 企業 が 譲歩 し あっ て 競争 力 あ る 通し 
料金 を 設定 する こと が 成功 へ の 鍵 と な る 。 船 頭 多 す 
ぎ て 脱線 する こと の 無い よう 祈り た い 。 く 辻 久子 > 


カザフ スタ ン の アル マト ィ 1 駅 の 資 物 ヤ ー ド (藤原 浩 ) 
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世界 最長 鉄道 シベ 


世界 最長 の 鉄道 が ロン ア の 「 シ ベリ ア 鉄 道 ] で あ 
る 。 ウ ラジ オス トク か ら モ スク ワ ま で 実に 9297Kkrm 
日 本 列島 が 優 に 三 つ 分 と いう 長 距離 を 特急 「 ロ シア 」 
は 、 お よそ 150 時 間 、 つ まり 1 週間 か け て 走破 する 。 
車 中 6 泊 7 日 と いう わけ だ 。 大 好き な 寝台 列車 に 1 
週間 も 乗り 続け る こと が で きる シベ リア 鉄道 は 憧れ 
の 的 だ っ た 。 と ころ が 22 年 前 の 1993 年 初め て 乗っ 
た シベ リア 鉄道 の 旅 は 難 行 苦 行 だ っ た 。 ます 食糧 が 
な い 。 食 常 車 は あっ て も メニ ュー は 4 品 の み 。 来る 
日 も 来る 日 も 同じ 粗末 な メニ ュー で 、 そ れ も 満 腹 に 
は 程遠い 量 だ っ た 。 次 いで トイ レッ トペ ー パ ー が な 
い 。 初 日 は あっ た の だ が 終わ っ て し まえ ば それ きり 。 
補充 され る こと は な く 、 持 参 の ポケ ッ ト テ ィ ッ シュ 
を 大 切 に 使っ た 。22 年 前 の ロシア は 食糧 不足 、 物 不 
足 だ っ た の で ある 。 さ ら に 1 週間 シャ ワー な し と い 
う の は 風呂 好き 日 本 人 に と っ て 苦痛 以外 の 何 も の で 
も な か っ た 。 

それ か ら 11 年 後 の 2004 年 、 シ ベリ ア 鉄 道 は 一 生 
に 一 度 で 十分 だ と 思っ て いた 私 だ が 、 ま た ふつ ふつ 
と 乗り た く な っ て きた 。 怖 いも の 見 た さと いう わけ 
だ が 、 人 間 、 11 年 も 経つ と 苦痛 は 忘れ で し まう も の 
らし い 。 と いう こと で 、 再び ウラ ジオ スト ク か ら 「 口 
シア 」 に 乗車 し た 。 た だ し 今回 は ほぼ 中 間 点 の イル 
クー ツク まで で ある 。 そ の 理由 は や は り 風 呂 に あっ 
た 。 イルクーツク まで な ら 3 泊 4 日 、 そ の ぐら いな ら 
シャ ワー な し で も 我慢 で きる 。 11 年 ぶり の [ロシア | 


ン ベ リ ア 鉄 道 「 ロ シア | 
| の 寝台 車 。 ソ連 時 代 は 


膝 脂 色 や 暗 緑 色 な ど が 


主流 だ っ た が 、 現在 は 
ロン ア 国 旗 の 白 、 青 、 
赤 の トリ コロ ー ル ヵ カ 
ラー。 


ミ 
ス (1 等 補 全 ) は 定員 2 
名 の ツイ ン ベ ッ ドル ー 
ム 。 * 快適 な が ら 言 葉 の 
TIN 


最 0 の 
の 腕 を つか み 、 カメ ラ か ら フ ィ ル ム を 抜け と 言う 
私 は 迷っ た 。 ここ で 抵抗 すれ ば 、 吉 捕 され る か も 
れ な い 。 仕方 な く 、 カメ ラ の 裏 蓋 を 開け る 。 こ れ ま で 
に 、 う っ か り ミ ス で 裏 蓋 を 開け た こと は あっ て も 自 
分 の 意思 で 開け た こと は 一 度 も な い 。 それ だ け に 板 
し い 。 フ ィ ル ム は 白 日 の 下 に さら され た 。 警 官 は 誇 ら 
し げに その フィ ルム を 奪い 取っ た 。 

それ か ら 10 年 後 の 2014 年 、 モ スク ワ の 駅 に は 基 
煙 サ イン より も 大 き な 「 禁 カメ ラ | マー ク が 登場 し 
た 。 さらに 、 サ ンク トペ テル ブル ク の モス クワ 駅 で 
は 、 列車 を 撮影 し て いた 日 本 人 観光 客 が 、 何と 告 
か ら メ ディ ア を 没収 され た 。 フィ ルム 1 本 な ら 36 枚 
の 被害 で 済む が 、 メ ディ ア と な る と 軽く 1000 覆 以 
上 ? 大 容量 の メデ ィ ア に は 、 ご 用 心 ! く 櫻 井 寛 > 


モス クワ 発 北京 行 どす 
れ 遠 う 。 貨物 列車 を 人 
めか な り の 叔 で 3 
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Arab Republic of Egypt 


エジプト 


創業 ト 
営業 キロ 5195ki 
電化 キロ 65kI 


列車 運転 線路 左側 遂行 
年 間 旅客 輸送 量 4 億 5100 万 人 
/408 億 3700 万 人 キロ 
年 間 貨物 輸送 量 1000 万 トン 
グ 34 億 8000 万 トン キロ 
車両 数 DL674 EMU/755 DMU/30 
PC/3135 FC/1 万 749 


国 の あら まし 運営 組織 
し Dosokochbhbhbhbhbhuuus 
端 に 位置 し 、 東 は イス ラ OSNAAN さ 多 上 則 Egyptian National Railways (ENR) 
エル 、 紅 海 、 西 は リビア 、 蘭 主 語 か URL: https:/enrgoveg 


南 は スー ダン 、 北 は 地 中 
海 に 面 し て いる 。 国土 の 
大 半 は 砂漠 気候 で ある 
が 、 ナ イル 川 が 国 を 縦断 
し 、「 ナ イル の 賜物 」 と いわ れる よう に 流域 を 潤し て 
いる 。 古代 エジプト 文明 が 栄え た 地 で あり 、 5000 年 
の 歴史 を 持つ こと か ら 、 現 存する 世界 最 古 の 国家 と 
され て いる 。 ギリ シャ 時 代 ま で は 文化 の 中 心地 だ っ 
た が 、 紀元 前 1 世紀 の ロー マ に よる 征服 に よっ て 衰 
え 、 7 世紀 に は イス ラム の 支配 に よっ て アラ ブ 国 家 
の 一 員 と な っ た 。 近世 に は オス マン 帝国 の 支配 を 受 
けた が 、 19 世 紀 末 イギリス の 支配 下 に 入り 、 1922 
年 に 名 目的 な 独立 を 回 復 。 1953 年 に 王制 か ら 共和 
制 へ 移行 し 完全 独立 を 宣言 し た 。 第 2 次 世界 大 戦 
後 、 中 東 戦争 は じ め 内 外 で 紛争 が 発生 し た 。 主要 な 
産業 は 小麦 、 綿花 、 綿 糸 な どの 農業 と 、 原 油 、 天 然 ガ 
ス 等 の 採掘 で ある 。 農 業 の 耕地 は ナイ ル 川 流域 に 限 
られ て いる 。 


本 > 


全 エ ジ プ ト ・ ア ラブ 共和 国 

人 口 :8339 万 人 (2014 年 ) 

面積 :100.2 万 km 

主要 言語 : ア ラビ ア 語 、 敵 語 

通貨 : エジプト ・ ポ ンド EGP (1EGP=15.62 円 ) 
国民 総 所 得 :2403 億 USD 

1 人 当たり 国民 総 所 得 :2980 USD 


マス ル 駅 の ホー ム ( 三 輪 和 司 
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ムハンマド ・ ア リ 事 1953 年 ) の 創 
設 者 の ム ハ ン マ ド ・ ア >、 地 中 海 沿岸 の 
ァ レ キサ ン ドリ ア Alexandria か ら 首 都 カ イロ Cairo 
の 間 は ナイ ル 川 を 利用 し 、 カイ ロ か ら 紅 海 治 岸 の ス 
ェ ズ Suez ま で 鉄道 を 建設 し て 地 貼 海 と 紅海 を 結 
び 、 ヨ ー ロ ッ パ と アジ ア の 人 交 兄 を 行う 案 を イギリス 
が 提案 し て いた その 一 方 で フラ ンス は 、 地中海 に 
面 し た ポー ト サ イ ド Port Said か ら ス エズ まで を 運 
河 で 結ぶ こと を 提案 し て お り 、 ムハンマド ・ ア リ は 
国 の 技術 力 を 考え 、 混乱 を 避け る 意味 か ら も 鉄道 建 
設 の 許可 を 与え な か つ 8 

1848 年 に ムハンマド ・ ア リ が 没 す る と 、 太 守 を 継 
い だ 息 子 アッ パス ・ ブ シャ ハ は 、1851 年 に イギリス 
の ロバ ー ト ・ ス チー ブン ソン と の 間 で アレ キサ ンド 
リア ー カ イロ 問 の 鉄道 建設 に つい て 合意 し た 。 こ う 
し て ロバ ー ト ・ ス チー ブン ソン を 主任 技術 者 と する 
18 人 の イギリス 人 鉄道 技術 者 の 指導 の も と に 工事 
が 始め られ 、 1854 年 に は 標準 軌 に よる 鉄道 が アレ 
キサ ンド リア か ら カ フル エル ザヤ ッ ト Kafr el Zayat 
の 間 に 開通 し 、 1856 年 に は カフ ル エ ル ザ ヤッ ト か 
ら カ イロ まで 、 1858 年 に は カイ ロー スエ ズ 間 が 完 
成 し て 地中海 と 紅海 と が 353km の 鉄道 を 介し て 結 
ば れ た 。 

その 後 も 短期 間 の うち に 精力 的 な 鉄道 建設 が 続 
けら れ 、 アッ バス の 後継 者 イス メイ ル ・ プ シャ ハ の 
時 代 に は 路線 長 は 1881km に 達し 、「 鉄 道 建設 の 黄 


2 。 


フッ ーー 人 抽 Hm 靖 時 
フン ス 製 罰 ス ター ビン 式 機関 車 を 使用 し た ブッ シュ ブル 方 式 の ター ボ ト レ イン (三輪 和 司 ) 


id 人 205SO2OOLOORV5555KRKROIO5IOIOI5IRIOIODOUO5bObw め lstzIC つ CC 


ia ンタ ンジ そ 
カイ ロ 駅 に 停車 中 の 旅客 列車 (三輪 和 司 ) 


金 時 代 」 と も ちい われ て いる 。 し か し 、 フラ ンズ ス 人 人 レ 
セッ プス が 1869 年 に スエ ズ 運 河 を 完成 させ る と 、 
鉄道 の 通過 貨物 量 は 激減 し た 。 

現在 は 、 運 輸 省 傘下 に あり 、1980 年 に 設立 され た 
エジプト 国鉄 (Egyptian National Railways : ENR) 
が 、 政府 か ら の 補助 を 受け て 鉄道 の 運営 ・ 維 持 管理 
を 行っ て もり 、 都 市 間 及 び 都 市 圏 の 旅客 輸送 に 力 を 
入れ て いる 。 


鉄道 の 特徴 


し と 巴 補 ーー ーー や ーーーーーーーーーーーー 

ENR の 鉄道 綱 は 、 ナ イル 川沿 い お よ び ナ イル 川 
デル タ 地 帯 に 点 在 する 都市 を 結ん で お り 、 主要 幹線 
と し て 、 カイ ロ を 中 心 と し て 南北 方 向 に カイ ロー ア 
レキ サン ドリ ア 間 (208km)、 沿 線 に ルク ソー ル 
Luxor や アス ワン Aswan な ど 主 要 な 観光 地 が ある 


ェ ー 
t 
ー テ 
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Arab Republic of Egypt 


カイ ロー サッ ド ・ エ ル ・ ア リ Sadd el Ali 間 (880km) 
の 2 路線 が ある 。 これら の 線 区 は 、 標 準 軌 に よる 複 
線 化 が 全線 に わた っ て 完成 し て いる 。 

旅客 輸送 で は 、ENR は 1 日 に 1100 本 の 列車 を 運 
行 し て お り 、 その うち 700 本 は 普通 列車 で ある 。 カ 
イロ ー ア レキ サン ドリ ア 間 で は 、 ガス ター ビン 車 で 
ある ター ボ ト レ イン が 特急 列車 と し て 最高 速度 
140kmh で 運行 し て お り 、 エ アコ ン 付 き の 夜 行 優等 
列車 が カイ ロー ルク ソー ルー アス ワン 間 を 結ん で 
いる 。 そ の 他 、 カ イロ ー ポ ー ト サイ ド 、 カ イロ ー ス エ 
スズ ス 、 カ イロ か ら 地 中 海 沿 い に エ ル ・ ア ラメ イン 色 
Alameim ー メ ル サ マ トル ー Marsa Matruh まで を 結 
ぶ 路 線 で 運行 し て いる 。 

貨物 輸送 は 、 バ ハリ ア ・ オ アシ ス Baharia Oasis 
ヘル ワン Helwan 間 で 輸送 され る 鉄鉱 石 や リン 鉱石 
な どの 鉱石 輸送 が 中 心 で あり 、 その 他 の 主 な 輸送 品 
目 に は 穀物 や オイ ル が ある 。 政 治 的 に 不安 定 で ある 
こと か ら 、 近年 の 鉄道 貨物 輸送 は 減少 傾向 に あり 、 
2010 年 に は 38.4 億 トン キロ あっ た 輸送 量 が 2012 
年 に は 15.9 倍 トン キロ まで 減少 し て いる 。 


将来 の 開発 計画 


ルク ソー ル Luxor 駅 (三輪 和 司 ) 


〇 エジプト の 高速 鉄道 計画 


エジプト 政府 は アレ キサ ンド リア ー ア スワ ン 間 ( 延 
長 1087km) の 高速 鉄道 を 計画 し て いる 。 第 1 期 整 備 
区 間 を アレ キサ ンド リア ー カ イロ 間 、 第 2 期 整備 区 間 
を カイ ロー ルク ソー ル 間 、 第 3 期 整 備 区 間 を ルク ソー 
ルー アス ワン 間 と し て 、 長期 的 に は ルク ソー ル か ら 紅 
海 沿岸 の ハル カ ダ ま で の 路線 を 検討 し て いる 。2 大 式 
の 高速 鉄道 が 提案 され て お り 、 下層 は 最高 速度 
180kmh で 沿線 の 各 都 市 を 結ぶ 複線 電化 鉄道 上 層 
部 は 大 都市 の み に 停車 する 最高 速度 350kmh の 高速 
鉄道 が 整備 され る 計画 で ある 。< 人 竹内 龍介 > 


| 
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ヵ カイ ロー ア レキ Y 本 で は 、 現 在 
トレ イン と 機関 車 『 別 車 が 混在 し て 務 。 
され て いる が 、 老 朽 化し た 機関 累 引 刈 で は 
性 能 に 限界 が ある こ ヨコ 人 駅 付近 の 後 
曲線 に よる 速度 制限 ) た め ! 休 行 を 余儀 な く きれ 


て お り 、 こ れ 以 上 輸送 力 を 増強 する こ と は 限界 に 人 
レ て いる 。 こ の よう な こと か ら 、 エ ジ プ ト 政府 は ァ 
レキ サン ドリ アー アス ワン 間 (延長 1087km) の 斉 
速 鉄道 を 計画 し て いる 。 

近年 で は 輸送 力 の 増強 を 目的 と し て ア レキ サッ 
ドリ ア ・ ウ エス ト Alexandria West 一 ボル グ ・ ェ エル , 
アラ ブ Borg El Arab 間 (延長 55km) の 複線 化 と 信 
号 改 良 、 ア レキ サン ドリ アー アプ キー ル Abu Kr 欠 
の 線路 改良 、 信号 シス テム の 更新 、 軌道 改良 を 計画 
し て いる 。 都 市 鉄道 で は 、 カイ ロ の 郊外 鉄道 の 複線 
化 ( 約 100km)、 カイ ロメ トロ 3 号線 の カイ ロ 国 了 
空港 まで の 延伸 が 計画 され て いる 。 

また 、 貨物 輸送 で は 、 近年 コン テ ナ 輸 送 に 力 を い 
れ て お り 、ENR は 鉄道 貨物 と トラ ッ ク 輸 送 の 連携 に 
よる イン ター モー ダル 輸送 や 主要 都市 に お ける 任 
物 タ ー ミ ナル の 整備 を 計画 し て いる 。 < 竹内 龍介 > 


ニニ SNS 
ルク ソー ル 駅 に 停車 中 の GE 社 DL 牽引 の 旅客 列車 (三輪 和 司 ) 


〇 カイ ロメ トロ 


邊 都 カ イロ で は 、 1982 年 に 中 東 ・ ア フリ カ 地 域 初 の 

7 ト 日 の 建設 が 開始 され 、 1987 年 に 1 号線 の 最初 の 
区間 、1996 年 に 2 号線 の 最初 の 区 間 が 開業 し 、 それ 以 
隆 瑞 線 と も に 延伸 され た 。 ま た 、2012 年 に は 3 号線 の 
人 の 区 間 が 開業 し 、 現 在 で は 、3 路 線 、 総 
773Km の 路線 で 運行 し て ぉ り 、3 路 線 合わ せ 
約 5 億 人 を 運ん で いる 。 ま た 日 本 委 の 車両 
906au、 現在 は 約 500 両 が 運 征 
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ナイ ル 川 沿い を 走る 旅客 列車 


ーー ィ ーー ー 


スー ダン ン / 南 スー ダン 


国 の あら まし 

圏 ス ー ダ ン 

アフ リカ 大 陸 の 北東 部 に 
位置 し 、 ナ イル の 中 上 流域 を 
占め る 。 南 スー ダン 独立 以前 
は アフ リカ 最大 の 面積 を 
持っ て いた 。 全体 に 標高 
300m 程 度 の 高原 状 の 地形 
で 、 北部 は 砂漠 気候 、 南 に 行 
くに 従い ステ ッ プ 、 サバ ナ 気 
候 と な る 。 古代 エジプト の 支配 を 経て 王国 が 成立 、 
16 世紀 に イス ラム 勢力 圏 に 入っ た 。 19 世紀 来 、 イ 
ギリ ス と エジプト の 共同 統治 下 に 。 1956 年 に 独立 
する が 、 内 戦 が 繰り 返さ れ た 。 国名 は アラ ビア 語 で 
「 黒 い 人 」 を 指す と いい 、 か つて アラ ビア 人 は サハ ラ 
以 南 の アフ リカ すべ て を スー ダン と 呼ん だ と いう 。 
較 南 スー ダン 

アフ リカ 大 陸 の 中 央 部 、 スーダン 共和 国 の 南 に 位 
置 する 。 北部 の アビ エイ 地区 と カフ ィ ア ・ キ ンジ 地 
区 は スー ダン 共和 国 と 、 南東 部 の イレ ミ ・ ト ライ ア 
ング ル 地 区 は ケニア お よび エチ オ ピ ア と の 間 で 領 
土 問題 が 存在 する 。 19 世 紀 末 か ら 北 部 スー ダン ( 現 
スー ダン 共和 国 ) と と も に イギリス と エジプト に よ 
り 統 治さ れ 、 1956 年 南北 が 統一 され スー ダン と し 
て 独立 。 1983 年 以降 、 南 部 で ゲリラ 活動 が 活発 化し 
内 戦 状態 に 突入 。 2011 年 、 南 ス ー ダ ン 共 和 国 と し て 
分 離 独立 し た 。 内 戦 で 農業 が 衰退 し 、 石油 依存 型 経 
済 と な っ て いる 。 
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トミ 


信 ス ー ダ ン 共 和 国 

人 口 : 3876 万 人 (2014 年 ) 
面積 : 186.1 万 kmf 

主要 言語 : アラビア 語 、 英 語 
通貨 : 新 スー ダン ・ ポ ンド SDG 5DG=19o2 還 
国民 総 所 得 : 559 億 USD 

1 人 当たり 国民 総 所 得 : 1500 UsD 


金 南 ス ー ダ ン 共 和 国 

人 口 :1174 万 人 (2014 年 ) 

面積 :64.4 万 km 

主要 言語 : 英語 、 ア ラビ ア 語 

通貨 : 南 スー ダン ・ ポ ンド SSP (1SSP=41.66 円 ) 
国民 総 所得 :86 億 USD 

1 人 当たり 国民 総 所 得 : 790 USD 


鉄道 の 主要 デー タ (2008 年 ) 


創業 1897 年 

営業 キロ 4508km (1067mm) 
電化 キロ 非 電 化 

列車 運転 線路 単線 の み 


年 間 旅客 輸送 量 10 万 人 4000 万 人 キロ 
年 間 貨 物 輸送 量 110 万 トン ン 6 億 万 トン キロ 
車両 数 DL68 PC/167 FC/5331 


スー ダン 鉄道 
Sudan Railways Corporation (SRC) 
URL : http:7sudanrailways.govsd/ 


スー ダン の 首都 / \ ル ツー ム の 鉄道 駅 (三輪 和 司 ) 


ー 鉄道 の 歴 ま k 
ーー ーー 

スー タダ ダン の 鉄道 は 、1897 年 、 イキ リス に よっ て エ 
ジ プ ト と の 玄関 口 で ある 都市 ワ デ ィ ・ ハ ルフ ァ 
wadi-Halfa を 起点 に その 大 史 が 始ま っ た 。 当初 、 イ 
ギリ ス の 軍用 鉄道 と し て ナイ ル 川 東岸 に 沿っ て 建 
設 さ れ 、 アブ ハマ ド Abu Hamad お よび アト バラ 
Atbara を 経て / ュ ル ツー ム Khartoum へ の 約 920km 
が 、 現在 の スー ダン 鉄道 の 原形 と いえ る 。 その 後 、 
ポー トス ー ダ ン Port Sudan な ど へ 順次 路線 が 延伸 
され た 。 鉄 道 の 運営 開 始 当初 は 、 政府 の 一 部 門 と し 
て の 軍 管 轄 の 組織 で あっ た 。 

スー ダン 鉄道 (SGudan Railways Corporation : 
SRC) は 1967 年 に は 大 統領 お よび 運輸 大 臣 が 指名 
し た 理事 に より 構成 され る 理事 会 の も ちと スー ダン 鉄 
道 総裁 が 監督 する 公社 と し て 設立 され 、 そ の 後 1973 
年 に 成立 し た 鉄道 法 に 基 づ き 、SRC は 運輸 省 か ら 独 
立 し た 組織 と し て 再編 され 、 ま た 中 央 ・ 各 地方 の 管理 
局 に 分 割 し て 管理 する 体制 と な っ た 。 

1980 年 代 に は 非 効率 な 経営 、 部 品 不足 や 内 戦 の 
影響 に より 輸送 量 が 低下 し て いっ た が 、 1999 年 よ 
り 民 間 事 業者 の 参入 が 開始 され た 。 Sheikhu Rail 
Transport Company は エル ・ ラ ハッ ド ERr Rahad 一 
バー バ ヌ ー サ Babanusa 間 の 旅客 輸送 を 開始 し 、 併 


p Port Sudan 
SSuakin 


EI Fasher 
量 8 Geneina ? 


Malakai 
の - 


s 南 ス ー ダ ン 
LN 1067mm 


中 央 アフ リカ 


3 取 
Rumbek 、 
Jubao 2s 

ule @ 


コン ゴ 民 主 共和 国 "ウガンダ 
= ブーー ジ ーー ニーーーー… 


数 字 は 主 な 部 市 人 口 (万 人 ) = 
km 


せ て 機関 車 の 輸入 や 客車 の 補修 を 実施 し た 。 貨物 輸 
送 は Sayga Four Mil Company に より ポー トス ーー 
ダン ー ハ ルツ ー ム 間 で 小麦 輸送 を 開始 し 、 ま た 貨 
車 、 機 関 車 の スペ アパ ー ツ の 供給 を 行っ た 。 2008 年 
に スー ダン 政府 は 、 民間 セク ター の 鉄道 参画 の 促進 
に 関す る 調査 を 実施 し , 運賃 の 自由 化 、 鉄道 の 速度 
と 信頼 性 を 向上 する た め の イ ン フ ラ の 改善 、SRC の 
鉄道 経営 と 運行 の 将来 的 な 分 離 を 提案 し た 。 

な お 、2011 年 に は 南 ス ー ダ ン の 独立 に より 、 バ パー 
バ ヌ ー サ ー ン ワー ウ Wanu (延長 446km) の うち 国境 
ーー ワー ツウ 間 (延長 248km) は 南 ス ー ダ ン の 路線 と 
7 よら 7 


鉄道 の 特徴 と 開発 計画 


旅客 輸送 に つい て は 、 スー ダン の 首都 ハル ツー ム 
と その 北部 に ある アト バラ 間 で 列車 が 毎日 運行 さ 
れ て お り 、 南西 方 面 の 都市 で あや る エル ・ ラ ハッ ド Tr 
Rahad お よび ニャ ラ Nyala 方 面 の 列車 (2 か 月 に 1 
回 運行 ) に 接続 し て いる 。 持 来 よ 、 ハ ルツ ー ム ー ワ ー 


ド ・ メ ダニ ー Wad Medan 間 、 ア トバ ラー ポー トス 一 
ダン 間 、 ア トバ ラー アブ ハマ ド 間 で の 旅客 列車 の 運 
行 が 計画 され て いる 。 


貨物 輸送 に つい て は 、 人 道 的 支援 お よび 資材 輸送 
が 中 心 で ある 。2007 一 2008 年 を 比較 する と コン テ 
ナ 輸 送 量 が 2 倍 に 増加 し て いる 。 ま た 、 
1991 年 に 国際 紛争 に より 運行 を 中 止 し た 
バー バ ヌ ー サ ーー ワー ツウ 間 の 貨物 輸送 が リ 
ハビ リ テ ー シ ョ ン の の ち 2010 年 に 再開 さ 
れ た 。 

将来 の 開発 計画 と し て スー ダン 政府 は 
標準 軌 に よる 新 線 の 建設 を 計画 し て お り 、 
2008 年 に 中 国 と の 政府 問 合 意 に 基づき 、 
首都 ハル ツー ム か ら ポ ボー ドス ズー ダン まで 
の 新規 路線 を 在 来 線 と は 別に 建設 する こ 
と を 予定 し て お り 、 その 他 エ チオ ピア と の 
国境 付近 まで の 路線 計画 も ある 。 

また 、 南 スー ダン で は 、 和 首都 の ジュ バ 
Juba か ら ウ ガン ダ 国 内 を 経由 し て ケ ニ 
の モン バ サ ま で を 結ぶ 路線 を 計画 し て お 
り 、 2014 年 に ジュ バー ウガンダ 国境 の ニ 
ミュ ー ル Nimule 間 (延長 165km) の 路線 
建設 の 契約 を 行っ た 。 
く 人 竹内 龍介 > 


305 


Vー へ 民 へ ベーXO さこ NN 隔 


国 の あら まし 

圏 エ チオ ピア 

フリ カ 大 陸 の 北 
東部 、 中 央 部 の 標高 
が 2000~3000m 
の エチ オビ ピア 高原 上 
に ある 、 日 本 の 3 倍 
の 面積 を 持つ 内 陸 
国 。 歴 史 は 古く 、 伝説 上 で は 紀元 前 10 世紀 の ソロ モ 
ン と シバ の 女王 か ら 225 代 の 皇室 が 20 世 紀 後 半 ま 
で 続き 、 植民 地 支 配 を 受け る こと も な か っ 4 
リカ 最 古 の 独立 国 で ある 。1974 年 の クー デ タ ー に 
より 帝政 を 廃止 、 そ の 後 、 ソ マリ ア 、 エ リト リア と の 
紛争 や 内 戦 が 続い た 。 牧畜 を 主として コー ヒー、 豆 
類 、 大 麦 等 の 農業 が 産業 の 中 心 。 アフ リカ で 唯一 独 
目 の 文 字 を 持ち 、 古代 キリ スト 教 で も る コプト 教 が 
信じ られ て いる こと で も 知ら ちら れ て いる 。 国名 は ギリ 
シャ 語 で 「 日 に 焼け た 顔 」 を 意味 し 、 こ れ に 地名 を 
表す 接尾 詞 が 付い た も の で ある 。 
圏 ジ ブチ 

フリ カ 大 陸 の 北東 部 、 エチ オ ピ ア の 東 隣 、 イエ 
メン の 向かい に 位置 する 。 紅 海 の 入 口 で ちあ る アデ ン 
湾 に 面 し て いる 。 国土 は 砂漠 気候 の 乾燥 地帯 で 農業 
に は 適さ な い 。 19 世 紀 に フラ ンス が 占領 し 、 仏 領 ソ 
マリ ラン ド と な る 。1977 年 に 独立 。 ア ラビ ア 商 人 の 
三角 帆 の ダウ 船 の 寄港 地 だ っ た 。 国名 も 現地 語 で 人 ダ 
ウ 船 の 寄港 地 を 指す 言葉 が 変化 し た も の で 、 首 都 の 
名 称 が 国名 と な っ た 。 現在 も 鉄道 、 港湾 の 輸送 サー 
ビス と 中 継 貿 易 が 主要 産業 と な っ て いる 。 
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人 エチオピア 連邦 民 医 
人 口 : 9651 万 人 (201 4 年 ) 
面積 :110.4 万 km 

主要 言語 : アム ハラ 語 、 英 語 
通貨 : ブル ETB (1ETB=5.80 円 ) 
国民 総 所 得 :352 億 USD 

1 人 当たり 国民 総 所 得 :380 USD 


ジブ チ 共 和 国 

人 口 :89 万 人 (2014 年 ) 

面積 :2.3 万 km 

主要 言語 : フラ ンス 語 、 ア ラビ ア 語 
通貨 : ジブ チ ・ フ ラン DF (1DjF=0.67 円 ) 
国民 総 所 得 : 15 億 USD 

1 人 当たり 国民 総 所 得 : 1690 USD 


鉄道 の 主要 デー タ (2007 年 ) 


創業 1900 年 
営業 キロ " 781km (1000mm) 


電化 キロ 非 電化 

列車 運転 線路 単線 の み 
年 間 旅 客 輸 送 量 70 万 人 /2500 万 人 キロ 
年 間 貨 物 輸送 量 11 万 トン ン 2600 万 トン キロ 
車両 数 DU9 DMU/6 PC/27 FC/468 


"781km の うち 100km は : ジブ チ 国 内 区 間 。2015 年 現 
在 、 大 半 が 休止 中 


ジブ チ ・ ・ エ チオ ピア 鉄道 


Chemin de Fer Djibouto-Ethiopien (CDE) 
Djibouti-Ethiopian Rallway 


PO Box 1051. Addis Abeba, Ethiopia 
エチ オ ピ ア 鉄道 

Ethiopian Rallways Corporation (ERC) 
PO Box 4571. Addis Abeba, Ethiopia 
ジブ チ 鉄 道 

Societ6 Djiboutienne des Chemin ge Fer (DCP) 


Salines Ouest Rue Mohamed Kamll mmeu 財 
Mahamoud, Djibouti 


交 道 の 歴史 


19 世紀 末 に エチ オォ ピア 畠 帝 メ ネリ ク 2 世 0 
ンス と の 間 で ジフ チー エチ オォ ビア 間 の 獲 
定 を 結び 、1897 年 に ジブ チ pjiboun か 5 建 貞 8 


山間 1000mm) が 隊 
a ア ディ ス ア ベ バ ま 
上 チオ ピア 鉄道 と 呼 
1982 年 に 両 | 穫 の 管理 ト 
鉄道 (CDE) と な っ た 。 


まっ た 。 1900 年 に 約 10| 
畔 し 、1917 年 に は Addis Abel 
で 到達 し た 。 当 切 は フ 

ば ぱ れ た が 、 ジブ チ 独 立 
た 太り ジフ フー ニブ オ 


ーー アー テニ ーー エー 


鉄道 の 特徴 と 開発 計画 
弄 ジ ブチ ・ エ チオ ピア 鉄道 
内 陸 国 エチ オオ ピア に と っ て ジブチ 港 と アデ ィ ス 
ァ ベ バ を 結ぶ CDE は 、 対外 貿易 品 の 輸送 に 重要 な 
役割 果たし て きた 。 し か し な が ら 、 近 年 は 資金 不 
足 の た め に 施設 や 車両 の 保守 ・ 更 新 が で き な い 状況 
が 続き 、 一 方 で は 道路 交通 が 発達 し て 高速 か つ 安 価 
な 交通 手段 と な っ た た め 、 鉄道 の 需要 は 急速 に 落ち 
込み 、CDE の 債務 は 累積 され た 。 こ の た め ヨ ー ロ ッ 
パ 連 合 (EU) の 資金 に よる 鉄道 修復 が 一 部 で 実施 
され た り 、2005~ 2009 年 に か け て 外国 の 民間 オペ 
レー ター に 運営 権 を 譲渡 する こと も 検討 され た が 、 
うま くい か な か っ た 。 
結果 と し て 2005 年 に アデ ィ ス アベ バン ディ レダ 
ワリ Dire Dawa 間 、 2010 年 に は ジブ チー エチ オ ピ ア 


エリ トリ ア 


の 3 の 徐 ン Mitsiwa 紅海 


ひ 


+ 


2015 年 開業 予定 の エチ オビ ア の 首都 アア ディ ス アベ パ の LRT( 秋 山 芳 弘 ) 


国境 間 で も 列車 の 運行 を 停止 し 、 現在 で は エチ オ ピ 
ア 国 境 - デ ィ レ ダ ワ 間 で 旅客 列車 が 不定 期 に 運行 
し て いる だ け で ある 。 
な お 、 アデ ィ ス アベ バ の 標高 は 2350m ある た め 、 
CDE の うち アワ シュ Awash ~ ア ディ ス ア ベ バ 間 の 
平均 勾配 は 25%% に な っ て いる 。 
圏 ジ ブチ ー ア ディ ス ア ベ バ ハバ 間 標 準 軌 新 
線 の 建設 


S/ イエ メン 老朽 化し 輸送 力 の 小さ い CDE に 代 
に 間 nu 1 わる 鉄道 と し て 両 都市 を 結ぶ 標準 軌 
1 スー ダン ~ ke 1 新 線 (延長 756km。 う ち ジ ブチ 側 
Metemg^、 Gonder 0 て ( 100km) が 、 設 計 最 高速 度 は 旅客 
で ) ジブ チ アデ > | 120kmwh、 貨 物 100kwh、 交 流 電化 で 
Depre fapor Wegyef joapeneDDlIbouti 建設 され て いる 。 総 事業 費 は 30 億 
Dese9 人 yeha 。 sees USD、 工事 は 2012 年 2 月 に 開始 され 、 
1 DIe DaN8G、、 eiloera 2015 年 に 開業 の 予定 で ある 。 
Addis Ab258 wao Jijiga ソマリ ア 圏 エチ オ ピ ア の 首都 アデ ィ ス アベ バ の 
エチ オ ピ ア Ne 標準 軌 LRT 
/ アデ ィ ス アベ バ で 東西 と 南北 方 向 2 
の Awasa 路線 の LRT (合計 延長 32km。 39 駅 。 


ァ 
ィ 
ロリ 


Moyale 6 


総 事 業 費 4.75 億 USD) が 建設 され て 
お り 、2015 年 に 開業 する 。 この LRT 
は 、 地平 だ け で な く 高 架 ・ 地 下 区 間 も 
ある 専用 軌道 を 最高 速度 70kmh で 走 
行 し 、 深 才 メ トロ が 運営 する 。 

く 秋 山 芳 弘 > 
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NNLNNNITN ボ HH 


State of Eritrea 


エリ トド トリア は 


国 の あら まし 


アフ リカ 北東 部 、 エチ 
オ ピ ア の 北側 、 紅海 に 面 
し て アラ ビア 半島 と 向 
か い 合 う 。 エチ オ ピ ア 、 
スー ダン 、 ジブ チ に 接 す 
る 。 国名 は ギリ シャ 語 で 
紅海 を 指す 「 エ リュ トレ 
ム ( 赤 )」 か ら 名 付け られ た 。 砂漠 気候 の 乾燥 地帯 に 
あり 、 農業 生産 は 少な く 、 ア フリ カ と アラ ブ を 結ぶ 、 
アラ ブ 商 人 に よる 交易 の 中 継 地 で あっ た 。 南 隣 の エ 
チオ ピア と の 関係 が 深く 、19 世紀 に イタ リア 、20 世 
紀 に イギリス の 支配 を 受け た 後 、 エチ オ ピ ア に 併合 
され た 。 その 後 30 年 に わた る 紛争 に より 100 万 人 
の 難民 が 流出 する な ど 混 乱 を 極め 、 1993 年 に 独立 。 
近年 で は エチ オ ピ ア と の 国境 問題 や 内 陸 国 と な っ 
た エチ オ ピ ア と の 港湾 使用 に 関す る 間 題 か ら 紛争 
が た び た び 発生 し 、 難民 ・ 避 難民 が 大 量 に 発生 し て 
いる 。 主 要 な 産業 に は 、 豆 、 大 麦 な どの 農業 と 金 の 採 
掘 が ある が 長い 闘争 で 経済 は 疲弊 、 外貨 不足 も 深刻 
な 問題 と し て 捉え られ て いる 。 世界 の 最貧 困 国 の 一 
つ で あり 、 食 料 の 7 割 を 援助 や 輸 人 に 頼っ て いる 。 


全 エ リト リア 国 

人 口 :654 万 人 (2014 年 ) 

面積 :11.8 万 km 

主要 言語 : ティ グリ ニャ 語 、 ア ラビ ア 語 
通貨 : ナク ファ ERN (1ERN=7.98 円 ) 
国民 総 所 得 :28 億 USD 

1 人 当たり 国民 総 所 得 :450 USD 
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ーー ペー 
鉄 四 よ 要 テ タ 
PP ーー ここ 
創業 04 年 
営業 キロ 117km (950mm) 
電化 キロ 非 電 化 
列車 運転 線路 単線 の み 
車両 数 DU15 DMU/2 PC6 
FC/258 5L9 

2 ーーーーー 

運営 組織 
ーー 一 ビー dd 和 てい 
エリ トリ ア 鉄 道 


Eritrean Railways (ER/ 
PO Box 569, Asrmar3, Eritrea 


鉄道 の 歴史 


ヽノ ぺー 

エリ トリ ア の 鉄道 は 、 イタ リア の 支配 下 で あっ た 
1887 年 に 軌間 950rnmm の 鉄道 建設 が 紅海 に 面 し て 
いる 港町 マッ サワ Massawa か ら 開 始 さ れ た 。 こ れ は 
マッ サワ と 当時 の 行政 中 心 都市 で あっ た アス マラ 
Asmara 間 を 結ぶ 鉄道 と し て 計画 され た も の で 、 軌 
間 950mm は 当時 の イタ リア の 鉄道 に 準じ た も の で 
あっ た 。 

1904 年 に マッ サワ ー ギ ンダ Ghinda 間 、1911 生 
に ギン ダー アス マラ 間 が 開業 し た 。 そ の 人 後 も 建 譜 が 
進め られ 、 1922 年 に アス ラマ ー ケ レン Keren 貞 
1925 年 に ケレ ンー アガ ト Agat が 完成 し た 。 また 
1928 年 に は マッ サワ か ら 306km 地 点 の アゴ ル タ 
ト Akordat ま で 鉄道 が 延伸 され 、1932 年 に は じ 
シャ Bisha ま で 開業 し た 。 その 後 ス ー ダ ン へ の 


1930 年 代 に 製造 され た イタ リア 製 気 動車 


間 間 IO 9 wowowoas を 
細 < ん ん 配 


ぁ 計 画 さ れ た が 、 イ タリ と オ ピ ア と の 第 2 次 
エチ オビ ピア 戦争 な ど と が は 中 断 さ れ た 
ェ エチオピア に 併合 され 965 年 に は 輸送 人 


員 44 万 6000 人 。 年 、 貨物 輸送 量 20 万 トン ノ 年 に 
まで 拡大 し た が 、 エ チオ ビア と の 独立 戦争 の 激化 に 

よう て 、 鉄道 関連 施設 が 破壊 され 1978 年 に 全線 廃 
止 され た 。 

現在 の エリ トリ ア ま 鉄道 (PR) は 、 エ リト リア が エエ 
チオ ピア か ら 1993 年 に 独立 し た の に 伴い 引き 継い 
だ 北 エ チオ ピア 鉄道 の 一 部 を 復活 させ た こと に 始 
まる 。 首都 アス マラ と マッ サワ を 結ぶ 延長 117km 
の 幹線 鉄道 の 大 半 は 、 エ チオ ピア か ら の 独立 戦争 中 
に 破壊 され て し まっ た 。 計画 で は 1996 年 まで に 
マッ サワ ー ア スマ ラ 間 を 完成 させ る 予定 で あっ た 
が 、 同 年 6 月 に な っ て も 43km し か 進ま ず 、 2000 年 
に な っ て マッ サワ ー ギ ンダ 間 が 先行 開業 を 果たし 
た 。 そ の 後 も 工事 が 進め られ 、2003 年 に アス マラ ま 
で の 全線 が 開通 し た 。 


鉄道 の 特徴 と 開発 計画 


2003 年 か ら 運 行 を 再開 し た エリ トリ ア 鉄 道 
(ER) の 路線 に は 、 大 き な 特 徴 が 2 つ あ る 。 


や Port Sudan 
セン 
づ 


ニノ 


エリ トリ ア 


。 Ak Na MitsiWa 


ニー"Blsha Ginda 
0O 


サウ ジア ラビ ア 


イエ メン 


ひと つ は 、 マッ サワ ー ア スラ マ 間 は 117km の 距 
離 で 標高 差 が 約 2300m ある 山岳 路線 で あり 、 最高 
地点 は 標高 2394m に 達し て いる こと で ある 。 ラッ 
クレ ー ル な ど 山 岳 鉄 道 の 設 備 は な く 、 通常 路線 で 
30 一 35% の 急 勾配 と 急 曲 線 、 高架 橋 合 計 65 カ所 、 
トン ネル 合計 20 カ 所 以上 を 建設 し て 、 この 高低 差 
を 克服 し て いる 。 港町 で ある マッ サワ は 標高 が 3m 
で あり 、 そこ か ら 約 30km に ある ドガ リ Dogaii ま で 
は 平坦 な 砂漠 地帯 で ある が 、 いく つか の 水 無 川 を 
アー チ 橋 で 渡り 、 徐々 に 山 語 地帯 に 入っ て いく 。 
マッ サワ か ら 約 70km に 位置 する ギン ダ は 標高 約 
1000m で あり 、 以降 ギン ダー アス マラ 間 47km で 
約 1300m の 標高 差 を 克服 する こと に な り 、 急 曲線 
と 急 勾 配 が 連続 し 、 複数 の トン ネル や 橋 を 通過 し て 
標高 約 2340m の アス ラマ に 到着 する 。 な お 、 1930 
年 代 に は マッ サワ ー ア スラ マ 間 に 全長 75km の 長 
大 ロー プ ウ ェ イ が 整備 され て いた が 、 1952 年 に 廃 
止 さ れ た 。 

2 つめ は 、 エリ トリ ア 鉄 道 で 運行 し て いる 列車 で 
ある 。9 両 の 蒸気 機関 車 が 現役 で 運行 し て お り 、 そ 
の 一 部 は ソマリ ア に あっ た モガディシオ ・ ヴ ィ ラ ブ 
ルッ チ 鉄 道 で 使わ れ て いた 主 に 1930 年 代 製 造 の 蒸 
気 機関 車 を イギリス が エリ トリ ア に 持ち 込ん だ も 
の で ある 。 気動車 は 、 イタ リア の フィ アッ ト 社 で 
1930 年 代 に 製造 され た 「 リ ッ ト リ ナ 」2 
両 が 現役 で 活躍 し て いる 。 

エリ トリ ア 鉄 道 は 、 ディー ゼル 機関 
車 、 恭 気 機関 車 、 気 動車 、 各 種 客 車 、 貨 車 
の 修繕 お よび 鉄道 施設 の 復旧 を 最小 の 
費用 で 完成 させ た 。 現状 は 、 不定 期 に 
マッ サワ ー ア スマ ラ 間 で 旅客 お よび 観 
光 列 車 が 運行 し て お り 、 ダマ ス Damas 
ー ア スマ ラ 間 で 貨物 列車 が 毎日 運行 し 
て いる 。 現 在 ア スラ マー ビシ ャ 間 の 路線 
の 復旧 が 行わ れ て お り 、 さ ら に ビシ ャ か 
ら 隣接 する スー ダン 国内 まで の 路線 の 
延伸 が 計画 され て いる 。 ぐ 竹内 龍介 > 


に の さめ s 
アス マラ ー ギ ンダ Ginda 間 の 山岳 地帯 を 越え る 路線 
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くに テ こ HO ざこ NN = 愉 


国 の あら まし 


北ア フリ カ の 中 央 部 、 地 語り 
中 海 に 面 し 、 キ レナ イカ 縛 議 
(北東 部 )、 トリ ポリ タニ ア 詩 
(北西 部 )、 フ ェ ザ ン (南部 ) 
の 3 つの 地域 か ら 成 り 
立っ て いる 。1 年 を 通し て 


人 は 人 で お 抽 本 8 


サハ ラ 砂 漠 に つなが っ て お り 、 国土 の 90% 以 上 は 

砂 漢 で ある 。 た だ し 地中海 治 岸 は 、 冬季 は 地中海 性 
気候 と な る た め 、 気 候 は 温和 で ある 。 ま た 、 地 中 海 沿 
岸 で も 夏 は 高温 乾燥 。 古代 ギリ シャ で は リビア と は 

フリ カ の サハ ジラ 砂漠 以 北 の 地中海 沿岸 全域 を 指 
し 、 海神 ポセイドン の 妻 「 リ ュ ビ ア 」 に 由来 する 。 
ロー マ 、 アラ ブ に 支配 され 、 16 世紀 か ら は オス マン 
トル コ の 属 州 と な っ た 。 そ の 後 イ タリ ア や イギリス 、 
フラ ンス が 統治 。 1951 年 に 王国 と し て 独立 、 1969 
年 クー デ タ ー に より カ ダ フ ィ 大 佐 の 政権 た 。2011 
年 同 政権 が 崩壊 し た 。 主要 な 産業 は 石油 で 、 産業 の 
ほとん ど を 占め て いる 。 カ ダ フ ィ 政 権 が 崩壊 後 、 原 
油 生産 が 再開 され る よう に な っ た 。 


リビア 国 

人 口 : 625 万 人 (2014 年 ) 

面積 : 176.0 万 km 

主要 言語 : アラ ビア 語 

通貨 : リビア ・ デ ィ ナ ー ル IYD (1LYD=85.66 円 ) 
国民 総 所 得 : 952 億 USD 

1 人 当たり 国民 総 所 得 : 1 万 5472 USD 
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Pier 一 
創業 1911 年 
(現在 は 廃止 され 新た に 束 備 ゃ 
3170km (1435mm) 


ーー て の PP っ 
Ge 、 
だ だ) 


上 ーー 
運営 組織 


リビア 鉄道 プロ ジェ クト 実行 管理 委員 会 
Railway Project Execution and Management Boad 
URL: http:/wwrrallroads.org.Iy 


鉄道 の 歴史 


第 1 次 世界 大 戦 未 の イタ リア 統治 下 に お いて 、 章 
間 950mm の 鉄道 が トリ ポリ Tripoli て ベン ガ ジ 
Banghazi 間 に 敷設 され た 。 また 第 2 次 世界 大 戦中 、 
イギリス に よっ て エジプト か ら ト ブル ク Tubmq ま 
で 標準 軌 (1435mm) の 線路 が 敷設 され た が 、1946 
年 に リビア 国内 区 間 は 撤去 され た 。 国内 に 残っ た 和 
道路 線 も 1965 年 に 撤去 され て お り 、 2015 年 現在 、 
リビア に は 鉄道 が な い 。 

し か し な が ら 、 リビア 政府 は 、 地中海 沿い を 東 馬 
1 分 岐 する 路線 の 必要 人 

庫 識 し て お り 、 1992 年 に は 標準 軌 鉄道 の 建設 を 
た め の 組 織 を 設立 し た 。2003 年 に は リビア 多 
道 プロ ジェ クト 実行 管理 委員 会 (Railways Projew 
Execution and Management Board) が 正式 に 発足 
し て いる 。 


ーー ニーーーーーーー む ーー ニニ ーーーーーーー 
将来 の 開発 計画 


2008 年 、 カ ダフ ィ 政 権 下 の リビア 政府 に より 人 
長 3170km の 鉄道 整備 が 決定 され た 。 新 線 建設 と し 
で 、 チ ュ ニ ジア 方 面 か ら ト リポ リ を 経て アル ノム 
Al Khums - ス ルト surt 間 ( 下 長 625km) の 25 
ルフ ム ス ー ス ルト 間 (延長 352km) は 2008 年 に 
国 鉄 建 (Chma Raihway Construction COmD2M 誠 
OROG) が 受注 し 、 複 線 (標準 軌 ) の 路線 が 数 年 0 
ち に 整備 され る 予定 で あっ た 。 同 路線 で は 中 


間 MAEETIITIWIWIWIWWOWMWOIWKWKWKRORORw96K6wX&X&walkohohohohEhEEIIII 


(European Train Co tem) の 列車 制御 シス し か し 、2011 年 の リビア 内 戦 の 勃発 に よ り 、 す べ 
テム が 採用 され る 時 | - な っ つて いた 。 また 、 首都 ト て の 鉄道 整備 が 中 断 さ れ た 。 カ ダ フ ィ 政 権 月 壊 後 の 
リポ リ か ら チ ュ ニ ジア 国境 の ラス アジ ディ ー ル 2013 年 に リビア 政府 と ロシア 鉄道 と の 間 で 、 スル 
nass Ajdr ま で の 172Km の 暗 線 建設 も 2009 年 に トー ベン ガ ジ 間 の 鉄道 整備 の 協議 が 再開 し た 。 
CRCC が 受注 し 2013 年 の 開業 を 目指 し て いた 。 さ < 竹内 龍介 > 
ら に サブ ハ Sabha ^ ミス ラー タ Misratah 間 (延長 
650km) に つい て も 2008 年 に CROC が 受注 し 、 
2009 年 に 建設 が 開始 され た 

地中海 沿い に 位置 する スル トー ベン ガ ジ 間 (延長 
554km) は 、2008 年 に リビア 政府 と ロシア 鉄道 間 間 間 間 1 


た 
(Rossiskiye Zheleznye Dorogi:RZD) と の 間 で 20 リ 
億 6 の 建設 邊 約 が 結ば れ た 。 複 線 (標準 軌 ) の 整備 が ア 


進め られ て お り 、2009 年 時 点 で 3500 人 が 従事 し て 
建設 作業 が 行わ れ 、 2010 年 に は 最初 の 14km の 軌 な 凌 
道 が 表 設 され た 。 同 区 問 の 最高 速度 は 、 開業 当初 は 2 < 
160knwi 電化 後に 250tmVhc 引き上げ る こと を Te にょ る 人 工事 (RT9 
予定 し て いた 。 そ の 他 、 ベ ン ガ ジー ウム サ ア ド Umm 2 
Sa'ad 間 (延長 798km) の 整備 計画 も あっ た 。 

鉄道 の 整備 に あたっ て は 、 60kg レー ル お よび コ 
ンク リー ト 枕 木 が 採用 され て いる 。 ロ ング レー ル は 
2010 年 に ラス ラー ヌー フ Ras Lanuf に ロシア 企業 
が 建設 し た 工場 で 溶接 し 、 コン クリ ー ト 枕木 は リ ビ 
ア 国 内 の アル フ ム ス で 生産 し て いる 。 また 、 車両 に 
つい て は ディ ー ゼ ル 機 関 車 、 貨車 、 客車 を 調達 する 


計画 で あり 、 ディー ゼル 機関 車 は GE 製 が 導入 され [ 
る 予定 で あっ た 。 アン サル ドブ レダ 社 製 の DMU が 試験 走行 を し た (JARTS) 


Rass Ajdir 


生き コ に Tripoli > 
ジア MO Khums 貼 IT BVG Da 
Az-Zawiyah 1429 …oMisratah BT 紅 
\ Surt N 
- ) \ EE 
アル ジェ リア | 純 iW 
リビア 1 リビア 砂漠 
1435mm 
"ーーーー… 計画 線 
数 字 は 都市 人 口 (万 人 ) 
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Republic of Tunisia 


ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー ニ ーー ーー ニー ニテ ーーーーーーーーーーーーー ェ ーーー ニニ ーー ニー ニーーーーーーー 


国 の あら まし 


アフ リカ 大 陸 北 部 に 位置 し 、 
地中海 に 面 する 。 国土 の 中 央 部 
は ステ ッ ズ 気候 の 乾燥 地帯 で 
ある が 、 地 中 海 沿岸 部 は 冬季 に 
雨 の 降る 温暖 な 気候 で ある 。 古 
代 か ら フェ ニキ ア の 植民 都市 
カル タゴ な ど が 買 易 の 要 地 と 
し て 栄え た 。 ロー マ 帝 国 、 ビ ザ 
ンチ ン 帝 国 な どの 支配 を 受け 、 
1574 年 オス マン 帝国 の 属領 に な っ た 。 19 世 紀 以 降 
は フラ ンス 保護 領 と な り 、 1956 年 に 王国 と し て 独 
立 。1957 年 の 共和 制 移行 後 、 一 党 の 政権 が 50 年 以 
上 続い た が 、 2011 年 に チュ ニ ジ ア 初 の 自由 選挙 が 
実施 され 、 政権 交代 が 図ら れ た 。 アメ リカ や フラ ン 
ス と の 関係 も 緊密 で 、 アラ ブ ・ マ グレ ブ 諸 国 と の 関 
係 も 強く し て いる 。 オ リー ブ 、 果 実 、 小 麦 の 栽培 な ど 
の 農業 、 原 油 、 リ ン 鉱 石 な どの 鉱業 な ど が 主要 産業 。 
観光 業 も 重要 な 産業 で ある 。 チ ュ ニ ジア と いう 国名 
は 、 フェ ニキ ア の 女神 「 タ ニ ト ス 」 に 由来 する と い 
われ 、 これ が 和 首都 の 名 称 チ ュ ニ ス に 転 託し 、 地 名 の 
接尾 詞 ia が 付い た も の と され て いる 。 


チュニジア 共和 国 

人 口 : 1112 万 人 (2014 年 ) 

面積 :16.4 万 km 

主要 言語 : ア ラビ ア 語 、 フ ラン ス 語 
国民 総 所 得 : 448 億 USD 

1 人 当たり 国民 総 所 得 :4150 USD 
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鉄道 の 主 タ (2008 年 ) 

ーー ビー - ーー 

創業 1872 年 

営業 キロ 1999km_ 

軌間 別 1631km (1000mm) 
360km (1435mm) 

電化 キロ 65km (AC25kV50Hz2) 

列車 運転 線路 左側 通行 


年 間 旅客 輸送 量 3920 万 人 
/ 14 億 700 万 人 キロ 


年 間 貨物 輸送 量 1050 カ トン 
20 億 7300 万 トン キロ 

車両 数 DU193 EMU/18 DMU/67 PC/eg 
FC/4333 


運営 組織 
チュ ニ ジ ア 国鉄 
Societe Nationale des Chemins de Fer TUnisiens 
(SNCFT) 


URL:http:/Avww.sndft.com.tn 


鉄道 の 歴史 


チュ ニ ジ ア 最初 の 鉄道 と し て 、 フラ ンス 保護 令 放 
代 の 1872 年 、 チ ュ ニ ス Tumis を 起点 と する 延長 4km 
の 標準 軌 路 線 が 開業 し 、 民 間 会 社 に より 運営 きれ だ: 
一 方 、 狭 軌 (1000mm) 路線 は 、 ガ フサ Gafsa 地 較 @ 
の リン 鈴 山 関連 産業 の 発達 に 伴い 1897 年 に 開通 し 
た の が 最初 で や り 、 この 路線 は 政府 か ら 産 業 鉄 道 
し て の 免許 を 得 て ス ファ ックス - ガ フサ ・ リ 本 


こさ 


2008 年 に 0 6 
08 年 に 導入 され た 韓国 製 の EMU(AI rights reserved 3 


道 (Compagnie des PhoNDhaIGS et des Chemins de 
Ter d@ efax-Gafsa:CPCFSG) が 運営 し た 。 
現在 の 鉄道 笛 は お お む ね 1920 年 代 ま で に 形成 さ 


れ て お り 、 西側 に ある アル ジェ リア と の 国境 の ガル 
ディ マウ Ghardimaou で アル ジェ リア 鉄道 と 直通 運 
転 が で きる よ うに チュ ニス より 西方 の 北部 路線 は 
還 ュ ニ ジ ア 農業 鉄道 (Compagmie Fermiere des 
Chemins de Fer Tunisiens :CFT) と し て 標準 軌 で 
整備 され 、 南 部 地域 の 路線 は CPCFSG に より 経済 的 
な 狭軌 で 建設 され た 。 

1956 年 の 法令 に より チュ ニ ジ ア 国鉄 SNCFT) 
が 発足 し 、 チ ュ ニ ジア 政府 は 北部 の CFT の 路線 を 
同年 に 傘下 に 収め 、 さ ら に 1967 年 に は CPCFSG の 
狼 軌 路線 群 も 国有 化し 、 国土 全体 に 広がる ネッ ト 
ワー ク を SNCFT が 運営 する よう に な っ た 。 

1996 年 か いら は 、 チ ュ ジ ニア 政府 と SNCFT と の 間 
で 5 年 ご と の 社会 経済 開発 計画 に 基づく 契約 を 結 
び 、SNCFT は 商業 ベー ス で 運営 を 行い 、 他 交通 手段 
に 対し て 経済 ・ 財 務 的 優位 性 を 発揮 で きる マー ケッ 
ト を 対象 に 、 サ ービス 、 快 適性 頻度 な どの 改善 を 行 


), 
1 * 27 の 
ーーFeml Sr 
- Co2246N7 Taiba 
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い 、 そ の 対価 と し て 政府 側 は 補助 を 行う こと を 取り 
決め た 。 な お 、 車 両 調達 に 必要 な 資金 は SNCFT が 準 
備 す る 。 


鉄道 の 特徴 


SNCFT は 、 国 の 北部 お よび 北東 部 を カバ ー す る 
標準 軌 の 路線 、 首都 チュ ニス 南部 か ら ス ファ ックス 
Sfax まで を 結ぶ 北部 の 狭軌 路線 、 ス フ ァ ックス 南部 
で 運行 する 南部 の 狭軌 路線 に より ネッ トワ ー ク が 
構成 され て いる 。 な お 、 標準 軌 と 狭軌 間 を 直通 する 
た め の 人 台車 交換 設備 は 無く 、 貨物 輸送 の ネッ ク と 
な っ て いる 。 

旅客 輸送 は 、 都 市 間 幹 線 で 1 日 当たり 50 本 、 近 郊 
路線 で 200 本 の 旅客 列車 を 運行 し て お り 、 ま た 旅客 
の 84% は 近郊 路線 で ある こと か ら 、 鉄道 は 都市 圏 
で の 輸送 が 中 心 と な っ て いる 。 主 な 都市 間 幹 線 と し 
て 、 狭 軌 路 線 で ある 地中海 沿岸 の チュ ニス ー ス 
ファ ックス 間 ( 延 長 278krm) 、 標 準 軌 路 線 で ある チュ 
ニス ーー ガル ディ マウ 間 (延長 211km) が ある 。 

貨物 列車 は 1 日 70 本 運行 し て いる 。 主 
要 輸 送 貨物 は リン 酸 塩 で あり 、 総 輸送 ト 
ン 数 の 70%、 総 輸送 トン キロ の 約 3 分 の 1 
を 占め る 。 リ ン 酸 塩 を 採掘 する ガ フ サ ・ リ 
ン 酸 社 (Gafsa Phosphate Company) と の 
契約 を 2010 年 に 結び 、 今後 輸送 の 伸び が 
期待 され る 。 


将来 の 開発 計画 


開発 計画 と し て 、 まず 首都 近郊 区 間 で 
ある チュ ニス ーー タブ ルカ "ebourka 間 と 
チュ ニス ヴィ ル Tumis Vile ~ ボ ル ジ セ ド 
リア Borj Cedria 間 の 電化 計画 が あり 、 こ 
の うち チュ ニス ヴィ ルー ボル ジ セ ドリ ア 
間 は 、 日 本 の 円 借款 に より 整備 され 2012 
年 に 完了 し た 。 また 、 ボル ジム ジェ ル ガ 
Borj Mcherga ー カ イル アン Kairouan 間 、 
ガ フ ー ル Gafounr ー シ デ ィ ・ ブ ジッ ド S8iqi 
Bouzid 間 、 モ ナス ティ ル Monastir ー ス 
ファ ックス 間 の 新 線 建設 計画 が ある 。 

く 人 竹内 龍介 > 


ーー 計画 線 (単線 ) 


NIIBNO きこ NN & 員 


国 の あら まし 


と) カ の 北西 部 に 位 
置 し 、 北端 を 地中海 に 面 
し て いる 。 アフ リカ 諸国 
の 中 で 最大 の 面積 を 持つ 。 
国家 で ある 。 国土 の 大 半 
は サハ ラ 砂 漠 だ が 、 沿岸 
部 で は 地中海 性 気候 、 中 
央 部 は ステ ッ プ 気 修 と な っ て いる 。 夏 に な る と 、 乾 
召し た 熱風 が サハ ラ 砂 漠 か ら 地中海 に 向け て 吹く 
が 、 こ の 風 の こ と を ギブ リ と 呼ん で いる 。 沿岸 部 で 
は 紀元 前 9 世紀 頃 か ら フ ェ ニ キア の 貿易 要 地 と し 
て 利用 され 、 植 民 都 市 が 発展 し 、 その 後 ロ ー マ 、 イ ス 
フ ム の 支配 を 経て オス マン 帝国 の 領土 、 19 世紀 に 
は フラ ンス 領 に な っ た 。 その 後 1962 年 に 独立 を 果 
た し た 。 主要 な 産業 と し て は 原油 採掘 と ワイ ン 生 産 
寺 が ある 。 地中海 沿 斉 で は 農業 も 盛ん で 、 小麦 や な 
つめ や し 、 オ リー ブ 、 相 橘 類 な ど が ある 。 首 都 名 アル 
ジェ お よび 国名 は 、 アラ ビア 語 の 「 ア ル ・ ジ ャ ゼー 
ル (島々 )」 に 由来 する 。 アル ジェ の 入江 の 島々 を 指 
し て いる と いう 。 それ が 転 託し て 、 さ ら に 地域 を 表 
す -ia が つけ られ た 。 


アル ジェ リア 民主 人 民 共 和 国 

人 口 :3993 万 人 (2014 年 ) 

面積 :238.2 万 km 

主要 言語 : ア ラビ ア 語 、 フ ラン ス 語 

通貨 : アル ジェ リア ・ デ ィ ナ ー ル DZD (1DZD=1.23 円 ) 
国民 総 所 得 : 1932 億 USD 

1 人 当たり 国民 総 所 得 :5020 USD 
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People's Democratic Republic of Algeria 


創業 9 USE 
営業 キロ 3973km 
軌間 別 2888km ( 1432mm) 
1085km (1055mm) 
電化 キロ 254km (DC3kV) 
列車 運転 線路 左側 通行 
年 間 旅 客 輸送 量 2700 万 人 
グ 10 億 700 万 人 キロ 


年 間 貨物 輸送 量 4900 万 トン 
ノ 12 億 4800 万 トン キロ 
車両 数 EU14 DU250 DMUj366 
PC/383 FC/6323 


アル ジェ リア 国鉄 
SOcIete Nationale des Transports Ferroviaires (SNTF) 
URL:http:/Wwww.sntf.dz 


鉄道 の 歴史 


アル ジェ リア 初 の 鉄道 と し て 、 フラ ンス の 模 民 地 
時 代 の 1862 年 に アル ジェ Alger か ら ブ リタ Bim 
に 全 る 路線 が 開業 し た 。1890 年 代 に は 、 ア ル ジ ェ か 
ら コ ンス タン ティ ー ヌ Constantine を 経て ビス クラ 
Biskra に 至る 路線 や アン ナ バ Annaba か ら テ ベッ サ 
1ebessa に 至る 路線 が 建設 され 、 合 計 517km に 及ぶ 
アル ジェ リア 東部 の 主要 幹線 が で き あ が っ た 。 さ 5 
に その 後 は 、 モ ロッ コ の ウジ ダダ 0ujida と を 結 ぷ 中 
線 、 南 アルジェ リア の ベ シ ャ ー ル Bechar へ 至る 
線 な ど 、 北 西部 に ある 路線 網 の 整備 が 行わ れ た 。 

1962 年 の 独立 を 経て 、 1975 年 か ら は チュ ニ ジ / 
この 国際 輸送 を 実施 し て お り 、 ま た 、1976 年 以 陸 『 
断 し て いた モロ ッ コ と の 連絡 輸送 も 1989 年 に 閉 
7 

鉄道 の 運営 を 行っ て いる アル ジェ リア 還 
(SNTE) は 1976 年 に 設立 され た 。SNTF は 、 上 人 
国 で ある フラ ンス の 国鉄 (SNCF) と 同様 、 公共 リー 
ビス 提供 を 目的 に 設立 され る 「 商 工業 的 公 放 人 
(tablissement Public a Caractere Induste! 
Commereial EPIC)」 いう 特殊 法 人 組織 で ある 6 


きこ Sc 
(1 いい 


線 の 廷 伸 と 既存 向 り の 05 年 に 設立 され 、 
鉄道 施設 の 管理 を 
鉄道 投 資 庁 (『 Agen 
Guivi de la R6alisatioi 


Kk で ある アル ジェ リア 
IOnale dtudes et de 
des InVestissements 


Femoviaires・ANESRI ) が 実施 し て いる 。 


鉄道 の 特徴 

ーー cc 

計 要 幹線 は 地中海 沿い の 路線 で あり 、 西 側 は 首都 
の アル ジェ ー モ ロッ コ 国 鉄 と の 接続 駅 で も ある ア 
キッ ドア ビス Akid Abbes 間 (延長 約 550km)、 東 側 
に は アル ジェ ー エ ル ゲ ー ラ El Guerrah 間 (延長 約 
370km) が ある 。 また 、 南北 方 面 に は チュ ニ ジ ア と 
の 国境 に 並行 する アン ナ バ 港 て ジェ ベル オン ク 
Djebel Onk 間 (延長 約 300km) の 路線 が あり 、 そ の 
ー 部 区 間 が 電化 され て いる 。 

狭軌 の 主要 路線 と し て 、 テ ィ ズ ィ Tizi て ベ シ ャ ー 
ル 間 及び ブリ ダ Blida て ジェ ルフ ァ Djelfa 間 が ある 。 
標準 軌 と の 間 の 貨物 輸送 は 、 台車 交換 設備 を 用 いて 
貨物 列車 の 直通 運転 を 行っ て いる が 、 標準 軌 へ の 改 
軌 が 検討 され て いる 。 また 、 首都 アル ジェ の 近郊 路 


線 で は 、 西 は エル アフ ルン El Affroun まで の 68Km、 
東 は テニ ア Thenia ま で の 54km の 電化 が 2008 年 
に 完成 し た 。 

旅客 輸送 の うち 、 都 市 間 輸 送 は 機関 車 牽引 の 客車 
に より 9 路線 で 行わ れ て いる が 、 こ の うち アル ジェ 
ーシュ レフ Chlef て オラ ン Oran 間 (延長 422km 
の 利用 者 数 が 最も 多く 、 特等 車 、 1 等 車 、 2 等 車 の 3 
クラ ス で 構成 され た 列車 が 毎日 5 往復 運行 し て い 
ぐ 98 

アル ジェ リア は 石油 や 鉱物 の 埋蔵 量 が 多い こと 
か 5、 伯 牧 送 の うち 石油 製品 が 要 な 輸送 品 日 
あり 、 その 他 リ ン 鉱 石 も 重要 品目 と な っ て いる 。 湯 
石 の 輸出 に は 、 リン 鉱山 の ある ジェ ベル オン ク や 鉄 
鉱石 鉱山 の ある クエ ン ザ Quenza か ら チ ュ ニ ジア 国 
境 に 並行 する 路線 を 通り 、 地中海 沿岸 の アン ナ バ 港 
まで の 路線 を 使用 する 。 また 、 ク エン ザ な どか ら ア 
ン ナ バ 港 付近 まで 輸送 され る 鉄鉱 石 の 輸送 は 1500 
トン 牽引 で 行わ れる 。 

な お 、 鉄道 に 対す る 補助 金 は 、 イ ン フ ラ 、 信号 通 
信 、 新 線 建設 、 小口 貨物 輸送 、 マ ル チ モ ー ダ ル 施 策 
に 充て られ て いる 。 ぐ 竹 内 龍介 ラ 


と Cartagena 
o bh ゃ 
、 島 引 器 スペ イン 地中海 Tzi Ouzou OuedAissi Ramdane Djamal 
ger. Thenia / / Beiga Jiiel Skikda Annaba 
Mostaganem Afo Wa 479 Ci Bouchego 
主 NT だ Med88% Beni Mansour) Setifo Guerah、Guelmma 
2 ・4。 elizane M'Sil Bo 軍 Ain ML 
Beni Saf の PMohammadia Mehdia (ーー 、D_Areti Batna 
D- て o 古 me SA 
| 革 本 人 ogm 8 Taret Ain Oussera の Touta だ し 宙 
| た 2 8 / の 4 da BiskraQ Khenchela 
性 7 し 6 elfa 
_Akid Abbes 
| Redjem Demouche! 
Mecheriag 
| Touggourt Q 
モロ nAin Sefra の 
いり) 
ッ 
大 アル ジェ リア 
1432mm 
| 一 複線 電化 東部 大 砂漠 
電化 
ーーーー 単線 
テー ペー 貨物 専用 / 休 止 線 
共和 計画 線 
1055mm 数 字 は 都市 人 口 ( 太 人) | 
km 


| 貨物 専用 / 休 目線 
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に Hu だ NO きこ NN 還 


国 の あら まし 
北ア フリ カ の 西部 に 位置 eo: 
し 、 ジ ブラ ル タ ル 海峡 を 挟ん に 
で スペ イン と 対し て いる 。 人 NT 


792 ルーINtoe42 
リカ プレ ー ト の 境界 が スペ 
イン と の 間 に あ る た め 、 地 震 
が 起き や すい 。 国土 は 中 央 開 
を アト ラス 山脈 が 走り 、 山 脈 = 乾 

の 北側 お よび 西側 の 海岸 平野 は 地中海 性 気候 、 山 且 
南部 は 乾燥 気候 と な っ て いる 。 北 アフ リカ の アラ ブ 
世界 で は 最 西端 と な り 、 地名 も アラ ビア 語 で 「 マ グ 
レブ ( 西 の 地 ) 」 と 「 ア クサ (遠い )」 を 併せ た 古都 名 
マラ ケシ ュ が 語源 で ある 。 モロ ッ コ は 海洋 民族 の 
フェ ニキ ア 、 ロー マ 、 アラ ブ 、 ドル コ 計 002 了 ァ 
ラン ス と 支配 者 が 変遷 し た 。 産業 は 農業 、 漁 業 、 リ ン 
鉱石 中 心 の 鉱業 、 観光 業 で ある 。 衣服 や 皮革 、 食品 
加工 な どの 製造 業 も 盛ん で 、 日 本 に は タコ や マグ ロ 
な ど を 輸出 し て いる 。 最近 で は 、 大 陽光 発電 や 風力 
発電 と いっ た 再生 可能 エネ ルギー 利用 の 促進 に 積 
極 的 に 取り 組ん で いる 。 失業 率 が 高く 、 貧富 の 格差 
が 大 き な 問題 と な っ て いる 。 


全 モ ロッ ココ 王国 

人 口 :3349 万 人 (2014 年 ) 

面積 :44.7 万 kmf 

ビア 語 、 フ ラン ス 語 

通貨 : モ ロッ コ ・ デ ィ ル ハム ミニ 
較 所 介 979 借 UiD 議 較 主 
1 人 当たり 国民 総 所 得 : 2960 UsD 
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_ 隊 


ーー 「 ー ーー Eo 
鉄道 の 主要 デー タ (2013 年 ) 
ーーーーーー、 

創業 1911 年 

営業 キロ 2110km (1435mm) 

電化 キロ 1284km (DC3kV) 

列車 運転 線路 左側 通行 

年 間 旅客 輸送 量 3400 万 人 

48 億 1900 万 人 キロ 


年 間 貨 物 輸送 量 3700 カ トン 
/ 59 億 9800 万 トン 


EL/89 DL/107 EMU/138 


車両 数 
PC/381 FC/5279 


モロ ッ コ 国鉄 

societe Marocainedes Chemins de Fer 
(ONCF) 

Moroccan RallWayS 

URL: http:/www.ondf.ma 


m ) 
2007 年 か ら 導 入 さ れ た アン サル ドブ レダ 製 の 2 て 電車 (2 


鉄道 の 歴 中 


ーーーーーーーーーー ss 
モロ ッ コ の 鉄道 は 、 1911 年 | 軌間 600mm の 路 


線 が 敷設 され た こ と に 始ま る 。 当時 の モロ ッ コ 鉄 道 
と タン ジェ ・ フ ェ ズ (Tangiers-Fes) 鉄道 の 2 社 は 軍 
用 で 、 旅客 輸送 が 開始 され た の は 1915 年 で あっ た 。 
1923 年 に モロ ッ コ 鉄 道 は フラ ンス と スペ イン の 資 
本 に よる モロ ッ コ 鉄道 会 社 へ と 改め られ 、 即 路線 
の 標準 軌 化 と 本 格 的 な 客 貨 輸送 を 実施 する よう に 
な っ た 。 モロ ッ コ で は 、 これ ら 2 社 に ウ ジ ダ Onujida 
で の アル ジェ リア と の 連絡 輸送 を 目的 と し た 東 モ 
ロッ コ 鉄 道 加 えた 3 社 に よる 輸送 体制 が 長く 続 
いた 。 

1963 年 、 モ ロッ コ 鉄 道 会 社 と 東 モ ロッ コ 鉄 道 は 
統合 ・ 国 有 化 され 、 モロ ッ コ 国鉄 (Offce Nationa 
des Chemms de Fer du Maroc:ONCE) が 設立 され 
た 。 さ ら に 1976 年 に は 、 タン ジェ ・ フ ェ ズ 鉄道 も 統 
合 され 、 現 在 の ONCF の 路線 網 が 形成 され た 。 1993 
年 に は 、 カ サブ ラン カ Casablanca て モハ メッ ド 5 世 
Mohammed V 空 港 を 直結 する 路線 が 開業 し て い 


(スペ イン ) 


サリ ア 症 島 


モロ ッ コ 国鉄 は 、 法人 格 と 財政 的 独立 性 を 備え た 
之 輸 省 欠 下 の 組織 で ある 。 モ ロッ コ で は 、 1993 年 に 
交通 市 場 の 規制 が 撤廃 され た 。 

また 、 2005 年 に は モロ ッ コ 国鉄 に 代わ っ て 国有 
会 社 SMOF (Societe Marocaine des Chemins de 
Fer) に 50 年 の 営業 権 を 与え 、 インフラ を 管理 させ 
る 動き が あっ た 。 これ に より 鉄道 は 民間 オペ レー 
ター に 開放 され る と 思わ れ た が 、 いま だ 実現 に は 
至っ て いな い 。 


鉄道 の 特徴 と 開発 計画 


旅客 輸送 で は 現在 、 ラ バト Rabat ー カ サブ ラン カ 
間 の 90km の 幹線 の 一 部 に お いて 160krh 走 行 を 
実現 すべ く 、 ア ン サ ルド ブレ ダ 社 製 の 2 階 建て 車両 
を 運行 し て いる 。 さ ら に 、 160krmh 対応 の UIC タイ 
プ X 型 客車 を ラバ トー マラ ケシ ュ Marrakech プ カ 
サブ ラン カノ タン ジェ Tangier、 フ ェ ズ Fesー ウ ジ 
ダ Oujida プ タ ン ジェ ンプ マラケシュ 間 に 投 入 し て い 
る 。 

一 方 、 貨物 輸送 は リン 鉱石 の 輸送 が 全体 の 3 分 の 
1 を 占め て お り 、 積載 量 3900 トン 、4680 ト ン 牽 引 
の 貨物 列車 が 、 鉱 山地 帯 と 港湾 を 結ぶ 電化 区 間 で 運 
行 さ れ て いる 。 

ONCF は 主要 な 路線 の 輸送 力 増強 を 図っ て お り 、 
カサ ブラ ンカ ー フ ェ ズ 間 (延長 320km) の 全線 や カ 
サブ ラン カー セタ ト Settat マラ ケシ ュ 間 の 一 部 、 
さら に 、 リ ン 鉱 石 の 輸送 ルー ト で ある ジョ ルフ ・ ラ 
ス フ ァ ー ル Jorf Lasfar ナウ サー Nouasseur 間 ( 延 
長 103km) の 複線 化 が 行わ れ て いる 。 

この 他 に 信号 設備 の 近代 化 、 平面 交差 部 の 除去 、 
駅 の 改築 を 行い 、 鉄 道 施設 の 全体 的 な 改良 を 進め て 
いる 。 

また 、 モ ロッ コ で は 2035 年 まで に 総 延長 
1500km の 高速 鉄道 を 整備 する 計画 を 進め て お り 、 
フラ ンス の 支援 に より TGV シス テム を 採用 し た 設 
計 最高 速度 350kwh の 高速 鉄道 の 建設 が 行わ れ て 
いる 。 第 一 段階 と し て タン ジェ ー ケ ニトラ Kenitra 
間 (延長 200km) が 建設 中 で あり 、 2017 年 に 開業 
する 予定 で ある 。 (P327 参照 ) 

また 、 タ ンジ ェ ー 新 タン ジェ 港 Tanger Mediterranee 
Port を 結ぶ 43km の 新 線 建設 (事業 費 約 3.5 億 USD) 
が 承認 され て いる 。 

ぐ 川 端 剛 弘 > 
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Hs ロ dO きこ NN 


ISlamic Republic of Mauritania 


国 の あら まし 


北ア フリ カ の 西端 に 位 
置 し 、 大 西洋 に 面 する イス < 
ラム の 国家 。 国土 の 大 部 分 SN 
が 砂漠 で ある 。 北 部 か ら 内 _ 
陸 部 に か け て は 、 降 雨量 が 論 記 記 
少な く 、 加 えて 高温 の 乾燥 MAN 0 
2 南部 で は 北東 質 易 風 

影響 で 冬季 に は 雨 が 降る た め 、 比較 的 肥 決 な 土地 

衝 歴史 的 に アラ ブ 世 界 と 黒人 世界 の 接点 に あ 
り 、 住 民 も アラ ブ 人 と 黒人 が 交じり 合っ て いる 。 国 
名 は ギリ シャ 語 で 「 黒 い 人 」 と いう 意味 の 「 ム ー ア 」 
か らち 派生 し た も の と いわ れる 。1718 世 紀 に アラ 
ブ 人 に よる 国家 が つく られ 、 アラ ブ 人 と ベル ベル 人 

の 融合 が 進ん だ 。 20 世紀 初頭 に フラ ンス 領 と な っ 
た 。 その 後 1960 年 に 独立 し 、 1973 年 アラ ブ 連 盟 に 
加盟 し た 。 主 な 産業 は 南部 で 行わ れ て いる 羊 や 和牛 の 
牧畜 や や 農業 、 日 本 に 輸出 する マグ ロ 漁 を 主 と する 漁 
業 、 金 や 銅 、 鉄 鉱石 な どの 鉱業 だ が 、 前 述 し た よう に 
国士 の 大 部 分 が 砂漠 で ある た め 、 耕作 可能 な 土地 は 
全体 の 約 1% で ある 。 その た め 外 貨 収入 は 水産 物 と 
鉄鉱 石 の 輸出 に 依存 し て いる 。 


モーリ タニ ア ・ イ スラ ム 共 和 国 

人 口 : 398 万 人 (2014 年 ) 面積 :103.1 万 km 
主要 言語 : アラ ビア 語 

通貨 : ウ ギ ア UM (UM1=0.37 円 ) 
国民 総 所 得 : 42 億 USD 

1 人 当たり 国民 総 所 得 :1100 USD 
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ソリ パル LOLL2h 還 還 


、 鉄道 の 主 要 デ ー 4ETEN 


創業 10268 
営業 キロ 728km ( 4Aos 
電化 キロ 非 電化 


列車 運転 線路 単線 の み 
年 間 貨物 輸送 量 1102 万 トン 
車両 数 DLU44 PC/14 FC/1400 


し ーー ミニ ミラ ーー コチ WP 
運営 組織 


RE まあ 
ー リ タニ ア 鉱 業 公社 

BMW866 Nationale Industrielle et Miniere 』。 

Mauritanie (SNIM) 

Mauritanian National Railways 

URL: http:/wwwr.snim.fr 


鉱石 列車 を 事 引 する SNIM の DL 


最大 210 両 の 編成 と な る 鉄鉱 石 輸送 の 貨物 列車 


ーーーーーーー 7 ず 内 Pa 
鉄道 の 歴史 
レ ヤ bp "に ト ppppkckouuummm me 

モー リタ ニア の 鉄道 は 、 内 陸 部 に ある ズ エ ラー 


7ouerat の フ デ リッ ク Fderik 鉱 山 で 産出 する 鉄鉱 
石 を 大 西洋 岸 の 倫 岩 都市 メア ディ Nouadhibou 
へ 輸送 する た め に 建設 され た 。 国際 的 な 鉱山 会 社 で 
あぁ る Miferma 社 に より 、1963 年 に ヌ ア ディ ブーー 
タ ザ ディ Tazadit 間 が 開業 し た 。 

開業 以降 は 同社 が 運営 し て いた が 、1974 年 に 国 
有 化 され 、 現在 で は 政府 所 有 の モー リタ ニア 鉱業 公 
社 (Societ6 Nationale Industrielle et Miniere de 
auritamie:SNIM) が 運営 し て いる 。 


鉄道 の 特徴 


鉱山 の ある ズ エ ラー ト で 採掘 され た 鉄鉱 石 を 運 
ぶ SNIM 公 社 の 貨物 列車 は 、 シ ュー ム ChoQm ま で 
南下 し 、 西 サ ハラ と の 国境 沿い に ヌ ア ディ ブー まで 
の 717km を 1 日 に 3 往復 する 。 こ の 貨物 列車 は 、 最 
大 210 両 (合計 2.2 万 トン ) も の 貨車 を 3ー4 両 の 
ディ ー ゼ ル 機 関 車 が 牽引 する 長大 か つ 重 量 貨物 列 
車 で 、1 列車 の 長 さ は 通常 3km に も 及ぶ 。 

ヌ ア ディ ブーー ズ エラ ー ト 間 で は 貨物 列車 に 2 
両 の 客車 を 連結 する こと に よっ て 旅客 輸送 も 毎日 


(U 


9 の Nouadhibou 


西 サ ハラ 


モー リタ ニア 


ONouakchott 
85 


Saint Louis 


セネガル 


凍 EEREEEEu3S3KRK ド BQ5bK モ 5O ュ マ 5K マ K マ K ペ K ペ ヘ く K マ く S マ ヤノ マゾ TS トロ KR585&A1b5OOORRRRRRRREEIEEIE 


間 OI = 


行っ て いる 。 

数 年 に 一 度 の 頻度 で ディ ー ゼ ル 機 関 車 を 新規 購 
人 し て お り 、 最 近 で は 2011 年 に EMD 社 (アメ リカ ) 
か ら 6 両 を 購入 し て いる 。 

基本 的 に ロン グレ ー ル (136RE、 67.7kgm レー 
ル ) が 使用 され 、 その 最大 長 は 80km で ある 。 路線 
の 大 部 分 は 砂漠 地帯 を 走る た め 、 砂 に よる 車輪 と 
レー ル の 摩耗 が 激しく 、 また 砂嵐 に よる 脱線 防止 対 
策 も 課題 と な っ て いる 。 

ぐ 山 本 尚 央 > 


NII ニーHO きこ NN に 証 


SNIM の 軌道 


1435mm 


モロ ッ コ 
アル ジェ リア 
サハ ラ 砂 漠 


数 字 は 主 な 都市 人 口 (万 人 ) 
250 


8119 


Republic of Malli 


マリ り 多 二 ーー 


国 の あら まし 


西アフリカ に 位置 し 、 
日 本 の 3 倍 以上 の 面積 
を 持つ 内 陸 国 。 季節 は 
雨季 と 乾季 に 分 か れ 、 
1 年 を 通し て 高温 で あ 。, 
る 南部 お よび 西部 は 去 還 還 ーー 
帯 気候 、 中 央 部 は ス 琴 識 a 
テッ ズ プ 気 候 、 北部 と 東 
部 は 砂漠 気候 と な る 。 二 ニジェール 川 以上 北 は サハ ラ 砂 
漠 の 一 部 で ある 。 3 世紀 11 世紀 に ガー ナ 王 国 、 13 
世紀 か ら 15 世 紀 に マリ 帝国 、15 世紀 16 世紀 に ソ 
ン ガ イ 錠 国 が 栄え た 。 1590 年 か ら 1870 年 まで の モ 
ロッ コ に よる 支配 を 経て 、 1920 年 に フラ ンス の 植 
民 地 と な る 。 1959 年 セネガル と マリ 連邦 を 結成 し 、 
1960 年 マリ 連邦 と し て 独立 し た が 、 その 後 セ ネガ 
ル が 分 離し た 。 非 同 盟 路 線 を 仙 く マリ は 中 国 と の 関 
係 も 良好 で 、 また 欧米 、 ア ラブ 諸国 と 協調 し て いる 。 
西アフリカ 最大 規模 の 牧畜 、 綿花 、 米 、 あわ 、 と う も 
ろ こ し 、 落 花生 な どの 農業 が 主 な 産業 で ある 。 金 や 
リン 鉱石 な どの 鉱産 資源 も ある 。 経済 基盤 は 脆弱 
で 、 国内 情勢 の 悪化 に 伴い 経済 は 停滞 し 、 人 口 増加 
に 伴う 家畜 の 増産 の た め 砂 漠 化 も 進ん で いる 。 


マリ 共和 国 

人 口 : 1577 万 人 (2014 年 ) 面積 :124.0 万 kni 
主要 言語 : フ ラン ス 語 

通貨 : CEA フラ ン XOF (1XOF=0.20 円 ) 
国民 総 所 得 :98 億 USD 

1 人 当たり 国民 総 所 得 :660 USD 
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ーーーーー。 。 39752 ACE 
鉄道 の 主要 デー タ (2009 年 ) 

ーー ニーーーー ぬ ー「 り プ 
創業 

営業 キロ 

生化 ネロ 非 電化 
列車 運転 線路 単線 の み 
年 間 旅 窒 送 量 115 万 人 


年 間 貨物 輸送 量 39 万 トン ン 
3 億 7500 万 トン キロ 


DLU20 DC/6 PC/15 FC/508 


1904 年 
593km (1000mm) 


車両 数 


レー。。。。 
運営 組織 


nm ヤヤ 0nnwnwntntntntncnuuiurrar 


Transrail SA 
Chemin de fer DakarBamako (SenegaLMali) 


PO Box 4150, 310 avenue de la Libert@, Immeuble 
Roseraie, Bamako, Mali 


バ マ コ 駅 構内 に 留置 中 の 客車 (三輪 和 司 ) 


5 本 
/ マコ 駅 に 停車 中 の 旅客 列車 三輪 和 司 ) 


フラ ン ス の 植民 地 時 代 、 育 都 パ マコ Bamako と 隣 
国 セ ネガ ル の 首都 ダカール Dakar を 結ぶ ダカール ・ 
ニジェール DakarrNiger 鉄道 (軌間 1000mm) と し 
て 1881 年 に 着工 され 、 1904 年 に バ マ コー ケー ズ 
Kayes 間 が 開通 し た 。 

1960 年 の 独立 に 伴い 、 国 内 区 間 は マリ 国鉄 
(RCFM) と し て スタ ー ト する 。 この 鉄道 は 、 海岸 線 
を 持た な い 内 陸 国 マ リ が 大 西洋 の 港湾 と 結ば れる 
極め て 重要 な 交通 路 へ と 成長 し た 。 

マリ 政府 は 、 セ ネガ ル 政 府 と と も に 鉄道 の 近代 化 
と 民営 化 を 図る を ため 、 カ ナダ の コン サル タン ト 会 社 
を 放っ て バ マ コー ダカール 間 の 国際 輸送 運営 権 の 
入札 を 行っ た 結果 、 フ ラン ス ・ カ ナダ グル ー プ が 25 
年 間 の 運営 権 を 取得 し 、 2003 年 か ら 運 営 を 開始 し 
た 。 

この 民営 化 計 画 に よっ て 、2003 年 9 月 1 日 か ら 
Transrail へ と 改編 され 、 同 グル ー プ が 51% の シェ 
ア を 持ち 、 マリ 、 セネガル 両国 が 10% ずつ 、 両国 の 
民間 投資 家 が 20%、 残り 9% を 鉄道 従業 員 が 保有 す 
る と こと に な っ て いる 。 

その 後 2007 年 か ら は 、 ベル ギー の Vecturis 社 に 
より 運営 され て いる 。 


還 和 LEOAETRKTTRTRTRFITITITITRIEKTITtTt1t1t キ ⑮ キ ⑮ も まま 11 す 1 ぎ vw ぎ 5 う 33u」」 コ KKyttEEIIEEEEE 還 還 還 衣 


鉄道 の 特徴 と 開発 計画 


2011 年 に バ マ コー ダカール を 結ぶ 国際 列車 が 廃 
止 と な っ た た め 、 旅客 列車 は マリ 国内 の パ マ コー 
ケー ズ 間 の 週 3 本 だ け と な っ た 。 

貨物 列車 は 約 40 本 月 が 運行 され 、 年 間 約 40 万 
トン の 貨 物 を 運ん で いる 。 民営 化 後 、 貨物 量 は 増加 
傾向 で ある が 、 脆 弱 な 軌道 状態 が 輸送 量 の 大 幅 な 増 
大 を 阻ん で いる 。 

開発 計画 と し て は 、 2020 年 まで に 1770 億 XOF 
を 投資 する 再生 計画 が 2011 年 に 発表 され た 。 


に 4O さこ NN 計 


山本 尚 央 > 


首都 バ マ コ の 鉄道 駅 (三輪 和 司 ) 


ー 誠人 


セネガル 


esBaniu ガン ビア 


ギニア ビ サ ウ 


Conakry 


シエラ レオ ネ 


Freetown 等 


数 字 は 都市 人 口 (万 人 ) 


い 理 | 200 400km 


リベリア 


Koulikoro 
< で 


Bamako 


西 サ 人 ハラ 眉 半 、 
只 、 アル ジェ リア 


RENet、 
ーー! 呈 7 まあ 、 
モー リタ ニア マリ 


ニジェール 


ナイ ジェ リア 
拡大 図 の 範囲 


Republic of Senegal 


国 の あら まし 


アフ リカ 大 陸 の 最 
西端 に 位置 する 。 
りー ンマ た 
ガン ルビ ドニ ーッ な 、 モ 
ニア ビ サ ウ と 国境 を 
接し 、 西側 を 大 西洋 
に 面 し て いる 。 サハ 
ラ 砂 漠 地 帯 の 南端 で 、 面積 は 日 本 の 約 半 分 で ある 。 
北部 は 乾燥 気候 、 南部 は 熱帯 気候 。 電 季 に は 、 内 陸 
部 は サハ ラ 砂 漠 か ら 熱 風 が 吹き 高温 で 乾燥 する 一 
方 、 沿岸 部 は 気温 が 下がる 。 これ は カナ リア 寒流 の 
影響 で ある 。 ベル ベル 語 で 「 川 」 を 意味 する 「 セ ネ 
ガル 」 が 国名 と な っ て いる と いう 。9 世 紀 に は テク 
ルー ル 王 国 、 14 一 16 世 紀 に は ジョ ロフ 王国 な ど 、 
この 地 で 王国 が 成立 し た 。 15 世紀 に ポル ト ガ ル 人 
が 来航 、 18 世 紀 以 降 フ ラン ス 領 と な っ た 。 1958 年 
フラ ンス 共同 体 の 自治 国 と な り 、 1959 年 マリ と マ 
リ 連邦 を 結成 。 1960 年 に 分 離し 共和 国 と し て 独立 
し た 。 マグ ロ 、 エビ 、 タコ な どの 漁業 と 、 落花 生 、 あ 
わな どの 農業 が 主要 な 産業 。 経 済 は 比較 的 安定 傾向 
に あり 、 水 産品 や 石油 製品 は 主要 な 輸出 品 で ある 。 


人 を セネガル 共和 国 

人 口 : 1455 万 人 (2014 年 ) 

面積 : 19.7 万 km 

主要 言語 : フ ラン ス 語 

通貨 : CE へ フラン XOF (1XOF=0.20 円 ) 
国民 総 所 得 : 142 億 USD 

1 人 当たり 国民 総 所 得 : 1030 USD 
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鉄道 の 主要 デー タ (2009 年 


創業 1885 年 

営業 キロ 906km (1000mm) 
電化 キロ 非 電 化 

列車 運転 線路 右側 通行 


年 間 旅 客 輸 送 量 11.5 万 人 
年 間 貨 物 輸送 量 39 万 トン 
3 億 7500 万 トン キロ 


車両 数 DLU37 DC/6 PC/15 FC/50g 


ゃ | 
運営 組織 
レー 
Transrail SA 
Chemin de fer DakarBamako (SenegaLMal) 
PO Box 4150, 310 avenue de la Liberte, Immeuble 。 
Roseraie, Bamako, Mali 


鉄道 の 歴史 


フラ ンス 植民 地 時 代 の 1885 年 、 ダカール Dakar 
ーー ティ エス Thies ユ サン ルイ Saint Louis 間 が 開通 
し た の が 始ま り で 、 西アフリカ で は 最も 古い 。 そ の 
後 、 支線 が ラン ゲー ル Linguere に 延び 、 また 、 テ ィ 
エス ー カ オラ ッ ク Kaolack 間 、 さらに 東 に 向け タン 
バク ー ン ダ Tambacounda を 経由 し 、 最後 に タン パ 
クー ンダ ー キ ディ ラ Kidira 間 が 1906 年 か ら 1924 
年 に か け て 建設 され 、 現在 の 鉄道 網 が 完成 し た 。 国 
境 の 町 ディ ラ か ら は 隣国 マリ の 首都 バ マコ Bamwko 
に 至っ て いる 。 

植民 地 時 代 は 、 落 花生 ・ 綿 花 な どの 1 次 産 晶 の 較 
送 や 旅客 輸送 に 多大 な 貢献 を し た が 、 モー タリ ゼー 
ショ ン の 発達 と と も に その 役割 も 変化 し 、 ルーガ 
Louga ラン ゲー ル 間 (延長 129k) な ど は 休止 し 
て いる 。 現 在 の 路線 は ダカール ー キ ディ ブラ 間 (生長 
643km)、 テ ィ エ スー サン ルイ 間 (延長 192km) な 
ど で あ る 。 

セネガル 政府 と マリ 政府 は 、 鉄 道 の 近代 人 と 時 
化 を 図る た め 、 カナ ダ の コン サル タン ト 会 社 を 必 2 
て パ マ コー タダ カー ル 間 の 国際 輸送 運営 権 の 人 
行っ た 。 そ の 結果 、 フ ラン ス ・ カ ナタ グル ー プ が 25 衣 
間 の 運営 権 を 取得 し 、2003 年 か ら 運 営 を 開始 し た 


it ルネ NN プ 。 お BIN 


この 民営 化 計画 に ( め 国鉄 と マリ 国 キディ ラ 間 ( 研 長 179km) は 、 重 さ 25kg/m の 長 ぐ 7 
上 52005 年 9 有 1 昌 5 ーー トー こ 8m レー ル で 、 脱線 な ども 多く 正常 な 運行 の 障害 
グ ルー プ が 519 し ン Sa セネガル に な っ て いる 。 信号 設備 は 、 ダカール ー テ ィ エ ス 間 
人 70km の 拉 線 区 間 が 自動 閉塞 信号 で ある 。 

ん を 鉄道 人 業 員 が 保有 する と と に な つて いる 開発 計画 と し て は 、2020 年 まで に 1770 億 XOF 

と の 後 の 2007 年 か ら は 、 ベル ギー の Vechuris 社 を 投資 する 再生 計画 が 2011 年 に 発表 まれ た 。 

に ょ り 運営 され て いる く 山 本 測 央 > 


TP で YY で 
鉄道 の 特徴 と 開発 計画 

ITTITTFTTT 1 

旧 宗 主 国 で あっ た フラ ンス に より 建設 され た た 
め 、 メー ター ゲー ジ と な っ て いる 。 1924 年 に 現在 の 
名 道 綱 が 完成 し た も の の 、 モー タリ ゼー ショ ン の 進 
展 に 伴い 、 129km を 廃止 し た 。 

旅客 輸送 は ダカール ー チ ャ ー ロ イ Thiaroye 
リュ フェ スク Rutisque 間 (延長 26kW で 1 日 13 本 、 
カー ルー ティ エス 間 (延長 70km) で 1 日 1 本 運 
行 し て いる 。 な お 、 ダカール 駅 は 閉鎖 され て いる た 各 メ カー ル の 駅 人 ( 三 輸 和 司 ) 
め 、 旅客 輸送 は ダカール 市 中 心から 約 3km に 位置 
する ハン Hanmn 駅 か ら 行 われ て いる 。 

車両 は 、DL が フラ ンス の アル ス トム 社 と カナ ダ 
の GM 社 製 で 比較 的 新しい が 、 客車 は フラ ンス 国史 
(SNCF) が 60 年 以上 使用 し た も の を 改良 し て 使っ 
て いる 。 

ダカール ー タ ン バ ク ー ン ダ 間 の 軌道 は 、 1966 一 


1992 年 に 世界 銀行 IBRD) な ど の 支援 に より 
36kgim レー ル に 改良 され た が 、 タン バク ー ン ダー ダカール 駅 構内 に 留置 され て いる DL と 貨車 (三輪 和 司 ) 


ミ さ SA は O さこ g 旨 
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Republic of Guinea 


国 の あら まし 


北部 アフ リカ の 西端 近 
くに 位置 し 、 大 西洋 に 面 。 
し て いる 。 国内 の 北部 に 二 力 
は セネガル 川 、 東部 に は C5faky 
ニジェール 川 が 流れ て い 
る 。 旧 フ ラン ス 領 西 ア フ 
リカ の 一 部 で あっ た が 、 
1958 年 に 独立 。 その後 、 セ ク ・ ト ォ ー レ 大 統領 の 長 
い 社 会 主義 独裁 政権 下 で 、 多 く の 処 刑 と 難民 流出 が 
あっ た 。 1984 年 の クー デ タ ー で 人 民 革 命 共和 国 か 
ら 現 国名 と な っ た 。2008 年 に も クー デ タ ー が 起き 
て いる 。 周 辺 に ある 6 カ国 (ギニア ビ サ ウ 、 セ ネガ ル 、 
マリ 、 コー ト ジ ボ ワー ル 、 リベリア 、 シエラ レオ ネ ) 
と 国境 を 接し て いる 。 この た め 、 近年 は シエラ レオ 
ネ や リベリア な ど で の 紛争 に よっ て 発生 し た 難民 
の 流入 が 多い 。 か つて の ギ ネ ア 王国 に 由来 する 国名 
で ある が 、 も と も と ギニア と は アフ リカ 西部 ギニア 
湾 沿 い の 一 帯 を 指す 言葉 で ある 。 海岸 沿い の 熱帯 雨 
林 気 候 地 帯 の た め 、 キ ャ ッ サ バ 、 。 コー じ 還 な ど あ を 
生産 する 。 また 鉱山 資源 が 豊富 で 、 ボー キサ イト 、 
金 ダイ ヤ モ ン ド な ど を 産出 2 


全 ギ ニア 共和 国 

人 口 : 1204 万 人 (2014 年 ) 面積 :24.6 万 kmf 
主要 言語 : フランス語 

通貨 : ギニア ・ フ ラン GNF (1GNF=0.02 円 ) 
国民 総 所 得 : 50 億 USD 

1 人 当たり 国民 総 所 得 :440 USD 
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ps ピッ 

秩 道 の 主要 デー タ (2013 年 ) 
ニー ニーー ビ ーーー ヤ 。 Es 
創業 19( 「 
営業 キロ 516Kn 
軌間 別 274km (1000mm) 

242km (1435mm) 

電化 キロ 非 電化 
列車 運転 路線 単線 の み 


和 間 人 輸送 量 "1700 万 トン 
車両 数 " DU20 PC/4 FC/600 
* ボ ケ 鉄 道 の デ ー タ 

** 最 新 の 情報 に 基づく デー タ 


運営 組織 
ニーーーーーー ビ ーー 
ギニア 国鉄 
Chemins de Fer de Guinee (ONCFG/ 
Guinea RallWayS 
PO Box 715, Conakry Guinea 
ボケ 鉄道 
Chemin de Fer de Boke (CFB) 
Boke Railway 
PO Box 523, Conakry, Guinea 
コナ クリ ・ フ リア 鉄道 
Chemin de fer Conakry-Frigula 
Conakry-Fria Rallway 
PO Box 334, Conakry, Guinea 
キン ディ ア ・ ボ ー キ サイ ト 鉄 道 
Chemin de fer de la Societe des Bauxites de Kinda 
Kindia Bauxite Railway 
PO Box 613, Conakry, Guinea 
ダボ ラ ・ ツ ゲ 鉄 道 
Chemin de fer Dabola-Tougue 
Dabola-Tougu Railway 
PO Box Dabola 


ポー キサ イト を 運ぶ ボケ 鉄道 の ディ ー ゼ ル 機 関 車 (BoKe RaI7 


間 昌 = 
鉄道 の 歴史 
ニニ ーーーーーーーーー 

ギニア の 鉄道 は 、 フ ラン ス 統 治 下 の 1899 年 、 フ 
ラン ス の 植民 者 が 植民 地 経 済 を 発展 させ る 目的 で 
コナ クリ ・ ニ ジェ ー ル 鉄道 と し て 着工 し た 。 ギニア 
の 首都 で あり 西アフリカ 最大 の 港町 コナ クリ 
Conakry か ら 順 次 、 ギニア 東部 へ 鉄道 路線 の 建設 が 
進め られ た 。 こ れ は キャ ッ サ バ 、 米 、 コー ヒー、 ピー 
ナッ ツ 、 バ ナナ な ど ギ ニア の 主要 産業 で あっ た 農 作 
物 を 輸送 する 目的 で あっ た 。 

1904 年 に 、 コ ナク リ か ら 152km 地 点 の キン ディ 
ア Kindia へ 、 1908 年 に 295km 地 点 の マム ー 
Mamou へ 、1911 年 に 587km 地 点 の クー ル サ ー 
Kouroussa へ と 延び 、 1914 年 に は 同国 第 2 の 都市 
で 農作物 貿易 の 拠点 で ある 662km 地 点 の カン カン 
Kankan に 到達 し 、 全 線 が 開業 し た 。 

ニア の 主要 輸出 品 は 農作物 で あっ た が 、 現在 は 

アル ミニ ウム の 原材料 と な る ボー キサ イト を 含め 、 
ダイ ヤ モ ン ド 、 金 な どの 鉱物 資源 が 輸出 品 の 主力 と 
な っ て いる 。 これ に 伴い フラ ンス か ら の 独立 後 、 ギ 
ニア 国内 に ある ボー キサ イト 鉱山 と コナ クリ お よ 
び カ ム サ ル Kamsar な どの 貿易 港 を 結ぶ 鉱山 鉄道 の 
建設 が 進め られ た 。 

独立 後に 開業 し た ボケ 鉄道 、 コ ナク リ ・ フ リア 鉄 
| 道 、 キ ン デ ィ ア ・ ボ ー キ サイ ト 鉄 道 、 タ ボ ラ ・ ツ グ 鉄 
道 は 、 こ れ に 該当 する 。 


シエラ レオ ネ 


貨物 専用 
(コナ クリ ・ フ リア 鉄道 ) 


が 7 NN ンー 


韻 ーー 
鉄道 の 特徴 

圏 ギ ニア 国鉄 

ギニア は ボー キサ イト の 輸出 国 で 、 鉄道 は その 輸 
送 が 主体 と な っ て いる 。 コナ クリ か ら ボ ー キ サイ ト 
鉱山 の ある 内 陸 部 まで は 山岳 地帯 の た め 29%o の 勾 
配 と 最小 半径 100 150m の 区 間 が あり 、 か つ バ ラ 
スト 厚 さ が 少な い 上 に 軸 重 が 増加 し た こと に 伴い 、 
軌道 破壊 が 進ん だ 。 

海外 の 資源 開発 会 社 な ど に よっ て 復旧 工事 が 計 
画 さ れ た が 進捗 は 遅れ て いる 。 
圏 ボ ケ 鉄 道 

サン ガレ ジ S8angaredyi と カム サル 港 を 結ぶ 鉄道 
と し て 1973 年 に 開業 し た ボケ 鉄道 は 、 ギニア ボー 
キサ イト 鉱業 会 社 (CBG) と ボケ 行政 管理 局 (OFAG) 
が 、 ボケ Boke 地 区 の ボー キサ イト 鉱石 を 輸送 する 
た め に 建設 し た も の で ある 。 旅客 輸送 も 行わ れ て お 
り 、 現 状 は 週 4 本 の 定期 列車 が 運行 され て いる 。 
圏 コ ナク リ ・ フ リア 鉄道 

コナ クリ ・ フ リア 鉄道 は 、 フ リア Friguia 地 区 の 
ボー キサ イト を コナ クリ 港 へ 輸出 する た め 、 1960 
年 に 開業 し た 。 
圏 キ ン レン ディア ・ ボ ー キ サイ ト 鉄 道 

キン ディ ア ・ ボ ー キ サイ ト 鉄 道 は 、 キン ディ ア か 
ら コ ナク リ へ 輸出 用 の ボー キサ イト を 輸送 する 目 
的 で 1974 年 に ソ連 の 技術 経済 援助 に よっ て 建設 さ 
4 れ U7 だ ぁ 


画 ダ ボラ ・ ツ ゲ 鉄 道 

この 鉄道 は 、 コ ナク リ か ら 
442km 地 点 の ダボ ラ Dabola と 、 
北方 の ツゲ Tougu に 近い ボー キ 
サイ ト 鉱 山 を 結ぶ 130km の 支 
線 で ある 。 スロ バキ ア の 協力 に 
より 1998 年 に 完成 し た 。 

この ほか に 、 多 国籍 の 鉱業 ・ 資 
源 グ ルー プ で ある リオ ・ テ ィ ン 
ト 社 に より 、 Simandou 鉱山 か ら 
コナ クリ へ の 鉄鉱 石 線 の 建設 計 
画 が 発表 され た が 、 進捗 状況 は 
明らか と な っ て いな い 。 
ぐ 山 本 尚 央 > 
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Republic of Liberia 


国 の あら まし 


西アフリカ の 南西 端 に 
位置 し 、 大 西洋 に 面 し て 
いる 。 海岸 部 は 下 ⑧ 区 礁 や 
マン グロ ー ブ に 覆 わ れ て 
いる 熱帯 雨林 、 内 陸 部 は 
サバ ン ナ 気候 の 丘陵 地帯 
と な っ て いる 。 国土 は シ 
ラル クオ ネコ 宇和 ンド 

ワー ル 、 ギ ニア に 挟ま れ て いる 。 海 岸部 は 、 か つて ポ 
ルト ガル 人 に より 、 穀物 海岸 お よび 胡 概 海岸 と 呼ば 
れ た 。 1822 年 に アメ リカ が 解放 奴隷 を 送り 、 再 移住 
区 を 建設 し 1833 年 リベリア 連邦 と 命名 し た 。 1847 
年 に 共和 国 と し て 独立 。 1944 年 か ら 長期 独裁 政権 
が 続い た が 、 20 世 紀 末 の クー デ タ ー 後 、 内 戦 が 発 
生 。2003 年 内 戦 が 終結 し 、 2006 年 に アフ リカ 初 の 
女性 大 統領 が 誕生 し た 。 内 戦 に より アフ リカ 屈指 で 
あっ た 天然 ゴム や 鉄鉱 石 の 輸出 は 途絶 え 、 経 済 は 疲 
整 し た が 、 その 後 諸 外国 に よる 復興 支援 や 天然 ゴム 
の 価格 の 上 昇 、 ダイ ヤ 輸 出 の 制裁 解除 な ど で 経 済 活 
動 は 回 復 傾向 に ある 。 また 国民 は 内 戦 で を エラ レオ 
ネ や ギニア な ど に 難民 と し て 流出 し た が 、 終結 後 は 
帰還 し 農業 が 回 復 し て いる 。 


リベリア 共和 国 

人 口 :440 万 人 (2014 年 ) 面積 :11.1 万 km 
主要 言語 英語 

通貨 : リベリア ・ ド ル LRD (1LRD=1.41 円) 
国民 総 所 得 :15 億 USD 

1 人 当たり 国民 総 所 得 :370 USD 
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し っ 
創業 1951 下 
営業 キロ 490km 

軌間 別 345km (1435mm) 


145km (1067mm) (休止 中 ) 


ーーーーーー ョ ーー 
運営 組織 


リベリア 国営 鉄鉱 会 社 National lron Ore Compam 
Ltd. 
ボン 鉱業 会 社 Bong9 Mine Rallway 


ラム コ 鉄 道 Lamco Rallway 


鉄道 の 歴史 と 特徴 


ーー 

リベリア で の 最初 の 鉄道 は 、 リベリア 国営 鉄鉱 人 
社 が 1951 年 に 開業 し た 首都 モン ロビ ア Monow 
か ら ボ ミ ヒ ル ス Bomi Hils に 至る 路線 で ある 。 後 に 
マ ノ 有 川 鉱区 Mano River へ 延伸 され 、 鉄鉱 石 輸送 に 
供 さ れ た 。 狭軌 (1067mm) の 路線 で マ ノ 川 鉄道 
Mano River Raitway と も 呼ば れ て いた が 、 内 戦後 
現在 は 休止 状態 が 続い て いる 。 

2 番目 に 開業 し た の が 、 ボン 鉱業 会 社 に 所 属す る 
鉱山 鉄道 で ある 。 1965 年 に 開業 し 、 ボン Bong で 此 
出さ れ た 輸出 用 鉄鉱 石 を 、 首都 で 貿易 港 の モン ロビ 
ア に 運ぶ ぶ た め に 建設 され た 。 内 戦 に より 運行 休 此 と 
な っ て 荒廃 が 進ん だ が 、 2009 年 に 部 分 的 に 運行 を 
再開 し た 。 標 準 軌 (1435mm) の 路線 で 、49kgim レ ー 
ル と 鉄 枕 木 た 用 いて お り 、 最高 標高 は 150m、 最 
勾配 は 10%。、 最 小曲 線 半径 300m と な っ て いる 。 

3 番目 に 開業 し た ラム コ 鉄 道 は 、 リ ベリ ア 、 7 
カ 、 スウェー デン 出資 の ラム コ 合 弁 鉄 勉 人 会 社 に 風 
し 、 ニ ン バ 州 イェ ケ パ Yekapa か ら プ キ ャ ナ 1 
Buchanan 港 に 至る 路線 を 営業 し て いた か が 、1989『 
に 運行 休止 と な り 、 内 戦 に より 荒廃 が 進ん だ 。 し 
し 、 近年 に な っ て 鉄鋼 メー カー の ア アル 「 
ル 社 に より 再 建 され た 。 路線 の 概要 は 、 禁 
(1435mm) で 、65.5kgm レー ル の バラ スト 
最高 標高 565m、 最 小曲 線 半径 500m と な っ で"。 
ぐ 山 本 尚 央 > 
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143DTT ボン 鉱業 会 社 線 
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067mm 
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ギニア 湾 


〇 モロ ッ コ の 高速 鉄道 (PD.317 の 路線 図 参照 


@ ア フリ カ 初 の 高速 鉄道 

ジブ ラル タル 海峡 に 面 す る モロ ッ 
コ の 国際 港湾 都市 タン ジェ と 首都 ラ 
バト の 北 に ある ケ ニ ト ラ を 結ぶ 延長 
200km の 高速 新 線 (設計 最高 速度 
350kmh、 営 業 最高 速度 320kmh) 
が 建設 され て いる 。 南 の ラバ ト と 商 
業 都市 カサ ブラ ンカ へ は 、 モ ロッ コ 
国鉄 (ONCF) の 在 来 線 (標準 軌 複線 ) 
を 改良 する と と も に 1 線 線 増 (合計 3 
線 ) し て 対応 する 。 

この 高速 鉄道 は 、 2010 年 2 月 に モ 
ロッ コ と フラ ンス の 間 で 契約 が 成立 
し 、2011 年 か ら 工事 が 行わ れ て いる 。 
完成 すれ ば 、 アフ リカ 初 の 高速 鉄道 
と な り 、 タ ンジ ェ ン カサ ブラ ンカ 間 
(延長 300km) の 所 要 時 間 は 2 時 間 
10 分 に 短縮 され る 。 


人 @ フ ラン ス の TGV シス テム を 導入 
この 高速 新 線 は 、 フ ラン ス の 高速 
新 線 (LUGV) と 同じ よう に 土工 ( 切 土 
と 盛土 ) を 中 心 と し て お り 、 一 部 地質 
の 悪い 区 間 の み に 高架 橋 が 使用 され 
て いる 。 現 場 を 訪れ る と 、 高 さ が 25m 
近い 切 土 や 20m ほど の 高 盛土 工事 が 
行わ も れ て お り 、 ト ン ネ ル や 高架 橋 中 
心 の 日 本 の 新幹線 工事 現場 と は 様相 
が 大 きく 異な っ て いる 。 
車両 に つい て は 、 フ ラン ス の アル 
スト ム 社 が 全 客 車 2 階 建 て の ユー ロ 
デュ プレ ックス (定員 533 人 ) を 基 
本 と する 高速 列車 全 14 編 成 を 納入 
する 。 ユー ロ デ ュ プレ ックス と の 相 
違 は 、① モ ロッ コ の 在 来 電気 方 式 
DC3kV に も 対応 で きる こと 、② モ 
ロッ コ の 高い 気温 を 考慮 し た 冷房 の 


強化 、 ③ 車 内 に 軽食 コー ナー の BAR 
(バル ) を 設置 し な いこ と で ある 。 

既に 一 部 の 車両 は 完成 し て お り 、 
2015 年 夏 頃 か ら 在 来 線 を 使っ て 試 
験 走行 を する 予定 で ある 。 な お 、 車両 
基地 は タン ジェ に 設置 され る 。 
人 @ 開 業 目標 は 2017 年 

総額 200 億 MAD (モロ ッ コ ・ デ ィ 
ル ハ ム ) の モロ ッ コ 高速 鉄道 は 、 当 初 
2015 年 の 開業 予定 で あっ た が 、 用 地 
買収 の 遅れ や 技術 的 課題 (地震 対策 、 
軟弱 地盤 対策 、 強風 対策 な ど ) の た 
め に 工程 が 遅れ て お り 、 2017 年 の 開 
業 を 目指 し て 工事 が 進め られ て い 
る 。 

将来 は 世界 遺産 の 町 マラ ケシ ュ や 
リゾ ー ト 地 の ア ガ デ ィ ー ル まで の 延 
伸 が 計画 され て いる 。 ぐ 秋山 芳 弘 > 
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Republic of Cote d'Ivoire 


コー ト ジ ボ ワー ル _ 


ore ピコ 
鉄道 の 主要 デー タ (2005 年 ) ~ 
Pooppeoem 一 ー 
' を 創業 1905 征 判 li 
KA TS 3 サー 営業 キロ 660km (1000mm) 


化 キロ 非 電化 

Le ーー - ーー 電 単線 の み 

間 謀 年間 旅客 輸送 量 6000 万 人 キロ 

年 間 貨 物 夫 送 量 3 億 7600 万 トン キロ 
車両 数 DU30 PC/14 FC/500 
*2009 年 の デー タ (SITARAIL) 


運営 組織 


oo 
国 の あら まし コー ト ジ ボ ワー ル 鉄 道 資産 管理 会 社 
3 (鉄道 イン フラ 管理 事業 ) 
南側 を ギニア 湾 に 了 Societe lvoirienne de Gestion du Patrimoine 
む 、 西 アフ リカ の 国 。 東 


Ferroviaire (SIPF) 
を ガー ナ 、 西 を ギニア と 
リベリア 、 北 を マリ と ブ 
ルキ ナ フ ァ ソ に 接し 、 日 書 
本 より や や 小さ な 面積 
を 持つ 。 沿岸 部 は 入り 組 
ん だ ラグ ー ン で 知ら れ て いる 。 本 pi 気候 で 
あり 、 海 岸部 は 熱帯 雨林 で 、 カ カオ 、 コー ヒー、 木 材 
な ど を 産 し 、 内 陸 部 は ステ ッ プ 気候 で 牧畜 が 中 心 。 
カカ オ は 世界 で トッ プ の 生産 国 で も ある 。 近年 、 原 
油 ・ 石 油 製品 の 輸出 が 増加 し 、 カカ オ や コー ヒー と 
並ぶ 主要 産業 し な っ て いる 。 こ の 地 で は 、 14 世紀 以 
前 は 王国 が 混在 し て いた 。 王国 は 、 グ リ シ ャ ボ 、 ベ 
チェ 、 ア ン デ ニュ 等 で ある 。15 世 紀 に ポル ト ガ ル 人 
や イギリス 人 、 オラ ンダ 人 な ど が 訪れ 、 奴隷 貿易 や 
象牙 貿易 で も 栄え る 。19 世 紀 末 か ら フ ラン ス の 植 
民 地 と な っ た 。1958 年 に フラ ンス 共同 体内 の 自治 
共和 国 と な り 、 1960 年 に 独立 し た 。 し ば らく は 一 覚 
支配 体制 が 続い た が 、 20 世 紀 末 以降 政情 不安 な 状 
態 が 続き 、 経 済 に 悪影響 を 与え た 。 


シタ レー ル (鉄道 輸送 事業 ) 

Societe Internationale de Transport Africain par Ral 
(SITARAIL) 

PO Box 1216, Abidjan 16, Cote d'lvoire 


コート ジ ボ ポワール 共和 国 

人 口 : 2081 万 人 (2014 年 ) 面積 :32.2 万 km 
主要 言語 : フ ラン ス 語 

通貨 :CFA フ ラン XOF (1XOF=0.20 円 ) 
国民 総 所 得 : 242 億 USD 

1 人 当たり 国民 総 所 得 : 1220 USD 


シタ レー ル の 2 等 客車 (JICA) 
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鉄道 の 歴史 


応 


ーー 


ョ ニー ト ジ ボ ワー ル の 鉄 アビ ジャ ン ・ 三 
ジェ ー ル (Abidjan-NjgeI 追 (Abidjan-Niger 
Railway : RAN) の 一 部 と し て 、 1904 年 に アビ ジャ 
ッ Abidjan か ら エ 事 が 始ま り 、 1905 年 に 一 部 区 陸 
が 開業 し た 。 1910 年 に ディ ン ボ クロ Dimbokro、 


1912 年 に ブ ア ケ Bouak、 1934 年 に 国境 を 越え て ブ 
ルキ ナ フ ァ ソ の ニャ ン ゴロ コ Niangoloko、 ボボ デュ 
ラ ソ ー Bobo-Dioulass まで 到達 し 、1954 年 に は そ 
の 普 都 ワ ソ ガ ドゥ ー グ ーー Ouagadougou ま で の 路線 が 
完成 し た 。RAN は 、1959 年 4 月 まで フラ ンス の 管理 
下 に 置か れ て いた が 、 その 後 コ ー ト ジ ボ ワ ー ル と ブ 
ルキ ナ フ ァ ソ 両 国政 府 の 共同 管理 に 移さ れ た 。 

1970 年 代 に 入る と 、 非 効率 的 経営 、 過剰 投資 、 旅 
客 輸送 量 の 減少 な ど に より 財政 上 の 問題 を 抱え る 
よう に な り 、 双方 が 自国 領内 の 鉄道 を 自ら 運営 する 
こと を 望ん だ た め 、 1989 年 に 両国 に 国鉄 が 設立 さ 
れ 、 コー ト ジ ボ ワー ル 国 内 の 路線 は 、 コ ー ト ジ ボ 
ワー ル 鉄 道 (Societe Ivoirienne des Chemins de 
Fer:SICF) が 運営 に あたる こと に な っ た 。 

し か し 、 こ の 処置 は か えっ て 鉄道 の 効率 性 低下 を 
招き 、1992 年 末 か ら 1993 年 に か け て 両国 政府 は 再 
び 統 合 の 方 法 を 模索 し た 。 こ の 結果 、SICF は 現行 の 
SIPF へ と 組織 を 変え 、 政府 は 鉄道 イン フラ の み を 


ーーーー~ー 23 
ーー よ O--』 
YamoussSoukro 


ヾ . 


ブルキナファソ 


RE 0 


管理 する こと に な っ た 。 

この 改革 を 通じ て 鉄道 の 運営 部 門 を 民営 化す る 
こと が 決定 し 、 1993 年 の 入札 に より SITARAIL グ 
ルー プ が 選ば れ 、1995 年 か ら 運 行 を 行っ て いる 。 
SITARAIL グル ー プ は 、 運営 の 他 に 鉄道 イン フラ と 
機関 車 ・ 車 両 の 点検 保守 を 実施 し て お り 、 当 初 15 年 
間 で あっ た 運営 権 は 後に 30 年 間 に 延長 され た 。 


鉄道 の 特徴 


ee 

SITARAIL は 、SIPF お よび SOPAEER-B (ブル キ 
ナ フ ァ ン ソ 鉄 道 資産 管理 会 社 : 旧 SCFB (ブル キナ ファ 
ソン 鉄道 )) が 保有 する 施設 を 有償 で 借り 受け 、 両国 
に また が る 鉄道 輸送 を 営ん で いる 。 

同社 は 株 式 会 社 で あり 、 その 出資 比率 は 、 
SOFTB (戦略 的 な 投資 家 集 団 ) が 67%、 コー 
ト ジ ボ ワー ル 政 府 が 15%、 ブル キナ ファ ン ソ 政 
府 が 15%、 従 業 員 が 3%% と な っ て いる 。 

旅客 列車 は 、 ア ビジ ャ ン と ワ ガ ド ゥ ー グ 一 
の 間 を 週 3 本 運行 し て お り 、 所 要 時 間 は 36 
40 時 間 で 、 年 間 40 万 人 を 運ん で いる 。 また 、 
この 鉄道 は 、 内 陸 国 ブル キナ ファ ソ が 港湾 と 
結ば れる 上 で 重要 な 役割 を 担っ て いる 。 

ブル キナ ファ ソ と の 間 に は 最大 で 1 日 3 本 
の 貨物 列車 が 運行 され 、 年 間 90 万 トン の 貨物 
を 輸送 し て いる 。 ブル キナ ファ ソ へ の 主要 な 
輸送 品 は 、 石油 製品 、 ユ コンテナ 、 肥料 な ど で あ 
る 。 逆 に ブル キナ ファ ソ か ら の 主要 な 輸送 品 
は 、 費 花 、 農 産物 、 家 畜 で ある 。 


リベリア , Agboville 駅 の 信号 シス テム は フラ ンス 国鉄 (GSNOE) 
! ' の NSI リ レー シス テム を 基本 と し た 色 灯 式 信 
San Pedro gesgWmAn ロ の A | 号機 と 動力 式 転 載 機 を 導入 し て いる 。 
ギニア 洲 2 喧 | < 山本 尚 央 > 
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ミー コ 斗 ケーHO きこ NN に 


Pa 


アフ リカ 大 陸 本 部 2 
に ある 内 陸 国 で あ 


り 、 南 は コー ト ジ ボ MSA 6 
ワー ル 、 ガ ー ナ 、 北 は dv 員 吉 0Ouagadougou 
ッ ココ g あか Pao な > 


マリ な ど と 国境 を 技 靖 請 議 
じ て い る 滑 ボ 22  。。 和 
と 黒 ボル タ と 呼ば れる 川 の 上 流 に 位置 する 。 原始 示 
教 を 奉じ る モ シ 族 が 主 民族 と な っ て いる 。 11 世紀 
か ら モ シ 族 の 王国 が 続い た が 、 20 世紀 初 頭 に フラ 
ンス 領 西 アフ リカ に 編入 され た 。 その 後 1958 年 に 
フラ ンス 共同 体 の 自治 共和 国 と な っ た 。 1960 年 、 フ 
ラン ス 語 で ボル タ 川 上 流 と いう 意味 の 、 オー ト ボ ル 
タタ 共和国 と し て 独立 。 1961 年 に フラ ンス 共同 体 を 
脱退 。 1966 年 以後 は 、 し ば し ば クー デ タ ー が 発生 し 
た 。 1984 年 に 現 国名 に 変更 。2000 年 に は 、 サハ ラ 
砂漠 以 南 で は 2 番目 と な る 貧困 削減 戦略 文書 を 制 
定 し た 。 国名 は 現地 語 で 「 ブ ルキ ナ (高潔 な 人 々 ) 
ファ ソ ( 国 )」 と いう 意味 。 乾 燥 し た ステ ッ プ 気候 で 、 
牧畜 、 綿 花 、 落 花生 、 と う も ろ こ し 、 あ わ を 主 と す る 
農業 国 で ある 。 か つて の 社会 主義 体制 を 放棄 し 、 近 
隣国 の 民主 化 支 援 に も 尽力 し て いる 。 


ブルキナファソ 

人 口 : 1742 万 人 (2014 年 ) 面積 :2 f 
主要 言語 : フ ラン ス 語 人 
通貨 :CFLA フラ ン XOF (1XOF=0.20 円 ) 
国民 総 所 得 : 110 億 USD 

1 人 当たり 国民 総 所 得 : 670 USD 
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人 622km (100Urmrm/ 
電化 キワ ルル 
な 27 万 3000 人 


年 間 旅 客 輸送 量 
ー ※ 量 86 万 9000 ト ン 
年 間 人 和 有 pU30 PC/14 FC/500 


数 " 1 
09 年 の デー タ (SIARAID 


ーー テッ 
運営 組織 


ブル キナ ファ ン 鉄道 資産 管理 会 社 
(鉄道 イン フ ラ 管 理事 業 ) 
societe de Gestion du Patrimoine Ferrovlalre du 
Burkina (SOPAFER-B) 

URL : http7/sopaferb.bf 

シタ レー ル (鉄道 輸送 事業 ) 


societe Internationale de Transport Africain par Ral 


(SITARAIL) 
pO Box 1216, Abidjan 16, Cote d'Ivoire 


= 


鉄道 の 歴史 


アテ 


xi 
/ 


ーーーーーーーー 

ブル キナ ファ ソ の 鉄道 は の 
いて 、 隣国 コー ト ジ ボ ワー ル a 
ン ・ ニ ジェ ー ル Abidjan-Niger 鉄 道 (Abiqjan-Niger 
Raihvay : RAN。 延長 1175km) の 一 部 と し て 建設 さ 
れ た 。 1904 年 に 当時 の コー ト ジ ボ ワー ル の 首都 ア 
ビジ ャ ン Abidjan か ら 建 設 が 始め られ 、 30 年 後に ボ 
ボ デ ュ ラフ ゾ ソー Bobo-Dioulasso まで 、 1954 年 に は 首 
都 ソ ガ ドゥ ー グー Ouagadougou まで 到達 し た 。 
RAN は 、 宗 主 国 フラ ンス に より 管理 ・ 運 営 さ れ て い 
た が 、1960 年 の 独立 以降 は ブル キナ ファ ソ (当時 
の 国名 は オー ト ボ ル タ 共 和 国 ) と コー ト ジ ボ ワー ル 
両国 に よっ て 共同 管理 され る よう に な っ た 。 

1986 年 、 政府 は ワ ガ ド ゥ ー グ ーー タン バ オ ー 
Tambao 問 375km の 新 線 建設 を 計画 し 、 コ ー ト ジ ボ 
ワー ル 政 府 と 協議 し た が 、 見 解 の 相違 が あり 、 両国 
協調 の 鉄道 運営 は 1989 年 に 解消 され た 。 この た め 
ブル キナ ファ ソ は ブル キナ ファ ソ 鉄 道 (SCFB) を 
設立 し た 。 

その 後 両国 政府 は 和解 し た も の の 、 鉄道 は 別々 に 
運営 され 続け た た め 、 多く の 鉄 道 貨 物 が 道路 に 転移 
し 、 鉄道 の 財政 状況 は 悪化 し た 。 この た め 1992 年 
未 か ら 1993 年 に か け て 両国 政府 が 協議 し 、 再び 単 
一 事業 体 で 鉄道 運営 する こと 及び 鉄道 を 民営 化 
する こと を 決め た 。 これ に 基づき 両国 鉄道 の 運営 権 


Tambao の 
有 ニジェール 


Niamey 
5 の し 


抽 Kayao“ー 
OuagadoudgOu 2 
ブル キナ ファ ソノ 


Bobo-DioulasSo 


Abidjan 介 


数 字 は 都市 人 口 ( 万 人 ) 
km 


200 400 


ギニア 滴 


を 
首都 ワ ガ ドゥ グ の 駅 で 発車 を 待つ 旅客 列車 (JICA) 


WS 


ブル キナ ファ ソ と コー ト ジ ボ ワー ル を 結ぶ 列車 の 2 等 車 の 車内 JICA) 


を 人 入札 し た 結果 、SITARAIL グル ー プ が 1993 年 に 
獲得 し 、1995 年 8 月 か ら 運行 を 開始 し た 。 

また 、 ブ ルキ ナ フ ァ ソ 政 府 は 、1998 年 に 鉄道 の 民 
営 化 を 実施 し 、 旧 SCFB は ブル キナ ファ ソ 鉄 道 資産 
管理 会 社 (GOPAFER-B) と な り 、 鉄道 資産 (鉄道 イ 
ン フ ラ と 車両 ) を 管理 する こと に な っ た 。 一 方 、 
SITARAIL グル ー プ は 、 鉄道 イン フラ と 機関 車 ・ 車 
両 の 点検 保守 を 実施 し て お り 、 当初 15 年 間 で あっ 
た 運営 権 は 後に 30 年間 に 延長 され た 。 


鉄道 の 特徴 と 開発 計画 


旅客 輸送 に 関し て は 、 ディーゼル 機関 車 や 客車 用 
の 交換 部 品 が 不足 し て いる た め 、 毎 日 運行 され て いた 
ワ ガ ド ゥ ー グ ーー アビ ジャ ン 間 の 旅客 列車 は 、 1998 
年 6 月 以降 週 3 本 に 減 便 さ れ た 。 ワ ガ ド ゥ ー グ ーー ア 
ビジ ャ ン 間 の 所 要 時 間 は 43 一 48 時間 で ある 。 

貨物 輸送 の 主要 品目 は 、 輸 人 品目 と し て 石油 製品 
と コン テ ナ 、 肥 料 、 ク リン カー、 輸 出品 目 と し て 綿 作 
と 農産 品 、 家畜 で ある 。 今後 、 貨物 輸送 の 重点 を マ 
ン ガ ン 鉱 石 と 亜鉛 の 輸送 に お く 計 画 で ある 。 

また 、 施 設 の 老朽 化 に より 輸送 力 が 低下 し て いる 
= とか 5 議 Z ル キナ ファ ソ と コー ト ジ ボ ワー ル 固 の 
旅客 お よび 貨物 輸送 を 改善 する た め の 鉄 道 施設 の 
リハ ビリ が 2014 年 か ら 開 始 され た 。 ぐ 山 本 測 央 っ 
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ぐ ヽ へい N 寸 せ で NO 


〔。、。《{ ハ ハハ uOKCKkIIIII 間 II 


Republic of Ghana 


ー 作 道 の 主要 デー タ (2012 生 
ee 


] 創業 年 

営業 キロ 47km (1067mm) 

電化 キロ 非 電化 

列車 運転 線路 単線 の み 

年 間 旅客 輸送 量 97 万 人 

年 間 貨物 輸送 量 62 カ トン 

車両 数 DU39 DMU/12 PC151 FC/ss 


ー 一 TA 
運営 組織 

ーーーーーー ビ ーーA 

ガー ナ 鉄 道 会 社 

国 の あら まし Ghana Railway Cormpany Limited (GRCL) 

pO Box 251, Takoradi, Ghana 


西アフリカ に 位置 し 、 南部 は 時 ガー ナ 鉄 道 開発 公社 
ギニア 湾 に 面 する 。 現在 で も 金 8 Ghana Railway Development Authority (GRDA) 
を 産出 する 共和 国 で ある が 、 サ 置 URL: http:/www.mot.gov9h (ガー ナ 運 輸 省 ) 
ハラ 砂漠 内 陸 部 に お いて 10 世 | 
紀 に 黄金 で 繁栄 し た と いう ガー 軸 議 
ナ 王 国 か ら 国 名 が と られ た 。13 議 
16 世 紀 に は サハ ラ 交 易 で 米 請 誰 論 思 
えた 。15 世 紀 に ポル ト ガ ル 人 が 2 
訪れ ギニア 湾岸 を 黄金 海岸 と 名 付け る 。 19 
世紀 に イギリス が 当時 の アシ ャ ン テ ィ 王 国 を 符 服 、 
植民 地 化 を 進め た 。1957 年 に イギリス 植民 地内 で 
最初 に 独立 し た 後 、 ク ー デ ター と 民政 移管 を 繰り 返 
す 。1981 年 の クー デ タ ー 以 後 は 長く 軍政 が 敷 か れ 
る 。AU (アフ リカ 連合 ) お よび 西アフリカ 諸国 経済 
共同 体 の 主要 メン バー で も ある 。 主要 な 産物 は 金 、 
ダイ ヤ モ ン ド な どの 貴金属 。 また 、 熱帯 雨林 気候 を 
生か し た 産業 と し て カカ オ が 有名 で 、 日 本 で は チョ 
コレ ー ト の 商標 に こも な っ て いる 。 農業 は 雇用 の 約 
60% を 占め て いる 。 近年 油田 が 発見 され 、 石油 や 天 
然 ガ ス の 生産 も 進ん で いる 。 し か し 、 多額 の 全 務 や 
地域 格差 も あり 問題 は 多い 。 


ガーナ 共 和 国 ーー - 旨 電 抽 拉 
人 口 :2644 万 人 (2014 年 ) 用 ( 則 
面積 : 23.9 万 km し だ 明 
主要 言語 : 英語 、 1 1 の 政府 公認 語 

通貨 : ガー ナ ・ セ ディ GHS (1GHS=31.50 円 ) 
国民 総 所 得 : 394 億 USD 

1 人 当たり 国民 総 所 得 : 1550 USD CN き 
332 アク ラ 駅 に 進入 する 中 国 製 DMU( 川 崎 昭彦) 


貫 民 地 時 代 、 宗主国 の イキ ! ト り 1898 年 に 
。 則 役 が 開始 ざれ 、 1901 年 に 最初 の セコ ン デ ィ 
cekondi ー タ ルク ワ Tarkwa 間 、 1903 年 に タル クワ 

た 。 首都 アク ラ 


。 ク マシ Kumasi 間 の 西 線 が 開業 | 
Acera か ら は 1910 年 に 東 線 の 建設 が 開始 され 、 
1923 年 に クマ シ ま で 開業 し た 。 さ ら に は 1956 年 ホ 
ニ バ レー tmi Valley と コト ク Kotoku を 結ぶ 中 央 
線 も 開業 し 、A 字 形 鉄道 ネッ トワ ー ク が 完成 し た 。 
1970 年 代 か ら 1980 年代 初頭 に か け て の 経済 危 
機 の 影響 に よ り 、 鉄道 設備 の 荒廃 が 進ん だ た め 、 世 
界 銀 行 主 導 に より 各国 の 支援 が 行わ れ 、 2000 年 代 
前 半 に は 鉄道 輸送 量 が いっ た ん 回 復 し た 。 し か し 、 
その 後 政府 補助 金 の カ ッ ト な ど に よる 財政 難 か ら 、 
維持 管理 不足 に よ る 脱線 事故 が 頻発 、 給 与 未 払い に 
よる 労働 争議 も 勃発 し 、 さ ら に 荒廃 が 進ん だ 。 
2008 年 に は Raihway Act 2008 が 成立 。 こ の 法律 
に 基づき 、 ガ ー ナ 鉄道 会 社 (GRCL) と ガー ナ 鉄 道 開 
発 公 社 (GRDA) に 上 下 分 離 が 実施 され 、 新た に 民 
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間 企業 が 鉄道 運営 事業 者 と し て 参 人 する まで の 間 、 
ガー ナ 鉄 道 会 社 が 継続 し て 鉄道 運営 を 行う こと と 
な っ た 。 し か し 現在 の と ころ 参入 を 希望 する 民間 企 
業 は な い 。 

全線 947km の うち 、 エ ンス タ Nsuta ご タコ ラディ 
Takoradi 間 の マン ガン 輸送 と 首都 アク ラ 周 辺 の 旅 
客 列車 の みか ろう じ て 運 行 を 行っ て お り 、 鉄道 は 源 
死 の 状況 に お か れ て いる 。 


鉄道 の 特徴 と 開発 計画 


現在 、 ガー ナ 国 内 の 長 距離 旅客 列車 は 運行 を 休止 
レ で お り 、 首都 アク ラン エンス ワン Nsawan 間 ( 延 
長 40.6km) で 旅客 輸送 が 行わ れ て いる ほか 、 リハ 
ビリ 工事 が 2010 年 に 完成 し た アク ラー テマ Tema 
間 (延長 23.7km) で は 、6 両 ユ ニッ ト の 中 国 製 DMU2 
編成 が 朝夕 合計 3 往復 し て いる 。 また 、 タコ ラディ 
ー コ ジョ クロ ム Kojokrom 間 (延長 10.1km) で は 、 
非 公 式 な が ら 、「Workers Tram」 と 呼ば れる 客車 列 
車 が 、 朝 夕 運転 し て いる 。 

か つて は 木材 や カカ オ の 輸送 も 行っ て いた 
貨物 輸送 に お いて は 、 現在 鉱石 輸送 だ けが 人 行 
われ て いる 。2011 年 に アワ ソ Awaso 一 タコ 
ラディ 間 の ボー キサ イト 輸送 が 脱線 事故 の 頻 
発 の た め 中 止 され て 以降 、 現在 は エン スタ ー 
タコ ラディ 間 (延長 60.8km) の マン ガン 較 送 
の み が 行 われ て いる 。 

過去 の 諸 外国 の 支援 に より 整備 され た 信号 
通信 設備 は 現在 使用 不能 の 状態 で 、 運転 取扱 
は 携帯 電話 に よる 閉 そく の 確保 と 通 票 の 手渡 
し に より も っ ぱら 行わ れ て いる 。 

劣悪 な 軌道 状態 と 車両 の メン テ ナ ン ス 不足 
に より 、 現 在 運行 中 の 路線 で も 脱線 事故 が 頻 
発し て いる 。 

この 状況 下 で も 諸 外 国 に よる 支援 が 行わ れ 
て お り 、2012 年 に は イン ド の 支援 に より 鉱石 
輸送 用 貨車 な ど が 導入 され た 。 

2015 年 現在 で は 、 コ ジョ クロ ムー セコ ン 
ディ 間 で ガー ナ の 自己 資金 に よる リハ ビリ エ 
事 が 行わ れ て いる ほか 、 今後 は ボー キサ イト 
鉱山 の ある アワ ソ ま で 、 鉱山 を 経営 し て いる 
中 国 の 支援 に より 、 リ ハビ リ 工 事 が 行わ れる 
予定 で ある 。 ぐ 川 崎 昭彦 > 
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Republic of Togo 


国 の あら まし 


西アフリカ の ギニア 溶 に 面 し 、 ブ 
ルキ ナ フ ァ ソ や ベナン 、 ガ ー ナ に も 
接する 南北 に 細長 い 国 で あり 、 ベ 
ナン と の 国境 に は モノ 川 が 流れ 、 
熱帯 林 と サバ ナ 気 候 帯 に 属し 、 
年 中 気温 は 高い 。 南部 に ある トー 
ゴ 湖 か ら 国 名 が 起こ っ た と いう 。 ベ 
ナン 、 ナイ ジェ リア 西部 の 海岸 地 
帯 を 含め て 、 奴隷 海岸 と 呼ば れ て 
いた が 、 トー ゴ は 、 16 世紀 以後 、 そ 
の 一 部 と し て 知ら れ た 。 1884 年 、 ドイ ツ 領 トー ゴ ラ 
ンド と な り 、 第 1 次 世界 大 戦後 イギリス と フラ ンス 
の 統治 領 と な っ た 。 1957 年 イギリス 領 は ガー ナ の 
一 部 と し て 独立 、 フ ラン ス 領 が 1960 年 に 独立 し て 
成立 し た の が トー ゴ で ある 。 約 40 の 部 族 に 分 けら 
れる が 、 比較 的 勢力 が 均衡 し て いる た め 大 き な 部 族 
紛争 は 起こ っ て こ な か っ た 。 ア フリ カ 域 内 の 紛争 調 
停 に も 取り 組み 、 穏健 な 非 同 盟 中 立 路線 を 基調 と し 
て いる 。 主 要 産 業 は 農業 で 、 綿花 、 カカ オ 、 コー ヒー 
な ど が 主要 な 作物 で ある 。 また 、 鉱業 で は リン 鉱 右 
の 産出 に も 力 を 入れ て いる 。 


全 ト ー ゴ 共和 国 

人 口 : 699 万 人 (2014 年 ) 
面積 : 5.7 万 km 

主要 言語 : フラ ンス 語 

通貨 : CEA フ ラン XOF (1XOF=0.20 円) 
国民 総 所 得 : 33 億 USD 

1 人 当たり 国民 総 所 得 :500 USD 
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創業 1505 年 。 。 
営業 キロ 575km 000mm) 

電化 キロ 非 電化 

列車 運転 線路 単線 の み 


年 間 貨物 輸送 量 " 136 万 トン 
車両 数 DLU18 FC/393 


*2009 年 の デー タ 


トー ゴ 鉄 道 会 社 

TOGO Rail 5.A. 

70, Avenue de Calais, BP340 Lome TOGO 
M.M. 鉱業 会 社 


M.M. Mining 5.A. 
Rajbhavan, 27 Cite Oua 2000, B.P20124 lome 


TOGO 
トー ゴリ ン 酸 塩 新 会 社 
Societe Nouvelle des Phosphates du Togo (SNPT) 
B.P379 Lome TOGO 
URL : http:/ww.snptogo.net 


鉄道 の 歴史 


トー ゴ で 初め て の 鉄道 は 、 トー ゴ ・ ウ ォ ル フ 釣 首 
(Reseau des Chemimns de Fer du Togo et du Wa 
と し て 1905 年 に 開通 し た ロメ Lom6 か ら ア ネ ホ 
An6ho に 至る 47 km の 路線 で ある 。 1907 年 に は ロ 
メ か ら ト ー ゴ と ガー ナ の 国境 に 沿っ て 北西 に 延 0 
る パリ メ Kpalime まで の 幹線 が 完成 し た 。 さ 5 に 
1908 年 に は ロメ か ら 北 へ 向かう 幹線 が 着工 人 
1913 年 に は アタ パ メ Atakpame、 1933 年 に は ブ 
リッ タ Bhtta に 到達 し た 。1960 年 の トー ゴ 独 人 
の 1968 年 に は 、 トーゴ 鉄道 (Reseau des Chen 
de Fer du Togo: CFT) が 設立 され た 。 

また 、 1978 年 に タブ リボ Tabhigbo まで の 支 
整備 され 、 ト ー ゴ 国内 の 鉄道 ネッ トワ ー ク は 売上 
た 。CFT は 、1980 年代 まで 鉄道 に ほとん ど 投 資 を し 
て こ な か っ た た め 施 設 の 保守 状態 が 悪 く 輸 昌 
滅 少 傾向 に あっ た が 、 1990 年 代 中 ご ろ カ ナダ 
の 海外 コン サル タン ト 部 由 か も と と な る 民間 上 


者 CANAC Railway Seryi 運営 を 委託 し た 結 
果 、 減 少 傾向 が 止 き 

1995 年 に CFT を 改組 し て 、 トー ゴ 国 鉄 (SNCT) 
が 設立 され た 。 2001 年 に は SNOT は CANAO 社 と 
の 委託 契約 を 終了 し 、 2002 年 に 西アフリカ セ メ ン 
トド (West African Cement: WACEM) 社 と イン ド 鉄 
道 独 傘下 の コン サル タン ト 会 社 RTTES 社 と の 共同 
由 資 会 社 (TOGO Rail と 25 年 間 の 運行 お よび イン 
フラ 保守 の 契約 を 行っ た 。 2008 年 に は 、 2 路線 の 運 
行 は MM. Mining と の 敵 約 に 変更 され た 。 

また 、 ベ ナン 欠 山 トー ゴ 会 社 (Compagmie Togolaise 
des Mines du Benm :CTMB) が トー ゴ 湖 沿岸 の ア 


ブル キナ ファ ソ 
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数 字 は 主 な 都市 人 口 (万 人 ) 
100 200km 


オト エ Hahotoe に ある リン 鉱石 を 輸送 する 鉄道 を 
1961 年 に 整備 し 運営 し て きた が 、 2008 年 に トー ゴ 
リン 酸 塩 新 会 社 (Gociete Nouvelle des Phosphates 
du Togo :SNPT) と 名 称 を 変更 し た 。 


鉄道 の 特徴 


トー ゴ の 鉄道 輸送 は 3 社 に より 行わ れ て いる 。 
圏 ト ー ゴ 鉄道 会 社 (TOGO Rail) 

TOGO Rail の 路線 網 は 、 首都 の ロメ ー ブ リ ッ タ 間 
(延長 276km)、 ロ メー パリ メ 間 (延長 119km)、 ト ー 
ゴブ レコ ー ブ Togoblekove ー タ ブリ ボ 間 (延長 
52km) に より 構成 され て いた が 、 ロ メー ブリ ッ タ 間 
と ロメ ー パ リ メ 間 は 、M.M. Mining と の 運営 委託 に 
変更 され て いる 。TOGO Rail は 、 現在 ロメ ー タ ブリ 
ボ (延長 77km) に お いて WASEM 社 の セメント と 
クリ ンカ ー 輸 送 を 行っ て いる 。 2014 年 に は 、 ガー ナ 
の アフ ラオ Aflao まで の 延伸 線 が 完成 し 、 ガ ー ナ ま 
で の 貨物 輸送 も 行っ て いる 。 

圏 M.M. 鉱業 会 社 (M.M. Mining) 

M.M. Minmg は 、 ブ リッ ター ロメ 港 間 (延長 276 km 
で 鉄鉱 石 の 輸送 を 実施 し て いる 。 リハ ビリ 工事 も 
行っ て いる が 、 バラ スト 補充 が 主体 で レー ル 重 量 も 
小さ く 、 十 分 な 保守 が 行わ れ て いる と は いえ な い 。 バ 
サー ル Bassar 地 区 の 鉱山 か ら ブ リッ タ ま で の 256km 
は トラ ッ ク で 輸送 を 行っ て お り 、 鉱山 まで の 鉄道 延 
伸 が 課題 と な っ て いる 。 な お 、 ロメ ー パ リ メ 間 の 運行 
は 行っ て いな い 。 

圏 ト ー ゴ リン 酸 塩 新 会 社 (SNPT) 

SNPT が 持つ 鉱山 の リン 鉱石 を 運ぶ 貨物 列車 は 、 
アオ ト エ か ら ペ メ Kpeme に 至る 30km の 幹線 と ポ 
ガメ Kpogame を 結ぶ 6km の 支線 で 運行 し て いる 。 
車両 の 整備 は ペ メ 近く の 車両 基地 で 行う 。 幹線 は バ 
ラス ト 軌 道 に 鉄 枕木 を 用 いて お り 、 また バラ スト の 
量 も 十分 あり 、 よ く 整 備 さ れ て いる 。 く 竹 内 龍介 > 


ロメ Lome 駅 (株 式 会 社 ト ステ ムズ ) 
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鉄道 の 主 


時 の 主要 デー タ (20113) 
創業 1912 年 es 
営業 キロ 438km (1000mm) 
電化 キロ 非 電 化 
列車 運転 線路 単線 の み 
年 間 貨 物 輸送 量 7 万 トン 
車両 数 * DU10 DMU/ FC/gg 
*2007 年 の デー タ 

運営 組織 
ベナン 鉄道 
国 の あら まし Beninrall 
西アフリカ に 位置 し やこ Beninrail は 、 現 在 コ ト ヌ ー 駅 内 に 事務 所 を 設立 準備 中 . 

に 面 し 、 東 は ナイ ジェ リ ア 、 西 は 

トー ゴ と 国境 を 接し て いる 。 国土 

の 大 半 は 熱帯 雨林 気候 に 属す る 

が 、 内 陸 部 は 乾燥 気候 で ある 。 15 

世紀 か ら ヨ ー ロ ッ パ より 人 が 訪 ポル トノ ボ 

れる 。 沿岸 は 奴隷 海 岸 と 呼ば れ 、 語 い Go 4 


17 世紀 に ダ オ メ ー 王 国 が 興 り 奴 

球 貿 易 で 栄え た 。 1894 年 に フラ 

ンス の 植民 地 と な り 、 1904 年 に 

は フラ ンス 領 西 アフ リカ に 編入 され た 。 1960 年 に 
ダ オ メ ー 共 和 国 と し て 独立 。 5S 度 の クー デ タ ー を 経 
て 、1975 年 に ベナン 人 民 共 和 国 に 改称 。 そ の 後 マル 
クス ・ レ ー ニ ン 主 義 か ら 脱却 し 、1990 年 ベ ナ ン 共 和 
国 と 改称 し た 。 西 アフ リ カカ 諸国 経済 共同 体 
(ECOWAS) の 設立 メン バー で ある 。 主要 産業 は 費 
花 な どの 農業 と コト ヌ ー 湾 に お ける 港湾 を 利用 し 
た 貿易 サー ビス 業 で ある 。 観光 業 も 重要 な 産業 と し 
て 位置 づけ られ て いる 。 国内 の 電力 は 、 ほとん ど 
ガー ナ か ら 購 入 し て いる 。 経 済 の 多角 化 が 大 き な 課 
題 と な っ て いる 。 


OCBN の 資 物 列車 (竹内 龍介 


金 ペ ナン 共和 国 

人 口 : 1060 万 人 (2014 年 ) 面積 : 11.5 万 kni 

主要 言語 : フ ラン ス 語 、 フ ォ ン 語 、 ヨ ル バ 語 

通貨 :CFA フラ ン XOF (1XOF=0.20 円 ) 

国民 総 所 得 : 75 億 USD 

1 人 当たり 国民 総 所 得 : 750 USD ha が TFT 
! 
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ベナン の 鉄道 は 、 +、1912 人 4 トメ ー Ootonou か 
内部 WW の サ ベ 8Sav6 線 が 開業 し た こと に 
まる 。 そ れ 以 降 、 海 ト [メー マン ボ べ Pob6 

よび パー ツウ Pahon デ セ 


昌 の 東 線 (生長 107k) 
入 SE (延長 33km) が 整備 
NM 
間 (徒長 438kW の 北 線 を 中 心 に 沿岸 の 東西 線 を 
含め た 生計 578km の 踏 ーー 

1959 年 に ベナン と 隣接 する 内 陸 国 の ニジェール 
政府 と の 協議 に より ベナン ・ ニ ジェ ー ル 鉄道 王 送 共 
同体 (OCBN) が 設立 され 鉄道 の 運営 を 行う よう に 
な り 、1970 年 代 後半 に ベナン 中 央 部 の パラ クー か 
5 ニジェール の 首都 ニア メー Niamey まで の 路線 の 
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Malanville o『 Gya 
"- 


ブル キナ ファ ソ 
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トニー ィ 
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Yo 


Pahou Cotonou 


Lag0S 


ギニア 湾 


La 
人 0 
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[ 事 が 開始 され た も の の 、 資金 難 の た め 工 事 は 中 目 
され た 。 近年 。 ゴ ド ヌ デパ ラク ご ー 間 の 北 線 の み で 
OCBN が 列車 を 運行 し て いた 。 

2013 年 11 月 に 、 フ ラン ス の ボロ レ (Bollor@) グ 
ルー プ と ベナン 政府 、 ニ ジェ ー ル 政府 の 間 で 既存 線 
の 軌道 改修 路線 新 設 や 鉄道 事業 の 運営 な ど に 関す 
る 覚書 を 交わ し た 。 ま た 、 その 覚書 に 基づき ボロ レ 
グル ー プ が 最大 の 出資 者 と な り 、 新た な 鉄道 事業 者 
と し て ベナン 鉄道 (Beninrai)) が 2015 年 に 設立 さ 
れ 、2015 年 3 月 に OCBN は 解散 し た 。 


鉄道 の 特徴 と 開発 計画 


鉄道 に よる 貨物 輸送 は 、 ベ ナ ン の 国内 輸送 より も 
ベナン ー ニ ジェ ー ル 間 の 国際 輸送 が 多く を 占め て 
いる こと か ら 、 コト ヌー パラ クー 間 を 鉄道 で 輸送 
し 、 パ ラク ー に て トラ ッ ク に 人 荷物 を 積み 替え 、 ニ 
メー な どの ニジェール 方 面 に 輸送 し て いる 。 貨物 列 
車 が 1 日 3 本 運行 し て お り 、 両 駅 問 の 所 要 時 間 は 13 
17 時間 、 表 定 速度 は 約 30kmih で ある 。 な お 、 旅 
客 輸送 は 2006 年 を 最後 に 列車 の 運行 が 中 止 さ れ て 
いる 。 軌道 に は 鉄 枕木 が 使用 され て お り 、 バラスト 
は 失わ れ て も 補充 され て お ら ず 、 線 路 の 状態 は 悪い 。 

Beninrail の 将来 開発 計画 と し て 、 コ ト ヌ ーー パフ 
クー 間 の 線路 補修 、 1970 年代 後半 か ら 計 画 さ れ て 
いる パラ クーー ニ アメ ー 間 (延長 574km) の 路線 建 
設 、 こ よら に は 代 寺 を ニジェール 42Kk2 0 
ーー コート ジ ボ ワ ー ル 間 (延長 2700km) を 結ぶ 環状 
路線 の 構想 が ある 。 

2015 年 6 月 に は コト ヌー パラ クー 間 の 線路 補 
修 の 第 1 期 事 業 と し て 、 コト ヌー パー ツウ Pahou 間 
(延長 25km) の 軌道 お よび 駅 舎 の リハ ビリ テー ショ 
ン が 開始 され 、 2015 年 内 に スイ ス 製 の 中 古 車 両 を 
用 いて コト ヌー 市 内 の 旅客 輸送 を 再開 する 予定 で 
ある 。 く 竹内 龍介 > 


コト ヌー Cotonou 駅 (竹内 龍介 ) 
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KA あえ ぐ ) 


Federal Republic of Nigeria 


国 の あら まし 


西アフリカ 、 ギニア 滴 岸 
に 位置 する 。 国土 の 大 部 分 
は 熱 普 気候 で 、 北部 は 一 部 
ステ ッ ズ 気候 。 15 世紀末 に 
ポル ト ガ ル 人 が 来航 、 奴 隷 
貿易 が 盛ん と な り 、 一 帯 の 
海岸 は 奴隷 海岸 と 呼ば れ た 。 19 世紀 末 に イギリス 
に よる 植民 地 化 が 始ま り 、 20 世 紀 初 頭 に イギリス 
領 と な っ た が 、 1960 年 に 独立 し た 。 1961 年 に カメ 
ルー ン 北 部 を 併合 し 、 1963 年 に 共和 制 に 移行 し た 。 
アフ リカ 最大 の 人 口 を 有する 多 民 族 国家 で 、 部 族 間 
や 宗教 間 の 対立 が 根深い 。 国名 は 中 央 に 流れ る ニ 
ジェ ー ル 川 の 英語 読み に 接尾 詞 -ia が 付い た も の 。 
ニジェール と は 現地 語 で 「 川 」 を 意味 する 。 南ア フ 
リカ 共和 国 を 抜き アフ リカ 最大 の 経済 大 国 と な り 、 
アフ リカ 連合 (AU) や 西アフリカ 諸国 経済 連合 体 
(ECOWAS) を 通じ 、 アフ リカ 外交 を 強力 に 展開 し 
て いる 。 カカ オ や 落花 生 、 スズ な ど が 主要 な 産物 で 
ある が 、 加え て アフ リカ 最大 の 産油 国 で も ある 。 ま 
た 天然 ガス の 埋蔵 量 は 世界 第 9 位 で ある 』 レ か | 計 
貧困 の 緩和 や イン フラ の 整備 は 滞っ て いる 。 


発 ナ イジ ェ リ ア 連 邦 共和 国 

人 口 : 1 億 7852 万 人 (2014 年 ) 
面積 : 92.4 万 km 

主要 言語 : 英語 、 ヨ ル バ 語 、 ハ ウサ 語 
通貨 : ナイ ラ NGN (1NGN=0.60 円 ) 
民 総 所 得 :4202 億 USD 

1 人 当たり 国民 総 所 得 :2490 USD 
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鉄 道 ( ) 主 芝 ア ー タ (2012 年 ) 


創業 1901 年 

営業 キロ 3760km 

軌間 別 3505km (1067mm) 
255km (1435mm) 

電化 キロ 非 電化 

列車 運転 線路 単線 の み 


年 間 旅客 輸送 量 416 万 人 
年 間 貨物 輸送 量 18 万 トン 
車両 数 DU194 PC/480 FC/4900 


ナイ ジェ リア 鉄道 
Nigerian Railway Corporation (NRC) 
PO BOX 1037,Ebute Metta,Lagos,Nigera 


鉄道 の 歴史 


ーー 

ナイ ジェ リア の 鉄道 は 、 旧 宗 主 国 の イギリス に よ 
り 導 入 さ れ た 。 最初 の 路線 は ラゴス Lagos か ら 5 イ バ 
ダン Ibadan 間 の (延長 193km) で あり 、1898 年 か 
ら 1901 年 に か け て 建設 され た 。 その 後 、 ラゴス ゃ 
ポー ト ハ ー コ ー ト Port Harcourt な どの 沿岸 部 の 
要 都 市 か ら 内 陸 部 の 各 都 市 に 向け て 延伸 工事 が 生 
われ 、 1964 年 に は 最 北 東部 に 位置 する ボル / 
Bormo 州 の 州都 マイ ド グ リ Maiduguri に 達し 、 現 
の 路線 網 が ほぼ 完成 し た 。 19541964 年 に が バ 
建設 され た カフ ァ ン チャ ン Kafanchan て マイ ドク 
リ 間 (延長 640km) を 除き 、 路 線 の 大 部 分 は 1999 
年 か ら 1927 年 に か け て 建設 され た 。 また 、 当 交 
鉄道 運営 組織 は Govermnment Departnerf d 
Railway で あっ た が 、 1955 年 に ナイ ジェ リ 7 負 
(NRC) に 改称 され た 。 

他 の 交通 機関 が 拡充 する 中 で 、 約 100 年 0 
軌間 1067mm の 路線 延長 は 3505km に 止ま か" 
つ 狭 軌 単線 で 1788km が 急 カ ー ブ と いう 昌和 1 
あっ て 鉄道 は 退 を 余儀 な くさ れ 、 また 、 通 に 
備 され た 路線 綱 も 、 その 広大 な 面積 に 比 し て 過 
み ら れ る た め 、 W た dEO ニ ー ズ 2 
な く な っ て きた 。 


さ の な か 、 現有 

ぅ な 状況 ビー 因 

ちり 、 鉄道 法 の 喚 | 

眼 画 し 、 官民 連携 
の 3 


付 は 鉄道 法 の 改 
ト 民 間 セ クタ ー が 
(PPP) な ど に より 鉄 


fg2 
誠二 こと が 可能 と な る 
導 備 
誠 


4 道 の 特徴 と 開発 計画 


ッ ェ リア 鉄道 NRO) は 、 西 、 北 、 北 中 、 ラ ゴス 、 
4 _ 東 の 7 つの 地域 支部 に 分 か れ て 運営 さ 
1 旅客 輸送 は 、 者 市 間 輸送 と 都市 内 輸送 が 
* れ て いる 。 都市 間 輸 送 は 、 ラ ゴス ー カ ノ Kano 
バイ ロリ ン Ilorin 間 、 ミ ナー Minna ー カ 
Keduma 間 、 カ ノー ヌ グ ル Nguru 間 に お いて 、 
2-3 本 運行 され て いる 。 また 、 都市 内 輸送 は 、 
ゴス に お いて 1 日 16 本 、 カ ドゥ ナ に お いて 1 日 
(0 相 度 が 運行 され て いる 。 都市 間 輸送 、 都市 内 輸 
% と も に 運行 本 数 は 少な く 、 旅客 輸送 は ほとん ど 機 
角 て いな い 状 況 で ある 。 

- 方 、 鉄 道 貨物 は 主 に 砂利 、 小 麦 、 軌 道 材 料 (バラ 
A ト 、 レ ー ル 、 枕木 )、 農作物 、 石油 製品 な ど が 輸送 
され て いる 。 

年 間 輸 送 量 は 1970 年 以降 で みる と 、 旅客 輸送 が 
1984 年 の 1550 万 人 、 貨物 輸送 が 1982 年 の 280 万 


0 


ブル キナ ファ ソ 


Sokoto@ 


に デ 寺 
に に に に た すす 


Kaura-Namoda 


| ニジェール 


OKatsina 
ゃ 


トン を ピー ク に 減少 が 引 
人 、10 万 ト ン 程 度 で 推 
物 輸送 と も に 


全 略 線 が 非 電 化 で あ 
り 、 列車 は デ 
し て いる 。 ナ イジ ェ ュ | 卓 は ディ 


き 、 その 後 そ れ ぞ れ 100 万 
移し て いた が 、 旅客 輸送 、 貨 
2010 年 か ら 増 加 傾 向 に ある 。 


り 回 所 32 
0 8 の と ころ 検討 され て い 
MA 国 と は 鉄道 路線 で の 接続 は を な され 

2002 年 、 ナ イジ ェ リ ァ 政 府 は 2027 年 まで 25 年 
間 の 鉄道 再生 お よび 発展 計画 を 発表 し た 。 現在 、 こ 
の 計画 に 基づき 、 既存 路線 の 改善 お よび 新規 路線 の 
建設 が 実行 され て いる が 、 資金 不足 等 に より 、 進捗 
は 遅れ て いる 。 当初 の 計画 で は 、 既存 路線 を 狭軌 
(1067mm) か ら 標 準 軌 (1435mm) に 改 軸 する 計 
画 で あっ た が 、 コス ト が か か る な どの 理由 に より 、 
改 較 を せ ず に 狭軌 の まま で 改良 を 行う こと と し た 。 
一 方 、 新規 路線 に つい て は 、 標準 四 で 建設 する 計画 
で ある 。 

標準 軌 で の 新 線 建設 計画 と し て は 、 カ ラバ ル 
Calabar ~ー ポ ー ト ハー コー トー ラゴス を 結ぶ 沿岸 鉄 
道 (延長 650km) が あり 、 ナイジェリア 政府 は 中 国 
企業 と 131 億 USD で 沿岸 鉄道 の 建設 の 契約 を 
2014 年 に 結ん だ 。 左近 間 正 > 


Nguru 


中 央 アフ リカ 


NEHNT せ O ざこ NN 織 


Republic of Cameroon 湯 
_ カ ロ 了 
“ カメ ルー ン 一 rp 


上 ーー 
鉄道 の 主要 テー 2 201 征 


ニニ ーーーーー ヴ りー ツ 、 ナ 、 コ ー す ー 
創業 1909 年 PP 
営業 キロ 982km (1000mm) 

電化 キロ 非 電化 


列車 運転 線路 単線 の み 
年 間 旅客 輸送 量 150 万 人 
5 億 4000 万 人 キロ 


年 間 貨物 輸送 量 160 カ トン 
10 億 100 万 トン 


車両 数 DL50 PC/63 FC/1084 
運営 組織 
に ュー ニーーーー ーー 
国 の あら まし 
カメ ルー ン 鉄 道 
中 央 アフ リカ に 位置 し 、 ギ ニ Cameroon Railways (Camral) 
ア 湾 の 最も 奥 で 大 西洋 に 面 し URL:http:/wwwrcamrallnet 
て いる 。 海 岸部 に は 世界 的 に も 


多く 雨 が 降る カメ ルー ン 山 が 

ある 。 雨季 と 乾季 に 分 か れ 、 熱 

帯 雨林 と サバ ン ナ 気候 で 、 南 部 

に 行く ほど 湿潤 な 気候 と な る 。 @⑱⑳ ヤ ウン デ 
国名 は 、 15 世 紀 に ポル ト ガ ル ES 

人 が 初め て 訪れ た と き エ ビ が 大 量 に 発生 し た 川 が 
あっ た こと か ら 「cameroes (エビ )」 と 名 付け た こと 
に 由来 する と いう 。 ド イツ 領 か ら 第 1 次 世界 大 戦後 
東部 が フラ ンス 領 に 、 西部 が イギリス 人 礁 と な っ 7ee 
第 2 次 世界 大 戦後 、 両国 の 信託 統治 吾 と な り 、 1960 ) 0 
年 に フラ ンス 領 カ メル ー ン が 独立 し 、 1961 年 に は に に 
イギリス 領 の 南部 と 連邦 制 を 敷い た 。 ちな み に 北部 2 訂 用 間 に 3 
は ナイ ジェ リア に 併合 され た 。 1972 年 に カメ ルー 
ン 連 合 共 和 国 と 国名 を 変更 し 、 さ ら に 1984 年 、 カ メ 
ルー ン 共 和 国 に 変更 する 。 ア フリ カ 大 陸 で は 比較 的 
安定 し た 政権 が 築 か れ て いる 。 英 連邦 加盟 国 。 原 油 、 
木材 、 鉱物 に 加え 、 綿花 、 カ カオ 、 コー ヒー な どの 農 
業 な どの 1 次 産業 が メイ ン で ある 。 


が 泊 語 . 哀 大 で 次代 
首都 や ウン デ の 駅 舎 (JICA) 


1 
“ 


| 


人 カメ ルー ン 共 和 国 

人 口 : 2282 万 人 (2014 年 ) 
面積 : 47.6 万 km 

主要 言語 : フラ ンス 語 、 英 語 

通貨 :C[LA フラ ン XAF (1XAF=0.20 円 ) 
国民 総 所 得 :253 億 USD 
1 人 当たり 国民 和 所 得 :227 0 ヤ ウ ン デ 駅 を 出発 する ドゥ アラ 行き 普通 列車 ICA) 
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人道 の 
の の ヵ の 鉄道 は 19051 建設 が 始ま り 、 
半 4 開業 を 経て 1911 年 に ボナ ベリ 

0 ッッ リッ umeaml ま の 
の (eaN また 、 ドウ ア 7 Douala か ら エ セカ 
ぁ 吊 線 も 1912 年 に 開業 し 、 そ の 後 、 
ane で 延伸 され た 。 こ れ 
の 路線 を 旧 線 と いう 。 

j# 人 か ら ! ら は 、 ャ ウン デ か ら ン ガウ ン デ レ 
ae > 至る 路線 が 建設 で され 、 まず ベラ ボ 
Pb ココ ー ム Gojoum ま で が 1973 年 に 、 残 
Mt 74 年 に 完成 し た 。 この 700km の 路線 を 新 線 

ぅ て の ほか に 延長 100km 以 下 の 鉄道 支線 が 2 


2 


チャ ド 潮 


ナイ ジェ リア 


Ngaound@T@ 


カメ ルー ン 


Nondeanai 


⑩ 


wNdjame6na 


チャ ド 


中 央 アフ リカ 
員 沈 


疾 
4 、 抽 還 証 
ーー 


Ne 4 ルー ン 国 鉄 (Reglercam) の 民 化 が 
に 状 定 し 、 1998 年 に 20 年 間 の 鉄道 
と ョ ヨン) に 関す る 人 札 が 行わ れ た 。 その 結 

N ノ フ ンス の Bolore グ ルー プ の 子会社 で ある 
Saga 社 が 運営 権 を 取得 し た 。 運営 権 は Bollore グ 
ルー プ が 保有 し て いる が 、 カ メル ー ン 鉄道 (Camrail 
の 株式 の うち 、77.4% を 外国 資本 が 保有 、 9.07% を 
地元 の 投資 家 が 保有 、 残 り の 13.53% を カメ ルー ン 
政府 が 保有 し て いる 。 コ ン セ ショ ン 契 約 の 下 で の 鉄 
道 運行 事業 は 1999 年 4 月 に 開始 され た 。 


鉄道 の 特徴 と 開発 計画 


現在 の カメ ルー ン の 鉄道 は 、 ボナ ベリ ー ク ン バ 
Kumba 間 の 西 線 、 お よび ドゥ アラ ー ン ガウ ン デ レ 
間 の トラ ンス カメ ルー ン 鉄 道 と 呼ば れる 路 
線 の 2 本 の 単線 鉄道 か ら 構成 され て いる 。 

旅客 輸送 は 、 都市 間 を 結ぶ 長 距離 列車 が 
毎日 運行 され て お り 、 トラ ンス カメ ルー ン 
鉄道 で は 、 ド ウゥ アラ ンー ヤ ウ ン デ 間 (延長 
264kmn) を 約 3 時 間 50 分 で 結ん で いる 。 ま 
た 、 ヤ ウ ン デー ン ガ ウン デ レ 間 で 寝台 列車 
が 毎日 運行 され て いる 。 西 線 で は ム バ ン ガ 
Mbanga て ク ン バ 間 で 旅客 輸送 が 行わ れ て 
いる 。 

貨物 列車 は 毎日 約 15 本 運行 し て お り 、 主 
な 輸送 品目 は 石油 製品 、 木材 、 綿花 、 肥料 、 
アル ミニ ミツ ウム 、 砂糖 、 穀 物 、 セ メン ト な ど で 
ある 。 ま た 、 コン テ ナ 輸 送 も 行わ れ て いる 。 

鉄道 路線 の 改良 計画 に つい て は 、 2007 
年 に 国際 開発 協会 DA が カメ ルー ン 政 
府 に 対し て 、 ャ ウン デー ン ン ガウ ン デ レ 間 の 
路線 の うち 125km 区 間 の 軌道 の リハ ビリ 
の た め 、 カ メル ー ン 鉄道 に 了 融 資す る こ と に 
合意 し た 。 く 左近 竜 止 ラ 


LN 5 
わい 


ae と 計 


ペー ご ミ さ は 


〈0506《{《 ハ ハウ ね ウ ら 。 ウ ら ぁ ゎ > ヶ ウ ハ ハ wwkwWO わ Ob5p#zqanrOOIIIIIINIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIsssse。。。。)。0 0OC 


Gaboonese Republic 


ws 。 へ 


L 員 草 用 用 基 側 


国 の あら まし 
中 央 アフ リカ の 西部 に あ 
り 赤 道 直下 に 位置 する 面積 。 。」 
は 日 本 の 本 州 程度 の 大 き さ 間 同 2 ル E ル 


で 、 国 の 大 半 が 熱病 林 気候 博 議 論 昌 記 

に 届 し て お り 、 海 岸部 に は マ 還 議 還 記 一 
ング ロー ブ の 沼地 が 広がる 。 清 議 a 
バン ツー 系 民族 が ガボン の 人 
先住 民 で ある 。 国名 は 15 世紀 未 ポ ルト ガル 人 が 到 
達し た と き 、 先住 民 の 服装 が 「 水 夫 用 の 外 三 」 の 意 
味 で ある 「gabao」 に 似 て いた こと に 由来 し て いる 。 
フラ ンス 、 イ ギリ ス 、 オ ラン ダ の 影響 下 に 入り 、 フ ラ 
ンス が 首都 リー ブル ビル を 築い て 植民 地 と し た 。 そ 
の 後 、1910 年 に フラ ンス 領 赤道 アフ リカ に な っ た 。 
1959 年 に フラ ンス 共同 体 の 自治 共和 国 と な る 。 
1960 年 の 独立 後 、1967 年 以来 、 ボ ン ゴ 大 統領 が 
2009 年 の 死去 まで 長期 安定 政権 を 築い た 。 ガボン 
は アフ リカ で 有数 の 産油 国 で あり 、 原油 、 マ ン ガ ン 
な どの 鉱業 が 主 な 産業 で ある 。 さ ら に カカ オ 、 家具 
用 の 硬 木 な ども 産出 する 。 貧 困 対 策 や や 格差 是正 な ど 
国内 問題 が 多い 一 方 、 近 隣 諸国 の 紛争 解決 に 積極 的 
に 動い て いる 。 


ガボン 共和 国 

人 口 : 171 万 人 (2014 年 ) 

面積 :26.8 万 km 

主要 言語 : フ ラン ス 語 

通貨 : CEA フラ ン XAF (1XAF=0.20 円 ) 
国民 総 所 得 : 164 億 USD 

1 人 当たり 国民 総 所得 : 1 万 40 USD 
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鉄道 の 主要 デー タ (2011 征 


創業 1978 年 
営業 キロ 814km (1435mm) 
電化 キロ 非 電化 
列車 運転 線路 単線 の み 
年 間 旅客 輸送 量 22 万 人 

1 億 1800 万 人 キロ 
年 間 貨 物 輸送 量 379 万 トン 

24 億 1700 万 トン キロ 

車両 数 DU30 PC/50 FC733 


ニニ ニー 
トラ ンス ガボン 鉄道 
Societe d'Exploitation du Transgabonais GETRAG) 
Transgabon Railway 


PO Box 2198, Librevile Gabon 


フラ ンス ビル か ら オ エン ド に 到着 し た 旅客 列車 (Alain GONDO) 


リー ブル ビル 近郊 の オ エ ンド 駅 (Alain GONDO) 


ーー 鉄道 の 歴史 


ガボン の 鉄道 ト 、 ガボン 国鉄 (Ofice du Chemn 
de Fer Transgabonais :OCTRA) と し て 1974 年 に 
計 足 し 同年 、 リ ・ ブル ビル Librevile、 オ エン ド 
Owendo と ボウ エ Boou6 を 結ぶ 標準 軌 路 線 の 建設 


が スタ ー ト し た 。 1979 年 に 第 1 期 区 間 で ある オ エ 
ンド か ら ン プ ジョ レ Ndjole 間 の (延長 183km) が 開 
業 し た 。 

癌 初 は 、 ま ず オ エン ド か ら ボ ウエ 間 を 建設 し 、 そ 
の 後 、 ボ ウエ か ら 南 部 の フラ ンス ビル Fancevile お 
ょ び 北 部 の 鉄鉱 石 の 産地 で ある ベリ ン ガ Belmga ま 
で の 延伸 が 計画 され て いた 。 し か し 、 ボウ エ か ら フ 
ラン ス ビ ル 間 に ある ムアン ダ Moanda で 広範 囲 に わ 
た っ て 木材 の 採取 が 可能 な こと 、 また 、 大 規模 な マ 
ン ガ ン の 鉱床 が ある こと か ら 、 ボウ エ か ら フ ラン ス 
ゼル 間 の 路線 建設 が 優先 され た 。 ンジ ョ レ か ら ボ ウ 
エ 間 (延長 162km) が 1983 年 に 開業 し 、 ボ ウエ か 
ら フ ラン ス ビ ル 間 が 1986 年 に 完成 し た 。 

ガボン 国鉄 は 1999 年 に 民間 委託 が 行わ れ 、 ト ラ 
ンス ガボン 企業 連合 が 20 年 間 の 運営 事業 権 を 獲得 
し て 、 運 営 を 開始 し た 。 し か し 、 さ ま ざ ま な 問題 の 発 
生 に より 、 ガボン 政府 は 2003 年 に コン セッ ショ ン 
契約 を 破棄 し て 、2005 年 に 新規 の 30 年 間 の 運営 協 
定 を SETRAG 社 と 結ん た 。 


赤道 ギニア 


Libreville 
730 Owendo 


本 oMbigou 
Moabio“ 9 


Mayumbao 


数 字 は 都市 人 口 (万 人 ) 
150 300km 


PointeNolre 


コン ゴ 民 主 


SE) 


鉄道 の 特徴 と 開発 計画 


1970 年 代 に な っ て か ら 建 設 され た ガボン の 鉄道 
は 、 重 さ 50kgm の レー ル や ロン グレ ー ル ( 長 さ 
144m) を 用 い 、 か つ 直 線 区 間 が 多く 、 枕 木 の 本 数 も 
多い (1670 本 /km、 木製 ) と いう 特徴 を 持ち 、 ア フ 
リカ の 中 で は 規格 の 高い 鉄道 と いえ る 。 

旅客 輸送 に つい て 、 ト ラン スガ ボン 鉄道 は 23 駅 
で サー ビス を 行っ て お り 、 週 2 回 の 昼間 列車 、 週 3 
同 の 夜間 列車 を 運行 し て いる 。 また 、 貨物 輸送 に つ 
いて は 、 2008 年 に SETRAG 社 は 435 万 トン の 貨物 
輸送 を 行い 、 そ の うち マン ガン の 輸送 量 が 330 万 ト 
ン 、 林 産品 が 70 万 トン で あっ た 。 

ボウ エ か ら ベ リン ガ の 鉱床 を 結ぶ 路線 の 建設 が 
当初 計画 され て いた が 、 経 済 的 背景 に よ り 棚 上 げ さ 
れ て いた 。 し か し 、 現在 で も その 路線 建設 が 検討 さ 
れ て いる 。 

鉄道 施設 へ の 投資 は 、 重 量 貨物 輸送 に 対応 する た 
め 主 に 枕木 交換 に よる 軌道 の 改良 が 行わ れ て いる 。 
民間 委託 以降 、 実 施さ れ て いる 主 な プロ ジェ クト は 
駅 施設 の 改良 、 長 編成 車両 の 運行 の た め の 行き 違い 
設備 の 有効 長 の 増加 、 衛 星 を 使っ た 通信 シス テム の 
導入 、 新 駅 の 建設 、 オ エ ンド の 林産 物 の 追加 貯蔵 施 
設 の 建設 で ある 。 

2011 年 、 ガボン 政府 は 大 西洋 に 面 する 港 洪 都 市 
マユ ン バ Mayumba か ら モ アビ Moabi を 経由 
し て ム ビ グ Mbigou を 結ぶ 新 線 の 建設 、 運 営 、 
維持 管理 を 目的 と する SCEM (Societe du 
Chemin de Fer de Mayumba) の 設立 を 命じ 
る 法令 を 発行 し た 。 

この 新 線 の 主 な 役割 は 、 パ ー ム オイ ル 、 鉄 
鉱石 、 木 材 製品 な どの 資源 輸出 の た め に マユ 
ン バ へ の アク セス を 確保 する と と も に 、 既存 
の 主要 輸出 港 で ある リー ブル ビル や ポール ・ 
ジャ ン テ ィ Port Gentil で の 混雑 緩和 を 図る 
こと で ある 。SCFM は 経済 省 の 管理 の も と で 
運営 され る 計画 で ある 。 左近 間 正 > 


GE 製 デ イー ゼル 機関 車 率 引 の 貨物 列車 (Alain GONDO) 
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SO きこ AN を 敵 


Republic of Congo 


鉄道 の 主要 デー タ (2007 


創業 1934 年 
営業 キロ 797km (1067mm) 
\ 山 鉄道 の 旧 Comioo、 
285km を 含む も) 王 織 
電化 キロ 非 電 化 


列車 運転 線路 右側 通行 
年 間 旅客 輸送 量 73 万 人 
年 間 貨物 輸送 量 61 万 トン 


車両 数 * DL23 PC/23 FC/1045 
"2008 年 の デー タ 
国 の あら まし 運営 組織 
中 央 アフ リカ 西部 の 赤道 コン ゴ ・ 大 洋 鉄道 

直下 に あり 、 南 部 の 一 部 分 が ーー Chemin de Fer Congo-Ocean (CFCO) 

大 西洋 に 面 し て いる 。 ウ バン ” 凍 Congo-Ocean Railway 

ギ ギ 川 と コン ゴ 川 の 西側 に 位 LNiyg URL: http:/www.dfco.cg 

置 する 国 で 熱帯 雨林 地帯 に / 

あり 、 国 土 の 大 部 分 が 密林 に 、 

覆 わ れ て いる 。1315 世 紀 計 和 ン リル 

に は コン ゴ 王 国 が 繁栄 を 極 


め て いた が 、 16 世紀 に な る と ポル ト ガ ル が 支配 し 、 “ 
19 世 紀 に フラ ンス 領 と な っ た 。1958 年 に 自治 共 和 | 
国 と な り 1960 年 に 独立 。 1970 年 に コン ゴ 人 民 共 和 Ni 
国 と 国名 を 変更 し 、 後に マル クス ・ レ ー ニ ン 主 義 体 
制 が 続い た が 、 1991 年 に コン ゴ 共 和 国 と な る 。 コ ン 
ゴ と は バン ツー 系 言語 で 「 山 」 を 意味 する と いう 。 
1997 年 か ら 98 年 に か け て の 国内 紛争 で すべ て の 
鉄道 が 壊滅 状態 と な っ た が 、 現 在 は 復興 に 向かっ て 
いる 。 主 な 産業 は 石油 で あり 、 国家 の 経済 を 石油 に 
依存 し て いる 。 大 西洋 に 面 する 短い 海岸 部 に ある 。 
ポワン トノ ワー ル 港 は 原油 の 積み 出し 港 の ひと つ . 
と し て 有名 で ある 。 0 


ブラ ザ ビル 駅 に 停車 中 の 客 六 混 合 列車 (秋山 芳 弘 ) 


信 コ ン ゴ 共和 国 

人 口 456 万 人 (2014 年 ) 
面積 : 34.2 万 kmf 

主要 言語 : フランス語 、 バ ン ツ ー 系 諸語 
通貨 :CFA フ ラン XAF (1XAF=0.20 円 ) 
国民 総 所 得 : 111 億 USD 

1 人 当たり 国民 総 所 得 :2550 UsD 


首都 ブラ ザビ ル の 鉄道 駅 (秋山 芳 弘 


344 と 


鉄道 の 歴史 


の 2 


ん 支配 下 で あっ た 1921 年 
首都 ブラ “ビル Brazzaville と 大 西洋 に 面 する 港 
馬 都 市 ボアン トノ ワー ル Pointe-Noire を 結ぶ 延長 
512km の コン ゴ ・ 大 洋 鉄 道 (CFPCO) と し て 建設 が 
開始 され 、 1934 年 7 月 に 完成 し た 。 コ ン ゴ が フラ ン 
スス か ら 独 立 す る まで は ブフ フン ス 植 民 当局 が 同 鉄道 
を 運営 し て いた が 、 1959 年 に は コン ゴ お よび 中 央 
ァ フ リカ 、 チ ャ ド 、 ガボン の 共同 管理 と な っ た 。 

1981 年 、 コ ン ゴ ・ 大 洋 鉄道 は コン ゴ 政 府 に より 国 
有 化 され た 。 その 後世 界 銀行 (IBRD) の 資金 を 利用 
し て ル ボ モ Loubomo 一 ビリ ン ガ Bilimgua 間 (延長 
91i) の 線形 改良 を 実施 し 、1985 年 に 完成 し た 。 

1997 年 か ら の 内 戦 に より 、 ブラ ザビ ルー ポア ン 
トノ ワー ル 間 の 線路 設備 が 破壊 され 列車 の 運行 は 
申 断 し て いた が 、 復 旧作 業 の 後 、2000 年 8 月 に 運行 
を 再開 し た 。 

コン ゴ 政 府 は 2000 年 に 全て の 路線 を 国有 化し て 
お り 、 交 通航 空 省 の 管轄 下 に ある 。 

2009 年 4 月 に オー スト リ ア 資 本 の DMC 鉱 山 会 
社 は コン ゴ 政 府 と の 間 で 、 マ ヨコ Mayoko か ら 約 


ヨン ゴ の 鉄道 は 


カメ ルー ン 


7 こと を 川 価 し 


コン ゴ 民 主 共和 国 


アン ゴ ラ 
(カビ ンダ ) 


中 央 アフ リカ 


2km に ある 鉄鉱 石 鉱山 か ら の 鉄鉱 石 運搬 の た め 、 旧 
Comilog 鉄 道路 線 を 含む マヨ コー ポア ント テル 
前 (延長 439km) の 路線 使用 に 関す る 合意 に 達 し 、 
鉄鉱 石 の 輸送 を 行っ て いる 。 


へ ヘ べ べ へ べ ス る 8 ラ 8 る imirimrmpmopーーー 


鉄道 の 特徴 


コン ゴ ・ 大 洋 鉄 道 (CFCO) は 、 外 港 の ポア ント ノ 
ワー ル か ら 普 都 の ブラ ザビ ル ま で の 路線 と 、 モン ベ 
ロ Mont-Belo と ガボン 国境 に ある ム ビ ン ダ Mbimda 
を 結ぶ マン ガン 鉱山 用 の 支線 鉄道 で あっ た 旧 
Comilog 鉄 道路 線 で 旅客 お よ び 貨 物 輸送 を 行っ て い 
る 。 

CFCO は 、2008 年 時 点 で 、 年 間 約 360 本 の 旅客 列 
車 を 運行 し 、 そ の 中 に は ポア ント ノ ワー ルー ル テ テ 
Loutete 間 お よび ブラ ザビ ルー ル テ テ 間 で の 週 3 本 
の 普通 列車 、 ポ アン トノ ワー ルー ブラ ザビ ル 間 で の 
週 2 本 の 快速 列車 が ある 。 

主 な 貨物 輸送 品目 は 、 木 材 、 石 油 製品 、 殻 物 、 飲 食 
料 品 、 自 動車 車両 、 セ メン ト で ある 。 2009 年 に DMC 
社 が マヨ コ の 鉄鉱 石 採掘 の た め に 、 コン ゴ ・ 大 洋 鉄 
道 の 保 有する 施設 を 利用 する 覚書 (MOU) を 結ん だ 
こと に よっ て 、 貨物 輸送 量 が 飛躍 的 に 増加 
し た 。DMOC 社 は 、 鉄鉱 石 の 年 間 輸 送 量 を 
1100 万 トン と する た め の 調 査 を 実施 し た 
結果 、 108 両 編 成 の 貨物 列車 を 1 日 7 本 運行 
する 必要 が ある と の 結果 を 得 て い る 。 

信号 通信 設備 は 、 ポア ント ノワ ー ル ー ビ 
リン ガ 間 (延長 90k) は 色 灯 式 信 号機 に よ 
る 制御 で ある が 、 他 の 区 間 は 機械 的 に 制御 
され て いる 。 また 、 軌道 構造 に つい て は 、 ポ 
アン トノ ワー ルー ティ エ テ ィ エ Ti6-Tie 間 の 
7km を 除き 、 単 線 軌 道 で ある 。 レー ル 重 量 は 
30~ 50kgm で あり 、 木製 また は 鉄 枕木 が 
使用 され て いる 。 く 左近 音 正 > 


ブラ ザビ ル 駅 の チケ ッ ト 売 り 場 (秋山 芳 弘 ) 
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国 の あら まし 


アフ リカ 大 陸 の ほぼ 中 
央 部 に 位置 し 、 赤道 直下 
の コン ゴ 有 川 流域 に 広大 
な 面積 を 持つ 。 国土 は 熱 
帯 雨林 気候 帯 に あり 、 農 
産物 と し て は ヤシ 油 、 
コー ヒー な ど を 産出 し て 
いる 。 また 、 銅 、 ダイ ヤ モ ン ド 、 コバ ルト 、 レア メタ 
ル の 産出 量 は 世界 有数 で アフ リカ 最大 の 鉱物 資源 
国 で ある 。13~ 17 世紀 に コン ゴ 王 国 が 栄え た が 、 
1885 年 に は ベル ギー 自由 国 が 発足 し 、 ベル ギー の 
植民 地 と な っ た 。 その 後 ベ ルギー 領 か ら 、1960 年 に 
コン ゴ 共 和 国 と し て 独立 し た が 、 1965 年 に クー デ 
ター が 起こ り 、 1967 年 に は コン ゴ 民 主 共和 国 と 国 
名 を 変更 し た 。 続く 1971 年 に は ザイ ー ル 共和 国 と 
国名 を 改称 し 、 1997 年 に 現在 の 国名 と な っ た 。 ザ 
イー ル と は バン ツー 系 言語 で 「 大 河 」 を 指す 。1998 
年 に は 、 部 族 紛争 か ら ウ ガン ダ 、 ルワンダ な どの 周 
辺 諸国 を も 巻き 込ん だ 内 戦 に 発展 し た 経緯 が ある 。 
その 影響 も あり 、 治 安 ・ 経 済 が 不安 定 で ある 。 


人 コンゴ 民主 共和 国 

人 口 :6936 万 人 (2014 年 ) 

面積 :234.5 万 kmf 

主要 言語 : フランス 語 、 バ ン ツ ー 系 諸語 
通貨 : コン ゴ ・ フ ラン CDF (1CDF=0.13 円 ) 
国民 総 所 得 : 154 億 USD 

1 人 当たり 国民 総 所 得 :230 USD 
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T く T8b を キキ 55 ト ww 


鉄道 の 主要 テ ー タ ダ (2009 年 ) 
創業 1898 王 
営業 キロ 4167km 
軌間 別 3882km (1067mm) 
150km (600mm) 
125km (1000mm) 
電化 キロ 858km (AC25kV50Hz) 
列車 運転 線路 右側 通行 
年 間 旅客 輸送 量 10 万 人 /3500 万 人 キロ 
120 万 人 “ 
年 間 貨物 輸送 量 40 万 トン / 1 億 8200 万 トン キロ 
45 万 トン " 
車両 数 EL27 DL/120 PC/298 FC/5077 


* 旧 ONATRA の デー タ (2008 年 / 


コン ゴ 民 主 共和 国 国鉄 

Societe Nationale des Chemins de fer du Conoo 
(SNCC) 

URL : http:/sncc.cd 

運輸 港湾 商業 会 社 

( 旧 ONATRA=Office National des Transports) 
Societe Commerciale des Transports et des Ports 
(SCTP) 

URL : http:/sctp-cd.com 


鉄道 の 歴史 


コン ゴ の 鉄道 の 歴史 は 、「 暗 黒 大 陸 」 と 呼ば れ た こ 
の 地 を 19 世紀 後半 に 探検 し た スタ ン レ ー が 、 ア ノ 
リカ で の 新 事業 を 企 て て いた ベル ギー 国王 レオ ポ 
ルド 2 世に 鉄道 な くし て コン ゴ は 一 文 の 価値 も な 
い 」 と 強 ぐ 進言 し た こと に 始ま る 。 この と き ス タン 
レー は 、 象 笑 や 生ゴム な ど コ ン ゴ の 豊富 な 資源 を 
ヨー ロッ パ に 搬出 する た め に は 鉄道 が 不可 欠 で あ 
る と 考え た の で ある 。 

これ に より 、 大 西洋 に 出る 河川 港 の ある マタ ディ 
Matadi と 首都 キン シャ サ Kinshasa を 結ぶ 鉄道 (C 
長 366km) が 最初 に 建設 され 1898 年 に 開業 し た 
その 後 、 南 東部 で 発見 され た 銅 や コバ ルト な どの 
ク 旬 物資 源 、 また 農産 物 や 森林 資源 の 搬出 の た めし 
も 鉄道 が 必要 と され 建設 そ され た 。 ベ ルギー の 本 
詩 代 に は 、AC25kV50Hz 電 化 の 試験 線 と し て コン 


南東 部 の 路線 を ヨー ロッ パ に 先 駅 け て 電化 し 、 日 
示 か ら も 電気 機関 車 が 納 人 され た 。 
1960 年 の 独立 後 、 国名 を 「ー ル と 変え 、 1974 
年 に は 、 地域 こと に 分 か れ て 存在 し て いた キン シャ 
サー デイ ロロ Dilolo 一 ルプ ン / \ ン Lubumbashi 鉄 首 
(KD)、 大 潮 鉄 道 (CFL)、 マ タデ ィ ー キ ン シ ャ サ 人 鉄 
道 (CFMK)、 マユ ン ベ Maymbe 鉄道 (CFM : 現在 は 
廃止 )、 ザイ ー ル 地方 鉄道 (CVZ) の 5 つの 鉄道 を 統 
合 し て 、 ザ イー ル 国 鉄 (SNCZ) が 設立 され た 。 
1995 年 に は 、 ザ イー ル と 南ア フリ カ ・ ベ ルギー の 
官民 組織 Sizarail に 鉄道 運営 権 が 与え られ た が 、 モ 
ブツ 政権 の 央 壊 と と も に 、 1997 年 5 月 に 鉄道 は コ 
ン ゴ 民主 共和 国 国鉄 (SNOC) と し て 再 国有 化 さ れ 
た 。 な お 、 マタ ディー キン シャ サ 間 の 鉄道 は 、 SCTp 
社 ( 旧 ONATRA) が SNCO か ら 鉄 道 施設 を リー ス し 
て 、 輸 出入 の 貨物 輸送 を 中 心 に 運営 し て いる 。 


鉄道 の 特徴 


ベル ギー 領 時 代 に 南東 部 の カタ ン ガ 州 で 産出 す 
る 鉱物 資源 を 輸送 する た め に 、 現在 の SNCO 本 社 の 
所 在 地 で ある ル ブ ン バシ を 中 心 に 鉄道 が 発達 し 、 隣 
国 の ザン ビア や アン ゴ ラ と も 結ば れ て いる 。 た だ 
し 、 コン ゴ の 輸送 網 は 、 全土 に 支流 を 張り 巡ら し て 


し 3 ・ 電 


9 9 
CTP の 旅客 列車 (秋山 芳 弘 ) 


キン シャ サ 東 駅 に 停車 中 の S 
いる 大 河 コ ン ゴ 川 の 舟運 を 主体 と し て お り 、 急 流 や 
大 漫 布 な ど で 船 が 通行 で き な い 区 間 を 赴 回 する 手 
段 (河川 舟運 の 補完 ) と し て 鉄道 が 建設 され て いっ 
た た め 、 地 域 ご と に 分 か れ た 鉄道 網 と な っ て いる 。 
この た め 、 南東 部 か ら 唯 一 の 外 貿 港 が ある マタ 
ディ まで 鉄道 は つなが っ て お ら ず 、 鉱物 資源 の 約 
50% は 隣国 経由 で 輸送 され て いた 。 だ が 外国 経由 の 
輸送 は その 国 の 政情 に 影響 され る た め 、 鉱物 資源 産 
出 地帯 か ら 大 西洋 側 の 港 まで 国内 ルー ト で 鉄道 一 
中 輸 送 が 可能 な 国民 路線 (Voie Nationale) 計画 が 
策定 され 、 欠 線 部 で ある イレ ボ Ilebo 一 キン シャ サ 
間 (延長 約 650km) と マタ ディ ー バ ナナ Banana 間 
(延長 約 150km) に 鉄道 を 建設 する こと が 計画 され 
た 。 こ の うち マタ ディ 


中 央 アフ リカ 


Ya6Lnde Bondo 


Titule 


Bumba Kom98 


Kisangani 
78 
Ubundu 


コン ゴ 民 主 共和 国 


Kindu 


レー トニ ー 


Aketi lsiro 


Andoma 


ーー バナ ナ 間 は 日 本 の 
円 借款 に より 建設 さ 
れる こと に な っ た が 、 
オイ ル シ ョ ッ ク に よ 
る 物価 上 昇 な ど で コ 
ン ゴ 川 に 架かる 鉄道 
道路 併用 吊橋 (全長 
722m の マタ ディ 橋 ) 
建設 に 計画 を 絞り 、 
1983 年 5 月 に 完成 し 
た 。 

近年 、SNCC の 鉄道 
イン フラ の 荒廃 が 進 
ん だ た め 、 世 界 銀行 は 
コン ゴ の 鉄道 シス テ 
ム を 再生 する た め に 
2.55 億 USD の 資金 を 
2010 年 に 無償 提供 し 
た 。 秋山 芳 弘 > 
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国 の あら まし 


東 ア フリ カ 中 央 部 、 赤 道 
直下 で 、 東 南部 を イン ド 洋 
に 面 する 。 日 本 の 1.5 倍 の 
国土 の 大 半 は 高原 の サバ 
ナ 気 候 で 、 草 原 と 海 木 の 大 央 還 記 誠 馬 
地 は 「 野 生 の 王国 」 を 思わ 生還 因 議 
せる 。7 世 紀 頃 に は アラ ビ 4 
ア 人 が と の 地 に 渡来 し 、 劉 
易 拠点 と し て の 町 が 建設 され て いた と いわ れる 。 15 
世紀 末 の ヴァ スコ ・ ダ ・ ガ マ に 始ま る ポル ト ガ ル の 
上 陸 に 続き 、 19 世紀 後半 、 イ ギリ ス と ドイ ツ が ケ ニ 
ア の 支配 権 を 争っ た 結果 、 イギリス 領 と な る 。 そし 
て 内 陸 の 高原 は ホワ イト ハイ ラン ド と 呼ば れ 自 人 
の み が 土 地 所 有 者 と な っ た 。 1963 年 に 英之 邦 内 の 
自治 領 と し て 独立 、 1964 年 に ケニア 共和 国 と な っ 
た 。 万 年 雪 と 岩石 で 結 模様 に 見 える ケニア 山 が あ 
り 、 現地 語 で 「 縛 模様 」 を 指す キ ニ ヤ が 山 と 国 の 名 
に な っ た 。 コー ヒー、 紅 茶 、 麻 な ど が 主 な 産物 。 観 光 
産業 も 盛ん で ある 。 エチ オ ピ ア や エリ トリ ア 紛 争 、 
スー ダン 、 ソマリ ア な どの 和平 に も 関与 し 、 タ ン ザ 
デア 、 ウ ガン ダ 、 ル ワン ダ 、 ブ ルン ツン 42UDOEEE 
同体 を 結成 し て いる 。 


6 生 や r、 


知 


ケニア 共和 国 

人 口 : 4555 万 人 (2014 年 ) 面積 :59.2 万 km 
主要 言語 : スワ ヒ リ 語 、 英 語 、 キ ク ユ 語 
通貨 : ケニア ・ シ リン グ KES (1KES=1.27 円 ) 
国民 総 所 得 :372 億 USD 

1 人 当たり 国民 総 所 得 :860 USD 
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鉄道 の 主要 デー タ (2011 年 ) 
Pe ィ 本 アー ュー アー 、 
創業 1301 生 
営業 キロ 2064km (1000mm) 
電化 キロ 非 電化 


年 間 旅客 輸送 量 706 万 人 


年 間 貨 物 輸送 量 161 カ トン 
DLU115 PC/153 FC/3591 


車両 数 

運営 組織 
ーーー ニ ーーー 一 ーー 
ケニア 鉄道 


Kenya Railways Corporation (KRC) 
URL: http:/krc.co.ke 

リフ ト ・ バ レー 鉄道 

Rift Valley Railways Investment (RVRI) 
URL: http:/wwwrriftvalleyrallcom 


鉄道 の 歴史 


ケニア 最初 の 鉄道 は 、 モン バ サ Mombasa か ら ビ じ 
クト リア 湖岸 の キス ム Kisumu まで が 1901 年 に 開 
通し た が 、 当初 は ウガンダ 鉄道 と 呼ば れ て いた 。 
1948 年 に は ケニア 、 ウ ガン ダ 、 タ ン ザ ニア の 鉄道 が 
統合 され 、 東 アフ リカ 鉄道 EAR) と な っ た か 
1977 年 に 各国 に 分 割 さ れ 、 それ ぞ れ の 国 が 自国 内 
の 鉄道 を 運営 する こと と な り 、 ケニア 鉄道 (KRO) 
は 1978 年 に 設立 され た 。 

2005 年 に リフ ト ・ バ レー 鉄道 (Rit Valley RaihVa9S' 
RVR) 企業 連合 が ケニア 、 ウガンダ 両国 で の 25 生 
間 の 貨物 輸送 、 最低 5 年 間 の ケニア で の 通勤 旅 
送 の 運営 権 を 獲得 し た 。RVR の ケニア で の 運営 は 


NN ES 
ナイ ロビ 駅 に 停車 中 の ケニア 鉄道 の 近郊 列車 (秋山 芳 弘 ) 


ェ ン バ サ か ら ナ イ 1 
と の 国境 の マフ ハハ MI 
衣 路線 や 旧 ケ ニア 鉄 


robi を 経由 し 、 ウ ガン ダ 
いこ 全 る 延長 1082km の 主 
< 線 を 含み 、 延長 1918km 
を カバ ー し て いる し 、 コ ン ザ Konza マガ 
ディ Magadi 間 の 踏 線 は 1995 年 以来 、 マ スガ ディ 鉄 
道 会 社 が ケニア 政府 と の リー ス 協 定 の 下 、 ツ ソー タダ 恋 
の 輸送 を 行っ て いる た め 、 この 路線 は RVR の 運営 
区 間 に 含 まれ て いな い 。 な お 、 鉄道 イン フラ 施設 の 
保有 は ケニア 政府 で ある 。 

RVR は 当初 、 南 アフ リカ 共和 国 の Sheltam 鉄 道 会 
社 が 35% の 株 式 を 保有 する 筆頭 株 主 で あっ た が 、 
2010 年 に エジプト の 投資 会 社 Citadel Capital 社 が 
Sheltam 鉄 道 会 社 を 買収 し た 。 その 結果 、Citadel 
Capital 社 が 5S1% の 株 式 を 保有 する 筆頭 株 主 と な 
り 、RVR は RVRI (Ritt Valley Railways mvestment) 
に 社名 を 変更 し た 。 

な お 、 KRC は 、 鉄道 イン フラ の 建設 ・ 維 持 管 理 を 
中 心 と し て ビク トリ ア 湖 岸 の キス ム の 港 湾 施設 の 
運営 も 行っ て いる 。 


鉄道 の 特徴 と 開発 計画 


RVRI は 2014 年 時 点 で 、 ナ イロ ビー モン バ サ 間 で 
週 3 本 の ほか 、 ナイ ロビ ー ブ テ レ Butere 間 、 ナイ ロ 
ビー ナニ ュ キ Nanyuki 間 で の 旅客 列車 の 運行 、 ま 
た 、 ナ イロ ビ 市 内 の 近郊 輸送 を 行っ て いる 。 


() エチ オ ピ ア 
トゥ ルカ ナ 湖 
「 。 。 
上 
| ウガンダ Kitale 
上 シン 62 Eldoret 3 ケニア 
ampala ン 0 。Nyahururu 
F Butere O 9 O O Nanyuki 
邊 Kisumu・ NLITIS 公 ケ ニア 山 
Gilgil 
同 ビク トリ ア 湖 O 313 
Nairobi に 
MagadiQ 
王 
1000mm 
ュ ノ ゞ ロ 内 
単線 条 メイ ま の LVoi 』 
ーー 貨物 専用 - 半 
| 拓 に に 9g2O Mombasa 
部 は な 5 市 人 口 (万 人 ) タン ザ ニ 
9 200 400km 
ドー ニーーーー ニ ーー 


その 後 、 運行 問 度 の 増加 や 新 ル ー ト で の 運行 を 含 
め て 、 さ ら な る 改良 が 行わ れ て お り 、 ナ イロ ビー ア 
ティ リバ ー Athi-River 間 に お いて ラッ シュ 時 の 近 
郊 輸送 を 2011 年 4 月 か ら 開始 し た 。 

ケニア の 貨物 輸送 の 大 き な 役割 は 、 モ ン バ サ 港 か 
ら ケ ニア 内 陸 部 お よび ウガンダ へ ヘ へ 物資 を 輸送 する 
こと で あり 、 2010 年 に RVRI は モン バ サ 港 か ら 150 
万 トン の 貨物 輸送 行っ た 。2015 年 まで に 年 間 500 
万 トン に まで 輸送 量 を 増強 させ る 計画 で ある 。 

ケニア 鉄道 (KRC) は 、2009 年 に ナイ ロビ の 近郊 
輸送 サー ビス の 改善 調査 を 行う た め 、 mfraCo 社 と 、 
共同 企業 体協 定 に 調印 し た 。 これ は 、1 日 当たり の 
輸送 量 を 2 万 人 か ら 10 万 人 に 増強 する た め に 既存 
ネッ トワ ー ク の 延長 を 61km か ら 170km に 拡張 し 、 
また 、 機関 車 率 引 の 旅客 列車 を 気動車 に 置き 換え る 
も の で あり 、 総 額 83 億 KES と 見 積 ち も られ て いる 。 ま 
た 、 ケニア 鉄道 は 、 ナイ ロビ 国際 空港 と ナイ ロビ 市 
内 を 結ぶ 延長 7km の 空港 連絡 鉄道 を 整備 する 計画 
が あり 、 首都 圏 ネ ットワーク 改善 プロ ジェ クト の 1 
つと し て 位置 づけ られ て いる 。 

ケニア 政府 は ナイ ロビ ー モ ン バ サ 間 (延長 
609km) を 結ぶ 総額 38 億 USD の 鉄道 敷設 の 契約 を 
中 国政 府 と 2014 年 に 結ん だ 。 契約 で は 中 国 輸出 入 
銀行 が 事業 費 の 9 割 を 出資 し 、 残り 1 割 を ケニア 政 
府 が 負担 する も の で ある 。 ナ イロ ビー モン バ サ 間 に 
は イギリス の 植民 地 時 代 に 建設 され た 路線 (軌間 

1000mm) が ある が 、 老朽 化し て いる 
た めこ の 事業 に より 標準 軌 の 線路 が 整 


こと ー 備 され る 。 
| | < な 議 F> 

ソマリ 

イン ド 洋 


朝夕 は 近郊 輸送 で 混雑 する ナイ ロビ 駅 (秋山 芳 弘 ) 


349 


JIINO きこ NN 還 当 


国 の あら まし 


フリ カ 大 陸 の 中 央 部 、 
赤道 直下 に ある 国家 。 内 陸 
に 位置 し 海 に は 面 し て い 
な い が 、 南東 に ビク トリ ア 
消 が ある 。 また 、 世 界 最大 全 
の 貯水 量 を 誇る オー ウェ 還 
ン フ ォ ー ル ズ ダ ム が ある 
こと で も 知ら れる 。 サ バナ 気候 と 熱帯 雨林 気候 帯 に 
属す る が 、 標高 が 高い た め 平均 気温 は 低め で ある 。 
17 世紀 頃 に は ブ ニ ョ ロロ 王国 が 栄え て いた 。19 世 紀 
に イギリス に 支配 され る まで この 地 に ブ ガ ン ダ と 
いう 王国 が あり 、 これ が 変化 し て ウガンダ と いう 国 
名 に な っ た と いう 。 ブ ガン ダ と は バン ツー 系 言語 で 
境界 を 意味 する ガン ダ と 、 国 を 表す ブ が 結合 し た も 
の と され る 。 1962 年 に 独立 し た が 、 その 後 紛争 が 続 
いた 。 コー ヒー、 紅茶 な どの 農業 が 主要 産業 と な っ 
て いる 。 近年 、 原 油 生産 も 開始 し た 。 サ ハラ 以 南 の ア 
フリ カ で は 成長 率 の 高い 国 と し て 知ら れ 、 堅調 な 経 
済 推移 を 見 せ て いる 。2001 年 に は タン ザ ニ ア 、 ケ ニ 

ア と と も に 東 ア フリ カ 共 同体 を 設立 し 協力 を 推し 
進め て いる 。 


全 ウ ガン ダ タダ 共和国 

人 口 : 3885 万 人 (2014 年 ) 

面積 : 24.2 万 km 

主要 言語 : 英語 、 ス ワ ヒ リ 語 

通貨 : ウガンダ ・ シ リン グ UGX (1UGX=0.04 円 ) 
国民 総 所 得 : 176 億 USD 

1 人 当たり 国民 総 所 得 :480 USD 
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喘 道 の 主要 デー タ (2003 負 で 


削 業 1901 年 


営業 キロ 1241km (1000mm) 
電化 キロ 非 電化 


列車 運転 線路 単線 の み 

年 間 貨 物 輸送 量 90 万 トン 

Z 2 億 1800 万 トン キロ 
DL/734 FC/1228 


IIU 35 Ya テーwm2prsernnrp 
運営 組織 


ウガンダ 鉄道 


Uganda Railways Corporation (URC) 
PO Box 7150, Nasser Road, Kampala, Uganda 


車両 数 


リフ ト ・ バ レー 鉄道 
Rift Valley Railways Investment (RVRI) 
URL : http:/wwwr.riftvalleyrail.com 


RVR の DL 牽引 の 貨物 列車 (JICA) 


北部 Pakwach 付近 の 線路 胸 で は し ば し ば 象 が 見 られ る IA 


ウガンダ 最初 の 鉄道 は 、 ケ ニア の モン バ パサ 
Mombassa か ら ナ イロ ビ Nairobi を 経由 する 路線 が 


カン パラ Kampala まで 延伸 され た も の で 、1901 年 
記 開 業 し た 

運営 組織 で ある ウガンダ 鉄道 (URO) は 、 1977 年 
上 に 東 ア フリ カ 鉄 道 (PAR) の 分 割 後に 設立 され た 。 
AR か ら の 分 割 後 は 、 か つて の 東 ア フリ カ 鉄 道 を 共 
同 運営 し て いた ケニア 、 タン ザ ニ ア と の 政治 的 対 
記 、 内 戦 、 工 業 や 農業 の 不振 か ら 、 URC は 大 き な 打 

胃 を 受け た た め 、 路線 の 多く の 区 間 で 使用 不可 能 と 
な っ た 。 

2006 年 に ウガンダ タダ 政府 と ケニア 政府 は 、 ケ ニア 
国境 か ら カ ン パ ラ 間 に お いて 、 両国 で の 25 年 間 の 
貨物 輸送 お よび ケニア で の 7 年 間 の 旅客 輸送 を 行 
う コ ン セ ッ シ ョ ン 契 約 を リフ ト ・ バ レー 鉄道 (RVR) 
と 締結 し 、RVR が 運営 を 行っ て いる 。 な お 、 ケニア 
国境 か ら カ ン パ ラ 区 間 の イン フラ 施設 の 保有 は ウ 
ガン タダ 政府 で ある 。 その 後 、2010 年 に カン パラ ー カ 
セ セ Kasese 間 (延長 333km) お よび トロ ロ Tororo 
> パ クワ チ Pakwach 間 (延長 503km) に つい て も 、 
RVR が 運営 権 を 獲得 し た 。 


ウガンダ 


Busembatia 


ビク トリ ア 湖 


@ Bukoba 
介 Musoma 


タン ザ ニ ア 


400km 


』 ルワンダ 
* Kigal 数 字 は 都市 人 ロカ 人 ) 
o 200 


RVR は 当初 、 南 アフ リカ 共和 国 の Sheltam 鉄道 会 
社 が 株 式 の 35% を 保有 する 筆頭 株 主 で あっ た が 、 
2010 年 に エジプト の 投資 会 社 Citadel Capital 社 が 
Sheltam 鉄 道 会 社 を 買収 し た 。 その 結果 、 Citadel 
Capital 社 が 株 式 の 51% を 保有 する 筆頭 株 主 と な 
り 、RVR は RVRI (Rift Valley Railways Investmert) 
に 社名 を 変更 し た 。 


鉄道 の 特徴 と 開発 計画 


て 

リフ ト ・ バ レー 鉄道 CRVRD は ウガンダ で の 旅客 
輸送 は コン セッ ショ ン 契 約 に 含ま れ て いな い が 、 
2009 年 か ら カ ン パ ラー ジン ジャ Jimja 間 (延長 
94km) で 旅客 輸送 を 行っ て お り 、 さ ら に 、 ケニア 国 
境 付近 の トロ ロ ま で 旅客 輸送 を 延長 する 計画 も あ 
る 。 貨物 輸送 は 、 カ ン パ ラー カセ セ 間 、 ト ロロ ー パ ク 
ワ チ 間 で RVRI の コン セッ ショ ン 契 約 に より 行わ れ 
て いる 。 

また 、RVRI に よる 旅客 お よび 貨物 輸送 の ほか 、 
URC が ビク トリ ア 湖 で 貨車 フェ リー 輸送 を 行っ て 
いる 。 

2009 年 10 月 に 、 ウ ガン タダ 政 府 と ケニア 政府 は 、 
モン バサー カン パラ 間 に 標 準 軌 (1435mm) 新 線 を 
建設 する 二 国 間 協 定 を 締結 し た 。 こ の 路線 が 完成 す 
れ ば 、 最高 速度 120krwh で 4000 ト ン の 貨物 輸送 、 
また 、 最高 速度 160krwh で の 旅客 輸送 が 可能 と な 
る 。 総額 200ー250 億 USD の プロ ジェ クト で ある 
が 、 資 金 の 拠出 が 決ま っ て いな い 。 将来 は ルワンダ 、 
ブル ンジ 、 コン ゴ 民 主 共和 国 、 南 ス ー ダ ン へ の 延伸 
が 提案 され て いる 。 

また 、 カ ン パ ラー カセ セ 間 は 、 ウガンダ 西部 の 経 
済 開発 の た め 、 2011 年 に リハ ビリ 計画 が 公表 され 
た 。 く 左 近 喜 正 > 


United Republic of Tanzania 


国 の あら まし 
アフ リカ 大 陸 の 南東 部 間 請 議 


に あり 、 イ ンド 洋 に 面 す る 界 放 
タン ガニ ー カ 、 イ ンド 洋 に 蘭 還 還 


Es 
6 


浮か ぶ ザ ンジ バル お よび 情 較 細 計 還 還 時 昌和 
共和 国 。 国名 は 、 西部 国境 SE 
に ある 湖 を 、 現地 語 で 「 水 ia 

の 集まる 」 と 呼ん だ タン ガニ ー カ と 、「 黒 い 海岸 」 を 


意味 する ザン ジ バ ル を 合成 し た も の 。 国土 の 大 半 は 
草原 と 海 木 の 平 原 で ある 。 タン ガニ ー カ は 1885 年 
ドイ ツ 他 と な っ た が 、 その後 イ ギリ ス の 委任 統治 
領 、 信託 統治 領 と な り 、 1961 年 に 独立 し た 。 ザ ンジ 
バル と ペン バ は 、 19 世紀末 イギリス の 保護 領 と な 
り 1963 年 に 独立 し た 。 1964 年 に は 、 ザ ンジ バル 人 
民 共和 国 が 成立 する が 、 10 月 に は タン ザ ニ ア 連 合 
共和 国 と 国名 を 改称 し た 。 1986 年 か ら は 社会 詩 義 
経済 路線 か ら 変 更 し 、 市 場 経済 化 を 進め て いる 。 主 
要 産 業 と し て は 、 農 業 が GDP の 約 25% を 占め 、 コ ー 
ヒー や 綿花 、 と う も ろ こ し 、 キャ ッ サ バ が 主 な 農業 
産品 と な っ て いる 。 また 金 ・ ダ イヤ モン ド な どの 銘 
業 、 観 光 業 に も 注力 し て いる 。 


全 タ ン ザ ニア 連合 共和 国 

人 口 : 5076 万 人 (2014 年 ) 

面積 : 94.7 万 km 

主要 言語 : スワ ヒ リ 語 、 英 語 

通貨 : タン ザ ニ ア ・ シ リン グ TZ2S (1TZS=0.06 円) 
国民 総 所 得 : 262 億 USD 

1 人 当たり 国民 総 所 得 : 570 USD 
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エー 


創業 1899 年 


営業 キロ 3682km 

軌間 別 2707km (000mm) 
975km (1067mm) 

電化 キロ 非 電化 

列車 運転 線路 単線 の み 


年 間 旅客 輸送 量 34 万 人 
年 間 貨 物 輸送 量 103 万 トン 
車両 数 DL122 PC/238 FC/3157 


タン ザ ニ ア 鉄 道 

Tanzania Railways Limited (TRL) 

PO Box 468, Dar es Salaam 

タン ザ ニ ア ・ ザ ン ビ ア 鉄 首 

Tanzania-Zambia Railway Authority (TAZARA) 
URL: http:/wwwrtazarasite.com 


鉄道 の 歴史 


圏 タン ザ ニ ア 鉄 道 (TRL) 
タン ザ ニ ア 最 初 の 鉄道 は 、 1899 年 に 開業 し た タ 
ン ガ Tanga コロ グ ウ ェ Korogwe 間 の 路線 で ある 。 
1948 年 に は 、 タンザニア 、 ウガンダ 、 ケニア 3 国 の 
鉄道 が 合併 し て 東 ア フリ カ 鉄 道 (BAR) が 設立 され 
た 。 1977 年 に EAR が 分 割 され 、 タン ザ ニ ア 7 は 拠 7 
し た タン ザ ニ ア 鉄 道 (TRC) を 設立 し 、 タン ザ ニ ア 7 
全土 の 旧東 アフ リカ 鉄道 の 路線 の 運営 を 行っ て い 
7 
2007 年 に イン ド の RTTBS 社 と の 間 で 協定 を 押 
び 、RITRS 社 は 25 年 の 鉄道 運営 権 を 得 て 、200 全 
10 月 1 日 より 運営 を 開始 し た 。 ま た 、 こ の と き 22 
ザ ニ ア 鉄 道 TNCO) は タン ザ ニ ア 鉄 株 式 人 6 
(YRL) に 名 称 が 変わ っ た 。 運 営 権 の 保有 は Reh* 
あり 、RTTES 社 が 株 式 の 51%、 タ ン ザ ニア 政和 
式 の 49% を 保有 し 、 イン フラ 施設 は タ ン ザ ニ 7 
府 が 保有 し て いた 。 そ の 後 、 両 者 の 問 で 次 上 
で の 対立 が あっ た た め 、 RITES 社 が 株 式 を 時 
2011 年 8 月 1 日 に 再 国有 化 さ れ た 。 
圏 タン ザ ニ ア ・ ザ ン ビ ア 鉄 道 (TAZARA) 了 
タン ザ ニ ア ・ ザ ン ビ ピア 鉄道 は 、1967 年 に 2 


ア 政府 、 ザン 2 | 政府 の 隊 
され 建設 な が B と 

この 協定 に より 、 中 | メル エス サラ ー ム Dar 
es Salaam と カビ リム ホン Kapiri Mposhi( ザ ン ビ ア ) 
間 を 結ぶ 鉄道 建設 、2 つ の 車両 工場 等 の 建設 に 関す 
る 資金 協力 お よび 技術 協力 を 行い 1975 年 に 運行 を 
開始 し た 。 

TAZARA は 、 タ ン ザ ニア と ザン ビア か ら 各 3 人 の 
大 臣 に より 監督 され 、 各 政府 5 人 か ら な る 理事 会 が 
構成 され て いる 。 タン ザ ニ ア 側 の 本 社 は 、 ダ ル エ ス 
サラ ー ム に ある 。 


で 協定 が 調印 


) + 


鉄道 の 特徴 と 開発 計画 


較 TRL 

TRL の 路線 と し て 、1) ダル エス サラ ー ム ーー タ ボ ー 
ラ Tabora 間 の 本 線 、 タ ボー ラ か ら タ ン ガ ニー カ 湖 
東側 に ある キ ゴ マ RKigoma に 至る 支線 、 タ ボー ラ か 
ちら ビク トリ ア 湖 の ム ワ ン ザ Mwanza 港 に 至る 支線 
で 構成 され る 中 央 線 、 2) ル ヴ Ruvu か ら 北 に 向かい 
ョ ログ ウェ まで の 本 線 、 コロ グ ウ ェ か ら タ ン ガ 港 へ 
至る 支線 と 北東 の モ シ Moshi に 至り ケニア 鉄道 と 
接続 する 支線 か ら 構成 され る 路線 の 2 路線 が ある 。 

旅客 輸送 は 、 ダル エス サラ ー ム ーー キ ゴ マ 間 で 週 1 
本 の 列車 が 運行 し て いる 。 また 、 貨 物 輸 送 は 、 コ ン テ 


ダニ エス サラ ー ム 駅 に 停車 中 の キ ゴマ 行き の 旅客 列車 (秋山 芳 弘 ) 


ナ 、 一 般 乾 貨物 、 石 油 製品 、 家畜 等 を 扱っ て お り 、 そ 
の 輸送 量 は 2001 年 に は 年 間 150 万 トン で あっ た 
が 、 貧弱 な イン フラ 施設 と 牽引 力 お よび 車両 数 不足 
の た めそ れ 以 降 は 減少 し 続け て いる 。 
この よう な 状況 を 改善 する た め 、 2008 年 に 世界 
銀行 は TRL に 対し て 、 イ ンド か ら の 新造 貨車 の 購 
入 お よび 既存 の 車両 や 機関 車 の 修理 の た め 、 3300 
万 USD の 供与 を 行っ た 。 また 、 国 際 協 力 機構 (JICA) 
と 世界 銀行 と の 協調 融資 を 前 提 と し て 、 中 央 線 の リ 
ハビ リ 調 査 を 実施 し て いる 。 


較 TAZARA 

TAZARA は 、 軌間 が 異な る た め TRL と は 独立 し 
て いる が 、 ザン ビア 鉄道 お よび 中 央 アフ リカ 諸国 の 
鉄道 と 同一 の 軌間 (1067mm) で ある 。 

旅客 輸送 は 、 ダル エス サラ ー ム か ら カ ピリ ム ポ シ 


間 で 国際 急行 列車 が 
週 2 本 運行 し て いる 。 
ン プ ) 
ウガンダ クト 7 貨物 輸送 は 、 輸 出 用 の 
4 Musoma 銅 や コバ ルト 輸送 が 
ル ワ ンダ 。 aan 8 Mwanza TAZARA の 中 心 で 
キリ マン ジャ ロ 時 
ま ujumbura 上 oshi N 2 アル 共和 国 の 
胃 コ 民 キ Pe ーー 政治 的 変化 に より 同 
還 | Kigoma に 
O H _13 /Tab Korogwe Q ゝ い 
2 0 abora 本 Mruazi き 一 Tanga 国 の 港 の 千 用 が 再 開 
Uaalla Manyonl 9 ヘー Msagali いい し 、 貨物 輸送 量 が 大 幅 
6 eo Raw/zee イド に 減少 し た 。 

ブー タン ザラ 界 説 只 較 間 全 Mr es Salsan 2010 年 に は 、 財政 

ト 0 的 課題 の 解決 の た め 


TAZARA に 対し て 
3900 万 USD の 無 利 


Mbeya 


1000mmdmo G 
' 単線 Tundum。 Makambako 


B 7 子 融資 が 中 国政 府 よ 
1067mm (TAZARA) ゃ 
単線 / ザン ビア マラ ウイ 湖 ーー り 供与 され た 。 
| 数 宇 は 主 な 都市 人 口 (万 人 ) く 左 近 間 正 > 
に se emm “フフ? モモ ザン ピー ク 


隔 に ーーー 
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@) 


に で, 


リリ ソリ / リ レ LULOLLLGIE 還 還 


Republic of Zambia 


国 の あら まし 


南部 アフ リカ 中 央 部 
の 内 陸 国 で 、 南 の ジン バ 


プ ブ エ と の 国境 に は ビク 

トリ ア 滝 が ある 。 国名 凍 還 記 

は 、 国土 の 中 央 を 流れ る 請 凍 計 朗 @⑳ ル アカ 
ザン ベジ 川 (ザン ベジ は 生還 半 [usaka 


現地 語 で 「 川 」 の 意味 ) 

に 由来 する 。 ザンベジ 有川 流域 は 渓谷 を 形成 し 、 流域 
は 森林 地帯 と な っ て いる が 、 その ほか は 高原 状 で 比 
較 的 注 し い 。 18 世紀 末 に ポル ト ガ ル 人 が 来訪 し 、 そ 
の 後 1880 年 代 に は イギリス と ポル ト ガ ル が 衝突 す 
る 事態 と な る が 、 19 世紀 末 、 イギリス 南ア フリ カ 会 
社 の 管轄 下 に 入り 、 1924 年 イギリス 直轄 植民 地 の 
北 ロ ー デ シア と な る 。 一 時 近隣 国 と 連邦 を 形成 し た 
後 、 1964 年 に イギリス 連邦 内 の 共和 国 と し て 独立 
し 、 長い 間 カ ウン ダ 政 権 が 続い た 。 周辺 に ある 地域 
は 紛争 多発 地域 が 多い が 、 ザン ビア は 中 立 政策 を 
取っ て いる 。 銅 と コバ ルト は 世界 有数 の 産出 量 を 誇 
り 、 ザン ビア 経済 を 支え を て いる と いっ て も 過言 で は 
な い 。 し か し 、 近年 で は と う も ろ こ し 、 タバ コ 、 落花 
生 な どの 農業 、 また 観光 開発 に も 力 を 入れ る よう に 
な っ て いる 。 


全 ザ ン ビ ピア 共 和 国 

人 口 : 1502 万 人 (2014 年 ) 面積 :75.3 万 kmf 
主要 言語 : 英語 、 ニ ャ ンジ ャ 語 

通貨 : ザンビア ・ ク ワ チ ャ ZMK (1ZMK=0.02 円 ) 
国民 総 所 得 : 190 億 USD 

1 人 当たり 国民 総 所 得 : 1350 USD 
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道 の 主 要 デ ー タ (2008 年 ) 
1908 年 。 
2157km (067mm) 
非 電化 
列車 運転 線路 単線 の み 


年 間 旅客 輸送 量 38 万 人 
年 間 貨 物 輸送 量 69 カト ン 
車両 数 DL48 FC/4000 


ゃ | 
運営 組織 
>5>5:SKwkpkpkpous、 
ザン ビア 鉄道 
Zambia Railways Limited (ZRL) 
URL: http:/Www.Zrl.com.zm 
タン ザ ニ ア ・ ザ ン ビ ア 鉄 道 
Tanzania-Zambia Railway Authority (TAZARA) 
URL : http:/wwwrtazarasite.com 


ザン ピア 鉄道 の 本 社 が 隣接 する 間 都 の ル サ カ 駅 (秋山 考 弘 


ーー 


鉄道 の 歴史 3 


ザン ビア の 鉄道 は 、 イギリス 統治 下 の 1905 年 に 
ロー デシ ア 鉄 道 の 一 部 と し て 営業 を 開始 し た 。7 ン 
ビア は 1964 年 に 独立 し 、 鉄道 は 1967 年 に ロー 
シア 鉄道 か ら 分 離し て 、 ザン ビア 国鉄 が 疫 立 
た 。 そ の 後 、 ザ ン ビ ア 国 鉄 は 、 通 賃 を 自ら 決定 で 
ザン ピア 學 道 ZRL) と し て 1984 年 に 再編 4 
が 、 経 営 収 支 が 悪く 、 ザン ビア 政府 は 鉄道 の 
画 を 検討 し て きた 。 

2000 年 3 月 政府 は 鉄道 の 民 党 化 計画 を 


組織 の ザン ビア 鉄道 
⑫ambia RailWay ほ 党 会 社 の ザン ビア 鉄道 
ジス テム (Railway Systems of Zambia : RSZ) が 設 
立 さ れ た が 、 2012 年 に 政府 が RSZ と 運営 契約 を 取 
りや め 、 の 定 人 業者 (ZRL) と な っ た 。 
ザン ビア は 、 世界 有 。。 ト の 産出 国 で 
あり 、 主要 な 輸出 品 と な っ て いる が 、 内 陸 国 で ある 
た め 近隣 詳 国 の 鉄道 を NM いて 
輸送 が で き な い 。 MAME 半 ーー 
が あり 、 タン ザ ニ ア ・ ザ ン ビ ア 鉄 道 (TAZARA) は 、 
ザン ビア と タ AS ア の 港 江 都 市 ダル エス サラ ー 
ム Dar es Salaam を 結ぶ 路線 と し て 、 中 国 資金 協力 
と 技術 援助 に より 1967 年 か ら 建設 され 、1976 年 に 
営業 を 開始 し た 。TAZARA は 、 ザンビア と タン ザ ニ 
ア 両 国政 府 に よる 共同 運行 の 形 を と っ て お り 、 両国 
政府 の 大 臣 に より 監督 され 、 各国 5 名 か ら な る 理事 
会 が 構成 され て いる 。 


鉄道 の 特徴 


ザン ビア は 、 北 に 接する コン ゴ 民 主 共和 国 国境 か 
ら 南 の ジン バブ エ 共 和 国 国境 へ 縦断 する 幹線 を 中 
心 と する 路線 延長 1266km の ザン ビア 鉄道 (ZR) と 
申 部 の 都市 カ ピ リ ム ポ シ Kapiri Mposhih か ら タ ン ザ 


ニア 最大 の 都市 で ちや る ダル エス サラ ー ム に 至る 路 
線 延長 1860km (この うち ザン ビア 国内 は 891krm) 
の タン ザ ニ ア ・ ザ ン ビ ア 鉄 道 (TAZARA) の 2 系 統 
の 鉄道 が ある 。 な お ZR で は 、 軌 道 改修 を 早急 に 着手 
すべ き 事 業 と し て お り 、 補修 の 緊急 性 が 高い 箇所 を 
抽出 し て 改修 を 行う こと を 計画 し て いる 。 

旅客 輸送 に つい て は 、ZR は 2008 年 より リビン グ 
スト ン Livimgstoneー ル サカ Lusakaー キ トウ ェ 
Kitwe 間 を 結ぶ 優等 列車 を 週 3 往復 運行 し て お り 、 
TAZARA は ル サ カ に ある カ ピ リ ・ ム ポ シ ー ダ ル エ ス 
サラ ー ム 間 の 列車 を 週 2 往復 運行 し て いる 。 

ZRL の 輸送 量 の 3 分 の 2 を 銅 が 占め て お り 、 
TAZARA で は 銅 と コバ ルト が 主要 輸送 物 で ある 。 外 
貿 港 へ の ルー ト と し て 、 タン ザン 鉄道 経由 で ダル エ 
ル サ ラ ー ム 港 に 行く 経路 、 ジ ン バ ブ エエ 経由 で モザ ン 
ビー ク の ベイ ラ Beira 港 に 行く 経路 、 ジ ン バ ブ エ も 
し く は ボツ ワナ を 経由 し 、 南ア フリ カ 共 和 国 の ダー 
バン Durban 港 に 行く 経路 が ある 。 

な お 、 貨物 輸送 の 課題 と し て 、 機関 車 の 故障 率 が 
高い こと 、 軌道 状態 が 悪い こと 、 貨車 の 運用 が 非 効 
率 な こと か ら 輸 送 量 が 制約 され て いた 。 そこ で 近 
年 、 新規 機関 車 や 貨車 の 導入 、 軌道 改修 、 ま た CTC 
セン ター と 乗務 員 の 定期 的 な 通信 に よる 運行 管理 
な どの 各種 施策 に より 、 ザン ビア 国内 の カッ パー ベ 
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く 竹 内 龍介 > 


| 
1 Iatabg 9.Kafue 
- 日 Ti 
H 7/ 二 
| 4 Choma に 
! 
we 1 カリ バ 湖 
コ Ds 
- 一 一 Katima Mullo 43 5Mamba 
| Meter F: ha 『Livingstone 
| 


ポ ボツ ワナ ジン バブ エ 


| 才 は 主 な 者 市 人 ロ (人) 


国 の あら まし 

南部 アフ リカ 東部 、 細 長い マラ 
ウイ 潮 を 抱え 込む 内 陸 の 共和 国 
で ある 。 地形 は 南北 に 細長 い 。 乾 人 


務 (5 一 10 月 ) と 雨季 (11 一 4 月 ) 

が ある 。 旧 イギリス 領 ニ アサ ラン 委 
ド で 、 か つて は ロー デシ ア と 連邦 計り ロン グ ウ ェ 
組み 、 黒 人 国 の うち 唯一 南ア フ 2 
リカ と の 国交 を 持っ た こと で 有 SN 
名 で あっ た 。 国名 は 現地 語 で 湖 に 6 

立ち 上 る 陽炎 を 意味 する と いう 。 16 19 世 紀 に か 
け て マラ ビ 帝 国 が 統治 し て いた 。 マラ ウイ 湖 国立 公 
園 は 世界 遺産 に 登録 され て お り 、 マラ ウイ 湖 か ら 流 
出す る シレ 川 の 渓谷 以外 は 高原 の サバ ナ 気 候 で あ 
る 。 産 業 と し て は タバ コ 、 茶 、 綿花 、 ナッ ツ な どの 農 
業 国 で あり 、 農 業 従事 者 は 人 口 の 80% に 上 り 、 農産 
品 が 輸出 の 多数 を 占め て いる 。 こと の た め 経 済 運営 
は 、 農 産物 の 国際 市 況 に 左右 され る 問題 が ある 。 一 
方 で 、2009 年 か ら 国 北部 の カエ レ ケ ラ ・ ウラ ン 鉱 山 
で 採掘 が 開始 され 、 将来 GDP に 占め る 鉱業 部 門 の 
割合 が 20% に 達する と いう 予測 が あり 、 今後 の 動 
向 が 注目 され る 。 


全 マ ラウ イ 共 和 国 

人 口 : 1683 万 人 (2014 年 ) 面積 :11.8 万 km 
主要 言語 : チェ ワ 語 、 英 語 、 ニ ャ ンジ ャ 語 
通貨 : マラ ウイ ・ クワ チャ MK (MK1=0.27 円 ) 
国民 総 所 得 : 50 億 USD 

1 人 当たり 国民 総 所 得 :320 USD 
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PA on 
鉄道 の 主要 デー タ (2009 年 ) 


創業 1908 年 

営業 キロ 797km (1067mm) 
電化 キロ 非 電化 

列車 運転 線路 単線 の み 


年 間 旅客 輸送 量 57 万 人 / 4400 万 人 キロ 
年 間 貨 物 輸送 量 22 万 トン 4700 万 トン キロ 
車両 数 DU19 PC/14 FC/403 


ーー 
運営 組織 


中 央 東 ア フリ カ 鉄 首 
Central East African Railways (CEAR) 


URL: http:/wwW.CearTW 


mm 
鉄道 の 歴史 

マラ ウイ の 鉄道 建設 は 、 イギリス の 保護 領 ニ アサ 
ラン ド と 呼ば れ て いた 1899 年 に 始ま る 。 軌間 は 
1067mm が 採用 され 、 1908 年 、 商工 業 の 中 心 都 市 
で ある ブラ ンタ イア Blantyre か ら 南 の ポー ト ・ へ フ 
ルド (現在 の ン サ ンジ ェ Nsarje) まで の 172km が 
最初 に 開通 し た 。 こ の ニア サラ ンド 鉄道 は 、 1930 年 
に シレ 高原 鉄道 (Shire HighlandSs Railway) を 吸収 
| 了 1935 年 に は ザン ベジ 川 に 架かる 鉄橋 が 完成 
て 、 ト ラン ス ・ ザ ン ベ ジ 鉄道 を 経由 し て 、 モザ ン ビ wm 
ク の ベイ ラ Beira 港 まで 直通 運転 が 可能 と な っ た 
その 後 、1964 年 の イギリス か ら の 独立 に 伴い ニア 
サラ ンド 鉄道 か ら マ ラウ イ 鉄 道 (Malaw Ralhwa95・ 
MR) と 名 称 を 変更 し た 。 

普 都 リロ ング ウェ Lilongwe ま で 鉄道 が 通じ た 
は 1979 年 と 遅い 。 リロ ング ウェ か ら 西 に ある サン 
ビア の チ パ バタ Chipata に 向かう 延伸 工事 は 、 1981 年 
に 国境 の ムチ ンジ Mchinji まで 完成 し た か 、 その 
の 工事 は ザン ビア 政府 側 の 資金 難 に より 2006 年 ま 
で 中 断 し 、 最 終 的 に 2010 年 8 月 に 開業 し た 

1980 年 代 か ら 1990 年 代 に か け て 、 モザ ン ビ ピー 
内 戦 の 影響 に よる 国境 を 超え る 色 線 晴 負 や マ 2 
イ 国内 の ば つ な ど に より 経済 が 停滞 し た こ と か 
ら 、MR の 得 送 遇 は 旅 和 ・ 貨 物 と も 大 由 な 2 


記 陥 うっ た 。 こ の 状況 を 改善 する た め 、 1994 年 に 世界 


吸 行 の 主導 に より 、 道 の 競争 oi 
比 を 目指 し た 交 道 の 施設 整備 や 運営 組織 の 改 草 
が 行わ れ 、1995 年 に ウツ イ 伯 (Malawi 
RailWayS Limted:MKR (IM)) が 設立 され た 。 


さら に 1996 年 、 政府 は 世銀 の 改革 案 に 基づい て 
鉄道 の 民間 委託 に 関す る 記 計画 を 作成 し 層 年 に は 
その 調査 が 開始 され た 。 1999 年 の 国際 入札 の 結果 、 
アメ リカ の 誤 道 開発 会 社 (Railroad Deye lop 
二 Poeton:RDO、 モザ ン ビ ー ク 鉄道 ・ 港 酒 公社 
(Portos e Camimhos de Ferro de Mocambique : 
CFM)、 その他 の 出資 会 社 に より 構成 され る 事業 体 で 
あぁ る CDM 北 部 鉄道 (Corredor de Desenvolvimento 
do Norte :CDN) が 、 MR (M)) を 20 年 間 運 営 する 権 
利 を 取得 し 、 中 央 東 ア フリ カ 鉄 道 (Central Fast 
African Railways・CEAR) を 設立 し 、 マラウイ で の 
鉄道 運営 を 開始 し た 。 ま た 、 2005 年 に は CDN が 、 ナ 
カラ 回 廊 の モザ ン ビ ー ク 国 側 の 15 年間 の 鉄道 の 運 
営 権 も 取得 し た の で 、 ナカ ラ 回 廊 全 体 で 同じ 事業 体 
が 鉄道 運営 に 行え る よう に な っ た 。2008 年 に は 


ー デシ 1067mm 
「 ) 単線 
A 貨物 専用 
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Quelima 


RDC は モザ ン ビ ー ク の 出資 会 社 で ある INSTTEC 社 
に 株 を 売却 し 、 現在 CEAR は モザ ン ビ ー ク の 出資 会 
佳 に より 運営 ・ 維 持 管理 され て いる 。 


鉄道 の 特徴 と 開発 計画 


マラ ウイ は 内 陸 国 で ある た め 、 鉱物 資源 や 生活 物 
資 な どの 輸送 上 の 必要 性 か ら 隣 国 の モザ ン ビ ー ク 
お よび ザン ビア と 鉄道 で つなが っ て いる 。 特に モザ 
ン ビ ー ク は 国際 貿易 港 を 保有 し て いる た め 、 その 港 
と マラ ウイ を 結ぶ 路線 が 整備 され て きた 。 

主要 路線 は 、 ザ ン ビ ア と 隣接 する ムチ ンジ を 起点 
と し 、 リロ ング ウェ を 経由 し て マラ ウイ 湖岸 近く の 
サリ マ Salima に 至り 、 こ こ か ら 南 下 し て 南 の モザ ン 
ビー ク 鉄 道 に 接続 し て いる 。 これ に より ベイ ラ 港 と 
結ば れ て いる ほか 、 ンカ ヤ Nkaya か ら 東 に 分 か れ 
国境 駅 の ナ ユ チ か ら モ ザン ビー ー ク 銚 道 に つなが り 、 
ナカ ラ 港 と も 結ば れ て いる 。 

旅客 輸送 は 、 バ ラ カ Balaka ~ リ ン ベ べ Limbe 間 、 ヌ 
カヤ ー ナ ユ チ 間 、 リン ベー ンマ ラン ガ Makhanga 間 に 
て 各 路 線 各 方 面 は 週 1 本 運行 され て いる 。 主 要 貨 物 
は 、 石 油 製品 、 肥 料 、 砂 糖 、 茶 、 綿 、 尊 物 で あり 、 そ の 
約 半分 が ナ ユ チ 経 由 で ナカ ラ 港 に 向かう 国際 輸送 
で ある 。 

今後 の 開発 計画 と し て 、 モザ ン ビ ー ク 内 陸 部 の テ 
テ 州 モア チ ゼ Moatize に ある 石炭 鉱山 一 ナカ ラ 港 間 
の 石炭 輸送 ルー ト の 整備 計画 が ある 。 こ の 計画 で は 
マラ ウイ を 経由 する 短絡 ルー ト と 、 マラ ウイ 経由 せ 
ず に モザ ン ビ ー ク 国内 で 完結 する ルー ト の 2 案 が 
計画 され た 。 こ の うち マラ ウイ を 経由 する ルー ト と 
し て 、 モ ザン ビー ク の カン ブラ ッ シ シ Cambulatsissi 
か ら マ ラウ イ 国 内 の ンカ ヤ 間 (延長 136km) の 路線 
新設 及び ンカ ヤー ナコ ユ チ 間 (延長 99km) の 既設 線 
の 改修 に つい て 、2011 年 5 月 に ブラ ジル の 鉱山 会 
社 で ある ヴァ ー レ (VALE) 社 と マラ ウイ 政府 の 間 
で 覚書 が 交わ され 、 2012 年 12 月 か ら 工 事 が 開始 さ 
れ た 。 

また 、 日 本 政府 は 2012 年 か ら 2013 年 に か け マ 
ラウ イ か ら モ ザン ビー ク の ナカ ラ 港 まで を 結ぶ ナ 
カラ 回 廊 に お ける 開発 戦略 の 調査 と し て 、 ナカ ラ 回 
廊 経済 開発 戦略 策定 プロ ジェ クト を 実施 し て お り 、 
今後 の 同 回 廊 の 総合 的 開発 戦略 の 策定 を 提案 し て 
お り 、 鉄道 と 道路 、 港湾 イン フラ 開発 計画 も 取り 扱 
う 見 込み で ある 。 ぐ 人 竹内 龍介 > 


357 


NMAIAIO さこ NN 市 


Republic of Mozambidue 


国 の あら まし 


南部 アフ リカ 東部 に 位置 し 、 
イン ド 洋 に 面 し 、 モ ザン ビー ク 間 
海峡 を 挟ん で マダ ガス カル 鳥 と 請 較 上 
向かい 合う 。 国土 の 大 半 は 熱帯 
気候 で 、 内 陸 部 は 高原 で 沿岸 部 
は 平野 で ある 。 16 世紀 、 ポ ボルト 
ガル に よる 植民 地 経営 が 奴隷 劉 
易 を 中 心 に 本 格 化 し た 。1975 年 
に モザ ン ビ ー ク 人 民 共 和 国 と し 
て 独立 し た 。 1981 年 頃 か ら モ ザン ビー ク 民 族 抵抗 
運動 (REPNAMO) と の 戦争 が 起き る 。 後 に マル クス ・ 
レー ニン 主義 を 捨て 、 1990 年 国名 を モザ ン ビ ー ク 
共和 国 へ 改称 し た 。 国内 は こう し た 内 戦 な ど で 経 済 
が 混乱 し た が 、 南ア フリ カ な どか ら の 投資 が 行わ 
れ 、 マ プ ト 回 廊 計 画 や ベイ ラ 回 廊 計 画 な どの 開発 プ 
ロジ ェクト が 実施 され た 。 また プロ ジェ クト の ひと 
つと し て アル ミ 精 錬 整 備 プ ロジ ェクト も 行わ れ 、 現 


Maputo 


在 で は アル ミニ ウム 精錬 が 基幹 産業 と な っ て いる 。. 


加え て 、 ナ ッ ツ 、 綿花 、 砂糖 な どの 農業 、 エ ビ を 中 心 
と する 漁業 も 主要 産業 で ある 。 国名 は 、 バン ツー 系 
言語 で 「 集 まっ た 船 」 を 意味 する と いう 。 


人 を モ ザン ピー ク 共 和 国 

人 口 :2647 万 人 (2014 年 ) 

面積 :80.2 万 km 

主要 言語 : ポル ト ガ ル 語 

通貨 : メ テ ィ カ ル MZM (1MZM=3.32 円 ) 
国民 総 所 得 : 128 億 USD 

1 人 当たり 国民 総 所 得 :510 USD 
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Pe 


多 道 の 主要 デー タ (2012 年 ) 


1 6O/ r 上 


創業 
営業 キロ 931km (067mm) 


電化 キロ 非 電化 
列車 運転 線路 単線 の み 


年 間 旅 客 輸送 量 450 万 人 
2 億 9550 万 人 キロ 


年 間 貨物 輸送 量 1080 カ トン 
/26 億 7570 万 トン キロ 


車両 数 DL/36 PC/41 FC/793 


レレ ペド Sc 
運営 組織 


モザ ン ビ ピーク 港湾 ・ 鉄 道 公社 

Empresa Nacional dos Portos e Caminhos de Fero 
de Mocambique (CFM) 

Mozambique Ports and Rallways 

URL: http:/ww.dmnet.co.mz 


鉄道 の 歴史 


モザ ン ビ ー ク 最初 の 鉄道 は 、 ポル ト ガ ル の 植民 地 
時 代 の 1887 年 に 南部 の マ プ ー ト Maputo 地 区 で 開 
業 し た 。 1975 年 に 独立 し た が 、 1992 年 まで 続い た 
内 戦 で は 鉄道 施設 が 破壊 され た 。 

1990 年 に 国営 の モザ ン ビ ー ク 鉄道 (CFM) は 、 マ 
プー ト 港 ほか の 港湾 組織 と 合併 され 、 交通 省 の 監督 
下 に 新しく モザ ン ビ ー ク 港湾 ・ 鉄 道 公社 が 設立 され 
た 。 1995 年 に は 港湾 と 鉄道 に 対し て 政府 の 補助 
を 廃止 する 大 改革 が 実施 され た が 、 貨 物 輸送 は 作 
し 、 政府 は 世界 銀行 (IBRD) の 支援 を 得 て 鉄道 夢 
の 民営 化 を 決断 し た 。 


ザン ピーク の 首都 に ある マ プ ー ト 駅 。 エ ッ フェ ル が 一朗 を 設計 し た ( 光 


現在 で は 、 ナ カラ Nacala 港 を 起点 と する 北部 は 
CDM (Corredor de Desenvolimento do Norte) 社 
が 、 ベ イラ Beira 港 を 起点 と する 中 部 は CCFB 
(Companhia dos Caminhos de Ferro da Beira) 社 
が 運営 権 を 保有 し て いる 。 い ずれ も イン フラ 設備 は 
CFM 社 の 所 有 で あり 、 運営 権 が 譲渡 され て いな い 
路線 に 関し て は CFM が 直接 運営 を 行っ て いる 。 


鉄道 の 特徴 と 開発 計画 


モザ ン ビ ー ク の 鉄道 は 、 ア フリ カ 南 部 内 陸 部 で 産 
出す る 鉱物 資源 な どの 搬出 と 、 輸入 物資 の 輸送 を 主 
な 目的 と し て 建設 され た た め 、 港湾 か ら 内 陸 部 に 向 
か う 路 線 ご と に 3 つの 地域 鉄道 に 分 か れ て 運営 さ 
れ て いる 。 

圏 CFM 北部 鉄道 (延長 872km) 

ナカ ラ 港 か ら 西 の 内 陸 部 に 向かい 、 マ ラウ イ 鉄 道 
と も 接続 する 路線 を 管理 し て いる 。 運営 権 は 、 同国 
の 投資 グル ー プ INSITEC 率 いる CDN 社 が 取得 し て 
いる 。 

圏 CFM 中 部 鉄道 (延長 984km) 

Beira 港 か ら 西 に 延び 、 ジ ン バ ブ エ 鉄 道 や マラ ウ 
イ 鉄 道 と 接続 する 路線 を 管理 し て いる 。 運営 権 は 、 
イン ド の RITES 社 お よび IRCON 社 の 共同 企業 体 が 
率い る CCFB 社 が 取得 し て いる 。 

圏 CFM 南部 鉄道 (延長 930km) 


( ロ 7 タン ザ ニ ア マ プ ー ト 港 か ら ス ワ ジ ラン ド 、 南 アフリカ 
バ 電 . 湖 共和 国 、 ジンバブエ の 3 国 と 接続 する 国際 輸 
( 送 路 線 3 線 を 管理 運営 し て お り 、 こ の うち ジ 
校 Ja ン バ ブ エ を 経由 する 路線 は 、 さ ら に ザン ビア 、 
マラ ウイ RChIng8 . ボツ ワナ 、 コン ゴ 民 主 共和 国 の 鉄道 と も つ な 
ザン ビア ee | が っ て いる 。 南 アフ リカ 共 和 国 へ の 路線 
Lilon ) 
“ の ca へ (90km) で は 、 南ア フリ カ 共 和 国 の Transnet 
カボ ラバ サ 滑 2 計 9SMAP9ANy3 社 が 列車 を 運行 し て いる 。 
ホン ノ Gi 
FE ウ な お 、 中 部 ケリ マネ Quelimane ~ー モ クー バ 
i 0 
(ee ME Nova da 6 Mocuba 間 (延長 145km) は CFM Zambesia 
W sa Neusdea に よる 運営 で ちる が 、 1992 年 に 運行 再開 し 
Caia 199Quelimane 和信 
トバ Harare Inhamitanga で 一 oOMaromeu た も の の 、 現 在 は 運行 を 休止 し て いる 。 
MG Gondola 渡辺 政 博 > 
*、 Machipanda 1 Dondo 
る 44 Beira 
( ブ エ 1067mm Ws 
モザ ン ビ ピー ク  -- 不定 期 線 
OUWNT 休 目線 
O 人 
5Combomune MOD6T9 
Ch okve 半 hairima イン ド 洋 
/oXinavane 
厚 Res pManhica 
3 Mgputo 
- 3 数 字 は 主 な 都市 人 口 (万 人 ) 
3 ワ ジ ラ : Salamanoe 9 250 500km ーー ーー 
MS NRTN マ プ ー ト 駅 で 出発 を 待つ CFM の 旅客 列車 (渡辺 政博 ) 
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NEKVSHO きこ NN を 


ジン バブ エ 


国 の あら まし 


南部 アフ リカ 中 央 部 0 が 

に あり 、 旧 イギリス 領 南 SR 
ロー デシ ア で あっ た 歴 
史 を 持つ 内 陸 の 共和 国 
で ある 。 連邦 解体 後 、 白 
人 の 政権 が 続い て いた 
が 、 1980 年 の 黒人 政権 
の 樹立 と と も に 白人 融和 政策 を と っ た 。 し か し 、 
1980 年 代 後半 以降 は 脆弱 な 統治 力 と 経済 政策 の 矢 
敗 に より 、 イン フレ 、 失業 、 貧困 が 続き 、 また 2000 
年 代 に 過度 の 紙幣 発行 な ど に より ハイ パー イン フ 
レー ショ ン が 起こ り 、 経済 が 極度 に 混乱 し た 。 し か 
し 、 複数 外貨 制 や 現金 予算 編成 に 取り 組ん だ 結果 、 
極度 の 経済 混乱 は 収束 し た 。 ス テッ プ 気 候 と サバ ナ 
気候 の 乾燥 地帯 に あり 、 と う も ろ こ し 、 さ と うき び 、 
綿花 、 タ バ コ を 産出 し て いる 。 また 白金 、 ク ロム 、 
ニッ ケル 、 金 、 ア スベ スト な どの 鉱物 も 主 産業 と 
な っ て いる 。 国名 は 、 現地 語 で 「 石 の 家 」 を 指す か つ 
て の 黒人 王国 の 遺跡 で ある ジン バブ エエ 遺跡 か ら 
取っ て いる 。 


人 ジ ン バ ブ エエ 共和国 

人 口 1460 万 人 (2014 年 ) 面積 :39.1 万 km 

主要 言語 : 英語 、 ン ョ ナ 語 

通貨 : ジン バブ エ ・ ド ル ZWD (1ZWD=0.32 円 ) 
2015 年 6 月 に 自国 通貨 (ジンバブエ ・ ド ル ) を 
廃止 。USD と ZAR (南ア フリ カ ) を 使用 。 

国民 総 所 得 :89 億 USD 

1 人 当たり 国民 総 所 得 : 650 USD 
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鉄 道 の 主要 デー タ (2012 年 ) 


創業 1897 年 

営業 キロ 2934km (1067mm) 

電化 キロ 313 km (AC25kV50Hz) 

列車 運転 線路 単線 の み 

年 間 旅 客 輸送 量 " 203 万 人 | 
グ 11 億 6500 万 人 キロ [ 


年 間 貨物 輸送 量 " 373 万 トン 
ノ 10 億 9100 万 トン キロ [ 
数 " EL4 DL67 PO117 FC3976 sj/ 


* ジ ン バ ブ エ 国 鉄 の デー タ 


ーー 
運営 組織 

人 人 ビ え 々 5〉b レ 《 レ ペ w&nnnRnnn 

ジン バブ エ 国 鉄 

National Railways of Zimbabwe (NRZ) 

URL : http:/WwW.nrZ.CO.ZW 

バイ トブ リッ ジ ・ ブ ラ ワ ヨ 鉄道 

Beitbridge Bulawayo Railway (BBR) 

URL : http:/wwwrnlpi.net 


鉄道 の 歴史 


ジン バブ エ が イギリス の 植民 地 で あっ た 1897 年 
に ベイ ラ Beira (モザ ン ビ ー ク ) か ら ム ター レ 
Mutare まで の 鉄道 が 開通 し た 。 1903 年 に ブラ ワ ヨ 
Bulawayo か ら ビ クト リア フォ ー ル ズ Victoria Fals 
に 向かっ て 鉄道 建設 が 開始 され 、1905 年 に 建設 が 
完了 し た 。1927 年 まで マシ ョ ナラ ンド 鉄道 が ベイ 
ラ & マ ショ ナラ ンド ・ ロ ー デ シア 鉄道 の 名 の も と に 
路線 を 運営 し て いた が 、 同年 10 月 か ら は ロー デシ 
ア 鉄 道 会 社 と な り 、 ロ ー デ シア 鉄 道 会 社 は 1939 重 
現在 の ジン バブ エ 、 ザン ビア そし て フレ イ バ ー タ グ 
Vryburg (現在 の 南ア フリ カ ) か ら ブ ラ ワ ヨ 間 の 倫 
鉄道 所 有する こと に な っ た 。 こ の うち フレ イ パ W 
グ か ら 現 在 の 南ア フリ カ と ボツ ワナ 国境 の ラマ ト 
ラバ ナ Ramathlabama 間 は 、 1959 年 に 南ア フリ 
鉄道 に 買収 され た 。 

1947 年 4 月 、 ロ ー デ シア 政府 は ロー デシ 7 多 
会 社 の 資産 を 取得 し 、 1949 年 11 月 に ロー デ : ァ ッ 2 誠 
道 が 発足 し た 。 その 後 、 1967 年 7 月 に 鉄道 は ピ 2 
トリ アフ ォ ー ル ズ 橋 で 分 割 さ れ 、 北 は ザン ビ / 多 和 
に 、 南 は ロー デシ ア 鉄 道 と な っ た 。1979 年 6 用 


シア 鉄道 は ジン バブ エ ・ ロ ー デ シ ァ 鉄道 
jabWe Rhodesia Railvay) と な り 、 1980 年 5 
。 疲 立 後に ジン バブ エ 国 映 (NRZ) と な っ た 。 
NRZ と は 別 の 鉄道 人 人 て バイ ドブ リッ ジ ・ ブ プ 
ッ 7 ヨ 鉄道 が 19991 され 、 ブラ ワ ヨ か ら 南 
ァ フ リカ 国境 の バイト フ リッ ン PeitbrHdge 間 (延長 
350km リ を BOT 方 式 で 開業 し た 。 ジン バブ ェ 政 府 
_NRZ の イ ン フ ラ 部 門 と 列車 運行 部 門 を 分 離し 
ィ 、 運行 部 門 を 民間 交 託 する 計画 を 2010 年 に 立て 
て いる 。 


ーーーーーーー 
鉄道 の 特徴 

還 ジ ン バ ブ エ 国 鉄 (NRZ) 

NRZ の 路線 網 は 、 ム ター レ か ら 首 都 の ハラ レ 
Harare と ジン バブ エ 第 2 の 都市 で も る ブラ ワ ヨ を 経 
貼 し 、 ザン ビア 国境 の ビク トリ アフ ォ ー ル ズ ま で の 
路線 を 中 心 に 、 モ ザン ビー ク と の 国境 に ある シク ア 
ラク アラ Chicualacuala、 南ア フリ カ と の 国境 の バイ 
トブ リッ ジ ま で の 路線 、 また ボツ ワナ 国境 の プラ ム 
ッ リ ー Plumtree へ の 路線 に より 形成 され て いる 。 

内 陸 国 で ある こと か ら 、 Ngezi 鉱 山 の プ ラチ ナ や 
shangam 鉱 山 の ニ ッ ケ ル な どの 鉱物 資源 や マシ ン 
ゴ Masvimgo や ニャ コン バ Nyakomba に て 生産 され 
る タバ コ や 綿花 農産 物 を 輸送 する た め 、NZR は モザ 
ン ビ ー ク や 南ア フリ カ の 港湾 に つなが る 鉄道 と し 
て 重要 で ある 。 東 部 で は モザ ン ビ ー ク の ベイ ラ 回 廊 


コ Livingstone 
Vi O 
ctoria Falls HWan96 


ジン バブ エ 


Kwekwe6 
Somabhula 


ソノ リブ 5 


数 字 は な 都市 人 口 (万 人 ) 
150 300km 


De ュ ザ を 本 
と 2 で 
4 


に 接続 し 、 南 部 で は 南ア フリ カ に 繋が り 南 部 回 廊 の 
一 部 を 形成 し て いる 。 

旅客 輸送 は 、 首都 ハラ レー ムタ ー レ 間 の 他 、2 大 
都市 の ハラ レー ブラ ワ ヨ 間 、 観 光路 線 で ある ブラ ワ 
ヨー ビク トリ アフ ォ ー ル ズ 間 、 南 部 の 方 面 の ブラ ワ 
ヨー チレ ジ Chiredgi 間 と 区 間 ご と に 運行 され て い 
る 。 2006 年 6 月 に は ボツ ワナ 方 面 の 国際 列車 の 運 
行 が 再開 され 、 ブラ ワ ヨ か ら ボ ツ ワ ナ の ロバ ツェ 
Lobatse まで の 路線 で 運行 し て いる 。 また 、 2001 年 
以降 ハラ レ 都 市 圏 や ブラ ワ ヨ 都市 圏 で 都市 近郊 鉄 
道 が 運行 され る よう に な っ た 。 

貨物 輸送 は 経済 の 混乱 に より 輸送 量 が 減少 し て 
いた が 、 施設 改修 が 行わ れる よう に な り 輸 送 量 が 回 
復 傾向 に ある 。 近年 で は イン ター モー ダル 輸送 に カ 
を 入れ て お り 、 ニ ッ ケ ル ・ プ ラチ ナ と いっ た 鉱物 、 タ 
バ コ や 綿花 な どの 農作物 の 輸出 、 機械 ・ 鉄 な どの 輸 
人 品目 を 鉄道 コン テ ナ で 輸送 し 、 ハ ラ レ や グ ウ ェ ル 
Gweru の コン テ ナ タ ー ミ ナル で トラ ッ ク に 積み 替 
えて いる 。 

電化 区 間 は ハラ レー グ ウ ェ ル 間 (延長 313km) で 
ある が 、 電力 供給 が 不安 定 な こと か ら 2008 年 より 
電気 に よる 運行 を 中 止 し て いる 。 2010 年 に 新車 の 
ディ ー ゼ ル 機 関 車 や 客車 を 調達 し た が 、 既存 の 機関 
車 や 客車 は メン テ ナ ン ス が 不 十 分 で あり 状態 が 悪 
化し て いる 。 
田 バ イト ブリ ッ ジ ・ ブ ラ ワ ヨ 鉄道 (BBR) 

BBR は 、 南 アフ リカ の イン フラ 投資 会 社 で ある 
新 リ ン ポ ポ 橋 プ 


ロジ ェクト 投資 
会 社 (NLPD が 
30 年 間 の コン 
セッ ショ ン に よ 
り 運 行 し て お り 、 
この 路線 の 開業 
だ より プラ 必 ヨ 
か ら 南 アフ リカ 
の 。 ダ が 
Durban ま で の 所 
要 日 数 が 25 日 か 
ら 4 日 と 大 幅 に 短 
縮 され た 。 

く 竹 内 龍介 > 


VO きこ NNI を 軸 


H1 ニ 


NeDUuDIIC OT AndO!9 


アン コ ゴ ラ ゃ 


BB Ys 
っ レク ーー マー ダート 


国 の あら まし 


アフ リカ の 南西 部 に あ 
り 、 大 西洋 に 面 し 、 国土 の 
大 半 は 海抜 1000m 以 上 で 
ある 。 コン ゴ 民 主 共和 国 、 
リツ ビア きみ の と 科 じ 
て いる 。 北部 は 熱帯 気候 、 男 
南部 は 温帯 気候 で 、3 一 4 8 
月 に は 雨 が 多く 降る 。14 世紀 末 頃 は 、 アン ゴ ラ 北 丁 
部 は コン ゴ 王 国 の 一 部 で あっ た 。15 て 16 世 紀 以 降 
ポル ト ガ ル の 支配 を 受け て いた が 、 1956 年 に アン 
ゴ ラ 解 放 人 民 運 動 (MPLA)、 1966 年 に アン ゴ ラ 全 
面 独立 民族 同盟 (UNITA) が 結成 され 、1975 年 に 独 
立 し た 。 以来 社会 主義 政権 だ っ た が 、 その 後 内 戦 が 
続き 2002 年 に 終結 し た 。 内 戦後 に 経済 は 復興 し 、 
現在 で は 全 方 位 外 交 を 実施 し 、 市 場 経済 移行 し て 
いる 。 ポル ト ガ ル 語 諸国 共同 体 と 南部 アフ リカ 開発 
共同 体 の 加盟 国 で ある 。 農 産物 は と う も ろ こ し 程度 
だ が 、 ダイ ヤ モ ン ド 、 石油 な どの 鉱業 資源 に 恵まれ 
て いる 。 現地 語 で 王国 を 意味 する 「 ン ゴ ラ 」 が ポル 
ト ガ ル 語 に 変化 し て アン ゴ ラ に な っ た と いう 。 住民 
は バン ツー 系 の 黒人 が 占め る 。 


全 ア ン ゴ ラ 共 和 国 

人 口 :2214 万 人 (2014 年 ) 

面積 : 124.7 万 km 

主要 言語 : ポル ト ガ ル 語 、 バ ン ツ ー 系 諸語 
通貨 : クワ ン ザ AOA (1AOA=1.10 円 ) 
国民 総 所 得 : 954 億 USD 

1 人 当たり 国民 総 所 得 :4580 USD 
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鉄道 の 主要 デー タ (2012 年 ) 
ーーーーーー 5 、! 
人 )K「Ti ! 1067mm) 
に 1 生か 
列車 運転 線路 。 皇 科 ツウ グ 


年 間 旅 客 輸 送 量 329 万 人 
年 間 貨物 輸送 量 "6 カ 5000 トン 
車両 数 DL/30 PC/98 FC/744 


*2010 年 度 の デー タ 「CFB の 数 値 


アン ゴ ラ 鉄 道 監督 庁 。 
Instituto Nacional do5 Caminhos de Ferro de Anooa 


(INCFA) 
URL: http:/Www.inCf3.9V 0 


鉄道 の 歴史 


ヤ 。、、〔、 ぃ {|!、 ぃ vw 

アン ゴ ラ に お ける 鉄道 建設 の 試み は 1860 年 代 に 
さか の ぼり 、 1873 年 か ら 1900 年 代 前 半 に 、 国土 の 
東西 を 並行 し て 独立 し た 3 つの 鉄道 (CFL、CFB、 
CFM) の 整備 が 開始 され た 。 国内 の 輸送 の みな ら ず 、 
内 陸 国 の ザン ビア や コン ゴ 民 主 共和 国 結 ぶ 鉄 道 と 
し て 、 特に 内 陸 の 銅鉱 石 を は じ め と する 地下 資源 の 
輸送 に 欠か せな い 鉄 道 網 が 形成 され た 。 
圏 ル アン ダ 鉄 道 (CFL) 

経済 的 に 有望 な ルアン ダ Luanda と アン バカ 
Ambaca を 結ぶ 鉄道 建設 と 開発 の 契約 が 1873 年 
12 月 に 正式 に 結ば れ た 。1885 年 7 月 に 政府 に よる 
承認 を 経て 翌年 10 月 か ら 建設 を 開始 し 、1888 年 
10 月 に た ルアン ダー フン ダ Funda 間 (軌間 1000mm 
で 開通 し た 。 その 後 1899 年 に ルカ ラ Lucala、 1907 
年 に マテ テ ま で と 順次 延伸 し 、 1909 年 に マフ ン 
ジェ Malanje まで が 完成 し 、 幹線 の ルアン ダー マフ 
ンジ ェ 間 (延長 424km) が 全 通し 、 以降 は ドン F 
Dondo な ど へ の 支線 が 整備 され た 。 1954 年 に マフ 
ンジ ェ か ら 東 の カサ ンジ ェ 地 域 へ 向け て の 延伸 工 
事 が 軌間 1067mm で 開始 され 、 そ れ に あわ せ て 
1960 年 に は メー ター ゲー ジ か ら 1067mm へ 改 軌 
され 、 支線 の 見 直し ゃ 整理 が 行わ れ て 鉄道 網 の 合間 
化 ・ 近 代 化 が 図ら れ た 。 


ベン ゲ ラ 鉄 道 (CFB) 


大 洋 に 面 し た バン ケラ Benguela・ ロ ビ ト Lobit。 
_ 現 在 の コ ン ゴ 民主 共和 国 の ディ ロロ Dilolo 間 の 
線 と し て 1899 年 に ポル ト ガ ル 政 府 が 計画 し た . 

902 年 に は Tangarika COnCessions Limited が 鉄 
道 間 設 と 99 年 間 の 鉄道 運営 の 契約 を ポル ト ガル 政 


前 と 結び 、 1905 年 に 建設 が 開始 され た 。 急 勾配 の 克 
上 や 建設 綿 高騰 な の |- 事 は 困難 を 極め た が 、 1929 
年 に 全線 が 完成 し た 。 ま た 1923 年 より ベル キー の 
持株 会 社 で ある ベル ギー * ソ ン エ デ 生 光 吉 ラル 
(Soci66 G6nerale de Belgique) 社 も 鉄道 運営 に 参 
画 し 、1980 年 代 以降 は ベル ギー・ ソ シェ テ . ジェ ネ 
ラル 社 が 運営 権 を 引き 継い だ 。 

軒 ナ ミ ペ 鉄道 (CFM) 

1905 年 に ナロー ゲー ジ (600mm) で 建設 が 開始 
され 1910 年 に 最初 の 路線 が 開業 し た 。 1950 年 代 に 
は 1067mm に 改 軌 され 、 1963 年 に ナミ べ Namibe 
< メ ノ ン グ エ Menongue 間 (延長 756kuw) が 完成 し 
た 。 支線 と し て ル バ ン ゴ Lubango て シア ァ ン ジェ 
Chiange 間 (延長 150km) が 1961 年 に 整備 され た 。 


鉄道 の 特徴 と 開発 計画 


EE 
1975 年 か ら 2000 年 初頭 まで 続い た 20 年 以上 に 
お よぶ 内 戦 の 結果 、 鉄道 網 は 破壊 され 、 保有 車両 も 
大 半 が 使用 で き な い 状況 が 続い て いた 。 2000 年 代 
後半 より 各 鉄 道 で 線路 の 修復 工 
事 が 実施 され 、 運行 が 徐々 に 再 
開 さ れ て き て いる 。 
2010 年 の 大 統領 令 に 基づき 、 
交通 省 の 傘下 に アン ゴ ラ 鉄 道 監 
督 庁 (Imstituto Nacional dos 
Caminhos de Ferro de Angola : 
INCEA) が 設立 され 、 各 鉄道 事業 
痢 の 監督 を 行っ て いる 。 
還 ル アン タダ 鉄 道 (CFL) 
2005 年 より 中 国 の 建設 会 社 
が 線路 の 復旧 を 開始 し 、 ル アン 
ダー ドン ド 間 は 2010 年 7 月 に 
移 了 し た 。 旅客 輸送 は 、 2007 征 
3 月 に ル ア ンダ 郊外 の ム セ ッ ク 
Musseques。 ヴィ アナ Viana 
間 (延長 30km) で 10 年 ぶり に 
開 し 、2011 年 1 月 に マラ ン 
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ジェ まで 運行 再開 し た 8 
開 し 、 輸送 品目 は 鉄 、 綿 、 
の 旅客 輸送 再開 に 全 
車 を 導入 し た 、 

圏 ペ ン ゲ ラ 銚 道 (CFB) 


2001 年 11 月 に 99 年 間 の 運営 委託 課 約 が 終了 
ハ 運営 権 は 政府 に 戻っ た 。2006 年 か ら 中 国 欠 
(CRCO) に ょ り ロ ビ ト か ら コ ン ゴ 民主 共和 国 国境 の 
ルアウ Luau まで の 線路 修復 が 開始 され た 。2006 年 
月 に ロビ トー ク バ ル Cubal 間 (延長 154km) が 復 
旧 し 、 以 降 2011 年 8 月 に ウ ア ン ボ Huambo (延長 約 
300km) まで 、 2012 年 4 月 に Cume (延長 624km) 
まで 復旧 し た 。2015 年 2 月 に は ル アウ (延長 
1344km) まで の 復旧 が 完了 し た 。 

列車 は 、 大 西洋 沿岸 の ロビ トー ベン ゲラ 間 (延長 
33km)、 大 西洋 沿岸 か ら 内 陸 部 へ の ロビ トー ウ ア ン 
ボ の 2 区 間 で 運行 され て いる 。 復旧 工事 に あわ せ 
て 、 2012 年 まで に 中 国 製 の ディ ー ゼ ル 機 関 車 、 客 
車 、 貨 車 が 導入 され た 。 

圏 ナミ ベ 鉄 道 (CFM) 

内 戦後 は イン ド の RITES 社 に より 線路 修復 が 実 
施さ れ 、 ナミ ベー マタ ラ Matala 間 は 2008 年 に 、 メ 
ノン グ エ ま で は 2012 年 前 半 に 運行 を 再開 し た 。 ま 
た 運行 再開 に 関し 、 2007 年 に イン ド 製 の ディ ー ゼ 
ル 機 関 車 と 客車 、 2011 年 に 中 国 製 の 機関 車 と 客車 
が 導入 され た 。 くく 竹内 龍介 > 


貨物 輸送 は 2010 年 より 再 
サイ ザル 、 麻 で ある 。2007 
わせ 、 中 国 製 デ ィ ー ゼ ル 機 関 


紅 で や 十 左 )? 


っ 1 


Uaco Cungo 9 
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MLNNO きこ JN に 関 


Republic of Namibla 


国 の あら まし 


アフ リカ 大 陸 の 南西 重 sa 
部 に 位置 し 、 大 西洋 に 議 
面 する 。 日 本 の 倍 以上 
の 面積 を 持つ 国土 の 大 
半 は 、 ナ ミ ブ 砂漠 、 カラ 
ハリ 砂漠 の 乾燥 地帯 で 、 
降水 量 は 内 陸 に 行く に 
つれ 少な く な る 。 主 要 産 業 は 、 牧 畜 中 心 の 農業 、 ダイ 
ャ モン ド 、 ウラ ン 鉱 石 な ど を 産出 する 鉱業 、 お よび 
漁業 と な っ て いる 。 特に 鉱産 資源 は 世界 有数 で あ 
る 。 ま た 南部 沿岸 沖 に は 天然 ガス 田 が 存在 し 、 それ 
に も 関心 が 持た れる よう に な っ て いる 。14 世紀 に パ バ 
ン ツ ー 系 民族 が 支配 し て いた が 、 16 て 17 世紀 に は 
ヘレ ロ 人 や ダマ ラ 人 な ども 住 せ よう に な る 。 ドイ ツ 
領 で あっ た が 、 第 1 次 世界 大 戦後 、 鉱物 資源 に 着目 
し た 南ア フリ カ 連 邦 ( 現 南 アフ リカ 共和 国 ) に 占領 
され 同国 の 一 部 に 統合 され た 後 、1990 年 に 独立 し 
た 。 ア フリ カ 連 合 (AU) や 南部 アフ リカ 開発 共同 体 、 
南部 アフ リカ 関税 同盟 に 加盟 し 、 地域 へ の 協力 も 恒 
し ん で いな い 。 し か し 白人 と 黒人 と の 間 の 大 き な 所 
得 格差 の 解消 な ど が 社会 的 課題 と な っ て いる 。 


ナミ ビア 共和 国 

人 口 :235 万 人 (2014 年 ) 面積 :82.4 万 km 
主要 言語 : 英語 、 ア フリ カー ンス 語 
通貨 : ナミビア ・ ド ル NAD (1NAD=9.89 円 ) 
国民 総 所 得 : 127 億 USD 

1 人 当たり 国民 総 所 得 :5610 USD 
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ーー 伺 道 の キ デー タ (2012 年 ) 


半 10 ヲ つ 
六合 ロ 268/KI (1065mm) 
電化 キロ 非 電化 


列車 運転 線路 単線 の み 
年 間 旅客 輸送 量 7 万 5000 人 


年 間 貨 物 輸送 量 210 万 トン 
車両 数 DU/19 PC/130 FC/1995 SL 


*2011 年 度 の デー タ 


運営 組織 


ドラ ジス 肖 ミ ブフ 

TransNamib Holdin95 Limited 

URL: http/wwwrtransnarmiD.Om.na 
ナム レー ル (鉄道 輸送 事業 ) 


NamRall 
URL: http:/wwrtransnarmib.cOm.na/D5senge7/ 


(旅客 輸送 事業 ) 
URL: http:/wwwrtransnarnib.com.na/bulk-freighV 


(貨物 輸送 事業 ) 


鉄道 の 歴史 


ーー 

ナミ ビア 最初 の 鉄道 は 1895 年 に 営業 を 開始 し 
た 。 こ の ナミ ビア の 鉄道 は 、 1985 年 まで 南ア フリ カ 
共和 国 に よっ て 管理 ・ 運 営 さ れ て いた が 、 同年 以降 
は ナミ ビア 総督 に よっ て 管理 され る よう に な っ た 。 
し か し な が ら 、 実際 の 鉄道 輸送 業務 は 、 道路 や 航空 
輸送 と と も に 南ア フリ カ 輸 送 サ ービス (SATS) 社 と 
の 契約 に よっ て 実施 され た 。 

南ア フリ カ 共 和 国 政府 は 、 1989 年 か ら 国連 の ナ 
ミ ビ ア 独 立 に 関す る 435 号 決議 を 実施 し 始め た 。 て 
れ に より 、 鉄道 輸送 業務 は 1988 年 に ナミ ビア の 還 
家 輸送 会 社 (TC) に 正式 に 移管 され 、 翌 1989 年 に 
上 トラ ンス ナミ ブ (TransNamib) 社 と 名 称 を 変更 

1996 年 に トラ ンス ナミ ブ 社 の 大 規模 な 組織 時 
が 実施 され 、1998 年 に は 持ち 株 会 社 の TransNanD 
Holdings が 設立 され 、 そ の 傘下 に 鉄道 (道路 を 含 り ) 
と 航空 ・ 旅 行 ・ 不 動産 の 各 子 会 社 が で き 、 その 25 
THanSNamib Ran (現在 は NamRai) 社 が 鉄道 
回 に な っ た 


AS - 


si 8 、、 ーーーーー 
# 徴 と 開発 計画 和 れ た 「Desert Rxpress」 と いう 名 の 豪華 観光 列車 が 


or ーー 一 運行 を 開始 し た 。 な お 、 NamRail 社 は 、 そ の 設立 当初 
ーー 2 ー ノ ガ 共和 国 の 鉄道 か ら 部 外 か ら の 資金 や 補助 金 な し で 運営 し て いる 。 
と 接続 す ご と ー “ wiamsvlesi か ら 北 上 後 の 開発 計画 と し て 、 ボツ ワナ の 都市 ロバ ツェ 
し 、 肖 都 ソイ コ トド ブック Windhoek を 経由 し 、 大 西 Lobatse か ら ウ ォ ル ヴィ スベ イ 浴 を 結球 路線 延長 
洋 の ウォ ル ヴ ィ スベ イ Walvis Bay に 至る も の で あ 


1500km、 総 事業 費 14 億 USD の カラ ハリ 横断 鉄道 
計画 が ある 。 ご 渡 辺 政博 > 


る 。 て の 幹線 の 他 、 ク ラン ツ ベ ル グ ゲ Kranzberg か ら 
北 の ツ メ ブ Tsumeb を 経由 し オン 婦 ング ワ 
Ondangwa に 全 る 路線 な ど を 有 し て いる 。 

NamRail 社 は 貨物 輸送 が 主体 で 、 主要 貨物 は コン 
テ ナ の ほか に 液体 燃料 と 鉱産 物 、 建 材 、 農 産品 で あ 
る 。 南 アフ リカ 共和 国 と の 鉄道 貨 物 輸送 は 、 自動 車 
と の 競争 に より 、 独 立 以降 大 幅 に 減少 し た 。 

旅客 輸送 で は 、 1990 年 代 初 め に 南ア フリ カ と の 
間 の 直通 列車 の 運行 が 中 止 さ れ て 以降 、 旅 客 が 急激 
に 減少 し た 。 1994 年 に 座席 を 改良 し 運賃 も 手頃 な 蘭 放 iM 
[Starlime」 サー ビス を 開始 し 、 旅客 輸送 量 は 同年 の 上 UI 
年 間 4 万 5000 人 か ら 2000 年 に は 15 万 3500 人 ま [ 
で 回 復 し た も の の 、 車両 の 老朽 化 や 道路 (特に ミニ 
バス ) と の 競争 激化 の た め 、 2010 年 に は 6 万 3000 DL 拉 引 の 加 物 列車 (渡辺 政博 ) 
入 ま で 減少 し て いる 。 ま た 一 部 区 間 で は 線路 の 状態 
が 悪い た め 、 旅 客 輸送 を 休止 し て いる 。 

一 方 、 1998 年 4 月 か ら ウ ィ ン ト フッ ク か ら 海 浜 
リゾ ー ト 地 の ス ワ コ プ ムン ト Swakopmund 及 び 
ウォ ル ヴ ィ スベ イ 港 間 で 、 寝台 車 と 食堂 車 が 連結 さ 


ーー ニー ニーー ー つ Desert Express で 使用 され て いる 客車 (渡辺 政博 ) 


ナミ ビア の 首都 に ある ウィ ント フッ ク の 駅 (秋山 芳 弘 ) 
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= 
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SI 人 K 罰 十 6 


of Botswan9 


Republic 


国 の あら まし 


南部 アフ リカ 中 央 部 
に 位置 する 内 陸 国 で 、 ジ 
ジブ ご 2 だ や 南 
アフ リカ 共和 国 に 囲ま 
れ 、 広大 な カラ ハリ 砂漠 
に 国土 の 大 半 を 覆 わ れ 
て いる 。 国 名 は 、 バ パン 
ツー 系 の 「 ツ ワナ (切り 
離さ れる )」 と いう 部 族 名 に 由来 する 。 先住 民族 は サ 
ン 人 で 、 その後 17 19 世紀 に は ツ ワ ナ 人 が 住む よ 
うに な る 。1885 年 イギリス 保護 領 ベ チュ アナ ラン 
ド と な り 、 1966 年 イギリス 連邦 内 の 共和 国 と し て 
独立 し た 。 早く か ら 多 数 派 の 黒人 と 少数 派 の 白人 と 
の 人 種 融和 が 成功 し て お り 、 その た め 、 アパ ルト へ 
イト 政策 を 施行 し て いた と き の 南 アフ リカ 共和 国 
と は 緊張 状態 に な っ て いた が 、 現在 は 正常 化し て い 
る 。 野生 動物 の 保護 に よる 観光 業 に も 着手 し て い 
る 。 世界 で も 有数 の 産出 量 を 誇る ダイ ヤ モ ン ド が 
1967 年 に 発見 され て 以来 、 ダイ ヤ モ ン ド を は じ め 、 
銅 、 ニ ッ ケ ル な どの 鉱物 輸出 が 経済 の 栖 と な っ て い 
る 。 また 製造 業 な ど に も 注目 し 、 経済 産業 の 多角 化 
に 取り 組ん で いる 。 


人 ボツ ワナ 共和 国 

人 口 :204 万 人 (2014 年 ) 面積 :58.2 万 kmi 
主要 言語 : ツ ワ ナ 語 、 英 語 

通貨 : プラ BWP (1BWP=11.91 円 ) 
国民 総 所 得 : 153 億 USD 

1 人 当たり 国民 総 所 得 :7650 USD 
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鉄道 の 主要 デー タ (2009 年 ) 
創業 2 
営業 キロ g30km (1067mm/ 
電化 キロ 非 電化 
列車 運転 線路 単線 の み 


年 間 貨 物 輸送 量 193 万 トン 
車両 数 DU/38 PC/52 FC/1000 


運営 組織 3 
ボッ ワナ 鉄道 
Botswana RallWy5 (BR) 
URL: http:/vww.DOt5W3 narailwayS.COo.bw 


鉄道 の 歴史 


。。。 "ーーーーーー 一 
ボツ ワナ の 鉄道 は 、 イ ギリ ス の 保護 領 で あっ た 
1893 年 5 月 、 ベ チュ アナ フン ド 鉄道 (Bechuana 
jand Railway) が 設立 され 、 ケー プ 植 民 地政 府 多 導 
の フレ イ バ ー ク ryburg (現在 の 南ア フリ カ ) か ら 
北 の マ フィ ケン グ Mafekeng に 向かう 鉄道 の 建設 を 
開始 し た 。 1894 年 10 月 に マフ ィ ケ ング まで 開通 
し 、1897 年 5 月 に は さら に 北 の パ ラ ピ エ Palapye ま 
で 、 同 年 9 月 に は フラ ン シ ス タウ ン Francistown ま 
で 完成 し た 。 そ し て 同年 11 月 4 日 に ジン バブ エ の ブ 
ラ ワ ヨ Bulawayo ま で の 路線 が 全 通 し た 。 1899 年 6 
月 1 日 、 ベ チュ アナ ラン ド 鉄 道 は ロー デシ ア 鉄道 と 
名 称 を 変更 し 、 ケープ 植 民 地政 府 が 運営 し た 。 1910 
年 に ケー プ 植 民 地 も 統合 され て 南ア フリ カ 連 邦 が 
成立 し た あと は 、 南 アフ リカ 鉄道 が この 路線 を 運 和 
必 た だ 。 
1966 年 9 月 30 日 に ボツ ワナ が 独立 し た こと に 伴 
い 、 ロー デシ ア 鉄 道 が ボツ ワナ 全土 の 鉄道 網 を 運 
する こと に な っ た 。 独 立 時 点 で も 久道 資産 は ロー 
シア 鉄道 の も の で 、 ボツ ワナ に は 機関 車 も 車両 も 人 
等 設備 も な か っ た 。 そ こ で 1974 年 に ボツ ワナ の 
Gr 
に co こう し て 1986 年 に 齋 4 た 
人 障 陸 、 Railways : BR) が 設立 さ 机 計 
に ボツ ワナ 政府 は 、 ジ ン バ パブ 二 憶 


(Netional Railways 0 
ヶ 多 か ら ボ ツ ワ ナ # 
。 ァ 運営 を 引き 継い 7 

その 後 、1994 年 に 8 ト 道 の 本 社 が 首都 
ボロ ロ オ Ga00Or ハラ ペ Mahalapye に 
gk じ だ たま その 後 2009 年 人 月 1 日 に ボ 鉄道 
ょ 、 衝 車 の 老朽 化 な と に 伴い 旅客 輸送 を 停止 し た 。 


NRZ、 旧 ロー デシ 


6540km の 鉄道 資 


) 


人 
鉄道 の 特徴 と 開発 計画 

ーー 

ボッ ワナ 鉄道 の 路線 は 、 南ア フリ カ と の 国境 沿い 
に 南 の フ マ トラ バ マ Ramatlabama (南ア フリ カ ) と 
上ル の バカ ラン ガ Bakaranga (ジン バブ エ ) を 結ぶ 幹 
色 (640km) と 鉱山 まで の 支線 3 本 (合計 190km) 
か ら 構 成 され 、 全線 が 単線 ・ 非 電化 で ある 。3 本 の 支 
線 は 、 モ ルプ レ ・ コ リエ リー Morupule Colliery ( 石 
央 輸送 ) と セレ ビ ・ ビ ピク ウェ Selebi Phikwe (ニッ ケ 
ル と 銅 輸送 )、 ス ア パン Sua Pan (ソー タダ 灰 輸送 ) へ 
の 路線 で ある 。 

ボッ ワナ 鉄道 の 貨物 輸送 は 、 バル ク 貨 物 の トラ ン 
ジッ ト (通過 ) 輸送 が 中 心 で ある が 、 1999 年 7 月 に 
南ア フリ カ と ジン バブ て エ の 国境 に ある バイ トブ 
リッ ジ と ブラ ワ ヨ を 直接 結ぶ バイ トブ リッ ジ ・ ブ ラ 
リ ヨ 鉄 道 (Beitbridge-Bulawayo Railway : BBR。 軌 


間 1067mm、 延 長 350km) が 開業 し て 以降 、 輸送 量 
は 減少 し て いる 。 こ の た め 、 ボツ ワナ 鉄道 は トラ ン 
ジッ ト 貨 物 輸送 へ の 依存 を 少な くし 、 輸 出 用 の バル 
ク 貨 物 輸送 を 中 心 と する 計画 に 2006 年 か ら 取 り 組 
ん で いる 。 そ の 一 環 と し て ボツ ワナ の 南部 や 東部 に 
ある 炭鉱 か ら ナ ミ ビ ア の ウォ ルビ スベ イ Walvis 
Bay 港 まで の カラ ハリ 横断 鉄道 (延長 約 1500km) 
の 整備 や 南ア フリ カ の ダー バン Durban 港 へ の 石炭 
輸送 を 計画 し て いる 。 秋山 芳 弘 > 


レン 


ハ ポ ロー ネ 駅 の 高床 ホー ム に 停車 する 貨車 (秋山 芳 弘 ) 


ンー の … バ NN ど / 
スン 2 Livngstone 


ポ ツ ワ ナ 


カラ ハリ 砂漠 


ネ 駅 に 停車 する カナ ダ GM 社 製 の ディ ー ゼ ル 
機関 車 ( 秋 山 芳 弘 ) 


賀 車 (秋山 芳 弘 ) 
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ロバ ツェ Lobatse 駅 に 留置 され て いる ソー ダ 反 輸送 用 


im モエ 5K モ モモ 雇 BISLAOOK5ons55 ワ ウ w!) ふ 8 ま 9X キ め 9) っ)9 サ 1. アア RYuuuuum ヵ mulmltm 和 nn 生還 暫 間 上 
NIRNMCOEEEEHHEREEIRIE2EEE 
nn、 


国 の あら まし 
アフ リカ 大 陸 の 南端 
に 位置 し 、10 世 紀 ま で リア @ 
は バン ツー 系 民族 が 住 し し 


お 。 1652 年 に オラ ンダ も 3 議 衣 衣 
が 、 1795 年 に は イ ギ リ 坦 幼 語 細 呈 隔 
ス が 占領 する 。 さ ら に ダ 靖 下 還 諾 記 

イヤ モン ド の 発見 を 機 室 。 

に オラ ンダ と イギリス が 植民 地 化 を 巡っ て 戦争 を 
繰り 広げ 、 1910 年 イギリス 自治 領 南 アフ リカ 連邦 
が 成立 し た 。 1948 年 に オラ ンダ 系 アフ リカ ー ナ が 
政権 を 握っ て 以降 、 人 種 隔離 政 策 (アパ ルト ヘイ ト ) 
を 推進 し た 。 1961 年 に イギリス 連邦 か ら 脱 退 し 共 
和 制 に 移行 (後に 連邦 復帰 ) する 。 1994 年 マン デラ 
が 大 統領 と な り ア パル ト ヘ イト は 撤廃 され た 。 ブラ 
ジル 、 ロシア 、 イ ンド 、 中 国 と と も に BRIOCS の 一 員 
で ある 。 比較 的 乾燥 し た 気候 だ が 、 南部 は 地中海 性 
気候 で 、 ブ ドウ の 栽培 に 適し て いる 。 ダ イヤ モン ド 、 
金 、 プ ラチ ナ 、 ク ロム な どの 産出 が 有名 で 、 レ アメ タ 
ル も 豊富 で ある 。 農業 、 鉱業 、 製造 業 が 経済 産業 の 
柱 と な り 、 製 造 業 と し て 、 自 動車 や 化学 、 製 鉄 な ど が 
ある 。 


南ア フリ カ 共 和 国 

人 口 : 5314 万 人 (2014 年 ) 

面積 : 122.1 万 km 

主要 言語 : アフ リカ ー ン ス 語 、 英 語 
通貨 : ラン ド ZAR (1ZAR=9.89 円 ) 
国民 総 所 得 : 3898 億 USD 

1 人 当たり 国民 総 所 得 : 7460 USD 
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創業 


営業 キロ う プ K「TI 

軌間 別 2 万 km (1065mm) 
314km (610mm) 
282km (1067mm) 
80km (1435mm) 

電化 キロ 6740km (DC3kV) 


2628km (AC25kV50H5) 


868km (AC50kV50H2) 


列車 運転 線路 左側 通行 


年 間 旅 客 輸送 量 " 4 億 7000 万 人 


/ 188 億 6500 万 人 キロ 


年 間 貨物 輸送 量 2 億 800 万 トン 


グ 1133 億 4200 万 トン キロ 
車両 数 EL/1565 DL/1092 EMU3920* 
PC/1223* FC/ 7 万 7849 


*2010 年 度 の デー タ (PRASA) 


運営 組織 


トラ ンス ネッ ト 貨 物 鉄道 (貨物 輸送 事業 ) 


Transnet Freight Rail (TFR) 


URL : http:/wwwr.transnetfreightraiLtfrnet 


南ア フリ カ 旅 客 鉄道 公社 (旅客 輸送 事業 ) 
Passenger Rail Agency of South Africa (PRASA) 


URL : http:/ 人 www.prasa.com 


ハウ トレ イン 
GAUTRAIN 


URL : http:/Wwww.gautrain.co.za 


ケー プ タ ウン 地区 を 走る Metrorail の 電車 


(左近 嘉 正 ) 


「 


鉄 1 帳 (の / ア 麻 中 


韻 2 2 ーーー 

1860 年 6 月 に 南ア リカ 最初 の 鉄道 (標準 軌 で 
後に 1065mm に 改 軌 ) が 、 ダー バン Durban の マー 
ケット スク エア Market Square ポイ ント Point 陸 
(延長 3.2km) で 開業 し た 。 続い て 、1863 年 に は ケー 
プ タ ウ ン Cape 1own ウェ リン トン Weliington 昌 


(延長 100kW も 開通 し た 。 1866 年 に は その 内 陸 部 

の キン バリ ー Kimberley で ダイ ヤ モ ン ド が : 発見 さ 
れ た た め 、 ケ ー プ タウ ン か ら キ ン バ リ ー へ 至 ぇ 
が 、 完 成 を 早め る た め 狭 軌 (1065mm) で 建設 さ 
1885 年 に 完成 し た 。 その 後 も 、 北 韻 の SL 
グ Johanmnesburg で 大 金鉱 が 発見 され る な ど し て 
ゴー ルド ラッ シュ が 起き 、 産地 と 港 を 結ぶ 鉄道 建設 
が 促進 され た 。 1910 年 代 ま で に 、 現在 の 衣 路 線 の 
ほとん ど が 建設 され て いる 。 その 後に 建設 され た 路 
線 は 支線 が 多い が 、 主要 路線 と し て は 1976 年 に 鉄 
鉱石 線 と 石 大 線 が 開業 し た 。 な お 、 これ 以降 は 新 線 
建設 は 行わ れ て いな い 。 

南ア フリ カ 連 邦 が 設立 され た 1910 年 に 、 地域 ご 
と の 鉄道 会 社 や 港湾 が 統合 され 、South African 
Railyay and Harbours (SAR&H) が 設立 され た 。 
1934 年 に は 、 南 アフ リカ 航空 も この SAR&H の 傘下 
に 人 っ た 。 その 後 、1981 年 4 月 に SAR&H の 組織 改 
時 が 実施 され 、 国営 企業 の South African Transport 
Service (SATS) と な っ た 。 

1990 年 4 月 に は SATS の うち 貨物 鉄道 と 中 長 距 
離 旅客 鉄道 は 、 南 アフ リカ 航空 、 港 湾 、 パ イプ ライ ン 
と と も に 100% 国 有 企 業 の トラ ンス ネッ ト 


| 


SS シン 6 
4 シン 


Transnet と な り 、 そ の 鉄道 部 門 は す ス ポー ルネ ッ ト 
SDoormet と 名 付け ら えた 。 同時 に 、 都市 内 旅客 鉄道 
部 門 は South Afrie an Commuter Oorporation 
(SARCO) が 引き 継 し \ だ 。 

2007 年 に ブル ー ト レイ ン を 除く 中 長 距離 旅客 輸 
送 を Spoormet か ら SARCC に 移譲 する 事業 再編 が 
あ り 、8Spoornet は 2007 年 7 月 か ら Transnet 
Freight Rail (TFR) と 改称 し た 。 さら に SARCC は 
2009 年 3 月 に Passenger Rail Agency of South 
Africa (PRASA) と な り 、 PRASA の 傘下 に 、 都市 近 
郊 旅 客 輸送 を 行う Metrorail (メト ロレ ー ル ) と 中 長 
距離 旅客 輸送 を 行う Shosholoza Meyl (ショ ショ ロ 
ザ メ イル ) が ある 。 

これ ら の 政府 系 鉄道 会 社 と は 別に 、 2010 年 の 
サッ カー の ワー ルド カッ プ 開 催 に あわ せ て 、 O.R. タ 
ン ボ 国際 空港 と 都心 を 結ぶ 標準 軌 (1435mm) の ハ 
ウト レイ ン (GAUTRAIN) が 2010 年 6 月 に 開業 し 、 
営業 最高 速度 160kmh で 運行 し て いる 。 


鉄道 の 特徴 


圏 TFR 
UN コジ 多 災 な 含 
< 一 般 貨物 は も と より 、 内 陸 部 の 鉱山 や 炭田 か ら 
0 の 重量 輸送 も 行わ れ て い 
る 。 こ れ ら の うち 重量 貨物 輸送 用 の 鉄鉱 石 線 と 石炭 
線 は 、 日 本 で は 見 られ な い 大 規模 な 貨物 専用 鉄道 で 
ある 。 
鉄鉱 石 の 鉱山 が ある 内 陸 部 の シシ ェ ン Sishen か 


エルメ ロ の 貨物 基地 に 停車 する 編成 長 約 2400m の 石炭 輸送 貨物 列車 


(左近 高 正 ) 
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Republic of South Africa 


ら 大 西洋 岸 の 港 サ ル ダ ナ Saldanha ま で の 861 km 
を 結ぶ 単線 の 貨物 専用 線 は 、 世界 で も 珍し い 単 層 
50kV 電 化 (AC50kV50Hz) を 採用 し て いる 。 1976 
年 に 開業 し た この 路線 で は 、 ジ ャ ン ボ と 呼ば れる 柄 
載 量 100 ト ン の 貨車 を 電気 機関 車 5 両 が 最大 で 
342 両 率 引 する 3.4 万 ト ン 輸 送 が 標準 と な っ て お 
り 、 貨 物 列車 の 長 さ は 約 4200m で あり 、 営 業 列車 と 
し て は 、 世 界 最長 で ある 。 

ヨハ ネス ブル グ の 東方 約 200km の 地域 に は 炭田 
が いく つも あり 、 産出 され た 輸出 用 石炭 は 支線 を 
使っ て 地方 都市 の エル メロ Ermelo に 集め られ る 。 
ここ で 最大 積載 量 84 トン の 貨物 200 両 を 電気 機関 
車 6 両 が 牽引 する 長 さ が 約 2400m ある 長大 貨物 列 
車 を 編成 し 、 標 高 約 1700wm の エル メロ か ら 約 
450km の 石炭 線 を 走っ て 、 イ ンド 洋 に 面 する 積 出 
港 の リチャーズ ベイ Richards Bay まで 下っ て ゆく 。 

この よう に 南ア フリ カ の 鉄道 は 、 高 軸 重 の 重量 貨 
物 輸送 に お いて 高い 技術 を 保有 し て いる 。 また 、 
1978 年 12 月 に ヨハ ネス ブル グ 近 郊 の 直流 電化 
(DC3kV) 区 間 で 狭軌 に お ける 世界 最高 速度 
245krmh を 記録 し て いて もり 、 南 アフ リカ の 鉄道 技 
術 は 、 狭 軌 と し て は 世界 有数 の 水準 に ある 。 

旅客 輸送 は 「 ブ ルー トレ イン 」 と 呼ば れる 豪華 寝 
台 列 車 を 運行 し て お り 、 プレ トリ ア Pretoria ケー 
プ タ ウ ン 間 の (延長 1600km) を 1 泊 2 日 で 結ん で 
いる 。 
田 PRASA 

メト ロレ ー ル は 、 南ア フリ カ の 主要 都市 で ある ヨ 
ハネ ス ブ ル グ (延長 360km)、 プ レト リア Fretoria 


| OGAUTRAIN 


ハウ トレ イン (GAUTRAIN) は 、 ヨ リカ の 在 来 線 は 、 軌 
ハネ ス ブ ル グ と プレ トリ ア を 南北 に 半 が 直流 電化 (3k 
結び 、 途中 の マル ボロ Marlboro か ら て 、 ハ ウト レイ 
O.R. タ ン ボ 国際 空港 まで の 分 岐 線 が 
ある 合計 80km の 路線 で 運行 し て い いる 。 
る 。 この うち O.R. タ ン ボ 国際 空港 とこ の プロ > シ 


。 サン トン Sandton 間 (延長 約 20km) の 鉄道 事業 で ( 
。 は 、 サ ッ カ ー の ワー ルド カッ プ 開 催 連携 ) 方 式 で 建 
に あわ せ て 、 2010 年 6 月 に 先行 開業 2006 年 に ハウ 
、 し 、 2012 年 6 月 22 日 に 全線 開業 し ン ベ ラ Bombel 3 
52270 カ 最 速 の 160kmh で 運行 の PPP 事 業 計画 を 
され て お り 、O.R. タ ン ポ 空港 か ら 市 260 億 ZAR の ぅ 


「 内 (Sandton) を 14 分 で 結ぶ 。 南ア フ 
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(120km、 タ ウン (370kmy、 ダー バッ 
(208km)、 イ - (トロ ンド ン East London (49km、 
ポー ト エ リ ザ ベ ス Port Elizabeth (43km) の 6 都市 
都市 内 旅客 輸送 を 行っ て いる 。 また 、 ショ ショ ロ 
ザ メ イル は 、 都 市 内 で は メト ロレ ー ル の 路線 を 使用 


し 、 都市 内 を 出る と TFR の 路線 を 使用 し て いる ぇ 。 ョ 
入 ネ ス ブ ル グー ダー バン 、 ヨハ ネス プル グー ケー プア 
タウ ン 、 ヨハ ネス ブル グー ポー ト エ リザ ベス 、 ヨ ハム 
ネス ブル グー イー スト ロン ドン 、 ヨハ ネス ブル グ -。 
コマ チ ポ ー ト Komatipoort、 ヨハ ネス ブル グー メッ 
シナ Messina の 6 路線 が 週 に 3 一 6 本 程度 運行 され 
て いる 。 

使用 され て いる 車両 が 平均 車 齢 約 40 年 を 経過 し 
て いる な ど 、 施設 の 老朽 化 が 進ん で いた た め 、 安 全 
対策 上 の 必要 性 が 高まっ た こと 、 また 、 2010 年 の 
サッ カー ワー ルド カッ プ 開 催 に 向け た 都市 内 整 備 
を 契機 と し て 、 近年 は 車両 や 駅 施設 の 改良 工事 等 が 
行わ れる な ど 、 施設 改善 に 向け て の 取り 組み が 行わ 
GAX の 8 


将来 の 開発 計画 


回 TFR 

TFR は 2012 年 度 か ら 2018 年 度 に か け て 、 貨物 
輸送 の 機能 を 増強 する 7 カ年 計画 を 策定 し た 。 総 額 
3000 億 ZAR に の ぼる 投資 計画 で あり 、 その うち 約 
2000 億 ZAR が 鉄道 セク ター に 投資 され 、 鉄道 の 総 


輸送 量 を 2.01 億 トン 年 か ら 3.5 億 トン 年 に 増 
加 さ せる 計画 で ある 。 


隊 e ら 
全線 80km の うち トン ee 
km、 高架 橋 と 盛土 が 合計 9kKm で 
い 全 10 駅 の う Ex 


ンタ 
/ 1435mm 高速 鉄 2 
ーー 複 和 
1065mm/1067mm 
ーーー 単線 電 人 
ーー 単線 
ーーーー 貨物 (電化 ) 線 
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610mm 
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Rutenga 代 。 
/ MessinaJ 
/ Louis 人 _Soekmekaar 


Ellisraso Polokwan@ | 
Vaalwater = Zebediela 6PhalaborWa 
lstroom Steelp 5OE QHoedspruit 


Middelwit 9 ONortham 
Brits 
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= こ ・ Komatipoort 
chadodorp o Mhume 
、/ き Maputo 
TOO sMbabane 
[othair 


リス ワ ジ ラン ド 


9Ladysmith 4 
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レント Pd ・ 喘 

Matatiele シー 
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o Port Elizabeth 
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ーー バニーーーーーーー ゴ ーーーーーー テ テ 


主 な 投資 プロ ジェ クト は 、 ① 新 規 機関 車 の 導入 
(1100 億 ZAR)、 ② 石 炭 線 の 改良 (350 億 ZAR)、 ③ 
信号 シス テム の 改良 (150 億 ZAR)、④ 技 術 訓練 (76 
備 ZAR)、⑤ 中 小 企業 支援 (42 億 ZAR) が ある 。 

圏 PRASA 

新型 車両 の 導入 と それ に 合わ せ た ネ ットワーク 、 
設備 、 信 号 の 改良 を 含む 近代 化 計画 が 策定 され て い 
る 。 主 な プロ ジェ クト は 、 ① 新 規 EMU7224 両 の 調 
達 (1350 億 ZAR)、 ④ 信 号 シ ステ ム の 近代 化 (170 
偽 ZAR)、③ イ ン フ ラ の 近代 化 (150 億 ZAR)、 ず ④ 保 
有 車 両 の 改修 (100 億 ZAR) が ある 。 その うち 新規 
EMU7224 両 の 調達 は 、2015 年 か ら 年 間 360 両 の 
新 製 車両 を 20 年 間 に わ た り 調 達 を 行う 計画 で あ 
る 。 ご 左近 亮 正 > 


3 


南ア フリ カ の 運輸 省 が 策定 し た 国家 運輸 マス ター 
AP 2050) の 中 で 、 ヨ ハネ ス ブ ル グー 
610km)、 ヨ ハネ ス ブ ル グー ケー プ 
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きこ NN 吾 O 〇 きこ k 計 


Kingdom of Swaziland 


スワ ジラ ンド [ 


鉄道 の 主要 デー タ (2009 年 ) 


Pe 一 
創業 1964 年 


営業 キロ 301km (1065mm) 

] “ 電化 キロ 非 電化 
列車 運転 線路 単線 の み 
年 間 旅客 輸送 量 1000 人 

グ 20 万 人 キロ 
年 間 貨物 輸送 量 400 カ トン 

/6 億 トン キロ 
車両 数 DLU6 FC/169 


国 の あら まし 


南部 アフ リカ 南東 部 に 位置 
する 内 陸 国 で 、 南ア フリ カ 共 
和 国 と モザ ン ビ ー ク に 囲ま れ 
て いる 。19 世 紀 に スワ ジ 王 国 詳 
が 建国 され た が 、 イギリス の 喘 
支配 が 進み 、 1968 年 に イ ギ リ 
ス 連 邦 内 の 立憲 王国 と し て 独 
立 し た 。 その 後 、 憲法 が 停止 され た が 、 2006 人 
王 に 強い 権限 を 残す 新 憲法 が 発布 され た 。 ス ワ ジ 人 
が 主 の 国 で 、 国王 の 名 が 部 族 名 や 国名 と な っ た と い 
う 。 サ バナ 気候 帯 の 高原 に あり 、「 ア フリ カ の スイ 
ス 」 と も いわ れる 。 穏健 外交 政策 を 進め 、 南部 アフ 
リカ 開発 共同 体 、 南部 アフ リカ 関税 同盟 に 加盟 し て 
いる 。 ナ ミ ビ ア と レソト と と も に 南ア フリ カ 共 和 国 
と の 共通 通貨 圏 を 形成 し て いる 。 南ア フリ カ 共 和 国 
の 経済 と の 結び つき が 強い が 、 同国 と 異な り 天然 資 
源 に は 恵まれ て は いな い 。 し か し 、 温暖 な 気候 や 肥 
浜 な 土地 で ある た め 、 木材 や 砂糖 、 相 橘 類 な どの 農 
林業 が 主 産業 と な っ て いる 。 主食 は と う も ろ こ し で 
ある が 、 た び た び 襲わ れる 干ばつ の た め 輸 入 に 頼っ 
て いる 。 


スワ ジラ ンド 鉄道 
Swaziland Railway (SR) 
URL : http:/WvwW.SWaZirall.CO.Z 


全 ス ワ ジ ラン ド 王 国 

人 口 127 万 人 (2014 年 ) 
面積 : 1.7 万 km 

主要 言語 : 英語 、 ス ワ ジ 語 

通貨 : リラ ン ゲ ー ニ SZL (1SZL=9.89 円 ) 
国民 総 所 得 :35 億 USD 

1 人 当たり 国民 総 所 得 :2860 USD 


Sidvokodvo 資 物 駅 ( 秋 
山 
372 芳 弘 ) 


g4 年 の イギリス * が - "協定 に よっ て 、 ス ワ ジ 
| : は 南ア フリ カ 連 邦 の 行政 下 に お か れ て いた 
クン も 南ア フリ カ 連 才 下 で 運営 され て きた 
器 に スワ ジラ ンド 鉄道 法 に より スワ ジラ ンド 


(人 公社) が 設立 され た 。 

ッ リ ジラ ンド の 鉄道 路線 は 南北 で 南ア フリ カ と 、 

と マブ ー ト Maputo (モザ ン ビ ピーク) まで の 鉄道 
接続 し て いる 。 最も 早く 開業 し た の は 、 ゴ バ Goba 
(を ザン ビー ク ) か ら 工 業 地域 の マツ ァ パ Matsapha 
j ぉ よび メグ ウェ ン ヤ Ngwenya 地 方 の 鉄鉱 石 鉱山 の 
ぁ る カタ ケ Ka Dake を 結ぶ 126km の 路線 で ある 。 
1064 年 に 開業 し た が 、 1978 年 まで は モザ ン ビ ピーク 
光 道 が 事業 権 を 有 し て いた 。 その 後 、 プ ズ モ ヤ 
Phuzumoya か ら 南ア フリ カ と の 国境 都市 で ある ゴ 
レラ Golela を 結ぶ 95km の 路線 が 開業 し 、 南ア フリ 
ヵ の 鉄道 と つなが っ た 。 さらに 、 1986 年 に ム パ カ 
Mpaka か ら 南 アフ リカ と の 国境 都市 ジャ ネイ ニ 
Tjanem を 結び 、 コマ チ ポ ー ト Komatipoort (南ア フ 
リカ ) に 至る 120km の 路線 が 開業 し 、 現在 の 鉄道 
ネッ トワ ー ク が 形成 され た 。 

な お 、 1980 年 代 に メグ ウェ ン ヤ 地方 の 鉄鉱 石 鉱 
山 が 閉鎖 し た た め 、 カ ダ ケ ー マ ツ ァ アパ 間 の 路線 が 廃 
線 と な っ た 。 


Mbabane 


Matsapha 
デベ Sidvokodvo 


鉄道 の 特徴 


スワ ジラ ンド の 鉄道 は 、 賃 物 輸送 主体 で あり 、 製 
柄 製 品 、 鉱 物資 源 、 リ ン 酸 、 果物 、 木材 、 コ ン テ ナ が 
主 な 品目 で ある 。 貨物 輸送 量 の 約 4 分 の 3 は スワ ジ 
ラン ド 国 内 は 通過 する の み で 、 南 アフ リカ お よび モ 
ザン ビー ク へ 輸送 され て お り 、 その うち 、 南ア フリ 
カ 貨 物 鉄 道 会 社 (TFR) と の 取引 が 80%、 モ ザン ビー 
グ ク 港湾 ・ 鉄 道 公社 (CFM) と の 取引 が 20% で ある 。 
また 、 コ ン テ ナ 輸送 は 、 マ ツア パ に コン テ ナ ・ ド ライ 
ポー ト が 設け られ て いる 。 南 アフ リカ 北部 地方 か ら 
同国 の ダー バン Durban 港 や リチャーズ ベイ 
Richards Bay 港 に 貨物 を 輸送 する た め に ジャ ネイ 
ニー ゴ レ ラ 間 の 路線 が 使用 され て お り 、 輸送 量 が 最 
も 多い 区 間 と な っ て いる 。 こ れ は 南ア フリ カ国 内 の 
路線 を 使用 する より も 同 ル ー ト が ダー バン 港 や リ 
チャ ー ズ ベイ 港 へ の 最短 ルー ト と な る た めで ある 。 
一 方 、 旅 客 輸送 は 、 月 に 5 本 程度 の 観光 列車 が 、 南 
アフ リカ の 民間 事業 者 に より 運行 され て いる が 、 こ 
の 列車 が スワ ジラ ンド で 運行 され て いる 唯一 の 旅 
客 輸送 で ある 。 


将来 の 開発 計画 


開発 計画 に つい て は 、 南ア フリ カ の ム プ マラ ン ガ 
Mpumaqlanga 州 ロ セ ー Lothair と スワ ジラ ンド の 
シド ヴォ コ ド ヴ ォ Sidvokodvo を 結ぶ 新 線 建設 や シ 
ド ヴ ォ コ ド ヴ ォ ー ゴ レラ 間 の 既存 路線 改良 計画 が 
ある 。 こ の 路線 は スワ ジラ ンド レー ルリ ンク と 呼ば 
れ て お り 、 輸 送 力 が 不足 し て いる 南ア フリ カ の 石炭 
線 (エル メロ ー リ チャ ー ズ ベイ ) の 代替 輸送 ルー ト 
と し て 計画 され て いる 。 く 左近 間 正 > 


No 


スワ ジラ ンド 鉄道 の 有 甘 貨車 (左近 嘉 正 ) 
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テ VMIwJAAO きこ NN を 製 


Republic of Madagasc9r 


マダ ガス カル ( 


国 の あら まし 

アフ リカ 大 陸 南 部 の 東 : 仙 
沖合 約 500km の イン ド 2 所 
洋上 に 浮か ぶ 島 国 で 、 島 恒 請 還 天 
と し て は 世界 で 4 番目 に (@ ア ンタ ナナ リボ 
面積 が 大 きい 。 北部 は サ 』 | "nanarto 
バナ 気候 、 南部 は ステ ッ 還 請 訟 
プ 気 候 の 乾燥 地帯 で あ 軒 3 
る 。 大 陸 移 動 の 早い 時 期 請 論 


に アフ リカ か ら 分 か れ た た め 、 ポ 異な 動植物 相 が 見 
られ る こと で 知ら れ て いる 。 か つて イン ド 洋 を 渡っ 
て きた と いわ れる マレ ー 系 住民 が 多数 を 占め て い 
る 。16 世 紀 に メリ ナ 王 国 が 成立 し た が 、17 世紀 頃 か 
ら フ ラン ス の 影響 下 に 入り 、19 世紀 末 に は メリ ナ 王 
国 が 滅亡 し 、 フ ラン ス の 植民 地 と な っ た 。 第 2 次 世 
界 大 戦 を 経て 、 1960 年 に フラ ンス か ら 独 立 し た 。 マ 
ルコ ・ ポ ー ロ が 『 東 方 見 聞録 』」 の 中 で 現 ソ マリ ア の 
首都 モガディシオ を 間違え て 記載 し 、 それ が 変化 し 
て 国名 と な っ て いる 。 モ ガ デ ィ シ ュ と は 「 シ ャ ー ( 支 
配 者 ) の 治め る 地 」 の 意味 と いう 。 米 、 コー ヒー、 バ 
ニラ な どの 農業 と エビ な どの 漁業 が 主 産業 で ある 。 
バニ ラ は 世界 第 2 位 の 生産 量 を 誇る 。 


マダ ガス カル 共和 国 

人 口 : 2357 万 人 (2014 年 ) 面積 :58.7 万 kmf 
主要 言語 : マダ ガス カル 語 、 フ ラン ス 語 
通貨 : アリ アリ MGA (1MGA=0.04 円 ) 
国民 総 所 得 :97 億 USD 

1 人 当たり 国民 総 所 得 :430 USD 
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ーーー _ この < と ーーーー ナ ーーー- 
鉄道 の 主要 デー タ (2009 年 ) 
ーーーーーーーーーーーーー。 
創業 1903 年 
営業 キロ 854km (1000mm) 
電化 キロ 非 電 化 
列車 運転 線路 単線 の み 
年 間 旅客 輸送 量 *6 万 9000 人 
**10 万 9000 人 


年 間 貨物 輸送 量 *34 万 9000 ト ン 
*#1 万 3000 ト ン 


車両 数 DL17 DMU/1 PC/15 FC273 
* ッ ダレ ー ル の デー タ "FCE 鉄 道 の デ ー タ 


運営 組織 
nw 
マダ レー ル 社 
Madarail SA 


URL: http:/vwwr.madarall.m9 

フィ アナ ラン ツア 東海 岸 鉄道 
Fianarantsoa-C9te Est Railway (FCE) 

1 Avenue du General Leclerc Fianarantsoa 
Madagascar 


フュ ラン 製 レ ー ル カー を 使っ た 観光 列車 (Getty Ima969 


月 


史 


ems 

此 部 の 首都 アン タナ 
リカ ヴィ ル Brickaville 間 
。1903 年 に 開業 し た 。 高地 の フィ アナ ラン ッ ォ ァ 
。 narants09 と 東海 岸 の マナ カラ Manakara 港 を 結 
ェ 南 部 の 独立 路線 は 、 コー ヒー 輸送 の た め に フラ ン 
の 植民 地 時 代 の 1926 年 に 着工 し 、 1936 年 に る 
紋 開 業 し た 。 その 後 、1982 年 に マダ ガス カル 国鉄 
(Reseau National des Chemins de Fer Malagasy : 
RNCFM) が 設立 され 、 こ れ ら の 路線 を 運営 し た 。 

し か し な が ら 、 鉄道 の イ ン フ ラ 整 備 に 資金 が 投入 
され な いた め 、 道 路 網 に 対し て 鉄道 は 貧弱 な 状態 で 
あぁ っ た 。1993 年 に 鉄道 運営 を 民間 会 社 に 開放 する 
こと に な り 、2003 年 7 月 に Comazar グ ルー プ の 子 
会 社 マ ダレ ー ル Madarall が 北部 路線 ( 約 650km) 
の 25 年 間 の 運営 権 を 獲得 し 、 運行 を 開始 し た 。 マ ダ 
レー ル が 引き 継い だ と き に は 、 旅客 輸送 は 中 止 さ 
れ 、 貨 物 輸 送 の み 細々 と 実施 され 、 鉄道 は 機能 停止 


ッ ダ ガス カ ル 最 初 の 次 


リボ Antananar1Vo ~ 


上 軸 
hy 


Lac Al 【 
Morarano-Chrome Ambatrasoratra 
ト ga 回 アン 


2 に 


か や 


naninkarena 


Vi 
yam 2 マダ ガス カル 


Fianarantsoa 


Manakara 


ーー Inosy イン ド 洋 


Tolara。 ノ レブ 


数 字 は 主 な 都市 人 口 (万 人 ) 


0 200 400km 


5 ee 本 ニー ID 
ーー 録 道 6 芝 


状態 で ぁ っ た 。 
Vecturis グル ー 
り は 政府 ) を 保 
国 が 鉄道 イン フ 
る 。 

7 南部 の 路線 は 民営 化 さ れず 、 政府 が 所 有 し 
運営 し て いる . 何 度 も 閉鎖 の 危機 に 見 舞 わ れ 、 1990 
年 代 の 終わ り に は 荒廃 し て し まっ た 。 さら に 2000 
年 2 月 と 3 月 に 来襲 し た サイ クロ ン に ょ り 深刻 な 被 
害 を 受け 、 ス イ スズ 連邦 鉄道 (SGBB) や 世界 銀行 


(BRD) な どの 資金 援助 に より 運行 が 可能 な 最低 レ 
ベル に 復旧 され た 。 


その 後 ベ ルギー に 本 社 を お く 
プ が マ ダレ ー ル の 株 式 の 75% ( 残 
有 し て 運営 権 を 引き 継い だ 。 な お 、 
プ 。 マダ レー ル は 車両 を 保有 し て い 


鉄道 の 特徴 


マダ ガス カル に は 北部 に 3 路線 、 南部 に 独立 し た 
1 路線 (フィ アナ ラン ツア 東海 岸 鉄道 : FCE 鉄道 、 
163km) が ある 。 北 部 路線 は 、、 ア ンタ ナナ リボ と マダ 
ガス カル 最大 の 港 ト アマ シナ moamasima を 結ぶ 
TOCE 線 (372km)、 ア ンタ ナナ リボ と 高原 の アン ツィ 
ラベ Antsirab6 を 結ぶ TA 線 (159km)、TCE 線 の モ 
ラフ マンガ Moramanga か ら ア ラオ トラ 湖 Lac Alaotra 
まで の MLA 線 (142km) の 3 路線 で 構成 され て いる 。 
圏 マ ダレ ー ル 社 

運営 権 契 約 と と も に 2003 年 か ら 投資 5 カ年 計画 
が 始ま り 、 世 界 銀行 と ヨー ロッ パ 投 資 銀行 (ETB) の 
資金 に より 鉄道 の リハ ビリ が 実施 され た 。 貨物 輸送 
で は 、 ア ンタ ナナ リボ ー ト アマ シナ 港 間 の 再開 が 最 
優先 課題 だ っ た 。 また 旅客 輸送 は モラ マン ガー ト ア 
マシ ナ 間 で 2008 年 に 再開 し た 。 

貨物 の 主要 輸送 品目 は 、 クロ ム 鉱 石 と セメント ・ 
石油 製品 ・ 一 般 貨物 ( 米 ・ 穀 物 ・ 肥 料 ) で ある 。 輸送 
量 は 国鉄 時 代 の 年 間 10 万 トン か ら 43.6 万 トン 
(2010 年 ) に 増加 し た 。 ま た レミ ュ リ (Lemurie) 急 
行列 車 や フラ ンス の 植民 地 時 代 以 降 使用 し て いる 
ミシュ ラン の レー ルカ ー を 使っ た 観光 列車 を 運行 
1 の @VN べ き 
田 フ ィ ア ナラ ン ツ ア 東 海岸 鉄道 

海岸 か ら 高 原 ま で を 走る フィ アナ ラン ツア 東海 
岸 鉄道 は 風光 明 婚 な 区 間 が 多い た め 、 ミシュ ラン の 
レー ルカ ー を 使用 し た 観光 列車 を 運行 し て いる が 、 
沿線 の 地区 へ の 道路 が な い の で 、 一 般 貨物 輸送 (所 
要 時 間 は 8 一 12 時 間 ) と 旅客 輸送 (2015 年 現在 で 
は 週 3 本 運行 ) も 実施 し て いる 。 < 秋山 芳 弘 > 
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こさ XS 人 IO きこ NN 計 


| 0 の 57680 間 計 / 才 2 


、 語 


束 華 列車 ロボ スレ イル の 旅 
(南ア フリ カ ) 
所 ッ ト に 
「 ウ ェ ル カム サー ! ミス ター、 サク ライ !」「 デ ィ の 2 69 PC 
ス 、 イ ズ 、 ユ アル ー ム 、 キ ン バ リ ー !」 on に 

ヽ 、 お ニ キラ を 呈 \ て いた 40 

と 。 ー ) 3 日 の 我 が 居 は 、 百獣 の o 0 ミリ 
クル ー の イロ ー ナ 嬢 に 案内 され 、 2 泊 送 レン ズ を 村 】 ワ の ファ イン ダヨ に 


家 と な る デラ ックス 個室 に 案内 され る 。 各 個室 に は 
それ ぞ れ 南ア フリ カ の 地名 が 冠 さ れ て いる が 、 キ ン 
バリ ー と は 、 世 界 最大 の ダイ ヤ モ ン ド 鉱 山 の 名 で は 
な いか 。 内 装 も また ゴー ジャ ス そ の も の だ 。 ウエ ル 
カム ・ ド リン ク で 乾杯 する と 、 そ の グラ ス 片 手 に 食 
堂 車 へ 。 1911 年 に 製造 され た アン ティ ー ク な ダイ ニ 
ング カー で ディ ナー が 始ま っ た 。 まず 前 菜 は 、 白身 
魚の サフ ラン ソー ス 添 え 。 続 いて ピー マン ベー ス の 
野菜 スー プ 。 そ し て メイ ン デ ィ ッ シュ の ラム 肉 の マ 
スタ ー ド ・ ハ ー ブ ソ ー ス 添え に 舌鼓 を 打つ 頃 、 「 ロ ボ 
スレ イル 」 は 、 あ くま で も 厳か に 発車 し た 。 時 計 の 針 
は 20 時 ちょ うど 。849km 先 の 終着 駅 プレ トリ ア ま 
で 2 泊 3 日 の 優雅 な 旅 の 始ま り で ある 。 

ビ ピー ター スバ ー グ 駅 を 発っ た 翌日 午後 3 時 、 列車 
は クラ セリ ー 駅 に 到着 し た 。 辺 り は 人 家 ひ と つづ 見当 
た ら な い 柚 蒼 と し た ジャ ング ル だ が 、 ホー ム の 傍ら 
に は 十 数 合 の サフ ァ リ カー が 待機 し て いた 。 そう 、 
乗車 2 日 目 の ハ イラ イト は 、 ク ルー ガー 国立 公園 の 
野生 動物 ウォ ッ チ ング な の だ 。 サ ファ リカ ー に 揺 ら 
れ 荒 野 を 行く 。 け れ ど も 動物 は な か な か 現れ な い 。 
太陽 が オレ ンジ 色 を いよ いよ 濃く し 、 間もなく 山 の 
端 に 流し よう と し て いる 。 動物 が 現れ な いま ま 、 夜 
に な っ て し まう の だ ろう か ? 残念 に 思っ た その 時 


ロボ スレ イル 14 両 編 
成 の 先頭 に 立つ マウ ン 
テン 型 蒸 気 機関 車 。 
1938 年 に ドイ ッ で 製 
造 され た 名 機関 車 。 狂 
軌 な が ら 堂 々 た る スタ 
イル 。 


乗車 3 日 目 の 朝 を 迎え 
た ヴァ ー タ ルフ ァ ル . 
ヴォ ー ベ ペン 。 標 高 1471 
m の 高原 に 位置 し 、 車 
窓 を 開け る と キャ ビン 
内 は 朝 の 涼風 に 包ま れ 


こ o 
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いん で きた 瞬間 0 1 叶わ ずい し た 

それ か ら 日 没 ま で の 数 分 こ 、 動物 た ち は 次 々 に 
現れ た 。 ジ ラフ (きり ん )、 欠か (し ま 馬 )、 クロ サイ 
7 の パー グー ソバ ン ン クー ズミ そし て イ ポ イリ / 
シシ 。 興 奮 し た 私 は 、 いつの間に か 立ち 上 が り 英 
心 も 、 す っ か り 童 心 に 返っ て いた 。 

乗車 3 日 目 の 朝 は 、 ヴァー タル ファル ・ ヴ ォ ー ペ ベッ 
で 迎え た 。 標 高 は 1471 m、 今回 の 最高 地点 だ 。 窓 を 
開け 放つ と 高原 な ら で は の 涼風 が 類 を な で た 。 カ ー 
ブ に 差し か か り 、 前 方 を 見 れ ば 、「 ロ ボス レイ ル | の 
全編 成 が 一 望 で きる 。 この 14 両 に 乗客 は わずか 46 
名 。 い か に 抄 沢 な 列車 か が が わか ろう と いう も の 。 ち 
な み に 、 ブリ ティ ッシュ ・ グ リー ン 色 は 、 オー ナー の 
ロー ハン ・ フ ォ ス (愛称 ・ ロ ボス ) 氏 好 み の カ ラー だ 
そう だ 。 

や が て 14 時 過ぎ 、 列車 は レイ トン 駅 に 到着 し た 。 
終着 駅 プレ トリ ア ま で 、 あ と 40km ほど な が ら 、 こ の 
駅 で 先頭 の 機関 車 を 交換 する と いう 。 興 味 津々 ホー 
ム に 降り て みれ ば 、 電 気 機関 車 に 代わ っ て 、 蒸 気 機関 
車 が 連結 され た 。1938 年 ドイ ツ で 製造 され た マウ ン 
テン 型 で ある 。 豪華 列車 と いう だ け で うれ し い の に 、 
最後 に 蒸気 機関 車 と は 心 憎 い 演出 だ 。 櫻井 寛 > 


ピー ター スパ バーグ 駅 に 
停車 中 。 食堂 車 で は 間 
も な く デ ィ ナ ー が 始ま 
ろう と し て いる 。1911 
1、 年 製造 の アン ティ ー ク 
な ダイ ニン グ カ ー で あ 
る 。 


ロボ スレ イル 14 両 編 
成 中 に わずか 2 部 屋 の 
み と い う 最 高級 の ロイ 
ヤル ・ ス イー トル ー ム s_ 
ヴィ クト リア 様式 の パ 」 
スル ー ム も 完備 する 


便り 介 47 上 只 ん ルス スパ ナー トス ルン < の スー オレ ーー トン ーーー 


南北 アメ リカ 


骨 North & South America 


Page 

378 アメ リカ 合衆国 

386 カナ ダ 

392 メキ シコ 

395 グアテマラ / エ ル サ ル バ ドル / ホ ンジ ュ ラ ズ 
400 コス タリ カ 

402 パナ マ 

406 キュ ー パ 

410 ジャ マイ カ / ド ミニ カ 共 和 国 
412. コ 回 錠 民 沈 

414 ベネ ズ エ ラ 

416 エク アド ル 

ni ミー - 、 還 2 

電電 提 428 ボリ ビア 

“ 32' パン 4 

434 ウル グ ア イ 

436 アル ゼン チン 

440 チリ 


444 コラ ム 「 ア ン デ ィ ア ン エクスプロー ラー」 
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United States of Americ4 


アメ リカ 合衆国 


国 の あら まし 
北米 大 陸 の 中 央 部 計 請 環 Il 


に 位置 し 、 世 界 第 3 
位 の 面積 を 誇る 連邦 
国家 。 1776 年 に イ ギ 
リス か ら 独 立 を 宣言 
し た 13 州 を 中 心 と 
し て 、 独 立 戦争 を 経 
て 1783 年 に 建国 され た 。 建国 当初 より 自由 と 平等 、 
民主 主義 を 旗印 と し 、 南北 戦争 さなか の 1862 年 に 
は リン カー ン 大 統領 に よっ て 奴隷 解放 が 宣言 され 
た 。 また 1867 年 に アラ スカ を ロシア よ 』 細 骨 及 
1898 年 に は ハワイ 王国 を 併合 、 さ ら に 米 西 戦争 の 
勝利 に よっ て スペ イン より プエルト リコ な どの 植 
民 地 を 獲得 する な ど 領 土 を 拡張 し て いる 。2 度 の 世 
界 大 戦 で は 、 い ずれ も 当初 は 中 立 を 保っ て いた も の 
の 、 後 に 連合 国 側 と し て 参戦 、 勝 利 し て いる 。 そ し て 
第 2 次 世界 大 戦後 は 資本 主義 陣営 の 盟主 と し て ソ 
ビエ ト 連 邦 と 相対 し 、 冷戦 終結 後 は 名 実 と も に 唯一 
の 超大 国 と な っ た 。 現在 も 強大 な 軍事 力 と と も に 、 
GNP 世 界 第 1 位 の 高い 経済 力 を 維持 し 、 中 心 都 市 の 
ニュ ー ヨ ー ク は 世界 経済 ・ 金 融 の 中 心 で ある と 同時 
に 国際 連合 の 本 部 も 置か れ て いる 。 


AM 


例 ア メリ カ 合 衆 国 

人 口 :3 億 2258 万 人 (2014 年 ) 面積 :962.9 万 km 
主要 言語 英語 

通貨 : 米 ドル USD (1USD=120.04 円 ) 

国民 総 所 得 : 16 光 4304 億 USD 

1 人 当たり 国民 総 所 得 :5 万 2340 USD 
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fr キー た 
鉄道 の 主要 デー タ (2012 年 ) 
Pe ーー 


創業 1830 年 

営業 キロ 22 万 9037km (1435mm) 

電化 キロ 607km (AC12.5kV25Hz) 
423km (AC25kV60Hz) 
209km (DC1.5kV) 

列車 運転 線路 有 側 通行 

年 間 旅 客 輸送 量 3160 万 人 
ン 95 億 1800 万 人 キロ 

年 間 貨物 輸送 量 2 光 5420 億 トン キロ 
17 億 1043 万 トン " 

車両 数 " EL76 DL2 万 7821 


EMU (高速 列車 ) 20 編成 
PC/1553 FC/54 万 5463 
*2011 年 度 の デー タ 
* 車 両 数 に 関し て は 、 カ ナダ 国内 の デー タ も 含ま れる 。 


運営 組織 


アメ リカ 旅客 鉄道 公社 (鉄道 旅客 事業 ) 
アム トラ ッ ク (Amtrak) 

National Railroad Passenger Corporation 
URL : http:7www.amtrak.com 

アラ スカ 鉄道 

Alaska Railroad Corporation (ARRC) 
URL : http:/ 人 vww.alaskarailroad.com 
貨物 鉄道 会 社 574 社 

田 | 級 資 物 鉄 道 会 社 7 社 (P380 参照 ) 
田 Regional 貨物 鉄道 会 社 21 社 

田 |ocal 貨物 鉄道 会 社 546 社 


ーー オン パシ フィ ッ ク 鉄道 (UP) の 貨物 列車 


sn 一 
9 て 30 年 代 に さか 
ッ ト 鉄 道 (Quincy 


ァ メ リカ の 鉄道 錠 興 ) 
の ぼる 。 グル 1 ジッ ンー 
Granite Railway) は 、 化 | - 理 ぶた め に 1826 年 
に 開業 し た イン クラ イン と 語 車 鉄道 で 、 一 般 に アメ 
リカ 初 の 鉄道 で あ る と 称 さ れる こと が 多 し また 
1830 年 に は 、 切 め て 旅客 営業 を 行っ た 鉄道 会 社 で 
ぁ る ボル チ モ ア ・ ア ンド ・ オ ハイ オ 鉄 道 Balimore 
md Ohio Railroad) が 開業 し て いる 。 開業 当初 は 馬 
還 鉄 道 で あっ た が 、 翌年 か ら は 恭 気 機関 車 に よる 旅 
客 営 業 を 始め 、 ア メリ カ に お ける 鉄道 の 時 代 が 幕 を 
開け た 。 以後 、 ペン シル バニ ア 州 や バー ジニ アァ 川 、 
ノー スカ ロラ イナ 州 な ど 東 海岸 お よび 五大 湖 ・ ミ シ 
シッ ピ 川 流域 を 中 心 に 鉄道 網 が 広がっ て いく こと 
に な る 。 

1840 て 50 年 代 、 アメ リカ の 鉄道 建設 は ヨー ロッ 
パ を は る か に 上 回 る 速度 で 進み 、 1960 年 に は 総 延 
長 が 4 万 8000km に も 達し て いた 。 ペ ン シ ー 
(Pemsy) の 愛称 で 親しま れ 、 後に 世界 最大 の 鉄道 
会 社 と な る ペン シル バニ ア 鉄 道 (Pennsylvania 
Railroad) は 、 1846 年 の 開業 。 また ペン シル バニ ア 
鉄道 の ライ バル 企業 と し て 知ら れる ニュ ー ヨ ー ク ・ 
セン トラ ル 鉄 道 (New York Central Railroad) は 、 
ニュ ー ヨ ー ク 州 の 鉄道 会 社 10 社 の 合併 に よっ て 
1853 年 に 誕生 し て いる 。 

これ ら 鉄道 会 社 は 、 倒産 や 合併 を 繰り 返し な が ら 
路線 網 を 広げ 、 生き 残っ た 会 社 は 大 資本 と し て 成長 
し て いく 。 また 多く の 路線 は 、 ニ ュー ヨー ク New 


O 代 表 的 な 列車 


ーー 


ンク 


人 アセラ ・ エ クス プレ ス 
北東 回 廊 の 主要 都市 を 
結ぶ 高速 列車 。 航 空 機 を 


ビス が 行わ れる 。 

- カリ フォ ルニア ・ セ ゼファー 
コ 間 を 2 泊 3 日 で 結び 、 
ロッ キー 山脈 の 迫力 ある 
車窓 風景 が 魅力 。 アム ト 


屈指 の 人 気 を 誇る 。 


意識 し た 2 クラ ス 制 が 採 
用 され ビジ ネス クラ ス で 
は 飲み 物 や 軽食 の サー 


シカ ゴー サン フラ ン シ ス 


ラッ ク の 長 距 離別 車 で も 


コン テ ナ を 2 段 積み に する ダブ ルス タッ ク 


York と エリ ー RErie 湖 と を 結ぶ エリ ー 運 河 に 沿っ て 
建設 され た ニュ ー ヨ ー ク ・ ア ンド ・ エ リー 鉄道 (New 
YOrK and Erie Rail Road) や ニュ ー ヨ ー ク ・ セ ント 
ラル 鉄道 の よう に 、 水運 と 競合 ある い は 協調 する 形 
で 敷設 され た 。 一 方 で 1850 年代 に な る と 、 ゴー ル 
ドラ ッシュ の 影響 に より 西部 で も 鉄道 路線 が 次 々 
と 建設 され て いく 。1860 年 代 に は 大 陸 横 断 鉄道 の 
建設 も 始ま り 、 ネブラスカ 州 の オマ ハ Omaha か ら 
ユニ オン ・ パシ フィック 鉄道 (Umion Pacifc 
Railroad Company :UP) が 、 セ ント ラル ・ パ シフ ィ ッ 
ク 鉄 道 (Central Pacific Railroad) が カリ フォ ル ニ 
ア 州 サク ラメ ント Sacramento か ら 建 設 を 進め た 、 
そし て 1869 年 5 月 10 日 、 両社 の 路線 が ユタ 州 の プ 
ロモ ント リー・ サ ミッ ト Promontory Summit で 結 
ば れ 、 北 米 大 陸 初 の 大 陸 横 断 鉄 道 が 開業 し て いる 。 
こう し て 大 陸 全 土 に 広がっ て いっ た 路線 網 は 、 
1870 年 に は 約 10 万 km、1916 年 に は 約 42 万 km に 
達し 、 ア メリ カ は 世界 最大 の 鉄道 大 国 と な っ た 。 ま 


信 サ ン セ ッ ト ・ リ ミ テ ッ ド 
_。 オー ラン ド Orlando ~ ロ 

、 サン ゼル ス 間 を 2 泊 3 晶 
層間 で 走る 。 東 ・ 西 海岸 を ダ 
イレ クト に 結ぶ 、 唯一 の 
大 陸 横 断 列 車 。 


デナリ ・ ス ター 
アン カレ ジー フェ アバ ン 
クス 間 を 約 12 時 間 で 結 
ぶ 、 アラ スカ 鉄道 の 看板 
列車 。 ド ー ム カー か ら は 、 
アラ スカ の 雄大 な 車窓 を 
満 舌 で きる 。 
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Quebec 、Presque Isle 


= 
9 


圏 彰二 こ x へ | 


United States of America 


た 1867 年 に ジョ ー ジ ・ プ ルマン が 設立 し た プル マ 
ン 社 は 、 居住 性 に 優れ た 寝台 車 や 豪華 な 食堂 車 な ど 
を 次 々 と 世に 送り 出し 、 長 距離 列車 に よる 快適 な 旅 
行 を 実現 し て \ る 。 
し か し 、 1920 年 代 に は 早く も 自動 車 が 普及 し は 
じ め 、 第 2 次 世界 大 戦後 は 航空 路線 も 急激 に 整備 さ 
和 れ て いく 。1956 年 に は アイ ゼン ハ ワ ー 大 統領 の 指 
導 の も と 連邦 補助 高速 道路 法 (Federa-Aid H ighWay 
Act of 1956) が 制定 され 、 約 4 万 1000 マ イル (6 万 
6000km) に お よぶ 高速 道路 網 が 建設 され た 。 こ う 
し て 自動 車 や 航空 機 に シェ ア を 奪わ れ た 鉄道 会 社 
は 倒産 や 合併 が 相次ぎ 、 1968 年 に は ペン シル バニ 
ア 鉄道 と ニュ ー ヨ ー ク ・ セ ント ラル 鉄道 が 合併 し て 
ベン セン トラ ル 鉄 道 (Pemm Central Transportaton 
Company) が 発足 する も 、 わずか 2 年 で 破綻 に 追い 
込ま れ て いる 。 
こう し た 状況 を 受け 、 1970 年 に アメ リカ 旅客 鉄 
道 公社 、 通 称 ア ム ト ラ ッ ク (National Rail Passenger 
Corporation : Amtrak) が 発足 、 大 半 の 鉄道 会 社 が 不 
採算 の 旅客 輸送 部 門 を アム トラ ッ ク に 移管 する こ 
と に な る 。 ま た 1974 年 に は 、 ペ ン セ ン トラ ル 鉄 道 を 
は じ め 破 綻 し た 鉄道 会 社 7 社 を 統合 し て コン レー 
ル (Consolidated Rail Corporation : Conrail) が 設 
立 さ れる な ど 、 政府 の 支援 の も と 大 規模 な 立て 直し 
が 進め られ た 。 
政府 に よる 鉄道 会 社 へ の 支援 が 鮮明 に な る と 同 
時 に 、 規 制 緩和 へ の 取り 組み も 進め られ た 。1980 年 
に は スタ ガー ズ 鉄 道 法 (Staggers Rail Act of 1980) 
が 成立 、 事業 者 に よる 自由 な 運賃 設定 が 可能 と な 


1 級 貨物 鉄道 会 社 (年 間 総 収 入 が 2 億 5000 万 USD 以上 ) 


@ バ パー リン トン ・ ノ ー ザ ン ・ サ ンタ ・ 
フェ 鉄道 
The Burlington Northern and 
Santa Fe Railway 
Company (BNSF) 
URL:http:/wwwrbnsf.com 
営業 キロ 5 万 2325km (2012 年 ) (Ns) 
⑱@ ユ ニオ ン ・ パ シフ ィ ッ ク 鉄 道 
Union Pacific Railroad Company 


人 @ CSX 運 輸 会 社 


URL : http://Www,up.com 


営業 キロ 5 万 1285km (2012 年 ) Company (CN) 


JRL:htND2/WOWZGREa 請 較 2 
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CSX Transportation (CSX) 

URL:http7Wwwcsxtcom 

営業 キロ 3 万 3377km (2012 年 ) 
る ノーフォーク ・ サ ザン 鉄道 

Norfolk Southern Corporation 


URL : http7wwwnscorp.com 
営業 キロ 3 万 2223km (2012 年 ) 
(UP) @⑯ カ ナディ アン ・ ナ ショ ナル 鉄 道 
Canadjian National R 


り 、 利 


提 が 撤 庭 され て いる 。 また 路 株 の 
凸 や F 続 き が 大 幅 に 簡略 化 さ れ 、 スタ ガ 、 
採算 m 根 の 廃止 や 人 員 前 朋 な 
の 人 理化 が 加 連 す る こと に な る 。 企業 の 生 A 
み 、1996 年 に サザ ン ・ パ シフ ィ ッ ク 鉄 導 (Souther 
Pacific Railroad) が ユニ オン ・ パ シフ ィ ッ ク 鉄 道 
よっ て 吸収 合併 され た ほか 、 1998 年 た は 一 征 の 上 
果 を 収め た コン レー ル が 、 CSX ト ラフ ンス ポー テ 、 
ショ ン 鉄 道 (CSX Transportation : CSX) と ノ 、 
フォ ー ク ・ サ ザン 鉄道 (Norfolk Southern Raiway: 
NS) の 2 社 に よっ て 分 割 ・ 吸 収 さ れ て いる 。 

2000 年 12 月 、 アムトラック は アメ リカ 初 と な ぇ 
高速 列車 「 ア セラ ・ エ クス プレ ス Acela Xpress 」 の 
運行 を 開始 し た 。 最高 時 速 は 150 マ イル ( 絡 
240kmh) で 、 ボス トン Boston 一 ニュ ー ヨ ー ヶ クー 
ワシ ント ン Weashington D.C. 間 734km を 約 6 時 間 
30 分 で 結ん で いる 。 また 2009 年 の オバ マ 政 権 発足 
後 は 鉄道 復権 へ の 動き が 活発 と な り 、 カリ フォ ル ニ 
ア 州 な ど 全米 各地 で 高速 鉄道 の 計画 が 議論 され て 
いる 。 


鉄道 法 成立 


| 内 が 第 2 次 世 
き 則 吉海 汰 さ オ 
YUSD 以 上 と 


鉄道 の 特徴 と 開発 計画 


現在 の アメ リカ の 鉄道 総 延長 は 約 23 万 km と 、 全 
起 期 の 約 6 割 弱 程 度 で ある が 、 依然 と し て 全米 を く 
まな く 網 羅 し 、 世界 最大 の 鉄道 大 国 で ある こと に 変 
わり は な い 。 草創 期 より 一 貫 し て 、 民 鉄 に より 運営 
ぐれ て きた の が 特徴 で あり 、 都 市 部 近 部 で 旅客 輸送 
を 行う 事業 者 や 公社 形態 の アム トラ ッ ク な どの 例 


営業 キロ 9883km (2012 年 ) 
⑯ カ ナディ アン ・ パ シフ ィ ッ ク 多 道 
( 資 物 輸送 事業 ) 
Canadian Pacific RallW3》 
Company (CP) 
URL:http://WvwwcDrcd 
営業 キロ 9871km (2012 后 
カンザス シテ ィ ・ サ ザン 鉄道 
Kansas City Southern RalWe7 KC_ 


URL: http//wwwkcouthern<0 
allway 。 営業 キロ 5211km(2012 刈 。 


と 


1 ・ 
2 Ns Ns こま っ 
Len Ao ささ は な を っ 


ジャ ンク ショ ン で 停車 中 の カル フォ ルニア ゼファー( 高 松 俊介 ) 


グラ ンド 
中 を の ぞ き 、 現在 も 数 多く の 私 鉄 会 社 に より 路線 網 
が 維持 され て いる 。 それ ら 鉄 道 会 社 の な か に は 、 カ 
ナダ や メキ シコ に 路線 を 持つ 会 社 も あり 、 業界 を 代 
表す る 団体 と し て アメ リカ 鉄道 協会 (Association 
of American Railroads) が 存在 する 。 な お 都市 部 の 
鉄道 な ど を の ぞ き 、 路線 の 大 半 が 非 電化 路線 で あ 
る 。 

創業 期 以 来 、 北 米 大 陸 に は 大 小 無数 の 鉄道 会 社 が 
存在 し た が 、 第 2 次 世界 大 戦後 は 破綻 や 合併 が 相 次 
ぎ 、 相当 数 が 海 汰 され た 。 現在 、 年 間 総 収入 が 2 億 
5000 万 USD 以 上 と 定義 され る 一 級 鉄道 に 該当 す 
る 会 社 は 、 北米 全土 で 11 社 あ り 、 う ち ア メリ カ で は 
アム トラ ッ ク 、BNSF 鉄道 (BNSE' Railway・ BNSE)、 
ュ ユニ オン ・ パ シフ ィ ッ ク 鉄 道 、CGX ト ラン スポ ー 
テー ショ ン 鉄 道 、 カ ン ザ ス ・ シ ティ ・ サ ザン 鉄道 
(Kansas Oity Southern Railway : KOS)、 ノ ー フ ォ ー 


ク ・ サ ザン 鉄道 、 そ れ に カナ ダ の 会 社 で アメ リカ 国 
内 に も 路線 を 持つ カナ ディ アン ・ ナ ショ ナル 鉄道 
(Canadian National Railway :CN) と カナ ディ アン * 
パシ フィ ッ ク 鉄 道 (Canadian Pacific Railway : CP) 
の 7 社 で ある 。 

2009 年 の バラ ク ・ オ バ マ 大 統領 就任 以降 、 環境 
意識 へ の 高まり を 背景 に 、 鉄道 輸送 を 見 直す 動き が 
高まっ て いる 。2009 年 4 月 に 全米 高速 鉄道 構想 
(Vision for High-Speed Rail in America) が 、 2010 
年 9 月 に は 「 全 国鉄 道 計画 (National Rail Plar)」 が 
発表 され 、 鉄道 整備 に 多額 の 補助 金 を 拠出 する こと 
が 示さ れ た 。 特に 全米 各地 で 計画 され て いる 高速 鉄 
道 プ ロジ ェクト が 注目 を 浴び 、 日 本 を 含め た 高速 吹 
道 技術 の 売り 込み も 活発 化し て いる 。 

な か で も 具体 化し て いる の が カリ フォ ルニア 州 
の 高速 鉄道 で 、 高 速 新 線 の 建設 と 既存 の 路線 の 改良 
に より 、 サク ラメ ント 8acramento プサン フラ ンジ 
スコ ンー ロス アン ゼル スー サン ディ エゴ 8an Diego 問 
の 1280km を 整備 する 計画 で ある 。2012 年 7 月 に 
カリ フォ ルニア 州 議会 に お いて 計画 が 承認 され 、 
2018 年 以降 に 段階 的 に 開業 、 2029 年 に は サン フラ 
ン シ ス コー ロス アン ゼル ス 間 が 開通 し て 同 区 間 が 
約 2 時 間 40 分 で 結ば れる 予定 で ある 。 

圏 旅客 輸送 

現在 の 旅客 列車 は 、 都 市 部 の 公共 交通 や 地下 鉄 な 
どの 例外 を の ぞ き 、 アム トラ ッ ク に よっ て 運営 され 
て いる 。 その うち 、 アムト ラッ ク が 自社 で 線路 を 所 
有 ・ 管 理 し て いる の は 、 ボス トン ーー ワ シン トン 間 の 
北東 回 廊 の み で あり 、 他 の 営業 路線 は 主 に 貨物 鉄道 


圏 半 DD は こ に XNO きこ XN 紅 習 失 叶 


国 の あら まし 


世界 第 2 位 の 面積 を 有 
し 、 先進 8 カ国 (G 8) の 
一 国 に 数 えら れる 連邦 国 
家 。 国名 の 「 カ ナダ 」 は 先 
住民 の 言語 で 「 村 落 」 を 
意味 する 「 カ ナタ 」 に 由 
来 し 、 16 世紀 に フラ ンス 
の 命 で セン ト ロー レン ス 川 流域 な ど を 調査 し た 探 
検索 ジャ ッ ク ・ カ ル チ エ が 名 付け 親 で ある と いわ れ 

。 豊 富 な 毛皮 ・ 漁 業 資源 を めぐ っ て 英 仏 両国 が 植 
民 地 支 配 を 競っ た が 、 17 世紀末 以 降 相 次 い だ 戦 争 
で フラ ンス は 敗れ 、 1763 年 の パリ 条約 に お いて イ 
ギリ ス の カナ ダ 支 配 が 確立 する 。1867 年 に イ ギ リ 
ス 領 北 アメ リカ 植民 地 が 統合 され 、 カナ ダ 自 治 領 が 
成立 。1931 年 の ウエ スト ミン スタ ー 憲 章 に よっ て 
外交 自主 権 を 獲得 し 、 事実 上 の 独立 国家 と な っ た 。 
完全 な 主権 国家 と な っ た の は 、 カナ タダ 憲法 が 成立 し 
た 1982 年 で ある 。 国土 の 大 部 分 が 亜寒帯 ・ 寒 帯 に 
属し 、 豊か な 天然 資源 、 森林 資源 を 持つ 。 また 世界 
有数 の スノー リゾ ー ト を 有する 観光 立国 で も ある 。 
一 方 で 、 フ ラン ス 系 カナ ダ 人 が 大 半 を 占め る ケ ベ ッ 
ク 州 で は 、 現 在 な お 独立 運動 が 続け られ て いる 。 


人 カナダ 

人 口 :3553 万 人 (2014 年 ) 面積 :998.5 万 km 
主要 言語 : 英語 、 フラ ンス 語 

通貨 : カナ ダ ・ ド ル CAD(1CAD=94.61 円 ) 
国民 総 所 得 :1 光 7923 億 USD 

1 人 当たり 国民 総 所 得 :5 万 1570 USD 
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ーー A を ・ 滞 ゴー ーッ Zr 7 の 44P ro 
鉄道 の 主要 デー タ (2012 年) 
創業 1832 年 
営業 キロ 4 万 5900km (1435mm) 
電化 キロ 132km (AC50kV60Hz) 
30km (AC25kV50Hz) 
列車 運転 線路 右側 通行 
年 間 旅客 輸送 量 390 万 人 
ノ 13 億 4200 万 人 キロ * 
年 間 貨物 輸送 量 3481 億 3600 万 トン キロ * 
3990 億 4400 万 トン キロ ** 
車両 数 DL3126 DMU/6 PC/480 
FC/16 万 1100 


* カ ナディ アン ・ ナ ショ ナル 鉄道 (CN) の デー タ 
** カ ナディ アン ・ パ シフ ィ ッ ク 鉄 道 (CP) の 2011 年 
度 の デー タ 


運営 組織 


ぺぺ 
VIA レー ルカ ナダ (カナ タダ 旅客 鉄道 : 旅 客 輸送 事業 ) 
VIA Rail Canada Inc. (VIA) 

URL : http:/vwwrvlarall.c3 

カナ ディ アン ・ ナ ショ ナル 鉄道 (貨物 輸送 事業 ) 
Canadian National Railway Company (CN) 

URL : http://WwWrCn.Cd 

カナ ディ アン ・ パ シフ ィ ッ ク 鉄 道 (貨物 較 送 事業 ) 
Canadian Pacific Railway Company (CP) 

URL : http://WWWr.CDr.Ca 


KEK KRC 


鉄道 の 歴史 


カナ ダ で 最初 の 鉄道 は 、 モ ント リオ ー ル Mon 
の 南東 、 セ ント ロー レン ス 川 南岸 の ラ ・ プ レー リー 
La Prairie と ル シ ュ リュ ー 川 西岸 の サン ・ ツ w7/ 
ジジ g リ ルル ・ リ シュ リュ ー Saint-Jean-sur-Richelieu と を 
結ん だ シャ ンプ ラン ・ セ ント ロー レン ス 鉄 道 で あう 
た 。 2 つの 水運 の 覆 点 を 結ん だ この 鉄道 は 1832 
に 開業 、 1836 年 に は 初め て の 旅客 別 車 が 走っ て ” 
る 。 当 時 、 カ ナダ 東部 で は 五大 湖 か ら 大 西 汗 
れる セン トロ ー レ ンス 川 水系 が 最大 の 交通 
あっ た が 、 河川 同 士 を 結ぶ 中 継手 段 と し て 、 あび 
は 冬季 に 氷結 する 河川 に 代わ る 交通 手段 と 
次 々 に 路線 が 建設 され る こと に な る 。 


1856 年 に は 、 グ クラ "ンク 鉄道 が ヒュ ー ロ 


ン 湖南 端 の サー ja か ら ト ロン ト Toronto、 
モン トリ オー ル 間 を 開通 させ 、 現在 の カナ タダ 鉄道 の 
最 重 要 幹 線 で ある コリ ドー・ ル ー ト の 骨格 が 形成 さ 
れ て ゆく 


一 方 、 大 陸 の 東西 を 鉄路 で 結ぶ こと を 目的 と し 
て 、1881 年 に カナ ディ アン ・ パ シフ ィ ッ ク 鉄 道 
(Canadian Pacific Railway Company :CP) が 設立 
され た 。 政府 の 強力 な 支援 の も と 、 1885 年 に CP は 
ロッ キー 山脈 の イー グル 峠 を 越え る 路線 が 完成 、 層 
Ii886 年 に モン トリ オー ルー バン クー バニ 
Vancouver が 開通 する 。 こ の カナ ダ 初 の 大 陸 横 断 鉄 
道 の 完 成 に より 、 西部 へ の 移民 の 進出 が 促進 され 、 
ロッ キー 山脈 の 鉱山 開発 や 観光 開発 も 活発 に な っ 
た 。 ま た 新た な 大 陸 横 断 鉄道 の 建設 も 進め られ 、 エエ 
ドモ ント ン Edmonton か ら イ エロ ー ヘ ッ ド 峠 を 越 
えて プリ ンス ・ ル パー ト Prince Rupert に 至る グラ 
ンド ・ ト ラン ク ・ パ シフ ィ ッ ク 鉄 道 、 同 じ く イエ ロ 三 
ヘッ ド 峠 を 越え て バン クー バー に 通じ る カナ ディ 
アン ・ ノ ー ザ ン 鉄 道 な ど 、1915 年 まで に 計 4 本 の 大 
陸 横 断 ル ー ト が 開通 し て いる 。 

この よう に 、 19 世 紀 後 半 か ら 20 世 紀 前 半 に か け 
て カナ ダ の 鉄道 は 急 成長 を 遂げ 、 最盛 期 に は 営業 キ 
ロ が 7 万 km を 超え る な ど 、 ア メリ カ 、 ロ シア に 次 ぐ 
鉄道 大 国 と な っ た 。 中 央 部 に 広がる プレ ー リ ー ( 平 
原 ) は 穀倉 地帯 へ と 生ま れ 変 わり 、 小麦 の 輸出 が カ 
ナダ の 経済 を 担う よう に な っ た 。 だ が 第 1 次 世界 大 
戦 の 勃発 が 移民 の 減少 と 不景気 を 招き 、 苦境 に 陥っ 
た 鉄道 会 社 の 多く が 1918 年 に 発足 し た カナ ディ ア 


隔 Po 


カナ ディ アン 
バン クー バーー ト ロン ト 
間 を 結ぶ 、VA を 代表 す 
る 大 陸 横 断 列 車 。 北 米 大 


陸 で は 最長 の 走行 距離 
を 誇り 、 観光 客 の 人 気 も 


高い 。 


る ス キー ナ 


ジョ ー ジ Prince George 
_ ii で 夜間 滞 泊 する た め 、 全 
区 間 で 昼間 運転 と な る 。 


、 NR: 
I 
90 


プリ ンス ・ ル パー トー 
ジャ スパ ー Jasper 間 を 結 
ぶ 。 途 中 の プリ ンス ・ 


ーー 


カナ ディ アン ・ パ シフ ィ ッ ク 鉄 道 (CP) の 貨物 列車 


ン ・ ナ ショ ナル 鉄道 (Canadian National Railway 
Company : CN) に 買収 、 国有 化 さ れる 。 以後 、 カナ 
ダ の 鉄道 は C じ P お よび CN の 2 大 ネッ トワ ー ク を 中 
心 に 運営 され る こと に な る 。 

第 2 次 世界 大 戦後 、 航空 機 や 道路 綱 の 発展 に より 
鉄道 旅客 輸送 は 衰退 の 一 途 を た どり 、 各 鉄道 会 社 は 
次 々 と 旅客 輸送 か ら の 撤退 を 余儀 な くさ れ た 。 
1977 年 、 鉄 道 旅客 輸送 を 存続 させ る 目的 で 、 政 府 出 
資 の カナ タダ 旅客 鉄道 (VIA Rail Canada mc. : VIA) 
が 設立 され 、1979 年 か ら 旅客 輸送 を 開始 し た 。 そ の 
結果 、 CP お よび CN は 旅客 部 門 を VIA に 譲渡 し 、 貨 
物 輸送 の み の 鉄 道 会 社 と な っ て いる 。 な お CN は 
1995 年 に 民営 化 さ れ た 。 

現在 、 カ ナダ の 鉄道 は 貨物 輸送 が 中 心 で あり 、 旅 
客 列 車 は 一 部 の 観光 列車 を の ぞ き VIA に よる 運行 
で ある 。 1990 年 以降 は 大 規模 な 合理 化 政 策 に より 、 
CP お よび CN を 合わ せ て カナ ダ 国 内 で 1 万 km 以上 
の 路線 が 廃止 され 、 旅客 列車 の 廃止 も 相次い で い 
る 。 た だ 東部 の コリ ドー・ ル ー ト だ け は 列車 の 運行 
本 数 も 多く 、 近 代 化 も 図ら れ て いる 。 


金 ハ ド ソ ン ベ イ 

ウィ ニ ペ グ Winnipeg か 
ら 最果て ムー ド 漂 う ハ ド 
咽 除 し Churdhil へ 向かう 。 受 
記 計 sm 称 は 「 オ ー ロ ラ 列 車 」。 


シャ ルー レ 

モン トリ オー ル か ら マ タ 
ペデ ィ ア Matapedia ま で 
「 オ ー シ ャ ン 」 に 併結 運 
転 さ れ 、 ガ スペ 半島 の 先 
端 の ガス ペ Gaspe と を 結 
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ーーm… CN Partner Short Lines 
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C 


ーーーーーーー 


ーーーーーーー 


Central Western Railway 
Carlton Trail Railway Co 
_ _ HudsonBay Railroad (VIA Rail ほ か 長 距離 旅客 路線 ) 
ーー Hudson Bay Railroad 
ーー Hudson Central Railway 
Algoma Central Railway 
”ー Ontario Northland Railway ( 長 距離 旅客 路線 ) 
Ontario Northland Railway 
Ottawa Valley Rail Link 
Canadian-American RailWay 
一 Quebec North Shore & Labrador Railway ( 長 距離 旅客 路線 ) 
Cartier Railway / Arnaud Railwa 
6 ーー Cape Breton & Central Nova Scota Railway (VIA Rail 長 距離 旅客 路線 ) 
Cape Breton & Central Nova Scotia RailWay 
ee New Brunswick Southern Railway 
ーー New Brunswick East Coast Railway (VIA Rail 長 距離 旅客 路線 ) 
New Brunswick East Coast の 
Matapedia Railway (VIA Rail 長 距 
呈 語 hamins de 侍 5led6CH3IeUls (VA Rai 長 距離 旅客 路線 ) 


"ememes VIA Rail( 旅 客 線 ) 
その 他 の 鉄道 
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鉄道 の 特徴 


カナ タダ 鉄道 の 現在 の 路線 総 延 長 は 約 4 万 5900km 
(2011 年 )。 そ の うち CN が 約 50%、CP が 約 26% を 
占め 、 全 路 線 の 約 4 分 の 3 を 2 社 が 保有 し て いる こ 
と に な る 。 また 営業 収入 で も CN が 約 53%、CP が 
36% を 占め て お り 、 営業 収入 が 年 間 2 億 5000 万 
CAD を 超え る 会 社 に あたる 一 級 鉄道 も 、 カ ナダ で は 
この 2 社 の み で ある 。 な お 両社 は アメ リカ 国内 に も 
多数 の 路線 を 保有 し て いる た め 、 会社 が 所 有する 路 
線 延長 は さら に 長く な る 。 

運営 形態 は 貨物 輸送 中 心 で あり 、 旅客 列 車 を 運行 
する VIA の 営業 収入 は カナ ダ 全 体 の 鉄道 収入 に お 
いて 約 5% を 占め る に 過ぎ な い 。 先進 国 の 鉄道 で は 
珍し く 、 大 半 が 非 電化 路線 で ある こと が 特徴 で あ 
り 、 ご く 一 部 を 除き アメ リカ と 同じ 1435mm の 標準 
軌 が 採用 され て いる 。 
国旅 客 輸 送 

鉄道 旅客 輸送 を 受け 持つ VILA は 、 ア メリ カ の アム 
トラ ッ ク に 條 っ て 設立 され た 会 社 で あり 、 機関 車 や 
客車 な ど 運 行 す る 車両 は 保有 し て いる が 、 路線 は ほ 
と ん ど 保 有 し て いな い 。 一 部 の 観光 列車 や 都市 部 の 
地下 鉄 、LRT な ど を 除き 、 大 半 の 旅客 列車 が VIA に 
よる 運行 で ある 。 

最も 有名 な 列車 が バン クー バー トロ ント 間 を 4 
泊 5 日 で 結ぶ 「 カ ナディ アン 」。 週 3 本 の 運行 で 走行 
距離 は 4466km、 寝台 車 や 座席 車 、 食堂 車 に 加え 、 
ドー ム 型 展望 席 を 持つ スカ イラ イン カー を 連結 す 
る な ど 、 充実 し た 設備 を 誇る 大 陸 横 断 特 急 で ある 。 
2014 年 に は 新型 車両 が 投入 され 、 最上 級 の 個室 寝 


〇 カナ ディ アン 


Ns ア アッ "As びき 人 され て い s ま 
浪 ナ デイ プ ? こも 、 モン トリ ネー 表 4 

し ュー 1 目 ? < 0 
ルン の に | ロン か オー ー シ ャ ン j* ゃ ka 
ドー ニュ ー ヨ ー ク New 


ork 問 を 29 
同 で 運行 する 「 メ ー ブ プル リー フ 」 な ど 、 観光 色 の の 
い 長 距離 列車 を 数 多く 運行 し て いる 。 : だ が 1990 
代 以 降 は 、 合理 化 施策 に より 廃止 ぐれ た 列車 も 
く な い 。 

一 方 、 東 部 の 幹線 沿い に は モン トリ オー ル ゃ トロ 
ント 、 イク 402TE が 2 ビジ ネス 人 
の 強い 東部 近 距 離 特急 (コリドー) が 運行 され て い 
る 。 複数 の 区 間 で 各 列 車 と も 1 日 当たり り 3ー6 本 租 
度 運 行 さ れ 、 ビ ジネス クラ ス を 備え る な ど 、 航空 和 
を 意識 し た サー ビス が 特色 で ある 。 慢性 的 な 赤字 か 
続く VIA は 、 政府 より 毎年 1 億 6900 万 CAD の 補 拓 
金 を 受け て いる が 、 2007 年 に は コリ ドー・ ル ー ト 
の イン フラ 整備 に 約 5 億 CAD の 補助 金 を 交付 する 
な ど 、VIA レー ル 全 体 の 70% 以 上 の 営業 収入 を 上 げ 
る コリ ドー・ ル ー ト に だ 特に 力 を 入れ て いる 。 

な お 2009 年 より 、VIA で は 「 カ ナディ アン 」 と 
「 オ ー シ ャ ン 」 を 除く 列車 名 が 廃止 され 、 運 転 区 間 で 
区 別 さ れる よう に な っ た が 、 現在 も 旧称 が 広く 使わ 
れ て いる 。 

田 貨 物 輸送 

カナ ダ の 鉄道 貨物 輸送 の 主 な 輸送 品目 は 、 穀物 
( 主 に 小麦 )、 石 炭 、 肥 料 、 鉄 鉱石 、 林 産品 な ど 。 そ の 5 
品目 で 、 貨物 輸送 全体 の 約 63% (2011 年 ) を 占め 
て いる 。 中 部 の 炭田 地帯 や 穀倉 地帯 か ら 各 消 費 地 
へ 、 あ る い は 積 出港 で ある 大 西洋 、 太平 洋 岸 へ の 長 
距離 、 大 量 、 定形 輸送 と いう 形態 は 、 大 陸 横 断 鉄道 


1955 年 4 月 24 日 に CP が 世に 送り 
出し た カナ ダ を 代表 する 大 陸 横 断 特 
急 。 オ ー ル ステ ン レ ス 車 両 で 登場 、 車 
窓 を 一 望 で きる ドー ム 型 展望 車両 を 
連結 する な ど 、 斬新 な スタ イル は そ 
の 後 の 長 距離 列車 の スタ ンダ ー ド と 
な っ た 。 な お 登場 時 の 「 カ ナディ ア 
ン 」 の 運行 経路 は 、 現 在 と 異な り イ ー 
グル 峠 を 越え る CP の 路線 で あっ た 。 
また 「 カ ナディ アン 」 の デビ ュー と 同 
じ 日 に 、CN は 「 ス ー パ ー コ ンチ ネン 
タル ]」 を 登場 させ て お り 、 新 た な 大 陸 


390 


の 旬間 け を 告げ て い 


る 。 し か し モー タリ ゼー ショ ン の 急 
激 な 進展 に より 営業 面 で は 不振 が 続 
き 、 1978 年 に は 新 発 足し た VIA に 運 
営 が 移管 され た 。 そし て 1990 年 に 
は 、 同 じ く VA に 移管 され て いた 
「 ス ー パ ー コ ンチ ネン タル ] が 廃止 さ 
れ 、 代 わり に 「 カ ナディ アン | が 「 ス ー 
パー コン チ ネ ンタ ル ]」 の 運行 ルー ト 

を 引き 継ぐ こと と な っ た 。 以後 「 カ 
ナディ アン ] は イエ ロー へ "を 


アン ロッ キー の 迫力 ある 大 自然 を 満 
喫 で きる 列車 と し て 、 世 界 中 か ら 乗 
客 を 集め て いる 。 ぐ 藤原 浩 


設 当時 と ほ と A 0 
鉄道 貨物 輸送 の 中 を 担う 企業 は 、 CN お よび OP 
の 2 社 で ある 。 CN 1997 一 2003 年 に か け て 任 車 
2 万 4000 両 と 機関 車 900 両 を 削減 する 一 方 、 収入 
を 43% 増 加 さ せる な ど 生 産 性 向上 に 成功 、 収益 性 
の 高い 企業 に 生ま れ 変 わっ た 。 2010 年 現在 、 カ ナダ 
ァ ア メリ カ に 約 3 万 3200km の 路線 を 有 し 、 アメ リ 
ヵ 大 陸 を 南北 に 縦断 し て メキ シロ 潤 岸 の き 8 己 
ォ ー リ ンズ New Orleans に まで 路線 が 延び て いる 。 
また CP も CN 同様 の 合理 化 を 進め る 一 方 で 、 ホ 
テル や 旅客 船 、 鉱山 開発 な ど 幅 広く 事業 を 展開 し て 
いる 。2010 年 現在 で カナ ダ ・ ア メリ カ国 内 に 約 2 万 
3800km の 路線 を 持ち 、 ニ ュー ヨー ク や シカ ゴ へ も 
路線 を 延ばし て いる 。 両社 と も カナ ダー アメ リカ 間 
輸送 お よび トラ ンジ ッ ト 貨 物 輸送 の 収入 が 収入 全 
体 の 5 割 を 超え 、 カ ナダ 国内 輸送 の 収入 を 大 きく 上 
回 っ て いる 。 な お 両社 に 加え 、CN の アメ リカ に お け 
る 持ち 株 会 社 で ある グラ ンド ・ ト ラン ク 社 (Grand 
Trunk Corporatiorm) お よび 、CP の アメ リカ の 子会社 で 
ある スー・ ラ イン 鉄道 (Goo Line Railroad Company) 
も 一 級 鉄道 に 名 を 連ね て いる 。 


将来 の 開発 計画 


縮小 が 続く 旅客 輸送 だ が 、 ケベック Quebec ー ウ 
イン ザー Windsor 間 の 約 1200km を 結ぶ 高速 鉄道 
が 検討 され て いる 。1995 年 に 連邦 政府 、 ケ ベッ ク ・ 
オン タリ オ 両 州 政 府 の 三 者 共同 に よっ て 調査 報告 
書 が まとめ られ て 以降 、 ボン バル ディ ア 社 や VIA に 
よっ て も 導入 へ の 提言 が 行わ れ て きた 。2009 年 に 


〇 カナ ダ の 観光 列車 


多く 運行 され て いる 。 と り わ け 有 名 
條 列車 が [ロッ キー マウ ン テ ニ ア ] で 
| あり 、 1990 年 に 設立 され た ロッ キー 


人 な 食事 、 ホ テル 泊 な ど が セッ ト と 


道 と し て 保存 され て いる 路線 も 多 
い 。 ア ル ゴ マ ・ セ ント ラル 鉄道 は 
1914 年 の 開業 で 、 ス ペリ オル 湖東 岸 


ウン テニ ア 鉄 道 が 運行 し て いる 。 の スー・ セ ント ・ マ リー5Sault St 
[ 敵 線 は バン ク ー バ ー を 起点 に 数 路線 Marie ご ハー スト Hearst 間 を 結び 、 
あり な か で も CP 時 代 の 「 カ ナディ か つて は 鉱山 へ の 路線 と し て 鉱物 や 
イン 」] の ルー ト を 走る [First Passage 労働 者 を 運ん で いた が 、 現在 は アガ 
1o the West」 の 人 気 が 高 い 。 車 両 は 3 ワ 渓 谷 の 美しい 紅葉 を 堪能 で きる 観 
クラ ス 制 で 、2 階 建て ドー ム 車両 や 豪 光 列車 が 人 気 を 博 し て いる 。 往復 約 


10 時 間 の 観光 列車 に は 食堂 車 も 連結 


ssssssssassssss52223333 定 SS 


は 300 万 CAD の 調査 質 を 計上 し て 、 調査 が 継続 さ 
れ て いる 。 ま た 、 エ ドモ ント ンー カル ガリ ー Calgary 
間 の 約 300km で も 高速 鉄道 構想 が あり 、 2009 年 に 
アル バー タ 州 政府 が 調査 報告 書 を 公表 し て いる 。 だ 
が 多額 の 建設 費 や 航 空 会 社 へ の 影響 た ど が ネッ ク 
と な り 、 具 体 化 に は 至っ て いな い 。 

貨物 輸送 で は 、2006 年 に ステ ィ ー ブ ン ・ ハ ー パ ー 
首相 が 「 ア ジア 太平 洋 ゲ ー ト ウェ イ ・ 輸 送 ル ー ト 整 
備 計 画 」(Asia-Pacific Gateway and Corridor 
Imitiative : APGCD) を 発表 、 西海 岸 の バン クー バー 
と プリ ンス ・ ル パー ト の 両 港 を 玄関 港 と し て 、 太平 
洋 と カナ ダ 、 アメ リカ の 各 都 市 を 連結 する 構想 が 提 
唱 さ れ た 。 こ の 計画 を 進め る た め 、 総 額 5 億 9100 万 
CAD の 連邦 予算 パイ ン フ ラ 整 備 に 充て られ る な ど 、 
構想 は 国家 プロ ジェ クト と し て 動き 出し た 。 そ し て 
輸送 ルー ト の 中 核 と し て 位置 づけ られ た CN お よび 
CP の 大 陸 横 断 鉄道 で も 、 イ ン フ ラ 整 備 が 進め られ 
て いる 。 
ご 藤原 浩 > 


「 カ ナディ アン の 発着 駅 で ある トロ ント 駅 の コン コー ス 


カナ ダ で は 、 観 光 目的 に 特 化し た 。 な っ た VIA を 上 回 る サー ビス を 誇っ され 、 終 着 駅 で は アガ ワ 渓 谷 の ミニ ・ 
列車 が 、VIA 以 外 の 事業 者 に よっ て 数 て いる 。 か つて の 産業 路線 が 観光 鉄 トレ ッ キ ング も 楽し むこ と が で きる 。 


藤原 浩 > 
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TO ざこ X へ 諾 選 


国 の あら まし 


中 央 アメ リカ に 位 
置 する 共和 制 連邦 国 
家 。 紀元 前 より 先住 民 
に よる 高度 な 文明 が 
成立 し 、 オ ル メ カ 文 明 
や マヤ 文明 な ど 、 いわ 
ゆる メソ アメ リカ 文明 が 繁栄 し た 歴史 を 持つ 。 ま た 
15 世紀 に は アス テカ 帝国 が 全盛 期 を 迎え た が 、 16 
世紀 に 入る と スペ イン の 植民 地 化 が 進み 、 300 年 に 
わた り ス ペイ ン 支 配 が 続い た 。 1821 年 に 独立 し て 
以降 も 政情 が 安定 せ ず 、 革命 や 内 戦 が 繰り 返さ れる 
一 方 、 1848 年 に は 米 墨 戦争 に 敗れ て テキ サス を ア 
メリ カ に 割譲 し て いる 。1860 年代 に は ナポレオン 3 
世 が メキ シコ に 出兵 、 数 年 に わた り フ ラン ス の 支配 
を 受け た 。 20 世紀 に は 制度 的 革命 党 (PRI) が 約 70 
年 間 の 一 党 独 裁 支配 を 続け 、2000 年 の 選挙 で 敗北 
する も 、2012 年 に 再び 与党 に 返り 咲い て いる 。 国 土 
の 大 部 分 を 砂漠 や 高原 、 山岳 地帯 が 占め 、 銀 や 銅 、 
石油 な どの 豊か な 地下 資源 を 蔵 す る 。 し か し 1982 
年 と 1994 年 の 2 度 の 経済 危機 を 招く な ど 、 経済 的 
に は 安定 し て いる と は いえ な い 状 況 が 続い て いる 。 


メキ シコ シテ ィ ⑨⑲ | 
Mexico City hu 


全 メ キシ コ 合 衆 国 

人 口 : 1 億 2380 万 人 (2014 年 ) 面積 :196.4 万 km 
主要 言語 : ス ペイ ン 語 通貨 : ペ ソ MXN(1MXN =785 円 ) 
国民 総 所 得 :1 光 1651 億 USD 

1 人 当たり 国民 総 所 得 :9640 USD 
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鉄道 の 主要 デー タ (2012 年 ) 
創業 1850 年 
営業 キロ 1 万 7131km 435mm) 
電化 キロ 27km (AC25kV50Hz) 
列車 運転 線路 右側 通行 
年 間 旅 客 輸送 量 4362 万 人 
9 億 1160 万 人 キロ 


年 間 貨物 輸送 量 1 億 1157 万 トン 
755 億 5408 万 トン キロ 


DU1139 EMU/60 PC/53 
FC/3 万 19 


車両 数 


5 引 ョ 2 ツメ ク / 及 < 

Ferromex 

URL : http:/ywwr.ferromex.com.mx 

Zn 回 リル 

Ferrosur SA de CV 

URL : http:/vww.ferrosurcom.mx 
カン ザ ス ・ シ ティ ・ サ ザン ・ ド ・ メ キシ コ 
Kansas City Southern de Mexico SA de CV (KCSM) 
URL: http:/ 人 www.kcsouthern.com 

コア ウイ ラ ・ デ ュ ラ ン ゴ 鉄道 

Ferrocarril Coahuila a Durango (LCD) 

URL: http:/Awww.lfcd.com.mx 

チア パス ・ マ ヤブ 鉄道 

Ferrocarriles Chiapas-Mayab SA de CV (FCCM) 
URL:http:/Www.fccm.com.mw 
首都 圏 近郊 鉄道 

Ferrocarriles Suburbanos SAPl de CV (FFSS) 
URL: http:/WWww.fsuburbanos.com 


メキ シコ シテ ィ に ある ブエナ ビス タ 駅 (藤森 啓 江 ) 


ーー スィ 


メキ シコ で 最初 に 開通 し た 鉄道 は 、 メキ シコ 溶岩 


の ベラ クル ス Veracru: こ エ ル モ リ ノ Rl Molno ( 現 
寿 の ベラ クル ス 市 内 Tejeria 付近 ) を 結ぶ 約 13km 


の 路線 で 、 1850 年 9 月 に イギリス 資本 に よっ て 
業 し て いる 。 こ の 鉄道 は 1872 年 末 に メキ シコ シ 
ティ Mexico City まで 延伸 され 、 翌 1873 年 1 月 1 日 
正式 に 開通 し た 。 以後 、 欧米 列強 の 資本 に より 鉄 
半 建 設 が 加速 する が 、 と り わ け ア メリ カ 資 本 の 影響 
が 大 きく 、1884 年 に は 早く も メキ シコ シテ ィ ー シ 
カゴ Chicago 間 が 鉄道 で 結ば れ て いる 。 メキ シコ の 
都市 と アメ リカ と を 結ぶ 南北 の 路線 を 中 心 に 路 
線 網 が 広がり 、 総 延長 は 1880 年 の 1080km か ら 
1890 年 の 9718km、1900 年 の 1 万 3585km と 飛躍 
的 に 発展 し た 。 1911 年 に は 2 万 4717km に 達し 、 こ 
の 頃 に は 現在 の 路線 網 が ほぼ 完成 し て いる 。 

し か し 、 各 鉄 道 会 社 が バラ バラ に 建設 し た こと 
で 、 軌間 の 不 統一 や 接続 の 悪さ が 目立ち 、 ま た 鉄 
道 会 社 で 働く 欧米 人 と メキ シコ 人 と の 待遇 格差 
や 差別 も 大 き な 問 題 と な っ た 。 その た め 鉄 道 の 国 
有 化 が 望ま れ 、 1908 年 に 政府 は メキ シコ ・ セ ント 
ラル 鉄道 な どの 大 私 鉄 を 買収 、 メ キシ コ 国 有 鉄 道 
(Ferrocarriles Nacionales de Mexico:FNM) を 設 
立 す る 。 発 足 の 時 点 で 約 6 割 の 鉄道 が 国有 鉄道 の 傘 
下 と な っ た が 、 こ の 国有 鉄道 会 社 は 政府 が 羊 うじ て 
過半 数 の 株 式 を 保有 する に と どまり 、 外 国人 株 主 が 
政府 の 方 針 に 抵抗 する な ど 国 鉄 と は 言い が た か っ 
た 。1937 年 に よう や く 全 株 式 の 買収 が 成立 し 、 名 実 
と も に 国有 化 が 果たさ れ て いる 。 

し か し 国有 化 の 過程 で 不 採算 路線 を 多く 抱え 、 ま 
た 第 2 次 世界 大 戦 以降 は モー タリ ゼー ショ ン の 進 
展 に より 、 赤字 が 膨らん で いく と と に な る 。1980 年 
代 に は 日 本 な どの 技術 支援 を 受け 、 幹線 の 電化 や メ 
キシ コシ ティ の 郊外 鉄道 な どの 近代 化 計画 が 進め 
られ る も 、 経済 危機 に より 計画 通り に は 進ま な か っ 
/ 

経営 環境 の 抜本 的 な 改革 を 行う た め 、 1995 年 に 
員 道 事業 の 国家 独占 を 定め た 憲法 が 改正 され 、 運 営 
の 民間 委託 を 可能 に する 鉄道 サー ビス 法 が 制定 さ 
れ た 。 そ の 結果 、 国鉄 は 3 つの 地域 鉄道 と 他 の 支線 
区 に 分 割 され 、 最大 50 年 の コン セッ ショ ン 契 約 に 
より 、1997 年 まで に 順次 民間 委託 され た 。 


es ーー 
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グアダラハラ と テキ ー ラ を 結ぶ 観光 列車 「 テ キー ラ エ クス プレ ス ] (藤森 啓 江 ) 


鉄道 の 特徴 と 開発 計画 


現在 の メキ シコ 鉄道 は 、 すでに 旅客 列車 は 一 部 の 
観光 鉄道 や 都市 部 の 地下 鉄 な ど を の ぞ き 廃止 され 、 
ほぼ 貨物 専業 と な っ て いる 。 軌間 は 1435mm で 大 
半 が 非 電 化 で あり 、 アメリカ の 鉄道 路線 と は 各 方 面 
で 接続 し て いる 。 

運営 事業 者 は 、 北部 鉄道 を 継承 し た メキ シコ 鉄道 
グル ー プ (Grupo Ferroviario Mexicano : GFM) に 
より 運営 され る フェ ロメ ックス (Ferromex) が 最大 
手 。 鉱 山 会 社 で ある メヒコ グル ー プ (Grupo 
Mexico) を 筆頭 に 、 ア メリ カ の ユニ オン ・ パ シフ ィ ッ 
ク 鉄道 (Umon Pacific Railroad Company :UN) も 
出資 し て いる 。 観光 列車 の 運行 で 知ら れる チワ ワ 太 
平 洋 鉄道 は 、 こ の フェ ロメ ックス に よる 運営 で ある 。 

また 北東 鉄道 は メキ シコ 鉄道 輸送 (Trans- 
portacion Ferroviaria Mexicana : TFM) が 継承 し た 
が 、 2005 年 に アメ リカ の カン ザ ス ・ シ ティ ・ サ ザン 
鉄道 (Kansas City Southern : KCR) の 傘下 と な り 、 
丸 炎 コン デイ "サザン " ド " メ キシ コ (Kansas 
City Southern de Mexico :KCSM) と 改称 し た 。 上 記 
2 社 は 、 ア メリ カ 陸 上 運輸 委員 会 (Gurface Trans- 
portation Board :STB) が 定め る 一 級 鉄道 (年 間 の 
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United Mexican States 


フェ ロメ ックス の 貨車 (藤森 啓 江 ) 


演 業 収入 が 2 億 5000 万 USD を 超え る 鉄道 企業 ) に 
も 分 類 さ れ て いる 。 そし て 南東 鉄道 (Southern Rail 
System:SRS) は フェ ロス ー ル (Ferrosur SA de 
CV) に よっ て 継承 され 、 現在 は フェ ロメ ックス と 同 
じ メ ヒコ グル ー プ の 傘下 と な っ て いる 。 

この よう に 、 メキ シコ の 鉄道 路線 網 は 大 手 3 社 を 
中 心 に 分 割 さ れ た が 、 各 貿易 港 お よび アメ リカ か ら 
メキ シコ シテ ィ へ の 輸送 に お いて 、 コン セッ ショ ネ 
ア 間 で の 競争 を 促す よう な 分 割 が な され た 点 が 特 
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っ CM ご 
(Ferrocarriles Chiapas-Mayab SA de CV ー 6 bepec 
ーー FCCM 計 画 Jsain8 cuz、 
ーー エー エー FIT(Ferroistmo) 数 池 は 主 な 都市 人 口 (万 人 ) 8 
その 他 の 鉄道 300 600km Ciudad Hidalgo 
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7Ciudad Jua 
アメ リカ 合衆国 
の AS 


CiudadAcuna 
9 


敏 で あ 例え ば は メキ ンー の 伴 の 重 。 
ある ベラ 2 キジ コン ディ この 間 で は 析 
の 路線 が 生 れ ぞ れ を TFM と ss。、 

万 が 路 線 昌 関 係 に ある な ど 、 企業 周 + 
が 競い 合う 必修 や 効率 性 の 追求 軍人 
廉 化 な ど に つなが っ て いる た だ メキ シコ ショ 。 


け は 軌道 を 分 割 す る こと が で きず 、 政府 お よび 3 
が 25% ずつ 出資 し た Ferrovalle (emocari 
Terminal del Valle de Mexico SA de CV) が タ 、、 
ナル な どの イン フラ 管理 を 行っ て いる 。 M 

その ほか 、 メキ シコ ン テ ィ で は 世界 屈指 の 現 模 を 
誇る 地下 鉄 が 運行 され て いる ほか 、 2008 年 に は 欧 
外 鉄道 も 開業 し て いる 。 また 第 2 の 都市 グ ァ ダ ラム 
ラ Guadalajara、 第 3 の 都市 モン テレ イ Monterrey 
で も を 地下鉄 が 運行 され て いる 。 


な お メキ シコ シテ ィ ー ケ レタ ロ Queretaro 間 ( 邊 
長 約 210km) を 結ぶ 高速 鉄道 が 計画 され て お り 、 
2014 年 11 月 に 中 国鉄 道 建設 総 公 司 を 中 心 と する 
コン ソー シア ム が 単独 で 入札 、 約 44 億 USD で 落札 
し た 。 し か し 財政 難 と 受注 を めぐ る 疑惑 な どか ら 、 
計画 の 無期 延期 が 発表 され て いる 。 藤原 浩 > 


San Antonio 
) oPiedras Negras 


人 グアテマラ 共和 国 

人 口 : 1586 万 人 (2014 年 ) 

面積 : 10.9 万 km 

主要 言語 : スペ イン 語 

通貨 : ケ ソ ァ ル GTQ(1GTQ=15.29 円 ) 
国民 総 所 得 :471 億 USD 

1 人 当たり 国民 総 所 得 :3120 USD 


人 エル サル バド ル 共 和 国 

人 口 :638 万 人 (2014 年 ) 

面積 :2.1 万 km 

主要 言語 : スペ イン 語 

通貨 : コロ ン SVC(1SVC=13.61 円 ) 
国民 総 所 得 :226 億 USD 

1 人 当たり 国民 総 所 得 : 3590 USD 


人 ホン ジュ ラス 共和 国 

人 口 :826 万 人 (2014 年 ) 

面積 : 11.2 万 km 

主要 言語 : スペ イン 語 

通貨 : レン ピー ラ HNL(1HNL=5.49 円 ) 
国民 総 所 得 : 168 億 USD 

1 人 当たり 国民 総 所 得 : 2120 USD 


エル サル バ ドル 国鉄 の 旅客 列車 (JICA) 


ala / Republic of EI Salvador / Republic of EE 


グ ア テ マ フィ エル サル バド ル ホン ジュ 


フス 


国 の あら まし 
メキ シコ の 南側 
か ら 中 米 の 地峡 が 
延び て お り 、16 世 


2 ノア フェ ャ ンプ 
紀 に スペ イン に 侵 
略 され て 植民 地 化 AAK 
され る まで は 大 代 uatemala ity 
マヤ 文明 が 栄え て 
49c6 エル サル バド ル 
クノ アイ ラコ ベネ ラベ で テ 

ル サ ル バ ドル 、 ホ ン サン サル バド ル 

ター > San Salvador 
ンタ アシ 才 一 ルン こ 
ア と 小国 が 続く 
が 、 こ の 4 カ国 に コ 
スタ リカ を 加え た ホン ジュ ラズ 、 ri* 癌 = 
UMS ⑯ テ グ シ ガル バ 

o さ ュー ラ ーー - ンジ / W 
0 に バッ ンク スン で | Tegucigalpa 
ラ 総督 府 の 支配 下 


で あっ た 。1821 年 に 中 米 連邦 共和 国 と し て 独立 し 
た 。 し か し この 連邦 は それ ぞ れ の 利害 が 絡ん で 対立 
し 、 現 在 の よう な 諸国 に 分 離し て し まう 。 

国 に よっ て 民族 構成 も 異な り 、 グ アテ マラ は マヤ 
系 先住 民 が 多い が 、 他 の 国 は 先住 民 は 少数 派 で 混血 
の メス ティ ー ソ が 中 心 で ある 。 スペ イン に より 植民 
地 化 さ れ て いた た め 、 いずれ の 国 も 公用 語 は スペ イ 
ン 語 が 使用 され て いる 。 これ ら の 国 は アメ リカ に 近 
いこ と か ら 、 アメ リカ 企業 に 支配 され た 農作物 供給 
と し て 農場 労働 者 が 酷使 され た 。 

20 世紀 に は アメ リカ 企業 と 癒着 し た 政府 に 対し 
て 庶民 が 反発 し 、 1950 年 代 に は グアテマラ が 長期 
の 内 戦 状 態 に 陥り 、 1980 年 代 に は エル サル バド ル 
と ニカ ラグ ア で 激しい 内 戦 が 起き た 。 そ の 一 方 で ホ 
ンジ ュ ラ ス に は アメ リカ 軍 の 基地 が 置か れ 、 いび つ 
な 状況 に あっ た 。 

1990 年 代 に すべ て の 国 で 内 戦 が 終結 し 、 一 部 の 
地域 で は 観光 化 が 進め られ る 。 
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鉄道 の 主要 デー タ 
圏 グ アテ マラ (2007 年 ) 
創業 1880 年 
営業 キロ 788km (914mm : 休止 中 ) 
電化 キロ 非 電化 
列車 運転 線路 単線 の み 
車両 数 DU6 PC/3 FC/130 
圏 エ ル サ ル バ ドル (2011 年) 
創業 1882 年 
営業 キロ 12.5km (914mm) 
電化 キロ 非 電 化 
列車 運転 線路 単線 の み 


年 間 旅客 輸送 量 13 万 人 


車両 数 DL8 PC/7 FC/200 SL/2 
圏 ホ ンジ ュ ラ ス (2011 年 ) 
創業 1870 年 
営業 キロ 2.5km (914mm) 
電化 キロ 非 電 化 
列車 運転 線路 単線 の み 
車両 数 DL/3 PC/6 
運営 組織 


グアテマラ 国鉄 (鉄道 イン フラ 管理 事業 ) 
Ferrocarriles de Guatemala (FEGUA) 


グアテマラ 鉄道 (鉄道 輸送 事業 ) 

Ferrovias Guatemala (FVG) 

URL : http:/Wvww.rrdc.com/op_guatemala_fvg.html 
エル サル バド ル 国 鉄 

Ferrocarriles Nacionales de E| Salvador (FENADESAL) 
URL : http:/Www.fenadesal.gob.sv 


ホン ジュ ラス 国鉄 
Ferrocarril Nacional de Honduras (FNH) 


次 道 の 歴 史 ・ 特 徴 ・ 開 発 計画 


最初 の 鉄道 は 、 1880 年 に 開業 し た サン ホセ 8an 
Jos6e ー エ スク イン トラ Escuintla 間 で 、1884 年 に は 
首都 の グアテマラ シテ ィ Guatemala Oity まで 延伸 
され た 。 1904 年 に ユナ イテッド フル ーッ (United 
Fruit Company : UFCO、 現在 の チキ ー タ ブラ ンド ) 
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ょ ひ 行 に 関す る 契約 が 成立 


し 、 
年 まで に 太平 洋 側 の プエルト バ j + 2 
Barrios まで 路線 が 開業 し た 。 1912 年 に ORCOu 
中 


米国 際 鉄 道 (ntermational Railways ot 
America : IRCA) を 設立 し 、UFCO が 中 心 
道 の 路 線 幣 備 お よび 運行 を 行っ て いた か 
に UFCO は IRCA の 経営 か ら 撤退 し 、 以 了 
が 独自 に 運営 を 行っ て いた 。 

その 後 、 道 路 整備 の 影響 に より 鉄道 事業 の 運営 
悪化 し た こと か ら 、1968 年 に IRCA は 国有 化 きれ 
アテ マラ 国鉄 (Ferrocarries de Guatemal:rEGn A) 
と な っ た 。 国 有 化 当時 は 、 旅 客 、 コー ヒー や バナ ナ な 
どの 貨物 が 大 量 に 輸送 され て いた が 、 その 後 の 投 次 
不足 に よる 輸送 能力 低下 の た め 、 1994 年 に まず 旅 
客 輸送 が 中 止 され 、 政 府 に よる 鉄道 運営 の 民間 委託 
化 の 準備 に 先駆 け 、 1996 年 に すべ て 鉄道 の 運行 
中 止 し た 。 

1997 年 に アメ リカ の 鉄道 事業 者 (Railway 
Development Corporation : RDC) が 、 鉄 道 の 運行 お 
よび 維持 補修 に 関す る 50 年 間 の 契約 を グアテマラ 
政府 と 結び 、 グ アテ マラ 鉄道 (Ferrovias Guatemal: 
FVG) が 設立 され 、 鉄道 運営 を 開始 し た 。 これ に 人 
い FEGUA は 鉄道 イン フラ の 保有 組織 と な っ た 。 し 
か し 、 グアテマラ 政府 の RDC に 対す る 維持 補修 の 
不満 な ど 、RDC と の 民間 委託 契約 に 問題 が 発生 し 
た こと か ら 2007 年 に 運行 が 休止 され 、2013 年 に 
旗 契 約 解除 に 関す る 調停 が 行わ れ た 。 現時点 で は グ 
アテ マラ 国内 で 列車 が 運行 し て いる 区 間 は な い 。 


Centm 
と な り 

1954 年 
は IROA 


⑯ 鉄 道 の 特徴 と 開発 計画 

路線 は 太平 洋 側 の サン ホセ San Jos6 お よび チャ 
ン ペ リコ Champerico 首都 の グアテマラ フシ テイ ~ 
カリ ブ 海 側 の プエルト バリ オス 間 の 路線 を 主体 と 
し 、 メキ シコ 国境 や エル サル バド ル 国 境 ま で の 
か ら な る 。RDC が 運営 し て いた 頃 は 、 グ ア テ マ フ ー 
プエルト バリ オス 間 で 団体 旅行 用 の 貸切 車 と 上 
物 列 車 が 運行 され て いた 。 3 

将来 の 開発 計画 の うち 、 貨物 鉄道 に つい て は M 
クン ウマ ン Tecm Uman ー エ ル サ ル バ 2 
路線 整備 と プエルト バリ オス ー グ アテ マフ シ 7 


914mm 
ーーーーーーーー 休止 線 
W Belmopan 
ベリ ー ズ 
カリ ブ 海 
ホン ジュ ラス 漆 
Puerto Cort6s 
Puerto BarriOS る ) ーー ノ ン 
1 Entre Ros と ) 5 ン 
グアテマラ Moraleso” シン (/ ンジ ンー 

ピッ ン / 

/ 

Los Amates ヴー / 
Tapachula ーーーー す Zacepa 
Cudad Idalgo _ー-、 Guatemala ブ ーー 6 Chiquimul ッ ーー 
eO ン iquimula S ゃ / さ 
Tecun Uman 則 >oMazatenango O94 ヽ ホン ジュ ラス 
0 ラン 3 前 
内 で っ GEscuintla Anguiat09 
Champerico Santa Maria WW e Tegucigalpa 
い es こま 
太平 洋 San 9567 … SaQta AT3 い 
ーー ーー) エル サル バド ル 
Acajutla San Salvador 


数 字 は 都市 人 口 (万 人 ) 
0 100 200km 
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(oe い 
1 
1 
San J 人 7 ペイン マユ プペ 

ーー ラー テーー an Je IQ ノ ブー 

グアテマラ W 

/ 

Texis Juncti6n + 
Santa Ana ーー~oToma de Aguilares 
Ahuachapand \ 


SN し ペ 
Sitlio del Ninoo" QAPopa 一 San Martin 
0 4 


Sonsonate の ーー ニニ り の 8 
i 32 
Acajutlae OU0 生 Ga swe 、 エル サル バド ル 
Me San Mguele、、 


ーー ニー 


数 字 は 都市 人 口 (万 人 ) 


導 50 100km 
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ー サ ン ホ や 洪 方 面 の 路線 改修 が 計画 され て いる 。 ま 
た それ に 併せ て 、 メキ シコ 方 面 の 貨物 拠点 と な っ て 
いる 太平 洋 側 の 国境 都市 テク ン ウ マン で の 貨物 
ター ミナ ル 整 備 計画 が ある 。 

都市 近郊 鉄道 に つい て は グアテマラ シテ ィ に お 
ける 都市 部 の 小 滞 緩和 を 目的 に 、 現 在 鉄道 博物 館 と 
し て 残っ て いる グアテマラ 中 央 駅 を 中 心 に 既存 鉄 
道路 線 (延長 約 20km) を 改修 する 計画 が ある 。 
2012 年 に FEGUA と スペ イン 狭軌 鉄道 (Ferrocarriles 
de Via Estrecha : FEVE) に より 、 計 画策 定 調査 が 実 
施さ れ た 。 


圏 エ ル サ ル バ ドル 
人 で 鉄道 の 歴史 

最初 の 鉄道 は 、1882 年 開業 の アカ フト ン 
Acajutla 港 ソン ソナ テ Sonsonate 間 (延長 15k 
で イギリス の サル バド ル 鉄 道 (Salvador Railway 
Company Limited : SRC) が 営業 を 開始 し 、 1894 年 
に 首都 サン サル バド ル San Salvador まで 延伸 し た 。 
その 後 、 第 2 次 世界 大 戦後 に 建設 され た 高速 道路 と 
の 競合 に より 鉄道 事業 の 継続 が 困難 に な り 、 1962 
年 に 政府 に 移管 され エル サル バド ル 鉄 道 (Ferrocarri 
de EI Salvador:FES) と な っ た 。 

一 方 、TRCA 社 は 、 東端 の クッ コ Cutuco 港 一 サン 
サル バド ル 間 な ど 国 内 の 主要 都市 間 を 開通 させ 、 グ 
アテ マラ と の 国境 で ある サン へ ヘ ロ ニ モ San Jeromimo 
まで の 路線 を 1929 年 まで に 整備 し 、 太平 洋 か ら グ 
アテ マラ を 経由 し て カリ ブ 海 を 結ぶ 幹線 が 完成 し 
た 。 1960 年 代 未 まで は エル サル バド ル の 基幹 的 な 
貿易 ルー ト の 役割 を 担っ て きた が 、 SRC と 同様 に 高 
速 道 路 と の 競合 に よ り じ ん SE の 3220541( 具 1974 年 に 
政府 に 移管 され た 。 

1975 年 に FES と IRCA 社 が 合併 し 、 エルサ ル バ 
ドル 国鉄 (Ferrocarriles Nacionales de RI Salvador: 
FENADESAL) が 成立 し 、 港 湾 自 治 実施 委員 会 
(ComisiGn Ejecutiva Portuaria AutGnoma : CEPA) 
の 管理 下 に ある 。 輸 出入 品 (燃料 、 鉄鋼 、 乳 製品 、 セ 
メン ト 、 コン テ ナ な ど ) の 貨物 輸送 と 一 部 地域 の 旅 
客 輸 送 を 行っ て いた が 、2002 年 に 政府 お よび 
CEPA は 、 鉄道 施設 の 老朽 化 に よる 鉄道 の 需要 減 と 
補助 金 の 経年 的 な 増加 を 理由 に 鉄道 の 運休 を 決定 
し た 。 そ の 後 、2008 年 より サン サル バド ル ュ アポ 


Apopa 間 (延長 12krm) に お いて 平日 朝夕 の 通勤 列 


車 の 運行 を 再開 し た 。 
398 


Republic of Guatemala / RepubIic of E| 53 


@ 妖 道 の 特 徴 と 開発 計画 


鉄道 網 は 、 首都 の サン サル バド ル を 中 心太 
側 の うち 西側 は ソ 7 を 経由 し ア カブ 
まで 、 東 側 は サン ミ ミゲル San 1 igu を 邊 し うり 、 
港 まで 、 また 内 陸 部 の サン タ ア ナ や グ ア テマ ラ と 


国境 で ある 守 ツ ペロ ニモ ま で の 全国 路線 細か 
され て いる が 、 現在 は サン サル バ ドル の 痢 市 人 
限定 し て 運行 し て いる 。 

将来 の 開発 計画 と し て 、 サン サル バド ル 近 交 
の アポ パー ンー シティ オ ・ デ ル ・ ニ ー ニ ョ Sitio dd Ne 
間 (延長 24km) と サン サル バ ルー フッ 
San Martin 間 (延長 17km) の 運行 再開 計画 が 進 ぁ 
られ て いる 。 また 、 都 市 間 鉄道 で は 、 サ ン サ ル バ k ル 
ー ソ ン ソ ナ テ 間 の 運行 再開 計画 を 検討 中 で ぁ り 
2013 年 2 月 に CPPA と スペ イン の コン サル タン ト 
会 社 で ある トラ ムレ ー ル Trarmrail 社 間 で 計画 実施 
に 関す る 合意 が 取り 交わ され た 。 


圏 ホ ンジ ュ ラ ス 
信 鉄 道 の 歴史 

最初 の 鉄道 は 、 コル テス Corts@ 港 サン ペド ロ 
スー ラ 8an Pedro Sula 間 で 1870 年 に 運行 を 開始 し 
た 。 19 世 紀 に は バナ ナ 、 木材 、 鉱物 な ど 一 次 産品 の 
主要 な 輸送 手段 で あっ た 。 鉄道 の 経営 は 、 運行 委託 
契約 を ホン ジュ ラス 政府 か ら 受け た スタ ンダ ー ド ・ 
フル ー ツ 会 社 (Standard Fruit Company : SFC、 現 
在 の ドー ル ・ フ ー ド ・ カ ン パ ニー) と テラ 鉄道 (Tela 
Railroad) が 行っ て いた 。 

1983 年 に SFC の 路線 が ホン ジュ ラス 国鉄 
(Ferrocarril Nacional de Honduras :FNH) と な り 、 
1993 年 に テラ 鉄道 の 路線 も FNH に な っ た 。 

1998 年 の ハリ ケー ン ・ ミ ッ チ Mitch に より 軌 邊 と 
鉄道 設備 が 大 被害 を 受け 、 輸 送 能力 が 大 幅 に 低下 し 
た こと か ら 、 主 要 輸 送 品目 の バナ ナ を トラ ッ ク 坦 は 
に 切り 替え る な どの 対応 を し た こと に より 、 一 部 を 
除き 鉄道 の 運行 を 中 止 し た 。 

2010 年 に 政府 は 鉄道 施設 の 復旧 UM 
画 し 、2010 年 12 月 に ホン ジュ ラス 第 2 の 痢 市 サ 
べ ぺ ド ロス ー ラ の 中 央 駅 ダラ ンド セン トラ ル バ ^ 
ター ミナ ル 間 (延長 2.5km) の 運行 を 再開 し た 。 


人 鉄道 の 特徴 と 開発 計画 以 
路線 網 は カリ ブ 海 沿岸 を 中 心 に 広がっ て お 維 


前 は 旅客 お よび 貨物 列車 が コル テス 港 ご アフ 


の 復旧 工事 の 第 1 期 整備 と し て サン ペ 


され て いる 。 
また 、 長期 的 な 計画 に は 、 カ リブ 海 側 


Amapala 間 の 新規 路線 の 整備 が ある 。 
く 竹 内 龍介 > 


は ュー 


ーCholoma 間 (延長 15km) の 線路 改修 工事 が 計画 


を 結ぶ 、 カ ステ ィ ー ジ ャ Castila 港 一 アマ パラ 


N 
A カリ ブ 海 Puerto Castillao 
\ PuertO COrt@es 
び * Tela i 衝 ど 
Choloma 人 ーー に MM 
san % 』/) 
Pedro / 
UIa EID 
65 NN 6 っ So 1 ンー 
1 H La Lima 
に あり ェ ーー メキ シコ ベリ ー ズ 
ホン ジュ ラス 拡大 図 の 範囲 
グ ァ テ マラ 際 和 > 
数 字 は 主 な 都市 人 口 (万 人 ) ー カ ラグ ア 
0 40 80km EE 
1067/914mm O Tegucigalpa 
casszsc-Sc う 3 休止 線 99 
カラ だ 
間 、 北西 部 の コル テス 港 一 サン ペ ドロ スー ラ 間 で 運 〇 グアテマラ 鉄道 博物 館 


行 し て いた 。 将来 の 開発 計画 と し て サン ペド ロス ー 
ラー コル テス 港 (延長 60km) で の 旅客 ・ 貨 物 輸送 


グアテマラ シテ ィ に ある 中 央 駅 は 鉄道 博物 館 に な っ 
て お り 、 旧型 の 蒸気 機関 車 や 客車 、 電話 や 電報 機器 、 保 
線 用 機材 な どの 鉄道 関連 施設 が 展示 され て いる 。 特に 、 
機関 車 は 3 つの 時 期 に 分 け 、 第 1 期 (1880 一 1928 年) の 
SL34 号 機 、 第 2 期 (1928-1950 年 ) の SL204・205 号機 、 
第 3 期 (1950 一 1972 年 ) の ディ ー ゼ ル 機 関 車 を 各 期 の 
代表 と し て 展示 し て いる 。 また 、 郊外 部 に は 日 本 の 旧 多 
部 鉄橋 と 同様 の 構造 で ある トレ ッ ス ル 橋 が 残さ れ て お 
り 、 都 市 近郊 鉄道 が 復旧 し た 際 に は 再度 使用 され る 予定 
で ある 。 ぐ 人 竹内 龍介 


民 加 2ー ジ 


と 太平 洋 側 


住所 :9a Avenida 18-03 Zona 1, Guatemala City 01001 
e-mall: info@museofegua.com 

開館 時 間 : 火 曜日 か ら 金曜 日 の 9 時 一 16 時 

入館 料金 : 大 人 2GTQ、 子 供 1GTQ 


パー ジュ ラス の サン . ペ ドロ ・ ス ー ラ で 運行 する 旅客 列車 (高橋 慣 一 


に XX て 諾 


で テニ で せ で HMI4NININ 


ヘー 


2Ml ご 斗 


Republic of Costa Rica 


国 の あら まし 


中 米 の 地峡 に ある 証 ll 
小国 で 、 周辺 国 に 比 議 訟 訟 
べ て 山地 が 多く 起伏 全 計 


に 富ん で いる 。 か つ 靖 誤 季 議 サン ホセ 
て 少数 の 先住 民 が 暮 。 
らし て いた が 16 世 4 
紀 初頭 、 ス ペイ ン に ke 


SM を ロ N いま 


征服 され た が 、 金 や sb、 
銀 な どの 資源 が 採掘 され な か っ た た め 、 植民 地 と し 
て は あま り 重 要 視 され な か っ た 。 スペ イン か ら は 農 
業 移民 た ち が 人 入植 し 、 農園 や 牧場 な ど を 開拓 し て い 
く 。 グ アテ マラ 総督 府 の 支配 下 に あっ た が 、 宗主国 
スペ イン か ら 1821 年 に 中 米 連邦 共和 国 と し て 独立 
し た 。 し か し 連邦 が 崩壊 し て 5 カ国 に 分 離し 、 1838 
年 に コス タリ カ 共 和 国 が 設立 され た 。 軍閥 同士 の 争 
乱 が 頻発 する が 、 1949 年 に 軍隊 を 解体 する と いう 
政策 を 実施 し た 。 常設 の 軍隊 は 保持 し な いと いう 平 
和憲 法 を 公布 し 、 現在 に 至る 。 周辺 国 が 内 戦 激化 し 
た 1980 年 代 コス タリ カ は 仲介 役 を 務め る な ど 平 
和 国 家 と し て の 役割 を 果たし た 。 主要 産業 は 、 農業 
(コー ヒー、 バ ナナ 、 パイナップル な ど )、 製 造 業 ( 集 
積 回 路 、 医 療 品 )、 観 光 業 で ある 。 


を コ スタ リカ 共 和 国 

人 口 : 494 万 人 (2014 年 ) 面積 :5.1 万 kmf 
主要 言語 : スペ イン 語 

通貨 : コロ ン CRC(1CRC=0.22 円 ) 
国民 総 所 得 :424 億 USD 

1 人 当たり 国民 絶 所 得 :8820 USD 
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と 


創業 
営業 キロ 278km (1067mm) 

年 間 旅客 輸送 量 250 万 人 

年 間 貨物 輸送 量 ” 9343 万 トン 

車両 数 EU11 DU6 DMU/16 FC/74 ヵ 
* 鋼 塊 輸 送 の デー タ 。 他 に パナ ナ 459 万 箱 を 輸送 


コス タリ カ国 鉄 
Instituto Costarricense de Ferrocarriles (INCOFER) 
URL: http:/wwwrincofer.9o.Cr 


鉄道 の 歴史 


ーーーーーーーーーーーーー= 

コス タリ カ 最 初 の 鉄道 は 、 1873 年 に 開業 し た ア 
ラフ ェ ラ Alajuela て サン ホセ San Jose 間 (延長 約 
20 語 kG の 2S また トラ ン テ ィ コ 鉄道 
(Ferrocarril al Atlamtico) が 1871 年 に カリ ブ 海 側 
の リモ ン Limom か ら 和 建設 を 開始 し 、 首都 サン ホセ ー 
リモ ン 間 の 路線 を 1890 年 に 開業 し た 。 一 方 、 太平 
洋 側 は パシ フィ コ 鉄 道 (Ferrocarril al Pacifico) が 
サン ホセ ー プ ンタ レナ ス Pumntarenas 間 を 1910 征 
に 完成 させ 、 国 の 東西 を 結ぶ 路線 が 開通 し た 。 こ れ 
ら の 鉄道 は 、 コー ヒー や バナ ナ の 輸出 経路 と し て 利 
用 され る よう に な っ た 。 1930 年 に は サン ホセ ー ブ 
ンタ レス 間 が 中 米 地域 で 初め て 電化 され た 。 

その 後 、 ア トラ ン テ ィ コ 鉄道 と パシ フィ コ 鉄 前 
1977 年 に 統合 され 、 投 資 開発 機関 で ある コス タリ 
カカ 開発 会 社 (CorporaciGn CostarricentS と de 
Desarrolo :CODESA) の 補助 の も と 、 コ スタ リカ 
道 (Ferrocarriles de Costa Rica 8ocieda0 
AnGnima:FRBCOSA) が 独立 機関 と し て 設立 きり < 
さら に 1985 年 に は コス タリ カ国 鉄 INCODFEN 
と し て 国有 化 さ れ た 。 


し か し な が ら 、 財務 状態 が 改善 で きず 、 さ 5 


1991 年 に 起き た 地震 に より 橋 染 な ど が 枯 
た た め 、 1995 年 に 政府 は 列車 運行 の 中 止 を 重 ソ " 


1998 年 に は 、 政府 が カリ ブ 海 側 地域 お + ひ 6 計 


適切 と 者 えら れる 地域 の 運行 再開 を 許可 


は り 太平 洋 側 の サン ホセ ー カ ル デ ラ 間 の 観光 鉄 
道 が 運行 れる な ど 、 旅客 や 貨物 の 運行 が 再開 され 


し た 、 サンホセ の 都市 近郊 鉄道 は (合計 延長 
75kW、 公 共 事 業 ・ 交 通 省 (Ministrio de Obras 
PublicaS Y Transportes : MOPT) と スペ イン の レン 
ノ ェ (RENFE) お よび スペ イン 銘 軌 鉄道 
(Ferrocarriles de Va Estrecha :FRVE) が 2012 年 
に 施設 補修 及び 運行 に 関す る 契約 を 結び 、 路線 の 修 
復 の の ち 運 行 が 開始 され た 。 


鉄道 の 特徴 と 開発 計画 


ーー ューーー テー イオ 

コス タリ カ の 鉄道 路線 は 太平 洋 側 の プン タレ ナ 
ス と カリ ブ 海 側 の リモ ン を 東西 に 結ぶ 幹線 と カリ 
ブ 海 側 の シキ ュ リ ス Siquirresー リ オフ リオ Rio 
Frio 間 の 支線 か ら な り 、 太平 洋 側 は 山 量 地帯 を 通る 
の で 最 急 勾配 は 40%s で ある 。 

現在 運行 し て いる 区 間 の うち 、 太平 洋 側 は カル デ 
ラ Calderaー サ ン ホ セ 間 (延長 92km) の うち カル 
デラ ー オ ロ テ ナ Orotina 間 (延長 30km) で 週末 お 
よび 夏季 に 観光 列車 を 運行 し 、 オ ロ テ ナ ー サ ン ホ セ 
間 (延長 62km) で は 工事 用 車両 の み を 運行 し て い 


TTF 


ー (サナ プラ ン テ ーシュ > 
用 の 主要 な 支線 (一 部 ) 


| 重 字 は 都市 人 口 (万 人 ) 


また 、 カリ ブ 海 側 は サン ホセ ー リ モン 問 (延長 
187km) の うち カル タゴ ー シ キ ュ リ ス 8iquirres 間 
(延長 100km) は 1991 年 の 地震 に よる 被災 以降 運 
行 を 中 止 し て お り 、 大 西洋 に 面 し た リモ ン 地 区 の み 
で バナ ナ と 鉄鋼 製品 の 貨物 輸送 を 行っ て いる 。 

首都 の サン ホセ で は 、 カ ル タ ゴ Cartago、 エ レデ イィ 
ア Heredia、 ベ レン 8aint Antomio de Belen 方 面 で 、 
FEVE か ら 購 入 し た 中 古 気 動車 を 運行 し て お り 、 1 
日 当り 1 万 3000 人 の 利用 者 数 が ある 。 

な お 、 電化 区 間 は 架線 の 盗難 が 多く あっ た こと か 
ら 、 現在 は 架線 を 全て 撤去 し て いる 。 再度 電化 を す 
る に は 多額 の 費用 を 要する た め 、 実施 は 困難 で あ 
る 。 

将来 計画 と し て 、 太平 洋 側 か ら カ リブ 海 側 ま で コ 
スタ リカ を 横断 する 鉄道 の 再 整備 が ある 。 た だ し 、 
既存 路線 の カル デラ ー サ ン ホ セ 間 に は 急 勾 配 
(40%。) が あり 、 復旧 し て も 貨物 輸送 を 実施 する こ 
と は 困難 な た め 、 代替 案 と し て 山岳 地帯 を 通ら ず 、 
大 西洋 側 の リモ ン か と 平坦 な 北部 の 地域 を 通り 太 
平 洋 側 の オロ テ ナ 方 面 へ の 路線 を 検討 し て いる 。 

また 、 サン ホセ 市 内 で は 、 環状 線 と 分 岐 線 を 組み 
合わ せ た ラ ケッ ト プ ロ ジェ クト (延長 35krm) が あ 
り 、 複 線 電 化 (DC1.5kV) 鉄道 を 計画 し て いる 。 


ぐ 竹 内 龍介 > 


へ Puerto Limon 
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きこ NHO は こ X へ 和民 | 


Republic of Panama 


国 の あら まし 


南北 アメ リカ 大 陸 を 結ぶ 中 米 の 地峡 で 最も 細く 
な っ て いる パナ マ 地 峡 に ある 共和 国 で 、 北海 道 と ほ 
ぼ 同 じ 面 積 を 有する 。 熱帯 雨林 地帯 に あり 、 住民 は 
イン ディ オ と 白人 と の 混血 (メス ティ ー ソ ) が 多い 。 
か つて 先住 民 が 暮らし て いた が 、 16 世 紀 初 頭 、 ス ペ 
イン に 征服 され た 。 ヌ エボ ・ グ ラナ タタ 副 王 領 と な り 、 
約 300 年 の 間 ス ペイ ン の 植民 地 と な っ た 。 1821 年 
に スペ イン より 独立 し た が 、 現在 の コロ ン ビ ア を 含 
む グ ラン ・ コ ロン ビア に パナ マ は 参画 し た 。 

その 後 、 パナ マ 運 河 の 掘削 の 関係 か ら 現地 に 駐留 
し て いた アメ リカ 人 軍 が 協力 し 、 コ ロン ゼア か ら 
1903 年 に 独立 し た 。 

1914 年 に パナ マ 運 河 は 開通 し た が 、 パナ マ 運 河 
地帯 は アメ リカ の 治安 法 権 下 に 置か れる 。 1960 年 
代 以 降 、 運 河 返還 を 求め る 運動 が 起こ り 始 め 、1999 
年 末 に 返還 され た 。 

主 な 産業 は 、 国民 総 生産 の 半分 以上 を 占め る 運河 
関係 の サー ビス 業 や 金融 業 な ど で あ る 。 国 名 は 先住 
民 語 で 「 魚 」 を 意味 する 。 
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パナマ 共和 国 
人 口 : 393 万 人 (2014 年 ) 
面積 : 7.5 万 km 

主要 言語 : スペ イン 語 、 英語 、 先 住民 の 言語 
通貨 : バル ボア PAB(1PAB=119.63 円 ) 
国民 総 所 得 : 324 億 USD 

1 人 当たり 国民 総 所 得 :8510 USD 


鉄道 の 主要 デー タ (2011 年 ) 


創業 1855 年 

営業 キロ 76km (1435mm) 

電化 キロ 非 電化 

列車 運転 線路 単線 の み 

車両 数 DL11 PC/6 FC/38 
運営 組織 

パナ マ 運 河 鉄道 


Ferrocarril de Panama 
Panama Canal Railway Company (PCRC) 
URL : http:/Wwwr.panarail.com 


鉄道 の 歴史 


1492 年 に コロ ン ブ ス が アメ リカ 大 陸 に 到達 し て 
以降 、 大 西洋 か ら 太平 洋 に 抜け る ルー ト の 開設 は ス 
ペイ ン に と っ て 和 宿願 だ っ た 。 そ の 候補 と し て 中 米 地 
峡 が 注目 され 、 横断 方 法 と し て 運河 の 建設 が 最初 に 
構想 され た 。 中 で も パナ マシ ティ Panama City か 5 
大 西洋 に 抜け る ルー ト が 最も 有望 と され 、 スペ イン 
王室 は 1814 年 に パナ マ 運 河 の 建設 を 決定 し た 。 た 
が 、 パナ マ を 含む グラ ンコ ロン ビア 共和 国 が 1821 
年 に 独立 し た た め 、 スペ イン に よる 運河 建設 計画 は 
実現 し な か っ た 。 

その 後 この 地域 へ の 影響 力 を 強め て きた の が 7 
メリ カ で ある 。 特に 1848 年 1 月 に カリ フォ ル ニ / 
で 金鉱 が 発見 され 、 ゴー ルド ラッ シュ が 起き る ム 
アメ リカ の 東海 岸 と 本 海岸 を 結ぶ 効率 的 で 安全 な 
輸送 ルー ト が 切望 され た 。 その よう な 背景 の も へ 
1850 年 に パナ マ と アメ リ 力 の 企業 と の 間 で パ 7 
0 イ と コロ ン Colen を 結ぶ 鉄道 建 設 契 約 が 鐘 

れ た 。 


。 の 鉄道 半 設 は 、 地形 的 に 難 工 事 で ある 上 に 、 熱 
高温 多 湿気 候 や 風 上 病 (マラ リア と 黄 熱 病 ) に 
され 、 建設 工事 に 従事 し た アフ リカ か ら の 黒人 
か ど 多大 な 犠牲 者 (2 万 5000 人 以上 ) を 
ns - ぅ し て 工期 5 年 の の ち 1855 年 1 月 28 昌 
と 中 米 初 と な る 延長 76km (軌間 1524mrn) の 地峡 
放 道 が 開通 し た 。 一 部 に 急 勾配 区 間 が あっ た た め 、 
な 第 レー ル を 中 央 に 取 設 する 方 式 で 計画 さ 
と が 、 共 所 機関 車 の 性 能 向上 に より 一 般 的 な 格 着 
ヶ で 営業 を 開始 し た 。 開業 当時 の 運 貨 は 現在 と 同 
額 の 25USD、 線路 を 歩く 料金 は 5USD だ っ た 。 
パナマ 地峡 鉄道 は 、 1869 年 5 月 10 日 に アメ リカ 
所 鉄道 が 開通 する まで 、 ア メリ カ 東 海岸 と 丁 
海岸 結ぶ 迅速 か つ 安 全 な 輸送 ルー ト と し て 極め 
て 重要 な 役割 た 果たし た 。 また 江戸 末期 に 日 米 通商 
条約 批准 書 交渉 の た め に 太平 洋 を 渡っ た 遺 米 使節 
団 ( 合 計 28 人 ) も 1860 年 (万 延 元 年 ) 4 月 に この パ 
ナマ 地峡 鉄道 に 乗車 し て いる 。 だ が 、 アメ リカ 大 陸 
横断 鉄道 の 完成 と と も に その 役割 は 低下 し て いっ 


た 8 

パナ マ 地 峡 を 横断 する 運河 の 建設 に 最初 に 着手 
し た の は 、 スエ ズ 運 河 を 建設 し た フラ ンス 人 レセ ッ 
プス Lesseps (1805 1894 年 ) だ っ た 。 1880 年 に 
着工 し た が 、 予想 以上 の 難 工 事 と 資金 難 、 さ ら に 風 
土 病 の 猛 成 の た め 1889 年 に 挫折 し た 。 その 後 パ ナ 
マ は 、 アメ リカ 合衆国 の 後押し で コロ ン ビ ア か ら 


部 は 都市 信人 ) 
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1903 年 に 独立 する 。 フ ラン ス の 後 を 引き 継い だ ア 
メリ カ は 、11 年 の 歳 月 と 約 4 億 USD の 巨費 を 投じ 
て 、 開門 式 の 運河 を 1914 年 8 月 15 日 に 開通 させ 
た 。 運 河 の 建設 に は 唯一 の 日 本 人 土木 技術 者 ・ 青 山 
士 (あお や ま あき ら )(1878 一 1963 年 ) も 従事 し た 。 
1999 年 12 月 31 日 正 自 を も っ て 、 運河 の 所 有 と 運 
常 す べ て が アメ リカ か ら パ ナマ 共和 国 に 委譲 され 、 
現在 も 海運 お よび 軍事 面 で 極め て 重要 な 役割 を 
負っ て いる 。 

パナ マ 地 峡 鉄 道 は 、 パ ナマ 運河 の 建設 時 に は 工事 
用 資 機材 を 輸送 し た 。 また パナ マ 運 河 の 建設 に 伴い 
路線 の 約 半分 が 水没 する こと に な り 、 運河 沿い に 新 
し い 路 線 が 建設 され た 。 

パナ マ 地 峡 鉄道 が 1977 年 に パナ マ 政 府 に 返 本 
され た 時 、 鉄 道 イ ン フ ラ は 老朽 化し 荒れ 果て た 状態 
で あり 、 その 後 も 政府 は 満足 な 投資 を 行わ な か つっ 
た 。 1990 年 代 中 頃 、 パ ナマ 政府 が 鉄道 を 含む 国営 
企業 の 民営 化 を 強力 に 推進 し た 結果 、 ア メリ カ の カ 
ン ザ スシ ティ 南 鉄道 (Kansas City Southerm 
Railway) の 所 有 者 な どか ら 構 成 さ れる パナ マ 運 河 
鉄道 (Panama Canal Railway Company : PCRC) が 
1998 年 2 月 か ら 50 年 間 の 事業 権 を 得 て 、 標準 軌 
1435mm へ の 改 軌 を 含む 鉄道 イン フラ の 改良 ( 設 
計 最 高速 度 は 時 速 70 マ イル = 約 113kmh) を 実施 
し 、 2006 年 6 月 か ら 旅客 及び 貨物 輸送 を 行っ て い 
る 。 


ーーーーー - パナ マ 運 河 航路 
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Republic of Panama 


鉄道 の 特徴 


較 貨 物 輸送 

PCRC は 、 パ ナマ シテ ィ の バル ボア Balboa 港 に 到 
着 し た コン テ ナ を コロ ン ま で 、 また その 逆 方 向 の 輸 
送 を 行っ て いる 。 パ ナマ 運河 を 通過 する コン テ ナ 朋 
は 太平 洋 と 大 西洋 を 直接 結ん で お り 、 鉄 道 は カリ プ 
海 の 鳥 々 な ど へ の フィ ー ダ ー 輸 送 用 コン テ ナ を 運 
ん で いる の で 、 運河 と 鉄道 の 役割 は 分 担 さ れ て い 
る 。 

貨物 列車 1 編成 が ダブ ルス タッ ク 用 5 両 連接 貨車 
を 11 連 結 ( 全 55 両 ) し て いる の で 、 40 フ ィ ー ト コ 
ン テ ナ を 最大 110 本 (220TEU) 輸送 する こと が 可 
能 で ある 。 運 行 は 24 時 間 行 われ 、 平 日 の 列車 本 数 は 
7 往復 プ 日 で ある が 、 週 末 (金曜 日 一 日 曜日 ) に は コ 
ン テ ナ 船 が 到着 する の で 8 一 10 往復 プ 日 と な る 。 
年 間 40 万 本 の コン テ ナ を 輸送 し て お り 、 その うち 
75% が 40 フ ィ ー ト コン テ ナ 、 残 り の 25% は 20 
フィ ー ト コン テ ナ で 、 南北 方 向 に ほぼ 同じ 量 を 輸送 
し て いる 。 貨物 収入 は 全 収 入り 97% で ある 。 

所 要 時 間 は 、 いち ば ん 速い 場合 で 積み 込み 1.5 時 
間 、PCRC 区 間 1.5 時 間 、 積み 下ろ し 2 時 間 の 合計 5 
時 間 、 平 均 し て 8 一 10 時 間 で ある 。 

圏 旅客 輸送 

PCRC の 旅客 列車 は 、 両端 に ディ ー ゼ ル 機 関 車 が 
配置 され 、 中 間 に 客 車 65 両 (うち 1 両 は 観光 客 用 の 
展望 車 。 い ずれ も アム トラ ッ ク の 旧型 客車 ) を 挟ん 
だ ジッ シッ ンコ ブル 浪 NG ある パカ ョ ンジ ク 語 他 の の ら ご (回 


パナ マ 運 河 鉄道 の コロ サル 旅客 駅 (藤森 啓 江 ) 
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ン の 自由 貿易 ゾー ン に ある 港 洲 や 銀行 な ど へ 
勤 客 が 多く 利用 する た め 、 月 曜日 か ら 金曜 日 まで 
の 7 時 15 分 に パナ マシ ティ の コロ サル 旅客 駅 を 
て 、 夕方 の 17 時 15 分 に コロ ン の 大 西洋 旅客 駅 か ぁ 
パナ マシ ティ に 帰っ て くる ダイ ヤ で 1 日 1 往 復 し か 
運行 し て し な い 。 両 都市 間 の 所 要 時 間 は 1 時 間 で ぁ 
る 。 コ ロン 近く で 線路 は 島 伝 い に 走 り 、 両側 に 広 が 
る ガト ウゥ ン 湖 に は 小島 が いく つも 浮か び 、 素 晴らし 
い 風 景 が 展開 する 。 

PCRC の 旅客 輸送 量 は 、 観光 客 は 5 万 人 年 で ほ 
ぼ 一 定 、 通勤 客 は 5 万 人 年 と 減少 し て いる 。 全 休 
収入 に 対す る 旅客 の 割合 は 、 以前 は 10% で あっ た 
の が 、 パナ マシ ティ ーー コ ロン 間 の 高速 道路 が 2009 
年 4 月 に 開通 し た 影響 で 3%% に まで 減少 し て いる 。 
現在 の 利用 客 は 南 行 き 、 北 行き と も 約 500 人 / 日 で 
ある 。 

園 パ ナマ 運河 で 活躍 する 日 本 製 の 曳船 電気 機関 車 

パナ マ 運 河 の 航路 区 間 は 長 さ 82.2km、3 カ 所 に 
ある 間 門 は 行き 人 違い 可能 な 複線 式 で ある 。 年間 1 万 
4500 隻 ( 約 40 隻 日 ) の 船舶 が 航行 し 、 通過 時 間 
は 平均 8 て 10 時間 、 順番 待ち の 時 間 も 含 め れ ば 約 
20 時 間 で ある 。 

PCROC の 西側 に 広がる ガト ゥ ン 溢 は 運河 航行 用 に 
つく られ た 水面 標高 約 26m の 人 造 湖 で ある 。 海水 
面 と は 水位 差 が あり 、 航行 船舶 を 湖面 の 高 さ に 上 げ 
る た め に パナ マ 運 河 に は 3 カ所 に 間 門 (ロッ ク ) が 
設け て ある 。 カ リブ 海 側 に は 3 段 昇降 の ガト ッ ゥ ン 開 
門 、 太平 洋 側 に は 2 段 の ミラ フロ ー レ ンス 彰 門 と 1 


パナ マ 運 河 で 活躍 する 日 本 製 の 曳 公 電気 機関 車 ( 藤 閑 飼 江 ) 


段 の べ ドロ ミゲル 間 門 の 2 つが ある 。 開門 通過 の 方 
法 は 次 の と お り で ある 

運河 の た 右 に は ラッ ク ( 歯 軌条 ) 式 レー ル (軌間 
1524mm) が 敷 か れ 、 船 が 凍 室 に 入る と き 、 左右 そ 
れ ぞ れ に 3 台 (船首 側 に 2 台 、 船 尾 側 に 1 台 ) 配置 さ 
れ た 曳船 用 電気 機関 車 が 銅製 ワイ ヤー を 引っ 張り 、 
船 が コン クリ ー ト 製 の 側壁 に ぶつ か ら な いよ うに 
両側 の 張力 を 一 定 に 保ち な が ら ゆ っ くり と コン テ 
ナ 船 を 引っ 張っ て ゆく 。290 馬力 、 最 高速 度 16kmh、 
第 三 軌 条 集 電 (AC480V) の 電気 機関 車 は 日 本 製 が 
多い 。 

通過 船 が 間 室 に 入る と 、 後ろ 側 の 扉 が 閉まり 。 ガ 
トゥ ン 湖 か ら の 暗 シ ステ ム に より 間 室 内 の 水 が 
排出 (また は 注入 ) され て 、 水位 が 9m 弱 上 下す る 。 
その 後 、 船首 側 の 扉 が 開き 、 水位 の 低い (また は 高 
い ) 方 に 船 が 出 て ゆく 。 そ の と まき 曳 船用 電気 機関 車 
が 急 勾配 (最大 500%%) を 上 下す る 。 


将来 の 開発 計画 

貨物 の 輸送 力 増強 対策 と し て 線路 有効 長 の 延伸 
や 2 カ所 の 行き 違い 設備 を 4 カ所 に する 工事 を 行っ 
て いる 。 現在 の 輸送 力 は 年 間 50 万 TEU だ が 、 今後 
の 投資 に より 200 万 TEU ま で 増大 する こと が 可能 
で ある 。 

PCRC と の 関連 が 強い パナ マ 運 河 の 拡張 工事 に 
つい て 触れ て お く 。 現在 は 幅 約 32m ま で の 船舶 
(Panamax) し か 運航 で き な い が 、 パ ナマ 政府 が 


パナ マ 運 河 鉄道 の 展望 車両 (秋山 芳 弘 ) 


2007 年 に 着手 し た 拡張 工事 が 2016 年 に 完了 すれ 
ば 幅 49m まで の 船舶 も 可能 に な る 。 こ れ に より 、 パ 
ナマ 運河 を 通航 で きる コン テ ナ 船 は 、 現在 は 約 
4500 TEU が 限界 で ある が 、1 万 2500 TEU に な る 。 
また 運航 量 は 最大 で 約 2 倍 に 増やせ る 見 込み で あ 
5 

マ 秋 山 芳 弘 > 


〇 中 米 初 の 都市 鉄道 パナ マシ ティ の メト ロ 1 号 線 


2014 年 4 月 5 日 ( 土 )、 パ ナマ シテ ィ を 南北 方 向 に 
走る メト ロロ 1 号線 の うち アル ブロ ッ ク Albrook ー ロ ス 
アン デス Los Andes 間 (14 駅 ) が 開業 し た 。 延長 
13.7km の うち 7.2km が 地下 、 残 り の 6.5km は 高架 、 
総 事業 費 は 18.8 億 USD で ある 。 アル ス トム 社 の メト 
ロ ポ リス 型 電車 (3 両 編 成 。 定員 600 人 ) 19 本 が 投入 
され 、 開業 当初 は 5 時 一 22 時 の 間 最 少 3.5 分 間隔 で 運 
行 し 、 混雑 時 に 1 万 5000 人 時 ・ 片 道 の 輸送 カカ が あ 
る 。 ぐ 秋山 芳 弘 > 


パナ マ 運 河 鉄 道 の ダ ブル スタ ッ ク ト レイ ン ( 秋 山 芳 弘 ) 


キュ ー バ 


、 国 の あら まし 


@ 八 バナ 


Havana 


カリ ブ 海 で 最も 大 きい キュ ー バ 島 を は じ め 、 小さ 
な 多数 の 島 か ら 構成 され る 共和 国 で ある 。 熱帯 雨林 
と サバ ナ 気 候 に 分 けら れる 。 先住 民 語 で 、 この 島 が 
アン ティ ル 諸 島 中 最大 で ある こと か ら 、「 中 心 の 島 」 
を 意味 する ク バ ナカ ン が 国名 の 由来 で あや る と いう 。 
か つて タイ ー ノ 族 や シボ ネイ 族 と いっ た 先住 民 が 
生活 を し て いた が 、 1492 年 に コロ ン ブ ス が 到達 し 
た こと に より スペ イン に 植民 地 化 さ れ た 。 1510 年 
代 に スペ イン 人 が 各地 に 都市 を 築き 、 20 世 紀 前 半 
まで 移民 政策 が 続い た 。 フ ラン ス 革 命 の 影響 に よる 
独立 の 気運 か ら 独 立 戦争 が 起こ り 、 ア メリ カ 義 勇 兵 
の 参戦 に より 米 西 戦争 の 引き 金 と な る な ど し 、 
1902 年 に 独立 し た 。 1959 年 に カス トロ 見 弟 や 
チェ ・ ゲ バラ に よる 革命 の 後 、1962 年 に は キュ ー バ 
危機 の 舞台 と も な っ た 。 

アメ リカ と の 国交 を 断絶 し て いた が 、 2014 年 末 
に 国交 正常 化 交渉 を 開始 し 、 2015 年 7 月 に た アメリ 
カカ と の 国交 が 回 復 し た 。 主要 な 産物 は サト ウキ ビ や 
タバ コ な どの 農業 と ニッ ケル の 採掘 で ある が 、 近 年 
は 観光 業 に も 注力 し て いる 。 
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る キュ ー バ 共 # 
凡 曰 5 6 万 人 (2014 年 ) 

面積 :11.0 万 km 

主要 言語 : スペ イン 語 

通貨 : キュ ー バ ・ ペ ソ CUP(1CUP=5.17 円 ) 
国民 総 所 得 :664 億 USD 

1 人 当たり 国民 総 所 得 : 5890 USD 


鉄道 の 主要 デー タ (2011 年 ) 
mh 
創業 1837 年 
営業 キロ 6668km 
軌間 4066km (1435mm : UFC) 
2602km (1435mm お よび 狭軌 : サ 
トウ キビ 輸送 鉄道 ) 
電化 キロ 124km (DC1.2kV) 
列車 運転 線路 左側 通行 
年 間 旅 客 輸送 量 970 万 人 
9 億 3410 万 人 キロ 


年 間 貨物 輸送 量 1090 万 トン 
5 億 6000 万 トン キロ 


車両 数 EL/4 DU532 EMU/16 DMU/60 
PC/322 FC/1 万 3677 
運営 組織 
キュ ー バ 鉄道 


Union de Ferrocarriles de Cuba (UFC) 

Cuban Railways 

Edificio Estacion Central, Egido y Arsenal, Havana, 
Cuba 
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還 還 必 
バハ ナ バ 中 央 駅 で の 乗降 風景 (藤森 盛 江 ) 


gE( は 、 キュ ー バ 最初 の 鉄道 で ある ハバ ナ ・ 0 に 富 -4 
誠道 の 建設 を 誰 可 し た 。 この 鉄道 は 、 首都 ハバ ナ 
iabam か ら 南 西 の ギ ネ ス 渓 谷 に 向かっ て 延び 、 サ 

トウ キビ や タバ コ を 輸送 する こ こと を 目的 と し た 。 四 
圭 、 カ リ ブ 海 地域 は 世界 的 な 砂糖 生産 地 で あり 、 

フリ ヵ か ら の 大 量 の 黒人 奴隷 を 酷使 し て 凍 
し を ヨー ロッ パ に 坦 出 し 、 慕 大 な 利益 を あげ て い 
を 。 ハ バナ ・ ギ ネス 鉄道 の 最初 の 区 間 と し て 、 旧 国会 
護 事 堂 ( カ ビ ト リオ ) の 場所 に あっ た ビジ ャ ヌエバ 
yilanueva 駅 か ら ハ バナ 近郊 の ベ フ カル Bejucal ま 
で の 延長 27.5km が 1837 年 11 月 19 日 に 開通 し た 。 
これ は スペ イン 本 土 よ り 11 年 も 早く 、。 また ラテ ン 
ァ メ リカ 初 の 蒸気 機関 車 鉄道 で お っ た 。 こ こ に ラテ 
ン ア メリ カ の 鉄道 時 代 の 幕 が あい た の で ある 。 

その 後 は 砂糖 産業 の 成長 と と も に 、 サト ウキ ビ を 
中 心 と し た 農作物 輸送 の た め に 民間 に よる 鉄道 建 
設 が 進ん だ 。 当時 は 鉄道 が 経済 開発 の 呼び 水 と し て 
重要 な 役割 た 果たし た の で ある 。 

20 世 紀 初 頭 に は アメ リカ 生ま れ の カナ ダ 人 ウィ 
リア ム ・ ヴ ァ ン ・ ホ ー ン William Van Horne (1843 


て 1915 年 ) が 鉄道 建設 を 進め 、 キ ュー バ の 鉄道 網 
を 拡大 し て いっ た 。 

軌間 は 標準 軌 が 多い が 、 製糖 工場 経営 者 に よっ て 
は 3 フィ ー ト (914mmy) また は 30 イ ンチ (762mrw) 
の 狭軌 を 採用 し た 。 

ハバ ナ と マタ ン サ ス Matanzas を 結ぶ 延長 92Km 
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スベ イン の 植民 地 時 1 \ の 1834 年 10 月 、 イ サ ベ ル 


CaguadguaS 
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中 国 製 DL 牽引 の 長 距離 旅客 列車 (藤森 記 江 ) 


の 単線 鉄道 (軌間 1435mm、DC1.2kV) は 、 ア メリ 
カ の ハー シー Hershey 社 (チョ コレ ー ト 会 社 ) が 、 
サト ウキ ビ の 運搬 、 ハ バナ 郊外 の 製糖 工場 か ら の 砂 
糖 を ハバ ナ 港 に 輸送 する た め 、 また 従業 員 や 地域 住 
民 の 移動 手段 と し て 建設 し 、 1917 年 に 開業 し た 。 こ 
れ は 現在 で も キュ ー バ 唯一 の 電化 路線 で ある 。 

1959 年 の キュ ー バ 革命 後 の 1960 年 に 各地 の 鉄 
道 を 統合 し て キュ ー バ 国鉄 (Ferrocarriles de Cuba・ 
FC) が 設立 され た 。 当時 、 首都 ハバ ナ と 東部 に ある 
第 2 の 都市 サン ティ アゴ ・ デ ・ ク ー バ Santiago de 
Cuba を 結ぶ 幹線 が 荒廃 し て いた た め 、 ソビエト 連 
邦 や 東欧 諸国 の 技術 で 修復 工事 が 行わ れ た 。 

1997 年 に キュ ー バ 国鉄 は 組織 改革 され 、 国営 
キュ ー バ 鉄道 (Uni6n de Ferrocarriles de Cuba・ 
UFC) と な っ た 。2000 年 以降 は カナ ダ や メキ シコ 、 
ヨー ロッ パ 諸 国 か ら の 中 古 車 両 や 設備 に より 
キュ ー バ 鉄道 は 近代 化 が 図ら れ た が 、 車両 や 設備 の 


バハ バハ マ 


Santiago de Cuba 
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貨車 改造 の 客車 を 素 引 する 旅客 列車 (藤森 啓 江 ) 


老朽 化 に 加え て 自動 車 交通 の 発展 も あり 、 その 輸送 
量 (特に 旅客 ) は 落ち 込ん で いる 。 


鉄道 の 特徴 


圏 東西 幹線 中 心 の 輸送 体系 

キュ ー バ に は 、 キュ ー バ 鉄道 (UFC) 運営 の 路線 
(軌間 1435mm。 延長 4066km) と サト ウキ ビ 輸 送 
鉄道 (1435mm と 狭軌 。 延長 2602km) を 合わ せ て 
合計 で 6668km の 鉄道 網 が ある 。UFC は 運輸 省 、 サ 
トウ キビ 鉄道 は 砂糖 省 の 監督 下 に あっ た が 、 2011 
年 以降 サト ウキ ビ 輸 送 鉄道 も 運 輪 省 の 監督 下 に 
過 つ た 。 

旅客 輸送 は 東西 幹線 ⑦ ツ バナー サン ティ アゴ ・ デ ・ 
クー バ 間 ) を 中 心 と する 長 距離 輸送 が 主体 で ある 。 
旅客 輸送 量 は 、 2009 年 の 750 万 人 、 9.7 億 人 キロ か 
ら 2011 年 に は 970 万 人 、9.3 億 人 キロ に な っ て い 
る 。 客 車 の 中 に は 、 貨 車 を 改造 し た 客車 も あり 、 普 通 


。 孝 mn 。 を ' 
ハー シー 線 で 運行 する スペ イン 製 の 中 古 電車 の 車内 (藤森 啓 江 ) 
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つっ PD 
キュ ー パ 鉄道 で 運行 し て いる アル スト ム 社 製 の DMU( 藤 礎 記 江 ) 


の ロン グ シ ー ト と 椅子 式 の ロン グ シ ー ト の 2 種 務 が 
ある 。 また 唯一 の 電化 路線 で ある ハー シー 線 は 、 入 
バナ 湾 の 対岸 に 始発 駅 で ちる カサ ブラ ン ヵ 
Casablanca 駅 が あり 、 マタ ン サ ス と の 間 を 1 両 の ス 
ペイ ン 製 中 古 電車 が 1 日 に 3 往復 運行 し て いる 。 

貨物 の 主要 輸送 品目 は 、 砂糖 と 糖蜜 、 穀物 、 ラム 、 
酒 、 タバ コ 、 相 橘 類 、 鈴 物 、 セ メン ト な ど で あ ぁ る 。 コ 
ン テ ナ は ハバ ナ で 取り 扱っ て いる 。 貨物 輸送 量 は 、 
2009 年 の 530 万 トン 、 16.6 億 ト ン キ ロ か ら 2011 
年 に は 1090 万 トン 、5.6 億 ト ン キ ロ に な っ て いる 。 
田 経 済 制裁 下 で の 車両 の 調達 

1962 年 の キュ ー バ ミサ イル 危機 以降 、 ア メリ カ 
が キュ ー バ に 対し て 輸出 禁止 措置 を と っ た た め 、 
キュ ー バ は 鉄道 車両 や 部 品 ・ 設 備 を 調達 する の が 困 
難 に な っ た 。 この た め 1963 年 か ら 1966 年 に か け 
て イギリス 国鉄 (British Rail : BR) が 新型 機関 車 の 
購入 を 支援 し た 。 だ が 、 西側 諸国 か ら の 鉄道 車両 や 
部 品 の 購入 は 1960 年 代 後半 に は 停止 し 、 そ の 代り 


貨車 を 改造 し た 客車 車内 (藤森 刻 江 ) 


PPUCTTO ぐち と お る ) 


に 東側 諸国 か ら 輸 人 し た 。 し か し それ も 1991 年 の 
y 連 月 壊 に より 途絶 えた 。 その後 は アメ リカ の 輸出 
締 目 措置 に 影響 され な い 友好 国 か ら 中 古 車両 や 新 
車 の 機関 車 を 輸 人 し た 。 

UFC で は 、 ソ 連 製 の ディ ー ゼ ル 機 関 車 が 現在 で も 
使用 され て いる よう に 車両 や 鉄道 施設 の 老朽 化 が 
著しい が 、2005 年 以降 は 中 国 の 北 車 (CNR) か ら 輸 
入 し た ディ ー ゼ ル 機 関 車 が 増え て き て いる 。 最近 、 
ロシア の 車両 メー カー・ ム ー ロ ム 社 に 2 両 編 成 の 気 
動車 300 本 を 発注 し 、 2013 年 か ら 納入 が 始ま っ て 
いる 。 

較 マ リエ ル 港 へ の 新 線 開業 

2014 年 7 月 、 マ リエ ル 港 の 新しい コン テ ナ タ ー 
ミナ ル へ の 連絡 手段 と し て 首都 ハバ ナ か ら の 鉄道 
(延長 65km) が 開業 し た 。 新 路線 が キュ ー バ で 開業 
する の は 20 年 以上 ぶり で あっ た 。 マ リエ ル 港 は 、 2 
ラジ ル の 建設 会 社 オ デブ レヒ ト と の 合弁 事業 に よ 
り 開発 され て お り 、 複 合 一 貫 輸送 施設 の 建設 に 加え 


⑥ ハ バナ 中 央 駅 


ハバ ナ 中 央 駅 は 、 造兵 (兵器 工場 ) の 跡地 に 建て 

られ 、1912 年 11 月 30 日 に 開業 し た 。 この 駅 は 、 ス ペイ 
ン ・ ル ネ サン ス 人 建 築 様式 (プラ テレ スコ 様式 ) の 影響 
を 受け た アメ リカ 人 建築 家 ケ ネス ・ マ ッ ケ ンジ ー* マ ー 
』 チ ソン Kemneth MacKenzie Murchison が 設計 し た 。3 
、 階 建て の 石造 の それ 
ぞ れ キュ ー バ と ハバ ナ 
| の 紋章 が 飾ら れ て い : ・ 2 
| 3。 その 北側 に ある 公 
| 園 に は 、 製糖 産業 が 盛 7 
、 ん な 頃 サ トウ キビ 輸送 ug 
、 に 使用 され た 茶 気 機関 * 
| 車 笠 が 展示 され て い 王寺 
る 。 く 秋山 芳 弘 > 


キュ ー バ 鉄夫 の 人 物証) 


て 経済 特区 も 設置 され る 。 ハ バナ 港 の コン テ ナ 取 披 
い 能 力 は 年 間 35 万 TEU と 不足 し て いる が 、 マリ エ 
ル 港 の 新 コ ン テ ナ ター ミナ ル は 100 万 TEU で ある 
の で 、 コ ン テ ナ の 輸送 量 が 大 幅 に 増加 する こと を 
UFC は 期待 し て いる 。 


将来 の 開発 計画 


UFC は 、 国 家 鉄 道 リ ハビ リ 計 画 (Programa 
Nacional de ReparaciGn del Ferrocarril) に 基づき 、 
鉄道 イン フラ や 車両 へ の 投資 を 実施 し 、 サ トウ キビ 
輸送 鉄道 を 除く 営業 キロ を 約 6000km に する 計画 
を 進め て いる 。 この 中 で は ハバ ナー グアンタナモ 
Guantanamo 間 が 優先 整備 路線 に な っ て いる 。 

く 秋 山 芳 弘 > 


1912 年 に 開業 し た ハバ ナ 中 央 駅 (藤森 啓 江 ) 
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Jamaica / Dominican Republic 
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国 の あら まし 


_ キン グスト ン @ 

Kingston 
ジャ マイ カ は 
カリ ブ 海 南西 部 、 


で も は ダグ パ 


= | ジ kks っ コ 


キュ ー バ の 南 に Santo Domingo 
位置 する ジャ マ 生還 

イカ 島 に ある 黒 PR 

人 主体 の 共和 国 


で ある 。15 世 紀 ス ペイ ン 領 と な る が 、 18 世 紀 に イ ギ 
リス 領 西 イ ンド 諸島 と な り 、 20 世 紀 に 独立 し た 。 保 
養 地 と し て 観光 業 が 盛ん で ある が 、 砂糖 、 コー ヒー 
な どの 農業 も 活発 で 、 ブ ルー マウ ン テ ン コー ヒー の 
原産 地 で ある 。 

ドミ ニカ 共和 国 は イス パニ ョ ー ラ 島 の 東 半分 を 
占め る 。 16 世紀 か ら ス ペイ ン 領 で あっ た が 、18 世 紀 
フラ ンス に 譲渡 され 、 その 後 ハ イチ と し て 独立 、 さ 
ら に 分 裂 し て 現在 に 至る 。 産業 は 砂糖 、 バ ナナ 、 コ ー 
ヒー な どの 農業 、 ボー キサ イト 、 ニッ ケル な どの 鉱 
業 が ある 。 


人 ジャマイカ 

人 口 :280 万 人 (2014 年 ) 
主要 言語 英語 

通貨 : ジャ マイ カ ・ ド ル JMD(1JMD=1.03 円 ) 
国民 総 所 得 : 139 億 USD 

1 人 当たり 国民 総 所 得 :5130 USD 


面積 : 1.1 万 km 


410 


ジャ マイ カノ ミミ ニカ 共生 


クリ | パーーーーー 


ぐ ド ミニ カ 共 和 国 

人 口 : 1053 万 人 (2014 年 ) 面積 :4.8 万 km 
主要 言語 : スペ イン 語 、 ハ イチ ・ ク レオ ー ル 語 
通貨 : ペソ DOP(1DOP=2.64 円 ) 
国民 総 所 得 : 563 億 USD 

1 人 当たり 国民 総 所 得 :5470 USD 


鉄道 の 主要 デー タ 
@ ジ ャ マイ カ (2011 年 ) 


創業 1845 年 
207km (1435mm) 


電化 キロ 非 電化 

列車 運転 線路 単線 の み 

車両 数 DL/2 PC/5 

@ ド ミニ カ 共 和 国 (2011 年 ) 

創業 1887 年 

営業 キロ 740km 

軌間 別 409km (1435mm) 


160km (762mm) 
101km (1067mm) 
70km (889mm) 
年 間 貨物 輸送 量 370 万 トン 
車両 数 DL/42 FC/2779 
“ロマ ナ 中 央 鉄道 の 数 値 


運営 組織 


ジャ マイ カ 鉄 道 

Jamaica Railway Corporation (ORC) 
142 Barry Street, Kingston 

ドミ ニカ 国立 砂糖 協議 会 

Consejo Estatal de| Azuca (CEA) 
URL:http:7www.cea.gob.do 

ロマ ナ 中 央 鉄道 (ドミ ニカ 共和 国 ) 
Central Romana Corporation 
URL:http:/Www.centralromana.com.do 
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2。 \ e pomin99 
Barahona 


は 部 市 A ロ (ルー : 


ーーーーーーーーー- 
ーー 委 首 の 歴史 ・ 特 徴 ・ 開 発 計画 
ジャ マイ カ 
最初 の 鉄道 と し て 、1845 年 に キン グスト ン 

ston て スズ / パニ ッシュ タウ ン Spanish Town 間 ( 算 

天 る が 開業 し 、 主 に 農産 物 を 輸送 し て いた 。 
結 と (0 NM a Me 2 JRO) 
国有 化 され 1 1925 年 en に 
に 広げ た 。 幾多 の 地震 や ハリ OO 
きた が 、 そ の 度 に 復興 だ 困 た し て きた 。 
1962 年 に JRC は 現在 の 国営 会 社 の 体制 に な っ た 
が 、 自動 車 の 増加 に より 需要 が 減少 し 累積 赤字 が 増 
加 し て いっ た 。 また 、 1980 年 の ハリ ケー ン 災 害 に よ 
り 北 岸 の ボー ト ア ント ニオ へ の 路線 が 被災 し 、 復興 
され す 放 置 さ れ て いる 。 
1992 年 に JRC は 全て の 鉄道 の 運転 を 中 止 し 、 以 
降 は 民間 事業 者 (Wmdalco 社 ) と の 契約 に より アル 
ミナ や ボー キサ イト の 貨物 輸送 の み 行 っ て いた が 、 
2008 年 に は 政府 に よる 全国 鉄道 網 の 復旧 計画 が 策 
定 さ れ た 。 
また 、 2011 年 7 月 より 首都 キン グスト ン 郊 外 の ス 
パニ ッシュ タウ ンー リン ステ ッ ド Linsted 間 (延長 
20km) で 旅客 輸送 が 再開 され た が 、 赤字 が 原因 で 
2012 年 8 月 に 運行 を 休止 し た 。 
現在 、 旅客 輸送 は 行わ れ て お ら ず 、 貨物 輸送 は 
Wimndalco 社 に より ボド レス ジャ ンク ショ ン Bodles 
Junctionー ウ ィ リ アム ス フ ィ ー ル ド Wiliamsfield 間 
と プレ ザン ト フ ァ ー ム Pleasant Farm 間 で 行っ て い 
る 。 北 岸 の 被災 区 間 で の 落 橋 や 軌道 の 埋没 が 原因 で 


ava 4 
こと pe “ 
間 Gree 


数 字 は 都市 人 (万 人 ) 


き 50 100km 


休止 し て いる 区 間 が 多数 を 占め る 。 
将来 の 開発 計画 に は 、 旅客 輸送 の 再開 区 間 の 延伸 
らし スパ ミッ ジョグ シシ ャ ソウ ア リア だ スシ 評 
ルド 間 (延長 65km)、 ス パニ ッシュ タウ ング レゴ 
リー パー ク Gregory Park 間 (延長 10km)、、 グ レゴ 
リー パー クー キン グスト ン 問 (延長 8km) が ある 。 


圏 ドミ ニカ 共和 国 

最初 の 鉄道 は 、 1887 年 に 開業 し た ラベ ガ La Vega 
ーー サン チェ ス 8achez 港 間 (延長 100km) で ある 。 そ 
の 後 、 各地 に サト ウキ ビ 輸 送 を 目的 に 民間 企業 が 路 
線 建設 を 進め た が 、 規格 は 統一 され ず 軌 間 は 多岐 に 
渡っ た 。 また 20 世 紀 初 頭 に ドミ ニカ 国鉄 が 設立 さ 
れ 、 ハイ チ 国 境 近く の 港湾 付近 で バナ ナ 輸 出 用 の 鉄 
道 を 運営 し て きた が 、 1980 年 代 に 運行 を 中 止 し 、 そ 
れ 以 降 は 製糖 会 社 に よる サト ウキ ビ の 輸送 が 行わ れ 
て いる 。 

2009 年 に は 首都 サン ト ・ ド ミン ゴ Santo Dommgo 
の メト ロ 1 号 線 が 開業 し 、 2013 年 に は 2 号線 が 営業 
運転 を 開始 し た 。 メト ロ は 、 交通 再 整 備 事務 所 
(Oficima para el Reordenarmiento del Transporte ・ 
OPRET) が 運営 し て いる 。 

現在 運行 し て いる 路線 は 、 主 に サト ウキ ビ 畑 と 製 
糖 工場 の 間 で 運行 し て いる 。 国立 砂糖 協議 会 
(Consejo Estatal del Azucar : CEA) は 半 国 営 の 事業 
体 で あり 、3 種 類 の 軌間 (762mm、889rmm、1067mr) 
の 路線 を 有 し て いる 。 また 、 ロマ ナ 中 央 鉄道 は 、 4 種 
類 の 軌間 (558mm、 762mm、 1067mm、 1435mm) 
が あり 、 一 部 で は 民間 の 製糖 会 社 が 運行 し て いる 。 
く 竹 内 龍介 > 


【 Aa 、 Annotto Bay 
iKnow ーー 
art Buff Ba 
3 It Ni や <- ゝ 、 3 Margaret's Bay 
Hope Bay で PortAntonio 


時 生 英 て ユ ュ ゝ 
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国 の あら まし 


南米 大 陸 の 最 北部 に あ 
る 共和 国 で 、 太平 洋 岸 と 大 
西洋 崖 、 ア ン デ ス 高 地 、 ア 


マゾ ン 地 帯 な ど 地形 の 変 「 議 示 ヨッ 
化 に 富み 、 人 種 も 先住 民 か の Begoe 


で こ we 時 6 


ら 白 人 や 時 人 、 そし て これ 4 縛 識 
ら の 混血 の 人 まで 多様 で 鞭 
ある 。 か つて は 古代 文明 が 
栄え 、 そ の 後に イン カ 和 帝 国 
の 支配 下 と な っ た が 、 16 世 紀 に スペ イン の 植民 地 
と な る 。19 世 紀 に グラ ン ・ コ ロン ビア と し て 独立 し 
た も の の 、 エク アド ル と ベネ ズ エ ラ は 分 離し て それ 
ぞ れ 独立 国家 と な り 、 20 世 紀 に は パナ マ も 分 離し 、 
現在 に 至る 。 左翼 ゲリラ 、 右 細 準 軍 組 織 、 麻 薬 マフ ィ 
ア に よる 政情 不安 が 長らく 続い て いた が 、 21 世紀 
以降 は 政治 的 暴力 や 一 般 犯罪 も 減少 傾向 に あり 、 政 
府 と 左 細 ゲ リラ の 和平 交渉 も 進ん で いる 。 産 業 と し 
て は 第 1 次 産品 が 多く 、 石油 や 石炭 、 エ メラ ルド な 
どの 天然 資源 、 コ ー ヒ ー、 切 り 花 、 果 物 な どの 農産 物 
が 主 な 輸出 品 で ある 。 また 2010 年 以降 は 観光 産業 
に も 力 を 入れ て いる 。 


信 コ ロン ビア 共和 国 

人 口 : 4893 万 人 (2014 年 ) 面積 :114.2 万 knf 
主要 言語 : スペ イン 語 

通貨 : ペソ ・ ド ル COP(1COP=0.05 円 ) 
国民 総 所 得 : 3348 億 USD 

1 人 当たり 国民 総 所 得 : 7020 USD 


412 


90 au see OS 
鉄道 の 主要 デー タ (2006 年 ) 

創業 1882 年 

営業 キロ 1839km 

軌間 別 1689km (914mm) 


150km (1435mm) 
単線 の み 
DLU51 FC/1544 


列車 運転 路線 
車両 数 


運営 組織 
し に 5 5 5 ca 
ノル テ 鉄 道 
Ferrocarrils del Norte (Fenoco) 
URL : http:/www.fenoco.com.co 
パシ フィ コ 鉄 道 
Ferrocarril del Pacifico SAS (FDP) 
URL : http:/www.fdp.com.co 
セレ ホン 鉱山 鉄道 
EI Cerrejon Mine Railway 
URL : http:/ ハ wwwr.cerrejon.com 


鉄道 の 歴史 


コロ ン ビ ア で 初め て の 鉄道 は 、 1873 年 に 建設 を 
開始 し 1882 年 に 開業 し た 首都 ボゴタ Bogot4~ 
ファ カタ ティ バ Facatativa 間 (延長 42km) で ある 。 
その 後 欧米 諸国 の 資本 に よっ て 各地 に 鉄道 が 敷設 
され て いく が 、 地形 が 複雑 に 入り 組ん で いる た めそ 
れ ぞ れ の 地方 路線 に 留まり 、 全国 鉄道 網 を 形成 する 
まで に は 至ら な か っ た 。 

1954 年 に これ ら の 名 路線 を 統合 する た め コロ ン 
ビア 国鉄 (Rerrocarriles Nacionales de Colombi8・ 
FNC) が 創設 され た 。 1961 年 に は 大 西洋 岸 地方 の 
路線 の 建設 が 完成 し 、 路線 延長 は 3431km に 達し 
た 。 し か し 、 その 後 の 道 路 輸送 の 発展 に より 釣 間 
送 が 衰 館 し 、 鉄道 路 線 が 縮小 され て いっ た 。 その 
廃 と 非 効率 により 、FNC は 1988 年 に 廃止 され て 
れ 以 降 は 、 ノ ル テ 鉄 道 、 パ シフ ィ コ 鉄道 、 セ レ ホ イ * 
山 鉄道 な どの 民間 企業 が コロ ン ビ ア 政府 と コン 
セッ ショ ン 契 約 を 結び 、 鉄 道 の 運営 を 行っ て いる 

現在 は 、 2012 年 に 運輸 人 省 傘下 に 設立 ぎし 
(Agencia Nacional de ImfraestructuraS) が 
堂 の コン セッ ショ ン の 付与 や 管理 を し て いる 


ーー 
鉄道 の 特徴 開発 計画 

ーーーー 

コロ ン ビ ア の 鉄道 は 貨物 輸送 が 主体 で あり 、 貨物 
の 大 半 は 石炭 で ある 。 また 、 旅 客 輸送 と し て 、 ノ ル テ 
鉄道 の 観光 列車 が ボゴタ 市 内 の ラ ・ サ バナ La 
sabanaー シ パキラ Zipaquira 間 (延長 53km) の み 
で 運営 し て いる 。 
画 ノ ル テ 鉄 道 (北部 地域 で 運営) 

ノル テ 鉄 道 は 2029 年 まで の 30 年 の 鉄道 運営 の 
コン セッ ショ ン を 保有 し て お り 、 延長 226km (軌間 
914mm) の イン フラ 施設 の 開発 ・ 維 持 管 理 お よび 
貨物 輸送 、 ま た 一 部 区 間 で 旅客 輸送 を 行っ て いる 。 
サン タマ ル タ Santa Marta の 工場 に は 、 他 の 鉄道 事 
業者 が 所 有する 車両 の メン テ ナ ン ス 施設 を 備え て 
いる 。 年 間 貨 物 輸 送 量 は 4400 万 トン で あり 、 主 に 
石炭 を 輸送 し て いる 。 
較 バ パシ フィ コ 鉄 道 (太平 洋 地域 で 運営 ) 

パシ フィ コ 鉄 道 は 、 オ クシ デン テ 鉄 道 の 撤 退 後 の 
2012 年 に 、 2028 年 まで の 鉄道 運営 の ユン セッ ショ 
ン (コン セッ ショ ン 自 体 は 1998 年 か ら の 30 年 間 ) 
を 引き 継ぎ 、 延長 498km (軌間 914mm) の 路線 の 
運営 を 行っ て いる 。 2014 年 時 点 で 月 に 1 万 トン の 
貨物 輸送 を 行っ て いた が 、 インフラ 施設 や 車両 へ の 


投資 お よび 貨物 輸送 品 の 多角 化 に より 、 月 間 8 万 ト 
ン の 貨物 輸送 量 の 増加 を 計画 し て いる 。 この た め 、 
ユン ボ Yumbo 一 ブ ガ Bugaー ラ フェ リー サ La 
Felisa 間 の 貨物 輸送 の 再開 も 計画 され て いる 。 主 な 
輸送 品目 は 、 ブ エナ ベン ツウ ゥ ラ Buenaventura へ 運 
搬 され る 輸出 用 の 砂糖 お よび 輸入 品 の 鉱物 、 錠 物 、 
化学 肥料 で ある 。 


すう 5 


- 是 。 ・ 
観光 列車 が 停車 する ボゴタ 市 内 北部 の ウサ サン Usasan 駅 (櫻井 現 ) 


圏 セレ ホン 鉱山 鉄道 

BHP Biliton、 Anglo American、 Glencore Xstrata 
の 共同 出資 に より 経営 され て いる 炭鉱 が ある エル 
カレ ジョ ン El Carrejon ご ボリ バル Bolivar 港 間 ( 延 
長 150km、 軌 間 1435mmm) に お いて 、 輸出 用 の 石炭 
を 輸送 し て お り 、2012 年 は 石炭 生産 量 3460 万 トン 
の うち 3280 万 トン が 鉄道 で 輸送 され た 。 

将来 の 開発 計画 と し て 、 コロ ン ビ ア 中 心 部 に ある 
Boyac4 ボ ヤ カ 県 や 


Puerto Bolivar 


( め カリ ブ 海 


Cartagena oO トーー- 


Santa Marta 


BarranquillaQ _ EICarrejon 


Fundaci6n 


Medellin( 239 
La FelisaN anzaes) 6.aday 
FacaalMa 


大 Popayan 


トーー 400 ] 


w Maracaibo 
Barquisimeto 


エク アド ル 
数 字 は 主 な 都市 人 口 (万 人 ) 
800km 


Cundinamarrca ク ン 
ディ ナマ ルカ 県 で 生産 
され る 石炭 を サン タマ 
ル タ の 大 西洋 港 に 輸送 
する た め の 鉄 道路 線 
(Carare Railway) の 再 
整備 が 計画 され て お り 、 
この 計画 に は 330km の 
新 線 建設 お よび 130km 
の 既存 鉄道 路線 の 改修 
が 含ま れる 。 こ の 鉄道 路 
線 の 整備 に よっ て 、 年 間 
約 600 万 トン の 石炭 の 
輸送 が 可能 と な る 。 プ ロ 
ジェ クト 費用 は 25 億 
USD で あり 、 コ ロン ビ 
ア 初 の PPP ス キー ム で 
の 整備 が 計画 され て い 
る 。 

く 左 近 嘉 正 > 
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国 の あら まし 


南米 最大 の 産油 国 
で 、 世界 有数 の 埋蔵 量 
を 誇る 。 北側 は 大 西洋 半 
岸 に 面 し 、 南側 は ギア 
ナ 高 地 が 広がっ て い 
て ブラ ジル と 国境 を 
接する 。 他 の 中 南米 諸 
国 と 同様 に スペ イン 
に 植民 地 化 さ れ た 後に 、 19 世紀 に グラ ン ・ コ ロン ビ 
ア と し て 宗主国 か ら 独 立 し た も の の 、 1821 年 に 分 
離 独立 し て 現在 の 国土 と な っ た 。 

1914 年 に 世界 最大 級 の 油田 が 発見 され た こと か 
ら 、 産油 国 と し て 道 を 歩み 始め る 。 し か し その 一 方 
で 、 石油 依存 の 経済 体制 と な り 、 貧富 格差 が 拡大 し 
て 、 農業 な どの 他 の 産業 が 荒廃 し て いく 。 富裕 層 は 
日 人 が 中 心 と な り 、 先住 民 や や 黒人 、 混血 の 人 た ち は 
都市 部 に 流 人 し て いっ た 。 こ の よう な 歪 な 社会 体制 
に 1992 年 、 左 胃 思 想 を 持つ 陸軍 中 佐 の ウー ゴチ ャ 
ベス が クー デ タ ー 未 遂 を 起こ し た 。 

その 後 1999 年 に チャ ベス は 大 統領 に 当選 ii 
困 層 の 底上げ の た め に 多様 な 政策 を 実施 する が 、 旧 
体制 派 や 財界 と 対立 する 。 2013 年 に チャ ベス が 亡 
く な っ て 以降 は 政情 が 不安 定 で 、 解消 で き な い 貧富 
格差 や 治安 悪化 な ど 多く の 間 題 を 抱え て いる か が 、 外 
交 記 は キュ ー パ 、 己 カラ グ ア 太 避 ビア な どの 反米 
的 な 諸国 と 親交 を 深め て いる 。 
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@ べ ネズ エ ラ ・ ボ リバ ル 共 和 国 
人 口 : 3085 万 人 (2014 年 ) 
面積 : 91.2 万 km 

主要 言語 : スペ イン 語 

通貨 : ボリ バル ・ フ エル テ VEB(1VEB=18.96 円 ) 
国民 総 所 得 :3733 億 USD 

1 人 当たり 国民 総 所 得 : 1 万 2460 USD 


鉄道 の 主要 デー タ (2011 年 ) 


創業 1876 年 

営業 キロ 742km (1435mm) 
電化 キロ 42km (AC25kV50Hz) 
列車 運転 線路 左側 通行 


年 間 旅客 輸送 量 2861 万 人 
年 間 貨物 輸送 量 " 5000 万 トン 


車両 数 DL43 EMU/52 FC/1899 
*2004 年 の 数 値 

運営 組織 
ベネ ズ エ ラ 国 鉄 


Instituto de Ferrocarriles del Estado (IFE) 
Venezuela National Railways 
URL: http:/wwwiife.gob.ve 


CVG オ リノ コ 鉄 鉱 鉄道 
CVG Ferrominera Orinoco CA 
CVG Railways 


URL: http:/vww.ferrominera.com 
CVG ボー キサ イト 鉱業 鉄道 
Ferrocarril de CVG Bauxilum 


ーーーーーーーーーーー ーー ーーw…w ーー ニー ニー ニー ニー ニーーmーeーeweーー 一 


鉄道 の 歴史 


べ ベネズエラ の 鉄道 は 1876 年 に 開業 し た 。 19 世 紀 
に アメ リカ や イギリス の 資本 に よっ て 、 沿岸 か ら 昌 
地 に 入る 14 の 狭軌 鉄道 ( 総 延長 998km) が 建設 と 
和 れ た が 、 道路 輸送 ゃ 河川 輸送 に と っ て 代わ られ 明 
住 は すべ て 廃止 され て いる 。 

人 地 の 鉄道 会 社 が 統合 され て 、 1946 年 に ベネ ス 
エラ 国鉄 (mstituto e Ferrocarriles del BSIa00・ 
TPB) が 発足 し た 。 1950 年 代 に 約 4000k の 鉄 間 
の 建設 が 計画 され た か が 、 各地 で 資金 不足 に 陥り 
由 的 な 鉄道 路線 と な ら な か っ た 。 

長年 、 鉄道 網 の 整備 が 行わ れ て こ な か っ た が 


We ベス 大 統領 の 下 、1999 年 の 新 憲法 で 鉄道 細 
ン す る 案 が 策定 され 、 現在 大 規模 な 整備 が 行わ 
を 
hn て いる 。 


ーー 鉄道 の 特徴 と 開発 計画 


ベネ ズ エ ラ 国 鉄 (IFE) 
EE は 、 旅客 輸送 1 路線 、 貨物 輸送 路線 の 合計 2 
線 の み で 運行 し て いる 。 
旅客 輸送 は 、 軌道 の 保守 管理 不良 の た め 1997 年 
、 廃止 され た が 、2006 年 より 再開 され た 。 カ ラ 
ヵ Caracasー ク ア Cua 間 (延長 42km) は イタ リア ・ 
日 本 ・ ぶ ネス エラ の 共同 企業 体 に より 建設 され た 複 
緑 電化 区 間 で あり 、 最高 速度 120kwh で 運行 し て 
いる 。 ま た 、 貨 物 輸送 は 、 2011 年 より バル キシ メト 
Barquismetoー ヤ リタ グ ア Yaritagua 間 (延長 
33.9km) で 行っ て いる 。 
将来 の 開発 計画 と し て 、2030 年 まで に 16 路線 の 新 
線 建設 の 計画 が あり 、 以 下 の 5 路 線 が 建設 中 で ある 。 
・ テ ィ ナ コ "Timaco アナ コ Anaco 間 
(延長 468km) 
・ チ ャ クラ マス Chaquramas カブ ル タ Cabruta 間 
(延長 201km) 
・ バ ルキ シメ トー プエルト カベ ー ジ ョ Puerto 


複線 電化 
貨物 専用 (単線 ) 
貨物 


、 さ 
_ Amu8) 
Punto FijO\ 


Cabello 間 (延長 174km) 


し っ ロビ さ に ーー 

5 ルト カペー ジョ ッ ラ . エン クル シ ハ Ta 
TCrucijada 間 (延長 109km) 

る 224 ・ スモ ロス 8an Juan de Los Morros 
サン フェ ルナ ン ド デ ア プル 8 Fermando de 

Apure 間 (延長 253km) 


較 CVG オ リノ コ 鉄 鉱 鉄 首 


産業 鉱業 省 が 管轄 する オリ ノ コ 鉄 鉱 鉄道 (最大 軸 
重 32.5 ト ン ) は 、 史 鉱 石 を 東部 の ボリ バル Boliver 
州 か ら オ リノ コ Orinoco 川 の 河川 港 へ 運ぶ 機能 を 
果 た し て いる 。 年 間 2200 万 ト ン の 輸送 能力 を 有 し 、 
90 ト ン 貨 車 125 両 編成 を 機関 車 3 両 が 牽引 し て い 
る 。 2013 年 に 中 国 の 支援 に より 軌道 の 更新 が 行わ 
れ 、 鉱山 か ら 河 川 港 ま で の 輸送 時 間 が 23 時 間 か ら 
14 時 間 に 短 縮 さ れ た 。 

開発 計画 と し て は 、 年 間 輸送 能力 を 4000 万 トン 
に 増やす た め 、 第 2 路線 の 建設 計画 が ある 。 

圏 CVG ボー キサ イト 鉱業 鉄道 

産業 鉱業 省 が 管轄 し て お り 、 ボー キサ イト 鉱区 の 
ロス ピ ジ グ アオ ス Los Pijguaos か ら オ リノ コ 川 の 
ジョ バル Jobal 港 に 至る 延長 52km の 路線 で ある 。 
年 間 輸送 量 は 2000 万 トン で あり 、90 ト ン 賃 車 115 
両 編成 を 機関 車 5 両 が 牽引 し て いる 。 

く 左 近 放 正 > 


1 
cesress セン トル シア 
セン ト お ょ び ツ ド ス 
ー ン 諸島 NO Bridgetown 


lN。 1 Tucacas 
Yaracal Puerto Cabello 


トリ ニダ ー ド * ト / \ ゴ 


サメ へ | 計 避 | 


@) 


MIHX 人 ろ ( 


Republic of Ecuador 


国 の あら まし 


エク アド ル と は スペ イ 
ン 語 で 赤道 と いう 意味 
で 、 まさ に 赤道 直下 に あ 』 
る 。 人 種 構成 と し て は 先 請 
住民 7%、 白 人 10%、 両 者 
の 混血 メス ティ ー ソ が 8 
割 近く を 占め 、 そ の 他 に 
沿岸 部 に は アフ リカ 系 の / 
黒人 も 少数 な が らい る 。 エ クア ドル の 首都 キト は 、 
標高 2870m ほ どの 高地 。 か つて この 地 は 先住 民 キ 
トゥ ス 族 が 支配 し て いた が 、 その 後に イン カ 帝 国 の 
傘下 に な り 、 クス コ に 次 ぐ 第 2 の 古代 都市 と し て 栄 
と 舎 / ら 

スペ イン 征服 軍 が 16 世 紀 前 半 に 進軍 し て くる と 
イン カ の 人 た ち は 侵 略 さ れる 前 、 1533 年 に 自ら の 
手 で その 都市 を 破壊 し た と 言わ れる 。 その 廃 静 に ス 
ペイ ン 人 が や っ て 来 て 新た な 植民 都市 を 築き 、 残さ 
れ た 先住 民 た ち は 征 服 者 の 下 に 生活 を 始め た 。 19 
世紀 に グラ ン ・ コ ロン ビア が 独立 し た 後 、1830 年 に 
分 離 独立 し て 現在 の 国土 と な る 。20 世 紀 に は 軍事 
政権 時 代 が あり 、 民政 移管 以降 も 政局 が 不安 定 で 、 
大 統領 が 4 年 の 任期 を 務め られ な い 状 況 で あっ た 。 
2006 年 に 左翼 的 な 思想 を 持つ ラフ ァ エ ル ・ コ レア 
が 大 統領 選挙 に 当選 。 米 軍 基 地 を 撤廃 さき せ 、 ベネ ズ 
エラ や ボリ ビア な ど 反 米 的 な 国 と 連帯 を 深め て い 
る 。 主 要 産 業 は 、 鉱工業 、 バナ ナ 、 カカ オヨ ピー 
な どの 農業 、 エ て エビ な どの 水産 業 で ある 。 
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今 エ クア ドル 共和 国 

人 口 : 1598 万 人 (2014 年 ) 

面積 : 25.6 万 km 

主要 言語 : スペ イン 語 

通貨 米ドル USD(1USD=120.04 円 ) 
国民 総 所 得 :801 億 USD 

1 人 当たり 国民 総 所 得 :5170 USD 


鉄道 の 主要 デー タ (2012 年 ) 


創業 1908 年 

営業 キロ 477km (1067mm) 
電化 キロ 非 電化 

列車 運転 線路 単線 の み 

年 間 旅客 輸送 量 12 万 4000 人 


車両 数 DL/8 DMU/10 PC/26 FC/205 
SL// 
運営 組織 
エク アド ル 鉄 道 


Ferrocarriles del Ecuador Empresa Publica (FEEP) 
URL: http://trenecuador.cormyferrocarrilesdelecuador 


ee 


を 史 す る 
間 ミ ミミ => = "“… 9 
鉄道 の 歴史 


エク ア ドル の 然 首 は 1872 征 に 南 導 『 
(Ferrocarril de Sur) と し て 建設 が 開始 され だ ロ 
初 に 計画 され た の は 普 都 キト Quo か ら 最 の 「 
規模 を 持つ グアヤキル Guayoqul 間 (延長 499 


ーー 


fi で TT ミ ナ 
下 『 同 】 7 エ : / 


で あっ た が 、 相 3S00m 以 上 も ある こと か ら 
界 で 最も 困難 な 鉄道 工 事 」 と 言わ れ 、 ア メリ カ 人 
披 師 と 約 4000 人 の : イカ 人 労働 者 が この 難 工 
事 に 従事 し 、 1908 年 に 念願 の 開業 を 果たし た 。 

その 後 、 各 地 の 鉄道 会 社 が 保有 し て いた 路線 を 統 
合 し て 、 1964 年 に エク アド ル 国 鉄 Rmpresa 
Nacional de Ferrocarriles des Rstado : ENFE) が 発 
足し た 。ENFE は 1997 年 まで 旅客 ・ 貨 物 輸送 を 独 
呈し 、1993 年 の 輸送 実績 で は 、 旅客 150 万 人 、 貨物 
3 万 7000 ト ン を 記録 し て いた が 、 鉄道 沿線 の 道路 
建設 に より 還 送 量 は 大 幅 に 減少 し た 。 ま た 、 1997 年 
と 1998 年 の エル ニー ニョ 現象 に 伴う 風水 害 に より 
鉄道 施設 は 大 き な 和 被害 を 受け 、 鉄道 施設 の 荒廃 が 進 
ん た だ 。 

し か し 、2008 年 に ラフ ァ エ ル ・ コ レア 大 統領 が 鉄 
道 施設 の 復活 を 表明 し 、 エ クア ドル 政府 は 鉄道 施設 
の リハ ビリ に 着手 し た 。 その 結果 、 キ トー ング アヤ キ 
ル 間 の 施設 の リハ ビリ が 2013 年 に 終了 し た 。 

ENFE は 、 2010 年 に 国有 会 社 で ある エク アド ル 
鉄道 (Ferrocarriles des Ecuador Emmpresa Publica: 
FEEP) に 組織 変更 され た 。 また 、 2010 年 に は スペ 
イン 狭軌 鉄道 (PEVE)・ ス ペイ ン 国 鉄 (RENFE) と 
技術 支援 、 運営 、 訓練 、 設備 の 供給 お よび 維持 管理 


に 関す る 協定 を 結び 、 鉄 道 博物 館 の 設立 お よび 蒸気 
機関 車 の リハ ビリ に 関す る 協定 を イギリス 国立 鉄 
道 博 物 館 と 結ん で いる 。 


鉄道 の 特徴 と 開発 計画 


FEEP は 現在 、 キ トー グアヤキル 間 の 一 部 区 間 で 
定期 観光 列車 を 運行 し て お り 、 貨物 輸送 は 行っ て い 
な い 。2014 年 時 点 で 7 路線 の 定期 観光 列車 が 運行 
し て いる 。 その 中 で 最も 有名 な 路線 は 、 ア ラウ シ 
Alauss 一 シバ ン ベ S8ibambe 間 (延長 11.8km) で あ 
り 、 月 曜日 を 除い て 毎日 3 本 の 1 両 編成 レー ル バ ス 
が 運行 し て いる 。 こ の 区 間 は 「 ナ リス ・ デ ル ・ デ ィ ア 
プロ Nariz del Diablo」 (スペ イン 語 で 「 悪 魔 の 鼻 」 
の 意 ) と 呼ば れ て お り 、 標高 差 500m 以 上 ある 急 唆 
な 渓谷 を 、 ス イッ チバ ッ ク を 繰り 返し て 下っ て 行 
く 生 

将来 の 開発 計画 と し て は 、 2011 年 に Fenit Rail 
SA 社 (スペ イン ) と 鉄道 施設 の リハ ビリ お よび 維 
持 管理 に 関す る 総額 2500 万 USD の 契約 が 交わ さ 
れ 、 主要 駅 の 建て 替え や 軌道 の リハ ビリ が 行わ れ て 
いる 。 
左近 正 > 
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シバ ン ペ 駅 に 停車 中 の 「 悪 魔 の 鼻 」 観光 列車 (櫻井 定 ) 


1 に NOW ラミ ャ = 
レー ル バ ス (櫻井 寛 ) 


ミ テ NNHO さこ XN % 半 


Republic of Peru 


国 の あら まし 


南ア メリ カ 西 部 の 共和 制 
国家 。 古 く よ り 様々 な 古代 文 
明 が 勃興 し 、15 世 紀 に は イン * 
カ 帝 国 が 栄え た こと で 知ら 
れる 。 16 世紀 以降 は 3 世紀 に 
わた り ス ペイ ン の 支配 を 受 
ける が 、1821 年 に アル ゼン 
チン や チリ で 独立 戦争 を 指 
揮 し て いた サン ・ マ ル テ ィ ン 
が リマ に 入城 、 独 立 を 宣言 し た 。 独立 後 は アル ト ・ ペ 
ルー (ボリ ビア ) と の 統合 を 試み る も 失敗 に 終わ り 、 
1879 年 に 勃発 し た 太平 洋 戦 争 で は チリ に 敗れ て 国 
土 の 南 部 を 割譲 し て いる 。 その 後 も 政治 ・ 経 済 と も 
安定 せ ず クー デ タ ー が 繰り 返さ れる が 、 1990 年 に 
日 系 2 世 の ア ルベル ト ・ フ ジ モ リ が 大 統領 に 就任 、 
経済 や 治安 は 大 きく 改善 し た 。 豊富 な 地下 資源 を 有 
する 鉱業 と 世界 有数 の 漁獲 高 を 誇る 水産 業 が 主要 
な 産業 で ある 。 また アン デス 山脈 の 豊か な 自然 を 持 
ち 、 イ ンカ 帝国 の マチ ュ ビ ピチ ュ 遺 跡 や ナス カ の 地上 
絵 な ど 歴史 遺産 も 多く 、 近 年 は 観光 産業 に も 力 を 入 
れ て いる 。 


ベル ーー 共和国 

人 口 : 3077 万 人 (2014 年 ) 

面積 : 128.5 万 km 

主要 言語 : スペ イン 語 

通貨 : スエ ボ ・ ソ ル PEN(1PEN=38.65 円 ) 
国民 総 所 得 : 1818 億 USD 

1 人 当たり 国民 総 所 得 : 6060 USD 
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aim P っ 5 
鉄道 の 主要 デー タ (2011 年 ) 
am ーー ms ー tt 
創業 1851 年 
営業 キロ 1884km 
軌間 別 1750km (1435mm) 
134km (914mm) 
電化 キロ 非 電化 
列車 運転 線路 単線 の み 
年 間 旅客 輸送 量 171 万 人 
9461 万 キロ 


年 間 貨物 輸送 量 790 カ トン 
グ 10 億 3750 万 トン キロ 


車両 数 DLU50 DMU/14 PC/69 FC/1818 
SI/1 


アン デス 中 央 鉄道 

Ferrocarril Central Andino (FCCA) 

URL : http:/vwwr.ferrocarrilcentral.Com.pe 
URL : http://fcca.paccesS.corm 

アン デス 横断 鉄道 

Ferrocarril Transandino SA (FTSA) 
http:/wwwrferrocarriltransandino.com 
ワン カヨ ・ ワ ンカ ベリ カ 鉄 道 

Ferrocarril Huancayo-Huancavelica SA (FHH) 
南部 銅山 鉄道 

Southern Copper Corporation Railway 
URL : http:/www.southernperu.com 

タク ナ ・ ア リカ 鉄道 

Ferrocarril Tacna-Arica 


ペル ー・ レ ー ル 

Peru RAIL SA (PRSA) 

URL: http:/ww.perurail.com 
イン カ ・ レ ー ル 

Inca Rail 

URL: http:/incarail.comy/ 


クス コー マチ ュ ビ チュ 間 に あ る オリ ャ ンタ イタ ン ボ OlantaytambDo 


開 ss ニー ニー m 
鉄道 の 歴史 

笠 ーー 一 

ペル ーー 最初 の 次 道 は ) リ リマ Lima と 港町 カ 

ャ オ Callao 間 を 結ぶ 14Km0 の 路線 で 、 1851 年 4 月 

に 開通 し た 。 その 後 は チリ で の 鉄道 建設 で 名 を 馳せ 

を アメ リカ 人 実業 家 ヘ へ ン リ ー・ メ イグ ズ の 手 に より 


利 設 が 進め ら れ 、1870 年 12 月 に た は モレ ンド 
Molendー ア レキ バ Arequipa 間 が 開通 、 1877 年 に 
は 総 延長 が 2000km に 及 ん で いる 。 こ れ ら の 鉄道 は 
政府 に よっ て 運営 され 、 建設 資金 に は 主要 な 産物 で 
あっ た 硝石 や クア ノ (海鳥 の 死骸 や 糞 な ど が 化石 化 
し た も の 。 肥料 の 原料 と な っ た ) か ら の 収益 が 充て 
られ た 。 

し か し 1879 一 1884 年 に か け て ボリ ビア ・ ペ ルー 


際 和 だ 
4 エク アド ル 


Guayaquile “ーー、 


Cuencae 


Paita Barranca 


^ こ Oo" 
Bagua Grande 


ペル ー 


Cerro de PaSCo 


Morococha 
ら La Oroya 
Lima 4 


Quillabamba 


Machupicchu 


eo 


単線 
・ 計画 線 Mollendo Cuajone 
貨物 専用 llo agm 
914mm 『 
Arica 
休止 線 (FCT) 1 
数 守 は 主 な 都市 人 口 (万 人 ) チリ 


0 800km 


Madre de DioS 
【。 


9 BBB 
な 
mn 


連合 軍 と チリ と の 間 で 行わ れ た 太平 洋 戦争 の 敗北 
に より 、 硝 石 の 最大 の 産地 で あっ た アタ カマ 砂漠 を 
失い 、 破綻 状態 に 陥っ た 政府 は 1890 年 に 鉄道 の 経 
党 権 を 譲渡 する こと に な る 。 

以後 、 イギリス 資本 の グレ ー ス 商会 に よっ て 設立 
され た ペル ー 会 社 (The Peruvian Corporation 
Ltd.) が 主要 鉄道 の 運行 を 担い 、 1928 年 に は 政府 か 
ら 所 有 権 そ の も の を 取得 し て 完全 な 民間 鉄道 会 社 
と な っ た 。 また 1956 年 に は ペル ー 会 社 の 株 式 の 大 
半 を カナ タダ 企業 が 取得 し て いる 。 

鉄道 の 建設 は 国営 か ら ペ ルー 会 社 鉄道 と な っ た 
後 も 引き 継が れ 、 カヤ オ を 起点 と する 中 央 鉄道 は ア 
ン デ ス 山 脈 を 越え て 1894 年 に ラ ・ オ ロ ヤ La Oroya 
まで 、1908 年 に は ワン カヨ Huancayo まで 開通 し て 
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ー ご >2 〇 よこ > ヽ 誠 弄 誠 計 


クス コー マチ ュ ピ チュ 間 の 山岳 地帯 を 走る ベル ー・ レ ー ル の 列車 


いる 。 中 央 鉄道 の 最高 地点 は 海抜 4782m で あり 、 
2006 年 に 中 国 ・ チ ベッ ト の 青 蔵 鉄道 が 開通 する ま 
で 世界 最高 所 を 走る 鉄道 で あっ た 。 

また 南部 鉄道 も 1907 年 に モレ ンド ー ク スコ 
Cusco 間 が 全 通 し た ほか 、 民営 に よる 鉱山 鉄道 も 数 
路線 が 開通 し て いる 。 

1972 年 、 ペルー 会 社 鉄道 を 中 心 と する 路線 網 の 
大 半 が 統合 され 、 ペ ルー 国鉄 (Rmpresa Nacional 
de Ferrocarriles SA:ENAFER) が 発足 する 。 

し か し 1990 年 代 以降 は 経営 状況 が 悪化 し 、 1999 
年 に 30 年 間 の コン セッ ショ ン に よる 民間 委託 が 実 
施さ れ た 。 以後 、 ア メリ カ の RDC (Railroad 
Development Corporation) を 中 心 と する 企業 連合 
が 運営 する アン デス 中 央 鉄道 (Ferrocarril Central 
Andhino SA:FCOA) お よび 、 南部 鉄道 を 引き 継い 
だ アン デス 横断 鉄道 (Ferrocarril Transandino SA : 
FTSA) な ど に より 分 割 され 運営 され て いる 。 


鉄道 の 特徴 
ペル ー の 鉄道 は 全線 が 非 電 化 の 単線 で あり 、 軌間 
は 1435mm の 標準 軌 と 914mm の 狭軌 の 2 種類 が 
混在 する 。 国土 全体 を 網 維 す る ネッ トワ ー ク は 構築 
され て お ら ず 、 中央 鉄道 を 中 心 と する エリ ア と 、 ア 
ン デ ス 横 断 鉄道 が 運営 する 南部 路線 網 に 大 別 され 
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る 。 他 の 民 鉄 が 運営 する 路線 も 含め 、 大半 が 港 と ア 
ン デ ス 山 脈 各地 の 鉱山 を 結ん で お り 、 標 高 3000~ 
4000m 級 の 山間 部 を 走る 世界 有数 の 山 馬 鉄 道 で あ 
る 。 また チチ カカ 湖畔 の プー ノ Puno と 対岸 に 位置 
する ボリ ビア の グ ア キ Guaqui と の 間 で は 、 車両 航 
走 船 「Manco Capac」 に よる 貨物 車両 輸送 が 行わ れ 
て いる が 、 標 準 軌 の ペル ー に 対し ボリ ビア は 狭軌 と 
軌間 が 異な る た め 、Manco Capac で は 三線 式 軌道 が 
採用 され て いる 。 

田 旅 客 輸送 

旅客 列車 は すでに 大 半 が 廃止 され 、 南部 エリ ア で 
わずか な 定期 列車 と 観光 列車 が 運行 され て いる に 
すぎ な い 。 

有名 な の が クス コー マチ ュ ピ チュ Machu Picchu 
間 で 運行 され て いる 豪華 観光 列車 「 ハ イラ ム ・ ヒ ッ 
ガム 」 で あり 、 オ リエ ント 急行 を 運営 する ベル モン 
ド 社 な ど が 出資 する ペル ー・ レ ー ル (Pen RY 
SA:PRSA) が 運行 し て いる 。 マチ ュ ピチ ュ へ は 人 
以外 に 公共 交通 機関 は な く 、1999 征 以降 は ペー 
レー ル が アク セス を 独占 し て いた が 、2009 科 し 
ルー 資本 の イン カ ・ レ ー ル (hnca Ral 54) が 新 
入 を 果たし た 。 半 
その ほか 中 央 鉄道 で は 、 首 都 の リ 224 
観光 列車 が 中 央 伯 道 の 直 営 で 運行 され 
世界 で 2 番目 に 高い 路線 を 走る 列車 と し て 州 


Ii で いる が 、 月 に 1 往復 程度 の 不定 期 運行 で あり 本 数 
は 少な い 。 また り リマ で は 、 2012 年 に リマ ・ メ トロ 
(jima Metro) 1 号線 が 開通 し て いる 。 

還 貨 物 輸送 

貨物 輸送 は 、 ペル ー の 輸出 総額 の 約 6 割 を 占め る 
王 物 輸送 が 中 心 で ちや り 、 と り わ け チ リ に 次 いで 世界 
第 2 位 の 産出 量 を 誇る 銅 の 輸送 が 大 部 分 を 占め て 
いる 。 ま た 金 や 亜鉛 、 リ ン 鉱 石 な ども 輸送 され て い 
る が 、 貨物 輸送 全体 に お ける 鉄道 の 占め る 割合 は ト 
ン キ ロ ベ ー ス で 3 一 4% に と ど ま っ て いる 。 


ーーー 人 = コー bm 


、 将来 の 開発 計画 


鉄道 施設 は 全体 的 に 老朽 化 が 進み 、 イン フラ 整備 
の 遅れ も 指摘 され て いる が 、 中 央 鉄道 に 接続 する ワ 
ンカ ヨ ・ ワ ンカ ベリ カ 鉄 道 (Ferrocarril Huancayo- 
Hancavelica SA :FHH) の 改修 工事 が 計画 され て い 
る 。 

また リマ ・ メ トロ は 2016 年 に 2 号線 の 開通 が 予 
定 さ れ て いる ほか 、 将 来 的 に は 6 号線 まで の 整備 が 
計画 され て いる 。 な お 1 号線 は 地上 区 間 を 走っ て い 
る が 、 2 号線 以降 は 地下 区 間 を 中 心 に 運行 され る 予 
定 と な っ て いる 。 
ヾ 藤原 浩 > 


ii 


' ロイ ー マ チ ュ ビ チュ 間 を 結ぶ ペル ー・ レ ー 語 P の Aot ラ の ピン ガム | (櫻井 寛 ) 


$M 中 M 則 Th 


クス コー マチ ュ ビ チュ 間 の 列車 の 車内 (さか ぐち と お る ) 
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国 の あら まし 


南ア メリ カ 東 部 の ブラ 
ジル 連邦 共和 国 は 南米 
最大 の 国土 面積 と 人 口 
を 有 し 、 南米 唯一 の ポル 
ト ガ ル 語 圏 の 国 で ある 。 
1500 年 に ポル ト ガ ル 人 
が 到達 し 、 赤い 染料 を 作 
る 樹木 「 パ オ ・ ブ ラジ ル 」 が 自生 し て いた こと か ら 、 
この 地 を ブラ ジル と 呼ぶ よう に な っ た 。 ポル ト ガ ル 
と スペ イン の 協定 に より 当時 の 植民 地 領 が 制定 さ 
れ 、 ポル ト ガ ル の 植民 地 と な っ て サト ウキ ビ の 生産 
や 金 の 採掘 で 発展 し た 。 革命 闘争 に よっ て 1822 年 
に 款 主 国 ポル ト ガ ル か ら の 独立 が 宣言 され た 。20 
世紀 に は 軍事 独裁 政権 、 多額 の 対外 債務 、 超 イン フ 
レ の 時 代 を 経験 し 21 世紀 に は ルー ラ 大 統領 に よる 
左翼 政権 が 誕生 し た 。 経 済 成長 と と も に 中 間 層 が 拡 
大 し 、 BRICS の 一 国 と し て 世界 経済 の 牽引 を 期待 さ 
れ て いる 。 住民 は 先住 民 、 ポ ルト ガル 系 や イタ リア 
系 な ど ヨ ー ロ ッ パ か ら の 入植 者 子孫 の 白人 、 黒人 と 
の 混血 な ど が お り 、 日 系 人 も 多い 。 主要 産業 は 大 豆 、 
コー ヒー、 オ レン ジ な どの 農業 、 鉄鉱 石 を 中 心 と す 
る 欠 工 業 と 航空 機 や 自動 車 な どの 機械 工業 で ある 。 


ブラ ジル 連邦 共和 国 

人 口 :2 億 203 万 人 (2014 年 ) 面積 :851.5 万 kmf 
主要 言語 : ポル ト ガ ル 語 

通貨 : レア ル BRL(1BRL=36.76 円 ) 
国民 総 所 得 :2 兆 3111 億 USD 

1 人 当たり 国民 総 所 得 : 1 万 1630 UsD 
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匠 道 の 主要 デ ー タ (20 年 
創業 1860 衝 、。 


営業 キロ 2 万 8696km 

軌間 別 2 万 5079km (1000mm) 
3335km (1600mm) 
198km (1440mm) 
84km (1000/1600mm) 

電化 キロ 461km (DC3kV) 

列車 運転 線路 左側 通行 


年 間 旅客 輸送 量 11 億 565 万 人 

年 間 貨 物 輸送 量 2562 億 9865 万 トン キロ 

車両 数 DL2413 EMU/1217 DMU7 
PC/258 FC/27 万 1783 


運営 組織 


ブラ ジル 連邦 鉄道 (鉄道 イン フラ 管理 事業 ) 
Rede ferroviaria Federal SA (RFFSA) 

URL : http:/wwwr.rffsa.gov br 

ヴァ ー レ 

Vale S.A. 

URL : http:/ 人 www.vale.com 

2 スカ ck イィ ー ナ チェロ ジス ティ カ 
America Latina Logistica (ALL) 

URL : http:/ 人 ww.all-logistica.com 

VLI 

VLI S.A. 

URL: http:/vww.vli-logistica.conV 

MRS Logistica S.A. 

URL : http:/ww.mrs.com.br 

テレ ザク リス ティ ー ナ 鉄道 

Ferrovia Tereza Cristina S.A. (FTC) 

URL: http:/vww.ftc.com.br 

トラ ンス ノル デシ ア ・ ロ ジス ティ カ 鉄 首 
Ferrovia Transnordestina Logfstica S.A (TSA 
URL : http:/www.csn.com.br 

ブラ ジル 都市 鉄道 公社 CBTU) 
Companhia Brasileira de Trens UrbanO? ( 
URL : http:/ 人 www.cbtu.gov.br 

サン ・ パ ウロ 都市 圏 鉄道 _os(CPIM 
Companhia Paulista de Trens Metropolt3 
URL: http:/Awww.cptm.sp.govbr 


se 


ーー 鉄道 の 歴史 と 特徴 


テーーー デ テー ーーーーーーーーーーーー 
プラ ジル で は 、 1854 年 ベト ロ ポ リス pFetrepolis 
症 」 ォ アジャ ネイ ロ KRio de Janeiro 間 に お いて 、 イ 


ゃ リス 人 の 手 に より 切 め て の 鉄道 建設 が 進め られ 
を 。 そ の 後 は に 内 陸 部 の コー ヒー な どの 農産 物 を 
wc 運ぶ た め 、 民間 や 州 に より 次 々 と 鉄道 が 敷設 さ 
た 。 ブ ラジ ル の 国士 は 、 ア マゾ ン 川 以 南 は 高原 状 
に な っ て お り 、 海岸 近く まで 台地 が 続い て いる た 
め 、 港 に 近づく に つれ 急 勾 配 ・ 急 カー ブ が 多く な る 
こと が 特徴 で ある 。 ま た イギリス の 影響 か ら 
1000mm ゲ ー ジ を 主体 と し つつ 、 1600mm ゲ ー ジ 
及び その 併用 区 間 が ある な ど 、 統一 され て お ら ず 、 
現在 も な お 異な る 軌間 が 混在 する 状況 は 続い て い 
る 。 

これ ら の 鉄道 会 社 の 多く は 1940 年 代 ま で に 国有 
化 され 、 その 後 1950 年 代 ま で は 、 鉄道 へ の 投資 は 
大 変 活発 で 目立つ 存在 で あっ た 。 し か し 1950 年 代 
後半 に な り 、 ジ ュ セ リー ノ ・ ク ビシ ェ ッ キ 政 権 が 、 ブ 
ラジ ル の 自動 車 産業 振興 の 観点 か ら 道 路 主 体 の 交 
通 政 策 に 転換 し た こと を 契機 に 、 鉄道 は 徐々 に 衰退 
し て いく こと に な っ た 。 

1957 年 、 鉄道 の 効率 化 を 狙い と し て これ まで 独 
立 し て 運営 を 行っ て いた 18 の 鉄道 を 統合 し 、 連邦 

道 会 社 (Rede Ferroviaria Federal S.A. : RFFSA) 
が 設立 され た が 、 経営 の 甘 さ に 加え 、 政府 か ら の 補 
助 金 も る 限定 的 で あっ た た め 十 分 な 投資 が 行わ れず 、 
その 後 1984 年 に RFFSA か ら 旅 客 部 門 が 分 離さ れ 、 
旅客 部 門 と 貨物 部 門 は 別々 の 道 を 歩む こと に な る 。 
軒 旅 客 部 門 

RFFSA か ら 分 離さ れ た 旅客 部 門 は 、 ブ ラジ ル 痢 
市 鉄道 公 社 (Companhia Brasilera de Trens 
Urbanos :CBTU) 及び ポル ト ア レグ レ 鉄 道 公社 
(Bmpresa de Trens Urbanos de Porto Alegre S.A.・ 
TRENSURB) が 設立 され 移管 され た が 、 そ の 後 
1994 年 に は CBTU が 運営 し て いた 近郊 鉄道 の う 
5、 サ ン パ ウロ 、 リオ デジ ャ ネイ ロ 、 サル バド ー ル 、 
フォ ル タ レ ー ザ の 路線 は 各州 の 交通 局 に 移管 され 
た 。 こ うし て 生ま れ た の が 、 サンパウロ 州都 市 圏 鉄 
道 会 社 (Companhia Paulista de Trens 
Metropolitano : CPTM) や リオ デジ ャ ネイ ロ 州 都市 
鉄道 会 社 (Flumitrens) で ある 。 

な お 、 都 市 間 鉄道 に つい て は 、RFFSA 時 代 に サン 
パウ ロー リオ デジ ャ ネイ ロ 間 で "rem de Prata ( 銀 


ュ デ ーー * 


アメ リカ GE 社 製 の VLI 社 の ディ ー ゼ ル 機 関 車 ( 三 井 物 産 株 式 会 社 ) 


の 電車 ) と 呼ば れる 列車 が 運行 され て いた が 、 軌道 
状態 が 悪く 、 ま た 飛行 機 の 台頭 も あり 、1998 年 に 廃 
止 さ れ た 。 現 在 で は 都市 間 鉄 道 は 皆無 で ある 。 

サン パウ ロ 州 で は 、 州 が 独自 に 運営 ・ 管 理 し て い 
た 旅客 鉄道 (近郊 鉄道 )・ 貨 物 鉄 道 が あり 、 1971 年 
以降 は サン パウ ロ 鉄 道 公社 (Ferrovia Paulista S.A.: 
FEPASA) が 運営 し て いた が 、1996 年 に 旅客 部 門 が 
分 離さ れ CPTM に 統合 され た 。 な お 、 旅客 部 門 が 切 
り 離 され た FEPASA は 1998 年 に REFEFSA に 一 旦 統 
合 さ れ た 上 で 、 他 の 貨物 鉄道 路線 と 共に 分 割 さ れ 、 
運営 を 民間 委託 され た 。 リオ デジ ャ ネイ ロ 州 の 
Flumitrens に つい て は 、 1998 年 に 運営 を 民間 委託 
され 、 現 在 は SuperVia と し て 運営 が 行わ れ て いる 。 

また これ と は 別に サンパウロ 州 、 リ オデ ジャ ネ 
イロ 州 で は 、 州 交 通 局 が 管轄 する 地下 鉄 公社 に よっ 
て 地下 鉄 が 運営 され て きた 。 サ ン パ ウロ 州 で は 既存 
の 地下 鉄 に つい て は サン パウ ロ 地 下 鉄 公社 が 運営 
を 続け て いる も の の 、 地下 鉄 4 号 線 (現在 運営 中 )・ 
6 号線 (現在 建設 中 ) な どの 新規 地下 鉄路 線 に 関し 
て は PPP 方 式 で 行わ れ 、 民間 企業 が コン セッ ショ ン 
を 付与 され 運営 を 行う 形 が 主流 と な っ て いる 。 リオ 
デジ ャ ネイ ロ 州 で は 、 1997 年 に リオ デジ ャ ネイ ロ 
州 地下 鉄 公社 が 民営 化 さ れ 、 同 公社 の 保有 し て いた 
1 号線 ・2 号線 を 民間 の MetroRio が 承継 し 、 運営 を 
行っ て いる 。 
較 貨 物 部 門 

1984 年 に 旅客 部 門 が 分 離さ れ た REFFESA は 、 そ の 
後 貨物 輸送 を 中 心 と し た 運営 が 行わ れ た が 、 予 算 の 
制約 も あり 大 規模 な 投資 は 行わ れず 資産 の 老朽 化 、 
それ に 伴う サー ビス の 低下 が 進み 、 1996 年 か ら 
1999 年 に か け て 7 つの 路線 に 分 割 ・ 民 営 化 され た 。 

ブラ ジル の 貨物 鉄道 は 、 そ の 生い立ち か ら 、 ① 
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ミ wMIAO は こ CX へ 選 抽 


Federative Republic of Brazil 


RFFSA の 貨物 部 門 が 分 割 ・ 民 営 化 され た 鉄道 、⑫ 介 
国営 鉄鉱 石 会 社 リ オド セ (COia. Vale do Rio Doce 
S.A.) ( 現 ヴ ァ ー レ (Vale 8.A)) の 自社 貨物 輸送 用 
の 鉄道 、 ③ 近 年 新規 に 建設 され た 鉄道 の 3 種類 に 大 
別 さ れる 。 
ヴァ ー レ が 保有 する 鉄道 (カラ ジャ ス 鉄 道 、 ヴイ 
トリ ア ・ ミ ナス 鉄道 ) 以外 の 鉄道 は 、 第 三 者 の 貨物 、 
いわ ゆる 一 般 貨物 を 輸送 し て いる 鉄道 が 主 で あり 、 
現在 VLI (Valor da Logistica mtegrada 8.A.、 ヴァー 
レ の 一 般 貨 物 部 門 が 2011 年 に 独立 )、ALL(America 
Latina Logistica S.A.)、MRS (MRS Logistica 8.A.) 
の 3 グル ー プ が その 中 心 的 役割 を 担っ て いる 。 
これ ら の グル ー プ の 成長 の 原動力 と な っ た の が 、 
2000 年 代 前 半 か ら の ブラ ジル に お ける 大 豆 を 中 心 
と する 農作物 の 大 幅 な 生産 増 、 並び に 資源 高 を 背景 
と する 鉄鉱 石 な どの 鉱物 資源 の 増産 で ある 。 と り わ 
け 大 豆 の 果たし た 役割 は 大 きい 。 ブ ラジ ル の 大 豆 生 
産 量 (年 間 ) は 2000 年 に は 3200 万 トン 程度 で あっ 
た が 2010 年 に は 6800 万 トン 、 2014 年 に は 8600 
万 トン に まで 急 成長 、 ア メリ カ 合 衆 国 を 抜き 世界 一 
の 生産 国 と な っ た 。 大 豆 の 大 生産 の マッ ト グ ロ ッ ソ 
州 は 、 主要 港 か ら 1000 て 1500km の 内 陸 部 に 位置 
し 、 港 ま で の 輸送 を いか に 安定 的 に 行え る か が 、 殺 
物 生産 者 ・ 業 者 に と っ て の 長年 の 懸案 事項 で あっ 
た 。2000 年 代 初頭 まで は トラ ッ ク 輸 送 が 中 心 で あ 
り 輸送 コス ト ・ 時 間 が ボトル ネッ ク と な っ て いた が 、 
その 後 の 貨物 鉄道 会 社 の 輸送 能力 向上 ・ 輸 送 時 間 の 
短縮 な ど に より 、 輸送 効率 が 大 幅 に 向上 、 貨物 鉄道 
に よる 大 豆 輸送 需要 の 取り 込み が 大 きく 進ん だ 。 


資 物 鉄道 グレ ループ と 保有 路線 


@ ヴ ァ ー レ (Vale S.A.) 
リオ ド セ ( 現 ヴ ァ ー レ ) が 自 福 の 鉄 久石 輸 

的 に 建設 し た ヴィ トリ ア ・ ミ ナス 鉄道 、 カ ぅ 

鉄道 の 2 つの 路線 を 保有 する 。 

ヴィ トリ ア ・ ミ ナス 鉄道 (Bstrada 
VitGria a Minas : EFVM) は 、 1904 年 に カ 6 9 
Cariacica~ Alfed Maia 間 で 開業 し た し た の が 知 ま 
り で ある 。 イ タビ ラ 鉱 山 の 発見 ま で は 他 の 線 
様 、 内 陸 部 の 農産 物 を 運搬 する 鉄道 に すぎ ぇ か 。 た 
が 、 無 尽 蔵 と も いわ れ た 同 鉱 山 の 発 見 後 、 鉄道 の 琵 
伸 建設 が 行わ れ 、 ミ ナス ジェ ライ ス 州 の 良質 な 録 
石 の 運搬 が 主たる 輸送 物資 と な っ た 。 

1970 年 代 初頭 に は 年 間 1 万 トン に 満た な か っ た 
輸送 量 は 年 々 増加 し 、 これ に 対処 する よう に 軌道 只 
化 と 大 型 機関 車 の 導入 が 行わ れ た 。 し か し 線路 は 
1000mm の 狭軌 で 急 カ ー ブ が 多く 、 鉄鉱 石 を 満載 
し た 長大 列車 の 脱線 が 頻発 し た 。 軌間 の 拡 に ょ る 
対策 が 検討 され た が 、 工 事 費 の 増大 や 列車 運行 の 中 
断 が 問題 と な り 実 現し な か っ た 。 結局 軌間 は 現状 の 
まま で 、 機関 車 の 大 型 化 や 貨車 編成 の 変更 を 実施 す 
る こと と に より 、 同社 は 経営 成績 を 大 きく 向上 させ 
た 。 1997 年 の リオ ド セ 社 の 民営 化 時 に 、 同 線 も 移 和 
され 、 ブラ ジル 政府 か ら 30 年 間 の 運営 権 更新 の 承 
認 を 受け た 。 

カラ ジャ ス 線 (Estrada de Ferro Caraj&s:EFC) 
は 、 新 日 本 製 鐵 を は じ め と する 製鉄 会 社 に よる 革 
鉄鉱 石 購入 契約 を 担保 に 、 世 銀 、 日 本 輸出 人 銀行 ( 電 
JBIC) な どか ら 資 金 供与 が な され 、 1985 年 に 完 大 
し た 鉄道 で ちる 。 カ ラジ ャ ス Caraj&s 鉱 山 か ら マフ 


送 を 目 


( 注 ) 赤 色 部 分 は 、RFFSA が 分 割 ・ 民 堂 化 され て 出来 た 人 


コン セッ ショ ン 保 有 会 社 / 路 線 名 


5.A. ( 旧 Ferroban -Ferrovias 


に 


rte 5A(| 
Ce 


FNS - Ferrovla Norte Sul 5.A.(Acailandia ン Pal 
MRS Logfstica S.A。 | 


日 Feronorte - Ferrovias Norte Brasil S.A. 


2010 年 9 月 21 晶 
(全線 開通 ) 
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」 Ponta Pora *:。Prudente Ourinhos 科 SCampinaS* 。 マー 
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ノリ | 4 ーーーー ALL (America Latina Logistica) ……… 計画 線 
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ウ j ル クア タレ 計画 線 (Ferrovia de Integracao Centro-Oeste) 
所有 772262 人 8 用 。 、  。 0 還 疹 計画 線 (Ferrovia de Integracao Oeste-Leste) 
軌間 混合 区 間 (1000/1600mm) 
メ 数 字 は 主 な 都市 人 品 (の 人 ) 1 
600km 
ーー ーー ーー ーー EFA(Estrada de Ferro do Amap3) 
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VLl 社 の 貨物 列車 (VLI Archive/Jaime Oide) 


ー ョ ヨン 州 ポ ンタ ・ 人 ダ ・ マ ディ ラ Ponta da Madeira 港 
浴 タ ー ミ ナル を 結ぶ 総 延長 892km を 運行 し て い 
る 。 広軌 を 採用 し て いる 為 、EFVM に 比べ て 輸送 能 


力も 高く 、 ヴァ ー レ の 鉄鉱 石 輸送 の 中 核 を 担っ て い 
る 。 


人 @ALL (America Latina Logistica S.A.) 

ALL は 、 プラ ジル 南部 の 穀倉 地帯 を カバ ー す る 
Malha Sul (南部 路線 )、 北西 部 の 南 マ ッ ト グ ロッ ソ 
州 の 穀物 ・ 鉱 物資 源 、 マ ッ ト グ ロッ ソ 州 か ら の 尊 物 
を 集荷 する Malha 0este (西部 路線 )、Malha Norte 
(北部 路線 )、 お よび これ ら の 2 路線 と 接続 し 、 輸 出 
港 の サン トス 港 に 繋が る Malha Paulista (サン パウ 
ロ 路 線 ) の 4 路線 を 保有 する 。 

ALL は 、 民営 化 時 に 南部 路線 を 取得 し 、 その 後 穀 
物 輸送 を 中 心 と し て 、 ト ラック か ら の シェ ア を 奪う 
形 で 成長 、 2006 年 に 西部 ・ 北 部 ・ サ ン パ ウロ 路線 を 
保有 し て いた Brasil Ferrovias 社 を 買収 、ALL の 得 
意 と し て いた 経営 改善 を 武器 に 、 これ ら の 路線 の オ 
ペレ ーション を 短期 間 で 大 幅 に 改善 させ 、 穀物 輸送 
需要 を 取り 込ん だ 。 ブラ ジル の 主要 穀倉 地帯 を カ 
バー し て いる こと が 同 グ ルー プ の 強み で ある 。 

2014 年 に 、 砂糖 メー カー の 大 手 で ある Cosan 社 
の ロジ ステ ィ ク スズ 子会社 の Rumo 社 が ALL 社 の 主 
要 株 主 と な っ た 。 

信 VLI S.A. 

VLI は 、 2011 年 に ヴァ ー レ の 一 般 貨 物 輸送 部 門 
が 独立 し て 設立 され た ロジ ステ ィ ク ス 会 社 で 、 
FOA- Ferrovia Centro-AtlAmtica S.A.、FNS-F'errovia 
Norte Sul 8.A. の 2 つの 路線 を 保有 する 。FCA は プ 
ラジ ル 南 東部 か ら 北 東部 の 一 部 を カバ ー す る 路線 


426 


、 うう 人 還 還 四 


で あり 、 主要 回 廊 は ミナ スジ ェ ラ イス 州 の Araguar 
か ら エ スピ リッ ト ・ サ ント 州 の ト ウ バ ラン Tubars。 
港 を 結ぶ 線 で ある (な お 、 ベ ロ オ リ ゾン テ Bel 
Horizonte 近 郊 か ら は ヴァ ー レ の ヴィ トリ ア ・ ミナ 
ス 鉄 道 に 乗り 入れ し 、 ト ウ バ ラン 港 まで 輸送 を 行っ 
て いる )。 石油 、 セ メン ト 、 鉄 鋼 、 大 豆 、 朋 物 な どの 輸 
送 が 中 心 で ある 。 

一 方 FNS は 、 ブ ラジ ル 政 府 が 国家 プロ ジェ クト と 
し て 建設 を 推進 する 南北 鉄道 (ベレ ン Belem^ 南 
部 州 ) の 内 、 ア サイ ラン ジア Acailandia こ パル マス 
Palmas の 約 720km の 区 間 の 運営 を 行っ て いる 鉄 
道 会 社 で ある 。 同 区 間 は 、2007 年 に 政府 が 運営 権 人 
札 を 行い 、 ヴァ ー レ が 落札 し た も の で ある が 、 当初 
は アサ イラ ンジ アー アラ グ ァ イ ー ナ Araguina の 区 
間 (361km) の み が 完 工 ・ 引渡 し され 、 ヴァ ー レ が 
落札 時 に 支払 っ た コン セッ ショ ン ・ フィ ー を 資金 と 
し て 残り の 区 間 の 建設 が 行わ れ た 。 トカ ンチ ンス 
州 ・ バ イア 州 な どの ブラ ジル 北東 部 、 並び に マッ ト 
グロ ッ ソ 州 な どの 中 西部 の 農産 物 (大 豆 中 心 ) の 取 
う 込 み を 図っ て お り 、FNS で アサ イラ ンジ ア ま で 珠 
送 さ れ 、 その まま ヴァ ー レ の カラ ジャ ス 鉄 道 に 乗り 
人 れ す る 形 で イタ キ Itaquf 港 まで 輸送 され て いる 。 
大 豆 の 消費 地域 で ある アジ ア ゃ 欧州 へ の 船内 送り 
観点 で 、 地 理 的 な 競争 力 の ある ブラ ジル 北部 に 出口 
港 を 有 し て いる こ と が 強み で ある 。 

な お 、 2015 年 2 月 に た パル マス 以 南 の アナ ポリ ス 
Apolis ま で の 855km の 延伸 が 完工 し た 。 こ の 区 


間 は プラ ジル で 初め て と な ぁ +ー プ ン ァ クセ ャ ス で 
運営 が 行わ れ て いる . 


SLogetca な 
nS は 、1996 年 ( AG 
放 道 の 利用 者 7 うら | MA 立 され た 鉄道 人 
まく RFFSA の 分 時 |・ 民営 化 時 に 、 | 旧 Sudeste 鉄道 
経営 権 を 獲 符 し た - 
他 の 分割 民営 化 さ れ た 貨物 鉄道 会 社 と 異な り 、 
MRS は 株 で ある 製鉄 会 社 、 鉱山 会 社 の 貨物 輸送 
(鉄鉱) を 担う コス ト ・ セ ンタ ー 的 な 色彩 が 強く 、 
民営 化 直後 は 次 金 難 に 苦し む 時 期 も あっ た が 、 その 
後 独 し た 鉄道 会 社 と し て 経営 普 が 行わ れ 、 現在 
は 安定 的 な 経営 が 1 r わ れ て いる 。 
プラ ジル で 最も 経済 活動 の 盛ん な 地域 を カバ ー 
し て お り 、 主 要 回 廊 は ベロ オリ ゾン テ か ら グ ァ イ ー 
バ Guaiba 港 を 結ぶ 路線 、 並び に サン トス Santos 港 
近郊 の Cubatao を 結ぶ 路線 で ある 。 前 者 は 、 ベロ オ 
リゾ ン テ 近 郊 の 鉱山 で 採掘 され る 鉄鉱 石 を 、 株 主 で 
も ある 鉄鉱 石 会 社 MBR が グ ア ァ アイ ー バ 港 に 保有 する 
輸出 用 ター ミナ ル へ 輸送 する 路線 、 後者 は 同じ く 株 
主 で ある Usimmas 製鉄 所 が Cubatao に 保有 する サ 
ン パ ウロ 製鉄 所 (COSIPA) へ 輸送 する 踏 線 で ある 。 
主要 輸送 貨物 は 、 輸送 重量 の 75% を 占め る 鉄鉱 石 、 
同 15% の 農産 物 で ある が 、 こ れ 以 外 に 鉄鋼 製品 、 セ 
メン ト な ども ある 。 


将来 の 開発 計画 
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最大 - 1 4 Ce ほ い 1 ーー い 
の 都市 サン . バ ウロ の ター ミナ ル で ある ルス Luz 駅 (三井 物産 株 式 会 社 ) 
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圏 ブ ラジ ル 高 速 鉄道 

カン ピー ナス ーー サン パウ ロン リオ デジ ャ ネイ ロ 
間 を 結ぶ 総 延長 518km の 高速 鉄道 の 建設 計画 で 、 
当初 は 2014 年 の FIFA ワー ルド カッ プ に 合わ せ て 
開業 され る 予定 で あっ た が 入札 が 遅れ 、 そ の 次 に 目 
標 と し た 2016 年 の リオ デジ ャ ネイ ロ 五 輪 ま で の 開 
業 も 不可 能 と な っ た 。 

2013 年 7 月 に 建設 ・ 運 営 権 の 入札 が 実施 され た 
も の の 、 唯 一 参加 意向 表明 を し て いた 韓国 勢 も 直前 
で 参加 を 見 送っ た た め 、 応札 企業 が な いま ま 入 札 延 
期 と な り 、 現 在 は 実質 凍結 状態 と な っ て いる 。 

圏 全国 規模 の 鉄道 整備 ( 新 線 建設 ) 

ブラ ジル 連邦 政府 は 、2015 一 2018 年 の 4 年間 に 
総額 864 億 レア ル を 投じ 、 貨 物 鉄道 の 新 線 建設 を 計 
画 し て いる 。 

@ 現 在 建設 中 の 南北 線 の 未完 工区 間 の 建設 (バル カ 
レナ Barcarena2ー ア サイ ラン ジア 間 、 パ ル マ ス ー ア 
ナポリ ス 間 、 アナ ポリ スーEstrela D'Oeste 一 トレ 
ス ・ ラ ゴア ス "res lagoas 間 (合計 2325km) ) 

@⑱ マ ッ ト グ ロッ ソ 州 ルカ ス ・ ド ・ リ オ ・ ヴ ェ ル デ 
Lucas do Rio Verde か ら パ ラ 州 Miritituba 港 を 結ぶ 
路線 (1140km) 

@ リ オデ ジャ ネイ ロ か ら エ スピ リッ ト サ ン ト 州 の 
ヴィ トリ ア Vitoria 港 を 結ぶ 路線 (572krm) 

@ ゴ イア ス 州 か ら ア マゾ ン 、 ア ン デ ス 山 脈 を 叶 き べ 
ルー まで 繋ぐ Bioceamica 鉄 道 (3500km (ブラ ジル 
側 )) < 大 野 和 彦 > 


リオ デジ ャ ネイ ロ の 中 心 部 に 建つ セン トラ ル ・ ド ・ ブ ラジ ル 駅 (三井 物産 株 式 全社 
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人 計 


ビー メ て 民 測 


で いい 


5 っ 5 つっ st 5 EE 


Plurinational State of Bolivia NIR 


ee 


ーーーーーーー 
鉄道 間 の 主要 デー ー タ (2011 年 ) 


創業 1888 年 
営業 キロ 2886km (1000mm) 
電化 キロ 非 電化 


列車 運転 線路 単線 の み 
年 間 旅客 輸送 量 49 万 人 
年 間 貨 物 輸送 量 116 万 トン * 

124 万 トン ** 

7 億 7240 万 トン キロ 
車両 数 DL/29 DMU/6 PC/53 FC/955 
"アン デス 鉄道 の デー タ ““ 東 部 鉄道 の デー タ 


国 の あと 
国 の あら まし 運営 組織 
南ア メリ カ 大 陸 の 中 央 部 ポリ ピア 鉄道 
二 リッ 圭 と っ 小 
に 人 V 層 る 共 机 市 国家 。 下 Empresa Nacional de Ferrocarriles (ENFE) 
式 名 称 は 「 ボ リビア 多 民 座 oo Bolivian National Railways Residual Co. 
国 (Estado Plurinacional | アン デス 鉄道 
de Bohivia) で あり 、 国名 還 (SS に Ferrocarril Andino (FCA) 
は 独立 の 英雄 で ある シモ 2 2 URL: http:/www.fca.com.bo 
ン ・ ボリ ビア に 由来 し て 届 議 の 


3 すり Empresa Ferroviario Oriental SA (FCOSA) 


3 
いる 。 国土 の 西 半分 を ア URL: http:/www.fo.com.bo 


ン デ ス 山 脈 が 員 き 、 実質 的 な 首都 で ちる ラバ パス ( 憲 
法 上 の 首都 は スク レ ) は 標高 3600m も の 高地 に あ 
る 。15 一 16 世紀 に イン カ 帝 国 の 版 図 と な る が 、 イ 
ンカ 帝国 滅亡 後 は スペ イン の 植民 地 と な り 、 独立 戦 
争 の すえ 1825 年 に 独立 国 と な っ た 。 独立 以前 は 「 ア 
ルト ・ ペ ルー」(「 ペ ルー の 高地 」 の 意味 ) と 呼ば れ 、 
独立 後 の 一 時 期 に ペル ー を 併合 し た 時 期 も あっ た 
が 長続き し な か っ た 。 19 世 紀 後 半 以 降 は 相次ぐ 敗 
] 戦 に より 国土 は 大 幅 に 縮小 、 内 政 も 安定 せ ず 、 し ば 
] し ば クー デ タ ー や 草 命 が 繰り 返さ れ て いる 。1967 

年 に は ボリ ビア 民族 解放 軍 を 指揮 し て ゲリラ 戦 を 
展開 し て いた チェ ・ ゲ バラ が 戦死 し た 。 主要 産業 は 
天然 ガス と 亜鉛 、 銀 、 鉛 、 鍋 な どの 鉱業 と 大 豆 な どの 
農業 で ある 。 


信 ボ リピ ビア 多 民族 国 

人 口 :1085 万 人 (2014 年 ) 面積 :109.9 万 km 
主要 言語 : スペ イン 語 

通貨 : ボリ ビア ー ノ ス BOB(1BOB=16.88 円 ) 
国民 総 所 得 :233 億 USD 

1 人 当たり 国民 総 所 得 :2220 USD FCA の 単行 の 気動車 (三輪 和 司 ) 
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ーー 数 道 の 歴史 


ーー 

ポリ ビア の 鉄道 建設 の 歩み は 周辺 国 に 比べ て 遅 
,、 政府 に よっ て 構想 が 示さ れ た の は 1860 年 代 に 
て か ら で あ っ た 。 当 時 は まだ ボリ ビア 領 で あっ 
アン ト フ ア ガス タ Antofagasta や メ ヒ ジ ョ ネス 
記 iones な ど 、 太平 洋 岸 の 港 と 内 陸 部 を 結ぶ べく 
上 画 が 進め られ た が 、1879 一 1884 年 に か け て チリ 
レ 戦っ た 太平 洋 戦争 の 敗北 に より 太平 洋治 屋 部 の 
訪 + を 失い 、 これ ら の 港 も チリ の 文 配下 に 置か れる 
こと と な る 。 

1888 年 に 開通 し た ボリ ビア 初 の 鉄道 で ある アン 
ト フ ァ ガ スタ ー ウ ユニ Uyumi 間 の 路線 も 、 開通 区 間 
の 過半 が チリ 領内 と な っ た た め 、 1890 年 の 時 点 で 
路線 距離 は わずか 209km に 過ぎ な か っ た 。 

大 平 洋 戦争 以後 も 休戦 状態 が 続い て いた ボリ ヒビ 
ァ と チリ は 、1904 年 に よう や く 和 平 条 約 を 締結 、 チ 


リ 最 北部 の 港 で 旧 ペ ルー 領 の アリ カ Arica と ラバ パス 
La paz を 結ぶ 鉄道 が 建設 され る こと に な る 。 こ の 鉄 
道 は 全 区 間 が チリ 政府 の 資金 に より 建設 され 、 


1913 年 に 開通 し た 。 
一 方 、 1903 年 に は ブラ ジル と の 領土 紛争 に も 敗 
れ て いる が 、 領 土 割譲 を 認め る 代わ り に 、 割譲 し た 
領 士 内 に 建設 を 予定 し て いた 鉄道 の 使用 権 の 確保 


ーー 
ここ 


チリ 


太平 洋 
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ビ 
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Plurinational State of Bolivia 


RY 


MACHAC AMARGA 計 軸 


URO 


IO N3706.47 , 衣 


ロニ ーーー で みう 


オル ロ 駅 に 停車 中 の 旅客 列車 。DL は 日 本 製 (さか ぐち と お る ) 


や 建設 資金 の 援助 を 引き 出し て いる 。 こ の サン タク 
ルス Santa Cruz de la Sierra と ブラ ジル の サン パウ 
ロ Sao Paulo と を 結ぶ 鉄道 は 1950 年 に 全 通 、 大 西 
洋 へ の 輸送 ルー ト と し て 重要 な 役割 を 果たす こと 
と な る 。 

この よう に 外洋 と の 接続 を 主たる 目的 と し て 路 
線 が 建設 され 、 1960 年 に は 約 3000km の 路線 網 を 
持つ に 至る が 、 東西 の 路線 網 が 結ば れる こと な く 現 
在 に 至っ て いる 。 1964 年 に は 国営 民営 の 路線 が 統 
合 さ れ て ボリ ビア 国鉄 (Rmpresa Nacional de 
Ferrocarrlles :ENFE) が 発足 、 1970 年代 に は 世界 
銀行 の 融資 に より 設備 の 更新 や 車両 の 新造 が 行わ 
れ た 。 1990 年 代 に 入る と 、 経 営 環境 の 悪化 か ら 雇用 
人 員 を 半減 させ る な どの 合理 化 を 進め 、 1995 年 に 
は コン セッ ショ ン に より チリ 資本 の 企業 の 参入 が 
決定 し た 。 

1996 年 、 国鉄 は 廃止 され 、 政 府 機関 と し て の ボリ 
ビア 鉄道 (Rmpresa Nacional de Ferracarriles : 
ENFE) が 発足 し た 。 そし て 西部 の 路線 網 を 継承 し 
た アン デス 鉄道 (Ferrocarril Andino :FCA)、 東部 
を 継承 し た 東部 鉄道 (Bmpresa Ferroviario Oriental 
SA :FCOSA) の 2 社 が 40 年 の 契約 で 経営 権 を 取得 
! あ GU の 5 
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鉄道 の 特徴 


前 述 し た よう に 、 ボリ ビア の 鉄道 路線 の 多く が 国 
外 の 港 へ の 輸送 ルー ト と し て 建設 そ され た た め 、 国内 
の ネッ トワ ー ク は 十分 に 発展 し な か っ た 。 東西 の 路 
線 網 は 現在 な お 接続 され て いな い が 、 軌 間 は 
1000mm で 統一 され て いる 。 ま た 1950 年 代 以 降 は 
日 本 か ら 蒸気 機関 車 や ディ ー ゼ ル 機 関 車 を 輸入 し 、 
これ ら 日 本 製 車両 の 整備 、 修 繕 の た め 、1990 年 前 後 
に は JR 北海 道 が 技術 協力 を 行っ て いる 。 

圏 旅客 輸送 

旅客 列車 は すでに 大 半 が 廃止 され て いる が 、 ア ン 
デス 鉄道 線 内 で は オル ー ロ Oruro 二 ビジ ャ ゾン 
Vilazon 間 に 急行 列車 「 エ キス プレ ッ ソ ・ デ ル ・ ス ル 
Expreso del Sull「 ワ ラ ・ ワ ラ ・ デ ル ・ ス ル War4 
Wara del Sul」 が 運行 され て いる 。 また 古代 道 跡 
世界 遺産 に 登録 され て いる ティ ワナ ク Tnwanaku へ 


の 観光 列車 が 、 エ ル ・ ア ルト Rl Alto 一 グ ア キ Guaqu 
間 で 運行 され て いる ほか 、 ロー カル 列車 も わずか な 
が ら 和 存続 し て いる 。 
圏 貨 物 輸送 

一 方 で 貨物 輸送 の 需要 は 多く 、 ア ン デス 鉄道 で は 


山岳 地帯 より 産出 され る 鉱物 、 た 地帯 を まる 
東部 鉄道 で は 末 物 の 比重 が 高い 。 国 際 貨 物 の 多 が 
チリ の アリ カ 港 や イキ ケ 港 Iquique な ど で 取 り 扱 


- 


区 ゃ コ ー 0 em 


標高 370 


宋 説 り わ け ア リカ 港 は 貨物 取扱 い の 約 7 割 を ボリ 
族 Z 向 け 国際 貨物 が 占め て きた 。 その アリ カ 港 と ボ 
ピア 国内 と を 結ぶ アリ カ ・ ラ パス 間 鉄 道 は 、 土砂 
調 れ の 影響 な ど に より 2005 年 か ら 運 行 を 休止 し て 
記 る が 、 す で に チリ 国内 の 復旧 は 終わ り 、 2016 年 に 
旭 貨 物 ・ 旅 客 列車 の 運転 再開 が 予定 され て いる 。 ま 
規 チ チカ カ 湖 で は 、 グ ア キ と 対岸 に 位置 する ベル ー 
プー ノ Puno と の 間 で 、 車 両 航 走 船 「Manco 
@5ac」 に よる 貨物 車両 輸送 も 行わ れ て いる 。 


、 還 結 0esisisis ーー 
将来 の 開発 計画 


参 後 の 計 画 と し て は 、 ペ ルー の イロ Io 港 と プラ 
ジル の サン トス Santos 港 と を 結ぶ 南米 横断 鉄道 の 
精 想 に 対し 、 ボ リビア 政府 は 同国 内 を 経由 する よう 
作 き か け て いる 。 チ リ ・ ボ リビア 間 の 外交 関係 の 悪 
人 能 た より 、 ボリ ビ ァ 政府 は アリ カ 港 に 代わ る 外 港 と 
固 @ イ ロ 洪 を 想定 し て お り 、 ラパス と イロ を 直接 結 
鉄 道 の 構想 も ある 。 

上 また アイ キレ Aiquile 一 サン タク ルス 間 に 新 線 を 
半 設 し て 東西 両 鉄道 を 結ぶ 構想 が ある が 、 い ずれ も 
昌 費 が 必要 な こと か ら 具 体 化 に は 至っ て いな い 。 現 
敵 @ は 朽 化し た 設備 の 更新 が 喫 忠 の 課題 で あり 、 
記 07 年 ご ころ か ら は 再 国有 化 も 取り 沙汰 され て い 
< 藤原 活 > 


mn の Avaroa 駅 を 通過 中 の アン デス 鉄道 の 貨物 列車 (三輪 和 司 ) 


け 


サン タ ・ ク ルス 駅 に 停車 中 の 東部 鉄道 の レー ル バ ス (さか ぐち と お る ) 


急行 列車 「 ワ ラ ・ ワ ラ ・ デ ル ・ ス ル ] (さか ぐち と お る ) 
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座 須 休 上 ーー 


国 の あら まし 


南米 の 内 陸 国 パラ 
ボン な GS 2 シッ ムン < 
山脈 を 有する 近隣 国 
の 東側 に あり 、 ほ と ん 
ど 平 坦 な 地 が 続い て 
いる 。 首都 アス ン シ 
オン を は じ め 、 南東 
部 は パラ グ ア イ 有川 や 
パラ ナ 川 な どの 大 河 、 その 支流 域 に 肥 浜 な 大 地 が 広 
が る 一 方 で 、 北部 の チャ コ 地 方 は ほとん ど 雨 の 降ら 
な い サ バナ が 続い て いる 。 16 世 紀 に スペ イン が 植 
民 地 化し た 。 1811 年 に 独立 する が 、 その 後に ブラ ジ 
ル や アル ゼン チン と 領土 を 巡る 戦争 が 起こ り 、 国土 
の 約 4 分 の 1 が 割譲 され 、 国民 の 半数 以上 が 犠牲 と 
な っ た 。1954 年 に クー デ タ ー に よっ て 軍政 が 敷 か 
れ 、 35 年 に お よぶ 独裁 が 続い た 。 1980 年 代 に 民政 
移管 され た も の の 、 政情 は 不安 定 で ある 。 パ ラグ ア 
イ は スペ イン 系 白人 と 先住 民 の 混血 メス ティ ー ソ 
が 中 心 だ が 、 グアラニー 族 を は じ め と する 先住 民 も 
暮らし て いる 。 主 要 産 業 は 肉牛 を 中 心 と する 牧畜 業 
と 綿花 、 大 豆 な どの 農業 で ある 。 


人 バ ラグ アイ 共和 国 

人 口 :692 万 人 (2014 年 ) 面積 :40.7 万 kmf 
主要 言語 : スペ イン 語 、 グ アラ ニー 語 

通貨 : グアラニー PYG(1PYG=0.02 円 ) 
国民 総 所 得 : 198 億 USD 

1 人 当たり 国民 総 所 得 : 3020 USD 
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鉄道 の 主要 デー タ (2013 年 ) 


創業 1861 年 

営業 キロ 66km (1435mm) 

電化 キロ 非 電 化 

列車 運転 線路 単線 の み 

車両 数 * PC/8 FC/173 SL4 

*2003 年 の 数 値 

ーー 
運営 組織 

ーー 

パラ グ ア イ 鉄道 公社 

Ferrocarriles del Paraguay S.A. (FEPASA) 

URL : http:/wwwr.fepasa.com.Py 


鉄道 の 歴史 


スペ イン か ら 独 立 後 、 初代 大 統領 と な っ た カル ロ 
ス ・ ア ント ニオ ・ ロ ペ ス が 、 イ ギリ ス か ら 資 材 の 調達 
や 技術 者 の 雇用 を 行い 、1854 年 に アス シオ ン 
Asuncion パ ラグ アリ Paraguari 間 (延長 72km) 
の 建設 を 開始 し た 。 この うち アス シオ ンー トリ ニ 
ダー ド Trinmidad 間 が 、 パラ グ ア イ 最初 の 鉄道 と し て 
1861 年 に 開業 し た 。 そ の た め 、 こ の 鉄道 は パラ グ ア 
イ 国 鉄 と は いわ ず 、 創設 者 の 功績 を 讃え 、 カル ロス ・ 
アン トニ オ ・ ロ ペ ス 大 統領 鉄道 (Ferrocarrl Presidente 
Carlos Antonio LGpez :FCPCAL) と 呼ば れ て いた 。 

1864 年 か ら の 三国 同盟 戦争 の 混乱 を 経て 、1913 
年 まで に 主要 路線 で ある 首都 アス シオ ンーFM94 
de am Palme 間 (延長 375km) お よび ボル ジャ 
Boria か ら ア バイ Aba' 1 まで の 支線 (延長 60RW が 
開業 し た 。 エ ンカ ルナ シオ ン EncarnaciGn て ポ サ 
ス Posadas( ア ル ゼ ンチ ン ) 間 に パラ ナ 川 を 渡る 7 テ 
リー ボー ト が 1913 年 に 開業 し た が 、 1990 年 に は 
ラナ 川 に 架かる 橋 が 完成 し 、 パ ラグ アイ と アル ゼン 
チン を つない で いる 。 

当初 パラ グ ア イ の 鉄道 運営 は 政府 に 
て いた が 、 その 後 、 イ ギリ ス な どの 民間 会 ビン 8 
され 、1964 年 より 再び 政府 が 鉄道 を 保有 し 、 皿 
カル ロス ・ ア ント ニオ ・ ロ ペ ス 鉄 道 公社 (Fer?? 
Carlos Antonio LGpez:FCCAL) 

し か し 、 20 世 紀 後 半 に 入る と 高速 道 


ょ り 行 われ 


\ ヨ 立 さ れ た 。 
が 設立 細 が 浅 


喘 道 は 徐々 に 衰退 し 始め 、 車両 
資 が 減少 し 、 列 車 の 速度 や 運行 
1990 年 代 に 入る と 輸送 サー 
CTR 線 及 び 運 休 が 続発 し た こと か ら 多 
の 路線 が 運行 便 停止 と な っ た 。 
鉄道 の 再興 に 向け 将来 的 に 鉄道 を 民営 化す る た 
め 、2002 年 に バフ グ ア イ 鉄道 公社 (Ferrocarriles 
del Paraguay Sociedad AnOnmma :FEPASA) が 設立 
され た 。FEF ASA は FCOCAL か ら 鉄 道 運営 を 引き 継 
ぎ 、 ア スシ オン 市 内 の ハル ディ ン ・ ボ タニ コ Jardfm 
Botamco て ゲ レグ ア Aregua 間 の 観光 列車 を 2004 
年 に 再開 し た 。 その 後 、 イ パカ ライ Ypacara ま で 延 
伸 し た 。2012 年 か ら は エン カル ナシ オン 一 ポ サ ダ 
ス 間 で 貨物 輸送 、 次 いで 旅客 輸送 を 再開 し て いる 。 


鉄道 の 特徴 


鉄道 の 建設 当時 は 1676mm の 広軌 が 採用 され て 
いた が 、 その 後 、 アルゼンチン 鉄道 と の 直接 運転 を 
実施 する た め 、 車両 の 改造 及び 1435mm へ の 改 軌 
を 実施 し た 。 か つて は 総 延長 435km の 鉄道 が アス 
シオ ンー エン カル ナシ オン 間 を 中 心 に 敷 か れ て い 
た が 、 現在 運行 し て いる の は ハル ディ ン ・ ボ タニ コ 
ェ イ パカ ライ 間 (延長 37km) 及び エン カル ナシ オ 
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パラ グ ア イ 
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^ こ ヽ 。. arrICa 
アル ゼン チ DE San sahador9-o 


General Artigas 


Corrientes 


致 字 は 都市 人 品 ee 1 
(和信 ) CM 435mm 単線 
ーーーーーーーーーー-ー ニ ーーー ニー 


の ぶよ イタ イブ 湖 


Encarnacion 


イバラ イカ 駅 に 停車 中 の 共 気 機関 車 牽引 の 観光 用 旅客 列車 
(さか ぐち と お る ) 


ンー ポ サ ダス 間 (延長 29km) の み で ある 。 

ハル ディ ン ・ ボ タニ コー イ パ カ ライ 間 に お いて 
は 、1960 年代 の 蒸気 機関 車 を 用 いた 観光 列車 が 、 毎 
週 日 曜日 に 運行 され て いる 。 

エン カル ナシ オン ーー ポ サダ ス 間 で は 旅客 及び 貨 
物 列車 が 運行 され て いる 。 一 時 期 、 ダ ム の 建設 に 伴 
い 路 線 の 一 部 が 水没 し た た め 運 休 と な っ て いた が 、 
2012 年 に 路線 の 変更 が 完了 し 、 貨物 輸送 が 再開 さ 
れ た 。 さら に 2014 年 12 月 に は 、 か つて オラ ンダ 鉄 
道 で 使用 され て いた ディ ー ゼ ル 列 車 を 使っ た 旅客 
輸送 が 開始 され 、 バス や 自動 車 で 片道 4 時 間 か か っ 
て いた 両国 間 の 移動 が 10 分 に 短縮 され た 。 


将来 の 開発 計画 


ブラ ジル と の 国境 に 位置 する プレ シ デ 
ン テ ・ フ ラン コ Fresidente Franco か ら パ 
ラナ 川沿 い に ア ル ゼ ンチ ン と の 国境 に 位 
置 す る クル パテ ィ Curupayty まで を つ な 
ぐ 軌 間 1000mm、 総 延長 583km、 客 貨 両 
用 の 路線 が 計画 され て いる 。 この 計画 は 、 
ブラ ジル 、 アル ゼン チン 及び チリ に お ける 
同じ 軌間 の 鉄道 と 接続 し 、 鉄道 で 南 太平 
洋 と 南大 西洋 を つなぐ も の で あり 、 これ に 
より パラ グ ア イ は 南米 の 交通 の 要衝 と な 
る 。 韓国 国際 協力 団 (Korea International 
Cooperation Agency : KOICA) が この 計画 
の 調査 を 実施 し 、 関 心 を 示し て いる 。 

ぐ 川 端 剛 弘 > 
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Oriental Republic of Uruguay 


国 の あら まし 


ウル グ ア イ は 、 ラプ ラ タ 
川下 流域 の 左岸 に あり 、 ブ 
ラジ ル と アル ゼン チン に 書 
まれ た 共和 国 で ある 。1516 壮 輔 内訳 
年 に スペ イン 人 が 訪れ 、 こ て 半 請 議 
の 地域 を バン ダ ・ オ リエ ン 罰 
タル と 名 付け た 。 最 古 の 都 
市 で ちや る コロ ニア は 、 1680 
年 に ポル ト ガ ル 人 に よっ て 築 か れ 、 そ れ に 対抗 する 
よう に 1726 年 、 ス ペイ ン 人 が 現在 の 首都 モン テ ビ 
デオ を 建設 し た 。 アルゼンチン と ブラ ジル が 19 世 
紀 初 頭 、 そ れ ぞ れ の 宗主国 か ら 独 立 し 、 領土 争い が 
激 し さ を 増し た 。 ブ ラジ ル は バン ダ ・ オ リエ ンタ ル 
に 侵略 し 、 自国 領土 の シス プラ チ ナ 州 と し て 併合 し 
た 。 それ に 対し て アル ゼン チン は 支援 を 送り 、 ブラ 
ジル 軍 を 撃退 する 。 そ し て 1828 年 、 ウル グ ア イ は 
両 大 国 の 緩 衝 地 帯 と し て 独立 を 果たし た 。1973 年 
に 軍事 クー デ タ ー に よっ て 軍政 が 敷 か れる が 、 
1985 年 に 民主 政 を 回 復 する 。2010 年 に は ホセ ・ ム 
ヒ カ が 大 統領 に 就任 し た 。 主要 産業 は 肉牛 な どの 牧 
畜 業 と 大 豆 、 米 、 小 麦 な どの 農業 で ある 。 


Montevideo 


全 ウ ル グ ア イ 東 方 共和 国 

人 口 :342 万 人 (2014 年 ) 
面積 : 17.6 万 kmf 主要 言語 : スペ イン 語 
通貨 : ペソ UYU(1UYU=\4.58) 
国民 総 所 得 : 461 億 USD 

1 人 当たり 国民 総 所 得 : 1 万 3580 USD 
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鉄道 の 主要 デー タ (2013 年 ) 


ーーーーーー_ 
創業 1853 年 

営業 キロ 1640km (1435mm) 

電化 キロ 非 電 化 

列車 運転 線路 単線 の み 


年 間 旅客 輸送 量 60 万 人 

年 間 貨物 輸送 量 101 万 トン 

グ 1 億 9071 万 トン キロ 

DLU29 DMU/5 PC/12 FC/1515 


運営 組織 


ウル グ ア イ 国鉄 
AdministraciOn de Ferrocarriles del Estado (AFE) 
URL : http:/ww.afe.com.uy 


鉄道 の 歴史 


ウル グ ア イ 最初 の 鉄道 は 、 1865 年 に ウル グ ア イ 
人 の セ ネ ン ・ マ リア ・ ロ ドリ ゲス に よっ て 提案 され 
た 首都 モン テ ビ デオ Montevideo か ら ド ゥ ラス ノ 
Durazno ま で の 205km の 鉄道 計画 に 始ま る 。 翌 
1866 年 に ロドリゲス を 中 心 に ウル グ ア イ 中 央 鉄道 
(Ferrocarril Central del Uruguay :FCU) が 設立 さ 
れ 、 1869 年 1 月 に 最初 の 区 間 で ある ベラ ・ ビ スタ 
Bella Vista ラ ス ・ ピ エド ラス Las Piedras 間 (延長 
17km) が 開業 し た 。 し か し 、 その 後 は 資金 不足 等 に 
悩ま され た 結果 、 ウル グ ア イ 中 央 鉄道 は イギリス の 
民間 会 社 に 売却 され た 。 

19 世紀 後半 か ら 20 世紀 初頭 に か け て 、 モン テヒ 
デオ か ら 放 射 状 に 広がる 全国 的 な 鉄道 網 が 築 か れ 
て いく 。 和 牛 や 羊 の 食肉 、 皮 革 を ヨー ロッ パ 諸 国人 へ 軸 
出す る た め に 、 貨物 列車 で 家畜 や 加工 品 が 運搬 され 
る よう に な っ た 。 また 、 鉄道 の 運営 は 、 19 世紀 後半 
か ら 主 に 民 鉄 に よっ て 行わ れ て きた が 、 1948 年 に 
民 鉄 を 統合 し 、 鉄道 の 国有 化 が 行わ れ た 。 その 俊 り 
1952 年 に 鉄道 を 管理 運営 する 組織 と し て 、 ウル ク 
アイ 国鉄 (AFE) が 設立 され た 。 

し か し 20 世 紀 後半 に 入る と 、 政府 が 道路 重視 り 
政策 に 転換 し た た め 、 投 資 を 抑え られ た 鉄道 は 
の 類 発 や 稼働 率 の 低下 等 の た め 、 衰退 の 一 途 を た と 


と と な っ た 。 こ の た め 、 1988 年 か ら は 旅客 輸送 
を 全廃 し 、 貨物 輸送 に 専 信 する な ど 、 抜本 的 な 経営 
放 草 が 行わ れ た 。 

2007 年 に は 軌道 改修 を 行い 、 モン テ ビ デオ 新 
了 客 駅 Nueva Terminal de Pasajeros (モン テ ビ デ 
中 央 駅 に 該当 ) ーー サンホセ San Jose 間 の 旅客 輸 
ぷ が 再開 し た 。 2011 年 に は 隣国 アル ゼン チン と の 
際 旅客 列車 が 26 年 ぶり に 運行 を 再開 し 、 モン テ 
ビデ オ と ブエノスアイレス Buenos Aires が 結ば れ 
た が 、 旅客 数 が 少な いこ と な ど に より 区 間 が 大 幅 に 
引 縮 され 、 現在 は サル ト Salto まで の 運行 と な っ て 
いる 。 
近年 で は 、 2005 年 に AFE か ら 鉄 道 イ ン フ ラ の 建 
設 や 保守 を 請け 負う Corporacion Ferroviaria del 
Uruguay (CFU) が 発足 し 、 ま た 2015 年 に は 貨物 輸 
送 の オペ レー ター と し て 、AEE 傘 下 の Servicios 
Logisticos Ferroviarios (SFE) が 営業 を 開始 し て お 
り 、 鉄 道 事業 の 分 業 化 が 進め られ て いる 。 


鉄道 の 特徴 と 開発 計画 


ibmia 滞 ci 

首都 モン テ ビ デオ を 中 心 に 、 放射 状 に 全国 に 広 
が っ た 全長 3073km の 鉄道 綱 の うち 、 現 在 は 
1640km に お いて 運行 され て お り 、 貨物 輸送 が 主体 
で ある 。 隣国 の ブラ ジル と は 、 陸 続き に リベラ 
Rivera 及 び リ オ ・ ブ ラン コ Rio Branco に お いて 接続 
され て お り 、 また アル ゼン チン と は 、 ウル 


転用 の た め 、 現在 は モン テ ビ デオ ー ベ ン テ ィ ジ シン 
コ ・ デ ・ ア ゴ モ ス ト 間 (延長 62.5km) の み で 運行 し 
て いる 。 

列車 の 運行 に 使用 され て いる の は 1960 年代 の 機 
関 車 が 中 心 で あり 、 老朽 化 が 進ん で いる 。 そこ で 
AFE は 、 ウ ル グ ア イ の 鉄道 と 同じ 標準 軌 の 鉄道 を 有 
する ヨー ロッ パ 諸 国 か ら 中 古 車両 を 調達 する 方 針 
を 固め 、 2015 年 に スロ バキ ア の Loko Trans 社 か ら 
ディ ー ゼ ル 電 気 機関 車 を 導入 し た 。 

将来 の 開発 計画 と し て 、 鉄道 を 管轄 する 運輸 公共 
事業 省 (Ministerio de Transporte y Obras 
Pblicas : MTOP) は 、 貨 物 鉄道 の 輸送 力 増強 に 向け 
て 既存 路線 の 改良 を 検討 し て きた 。 その 中 で 、 基幹 
路線 で ある ピン タ ド Pintadoー リ ベラ 間 ( 延 長 
422km) お よび ピエ ドラ ・ ソ ラ Piedra Sola 一 アルゴ 
ル タ Algortaー パ イサ ンド ウゥ Paysandt 一 サル ト 間 
(延長 330km) の 軌道 施設 の 更新 に よる 高速 化 を 決 
定 し 、 そ れ ぞ れ に 対し 構造 的 格差 是正 基金 (Fondo 
de Convergencia Estructural del Mercosur・ 
FOCEM) より 7500 万 USD、1 億 3000 万 USD の 支 
援 を 受け 、 2009 年 か ら 工 事 を 進め て いる 。 

SFF は アン デス 開発 公社 (Corporacion Andima 
de Fomento :CAF) か ら 4500 万 USD の 支援 を 受 
け 、 2015 年 か ら 2 年 間 で 貨物 輸送 用 の 機関 車 や コ 
ン テ ナ 車 を 導入 する 。 
川端 剛 弘 > 


3 と 5 WAN 143 
グ ア イ 川 に 建設 それ た サル ト グ ラ ン デ ダ ーー 一 林 aa 
ム Salto Grande Dam の 上 を 走る 路線 に に ーー 
よっ て 結ば れ て いる 。 ミ 

貨物 輸送 は 内 陸 部 と モン テ ビ デオ 港 及 NN 
び フ ライ ベン トス Fray Bentos 港 を 結ん で ブラ ジル 
いる 。 主 な 輸送 品目 は セメント 類 と 米 や 大 9Tacuarembo 
な どの 農産 物 で あり 、 そ れ ぞ れ 全 体 の 貨 QPiedra Sola 
物 輸送 量 の 60%%、 20% を 占め て いる 。 その km929 Mep 
他 に 石油 製品 も 運ん で いる 。 年 間 約 100 万 2 KN 
トン の 輸送 量 が ある が 、 自動 車 に よる 輸送 時 。。、。。 イ 。 メン 務 
の 10% 程度 に と ど ま っ て いる 。 いい 

旅客 列車 は 、 2012 年 まで は モン テ ビ デ We Peez 
 、、_ 、 MaAbrgos 

ディ シン コム 2 わ 2/ ロ ピン IN25idG MAS 人 請 896  /PNemon 

Agoslo 一 サン ホセ 間 (延長 108.5km) 及び 上 25 6 AG HDS 
モン テム ルン に つ ウ 0 TabladaoAY パーー ニ ーー ヘン oua Paloma 

ン テ ビ デオ ー ス ドリ アス Sudriers 問 ( 延 記章 人 NMontevideo 1 了 
長 44 9 | > 1 NMc ntevideo Tado 字 は 都市 人 口 (万 人 ) 

km で 運行 し 2 た が 、 車両 の 故障 2 IN 3 が に = 半 ー199 - 呈 計 290km 
で よび ディ ー ゼ ル 機 関 車 の 貨物 輸送 へ の に た 
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NNN ミ ENO ざこ XN 農 織 


月 有川 用 史 0 ia 還 証 ーー 


国 の あら まし 


ブラ ジル と と も に サッ カー 
大 国 と し て 知ら れる 南ア メリ 
カ 南 部 ・ パ タゴ ニア に 位置 す 着 
る 共和 制 連邦 国家 で ある 。 広 ブエノスアイレス る 

UenoOs Aires 

い 国土 に は 標高 6000m 級 の に 
アン デス 山脈 を は じ め 、 熱帯 0 
雨林 や 砂漠 、 大 草原 や 氷河 な 

ど 多様 な 自然 環境 が 揃い 、 南 
極大 陸 の 領有 権 も 主張 し て い 「 
る 。16 世 紀 以降 は スペ イン の 支配 下 に あり 、19 世 
紀 に 入っ て サン ・ マ ル テ ィ ン ら の 活躍 に より 独立 を 
果たす も の の 、 長 らく 内 戦 や 周辺 国 と の 戦争 が 続い 
た 。 1861 年 の 統一 後 は 急 成長 を 遂げ 、 第 2 次 世界 大 
戦後 は フアン ・ ペ ロン が 3 度 も 大 統領 に 就任 し た 。 
ペロ ン の 妻 で 女優 の エバ は 波 湯 万 丈 の 生涯 を 送っ 
た こと で 知ら れ 、「 エ ビー タ 」 の 愛称 で 今 も 国民 の 間 
で 高い 人 気 を 持つ 。 1982 年 に は マル ビー ナス 諸島 
(フォ ー ク ラン ド 諸 鳥 ) の 領有 権 を 巡っ て イギリス 
と 争い 敗北 し た 。 主要 産業 と し て は 、 油 糧 種子 、 穀 
物 、 牛肉 な ど 世 界 有数 の 農 牧 業 国 で ある 。 豊か な 資 
源 を 持つ が 、 2001 年 以降 は 数 度 の 債務 不履行 に 陥 
る な ど 、 経 済 は 危機 的 状況 が 続い て いる 。 


表す 


例 ア ル ゼ ンチ ン 共 和 国 

人 口 :4180 万 人 (2014 年 ) 面積 :278.0 万 km 
主要 言語 : スペ イン 語 、 グ アラ ニー 語 

通貨 : ペソ ARS(1ARS=13.56 円 ) 

国民 総 所 得 : 4669 億 USD 

1 人 当たり 国民 総 所 得 : 1 万 1363 USD 
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鉄道 の 主要 デー タ (2010 年 ) 

創業 1857 年 

営業 キロ 3 万 7278km 

軌間 別 2 万 6391km (1676mm) 
7523km (1000mm) 
2704km (1435mm) 
660km (750mm) 

電化 キロ 94km (DC830V) 
62km (AC25kV50Hz) 

列車 運転 線路 左側 通行 


年 間 旅客 輸送 量 2 億 6754 万 人 

年 間 貨 物 輸送 量 ” 1681 万 トン 
61 億 1793 万 トン キロ 

車両 数 DLU/748 EMU/593 DMU/32 
PC/894 FC/6 万 2320 SU10 

*2012 年 の デー タ 


運営 組織 


アル ゼン チン 鉄道 イン フラ 管理 機構 
(鉄道 イン フラ 管理 事業 ) 

AdministraciOn de Infraestructuras Ferroviarias S.E. 
(ADIF) 

URL : http://www.adifse.com.ar 

アル ゼン チン 旅客 鉄道 (旅客 輸送 事業 ) 
Operadora Ferroviaria S.E. (SOFSE) 

URL : https:/vww.sofse.gob.ar 

ベル グラ ー ノ 貨物 鉄道 (貨物 輸送 事業 ) 
Belgrano Cargas y Logistica S.A. (BCYLA) 
URL : http:/www.boyl.com.ar 


ラ ・ プ ラ タ 川 の 橋梁 を 渡る 旅客 列車 (三輪 和 司 ) 


ァ ル ゼン チー ン 呈 首 は 、 1857 年 に 首都 ブ エ 
人 昌 yres に 敷 か れ た 約 10km の 
路線 で あり 、: 見 存 し : 以後 、 農業 お よび 牧畜 業 
の 発展 に 合わ せ て 2 々 と 和 建設 が 進め られ 、 1890 年 
に は 9432KT、 1920 年 に は 3 万 3884km と 飛躍 的 
に 伸び て いる 。 

その 大 半 が 外国 資本 に よる 建設 で あり 、 と り わ け 
イィ ギリ ス 資本 が 過半 を 占め 、 国有 の 路線 は 約 30% 
程度 に 過ぎ な か つた 。 

路線 網 は ブエノスアイレス を 中 心 に パン パ (中 央 
部 の 草原 地帯 ) 全域 に 広がり 、 小 麦 や 羊毛 、 食 肉 、 皮 
草 な ど の 主要 産品 が 鉄道 に よっ て ブ エ ノ ス ア イ レ 
ス に 運ば れ 、 さ ら に イギリス な ど へ 輸出 され て いっ 
た 。 軌 間 は 1676mm の 広軌 を 中 心 に 1435mm の 標 
準 軌 や 1000mm・750mm の 狭軌 な ども 採用 され て 
いる 。 

第 2 次 世界 大 戦後 、 ベロ ン 政 権 は 外国 資本 の 鉄道 
の 買収 を 進め 、1948 年 3 月 に 全て の 鉄道 が 国有 化 
され た 。1956 年 に は 国営 事業 体 で ある アル ゼン チ 
ン 国 鉄 (mpresa de Ferrocarriles del Estado 
Argentimo:EFEA、1965 年 に Ferrocarriles Argentimos: 
RA) が 発足 、 アル ゼン チン 全土 の 鉄道 が 6 線 区 に 再 
編成 の うえ 運営 され る こと と な る 。 

また 1913 年 の 開業 と いう 古い 歴史 を 持つ プ エ ノ 
ス ア イレ ス の 地下 鉄 は 、 公社 や 運輸 省 管轄 の 時 代 を 


鞍 
” イー ロ 駅 に 停車 中 の 長 距離 列車 (さか ぐち と お る ) 


経て 、1962 年 に 国営 企業 体 で ある ブ エ ノ ス ア イ レ 
ス 地 下 鉄 (Subterraneos de Buenos Aires : SBASE) 
の 管轄 と な っ た 。 

し か し 旅客 輸送 は 国鉄 発足 直後 の 1950 年 代 後半 
を ピー ク に 減少 に 転じ 、 貨物 輸送 は 1945 年 を 境 に 
すでに 衰退 に 向かっ て いた 。 低迷 する 経済 状況 下 、 
支出 の 6 割 を 人 件 費 が 占め る 国鉄 は 赤字 に 苦し み 、 
1989 年 に 発足 し た カク ロス ・ メ ネム 政権 は 運営 の 
民間 委託 の 方 針 を 打ち 出す こと に な っ た 。 1992 年 
以降 、 国鉄 は 最大 30 年 の コン セッ ショ ン 方 式 に よ 
り 、6 線 区 それ ぞ れ が 民間 事業 者 に より 運営 され る 
こと と な っ た 。 また 同時 に 赤字 路線 や 不 採算 の 長 距 
離 列車 の 多く が 廃止 され て いる 。 

一 方 で ブエノスアイレス の 地下 鉄 や トラ ム 、 近郊 
路線 は 、 上 下 分 離 の うえ 、 引 き 続 き SBASE が 運営 を 
担っ て いる 。 

だ が 民営 化 に よっ て も 鉄道 事業 は 好転 せ ず 、 新 会 
社 の 経営 不振 や 失業 者 の 増大 を 招く こと に な っ た 。 
また 2011 年 9 月 に ブエノスアイレス の フロ ー レ ス 
Flores 駅 で 、 翌 2012 年 2 月 に は オン セ Once 駅 で 列 
車 衝突 事故 が 発生 、 どちら も 多数 の 死傷 者 を 出す な 
ど 重 大 事故 も 頻発 し た 。 と り わ け 51 名 も の 犠牲 者 
を 出し た オン セ 駅 で の 事故 で は 事業 者 の 責任 が 問 
われ 、 事故 を 引き 起こ し た Trenes de Buenos Aires 
(TBA) は 事業 停止 の 処分 を 受け て いる 。 

この よう な 状況 下 、 再 国有 化 を 望む 声 が 政府 内 外 
で 強まり 、 2015 年 5 月 20 日 に アル ゼン チン 議会 は 


〇 ロカ 線 の 電化 事業 


首都 ブエノスアイレス Buenos Aires の 「 ロ カ Roca 
_ 線 ] 電化 プロ ジェ クト に 関し て 、 日 本 連合 (メー カー、 
工事 会 社 ) は 、 フ ラン ス な ど と の 受注 競争 の 未 、 鉄道 
、 で は 日 本 最初 の 海外 で の 大 型 フ ルター ン キ ー プ ロ 
、。 ジェ クト (設計 か ら 建 設 、 車両 の 調達 、 建設 及び 試 運 
、 転 まで 全 業 務 を 請け 負う ) と し て 、 1979 年 に 第 1 期 工 
_ 事 (延長 62km) を 受注 し た 。 その 後 1981 年 に 工事 着 
。 手 し 、1985 年 に 開業 し た 。 国鉄 と 日 本 連合 、JARTS に 
_ よる 受注 活動 を 1958 年 に 開始 し て 以来 、 開業 まで に 
。 27 年 を 要 し た 。 途 中 イギリス と の フォ ー クラ ンド 紛争 
、 に より 一 時 凍結 され た こと も あっ た 。 プロ ジェ クト 体 
_ 制 と し て 、 日 本 連合 に より 車両 、 電 気 ・ 信 通 設備 、 電化 
工事 な どの 建設 が 行わ れ 、 海外 鉄道 技術 協力 協会 
_OARTS) が コン サル ティ ング 、 施 工 管理 、 保 守 ・ 運 営 体 
な どき 天 放 し た 。 く JARTS > 


っ ーー 


437 


VNV は ご NO せこ XN 特 は 


Argentine Republic 


再 国有 化 の 法案 を 圧倒 的 多数 の 賛成 で 可決 、 再び 国 
営 鉄道 と し て の 運営 が スタ ー ト し た 。 

新 形態 で は 、 鉄道 イン フラ を アル ゼン チン 鉄道 イ 
ン フ ラ 管 理 機構 (AdministraciGn de Imfraestructuras 
Ferroviarias S.R.:ADIF) が 保有 し 、 旅 客 輸送 を アル 
ゼン チン 旅客 鉄道 (Operadora Ferroviaria S.E.: 
SOFSE)、 貨 物 輸 送 を ベル グラ ー ノ 貨物 鉄道 
(Belgrano Cargas y Logistica S.A.: BCYLA) が 担う 
上 下 分 離 方 式 で 運営 され る こと に な る 。 


鉄道 の 特徴 


か つて イギリス 資本 な ど が 主体 と な っ て 建設 さ 
れ た 、 南米 最大 の 鉄道 路線 網 が ブエノスアイレス を 
中 心 に 広がっ て いる 。4 種 類 の 軌間 が 混在 し て いる 
の が 最大 の 特徴 で 、 電 化 区 間 は わずか で ある 。 

旧 国 鉄 時 代 に 設け られ た 6 線 区 は 、 それぞれ ア ル 
ゼン チン 史上 に 名 高い 6 人 の 将軍 の 名 を 取っ て 、 ロ 
カカ (Roca)、 ミト レ (Mitre)、 サン ・ マ ル テ ィ ン (San 
Martim)、 サ ルミ エン ト (Sarmiento)、 ウ ルキ サ 
(Urquiza)、 ベ ル グ ラ ー ノ (Belgrano) と 名 付け られ 、 
現在 も 踏襲 され て いる 。 

旅客 輸送 は 民営 化 時 に 合理 化 が 進め られ た こと 
で 、 中 長 距離 旅客 列車 は 大 半 が 廃止 され て し まい 、 
現在 は ブエノスアイレス 近郊 列車 と 一 部 の 長 距 離 
列車 の み が 運行 され て いる 。 

貨物 輸送 も 第 2 次 世界 大 戦後 は 一 貫 し て 輸送 量 


% 


ー Lf 
1 | 了 


H 
1 


サン ・ マ ル テ ィ ン 線 の 旅客 列車 (三輪 和 司 ) 


ラ ・ プ ラ タ La Plata 駅 (三輪 和 司 ) 
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TORORORIRLUOOOOUOU IININNIUULUULEUELULELLELELEM ーー 
- id R ト - PEY 
の 7 0 


トロ ペー ス で の 国内 シ 誠 


が 10% 程 度 を , > に 過ぎ な い が 、 2000 年 代 以降 
は 微 】 < 由 な 輸送 品目 は 19 世紀 か ら 


変わ ら ず 尊 物 で あり 、 現 在 も 欠 物 ・ 油 放 類 で 半分 
ト の シェ ア を 占め て いる 。 ほか に は 石材 や 建設 交 
材 、 鉄鋼 製品 な ど が 運ば れ て お り 、 大 釣 資 源 の 輸送 
量 


言 は 多く な い 


将来 の 開発 計画 


2006 年 に ブエノスアイレス か ら ロ ザ リ ポ 
Rosario を 経由 し 、 コ ルド バ Cordoba を 結ぶ 全長 
710 km、 設 計 最高 速度 320kmVh の 高速 鉄道 計画 が 
発表 され 、2008 年 に は フラ ンス の アル スト ム 
Alstom 社 を 筆頭 と する Veloxia コン ソー シア ム に 
より フラ ンス TGV 方 式 の 導入 が 決定 し た が 、 その 
後 の 経 済 危 機 に より 計画 は 保留 と な っ て いる 。 

また 2008 年 に は 、 ロザリオ 市 中 心 部 の 交通 混雑 
を 緩和 する た め 、 中 心 部 を 避け て 各 鉄道 路線 と ロ ザ 
リオ 港 を 接続 する 環状 線 構想 が 発表 され た が 、 こ ち 
ら も 具体 的 な 進展 は 見 られ な い 。 

な お 1984 年 か ら 運行 休止 が 続い て いる 、 隣国 の 
チリ と を 結ぶ 国際 ルー ト で ある アン デス 横断 鉄道 
(Ferrocarril Trasandino) は 、 両国 政府 が 運行 再開 
で 合意 し て いる も の の 、 現時点 で 目立っ た 動き は 見 
られ な い 。 

ぐ 藤 原 浩 > 


1 


ーー 
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メダ 駅 


リラ バラ イン 者 市 囲 鉄道 の 電車 ( 三 輸 和 司 ) 
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Republic of Chile 


ーーーーーー 一 


次 道 の 歴史 


ナリ で 最初 に 開業 し た 鉄道 は 、 港町 の カル デラ 
Caldera と 銀 鉱山 の ある コピ アポ Copiap6 と を 結ぶ 
84km の 民 鉄 で あり 、1850 年 か ら 建設 が 始ま り 
1852 年 に 開業 し て いる 。 1863 年 に は 首都 サン チア 
ゴ Santiago と 港湾 都市 パル パラ イソ Valparaiso と 
を 結ぶ 186km が 、「 南 米 の 鉄道 王 」 と 呼ば れ た アメ 
リカ 人 実業 家 へ ヘンリー・ メ イグ ズ Henry Meiggs の 
手 に より 開通 し た 。 そ の 後 は 南北 を 縦 貢 する 路線 の 
建設 が 始ま り 、 1884 年 に は 資金 苑 に 苦し む 各 民 鉄 
を 絆 合 す る 形 で チリ 国鉄 (Rmpresa de los 
Ferrocarriles del Estado:EFE) が 設立 され て いる 。 

以後 、 平 野 部 の 多い 南部 で は 、 フ ラン ス ・ ア メリ カ 
の 資本 が 中 心 と な り 1676mm の 広軌 で 建設 され 、 
山岳 区 間 が 多い 北部 で は 1000mm の 狭軌 で 建設 さ 
れ た 。 縦 吐 線 の ほか 港 や 鉱山 へ の 支線 、 さ ら に は ボ 
リビア や アル ゼン チン な ど を 結ぶ 国際 ルー ト が 建 
設 さ れ 、 1920 年 代 に は 総 延長 が 9000km に 達し て 
いる 。 

し か し 第 2 次 世界 大 戦 以降 は 赤字 が 慢性 化し 、 路 
線 の 縮小 や 旅客 列車 の 廃止 が 相次ぐ よう に な る 。 そ 
の た め 1982 年 に は 北部 の 狭軌 エリ ア で 貨物 事業 を 
行う Ferronor (Ferrocarril Regional del Norte de 
Chile) が 発足 し 、 1990 年 に は 民間 委託 を 果たし て 
いる ほか 、 1993 年 に は 南部 の 広軌 エリ ア で 貨物 事 
業 を 行う 太平 洋 鉄 道 (Ferrocarril del Pacifico SA : 


首都 サン ティ アコ 郊外 を 快走 する 特急 「 テ ラス ー ン | (櫻井 寛 ) 
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前 必 必 りり IP ape 


太平 洋 鉄道 の 貨物 列車 (三輪 和 司 ) 


FEPASA) も 発足 する な ど 、 事業 の 分 社 化 ・ 民 間 委 
託 が 進ん だ 。 現在 、 PPE 自体 は 南部 エリ ア の イン フ 
ラ 管理 ・ 保 有 組 織 と し て 存続 し て いる 。 


鉄道 の 特徴 


圏 旅客 輸送 

旅客 列車 は 少な く 、 北部 の 狭軌 エリ ア で は 1978 
年 に 全廃 され て いる 。 南部 の 広軌 エリ ア で も 、 か つ 
て は 首都 の サン チア ゴ Santiago と プエルト モン ト 
Puerto Montt や バル ディ ビア Valdivia な ど を 結ぶ 
長 距 離 夜行 列車 が 運行 され 、 日 本 製 の 車両 も 活躍 し 
て いた が 、 す で に 多く の 列車 が 廃止 され た 。 

現在 、 旅客 列車 は RFE グル ー プ の トレ ン セ ント 
ラル (Tren Central) に よっ て 運営 され 、 サ ンチ アゴ 
と テム コ Temuco お よび チ ジ ャ ン OChiliian 間 で 長 距 


上 を 運 和 トレ ン セ ント ラル は 他 に 
サン チア ゴ ェ ル ナン ド San Ferando 
を 結 ぶ 「 メ ] Metrotren」 と 呼ば れる 近 
電車 や 1000 間 の タル カ Talcca て コン ス 
表 トゥ シオ ン Constitucion 間 を 結ぶ レト ロ な 
レー ル バ ス (BuscariU の 営業 も 行っ て いる 。 


また 都市 凌 輸 送 で は 、 南米 屈指 の 路線 規模 を 持つ 
サン チア ゴ ・ メ トロ が 6 路線 を 運行 し て いる ほか 、 
ルル パ ライ ソ 、 コン セ プシ オン Concepcion で も 都 
剛 道 が 運行 され て いる 。 
較 貨 物 輸送 

人物 事業 で は 、 広軌 エリ ア で は EFE の グル ー プ 
で ある 太平 洋 鉄道 と 、 同 じ く EFEA の グル ー プ 企業 
記 放 本 輸送 を 専業 と する トラ ン サ ッ プ 鉄道 (Trans- 
porte FerroViariO Andres Pirazolli : TRANSAP) の 
独占 状態 に ある 。 貨物 取扱 量 で 1 位 の サン アン トニ 
オ 港 及び 2 位 の パル パラ イソ 港 へ の 輸送 が 中 心 で 、 

な 輸送 品目 は 銅 を 中 心 と し た 鉱物 資源 や 化学 製 
品 コン テ ナ な ど で あ る 。 

また 北部 の 狭軌 エリ ア で は Ferronor の ほか 、 多 
く の 銅 鉱山 を 所 有する アン ト フ ァ ガ スタ ・ ボ リビア 
鉄道 (Ferrocarril Antofagasta-Bolivia :FCAB) な ど 
数 社 が 銅 や 硫酸 、 塩 な ど を 中 心 に 運ん で いる 。 チ リ 
最大 の 輸出 品 で ある 銅 を 産出 する 鉱山 の 多く が 北 
施 山 岳 地帯 に 存在 し 、 鉄道 で 鉱山 と 積 出港 が 直接 結 
ぼれ て いる た め 、 ト ラッ ク に 対し て 苦戦 を 強い られ 
て いる 中 南部 に 比べ る と 健闘 し て いる 。 それ ゆえ 、 


路線 総 延長 の 約 3 分 の 1 し か な い 北 部 だ け で 、 鉄道 
貨物 輸送 量 の 約 6 割 を 占め る 結果 と な っ て いる 。 


レー ーー 


、 将来 の 開発 計画 


最 重要 貨物 ルー ト で ある サン チア ゴー パル パラ 
イソ 間 に 新 線 を 建設 し 、 現在 は 北 に 大 きく 培 回 し て 
いる 両 都市 間 の 路線 距離 を 短縮 する 構想 が ある 。 
2015 年 より 具体 的 な ルー ト の 実地 調査 が 始ま る 予 
定 で あり 、 別 に アル トゥ ウロ ・ メ リノ ・ ベ ニテ ス 国 際 空 
洪 を 経由 する 旅客 路線 の 建設 も 検討 され て いる 。 ま 
た サン チア ゴ で は 中 心 部 と マリ ョ コ Malloco、 バ 
トゥ コ Batuco 間 と を 結ぶ 都市 圏 鉄道 も 計画 され 、 
コン セッ ショ ン 形 式 に よる 運営 が 予定 され て いる 。 
ご 藤原 浩 > 


HU  `-. 0E 皇 


アン ディ アン ・ エ クス プロ ー ラ 
( ベ ペルー) 
イン カ 帝 国 の 古都 クラ スコ より 、 ペ ルー 鉄道 の [ ア の 大 台 を 越 2 に は いる 。 草 を 食 お ア 
ン デ ィ ア ン ・ エ クス プロ ー ラ ー」 プー ノ 行 に 乗車 す ” ル バ カ だ り ゆ え 良 質 な 毛皮 が 硝 課 玩 
る 。 クス コ の 標高 は 3400 m だ が 、 目的 地 プ ー ノ は 富 る の で ある 
士 山 よ り も 高い 3830 m。 それ ば か りか 、 [アン ディ や が て 12 時 45 


アン ・ エ クス プロ ー ラ ー] は 途中 で 、 4319m の ララ 
ヤ 峠 を 通過 する と いう 。 鉄 道 の 世 界 最高 地点 は 中 国 
チベット の タン グラ 峠 (5072 m) だ が 、 そ こ を 走る 
列車 は 、 カ ナダ の 航空 機 メ ー カ ー、 ボ ン バ ル ディ ア 
社 製 。 航 空 機 と 同様 の 構造 で 酸素 が 平地 の 80% に 保 
た れ て いる 。 い わ ば 、 飛 行 機 の よう な 列車 な の だ 。 
一 方 「 ア ン デ ィ ア ン ・ エ クス プロ ー ラ ー」| は オー 
プン エア の 展望 車 は ある し 、 どの 車両 も 窓 が 開く 。 
つま り 、 特別 な 装置 を 用 いな い 列 車 が 走る 世界 最高 
地点 が 、 ラ ラ ヤ 峠 と いう わけ だ 。 それ だ け に 私 は 張 
り 切 っ て いた 。 た だ し 、 ク スコ の ホテ ル で 具合 が 悪 
く な っ た の で 、 ち ょ っ ぴり 不安 で は あっ た が 、 [アン 
ディ アン ・ エ クス プロ ー ラ ー| に も 、 各 車両 に 酸素 ボ 
ン べ が 搭載 され て いる の で 、 ま ず は 一 安心 で ある 。 
クス コ を 発車 し て 4 時 間 、 そ れ ま で は 、 ビ ルカ ノー 
タ 川 が 織り 成す 渓谷 と 田園 地帯 を 走っ て いた が 、 時 
計 の 針 が 12 時 を 回 っ た ころ 車窓 風景 は 一 変 し た 。 人 
家 一 軒 見 当たら な く な り 、 同時 に 樹木 も 皆無 と な っ 
た 。 ある の は 荒涼 然 と し た 無人 の 草原 と 、 そ の 頭上 
に 八 え る アン デス の 高峰 の み 。 つい に 標高 4000 m 


クス コ ・ ワ ンチ ャ ッ ク 
駅 に て 出発 を 待つ [ ア 
ン デ ィ ア 2 スク) 
ロー ラ こ 呈 先 頭 の 
ディ ー ゼ ル 機 関 車 は 
GE カナ ダ 製 。 


「 ア ン デ ィ ア ン ・ エ クス 
プロ ー ラ ご の ラウ レン 
ジ カ ー に て アン デス 地 
方 の 音楽 が 奏で られ 民 
族 ダ ンス が 披露 され 
cn 
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中 車 は 小さ な 無人 駅 に 俺 ま 
た 』 と の 駅 こそ を 、 | アン ディ アン ・ エク スプ ロー タラ 
が 走る 最高 地点 「 ラ ラ ヤ ・ パ ッ ソ ( 幅 ) 駅 | で あう 旋 
ここ で 15 分 間 停車 する 。 私 は 線路 に 飛び 降り た 。 さ 
す が に 標高 4319 m、 息苦し か っ た が 、 それ より も 坦 
び の ほう が 大 きか っ た 。 

13 時 ちょ うど 、 列 車 は ララ ヤ 峠 駅 を 後に 再び 走り 
始め た 。 同時 に ラン チ の サー ビス が 始ま っ た 。 まず 
は 、 ピス コ サ ワ ー が 乗客 全員 に 配ら れる 。 ララ ヤ ャ 峠 
無事 通過 に 乾杯 だ 。 けれ ども 、 高地 で は アル コー ル 
の 回 り が 早い 。 飲み すぎ に は ご 用 心 で ある 。[ ア ン 
ディ アン ・ エ クス プロ ー ラ ー」 は 、 ク スコ か ら 385km 
の 道程 を 10 時 間 か け て 走り 切り 、 夕刻 18 時 ちょ う 
ど 、 テ ィ テ ィ カ カカ 湖畔 の 終着 駅 プー ノ に 歩 を 止め た 。 

プー ノ の 宿 は 湖畔 に 面 し て いた 。 到着 は 日 没後 
だ っ た の で 、 ど ん な 湖 な の か 、 い まい ちろ 判然 と し な 
か っ た が 、 目覚 め て 散 い た 。 大 き な 汽 船 が 停泊 し 、 寄 
せる 波 も 大 き な 、 ま る で 海 の よ うな 港 だ っ た 。 それ 
も その は ず 。 テ ィ テ ィ カカ 湖 の 面積 は 琵琶 湖 の 12 倍 
と いう ビッ グ さ な の だ 。 こん な 巨大 な 海 が 標高 3812 
m、 富 士 山 よ り も 高い 場所 に ある と は ! ご 櫻井 寛 > 


ディ ー ゼ ル 機 関 車 は ま 
る で 蒸気 機関 車 の よう 
な 黒 煙 を 吐き な が ら カ 
走 。 間 も な く 標 高 4319 
m の ララ ヤ 幅 に 達 す 
る 。 


ペル ー レ ー ル の エン ブ 
レム 。 マ チュ ピチ ユ ュ 、 
アル バカ 、 ナ スカ の 地 
上 絵 、 イ ンカ の 12 角形 
の 石 が 描か れ て いる 。 
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The Railroad Data List in the World 


地域 国名 創業 年 営業 キロ 


km 
狼 
(1000mm 未 ) 


の 日 本 ・JR グ ルー プ 総 計 | iszz | 2j80 - 
アァ JR 北海 首 1987| 2500 
オォ JR 東日本 1987 | 744 - 
JR 東海 1987 | 1971| 
ラテ JR 西日本 1987| 5016 - 
JR 四国 1987 855 - 
JH 九州 1987| 2273 - 
JR 買 物 1987| 8341 
大 韓 民 国 1899| 3454 - 
北朝 鮮 1906| 5235 523km 
| 60mm) 
中 国 1876 | 1073145 - 
台 浴 1891 | 1438| - 
モン ゴル 1938| 1go | - 
ベト ナム 1881 | 2631 - 
カン ボ ジ ア 1931 264 - 
タイ 1896| 4071 - 
ミャンマー 1877| 5990 - 
ラオ ス 2009| 35 - 
yi タ ー ジ 有 1885| 1856 - 
フィ リピ ン 1892 479 
イン ド ネ シア 1868 | ez| = 
バン グラ デシ ュ 1862 | 2835| 
イン ド 1853 | 65436 60 移 詳 
スリ ラン カ 1864 | 1449 5 
ネバ ー ル 1927 59 語 較 
バキ スタ ン 1861| 7791 
アフ ガニ スタ ン 1982 75 上 
イラ ン 1892| 8286 - 
イラ ク 1920 | 244 = 
トル コ 1866 | 9232 
ジリ 1895| 2450 < 
レバ ノン 95| ( 遇 
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軌 
(1000mm 以 上 ) 


1 万 7184km 
(1067mm) 
2500km 
(1067mm) 
6064km 
(1067mm) 
1418km 
(1067mm) 
4363km 
(1067mm) 
855km 
(1067mm) 
1984.1km 
(1067mm) 
8340.5km 
(1067mm 


1093km 
(1067mm) 


2237km 
(1000mm 


264km 
(1000mm 


4042km 
(1000mm) 


479km 
(1067mm) 


3862km 
(1067mm) 
1801km 
(1000mm) 


5999km 
(1000mm) 


(435mm) 


2896km 
(435mm) 


1410km 
(1435mm) 
553km 
(435mm) 


653km 
(1435mm) 


2889km 
(1435mm 


3454km 
(1435mm) 
4578km 
(1435mm) 
1073145km 
(1435mm) 
345km 
(1435mm) 


165km 
(1435mm) 


29km 
(1435mm) 


312km 


(1000mm) 


8286km 
(1435mm) 
2414km 
(1435mm) 
9232km 
(1435mm) 
2450km 
(435mm) 
222km 
(435mm) 


ml 闘 Nm 7 8 | | 


 、  M 骨 


Nm WMwac 
*2 齋 人 有人 
*3 用語 な 


*4 本 の 詳細 で は な く 両 で 提 


人 和夫 送 量 年 間 買 物 輸送 量 車両 数 人 
人 ーー トキ 和 送 トン 数 電送 2 入 し ー 
軌間 混合 Fi 人 (人 キロ ) ( ト ツ ) ( ト ツ EP! DP| EMU DMU ( 氏 凍 PCG FC gmL 
U 
MC RI 2598 代 2999 20 億 | 530 338 7640 227 46369 289 8 il208 
620Kmi 導 [25 SW 
67km(20MW 大 49 借 -| 9 4⑳⑫ 395 45 - 6 65 2 29 
い 
1669m(W 0 7 1311 代 7 4 6 59 0960 0 39 93|206 識 
55 有 。 581 介 - 994 229 20679 9 。 き 
939m( 1 
MM は | 7 7 6 44 。 999 62 9 5|20 
269Mm (20MW 2470m 』07 558 借 
653mK(25NM NM 導 | 。 2 人 電 殺 4 5 -|28 っ 
E 235Mmt5M j4005 中 4 9 is 38 97 1 42 1 | 209 由 
- | 1008m0MW 9 人 = かれ す -|202 。 の 
| 叶 _ 20 信 | 457 199 2 - iz 7901 2019 鉄 
| ~ 3 と 2999 ヵ 本 語 侯 語詞 9 章 6 90 709 =|200 首 
-| 238m65n60B9 mt 且 7 312 介 9800 ヵ 9 - ie0| 178226 ょ 
134km 3850 カ 5 弱 彫 
(1520mm) 0) 39007 連 re (760"5780 7 ko 本 
| 0 : ee7 59 ま | 0 本 27 詳 20 00 20 ピー" 
記 
_ | 1202m(25W60 bs0』 。 162 個 200 5 間 007 ar iC 齋 2800 2009 
5 9 』 
_ 1400) 7 ン / 財 4613 2013 
(em| 電化 25 。 (0W9005 | 。 005 PPT - 0 LO 
を | 親 電 化 電化 22 太 45W5900 ヵ 9008 | ー っ 
(00V435m) を 本 = | 
- | 克 電 化 *NE 間 mg の 2 Ta 
ーー だ 1 
29km(25050  - 4580 万 。 80 人 32007 us 202 
_| - 包 隊 放 。 - 押 馬入 | 59』。 22W26005W| 天 ay: な | 
非 電 化 非 電化 万 = 負 の 2004 
nm 間 計 * 必 押 
- | 350m(5W508) 拓 | 3948』。 24W5000 | mn ge 計 9 202 
: 同 9 
- | 非 電 化 非 電 化 300 万 83007 具 60 。 1403 17246 3 
3 285 202 
/ 1 ー 4 万 4731 43 
蘭 1990 | 人 8900 WO0 較 5945 8298 - に ー セ 7sg 2 | 202 
』 5 2 
綿 (05mW | 非 電化 非 電化 6560 万 56 但 9007 : ) 0 900 201 
97556m | 認 6 529 計 虹 型 
1 5 LU 
577140km | 5849im 429m08) 自 MW2100j We ー mm 
(1676mm) | 90909 の 1 pc 2 
(49Km | 左 電 人 非 電化 6307 5 cm 記 | 
1676mm | と の に = 
(676mm ー 」 1 : ー に 10 。 2100 272000 Mi 
7479km | 293m(25AV50H) - | 80007 079307 556 ー ds 連 | 9 回 
OO am 電化 | ミ 05| - 98 Mg 933 273854 2013 
520mm) ま 13 
2200m (50600g 2600 ヵ 本 azs007 | 59 597 8 7 asasen 過 [5 
mW ご: 門 ー 
1 0 
- | 馬 尼 非 電化 』 707 還 い 人 
3304km (25KV50 間 』 1 人 7607 
370 カ 
_- | 非 電化 非 電 化 ーー あー 
非 電化 非 電化 


ーー 


リリ リリ リリ リリ Liitiisiss: 2 還 


p 年 
地域 国名 人 年 峡 キロ 生 間 電化 方 だ 由 物 和書 
。。 要 当 一 ーーー- 1 式 レー 輸送 ] 枯 ド ツ 数 
km 名 本 準 軌 。 広 埋 「 肖 用 1 (トッ > 。 半 > 和 ーー 
| 内 7 ド NVA T < 5 ニー デーーー CCO) 請 邊 有馬 ー 一 0 
時 六 DG) ンー mm 8 3 ke 
ae と 人 9 ヵ | 20277000 EMu pu 前 狂 ーー 
2 の | 4Q - (o9m 6 久 39059 が | 。 っ MU ( 間 的 Poo ro。 。 
やっ 1412k 人 - 4 き 
? サウ ジア ラビ ア 1908 | 1412 こ (435mm 革 」 07 4 本 es 58 8 間 還 に 353 
ララ き 1001km 電化 22 伸 50007 70 5 6 |2008 
回 イス ラ エ ル 892 | 1001 (1435mm 非 電化 4077 7 9005| . 人 - 6 2 pm 
ー ス トラ リア 4200k 念 375kn 272236Km 3797【 273Km (25KW に 8 借 153 - ・ | 2012 
ァ オー スト ラリ ファ 1854 | 47608 0 1435mn) (1600mW 25KV60H7 mW 7 0 万 4 ド Ke 2 14 2 6 
本 蘭 ニコ ュ コー ジー ラン ド 4190km ョ - | 409km( - 568| ・ | 2012 
に | 三 ロ ニー ウニ ラッド 1863 | 490 Aa | On 2N0 所 55 f697 0 ] 且 8 164 360 
フィ ジー 非 電 = 273 8444 11 | 2009 
ィ fs76| 597| 。597Km - - 化 二 『 3 人 
(610mm に 人 | 語 に 間 / 0 202 
1 。 175884km | 孤 い 8 
イギリス 1825 | 1 が 5884 - (435mm | PO 2 語 9907 6790402 8000 が 192W30005| 209 2 
アイ ル ラ ンド に 。 2400km| - 8 | 3120 
の ル ラ ンド 1834| 2400 0 SisW 107 。 505600 が 100 ヵ 99005| . 00 靖 誠 906 9 |20 
ラン ス 167km 279616km -| 967 194 
オラ ンダ ME (1000mm) (1435mm 、 弱電 (6007 847 仁 77009 30707 194W9840| 61 2339 ね 1 放 620 計 6 
ラン 1899| 2896| 3 - 2896km - | tm@5 22m9 人 89 1681 / 
ベル ギ (435mm) "CNS 2RWmis 905 707 22605 39W78005| | gm per mm lam 
ー 5 _ 8593K K 1855 
es (435mm tnG8V50R) 265me 上 5207 109W96007 2920 万 49 仙 00』| 3 2 839 30 -.|20 | 
ルク セン ブル ク 1859 275 = > 275km - | 243km(25MV50Hz) | 362 1378 192 iMU ja 編 
本 (435mm) 19m) 2070 4 人 580 万 。 8 飼 07| 45 4 80 1029 | 2 
* 1835 | 373295 373295km _- | 80 3 2 5 【@) 
(1435mm Di = 座 290 803 信 4500 万 3 借 9010 1042 信 5900 万 |2396 97 352 =|202 世 
スイ ス 1947 | 3236 = 。 Sm IRO 2495 2965 4266 8 人 sa 界 
(00WI435mm IRC 7) 95 閲 600 177 信 7300 4800 万 129 介 770 万 90M 9j990 当 202) の 
オー スト リア 1837| 4859 > 。 4859km lpSOKEg 820 256 1639 - 278 時 語 72 203。 鉄 
ゴ ) (435mm) 本 。 0 106 介 2300 1 介 30 ヵ 259 人 | 259 2 計 当 
タリ ア 1839 | 176752 - -_ 176752km 回 1 662 540 190 - 3059 276518 シッ 
スベ イン > (1435mm 00 BL - | 105 工 2090 コ 22。 | 
コミ ro oo (06 hG5m OS 088 人 610 23 借 9 。 - -*mu ey 2 の | 
mm mm 1 4 で 
ポル ト ガ ル 1856| 2714 9 穫 守 1 (25V50H 42m(8M 19207 9 仙 上 5 sg ge 2 eg me mg am 
ーー 1000mm) (1668mm) | 借 20 33 信 070 万 870 り 。 2 
2 ャ ン 1856 | 171090 ら - 11090Km -| 7906km 0 倫 2000 万 | 72 104 275 56 - 146 2953 - | 2013 
デン マー ク TP の 3 に (5M67 29007 60 代 5600 カ - 300 位 | 42 309 366 7 の に レジ 
< 0 - | 450Km 169m(15 ! 
ノル ウェ ー FR | OO 2 m(18MM 3 銅 16 万 79 億 5100 万 606 万 29 借 7100 万 42 92 1188 553 - 263 38 2013 
・ 過 6Km ー 
カー | (1435 - 5920 
ニテ ジェ ーー im) 2 Ve7 ] 万 。 28 代 6700 万 810 ヵ 26 代 | 159 59 505 64 。 ze 994= 計 | 2 
8 3 13 
エス ドニ ア 1870| 695 Zn が (560H 6930 万 。 40 信 5300 万 3640。 94 入 000 万 | 155 245 148 16 88U 24 70 -|20 
。 6 2 ml = 2lCKN の | 
ラビ ピカ 1860 | 1859 2 ーー 二 | 420 万 。 2 借 2490 万 2430 カ 4 人 2007| - 120 60 82 - 1 3308 2|208 
ニ (750 の ョ - m 9, 
リト アニ ア 56I 暫 才 7 OO pm mm 人 2086 7 借 4910 万 55807 。 149W9107| - 202 22| MM 。 24 685 9 
2 (750 3 m 5U50B2) 凍 | 
ポー ラン ド 1842 | 念 9815 ー 0 コ * 480』 。 3 人 9100 万 48005 。 133 人 4007 | - 255 96 1 NIS ss |202 
8 m| - 全 842m 
チェ コ 98 店 55p1 還 02 35mm (1520mm) 2W2040 万 。 226 代 900 万 1 借 2350 万 3605600j | 1009 1634 2880 Ai7 573600 -| 2 
(760m m _| 137Mm 90 人 ] 
スロ バキ ア 1848| 3905 2 405m 3630Km 209 の 0 4 が ml500 06930 万 。 69 信 2400 万 70007』。 2 飲 607| 03 125 369 が 』 4006 376506 24 | 208 
Se (760 km | 760km 892m 
ハンガリー 1846 | 7607 2 MO 35nm) US20mm) 」 0 47km(40 介 4430 24 介 2100 36307。 認 和 0 光司 0 還 59 97 i09 740 5 | 208 
ーー ジラ (760m) 9 m 。 24Km| = 2567m | こ 
We マ 年 1869 | 17946 4m IT MO 攻 100 が 。 56 人 2100 0 が 計 iG92006200iGON 0 拓 し 2931 25347m 2012 
(750mm m 60km | 3292km る 
ブル ガリ ア 1866| sl4 1 00 (520mm) | (95MV50 有 M 4850 万 39 位 8830 万 2760 ヵ 54 他 9507| 802 475050 
(760mm) S - | 2880km 
セル ビア 1856| 3509 ペ 9 (50 2610』 。 1gW2600 ja0g 27005| 253 
に ナー コ m 
モン テ ネ グ ロ 還 2 (1435mm) _ | 196Mm2550H) - 1660 ヵ 李 os 。 799005| 1 本 
コソ ポ て に Pa -| 169m | 人 
84| 333 = Are (5KW50H2 8 1 人 800 万 2 ! 租 0707 
こ | と 
マケドニア 1873| 699 - 半 和 0 CE 5 時 こ 
ポス ニア ・ ヘ ルッ -| 299m 」 
2 トト 2 必 2 = (435m) (950050M 58 8020 万 2 引 2007 | 
スロ ペ 三 5 | 6 DO -| 777m > 60 方 86 
846 | 1207 8 5 ーー (25W50H2 0 | 3980 万 19407 12 人 540 
|。 50 
(435m 1640 カ 。 7 但 60007 17760 。 3 人 34007 | 8 
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川中 1W 0 SAN / 。 


地域 


ー 山 


か こさ て 
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の 
ン 
リ 
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国名 


クロ ア チ ア 
ギリ シャ 
アル バニ ア 
ロシア 
ウクライナ 

ベラ ルー シ 
モル ド バ 

カザフ スタ ン 
ウズ ベ キ スタ ン 
トル ク メ ニ スタ ン 
タジキスタン 
キル ギ ス 

アル メニ ア 
アゼル バイ ジャ ン 
ジョ ー ジ ア 
エジプト 

スー ダン / 南 スー ダン 
エチ オ ピ ア / ジ ブチ 
エリ トリ ア 
リビア 
チュ ニ ジ ア 
アル ジェ リア 
モロ ッ コ 

モー リタ ニア 
マリ 

セネガル 

ギニア 

リベリア 
コー ト ジ ボ ポワール 
ブル キナ ファ ソ 
ガー 

トー ゴ 

ベナン 

ナイ ジェ リア 
カメ ルー ン 


1869 
1917 
1837 
1861 
1862 
1871 
1894 
1888 
1888 
1897 
1924 


2722 
2265 
423 
876005 
272510 
5528 
1157 
14205 
4593 
2313 
680 

417 

780 


2079 


1566 | 


5195 
4508 
781 


117 


3170 
( 計 天 中 ) 
1999 
3973 


2110 


3760 


43km 
(6007750mm) 


510km 
(750mm) 


(1000mm 以 上 ) 


396Km 
(1000mm) 


805km 
(1067mm) 


4508km 
(1067mm) 
781km 
(1000mm) 


創業 年 営業 キロ 回 軌間 ーー 
km 標準 軌 


(1435mr 


狭軌 
(I000mm 未 油 ) ド 
き 2722kr 
P (1435mm 


1846 


1826Km 
(1435mm 

423km 
(1435mm/ 


49KTr 
(1435mm 

25km 
(1435mm 


5195km 
(1435mm) 


- 3170m((435em 
っ 


1631km 
(1000mm) 
1085km 
(1055mm) 


593km 
(1000mm) 
906km 
(1000mm) 
274km 
(1000mm) 
145%m (1067mm 
( 旬 
660km 
(1000mm) 
622km 
(1000mm) 
947km 
(1067mm) 
575km 
(1000mm) 
438km 
(1000mm) 
3505km 
(1067mm) 
982km 
(1000mm) 


797km 
(1067mm) 


Hul 
360Km 
(1435 副 ) 
2888km 
(1432mm) 
2110km 
(1435mm) 
728km 
(1435mm) 


242km 
(1435mm) 
345km 
(1435mm) 


255km 
(1435mm) 


814km 
(1435mm) 


4593km | 

1520mm) | 
2313km 
(1520mm) 
680km 
(1520mm 
417Km 
(1520mm) 
780km 
(1520mm) 
2079km 
(1520mm) 
1529km 


(1520mm) | 


3km 
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テー 3 症 還 
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1286 人 
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83 借 2600 万 
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4530 万 

1 人 600 万 

6 借 6000 万 

6 借 2600 万 
408 借 3700 万 
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48 億 1900 万 


5 伸 4000 万 
1 億 1800 万 
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年 間 貨 物 輪 
輸送 トン 数 志 
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車両 数 


計 如 列車 ・ 
( 財 選 ) 


PC'G Fo 


6674 


3536 
537 
4073492 
1275484 
279800 
7921 
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274712 
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2070 
2281 
1839 
77971 
人 2970 
49 
5331 
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呈 1 さ ー い | 三 准 3 ほ 〇 筐 聞 司 


地域 
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信人 F 泊 打 H 。。 一 
km 


国名 

コン ゴ 民 主 共和 国 | 189| 9 
ケニア 1901 | 2064 
ウガンダ 00 
タン サ ニ ア 1899| 3682 
ザン ビア 195| 257 
マラ ウイ 98| 目 797 
モザ ン ビ ピー ク 1887| 2786 
ジン バブ エ 1897 | 2934 
アン ゴ ラ 1888 | 2716 
こじ ピ の 1895| 2687 
ボツ ワナ 1897 830 
南ア フリ カ 1860 | 273759 
スワ ジラ ンド 1964| 30 
マダ ガス カル 1903 854 
アメ リカ 合衆国 1830 |2279037 
カナ ダ 1832 | 4 が 5900 
メキ シコ 1850 | 177131 
ヴァ テラ 1880 788 
エル サル バド ル 1882| 125 
ホン ジュ ラス 1870| 699 
コス タリ カ 1873 278 
バナ マ 1855 76 
キュ ー バ 1837 | 6668 
ジャ マイ カ 1845 | 207km 
ドミ ニカ 共和 国 1887 740 
コロ ン ビ ピア 1882 | 1839 
ベネ ズ エ ラ 1876 742 
エク アド ル 1908| 47 
ベル ー 1851 | 1884 
ブラ ジル 1860 | 278696 
ボリ ビア 1888 | 2886 
バラ グ ア イ 1861 66 
ウル グ ア イ 1853| 166 
アル ゼン チン 1857 | 377278 
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世界 の 鉄道 ラン キ > 


1 営業 キロ (km) 上 
国名 km 
(① ア メリ カ 合 衆 国 22 万 9103 
② 中 華人 民 共和 国 10 万 3145 
ウー 8 万 6005 


約 23 万 km の 営業 キロ を 持つ アメ リカ の 鉄道 


2 年 間 旅客 輸送 量 (人 ) 


月 月 中 必 邊 WELLLLLULEm 


APR ご 
逢 も ご | い 
- トコ 
1 き 3 
国 ? 


還 -__ "が 
中 華人 民 共 和 国 _39 億 6697 万 
2 アメ リカ 合衆国 17 億 1043 万 
$ ぅ ロシア 12 億 2700 万 


世界 最大 の 貨物 給 送 量 を 入 ある 中 国 の 質物 列車 


ら 年 間 貨 物 輸送 量 ( トン キロ ) 


国名 人 トン キロ 
① 日 本 91 億 4200 万 の ロ 2 2 兆 9542 億 
② イ ンド 84 億 2100 万 ② 中 華人 民 共 和 国 2 兆 9173 億 
③ 中 華人 民 共 和 国 21 億 597 万 ③ ア メリ カ 合 衆 国 2 兆 5420 億 


世界 一 の 乗降 客数 を 誇る 新宿 駅 


3 年 間 旅 客 輸送 量 ( 人 キロ ) 


ロシア 鉄道 の 貨物 列車 


6 鉄 輸 式 鉄道 車両 世界 最高 速度 (km 


の 人 キロ 車両 名 (国名 達成 年 月 日) mA 
① イ ンド 1 兆 981 億 ①TGV 第 4402 編 成 (フラ ンス ン 2007 年 4 月 3 日) 574.8 
② 中 華人 民 共 和 国 1 兆 596 億  ②TGV 第 325 編 成 ( フ ラン スン 1990 年 5 月 18) 513 ゞ 
③ 日 本 2598 億  ③CRH380BL( 中 国 /2011 年 1 月 9 日) 487.3 


多く の 利用 客 で 混雑 する チェ ン ナ イ 中 央 駅 の 構内 (秋山 芳 弘 ) 
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世界 最速 記録 を 出し た TGV 第 4402(V150) 編成 (Murray Hughe5 


大 


17 量 高 地点 細 生 計 半 較 。 = = 


地点 名 (国名 鉄道 


(① タ ング ラ 幅 (中国 青 蔵 鉄道 5072 
② ラ ・ キ ー マ ( パ アン デス 中 央 ) 4818 
⑨ コ ンド ー ル (ボリ ビア ノボ リビア 鉄道) 4787 
シラ トンネル アン デス 中 央 鉄道 ) 4781 
④ カ ハ ・ レ アル (ベル ー アン デス 中 央 鉄道) 4781 


世 夫 最 高地 点 の 最 寄 駅 で ある 唐 古 持 ( タ ング ラ ) 駅 (櫻井 更 ) 


8 鉄道 トン ネル の 延長 (km) 


地点 名 (国名 開通 年 ) km 


3 鉄道 橋梁 ・ 高 架橋 の 高 さ (m) 


橋梁 名 (国名 ン 開 通年 ) 


rT1 
① 北 盤 江 大 橋 ( 中 国 ン 2003 年 ) 275.0 
② マ ラ ・ リ ェ カ 高架 橋 ( モ ン テ ネクロ ン 1973 年 ) 198.0 
③ フ ァ ー ー デ 高架 橋 ( フ ラン スン 1909 年 ) 。 132.5 
(④ コ トゥ ー ル (イラ ン ン 1973 年 ) _ 131.0 
(ヴィ クト リア フォ ー ル ズ 橋 ( (ジン バブ エサ ン ピ アノ 1905 征 128.0 


世界 2 位 の 高 さ を 持つ マラ リ イ ェ カ 高 架橋 (藤森 応 江 ) 


10 道 橋 の 長 さ (m) 


橋梁 名 (国名 プ 開 通年) m 


① 青 画 ト ン ネ ル ( 日 本 1988 年 ) 53.850 


① 南 京 大 勝 関 長江 大 橋 ( 中 国 ノ 2009 年 ) 9273 


② 英 仏 海峡 トン ネル (イギリス ・ フ ラン ス ノ 1994 年 ) 50.450 


(② ノ フォ ー ク サザ ン ポ ンチ ャ ー ト レー ン 湖 橋 (アメ リカ 合衆国 / 不 明 ) 9224 


③ レ ッ チ ュ ベ ルク ベー スト ン ネ ル ( ス イス /2007 年 ) 34.570 


③ オ アス ン 橋 (デン マー ク ・ ス ウェ ー デ ン ン 2000 年 ) 7845 
④ 八 甲田 トン ネル (日 本 2010 年 ) 26.455 (《④ ヒ ュー イ ・P・ ロ ング 橋 ( ア メリ カン 1935 年 ) 7009 
⑤ 岩 手 一 戸 ト ン ネル (日 本 /2002 年 25.810 ⑤ 南 京 長江 大 橋 ( 中 国 /1968 年 ) 6772 


2015 生 下さ の トン ネ ル ( 秋 山下) 


ー ュ デー こう ドー 


デン マー ク と スウ ェ ー デ ン を 結ぶ オア スン 橋 
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区 


させ | 層 映 遂 吐 O 〇 


た パパ た C く CUOUOOOUDODCaLiEEgE5gsei ee 


海外 に 広がる 日 本 の 鉄道 技術 


(44 ンー ンタ 
(3) ベト ナム 橋梁 リハ ビリ (ベト ナム ) goog 年 の (④) ミャンマー 技 
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ジ デ / 
も 子 


2019 


術 協力 ブロ ジェ クト ( ミ ャ ン マ ブ 


(秋山 芳 弘 ) 広 


火山 芳 弘 ) 

(5) デリ ー メ トロ (イン ド ) ら 005 年 開業 1 人 (@) ドバイ メト ロ (UAE) 2 ら 009 年 開業 四 
日 

本 

の 

鉄 

首 

= 3 


店 (大 PE 
(?) ーー ニー 大) 2014 年 開業 


NN 有 エーーー た 
AVAWAYAYAWAWANYAWWA 


) 


馬 NUDEANVARKES 
(9) マタ ディ 橋 建 設 (コン ゴ 民 主 共和 国 ) 1989 6 通 ロカ 線 電化 (アル ゼン チン ) 1985 年 電化 開業 。 
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世界 の 高速 列車 


付表 1 
新幹線 シリ ー ズ 性 能 デ ー タ 
に 系 3 ほ 30 雪 旨 00: 中 還 500 系 | 800 系 | 新 800 系 
_7000 番 台 0 番台 。 1000 番 台 
運行 路線 東海 道 ・ 山 陽 東海道 山陽 東海道: 山陽 東海道 * 山 陽 山陽 九州 ME 
営業 開始 (年 ) 1964 1985 1992 1997 2008 。 2004 _ 2009 
最高 速度 (km/h) * 220 220 270 300 285 260 260 
編成 長 (m) 400 402 402 404 204 154.7 154.7 
編成 構成 16M 12M4T 10M6T 16M 8M 6M 6M 
動力 配置 動力 分 散 動力 分 散 動力 分 散 動力 分 散 動力 分 散 動力 分 散 動力 分 散 
特徴 連結 方 式 非 連 接 非 連 接 非 連接 非 連接 非 連 接 非 連接 非 連 接 
併結 運用 不可 不可 不可 不可 不可 不可 不可 
定員 1 等 車 : グ リー ン 車 (人 ) 68 168 200 200 0 0 0 
2 等 車 : 普 通 車 人) 1323 1153 1123 1124 608 384 384 
編成 合計 (人 ) 1391 1321 1323 1324 608 384 384 
車体 幅 (mm) 3380 3380 3380 3380 3380 3380 3380 
編成 重量 空車 (t) 896 857 630 620 NA 254.1 254.9 
(定員 最大 ) 定員 乗車 (t) 967 925 710 704 350 277.1 277.9 
軸 重 (t) 15.1 14.5 114 11.2 11.2 11.5 11.5 
電気 方 式 * AC25kV 60Hz  AC25kV60Hz  AC25kV60Hz  AC25KV60Hz AC25kV60Hz  AC25kV60Hz AC25kV60Hz 
編成 当たり の 定格 出力 (kW) 11840 11040 12000 17600 8800 6600 6600 
記事 1929 年 引退 (東海 道 ) 2003 年 引退 (東海 道 ) 2012 年 引退 東海 道 ・ 山 陽 新 最 急 勾配 35%。 最 急 勾配 35% 
2008 年 引退 (山陽 ) 2012 年 引退 (山陽 ) 幹線 運用 時 代 
7000 番 台 1000 番 台 7000/8000 番 台 
運行 路線 東海 道 ・ 山 陽 山陽 東海 道 ・ 山 陽 東海道 ・ 山 陽 九州 ・ 山 陽 東北 ・ 上 越 東北 ・ 山 形 
営業 開始 (年 ) 1999 2000 2007 2013 2011 1982 1992 
最高 速度 (km/h) 285 285 300 300 300 275 240 
編成 長 (m) 405 205 405 405 205 300 149 
編成 構成 12M4T 6M2T 14M2T 14M2T 8M 12M 6MIT 
動力 配置 動力 分 散 動力 分 散 動力 分 散 動力 分 散 動力 分 散 動力 分 散 動力 分 散 
特徴 、 連結 方 式 非 連接 非 連接 非 連接 非 連 接 非 連接 非 連接 非 連接 
併結 運用 不可 不可 不可 不可 不可 ー 部 可 可 
定員 1 等 車 : グ リー ン 車 (人 ) 200 0 200 200 24 52 20 
2 等 車 : 普 通 車 (人 ) 1123 571 1123 1123 522 793 379 
編成 合計 (人 ) 1323 571 1323 1323 546 845 399 
車体 幅 (mm) 3380 3380 3360 3360 3360 3380 2947 
編成 重量 空車 (。) 628 NA NA NA NN 2 318 
(定員 最大 ) 正 員 乗 車 (t) 708 349 700 NA RS お 343 
邊 mm 14 14 議 還 還 下 議 間 ーーーー シ ーー jj 
電気 方 式 * AC2SKV60Hz  AC25kV60Hz  AC25KV60HzllAC25kV60Hz AC2SkVe0Hz AC25kv 50Hz  AC25kV50Hz 
AC20kV 50Hz 
編成 当たり の 定格 出力 (KW) 13200 6600 17080 17080 9760 11040 9049 
記事 レー ルス ター 車体 傾斜 機構 こ 在 直 通 
に ER 8 両 編成 ” 2013 年 引退 0 に 
* 最高 吉 度 は 営業 運転 上 の も の 拉 。 EE 折線 還 寺 en ーーーーーーーーー 、. 
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Et 系 | 還 還 E23 


中村 業 [| 皿 呈 |[ BE6 衆 = 


運行 路線 東北 ・ 上 越 ーー 東北 東北 ・ 山 形 東北 ・ 上 越 東北 東北 秋田 
業 開始 (年) _1999 1997 2002 1997 1997 2011 2013 
最 高度 (km 2⑩ 275 275 275 240 320 300 
編成 長 (m) ^ _ 302 201 251 128 201 253 148.65 
編成 。 構成 6M6T 6M2T 8M2T 4M2T 4M4T 8M2T 5M2T 
| sd 動力 配置 動力 分 散 動力 分 散 動力 分 散 動力 分 散 動力 分 散 動力 分 散 動力 分 散 
特徴 連結 非 連接 非 連 接 非 連接 非 連接 非 連接 非 連接 非 連 接 
併結 運用 不可 可 可 可 と 間 肖 
定員 特別 車 (人) 18 
1 等 車 : グ リー ン 車 (人 ) 102 51 51 23 54 55 23 
2 等 車 : 普 通 車 (人 ) 1133 579 763 315 763 658 315 
編成 合計 (人 ) 1235 630 814 338 817 731 338 
車体 幅 (mm) 3380 3380 3380 2945 3380 3350 2945 
編成 重量 空車 ({) 693 366 443 259 428 454.3 NA 
(定員 最大 ) 定員 乗車 (t) 760 405 488 NA 473 496 NA 
軸 重 (t) 17 13 13 13 16 NA NA 
電気 方 式 AC25kV 50Hz  AC25kV60Hz  AC25kV50Hz AC25KV50Hz AC25kV50Hz  AC25kVS0Hz AC25kV 50Hz 
AC25kV 50Hz AC20kV 50Hz AC20kV 50Hz 
編成 きた り の 定格 出力 (kW) 9840 7200 9600 4800 6720 9600 6000 
記事 全車 2 階 車 30%% 急 勾配 新 在 直 通 全車 2 階 車 新 在 直 通 
2012 年 引退 
付表 2 韓国 ・ 台 湾 の 高速 列車 性 能 デ ー タ 
男 還 3 人 昌 了 叶 7/: 再 | ト kTxt || km | 700T 型 | 
運用 国名 韓国 韓国 台湾 
運行 路線 東北 ・ 上 越 ・ 北陸 営業 開始 (年 ) 2004 2010 2007 
Os 96 sem 軌間 (mm) 1435 1435 1435 
開始 ( 生 )、、SE  20145 20 才 営業 最高 速度 (km/b) 300 305 300 
最速 度 (Okm/D) NE 260= ニ =200 三 設計 最高 速度 (km/b) 300 350 350 
編成 長 (m) 296.5 296.5 編成 長 (m) 388 201 304 
編成 構成 10M2T 10M2T 編成 構成 2L2M16T 2L8T 9M3T 
動力 配置 動力 分 散 動力 分 散 動力 配置 両端 集中 両端 集中 ” 動力 分 散 
特徴 。 連結 方 式 非 連接 非 連接 特徴 、 連結 方 式 連接 連接 非 連接 
併結 運用 不可 不可 併結 運用 不可 可 不可 
定員 特別 車 (人 ) 18 18 定員 1 等 車 (人 ) 127 30 66 
1 等 車 グリーン 車 (人 ) 63 63 2 等 車 (人 ) 808 328 923 
2 等 車 : 普 通 車 (人 ) 853 853 編成 合計 (人 ) 935 358 989 
編成 合計 (人 ) 934 934 車体 幅 (mm) 2904 2970 3380 
車体 幅 (mm) 3380 3380 編成 重量 空車 ({) 699 403 503 
編成 重量 空車 (t) 約 340 約 340 定員 乗車 (【) 774 434 NA 
(上 最大 ) 定員 乗車 (t) = NA NA_ 軸 重 定員 最大 (【) 17 NA NA 
電 TSTe 定員 平均 ( い NA NA NA 
電気 方 式 AC25kV 50Hz AC25kV 50Hz 電気 方 式 AC25kV 60Hz  AC25kV60Hz  AC25KV60Hz 
AC25kV 60Hz  AC25KV 60Hz 編成 当たり の 定格 出力 (KW) 13200 8800 10260 
Wa だり の 時 (GO) 12000 12000 | UK 
記事 30% 急 勾配 30% 急 勾配 
* 最高 速度 は 営業 運転 上 の も の 
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人 隊 弄 S 聞 陸 〇 普 交 陸 国 


付表 3 
中 国 の 高速 列車 性 能 デ ー タ 


Tee NH = CHH25 | CR 


原型 車種 Regina C2800 E2-1000 E2-1000 E2-1000 
製造 年 。 2006 。 2006 _ 2007 200772010 
編成 数 (契約) 80 _ 100 _10 60 和議 
営業 開始 (年 ) lm 間 2007 。 。  -200W 2008 。 2008 2008 
軌間 (mm) 1435 1435 8 肖 本 5 理学 1435 1435 
営業 最高 速度 * (km/h) 250 se250 250 350 0 
設計 最高 速度 (km/h) 275 275 7 380 詳細 7/: 
編成 長 (m) 214 201 401 -201 401 
編成 構成 5M3T 4M4T 8MBT 6M2TU 8M8T 
動力 配置 動力 分 散 動力 分 散 動力 グ 散 動力 分 散 動力 分 散 
特徴 連結 方 式 非 連接 非 連接 非 連 接 非 連 接 非 連接 
併結 運用 可 可 不可 可 不可 
定員 編成 合計 (人 ) 670 610 1230 610 9 630 
車体 高 (mm) 4400 3700 3700 3700 3700 
車体 幅 (mm) 3328 3380 3380 3380 3380 
編成 重量 空車 (t) 420 345 NA NA NA 
間 全  ? ぅ 、 1700> で パ 14 の 本 やき 容 -ー 
電気 方 式 AC25KV 50Hz 。 AC25KV50Hz 。AC25kKV50Hz 。AC25kV50Hz 。AC25kV50Hz 。AC25kV50Hz 
編成 当たり の 定格 出力 (kW) 5500 4800 9600 8760 9600 8800 
製造 会 社 ボン バル ディ ア 川崎 重工 南 車 四方 南 車 四方 南 車 四方 アル スト ム 
南 車 四方 南 車 四方 長春 
記事 CRH1B は 16 両 編 原型 は JR 東日本 CRH2A の 16 両 編 初 の 300km/h の 寝台 タイ プ ( 寝 台 原型 の ETR600 と 
成 版 E2 系 1000 番 台 成 版 営業 運転 を 行う 車 13 両 、 座 席 車 2 は 違い 、 車 体 傾 氏 


両 、 食 堂 車 1 両 ) 機構 (振子 ) は な い 
は な 


原型 車種 Velaro CRH2C CRH2C CRH3C CRH3C CRH3C 
製造 年 2007 2010 2010 2012 2010 2011 
編成 数 (契約 ) 80 40 100 40 115 25 
営業 開始 (年 ) 2008 2010 2011 2012 2011 2013 
軌間 (mm) 1435 1435 1435 1435 1435 1435 
営業 最高 速度 (km/h) * 350 350 350 350 350 350 
設計 最高 速度 (km/h) 380 380 380 380 380 380 
編成 長 (m) 200 203 403 200 399 400 
編成 構成 4M4T 6M2T 14M2T 4M4T 8M8T 8M8T 
動力 配置 動力 分 散 動力 分 散 動力 分 散 動力 分 散 動力 分 散 動力 分 散 
特徴 連結 方 式 非 連接 非 連接 非 連接 非 連 接 非 連 接 非 連接 
併結 運用 可 可 不可 可 不可 不可 
定員 編成 合計 (人 ) 557 480 1061 551 1015 1015 
車体 高 (mm) 3890 3700 3700 3890 3890 3890 
車体 幅 (mm) 3265 3380 3380 3257 3257 3257 
編成 重量 空車 () 447 NA NA NA NA NA 
軸 重 定員 最大 (t) 17 15 15 17 17 17 
電気 方 式 AC25KV50Hz 「AC25kV50HZ 請 AG25KV 50Hz Ac2SKV50Hz  AC2SV50Hz  AC5KV50Hz 
編成 当たり の 定格 出力 (kW) 8800 9600 22400 9600 19200 19200 
製造 会 社 シー メン ス / 南 車 四方 南 車 四方 シー メン ス / シーメンス / 唐 山 シーメンス / 
唐山 長春 シー メン ス 尽 春 長春 
放 シー メン ス 社 の CRH2 の CRH3 ドイ ツ 
記事 ンー メ 2 RH 0AA16m CRH3 の 改良 版 SNG508216 問 本 


* 2011 年 の 事故 後 、 変 更 さ れ て いる 可能 性 あり 
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表 4 、 才 EN 二 
リッ シリ ー ズ の 性 能 デ ー タ 


運用 国名 フラ ンス 記さ T 
謗 1 スイ ス フラ ンス フラ ンス 。 フラ ンス スイ ス フラ ンス 
可 業 開始 (年 ) 1981 1989 1993 レー 3 
軌間 (mm) 1435 1435 1435 1996 2011 2007 
背 業 最高 速度 (km/h 300 300 390 1435 1435 1435 
設 最 高度 (km/h に 33 り 330 350 320 320 320 
編成 長 (m 200 238 200 0 = ーー 
編成 構成 1 2L0T 2L8T 1 ーー 2 
馬 - ュ 入力 了 剛 - 両 和 集 中 で: L8T 2L8T 2L8T 
ーー 通 結 ー 吉 和 ーー 集中 両端 集 中 瑞 集 中 
、 本 則 可 間 ロ 年 に ーー 
放 員 は 等 束 C ソ 69 104 110 破 5 

2 等 車 (人 ) f 276 360 250 328 ビー ー 
本 ェ 員 羽 人 マッ 345 464 360 510 510 
車体 峠 (mm 2904 2904 2904 2896 2896 2904 
編成 重量 き あ 385 444 383 390 390 383 

定 中東 車 ( い 418 484 416 424 NA NA 
軸 重 定員 最大 (t) 17 17 17 17 17 17 

定員 平均 (t) 16 16 16 16.3 NA NA 
電気 方 式 * AD AD AD AD ABD ABD 

ABD ABD 


編成 当たり の 定格 出力 (kW) 6420 8800 8800 8800 9280 9280 
LGV 北 大 西洋 線 等 汎用 型 TGV 2 階 建 て TGV 2 階 建て TGV V150 編 成 で 


記事 LGV 北 ヨー ロッ パ 

線 等 で 運用 で 運用 Euroduplex 578.5km/h 
運用 国名 イギリス / フ ラン ス フラ ンス / ベ ルギー イタ リア スペ イン スペ イン アメ リカ 

ベル ギー オラ ンタ ダ / ド イツ 
営業 開始 (年 ) 1994 1996 2012 1992 1997 2000 
軌 問 (mm) 1435 1435 1435 1435 1668 1435 
営業 最高 速度 (km/h) 300 300 300 300 220 200 
330 360 330 250 241 


30 
203 


設計 最高 速度 (km/h) 3 

編成 長 (m) 394 200 202 200 200 

編成 構成 2L2M16T 2L8T 2 台車 (動力 5 台車) 2L8T 2L8T 2L6T 
中 両端 集中 動力 分 散 両端 集中 両端 集中 両端 集中 

mm ここ 連接 連接 連接 非 連接 


連接 
人 
人 
2 等 車 (人 ) 544 256 288 213 213 ご 
編成 合計 (人 ) 750 371 450 332 326 
= 2904 3000 2904 2904 3175 
392 566 


車体 幅 (mm) 2914 392 
編成 重量 SO 2 提 mTToo  G2CN 
定員 乗車 (t) 816 昌 。 172 172 23 
較 重 。 定員 最大 ( 17 M RA NA NA NA 
A で EF 


定員 平均 (t) 17 
AC 
電気 方 式 * AC 4 
5400 9200 
8800 7309 006 
旧 Euromed 


12240 
NTV .italo AVE S100 に 改造 


編成 当たり の 定格 出力 (kW2 | 
記事 Eurostar 80 
C3kV D=DC1.5kV E=AC25kV 60Hz F=AC12kV 60Hz/AC12kV 25Hz 


・A=AC25kV 50Hz B=AC15kV 167HZ C=D 


461 


PEIPHINS よ Em | 
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付表 5 
ICE シリ ー ズ の 性 能 デ ー タ 
hwii "gkeltszuege.com/indexhm 
+ 誠 CESM | 四 還 Me 
5 401 402 二 二 て 903 ea 
運用 国名 ドイ ッ ドイ ッ 2 アグ 人 
営業 開始 (年 ) 1991 - 1997 。 2000 9 
軌間 (mm) _ 1435 1435 1435_ 1435 
営業 最高 速度 (km/h) 280 280 320 6 320. 
設計 最高 速度 (km/h) 3 300 300 330 と ッ 
編成 長 (m) 358 205 200 2 りり 
編成 構成 2L12T 1L7T 4M4T 4M4T 
動力 配置 両端 集中 片端 集中 動力 分 散 動力 分 散 動力 分 散 
特徴 連結 方 式 非 連接 非 連接 非 連接 非 連接 非 連接 
億 結 運用 不可 可 可 ロ 可 
定員 1 等 車 (人 ) 197 106 98 23 93 
2 等 車 (人 ) 506 275 331 326 333 
編成 合計 (人 ) 703 381 429 419 426 
車体 幅 (mm) 3020 3020 2950 2950 2924 
編成 重量 空車 (t) 798 418 409 435 454 
定員 乗車 (t) 845 453 440 465 NA 
較 不 0 吉 二 COW。。 二 IoEW > ro5 半 二 王 103 拉 1 寺 認 "Wigan 
定員 平均 (で ) 電導 IENSN = 二  14 の 、 王 識 還 寺野 85 計 記 虹 到 145 ま ) 5 な 時 鞍 
電気 方 式 * B B B ABCD ABD 
編成 当たり の 定格 出力 (kW) 9600 4800 8000 8000 8000 
記事 プッ シュ ブル 方 式 ユー ロス ター と トル コ に 
導入 予定 
KCESTN9 了 | aarSiCE3 聞 | WED WAVES103  :][ Soma 還 還 当 
シリ ー ズ 411 415 605 Velaro E Velaro RUS 
運用 国名 ドイ ツ ドイ ツ ドイ ツ スペ イン ロシア 
オー スト リア デン マー ク 
営業 開始 (年 ) 1999 1999 2001 2007 2009 
軌間 (mm) 1435 1435 1435 1435 1520 
営業 最高 速度 (km/h) 200 200 200 300 250 
了 00=” ” ぷ SS 
編成 長 (m) 184 133 107 250 250 
利和 和広 中 曽 革 003 精 RIN 計 泊 際 urmh 画 末 sr 
動力 配置 動力 分 散 動力 分 散 動力 分 散 動力 分 散 動力 分 散 
特徴 、 連結 方 式 非 連接 非 連 接 非 連接 非 連 接 非 連接 
併結 運用 可 可 可 可 不可 
定員 1 等 車 (人 ) 55 41 41 50 (特等 )/103 NA 
2 和束 (AO RT _ 靖 2)E 2E 間 較 較 較 2 ーー っ ーーー 
* 編成 合計 (人 ) 376 250 203 417 604 
加 休 相 lm)” 2850 28 昌 20 zo5 sarv 
編成 重量 空車 (t) 372 274 216 439 651/657 
定員 車 ()" "| 3905 ' 靖 請 還 N 昌 議 議 還 議 齋 so = = ーー ーーーー nu = 
生野 大 (D 到 | js 7 議 較 生還 較 較 mp>。==ー ーーー 
定員 平均 (t) 13.9 NA NA NA NA 
方 玉 * 。 。 !B 較 議 議 還 還 癌 mhp>= ーー。 ーー ーー 
記事 7 両 編成 版 5 両 編成 版 アイ Nm2 還 覆 (0so) 


* A=AC25kV 50Hz B=AC15kV 167Hz CsDC3kV D=DClL5kV EsDC750V 
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| ョ 箇 謀 嘩 〇 判 蜂 @ 幅 時 応 冊 


欧 痢 f)d ` 砂 是 N + 
(の ⑦ 恒 人 ) ( の 1) (や の 凍 只 ) ( の 音 環 ) 
軸 草 華 泊 四 草 芝 泊 軸 国 路 身 ・ 生 激 軸 草 葬 激 軸 国 路 身 ・ 欧 泊 貞 路 処 ・ 欧 交 軸 固 中 身 ・ 茅 光 十 較 
IE ドコ I に ド 24 IE ドク IE ドク IE ドク IE ド 2 IE ド 2 ぜ Y 垂 車 除 語 玲 
に ド 2 に ド に 4 IE ド 24 IE ド 2 IE ド 2 IE ド 2 1 に ド 2 導 陳 病 記 
束 回 葛 幅 問 憶 母 。 応 回 臣下 問 器 避 / 疾 層 里 宮 回 臣 由 用 明和 是 束 回 緊 門 導 避 / 問 明 雌 宮 回 葛 條 話 紀 生 別 回 蝶 候 作 紀 明 回 昌 以 才 強 生 較 維 車 [Z 
OIY DIV p】N/ OIV OIV OIV OIV 此 陣 車 IIZ 
富 愛 団 車 宮 営 k 車 宮 全 団 車 宮 后 革 車 旧 后 団 車 宮 遇 団 車 避 号 団 車 せ 名 合 呈 例 
90S/LCS 90S/LCS 0 90S/LCG 0 0 s セ (d/mY) 秘 要 映 羽 奏 届 一 Cm ロ + 
0S 0S 0s 0 0 05 05 ( 員 ) 符 還 笠 
09C 09C 00S 09Z 00S 00S 005 (zumw) 訟 男 次 朋 
て 6E て 6E 6'Sc で 6E 6'cS 88S 6'ES (ND 濾 肖 
4( と < 4 と < る 6y/ ズ ビー コン 47 と < 3 こる 6\/ ベ ビー コン る)/ ベ ビー コン の >/ ベ ビー コン 下 世 上 車 了 皇 上 談 車 了 
1IV JIV 1IV 1V 1IV 1V 1IV 7 よう 
ZH09 人 SC つ V ZH09/0S ASCOV ZH0S AGCOV ZHO05S AcOV ZH0G SOV ZH09 人 ScOV ZH09 人 SC つ V EE まう まま 
と と と ング と と と 2 と と と /4ZN/ 27SI 少 と Y/ + と と \/ 或 氏 中 
(%05S) SZL (⑦⑳/) 89L (%68)Z0L (%89) 0ZL (%EZ) SLL (%/ ヤ ) 89Z (%EU)69 (Cm) 4 を べ +1 
(% ゆ ヤ )Z0L (%/) 89L (%09) S9L (%ZU)0E (%LZ) ャ SE (%Sc) ャ 6L (%r) E/L (mm) 遇 送 四 ・ 送 野 
(%6)<Z (%9) Ec (%D)E (%SL) 9Z (%S) ZZ (%8D) 101 (%ES)r/ て (m) 工 寺 彰 罰 細 識 
9 ば と 9 友 と 9 9 ザ c9 Ge9 ce9 (<u) 処 田 弥 4( と くべ 1 病 最 珠 疾 
で LL LU/ ど LU 60L ULL 9 み LL ザ LL/9LL 60L ( 員 ) 弄 還 礁 工事 
91-d 91-d /1-d/91L-N Zl-d/9L-N Zl-d/9L-N 9l-dN 9L-dN * Q①) 重 射 揚 梨 
と と と と と 3 123 (中 ) 午 判 車 
ゴゴ 7E セ て ヤ /E セ と ヤセ 7 洒 E ヤセ e ヤ て ャ () 留 國 QY 中 更 引 
SE 0E 回 ! 0Z 回 SL 0 (%) 可 区 愛 賀 
- 06 09 = 09 09 06 (mm) 媒 導 1 べ 芝 愛 坦 
00Z 00Z 08! 00Z 08L 08I 00Z (mm) 1 くべ \ 稚 
0005 好 1 0005 好 I 0005 好 1 000sI 0006 好 I 4I 4I () 尋 未 癌 下 * 究 
000 セ 000 ル 000 シ 000 シ 000 ャ 000r 00S て (①) 尋 未 癌 M* 購 
09Z 09Z G/ て 09Z 0CE 00E 0/ (Q/Y) 穫 貢 時 輸 素 
09Z 09Z 09Z 09C 09Z 0SC (UK4 (d/Y) 穫 可 時 給電 宰 
32! 32! 32! 32! 321 Ras21 Rs21! (mm) 国交 東 堆 稚 一 
LLOC->L66L GLOC- 686L て 86!- て L/6L 0L0Z- て L66L て 86L て LIZ6L S/6L->S96L ャ 96L-6S6L ( 事 ) 障 エ 
6 て 9Sc S/ て 9/【 96 c9S 回 (mY) 堂 屯 識 
並 中 宣 質 形 一 多 負 員 \ 層 て 党 単 っ 54 
理大 半 RYY 和 二 峰 東 癌 半 ト に 


ーー 


/ 腕 日 ) ゴ と づ ネー ビュ マイ の 2 や る お っ うる 』 ーー デ ーー デン 
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軸 曹 痛 湊 


軸 墓 受 閉 


田 草 芝 泊 


四 草 受 泊 四 草 芝 導 軸 草 受 汗 軸 墓 静 省 
中 中 由 由 呈 導 呈 交 せ \Y 開 車 了 毅 玲 表 


VN VN VN 051 OZ VN SIZ (zurt) 級 次 肥 
VN VN VN VN 2 VN 23 (NYD 答 且 
47 と くく 人 人 痛 /47 と な 47 と くく 人 移 47 と << 4 と << 4 と くそ 』 く の /< ヒ ビーコン イ ( と く 人 エケ 普 車 事 
1v Iv Jv 1v MK7 1y 1y 下 旭 事 キ 
ZH0S SOV zH0S ASCOV 。 zZHOSASZOV  ZHO5A5ZOV 2ZHOsAMSZOV 2HO9AHSCOV 2H09I5COV 耳 事 事 
葛 半 / 更 導 導 JY ム (90) と 6Y コ と と \// と と と 』 と と \// と と と とる )//%/6) と と Z と と \// と と と ] と 人 \/ と と 
(⑳D9I (%0)0 (%8DZZL (%0)0 (%6U) 9 (%9 ゆ 68L (CD 4 を 1 
(244DK2l (%Z8) ル 【 (%6) gy (%Z8)00! 4727424 (%Z の て IL (9) 因 時 ・ 送 夫 
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OSJD (OSShD) Organizacja Sotrudnichestva Jeleznych Darog (Organization 1 て 00P7 of Railways) 
伯 首 協 力 国際 機構 ( 旧 社 会 主義 国 を 対象 と し た 鉄道 の 国際 協力 機関 ) http7/wwwo3Nd.or9 


UIC Union Internationale des Chemins de fer (International Union of Railways) 国際 鉄道 連合 http:/Wwwuic.assof 


AEIF Association Europeenne pour『'Interoperabilit Ferroviaire (European Association for Railway Interoperability) 
国際 鉄道 輸送 の た め の ヨ ー ロ ッ パ 協会 http:/Www.aelf.0「9 

CER Community of European Railways ヨー ロ ッ パ 鉄 道 共同 体 http://Www.cer.be/content/defaut.asp 

ECMT European Conference of Ministers of Transport ヨー ロ ッ パ 交通 大 臣 会 議 http://Www1.0ecd.org/cem 

EIM European Rail Infrastructure Managers 鉄道 イン フラ 管理 者 協会 http://Www.eimrallL0r9 

ERRAC The European Rail Research Advisory Council http://WWW.err3C.0「9 

UNIFE Union des Industries Ferroviaires Europ ennes (Union of European Railway Industries) 


ヨー ロッ パ 鉄 道産 業 連盟 http://Www.unife.org 


ヨー ロッ パ 以 外 の 地域 


AAR Association of American Railroads アメ リカ 鉄道 協会 http://Www.aar.org 

ALAF Latin American Railway Association ラテ ン ア メリ カ 鉄 道 協会 http:/Www.alafint.ar 
ARA Australian Railway Association オー スト ラリ ア 鉄 道 協会 http://Www.ara.net.au 

AUR Arab Union of Railways アラ ブ 鉄 道 連 合 

RAC The Railway Association of Canada カナ ダ タダ 鉄道 協 会 http://Wwwrrailcan.ca 

SARA Southern African Railways Association 南部 アフ リカ 鉄道 協会 http://Wwww.sararallLorq 


交通 ・ 観 光 部 門 


APTA American Public Transportation Association アメ リカ 公共 輸送 協会 http://Www.apta.com 

HSGTA The High Speed Ground Transportation Association http://Www.hsgta.com 

IATA International Air Transport Association 国際 航空 輸送 協会 http://Www.iata.org 

IRU International Road TransportUnion 国際 道路 輸送 連盟 http://Wwwiru.orq 

UITP Union Internationale des Transport Public (International Association of Public Transport) 
国際 公共 交通 連合 http://Www.uitp.com 

WTO World Tourism Organization 世界 観光 機関 http://Www.world-tourism.org 

WTTC World Travel & Tourism Council 世界 旅行 産業 会 議 http://Www.wttc.orq 

UNAUKHSENON RT NN SNR II 

ADB Asian Development Bank アジ ア 開 発 銀行 http:/Www.adb.org 

EBRD The European Bank for Reconstruction and Development 欧州 復 尋 開 発 銀行 http://Www.ebrd.com 

EIB European Investment Bank 欧州 投資 銀行 http:/Www.eib.orq 


IBRD (World Bank) The International Bank for Reconstruction and Development 
国際 復 異 開発 銀行 (世界 銀行 ) http://Wwwworldbank.org 


JBIC Japan Bank for International Cooperation 国際 協力 銀行 http:/WwwJjjbic.qo.jp 

JICA Japan International Cooperation Agency 独立 行政 法人 国際 協力 機構 http:/Wwwjica.90Jjp 

UIMC Union Internationale des Services Medicaux des Chemins de fer 国際 鉄道 医務 協会 http:/Www.uic ass07UIrTC 
UNESCAP United Nations Economic and Social Commission for Asia and the Pacific 


国連 アジ ア 太 平 洋 経済 社会 委員 会 http:/Wwwunescap.orq 
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Acela アメ リ カ の 高速 列車 アセ ラ ・ エ クス プレ ス 。 

Acceleration (加速 ) と Excellence (優秀 ) の 合成 語 。 最高 時 速 
241km/h で 、 ニ ュー ヨー ク と ボス トン 間 372km を 最短 3 時 間 
20 分 で 、 ニ ュー ヨー ク と ワシ ント ン DC. 間 364km を 2 時 間 47 
分 で 結ん で いる 。 


ADB Asian Development Bank アジ ア 開 発 銀行 。 
ァ ジ ア と 太平 洋 地 域 の 貧困 問題 を 縮小 する 活動 に 資す る た め の 
開発 金融 機関 。 1966 年 に 設立 。 現在 アジ ア 地 域 、 太平 洋 地域 の 
63 か 国 が 参加 し て いる 。 


AFC Automatic Fare Collection 自動 出 改札 。 

乗車 券 な どの 発売 (出札 )、 検 査 ・ 入 鉄 (改札 ) お よび 回 収 ( 集 札 ) 
の 業務 を 機械 に よっ て 自動 化す る こと 。 
AfDB(ADB) African Development Bank アフ リカ 開発 銀 
行 。 

1964 年 に アフ リカ の 経済 開発 促進 を 目的 に 設立 され た 融資 機 
関 で あり 、 各 国 の 債務 危機 の 救済 と 運輸 ・ 通 信 ・ 衛 生 ・ 教 育 ・ 経 済 ・ 
社会 イン フラ の 整備 を 行う 。 ア フリ カ 大 陸 の 加盟 国 は 54 カ国 、 
アフ リカ 大 陸 以 外 の 加盟 国 は 日 本 を 含む 26 カ ヵ国 で ある 。 


AGT Automated Guideway Transit 
新 交通 シス テム の 項 を 参照 。 


ALAF Association Latinoamericana de Ferrocarriles 英語 表 
記 は Latin American Railway ASsociation 
ラテ ン ア メリ カ 鉄 道 協会 。 


ASCE American Society of Civil Engineers:ASCE 
アメ リカ 土木 学会 。 


ATC Automatic Train Control 自動 列車 制御 装置 

鉄道 信号 保安 装置 の 一 種 で 、 先行 列車 と の 間隔 並び に 線路 の 状 
況 に 応じ て 、 許 容 運 転 速度 情報 を 地上 か ら 車 上 に 伝送 する と と 
も に 、 車 上 に お いて 列車 の 速度 を 連続 的 に 確認 し 、 許容 速度 以下 
に な る よう に 減速 制御 を 自動 的 に 行う シス テム 。 列車 本 数 が 多 
い 都市 鉄道 、 高 速 で 走行 する 新幹線 な ど で 採用 され て お り 、 減速 
制御 を 人 間 優 先 で 行い 、ATC は バッ クア ツ プ と する 方 式 ( 主 に 
ヨー ロッ パ で 採用 ) と 機械 優先 で 行う 方 式 (日 本 ) が ある 。 近 年 
で は 、 従来 の アナ ログ ATC が デジ タル ATC と な り 、 デジ タル 情 
報 に より 、 より 安全 に 、 より 快適 な 運行 が 可能 と な っ て いる 。 外 
国 で は 、 日 本 の ATS、 ATC に ほぼ 相当 する ATP (Automatic Train 
Protection) 自動 列車 保護 装置 が 採用 され て いる 。 


ATO Automatic Train Operation 目 動 列 車 運転 装置 ・ 

ATC 装 置 の 機能 に 、 列 車 の 自動 操縦 機能 で あ る 定 速度 運転 制御 、 
定位 置 停 正 制御 、 定 時 運 財 制 御 の 機能 を 付加 し た も の が ATO で 
ある 。 こ の 機能 が 加わ る こと で 列車 の 自 動 運 転 が 可 能 と な っ た 。 
1981 年 開業 の 福岡 市 営 地 下 鉄 で 初め て 採用 さ れ 、 以後 各地 の 


AGT ( 新 交通 シス テム ) な ど に 普及 し て いる 。ATO に より 、 乗 務 
員 は 運転 操作 か ら 解 放さ れ 、 戸 締 め や 安全 確認 が 主 な 業務 と な 
っ つて いる 。 


ATOS Autonomous decentralized Transport Operation 
control System 東京 圏 輸送 管理 シス テム 。 

東京 岡 の 輸送 管理 業務 を 近代 化し 、 運転 形態 が 複雑 な 高密 度 線 
区 の 列車 群 を 指令 室 員 が 自在 に 操れる 全 自 動 制 御 の 「 次 世代 に 
ふさ わし い 鉄 道 制 御 シ ステ ム 」 と し て 、JR 東 日 本 と 日 立 製作 所 
が 共同 で 開発 し た 。 


ATS Automatic Train Stop 自動 列車 停止 装置 。 

列車 が 停止 信号 を 示す 信号 機 に 一 定 の 地点 まで 接近 する と 警報 
を 鳴ら し 運転 土 に 知ら せ 、 そ の 後 何 の 処 置 も され な い 場 合 に 、 自 
動 的 に ブレ ー キ 制御 を 行い 列車 を 停止 させ る も の 。 1962 年 の 常 
般 線 三河 鳥 事故 を 契機 に 全国 各線 に 本 格 的 に 導入 され た 。 その 
後 改良 も 進み 、 ATS-P 形 な ど 本 来 の ATS 機 能 こ とどまら ず 、 さま 
ざま な 拡張 機能 を 持つ も の も 登場 し て いる 。 


ATS-P ATS-P (P は Pattem) は 、 従 来 の ATS で 行わ れ て いた 
乗務 員 の 「 確 認 扱い 」 の 解消 や 、 列車 運転 に 対す る 保安 度 を 飛躍 
的 に 向上 し 、 か つ 高密 度 運 転 区 間 に 対し て も 輸送 能率 を 阻害 し 
な い 方 式 と し て 導入 が 進め られ て いる 。 停止 信号 に 対す る 動作 
概要 は 、 信 号機 の 手前 に 地上 子 を 設置 し 、 列 車 の 通過 時 に 車 上 子 
へ 信号 機 まで の 距離 情報 を 送信 し 、 車 上 装置 は 列車 の 進行 に f 
っ て この 距離 を 減算 する と と も に 、 最 高速 度 か ら 停止 まで の 常 
用 最大 ブレ ー キ 距離 の 照査 パタ ー ン を 発生 させ る 。 通常 、 乗 務 員 
は この 照査 パタ ー ン 速度 以下 で 運転 する が 、 何ら か の 理由 で プ 
レー キ の 取り 扱い を 誤っ た 場合 は 、 列車 の 速度 が この 照査 パタ 
ー ン を 超え た 時 点 で ブレ ー キ が 作動 する 。 


AT 電化 通信 誘導 対策 と し て AT(Auto Transformer 単 巻 変 
圧 器 ) を 用 いた 交流 電化 方 式 を 指す 。AT き 電 方 式 は 、 単 巻 変圧 
回 と 呼ば れる 変圧 器 を 約 10km 間隔 で 線路 に 配置 し (この 間隔 
を AT 間隔 と 呼ぶ )、 単 巻 変圧 器 の 巻 線 の 中 性 点 を レー ル に 接続 
する 。 ま た 、 巻 線 の 端子 を トロ リ 線 に 接続 し 、 も う 一 方 の 端子 を 
AT ぎ 電 線 に 接続 し 回 路 を 構成 する 。 こ の 回 路 で は AT が 電流 を 
吸い 上 げ レ ー ル に 流れ る 電流 の 区 間 を 限定 する こと に よっ て 、 
通信 誘導 が 軽減 され る と いう 利点 を 持つ 。 こ の 方 式 の 場合 、 き 電 
電圧 が 高く 、 変 電 所 の 間隔 を 長く する こと が 可能 な た め 、 建 設 費 
の 縮減 に つなが る 。 


AVE Alta Velocidad Espanola スペ イ ン の 高速 列車 。 
車体 デザ イン や 内 装 こ そ 違 う が 、TGV の 技術 に より 開発 され た 。 


る る 


BOT Build-Operate-Transfer の 略 。 

民間 企業 が 自ら 資金 調達 を 行い 、 施 設 を 建設 、 一 定期 間 の 操業 の 
上 、 その 収益 で 投下 資本 を 回 収 し 依頼 主 ( 主 に 公 的 組織 ) に 引き 
渡す 方 式 。 
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を * 
2 ( 2 


CBTC Communications-Based Train Control 無線 列車 制御 
シス テム 。 

無線 通信 を 利用 し て 列車 の 位置 情報 を リアルタイム に 把握 し 、 
列車 の 速度 や 運転 間隔 を 効率 よく 制御 で きる こと が 可能 と な 
る 。 列 車 が 自ら の 位置 情報 を 認識 し て 地上 装置 へ 無線 で 送信 し 、 
地上 装置 か ら 列車 へ の 制御 情報 も 無線 で 送信 され る の が 特徴 で 
ある 。 そ の た め 、 軌 道 回 路 や ケー ブル な どの 地上 の 列車 検知 設備 
が 不要 と な り 、 設 置 や メン テ ナ ン ス コス ト を 削減 で きる 。 


CIS Commonwealth of Independent States の 略 。 

1991 年 12 月 ソビエト 連邦 の 解体 後 、 連 邦 を 構成 し て いた 12 カ 
国 に よっ て 結成 され た 、 緩やか な 国家 連合 体現 在 の 加盟 国 は 、 
ロシア ・ ベ ラル ー シ ・ モ ルド バ ・ ア ル メ ニア ・ ア ゼル バイ ジャ ン ・ 
カザフ スタ ン ・ ウ ズ ベ キス タン ・ ト ルク メニ スタ ン ・ タ ジ キ ス タ 
ン ・ キ ル ギ ス の 10 カ国 。 


CTC Centalized Traffic Control 列車 集中 制御 装置 。 

線 区 の 列車 運転 情報 を 制御 所 に 集中 表示 し 、 信号 機 や 転 て つ 機 
な ど を 遠隔 制御 する こと で 列車 の 運行 状況 に 即応 し た 迅速 で 的 
確 な 指令 を 行え る よう に し た シス テム 。 


CTCS Chinese Train Control System 中 国 列 車 制御 シス テム 。 
中 国 の 高速 鉄道 に お ける 列車 制御 シス テム と し て 、 ヨー ロッ パ 
の ETCS(European Train Control System) 欧州 統一 列車 制御 シ 
ステ ム を ベー ス に 開発 され 、 CTCS-Level 0 一 CTCS-Level 4 ま 
で の シス テム が ある 。CTCS-Level 2 は 日 本 の ATC と 同 レ ベル 、 
CTCS-Level 3 は 列車 検知 は 軌道 回 路 、 列 車 制御 は 無線 使用 、 
CTCS-Level 4 は 列車 検知 、 列車 制御 と も 無線 を 使用 する シス テ 
ム で ある 。 中 国 の 建設 規格 に よる と 設計 最高 速度 が 250 一 
350km/h で は 、 CTCS-Level 3 を 採用 する こと と な っ て いる 。 
CTCS-Level 3 は ETCS-Level 2 と 同等 で ある 。 


る る 
>| ) る 


DL Diesel Locomotive ディ ー ゼ ル 機 関 車 。 


DMU Diesel MultpleUnit 気動車 。 


る | を 
くく る ん 々 


EBRD European Bank for Re-construction and Development 
欧州 復興 開発 銀行 。 

共産 主義 が 中 央 ・ 東 ヨー ロッ パ で 崩壊 し 、 その 結果 、 旧 ソビエト 
諸国 が 民主 主義 の 環境 で 新しい 民間 部 門 を 育成 する た め の 支 援 
が 必要 な こと か ら 、 国 家 再建 と 経済 発展 の た め に 1991 年 、 
EBRD が 設立 され た 。 現在 、 EBRD は 、 中 央 ヨー ロッ パ か ら 中 央 
アジ ア の エリ ア に お いて 、 27 カ国 で 市 場 経済 と 民主 主義 国家 を 
構築 する の を 支援 する た め に さま ざま な 投資 を 実施 し て いる 。 


EC European Community ヨー ロッ パ 共 同体 。 

EEC (European Economic Community: ヨ ー ロ ッ パ 経済 共同 体 ) 
を 中 核 と し て ECSC (European Coal and Steel Community: ヨ 
ー ロ ッ パ 和 石炭 鉄鋼 共同 体 ・ ユー ラ ト ム (BURATOM、 Buropean 
Atomic Energy Community: ヨ ー ロ ッ パ 原 子 力 共 同体 ) の 3 機関 
を 統合 し た 組織 。 1967 年 に 原 加盟 国 6 カ国 で 発足 、 73 年 イ ギ リ 
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、 


Gy プア ィ ル フ ] 山 こら に 81 年 ギリ シャ 、se 


の * 同 妥 を 結成 し 、 経済 絶 合 を 


邊 スバ ペイ ン ・ 

経て 政治 同盟 の 実 3 年 に ヨー ロッ パ 連 合 (BU) 
に 発展 、 そ の 中 入 組 

EU 指 令 BU Directive EU 加 盟 国 間 で の 規制 内 容 の 統一 を 自 
的 と する 法令 。 原則 と し て 、 国内 ま へ の 置き 換え が 必要 で ある 。 
他 の 産業 と 同様 、 鉄道 分 野 に お いて も EU 域 内 の 自由 な 移 動 と 
醒 争 を 促進 する 内 容 と な っ て いる の が 特徴 で あり 、 1991 年 の 指 


令 91/440/EEC) 以降 、 上 下 分 離 と オー プン アク セス を 志向 す 
る 各種 の 法令 が 発令 され て いる 。 既に 貨物 鉄道 輸送 お よび 国際 
旅客 鉄道 輸送 の 自由 化 が 規定 され て お り 、 現在 は 国内 旅客 輸送 
の 自由 化 が 重要 な 政策 課題 と な っ て いる 。 


EIB European Investment Bank ヨー ロッ パ 投 資 銀行 。 

EIB は ロー マ 条 約 に よっ て 1958 年 に 設立 され た 。EIB は 、 加盟 
諸国 の 開発 お よび 経済 発展 の た め の 事 業 に 対し て 、 その 目的 を 
達成 する の を 融資 に より 支援 する こと を 事業 内 容 と し て いる 。 


EL Electric Locomotive 電気 機関 車 。 
EMU Electric Multiple Unit 電車 。 


EN European Norm (ヨー ロッ パ 規 格 ) の 略称 。 

EU 加 盟 国 間 の 貿易 円 滑 化 な ど を 目的 と し て 制定 され た ヨー ロ 
ッ パ の 地域 規格 で ある 。 ヨー ロッ パ 標 準 化 委員 会 (Comite 
Europeen de Normalisation : CEN)、 ヨ ー ロ ッ パ 電気 標準 化 委 員 
会 (Comite Europeen de Normalisation Electrotechnique : 
CENELEC) 及 び ヨ ー ロ ッ パ 通信 規格 協会 (European 
Telecommunications Standards Institute : ETIS) が 発行 する 規 
格 で あり 、 EU 加 盟 国 は 自国 の 国家 規格 に これ ら を 反映 させ る 必 
要 が ある 。 規格 に 適合 し た 製品 は CE マー ク の 表示 が 可能 と な 
る 。 


EPC Engineering,. Procurement and Construction の 略 。 
鉄道 施設 や 発電 事業 な どの 建設 事業 の 請負 業者 が Engineering 
(設計 )、 Procurement (調達 )、 Construction (建設 ) まで を 一 括 
し て 請け 負う 契約 方 式 で ある 。「 フ ルター ン キ ー (Full Tum 
Key)」 と いう 表現 も ほぼ 同じ 定義 で 使わ れ 、 発 注 者 が カギ を 回 
せ ば 稼働 する と ころ まで 請け 負う と いう 意味 か ら こ の よう に 呼 
ば れる 。 


ERTMS European Rail Traffic Management System 

ヨー ロッ パ 鉄 道 輸 送 管理 シス テム 。 

BU 諸国 間 の イン ター オペ ラビ リティ (別項 ) の 実現 を 図る 目的 
で 開発 が 進め られ て いる EU 内 で 統一 し た 信号 シス テム 。 


ETCS European Train Control System ヨー ロッ 列車 制 人 
レシ 9 

BU 諸国 間 の イン ター オペ ラビ リティ (別項 ) の 実現 を 図る 目的 
で 開発 され て いる 。 ヨーロッパ で は 数 多く の 国際 列車 が 営業 遂 
転 を し て いる 一 方 で 、 国 ご と に 運転 保安 様式 が 異な り 、 高 速 人 
シー ムレ ス な 運行 へ の 障壁 と な っ て いる 。 これ ら す べ て に 対応 
する 新しい ATS の 改良 版 と し て ETCS が 開発 され て いる 。 2009 
年 以降 イタ リア 、 ス イス 、 ス ペイ ン 、 オ ラン ダ で 導入 され て お り 、 
その 他 の ヨー ロッ パ 諸 国 で も 導入 の 準備 が 進め られ て いる 。 


EU European Union ヨー ロッ パ 連 合 。 
経済 的 な 統合 を 中 心 に 発展 し て きた ヨー ロッ パ 共 同体 (BC、 
項 ) を 基礎 に 、 1992 年 に 調 還 さ れ た ヨー ロッ パ 連 合 条約 (マー 


従い 1993 年 11 月 に 発足 し た 。 旧 EC 下 で も 
・ 通 貨 統合 を さら に 進め る と と も に 、 共 通 外 
| 法 ・ 内 務 協 力 等 の より 幅広 い 協力 を 目指 す 政 


スト リヒ ト 条 約 ) 
実施 され て まき た 
交 安 全 保 障 政 上 


治 " 経 済 統 合体 で 8 


FC Freight Car 貨車 。 


FS Feasibility Study フィ ー ン ピ リ 9 ステイ 

実現 可能 性 調査 、 採 算 性 調査 の 意 。 あ る 新しい 事業 の 計画 段階 に 
お いて 、 収支 採算 性 の 視点 か ら 事 業 の 成立 可能 性 を 事前 に 調査 
分 析 、 評 価 を 行う こと を 指す 。 鉄 道 整備 事業 を は じ め と する 大 型 
開発 事業 に お いて は 、 その 事業 化 に 際 し て 必要 な 評価 項目 の ひ 
と つ で ある 。 


IBRD International Bank for Reconstruction and Develop- 
ment 国際 復興 開発 銀行 。 

1945 年 、 加 盟 各 国 の 復興 と 開発 の た め の 長 期 貸 付 を 目的 と し て 
設立 され た 国際 金融 機関 。 国連 の 専門 機関 の ひと つ 。 現 在 は 発展 
途上 国 に 対す る 融資 が 主要 業務 。 通 称 World Bank (世界 銀行 )。 


ICE Inter City Express ドイ ツ 鉄 道 が 1991 年 に ハン ブル ク 
ー ミ ュ ン ヘン 間 で 開業 し た 都市 間 高速 鉄道 。 順次 路線 を 拡大 、 空 
港 に 直接 乗り 入れ る な どの 施策 も 見 られ る 。 


IC カ ー ド この シス テム は 、 集 積 回 路 (1C) を 組み 込ん だ カー ド 
を 用 い 、 「 触 れる 」 だ け で 簡単 に 改札 を 通過 する こと を 実現 し た 
も の で ある 。 事 前 に 金額 を チャ ー ジ すれ ば 、 区 間 外 の 乗車 券 購入 
や 精算 手続 きか ら も 解放 され 、 利 便 性 が 向上 する 。 この シス テム 
は JR 東日本 が 「Suica」 を 、 JR 西日本 が 「1COCA」 を 開発 、 実用 
化し て いる 。 さ ら に 利用 範囲 を 広げ 、 現在 で は いわ ゆる 「 エ キナ 
カ 」 売店 等 で の 利用 や 、 航空 会 社 カ ー ド と 機能 を 連携 させ た 新 
商品 も 開発 され 、 鉄 道 利 用 の ひみ なら ず 、 広 い 分 野 で の 利用 が され 
て いる 。 


IDB Islamic Development Bank イス ラム 開発 銀行 

IDB に 参加 し て いる イス ラム 諸国 に お ける 開発 プロ ジェ クト へ 
の 資金 提供 を 目的 に 、1974 年 、 イ スラ ム 諸 国 機構 (OrganizaHon 
of Islamic Countries:OIC) に より 設立 され た 。 


IDCJ International Development Center of Japan 
一 般 財団 法人 国際 開発 セン ター。 日 本 初 の 開発 ・ 国際 協力 分 野 再 
門 の 総合 的 な シン クタ ンク と し て 1971 年 に 創立 。 


ISPA Instrument for Structural Policies for Pre-Accession 
凶 加 盟 前 援助 。EU 政 策 の ひと つ 。 EU に 加盟 する 場合 、 現在 の 
加盟 国 と 新規 加盟 国 と の 間 に 存 在 する 様々 な 格差 を 是正 する こ 
と を 目的 に 、EU 加 盟 の 準備 を 十分 行う こと へ の 支援 事業 。 


JBIC Japan Bank for International Cooperation 国際 協力 銀 
人 7。 
株 式 会 社 国際 協力 銀行 法 に 基づき 、 2012 年 4 月 に 株 式 会 社 国際 


協力 銀行 と し て 発足 し た 特殊 会 社 で あり 、 日 本 の 輸出 信用 機関 
で ある 。 日 本 政府 100% の 特殊 銀行 と し て 、 一 般 の 金融 機関 が 行 
う 金融 を 補完 する こと を 旨 と し つつ 、 日 本 お よび 国際 経済 社会 
の 発展 に 寄与 する た め 、 次 の よう な 業務 を 行っ て いる 。 1) 日 本 
に と っ て 重要 な 資源 の 海外 に お ける 開発 お よび 取得 の 促進 、 2 
日 本 の 産業 の 国際 競争 力 の 維持 お よび 向上 、 3) 地球 温暖 化 の 防 
止 等 の 地球 環境 の 保全 を 目的 と する 海外 に お ける 事業 の 促進 
4) 国際 金融 秩序 の 混乱 の 防止 また は その 被害 へ の 対処 。 な お 、 
前 身 は 日 本 輸出 入 銀 行 (輸銀 ) で ある 。 


JETRO Japan External Trade Organization (ジェ ト ロ )。 

独立 行政 法人 日 本 貿易 振興 機構 

貿易 ・ 投 資 促 進 と 開発 途上 国 研究 を 通じ 、 日 本 の 経済 ・ 社 会 の さ 
ら な る 発展 に 貢献 する こと を 目指 し 、2003 年 10 月 、 日 本 貿易 振 
興 機構 法 に 基づき 、 前 身 の 日 本 貿易 振興 会 を 引き 継い で 設立 さ 
れ た 。 海外 57 カ国 に 事務 所 を 設置 し 、 外国 企業 誘致 支援 や 、 日 
本 企業 の 輸出 支援 、 地域 経済 活性 化 支援 等 の 幅広 い 活動 を 行っ 
て いる 。 


JICA Japan International Cooperation Agency (ジャ イカ )。 
独立 行政 法人 国際 協力 機構 。 

日 本 の 政府 開発 援助 (Official Development Assistance :ODA) 
を 一 元 的 に 行う 実施 機関 と し て 、 開発 途上 国 へ の 国際 協力 を 実 
施し て いる 。「 す べ て の 人 々 が 恩恵 を 受け る ダイ ナミ ッ ク な 開 
発 」 と いう ビジ ョ ン を 掲げ 、 多様 な 援助 手法 の うち 最適 な 手法 
を 用 い 、 地 域 別 ・ 国 別 アプ ロー チ と 課題 別 ア プロ ー チ を 組み 合わ 
せ て 、 開 発 途上 国 が 抱え る 課題 解決 を 支援 し て いる 。 


JTCA Japan Transport Cooperation AsSociatiOn 

一 般 社団 法人 海外 運輸 協力 協会 。 開発 途上 国 の 社会 ・ 経 済 の 発展 
に 寄与 する た め 、 会 員 の 海外 に お ける 運輸 部 門 全般 に お ける 総 
合 的 コン サル ティ ング 活動 を 支援 する と と も に 、 あわ せ て 運輸 
分 野 に お ける 国際 協力 の 総合 的 な 推進 を 図る こと を 主 な 事業 目 


的 と する 。 
念 ト 今 
も の へ 2 る ぐ 


KTX Korea Train eXpress フラ ンス の TGV 技術 を ベー ス と 
し 、 2004 年 4 月 1 日 に 開業 。 ソウ ルー 釜山 間 、 ソ ウル ー 木 浦 間 
(2015 年 4 月 より ) で 営業 。 


る | る 
る ぐ くく 


LRT Light Rail Transit LRT は 、 路面 電車 の 車両 面 、 シ ステ ム 
面 な ど 、 いろいろ な 意味 で 路面 電車 が 進化 し た 都市 交通 シス テ 
ム で ある 。LRT と いう 言葉 は 、 ア メリ カ に お いて 、 従 来 の Street 
Car や Tramway に 対し 、 路面 電車 の イメ ー ジ 一 新 を 図る 言葉 と 
し て 名 づけ られ た も の で ある 。 な お 、 アメ リカ で LRT 整 備 に 際 
し 投入 され た 、 優れ た 加速 性 能 を 有する 車両 は 、 特 に LRV (Light 
Rail Vehicle) と 呼ば れる 。 


人 る 


MRT Mass Rapid Transit 都市 高速 鉄道 の こと 。 都 市 交通 シ 
ステ ム に は さま ざま な 種類 が ある が 、 な か で も MRT は 大 量 ・ 高 
速 輸送 が 可能 と いう 特徴 が 大 都市 園 の 大 量 輸送 に 適し て いる 。 
目 本 で は 都市 部 に お ける 地下 鉄 が この 館 噂 に 属す る 。 
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OAU Organization of African Unit 
大 航海 時 代 以降 、 ア フリ カ の ほとん どの 朋 


の 扱い を 長らく 受け て きた が 、 ア フリ カ の 脱 植 民 電 
保全 や 開発 促進 、 ア フリ カ 諸 国 の 連帯 を 掲げ て 196 
た 。 その 後 、 2002 年 7 月 に アフ リカ 連合 (African Unloi AU 


へ の 発展 と いう 形 で 解消 し た 


OSJD(OSShD) Organizacja SotrudnicheStVa Jeleznych 
Darog (Organization for Cooperation between Railways) 鉄道 
協力 国際 機構 。 

旧 ソ連 、 東 ヨー ロッ パ 、 東 アジ ア の 旧 祉 会 モ 義 圏 諸国 が 鉄道 の 国 
際 連 絡 運輸 、 技 術 標準 の 確立 、 税 関 手 続き な どの た め に 設立 し た 
国際 協力 機関 で 、 本 部 は ポー ラン ド の ワル シャ ワ に ある 。l ソ連 
に 届 し て いた 国々 、 東 ヨ ー ロ ッ パ 諸国 の ほか 、 中 国 、 モ ン ゴル 、 
べ ト ナム 、 イ ラン な どの 鉄道 が 加盟 し て いる 。 ポ ー ラ ンド 、 ハン 
ガリ ー、 チェ コ な ど 東 欧 諸国 鉄道 は も と も と UIC に も 加 明 し て 
いた 。UIC の ほか 、 ドイ ツ 鉄 道 (DB)、 フラ ンス 国鉄 (SNCF)、 フ 
ィ ン ラ ンド 鉄道 VR)、 ギ リ シ ャ 鉄 道 な ど と も 協力 関係 に ある 。 


OSM Operation & Maintenance 運営 ・ 維 持 管 理 。 


ゃ * 
PC PassengerCar 客車 。 


PC 枕木 PC 鋼 線 を 組み 込み 耐久 性 を 向上 させ た 枕木 。 


PFI Private Finance Initiative 民間 の 資金 、 経営 能力 お よび 
技術 的 能力 を 活用 し て 公共 施設 の 建設 、 維 持 管 理 、 運 営 等 を 行う 
手法 で ある 。 日 本 で は 1999 年 に PFI 法 が 成立 し 、 C 必 (SGyR= | 
ス が 提供 され て いる 事業 も 多い 。 国 や 自治 体 の 事業 を 民間 に ゆ 
だ ね る こと に より 、 新 た な 事業 機会 が も た ら さ れる な どの メリ 
ッ ト が ある 。 


PHARE Poland and Hungary: Action for Restructuring of 
the Economy ポー ラン ド お よび ハン ガリ ー に 対す る 経済 改革 
プロ グラ ム 。 東 ヨ ー ロ ッ パ の EU 加 盟 志 願 国 に 対し て 、 EU 統 合 
へ の 支援 を 実施 する た め に ヨー ロッ パ 連 合 に よっ て 融資 され る 
アク ショ ンプ ログ ラム を 「PHARE」 と 称す る 。 


PPP Public-Private Partnership 官民 連携 。 

官 と 民 が パー トナ ー を 組ん で 事業 を 行う 新しい 官民 協力 の 形態 
で ある 。 水道 や ガス 、 交通 な ど 、 従来 、 国 や 地方 自治 体 が 公営 で 
行っ て きた 事業 に 、 民間 事業 者 が 事業 の 計画 段階 か ら 参加 し て 、 
設備 は 官 が 保有 し た まま 、 設備 投資 や 運営 を 民間 事業 者 に 任せ 
る 民間 委託 な ど を 含む 手法 で ある 。 PFI と の 違い は 、 PFI は 、 国 や 
地方 自治 体 が 基本 的 な 事業 計画 を つく り 、 資金 や ノウ ハウ を 提 
供する 民間 事業 者 を 入札 な ど で 募 る 方 法 で ある の に 対し て 、 
PPP は 事業 の 企画 段階 か ら 民 間 事 業者 が 参加 する な ど 、 より 幅 
広い 範囲 を 民間 に 任せ る 手法 で ある 。 


PSO Public Service Obligation 公共 輸送 義務 。 

社会 的 に は 必要 だ が 、 採算 の と れ な い サ ービス を 輸送 事業 者 に 
行わ せる 場合 、 そ の 損失 に 対し て 政府 が 支払 う 補償 を PSO 
Grant と いう 。 
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ocomotive 蒸気 機関 車 。 
ニー イ ギリ ス で 始ま っ た 産業 革命 に より 、 蒸気 機関 が 
> モリ ス 人 技術 者 で ある トレ ヴィ シッ ク が 世界 初 の 
現 明 した 。 その 後 、 イ ギリ ス 人 ステ ィ ー ヴ ン ソ ン ぶ が 
『 ト る 鉄道 を 整備 、1825 年 9 月 27 日 、 世界 最初 の 公 
目的 と し た スト ッ ク ト ン ・ ダ ー リ ント ン 鉄 道 が 開業 し 


STEP Special Terms for Economic Partnership 本 邦 技術 活 
用 条件 

日 本 の 優れ た 技術 や ノウ ハウ を 活用 し 、 開発 途上 国 へ の 技術 移 
転 を 通じ て 日 本 の 「 顔 が 見 える 援助 」 を 促進 する た め 、2002 征 
7 月 に 導入 され た 円 借款 スキ ー ム で ある 。 円 借款 融資 対象 と な 
る 本 体 契約 総額 の 30% 以 上 に つい て は 日 本 原産 と する こと が 
適用 の 条件 と な っ て いる 。 


る | る 
2 る 2 


TEE Trans Europe Express 1957 年 より 運行 を 開始 。 当時 の 
オラ ンダ 国鉄 総裁 デン *・ オ ラン ダー 氏 の 提唱 に よる 。 戦後 の 近代 
化 鉄道 の 国際 看板 列車 と し て 活躍 。 


TEN-T Trans-European Transport Networks の 略称 従来 連 
携 が 不 十分 で あっ た EU 域 内 の 交通 イン フラ を 総合 的 な 交通 ネ 
ットワーク に 和 再 構築 する 構想 。 1993 年 の マー スト リヒ ト 条 約 に 
より 規定 され 、 1997 年 に ガイ ドラ イン が 策定 され た 。 この ガイ 
ドラ イン の 中 で 、 特に 力 を 入れ る べき プロ ジェ クト を 優先 プロ 
ジェ クト と し て 設定 し 、EU が 資金 援助 な ど を 行い 、 整備 が 進め 
られ て いる 。 鉄 道 で は 、 国 家 問 を 結ぶ 高速 鉄道 や 貨物 鉄道 が 主 な 
プロ ジェ クト と し て 挙げ られ て いる 。 


TERFN Trans-European Rail Freight Network 汎 ヨ ー ロ ッ 
パ 鉄 道 貨物 ネッ トワ ー ク 。 

EU に お ける 輸送 量 の うち 、 鉄道 の シェ ア は 近年 減少 傾向 に あ 
り 、1970 年 か ら 1998 年 まで に 21.1% か ら 8.4% に まで 下落 し 
た 。 し か し EU は 、 他 の 交通 手段 に 比べ 環境 に 与え る 負荷 が 少な 
いと いう 観点 か ら 鉄道 整備 に 力 を 入れ て いる 。 鉄道 の 生産 性 を 
向上 する た め に 、 BU 諸国 で 規格 を 統一 し た 鉄道 整備 計画 に 基 づ 
き 、 汎 ヨ ー ロ ッ パ 鉄道 貨物 ネッ トワ ー ク (TERFN) を 整備 い 、 
2008 年 まで に 15 万 km の 路線 網 を 鉄道 貨物 事業 者 に 開放 する 
と いう 目標 を 掲 び て いた 。 


TEU Twenty-foot Equivalent Unit 長 ざ が 20ft (フィー ト ) 
の コン テ ナ サ イズ に 換算 し た コン テ ナ 取 扱 個数 の 単位 大 部 
の コン テ ナ オ ペレ ー タ ー は 、 1SO 規 格 の 20ft コ ン ァ ナ や で 40 
ン テ ナ 等 の 形状 (容積 ) が 異な る 複数 の コ ン テ ナ を 採用 に 1 
る た め 、 コ ン テ ナ の 単純 合計 個数 で 取扱 量 を 計る より も 、 0 
ン テ ナ 1 個 を 1TEU、 40it コ ン テ ナ を 2TEU と し て 計算 する 方 
実態 を 適切 に 把握 する こと が で きる 。 

TGV Train a Crande Vitesss フラ ンス 国鉄 SNCF の 高 を 列 
車 。1981 年 パリ ー リ ヨン 間 に 南東 線 を 開業 し 、 その後 大 に 
北 線 、 地中海 線 、 東 線 と 路線 が 拡大 し て いる 。 その 高速 新 
LGV (Ligne a Crande Vitesse) と いう 。 


sia ヨー 


TRACECA Transport Corridor Purope Caucasus 人 な 


UL 還 還 較 wa 


ロッ パ * コ ー ツ ア 輸 送 回 廊 。 

員 内 アジ アー カス ビ 誠 一 黒海 ヨー ロッ ウパ に 芋 る 輸送 回 廊 の 発 
呈 を 上 指す ブロ グラ ム 、 1993 年 BU 及び 関係 詳 国 の 間 で 合意 か 
な され た 。 

T9I Technical SDe* iication for Interoperability の 略 。EU 域 内 


に お ける 鉄道 の 利明 直通 運転 の 実現 を 目指 し 、 各国 で 異な る 技 
捕 基 準 を 統 - す る た め に 策定 され た 技術 基準 で ある 。 2002 年 に 
コー ロッ パ 鉄 道庁 (European Railway Agency : ERA) が 制定 し 、 
ョ ー ロ ッ パ 委 員 会 に よ っ て 承認 され た 。 イ ン フ ラ 、 信号 通信 、 車 
画 な どの 鉄道 全 は の 技術 基準 が 定め られ て いる 。 


UIC Union Internationale des Chemins de fer 際 鉄 道 連 


台 。 

国際 的 な 鉄道 の 技術 標準 の 確立 、 鉄道 運行 の 国際 化 (国家 問 の 

相 皇 直 通運 転 な ど ) の 推進 、 鉄道 事業 者 の 経営 能力 向上 方 策 の 

提案 な ど 、 鉄道 に 関す る 国際 的 な 唯一 の 組織 と し て の 機能 を 果 

た し て いる 。 

LR 

UIC レ ー ル UIC Rail UIC (国際 鉄道 連合 ) が 制定 し た 規格 の 
ル 。 

り 

jUITP Union Internationale des Transports Publics (国際 公共 

通 連合 ) の 略 。 1885 年 に 創立 され 、 本 部 は ベル ギー の ブリ ュ 

セル に 置か れ て いる 。 世 界 の 公共 交通 の 発展 を 目的 と し 、 国 際 

論議 な どの 開催 に よる 公共 交通 の 利用 促進 を 図っ て いる ほか 、 

ョ レポ ー ト な どの 発行 を 通じ て 会 員 同士 の 協力 促進 を 行っ て い 

上 』 会員 は 鉄道 、 ト ラム 、 バス な どの 公共 交通 に 関連 する 行政 機 

関 、 事 業者 、 メ ー カ ー、 研 究 機関 な どの 約 1300 団体 で ある 。 


USAID United States Agency for International Development 


アメリカ 国際 開 発 局 。 
< る い / < 


い Viability Gap Funding の 略 。 開発 途上 国政 府 の 実施 する 
突 通 な どの イン フラ 事業 に お いて 、 財務 的 実現 可能 性 が 不 十分 
で 民間 資金 で は ファ イナ ンス が 困難 な 場合 に 、 開 発 途上 国政 府 
と に 事業 期間 を 通じ た キャ ッシュ フロ ー 平 準 化 の た め に 行う 


に 


1 
= ず 


VVVF 制御 Variable Voltage Variable Freduency 可変 電圧 
還 変 周波 数 イン バー ター 制御 。 

導電 動機 の 速度 制御 を 行う 方 式 の ひと つ 。 直流 電動 機 は 、 構 造 
が 複雑 で 保守 上 不利 だ が 、 速 度 制御 が 比較 的 容易 な 面 が あり 、 広 
く 使 われ て いた 。 一 方 、 誘導 電動 機 は 、 構 造 が 簡単 で 保守 が 容易 
だ が 、 原理 的 に 可変 速度 制御 が 困難 だ っ た 。 VVVF の 開発 に より 
導電 動機 の 速度 制御 が 容易 と な り 、 電車 の 電動 機 と し て 現在 
ほとん どの 新 製 車両 で 採用 され て いる 。 


WB Word Bank IBRD (国際 復興 開発 銀行 ) の 項 を 参照 。 


WTO World Trade Organizadon WTO( 世 界 貿易 機関 ) は 、 


GATT (関税 と 貿易 に 関す る 一 般 協定 ) ウル グ ア イ ・ ラ ウン ド に 
お ける 合意 に 基づき 、 1995 年 1 月 に 発足 。 世界 貿易 の 秩序 維持 
を 目的 と し て 、160 以 上 の 国 ・ 地 域 が 加盟 し て いる 。 


アメ リカ ・ ラ ンド ブリ ッ ジ 国際 複合 輸送 ルー ト の ひと つ 。 アメ 
リカ の 西海 岸 と 東海 岸 を 鉄道 で 結ぶ 。 


行き 違い 設備 線路 容量 が 少な い 単線 区 間 で 、 上 り 線 と 下り 線 
の 列車 が 衝突 し な いよ うに 、 あ る 人 科 所 だ け 単 線 を 複線 に し て 、 互 
い の 行き 違い を 行う 場所 。 


イン ター オペ ラビ ピリ ティ Interoperability 相互 運用 性 。 

軌間 、 電化 方 式 、 信号 シス テム 、 車両 限界 な どの 技術 基準 が 異な 
る 国 同士 の 相互 直通 運転 が で きる こと を 意味 する 。 ヨー ロッ パ 
で は イン ター オペ ラビ リティ の 実現 に 向け 、TSI (別項 ) や 
ERTMS (別項 ) が 策定 され 、 EU 各国 が これ ら の 導入 を 進め て い 
る 。 


イン ター シテ ィ Inter City 都市 間 優等 列車 の こと で 、 ヨ ー ロ 
ッ パ で は IC と 略称 する 。 


イン ター モー ダル 輸送 Intermodal Transportation 異な る 交 
通 機関 間 の 輸送 。 ある 貨物 を 輸送 する と き 、 例 えば 鉄道 と 他 の 輸 
送 手段 、 航空 、 船舶 、 自動 車 と の 間 を 効率 的 に 結節 し た 輸送 を 行 
うこ と を 指す 。 


イン バー ター 直流 電力 を 交流 電力 に 変換 する 装置 。 


イン ラン ド デ ポ Imland Depot それ まで 空港 や 港湾 な どの 特 
定 の 箇所 まで 輸出 入 物品 を 輸送 し た 上 で 通関 手続 き な ど が 行わ 
れ て いた が 、 そ の 手間 を 省く た め に 設け られ た 内 陸 の 通関 施設 。 


営業 キロ Railway Route Length 旅客 ・ 貨 物 を 運送 する 発着 
区 間 に 対 する 営業 線 延長 で 、 キ ロメ ー ト ル 単 位 で 表し た 距離 数 。 
運賃 や 料金 な どの 運送 の 条件 を 定め る 基礎 と な る 。 キロ 程 は 停 
車場 (停留 所 ) の 中 心 位置 で 表す 。 


オー プン アク セス イン フラ 施設 の 独占 的 な 使用 権利 を 特定 の 
事業 者 に 与え な い 施 策 。 鉄道 輸送 に つい て は 、 オ ー プ ン ア クセ ス 
に より 、 同 じ 線 路上 に 複数 の 鉄道 輸送 事業 者 が 事業 展開 する こ 
と が 可能 と な り 、 市 場内 で の 競争 が 促進 され る 利点 が ある が 、 事 
業者 間 の 調整 が 複雑 に な る 問題 も 指摘 され て いる 。EU 域 内 に お 
いて は 、 EU 指 令 に より 既に 貨物 鉄道 輸送 と 国際 旅客 鉄道 輸送 に 
対す る 導入 を 規定 し て いる 。 


オペ レー ター 鉄道 輸送 事業 者 。 

上 下 分 離 (別項 ) の 鉄道 に お いて は 、 オペ レー ター は 、 旅客 及び 
貨物 輸送 事業 と その 営業 業務 な ど を 行い 、 列車 指令 や 線路 施設 
の 維持 管理 は イン フラ 管理 者 が 行う こと が 一 般 的 で ある 。 


オリ エン ト 切 行 カレ ー パ リー イス タン ブー ル 間 を 結ぶ 欧州 寝 
台 列 車 。 国際 寝台 車 会 社 ( ワ ゴン ・ り ) の 運営 で 1883 年 か ら 
1977 年 まで 営業 運転 が 行わ れ て いた 。 その 後 、 夜 行 急行 列車 ( 寝 
台車 も 連結 され て いる ) が パリ ー ウ ィ ー ン 間 で 運行 され 、 こ れ 
ら を 「 オ リエ ント 急行 」 と 称し て いる 。 ま た 、「 ノ スタ ル ジ ー・ イ 
スタ ン ブ ー ル 」「 ベ ニス ・ シ ンプ ロン ・ オ リエ ント 急行 」 は 当時 の 
国際 寝台 車 会 社 の 寝台 車 を 修復 し て 実際 の 運行 に 用 いて いる 。 
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マレ ー 半 島 で も 本 名 称 を 冠 し た 豪華 列車 が 運行 され て いる 


ゃ ^ 
DO の DO 


改 軌 軌間 変更 。 歴 史 的 事情 等 に より 、 国 ご と に 軌間 が 異な る 場 
合 や 、 同 一 国内 、 同 一 地方 内 に お いて も 複数 の 軌間 が 存在 し て い 
る 国 が 少な く な く 、 国 際 線 ・ 国 内 線 の 乗り 継ぎ や 乗り 入れ 時 の 大 
き な 障 避 と な っ て いる 。 それ を 解消 する た め の 軌 間 変 更 を 改 軌 
と いう 。 


海底 トン ネル 海峡 の 両側 の 陸地 を トン ネル で 結ぶ こと に よ 
り 、 地 上 交通 海上 交通 や 地上 交通 と いう 物流 ・ 旅 客 流動 上 の バ 
リア を 取り 除く こと が 可能 と な っ た 。 歴 史上 最も 古い 水底 トン 
ネル は 、 4000 年 前 、 メ ソ ボ ポタ ミア 文明 が 発達 し た バビ ロン に お 
いて 、 ユー フラ テス 川 の 間 を トン ネル で 結ん だ も の で ある と い 
われ て いる 。 日 本 で は 、1942 年 11 月 に 関門 トン ネル 下り 線 が 開 
通し 、 追っ て 1944 年 に 上 り 線 が 開通 し た 。 一 部 シー ルド 工法 で 
施工 され た この トン ネル は 、 世 界 初 の 海底 トン ネル で ある 。 そ の 
後 、 ト ン ネ ル 施 工 技術 も 革新 が 重ね られ 、 1988 年 、 世界 最長 の 
海底 トン ネル (53.85km) で ある 青函 トン ネル が 開業 し た 。 海 外 
で は 、 英 仏 海峡 トン ネル (50.45km) が 1994 年 に 開通 し て いる 。 


カー トレ イン Car Train 自動 車 お よび その 運転 手 を と も に 同 
ー の 編成 で 搬送 する 列車 を 指す 。 海外 で は イギリス ー フ ラン ス 
間 の 英 仏 海峡 トン ネル を 抜け る カー トレ イン が 有名 で ある 。 


カナ ダ ・ ラ ンド ブリ ッ ジ 国際 複合 輸送 ルー ト の ひと つ 。 


貨物 輸送 量 貨物 の 輸送 量 は 、 輸 送 し た 貨物 量 の 合計 「 ト ン 」 数 、 
また は 「 ト ン 」 数 に それ ぞ れ の 貨物 を 輸送 し た 距離 (キロ ) を 乗 
じ た 累 計 「 ト ン キ ロ 」 単位 で 表示 され る 。 


ガー ラッ ト 型 蒸気 機関 車 ボイラ ー の 前 後に 動輪 群 を 有する 炭 
水車 を 配 し 、 これ に ボイラ ー と 台 枠 を 橋渡し し た 構造 の SL。 普 
通 の SL に 比べ 高 馬力 が 期待 で き 、 南ア フリ カ 等 で 採用 され た 。 
特に っ 南アフリカ の 本 型 の SL は 、 計 8 軸 の 動輪 に より 駆動 する 。 


軌間 Gage ま た は Gauge 左右 レー ル 頂 面 か ら 所 定 距離 内 に 
お ける 頭 部 内 側 間 の 最短 距離 の こ と 。JR で は 軌道 施設 実施 基準 
に より 、 新 幹線 、 在 来 線 と も 所 定 距離 を 16mm と 定め て いる 。 ゲ 
ー ジ 、 軌 幅 と も いう 。 


軌間 可変 車両 軌 問 可 変 車両 は 異な る 軌間 を 直通 運転 で きる よ 
うに 、 車輪 の 左右 間隔 を 軌間 に あわ せ て 自動 的 に 変換 する 車両 
で ある 。 フラ ンス と スペ イン の 国境 に お いて 台車 を 交換 する 手 
間 を 省き 、 直 通運 転 を 行う た め 、 1960 年 代 よ り 開 発 が 進め られ 
た 。 1969 年 に Talgo (タル ゴ ) 社 に よる 、 「Talgo 客 車 」 と 呼ば れ 
る 軌間 可変 客車 が 開発 され た 。 し か し Talgo 客 車 の み で は 、 接 続 
駅 に お いて 機関 車 を 交換 する 必要 が あっ た た め 、 2006 年 以降 、 
Alstom (アル スト ム ) 社 及び CAF (カフ ) 社 の 軌間 可変 高速 電車 
「S120」 や Talgo 社 の 軌間 可変 機関 車 を 用 いた 高速 列車 「S130」 
が 相次い で 開発 され た 。 日 本 に お いて も 電車 方 式 の 軌間 可変 車 
両 を 開発 中 で あり 、2022 年 開業 予定 の 九州 新幹線 長崎 ルー ト へ 
の 導入 を 目指 し て いる 。 
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CAF 社 の 軌間 可変 高速 電車 [?120 (鹿野 博 規 ) 


軌間 変換 装置 異な る 皿 間 の 間 を 同一 の 車両 で 通過 が で きる よ 
うに 、 車 両 が 通過 する 際 に 車輪 の 幅 を 変更 させ る 装置 。 スペ イン 
の Talgo (タル ゴ ) 社 で 開発 され た も の が 有名 だ が 、 日 本 で も 軌 
間 可 変 車 両 の 開発 に 際 し て 本 装置 の 開発 も 並行 し て 行わ れ て い 
る 。 


キー トー クン 方 式 閉塞 方 丈 の ひと つ 。 閉 突 区 間 の 両端 の 停車 
場 に 閉塞 装置 を 配置 し 、 そ こ を 通過 する 列車 の 運転 士 に トー ク 
ン と 呼ば れる 通 票 を 手渡 し 、 そ の トー クン を 携帯 し た 運転 土 の 
み が 閉 そく 区 間 内 の 通行 を 許可 され る 管理 方 式 。 この トー クン 
に は 、 タ ブレ ッ ト と 呼ば れる 通 票 も 含ま れる 。 


き 電 変電 所 か ら 電 車線 に 電気 を 流す こと を 鉄道 で は 「 き 電 」 
と 呼ぶ 。 電気 を 流す 電車 線 を 「 き 電線 」 と 呼び 、 変電 所 つき 電線 
づつ 電車 線 つ 電車 つ レ ー ル 一 変電 所 の 順に 電気 が 流れ る が 、 こ の 
電気 回 路 を 「 き 電 回 路 」 と いう 。 変 電 所 か ら 電 車 に 電気 を 供給 す 
る 方 式 を 「 き 電 方 式 」 と 呼ぶ 。 直 流 と 交流 き 電 方 式 が あり 、 交流 
電化 の 場合 、 直 接 き 電 方 式 、BT き 電 方 式 (Booster Transformer)、 
AT ぎ 電 方 式 (Auto Transformer) に 大 別 さ れる 。 


木 枕木 Sleeper 枕木 。 英 語 の 「Sleeper」 を 直訳 し た こ と が 語 
源 と いわ れ て いる 。 枕 木 の 材質 に つい て 、 日 本 に お いて 鉄道 網 が 
広がっ た 時 期 は 、 木 材 が 比較 的 安価 に 入手 で き 、 そ の 加工 が 容易 
で あっ た こと か ら 木 製 の 枕木 が 普及 し た 。 木 を 製材 し た 後に 防 
腐 剤 を 染み 込ま せ て 用 いて いた 。 


狭軌 軌間 が 3 フィ ー ト 6 イン チ す な わ ち 1067mm や 762mm' 
な ど 、 標 準 軌 よ り 軌間 が 狭い も の 。 ナ ロー ゲー ジ (Qan0W 
gauge)。 日 本 で は JR 在 米 線 や 多く の 民 鉄 で 1067mm を 採用 し 
て いる ほか 、 一 部 の 民 鉄 で 762mm な ど が 使わ れ て いる 。 


クル ー ズ トレ イン Cruise Train 豪華 観光 寝台 列車 
クル ー ズ 朋 の よう な 邊 沢 な 旅 を 鉄道 提供 する こと か ら 生 
た 和製 医 語 で ある 。 鉄道 会 社 の 営業 エリ ア 内 の 胡 光 地 を 的 
か け て 巡る も の で あり 、 高 級 感 の ある 客室 や ダイ ニン グ し 了 
ラウ ンジ 、 景 色 が 楽し め る 展望 車 な ど を 備え て いる こと 7 6 
で ある 。 クル ー ズ トレ イン と し て 導入 され た 列車 と し て 
2013 年 10 月 に 九州 旅客 鉄道 が 運行 を 開始 し た 「 な な つ 時 上 
州 」 が 日 本 初 で ある 。 


ケー ブル カー 車輪 と レー ル か ら な る 鉄道 シス テム で は 、 急 勾 
配 に お ける 車両 の 」 り 下 り に は 限界 が ある た め 、 鋼鉄 側 ケ ー ブ 
ル を 車両 に 繋ぎ 、 機械 で ケー ブル を 巻き 上 げ る こと に より 車両 
の 運転 を 行う 鉄道 が 開発 され た 。 ケー ブル を 鋼索 と 呼ぶ こと か 
pi ケー ブル カー も 銀 琵 鉄道 と 呼ば れ 分 類 され る 。 


高 染 橋 鉄道 線路 が 地上 の 構造 物 等 と 交差 も し く は 支障 に な る 
のり を 避け る た め に 、 連 続 し て 橋 染 構造 に し た も の 。 橋脚 と 桁 か ら 
な る 「 桁 式 高架 橋 」 と 、 柱 と 桁 が すべ て 一 体 と な っ た ( 剛 結 し た ) 
ラー メン 高架 橋 」 な ど に 分 類 さ れる 。 


標準 軌 1435mm よ り 広 い 軌間 で 、 ブ ロー ド ゲ ー ジ (broad 
re) と も 呼ば れる 。 


誠 三 相方 式 交流 は 電流 ・ 電 圧 が 時 間 と と も に 変化 を する が 、 
記 の 変化 の 波形 が 3 本 の 波形 か ら な る た め に この よう な 呼び 名 
が ある 。 現 在 、 電 車 の 動力 に あたる 電動 機 は 、 技術 開発 が 進み 、3 
上 交流 で 稼動 する 3 相 誘導 電動 機 が 急速 に 普及 し て いる 。 この 
動機 は 従来 の 形式 に 比べ 軽量 化 が 図ら れ 、 メ ン テ ナ ンス が 少 
まく て すむ メリ ッ ト が ある 。 最近 広く 使わ れ て いる VVVF イン 
ペニー ター は 、 直 流 を 三 相 交 流 に 変換 し て 電動 機 に 供給 する 装置 


で ある 。 


50kg レ ー ル 1m 当 た り 50kg の 重量 が ある レー ル 。 レー ル の 
雇 き さや 太 さ は 、JIS に お いて レー ル 1m の 重量 で 表現 し て いる 。 
レー ル が 重い ほど 支持 で きる 加重 も 増え る こと か ら 、 より 重い 
機関 車 の 走行 や 、 よ り 多い 列車 本 数 の 運行 、 よ り 高速 な 列車 の 運 
行 に 対応 が で きる よう に な る 。JS 規 格 で は 、 37kg、 40kgNi、 
50kgN、60kg に 分 類 さ れ て いる 。 な お 、 こ と で いう 「N」 と は 
New の 略 で 、 同 じ 50kg レー ル で も 頭 面 形状 が 新しい も の に N 表 
記 を し て いる 。 

1 

コミ ュー ター サー ビス 
(commuter) 輸送 又は 都市 園 の 近 距 離 輸 
に 大 都市 で は 朝夕 の 通勤 通 学 時 間 帯 は その 日 の ? ち で も っ と も 
利用 者 が 集中 する ピー ク 時 間 帯 と な る こと か ら 、 列 車 本 数 の 増 
加 、 編 成 車両 の 増結 な ど の 輸送 力 増 強 を 施す 必要 が ある 。 


Commuter SerVice 通勤 ・ 通 学者 
送 サ ー ビス を 指す 。 特 


ゴム タイ ヤ 車 両 新 交通 シス テム の 項 を 参照 。 Mc 
語 レル 。 和 方 比べ 訂 拉 カ が 大き いた め に 
中 の 拓馬 痛 が ホ き いと いう 
ある 。 

不 。 日 本 で は 、 近年 木村 


2 レー ロン グレ ー ル 化 が 進み 枕 本 に 求め 
の 高騰 の 影響 も あり 、 加え て ロ 人 


屋 (ほん や ) 内 の 施設 駅 本 屋 出 


通行 する 通路 を 指す 。 旅 各 流 
ス な どの 機能 も 


コン コー ス ConcourSe 駅 本 
入口 か ら ホ ー ム まで 、 鉄道 利用 者 
請 皿 と し て の 機能 に 加え 、 待ち 合わ せ の い 
要求 され る 。 

ソン フラ 施 設 使用 権 所 


ン 2 
ー ConcessiOnare [2 針 運 営 権 の 所 有 


| コン セッ ショ ネ ア 
人 と の 訪 。 本 文 で は 特に 


有 者 、 事業 権 所 有 者 な 
者 」 を 指す 。 


コン セッ ショ ン ConcesSion 
> め 電 力 ・ 水 道 な に 
治 体 な どの 公共 主体 が 、 公共 サ 


供する た め の 運 営 権 (コン セッ ショ ン ) を 民間 に 斉 渡 し 、 民間 が 
市 場 原理 の 下 で 公共 事業 を 推進 する 手法 を 指す 。 


コン ソー シア ム Consortium 連合 、 組 合 、 国 際 共 同 融資 団 な ど 
の 意 。 鉄道 整 備 プ ロジ ェクト の よう な 英 大 な 資金 調達 を 必要 と 
する 大 規模 開発 事業 の 実行 の た め に 、 国際 的 に 銀行 や 企業 が 参 
加 し て 形成 する 事業 集団 や 融資 団 を 指す 。 


コン テ ナ Container 貨物 を 収蔵 し て 運搬 する 容器 を 指す 。 コ 
ン テ ナ を 用 いた 場合 、 運 搬 手段 を 変更 する と き 、 コ ン テ ナ の 中 身 
を その 都度 卸す 必要 が な く 、 コン テ ナ の まま 人 荷役 (に や く ) が で 
きる こと が 最大 の 利点 で ある 。 箱 型 の 普通 コ ン テ ナ 以外 に も 、 断 
熱 材 を 用 い 保冷 性 を 高め た 冷凍 コン テ ナ 、 タ シク ロン ジッ の 記 2 ツ 
パー コン テ ナ な ど 多 く の 形 状 が あり 、 用 途 も 様々 で ある 。 鉄 道 で 
は フレ ー ト ライ ナー と 呼ば れる コン テ ナ 列 車 が コン テ ナ 基 地 間 
を 直行 輸送 し て お り 、 ニー ズ も 高まっ て いる 。 


コン テ ナ ・ ド ライ ポ ボート Container Dry Port 船舶 に よる 国際 
作物 は 、 一般 的 に 港 に お いて その 国 の 税関 検査 な ど を 受け る が 、 
内 陸 国 に お ける 国際 貨物 の 税関 検査 や 海 に 面 し て いな い が 交 通 
の 要衝 に お ける 検査 な ど を 行う 施設 を 海 に 面 し た 港 に 対し て ド 
ライ ポー ト と 称す る 。 


る し ノ 
る ? 、 る る? 


サイ リス タ ・ レ オナ ー ド 制御 直流 電動 機 の 速度 制御 の うち 、「 サ 
イリ スタ (thyristor)」 と 呼ば れる 機器 を 用 いて 電圧 を 制御 する 
こと に よっ て 行う 方 式 を 指す 。 サイ リス タ は 電力 用 半導体 素子 
の ひと つ で 、 サ イリ スタ を 位相 制御 する こ と に よっ て 電動 機 に 
供給 する 電圧 を 変化 させ 、 速度 制御 を 行う 。 


三線 式 軌道 2 種類 の 軌 問 に 対応 する た め 、3 本 の レー ル か ら な 
る 軌道 通常 、 片側 の レー ル を 共用 し て も う 片 側 の 2 本 の レー ル 
を それ ぞ れ の 軌間 に 応じ て 敷設 する 。 デュ アル ゲー ジ (dual 
gauge: 軌 間 混 合 ) と も いう 。 


シェ ン ゲ ン 協 定 Schengen Agreement 出入 国 審 査 (パス ポ 
ー ト チェ ッ ク ) が な く 国境 を 越え て 移動 する こと を 可能 と する 
ヨー ロッ パ の 多国 間 協 定 。 加盟 国 が 順次 増え た こと で 、 移 動 の 自 
由 度 が 拡大 し て きた 。 こ の 協定 に は スイ ス な どの EU 非 加盟 国 も 
参加 し て お り 、 EU 加 盟 国 と 同 協 定 の 加盟 国 は 一 致し な い 。 


軸 重 Axle Load 水平 な 軌道 の レー ル 上 で 、 静止 状態 に ある 車 
両 の 左右 両方 の 車輪 に か か る 谷 重 の 合計 車両 の 一 輪軸 に 垂直 
方 向 に 作用 する 加重 を 指す こ と も ある 。 動 力 車 は 、 動 輪 上 の 輪 重 
が 大 きく な る ほ ど 必 要 と され る 牽引 力 は より 大 きく な る 。 軌道 


に よっ て 軸 重 が 制限 され て いる 。 

支線 いわ ゆる ロー カル 線 。 輸送 量 の 少な し 地方 交通 を 担う 路 
線 で あり 、 本線 (幹線 ) か ら 分 岐 する 線 と し て 敷設 され た 路線 で 
ある 。 

自動 閉 填 信号 走行 列車 に 対し て 信号 を 示す 機器 の う ち 、 閉 そ 
く 区 間 の 入口 に 設置 され る 信号 機 を 指す 。 列車 に 対し て 、 そ の 区 
間 へ の 進 和 人 の 許可 、 制限 速度 な ど を 示す 。 


ン ベ リア ・ ラ ンド ブリ ッ ジ SLB シベ リア 鉄道 を 介し て 極東 ロ 
シア と ヨー ロ ッ パ を 結ぶ 国際 複合 輸送 ルー ト 。 
加 取 
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悪 器 天 O 〇 輸送 還 


島 式 ホー ム 上 下線 間 に ホ ー ム を 配置 し た 形態 

討 張 橋 橋 塔 ( 主 塔 ) か ら ケー ブル を 何 本 も 狼 め に 張り 、 こ れ ら 
ケー ブル を 上 緊 張 し て 桁 を 吊る 構造 形式 の 橋梁 を 指す 。 美しい 外 
缶 か ら ラ ンド マー ク 的 な 存在 と な る 土木 構造 物 で ある 。 


車両 基地 Car Depot デポ 。 各 種 車 両 の 収容 や 組成 、 洗 浄 、 検 
査 、 修 繕 な どの 業務 、 乗 務 員 の 運用 、 訓 練 、 指 導 、 休 養 な どの 業務 
を 行う と ころ 。 


ジョ イン ト ベ ンチ ャ ー Joint Venture 「 共 同 企業 体 」 「JV」 と 
称す る 。 


上 下 分 離 鉄道 事業 は 、 電 力 事業 や 通信 事業 と 同様 に ネッ トワ 
ー ク 産業 の ひと つ で あり 、 大 規模 な イン フラ 施設 を 用 いて 運営 
され る 。 鉄道 の 上 下 分 離 と は 、 他 者 が 所 有する イン フラ 施設 を 使 
用 し て 、 旅 客 また は 貨物 の 輸送 事業 を 行う 形態 を 指す 。 ヨ ー ロ ッ 
パ で は 、 1988 年 に スウ ェ ー デ ン に お いて 初め て 上 下 分 離 方 式 に 
よる 国鉄 改革 が 行わ れ 、 鉄道 輸送 事業 を 行う スウ ェ ー デ ン 鉄 首 
(⑮) と 、 鉄道 施設 を 保有 ・ 維 持 管理 する スウ ェ ー デ ン 鉄 道庁 
(BV) に 旧 国 鉄 は 分 離さ れ た 。 現 在 で は 多く の 国 で 上 下 分 離 方 式 
が 採用 され て いる が 、 EU 域 内 の 鉄道 に 限っ て も 国 に よっ て その 
形態 は 細部 で 異な っ て いる 。 

新幹線 全国 新幹線 鉄道 整備 法 第 2 条 に は 、 新幹線 の 定義 と し 
て 「『 新 幹線 鉄道 』 と は 、 そ の 主たる 区 間 を 列車 が 200 キ ロメ ー 
トル 毎時 以上 の 高速 度 で 走行 で きる 電線 鉄道 を いう 」 と 明文 化 
され て いる 。 高速 輸送 体系 の 形成 に よっ て 、 国民 生活 領域 が 拡 
大 、 地域 の 振興 に 留まら ず 国 士 全体 の 発展 が も た ら さ れる こと 
か ら 、 新 幹線 鉄道 の 全国 的 な 鉄道 網 の 整備 が 期待 され て いる 。 


新 交 通 シ ステ ム 新 交通 シス テム は 案内 軌条 式 鉄道 (Automated 
Guideway Transit : AGT) と も 呼ば れ 、 一 般 的 に 「 高 架 上 等 の 専 
用 軌道 を 小型 軽量 の ゴム タイ ヤ 付 き 車両 が ガイ ドウ ェ イ に 沿っ 
て 走行 する 中 量 輸送 シス テム 」 を 指す 。 無人 運転 も 可能 な シス 
テム で も ある 。 


スイ ッ チ バッ ク 急 勾配 線 の 途中 に 折り 返し の た め の 設 備 を 設 
け て 勾配 を 緩和 させ る 箇所 と し 、 列車 が 「Z」 の 文字 を 描く よう 
に 前 後方 向 に 移動 し な が ら 運 転 を する 方 法 。 スイ ッ チ バッ ク 箇 
所 に 信号 場 や 停車 場 を 配 する 場合 も 多い 。 現在 で は 車両 や 機関 
車 の 性 能 が 向上 し 、 こ の よう な スイ ッ チ バッ ク を 用 いな く て も 
急 勾配 の 上 り 下 り が 可能 と な っ た こと か ら 、 新 設 路線 で の 採用 
は ほとん ど 見 られ な く な っ た 。 


線路 使用 料 Track Access Charge 鉄道 の 上 下 分 離 方 式 に お 
いて 、 鉄道 車両 を 運行 する 「 上 部 」 主体 が 、 鉄道 イン フラ を 保有 
する 「 下 部 」 主体 に 対し て 支払 う 使用 料 の こと 。 線路 使用 料 を 支 
払う こと で 、 イン フラ 施設 上 の 通行 権 を 得る こと が で きる 。 ま 
た 、 「 下 部 」 の イン フラ 保有 主体 は 、 こ の 使用 料 の 収入 を イン フ 
ラ 施 設 の 維持 管理 費 や 建 設 資金 の 一 部 償 恒 に あて る こと が 一 般 
的 で ある 。「 イ ン フ ラ 使用 料 」 「 施 設 使用 料 」 と も 呼ぶ 。 


相対 式 ホ ー ム 上 下線 を その 両側 の ホー ム 片 面 が は さむ 配置 の 


ホー ム 形 態 。 
DO アテ DO 


第 三 軌条 一般 的 に 電気 鉄道 は 上 空 に 名 線 を 張り 、 そ こ か ら 集 
電 し て いる が 、 第 三 軌条 方 式 は 軌道 散 に 集 電 用 の レー ル を も う 
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1 本 説 か ら 集 電 を 行っ て いる 。3 本 の レー ル を 敷設 し た 
よう に 見 < か ら こ の 呼び 名 が ある 。 


ダブ ルス タッ クト ドレ イン Double Stack Train コン テ ナ を 2 自 
積み し て 運ぶ 貨物 列車 を 指す 。 ア メリ カ の 長大 貨物 列車 な どか 
有名 で あり 、1 列 車 当たり の 貨物 量 は 2 万 一 3 万 トン に 及ぶ 。 


単 相 交 流 交流 は 電流 ・ 電 圧 が 時 間 と と も に 変化 を する が 、 こ 
の 変化 の 波形 が 単純 に 1 本 の 波形 か ら な る た め に この よう な 呼 
び 名 が ある 。 


チャ イナ ・ ラ ンド ブリ ッ ジ 国際 複合 輸送 ルー ト の ひと つ 。 


ディ ー ゼ ル シ ャ ンタ ー Diesel Shunter 車両 入れ 替え 専用 の デ 
ィ ー ゼ ル 機 関 車 。 


デジ タル ATC 従来 の ATC で は 、 列車 速度 が 信号 現 示 速度 より 
低下 する と 一 旦 ブ レー キ が 緩解 する た め 、 プレー キロ ス が 生じ 、 
運転 時 隔 ・ 運 転 間隔 短縮 に 限界 が ある 。 また 、 閉塞 区 間 長 を 使用 
開始 時 の 車両 性 能 に 合わ せ て いる た め 、 新た に 車両 性 能 が 向上 
し て も 、 地 上 設備 を 改修 し な いと 時 間 短 縮 が で き な い 。 これ ら の 
問題 に 対し て 改良 が 加え られ 、 デジ タル ATC が 開発 され た 。 デ 
ジタル ATC は 、 自 列車 位置 と 目標 停止 位置 等 を 把握 し 、 自 列車 
が 走行 速度 か ら 目 標 と する 位置 ・ 速 度 まで 適切 な 「1 段 階 」 で の 
ブレ ー キ 制御 を 行う た め の 速 度 照査 パタ ー ン に 従っ て 減速 する 
こと で 、 安 全 で 最適 な 列車 間隔 を 確保 する シス テム で ある 。 


鉄道 イン フラ 車両 等 の 運行 に と っ て 必要 な 土木 構造 物 を は じ 
め と する 固定 的 な 鉄道 設備 。 軌道 、 橋梁 、 高架 橋 、 トン ネル な ど 
を は じ め 電 力 ・ 信 号 ・ 通 信 な ど 電 気 関連 の 地上 設備 も 含む 。 


鉄道 ・ 運 輸 機構 Japan Railway Construction. Transport and 
Technology Agency (JRTT) 正式 名 称 は 独立 行政 法人 鉄道 建 
設 ・ 運 輸 施設 整備 支援 機構 。 

鉄道 ・ 運 輸 機構 は 、 鉄道 の 建設 や 、 鉄道 事業 者 、 海上 運送 事業 者 
な ど に よる 運輸 施設 の 整備 を 促進 する た め の 助成 な どの 支援 を 
行う こと を 通じ て 、 大量 輸送 機関 を 基幹 と する 輸送 体系 の 確立 
等 を 図る と と も に 、 運 輸 技術 に 関す る 基礎 的 研究 を 行う こと に 
より 、 陸 上 運送 、 海 上 運送 お よび 航空 運送 の 円 滑 化 を 図る こと を 
目的 と し て いる 。2003 年 10 月 1 日 付け で 日 本 鉄道 建設 公団 と 
運輸 施設 整備 事業 団 が 統合 し 設立 され た 。 


頭 端 式 ホ ー ム 旅客 誘導 が 容易 な た め 、 ター ミナ ル 駅 な ど で 採 
用 され る ホー ム の 形態 。 本 線 は その ホー ム で 行き 止ま り の た め 、 
車止め 設置 に より ホー ム に 無駄 な 有効 長 部 分 が 生じ 、 旅客 の 歩 
行 距離 も 長く な る 。 


動力 集中 方 式 前 後 両端 に 機関 車 を 配置 し た 列車 。 フ ラン ス 
TGV を は じ め ヨ ー ロ ッ パ の 高速 列車 の 多く が この 方 式 を 採用 し 
て いる 。 


動力 分 散 方 式 電車 や ディ ー ゼ ル 動車 の よう に 、 動 力 装置 が 小 
型 化 され て 編成 内 の 車両 に 分 散 し て 配置 され て いる 列車 。 動 カ 
集中 方 式 (別項 ) に 比べ 軸 重 が 軽い こと や 加速 、 減速 性 能 が 勝る 
と いう 利点 が ある 。 新幹線 は 最初 か ら こ の 方 式 を 採用 し て いる 。 
近年 で は フラ ンス に お いて も 電車 方 式 の ACV (AutomotriCe 8 
Grande Vitesse) が 開発 され て いる 。 


トラ ム Tram 路面 電車 、 市 街 電車 の 意 。 日 本 で は 軌道 法 に 科 
っ て 運行 され る 鉄道 を 指す 。 


トラ ンジ ッ ト モ ー ル | iSit Mall 弟 市 の 中 心 部 に お いて 、 歩 
者 専用 の 商店 街 な ど に 路面 電車 や LRT と いっ た 公共 交通 の み 
が 乗り 入れ て いる 空間 の こ と 。 了 欧米 に 事例 が 多い 。 

トラ ンジ ッ ト 輸 送 国際 間 の 輸送 に お いて 、 た だ 国内 を 通過 す 


る だ け の トリ ッ プ を 指 3 


トン ネル 鉄道 トン ネル は 、 道路 トン ネル に 比べ て 延長 が 長い 
傾向 に ある 。 これ は 、 道 路 ト ン ネ ル で は 内 燃 機 関 有 する 自動 車 
交通 が 走行 する た め 、 排 煙 お よび 非常 時 の 防災 設備 の 面 か ら 比 
寺 的 短い ト ン ネ ル が 選定 され る が 、 鉄 道 の 場合 、 長 大 トン ネル 技 
術 の 確立 と と も に 、 列車 の 速達 性 が 重んじ られ 、 よ り 長 大 な トン 
ォ ル が 路線 選定 され る 場合 が 少な く な い 。 山 博 部 に お ける 施工 
方 法 の 代表 と し て NATM が 世界 的 に 普及 し て いる 。 一 方 都市 部 
な ど 軟 弱 地 層 に お ける 施工 方 法 と し て 、 シー ルド 工法 や 開削 工 
法 な ど が 広く 用 いら れ て いる 。 


い ン ぐ 
< くく に 絆 < くく 


内 部 補助 多く の 部 門 を 配下 に 従え て いる 企業 経営 に お いて 、 
例え ば 黒字 部 門 の 収益 分 を 赤字 部 門 に 補填 する こと 。 

日 本 国有 鉄道 Japanese National Railways (JNR) 日 本 で 最初 
の 鉄道 は 国営 で も っ た が 、 その 後 、 民 鉄路 線 も 次 々 に 開業 、 路線 
網 を 広げ て いっ た 。 し か し 国家 戦略 上 主要 幹線 は 国有 が 望ま し 
いと され 、 1906 年 に 鉄道 国有 法 が 成立 し 、 買収 に より 全国 に 国 
有 鉄 道 網 が 完成 し た 。 当時 、 その 運営 は (1920 年 一 1943 年 ) 鉄 
道 院 (の ち に 鉄道 省 ) と いう 国 の 機関 が あたっ て いた が 、 第 2 次 
世界 大 戦後 、 鉄 道 と いう 国民 に 不可 欠 な サー ビス は 、 国 家 が 直轄 
運営 する の で は な く 、「 公 共 企業 体 」 と いう 独立 し た 組織 が 行う 
べき だ と し て 、GHO の 指導 に より 、 日 本 国有 鉄道 (国鉄 ) が 誕生 
し た 。 1987 年 4 月 に 分 割 民 営 化 さ れ た 。 


粘着 Adhesion レー ル と 車輪 の 間 に 生じ る 摩擦 力 。 列車 の 加 
速力 や 制動 (ブレーキ) 力 は この 摩擦 力 に よる た め 、 最 大 牽引 力 、 
勾配 登坂 速度 、 ブ レー キ 減 速度 、 最 高 運転 速度 な ど の 列車 性 能 は 
粘着 力 に より 支配 され る 。 


【 2 5 に 2 
22 ( を 2 


バー ク & ラ イド Park & Ride 大 都市 の 郊外 地域 な ど で 、 最 寄 
駅 まで 自動 車 で アク セス し 、 自 動車 は 駅 に 隣接 し た 駐車 場 F&R 
駐車 場 ) に 停め 、 都心 部 まで 公共 交通 機関 主 に 鉄道 ) に 乗り 換 
え 移動 する こと 。 


バラ スト 軌道 鉄道 線路 は 、 レー ル ・ 枕 木 ・ 道 床 ・ 路 盤 ( 切 取 ・ 盛 
土 ・ 高 架橋 ・ 橋 染 ・ ト ン ネ ル な ど 軌 道 を 支え る 基礎 ) か ら な り 、 枕 
木 と 路盤 の 間 に 位 置 する 道 床 は 、 レ ー ル を 介し て 枕木 に 伝わる 
列車 荷重 を 均等 に 路盤 に 伝え る 役割 に 加え 、 枕木 を 固定 する 役 
割 も 有する 。 


災 り アフ リー 高齢 者 や 障害 者 等 が 社会 参加 する 上 で 、 既存 の 
障害 と な る も の が 除去 され 、 自由 に 社会 参加 で きる よう な ジス 
テム づく り の 目標 概念 を 意味 する 。 


バル ク カ ー ゴ Bulk Cargo ば ら 積 み 荷 物 。 鉄道 貨物 で は 、 石炭 
や 鉱石 ・ 砕 石 な ど が 代表 的 。 


汎 ヨ ー ロ ッ バ 回 廊 Pan-European Corridor TENT の 項 を 参 


照 。 


標準 軌 4 フィ ー ト 8 イン チ 1/2 (1435mm) の 軌間 は 、 イ ギリ 
ス を は じ め ヨ ー ロ ッ パ を 中 心 に 多く の 国々 に 普及 し 、 標準 軌間 
と され た 。 その た め 「 標 準 軌 」 と 呼ば れ 、 この 軌間 より 広い も の 
を 「 広 軌 」、 狭 いも の を 「 狭 軌 」 と いう 。 


フィ ー ジ ビリ ティ Feasibility 実現 可能 性 の 意 。FS の 項 を 参 
照 。 


フィ ー ダ ー Feeder 幹線 輸送 に 対し て 支線 の 輸送 を 指す 。 


ブッ シュ ブル 方 式 編成 の 前 後に 機関 車 を 配置 し 、 編成 前 方 の 
機関 車 は 編成 を 引き 、 編 成 後方 の 機関 車 は 編成 を 押す こと で 、 ラク 4 
ッシュ ブル と 称す る 場合 も ちる が 、 本 来 の プッ シュ ブル 方 式 と 
は 、 機 関 車 が 牽引 する 編成 の 最後 尾 に 運転 台 機 能 を 有 し た 客車 
を 配 し 、 機 関 車 の 付け 替え を する こと な く 、 進行 方 向 、 逆 方 向 の 
運転 を 可能 に する 方 式 を いう 。 


フラ ンチ ャ イズ 方 式 運営 権 方 式 。 鉄 道 事業 に お いて は 、 期間 限 
定 の 運営 権 を 獲得 し た 単独 の 輸送 事業 者 が 、 フ ラン チャ イ ズ 契 
約 に 基づい て 一 定 の 輸送 路線 網 (ネッ トワ ー ク ) の 鉄道 運営 を 
行う 方 式 。 ヨー ロッ パ を は じ め と する 各国 に お いて 、 鉄道 関係 省 
庁 や 地方 自治 体 な ど が 主 に 旅客 輸送 サー ビス を 調達 する 場合 に 
多く 活用 され て いる 。 近年 は 、 競 争 入札 に よ っ て 輸送 事業 者 を 決 
定 する 事例 が 多く な っ て いる 。 


振子 式 電車 列車 が カー ブ を 通過 する 際 、 カー ブ の 外側 方 向 に 
速度 に 応じ て 遠心 力 が 作用 し 、 脱 線 な どの 危険 性 が 高まる 。 こ の 
た め 、 カー ブ で は 線路 自体 を 曲線 の 内 側 方 向 に 傾け て (カン ト ) 
遠心 力 を 軽減 する 工夫 が され て いる 。 し か し 、 カ ント が 大 きす ぎ 
る 場合 、 今 度 は カー ブ 上 で 列車 が 停車 し た と き 、 カ ー ブ 内 側 に 列 
車 が 倒れ る 危険 性 も 高く な る 。 振 子 式 電車 は 、 線 路 の 傾き 以上 に 
車両 を 傾け 、 乗 心地 や 曲線 通過 速度 を 向上 させ た 電車 で ある 。 車 
体 と 台車 の 間 に 、 こ ろ を 入れ て 車体 が 傾斜 で きる よう な 構造 に 
な っ て いる 。 


ブル ー ト レイ ン 寝台 列車 の 愛称 。 日 本 で は 1958 年 に 寝台 列車 
と し て 青 地 に 白い ライ ン を 施し た 車両 20 系 寝台 車 が 採用 され 
て 以降 、「 ブ ルー トレ イン 」 の 愛称 で 親しま れ て いる 。 

南ア フリ カ の 「 ブ ルー トレ イン 」 も 有名 で ある 。 


ブル ネル 賞 世界 20 か 国 の 鉄道 関連 の 建築 家 ・ デ ザイ ナー が 集 
まっ た ワ ト フ ォ ー ド ・ グ ルー プ が 設け て いる 人 賞 で 、 世 界 唯一 の 鉄 
道 デザ イン 国際 コン ぺ ペ と な っ て いる 。 


閉 雲 Block System 列車 の 追突 な ど を 防ぐ た め に 、 ある 区 間 
に お いで 1 列車 だ け に 区 間 の 占有 を 許可 し 、 他 の 列車 が この 区 
間 に 進 和信 す る こと を 禁止 し て いる 。 この 1 列車 の み 占有 を 許さ 
れる 区 間 を 閉 そ く 区 間 と いう 。 列 車間 の 安全 確保 を 「 閉 そく 」 に 
よる 方 法 で 行う 場合 、 こ の 方 式 を 「 閉 そく 方 式 」 と いい 、 その 電 
気 的 、 機 械 的 補助 手段 と し て 用 いる も の を 「 閉 そく 装置 」 と いう 。 
閉 そ く 方 式 の 例 と し て は 、 自 動 閉 そ く 式 や 車内 信号 閉 そ く 式 、 単 
線 区 間 で 使用 され る タブ レッ ト 閉 そく 式 や スタ フ 閉 そく 式 等 が 
ある 。 あ る 区 間 で 通常 使用 され て いる 閉 そ く 方 式 が 故障 な ど で 
使用 で き な く な っ た 場合 は 、 代用 閉 そ く 方 式 や 閉 そ く 準 用 法 を 
状況 に 応じ で 適用 する こと に な っ て いる 。 


ボギー 台車 Bogie 軌道 の 曲線 区 間 を 車両 が 走行 する と き 、 車 
輪 が 車体 に 対し て 回 転 自 由 度 を 有する 台車 の こ と 。 こ の 回 転 自 
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由 度 を ボギー 角 と いい 、 こ の 回 転 自由 度 が ある こと に より 、 車 体 
は カー ブ に 治っ て スム ー ズ に 走行 する こと が 可能 と な る 。 台車 
に 配置 され た 輪 数 を 付け て 、 一 軸 ボ ギー 台車 、 二 由 ボ ギー 人 台車 、 
三 軸 ボギー 人 台車 と 呼称 する 。 


掘割 構造 半 地 下 構造 と も 称す る 。 地 面 を 掴 り 下 げ て 鉄道 軌道 
面 、 道 路 舗装 面 と する 断面 構造 を 有する 。 こ の 場合 、 通 過 交 通 の 
弁 音 は お お むね 直上 方 向 に 伝 播 する の で 、 高 架構 造 や 地上 構造 
に 比べ て 周囲 に 与え る 騙 音 の 影響 が 少な いと いわ れる 。 


2 2 
2 キ $$ 


マス ター プラ ン Master Plan 長期 的 な 視野 を 持っ た 事業 な ど 
の 基本 と な る 計画 。 交通 施設 整備 に お いて は 長期 的 な 交通 の 将 
来 像 に 基づく 交通 計画 を 提示 し 、 将来 の 都市 構造 や 土地 利用 構 
想 、 人 口 配置 お よび 交通 の 骨格 な ど に より マス ター プラ ン を 構 
成す る 。 具 体 的 な 交通 施設 プロ ジェ クト は この マス ター プラ ン 
に 基づき 実施 され る 。 


メー ター ゲー ジ 1m の 軌間 。 


モー ダル シフ ト 物流 を めぐ る 制約 要因 (労働 力 不 足 ・ 交 通 混 
雑 ・ 環 境 問題 ) が 深刻 化す る 中 で 、 物 流 の 効率 化 を 図っ て いく た 
め に は 、 幹線 部 分 は トラ ッ ク か ら よ り 効 率 の よい 鉄道 や 海運 に 
転換 し て いく こと が 望ま し い 。 これ を モー ダル シフ ト と 呼ん で 
いる 。 


モノ レー ル Monorail 1 本 の 走行 路 (軌道 桁 ) の 上 に ゴム タイ 
ヤ の 車両 が 噂 座 また は 懸垂 し て 走行 する 交通 機関 。 軌道 桁 の 上 
に また が っ て 走る 、 すなわち 車体 の 重心 が 走行 軌道 の 上 部 に 位 
置 する 方 式 を 中 座 型 モ ノレ ー ル (Straddle Type)、 軌道 桁 走 る 
台車 か ら 車 体 が ぶら 下がる 、 すなわち 車体 の 重心 が 走行 軌道 の 
下部 に ある 方 式 を 懸垂 型 モ ノレ ー ル (Suspended Type) と 呼ぶ 。 


ヤー ド Yard 構内 。 停 車場 内 また は 車両 基地 内 の こと 。 日 本 で 
は 貨物 操車 場 を 指す 。 列 車 の 組成 、 途中 駅 で の 分 割 ・ 併 合作 業 、 
洗浄 ・ 整 備 ・ 検 査 な ど 、 構内 で 行わ れる 一 切 の 作業 を 構内 作業 と 
いい 、 列車 ダイ ヤ 、 構内 線路 の 使用 状況 、 各 作業 員 の 時 刻 ご と の 
作業 内 容 な どの 関連 を 書き 表し た 図表 を 構内 作業 ダイ ヤ と い 
う 。 


誘導 電動 機 電車 の 電動 機 の 一 種 。 従来 は 直流 直 巻 電動 機 が 主 
流 で あっ た が 、 電 力 変換 装置 の 開発 に 伴い 、 こ れ に 代わ っ で 登場 
し た の が 誘導 電動 機 で ある 。 誘 導電 動機 は 交流 電動 機 の 一 種 で 、 
固定 子 巻 線 に 交流 電流 を 流し 回 転 磁界 を 発生 させ 、 回 転 動力 を 
得る モー タ to 

ユー ロス ター 1994 年 に 開通 し た 英 仏 海峡 トン ネル を 通り 、 イ 
ギリ ス の ロン ドン と フラ ンス の パリ 、 ベル ギー の ブリ ュ ッ セル 
を 結ん で 走る 高速 列車 。 

ユニ バー サル デザ イン 高齢 者 や 障害 者 お よび 健常 者 等 が 区 別 
な く 、 誰 で も 使用 可能 な よう に 配慮 し て 、 機 器 や 建物 お よび 身 の 
回 り の 生活 空間 を デザ イン する こと 。 


四 線 式 軌道 2 種類 の 軌間 に 対応 する た め 、4 本 の レー ル か ら な 
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JA 広 暫 1520mm) で 使用 さ 
れる 場合 が 多い (dlual gaUEG : 四 間 混合 ) 隊 
いう 

*。 
ラッ ク 式 急 勾配 の 線路 に 用 


いら れ 、 昌 力 車 の 駆動 歯 還 が 間 首 
の 中 央 に 敷設 され た 歯 軌道 (ラッ ク ) と か み 合 うこ と に より 、 す 
べり を 防止 し て 前 進 する 構造 を 持つ 鉄道 を 指す 。 大 きく 4 種類 
に 大 別 さ れる 。 水平 に 配 し た 左右 の 歯車 が 軌道 中 央 の ラ ッ ク レ 
ー ル を 挟み 込む 形式 の 「 ロ ッ ヒ ャ ー 式 」、 歯形 の 幅 が 厚い 1 本 の 
ラッ クレ ー ル で 構成 され る 「 シ ュ ト ルズ プ 式 」、 1 本 の 溝 状 の ラッ 
クレ ー ル に 歯車 を 噛み 合わ せ 推 進 す る 比較 的 構造 が 簡単 で 組 勾 
配 用 の 「 リ ッ ゲ ン バ ッ ハ 式 」、 そ し て 軌間 の 間 に 2 本 (ある い は 3 
本 ) の 歯形 の レー ル を 配置 する 形式 の 「 ア プ ト 式 」 が ある 。 世界 
で 最も 広く 普及 し て いる 形式 は 、「 ア プ ト 式 」 で ある 。 


ラン ドブ リッ ジ 物流 の 国際 複合 輸送 ルー ト 。 シベ リア ・ ラ ンド 
ン リ ッシュ チャ イワ ラン ドジ ツジ アス リカ ガッテン ド プ リョ 
ジ 、 カ ナダ ・ ラ ンド ブリ ッ ジ な ど が ある 。 


リハ ビリ テー ショ ン Rehabilitation 社会 復帰 な ど が も と の 意 
味 で ある が 、 本 書 で は 特に 鉄道 施設 の 補修 、 修 繕 な ど に よる 機能 
回 復 行為 を 指す 。 これ は 、 鉄道 に お ける 車両 や 軌道 、 駅 施設 、 信 
号 施設 、 土 木 構造 物 な どす べ て の 施設 、 設 備 を 対象 と する 。 


旅客 輸送 量 旅客 の 輸送 量 は 、 輸 送 し た 旅客 数 「 人 」 と 、 そ れ ぞ 
れ の 旅客 が 乗車 し た 距離 (キロ ) を 乗じ た 累計 「 人 キロ 」 単位 で 
表示 され る 。 


リレー 式 停車 場 や 多数 の 線路 が 集まる 箇所 で は 、 列 車 の 出入 
り が 頻繁 に な り 、 ポイント や 信号 の より 高度 な 制御 が 要求 され 
る 。 人 手 に よる 制御 に は 限界 も あり 、 ミス も 危 倶 され る こと か 
ら 、 自動 制御 装置 が 求め られ る 。 そ こ で 、 ポイ ント と 信号 機 を 連 
動 さ せる 機能 を 有する 連動 装置 が 開発 され た 。 リ レー (継電器 
電気 信号 に より 回 路 の 開閉 を 制御 する 機器 ) に より 電気 的 に 連 
動 制 御 を 行う の が リレー 式 で ある 。 最近 で は コン ピュ ー タ ー を 
用 いた 電子 連動 装置 が 一 般 的 で ある 。 


列車 無線 列車 と 地上 の 運転 指令 所 と の 間 で 、 情 報 の 伝達 や 運 
行 に 関す る 指示 等 を や り と りす る た め の 手 段 と し て 、「 列 車 無線 
装置 」 が ある 。 この 列車 無線 は 、 誘 導 無線 方 式 と 空間 波 無 線 方 式 、 
そし て 空間 波 無線 方 式 の 欠点 を 克服 する た め に 新しく 開発 され 
た 、 漏 混同 還 ケ ー ブ ル ( Leakage Coaxial Cable :LCX) 方 式 に 大 
別 さ れる 。 


ロン グレ ー ル 複数 の レー ル を 溶接 な ど に より 接合 し て 一 定 以 
上 の 長 さ に し た レー ル 。 レー ル の 継目 は 、 そ こ を 列車 が 通過 する 
際 に 騒音 や 振動 の 問題 が 発生 する こと か ら 、 レー ル は で きる 眼 
り ロ ング レー ル が 望ま し い 。 た だ 、 レー ル を 敷設 する 場合 、 現地 
へ の 搬入 を 考え る と 運搬 に は 長 さ 制限 を 伴う た め に 、 レー ル を 
製造 し 、 運 搬 後に 現地 も し く は 現地 近傍 に お いて 接合 する 人 
が 必要 と な る 。 日 本 で は レー ル の 長 さ が 200m 以 上 の も の を 『 
ング レー ル 、 50 200m の も の を 長 尺 レー ル と 称し て 区 分 し て 
いる 。 
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| 滞 136 カ国 の 最新 鉄道 情報 を 取り まとめ た 『 世 界 の 鉄道 』 を お 届け いた し ます 。 本 
は 、( 一 社 ) 海外 鉄道 技術 協力 協会 JARTS) の 創立 50 周年 記念 事業 と し て 、 JARTS が 
2005 年 に 発刊 し た 『 最 新 世界 の 鉄道 』 を 10 年 ぶり に 全面 的 に 改訂 し た も の で す 。 

今回 の 全面 改訂 の 特徴 と し て 、① 世 界 の 鉄道 を 視覚 的 に 楽し ん で いた だ ける よう に グラ 
ビア を は じ め 鉄 道 写真 を 多く 掲載 し た 、② コ ラム 欄 を 設け 、 世 界 各地 の 鉄道 を 旅行 記 に よ 
り 紹介 し 、 ま た 最近 の 主要 トピ ックス を 取り 上 げ て 解説 し た 、③ 情 報 が 少な い 地 域 の 鉄道 
に 関し て 数 度 に わた る 現地 調査 を 実施 し た 、④ 巻 来 に 高速 鉄道 と 高速 列車 の デー タ 、 日 本 
の 鉄道 分 野 で の 海外 技術 協力 の 事例 を 追加 し た こと が あげ られ ます 。 

『 世 界 の 鉄道 』 制作 に あたり 、 外 務 省 、 国 土 交通 省 、( 独 ) 国際 協力 機構 (JICA) 、( 独 ) 鉄道 
建設 ・ 運 輸 施設 整備 支援 機構 、( 公 財 ) 鉄道 総合 技術 研究 所 、JR 各 社 、 (一 財 ) 運輸 調査 局 な 
どの 皆様 に 大 変 お 世話 に な り ま し た 。 紙面 を 借り て 厚く お 礼 申 し 上 げ ま す 。 

な お 、 今 後 と も 情報 と デー タ の 更新 を 継続 し て ゆき ます の で 、 読 者 の 皆様 か ら の 世界 の 
鉄道 に 関す る 情報 や 写真 提供 、 ま た 本 書 の 内 容 に 関す る ご 意見 を お 待ち し て お り ま す ( 連 


絡 先 は 480 ペ ー ジ を ご 参照 くだ さい )。 
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悪 奥 醐 旬 O 普 交 国 


〇 写真 説明 ・ 写 真 提供 

〇 各国 タイ トル 部 分 

1 章 : ア ジア & オ セア ニア 

日 本 : 新 幹線 N700A( 三 浦 一 幹 ) 

中 国 : 高 速 列車 CRH2C 

韓国 :KTX- と KTX 山 川 (三浦 一 幹 ) 

北朝 鮮 : 三 大 革命 展示 館 に 展示 され て いる DL( 三 輪 和 司 ) 

台湾 :700T 型 新幹線 (櫻井 寛 ) 

モン ゴル : 長 大 な 旅客 列車 (Batkhurel.N) 

ベト ナム : 中 国 製 の DL「 ド イ ・ モ イ ] (渡邊 亮 ) 

カン ボ ジ ア : 南 線 を 運行 する 貨物 列車 (日 本 工 営 ) 

タイ : 日 本 製 DL 率 引 の 旅客 列車 
ミャンマー:DL 之 引 の 旅客 列車 (秋山 芳 弘 ) 

ラオ ス : タ ナレ ー ン 駅 (今津 直久 ) 

マレ ー シ ア :KTMB の KTM イン ター シテ ィ 

フィ リピ ン : ト ゥ トゥ ン パ 駅 に 停車 中 の 韓国 製 気 動車 (秋山 芳 弘 ) 
イン ド ネ シア : 車 両 基 地 に 停車 中 の イン ド ネ シア 鉄道 の 車両 (秋山 芳 弘 ) 
バン グラ デシ ュ : ダ ッ カ 中 央 駅 に 停車 中 の 旅客 列車 () 川 崎 昭 彦 ) 
イン ド : コ ルカ タ の ハウ ラー 駅 に 停車 中 の 旅客 列車 (秋山 芳 弘 ) 
スリ ラン カ : 中 国 製 の DMU( 小 野 智広 ) 

ネパール : ジ ャ ナク プル 鉄道 の 旅客 列車 (平尾 和雄 ) 
パキスタン : パ ンジ ャ プ ブ 州 北部 に 位置 する Jehlum 橋 を 通過 する 旅客 列 
車 (小崎 英夫 ) 

アフ ガニ スタ ン : ハ イラ タン の 貨物 ヤー ド (SMEC) 

イラ ン : テ ヘラ ン 駅 に 停車 中 の 旅客 列車 (左近 嘉 正 ) 

イラ ク : 中 国 製 DL と フラ ンス 製 DL(Alessandro Albe) 
トル コ :CAF 社 製 の 高速 列車 HT65000 系 (三浦 一 幹 ) 

シリ ア : シ リア 国鉄 の 気動車 (三輪 和 司 ) 

レバ ノン : 再 建 途上 の ベイ ルー ト 駅 (Borre Ludvigsen) 

ヨル ダン : ヒ ジャ ズ 鉄 道 の 観光 列車 (岡本 茂 ) 

サウ ジア ラビ ア : リ ヤ ド 駅 (秋山 芳 弘 ) 

イス ラ エ ル :2 階 建て の 旅客 列車 (JICA) 

オー スト ラリ ア : ク ィ ー ン ズラ ンド 鉄道 の 近郊 電車 (藤森 啓 江 ) 
ニュ ー ジ ー ラ ンド : キ ー ウ ィ ・ レ ー ル の 旅客 列車 (KiwiRail) 

フィ ジー: サ トウ キビ を 満載 し た 貨物 列車 (八千代 エン ジニ ヤリ ング ) 


2 章 : ヨ ー ロ ッ パ 

イギリス : ロ ンド ン ・ キ ング ズ ク ロ ス 駅 の ホー ム ( 橋 爪 智之 ) 
アイ ル ラ ンド : イ ンタ ー シ テ ィ と DART 

フラ ンス :LGV 東 線 を 走る TGV-POS( 橋 爪 知之) 

オラ ンダ : オ ラン ダ 鉄 道 の イ ンタ ー シ テ ィ (橋爪 智 之 ) 

ベル ギー: ベ ルギー 国鉄 の イン ター シテ ィ ( 橋 爪 智之 ) 

ルク セン ブル ク : ル クセ ンブルク 国鉄 の 近郊 列車 (櫻井 康裕 ) 
ドイ ツ :ICE3 と ICE1( 橋 爪 智之 ) 

スイ ス : レ マン 湖畔 を 走る イン ター シテ ィ ( 橋 爪 智之 ) 

オー スト リア : オ ー ス トリ ア 連 邦 鉄道 の イン ター シテ ィ ( 橋 爪 智之 ) 
イタ リア : トレ ニタ リア の 高速 列車 フレ ッ チ ャ ロッ サ ( 橋 爪 智之 ) 
スペ イン : サ ラ ゴ サ 付近 の AVE S103( 三 浦 一 幹 ) 

ポル ト ガ ル : ポ ルト ガル 鉄道 の イン ター シテ ィ ( さ か ぐち と お る ) 
スウ ェ ー デ ン : ス ウェ ー デ ン 鉄 道 の SJ2000( 三 浦 一 幹 ) 

デン マー ク : コ ペン ハー ゲン 中 央 駅 の ホー ム ( 鹿 野 博 規 ) 

ノル ウェ ー: オ スロ 中 央 駅 の ホー ム ( 鹿 野 博 規 ) 

フィ ン ラ ンド : フ ィ ン ラ ンド 鉄道 の イン ター シテ ィ ( 藤 原 浩 ) 

エス トニ ア : タ リン の 近郊 電車 (藤原 浩 ) 

ラトビア : ラ トビ ピア 鉄 道 の 旅 客 列車 (櫻井 寛 ) 

リト アニ ア : リ ト ア ニア 鉄道 の 旅客 列車 (櫻井 寛 ) 

ポー ラン ド : ポ ー ラ ンド 鉄道 の 高速 列車 ED250( 橋 爪 智之 ) 
チェ コ : チ ェ コ 鉄道 の 旅客 列車 (橋爪 智之 ) 

スロ バキ ア : ス ロバ キア 鉄道 の イン ター シテ ィ ( 橋 爪 智之 ) 
ハン ガリ ー: ブ ダ ペ スト 東駅 の ホー ム ( 三 浦 一 幹 ) 

ブル ガリ ア : ブ ル ガ リ ア 鉄 道 の 旅 客 列車 (藤原 浩 ) 

セル ビア : セ ルビ ア 鉄 道 の 旅客 列車 (藤森 啓 江 ) 
モン テ ネ グ ロ : ポ ト ゴ リッ ツァ 駅 に 停車 中 の 近郊 電車 (藤森 啓 江 ) 
コソ ボ : コ ソン ボ 鉄道 の 旅客 列車 (藤森 啓 江 ) 
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マ ケ ド ニ フ 事 ( 摩 森 啓 江 ) 

ポス ニア ・ 和 I 国 鉄道 の 旅客 列車 (藤森 聞 ) 
スロ ベ ロ 典 道 下車 |( $( 鹿 野 博 規 ) 

クロ ア チ ア : ザ グレ ブ 駅 中 の 旅客 列車 (青山 弘和 ) 
シャツ チ ォ に 人 車 中 の 近郊 列車 (鹿野 全 ) 

アル パニア: アルバニア 鉄道 の 旅客 列車 (藤森 啓 江 ) 


3 章 : ロ シア & 周辺 国 

ロシア : ウ ラジ オス トク 駅 に 停車 中 の 長 距 離 列車 (藤原 浩 ) 
ウクライナ : ウ クラ イナ 鉄道 の 旅客 列車 (カラ ボッ ク ) 

ベラ ルー シ : ベ ラル ー シ 鉄 道 の 旅客 列車 (藤原 浩 ) 

モル ド バ : キ シ ニ ョ フ 駅 の ホー ム ( 三 輪 和 司 ) 

カザフ スタ ン : ア スタ ナ 駅 に 停車 中 の タル ゴゴ 列車 (藤原 浩 ) 
ウズ ベ キ スタ ン : ウ ズ ベ キス タン 鉄道 の 貨物 列車 (船木 勝雄 ) 
トル ク メ ニ スタ ン : ト ルク メニ スタ ン 国 鉄 の 貨物 列車 (深山 剛 ) 
タジキスタン :Hugand 駅 構内 (藤原 浩 ) 

キル ギ ス : ビ シュ ケ ク 2 駅 構内 に 留置 し て いる 客車 (藤原 浩 ) 
アル メニ ア : エ レ パ ン 駅 に 停車 中 の 旅客 列車 (三輪 和 司 ) 
アゼル バイ ジャ ン : ア ゼル パイ ジャ ン 鉄 道 の 旅客 列車 (秋山 芳 弘 ) 
ジョ ー ジ ア : ジ ョ ー ジ ア 鉄 道 の 近郊 電車 (秋山 芳 弘 ) 


4 章 : ア フリ カ 
エジプト : ル クソ ー ル 駅 に 停車 中 の 旅客 列車 (三輪 和 司 ) 
スー ダン / 南 スー ダン : ハ ルツ ー ム 探 車場 (三輪 和 司 ) 
エチ オ ピ ア / ジ ブチ : 旧 アジ ス ア ベ パ 駅 (秋山 芳 弘 ) 
エリ トリ ア : エ リト リア 鉄道 の 蒸気 機関 車 
リビア : 内 戦前 に 試験 運行 し て いた DMU(UARTS) 
チュ ニ ジ ア : 南 部 の ト ズ ー ル 駅 に 停車 する 旅客 列車 (アナ パパ シフ ィ ッ ク ) 
アル ジェ リア :Tlemcen 駅 に 停車 中 の 旅客 列車 (三輪 和 司 ) 
モロ ッ コ : 日 本 製 電気 機関 車 牽引 の 旅客 列車 (藤森 啓 江 ) 
モー リタ ニア : 長 大 な 編成 の 鉄鉱 石 運搬 の 物 列車 
マリ : バ マコ 駅 の 構内 (三輪 和 司 ) 
ダカール : ダ カー ル 駅 構内 に 留置 し て いる DL( 三 輪 和 司 ) 
ギニア : ボ ケ 鉄 道 の ボ ポー キサ イト 運搬 用 貨車 と 車輪 (Boke Railway) 
リベリア : ボ ン 鉱 業 会 社 の DL(Bgrre Ludvigsen) 
コー ト ジ ボ ワー ル : シ タレ ー ル の DL(JICA) 
ブル キナ ファ ン : 首 都 ワ ガ ド ゥ グ の 駅 に 停車 中 の 旅客 列車 (JICA) 
ガー ナ : 単 線 非 電化 の ガー ナ 鉄 道 の 線路 
トー ゴ :SNPT 線 の 機関 車 ( 和 ト ステ ムズ ) 
ベナン : コ ト ヌ ー 駅 の 構内 (竹内 龍介 ) 
ナイ ジェ リア : ナ イジ ェ リ ア 鉄 道 公社 の 旅客 列車 (秋山 芳 弘 ) 
カメ ルー ン : ヤ ウン デ 駅 の 構内 (JICA) 
ガボン : ト ラン スガ ボン 鉄道 の 旅客 列車 (SETRAG) 
コン ゴ : ブ ラ ザ ビ ル 港 構内 に 停車 中 の コン テ ナ 列 車 (秋山 芳 弘 ) 
コン ゴ 民 主 共 和 国 : キ ン シ ャ サザ 東駅 (秋山 芳 弘 ) 
ケニア : ナ イロ ビ 駅 に 停車 中 の 旅客 列車 (JICA) 
ウガンダ : 首 都 カン パラ 付近 の 線路 (JICA) 
タン ザ ニ ア :TRL の 旅客 列車 (秋山 芳 弘 ) 
ザン ビア : ザ ン ビ ア 鉄 道 の 貨物 列 車 (秋山 芳 弘 ) 
マラ ウイ :Luchenza 駅 を 出発 する 旅客 列車 (和則 トス テム ズ ) 
モザ ン ビ ー ク :CFM の 旅客 列車 (秋山 芳 弘 ) 
ジン バブ エ : ビ クト リア フォ ー ル スズ 駅 に 停車 中 の 賀 物 列車 (三輪 和 司 ) 
アン ゴ ラ : ア ン ゴ ラ 鉄 道 の 旅 客 列車 (小崎 英夫 ) 
ナミ ビア :Karasburg 駅 に 停車 中 の トラ ンス ナミ ブ の 列車 (三輪 和 司 ) 
ボツ ワナ : ボ ツ ワ ナ 鉄道 の DL( 秋 山 芳 弘 ) 
南ア フリ カ : 営 業 列車 と し て は 世界 最長 の 鉄鉱 石 運搬 列車 (左近 豪 正 ) 
スワ ジラ ンド : 南 アフ リカ か ら 来 て いる 貨 物 列車 (左近 嘉 正 ) 
マダ ガス カル : フ ィ ア ナラ ン ツ ア 東 海岸 鉄道 の 貨物 列車 


5 章 : 南 北ア メリ カ 

アメ リカ : カ ルフ ォ ル ニア ・ ゼ ファ ー( 藤 原 浩 ) 

カナ ダ : 長 距離 列車 スキ ー ナ (櫻井 寛 ) 

メキ シコ : チ ワ ワ 太平 洋 鉄道 の 旅客 列車 (さか ぐち と お る ) 
グアテマラ / エ ル サ ル バ トル / ホ ンジ ュ ラ ス : エル サル バ ト ル の 旅客 列車 
(JICA〉 


2 拓 議 


ョ メタリカ: 近郊 旬 で 骨 製 の DMU( 藤 森 啓 江 ) 
っ : パ ナマ 運河 鉄 ( 膝 森 啓 江 ) 

リブ 1940 年代 人 気動車 ( 陳 森 記 江 ) 

議 謗 イカ / ド ミニ カト 各国 の サト ウキ ピ 運 搬 列車 

る 叶 ビア : 首 都 ボコ タ か ら 運 行 し て いる 観光 列車 (櫻井 寛 ) 

スッ メ エ ラ : 日 本 製 の 旅客 電車 (櫻井 寛 ) 

ェ ク ア ドル : エ クア ドル 鉄道 で 運行 し て いる 観光 列車 (櫻井 寛 ) 

語り ベル ー' レ ー ル の 旅客 列車 

プラ ジル :VU が 運行 する 貨物 列車 (VLI Archive/Jaime Oide) 

2 リピ ア : 日 本 製 DL 率 引 の 貨物 列車 (三輪 和 司 

ラグ アイ : パ ラグ アイ 鉄道 運 行 の 観光 用 旅 寄 車 (さか ぐち と お る ) 

義 0P ア モン デビ デオ 駅 に 停車 中 の 放電 20 語 ( 二 級 所 / 

アル セン チン 日 本 製 の 近郊 列車 (三輪 和 司 

クリ サン ディ ゴ 近 郊 で 運行 する 旅客 電車 三輪 和 司 ) 

O カ バー・ 表 紙 


地 列 (上 か ら ) : 中 国 ・ 青 蔵 鉄道 ( 処 井 寛 )、 フラ ンス ・ バ リ 北 駅 (櫻井 現 )、 
ロシア ・ 高 速 列車 ・ サ プサン (三浦 一 幹 )、 マダ ガス カル ・ フ ィ ア ナラ ン ツ ア 
素 海岸 鉄道 の 貨物 列車 、 ア メリ カ ・KCM の 貨物 列車 

吉 列 (上 か ら ) :・ イ ンド ・ デ カン オデ ッ セ イ ( 櫻 井 寛 )、 ノ ヴォ シビ ルス ク 駅 
に 停車 中 の 旅客 電車 (藤原 浩 )、 南ア フリ カ ・ 豪 華 列車 ロボ スレ ー ル ( 櫻 
井 寛 )、 アメ リカ ・ ニ ュー ヨー ク の グラ ン ド セ ン トラ ル 駅 (櫻井 寛 ) 


O カ バー 裏 ・ 裏 表紙 

(上 か ら ) ニュ ー ジ ー ラ ンド ・ キ ゥ ー イ ・ レ ー ル の 交 物 列車 (KiwiRai)、 ドイ 
高速 列車 ICE3( 橋 爪 智之 )、 ロ シア ・ ロ シア 鉄道 の 旅客 列車 (藤原 浩 )、 
南ア フリ カ ・ 世 界 最長 編成 の 鉄鉱 石 輸送 列車 (左近 畜 正 )、 ベ ルー・ 観 
光 列 車 ハ イラ ム ・ ビ ン ガ ム ( 櫻 井 寛 ) 


O 章 扉 

1 章 ・ ア ジア & オ セア ニア 

(上 か ら ) 韓国 の KTX 山 川 、 台湾 の 700T 型 新幹線 、 イン ド の ニル ギリ 
山岳 鉄道 、 ヨ ル ダ ン の ディ ー ゼ ル 機 関 車 替 | の 貨物 列車 、 フ ィ ジ ー の サ 
トウ キビ を 満載 し た 貨物 列車 

2 章 ・ ヨ ー ロ ッ パ 

(上 か ら ) イギリス の 高速 列車 ジャ ベリ ペン フラ ンス の 高速 列車 TGV- 
Duplex、 ドイ ツ の DB シェ ンカ ー の 貨物 列車 、 ルー マニ ア 鉄 道 の 旅客 列 
車 、 ア ル バ ニ ア 鉄 道 の 旅客 列車 

3 章 ・ ロ シア & 周辺 国 

(上 か ら ) ロシア の 高速 列車 サ プ サ ン 、 ベラ ルー シ 鉄 道 の シ ティ ライ バ 、 
ウズ ベ キ スタ ン の 貨物 列車 、 タ ジ キ ス タン の 貨物 列車 アゼル バイ ジャ 
ン の 旅客 列車 

4 章 ・ ア フリ カ 

(上 か ら ) モロ ッ コ の 旅客 列車 、 ア ビジ ャ ン 一 ワ ガ ドゥ グ 鉄 道 の 旅客 列 
車 、 マ リ の 首都 バ マ コ 駅 、 ナイ ロビ 駅 に 停車 中 の 旅客 列車 、 南ア フリ カ 
の 世界 最長 編成 の 鉄鉱 石 運 搬 列 車 

5 章 ・ 南 北ア メリ カ 

(上 か ら ) アメ リカ 合衆国 の 高速 列車 アセ ラ エ クス プレ ス 、 カナ ダ の 長 距 
離 列車 スキ ー ナ 、 メキ シコ の チワ ワ 大 平 洋 鉄道 の 旅客 列車 エク アド ル 
鉄道 の レー ル バ ス 、 ベル ー・ レ ー ル の アン ディ アン ・ エ クス プロ ニラ 


⑥ コ ラム 記事 

秋山 芳 弘 P48、P49(2 点 と も )、P75、P181( 左 上 )、 P325 右 
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一 般 社団 法人 海外 鉄道 技術 協力 協会 


Japan Railway Technical Serice ARTS) 


海外 鉄道 技術 協力 協会 JARTS) は 、 東海 道 新幹線 の 開業 を 主たる 契 
機 と し 、 その 翌年 1965 年 (昭和 40 年 ) に 、 日 本 の あら ゆる 鉄道 技術 を 
結集 し た 技術 協力 機関 と し て 発足 し 、 本 年 を も っ て 創立 50 年 を 迎え ま 
1 ラル 8 

創立 後 、JARTS が プロ ジェ クト を 実施 し た 国 は 60 カ 国 、 主要 技術 協 
力 案件 は 400 件 を 超え て お り 、 世 界 の 多く の 国々 の 鉄道 の 発展 に 貢献 し 
て きま し た 。 

JARTS は 、 現在 、 長年 に 古 り 培っ て きた 経験 を 踏ま え 、 わが 国 の 鉄道 
の 海外 展開 や 国際 協力 を 一 層 強 力 に 推し 進め て いく た め に 、 次 の よう な 
事業 を 実施 し て お り ます 。 


1 . 海外 で の 展示 会 、 セ ミナ ー の 開催 や 海外 要 人 の 招 際 な ど 鉄道 の 海外 
展開 推進 の た め の 啓 発 活動 事業 


2. 海外 へ の 日 本 の 鉄道 の 最新 情報 の 発信 及び 海外 展開 の た め の 研 修 な 
どの 日 本 の 鉄道 シス テム に 関す る 情報 発信 事業 及び 人 材 育 成 事業 


3. 海外 諸国 の 鉄道 整備 動向 調査 な どの 海外 の 鉄道 に 関す る 情報 収集 事業 
4. その 他 会 誌 発行 等 情報 提供 事業 な ど 


JARTS で は 、 鉄道 の 海外 展開 に 関連 する 幅広 い 業 種 の 企業 等 を 会 員 と 
する 一 般 社団 法人 と し て の 特性 を 十分 活か し な が ら 、 鉄道 の 海外 展開 が 
いっ そう 効果 的 に 推進 され る よう 努め て お り ま す 。 
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一 般 社団 法人 海外 鉄道 技術 協力 協会 (JARTS) 

電話 :03-5684-3172 

e-mall : info-jarts@jarts.orjp 
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